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優勝チームに贈られるダイヤモンド旗 (_11)と 佐伯達夫杯 (ド右1)。 下右は準優勝 トロフイー
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▲第20回大会開会式に勢ぞろいした選手たち。ダイヤモンド旗を返
還するのは前年優勝・東芝の葛城弘樹主将。

社会人野球日本i_3手権大会

応、二,`|
▲神戸国際会館で行われた前夜祭に集合した出場26チームのマス
コットガールが勢ぞろい。
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▲〔第 5回大会優勝戦〕東京ガスー北海道拓殖銀行■九回表J`
海道拓殖銀行―死一、三塁、丸山の右犠飛で三1轟‐か|‐

ら高国が
ホームイン、決勝点を挙げる

▲〔第 6回大会準決勝〕電電九州一松下電器 七回表、松下電
器の鍛治舎が左越えにソロホーマー、これが決勝点となつた
(捕手・川越)
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▲〔第 8回大会優勝戦〕富士重工業一大昭4El製紙北海道 四回
裏大昭和製紙北海道二死二塁、大野の右前打で二塁からホー
ムをつくも、本塁寸前タッチアウト(捕「  増 4く )
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▲〔第 7回大会準々決勝〕日本生命―松下電器 九回裏
松下電器二死二、三塁、本原が逆転|サ ■オ|ラ 3ラ ンを
放ち、ナインに迎えられる     ●



第 9回大 会
▲〔第 9回大会 1回戦〕王子製紙春日丼一三
菱重工広島 3回表王子製紙春日丼二死
一、三塁、山際が左中間に2点タイムリー
を放つ

■(第 11回大会準決勝〕住友金属―松下
■電器 九回表住友金属二死一、二塁.

■代打 。松原が逆転の右中間三塁打を放
■ちt三塁塁上でガッツポーズ

▲〔第10回大会〕住友金属―東芝府中
十二回裏住友金属二死満塁、サヨナラ安
打を放つた筒丼 (手前左から2人 目)に駆
け寄り、大喜びの住友金属ナイン
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▲〔第13回大会 2回戦〕三菱重工神戸一NT
T東海 六回裏NTT東海二死二塁、中西
の左前打で森田が決勝のホームイン
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▲〔第14回大会優勝戦〕 初出場で強豪・熊谷組を降した中山製鋼。ナインの初優
勝の喜びがグラウンドではじけた
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▲〔第15回大会〕本田技 ―東芝 史上初の都市対抗に続く 夏゙秋連覇゛

▲第16回大会 1回戦〕大昭和製紙北海道二住友金属
一回表住友金属二死一、|二塁、佐藤の中前打で二
1塁から畑山が生還し、先取点。Vに向けての第一
歩を踏み出した           .を成し遂げた東芝、ナインは喜びを爆発させた
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^(13回
大会1回戦〕新日鉄室蘭一三菱重工長崎 四回表

=菱重工長崎二死■t三塁、洲力E本が左中間に3ラン、鈴木コー
チに迎えら検る.    ■

▲〔第19回大会準決勝〕東芝一日本石油 六回裏東芝二死二塁、
1葛城わヽ左前タイムリーを放ち、二塁から松原が勝ち越しの
ホ■ムイン  |
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ごあい さつ

更なる飛躍を 野球の発展を願つて
財団法人 日本野球連盟

会長 飯田 庸太郎
(三菱重工業株式会社 取締役会長)

第20回社会人野球日本選手権大会を記念して、日本
選手権大会20年 史を刊行する運びとなりましたこと
は、誠に喜びに堪えません。
日本選手権大会は、昭和49年10月 に第 1回大会を阪

神甲子園球場で開催、55年の第 7回から大阪球場、平
成 2年の第17回からグリーンスタジアム神戸に会場を
移し年々発展の一途をたどってまいりました。
故佐伯達夫氏の志を受け本大会が社会人野球の日本

一、そしてアマチュア野球の王座を目指す大会として

都市対抗野球大会とともに、社会人野球の柱のひとつ
となる意義ある大会に発展したことを思うと感きわま
るものがあります。
ここに関係各位のこれまでのご支援、ご協力に対し

感謝申し上げますとともに、本大会の更なる飛躍を祈
念して20年史刊行のご挨拶と致します。

毎日新聞社

社長 イヽ
(財団法人日本野球連盟 相談役)

都市対抗大会と並ぶ社会人野球の二本柱、日本選手
権大会が、20歳の成人式を迎えました。選手の補強制
度をとる都市対抗と異なり、日本選手権は単独チーム
で日本一を争う大会です。歴史こそ浅くとも、大会が
チームのシーズンロ標となるまでに成長したことは、
主催者の一員として大きな喜びを感じています。
かつてはわが国スポーツの王者に君臨していた野球
も、近年サッカーを始めとする他の競技の発展にその
地位が揺らぎ始めている、と言われています。しかし

野球界はプロ、アマチュアが手をたずさえて、野球復
権に向け新たな一歩を踏み出しました。
アマチュア野球の技術的中核を担うのは、社会人野

球です。日本選手権の20年 を機会として、改めて社会
人を中心とする野球の発展を願い、関係各位とともに
頑張っていきたいと思います。

夫

2



大 会 イ1史 社鉄 野球日本選手権大会 20年史ヽ

産業構造の変化で誕生した日本選手権
「立派な大会になるかどうかは、選手諸君の試合態度で決ま

る。どうか思い切 リプレーして、この大会の基礎を築いてほ
しtヽ J。 1974年 (昭和49年)10月 28日 、阪神甲子園球場で誕生 し
た日本選手権の開会式で佐伯達夫大会委員長 (前 日本高校野
球連盟会長、故人)は 、こう挨拶 した。念願の“選手権開催"が

実現 した安 どと将来への熱い期待がこめられていた。
その数年前から「単独チームで争 う選手権大会を」という声

が高 まり、日本社会人野球協会 (現 日本野球連盟)で検討 して
いた。夏に都市対抗、秋に産業対抗 と、社会人野球の二本柱 と
いえる大会は、いずれも選手の補強制度をとっていた。
設備投資、技術革新によって高度成長 を果た してきた日本

経済に陰 りがみ え、産業構造に変化がきた しは じめると、鉄
鋼、鉄道、炭鉱、自動車、百貨店・商業 といった部門で争 う産業
対抗は、部門の区分けがあいまいな面が現れ、各地から選手を
補強するのが難 しく、チーム編成が困難な部門 も出て きた。
この大会自体「単独チームでや っては」とい う意向 もあった
が、73年の第23回 大会を最後に発展的解消。改めて 日本選手
権が“甲子園"で スター トすることになった。
選手権の開催にあたっては「地方の持ち回 り」「東京で固定
して」「いや、関西で」と、さまざまな意見が交わされたが、日本
社会人野球協会の副会長であり、近畿社会人連盟会長だった

佐伯氏の非常な骨折 りがあった。
「大阪は、明治の末ごろから大正の中ごろまで実業団の野球
が盛んだった。いまでこそ高校野球だが、歴史をたどると社
会人野球 とのつながりの方が深い」と、関西での大会開催を胸
に収めて、地方連盟やチーム側の要望に耳を傾け、殊に近畿連
盟に加盟するチームのやる気を待 った。オイルショックの影
響 も加わ り、各地で開かれる大会への出場 を自粛す るところ
も出る状況にあったが、甲子園球場の協力も得、機運が熟 して

開催が決まると、チームを持つ会社を個別に訪問 して首脳陣
を説 き、大会運営の援助 を求めた。「アマチュア野球の全体像
を捕 らえて、どうしても大会を成功 させたい、という執念を感
じた」と、小松博日本高校野球連盟副会長 (当 時、毎日新聞大阪
本社事業部長)は述懐 している。
74年秋、大会の幕が開けられた。全国 9地区連盟の予選 を

経た22代表 (近畿 5、 関東 3、 その他の地区各 2)が 、野球場 と
最高位 を表現する“ダイヤモン ド旗"を 目指 した。三協精機が

記念すべ き第 1回大会を制 し、大塚喜代美投手が 3試合連続
完封で勝利に貢献 した。大塚投手は神奈川・桐蔭学園高時代
の71年 、夏の甲子園で優勝 を経験 していた。野球人なら一度
はあこがれ、夢みた甲子園での開催は、経験 者にはかつての感
激 を呼び戻 させ、初めての者には“夢が実現"の喜びを与 える
ことになった。
5連投の宮田典言「(鐘淵化学)4連投の森繁和 (住 友金属)

と、強力な投手を持ったチームが覇者に名を連ねた後、第 5回
大会 (78年 )で ダイヤモン ド旗は津軽海峡を渡った。北海道拓
殖銀行が、その夏の都市対抗で三振奪取の記録を作った東京
ガスの松沼博久投手か ら四球に好走塁 を絡めて決勝点 を奪
い、高岡茂夫二塁手が野手で初めて最高殊勲選手に選ばれた。

近畿地区同士の優勝戦で、住友金属が松下電器の初 Vの 夢

〔第1回大会・開会式〕 澄んだ秋空の下、全国から勝ち進んだ22チーム、
500余の選手が力強く入場行進。仕掛花火を合図に各チーム名を書いた風
船がマンモス球場に飛びかつた。

を砕いたのが、甲子園を舞台とした最後の試合。この第 6回
大会から金属バ ットが登場、第 2回大会の15本塁打に倍する
26本が飛び交った。この記録 も年ごとの打撃力向上で塗 り替
えられ、DH(指名打者)制度が採用 された第 15回 大会 (88年 )

には四国銀行が 4試合で16本 も打つなど75本の大会記録が残
された。
第 7回大会 (80年 )に限って 5月 の開催。夏に後楽園球場 を

中心に世界アマチュア選手権が開かれるため、都市対抗が秋
に、日本選手権が代表選手選考を兼ねて初夏に行われた。舞
台 も大阪球場 に移 って、以後、第 16回 大会 まで同球場で開か
れ、関西での社会人野球への関心が次第に高まった。
関東、近畿地区の代表が各 1チ ーム増枠になった翌 8回大

会で富士重工業が優勝 し、前年、中国路 (日 本鋼管福山)|こ 翻っ
たダイヤモンド旗は初めて関東の地に。淡白な戦いぶ りだっ
た関東勢が、これを機 に競 って地力を発揮 し、第20回大会 (93
年)ま で優勝 4度、準優勝 8度 と常に優勝戦線に踏み留まるよ
うになった。この間に住友金属が高橋修二投手の大会史ただ
一人の連続MVPに 輝 く奮投で 2連覇 (第 10、 H回)し たの を
はじめ、初陣のヤマハ発動機 (第 9回)が創部 2年 目で強豪・

日本通運 を、中山製鋼 (第 14回 )が 若い力の結集で古豪・熊谷
組を破った優勝戦、第15回大会で東芝が75長短打で51点 (5試
合)を 奪い、都市対抗に続 く優勝を遂げたのは印象深い。80年
春に大会/1み の親の一人である佐伯氏が死去、功績を讃え、第
10回大会に佐伯達夫杯が作 られた。
大阪球場の開鎖で、第17回 大会 (90年 )か らグ リーンスタジ

アム神戸が戦いの場 になった。関東、東海地区の代表枠が増
え、計26チ ームが出場。両翼99・ 11[、 中堅 1221[の 広い球場
に本塁打の数は減 ったが、二、二塁打が増 え、スピー ド野球が

繰 り広げられた。日本生命、日本石油、東芝と社会人野球を代
表するチームの優勝が続き、大阪球場の最後を締めくくった
住友金属が記念の第20回大会で 6度 日の頂点を極めた。

元毎日新聞社運動音隋己者

笹 尾 勝 彦
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大会創設時の思い出を語り合う出席者たち

1,‐∫〔桑最‡量鵞蟻

○…出 席 者…〇
働日本野球連盟会長代行

山本英一郎
日本野球連盟近畿地区連盟副会長

五十嵐義臣
日本野球連盟近畿地区連盟専務理事

河合 貞雄
帥日本高等学校野球連盟副会長
(元毎日新聞大阪本社事業部長)

小松  博
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単独チームで 日本一を争 う社会人野球 日本選手権大
会が、その歴史の第 ^歩 を記 したのは1974年 10月 28日 .

場所は阪神甲子園球場だった。第 7国か らは、当時南
海ホークスの本拠地大阪球場へ、第17111か らはグ リー
ンスタジアム神戸へと舞台を移 しながら、東京 ドーム
での夏の都 市対抗 と並ぶ社会人の ■大大会へ と成長 し
ていった。創設か ら現在 まで、20年 にわたり、大会の
発展に尽 くされた 4人の方々に、発足 までの苦労や大
会の思い出などを語ってもらった.

(司会 鳥居宏司・毎日新聞大阪本社運動部長 )

=平成 6年 2月 14日 毎日新聞大阪本社で、年齢は当時=
4
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一一一まず、大会誕生までのいきさつをお間かせ願え

ませんか。
山本 プロ野球シーズン終了後、東京 。後楽園球場

で毎年、産業別対抗野球大会を開いていたのですが、

昭和40年代に入って時代の流れで炭鉱、鉄道、繊維な
どの産業が変革を迫 られるようになり、大会自体を見

直 さなければならない時期がやってきたんです。産業

別対抗野球の使命は達成 された、発展的に解消 して新

しい大会をつくろうという気運が高まってきたんです
よ。日本選手権が始まる 3、 4年前、各企業を対象に
して産業別対抗野球のあり方などについてアンケー ト

を取ったんですが、「このままじゃあダメだ」という声

が強かった。
五十嵐 そう。産業別対抗野球を別の形にして続け

てほしい、という声は強かったですよ。都市対抗は他
のチームからの補強制度がある。各企業からは単独チ
ームによる大会をやりたいという声が上がっていまし

た。これが、現在の日本選手権に結びついていくので

すが、関東で都市対抗野球を開いているのだから、新
しい大会をやるなら、有力企業もある関西で、という

発想は、関東の連盟からはきらわれました。

山本 産業別対抗野球を日本選手権に切り替えるた
めにはずいぶん勇気が必要でしたよ。各企業の人たち
にも産業別には愛着をもっていましたからね。当時、

日本社会人野球協会の最高顧間をされ、近畿社会人野

球連盟の会長でもあった佐伯達夫さん (前・日本高校

野球連盟会長)に 社会人野球大会の関西での開催につ

いて説明、理解を求めたんですが、慎重な人だからす

ぐにはウンと言ってくれなかった。でも、われわれの

考 えに賛成 して もらってか らの佐伯 さんの「日本選手

権創設」に向けての動 きは早 く、実にエネルギ ッシュ

で したよ。

小松  あの ころ私は毎 日新聞大阪本社の事業部長で
した。なって 2年 目くらいの時、佐伯 さんに「甲子園

で社会人野球の 日本選手権を開 く構想 を持 っている。
ついては各企業の上層部の人たちに協力をお願い しな

ければいかん。初めが大切や」と言われ、企業回 りの

お供 をしたんですが、「それで体がもちますのか」と思

うくらい精力的に動かれました。日本生命、松下電器、

大阪ガス、住友金属、新 日鉄広畑など 7、 8社だった
と記憶 しています。会われるのは各企業の常務クラス

以上の人。佐伯 さんの力は大 きかったですよ。

河含  その通 りです。常務など企業の偉い人は野球
にそんなに詳 しくない。でも佐伯 さんに、「協力 して

くれ」と言われ ると断 り切れなかった。佐伯 さんは、

財界の方 とのつなが りも持ってお られ ましたか ら「佐

伯 さんが言われ るのなら仕方ない」とい う感 じだった

ですね。都市対抗が補強制度 を取 り入れているので、

日本選手権は単独チームでや りたい、という考えには

各企業 とも賛成 して くれました。

山本 関西の企業が本気で支えてくれないと大会は
で きない。佐伯 さんには「関西はオ レがまとめなけれ

ばいかん」とい う使命感に燃 えておられましたね。

小松  全国か ら関西へ来てもらうわけだか ら、出場
する企業にできるだけ負担をかけたくない、という思

いが根底にあり、どうすれば企業負担 を軽減できるか、

もいろいろ考 えておられました。

河含 結局、産業別対抗は昭和48年の第23回で幕を
閉じ、翌49年から日本選手権に姿を変えるわけですが、
その間に空自の期間はなく、スムーズに移行できた、
と思っています。

――いよいよ第 1回大会、ということになりますが、
出場チームは22、 甲子園球場でのスター トでしたね。
五十嵐 甲子園球場を使 うことになったのは、高校

野球を通 じて佐伯 さんと甲子園はなじみが深かったこ

日本野球連盟Ell会長
‐

. (会長代行)

山本英一郎氏04)
台ヨヒー中時代

'こ

甲子爾に

1:::::ficl::醤 :こ li`:::11
ア マ野 球 の 審 判 員 も務 め
た。現在、国琴野議澤写Ell
会長。
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と、球場については無料で使わせてもらえるという条
件があったこと、が大 きな理由で した。
小松  きちんと球場使用料を払 ったのでは甲子園で

の開催は無理。無料 というのは確かに魅力で したね。
で も、器が大 きな球場だったうえ、お客 さんが少なか
ったので、甲子園での大会は寂 しす ぎる、という印象
はありましたね。
五十嵐 それに、あのころはプロ野球 シーズンが終

わってからの11月 開催。ベ ンチに炭火を置いてました
が、そんなことをするようじゃあダメです。季節的に
も寒す ぎました。甲子園で大会を始めて 3、 4年も経
たないうちに関係者の間か らは、「甲子園は広す ぎる」
という声が出てきました。
山本 球場の使用料についても、使用料自体は無料

で したが、清掃費 とか、ガー ドマン費などの名目で費
用を支払 うようになってきたので、甲子園で大会を開
くメ リッ トが少なくな り、「それな ら甲子園にこだわ
らなくて も」とい うことになった。それで、第 7回大
会から会場 を大阪球場へ移すことにしたんです。佐伯
さんの反対 もありませんで した。
五十嵐 会場 を大阪球場に移 してか らはお客 さんが

増 えました。大阪市内の交通の便のいいところにある
ので、一般のお客 さんが見に来て くれるようになった
んです。一度、秋ではなく、 5月 に大会を開いたこと
がありましたが、この時はお客 さんが多かったですよ。
大会の開催時期が観客動員数に大 きな影響を与 えるこ
とがよくわか りました。
山本 屋外でのスポーツの催 しは、時期 をいつにす

るか、で大会の盛 り上がりが大 きく違 ってきます。
――第17回大会か らはさらに大阪球場からグリーン

スタジアム神戸に会場を移すことになるわけですが・…

五十嵐 大阪球場 を本拠地に していたプロ野球の南
海ホークスが、ダイエーホークスとして福岡に移転 じ
たことで球場の手入れが十分にされなくなったこと、
球場周辺の再開発問題が浮上 して、近い将来、球場が
使 えなくなる恐れがでてきたこと、などで新たな会場
探 しの必要が出てきたわけです。そして決まったのが
神戸市のグ リーンスタジアム神戸での開催で した。
河合  グ リーンスタジアム神戸が出来て間 もないこ

ろで、神戸市が大会の誘致に積極的で した。球場の使

日本野球連盟
近畿地区連盟副会長
五十嵐義臣氏(82)

旧 制 富 山 中 時 代 は遊 撃
手。京大 を経て京都大丸へ 。

甕 大丸の野球部長 と してチ ー
ムを支 えた。1949年、 日本
社 会 人野球 協 会 (現 日本野
球 連 盟)発足 と同時 に理 事
就任。

用料なども含め、好条件で誘 ってもらったことや、当
時はまだオ リックス・ブルーウェーブの本拠地になる
前で、毎年10月 10日 の開幕が OK、 秋のいい時期に大
会を定着 させ ることが出来るようになることが、わた
したちにとっては有難かった。それで、神戸での開催
を決めたんです。
山本  当時の 日本野球連盟兵庫県支部長、井上信一
さんがうまく神戸市との橋渡 し役を果た してくれまし
たし、宮崎辰雄市長 (当時)に もよくやっていただきま
した。 日本選手権を全国持ち回 りでやったら、という
意見もありましたが、大会を盛 り上げていくためには
やはり、会場 を固定 させた方がいいと思 うんですよ。

一―出場チーム数についてはベースになるものがあ
ったんで しょうか。

日本野球連盟
近畿地区連盟専務理事
河合 貞雄氏(62)

慶大で左腕投手 と して活
躍 し1954年、住友金属入社 。
58年か ら 7年間にわたつて
監督 、総監督 を務めた。現
在、住友金属野球部顧間。
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五十嵐 第 1回大会から大阪球場に移 った第 7回大
会 まで22、 第 8回大会から現在の24に な りましたが、
産業別対抗の出場チームは最多の時で24。 この数字が

ひとつのメ ドになりました。

河合 各地区の代表数については、センバツ高校野
球 と同様、アンバ ランスにはなりますが、近畿からの

出場チームを増や しました。観客動員のこともありま

したのでね。

山本 北海道から九州まで全国に 9地区連盟。最低
2チ ームずつ出そうということで18チ ーム。残 りを地
元の近畿、強豪がひ じめく関東に振 り分けることにし

たんです。第 1回大会は近畿 5、 関東は 3で したが、

現在は近畿 6、 関東 5です。大会がスター トして間も
ないころは関東勢の不振が目立ちましたが、最近は関

東勢が健闘。「関東の出場枠を増やしてほしい」という

声が出てきました。各チームがこの日本選手権をこれ
まで以上に重視するようになってきたわけで、東の都

市対抗、西の日本選手権という意識が定着 してきたの

ではないかと思いますよ。

――では、この日本選手権をより素晴 らしい大会にす
るためにはどうすればいいのか。最後に、アマ野球の

あり方 も含めてお話 しいただきたいのですが。
五十嵐 もっともっと多くの人に社会人野球に目を

向けてもらう努力をしなければならないと思っていま

す。毎年、小、中、高校と野球に親 しんできた沢山の

生徒が卒業 します。その後、プロ、大学、社会人など

で野球を続けることが出来るのはわずか。大半の人た
ちは「野球をやりたい」と願いながら野球から離れぎる
をえない環境に置かれるのではないで しょうか。彼等

が学校 を卒業 してからもプレーを続けることができる
“受 け皿づ くり"を なん とか進め られない ものだろう

か、と思っています。 日本選手権をより盛んにするた

めには、やはり企業に努力 してもらうことが欠かせな

いと思います。
河合  第20回大会では、各チームのマネージャーな
ど若い人たちを中心に して委員会 を結成。大会をより

レベルア ップ させ るための知恵 を出 して もらいま し

た。それがロゴマークの作成、入場行進の一部手直 し

などに結びつ き、予想以上の成果をあげました。これ

か らも若い人たちの意見を採 り入れながら、都市対抗

とは違 った良 さをどん どん出 してい きたい と思い ま

す。さらに、社会人野球のメッカとなる専属球場を持
ちたい、という大 きな夢 も頭に描いています。「継続
は力なり」をモッ トーに、地道な努力をしていくつ も

りです。
山本 社会人野球 と企業は切 り離せない関係にある

わけですが、野球人口の拡大、という意味からも企業
はもっと地域と密着する必要があるのではないでしょ
うか。例えば、日曜 日にグラウンドの外野部分だけで

も開放するのもひとつの方法。そうすれば地域とのつ

ながりも出来、チームの支えになってくれるはずです。

それともうひとつ。大会をより盛 り上げていくために

は、出場企業がメリットを感 じるものにしていかなけ

ればならないと思ってます。また、日本選手権につい

ては、予選方法を、都市対抗とは違 うやり方にするこ

とを考えてみる必要があると思います。大会をより発

展 させるためには、“二番せんじ"の イメージをぬぐい

去 らなければなりませんからね。

小松  私はマスコミヘのお願いですが、日本選手権
についてよリキメの細かい報道をお願い したいと思い

ます。試合の結果 を伝 えるだけでなく、いろいろな面

での工夫 も必要で しょう。まだまだ、球場へ足 を運ん

で くれるお客 さんの数は満足できるものではありませ

んが、以前に比べ ると大会への関心は高まってきてい

るように思います。企業についても同様です。新間に

ついて言 うなら大会に参加す る企業が「これなら宣伝

費 として安い」とい うような報道、地域の人たちにも

活動 を十分理解 してもらえるような紙面づ くりを期待

しています。
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1974年 (昭和49年)10月 28日 >11月 4日 阪神甲子園球場
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記念すべき第 1回大会は1974年 10月 28日 、22チ ーム、500選手
が出場して、日本晴れの阪神甲子園球場で開幕、選手たちは大阪、
神戸、京都 3市の合同消防音楽隊が演奏する「ワシントン・ポス
ト・マーチ」に乗り、神戸山手女子高生徒のプラカー ドの先導で
力強く行進した。
大会は新しい目標に向かって精進した三協精機が、新調のダイ
ヤモンド旗をつかんで開幕したが、三協にとっては創部17年 目の
快挙だった。補強による都市対抗野球の優勝旗“黒獅子旗"が夢物
語だった二協は、光沢毅監督の好さい配が光った。準優勝の日本
鋼管福山は主戦・田村を中心にまとまりがあった。三協に比べて
もそん色なく、気鋭の戦い方は小気味よかった。これまで社会人
野球の目標は都市対抗一本だったこともあり、一部のチームには
新しい舞台に戸惑いもあったが、おおむね調整にぬかりはなかっ
た。競り合いの連続で、体力の消耗の激しい夏と違って投手力上
位だったといえる。だが、決して打力が振るわなかったわけでは
なく、連日のように豪快な本塁打が飛び出した。パワフルな打力
はやはり社会人ならではの魅力があり、練り上げられた守りの素
晴らしさも大会を盛り上げた。プロをしのぐほどの技量も再三見
受けられた。中でも印象深かったのが、ナイターで行われた2回

戦の大昭和製紙北海道―住友金属戦だった。12回 も渡り合った中
山(大昭和製紙北海道)、 山中、宮崎 (住金)の好投、美技の応酬は
社会人野球の高水準を象徴するもので、ファンをたん能させた。
地域の格差も感じられず、社会人野球の全国大会に縁の薄かっ
た西日本のファンの新たな認識と関心を呼び、多くのチームに希
望を与えた大会の意義は大きい。

>委員長 山本英一郎 >副委員長 小西正一、郷司裕 >委員 八木昌男、大村一彦、高橋良夫、桐田立名、三輪武、中西明、松南二
郎、国賀敏男、永野元玄、三宅享次、小林加寿男、元橋一登、達摩省一、市村博、戸田直佑、小森幹夫、中村孝太郎、高塚昌倶、本郷良
直、相沢孝行、清沢忠彦、片岡成夫、原田謹爾、日野賢導、藤尾泰三、上杉正、岡本好二、武村政雄、津田進

ダイヤモンド旗を持って場内を一周する優勝の三協精機ナイン。



7回大会 大会言己
= 御 孵 F相 手緻 会 2θ響 入

▽10月28日
1試合=1回戦(午前10時 7

|:||
三菱重工神戸 010000
盛岡鉄道管理局 010 000
>審 判 は 審 )三 宅 (塁 審 )国賀 、小 森 、中 村

犠 併 残
1  2  4 466 1 8 0

回 安 振 球 貢
士曽 岡  14 6800

>犠 打 =三 1(東 )盛 1(新 沼 )>盗 塁 =三 2(深田
2)盛 ](松田 )>失 策 =三 1(増岡 )盛 1(堀 江 )>
試 合 時 間 =2時 間 58分

日本鋼管福山 000 101
新 日鉄室蘭 000000
>審判 (球 審 )小 林 (塁 審 )大村 、戸 田 、市 村

犠 併 残
1  0  7 337 2 6 2

回 安 振 球 貢
日日  本寸   9  2 4 1 0

>本 塁 打 =岡 本 ]号 (浜師 )>二 塁 打 =山 内 >犠打
=鋼 ](篠 丼 )新 1(後 藤 )>盗 塁 =新 1(寺本 )>試
合 時 間 =2時 F887分
全 力 で 振 っ た ら入 っ た
○…大会第1号本塁オlを 放ったのは鋼管福山

岡本左翼手 (23)。 「第 1回大会第 ]号 のホームラ
ンをボクが … 」。打ったのが信 じられないとい
わんばかり。1点 を取って先行 していたとはいえ、
六回のこのホームランは福山のlll利 を決定づける
貴重なものだった。「好きなインコースだったの
で思い切って振っただけ。てっきり切れると思い
ました。 塁ベースをけったところで 理 塁審が
腕を回 していたので入ったのがわかりました」。

達摩、清沢 (外 津 田、藤尾

犠 併 残
3  0  7 33104 5 2
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回 安 振 球 黄
菊え  里予  9  9 5 0 2

>三塁 打 =玉 丼 、 山 崎 >二塁 打 =榎 園 2、 米 村 、
原 科 >犠打 =八 3(工 藤 、 下 村 、萩 野 )電 1(橋爪 )

>盗塁 =電 1(上 田 )>失 策 =電 1(内 田 )>暴 投 =
萩 野 >ボー ク =森 >試合 時 間 =2時 間 34分

2試含=1回戦(午後 1

第 3試合=1回戦(午後 3

２

４

０
Ｘ

▽10月 29日
1試合=1回戦(午前 9時30分開始)

国 001
K000

レ審半J(球審)三輪 (塁審)八木、岡本、片岡
【電 電 四 国 】打 安点 振球
t7~l幸 田 41110
④ 景 浦 30001
⑤ 浦 下 40010
0福 谷 40010
19D武 田 30000
②  斎  藤 20001
⑥  高  橋 31000
③ 菊  池 21000
① 横  松 10000
1 小  原 00000
H Jヒ  岡 10000
1 大  本 00000
犠 併 残
2  0  3 273 1 3 2

回 安振 球 貢
6 7132
1 0000
1 1020

>本 塁 打 =金 原 1号 (横 松 )>二 塁 打 =浅 丼 >犠 打
=四 2(菊 池 、横 松 )T](吉村 )>盗 塁 =Tl(佐 々 木
吉 )>失 策 =四 ](幸 田 )>試 合 時 間 =2時 間 17分

第 2試含=1回戦(午後 0時20分開始)

学 000 200 0001
輸 000 000 000

卜審 判 (球審 )元橋 (塁審 )大村 、上 杉 、原 田

【西 濃運 輸 】打 安 点振 球
③  中  井 40000
⑤  長  島 41000
⑨  力日 堅540000
③  fEl 川 31020
⑦   林  30010
⑥  祖 父江 31000
④ 青 木 20000
H 小  林 10000
4 山  極 00000
②   `)  本寸  2 0 0 2 0H2中 島務  10000
0 早  川  10000
1 柴  田 10000
H 中 島 隆 11000
]宮  本 00000
犠 併 残
0  0  3 304 0 5 0

>二塁 打 =長 嶋 、藤 村 、中 島 隆 >犠 打 =鐘 10‖ 内 )

>試合 時 PB5=lB寺 間 55分

第 3試合=1回戦(午後 2
電 電 九 州 000
大昭和製紙北海道 01 1
>審 判 (球審 )三 宅 (塁審 )達摩 、小 林 、日野

回 安 振球 責
錦  野 4%7413  中  山
長  嶺 2231431
伊  達  1  1010
>本塁 打 =我 喜 屋 ]号 (錦 野 )>二 塁 打 =我 喜 屋 、
山 本 >犠 打 =大 3(中山 3)>盗 塁 =大 3(山本 、
我 喜 屋 、村 上 )>試 合 時 間 =2時 F8815分

▽10月 30日
第 1試含=2回戦(午前 9
国 鉄 四 国 2000000002
本田技研鈴鹿 000 100 00011
卜審 判 =(球 審 )高橋 (塁審 )松南 、日 野 、清 沢

犠 併 残
004315232

>本塁 打 =塚 本 ]号② (菊 田 )山 本 (落合 )>二 塁 打
=田 中 >試合 時 間 =1時 間 58分
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三協精機=優勝
大塚 喜代美投手
(現
ライ
讐澄割篇農「

支
鷹)

日本鋼管福山相手に九回二死までノーヒット・ノーランだった
優勝戦より、初戦(二回戦)の松下電器戦の方が印象深い。
松 ドの投手は快速球の山口高志さん(現オリックスコーチ)。

5カ 月前の大阪大会で対戦、17三振を奪われた。二回まで6
三振を喫した末の降雨ノーゲーム。翌日は山口さんと投げ合い
になったが、覚えたばかりのシンカーが驚くほど決まった。打線も
好機を生かして山口さんを攻略し、完封勝利を飾ることが出来た。
次の準々決勝は、その年の都市対抗優勝の大昭和北海道を
2安打完封。この自信が、準決勝を休んで臨んだ決勝で生きた。
甲子園では、桐蔭学園3年の夏に全国優勝。そのせいもあって
投げやすいマウンドだった。
日本選手権に優勝してプロから誘われたが「もっと実績を残し

てからでも遅くないJと考えた。翌年のシーズン開幕となるスポニ
チ大会でも、無失点を継続。だが決勝で左足を傷めたのが、野
球人生の分かれ目になった。
三協精機の休部に伴い79年、日本鋼管(現NKK)へ。巨大
な会社より自分を生かせる職場を、と82年に特殊土木のライトエ
業(本社・東京)へ移り、軟式の全国大会で優勝も味わった。
85年に現役を引退し、今は仕事一筋。栄光の野球人生を歩ん
だ代償は、思い切リボールを投げられない「痛む肩J。 私が高校
と社会人で日本一になったことを、野球をやっている中学 1年の
長男に信じてもらえないのは残念だ。



第 7回大会 大会言己録

▽10月 31日
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)審 判 (球審 )郷司 (塁審 )戸田 、小 森 、相 沢

回 安振 球責       回 安 振球 責
大  塚  9 7500  山 口高 6%5620

福  丼 1%0120
福  間 ] 1100

>本塁 打 =星 山 1号③ (山口高 )>二 塁打 =柳瀬 >
犠 打 =二 1(幡 野 )松 1(木原 )>盗 塁 =松 ](松下 )>
失策 =松 2(山口円 、松 下 )>試合 時 間 =2時間 23分

4年 ぶ り踏 ん だ マ ウ ジ ド
○…雨中の競り合い九回を投げ抜いた国鉄四国

落合は、汗と雨にぬれて顔もユニホームもびっしょり。
落合にとって甲子園のマウンドは嶋門高時代、1970年
の“センバツ"以来 4年ぶりのことだった。「なつかしい
ですね。ここのマウンドは投げやすい。あのとまま準決勝
まで進んだが、相手校はどこだったかな」とまだ興奮がさ
めないのか思い出せない。当時、嶋門のエースだった
落合は東北、中京、三田学園に投げ勝ち準優勝した
1ヒ陽に6点を許して涙をのんでいる。この日は2=3
から山本を空振りの三振に切ってとリゲームセット。「きょ
うの調子は、立ちあがリボールは走っていたがストライク
が入らず、あまり良くはなかった。本田は左打者が多い
ので捨身のビッチングでした」。

=2 0

轟ヨ鷺『:習申冥:♀ :::::::|
>審判=(球審)高橋 (塁審)原 田、市村、武村

回 安 振 球責
増  岡  9 5630 回 安 振球 貴

中  後  7 6352
自  倉  2 3000
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Φ̈̈﹇一一一↑一﹈̈中一̈　中̈
第3試合=2回戦(午後 2

>三 塁 打 =慶 野 >二 塁 打 =東 >犠 打 =三 2(森、
増 岡 )電 3(江沢 、 宮 崎 2)>失 策 =三 ](増岡 )電2(神田 、 慶 野 )>試 合 時 間 =2時 間 18分

目T尾習目器::: :::::♀ li
)審判=(球審)三 宅 (塁審)岡 本、中村、津田 (外審)高塚、清沢
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>本塁打 =岡本 2号 (岡 田 )中丼 ]号 (田村 )>三塁打 =森
下 >犠打 =鋼 1(今久留主 )日 1(田草り1)>盗 塁 =日 2(佐
竹 、新名 )>失策 =日1(岡田)>試合 時間 =2時間 17分
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▽11月 1日
1試含=2回戦(午前7時58分開始)

レ審 半」=(球 審 )小林 (塁審 )原田 、高 塚 、津 田
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為晃凩妥屁::::::::、

>i::::::::::l,Fi):]:;(:魏 飛萬りlゞ ::[:
1(佐 藤 昭 )>試 合 時 間 =2時 間 27分

「 追力 がなかったなァ」
○…勝利投手となった電電信越の佐藤公はケロリと
していた。「都市対抗の準優勝チームと問いていたん
で……。しかし迫力なかったなあ」。国士舘大学から
今年電電公社に入った。大学時代にはリーグの最優
秀投手に選ばれている。「学生時代に覚えたフォーク
ボールが試合で使えるようになリピッチングに幅が出来
た。つぎの試合もやってみますか」と欲をチラリ。

第 2試含=2回戦(午前10時52分開始)
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4 =2回戦(午後 5時 1分開始)

>審判=(球審)郷司(塁審)達摩、中村、武村(外審)高 塚 片岡
【大 昭 和 】 打安 点振 球  I住友金属 】打安 点振 球

8:喜 言 :il:1 3:布 本::||||
8撃 含 :88:38炉 楽 13883

6話 零18888
犠併残     犠諄堤200000  ] 12 44102106     1  0  7 373 0 7 5

回 安 振球 責
中  山  123750

尋元凩墨罪みヽ 資孟果F暑纂措振撃昌「 増馬>失策 =大 ](斎藤 )>試 合 時 間 =3時 間 11分

スタミナ には 自信
〇…大昭和北海道の中山投手がまた好投、延

長 12回を投 げ抜いて住友金属を3安打 に抑えて
完封勝ちした。昨年の都市対抗の1回戦で住友
金属と対戦 して以来、引分け再試合を含めて33
回無失点に抑えきってしまった。「疲れなどちっと
も感じなかった。普段からよく投げ込んでますから
ね。体は/Jヽ さいがスタミナと敏 しょうさ|こιま自信が
あるんですJ。
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社会ス野球日本選手権大会 2θ年夏ヘ

▽11月 2日
第 1試合=準々決勝(午前7時58分開始)
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>二塁 打 =丼 上 、藤 丼 嘉 >犠 打 =三 1(勝 )国 1(橋
本 )>盗 塁 =三 2(り 辺 、 深 田 )国 1(都築 )>試 合
時 FoO=1時 間 44分

自分 で も信 じられ ぬ
○ 「手ごたえがあった。うれしいですねJ。 九
回の上壇場で右中間突破のサヨナラニ塁打を放っ
た国鉄νЧ卜|の藤井嘉彦三塁手は、それでも信じら
れないといった顔。勝本監督からは「外角にマ ト
をしばれJと いわれていたそうだが「増岡さんはい
ぃピッチャーです。打てる気はしなかった」と本
音をはいた。173セ ンチ、60キ ロと小柄。そこで「た
だジャストミートだけを心がけているJと打の

い伏
兵"は準決勝に静かな闘志を燃やしていた。

日本鋼管福山 110000010000001 4
電 電 信 越 0010000200000003
)審判=(球審)小林(塁審)小西、高塚、相沢

犠 併 残3095]10444

>本塁打 =田村 ]号 (菊池 )>二塁打 =田村、沢 田 >犠打
=鋼 3(沢 田、山 内、深 草 )電2(佐藤 昭、佐藤 幸 )>盗 塁 =
鋼 2(岡 本 、森 下 )電 1(篠原 )>失 策 =鋼 1(山 内 )電 2(岩
本 、湖 口)>捕逸 =大石 >試合時 Fo3=4時 間 1分
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第2試含=準 決々勝(午前10時18分開始)

第 3試含〓

4試合〓準々決勝(午後5時8分開始)
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>三 塁 打 =鈴 木 >二 塁 打 =星 山 >犠 打 =大 1(山
本 )三 2(幡野 、 豊 国 )>矢 策 =大 3(山本 、 斎 藤 、
角 田 )>試 合 時 間 =2時 間 20分

▽11月 3日
=第 1試合(午前 9

日本鋼管福山 102
国 鉄 四 国 000
>審半J=

0 ,青  Jく
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④  深  草4 落  合(0 今久留主
ll   田  村
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>三塁 打 =篠 丼 >二 塁 打 =篠 丼 2、 藤 丼 嘉 、 清 水
2、 塚 本 >犠打 =鋼 3(沢田 、清 水 、 今 久 留 主 )国
1(橋誌 )>失 策 =国 2(中石 、湊 谷 )>試 合 時 間 =
2時間 19分

鋼管福山、打線爆発。
日本鋼管福山の快勝。立ち上がりから積極

的なバ ソヽティングで、国鉄の投手をとらえた。
一回、先頭の篠井は落合の初球を左中間二塁
ll.沢田が送り、山内も歩いた一、三塁に清
水の右邪飛で先制。この先制で鋼管は勢いに
乗り、落合は浮足だった。
連投の落合は、疲れからか身上のコントロ
ールが甘く、球の切れも鈍かった。余裕の出
た鋼管は二回、沢円、山内、清水の3連続短
長打で2点 .四回は篠井の三塁打で加点した。
五回。一死から清水、岡本が連打し、一、
二畢となったところで、国鉄は橋詰を救援に
送ったが球威不足。森下、深草が痛打を浴び
せて6点差。六国には相手守備の乱れなどで
3点 を奪い、勝利を決定づけた。
大量点をバックに鋼管・田村は悠々と投げ
た。前日、十五回を投げており、幾分セーブ
気味だったが、外角スライダー、内角シュー
トを投げ分け、国鉄に付け入るすきを与えな
かった。鋼管は八回から田村をドげて山根を
マウンドに送るゆとりを見せて完封勝ち。
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三協、ジリジリと逆転
三協精機は松下と大昭和、三菱重工広島は
TDKと 日立に完封で勝ち進んできた無失点
同士。三菱は若松、三協は初登板の樋江井と
両左腕でスター トしたが、ともに早い回で相
手に得点を与えた。 しか し、三協は樋江井が
二回から立ち直 り、攻撃力で三菱をしのいで
競 り勝ち、優勝戦へ進出 した。
先手を取ったのは三菱。初回、四球の伊藤
は酒井の投前バ ン トが正面を突いて 11寸 され
たが、二死から佐々本はバ ントを折りながら
も左翼へ力ではね返す二塁打を放ち、酒井の
快走で先取点を挙げた。
しか し三協はあわてず、■回にはね返 した。

この回一死後、樋江井が左前安打、内田の投
手左へのバン トは内野安打となったうえ、若
松の一塁悪送球を誘って l、 三塁.橋本の大
きな中犠飛で樋江井が還 った。試合を振 り出
しに戻 した三協は四回、死球を足場に星山、
金野の連llで逆転っ五回は四球の内田をバン
トで送ったあと、若松を救援 した右の近藤か
ら幡野が遊撃を緩いゴロで襲う内野安打。三
塁をわずかにオーバーランした走者を刺そう
とした野手の 三塁悪送球にも恵 まれて 3点 目
を拾った。
三協は主導権を奪ったものの、六回以降は

近藤の速球と落ちる変化球に決定打が出ず、
追加点は挙げられず じまい。しかし二回以後、
シュー トと切れのいいカーブで要所を締めく
くった樋江井の力投で逃げきった。



7回大会 大会記録

▽11月 4日
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日本鋼管福山
三 協 精 機

【鋼 管福 山 】打 安点 振球
⑨  篠  丼 30001
⑥ 沢 田 41000
③  山  内 40000
⑤  渭  水 30000
⑦  岡  本 30000
③  森  下 30000
④  深  草 30010
②  今久留主 30000
①  田  村 20010
H 落 合 00001

【三 協精 機 】打安 点振球
④  内  田 42000
⑥ 幡 野 31010
③  豊  国 31100
③ 鈴 木 41200
②  古  り1130001
⑨  白  り|130010
②  星  山 10000
7 橋  本 21000
⑤  佐  藤 10000
H 佐  々 10000
5 寺  坂 00000
①  大  塚 30010
犠 併 残
3  0  4 286 3 3 1

三協精機 大塚、
日本鋼管福山 .田村
と予想通りの先発だ
ったが、三協の速攻
が功を奏した。
三協は一回、先頭

の内田が 2-1と 追
い込まれながら、三
塁線突破の二塁打、
幡野は手堅く送り、
豊国は中犠飛。先取
点は田村の投げた 7
球目|こ もう転がり込
んだ。三回は無安打
での追い打ち。先頭
古川が四球からの
一死後二盗、星山の
遊ゴロを野手が悪送
球する間に古川が還
った。
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回 安振 球 責       回 安 振球 責
田 村  86313  大 塚  91220
>三 塁 打 =鈴 木 >二 塁 打 =内 田 >犠 打 =協 3(幡
野 、 豊 国 、 佐 藤 )>盗 塁 =協 2(内 田 、 古 川 )>失
策 =鋼 4(沢田 3、 今 久 留 主 )協 1(大 塚 )>試 合 時
間 =2時 間 1分

三協速攻、前半に4点

〔優勝戦〕日本鋼管福山一三協精機 九回表、安打 1本を許しただけで最後の
打者・山内(右)を遊ゴロに打ちとつて完封勝利を飾つた三協精機の大塚投手。

21歳の若者が、初めての選手権大会優勝戦で、と
てつもない記録を目指して投げた。三協精機の大
塚投手。立ち上がり際どいコースを突いた球がわ
ずかに決まらず、日本鋼管福山の先頭打者に四球
を与えてしまったが、その後は下手からの好球で

鋼管福山の打者を退けていった。
九回。大塚は“無安打無得点試合"の記録をはっきりと意識して

マウンドに上がった。「こんなチャンスはめったにない。二回ご
ろいい当たりをされてヒットを許したように思っていたが、あと
で調べたらそうじゃなかったのでいけるなと思った。それが七回
ごろだった」。
まず捕邪飛で一歩前進。続く代打 落合に2-3後 の 7球 目を

選ばれ、2つ 目の四球。さらに一番で前日大当たりの篠井を迎え、
また制球をちょっと乱 した。松下電器の山口高、大昭和製紙北海
道の中山両投手に投げ勝った自信にあふれながらも“記録"に挑む
大塚はやはり緊張 して力んでいた。これは仕方がないことだろう。
が、篠井を二飛に抑えた。もう目前だ。優勝争いの場で、こんな記
録で勝つなんて大 したものだ、と思った。1971年夏の高校野球選
手権で、大塚は桐蔭学園(神奈川)のマウンドを守り、初陣のチーム
に優勝をもたらしている。大塚の甲子園のマウンドにはいつも強
運がついて回っているに違いない。
最後の打者になるかも知れない沢田を迎えた。 1球 ロファウル。
2球 目は外角に高い球。捕手が飛び上がってようやく取った。 3
球日、沢田は打った。マウンドの前ではね上がった打球に大塚は
ジャンプしてグラブをさし出した。打球はそれをはじいて、勢い
よく走ってきた二塁手の内田の前。「内田さんに任せたらアウ ト
だったでしょうね。しかし自分でとれる範囲と思ったので…。仕
方ありません。またチャンスを作って狙いますよ」。無念さをの
み込んだ顔は、さわやかだった。“記録"は逃がしたが、右足の負傷
をこらえ、1安打に抑える鮮やかな投球は第 1回大会の優勝投手
の印象を強烈にした。
雲がおおった甲子園のグラウンドで、マウンドのあたりだけが

光って見えた。大塚の強運だけでなく、光沢監督、村上コーチたち

「
Ｊ

鋼管の頼みのエース・田村は、スタミナに自信があるとはいえ、
やはり5連投となると、疲れは隠せなかった。球の切れがいまひ
とつの上、コースも甘い。三協はリー ドの余勢をかった三回、一
気に田村をとらえた。一死後、幡野の中前打を口火に豊国は三遊
間を破って一、二塁。ここで四番 鈴木は期待通り、右中間に 2
点二塁打。
田村は四回から立ち直ったが、打線の援護を支えにした下手投

げの大塚は終始マイペースの投球を崩 さなかった。問合いを十分
に取り、内角シュー ト、さらに外角ヘスライダーと巧みな配球で
鋼管打線を抑え、九回二死まで、わずか 2四球の走者を許しただ
けで無安打無得点。しかしあと一人と迫った快記録は、惜しくも
122球目を沢田に投手強襲打され、逃がした。

監 督 麟
三協精機 。光沢毅監督 大塚が実によく投げてくれた。足の負

傷もあり、五回まで頑張ってくれればいいと思っていたのだが、
最後までよかった。打線も打ったし、考え通りの試合が出来た。

日本鋼管福山・山田茂利監督 欲が出て優勝を意識、選手の足
が地につかず、失策で自滅してしまった。ノーヒット ノーラン
をやられていたら、これまでの苦労が水の泡になるところだった。
明日からまたやり直す。

両手 に結婚 と優勝
三協精機・ 鈴木

○…右中間に痛烈な二塁打を放ち、ダメ押しの 2点 をたたき出
した三協の鈴木一塁手は「速くもないストレートが真ん中に入っ
てきた。夢中で打ち、走りました」。この打の殊勲者鈴木選手は
17日 にフィアンセの小井戸育美さん(25)と の結婚式を控え、いわ
ば優勝と両手に花。しかし、優勝チームは27日 から豪州遠征のス
ケジュールがあるため「20日 からのヨーロッパ新婚旅行は流れま
すが、豪州遠征から帰ってから出直します」とうれしい“強行日程"
を披露した。 の運の強さが固まったせいに違いない。 (笹尾 勝彦)



社鉄 野球日本選手権大会 20年史ヽ

“無敗の光沢"宙に舞う
甲子園のマンモスグラウンドに記念の第 1回優勝の足跡を残し

たのは、寒い北国からやってきた二協精機 (長野県諏訪郡下諏訪
日])だ った。

Ⅲリバイバル甲 F園・そんな表現に似つかわしいほど
監督、コーチ、選手合わせて28人のうち15人 までが、かつて、こ
の高校野球のメッカで投げ、スパイクで黒土をはね上げた選手た
ち。そして、この大会にも、高校生だったあの春、夏の日のよう
に、ひたむきに打ち、走った三協ナインだった。
「監督さん、胴 Lげ」一一感激に声をつまらせてだれかがどなる
ように叫んだ瞬間、身長161'シ 、」ヽ柄な光沢毅監督の体が、どっ
と駆け集まった選手たちにかかえられ、二度、三度、宙に踊った。
ちょうど20年前の春のセンバツ、無名の長野県 飯田長姫高の

主戦投手として、だれも予想しなかった全国優勝をなしとげた“小
さな大投手"は、若者のようにほおを染めた。「懐かしい甲子園と
いうことで選手もやりやすかったようJと 、いまは38歳の光沢監督。
紙テープと拍手のアラシの中で、続いて胴上げされた村上唯二郎コー
チは、1959年 夏の大会優勝の西条高の一塁 手だった。そして最高

第
一回
大
会
の
優
勝
は
三
協
精
機
。
秋
の
甲
子

園
に
光
沢
監
督
が
舞
っ
た
。

殊勲選手賞の大塚投手は、1971年夏優勝の桐蔭学園のエース。この
“甲子園無敗トリオ"を 中心にまとまった二協は、やはり強かった。
「きょうは優勝ということで、ものすごく意識しました。だが、
大会屈指といわれる山口高投手、中山投手 (大昭和製紙北海道)に
負けまいと思った」と大塚投手。もう初氷が張った故郷の信州に、
三協ナインは春を持ち帰った。

第 1回 大 会 表 彰 選 手
◇最高殊勲選手賞 大塚喜代美投手 (■協精機)「最高にうれ
しいJ。 桐蔭学園高 (神 奈川)卒 、1971年夏の甲子lll優 勝投手。翌
年二協入社、都市対抗に 3年連続出場、ド手投げの技巧派.172,シ 、
67キ。、21歳.チ ームは豪州に遠征するが大塚は13日 、キューバに
むかう全日本チームに参加する。
◇敢闘賞 田村忠義投手 (日 本鋼管福山)「満足な投球が出来
たのは初戦の新日鉄室蘭戦だけ」。1967年広陵高 (広島)卒、日本
鋼管 (り |1崎 )入社。川崎時代は控えに甘んじていたが、69年 10月 福
山に移ってからエースに成長。今年は三菱重工二原の補強選手で
都市対抗のマウンドに立ち活躍 した。178与ン、78キロ、26歳 。
◇首位打者賞 酒井信芳内野手 (三菱重工広島)=10打数 7安打、
7割。「初めての全国大会でベス ト4進出の上、賞が取れて

うれしい」.広島商高から東洋大に進み、入社 2年目。スイッチ
ヒッターの器用な選手.164:ン 、64キ 。、24歳。
◇大会優秀選手
【投手】大塚喜代美(二協精機)田村忠義(日 本鋼管福山)中 山俊之

(大昭和製紙北海道)落合登(国鉄四国)増岡義教(三菱重工神戸)萩
野友康 (新 日鉄八幡)宮田真(鐘淵化学)【捕手】村上忠則(大昭和製
紙北海道)占川義弘 (二協精機)【一塁手】鈴木一比占(二協精機)吉
川丈一(三菱重工広島)【二塁手】内田俊雄(二協精機)湖 ロー幸(電
電信越)【三塁手】清水由則(日 本鋼管福山)佐々木幸治(三菱重工広
島)【遊撃手】幡野正秋(三協精機)酒井信芳 (三菱重工広島)【外野
手】星山和久(三協精機)岡本道夫、森下政秋、篠井文衛(以上日本
鋼管福山)山本和則(大昭和製紙北海道)

大 阪 こそ アマ野 球 の ふ る さ と
初 の大会 に望 む

大阪で社会人野球の
選手権をやりたい、と
いうのは私の長い間の
念願。それが実現の運
びとなり、ホッとした
というのがいまの気持
ちです。こんどの話が
出たとき、チームから
ぜひ甲子園で、という
声が強く出ましてね。
高校時代の球歴にかか
わらず、甲子園はアマ
チェアの野球人にとっ

てはいつまでもあこがれの球場なんでしょう。
ところで、大阪での“選手権"の 開幕はむしろ遅すぎた、と

思うんです。若い人はご存じないだろうが、大阪は明治の末
ごろ実業団野球が盛んで、一番多いときは80も チームがあっ
た。大会も開かれ大正の中ごろまではつづいていたが、その
後いつの間にか消滅してしまった。いまでこそ大阪といえば

佐伯達夫大会委員長 (写真)―――
高校野球ですが、歴史をたどると、むしろ社会人野球とのつ
ながりの方が深いわけです。古くからの商工都市だし、大企
業も多い。
現にいまでも強いチームはたくさんあるのに、これといっ
た大会がなかった。こういう大会はもっと早くからあってし
かるべきで、やっとか…….

私は体が弱かったが、野球をやったおかげで健康になった
し、野球によって得た精神的なものがその後の人生の中で役
立っているっスポーツが健康のほかに人格、人間形成に寄与
する効果は大きい。選手諸君は野球をやることによって企業
に貢献、会社も野球をバックアップすることで社員の士気を
高める。両者にとって大きなプラス。ここらあたりが社会人
野球のあり方でしょう。
社会人野球といえば長い歴史を誇る都市対抗野球がある。

違うのはこの大会は選手権という名のとおり、選手の補強制
度のないこと3優勝すれば名実ともに“日本一"です。こんな
ところに都市対抗にはない魅力があり、意義もあると思う。
それだけに一人でも多くのファンに見てもらい、大会を成功
させたい (1974年 10月 23日 付 毎日新聞朝刊)



第 7回大会 地区大会成績
(太宇チーム本大会出場チーム)

9月 12日 から 4日間 札幌中島球場

◇福島▽一回戦 」ヽ名浜ク7-2学石0
B、 会津若松ク1-0川俣ク、二本松レンジ
ヤーズ9-0原田ク、塙ク7-6オール郡山、
オール常交10-OSGク 、いわきク13-5双
高OBク、福島ク7-1飯塚病院ク▽二回戦
小名浜ク7-0自衛隊福島、会津若松ク5-
0二本松レンジャーズ、オール常交8-7塙
ク、いわきク10-0福島ク▽準決勝 小名浜
ク7-6会津若松ク、いわきク5-4オール
常交▽決勝 」ヽ名浜ク5-2いわきク(勝者
は第二次予選へ)

>二次予選
9月29日 から 3日間     岩手県営球場
小 名 浜 ク

盛岡

三菱製紙八戸

新 日鉄 釜 石

夢魃重ξ詈    |[電東京

電電北 海道

札幌トヨペット

王子製紙苫小牧

航空自衛隊稚内

函 館 太 洋

大昭和製紙北海道

北海道拓殖銀行

日産サニー札幌

国 鉄 旭 川

小樽野球協会

国 鉄 札 幌

新 日鉄 室 蘭

鉄
蘭

日新
室

熊  谷  組
東 芝 府 中

富 士重 工 業

電 電 関 東

キャタピラー三菱

三菱自動車サ|1崎

全 足 利 ク
日立製 作 所

日 本 通 運

電 電 東 京

(第二代表決定戦)

3

日立菫:r庁

日 立

3

暑背≡翌量ョ:D K
電 電
岩 手
T  D  K――

>一次予選
◇青森▽一回戦 オール青森 1-0八戸市
水道部、きものセンターク2-0三菱製紙八
戸▽敗者復活戦 三菱製紙八戸3-2八戸市
水道部▽準決勝 オール青森ク3-1きもの
センターク、三菱製紙八戸 3-2自衛隊青森
▽決勝 三菱製紙八戸11-1オール青森(勝
者は第二次予選へ)

◇岩手▽一回戦 谷村新興 1-0水沢駒
形、小野田セメント1-0-関三星、岩手銀
行4-1東示製綱、盛岡鉄道管理局3-2オ
ール釜石▽準々決勝 新日鉄釜石4-1小野
田セメント、オール不来方7-4谷村新興、
岩手銀行7-0大船渡工OB、 盛岡鉄道管理
局12-0全久慈▽準決勝 岩手銀行3-0盛
岡鉄道管理局、新日鉄釜石7-0オール不来
方(勝者は第二次予選へ)▽決勝 新日鉄釜石
2-0岩手銀行▽三位決定戦 盛岡鉄道管理
局3-0オール不来方(勝者は第二次予選へ)

◇秋田▽一回戦 秋田銀行(不戦勝)秋田経
大校友ク、秋田相互銀行5-2東北肥料▽準
決勝 丁DK6-0秋 田相互銀行、秋田鉄道
管理局 1-0秋田銀行▽決勝 丁DK2-1
秋田鉄道管理局(勝者は第二次予選へ)

◇宮城▽一回戦 石巻八リケーン4-2亘
理ク、電電東北5-1鳳山ク、日和ク13-0
オノヤク▽準決勝 石巻八リケーン5-4日
和ク、電電東北2-1仙台鉄道管理局▽決勝
電電東北11-2石巻八リケーン(勝者は第二
次予選へ)

◇群馬▽一回戦 富士重T業 1-0高崎鉄
道管理局▽決勝 富士重工業7-1全前橋
(勝者は第二次予選へ)

◇埼玉▽一回戦 日本通運16-0全浦和、
本田技研7-1エーザイ▽決勝 日本通運3
-2本田技研(勝者は第二次予選へ)

◇東京▽一回戦 リッカー 4-3日 立化
成、電電東京5-2チャイルド、ティアック
7-1東京ガス、熊谷組3-2鷺宮製作所▽
準決勝 電電東京3-0リ ッカー、熊谷組4
-1テ ィアック(勝者は第二次予選へ)▽決勝
熊谷組4-3電電東京
◇多摩▽代表決定戦 東芝府中5-0全調
布(勝者は第二次予選へ)

◇神奈り||▽一回戦 東芝2-0日本石
'由

、
キャタピラー三菱3-0三菱重工横浜、日産
自動車 1-0日本鋼管、三菱自動車川崎3-
1いす 自ゞ動車▽準決勝 キャタピラー三菱
2-1東芝、三菱自動車川崎7-2日産自動
車(勝者は第二次予選へ)▽決勝 三菱自動車
川崎3-1キャタピラー三菱

◇新潟▽一回戦 平和ク4-3小千谷ク▽
準々決勝 新津ク6-1長商ク、新潟鉄道管
理局 9-2平和ク、自根野球団4-3新潟コ
ンマーシャル、新潟ク5-4渡辺ク▽準決勝
新潟鉄道管理局9-3新津ク、自根野球団4
-3新潟ク▽決勝 新潟鉄道管理局 6-3自
根野球団(勝者は第二次予選へ)

◇静岡▽一回戦 しろがね日経6-2全沼
津ク、河合楽器8-0清水ク、大昭和製紙 8
-1清水タイガース▽準決勝 日本楽器4-
0しろがね日経、河合楽器 3-2大昭和製紙
(勝者は第二次予選へ)▽決勝 河合楽器3-
2日本楽器▽三位決定戦 しろがね日経7-
4大昭和製紙(勝者は第二次予選へ)

◇富山▽三回戦制 北陸銀行4-3電電富
山、電電富山8-7北陸銀行、北陸銀行6-
3電電富山(北陸銀行は第二次予選へ)

14

三協精機



社鉄 孵 F相 手緻 会 ″裂 入

9月11日 から 8日間    愛知県営熱田球場

三 菱 名 古屋

電 電 北
日 通 名 古 屋一 ¬ 6

東 海 理 化

西 濃 運

西 川 物 産

東 邦 ガ ス
王子製紙春日丼

丹 羽 鉦 電機

トヨタ自動車

名 古 屋 日産

国 鉄 名 古 屋

本田技研鈴鹿

サンジルシ醸造

電 電 東 海
新日鉄名古屋

3

日 本 生 命

1

日本鋼管福山

新 日 鉄 光

山 本 鋼 材

三井造船玉野

三菱重工広島

協和醸酵防府

濃 運 輸

菱重工神戸2-0川崎製鉄神戸、川崎重工 9
-8神戸製鋼▽準決勝 鐘淵化学3-1石川
島播磨重工業、川崎重工2-2三菱重工神戸
=引き分け再試合、三菱重工神戸3-1川崎
重工(勝者は第二次予選へ)▽決勝 鐘淵化学
1-0三菱重工神戸▽三位決定戦 川崎重工
3-2石川島播磨重工業(勝者は第二次予選
へ)

>二次予選
19月 18日から 6日間      西京極球場

|

日 本 生 命

東    レ

石川島播磨重工業

大     丸

◇山口▽一回戦 協和醸酵防府12-2オー
ル周南、東洋紡10-0田辺製薬、新日鉄光7
-2協和酪酵宇部▽代表決定戦 協和醸酵防
府 6-2東洋紡、新日鉄光8-0航空自衛隊
防府(勝者は第二次予選へ)▽敗者復活一回戦
田辺製薬(不戦勝)オール周南▽同二回戦 協
和醸酵宇部12-2田辺製薬、東洋紡12-4航
空自衛隊防府▽第二代表決定戦 協和醸酵宇
部7-4東洋紡(勝者は第二次予選へ)

6

田 技 研  デユプロ印刷機
鹿  三菱重工神戸

電 電 近
川崎重工神

住 友 金

日 本 新

新 日 鉄

畿

P
属

薬

協和醸酵宇

9月 15日 から 4日間 高松中央球場

◇示昴▽一回戦 三菱自動車京都7-0丸
勝、第一紙行6-0洛友ク、日本新薬 8-1
ユニチカ、辻和7-2京都信用金庫、大丸20
-0北桑ク▽準々決勝 三菱自動車京都5-
0第一紙行、日本新薬7-0京都市役所、辻
和 3-0高島屋京都、大丸8-0ス ワロン(勝

者は第二次予選へ)▽準決勝 日本新薬2-
1三菱自動車京都、大丸4-1辻和▽決勝

日本新薬 2-0大丸▽三位決定戦 三菱自動
車京都5-2辻和
◇大阪▽一回戦 デュプロ印刷機9-2旭
化成▽準々決勝 電電近畿 2-0大阪高島

屋、新日鉄堺3-0全三和銀行、日本生命 2
-1デュプロ印刷機、松下電器8-0大阪ペ
ーシェンス(勝者は第二次予選へ)▽準決勝
日本生命 1-0松下電器、電電近畿5-1新
日鉄堺▽決勝 電電近畿2-1日本生命▽三

位決定戦 松下電器8-1新日鉄堺▽敗者復
活一回戦 大阪高島屋4-1旭化成▽同二回
戦 大阪高島屋7-4大阪ペーシエンス、デ
ュプロ印刷機5-2全三和銀行▽第五代表決
定戦 デユプロ印刷機4-0大阪高島屋(勝
者は第二次予選へ)

◇兵庫▽一回戦 鐘淵化学7-4小西酒

造、石川島播磨重工業3-1新 日鉄広畑、三

友 金 属

新 日鉄 広

松 下 電
下 電 器

三菱自動車京

鐘 淵 化
(五位決定戦)

石川島播磨重工業

電 電 近
淵 化 学

日 本 新 薬

鐘 淵 化 学

◇岡山▽リーグ戦 三菱自動車水島11-0
川崎製鉄水島、三井造船玉野11-6三菱自動
車水島、三井造船玉野 2-1川鉄水島(三井

造船玉野は第二次予選へ)

◇広島▽一回戦 日本鋼管福山9-1東洋
工業、山本鋼材5-4電電中国、常石鉄工 0
-0三菱重工広島=引き分け再試合、三菱重
工広島4-0常石鉄工、三菱重工三原10-0
広島マツダ(勝者は第二次予選へ)▽準決勝
日本鋼管福山4-0山本鋼材、三菱重工三原
6-2三菱重工広島▽決勝 三菱重丁=原 4
-3日本鋼管福山

伊 豫 銀
ひ め ぎ
国 鉄 四

丸 善 石
大 倉 工

阿 波 銀
電 電 四
四 国 銀

7

電電四国

8

門司鉄道管理局

三菱重工長崎

新 日鉄 大 分

新 日鉄 八 幡

大分鉄道管理局

九 州 産 交

日鉱 佐賀 関

日立造船有明

電 電 九 州

3

1

5

4

3

1

2

5

7

>一次予選

>一次予選
9月21日から 4日間      大分県営球場

5



第 7回大会出場選手等一覧 ЮはJD

新 日本製鐵室 蘭
監 督  田 畑  義 秋 41 赤  穂  高
投 手  小 林   忠 27 島 田 商 高
〃  丹 下   勇 26 Jヒ  海  高
″  須 貝  ― 美 26 室 蘭 大 谷 高
″  財 前  純 二 26 佐  倉  高
〃  土 屋  隆 幸 25 市  川  高
〃  浜 師  勝 彦 2]伊  達  高
″  古 池  憲 宝 20 Jヒ 見 工 高

捕 手  大 宮  建 治 28 富 士 工 高
〃  後 藤  哲 夫 26 興 譲 館 高
〃  小 林 八 守 雄 23 Jヒ  海  高
〃  小 杉  康 雄 20 砂 川 南 高
内 野 〇朝 倉  年 明 27 Jヒ  海  高
〃  寺 本   収 27 尼 崎 北 高
〃  安 西  秀 親 25 道 産 業 短 大
″  荒 野   悟 25 登 別 大 谷 高
″  五 鬼 田 義 夫 24 9も 子 商 高
〃  大 塚  邦 弘 21 Jヒ  海  高
″  神 坂   明 ]9 本し幌 商 高
〃  辻  清 貴 ]9室 蘭 工 高

外 野 小松崎 艮イラ 25岩 瀬 高
″  柴 田  武 明 25 中  央  大
″  前 原 三 喜 生 24 千 葉 I高
〃  木 下 邦 裕 23 室 蘭 大 谷 高
〃  島 尻  均 20 Jヒ 見 柏 陽 高
〃  岡 田  仁 19室 蘭 工 高

日立 製作 所
監 督  神 田  昌 男 39 宇 都 宮 工 高
投 手  細 淵  守 男 24 粟  野  高
〃  小 永 吉  弘 22 東  海  大
〃  山 崎  清 夫 21 作 新 学 院 高
〃  鈴 木  昭 仁 23 大 東 文 化 大
″  高 田  新 次 27 東  海  大
″  赤 津  宏 二 22 駒  沢  大

捕 手  内 田  睦 夫 28 東  海  大
〃  常 田  8召夫 19 日 大 桜 丘 高
″  衣 婦  辰 男 22 波  崎  高
〃  武 藤  ― 雄 20 甲 府 商 高
内 野  森 村  住 也 27 芝 浦 工 大
″  櫛 田  博 通 22 湯  本  高
〃  橋 本  公 雄 26 明  治  大
〃  岡 安   豊 26 日 大 三 高
〃  加 藤  功 造 25 関 東 学 院 大
″  高 部 次 郎 19水 戸 工 高

外 野  宮 崎   努 22 日  本  大
″  四 至 本  博 24 中  央  大
″  緑 川  和 典 23 東  海  大
〃  斉 藤  良 夫 19 酒 田 商 高
〃  幸 田   互 21 弘 前 実 高
〃  板 垣  武 宏 21 前 橋 工 高
〃  松 本   仁 22 宇 都 宮 工 高
〃  小 野 寺 重 之 26 明  治  大
″ O山 田  智 干 28 御 所 工 高

電 電 信 越
監 督  関  美 喜 男 37 穂  高  高
投 手  佐 藤  公 弘 22 国 士 舘 大
〃  湯 川  忠 司 25 駒  沢  大
〃  小 山  利 和 25 篠 ノ 井 旭 高
〃  笠 丼  ― 男 19 長 岡 商 高
″  山 本  庸 夫 22 長 野 商 高
″  柳 沢  敏 幸 24 」ヽ諸 商 高
″  杉 山  峰 生 20 千 葉 商 高
〃  菊 池   保 23 亜 fEl亜 大

捕 手  関 根  武 雄 28 日  本  大
″  山 下  和 男 19 上 武 ― 高
〃  大 石  久 夫 22 専  修  大

内 野  湖 ロ  ー 幸 24 駒  沢  大
〃  佐 藤   治 24 丸 子 実 高
〃  佐 藤  昭 義 26 静  岡  高
″  志 田  洋 文 24 亜 71B亜 大
″  柳 瀬  尚 文 22 国 士 舘 大
″  佐 藤  幸 三 25 愛 知 工 大
″  藤 森  国 彦 18 松 商 学 園 高

外 野 ○ 中 牧 盛 登 25 大  町  高
〃  麻 和  公 明 20 松 商 学 園
〃  伏 見  昇 三 24 関 東 学 院 大
〃  藤 沢   勉 19 塚  原  高
〃  岩 本  謙 25愛 知 工 大
〃  篠 原  芳 和 22 日  本  大
〃  カロ藤  保 29 日 本 大

大昭和製紙北海道
監 督  安 藤  喜 春 33 沼 津 東 高
投 手  松 崎   隆 23 -宮 商 高
〃  中 山  俊 之 22 道 産 業 短 大
〃  川 瀬 隆 俊 22木 古 内 高
″  高 橋  孝 行 22 中  央  大
〃  加 藤  葵 美 21 室 蘭 大 谷 高
〃  望 月  保 雄 21 富 士 富 北 高
〃  小 磯  健 次 ]9 安 積 商 高

捕 手  村 上  忠 則 24 津  名  高
〃  高 森  雅 明 24 室蘭清水丘高
〃  板 倉  年 克 22 道 産 業 短 大
〃  三 上  誠 -19 室 蘭 大 谷 高
〃  伊 藤  隆 博 18 札 幌 商 高
内 野  高 梨  英 夫 31 大 多 喜 高
〃  池 ケ 谷  勝 30 立  教  大
″  斉 藤   勲 28 初]丼商 工 高
〃  角 田  憲 二 27 早 稲 田 大
″  仲 本  広 明 23 沖 縄 興 南 高
″  佐 藤  義 夫 22 神 奈 川 大
〃   佐 藤  徳 二 21 五所川原農林高
〃  有 野  清 美 20 旭 川 大 高
外 野 ○浜 丼  順 丈 26 芝 浦 工 業 大
〃  山 本  和 則 24 Jヒ  海  高
〃  大 塩  順 三 24 登 別 大 谷 高
〃  我 喜 屋  優 23 沖 縄 興 南 高
〃  高 田  行 夫 20 道 産 業 短 大

電 電 関 東
監 督  佐 藤  文 夫 32 駒  沢  大
投 手  中 後  政 行 21 安 房 水 産 高
〃   Jヽ曽 根 修 ,台 20 日 大 三 高
″  近 藤  澄 貢 23 福  岡  大
″  自 倉  吉 蔵 23 峡  北  高

捕 手  板 丼  秀 治 19 Jヒ富 士 工 高
〃  菅 嶋  雄 二 23 明 治 学 院 大
〃  佐 藤  文 夫 32 駒  沢  大
〃  市 ′  重 之 19 木更津中央高
内 野  慶 野   茂 21 甲 府 工 高
″  神 田  利 克 25 駒  沢  大
〃  佐 々 木 晴 夫 26 千 葉 商 大
〃  入 江  太 問 23 福  岡  大
〃  千 葉   清 24 日  本  大
〃  尾 崎   等 22 甲 府 工 高
″  仁 田  操 19成 東 高
″  園 田  正 司 25 東  洋  大
外 野  宮 崎  久 男 24 佼 成 学 園 高
″  久 保 田 栄 三 24 東  洋  大
〃  江 沢   寛 24 木更津中央高
〃  坂 田  秀 雄 23 東  海  大
″  岩 野  昇 24駒 沢 大
〃 〇格 野  ― 隆 26 福  岡  大

西 濃 運 輸
柴 垣  旭 延 32 中  央  大
柴 田  昌 邦 29 愛 知 学 院 大
早 川   実 24 福 岡 電 波 高
松 田  修 =22 岐 阜 南 高
片 江   岡」 19 神  崎  高
宮 本  好 宜 23 同 志 社 大
比 屋 根 吉 信 22 大 阪 体 育 大
武 者   朗 18 中 条 工 高
今 村 信 彦 28享 栄 高
広 浦  教 雄 24 佐  野  高
中 島  務 24 東  洋  大
祖 父 江 伸 介 29 愛  知  大
中 丼  元 =26 荏  原  高
長 島  真 司 25 亜 細 亜 大
青 木  義 久 25 神 奈 川 大
中 島  隆 利 23 神 奈 川 大
浜 野  敏 郎 23 神 奈 川 大
木 村  敬 三 22 名  商  大
西 村  雅 文 18 竜  谷  高
山 極  憲 三 25 東  海  大
細 川  昌 俊 26 東  洋  大
小 林  秀 敏 24 大 阪 経 済 大
O林   伸 男 27 中  京  大
加 野 悦 男 23中 京 大
兼 近  孝 雪 23 荏  原  高
」ヽ椋 清俊 2]岐阜短大付高

盛 岡鉄 道管理 局
監 督  渡 辺   学 31 花 巷 北 高
投 手  後 藤  尚 男 18 岩谷堂農林高
〃  干 田   武 19 水 沢 商 高
〃  堀 江  定 夫 24 福  岡  高
〃  佐 藤   繁 22 -関 工 高
〃  末 永  善 博 19 東  北  高
″  小田島十三男 2]花 巻 商 高

捕 手  櫛 桁  孝 男 19 久 慈 晨 林 高
″  鈴 木  克 二 23 高  田  高
″  福 島  正 博 22 釜 石 北 高
〃  中 岨  睦 雄 ]8 三 本 木 高

内 野 0新 沼  秀 雄 27 高  田  高
″  佐 藤  嘉 明 19 黒 沢 尻 工 高
〃  赤 平  繁 夫 25 黒 沢 尻 北 高
″  佐 々 木 春 la1 20 大 曲 震 高
〃  小 田 島 隆 雄 23 花 巷 商 高
〃  桂   寿 宏 ]8 +和 田 高

外 野  渡 辺   学 31 花 巷 北 高
〃  及 川  ― 夫 23 黒 沢 尻 工 高
〃  上 條  寿 -22 三 本 木 農 高
″  法 領 田 守 男 18 盛 岡 商 高
″  松 田  修 -2]花 巷 商 高
″  佐 々 木 勝 信 18 住  田  高
″  斎 藤   憲 26 -関 ― 高
〃  渡 辺   学 31 花 巻 北 高

電 電 東 京

丁 D K
野 村  稔 30榛 原 高
野 村  稔 30榛 原 高
浅 丼  治 彦 27 専  修  大
石 森   隆 20 東  Jヒ 高
田 村   巧 23 亜 7El亜 大
伊 東  正 弓ム 18 木更津中央高
岡 本   隆 27 早 稲 田 大
桜 庭  吉 昭 25 金 足 農 高
吉 村  好 嗣 22 大 阪 学 院 大
田 村  正 孝 18 西 仙 北 高
石 黒  孝 昭 26 由 利 工 高
斎 藤   浄 24 本  荘  高
児 玉   徹 24 本  荘  高
鈴 木  B召 光 25 金 足 震 高
阿 部  正 英 21 金 足 震 高
北 林  哲 夫 22 東  洋  大
伊 藤  辰 雄 22 専  修  大
0宮 本  方 明 25 和 歌 山 工 高
佐 々 木 吉 -26 金 足 震 高
倉 石  茂 樹 24 東  洋  大
佐 々 木  功 20 大 曲 農 高
金 原  晴 夫 23 名古屋商科大
進 藤 均 19大 曲 農 高
幸 林   実 19 Jヒ  陽  高
湊  康 二 19金 足 農 高
秋 葉   弘 19 木更津中央高

三 協 精 機

監 督
投 手

捕 手

内 野

夕十里予

監 督  佐 久 間 芳 克 36
投 手  内 田  正 美 26
〃  本 多  詳 治 22
〃    森     二 郎  25
〃  戸 田  国 秀 19
〃  渡 辺  節 朗 27
″  竹 田  義 高 24

捕 手  大 和 田  広 25
″  新 丼  公 -24
″  安 藤   陸 18
″  赤 坂  正 昭 23
″  桜 丼  陽 -26

内 野  斉 藤  秀 樹 24
″  上 柏  徳 治 26
″  橋 爪  BZl二 24
〃  原 科  政 市 23
〃   7」 りヽ‖ 禾り乏12]
〃   原 川   勤 24
〃  大 島   守 23
〃  片 山  満 雄 25

外 野 0上 田 美 智 夫 27
″  富 永  重 善 30
〃  矢 治  達 夫 22
″  沢 松  卓 朗 23
″  山 崎  春 夫 22

監 督  光 沢   毅 38 明  治  大
投 手  樋江丼 思臣 21 中  京  高
〃  福 田  義 之 23 神 奈 り1大
〃  大 塚 喜 代 美 21 桐 蔭 学 園 高
〃  中 島  B召 男 20 松 商 学 園 高
〃  上 田  芳 央 23 明  治  大
″  小 山  良 春 22 日 本  大
〃  平 田  恒 夫 18 中 京 商 高
″  伊 藤 弘 利 20大 同 工 高

捕 手  織 田  康 裕 24 神 奈 川 大
〃  金 野   満 25 明  治  大
〃  古 川  義 弓ム 26 明  治  大

内 野  寺 坂  好 明 27 明  治  大
″  佐 藤  広 美 22 明  治  大
″ 0内 田  俊 雄 27 亜 71B亜 大
″  幡 野 正 秋 28神 奈 川 大
〃  鈴 木 ― 比 古 26 明  治  大
″  柳 瀬  整 26東 洋 大
〃  徳 久  正 俊 23 近 畿  大
〃  大 竹  順 -19 中  京  高
外 野  星 山  和 久 23 中  京  大
〃  自 川 不 三 夫 24 東  洋  大
〃  佐 々 弘 雄 27 中  京  大
〃  橋 本   昭 27 関  西  高
″  小 根 森 末 男 23 亜 細 亜 大
″  豊 国  利 -24 日本 体 育 大

日 本 生
監 督  浜 野 正 之 助 34
投 手  小 嶋  健 郎 27
″  利 光  高 明 26
〃  西 川  雅 雄 24
″  岡 田  和 久 23
″  梶 原  幸 次 19
″  小 弓 場  保 3]

捕 手  佐 竹  政 和 26
″  佐 藤  雅 春 23
〃  野 村   茂 21

内 野 0山 内  輝 彦 27
″  鈴 木  憲 行 26
″  中   光 史 24
″  鈴 木 た つ 男 24
〃  高 木  滋 夫 23
″   加 藤  ‖贋二  23
″  赤 丼  淳 二 22
″  西 本  正 夫 22
〃  村 越  英 之 19
〃  田 草 川 伸 生 27

外 野  西 田  安 男 26
〃   松 本寸研 ノ介 24
〃  月 原  真 司 24
〃  新 名   隆 22
〃  中 丼  順 二 22
″  友   正 三 18

ロ̂ロ

関  西  大
近  畿  大
徳 島 商 高
東  海  大
近  畿  大
報 徳 学 園 高
橋  本  高
関  西  大
中  央  大
PL学 園 高
近  畿  大
掛 川 西 高
同 志 社 大
中  京  大
東  海  大
東  海  大
近  畿  大
中  央  大
津 久 見 高
日 本  大
近  畿  大
近  畿  大
明  '台  大
明  治  大
同 志 社 大
津 久 見 高
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本 田技研 鈴 鹿
大 塚
ロコ里予
山 田
前 村
中 田
菊 田
藤 田
土 井
三 浦
岩 田
有 働
松 尾
O上 田
月素本寸
大 喜
山 本
羅 本
田 中
安 田
窪 田
黄
高 橋
古 田

勝 秋 30 法  政  大
1亘雄 25 大 阪 学 院 大
伸 剛 24 法  政  大
泰 正 23 法  政  大
健 20 二 重 海 星 高

逸 治 25 大 東 文 化 大
進 24 大 東 文 化 大

信 幸 23法 政 大
敏 男 21 浪  商  高
哲 二 22 ノt代第 一 高
幸 男 23 愛 知 学 院 大
薫 24刀 ヽ倉 工 高

良 二 25 神 奈 川 大
哲 也 27 法  政  大
量 生 22 鳴  門  高
功 児 23 法  政  大
新 二 20 中 京 商 高
猛 夫 23 愛 知 学 院 大
広 輝 25 法  政  大
健 志 22 鹿 児 島 商 高
秋 夫 23 同 志 社 大
隆 24 ,去  政  大

典 博 24 愛 知 字 院 大
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松 下 電 器
高 木 太 三 郎 42 関  西  大
福 間   納 23 大  田  高
久 保  邦 史 2]水 島 工 高
長 谷 部  優 24 慶  応  大
福 井  保 夫 22 津 山 商 高
山 本  昌 樹 2]鳥 取 西 高
山 口  高 志 24 関  西  大
多 田  純 -20 鳴 門 工 高
木 原  弘 人 23 慶  応  大
高 橋   寛 23 江 津 工 高
後 藤 田  務 20 鴨 島 商 高
野 並  厚 夫 20 大 方 商 高
山 口   円 24 関  西  大
O松 下  勝 実 25 慶  応  大
川 田  雄 平 25 慶  応  大
坂 □  雅 久 23 立  教  大
石 丼  賢 吾 24 立  教  大
米 田  浩 二 23 浪  商  高
北 川  智 章 21 戸 XIB商 高
西 越  高 章 22 大  田  高
石 本  和 彦 23 浪  商  高
鍛 )台舎 巧 23早 稲 田 大
浜 田  雄 次 20 徳 島 商 高
堀 江  隆 樹 23 立  教  大

住 友 金 属
松 永  怜 -43 法  政  大
小 田  雄 -24 早 稲 田 大
川 端  理 史 25 東  海  大
山 中  正 竹 27 法  政  大
0山 本  発 -27 慶  応  大
宮 崎   寛 25 鹿  島  高
人 見  康 雄 25 大 阪 府 立 大
中 村  裕 二 25 法  政  大
松 隈  憲 治 20 柳 り‖ 商 高
中 崎   至 21 笠  田  高
山 口   誠  19 鹿児島電子工高
谷 口   剛 26 東  海  大
清 水  長 寿 23 早 稲 田 大
林   正 広 22 向  陽  高
大 り 不J勝 25大 分 商 高
高 瀬  逸 夫 25 日 田 林 工 高
宇 野  秀 信 20 大 分 商 高
都 築  義 晴 22 和 歌 山 工 高
浜 田  知 治 19 ]ヽ 倉 商 高
鈴 木 士 息Б 25法 政 大
京 田  憲 治 27 立  教  大
宇 山  秀 明 23 慶  応  大
り‖上  謙 ,台 2]市 和歌山商高
三 好  ― 幸 22 東海大相模高

三 菱 重 工神戸
監督  儀 野  伸 也 35 神  戸  大
投 手  増 岡  義 教 25・ 同 志 社 大
″  川 相  実 22興 譲 館 高
″  庄 司  冨 夫 ]8 安  来  高
〃  瀬 川  俊 -19 飾  磨  高
捕 手  米 村  広 志 24 近  畿  大
〃  竹 中   円 23_萩    高
〃  仲   隆 司 22 報 徳 学 園 高
内 野  深 田  修 平 25 法  政  大
〃  時 本  勝 己 22 三 田 学 園 高
〃  藤 丼  大 22本 寸野 工 高
″  友 藤  芳 己 22 村 野 工 高
″  川 辺 邦 好 20育 英 高
″  山 谷  健 二 20 岡 山 東 商 高
〃  佐 藤  浩 三 19 徳 島 商 高
〃  森   昌 三 19 坂 出 商 高

外 野 O勝   順 -26 関 西 学 院 大
〃  東   茂 24同 志 社 大
〃  丼 上  美 春 23 市和歌山商高
″  浜 片  和 好 22 大 阪 商 大
〃  金 蔵  博 久 21 九 州 工 高
″  吉 田  隆 行 20 岡 山 東 商 高
″  山 本 登 美 雄 19 育  英  高

鐘 淵 化 学
大 河 賢 二 郎 29 大 阪 商 大
渡 辺   博 24 岐 早 南 高
藤 本 富 美 夫 20 中 津 商 高
光 内  数 喜 27 芝 浦 工 大
桝 田   拓 19 高 知 工 高
園   博 24小 倉 南 高
宮 田   真 20 社    高
稲 葉  智 啓 23 」ヽ倉 工 高
米 田  司 19奈 良 商 高
三 瀬  和 義 23 津 久 見 高
岡 田 理 三 郎 28 専  修  大
末 永  成 典 23 中 津 工 高
猪 俣  健 19日 南 工 高
桑 村  進 次 20 ノヽ 幡 工 高

○佐 藤  治 夫 27 法  政  大
藤 村  正 美 25 法  政  大
長 嶋  顕 彦 22 比 叡 山 高
斉 藤   忠 24 法  政  大
川 内  幸 男 24 関  西  大
春 日祥 之 輔 2]中 津 工 高
外 圃  郁 夫 22 鹿児島商工高
星 尾  好 則 24 岡 山 東 商 高
桑 原  秀 範 28 法  政  大
中 下  賢 志 19 呉  港  高
大 河 賢 二 郎 29 大 阪 商 大

国 鉄 四 国
監 督  勝 木  善 之 37 澤  田  高
投 手 ○高 倉  史 興 25 丸 亀 商 高
〃  落 合   登 21 鳴  門  高
〃  逢 坂  玉 貴 21 琴  平  高
〃  橋 詰  良 夫 20 須  崎  高
″  新 名  昌 俊 22 尽  誠  高
〃  寅 丸  雄 司 18 丸 亀 商 高

捕 手  西 内  健 -20 鳴  門  高
〃  橋 本  太 郎 23 丸 亀 商 高
〃  竹 内  健 二 18 坂 出 商 高
内 野  藤 井  嘉 彦 22 坂 出 工 高
〃  藤 丼  博 之 21 坂 出 商 高
〃  都 築  郁 夫 22 坂 出 工 高
〃  清 水  敏 朗 20 宇 和 島 東 高
〃  佐 野   晃 22 鳴  門  高
〃  六 車  正 照 22 津  田  高
〃  湊 谷 和 広 18高 松 商 高
〃  八 木 一 美 18高 松 東 高
外 野  塚 本   巧 22 津  田  高
′′  中 石  喜 清 2]坂 出 工 高
〃  岡 田  政 彦 2]坂 出 工 高
″  四 宮  哲 雄 22 高 松 商 高
〃  増 丼 五 十 三 18 中  村  高

日本 鋼 管福 山
監 督  山 田  茂 利 34 明  治  大
投 手 〇田 村  忠 義 26 広  陵  高
〃   EB部  憲 三 24 会津若松第一高
〃  佐 古 井 雄 二 19 桜  宮  高
〃  川 辺  司 19関 西 高
〃  山 根  和 夫 19 勝  山  高
″  光 丼  良 和 19 広  陵  高

捕 手  今久留主邦明 23 明  )台  大
″  藤 山  澄 夫 19 ノヽ 代 東 高
内 野  深 草  真 敏 27 日  本  大
″  清 水 由 員J26広 陵 高
〃  山 内   明 26 盈  進  高
〃  沢 田  止 男 25 ノヽ 代 東 高
〃  吉 兼  昌 司 21 岩  国  高
〃  落 合  敏 睦 21 広  陵  高
〃  佐 々 木 悟 20 福 山 工 高
″  佐 名 木 睦 夫 19 盈  進  高

外 野  篠 井  文 衛 27 尼  崎  高
〃  森 下  政 秋 24 大 阪 学 院 大
〃  岡 本  道 夫 23 東  洋  大
〃  竹 野  道 彦 2]盈  進  高
″  野 村  茂 20高 水 高

三 菱 重工広 島
監 督  松 野  道 夫 33 立  教  大
投 手  永 野   毅 20 都 城 農 高
〃  近 藤   実 25 福 岡 工 大
〃  中 丼  政 夫 23 広 島 商 高
″  若 松   実 25 芝 浦 工 大

捕 手  丼 上  敏 之 2]山  陽  高
〃  山 村  幸 紀 22 広 島 商 高
″  千代西尾文人 23 米 子 商 高
内 野  酒 丼  信 芳 24 東  洋  大
〃  菊 次  ― 雄 22 筑 紫 工 高
〃  吉 川  丈 -21 都 城 農 高
〃  仙 田  泰 章 21 米 子 工 高
〃  吉 本  宏 -23 東  洋  大
〃  乗 野  義 治 22 大 分 東 明 高
〃  佐 々 木 幸 治 23 法  政  大
〃  富 士 野 誠 示 21 西 脇 工 高

外 野  古 川 達 雄 23 米 子 商 高
″  荒 谷   稔 21 広 島 商 高
″ O伊 藤  順 三 25 ソヽ  幡  大
〃  中 村  文 人 24 国 士 舘 大
″  岡 崎  員煮光 19 熊本第一工高

電 電 四 国
監 督  松 本  敏 捷 38 近  畿  大
投 手  横 松  英 雄 27 関 東 学 院 大
〃  三 宮  芳 広 26 福 岡 工 大
〃  大 本  則 夫 23 近  畿  大
〃  小 原  慶 司 21 穴  吹  高
〃  米 田   潔 21 新  田  高
〃  辻   仁 志 21 三  瓶  高
″  小 綿  康 之 19 鳴 門 商 高

捕 手  斉 藤  晃 27 亜 細 亜 大
〃  千 谷   修 25 松 山 商 大
″  藤 田  博 之 19 鳴 門 商 高
内 野  浦 下  勝 英 29 国 士 舘 大
〃  河 野  隆 志 25 松 山 商 高
″  景 浦  隆 男 25 中  央  大
″  松 崎  邦 雄 25 関  西  大
〃  高 橋  竜 夫 23 亜 細 亜 大
〃  山 下  恭 -23 同 志 社 大
〃  田 淵  修 三 23 帝  京  大
〃  松 岡  清 英 22 近  畿  大
〃  安 部  秀 矢 21 鶴 崎 工 高

外 野 O福 谷   祥 28 中  央  大
″  武 田  喬 之 29 高 知 工 高
〃  菊 池  哲 秋 25 ノヽ 幡 浜 高
〃  幸 田   優 25 駒  沢  大
〃  北 岡  敏 男 22 高  知  高
″  楠 本  正 晴 19 鳴 門 商 高

新 日本製 鋤八 幡 電 電 九 州
監 督  柴 田  忠 和 34 天  草  高
投 手  伊 達  義 城 29 宮 崎 本 庄 高
〃  長 嶺  俊 -24 宮 崎 本 庄 高
〃  錦 野  和 明 24 β晨 本  大
〃  菊 川  良 正 23 東 海 大 三 高
〃  大 坪  義 則 23 愛 知 工 大
〃  城 野   洋 19 柳 り‖ 商 高

捕 手  川 越  雄 -24 国 士 舘 大
〃  田 上   匠 ]8 鎮  西  高
〃  永 薗  敏 博 24 り‖ 内  高
内 野 0今 丼  敬 二 24 P号 司 工 高
″  谷 田  久 良 24 明 治 学 院 大
″  杉 坂  敬 =23 九 州 工 高
″  江 □  正 光 23 ノヽ  幡  大
″  道 副  直 19諫 早 高
〃  吉 本  幸 夫 18 月ヨ本 工 高
〃  勝 山  晋 -18 東 海 大 二 高
外 野  大 庭  信 行 25 国 士 舘 大
〃  中 嶋  春 久 23 国 士 舘 大
〃  榎 園  繁 敏 23 東 京 農 大
〃  森 中  弘 憲 22 九 りヽJ工 高
〃  黒 木   哲 2]延 岡 商 高
〃  村 里  好 樹 21 熊 本 工 高
〃  福 永  俊 彦 20 東 海 大 三 高
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不 運 乗 り越 え希望再 び
一 涙 流 した野 球 部 解 散 ―

倒産、野球 部解散 ……。選手に
とってある日突然、ユニホームが着られ
なくなることは大きなションクだ。日立製
作所の新しいエース細淵守男投手
(24)をはじめ西濃運輸の宮本好宣投
手 (24)、 山極憲 三内野手 (24)、 兼近
孝雪外野手 (24)ら は、そんな不運を一
度ならず二度まで味わわされている。
いずれも日拓観光、エアロマスターのレ
ギュラーだった。
6月 、エアロマスターの倒産は野球

部員にとって寝耳に水だった。昨年は、
初めて踏んだ後楽園での産業対抗野
球で初優勝、暮れには韓国、ハワイ遠
征、そして今年 5月 大阪大会に初優勝
した矢先に野球部解散。 3年前、プロ
野球に進出したため野球部を解体した
日拓観光につづいての不運に多くの
選手は野球への情熱を失った.

そのなかでエース細淵は、十指に余
る企業、プロ球団から誘いがかかった
が、結局、実家 (埼 玉県)に近い、日立
製作所を選んだ。 6月 の末だった。
登録手続きし、チームがせっかく後楽
園へ出場というのにベンチに入ることも
できなかった。ただ ―人、目標を甲子
□第 1回 日本選手権に絞って精進。

9月 20日 から始まった関東予選ではい
きなり先発をまかされた。 2回戦での
三菱自動車川崎、代表決定をかけた
電電東京の強豪相手に2試合連続の
完封勝ちという好投、電電関東との決
勝戦でも見事な火消し役を務めて最高
殊勲選手賞を獲得した。
細淵は「 i度も悲しtヽ思いをしました

が、日拓、エアロで多くの友ができまし
た。その友のためにも甲子園ではカ
いっぱい投げたいと思っています」と意
欲満々。

「思いきり暴れるぞ」
先輩の口ききもあって西濃運輸で野

球人生の再スタートを切った兼近、宮
本、山極の 3選手も同じ思い。早くもレ
ギュラーの座を占めて選手権出場に一
役も二役もかった。このほか、打力のい
い川内幸男外野手 (エ アロ→鐘化)、

森 下政秋外野 手 (エ アロ→鋼管福
lll)、 投手陣を好リードの竹中円捕手
(クラレ=昨年秋解散→三菱神戸)下 手
投げのホープ ロ博投手 (ク ラレー鐘
化)ら、一球に力を入れ、一振りに気合
を入れる移籍組が、甲子園をわかせて
くれるだろう。



1975年 (昭和50年)11月 2日 >11月 10日 阪神甲子園球場

優勝〓鐘淵化学 (初優勝)

鐘淵化学

: 嘗  [ 言 |き き|:・コ 伊 豫 銀 行 |三ヨ
九 州 産 交 2

景 田宦 ∫ 銀 言 T補 ||コ
鐘 淵 化 学

:コ
酬 化 学 9

需馨藁曇II蘇|:       1住友金属10

1昭争 〈よ
海
菫 |[海曇|:三

ヨ 大昭稗胴ヒ海道

|三コ
松 下 電 器 0

地元兵庫の鐘淵化学が「ダイヤモンド旗」を握った。地区予選は
敗者復活戦の末、 5番 目の代表に滑り込み。前評判は決して高く
ない、“伏兵"の全国制覇だった。若いエース・宮田の力投が優勝
の原動力に違いないが、彼を盛り立てた打線の援護を見逃せない。
素晴らしい破壊力で、新鋭とベテランの歯車がかみ合った見事な
粘りと集中力の優勝だった。
東日本勢総崩れの中で、惜 しくも優勝は逃がしたが、北海道拓

殖銀行の健闘は讃えられる。本格派・山口とベテラン・千藤両投
手が大黒柱として活躍、冬の訪れが早く、練習量が少ないという
北海道チームのハンディを、不屈の練習で打ち破った。
「東高西低」の予想を覆し、「西高東低」の終盤戦を盛り上げた近
畿勢の活躍が目立った。ベスト4に 3チ ームが顔をそろえ、前年
はベス ト8へすらわずか 1チ ームという不振をばん回、地元の面
目を保った。“地元大会"と いわれるほどの近畿勢の活躍に対して、
連覇を狙った三協精機と、日本鋼管福山、大昭和製紙北海道の「 3
強」の敗退はふがいなかった。三協はエース 。大塚の不調が災い
して波に乗り切れず、打力を看板にした日本鋼管福山、大昭和製
紙北海道はともに持ち味の片鱗すら見せられなかった。それに比
べ三菱重工広島のきびきびした試合展開は目を引いた。

鐘 淵 化 学 8

鐘 淵 化 学 1-―

住 友 金 属

出場22チ ームのうち、全国大会初出場で注目を集めた新日鉄光、
秋田相互銀行に初戦の壁は厚かった。21試合中、10試合が完封試
合。「投手力上位」を裏付ける半面、前回を上回る15本塁打が記録
された。一発に泣いたチームが多かったことの証明でもある。

〔優勝戦〕北海道拓殖銀行―鐘淵化学 三回裏、鐘淵化学二死二塁から岡田の
中前打で外国が生還し、貴重な1点を挙げた。

>委員長 山本英一郎 >副委員長 小西正一、郷司裕>委員 八木昌男、大村一彦、高橋良夫、三輪武、中西明、松南二郎、永野元
玄、三宅享次、小林加寿男、元橋一登、達摩省一、市村博、戸田直佑、中村孝太郎、高橋昌倶、本郷良直、相沢孝行、清沢忠彦、原田謹
爾、磯野伸也、日野賢導、片岡成夫、上杉正、藤尾泰三、武村政雄、岡本好二、橘谷健、津田進、布施勝久、岸野金治
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▽11月 2日
第 1試含=1回戦(午前10時 8

▽11月 3日
1試合=1回戦(午前 9時26分開始)

000 001
101 00X

レ審 判 (球審 )小林 (塁審 )三輪 、高 塚 、松 南

第 3試含=1回戦(午後 2
新 日 鉄 光
大昭和製紙北海道
)審半J(球審 )中西 (塁 審)八木 清沢、橘谷 (外審)市村 相沢

>二 塁 打 =山 本 >犠 打 =新 4(小嶋 2、 木 下 、 海
老 本 )大 1(仲本 )>盗 塁 =大 1(角 田 )>矢 策 =新
](弓 場 )大 1(仲 本 )>暴 投 =児 玉 >試合 時 間 =2
時 Fo548分

▽11月 4日
第 1試含=2回戦(午前9時25分開始)

]:忌壇婦尾覇層♀:: ♀:♀  ♀:ll:
レ審半」
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>本塁 打 =菅 ]号 (中 島 )>二 塁 打 =水 谷 >犠 打 =
門 1(酒井 )>盗 塁 =拓 2(佐藤 信 2)>失 策 =門 1

(馬場 )拓 1(海 老 名 )>試 合 時 間 =2時 間 21分
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山 本 良

>本 塁 打 =中 出 1号 (山本 良 )>犠 打 =鷺 ](山本
良 )>盗 塁 =鷺 ](吉田 )>矢 策 =新 1(水 本 )>試
合 時 間 =1時 間 58分

大 会 1号 は 決 勝 本 塁 打
〇…新日鉄堺は四L]ま で 3安打散発と、鷺宮製作

所の山本良投手の制球のいい球に抑え込まれた。が、
■回、先頭の打席にはいった中出はファウル、ボールの
あと左翼ポールぎりぎりに入る大会第 1号ホーマーを放
った。 1歩 、■歩と走りかけてから中出は立ち止まって
オ]球の行方を追った。「ファウィレにならないでくれJと中
出は念じたという。中出は「押され気味だったので何と
か … 」と、この打席に得点へのきっ力けになることをや
ろうとファイトを燃やしていた。外角攻めにあっていたか
らホームベース近くに立ち、内角に投げさせようとしたね
らいも当たった。「相手捕手との読み合いに勝ちました」
と中出。

2試合=1回戦(午後 0時34分開始
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>本塁 打 =持 主 1号 (侯 野 )>三 塁 打 =森 >二塁 打
=石井 >盗塁 =日 1(石丼 )伊 1(寺 尾 )>試 合 時 間
=2日寺間 18分

2試含=1回戦(午後 0時1
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>二塁 打 =藤 村 、 佐 藤 >犠打 =鐘 1(り ‖内 )>盗 塁
=鐘 1(外 国 )>矢 策 =鐘 1(宮 田 )>試 合 時 F86=1
時 間 43分
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安
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>本塁 打 =福 永 ]号 (浅丼 )>三 塁 打 =湊 >二塁 打
=上 田 >犠 打 =丸 ](古 賀 )Tl(湊 )>盗 塁 =丸 3
(松元 2、 永 田 )>失 策 =Tl(伊 藤 )>捕 逸 =吉 村
>試合 時 間 =2時 間 22分

第 3 =1回戦(午後 3
日通名古屋 0000100101
三菱重工広島 001 000 002
>審判(球審)布施 (塁審)元橋、日野、片岡 (外審)大村、上杉
【日  通 】打安 点振 球  【三菱 広島 】打 安点振 球

O若 松 ]]1001 近 藤 3]]00
⑥  酒  丼 31010

犠 併 残      犠 併 残
1  1  8 326 1 6 4     0  0  6 325 3 6 3

者  松
近  藤

>本塁 打 =若 松 ]号 (平 沢 )前橋 ]号 (近 藤 )>三 塁
打 =大 森 >犠打 =日 1(岡本 )>盗 塁 =三 3(古川 、
吉 本 、 酒 丼 )>失 策 =日 2(野 津 2)三 1(吉 本 )>
試 合 日寺間 =2時 間 30分
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鐘淵化学=優勝
大河 賢二郎監督
(現香川・尽誠学園高監督、48歳 )

罐撃塁晋會′日新聞)

大会自体については優勝戦の相手も覚えていないほど、
記憶は薄れているが、ただ、あのころのがむしゃらな気持ちだ
けは今もはっきり体にしみこんでいる。監督に就任して2年
目。20歳代で名門チームを任されたプレッシャー。オイルシ

ョック後の不況で思い通りの補強が出来ないつらさ。若かっ
たし、やり方もわからないから、とにかく無我夢中で取り組ん
だ。投手陣が毎朝 6時ごろから10キロのランニングをするの
に自転車で伴走するのが日課だった。選手の先頭になっ
て引っ張ろうという気持ちで張り切っていた。
大会はとにかく無欲で臨んだが、一回戦で前評判の高か

った西濃運輸を破って勢いづいた。 5連投をした宮田をは
じめ、選手たちが本当によくやってくれた。優勝した瞬間、や
っと結果を出せた、という安ど感でいっぱいだった。エリート
集団でないチームが優勝出来たことで、選手の素質よりも必
死でやれば何とかなる、という思いを強くした。それが14年
前、未知の世界だった高校野球の指導者になる際に大きな
支えとなった。
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第2回大会 大会記録

第2試合=2回戦(午後 0
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レ審 判 (球審 )高橋 (塁審 )高野 、日 野 、武 村

296 1 8 0
回 安 振 球 責

根  本  8 6801  人
宮

>犠打 =住 1(清水)>盗塁 =河 1(干吉艮)住3(宇 山 2、

林 )>失策 =住2(林、中村 )>試合時間 =2時間20分
夢 に も思 わ な か っ た 甲 子 園
○ …住 友金属の先 発、人 見康雄投 手 (26)は京 都府立城

南 高 (宇治市 )でのクラブ活動歴はなし。 大阪府 立大に入っ
てからも、専攻 が金 属 工学 、体 力的にも技 術的 にも自信がな
かったので、硬式 を避 け、準硬式野球を選んだ

`

「大阪 府立大に面 白いピッチャーヵヽ るヽ」という新聞記 者の
話 を小 耳にはさんだ往 年の慶応大のエースで 、イ主金野球 団
顧 間の河合 貞雄氏 (本社 人事 部次長 )から松 永怜 一監 督に
伝えられ 、採 用力'決まった。この大 会の近畿 予選の代 表 決定 戦では、今 夏の 都市対
抗のベスト4、 大丸 を 2点に抑えて完投勝ちした。「おかしな
ものですね。 京都府 予選の 1回戦ボーイだった高校の野球
部にさえ入っていなかった私 が、こうして出るんですから。」とポ
ールをかたく押 ,しめた。

>審半」(球審)=宅 (塁審)藤尾、上杉、原田(外審)日野、武村

犠 併 残2  0 10 306 2 7 7
回 安振 球 責

大  塚  9 4601

>本 塁 打 =峯 本 1号 (大塚 )>二 塁 打 =幡 野 、山 尾>犠 打 =三 2(JD瀬、大 塚 )新 ](水本 )>盗 塁 =三 2
(小根 森 、佐 々 )新1(山道 )>試 合 時 間 =2時 間 32分

(2回戦〕三協精機―新日鉄堺 三回表、三協精
機二死―、二塁、鈴木の右前打で二塁から小根森
先制のホームイン。(捕手中出)
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▽11月 5日
第 1試含=2回戦(午前 9
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)審 判 (球審 )高橋 (塁審 )上杉 、藤 尾 、岡 本
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>二塁打 =伊藤 >犠打 =鋼2(内 藤 、高尾 )三 4(大森、吉本、
富士野2)>盗塁 =鋼 ](前川 )三 1(佐々木 )>失策 =鋼2(上
岡、樋野 )三 2(酒 丼 、吉本)>試合時間 =2時 間 14分

絶 妙 ′逆 転 2点 ス クイ ズ
○…優勝候補の一角にあげられていた日本鋼管が四回、
三菱重工広島の内野の乱れこ乗じて2点を先行。しかし「負
けてもともと。胸を借りるつもりで 1ヽカとιう三菱重工広島 松
野監督の言葉に、硬さのほくジした選手たちは、その裏、思いきり
よくパットを振った。佐々木、吉川が安打を連ねた。犠打野選
で1点を返した後、投手のけん制悪送球で一死二、三塁とし
て富士野が絶妙のスクイズを一塁線へ決めた。吉川が同点
のホームを踏んですぐ吉本も続いた。高校野球でもめったに
みられない逆転の2ランスクイズに、一塁側スタンHま狂喜し
た。「いつも練習でやってはいるんですが、本番で成功したの
は初めて。吉本の好判断だった」と松野監督は喜びより驚き
を先に口にした。ヒーローは「走りだした途端なんだかtヽすると
いった確信めいたものが生まれて……」と照れた。

第 3試含〓2回戦(午後 2時47分開始)

九 州 産 交 0001000001
伊 豫 銀 行 0000000000
>審半」

>犠打 =九2(林、末永)伊 4(岡 添2、 沢田2)>盗塁 =伊 1

(森 )>失策 =伊2(平岡、岡添)>試合時間=2時間8分
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>本塁打 =山下 1号③ (矢野)赤井 1号③ (古 賀)>二塁打 =赤丼、
丼尻、中丼 >犠打 =日 ](中丼)>盗塁 =日 2(鈴 憲2)>失策 =日 3
(赤丼、丼尻、西サ )>試合時間=2時間8分

=2回戦(午後 0時 3分開始)

▽11月 6日
第 1 =2 )
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>審判 (球審 )藤尾 (塁 審 )大村 、高 橋 、原 田

>本塁打 =伊藤 1号③ (渡辺 )>三塁 打 =岡田 >二
塁打 =長嶋 >犠打 =鐘 20H内 、末永 )>盗塁 =鐘
3(長嶋 2、 藤村 )>試合 時 間 =]時 間59分

2試含=2回戦(午前11時58分開始)

松 下 電 器 000
大昭和製噺北海道 000
>審 半」

回 安 振球 責
福  FB5 10 4112 0

>二塁 打 =坂 口 >犠打 =松 3(山 口 、 石 丼 、福 間 )>盗塁 =松 1(浜 田 )>失 策 =大 2(角 田 、 佐 藤 )>
試 合 時 間 =2時 間 9分

よみがえる“エース"福間
147球完 封 、5年ぶ り

○…第 2試合が始まる前ごろから雨が落ち始めた。
ちょうど昨年の第 3日 、松下電器が出たときも雨だっ
た。三協精機相手に山口投手(阪急)が二回まで 5

三振を奪いながら、降雨ノーゲームになり翌日の再試合
では三協打線に一発を食って敗れたのだ。
山口に代わって松下のマウンドを守る福間は、強打の

大昭和製紙ヨし海道を無得点に抑える懸命の投球を展開
した。十回、松下に決勝の 1点が入り、投手戦もようやく
ケリがついた。「タマが走っていたし、よく両サイドこ散った。
大昭和の一発だけを警戒した。うちはここ数年、大きな大
会で勝っていないし、応援団が多かったので、どうしても
勝ちたかった」。福間は147球 を投げ抜いた疲れも見せ
ず、19Ю年の都市対抗(対九州産交)以来という完封勝
利に日焼けした顔をほころばせた。
この勝利がうれしかったわけは、もうひとつあった。ネ
ノト裏に、昨年までの仲間、山口と福井(近鉄)が見にき
ていたからだ。福間は山口が鳴物入りで入社するまで
は、松下のエースだった。山口にマウンドを譲ると、外野
手に転向、そして2人が抜けた今年、エースにカムバッ
クした。「2人が抜けたことは、いい意味の励みになっ
た。とくに今日は2人が見ていたので、ハッスルしまし
たよ」と謙虚に話していたが、“山口がいなくなったら松
下の投手陣は弱くなった"と言われたくない一一の意
地が、この日の素晴らしい投球の裏にあった。
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第 3
０

０

０

０
北海道拓殖銀行 000
三 協 精 機 100
>審判 (球審 )中西 (塁審 )武村 、三宅 、橘谷
【拓 殖 銀行 】打安 点振 球
⑥  金  谷 50000
④  佐 藤信 31001
⑦ 丸 山 41000
③  水  谷 31001
③ 9 菅  30101
②  竹  内 42200
⑨  葛  西 10000
8 坂 佐丼 21000
①  山  口 10000
H 奥  田 1]100
1 二F 藤 10010
⑤ 高 岡 21100
5 海 老名 20000

>本塁 打 =豊 国 1号 (山 口 )>三 塁 打 =幡 野 >二塁
打 =竹 内 、 高 岡 >犠 打 =拓 2(葛西 、千 藤 )>盗 塁
=三 1(古川 )>失 策 =三 2(幡野 、 星 山 )>試 合 時
間 =2時 醜 6う)

▽11月 8日

日 本 生 命 000
三菱重工広島 020
>審判 (球審)三宅 (塁審)武村、高塚、原田

犠 併 残
1  2  8 326 1 3 4

>本 塁 打 =佐 々 木 1号 (矢 野 )野村 1号 (近藤 )>二
塁 打 =鈴 木 憲 >犠 打 =日 1(岡 田 )三 ](大森 )>盗
塁 =日 1(中丼 )三 ](酒丼 )>失 策 =日 2(矢野 、
井 尻 )三 ](富 士 野 )>試 合 時 間 =2時 間 34分

レ審半」

37128 3 3 305 2 5 0
回 安 振球 責

宮  田  9 5502  丼 上信
末  永
/」  ヽ 川
日  高
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2 =準々決勝(

鼻合最理事処 昇讐雷留ζ馨菫蓄彊イを嬰稀ラ異築亘
九2(丼上信 、倉 岡 )>試合時間 =2時間 1分
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第3試含=準々決勝
“

関象時51分開始)
松 下 電 器 0000000  0
住 友 金 属 0100522  10
>審判 (球審 )中西 (塁審 )上杉 、片 岡 、日野

高  橋
宮  崎

>二塁 打 =谷 口 、鍛 治 舎 、清 水 >犠打 =住 2(三好 、
谷 口 )>盗 塁 =住 3(宇山 、 中 林 、 松 隈 )>矢 策 =
松 1(堀江 )>暴 投 =山 本 >試合 時 間 =1時 間 59分

▽11月 9日

北海道拓殖銀行 000
日 本 生 命 000

>二塁 打 =金 谷 、 高 岡 >犠打 =日 3(新名 、 野 村 、
佐 竹 )>試 合 時 間 =2時 間 16分
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拓銀快勝、日生、8回やっと初安打
北海道拓殖銀行 山口が素晴らしい投球をした。さ
ほどスピードはなかったが、ストレートは重く、カープの切
れもよかった。人回、鈴木憲に左前に初安打を許し、
佐竹のバントで一死二塁となったところで、千藤にマウ
ンドを譲ったが、山日の好投が拓銀の決勝進出の原動
力となった。攻めても拓銀が押しまくり、日本生命は防
戦一方だった。
拓銀は四回、先頭の金谷が左中間二塁打。ところが、
次打者の 1球 目に捕手 佐竹からのけん制で二塁に
束Jされた。佐竹は五回にも二盗を企てた竹内を刺す
強肩ぶり。
七回、拓銀がようやく決勝点を挙げた。佐藤信を塁

に置いた二死一塁から水谷が中前安打。高岡も左翼
線に適時二塁打を放ち、佐藤信を迎え入れた。日生
にとって惜しまれたのは四回。四球と野選でつくった
一死二、三塁に中井の左飛でホームを突いた赤井がタ
ッチアウト、併殺で逸機した。それにしてもわずか 1安
打の日生には勝ち目が乏しく、拓銀の快勝だった。

敗 れ て,t着 バ サ バ と
①…。「いやあ、1安打じゃ勝てません。山口君がよ
かったし、ウチの打者も大振りしすぎました」。敗れた
日本生命の山本正隆監督は悔しさを通り越して、むし
ろサバサバした日ぶり。チャンスは四回と人回の2度。
「四回一死二、三塁に点が取れんようでは勝てません。
コーチのサインでホームヘ突っ込ませたと思うが、ちよっ
と浅かったですな」と反省しきり。
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第 2試含=準決勝(午後 0

>審判 (球審 )中西 (塁審 )上杉 、武村 、澤 田

犠 併 残
0  0  5 34128 2 3

>犠打 =住 1(清水 )>失 策 =住 ](中村 )鐘 1(佐
藤 )>試合時 間 =2時 間32分

鐘化七回、一挙 7点
鐘淵化学が七回、持ち前の猛打を爆発させた。川
内の四球を口火にこの回無死一、二塁の好機をつか
んだ。住金は川端をつぎ込んでの防戦。三瀬の捕前
バントで川内は三封されたものの、併殺を狙った三塁
手の一塁送球が悪投となって二、三塁にした。そして
末永がまず右前適時打、上位に回った打線が火を噴
いた。外国(ほかぞの)の 中前打が導火線となり、7連
打をたたみ力1サて、一挙 7点を挙げた。
試合は前日、派手に打ち合った両チームが、この日

の前半は一転して投手戦。鐘化は六回二死後連打
で一、二塁の好機をつくった。住友金属はベテラン宮
崎をつぎ込んだが、その代わりはなを長嶋が投手返し
の中前適時打。この先制点が鐘化を波に乗せた。住
金は松下戦では17安打の猛打を見せたが、宮田の外
角への速球、スライダニに打線は沈黙した。人、九回、
連打で宮田を揺さぶったが、大量点で余裕をもった宮
日|だけに攻め切れなかった。

天 国 か ら地 獄 へ

○…前日コールド勝ちで意気あがった住金だったが、
この日は一転して大敗。天国と地獄ほどの激しい変わ
りように松永監督も「こうムラがあってはどうにもなりませ
んなあ」。好投の人見投手が六回二死からつかまった。
リリーフの宮崎には「鐘化は初球をねらっている。初球
だけは気をつけろ」と指示したそうだ。しかし宮崎の投
じた初球を長嶋にタイムリー打されて均衡が崩れ、この
あと投手を総動員して防戦一方となった。「あの 1球
が試合の分かれ日でした。宮田君はいつかは崩せる
と思ったのに…」と` 1球ミを悔やんでいた。



▽11月 10日
優勝戦(午後 1時開始)

北海道拓殖銀行 000 000 000
鐘 淵 化 学 00100000X
>審 判 (球審 )三 宅 (塁審 )三輪 、藤 尾 、上 杉

れに外角低めの直球を交ぜ、拓銀に連打と決定打を許さない。
鐘化は三回二死後、先頭の左打ち 外国が山口の高めの速球を左中

間に強打すると、続く岡田がすかさず初球をたたき、投手の足元を抜いて
中前に達する適時打ぅこれで外国をホームに迎え、先制の 1点を奪い、
結局これが決勝点となった。宮田は最後まで攻めの投球を展開、ベー
スを舌Lさなかった。
拓銀は宮田の多投するカーブに狙いをつけて右打ちを仕掛けたが、こ

とごとく野手の正面を突いたのは不運だった。

監 督 談 話
北海道拓殖銀行 。榊原 靖監督 何度もチャンスがあったが、たた

みかけるバッティングが出来なかった。宮田君のカーブにうまくかわされ
た。ここまでみんよく戦ったので悔いの残らない試合でした.

〔優勝戦〕北海道拓殖銀行一鐘淵化学 安定感あるビッチングをした
鐘淵化学の宮田投手。

打の鐘化か、投の拓
銀か。鐘淵化学は1試
合平均 6点強を奪い、
北海道拓殖銀行は 3
試合中、完封 1を 含み
4失点、山ロー千藤のリ
レーで乗り切ってきた。
ところが試合は鐘化の若
きエース 宮田の変化球
がさえ、三回の 1点を守
り切り、拓銀の誇る投手
陣に投げ勝った。
宮田は 9割以上を
ブレーキ鋭い大きなカー
ブを投げ、制球力も見
事.徹底したカーブ攻
めに意表を突く鋭いシ
ュートで打者を威圧、こ
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>二 塁 打 =佐 藤 信 、 外 国 >犠 才]=拓 2(佐藤 信 、
坂 佐 丼 )鐘 1(佐 藤 )>盗 塁 =拓 ](竹 内 )鐘 1(サ ‖
内 )>試 合 時 間 =2 BttF00 1 4分

鐘化0岡田、決勝適時打

鐘淵化学 大河 賢二郎監督
真っ黒に日焼けした顔。無精ヒゲが伸びたま
まだ。「選手たちが伸び伸びと実によくやってく
れた。宮田が抜群の投球をしてくれたし、この大
会にあわせてコーチの岡田がコンディションをうま
く持ってきてくれた。力以上の試合でした」。ウ

ソや、はったりのいえない人だ。生まれて初めての胴上げの感想も「もうひ
とつピンとこなくてすいません」。
だが、決して楽々優勝したわけではない。不況の中での大会だけに会
社上層部からは「従業員の士気を高めるためにも絶対優勝しろ」とはっぱ
を力ヾすられた。それを一人胸にしまいこみ、選手には「シーズン最後の大会
だ。それぞれが悔いのないプレーをしろ」と伝えただけだった。名門・高
松商で野球がしたくて定時制に。大商大に進み、同大学から鐘化入社
第 1号でもある。俊足、好打の外野手。2年前まで現役として暴れまわ
り、コーチ経験もないまま監督になったのは人柄だ。
「選手の持てる力を十分に引き出すのが監督の仕事。みんな楽しくや
れるよう努力しよう」と務め、これが見事に実を結んだ。ダイヤモンド旗を先
頭にグラウンドを1周 したあと、はじけて「うれしいですね」の言葉が出た。
そして「今夜は久し振りにどっぷり酔っぱらいたい気持ちですJ。 飲み出せ
ばウイスキー1本くらいは軽くいける酒豪。いかにもほ
がらかな酒飲みでもある。「これで選手たちも自信を
持ったでしょうから」。来るべきシーズンに向けてファイ
トを燃やした。当時、鐘淵化学高砂工業所勤労部厚
生課動務。由貴子夫人と一男一女。高松市出身c

1945年 生まれ。

イしながら、三塁ベ ンチか らかけ寄 ってきた大河監督 をは
じめとするチームメー トの固まりの中に飛び込んでいった。
「 1点 だけだか ら最後まで気が抜けなかったJと 宮田はい
った。だが、本当のところは「終わったら ‐番初めにだれの
ところに行ったらいいのかな」。そんな気持ちを六回ごろか
抱いていたそうだ。一、 1回 と拓銀の先制機 を踏みつぶ し、
五、六回 と拓銀の反撃機 を突 っぱねていった。制球のいい
カーブを武器に冷静な投球で拓銀 を抑 えつけた。その底に
は前年秋の大会でデビュー して、好投 したのが自信になっ
ていたように思われる。
拓銀が切 り札・千藤 を後ろに置いていたの と同様、鐘化

にもベテラン・光内が、宮田をいつで も助けようとブルペ
ンで投げ続 けて きた。 しか し成長著 しい宮田は最後 まで伸
び盛 りの力を燃焼 させながら、マウン ドを守 り通 した。
5連投、41イ ニ ングスを投げた宮田。「ずっと落ち着いて

投げられましたJ.疲れたふ うもなくいってのけた。21歳の
若 さである。「監督を憎いと思ったこともあったが、今はあ
りがたい気持ちでいっぱい。僕の力を存分に出 しきれたも
のJ。 この宮田がそうだったように、みんなが持てる力を発
揮出来たところに鐘化の優勝があったで (笹尾 勝彦)



◇最高殊勲選手賞 宮田典計投手 (鐘淵化学)優勝が決まったら、
まっすぐに監督のところへとび込んでいこうと、六回ごろから考えて
いた。だけど、みんなにつかまってしまって……」5試合をひとりで投
げ抜いた若いエースは生まれて初めて大きな大会の優勝の感激を味わ
ったというのに、汗もかかず興奮も見せずに、淡々としていた。「ピン
チになっても落ち着いていたし、心配しなかった」というからピッチン
グ同様、心臓の方もいい。「優勝できたのはみんなよくやったのと、ボ
ク自身、精神的に安定したから」だそうだ。兵庫県社高時代は投手のか
たわら外野手で四番。社会人になってからは投手専門。入社 3年 目。
昨年のこの大会で一回戦(西濃運輸)完封勝ちした以外は高校、社会人
を通じてこれといった成績はない。177:ン、68キロ、21歳。
◇敢闘賞 山口敏男投手(北海道拓殖銀行)「賞はうれしいが 1点 を
失ってみんなに申し訳ない。タイムリーを打たれたのはボール気味の
内角ストレート、詰まった当たりのようだったが、うまく打たれた。
準決勝の時より球の力はあった。長打一発を警戒して投げたが、鐘化
の打者のスイングは鋭かった」。右投速球の本格派。キレのよいカーブ
を巧みにおりまぜての力投は、今大会 4試合にいずれも先発、拓銀初
の決勝進出の原動力となる活曜をした。都市対抗には3年連続して、
電電、新日鉄室蘭に補強されて出場した。北海道・池田高出身、1970
年入社。180与 ン、84キロ、23歳。
◇首位打者賞 宇山秀明外野手(住友金属)=(13打数6安打、4割

日本野球連盟
四国地区連盟会長
稲 原 幸 雄
(日本野球連盟 日J会長)

6分 2厘)「エッぼくが。こんな賞には縁がないんです。もっとも大
学時代(慶大)に一度チャンスがあったんですが、最後の試合(早慶三回
戦)ノ ーヒットで逃がしていますから、うれしいです」。都立大泉高か
ら慶大を経て入社 2年 目、俊足好打の トップバッター。170タ ン、62キロ、
26歳。
川内幸男外野手 (鐘淵化学)「勝つことばかりで首位打者賞がとれる
なんて夢にも思いませんでした。まさか、こんなに打てるとは……。
できるだけ野球を続けたいと思っていますが、受賞はいい励みになり
ます」。佐賀県・鹿島高から関大へ。2年まで投手だったが、山口(阪急)

のおかげで出番がなく、センスのよさをかわれて打者に転向。エアロ
マスターから昨春、鐘化入り。典型的な中距離打者で今大会から主軸(五
番)を任された。172,ン、70キロ、25歳。
◇優秀選手 【投手】山口敏男、千藤和久(以上北海道拓殖銀行)宮田
典計(鐘淵化学)大塚喜代美(三協精機)福間納(松下電器)末永秋徳(九州
産交)【捕手】古川義弘(三協精機)松隈憲治(住友金属)【―塁手】長嶋顕彦
(鐘淵化学)水谷清仁(北海道拓殖銀行)【二塁手】佐藤治夫(鐘淵化学)佐
藤信治uヒ海道拓殖銀行)清水長寿(住友金属)I=塁手】藤村正美(鐘淵化
学)高岡茂夫(北海道拓殖銀行)佐 木々幸治(三菱重工広島)【遊撃手】岡田
理二郎(鐘淵化学)林正宏(住友金属)【外野手】宇山秀明、中林秀延(以上
住友金属)外国郁夫、川内幸男(以上鐘淵化学)豊国利―(三協精機)野村
茂(日 本生命)吉川丈一(三菱重工広島)

選手権大会開催の世論が起きてきた。
当時の日本社会人野球協会最高顧間で

あり近畿連盟会長佐伯達夫氏は大会開催
に先立ち各方面の理解、協力の必要性を痛
感せられ佐伯会長自ら小松博氏、富田秀三
氏とともに関係各方面を歴訪せられました。
佐伯会長の熱気にはだされ各方面が協力を
約束され、すべての準備体制が整い、ここに
社会人野球日本選手権大会が開催の運び
となり昭和49年 、甲子園球場で 6年間開催
した。
その後、大阪球場に移り、昭和63年には現

在のグリーンスタジアム神戸に移り、本大会は
年とともに盛況を呈し、東の都市対抗、西の
選手権と日本野球連盟の2大大会となりま
した。ここに第21回大会を迎えることとなり関
係各位のご努力に対し心から感謝を棒げる
ものであります。
顧みて、日本社会人野球協会、日本野球

連盟は幾多の名手を日本野球界に送り日
本野球界発展に寄与したことなど万人の認
めるところであります。
一方、野球がオリンピック出場を目指して、

飯田庸太郎会長、山本英一郎副会長のリー
ダーシップでこれの実現を達成したことなど
誠にご同慶の至りであります。
現在、日本野球界は当面諸々の問題に

直面しておりますが、我々社会人野球は智、
仁、勇を兼備の社会人野球の実現に、心を
一つにして努力精進したいものであります。

智・仁・勇兼備の社会人野球を
都市対抗野球大会は昭和 2年夏、神宮

球場 で第 1回をスタートした。当時の出場
チームは、オール大阪、オール東京、大連満
倶、全京城、全神戸など殆どがクラブチーム
であった。
この頃は、東京六大学出身のスタープレー

ヤーを備えた東京クラブが実力、人気ともに
抜群で、本大会は名実ともにアマチュア野球
大会最高のそれで、当時の野球ファンの人
気も大したもので、入場料50銭をポケットマ
ネーから出して連 日満員の盛況でした。入
場料50銭は当時の物価から見て相当なもの
でした。
その後、都市対抗野球は神宮球場から後

楽園球場に移り、東京ドームの完成を機に大
会は東京ドームの雰囲気も素晴らしく、連 日
満員の盛況を呈した。
一方、昭和26年から、産別大会が開催され

球界から注 目されたが、昭和48年の第23回で
産別大会は中止された。この頃から東の都市
対抗に対し、西の選手権大会開催の機運が
高まり、各方面から要望されるようになった◇
その後、時の移りとともにプロ野球が盛況

を呈 したり、社会人野球界も国際試合が盛
んになってきた。都市対抗野球にも故小野
三千麿氏の発案で 1チームに 5名の補強
選手を認めて、よリスケールの大きい野球を
目指すこととなって今 日に及んでいる。
一方、都市対抗野球とは違って一切補強

選手を認めないでチームプロパーで覇を争う
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第2回大会 地区大会成績
(太宇チーム本大会出場チーム)

9月 12日 から 4日間 札幌中島球場

新 日鉄 室蘭

札幌鉄道管理局

王子製紙苫小牧

函 館 太 洋

航空自衛隊稚内

北海道拓殖銀行

日産サニー札幌

旭川鉄道管理局

小樽野球協会

札幌トヨペット

大昭和製紙北海道

◇青森▽一回戦 八戸市水道部10-1き も
のセンター、自衛隊青森11-10オール青森▽
敗者復活一回戦 きものセンター7-2オー
ル青森▽準決勝 八戸市水道部9-1自衛隊
青森、三菱製紙八戸 7-6きものセンター▽
決勝 八戸市水道部10-2三菱製紙八戸(勝
者は第二次予選へ)

◇岩手 ▽一回戦 盛岡鉄道局14-0アイ
ワ、新日鉄釜石3-2小野田セメント、オー
ル不来方5-4東京製綱、オール宮古6-2
-戸桜陵ク、谷村新興製作所11-0オール釜
石、全久慈4-1岩手銀行、一関三星ク9-
2オール花巻▽準々決勝 盛岡鉄道管理局 7
-4-関ユニオン、新日鉄釜石7-2オール
不来方、谷村新興製作所5-0オール宮古、
全久慈6-3-関三星ク▽準決勝 新日鉄釜
石5-2盛岡鉄道管理局、谷村新興製作所 4
-1全久慈▽決勝 谷村新興製作所2-1新
日鉄釜石(勝者は第二次予選へ)

◇秋田▽一回戦 秋田銀行(不戦勝)秋田経
大交友ク、丁DK4-0東 北肥料▽準決勝
丁DK7-0秋 田鉄道管理局、秋田相互銀行
2-1秋田銀行(勝者は第二次予選へ)▽決勝
丁DK9-6秋 田相互銀イ〒
◇宮城▽一回戦 鳳山ク13-3日 和ク、仙
台鉄道管理局 3-1仙商ク、亘理ク10-2古
川テクニカル、オノヤク7-6石巻八リケー
ン▽準決勝 仙台鉄道管理局6-2鳳山ク、
亘理ク6-3オ ノヤク▽決勝 仙台鉄道管理
局3-2亘理ク(勝者は第二次予選へ)

◇山形▽一回戦 山形相互銀行 2-0日大
山形OB▽決勝 山形相互銀行3-2鶴岡ヤ
ンガース(勝者は第二次予選へ)

◇福島▽ ‐回戦 福島ク3-1原田ク、学
石OBク 6-0自衛隊福島▽二回戦 須賀リ
ク16-6飯塚病院ク、ニュー相馬8-3SG
ク、二本松ク5-1塙ク、いわきク6-5川
俣ク、小名浜ク5-4保原ク、福島ク1-0
オール常交、オール郡山3-2学石OBク、
会津若松ク3-2∃―クベニマル▽準々決勝
福島ク5-4須賀川ク、二本松ク8-1ニ ュ
ー相馬、いわきク12-7オール郡山、小名浜
ク8-5会津若松ク▽準決勝 福島ク14-10
二本松ク、いわきク5-2小名浜ク▽決勝
いわきク13-0福島ク(勝者は第二次予選へ)

八 戸 水 道部

T   D   K
2

:κ
自ン詈    |:本通運

日産 自動 車

川崎製鉄千葉

全 足 利 ク
鷺 宮製 作 所

富 士重 工 業

日 本 鋼 管

東 芝 府 中

日立製 作 所

明 治 生 命

日 本 通 運

(三位決定戦)

◇山梨▽一回戦 全山梨市ク6-2山梨
ク、桂ク(不戦勝)オール櫛形▽決勝 全山梨
市ク11-3桂ク(勝者は第二次予選へ)

◇新潟▽一回戦 国鉄新潟7-1新津ク、
小千谷ク(不戦勝)全新発田▽準々決勝 新潟
コンマーシャル8-2自根野球団、国鉄新潟
1-0平和ク、全飯豊2-0新潟ク、小千谷
ク7-0+日町ク▽準決勝 国鉄新潟3-2
新潟コンマーシャル、全飯豊2-1小千谷ク
▽決勝 国鉄新潟 5-3全飯豊(勝者は第二
次予選へ)

◇静岡▽ ^回戦 河合楽器9-2清水タイ
ガース、大昭和製紙8-0清水ク、日軽ク2
-0関東自動車工業▽準決勝 大昭和製紙 2
-0河合楽器、日本楽器10-2日軽ク(準決
勝出場 4チームは第二次予選へ)▽決勝 日
本楽器5-4大昭和製紙

日

三 協
日 本
全 山
大 昭

北 陸
河 合
国 鉄

軽

精

楽

梨

和 製

銀

楽

新

5

三協精機

2

い わ き ク

仙台鉄道管理局

山形相互銀行

谷 村 新 興

秋田相互銀行

◇群馬▽ 回́戦 高崎鉄道管理局 1-0全
前橋、富士重工業13-2伊勢崎レッドソック
ス▽決勝 富士重工業7-2高崎鉄道管理局
(勝者は第二次予選へ)

◇埼玉▽一回戦 日本通運2-1本田技研
▽準決勝 日本通運(不戦勝)エーザイ、全浦
和12-1全大宮▽決勝 日本通運7-3全浦
和(勝者は第二次予選へ)

◇果思▽一回戦 リッカー4-3熊谷組、
鷺宮製作所7-4オール北斗、明治生命3-
0東京鉄道管理局、東京ガス7-0アイビー
エム▽準決勝 鷺宮製作所3-2リ ッカー、
明治生命4-3東京ガス(勝者は第二次予選
へ)▽決勝 明治生命8-0鷺宮製作所
◇東京多摩▽リーグ戦 東芝府中7-3全
調布ク、スリーボンド2-1全調布ク、東芝
府中3-0スリーボンド(東芝府中は第二次
予選へ)

◇神奈川▽一回戦 日産自動車8-6日本
石油、三菱自動車川崎4-3キャタピラー三
菱、いす 自ゞ動車9-2三菱重工横浜、日本
鋼管6-3東芝▽準決勝 日産自動車3-0
三菱自動車川崎、日本鋼管3-1いす 自ゞ動
車(勝者は第二次予選へ)▽決勝 日産自動車
4-0日本鋼管
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社会ス孵 日本選手権大会 ″薇

9月10日 から 6日間 愛知県営熱田球場

6-2鐘淵化学(準決勝進出4チームと推薦  >二 次予選
の三菱重工神戸は第二次予選へ)        9月 20日 から 2日間      徳山球場

丹 羽 鉦 電機

国 鉄 名 古 屋

日通 名 古 屋

トヨタ自動車

新日鉄名古屋

愛 知 トヨタ

三 菱 名 古 屋

東 邦 ガ ス
名 古 屋 日産

西 濃 運 輸

本田技研鈴鹿

サンジルシ醸造

東 海 理 化
王子製紙春日井

西 川 物 産

7

日通名古屋

0

2

西 濃 運 輸

1

◇京都▽一回戦 三菱自動車京都8-3ユ
ニチカ、京都市役所4-2丸勝、日本新薬7
-0京都信用金庫、辻和15-0北桑ク、大丸
11-1高島屋京都▽準々決勝 三菱自動車京
都 3-1京都市役所、日本新薬7-0山田静、
辻和4-3第一紙行、大丸19-0スワロン(勝
者は第二次予選へ)▽準決勝 日本新薬7-
2三菱自動車京都、大丸7-3辻和▽決勝
大丸3-0日本新薬
◇大阪▽一回戦 住友金属8-5日立造船
堺、全三和銀行10-5大阪ペーシェンス▽準
々決勝 デユプロ3-0大阪高島屋、日本生
命4-0全三和銀行、松下電器13-0旭化成、
新日鉄堺8-0住友銀行▽準決勝 新日鉄堺
1-0デュプロ、日本生命2-0松下電器▽
三位決定戦 松下電器4-0デュプロ▽決勝
日本生命 2-1新日鉄堺▽敗者復活一回戦
大阪高島屋13-4住友銀行、全三和銀行8-
6旭化成▽第五代表決定戦 大阪高島屋 1-
0全三和銀行(準決勝進出4チームと大阪高
島屋は第二次予選へ)

◇兵庫▽一回戦 小西酒造3-1三菱重工
神戸、川鉄神戸 3-2石川島播磨重工業、新
日鉄広畑2-1り |1崎重工、鐘淵化学3-1神
戸製鋼▽準決勝 小西酒造3-0川鉄神戸、

鐘淵化学2-1新日鉄広畑▽決勝 小西酒造

デ ュ プ ロ
三菱重工神戸

松 下 電 器
下 電 器

辻

小 西 酒 造

(敗者復活戦)

大

新 日 鉄 広

鐘 淵 化
辻

淵 化 学

◇岡山▽リーグ戦 三菱自動車水島7-0
川鉄水島、三菱自動車水島2-0三井造船玉
野、川鉄水島 1-0三井造船玉野(三菱自動
車水島は第二次予選へ)

◇広島▽一回戦 日本鋼管福山8-1山本
鋼材、広島鉄道管理局3-1東洋工業、三菱
重丁三原8-1常石鉄工、三菱重工広島7-
2広島マツダ▽準決勝 日本鋼管福山4-1
広島鉄道管理局、三菱重工三原11-3三菱重
工広島▽決勝 日本鋼管福山8-6三菱重工
三原▽三位決定戦 三菱重工広島4-0広島
鉄道管理局(3位までが第二次予選へ)

◇山口▽リーグ戦 協和醸酵3-2新日鉄
光、東洋紡8-2田辺製薬、協和醸酵8-4
東洋紡、新日鉄光6-0田辺製薬、新日鉄光
1-0東洋紡、田辺製薬3-1協和醸酵、新
日鉄光2-1協和醸酵(新日鉄光、協和醸酵、
東洋紡、田辺製薬は第二次予選へ)

1警 It≡コ
合言薦iI∃
合T鞣紅コ
国 鉄 四 国¬ 3

伊 豫 銀 行

徳  島

9月23日から 4日間 県営熊本球場

新 日鉄 八 幡

日立造船有明

新 日鉄 大 分

門司鉄道管理局

三菱重工長崎

九 州 産 交
鹿児島鉄道管理局

日鉱 佐 賀 関

熊本鉄道管理局

大分鉄道管理局

新 日 鉄
東

新 日 鉄 広

日 本 新
大 阪 高 島

鐘 淵 化
三菱自動車京

日 本 生 命

川崎製鉄神戸

住 友 金 属

日 鉄 堺

本 生 命

友 金 属
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5
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広  島

2

県営徳島球場

日
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第2回大会出場選手等一覧 Юは劃∋

大昭和製 紙 北海道  北海道拓殖銀行
監 督  榊 原   靖 39
投 手  千 葉  和 久 27
″  山 口  敏 男 23
〃  柴 田  正 明 23
″  松 田  雅 晴 23
〃  丼 出  圭 -22
〃  内 ケ 島 規 司 20
″  原 田  末 記 19
捕 手  近 藤  隆 夫 28
″  竹 内  B召文 24
〃  船 木  敏 夫 21
″  佐 藤  祐 久 20
内 野  佐 藤  信 治 30
″  水 谷  清 仁 26
〃 ○ 高 岡  茂 夫 25
″  金 谷  清 治 24
〃  小 野  修 二 23
〃  海 老 名 敏 彦 20
〃  戸 田  吉 久 20
外 野  梅 田 隆 比 克 27
″  葛 西  源 司 25
〃  坂 佐 丼  修 24
〃  丸 山  幸 雄 23
〃  奥 田  剛 央 22
〃    嗜彗      塁量 22

日 本 鋼
監 督  田 浦  正 昭 34
投 手  古 屋  智 史 28
〃  上 岡  誠 治 27
″   前    保

'羊

25
〃  梶 間  健 -23
〃  佐 藤   守 23
″  木 田   勇 21
″  堀 江  幹 雄 20

捕 手  中 沢  邦 男 25
〃  中 田  順 -25
内 野 ()内藤   博 27
〃    緞邑里予  禾ロヲ5 24
″  柴 田  敏 広 24
″  斎 藤  茂 樹 23
〃  樋 口  義 -21
″  磯 村  政 司 20

外 野  六 条  誠 -25
″  鈴 木  育 男 25
〃  高 尾  康 平 24
″    林    竜 郎  23
〃  前 川  善 裕 23
″  島 野  弘 幸 19

K
榛  原  高
榛  原  高
専  修  大
立  正  大
名 古 屋 商 大
コミ  Jヒ   澪ヨ
明 治 学 院 大
木更津中央高
大 阪 学 院 大
西 イ山 Jヒ 高
由 利 工 高
和 歌 山 工 高
金 足 晨 高
東  ,羊  大
専  修  大
金 足 農 高
白 石 工 高
金 足 晨 高
東  洋  大
亜 細 亜 大
名 古 屋 商 大
大 曲 農 高
大 曲 農 高
ゴヒ  岡易  F与
金 足 農 高
木更津中央高

日 本 通 運
監 督  初 岡  栄 治 45 専  修  大
投 手  鈴 木  直 勝 27 仙  台  高
〃  青 木  朝 生 22 飯  能  高
〃  三 浦   均 2]秋 田 商 高
〃  永 島  時 郎 22 千 葉 商 高
〃  侯 野  延 夫 26 高 松 工 芸 高
〃  村 上  之 宏 19 高 根 沢 商 高
〃  柴 崎  良 之 2]横 浜 商 高

捕 手  八 本  孝 治 19 静 岡 学 園 高
〃  持 田  幹 雄 25 立  教  大
〃  光 野  茂 樹 23 専  修  大
〃  福 丼 竜 太 郎 20 り‖ 口 工 高

内 野 ○板 倉  丈 =27 駒  沢  大
〃  清 塚  慎 -22 高 崎 商 高
〃  関 東  孝 雄 24 rdl台 育 英 高
〃  石 丼 由 紀 夫 24 立  正  大
″  草 野   誠 23 東  洋  大
〃  河 田   誠 23 東  洋  大

外 野  望 月  伸 -23 専  修  大
〃  磯 崎  牧 夫 25 本目 洋  高
〃  本 間  徳 雄 22 サ|□ 工 高
〃  前 田   隆 20 酒 田 商 高
〃  阿 部  俊 和 22 仙 台 育 英 高
〃  大 田 垣 克 幸 23 青 山 学 院 大
〃  星 野   哲 21 サ‖ 口 工 高

日通名古 屋

秋 田相 互銀行
監 督  佐 藤  伸 -38 秋 田 商 高
投 手  小 XIB 幸 悦 ]9 六  郷  高
″  上 野  昭 -26 大 館 商 高
〃  神 成  春 己 20 大 館 商 高

捕 手  長 谷 川  俊 20 大 館 商 高
″  山 中   寛 24 横  手  高
内 野  金 釜   清 22 秋 田 市 立 高
〃  鈴 木   聡 20 角  館  高
″  佐 藤  道 世 22 秋 田 市 立 高
〃  藤 垣  英 明 19 大 館 商 高
〃  飯 塚   透 24 横  手  高
″  九 嶋  敏 明 20 大  曲  高
〃 ○ 斎 藤  正 人 27 秋  田  高

外 野  高 田  義 彦 20 +和 田 高
″  渡 辺  康 男 29 横  手  高
″  青 山  洋 -20 角  館  高
〃  高 橋  保 二 24 横  手  高
〃  佐 藤  次 男 27 秋田経大付高
〃  伊 藤  俊 明 22 能  代  高

丁 D
野 村   稔 32
野 村   稔 32
浅 丼  '台彦 27
佐 藤  光 弘 23
奥 村  正 巳 23
石 森   隆 22
佐 々 木 芳 治 22
伊 東  正 弘 19
吉 村  好 嗣 23
田 村  正 孝 20
石 黒  孝 昭 27
日 本  芳 明 26
0佐 藤  B召光 24
北 林  哲 夫 23
伊 藤  辰 雄 23
阿 部  正 英 22
高 瀬  正 茂 19
佐 々 木 吉 -27
倉 石  茂 樹 25
田 村     巧  2
金 原  晴 夫 24
佐 々 木  功 21
進 藤   均 20
幸 林   実 20
湊   康 二 20
秋 葉   広 20

監 督  高 梨
投 手  松 崎
′′   り‖瀬
〃  高 橋
′′    力日所R
〃  望 月
〃  千 葉
″   7」 至ヽ幾

捕 手  村 上
〃  高 森
〃  三 上
〃  伊 藤
〃  樋 口
内 野  高 梨
〃  池 ケ 谷
〃  斉 藤
〃  角 田
〃  仲 本
〃  佐 藤
〃  菅 原
″  木 下

外 野 ○浜 丼
〃  大 塩
〃  山 本
″  我 喜 屋
″  高 田

大 多 喜 高
― 宮 商 高
木 古 内 高
中  央  大
室 蘭 大 谷 高
富 士 宮 北 高
函 館 大 谷 高
安 積 商 高
津  名  高
室蘭清水丘高
室 蘭 大 谷 高
本し幌 商 高
名  寄  高
大 多 喜 高
立  教  大
柳 丼 商 工 高
早 稲 田 大
沖 縄 興 南 高
神 奈 川 大
室 蘭 大 谷 高
旭 川 竜 谷 高
芝 浦 工 業 大
登 別 大 谷 高
Jヒ   "尋   雇ヨ
沖縄 興南 高
北海道産業短大
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監 督  有 本
投 手  広 田
〃   ' 原
〃  池 田
〃  山 本
〃  黒 坂

捕 手  坂 本
〃  有 本
〃  竹 下
″  吉 田
内 野  益 田
〃  岩 永
〃  手 塚
〃  高 橋
〃  古 葉
″  山 本
〃  中 本

外 野  金 村
〃  渡 辺
″ ○ 梅 原
″  新 美
″  上 岡

静  岡  高
三 条 商 高
佐 世 保 工 高
日 南 商 高
拓  殖  大
糸 魚 川 商 高
熊 本 工 高
静  岡  高
佐 賀 商 高
帝  京  大
中  央  大
筑 紫 工 高
駒  沢  大
大 東 文 化 大
熊 本 工 高
福 岡 第 一 高
早 稲 田 大
早 稲 田 大
早 稲 田 大
駒  沢  大
神 奈 川 大
前 橋 工 高

器
明  '台  大
中  央  大
静岡自動車工高
橘   高
ヨに  Jヒ   「 ヨ
松 山 商 高
宮 城 水 産 高
神 奈 川 大
駒  沢  大
岐 阜 南 高
中  央  大
国 士 舘 大
中  央  大
中  央  大
,去  政  大
東 京 農 大
宮 城 水 産 高
聖  陵  高
静岡自動車I高
神 奈 川 大
利 根 商 高
別 府 大 付 高
駒  沢  大
愛 知 工 大
浜 松 工 高
中  央  大

管
慶  応  大
明  '台  大
慶  応  大
明  '台  大
鉾 田 ― 高
早 稲 田 大
横 浜 ― 商 高
藤 沢 商 高
日 本  大~T和島 東 高
横 浜 ― 商 高
明  治  大
高 松 ― 高
明  治  大
大  宮  高
銚 子 商 高
高 松 ― 高
駒  沢  大
明  治  大
亜 gIB亜 大
早 稲 田 大
武   本目  高

河 含 楽
監 督  久 米  孝 -38
投 手  上 条 庸 雄 25
〃  若 林   司 19
〃  海 野  純 -21
〃  岡 嶋  敏 彦 20
〃  佐 々 木 昌 平 21
″  根 本  俊 郎 21

捕 手 ○ 市 川  秀 雄 27
〃  本 間   勇 26
″  横 山  隆 利 25
内 野  青 木  正 男 26
〃  山 本 宗 二 郎 23
〃  伊 藤  升 久 23
〃  伊 藤  周 作 25
″  鈴 木  雅 之 23
〃  伊 藤  昭 三 26
〃  阿 部   隆 21
〃  河 野  忠 明 20

外 野  宮 下  ― 雄 20
〃  福 間  節 雄 26
″  千 吉 良 俊 次 24
〃  宮 本   実 26
〃  小 島  英 -23
〃  若 山   聡 23
〃  森 下  信 義 ]9
〃  植 松  清 春 29

鷺 富製 作 所 三 協 精 機
光 沢   毅 37 明  治  大
樋 江 丼 忠 臣 22 中  京  高
福 田  義 之 24 神 奈 川1大
大 塚 喜 代 美 22 桐 蔭 学 園 高
倉 地  敏 明 22 鶴 見 工 高
上 田  芳 央 24 明  治  大
平 田  恒 夫 19 中 京 商 高
伊 藤  弘 利 21 大 同 工 高
織 田  康 裕 25神 奈 り|1大
金 野    '両 26 0弓  ,台  大
古 川  義 弘 27 明  治  大
池 口  良 明 24 立  教  大
佐 藤  広 美 23 明  治  大

〇 内 田  俊 雄 28 亜 71B亜 大
幡 野 正 秋 29神 奈 り|1大
鈴 木 ― 比 古 27 明  治  大
柳 瀬   整 27 東  洋  大
道 吉  哲 夫 22 法  政  大
武 田   稔 23 明  治  大
,青サ|1春 基 23神 奈 川 大
星 山  和 久 24 中  京  大
自 川 不 三 夫 25 東  洋  大
佐 々  弘 雄 28 中  京  大
鈴 木   実 22 豊  南  高
小 根 森 末 男 24 亜 71B亜 大
豊 国  利 -25 日 本 体 育 大

新 日本製 置堺
監 督  佐 藤  紀 夫 35 中 津 工 高
投 手  一 円  敏 彦 29 春 日 出 中
〃  中 川  善 弘 23 和 歌 山 工 高
″  尾 西  和 夫 22 中 津 工 高
〃  佐 野  茂 41j22 PL学 園 高
〃  小 笹  政 徳 20 米 子 商 高
〃  平 山  正 人 19 PL学 園 高
〃  藤 原  淑 孝 19 堺  商  高

捕 手  中 出  謙 二 21 和 歌 山 工 高
〃  丼 口  成 年 19 PL学 園 高

内 野  ,夕 崎 収 二 郎 28 新  宮  高
〃  浜 崎  満 重 27 ノヽ 幡 工 高
〃  水 本 浩 ― 郎 22 中 津 工 高
〃  田 中  和 男 22 興  国  高
″  中 島  寿 雄 21 出 雲 西 高
″  中 嶋  ― 郎 20 興  国  高
〃  鞍 本 喜 義 20御 所 工 高
〃  峯 本  達 雄 22 新  宮  高
″  藤 本 政 男 19 PL学 園 高
〃  武 友  利 澄 19 笠  田  高

外 野 ○石 丼   隆 27 姫 路 商 高
〃  山 道  繁 夫 24 直 方 学 園 高
〃  高 橋   健 22 三  沢  高
″  横 田  定 男 22 興  国  高
〃  藤 本  公 =21 興  国  高
〃  山 尾   博 19 生 野 工 高

西 濃 運 輸
柴 垣  旭 延 33
木 戸  孝 明 18
武 者   朗 19
松 田  修 二 23
5ユリ‖    ,こ 25
片 江   剛 20
宮 本  好 宜 24
日∃本寸    ヨF 18
中 島   務 25
広 浦  教 雄 25
祖 父 江 伸 介 30
木 村  敬 三 23
青 木  義 久 26
西 村  雅 文 19
中 丼  元 二 27
中 島  隆 利 24
山 極  憲 三 26
0林   伸 男 28
江 藤   栄 31
71B川  昌 俊 27
/」 栃ヽ晨  '青 t隻 22
加 雲予  1党 男  24
小 林  秀 敏 25
兼 近  孝 雪 24

堀 田  幸 次 30
高 田  郁 男 21
望 月  修 三二 25
岡 部  美 幸 20
平 沢  隆 好 22
須 田  政 憲 23
小 笠 原  実 23
鈴 木  浩 -23
矢 田  博 美 26
野 津  峰 雄 23
田 島  正 司 24
岩 田  好 生 20
日 本  武 司 29
日 比 野 達 美 23
鈴 木  松 男 24
安 藤  浩 三 19
渡 辺  勝 也 2]
内 山  伸 幸 28
伊 藤   修 26
前 橋 多 美 雄 23
0深 谷  賢 司 28
古 田  勝 美 24

26
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日 本 生 命
監督  山 本  正 隆 40 関 西 学 院 大
投 手  利 光  高 明 27 徳 島 商 高
″  西 川  雅 雄 25 東  海  大
〃  岡 田  和 久 24 近  畿  大
〃  矢 野  暢 生 22 早 稲 田 大
〃  梶 原  幸 次 20 報 徳 学 園 高
〃  小 田  久 雪 19 菊  池  高

捕 手 ○佐 竹  政 和 27 関  西  大
〃  高 木  滋 夫 24 東  海  大
″  佐 藤  雅 春 24 中  央  大
″  池 田  勇 次 19 報 徳 学 園 高
内 野  鈴 木  憲 行 27 掛 り‖ 西 高
″  鈴 木 た つ 男 25 中  京  大
〃  赤 丼  淳 二 23 近  畿  大
〃  西 本  正 夫 23 中  央  大
〃  丼 尻  陽 久 22 東  海  大
″  河 野  敏 章 24 東  京  大
″  村 越 英 之 20津 久 見 高

外 野  西 田  安 男 27 近  畿  大
″  新 名   隆 23 明  治  大
″  中 丼  順 二 23 同 志 社 大
〃  野 村  茂 22 PL学 園 高
〃  天 保  晃 -22 早 稲 田 大
〃  友   正 三 19 津 久 見 高
〃  末 吉  重 幸 18 宮 崎 商 高
〃  須 見  武 弘 30 同 志 社 大

三 菱重 工 広 島
監 督  松 野  道 夫 34 立  教  大
投 手  永 野   毅 21 都 城 農 高
〃  近 藤   実 26 福 岡 工 大
〃  中 丼  政 夫 24 広 島 商 高
〃  若 松   実 26 芝 浦 工 大
″  高 木  真 -22 早  輌  高

捕 手  大 森  光 生 24 明  治  大
″  山 村  幸 紀 23 広 島 商 高
〃  迫 田  守 昭 30 慶  応  大
内 野  酒 丼  10芳 25 東  洋  大
″  財 津   勲 19 熊本第一工高
″  丼 上  敏 之 22 山  陽  高
〃  仙 田  泰 章 22 米 子 工 高
″  吉 本  宏 -24 東  洋  大
〃  秦 野  義 治 23 大 分 東 明 高
″  佐 々 木 幸 治 24 法  政  大
〃  米 谷   豊 19 宮崎電子工高

外 野  吉 川  丈 -22 都 城 農 高
″  古 川  達 雄 24 米 子 商 高
〃  荒 谷   稔 22 広 島 商 高
〃 〇伊 藤  順 三 26 ノヽ  幡  大
″  富 士 野 誠 示 22 西 脇 工 高
〃  中 村  文 人 25 国 士 舘 大
〃  岡 崎  照 光 20 熊本第一工高
″  丼 上  伸 三 23 東  洋  大

九 州 産 交
監 督  西 田  宏 城 37 九 州 学 院 高
投 手  日 高 兼 一 郎 23 本  庄  高
〃  末 永  秋 徳 23 ノヽ 代 第 一 高
″  浅 田  文 夫 26 日  本  大
″  丼 上  信 明 30 立 命 館 大
″  Pl倉  和 博 25 鹿  屋  高
″  」01 昌 二 28 神 奈 川 大
″  草 野  春 男 29 ノヽ 代 第 一 高

捕 手  佐 伯  国 司 27 東 海 大 三 高
〃  山 口  末 広 20 り‖内 実 業 高
″  渡 辺  長 助 18 ノヽ 代 第 一 高
内 野  倉 岡  政 美 27 熊本第一工高
″  丼 上  広 成 22 ノヽ  幡  大
〃  井 上  新 一 ]8 ノヽ 代 第 一 高
〃  長 丸  誠 -28 関 東 学 院 大
〃  西 村 登 志 夫 20 宮崎電子工高
〃  林   幸 義 28 熊 本 工 高
″  坂 東  ― 彦 20 津 久 見 高
〃  中 野  祐 -26 中  央  大

外 野 ○江 口  明 信 28 中  央  大
〃  ― ノ 瀬 弘 昭 24 九 州 産 業 大
〃  古 賀  健 次 22 博 多 工 高
〃  上 田  信 広 27 九 州 学 院 高
〃  来 海  則 雄 27 日  本  大
〃  園 川  武 夫 26 宇  上  高

住 友 金 属
監 督  松 永  怜 -44
投 手  高 橋  修 二 19
〃  川 端  理 史 26
″  山 中  正 竹 28
〃  人 見  康 雄 26
〃  宮 崎   寛 26
″  緑   茂 之 19

捕 手  松 隈  憲 治 21
″  中 崎   至 22
′ノ    」」Eコ     言糞 20
内 野  田 浦  法 宏 23
〃 ○谷 口   剛 27
〃  清 水  長 寿 24
〃  林   正 宏 24
′′     E日 本寸  者谷二二 26
〃  四 田  勝 康 ]9
〃  宇 野  秀 信 21
″  古 吟   稔 23
外 野  浜 田  知 治 20
〃  宇 山  秀 明 26
〃  川 上  謙 治 22
″  三 好  ― 幸 23
″  中 林  秀 延 26

松 下 電 器 鐘 淵 化
監 督  大 河 賢 二 郎 30
投 手  渡 辺   博 25
〃  藤 本 富 美 夫 21
〃  光 内  数 喜 28
〃  田 中  善 孝 19
〃  桝 田   拓 20
″    ロヨ      薇与 25
〃  宮 田  典 計 21

捕 手  米 田   司 20
〃  村 上  省 吾 19
″    ==辣夏  矛回事皇 24
内 野  藤 村  正 美 26
〃  岡 田 理 三 郎 29
″ ○佐 藤  治 夫 28
″  田 村  光 浩 ]9
″  山 内  治 樹 19
〃  中 下  賢 志 20
〃  長 嶋  顕 彦 23

外 野  末 永  成 典 24
〃  斉 藤   忠 25
〃  土 井  政 之 19
〃  川 内  幸 男 25
〃  滝 本  康 彦 23
〃  外 国  郁 夫 22
〃    ブくヌ]曇モ三二息Б 30

学
大 阪 商 大
岐 早 南 高
中 津 商 高
芝 浦 工 大
比 叡 山 高
高 知 工 高
小 倉 商 高
社    高
奈 良 商 高
益 田 工 高
津 久 見 高
法  政  大
専  修  大
法  政  大
高 知 工 高
小 倉 工 高
呉  港  高
比 叡 山 高
中 津 工 高
,去  政  大
市和歌山商高
関  西  大
早 稲 田 大
鹿児島商工高
大 阪 商 大

伊 豫 銀 行
監 督  菅   正 昭 33 松 山 商 高
投 手  徳 永  悦 男 28 松 山 商 高
〃  寺 尾  正 信 24 新 居 浜 商 高
″  大 野  茂 生 24 松 山 商 高
〃  深 川  和 正 24 大  商  大

捕 手  沢 田   悟 27 駒  沢  大
″  石 り  昭 25サ ‖之 江 高
〃  畝 中  修 徳 20 長  浜  高
内 野  近 藤  忠 孝 33 新 居 浜 東 高
〃  岡 田  慶 -31 松 山 商 高
〃 ○ 岡 添  健 二 27 南 宇 和 高
〃  森   達 朗 27 東  洋  大
″  末 広  定 建 24 南 宇 和 高
〃  平 岡  孝 史 23 松 山 商 高
〃  山 下  和 規 23 新 居 浜 東 高
〃  渡 部  道 則 21 今 治 西 高

外 野  鈴 木  義 直 26 ノk幡 浜 高
〃  横 内  洋 二 25 サ‖ 之 江 高
〃  持 主  雅 仁 24 大  経  大
″  川 中  良 之 22 宇 和 島 東 高

)去  政  大
高  知  高
東  海  大
法  政  大
大 阪 府 立 大
鹿  島  高
興  国  高
柳 川 商 高
笠 田 高
鹿児島電子工高
早 稲 田 大
東  海  大
早 稲 田 大
向  陽  高
)去  政  大
浪  商  高
大 分 商 高
亜 細 亜 大
小 倉 商 高
慶  応  大
市 和 歌 山 商
東海大相模高
慶  応  大

新 日本製鐵 光
監 督  古 海  正 敏 38 明  治  大
投 手  児 玉  克 雅 23 浜  田  高
″  山 本  和 男 21 潮0丼学 園 高
″  白 木  哲 夫 25 ノヽ 幡 工 高
〃  大 町  定 夫 22 期,丼 商 工 高
〃  石 貫  伸 二 19 南  筑  高
″  小 田  敦 祥 19 防 府 商 高
〃  村 上  謙 二 22 山 口 水 産 高

捕 手 ○板 東  充 宣 27 立  教  大
″  森 山  真 利 19 日 南 工 高
〃  浜 崎  久 満 20 久  賀  高
〃  平 山  茂 雄 19 南  筑  高
内 野  押 川  典 生 22 宮 崎 日大 高
〃  桑 原  俊 貞 24 萩    高
″  佐 々 木 省 吾 18 P]司 工 高
〃  木 下  英 己 31 下 関 商 高
〃  小 嶋  文 男 22 り‖ 越 工 高
″  田 中  武 雄 26 早  輌  高

外 野  弓 場  育 男 23 適  摩  高
〃  磯 部  俊 介 24 下 関 商 高
〃  梶 原  義 幸 19 Pヨ 司 工 高
″  海 老 本 勝 美 27 聖  光  高
″  村 上 学 19早 鞠 高
″  平 家   悟 20 ノt 頭  高

門 司鉄 道管理 局
監 督  滝 口   寛 45 明  治  大
投 手  中 島   徹 22 九 州 学 院 高
〃  永 田  清 人 18 理  浦  高
〃  松 崎  亘 利 27 築 上 中 部 高
〃  山 本  直 樹 23 久 留 米 大
〃  前 田  正 志 21 柳 り‖ 商 高
〃  山 下  音 明 25 浮  羽  高

捕 手  阿 武  克 典 18 萩  工  高
″  伊 藤  健 治 23 ノヽ  幡  大
内 野  坂 原  義 則 22 飯 塚 商 高
〃  馬 場  光 三 26 4ヽ 倉 工 高
〃  津 留  英 二 20 ノヽ 女 工 高
〃  畠 山  徹 治 19 田 川 工 高
〃  直 村  盛 治 20 大  濠  高
〃  酒 井  義 之 27 撫  養  高
″  吉 田  幸 正 20 柳 り‖ 商 高

外 野 ○宗 広  修 -27 鞍 手 農 高
″  綿 島  秀 実 21 佐 賀 工 高
〃  山 内  勇 二 20 田 川 工 高
〃  樋 尾  準 -20 九 州 工 高
〃  座 親  義 郎 22 福 岡 第 一 高

監 督  高 木 太 三 郎 43
投 手  福 間   納 23
〃  久 保  邦 夫 21
″  長 谷 部  優 24
〃  山 本  昌 樹 21
〃  多 田  純 -20

捕 手  木 原  弘 人 23
″  野 並  厚 夫 20
〃  高 橋   寛 23
〃  後 藤 田  務 20
内 野  山 口   円 24
〃 ○ 松 下  勝 実 25
〃  川 田  雄 平 25
〃  坂 口  雅 久 23
〃  石 丼  賢 吾 24
〃  Jり |1 智 章 21
″  亀 沢   猛 18
″  柳 丼  匡 治 18
〃  平 谷   拓 18

外 野  鍛 治 舎 巧 23
〃  西 越  高 章 22
〃  浜 田  雄 次 20
〃  堀 江  隆 樹 23

大
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高
大
高
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丸 善 石 油
監 督  今 村   博 39 関  西  大
投 手  野 口  憲 次 23 明 治 学 院 大
〃  深 田  俊 次 22 法  政  大
〃 森 悦 =24東 海 大
″  古 賀  正 明 26 法  政  大
〃  藤 丼 栄 ― 郎 24 明 治 学 院 大
〃  松 元  芳 ―-22 都城泉ケLI高
〃  新   孝 博 22 初  芝  高

捕 手  永 田  博 造 28 竜  谷  大
〃  大 西   勝 26 関 西 学 院 大
〃  秋 葉  秀 雄 21 勝  浦  高
″  益 田  佳 明 24 立  正  大
〃  古 井  浩 =21 海  南  高
内 野  山 下  隆 ± 27 慶  応  大
〃  徳 藤  幸 三 25 宮 崎 商 高
″  神 崎   直 24 津 久 見 高
〃  浦  勝 敏 20 PL学 園 高
〃  福 永  純 -24 亜 細 亜 大
〃  水 中  良 博 27 駒  沢  大
″  河 合 泰 治 22日 大 ― 高
外 野  新 崎   貢 25 "0学 園 高
〃  上 田  善行 25 亜 組 亜 大
″  寺 岡  正彦 24 聖  橋  高
″ ○窪 田  欣也 28 亜 細 亜 大
〃  末 崎  友 己 21 生 野 工 高
″  角 田   栄 20 木更津中央高

初陣中の初陣

「力いっぱいぶつかってみたい」――
大会開幕を待ちわびているのが、秋田
相互銀行と新日鉄光。初出場組のな
かで両チームだけが全国大会に縁のな
かっただけに喜びもひとしおだ。
秋田相互銀行の前身は、軟式、準

硬式。国体の常連で秋田代表として
活躍したものだが、1964年に当時、野
球部長でもあった鎌田勝郎常務 (54)
の「どうせするなら硬式で」というツルの
ひと声で転進した。同時に専用グラウ
ンドも作って本格的な活動に入ったが、
悩みのタネは社会人の“新人"で、しか
も採用選手が地元の高校出に限定さ
れているために素材に恵まれず、全国
大会出場は夢でしかなかった。
それが18人、出場チーム中もっとも

少ない部員で正夢にしたいま、鎌田常
務は「ウチにはスターなんていませんが、
努力を惜しまなければなんでもできるこ
とを実証してくれました。他の行員並み
に仕事は午後 3時までやり、それから

練習でしょう。まず仕事、それから野
球というウチの取組み方が本当の社会
人野球」と胸を張る。
「いつもの年だと、この時期はシーズ
ン オフでランニングぐらいですが、今
年は目的 (選手権出場)があるだけに、
練習にもハリがある。出る以上は勝た
ねば……Jと、選手以上に気合たっぷ
りなのが、新日鉄光の古海正敏監督
(38)=明 大出。61年 に同好会として
発足。年々力をつけていったが、いつ
もあとひと息のところでライバルの東洋
紡、協和醸酵に野望の芽をつみとられ
た。高校出で固めていることもあって新
日鉄グループのなかでもどんじり。それ
が2年 前、かつての前身、人幡製鉄
の名内野手として鴫らした古海監督を
迎えてチームカは急上昇。「基本さえ
しっかりしておれば……」という指導法
に狂いはなく、名古屋で開かれた昨年
の新日鉄大会では初優勝を果たすな
どうんと強くなった。

夢 に見た全国大会
秋田相銀と新日鉄光
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初陣12チ ームのフレッシュ大会にふさわしく、初出場の新日鉄
名古屋が「ダイヤモンド旗」を手にした。投手上位の戦前の予想通
り、新目鉄は左の水谷啓、右の鈴木両エースで 4試合を乗り切っ
た。日替わリヒーローが出たのも優勝の大きな要因で、勢いで突
っ走った。惜敗したものの日鉱佐賀関は投打のバランスが取れた
好チームだった。勝利への執念がすさまじく、本格派 藤沢を中
心に永江、渡辺の投手陣、ベテラン湯野に引っ張られる打線は迫
力があった。
関東勢が総崩れする中にあって、北海道拓殖銀行の 4強は特筆
される。都市対抗、前回大会は準優勝と安定した力を誇り、久慈
賞投手・千藤を軸にした投手力は味わいがある。ダイヤモンド旗
に挑戦する意気込みもにじみ出ていた。冬が長い北海道というハ

ンディにめげず、地道にチームカを育てている。
5代表を送り込んだ地元近畿勢は、1チ ームも4強入り出来ず、

逆に九州勢の活躍がめざましかった。日鉱佐賀関とともにベス ト
4に進んだ九州産交は、攻守のバランスが取れた好チーム。この
他、初陣の大倉工業、三菱自動車京都、2回 日出場の新日鉄光な
どは持ち前の投手力をフルに発揮した。

1試合チーム2本塁打 (大丸)、 児玉 (新 日鉄光)の延長11回 14奪
三振=九回13奪三振=、 最少投球数69球 (TDK・ 浅井)21試合中、
4試合の延長戦。この大会で新しい記録が誕生した。若い大会は
力強く前進している。

（一回
戦
〕
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器
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十
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表
、
松
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死
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口
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つ
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>委員長=山本英一郎>副委員長=小西正一、郷司裕>委員=八木昌男、大村一彦、高橋良夫、三輪武、中西明、永野元玄、三宅享
次、小林加寿男、元橋一登、達摩省一、市村博、戸田直佑、中村孝太郎、高塚昌倶、相沢孝行、清沢忠彦、原田謹爾、片岡成夫、日野賢
導、藤尾泰二、上杉正、岡本好二、武村政雄、津田進、橘谷健、岸野金治、橿秀夫、鈴木康夫、広沢渉、木嶋一晃、樫根清一、森武雄
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▽10月 30日
第 1試合=1回戦(午前10時 9分開始)

神 戸 製 鋼 2000040028
新 日鉄室蘭 000000000 0
>審判 (球審)三宅(塁審)市村、相沢、津田

回 安 振 球 責
登童  言己  9  3 5 1 0

>二 塁 打 =中 村 レ犠 打 =神 ](小 林 貢 )>盗 塁 =神 5
(中村 、小 林 晋 、吉 田 2、 葉 坂 )室 ](五 鬼 田 )>失 策 =
神 1(古 賀 )室 1(後藤 )>試 合 時 間 =2時 間 23分

第 2試合=1回戦(午後 1時 8分開始)

愛媛相互銀行 000 000 040 4
日 本 鋼 管 00100002013
卜審 判 (球審 )中 西 (塁 審 )武村 、 橘 谷 、 広 沢  相 沢

>二塁 打 =林 、 池 田 >犠 打 =愛 2(大森 、 丼 上 )鋼2(内藤 2)>盗 塁 =愛 ](広川 )レ 補 逸 =高 橋 >試
合 時 間 =2B寺 間 20分
ハ ガ ネ 打 線 封 じた 人 山 の 魔 球
○…今夏、すい星の力Iく 現れたPЧ I Jの 雄 愛媛相
互銀イ子が、夏の都市対抗の覇者をみごと初戦で任1し
た。 1点を追う八I口 |、 それまで「ハガネオ!線」を1点に
IJFえる力投をふせていた人山が、「|ら イi前イlで 111た の
がはじまり 2四球で 死満単 μЧ番高橋のスクイズ
は一塁手樋国が前進し、ダイビング キャンチしようとし
たがわずかに及ばず、同点の安オl 次にノ]:ォ lちの利‖
り|が遊越えに逆転の 2点 タイムリー ヒソト.,日 本鋼11
はその裏、さすがの攻めで 2点 を返し、1,it差 にした
が、とうとう入IIIに 名を成さしめた。
人 |は都市対抗で得意のフォークボールを迎発し、

準々決勝までチームを進出させたけん引車。
「きょうフォークボールを投げたのは、全体のPЧ 分の
ぐらい。調子はよくなかった。まあし、人分Jと 人 I.
ハガネ打線も人山の魔球をオ]ち込めずに敗退した.

(子 塚 )

第 3試合=1回戦(午後 3時47分開始)

丁  D K 000 000 000 0
九 州 産 交 000 000 01X l
>審判 (球審)上杉 (塁審)原田、日野、岡本

【九州 産交 】打 安点 振球
③  丼上 新 42100
●ヽ 田  代 41000
(6) 林  41000r) 来  海 20000
(3)  E口   里デ 3 0 0 0 013)古  賀 30000
12) イ左  イ自 3 2 0 0 0
1し  門  倉 20000
● 坂 東 20010
H上 田 11000
5 丼上 広 00000
1義 イ井 夕曳
2  2  5 287 1 1 0
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>二 塁 打 =浅 丼 >犠打 =産 2(来海 、 門 倉 )>盗 塁
=産 1(井 上 新 )>試 合 時 間 =1時 F8843分
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▽10月 31日
第 1試含=1回戦(午前 9時30分開始)

奎星護輩:::::::♀ :li
第 3試含=1回戦(午後 2

【日本 楽器 】打 安点 振球
③  山  本 40000
④  津布 久 40000
()  算罠  フヽ  4 2 0 1 0
⑦ 竹 崎 20010
⑤  船  見 20011
⑨  内  山 30000
②  高  柳 30010
③  安  芸 20010
3 金  子 10000
①  立  野 30010

藤  沢 立   野
>本塁 打 =湯 野 ]号 (立 野 )>二 塁 打 =熊 木 >犠打
=鉱 1(藤 沢 )楽 1(竹崎 )>矢 策 =楽 3(安芸 3)>
試 合 時 間 =1日寺Fo048分

▽11月 1日
第 1試含=2回戦(午前 9時30分開始)

協 和 醸 酵 000002000
新日鉄名古屋 110 200 50×
>審判(球審)上杉 (塁審)市村、日野、日本

>本 塁 打 =柳 原 1号② (水谷 啓 )>三 塁 打 =水 谷
啓 、福 島 >二塁 打 =西 城 、福 島 、吉 田 雄 、加 藤 >犠打
=新 3(金森 、吉 田 生 、水 谷 啓 )>盗 塁 =新 2(筏2)>
失 策 =協 2(浅 田 、矢 吹 )新 ](筏)>試 合 時 間 =2時 間
35う)
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レ審判 (球審 )高橋 (球審 )高塚 、 木 嶋 、 岸 野

犠 併 残
1  0  3 262 1 7 4

回 安振 球責
仁  科  9 2741 回 安 振球 責

/」  ヽ 田  9 5412
>本塁 打 =中 丼 ]号 (小 田 )都 築 (仁科 )>犠 打 =大
](小 西 )鹿 1(広野 )>盗 塁 =大 1(佐 治 )>試 合 時
間 =1時 間 50分

新 妻 に うれ しい 贈 り物

○ 「打った球はフォークでは。真ん中高めに
入ってきた。うまくタイミングが合いました」と
大倉工業の中井はニッコリ.七回左翼ラッキーゾ
ーンヘ今大会第 1号。そして、同点で迎えた九回
■死二塁で中前に決勝のタイムリー打。この 2本
の貴重な安打は、初出場で白星を勝ち取った大倉
のl型 番打者の勲章のような輝きを放った。
昨年12月 、高校時代の同級生和恵さん(25)と 新
居をかまえ、ういういしい新婚さん。

第 2試含 =1回 戦 (午前 11時49分開始 )

警票蓮鏑:::::::::::|:
レ審判(球審)三宅 (塁審)藤尾、武村、津田

回 安 振 球 責 回 安 振 球 責

関
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日
日
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安
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回
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福  間  ]]5540  松  E日  ]]5202
>本塁 打 =山 口 1号② (松 田 )>二 塁 打 =細 川 、木 原>犠打 =松 2(木原 、石 丼 )西 1(中 島 務 )>盗 塁 =松 ]

(山 口 )>失策 =西 1(中島 隆 )>試合 時 間 =2時間鉤 分

今 、言吾 る 思 し 出ヽ

日鉱佐賀関=準優勝
木村 司外野手
(堡晟警菫罰奎糧〒施歳)

橿餞里1,ち毎日新聞)

八幡浜高(愛媛)日寺代から 一緒だった投手の藤沢公也
(元 中日)の右腕に頼ったチームだった。
二回戦の三菱重工神戸戦は、増岡義政投手のパーム
ボールに手も足も出ず、八回までわずか 1安打に抑え
られていた。 2点 を追う九回、四球の二死一累。一同
戦で本塁打を放っている湯野 さんが敬遠 された。「何
を/」 。四番の私は負けん気が体にみなぎった。
2球 ファウルの後に狙っていたパームボール.打球

は左翼ラッキーゾーンヘ飛び込み、土壇場での逆転 3
ランとなった。帰り支度をしていたベンチは大騒ぎ。
これがなければ二回戦敗退、当然準優勝もなかった。
駒人に進学直後、肩を壊 して退学。「温泉治療を兼
ねて大分に来ないかJと 誘われるまま藤沢のいた日鉱
f生賀関に入社して 7年 目だった。80年に現役を退き、
東京勤務を経て85年から大阪で仕事をしている。
都市対抗を含め何本も本果打を打っているが、野球

人生の中でいつまでも忘れられない本塁打がこの一発
です。
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第 2試含=2回戦(午後 0時31分開始)

三菱自動車京都 101 030 000 5
仙台鉄道管理局 000 100 000 1
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>審 判 (球審 )原田 (塁審 )清沢 、 木 嶋 、 八 木

犠 併 残
0  0 10 339 4 2 9

高 橘 正
志 賀 郵

>二 塁 打 =佐 藤 順 、 吉 田 >犠 打 =仙 2(内 海 、 高
橋 正 )>盗 塁 =三 6(星野 3、 松 原 2、 奥 村 )イ山 1(高
橋 良 )>失 策 =三 2(星野 、 森 谷 )レ 暴 投 =浜 田 >
試 合 日寺間 =2日寺間 30分

第 3試含=2回戦(午後 3時29分開始)

神 戸 製 鋼 000000110000002
東 京 ガ ス 010000001000013
>審判(球審)高橘(塁審)武村、広沢、岸野(外審)岡本 木嶋
【神戸製鋼】打安点振球 【東京ガス】打安点振球0大 村 62100③ 山 本 410020 小林貢 62010 0 田 中 71]10
(【)  ロコ  本寸 3 0 0 0 0   0  え也  E日  5 0 0 0 ]9明 松 10010⑨ 渡 辺 61030

4山 東 ]]000
犠 併 残
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第 2試合=2回戦(午前 0時10分開始)

三 協 精 機 0000000000
九 州 産 交 01000000× 1

▽11月 3日
第 1試含=2回戦(午前9時30分開始)

‰百拓霜覇雷|:: ::: ::: ||:
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【三協精機】打安点振球 【九州産交】打安点振球
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>二塁 打 =白 川 、 小 根 森 >犠打 =三 1(佐 々 )産 5
(田 代 、中 野 、上 田 、佐 伯 、門 倉 )>盗 塁 =三 3(佐
々 2、 幡 野 )>失 策 =産 2(林、 丼 上 広 )>試 合 時
間 =2B寺 間 1分

第 3試合=2回戦(午後 2時41分開始)

大 倉 工 業 000000000000
新 日 鉄 光 000000000011

>審判 (球審)三宅 (塁審)市村、片岡 藤尾

>審判 (球 審)高橋 (塁審 )元橋、相沢 木嶋 (外審 )藤 尾 戸田

レ審半J(球審)鈴木 (塁審)三輪、高塚、津田

>二塁 打 =力,山  山 中 >犠打 =松 2(坂回 、 浜 田 )

拓 2(金 谷 、 山 中 )レ 矢 策 =松 1(浜 田 )>捕 逸 =木
原 レ試 合 時 間 =2時 間 28分

毎 晩 200本 の 素 振 り 実 る

O 北海道拓殖銀行の山中は延長10回 、捕逸で
進塁した高岡を 1塁 に置いて打席に向かった。西
村監 l lKは 山中に「バ ノテリーはいまのパスボール
でかなり動揺しているぞ。甘いボールは思いUJっ
てひっばたけ」と指′Itし た.1-1、 3球 目は速球.

これを見事オ]っ て三塁線を抜く決勝二塁JT.
今年四月、日大を事業して入社、夏の都市対抗は
ヒジの故障もあってもっばらベンチ。それからの
山中は毎晩一人独身寮の庭に出て2-300本 の素I「t

り この練習が実った.

第 2試含=2回戦(午後 0時24分開始)

日鉱 佐 賀 関 000000003
三菱重工神戸 100 001 000
>審 判 (球審 )上杉 (塁 審 )大村 、 中 村 、 岸 野
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>二 塁 打 =大 村 、 平 >4義打 =神 4(中村  明 松 、
登 記 2)ガ 5(山本 、 五 月 女 、 手 塚 、 虎 見 、 山 東 )

>矢策 =神 3(大村 、 葉 坂 、 古 賀 )>試 合 時 間 =3
時 間 23分

11月 2日
第 1試合=2回戦(午前9時37分開始)

大   丸 1400330
愛媛相互銀行 000 001 0
レ審 判 (球審 )達摩 (塁審 )戸 田 、 清 沢 、 日野

犠 併 残
0  0  4 3314107 3

>本塁 打 =楢 原 ]号131(入 山 )梅原 ]号0(大 薮 )レ
三 塁 打 =広 川 、 高 橋 >二塁 打 =長 沢 >犠打 =愛 ]

(広 川 )>盗 塁 =大 1(谷 野 )レ 失 策 =愛 1(入 山 )レ
言式合 日寺間 =2時 間 10分

回 安 振球 責
イ二  千斗 ]0'66 9 5 1
>二塁 手]=木 下 >犠 打 =大 2(佐治 、中 丼 )光 ](坂
東 )卜 盗 塁 =光 2(桑原 平 家 )>失 策 =大 ](佐 治 )

●試 合 時 間 =2時 間 54分

虚 を つ か れ た 好 投・ 仁 科

○ …日もとっぷり暮れた11回 裏、 一死満塁=好
投を続けていた大倉工業の仁科投手を、絶対絶命
のビンチに追い込んだ場面で、打席に立ったのは
新目鉄光の五番打者磯部だった,磯部は0-2か
ら大きな空振りを2つ したあとの3球 目 強攻と
にらんだ大倉バッテリーの意表をついて、スリー
バント スクイズを一塁線にころがした.虚 をつ
かれたに科があわててダッシュ、球をとったとき、
三塁走者の木下は、もう決勝のホームをlliJん でいた
「大きな空振りはスクイズをカムフラージコす
るためじゃないかって? とんでもない 2ス ト
ライクまではヒットをねらっていたんですが、か
すりもしなかった_と ニガ笑い_

回 安振球 貢
岡 8%2333
川  130000

>本 塁 打 =木 村 ]号0(増 岡 )>二 塁 打 =山 谷 レ犠
]J=神 ](時 本 )>盗 塁 =神 3(深田 、 丼 上 、 友 藤 )

>矢策 =日 ](鈴木 )>試 合 B寺間 =1時 間 56分
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社叙 野球日本選手権大会 20年史ヽ

第3試含=準々決勝的毛認時45分開始)
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>審 判 (球審 )中 西 (塁審 )藤尾 、 片 岡 、 橘 谷

身査暑l醒異轟ξli諄唸 喜弄尋畢黒賜鶉ヽ 橘
田 )>試 合 時 間 =2時 間 5分

▽11月 4日

>審 判 (球 審 )鈴 木 (塁 審 )戸田 、 広 沢 、 岡 本

>本塁 打 =長 沢 ]号 (門倉 )>二 塁 打 =梅 原 >犠打
=大 2(檜原 、九 十 九 )産 1(中野 )>盗 塁 =大 1(梅
原 )産 2(丼上 新 、上 田 )>失 策 =大 2(中島 、谷 野 )

産 ](P]倉 )>試 合 時 間 =2時 間

産 交 、敵 失 絡 み で 2点
〇…九州産交は三回 i死後、遊ゴロ失の井上新
が二盗、日代の左前打で先制。四回も二死から右
前打の上円が二盗に成功、つづく佐伯の三ゴロを、
三塁手が一塁に悪投し、 2点目を拾った。
大丸は再三得点圏に走者を進めたが、六回長沢
が左翼に痛烈な大会10号 ホーマーを放って 1点 を
返しただけ。産交 門倉は今大会24イ ニングロ(レ
選を含めると41イ ニングH)の 失点だった。

新 日 鉄 光 100000100
北海道拓殖銀行 011 020 00×
>審判 (球 審 )三宅 (塁 審 )三 輪 、 木 嶋 、 日 野

>本塁 打 =村 上 1号 (千藤 )>三 塁 打 =梅 田 >二塁
打 =竹 内 、 丸 山 >犠 打 =光 1(弓 場 )拓 4(金谷 、

聖塊ba壽モヽ言鼻♂琺%毛尋晨Ⅷ串ずダ婁塁巻秀
玉 >妨害 出 塁 者 =木 下 >試合 時 F80=3時 間 6分
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第1試含=準々決勝(午前 9時29分開始)

第2試含=準々決勝(午前11時57分開始)
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第 3試含=準々決勝
“

黎田 時25分開始)

日鉱佐 賀関 000000130 4
三菱自動車京都 000 000 001  1

最高の気分、新 日鉄名古屋。西城
○…新日鉄名占屋は、前半 7安桐で 4点。立役

者は4得点のすべてにからんだのがri番 ・西城だっ
た. ―回は先制点を呼ぶ 二死からの二塁オ〕。 ■回は
左前タイムリー。そして五回にはダメ押し点となった右
中間 三塁オ]と、西城は腰のすわったバッティングを見
せつけた。サイクルヒットの可能性をはらんだ4打席日
は、さすがに狙いすぎて・1振 。「やはり狙ってはダメで
すね。きょうはスタンドで両親が見ていました。高校時
代 (三重 海星高)は 甲子園出場の夢は果たせませ
んでしたが、この大会であこがれの舞台に立つ姿を見
てもらえて、最高ですJ。

日鉱佐賀 関 110010000
北海道拓殖銀行 000 000 000
)審半J(球審 )三宅 (塁 審 )達摩 、市 村 、木 嶋

犠 併 残
3  0  7 30103 2 3

>二 塁 打 =湯 野 、 五 十 嵐 >犠 打 =日 3(村田 、 藤
沢 2)>盗 塁 =日 1(村 田 )>失 策 =日 ](五 十 嵐 )
拓 2(竹内 、 柴 田 )>打 撃 妨 害 出 塁 者 =鈴 木 (竹内 )>試合 時 間 =2時 F8520分

日 鉱・藤 沢 、速 球 さえる
○…日鉱佐賀関の藤沢が素晴らしい投球で、北海

道拓殖銀行につけ入るスキを与えなかった。ストレート
が伸び、しかも低めに決まった。制球力がよく、内、外
角いっぱいに散らされては、拓銀打線も手の施しようが
なかった。
大きなカーブを交ぜて低めの速球で勝負する藤沢

に、拓銀は六回までノーヒント.七回一死、小野が藤沢
の83球 目を一塁前にバントし、一塁ベースヘ頭から飛
び込んで、やっと初安打とした。人回、金谷が一塁線
を破ったのが 2本 日の安オI。 これが初めて外野まで
いった打球だった。藤沢はノーワインドアップで上体を
よく曲げ、球に力をつけた完べきな投球だった。
日鉱は一回、中前打の五十嵐をバントで送り、湯野

の右翼二塁打で先制、二回は五十嵐の右前打で、二
塁から鈴木を還すなど、拓銀 柴田を攻めた。
拓銀は藤沢の快投に2安打の完敗だった。

完 全 試 合 を 逃 した 藤 沢
〇…日鉱佐賀関の藤沢投手は試合前「拓銀は強

豪チーム.堂々と勝負します」と胸を張った。初回、
番の梅IIlを 速球で投ゴロに打ちとると、快腕は面白い
ようにうなりをあげた。六回まで打者18人 に対し三振
2、 あとは内野ゴロと内野フライに打ちとる“パーフェク
ト ベース・.20人 日の打者 小野は藤沢の投げた83
球日をドラソグ バントした。 塁́ 手が飛び出しカバー
の藤沢にトスしたが、 塁塁審の両手は水平に広がり、
スコアボードに「11」 のサインが赤々とともった。
藤沢は「きょうは前半調子がよくなかった。中盤から

インコースの速球が決まりだしたのがよかったJという。
秋、夏、そして秋と3シーズン続けて決勝進出を夢見た
拓銀の野望は、一歩手前で、藤沢の右腕にさえぎられた。

九 州対決 ならず残念
○ 「いや残念です。本当は日鉱さんと九州勢同

士で優勝戦をやりたかったですねえ」新日鉄名古屋を
上回る10安打を放ちながら涙をのんだ九州産交の西
田宏城監督は、いかにもあきらめきれない口ぶり。第二
試合に登場の日鉱ナインは“お仲間"の 戦いぶりに熱
心な声援を送っていたが、この大会 2ホーマーを放って
元気な二番 湯野一塁手は「残念。九州予選の決
勝で門倉君に延長十四回、1-2で 惜敗したお返し
を、ここでしたかったのに…」と無念の表情。

>審判(球審)上杉 (塁審)清沢、武村、相沢

犠 併 残
0  0  8 37103 8 2

>本塁打 =湯野 2号② (浜 田 )>三塁 打 =鈴木 >二
塁打 =鳥丸 、永 江 、村 田 >犠打 =京 3(星野 2、
高木 )>盗 塁 =日 1(鈴 木 )>矢 策 =日 1(五 十 嵐 )

京 3(松原 、中 丼 、伊藤 )>試合時 間 =2時 間 ]7分

新日鉄名古屋 101 020
九 州 産 交 000100
>審判は 審)鈴木 (塁審)高橋、藤尾、原田

34102 3 1

>三塁打 =西城 >二塁 打 =西城 、中野 、鈴 木 2>犠 打 =
名 1(小坂 )産 1(来海 )>失 策 =名 1(西 城 )産 2(田 代 、坂
東 )>盗塁 =産 1(井 上 新 )>捕逸 =佐伯 >試合時 間 =2
時 間21分

新 日鉄 名 古 屋 、長 打 で 快 勝

新日鉄名古晨は主軸オI者の活躍と鈴木の好投で
快勝した。 ―L!:死から西城、占lII雄 の長短打で
素1,1く 先御J。 三Llに は小坂が四球で出たあと敵失
を絡めて 、三塁とし、西城が追加点をたたき出
した。 1得点だけだったが、送リバントが決めら
れないとみるやヒットエンド ランに切り替える
など、相手の守りを揺さぶった果敢な攻めは、勢
いに乗っていることをうかがわせた。
名古屋はさらに五回、鈴木の二塁打をきっかけ
に無死一、三塁の好機を築いて重盗を仕掛けた。
失敗に終わったが、なかなか意欲的な攻め。これ
が一死からの西城の二塁打と吉田雄の遊越え安打
に結びつき、九州産交を突き放す 2点が生まれた。
産交は四回、林と中野の短長打で 1点、人回に
は敵失を生かして林の適時打でまた 1点 を返し
た。しかし毎回のように走者を出しても、鋭いカ
ーブとシュートで要所を締める鈴木から決定打を
奪えなかった。
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大会 大会言己録
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>二 塁 打 =鳥 丸 >犠 打 =日 1(村 田 )名 2(小坂 、
福 島 )>失 策 =名 1(筏 )卜 試 合 時 P88=1時 間 43分

燃えた新日鉄名古屋、
鉄の守りVl

新H鉄 名古出ヽ水谷
幣、|1釘 if4:賀 関 ,藤 ″く
両投「

が投げ合い、1

点を争う緊迫 した展 1刑

の中で駒 人出の水谷
1'年 が新 人らしからぬ′}it

々とした投球で 日鉱を
抑えた。水谷啓はカー
ブ、シュート、スライダーと
tヽ った変化球に力があ
り、内外夕l投 げ分けて
日鉱オJ線 を苦しめ、走
者を出したあとは特に
慎 重な投球で反撃を
断った.

藤沢は水谷啓の球
成を 11回 るスピードで
低めを突いたり、カーブ
をオIたせて新 H鉄をllll

えたが、口Ч卜J、 新 日鉄は
金森が投 千強 襲安ll

▽11月 6日
優勝戦(午後 1時開始)

日鉱佐 賀関 000000000 0
新日鉄名古屋 000 100 00×  1
レ審 判 (球 審 )中 llt(塁審 )鈴木  三 輪  達 摩

し、/Jヽ Jllkがバントで送ったあと、 死ながら:キ |‖ 雄がイ「前に魚羊やかな適H↓

IIを放って決勝点を奪った
日鉱は六「1、 先頭の鈴木がPЧ 球で|11た あと、li「 嵐がバントを2度 失

敗して i振 、続く村FH、 湯野が水谷啓の球成に1甲 されて
'ヽ

L退、L「 ||も Iし

メLの オfll:「占1:累オlと代llリ ト尾のPЧ 球でつかんだ 死 、 1月1に伏原
が投ゴロ併乗,IJに 優け■たのが痛かった

監 督 談 話
日鉱佐賀関・吉武勝監督 藤沢は本格派なので連投は苦しかった
1点でよく抑えてくれたが、打てなかったのが痛い_相 手は ‐度のチャ
ンスをものにし、うちはし、八同のチャンスを逸したのが響いた.
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水 谷 啓

連投の藤沢が持ち前の球成を次第になくしていったのに前日、
鈴木の完投でちょっびり休養した水谷啓の変化球は、先制点をた
たき出した吉田雄の好 リードも川|わ って、さえた.

外角へのシュー ト、内角スライダー、それに得意のカーブ、フ

ォークボールが軋〔11231'、 11者 のわきの 卜からひぎ頭の ll部 まで
の狭tヽ クト|‖ Iの コーナーtヽ ĺば いに決まった.「 lrl球 のサインを出
してもなかなか投げない カープに|′ |イ,:を 持っているんですよJ
と駒大時代からこれで 311日 、水谷啓を知り尽くす‖‖■占lll,
こんな水谷啓の投球に日鉱佐賀|☆|でバンチを誇る,易野も木村も

すっかり音をあげていた 「タイミングが全く合わず、Fl打 ちし
すぎてしまったコとノt飛球を4つ もオIち 11げ た湯野.「外角ばかり
攻められた…1 1点取られてからも焦って早いカウントから打っ
てしまったJと 木村:

日鉱佐賀関の長打力さえ封じ込んでしまえばしめたものだった

「一発だけが怖かった:ま ともに向かってはダメだと、いろんな

球を投げたなあJ=

水谷啓はまた精進 してⅢつぎ…を日指すだろう。新目鉄名古屋に
とって全国を制覇したこの時が、さらに強いチームヘの出発の時

新
日
鉄
名
古
屋
を
優
勝
に
導
い
た
水
谷
啓
投
手
。

新日鉄名古屋 柘植 康之監督

「ビッチャーもパ ソターもよく頑り長ってくれま
した,何もいうことはありませんJ.栄 光のダ
イヤモンド放を先頭に 歩々々メ合みじめるL「

了l申|の 上 感激家はナインのだれよりも 11気
していた

ナインに率先して中,lrを取り、両 rを高々と Lげてスタンドの声援
にまず感l謝 ,「気力のあるチームづくりを目標にしてきましたが、それ
がやっど芙を糸!年んだと思うと本・1にうれしいJ
束サFIJ(愛知|)を 111て 1`1時σ)|千 1:夕失釜イiに 人ネ11 11)('8イ 11、 F可 部

r,もない現チームげ1時富 lf鉄 名||「 Ll)に転勤し、選「
と監イギを4

年1用動めていったん退部したが、7211、「II畑 監告 (11字蘭肝t督)の
あとを受けて

`笈

帰した
知る人は¨鬼監督…と冷やかす 「練召中に走らず歩いた」とtヽ ,

てはカミナリを落とし「フレーに元気がないJと いってはゲンコツ.そ
れもこれも「気合の人ったJチームにしたい ‐念からだった。
半面、人情味半かな人た .「グラウンドを離れたら人間同士.酒

も飲めば、一緒にマージャンもやります」=厳 しさに耐えられない若者
が多くなったといわれる時、スハルタ練習にだれ一人脱落することな

である (笹尾 勝彦)
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●鉄|が|ダイ|ヤモンドになった◆
初出場優勝を飾った新日鉄名古屋は、創部わずか12年 日、一昨

年、昨年と都市対抗に出場 (いずれも一回戦で敗退)し 、最近やっ
と名前が知れはじめたばかり。しかも、出場選手の中で大学卒は
バ ッテリーの2人だけ、あとはオール高卒という文字通りの“若い

チーム"。

筏達男主将の手にガッチリと握られたダイヤモンド旗は7日 朝、
新幹線で愛知入りするが、愛知県に社会人野球の優勝旗が持ち帰
られるのは戦前、戦後を通じてこれが初めて。
チームの平均年齢224歳 。「ウチはまだ若いチームだが試合に

出ていない連中もバッティング・ピッチャーを一生懸命やってく
れた。ベンチ組のおかげ。勝利はチームの和です」。柘植監督は
まるで高校野球の優勝チームのように“和"を くりかえす。ういう
いしい、社会人野球らしいチームというネット裏の評価だった。
この大会は社会人野球に甲子園への道を開いたが、新日鉄名古

屋の水谷啓昭、鈴木徳義両投手、吉田秀生内野手、金森道正外野

手は高校で甲子園の
上を踏んだ。大会22
チーム、500選手の
中でこの4人 ほど甲
子園の感激をかみし
めた者はいなかった
だろう。
水谷、鈴木両投手

はかつての甲子園のライバル。1971年のセンバツ準々決勝で木更
津中央高の鈴木と東邦高の水谷がこの同じマウンドで投手戦を演
じた。東邦高を降 した木更津中央高は準決勝で敗れ、鈴木投手は
翌春、卒業と同時に新日鉄へ。水谷投手は駒沢大を経て今春、新
日鉄名古屋へ。「投げやすい甲子園でもう一度投げることができ
るとは思わなかった。それが優勝まで。私はラッキーです」と水
谷投手はほおを紅潮させた。

初
優
勝
を
飾
り
、
ナ
イ
ン
か
ら
胴
上
げ
さ
れ

る
新
日
鉄
名
古
屋
の
柘
植
監
督
。

◇最高殊勲選手賞 水谷啓昭投手(新 日鉄名古屋)

◇敢闘賞 藤沢公也投手 (日 鉱佐賀関)「僕が選ばれるなんて
…・」。今大会で初戦の日本楽器と準決勝の北海道拓殖銀行を、それ
ぞれ2安打完封という素晴らしい投球を披露してチームの大黒柱として
活躍した。
◇首位打者賞 (3試合以上10打席以上)福島寿利外野手 (新 日
鉄名古屋)=14打数 7安打、5割= 「優勝と首位打者を勝ちとるなん
て本当に幸せ者です」。好きな酒もやめて日本一を目指していただけに、
真っ黒に日焼けした顔から笑みがこぼれっばなしだった。

◇優秀選手
【投手】水谷啓昭(新 日鉄名古屋)藤沢公也(日 鉱佐賀関)門倉和博

(九州産交)千藤和久 (北海道拓殖銀行)児玉克雅 (新 日鉄光)登記欣
也(神戸製鋼)【捕手l吉田秀雄(新 日鉄名古屋)佐伯国司(九州産
交)竹内昭文(北海道拓殖銀行)【一塁手】西城真寿雄(新 日鉄名古
屋)湯野清二(日 鉱佐賀関)【二塁手】木下菜己(新 日鉄光)【三塁
手】伏原直(日鉱佐賀関)【遊撃手】小坂登(新 日鉄名古屋)【外野
手】福島寿利、金森道正(以上新日鉄名古屋)井上新一、上田信広(以
上九州産交)山本重行(東京ガス)檜原明(大丸)

日本野球連盟
九州地区連盟理事長

福 嶋 ― 雄
(日本野球連盟理事)

社会人野球日本選手権に思う
この度、「社会人野球 日本選手権20年 史」

が発刊される運びとなりましたことを、心からお
慶び申し上げます。
我が国の社会人野球は、従来都市対抗野

球大会とともに、今日の隆盛をみて参りましたが、
1974年に産業別野球大会が中止され、新たに
「社会人野球日本選手権」として形も内容も一

新し、甲子園球場で産声をあげ、幾多の困難
に遭遇しながらも、数多くの諸先輩の英知に
よって切り拓き、本大会が都市対抗野球大会と
並んで二大イベントとして発展し、今日に至りま
したことは、誠に慶賀に堪えません。
野球に関係する者の一人として思いますこと

は、夏の「都市対抗野球大会」秋の「社会人野
球日本選手権大会」と二大目標が、チームに、
選手諸君に与えられることは、誠に意義深いも
のがあります。
選手諸君が、日標達成のために、創造性を

発揮し、自己への限り無き挑戦を続け、弛みな

き努力によって、技を磨き、強靭な体力と精神
力を養う大きな励みとなることは言うまでもありま
せんが、本大会で得た勝利の自信は、何にも
かえがたい財産となるでしょう。
単独チームによる、実力日本一を競う「社会

人野球日本選手権大会」の20年間を回顧いた
します時、九州地区野球連盟の加盟チームは、
残念ながら準優勝2回の成績を残すのみで、
未だ頂点に達していないことです。
是が非でもダイヤモンド旗を九州の地にを合

言葉として、加盟チーム300人余の選手諸君は、、
挑戦を続け、実現に向けて研鑽努力を重ねてく
れると期待しております。
終りに社会人野球日本選手権大会の発展に

惜しみない努力を傾けてこられた諸先輩、日本
野球連盟、主管の近畿地区野球連盟、並び
に毎日新聞社に深甚なる謝意と満腔の敬意を
表するとともに、本大会が永遠に発展し続けるこ
とを念願いたします。



第3回大会 地区大会成績
(太字チーム本大会出場チーム)

9月30日から 3日間 札幌市営中島球場

新 日鉄 室蘭

旭川鉄道管理局

札幌トヨペット

王紙製紙苫小牧

札幌フライヤーズ

大昭和製紙北海道

日産サニー札幌

小樽野球協会

札幌鉄道管理局

函 館 太 洋

北海道拓殖銀行

日鉄室蘭

◇青森▽一回戦 きものセンターク3-1
オール青森、三菱製紙八戸 5-1自衛隊青森
▽敗者復活戦 自衛隊青森4-2オール青森
▽準決勝 きものセンターク8-4三菱製紙
八戸、八戸市水道部2-1自衛隊青森▽決勝
八戸市水道部5-1きものセンターク(勝者
は第二次予選へ)

◇岩手▽一回戦 水沢駒形ク8-6オークレ
不来方、新日鉄釜石(不戦勝)アイワ、全久慈
3-2東京製綱、盛岡鉄道管理局 8-3-関
ユニオン、釜石信金ク8-1オール江刺、岩
手銀行16-1オール軽米、オール釜石4-3
小野田セメント▽準々決勝 新日鉄釜石(不
戦勝)水沢駒形ク、盛岡鉄道管理局(不戦勝)

全久慈、岩手銀行3-1釜石信金ク、オール
釜石3-2-関三星ク▽準決勝 盛岡鉄道管
理局 1-0新日鉄釜石、岩手銀行2-0オー
ル釜石▽決勝 盛岡鉄道管理局3-0岩手銀
行(勝者は第二次予選へ)

◇秋田▽一回戦 秋田銀行 6-4国鉄秋
田、東北肥料4-1秋田経大交友ク▽準決勝
秋田銀行8-2秋田相耳網行、丁DK3-2
東北肥料▽決勝 丁DK5-4秋 田銀行(勝
者は第二次予選へ)

◇富城▽一回戦 仙台鉄道管理局6-1亘
理ク、仙商ク3-1石巻八リケーン、五ツ橋
ク(不戦勝)青葉ク▽準決勝 仙台鉄道管理局
7-0オノヤク、仙商ク5-4五ツ橋ク▽決
勝 仙台鉄道管理局 1-0仙商ク(勝者は第
二次予選へ)

◇山形▽一回戦 鶴岡ヤンガース11-6日
大山形OB▽決勝 山形相互銀行3-0鶴岡
ヤンガース(勝者は第二次予選へ)

◇福島▽一回戦 飯塚病院ク6-2二本松
ク、ニュー相馬13-3塙ク、小名浜ク5-2
自衛隊福島、須賀川ク7-3オール常交、S
Gク10-8学石OBク、∃―クベニマル3-
2いわきク、保原ク7-6全白河ク▽準々決
勝 福島ク3-2飯塚病院ク、ニュー相馬6
-3小名浜ク、須賀川ク6-5SGク 、保原
ク4-2∃―クベニマル▽準決勝 福島ク4
-2ニュー相馬、保原ク6-2須賀川ク(勝

4全調布ク、東芝府中7-2全調布ク、東芝
府中5-1ス リーボンド(東芝府中は第二次
予選へ)

◇神奈川▽一回戦 東芝 5-2日産自動
車、日本石油 6-2三菱自動車川崎、三菱重
工横浜4-1キャタピラー三菱、日本鋼管 4
-0いす 自ゞ動車▽準決勝 東芝 3-2日本
石油、日本鋼管12-0三菱重工横浜(勝者は
第二次予選へ)▽決勝 日本鋼管3-2東芝
レニ次予選
10月 8日から 4日間     日立市民球場

日 本 通 運

全 足 利 ク

住友金属鹿島

熊  谷  組
日 本 鋼 管

富 士重 工 業

三井造船千葉

東 芝 府 中

東 京 ガ ス

(三 位決定戦)

[戸 il道 :三三iョ}DK

1

TDK

2

◇茨城▽一回戦 住友金属鹿島13-3水戸
鉄道管理局、日立製作所8-0東日本薬品▽
決勝 住友金属鹿島11-5日立製作所(勝者
は第二次予選へ)

◇群馬▽一回戦 高崎鉄道管理局7-0全
前橋ク、伊勢崎レッドソックス3-2オール
太田ク▽準決勝 高崎鉄道管理局10-4伊勢
崎レッドソックス▽決勝 富士重工業 6-1
高崎鉄道管理局(勝者は第二次予選へ)

◇埼玉▽一回戦 日産ディーゼル7-6全
大宮、日本通運 1-0エーザイ、本田技研2
-0全浦和▽準決勝 日産ディーゼル10-3
飯能高ク、日本通運4-3本田技研▽決勝
日本通達8-1日産ディーゼル(勝者は第二

次予選へ)

◇千葉▽一回戦 三井造船千葉8-7千葉
鉄道管理局▽準決勝 三井造船千葉2-1川
鉄千葉、新日鉄君津14-OSLク▽決勝 三
井造船千葉3-1新日鉄君津(勝者は第二次
予選へ)

◇東京▽一回戦 熊谷組4-0リ ッカー、
明治生命2-0鷺宮製作所、東京鉄道管理局
3-0朝日生命、東京ガス7-0オール北斗
▽準決勝 熊谷組4-2明治生命、東京ガス
4-2東京鉄道管理局(勝者は第二次予選へ)

▽決勝 熊谷組6-5東京ガス
◇東京多摩▽リーグ戦 スリーボンド8-

曇本鋼暑    |}本鋼管

◇新潟▽一回戦 国鉄新潟7-0新潟ク、
新津ク4-2ニチエー、平和ク(不戦勝)長岡
ク、オール東7-6信濃ク、全飯豊 7-6白
根野球団▽準々決勝 国鉄新潟(不戦勝)長商
ク、新潟コンマーシヤル8-3新津ク、小千
谷ク8-7平和ク、全飯豊 5-3オール東▽

準決勝 国鉄新潟(不戦勝)新潟コンマーシヤ
ル、全飯豊 5-3小千谷ク▽決勝 国鉄新潟
5-1全飯豊(勝者は第二次予選へ)

◇山梨▽一回戦 オール櫛形5-2山梨ク
▽決勝 山梨球友ク5-1オール櫛形(勝者
は第二次予選へ)

◇静岡▽一回戦 大昭和製紙2-0吉原商
エク、河合楽器7-0清豊ク、駿河ク5-4
富士ク▽準決勝 日本楽器 2-0大昭和製
紙、河合楽器 3-1駿河ク(準決勝出場4チ
ームは第二次予選へ)▽決勝 日本楽器3-
1河合楽器
◇富山▽三回戦制 電電富山2-1北陸銀
行、北陸銀行7-2電電富山、北陸銀行11-
0電電富山(北陸銀行は第二次予選へ)

>一次予選

>一次予選

>一次予選

34
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>二次予選
10月 2日から 2日間     静岡県営球場

ンス、全三和銀行3-2デュプロ、松下電器
2-1大阪高島屋(勝者は第二次予選へ)▽準
決勝 松下電器8-0全=和銀行、日本生命
5-4新日鉄堺▽決勝 日本生命 1-0松下
電器▽敗者復活一回戦 住友銀行4-0大阪
ペーシエンス、デユプロ6-0大阪高島屋▽
五位決定戦 デユプロ3-0住友銀行(勝者
は第二次予選へ)

◇兵庫▽一回戦 鐘淵化学 4-3川鉄神
戸、新日鉄広畑4-1神戸製鋼、小西酒造 8
-5川崎重工、三菱重工神戸3-0ヨ ‖島播
磨重工業▽準決勝 鐘淵化学4-3新日鉄広
畑、三菱重工神戸2-1小西酒造▽決勝 三
菱重工神戸4-2鐘淵化学(準決勝進出 4チ
ームと推薦の神戸製鋼は第二次予選へ)

>二次予選

松 下 電
東

新 日鉄 広

日 本 新

デ ュ プ

鐘 淵 化

大

下 電 器

石鉄工(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 日本
鋼管福山5-0広島マツダ、三菱重工三原2
-0三菱重工広島▽決勝 三菱重T=原 2-
1日本鋼管福山
◇山口▽リーグ戦 田辺製薬11-1航空自
衛隊防府、協和酷酵3-1東洋紡、新日鉄光
14-0航空自衛隊防府、協和醸酵5-0田辺
製薬、田辺製薬 2-1東洋紡、協和醸酵15-
1航空自衛隊防府、協和醸酵2-0東洋紡、
新日鉄光7-6田辺製薬、新日鉄光9-1協
和醸酵(新日鉄光、協和醸酵、田辺製薬は第

日本楽器

9月27日から 7日間 愛知県営熱田球場

三 菱 名 古 屋

日産サニー愛知

名 古 屋 日産

愛 知 トヨタ

東 邦 ガ ス

名古屋鉄道管理局

王子製紙春日井

西 濃 運 輸

日通 名 古 屋

サンジルシ醸造

新日鉄名古屋

東 海 理 化

トヨタ自動車

丹 羽 鉦 電機

西 川 物 産
本田技研鈴鹿

濃 運 輸

◇滋賀▽代表決定戦 東レ2-0全大津
(勝者は第二次予選へ)

◇京都▽一回戦 大丸 3-0京都信用金

庫、第一紙行3-2高島屋京都、日本新薬16
-0北桑ク、洛友ク4-3キ∃―トビルク、
三菱自動車京都13-2山田静、丸勝8-1西
京ク、辻和 5-4京都市役所、▽準々決勝
大丸11-0第一紙行、日本新薬7-0洛友ク、
三菱自動車京都4-0丸勝、ユニチカ4-0
辻和(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 日本新
薬 3-2大丸、三菱自動車京都5-2ユニチ
カ▽決勝 三菱自動車京都 1-0日本新薬
◇大阪▽一回戦 住友銀行4-3大和銀

行、全三和銀行9-0日立造船堺、大阪高島
屋 5-0旭化成大阪▽準々決勝 日本生命9
-0住友銀行、新日鉄堺17-0大阪ペーシェ

三菱自動車
三菱自動車京都

1

全 三 和 銀 行

神 戸 製
新 日 鉄

戸 製 鋼
ユ ニ チ カ

三菱重工神戸

(敗者復活戦)

新 日鉄 広

デ ュ プ ロ

小 西 酒 造

三菱重工神戸

>一次予選
◇岡山▽リーグ戦 三井造船玉野2-1川
鉄水島、三菱自動車水島6-3川鉄水島、三
井造船玉野10-2三菱自動車水島(三井造船
玉野は第二次予選へ)

◇広島▽一回戦 広島マツダ3-1山本鋼
材、日本鋼管福山 1-0東洋工業、三菱重工
三原9-0国鉄広島、三菱重工広島3-2常

(三 位決定戦)

国 鉄 四 国 5-一 -1四

丸

田 辺 製 薬

日本鋼管福山

三菱重工三原

協 和 醸 酵

三菱重工広島

新 日 鉄 光

三井造船玉野

広 島 マ ツ ダ

10月 3日から 4日間

3

協 和 醸 酵

9

3

新 日 鉄 光

0

蟻 祀 鵬
日 本 生

小 西 酒

住 友 金

ロロ

造

属 l

大倉工業

0

国 銀 行

10月 8日から 3日間 八幡、大谷球場

九 州 産 交

熊本鉄道管理局

新 日鉄 八 幡

大分鉄道管理局

三菱重工長崎

門司鉄道管理局

新 日鉄 大 分

日鉱 佐 賀 関

鹿児島鉄道管理局

日立造船有明

>一次予選
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新 日本製鐵室 蘭
監 督  大 宮  建 治 29 富 士 高 工 高
投 手  財 前  純 二 27 佐  倉  高
″  土 屋  隆 幸 26 市  川  高
〃  浜 師  勝 彦 23 伊  達  高
″  竹 本 由 紀 夫 20 修 善 寺 工 高
〃  稲 場   孝 20 芦 号」工 高
〃  平 山   治 20 本L幌啓 成 高
〃  水 本   隆 ]9 室 蘭 大 谷 高
〃  浅 り|1輝 彦 ]9韮 崎 工 高

捕 手  後 藤  哲 夫 27 興 譲 館 高
〃  佐 野  修 二 19 市  川  高
″  山 中  亨 寿 20 室 蘭 大 谷 高
内 野  朝 倉  年 明 28 Jヒ  海  高
〃 ○ 荒 野   悟 26 登 別 大 谷 高
″  五 鬼 田 義 夫 25 銚 子 商 高
″  小 林 八 守 雄 24 Jヒ  海  高
〃  大 塚  邦 弘 23 Jヒ  海  高
〃  古 池  憲 宝 22 Jヒ 見 工 高
″  辻  清 貴 2]室 蘭 工 高
″  鹿 田  和 彦 20 旭 川 竜 谷 高

外 野  安 西  秀 親 26 道 産 業 短 大
″  前 原 三 喜 生 25 千 葉 工 高
〃  木 下  邦 裕 24 室 蘭 大 谷 高
〃  島 尻   均 22 Jヒ 見 柏 陽 高
〃  岡 田  仁 21 室 蘭 工 高
〃  神 坂  明 21 本L幌 商 高

住 友 金属 鹿 島
監 督  伴 野 貢 三 郎 34 慶  応  大
投 手  中 沢 袈 裟 治 19 松  代  高
″  森   義 光 21 白 石 工 高
〃  佐 藤  勝 弘 21 土 浦 日大 高
″  藤 ケ 崎 進 市 20 土 浦 日大 高
″  小 田  雄 -26 早 稲 田 大
″  新 田  正 隆 20 田  村  高

捕 手  大 木  正 行 29 専  修  大
″  鈴 木 信 幸 24米 沢 工 高
〃  斉 藤  幸 俊 21 自 石 工 高
〃  宮 尾  明 博 20 松  代  高
内 野  都 築  義 晴 24 和 歌 山 工 高
〃  東 峰  豊 22 鉾 田 ― 高
″  小 田 部  智 24 常  北  高
″ O入 田  耕 三 28 関 西 学 院 大
〃  石 毛  英 則 24 2`子 商 高
″  宮 下  栄 司 19 大  宮  高
〃  高 野  豊 人 26 0`子 商 高
″  渡 辺  行 夫 20 」ヽ高 工 高
〃  植 田  博 之 20 堀  越  高

外 野  広 野  充 28 早 稲 田 大
〃  元 永  繁 弘 24 九 州 工 高
〃  前 林  ― 信 25 Jヽ 見 川 高
〃  吉 田   宏 19 土 浦 日 大 高
〃  大 高  清 治 20 大 子 ― 高
〃  鈴 木  士 郎 27 法  政  大

三 協 精 機
監督  光 沢   毅 39 明  治  大
投 手  鈴木   誠 19 能  代  高
〃  樋 江丼 忠 巨 24 中 京  高
〃  福 田 義 之 25 神 奈 川 大
〃  大 塚 喜代 美 23 桐 蔭学 園高
〃  倉 地  敏 明 23鶴 見 工 高
″  上 田 芳 央 25 明  治  木
〃  平 田 恒 夫 20 中 京 商 高
′/   伊藤  弓ム不J22 大 同 工 高
捕手  織 田 康 裕 26 神 奈 川 大
〃    中村    昭 19  上  尾  高
〃  古川  義 弘 28 明  治  大
〃  小 林  文 康 21 中 京 商 高
内野  池 口 良 明 24 立  教  大
〃  佐藤  広 美 24 明  治  大
″ ○内田 俊 雄 29亜 細 亜 大
〃  幡 野  正 秋 30 神 奈 川 大
〃  JO瀬  整 28東 洋 大
〃  道 吉  哲 夫 23 法  政  大
″  大 竹  順 -2]中  京  高
外 野  自川 不三 夫 26 東  洋 大
〃  佐 々  弘 雄 29 中  京  大
″  鈴木   実 23 豊  南  高
″  小根森 末 男 25 亜 細 亜 大
〃  豊 国 利 -26 日本 体 育大
〃  黒木  健 次 ]9 宮 崎 実 高

北 海 道拓殖 銀行
監 督  西 村  博 司 39 明  治  大
投 手  千 葉  和 久 28 中 京 商 高
〃  山 口  敏 男 24 池  田  高
〃  柴 田  正 明 24 中  京  大
〃  松 田  雅 晴 24 駒  沢  大
〃  丼 出  圭 -23 愛 知 工 大
″  峰 尾   晃 22 関 東 学 院 大
〃  原 田  末 記 20 中 京 商 高
″  中 村  明 志 19 本し幌 商 高
″  鎌 田  孝 彦 19 帯 広 三 条 高

捕 手  竹 内  昭 文 25 法  政  大
〃  船 木  敏 夫 22 函 館 有 斗 高
〃  佐 藤  祐 久 21 0‖ 路 江 南 高
〃  松 井  ― 敏 19 本L幌 商 高
内 野  水 谷  清 仁 27 中  京  大
〃 〇 高 岡  茂 夫 26 法  政  大
〃  金 谷  清 治 25 江  差  高
〃  小 野 修 二 24早 稲 田 大
〃  山 中  富 雄 22 日  本  大
〃  海 老 名 敏 彦 21 中  京  高

外 野  梅 田 隆 比 克 28 日  本  太
〃  坂 佐 井  修 25 駒  沢  大
〃  丸 山  華 雄 24 中  央  大
〃  奥 田  剛 央 23 明  治  大
″  菅  豊 23 5tl沢 大
″  自 髪  良 -36 法  政  大

東 京 ガ
監 督  江 口   昇 38
投 手  今 丼  輝 美 20
″  松 沼  博 久 23
″  岩 丼 日 出 夫 24
″  岡 本  隆 義 27
″  工 藤   真 26
″  大 塚  文 義 24

捕 手  玉 山  恒 夫 24
〃  佐 野   登 25
″  湯 沢  輝 雄 19
〃  内 田  和 孝 21
内 野 0田 中  伸 41j27
〃  松 田  慶 紀 22
〃  山 東  孝 好 27
〃  虎 見  義 昭 23
〃  斉 藤  真 -23
〃  手 塚  賢 次 22
〃  鈴 木   明 25
〃  石 丼  英 三 19
〃  池 田  勝 之 21

外 野  渡 辺   茂 26
〃  薗 田  信 雄 23
〃  石 川  秀 隆 26
″  五 月 女  章 22
〃  山 本  重 行 24

ス
早 稲 田 実 高
津 久 見 高
東  ,羊  大
大 宮 工 高
慶  応  大
慶  応  大
大  正  大
川 口 工 高
早 稲 田 大
鹿 沼 商 工 高
与 野 農 工 高
早 稲 田 大
立  教  大
明  治  大
帝  京  高
帝  京  高
宇 都 宮 商 高
成  東  高
取 手 三 高
PL学 園 高
上  尾  高
帝  京  高
明  ,台  大
鹿 沼 晨 商 高
早 稲 田 大

西 濃 運 輸
監 督  柴 垣  旭 延 34 中  央  大
投 手  松 田  修 二 24 W● 阜 南 高
〃  片 江   岡J21 神  崎  高
″  武 者   朗 20 中 条 工 高
″  木 戸  孝 明 19 享  栄  高
″  大 島  圭 -22 名古屋学院大
″  南   敬 博 22 帝  京  大

捕 手  中 島   務 26 東  洋  大
″  広 浦  教 雄 26 佐  野  高
″  成 田  福 男 22 立  正  大
″  田 村   孝 19 中 津 商 高

内 野  江 藤   栄 32 専  修  大
″ ○ 林   伸 男 29 中  京  大
〃  中 丼  元 二 28 日 体 荏 原 高
〃  山 極  憲 三 27 東  海  大
〃  中 島  隆 利 25 神 奈 川 大
〃  木 村  敬 三 24 名 古 屋 商 大
〃  西 村  雅 文 20 竜  谷  高
〃  吉 村  龍 男 22 中  央  大
″   中 沢  不日孝 19 二松学舎大付高

外 野  細 川  昌 俊 28 東  洋  大
〃  小 林  秀 敏 26 大 阪 経 済 大
″  加 藤  悦 男 25 中  京  大
〃  兼 近  孝 雪 25 日 体 荏 原 高
″  」 椋ヽ  清 俊 23 岐阜短大付高

T D
監 督  野 村   稔 33
投 手  野 村   稔 33
″   浅 丼  ,台彦 28
″  佐 藤  光 弘 24
〃     9ミ本寸  IEE3 24
″  佐 々 木 芳 治 23
″  松 嶋  幸 雄 22

捕 手  吉 村  好 嗣 24
〃  田 村  正 孝 2]
内 野  宮 本  芳 明 28
〃 ○佐 藤  昭 光 25
″  北 林  哲 夫 24
″  伊 藤  辰 雄 24
〃  阿 部  正 英 23
〃  高 瀬  正 茂 20

外 野  倉 石  茂 樹 26
〃  金 原  晴 夫 25
″    日 本寸   15 25
〃  佐 々 木  功 22
″  幸 林   実 21
〃  湊   康 二 21

仙 台 鉄 道 管理 局
監 督  葛 西   広 36 東  北  高
投 手  千 葉  幸 治 20 宮 城 水 産 高
〃  鹿 野  清 二 18 築  館  高
〃  自 丼  光 則 20 岩 出 山 高
〃  志 賀 野  整 21 黒  川  高
〃  高 橋  正 己 2]仙 台 育 英 高
〃  佐 藤   潔 19 」  ヽ 野  高

捕 手  阿 部  圭 =20 宮 城 水 産 高
〃  力日藤 正 博 ]8福 島 商 高
〃  郡 山  公 男 19 名  取  高

内 野  及 川  正 次 2]仙 台 育 英 高
〃  佐 藤  順 -20 東  北  高
″  木 村  照 義 20 大 河 原 商 高
″  高 野  直 人 2]亘  理  高
〃  高 橋   良 ]8 東  北  高
〃  馬 場  裕 幸 21 亘  理  高
〃  大 本支 一 雄 19 福島聖光学院
〃  葛 西 広 36東 北 高

外 野  大 分  正 彦 18 柴 田 農 高
〃  堀 切  憲 -20 亘  理  高
〃  勝 又  忠 則 18 東  北  高
〃 0内 海  利 彦 24 石 巷 商 高
〃  今 野   司 25 若  柳  高
″  中 島  和 義 19 -関 商 工 高

K
榛  原  高
榛  原  高
専  修  大
立  正  大
名 古 屋 商 大
明 治 学 院 大
東  農  大
大 阪 学 院 大
西 イ山 Jヒ 高
和 歌 山 工 高
金 足 農 高
東  ,羊  大
専  修  大
金 足 震 高
白 石 工 高
東  ,羊  大
名 古 屋 商 大
亜 細 亜 大
大 曲 農 高
ゴヒ  屁易  Fヨ
金 足 農 高

日 本 鋼 管
監 督  飯 田   修 33
投 手  古 屋  智 史 29
〃  上 岡  誠 二 28
〃  前   保 洋 26
〃  梶 間  健 -23
″  佐 藤   守 24
″  木 田   勇 22
〃  堀 江  幹 雄 21

捕 手  中 沢  邦 男 26
〃  加 藤  育 男 22
〃    F当 里予    E言  18
内 野  〇 内 藤     博  28
″    捉国野  不Elヲ宇 25
〃  柴 田  敏 広 25
″  斉 藤  茂 F_124
″  秋 元  英 =22″  樋 口  義 -21
″  磯 村  政 司 2]

外 野  六 条  誠 -26
″  鈴 木  育 男 26
〃  高 尾  康 平 25
″    本本    青ヨ自Б 24
〃  前 川  善 裕 24
〃  島 野  弘 幸 19
〃   藤 丼 清 太 息Б 32

日 本 楽
監 督  村 松  啓 -40
投 手  岩 崎  義 典 25
″    ιヽ野  政 治  20
″  藤 崎  雄 =25〃  野 林  春 美 20
〃  森 永  悦 弘 29
〃  深 沢  恵 雄 20

捕 手  高 柳  信 英 24
″  lll沢  幸 司 25
〃  菅 原  辰 夫 24
〃  木 島  信 秋 24
内 野  津 布 久 欣 司 25
〃  石 井  淳 -19
〃  安 芸 土 佐 男 23
′′     芦冨フヽ   健彗りに 25
〃  船 見  信 幸 29
〃  金 子  憲 治 25
〃   中 村  イラ利 24
″  加 藤 富 士 男 19

外 里予   7」 沢ヽ     進  26
〃  冨 永  邦 博 19
〃  佐 藤  滋 孝 20
〃 つ 山 本  好 宏 28
′′    力]    不Elラに 25
〃  内 山  仁 志 23
〃  竹 崎  恭 =24

器
浜 松 北 高
神 奈 川 大
PL学 園 高
小 松 島 西 高
利 根 商 高
亜 細 亜 大
峡  南  高
国 士 舘 大
神 奈 川 工 高
二松学舎大付高
駒  沢  大
駒  沢  大
浪  商  高
国 士 舘 大
駒  沢  大
中  京  大
日 本  大
中  央  大
自 動 車 工 高
掛 川 西 高
熊 本 工 高
OCポリクーソス高
神 奈 川 大
関 東 学 院 大
中  央  太
八 代 工 高

三 菱 自動 車京都
監督  谷 尾   和 3]慶  応  大
投 手  浜 田  政美 22 鳥 取城 北高
″  伊藤 文 比 古 22竜 野 実 高
″  尾 曲  和義 26 東  洋  大
″  枝   修 -22 福 知 山商 高
″  谷 尾   和 3]慶  応  大
捕 手 O奥村  源次 26 東  洋  大
〃  長 沢  泰 己 20 宮  津  高
〃  熊代  順次 24 御 坊商工 高
〃  森 丼 洋 -29徳 島 商 高
内野  中丼  章 年 24 高 松 商 高
〃  森 谷   86‐ 21 比 叡 山 高
〃  幡司  豊 19広 島 商 高
〃  星野  貞義 27 高 松 商 高
〃  橋 詰  甚 -21 報徳 学 園高
″  竹 内   実 19 宮  津  高
″  松 原  正 義 2]金 沢市 工 高
〃  久保  清 意 ]9 高知東 工 高
〃  磯 上  順美 27 明  治  大
外 野  千葉  明徳 27 帝  京  大
〃  高木  恵三 20 智 弁学 園高
〃  太 田  進 ]9高 松 商 高
〃  吉 田  啓 23 御坊商 工 高
〃  中 谷 良 二 30大 谷 高

大
大
大
大
一高
大
高
一局
大
大
一局
高
大
一局
大
大
高
高
高
大
夫
大
大
高
高

榊
治
応
治
田．
嗣
轟
節
本
棚
釉
轟
治
松 一
治
正
師
「
に
沢
治
噸
榊
相
峙

早
明
慶
明
鉾
早
横
藤
日
早
横
横
明
高
明
立
大
銚
高
駒
明
亜
早
武
高

新 日本製鐵名 古 屋
監 督  柘 植  康 之 38 東  邦  高
投 手  早 川  鉄 秀 26 向  上  高
″  鈴 木  徳 義 23 木更津中央高
〃  清 水大 三 息Б 19 鹿児島商工高
〃  吉 田 智人 20 東  邦  高
〃  米 田  冨夫 20 高 岡 商 高
〃  渡 辺   剛 20 新 居 浜 商 高
〃  水 谷  啓 昭 23 駒  沢  大
捕 手  長 田  裕幸 2]明  星  高
〃  永 山   茂 22 加 治木 工 高
″  吉 田 秀雄 25 駒  沢  大
〃  長 谷場 弘 明 21 り‖ 内 高
内野  吉 田  秀生 23 東  邦  高
〃 〇筏   達男 27 鹿 児 島 実 高
〃  細川  正光 28 立  教  大
〃  」 坂ヽ   登 24 木更津中央高
〃  水 谷 洋次 郎 19 三  重  高
〃  服 部  俊樹 22 海  星  高
〃  西 城 真寿雄 27 海  星  高
〃  星 野  泰 久 21 日 大 ― 高
〃  古り1 貢 20三 重 高
外野  金森  道 正 2]天  理  高
〃  福 島 寿利 25 PL学 園 高
〃  力日藤 雄 ,台 2]岡 崎 工 高
〃  片 山  幹敏 21 大  府  高
〃  新 美  勝仁 21 東  邦  高

36



社会ス孵 F継 手緻 会 2θ年ィタヽ

大
監 督  清 水  正 輝 3]
投 手  清 原   宏 25
″  岡   善 夫 24
〃  本 郷  幸 司 24
″  板 谷  光 芳 26
″  上 丼  正 弘 24
〃  岡 崎 満 起 男 26

捕 手  田 中  昭 雄 24
″  中 西   努 25
〃  大 IIn  健 19
内 野  九 十 九 千 秋 24
〃  長 沢  和 雄 26
〃  柏 原   豊 24
〃  谷 野  昭 彦 24
″  梅 原  良 樹 26
〃  蒲 谷  良 充 24
〃   ヤケ,9 不」イラ 26
〃 O土 井 池 憲 治 29
〃  中 島  潤 -27
〃  西   信 夫 23

外 野  楢 原   明 26
〃  菅 田  澄 夫 24
〃  嶋 川 義 喜 代 24
″  富 永  直 利 18
〃  木 下   尚 24
〃  清 水  文 雄 24
〃  佐 下 谷 武 司 25

協 和 醸 酵
監 督  磯 辺  昭 幸 33
投 手  加 来  佐 吉 29
〃  野 々 村 秀 男 22
〃  渡 辺  次 雄 21
″  渡 辺  説 男 20
捕 手  柳 原  信 彦 28
〃  園 田  精 -26
〃  稲 田  豊 海 19
〃  村 岡  栄 二 18
内 野  中 越  宗 雄 28
〃    ,表 日ヨ    免2 25
″  後 藤  俊 雄 25
″  矢 吹  準 =24〃  松 崎  泰 治 23
〃  嘉 村   学 20
〃  古 嶋  正 人 20
″  安 藤  善 春 19

外 野 ○ 山 田  孝 道 26
〃  安 永  知 紀 23
〃  吉 用  哲 也 23
〃    重 田   寿 昭  20
〃  馬 場  尭 裕 19

松 下 電
監 督  高 木 太 三 郎 45
投 手  福 間   納 25
〃  久 保  邦 夫 23
〃  長 谷 部  優 26
〃  藤 井  俊 宏 ]9
〃  山 本  昌 樹 23

捕 手  木 原  弘 人 25
〃  野 並  厚 夫 22
″  高 橋   寛 25
″  大 本  二 郎 19
″  後 藤 田  務 22

内 野 ○ 山 口   円 26
″  亀 沢   猛 20
〃  坂 口  雅 久 25
〃  石 丼  賢 吾 26
〃   柳 井  匡

'台

20
〃  平 谷   拓 20
″  西 越  高 章 24

外 野  浜 田  雄 次 22
〃  高 鍋   均 19
″  鍛 治 舎  巧 25
〃  堀 江  隆 樹 25
″  磯 本  邦 彦 19

新 日本製 置光
監 督  古 海  正 敏 38 明  治  大
投 手  児 玉  克 雅 23 浜  田  高
〃  山 本  和 男 22 初0井学 園 高
〃  自 本  哲 夫 25 ノk幡 工 高
〃  大 町  定 夫 22 初0井商 工 高
〃  小 田  敦 祥 19 防 府 商 高
〃  村 上  謙 二 22 山 口 水 産 高

捕 手  藤 田  博 明 18 三 池 工 高
〃 〇板 東  充 宣 27 立  教  大
〃  森 山  真 利 19 日 南 工 高
〃  浜 崎  久 満 20 久  賀  高
内 野  押 川  典 夫 23 宮 崎 日 大 高
〃  桑 原  俊 貞 24 萩    高
〃  佐 々 木 省 吾 19 F5司 工 高
″  木 下  英 己 32 下 関 商 高
″  小 嶋 文 男 23り ‖越 工 高
〃  吉 岡  武 雄 26 早  輌  高
〃  平 家   悟 20 ノヽ  頭  高
〃  福 本  敏 郎 18 佐 世 保 工 高

外 野  弓 場  育 男 23 迩  摩  高
〃  石 貫  伸 二 19 南  筑  高
〃  磯 部 俊 介 24下 関 商 高
″  梶 原  義 幸 19 P号 司 工 高
″  海 老 本 勝 美 27 聖  光  高
″  村 上  学 19早 輌 高
〃  岩 崎  悦 司 20 熊 毛 北 高

九 州 産 交
監督  西 田 宏 城 38 九州 学院 高
投手  日高兼 ―郎 24 本  庄  高
″  磯 本  哲也 19 出水 学 園高
″  末永  秋徳 23 ノk代第 一高
″  谷 崎  浩 二 19津 久 見 高
″  有 村  謙 -23 東  海  大
〃  門倉  和 博 26 鹿  屋  高
″  西 谷  美次 23 日本体 育大
〃  」JI 昌二 29 神 奈 川 大
〃  丼 上  信 明 31 立 命 館 大
捕手  佐 伯  国司 28 東 海大 二 高
〃  山 口 末広 23 り‖内 実 高
″  渡 辺  長助 20 ノヽ 代 第一 高
〃  長 丸  誠 -29 関東 学 院大
内里予 倉 岡  政 美 28 熊本第一工高
〃  丼 上  広成 23 ノヽ  幡  大
〃  田代  文 博 22 日 本  大
〃  林  幸 義 29熊 本 工 高
〃  坂 東 ― 彦 21 津 久 見 高
〃  中野  祐 -27 中 央  大
外 野  丼 上  新 -20 ノヽ 代第 一 高
〃 ○江 口 明信 29 中  央  大
〃  岩川  克也 19 鹿 児 島商 高
″  古賀  健次 23 博 多 工 高
″  上 田 信広 28 九州 学 院高
〃  来 海  則雄 28 日 本  大

神 戸 製 鋼 三菱重工神戸
監 督  ― 岡 四 郎 3]同 志 社 大
投 手  瀬 川  俊 -2]飾  磨  高
〃  ― 色  克 義 20 京 都 水 産 高
〃  増 岡  義 教 27同 志 社 大
〃  庄 司  富 夫 2]安  来  高
〃  香 川  正 人 23 早 稲 田 大

捕 手  竹 中   円 25 萩    高
″  米 村  広 志 26 近  畿  大
内 野 O深 田  修 平 27 法  政  大
″  森   昌 三 21 坂 出 商 高
″  渡 辺  秀 -24 法  政  大
〃  山 谷  健 二 22 岡 山 東 商 高
〃  佐 藤  浩 三 22 徳 島 商 高
〃  川 辺 邦 好 23育 英 高
″  藤 丼  大 24村 野 工 高
〃  時 本  勝 己 25 三 田 学 園 高

外 野  友 藤 芳 己 24村 野 工 高
〃  仲   隆 司 24 報 徳 学 園 高
〃  金 蔵  博 久 23 九 州 工 高
〃  浜 片  和 好 25 大  商  大
″  丼 上  美 春 25 市 和 歌 山 商
〃  東   茂 26同 志 社 大
〃  吉 田  隆 行 22 岡 山 東 商 高
〃  勝   順 -28 関 西 学 院 大

丸
関 西 学 院 大
同 志 社 大
平  田  高
比 叡 山 高
鴨 島 商 高
tヒ 蟹 山 高
関  西  大
関  西  大
同 志 社 大
興  南  高
大  谷  高
関  西  大
関 西 学 院 大
同 志 社 大
東  山  高
立  教  大
関 西 学 院 大
立  教  大
慶  応  大
平  安  高
大 分 商 高
松 江 工 高
関  西  大
鳴 門 I高
大  商  大
,去  政  大
同 志 社 大

大
高
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監 督  清 水
投 手  越 前
′/    【登言己
″  山本
″  三善
〃  青木
〃  惣 水
捕手  佐 野
〃  原 田
〃  荒井
内野  吉 田
〃  平
〃 0大 村
〃  古賀
〃  岡 田
″  葉坂
″  柏 原
外 野  明松
〃   /」 本ヽ本
〃   Jヽ本体
〃    」L自雨
〃  中村
〃  山崎
″  日野
″  大 竹
′′     本寸■

― 夫 45 中  央  大
行 男 25 専  修  大
欣 也 25 帝 京 第 五 高
泰 之 23 駒  沢  大
民 康 23 関  西  大
弘 之 2]佐 賀 学 園 高
章 光 2]広  陵  高
靖 文 25 帝 京 第 五 高
貞 夫 24 香  住  高
信 久 23明 治 大
和 幸 27駒 沢 大
俊 彦 25 早 稲 田 大
雅 文  25 専  修  大
博 樹 22 多 久 工 高
義 明 21 山  崎  高
良 -2]育  英  高
伸 晃 20 」ヽ豆 島 高
光 夫 25 早 稲 田 大
晋 哉 24 京 都 産 業 大
貢 24姫 路 商 高

利 博 24 明  治  大
正 人 23 塩 田 工 高
博 行 2]村 野 工 高
高 2]都 島 工 高
茂 20広 島 商 高

宣 英 28 都 島 工 高

大 倉 工
監 督  網 野  久 昭 35
投 手  藤 岡  貞 明 20
〃  矢 野  B寺守 19
〃    言∃カロ  本国りに 20
″  仁科  時成 24
″  二神  嘉 彦 24
〃  本 多  祥 治 24
〃  太 田 高義 29
捕 手  和 田 恵 充 22
″  富原  忠夫 21
〃  中原  正 敏 24
内野   中丼  照 也 24
〃  堀家  正 教 20
〃    7」 こヽコ  囀等

`( 28″  浦 野  健 二 19
″   佐

'台
 克郎 20

〃 ○横 田  幸 -27
外野  鎌 田  康彦 28
″  豊 富   孝 22
〃  一坂  重夫 24
〃  柳 生  益徳 19
〃  安 斎  正 博 26
〃  薦 田 政 治 24
〃  笠 丼  裕 志 18

業
坂 出 商 高
福 岡 第 一 高
丸 亀 商 高
聖 陵 学 園 高
山  陽  高
日 本  大
南 宇 和 高
高  松  高
松 山 商 大
徳 島 工 高
東  '羊  大
里予  本寸  F三
多 度 津 工 高
東  ,羊  大
多 度 津 工 高
観 音 寺 商 高
同 志 社 大

'去
 政  大

大 阪 学 院 大
高 松 ― 高
観 音 寺 商 高
丸 亀 商 高
福 岡 第 一 高
徳 島 商 高

愛 媛相 互銀行
監 督  鵜 籠   亨 33
投 手  岡 宗  久 司 19
〃  田 川  武 光 22
″  大 藪  孝 生 23
〃  入 山   功 24
〃  飯 尾  則 雄 22
〃  片 岡  伸 輔 20

捕 手  豊 田  孝 司 22
″  高 橋   積 24
″  徳 弘   剛 ]9
内 野  堀 本  直 樹 25
〃  大 森  浅 光 25
〃  田 中  啓 司 23
〃  竹 添  雄 二 20
〃 ○細 丼  練 二 26
″  吉 田  雄 二 25
〃  片 岡  デ5夫 25
〃  丼 上  仁 志 2]
〃  谷 脇  俊 成 2]

外 野  広 川  恒 雄 26
″  近 藤  節 也 23
″  彦 坂  英 生 24
〃  村 瀬  俊 二 24
〃  池 田  正 道 25

日鉱 佐 賀 関
監 督  吉 武   勝 36 四 日 市 農 高
投 手  志 摩  輝 夫 25 明  治  大
〃  渡 辺  麿 史 20 日 田 林 工 高
″  藤 沢 /AN也 24ノ ヽ幡 浜 高
″  永 江  健 -29 鹿 児 島 実 高

捕 手  烏 丸  政 文 24 指 宿 商 高
〃  斉 藤  邦 男 24 早 稲 田 大
〃  川 野  勉 20日 杵 商 高
〃  池 部  鉄 雄 29 安 心 院 高
内 野  丼 尾  寿 彦 24 明  治  大
〃  五 十 嵐 健 二 27 立  教  大
〃  村 田  啓 -25 津 久 見 高
″  伏 原   直 23 広  陵  高
〃  松 瀬  芳 樹 25 佐 世 保 工 高
″  小 西  克 善 28 明  治  大
〃  湯 野 清 二 33ノ ヽ代 東 高
〃  橋 本  孝 彦 34 土  庄  高

外 野  木 村   司 25 ノヽ 幡 浜 高
〃  新 納  幸 治 20 佐 伯 鶴 城 高
〃  岩 尾  正 義 22 中 津 工 高
〃  児 玉  秀 文 21 佐 伯 鶴 城 高
〃 〇 鈴 木   香 28 駒  沢  大
″  青 木  正 秀 23 佐 伯 鶴 城 高

新 風 吹 き 込 む 初 陣 12チ
― 若 い 力 で 復 活 ―

第3回 大会を迎えて12の初陣チー
ムが登場する.そのなかから話題の
チームをピックアップ ….

「本当に久しぶりの全国大会出場、その
ふんレ‖気にのまれないよう …」と菌西
(仙台鉄道管理局)、 清水(神戸製鋼)口|
監告はちょっぴり不安ど)ぞかせる。
仙台鉄道管理間は戦前からの名|‖ 1

チーム.1927年に始まった第 l LI都
市対抗に出場。以来、42年の第16回
大会まで12回 の出場を数えている.し
かし戦後は31年の産業対抗に|11たくら
い。昨年チームの若返りを企て、その
芽が伸びはじめたときのい全国大会

Ⅲに
平均年齢20歳の若い力をぶつける.

神戸製鋼も5411の 4SIlf対抗に出て
以来のメーンエベントになる.就任 4

11‖ の清水Hi l lKの きめYIHか く、きびし
い練習の成果がようやぐ火ってきた
しかし清水監督は「甲 r園の風の流
れ、グラウンドの特徴などをよく話して
間かせねば  Jと

'1心
な指導を続け

ながら「地7LJの意地を見せつけようと

する,そろって都市対抗場に“あと
ついのところで,立かされ続けてきたチー
ム.その発奮の見せどころを、この大
会に求めてやってくる
イi:友 金属鹿島は‖1111 l llに 野球

nf・ を誕′Lさ せたばかりのⅢ新しい顔 で̈
ある 小|‖ 、大木のパソテリーをはじめ、
人‖|、 4`築 lJ内 野 F、 広ll・ 、鈴木両タト
野 Fとかつて利1歌 山製鉄所で活躍し
た選手が、新チームの要になっている.

「チームづくりに彼らの協力を頼んだ
のです.退 部していた者もtヽ て、な
まっていた体を元に戻すのに1年か
かったlll定 ですね」と伴野監督。今
夏の都1lf対 抗 予選で退くと、1人に 1

時間ものノンクを課すきつ一い練習を
重ねてきた。「この夏場の練習で力が
ついたと思います。でも応用問題はま
だまだこなせませんが、みんな真泊i目
で一生懸命やりますよJと伴野監督は
自チームの成長度をしっかり感じとって
いる。この大会で飛躍へのきっかけを
つかむことだろう。
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優勝=住友金属 (初優勝)
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本格派新人 森 (駒大出)を擁 した住友金属が実力伯仲の“戦国大
会"を制 した。大きく割れるカーブを主武器に、速球を交えた力
投は、優勝投手にふさわしかった。 4連投は若さの勝利でもあっ
た。ベテラン捕手中村の好リード、西村、中村、中原、三好の中
軸打者の活躍も森をバ ソヽクアップした。中でも新人 西村 (和歌山
伊都高出)は 17打数 8安打、4割 7分 1厘の高打率を残し、リー
ドオフマンとしてチームを引っ張った。惜敗した電電四国は、破
壊力には乏しかったが、粘り強い試合運びは印象深かった。
ベス ト4に近畿勢が 3チ ーム。さながら地元大会の様相を呈し、

終盤、大会は盛り上がった。都市対抗優勝の神戸製鋼はさすがに
したたかだった。登記、山本の両投手、俊足好打の小林貢を一番
に、吉田、小林晋、葉坂、大村らが持てる力を発揮した。近畿の
第五代表、松下電器、鐘淵化学のほか九州産交、電電信越の活躍
も特筆出来る。
惜しかったのは北海道拓殖銀行。投打のバランスがよくとれ、

住友金属とがっぷり四つの試合をしたが、エース 千藤が打球を
受けて退場するアクシデントに見舞われて、 2回戦で退いた。
関東勢は不振だった。都市対抗 4強の電電東京が、 1回戦に勝
っただけで、富士重工業、鷺宮製作所とも初戦敗退、 4年間の関

〉委員長=山本英一郎〉副委員長=小西正一、郷司裕〉委員=高橋良夫、三輪武、中西明、三宅享次、小林加寿男、元橋一登、達摩
省一、戸田直佑、相沢孝行、清沢忠彦、原田謹爾、片岡成夫、日野賢導、上杉正、武村政雄、津田進、枢秀夫、岸野金治、広沢渉、木嶋一
晃、松尾進、森武雄、藤尾泰二、岡本好二、鈴木康夫

電 電 東 海 (東海 Jヒ陸)
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住 友 金 属 2-一

電 電 四 国 1-―

住友金属

東勢の トータルが 3勝 9敗 、まだベス ト8入 りすらない。
21試合中、10試合が 1点差と“戦国大会"に ふさわしい好試合の

連続で、九州産交―鷺宮製作所戦の大会新記録となる19回の死闘、
門司鉄道管理局 直村の劇的なサヨナラ本塁打 (14回)な ど多くの
ドラマも生まれた。
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▽10月 23日
1試含=1回戦(午後 9時59分開始)

レ審 判 (球審 )三 宅 (塁審 )元橋 、 津 田 、藤 尾

【蚤  言己
山  本

>本塁 打 =古 賀 1号② (三 浦 )東 野 1号 (登記 )>=
塁 打 =山 本 (富 )葉坂 、小 林 貢 、 三 浦 >犠打 =富 1

(茂木 )神 3(中村 、吉 田 、大 村 )>盗 塁 =冨 1(東 野 )

神 3(小林 貢 、 中 村 、 吉 田 )>失 策 =神 1(小 林 貢 )

>試合 時 間 =2B寺 間 3分

2試含=1回戦(午後 0時29分開始
北海道拓殖銀行 001 004
三井造船玉野 000 000
>審 判 (球審 )中 西 (塁 審 )三輪 、 松 尾 、 広 沢

262 0 5 2

高  橋
>二 塁 打 =竹 内 、 梅 田 >犠打 =拓 2(金谷 、 山 口 )

三 2(藤原 伸 、 高 橋 )>盗 塁 =拓 2(小島 、 高 岡 )>
矢 策 =拓 1(船木 )三 4(尾崎 2、 藤 原 健 、 高 橋 )>
試 合 時 間 =2時 F866分

拓 銀 山 口 、快 挙 を 逃 す
○…三井造船最後の打者 荒牧を中飛に仕留めて
2安打完封勝ちした拓銀 口J国 投手は、「惜しかった
ですねJとノーヒットノーランを逃したことを悔しがった。
六回まで無安打、もちろん狙っていた。「一昨年も1安
オlで逃しているので、やってみたかった。でも完封でき
たのでいいですよ」と自分をなぐさめた。しかし「直球
が高めに浮いて四球2は tヽすません。向こうが悪い球
に手を出してくれて助かった」と、自分の評価は辛かっ
た。

第 3試合=1回戦(午後 3時 2

)審判 (球富)高 橋 (塁審)戸 田 片岡、岡本 (外審)広沢、松尾

犠 併 残
34107 5 5     0  0  4 294 0 9 2

▽10月 24日
1試含=1回戦(午前 9時40分開始)

)審半J(球審)小林 (塁審)原田、三宅、相沢

児  玉 高 根 沢

>三 塁 打 =弓 場 、 岩 崎 >二塁 打 =矢 治 >犠打 =東
1(高根 沢 )>盗 塁 =新 2(板東 、 弓 場 )>矢 策 =東
1(下 町 )>試 合 時 FB5=2時 間 28分

電 電 東 京・矢 治 、サ ヨナ ラ ニ 塁 打
○ 電電東京は延長十一回二死から安藤が左前打して
チャンスを切り開いた。電電にとってこれはわずか4本 目の
安|]。 新日鉄光の児玉投手に全く抑え込まれていたが、ここ
でトソプの矢治は左中間を破る殊勲の二塁打を放ち、いいス
タートを切っていた安藤は一気に生還、サヨナラのホームを踏
んだ。
力のこもった投手戦。電電の高根沢は進境著しtヽ者手投
手で、下手からスピードに変化をつけた直、曲球で内、外角を
ゆさぶり、打たせてとる安定した投球を続けた。
光の児玉投手|メ ピードあるストレートでぐいぐい押し、高根

沢に一歩も譲らなかったが、126球日、つtヽ こ力尽きた。

2試含=1回戦(午後 0時20分開始)

電 電 信 越 00000000
三菱自動車京都 000 000 00
>審半J(球審)上杉 (塁審)枢、森、岡本

佐 藤 公 枝
,兵  田

>二塁 打 =篠 原 、石 賀 >犠打 =信 3(西条 、佐 藤 治 、
湖 □ )>盗 塁 =三 1(星 野 )>矢 策 =信 ](佐藤 公 )

三 2(森谷 2)>試 合 時 間 =2時 間 11分

第 3試含〓1回戦(午後 2時55分開始
新 日鉄釜石 010
門司鉄道管理局 100
>審判 (球審)木嶋 (塁審)戸田、日野、松尾 (外審)岡 本、森

犠 併 残
2  1  8 438 3 146

>本塁 打 =直 村 1号 (田 中 )>犠 打 =新 4(小林 、渋 谷
2、 藤 原 満 )門 2(坂原 、吉 田 )>盗 塁 =新 2(佐藤 幸 、早
瀬 )F]3(馬 場 、直 村 、川 崎 )>失 策 =門 4(坂 原 2、 伊
藤 、 吉 田 )>暴 投 =山 下 >試合 時 P85=3時 間 43分

▽10月25日
1試含=2回戦(午前 9時25分開始)

)審 半」(球審 )中 西 (塁 審 )武村 、 広 沢 、 原 田

>本塁 打 =田 中 ]号③ (野口 )>三 塁 打 =佐 藤 2)
二 塁 打 =豊 国 、 樋 江 井 、 佐 藤 、 神 崎 、 新 崎 >犠打
=三 3(豊国 、小 林 、大 塚 )>盗 塁 =丸 2(福 永 2)三
1(豊 国 )>矢 策 =丸 2(福永 2)三 2(田中 2)>暴
投 =新 >試合 時 FB5=2時 間 19分
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>本塁 打 =丼 上新 1号② (小 笠 原 敬 )坂 東 ]号③
(及川 )>二塁打 =中野、 山 口 >犠打 =産 3(来海 、
江 □、西 谷 )>盗 塁 =岩 2(高橋 昭 、千 田伸 )>試
合日寺Fo3=2日寺雇529う)

現役最後の大会だった。だから悔いの残らないよう
にと、とにかく思い切リバットを振った。もっとも力
みまくって、打撃はいまひとつだったが。
最も日1象深いのはやはり住友金属との優勝戦c成績
については満足しているが、一つだけ悔いの残ること
がある。同点の十回の守備で、無死二塁になり、選手
たちが集まった時、一塁手の菊池さんが「次の打者を
歩かせて一、二塁にしてからバントさせて二塁封殺し
ようJと 提案 したが、結局次打者に送リバントをさせ
た。それを投手の小原の暴投で決勝点を許 した。もし、
菊池さんの言うようにしていれば、三塁はタッチプレ
ーじゃないから野選を避けられたかもしれない。それ
が頭にあるから、昨年、監督になってからは延長戦や
1点差のそういう場面は必ず塁を埋めるようにしてい
る。
接戦ばかりだったが、粘り強いプレーで勝ち進んだ、
あんなチームを作りたいと努力している。いつか優勝
してあのチームを超えたいと思っている。



第4回大会 大会言己録

第2試合=2回戦(午後 0時 9分開始)

業ごl♂無謹::: ::: :::|:
レ審判(球審)三宅 (塁審)木嶋、片岡、相沢

>二塁打 =松尾 、浜 田 >犠打 =本 1(羅本 )>盗塁 =松2
(平谷 2)>失 策 =本 1(内川 )>試合時 間 =2時 間29分

>審 判 (球審 )達摩 (塁審 )三輪 、 清 沢 、 枢
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>三 塁 打 ■人 村 、古 瀬 、湯 之 戸 >二 塁 打 =葉 坂 、中
村 、古 賀 >犠打 =神 3(小林 貢 、中 村 、大 村 )電 ](安
藤 )>盗 塁 =神 4(小林 貢 、小 林 晋 、大 村 、荒 丼 )電 1

(伏見 )>捕 逸 =古 瀬 >試合 時 間 =2時 間 15分

神 鋼 の 大 村 、大 当 た り
○…神戸製鋼の大村は初回、走者を一、1塁にお
いて左中間を深々と破る三塁打.三回にも1打点を
加え3打数 2安打 3打点と大活躍1主将にふさわし
tヽすん引車となってチームに勝ちをもたらした。
「都市対抗に優勝したあとカナダ遠征、疲れも加わっ
て打線は僕を含めて湿りっ放し。 予選でも投手におん
ぶしてばっかりでした。それが甲子園にきてからようや
くli向いてきました。一回に3点とってベンチにも・これ
ならやヽする"というムードがぐっと盛りLがり、都市対抗の
時のような投オ「のまとまりが出てきましたJ

▽10月26日

北海道拓殖銀行 000 000
住 友 金 属 000000
>審判(球審)高橋 (塁審)戸田、岸野、藤尾
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>犠打 =住3(清水 、古 吟 、飯島 )>盗塁 =住 1(中 村 )>失
策 =拓1(柴 田 )>捕逸 =中村 >試合 時間 =2時 PB543分

3試含〓2

1試含=2 )

〔２
回
戦
〕
九
州
産
交
―
鷲
宮
製
作
所
　
延
長
十
九
回
表
、
九
州

産
交
無
死
一、
三
塁
、
上
田
が
決
勝
ス
ク
イ
ズ
を
決
め
る
。

犠 併 残

=2回戦(午後 0第 2試含=2回戦(午後0時32分開始)

九 州 産 交 01000000000000000012
鷺 富製作所 00001000000000000001
レ審判 (球審)鈴木 (塁審)武村、森、松尾
【九州 産交 】打安 点振 球  【鷺宮 製作 】打 安点 振球
④  田  代 84000 ④  市  川 82000
()    本木   7 1 0 1 0  ()  栞斤  ヲ∈ 7 3 0 1 0
⑦  来  海 72001 ③  松  下 52000
③   ナキ」ヒ楽斤 6 2 0 0 1   R  )K  本寸 0 0 0 0 0
⑨  江  口 30001 3 手  塚 30000
9 上  田 41]10 ③  梅  原 81030
③  中  野 20020 ②  谷  口 52013
H3有  村 60010 ⑦  渡  辺 72010
⑤ 坂  東 71000 ⑤  高  橋 71101
0D  P5  燿彗 6 1 0 0 1  ()  Fi  3匿  5 1 0 0 0
②  松  村 5]100 H 吉  田 10000
2 渡 辺 00000 6 中  本 10000

①  三  谷 60000
犠 併 残

4  3 10 61132 5 4     3  2 ]2 63141 6 4
回 安振 球 責

三  谷  1913542
>三 塁 打 =田 代 >二 塁 打 =松 村 、高 橋 >犠 打 =九
4(林、丼 上 新 、松 村 2)鷺 3(新美 、渡 辺 、三 谷 )>盗
塁 =九 1(井上 新 )鷺 3(市川 2、 渡 辺 )>失 策 =鷺
4(市川 、古 葉 2、 三 谷 )>試 合 時 間 =4時 間 9分

ナ ガ ー イ 新 記 録
○…九州産交と鷺宮製作所が4時 間9分をかけ
て、延長19回 を戦い“ナガーイ"大会新記録をつくった。
両チームの投手は完投して、門倉(九州産交)は248
球、三谷(鷺宮製作所)は222球も投げた。長い戦いを
終えたあと産交 西日、鷺宮 有本両監督は「投手が本
当によく投げた」と口をそろえながら明暗の区別なくいお
疲れ"の表情。

第 3試合=2回 戦 (午後 5時 5分開始)

電 電 東 京 0000000000
電 電 四 国 00002000X2
レ審判 (球審)小林 (塁審)枢 、清沢、津田
【電電東京】打安点振球 【電電四国】打安点振球
③ 矢 ,台 3001l ③ 玉 丼 31101
③  掛  川 41000 ④  景  浦 41020
④  原  科 40030 ⑨  福  谷 40020
③  大  島 31001 ③  松  岡 30011
⑦  青  木 31000 ②  幸  田 21001R7鈴  木 10010 ⑥  高  橋 41000
⑤  橋  爪 31010 ⑤  鎌  ± 32010
⑥  下  町 30000 0 /Jヽ  原 21010
②  安  藤 30000 ②  藤  本 31100
①  森  10010

>三 塁 打 =藤 本 >二 塁 打 =幸 田 >犠 打 =四 2(幸
田 、 小 原 )>盗 塁 =東 2(矢治 、 鈴 木 )四 1(高 橋 )
>捕逸 =藤 本 >試合 時 間 =lB寺 間 53分

▽10月27日
第 1試含=2回戦(午後9時27分開始)

電 電 信 越 0000100000023
新 日鉄室蘭 1000000000001
レ審判 (球審)上杉 (塁審)達摩、日野、森

浜  B雨
>二 塁 打 =望 月 >犠 打 =信 4(望 月 2、 篠 原 、 佐
藤 /AN)室 3(前原 、荒 野 、浜 師 )>盗 塁 =信 1(湖 口 )
室 3(古池 2、 前 原 )>失 策 =室 1(朝 倉 )>ボ ー ク
=佐 藤 公 >試合 時 間 =3時 間 6分
信 越 の 望 月 、決 勝 二 塁 打
○…新日鉄室蘭は初回、荒野の大きな中犠飛で楽
々と先制した。先取点を得た室蘭の左腕 浜師は威
力のある速球と、大きなカーブで力投したが、電電信越
は五回、湖llがバントを折りながらも左前安打、バントで
1進のあと、大石の■ゴロを野手が一塁へ低投、湖口
が還った.

「 二回、信越は一死一、二塁.望 月が0-2後の
好球を左中間を深々と破る l塁打を放って2者を迎
えた。浜師は12三振を奪うブJ投だったが、カウントを整
えようとした好球を望月にFElい オ「たれた。

第 2試合 =2回 戦 (午後 0時54分開始 )

翼司喜f青き亀曇♀:: ♀:: ::ll:
卜審 判 (球審 )鈴木 (塁審 )武村 、 広 沢 、 原 田

中  島 田  中
>二 塁 打 =長 嶋 >犠 打 =門 ](吉田 )鐘 4(土丼 、
三 瀬 2、 田 中 )>盗 塁 =門 1(樋尾 )鐘 2(土丼 、 中
村 )>試 合 時 間 =]時 間 59分
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社鉄 孵 F相 手緻 会 20年史ヽ

第3試含=準々決勝(午後 3時1

尋讐襲鏑:♀ :::♀ ::ll:
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)審判 (球審)小 林 (塁審)枢 、岸野 岡本(外審)広沢 原田

伊  藤
回 安振 球 貢

登  記  9 4801
>本 塁 打 =大 村 1号 (伊藤 )>犠 打 =三 1(横丼 )神
](吉 田 )>盗 塁 =神 3(小林 貢 、 小 林 晋 、登 記 )>
失 策 =三 1(幡野 )>試 合 時 間 =2時 F8010分

>審 判 (球 審 )中 西 (塁 審 )小林 、三 輪 、森

犠 併 残
5 1 7 3112742

>本 塁 打 =川 上 1号② (P]倉)>二 塁 打 =林 、 森 >
犠 打 =産 1(丼 上 新 )住 5(清水 、川 上 、中 村 、三 好 、
古 吟 )>盗 塁 =産 1(丼上 新 )住 2(清水 、 中 原 )>
失 策 =産 4(田代 、 井 上 新 、 松 村 2)住 2(中村 、
中 原 )>試 合 時 間 =2時 間 ]7分

>審 判 (球 審 )高 橋 (塁 審 )鈴木  上 杉 、 岸 野

【電電 信越 】打安 点振 球  躍 電 四国 】打 安点 振球
⑨ 田 中 20001③ 玉 丼 41310
H 柴 山 10000 ④ 景  浦 41000
⑤  西  条 30000 0 福  谷 41100
③  篠  原 40000 0 松  岡 30010
③ 佐 藤

'台

3]100 0幸 田 30000
⑦  石  賀 30000 ⑥  高  橋 30000
④  湖  回 31000 0 鎌  ± 31000
⑥  望  月 20010 1 /」  ヽ 綿 10010
② 大 石 20000 H 菊

'也
哲 11・ 000

冒頭廻:8888早 水目♀g8♀ 8
① 佐藤公 20000 ② 藤 本 2000]

回 安 振 球 貢
刀  ヽ 綿  6 2]11
小  原  3 0000

>二塁 打 =玉 丼 、福 谷 、 景 浦 >犠 打 =信 2(西条 、
望 月 )>盗 塁 =信 ](湖 口 )>試 合 B寺間 =1時 間 53
分
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▽10月 28日
第 1試含=準々決勝(午前 9時26分開始)

第2試合=準々決勝絆率知時10分開始)

第 3試合=準々決勝
“

42時 29分開始)
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卜審判 (球審 )三宅 (塁審 )達摩 、 戸 田 、 木 嶋

田  中 福  間
>二塁 打 =堀 江 >犠打 =鐘 2(米田 、田 中 )松 2(堀
江 、 石 井 )>盗 塁 =松 1(平 谷 )>試 合 時 間 =2時
間 ]分

最 高 の 出 来 だ っ た が
○ 「̈わずか2安打しか打てない相手に負けるんですか
らねえ。でも負ける時はこんなものですJ好投むなしく敗れ去
った鐘淵化学の円中投手はぶ然とした表情:近畿予選で
本塁オlされた松 ド電器 |:¬ 、鍛治合を徹底してマーク、3
オl席ともブヽL退させ「今季il高のビッチング」(大河監督)だっ
たが人|■、平谷に適時オlさ れ取返しのつかない1点を失っ
た。「真ん中llt Hに 人ってしまったJと III中  「満11の チャン
ス(μЧ同)さえ何とかしてくオtて いたら  」と最後まであきらめ
きオ1ない||´ ζヾりだった,

▽10月 29日
1試含=準決勝(午前 9時58分開始)

>審 判 (球審 )鈴木 (塁審 )上杉 、 木 嶋 、 武 杓
【住 友金 属 】打 安点 振球  【神 戸 製鋼 】打安 点振 球
③   Z日   本寸 4 3 0 0 0   ③   /JttF量  4 1 0 0 0
④   '青  オく 1 0 0 0 1  ③  山  山奇 4 2 0 0 0
⑦  り 上 30010 ④  吉  田 32001
H 小  り‖ 10000 ⑦  71ヽ 林 晋 40010
7 中  林 00000 ⑥  葉  坂 40010
②   目日  本寸 4 2 2 0 0   ③   フ(  本寸 4 1 0 0 0
③  中  原 40010 ②  荒  丼 40000
⑨  三  好 40000 ⑤  古  賀 20020
①  森  41010 H 中 村 10000
⑤  古  吟 00001 5 三  木 11000
H高 多 10010① 山 本 31010
5  本公  陽罠 2 2 0 0 0   1   1登   言己 0 0 0 0 0
⑥  飯  島 20010 H 柏  原 10000
犠 併 残 犠 併 残
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4  0  7 308 2 5 2     0  0  9 358 0 5 1
回 安振 球 貢
9 8510

回 安 振球 貢
山  本 7%6412
【登  言己 12/3 2 ] 1 0

>二 塁 打 =森 >犠打 =住 4(清水 2、 飯 島 2)>盗
塁 =神 ](小 林 貢 )>失 策 =住 ](り 上 )>試 合 時 間
=2時 間 32分

住金・中村、決勝打
住友金属 森、神戸製鋼 山本両投手の投げ
合いとなった。森はカーブ、山本は速球を武
器に自熱した展開になったが、住金が先手を
取った。
六回、西村が二遊問突破安打し、清水のバ
ントで■進。二死後、中村が遊撃後方、左前
にポトリと落ちる幸運な安打を放ち、西村が
先制のホームイン。住金は人回にも先頭 松
隈の安打を足場に二死満塁と攻め、神鋼二番
手の登記からまたも中村が三遊間安打を放っ
て西村を迎え入れ、貴重な追加点を挙げた。
前半は神鋼ペース。三回二死満塁と攻めた
て、五回は二死後、山崎が右前打、吉田との
エンド ランが成功して一、三塁としながら
四番 4ヽ林晋がいずれも一ゴロに倒れた。
均衡を破ってからの森はすっかり立ち直っ
た。六、七回を簡単に三者凡退に打ちとるな
ど危なげない投球だった。それにしても前半、
押しに押しながら、ここ一番で一発に欠けた
神鋼は不運だった。

41

Ｏ

Ｘ

０

０

０

０
器
国

電
四

下
電

松
電

第 2試含=準決勝(午後 0時58分開始)

>審半J(球審)三宅(塁審)中西、津田、権
:松下 電器 】 打安 点振球  【電電 四国 】打 安点 振球
⑦  浜  田 42010 ③  玉  丼 31200
④  坂  口 41000 ④  景  浦 40020
⑥  山  口 41000 ⑨  福  谷 40020
③  鍛 ,台舎 40000 ③  松  岡 21002
②  木  原 41000 ⑦  幸  田 10001
⑨ 堀 江 31000⑥ 高 橋 31000
③  磯  本 20000 ⑤  鎌  ± 20000
① 長 谷部 20010 ①  /」  ヽ 原 31020
]福  間 10000 ②  藤  本 10002
⑤  平  谷 30000
犠 併 残
1 0 5316020

>二塁 打 =山 口 、浜 田 >犠打 =松 ](磯本 )四 3(玉
丼 、幸 日 、鎌 土 )>盗 塁 =松 1(浜田 )四 3(幸 田 、高
橋 、藤 本 )>失 策 =松 1(鍛 治 舎 )>試 合 時 間 =1時
間 47分

電電、五回、長谷部を攻略
電電四国は小原が松 ド電器に二塁を踏ませ
ない好投を見せ、五回、玉井の遊撃強襲打が
不規則安打になる幸運に恵まれて、優勝戦進
出を遂げたゥ
電電は松 ド 長谷部を攻めたが、二日、松
岡の左前打とバントでつかんだ無死一、11旱
にサインの違いからか、 ■累/t者 が飛び出し
て刺される拙攻.二国も ^死二畢で藤本が捕
手のけん制に刺されるなど、拙い攻めが続い
た.五回は左前打の高橋とレЧ球の藤本をバン
トや盗早で進め、二死二、二畢の好機。この
あと玉井の遊ゴロが不規則安打となって遊撃
手の股間を抜け、外野に転がる間に2人がホ
ームを駆け抜けた。
電電の小原はカーブ、シュートを武器に好
投.松下は6安打を放って再二得点圏に走者
を出したが、後続なく敗れた。特に四、五回
の一死二塁、六国の無死二塁などの場面で、
小原が速球やシュートを使って後続を断ち、
三塁を踏ませなかったのは見事だった。

気負いもなくひょうひょう
一一― 電電四国の小原

○…電電四国の小原投手は松下電器の最後
の打者木原を遊撃フライに打ちとり、マウン
ドを降りると、帽子をとって藤本捕手に手を
さしのべ、がっちり無言の握手。全国大会で
は初の優勝戦進出を決めた快投の 11は、さぞ
うれしかろうという予想に反し、開ロー番「い
や疲れましたわ。変化球を投げすぎて、手が
しびれてしまい、握力がなくなってしまっ
た」。この日は「変化球でかわしていこう」と
いう作戦だったそうで、シュート、スライダ
ーを多投。これが低めに決まり、松下打線に
ついに連打を許さなかった。
「六回、先頭打者にカーブを二塁打された
ときが一番苦しかった。次の打者の痛烈な当
たりをライトがとってくれてから“いける"と

思った」そうだ。小原投手は「明日は最後やけ
ん、ほおります。自信 ?投げてみんとわから
んねえ。波があるほうやけん」。気負うでも
なく、投球と同じようにひょうひょうとして
いた。
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▽10月 30日
1

回 安振 球 責
原  9 4202 回 安 振球 責105821

>二塁 打 =中 原 >犠打 =四 1(小 原 )住 2(清水 、三
好 )>盗 塁 =四 3(景 浦 、菊 池 哲 、鎌 土 )住 1(西 村 )>矢 策 =四 1(小 原 )>暴 投 =森 、小 原 >試 合 時 間=2時 間 5分

住金、粘りの栄冠、
史上初の延長決戦

暴投で追いつかれ
た住友金属が、暴投で
決勝点を挙げたが、4
試合を一人で投げきっ
た森を中心とする粘り
の優勝といえる。
住金は一同、先頭の
西村が中前打。一死後。
西村は二盗し、川上の
遊ゴロ野選と中村の一
塁頭上に高くはねあが
る内野安打で先制のホ
ームイン。住金の森は
鋭いカーブを要所で決
めて力投した。
電電四国の小原もリ

キまず森と投げ合った。
住金が 1点を守りに入
ったから、小原の緩急
巧みな配球は思うツボ。
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>審判(球審)鈴木 (塁審)中西、三宅、高橋

住金はタイミングが合わず、凡退を繰り返した。
電電は九回二死、幸田、高橋が連打して一、二塁と反撃。あと一人と

硬くなった森が鎌土に投げた2球 目が暴投となって同点、延長に入った。
住金は十回無死で中原が二塁線を破る二畢打、二好の投前バントが

野選を誘って一、二塁。森への初球が外角高く外れ、暴投となって住
金が勝った。

監 督 談 話
住友金属 。松永怜―監督 大黒柱の森の入社、新人 西村を一番

に起用したことも勝因のひとつだが、日ごろの練習が実を結んだと思う。
電電四国 。武田喬之監督 無失策できていたのに、立ち上がりに乱

れが出て…。選手は硬くなっていた。最後まであきらめずに戦ったが、
それ以上に住金が粘り強かった。

旗
せ
　
の
ち

4連投。それでもまだ投げる力をあましていた。その森に、駒大の先輩 幸田
が右前へはじく。高橋も中前打だ。二死一、二塁のピンチでも住金ベンチは
まだ静まり返っていた。硬きのほぐれた電電から1点しか奪えず、一死満塁の
好機に併殺でつぶしたシーンが「気になって、試合中ずっとナインに悪影響を
与えた」と松永監督c反対に二塁側電電ベンチは全員が立ち上がっていた。
打者鎌土の2球 日、森の投球は意外にも外角ヘバウンドする暴投となった。

「勝ち急いで、切れのよいシュートを投げようとして肩の力が入った」と116投 目
の失投を悔いる森。内角シュートを指示していた中村は、意表を突く外角のシ
ョートバウンドにミットを当てることも出来なかった。そして幸田が同点のホームを
踏んだ。
それでもダイヤモンド旗は揺れもしなかった。振り出しに戻っただけだ。十回
裏、今度は住金の中原が左翼線二塁打した。一回、中原が放った投前安
打以来、実に27打席目に電電・小原が許したこの日4本目の安打だった。
住金はすかさずバントで送る。これが小原の野選を誘って無死一、二畢。打
席に森が立った。
その第 1球、小原はウエストボールを藤本のミントが追った。その一瞬、投
球はミットをかすめてパックネソトヘ…。
ちらりと二畢走者に日をやった藤本が、投球に視線を戻したとき「マスクの陰
になった」のだ。あっけない幕切れ。代走に出ていた宇山が歓喜のホームを踏
んだ。このとき初めて住金ベンチがどっと沸いた。胴上げ、握手、歓声。あ
っけにとられて立ちつくす電電ナイン。ふたつのハプニングが優勝戦の終盤を
駆け抜けた。
好リードのベテラン捕手 中村の肩の衰えを突いて走り回り、二回がら森を攻
めまくった電電。一回、若い捕手藤本の送球の舌しれを見逃さず、西村に二
盗させて、電電内野陣をかきまわした住金。輝かしいダイヤモンドというより、
地味ないぶし銀の旗でも争うように、コツコッと堅実に争った優勝戦は、土壇
場の乱れから一気に劇的なドラマヘと転換した。
「努力で住金に負けぬ。これまで無失策できたのも練習の成果」と試合前、
胸の内を語った電電の武田監督。「今の社会人野球は力の差がない。基本
をしっかりやって都市対抗以後も練習を減らさなかった」と住金・松永監督。
わずかに好投手森を持つ住金が上回ったが、両チームの努力の跡には優劣

住友金属 松永 怜―監督
これまで 3試合に勝ったあとも、表情を和

らげなかった。やっと笑顔を見せたのはナイ
ンにかつぎあげられ、秋空に大きくはねたとき
だった。

初回に先取点を取ったが、 死́満緊に強攻して 1点どまり。「強
攻せぎるを得ない場面だったが、結果的には失敗した。せめて 3
点取っていれば楽にいけるところだった。しかし暴投のあと、また暴
投で決勝点。信じられないことが優勝戦になると出てくるものです
ね」。勝っても手放しで喜ばないないのはいつもと同じである。
法大で円淵、山本、富円の第二期黄金時代を築いたあと、1971

年から住友金属へ。社会人監督となって 7年 日で初の日本チャ
ンピオンだった。
基本に忠実なプレー、考えるプレーをやかましく説く。練習では「決

して妥協しない厳しさ」(中村 ti将 )で選手を鍛えている。「森という
好投手に恵まれたことと、先頭打者として4試合
とも塁に出た新人・西村が大きかった」。
11月 10日 からニカラグアで開かれるインタコン

チネンタル カップ大会に全日本チームを率いて
出場する。
住友金属和歌山製鉄所厚生課参事、法大出、

46歳。
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◆住金社員一九、Vに酔う◆
優勝した住友金属の中村裕二 li将 が、ダイヤモンド旗を一畢倶1
スタンドヘ向かって高々と差し上げた。スタンドを埋めた2,000
の住金応援団はウワーとかん声、一人残らず立ち上がって拍手、
拍手、拍手。日向方斉会長も、ベテラン社員も、16歳の研修生も。
日曜の夕ぐれの甲子園、第 4回大会の閉会式で住友金属はグラ

ウンドの選手とスタンドの社員が一体となって“勝利"を うたい上
げた。
この日は日曜日。「いくら住友とはいえ、若い層などでは企業

意識が希薄になっているし、予想外の優勝戦進出やし、果たして
どのくらい動員ができるか…」と応援の裏方さんのヤキモキも試
合開始前にふっとんだ。ゲーム開始の午後2時には社員たちが一
塁側のスタンドを埋め、ネット裏にまではみ出した。約2,000人 。
応援席中央には住金和歌山製鉄所研修生が40人。佐賀県の有明

中出身で寮生活を送っている原崎和秀君(18)は「寮を出発する時、
精一杯応援 してこいと言われました。絶対勝ってほしい」と応援
の拍手で手のひらは真っ赤、最後は声もかすれていた。
「野球は最後までわかりませんね。暴投で同点にされたと思っ
たら、十日に暴投でサヨナラ。この浮き沈み、企業も仕事も同じ
ことだ、と今度社員討1示で披露 します」と初代野球団長の日向会
長も目を細めて、初優勝を喜んだ。
一方、二塁側の電電四国の応援団は、松山市からの遠来組のほ

か、準決勝から“助っ人"に はせ参じた地元の電電近畿の応援団や
「住金強し」の ド馬評を見た判官びいきの地元野球ファン約500人。
にわか混成部隊の応援だったが“団結"住金とは一味違う迫力で選
手を励ました。

糠|141藤1大1会1義■彰 選 手
◇最高殊勲選手賞 森繁和投手 (住友金属)何 よりも優勝出来
たことが最高の喜び。きょうは調子はよくなかったが、僕なりに
よくしようと努力しました。 4連投 ?勝ち進んでくるとこうなる
ことは覚悟していました。
◇敢闘賞 小原慶司投手 (電電四国)よ うここまで残れました。

十回の暴投は不運でした。全国大会で賞をもらうのは初めてです。
◇優秀選手
【投手】森繁和(住友金属)小原慶司(電電四国)福間納(松下電器)

登記欣也(神戸製鋼)佐藤公弘(電電信越)門倉和博(九州産交)

【捕手】木原弘人(松下電器)中村裕二(住友金属)【―塁手】大村雅
文(神戸製鋼)【二塁手】吉田和幸(神戸製鋼)湖ロー幸(電電信越)

田代文博(九州産交)【三塁手】平谷拓(松下電器)鎌土隆志(電電
四国)【遊撃手】葉坂良一(神戸製鋼)飯島淳(住友金属)【外野
手】西村博己(住友金属)玉井隆彦(電電四国)堀江隆樹、浜田雄次
(以上松下電器)小林貢(神戸製鋼)井上新一(九州産交)

峠　蜘

野 球 で 世 に 新 風 をノ
1972、 73年の頃、日本の経済構造も戦後の修

復を終えて転換期を迎えていた。産業野球界も
当然、その影響を受けて炭鉱、国鉄、紡績等、か
つては華やかに活動していた部門に大きなかげ
りが見えてきた。
現在の日本選手権大会の前身、産業別対抗

野球大会は51年 1こスタート、会場は東京の後楽園
球場を使用してきた。しかし前述の理由で産業
界の盛衰とともに野球界の地盤変化をもたらした。
同時に一方で夏の都市対抗野球が企業対抗の
色彩を強めてきて、産業別対抗への力入れが弱
まってきたのはやむを得ないことだった。
時の社会人野球協会会長は東京ガスの本田

弘敏氏であり、副会長を佐伯達夫氏が努められ
ていた。この 2人の先輩に、私は次のように進
言したのを今でも覚えている。
社会人連盟が49年に発足する前は、関東と関

西の両実業団連盟が全国の社会人野球をリード
してきた。しかも東京と大阪は日本経済の中核を
成してきた。東京で都市対抗が今日まで成熟し
てきたのに対抗して、大阪にもう一つの社会人大
会があってもよいのではないでしょうか、と。
また時機到来というのか、産業別対抗が往時

の勢いを失ったのでこれを発展的に解消して、都

市対抗に対し単一チームによる日本選手権を大
阪に新設してはいかがでしょうか、と。
佐伯さんが力強く「よっしゃ、やろう」と言われた

のが、ちょうど今から20年前だった。
甲子園球場で産声をあげたこの大会も、次の

大阪球場を経て、現在のグリーンスタジアム神戸
に移ったのは、4年前になる。神戸市が新球場
を11る 時に、何かふさわしいイベントはないかと
言ったのが、時の市長、宮崎さんと助役の笹山さ
ん(現市長)だった。
1988年、ソウルオリンピックの年であり、出場 4

か国を招いてオリンピックの前哨戦を行った。そ
して続いてわが日本選手権大会の移転と大学
選手権大会の計画を話し合ったのが、ついこの
間のような気がする。
緑に包まれた美しい球場で日本選手権も回

を重ねて、第20回大会を迎えた。ダイヤモンド旗
と佐伯杯も、歴史の輝きに一段と重みを増してき
た。近畿連盟と神戸市のご尽力で、全国の各
チームが都市対抗とともに日本選手権にかける
意気込みをひしひしと感じられるのは、誠に慶ば
しいことである。時あたかも変革と不況の嵐が吹
き荒れる今こそ、野球で世に新風を起こそうでは
ありませんか。



第4回大会 地区大会成績
(太宇チーム本大会出場チーム)

9月 22日 から 4日間    札幌市営円山球場

北海道拓 4

札幌フライヤーズ
函館太洋倶楽部
王子製紙苫小牧
札幌トヨペット
航空自衛隊稚内
大昭和製紙北海道
新 日鉄 室 蘭
小樽野球協会
日産サニー札幌
札幌鉄道管理局
旭川鉄道管理局
電 電北 海 道

◇青森▽一回戦 きものセンターク8-1
オール青森、三菱製紙八戸 4-2自衛隊青森
▽敗者復活戦 オール青森 6-0自衛隊青森
▽準決勝 きものセンターク3-1三菱製紙
八戸、八戸市水道部10-0オール青森▽決勝
八戸市水道部10-0きものセンターク(勝者
は第二次予選へ)

◇岩手▽一回戦 福高ク4-1-関ユニオ
ンク、新日鉄釜石6-3アイワ▽二回戦 岩
手銀行(不戦勝)オール江束」、盛岡鉄道管理局
4-0釜石信金ク、オール宮古5-2オール
不来方、一関三星ク10-1オール釜石、県経
済連 1-0東京製綱、全久慈(不戦勝)盛友ク、
福高ク4-1小野田セメント、新日鉄釜石(不
戦勝)一戸桜陵ク▽準々決勝 岩手銀行7-
0福高ク、盛岡鉄道管理局8-3オール宮古、
県経済連 1-0-関三星ク、新日鉄釜石10-
1全久慈▽準決勝 岩手銀行3-2盛岡鉄道
管理局、新日鉄釜石 5-1県経済連(勝者は
第二次予選へ)▽決勝 新日鉄釜石 6-5岩
手銀行
◇秋田▽一回戦 秋田相互銀行 5-1秋田
鉄道管理局、東J胡巴料4-4秋田経大校友ク
=引き分け再試合、東J田巴料12-5秋田経大
校友ク▽準決勝 秋田銀行10-7秋田相互銀
行、TDK4-3東 北肥料▽決勝 TDK3
-1秋田銀行(勝者は第二次予選へ)

◇宮城▽一回戦 仙商ク(不戦勝)亘ク▽準
決勝 電電東北2-1東北ク、仙台鉄道管理
局2-1仙商ク▽決勝 仙台鉄道管理局5-
1電電東北(勝者は第二次予選へ)

◇山形▽代表決定戦 山形相互銀行4-0
鶴岡ヤンガース(勝者は第二次予選へ)

◇福島▽一回戦 オール郡山8-7須賀川
ク、全自河野球ク8-0ニュー相馬▽二回戦

飯塚病院ク4-1オール郡山、二本松ク4-
3学石OB、 オール常交(不戦勝)福島ク、小
峰ク6-4SGク 、全自河ク3-0小名浜ク、
ミドリ十字ク3-0原田ク、塙ク1-0自衛
隊福島、∃―クベニマル8-0保原ク▽準々
決勝 飯塚病院7-6二本松ク、オール常交
10-4小峰ク、全白河ク5-1ミ ドリ十字ク、
∃―クベニマル10-0塙ク▽準決勝 オール
常交8-1飯塚病院ク、ヨークベニマル2-
1全白河ク▽決勝 ∃―クベニマル2-0オ
ール常交(勝者は第二次予選へ)

勝 日産自動車8-4三菱自動車川崎、日本
鋼管 3-1三菱重工横浜、東芝5-3いすゞ
自動車、日本石油6-1清工建設▽準決勝
日本鋼管3-1日産自動車、日本石油3-1
東芝(勝者は第二次予選へ)▽三位決定戦 東
芝3-1日産自動車▽決勝 日本鋼管5-0
日本石油

ヨークベニマル
T   D   K

0

日鉄釜石

6

◇茨城▽一回戦 住友金属鹿島7-2日立
製作所、水戸鉄道管理局5-4東日本薬品▽
決勝 住友金属鹿島16-0水戸鉄道管理局
(勝者は第二次予選へ)

◇群馬▽一回戦 全太田8-1伊勢崎レッ
ドソックス、全前橋3-1硬友ク▽準決勝
高崎鉄道管理局 6-0全太田、富士重工業8
-0全前橋▽決勝 富士重工業14-3高崎鉄
道管理局(勝者は第二次予選へ)

◇埼玉▽一回戦 全浦和6-4戸田中央病
院、日産ディーゼル10-0飯能高OBク、本
田技研5-0エーザイ▽準決勝 日本通運7
-1全浦和、本田技研8-0日産ディーゼル
▽決勝 日本通運 3-2本田技研(勝者は第
二次予選へ)

◇千葉▽一回戦 川鉄千葉5-3三井造船
千葉▽準決勝 電電関東10-1千葉鉄道管理
局、川崎千葉9-1新日鉄君津▽決勝 川鉄
千葉3-1電電関東(勝者は第二次予選へ)

◇果示▽一回戦 鷺宮製作所5-3東京ガ
ス、明治生命4-3朝日生命、電電東京2-
0東京鉄道管理局、リッカー 1-0熊谷組▽
準決勝 鷺宮製作所6-3明治生命、電電東
京6-0リ ッカー(勝者は第二次予選へ)▽決
勝 鷺宮製作所 2-1電電東京
◇東京多摩▽一回戦 東芝府中6-1全調
布、全府中4-1オールスリーボンド▽決勝
東芝府中10-1全府中(勝者は第二次予選へ)

◇神奈川▽一回戦 三菱重工横浜6-0横
浜高島屋、いす 自ゞ動車4-1相模原市役所、
清工建設2-0キャタピラー三菱▽準々決

>二次予選
10月 7日から 4日間   群馬県営敷島球場
富 士 重 工 業
日 本 石 油
川崎製鉄千葉
東 芝 府 中
電 電 東 京
鷺 宮製 作 所
日 本 通 運
全 足 利 ク
住友金属鹿島
日 本 鋼 管
(三位・代表決定戦)

響1にグ∫曇     |:士重工業

◇新潟▽一回戦 オール北越 9-0信濃
ク、小千谷ク6-1新津ク、全飯豊 8-3長
商ク、自根ク8-1オール東、新潟コンマー
シャル15-2明石ク、長岡ク5-2新潟ク▽
準々決勝 国鉄新潟 9-2オール北越、小千
谷ク9-0全飯豊、新潟コンマーシャル9-
4白根ク、平和ク4-3長岡ク▽準決勝 小
千谷ク6-5国鉄新潟、平和ク7-2新潟コ
ンマーシヤル▽決勝 小千谷ク6-4平和ク
(勝者は第二次予選へ)

◇山梨▽ 回́戦 山梨ク4-3峡Jヒク、山
梨球友ク6-1オール櫛形▽決勝 山梨球友
ク9-5山梨ク(勝者は第二次予選へ)

◇静岡▽一回戦 清水ク5-3清水タイガ
ース、岳南ク3-1東芝富士、静岡物産ク13
-13富士エンゼルス=引き分け再試合、静岡
物産ク7-0富士エンゼルス、駿河ク8-1
清豊ク▽準々決勝 大昭和製紙13-0清 水
ク、日本楽器15-0岳南ク、関東自動車工業
8-7駿河ク、河合楽器16-1静岡物産ク▽
準決勝 大昭和製紙 6-1日本楽器、河合楽
器12-0関東自動車工業(勝者は第二次予選
へ)▽決勝 大昭和製紙8-0河合楽器▽第
二代表決定戦 日本楽器7-2関東自動車工
業(勝者は第二次予選へ)

◇富山▽三回戦制 北陸銀行4-1電電富
山、北陸銀行 3-0電電富山(北陸銀行は第
二次予選へ)
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>二次予選
9月23日 から 3日間 諏訪スポーツセンター

3

三協精機

2

9月26日から 8日間 愛知県営熱田球場

命7-4新日鉄堺、電電近畿3-2松下電器
▽決勝 日本生命5-0電電近畿▽敗者復活
一回戦 全三和銀行16-0旭化成、デュプロ
3-1大和銀行▽第五代表決定戦 デユプロ
6-0全三和銀行(勝者は第二次予選へ)

◇兵庫▽一回戦 石川島播磨重工業2-1
小西酒造、鐘淵化学5-4新日鉄広畑、三菱
重工神戸4-2川崎重工神戸、川鉄神戸 1-
0神戸製鋼▽準決勝 鐘淵化学8-1石川島
播磨重工業、三菱重工神戸 5-2川鉄神戸▽
決勝 鐘淵化学3-2三菱重工神戸(準決勝
進出4チームと推薦の神戸製鋼は第二次予選
へ)

>二次予選
10月 6日から 4日間  西京極、皇子山球場
電 電 近 畿
神 戸 製 鋼
石川島播磨重工業

デ ュ プ ロ
三菱重工神戸
三菱自動車京都
日 本 生 命
川 崎 製 鉄
住 友 金 属
大    丸
新 日 鉄 堺
東     レ

2
松 下 電 器
ユ ニ チ カ

淵 化 学

鐘 淵 化
(五位決定戦)

辻

三菱重工神戸
大    丸

下 電 器

松 下 電

◇岡山▽リーグ戦 川鉄水島11-1三井造
船玉野、川鉄水島5-4三菱自動車水島、三
菱自動車水島9-1三井造船玉野(3チーム
とも第二次予選へ)

◇広島▽一回戦 常石鉄工5-0山本鋼材
▽準々決勝 三菱重工広島 1-0日本鋼管福
山、東洋工業4-3国鉄広島、電電中国6-
4広島マツダ、常石鉄工3-1三著重T=原
▽準決勝 三菱重工広島4-0常石鉄工、電
電中国6-3東洋工業▽三位決定戦 常石鉄
工 1-0東洋工業▽決勝 三菱重工広島9-
1電電中国(3位までが第二次予選へ)

◇山口▽一回戦 田辺製薬6-0あしヽすい

ク▽二回戦 新日鉄光2-1協和発酵、田辺
製薬4-0全防府▽決勝 新日鉄光9-0田
辺製薬(新日鉄光と田辺製薬は第二次予選へ)

>二次予選
9月 15日 から 3日間     岡山県営球場
田 辺 製 薬
三井造船玉野
三菱自動車水島
三菱重工広島

9月23日から 4日間 高知市野球爆

国 鉄 四 国
四 国 銀 行
電 電 四 国
大 倉 工 業
大林自動車ク

8

電電四国

4

鳴  門  ク
丸 善 石

新日鉄名古屋
日通 名 古 屋
国産サニー愛知
王子製紙春日丼
電 電 東 海
愛 知 トヨタ
名古屋鉄道管理局
サンジルシ醸造
西 川 物 産
西 濃 運 輸
トヨタ自動車
東 海 理 化
東 邦 ガ ス
三 菱 名 古 屋
本田技研鈴鹿
松  阪  ク
名 古 屋 日産
電 電 北 陸

4

電 電東海

3

◇京都▽一回戦 ユニチカ5-1京都市役
所、キ∃―トビルク7-3洛友ク、辻和 1-
0京都信用金庫、大丸8-3第一紙行、三菱
自動車6-2西京ク▽準々決勝 辻和8-2
丸勝、大丸5-3日本新薬、三菱自動車京都
10-1高島屋京都、ユニチカ8-3キ∃―ト
ビルク(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 辻和
7-0ユニチカ、大丸 2-1三菱自動車京都
▽決勝 大丸2-0辻和
◇大阪▽一回戦 全三和銀行 3-2高島
屋、大和銀行3-0住友銀行、電電近畿15-
0大阪ペーシエンス▽準々決勝 日本生命6
-0全三和銀行、新日鉄堺4-0旭化成、松
下電器7-0大和銀行、電電近畿6-1デュ
プロ(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 日本生

3

神 戸 製 鋼
2

0

三菱自動車京都
2

10

住 友 金 属
1

阿 波 銀 行
伊 豫 銀 行
愛媛相互銀行

4

9月22日から 4日間   自児島県営鴨池球場
あけぼの通商
門司鉄道管理局
日鉱 佐 賀 関
新 日 鉄 大
三菱重工長
日立造船有
九 州 産 1酬餃
大分鉄道管理局
電 電 九
熊本鉄道

鹿児島鉄道管理局

道
局覗理

l

4

7

電電四曰
0

1

0

2

1

>一次予選

レー次予選

新 日鉄 八

州産交」4
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第4回大会出場選手等一覧 Q劃0

北海道拓殖銀行
監 督  西 村  博 司 40 明  治  大
投 手  千 藤  和 久 29 中 京 商 高
〃  山 口  敏 男 25 池  田  高
〃  柴 田  正 明 25 中  京  大
″  松 田  雅 晴 25 駒  沢  大
〃  峰 尾   晃 24 関 東 学 院 大
〃  鎌 田  孝 彦 20 帯 広 三 条 高
″  中 村  明 志 20 本し幌 商 高

捕 手  竹 内  8召文 26 法  政  大
〃  船 木  敏 夫 23 函 館 有 斗 高
″  西 原   卓 22 大  商  大
〃  松 井  ― 敏 20 本し幌 商 高
内 野 ○高 岡  茂 夫 27 法  政  大
〃  金 谷  清 治 26 江  差  高
〃  山 中  富 夫 23 日  本  大
〃  海 老 名 敏 彦 22 中  京  高
〃  田 伏  清 美 22 近  畿  大
〃  大 滝  敏 之 22 駒  沢  大
″  」01 信 吉 22 立  教  大

外 野  梅 田 隆 比 克 29 日  本  大
〃  坂 佐 井  修 26 駒  沢  大
″  丸 山  幸 雄 25 中  央  大
〃  奥 田  岡り央 24 明  治  大
〃  小 島  和 彦 23 慶  応  大
″  坂 田  竹 治 22 亜 tBl亜 大
〃  中 根  史 郎 22 愛 知 工 大

電 電 東 京
監 督  冨 永  重 善 33 立  教  大
投 手  内 田  正 美 29 東  洋  大
″  村 上  和 彦 22 早 稲 田 大
〃  森  二 日628駒 沢 大
〃  佃   利 弘 20 熊 本 工 高
〃  若 杉  数 好 24 亜 細 亜 大
〃  竹 桝  和 也 22 亜 71B亜 大
″  高 根 沢 恒 夫 22 駒  沢  大

捕 手  樋 江 丼 秀 典 22 名 電 工 高
〃  新 井  公 -27 桐 生 工 高
〃  安 藤   隆 21 九 州 工 高
〃  赤 坂  正 昭 26 大 阪 商 大
内 野  下 町   強 23 帝  京  大
〃  八 谷  文 章 18 日 田 林 工 高
″ ○ 橋 爪  昭 二 27 国 士 舘 大
〃  原 科  政 市 26 駒  沢  大
″  Jり 1 敏 之 24 竜 ケ 崎 ― 高
″  星   達 也 24 中  央  大
〃  大 島   守 26 国 士 舘 大
〃  二 宮  吉 雄 23 拓  殖  大

外 野  吉 本   功 22 国 士 舘 大
″  鈴 木  茂 樹 22 早 稲 田 大
″  矢 治  達 夫 25 帝  京  大
〃  掛 り1 浩 22帝 京 大
″  江 畑  義 明 23 関 東 学 院 大
″  青 木  康 彰 22 専  修  大

電 電 信 越
監 督  関  美 喜 男 40 穂  高  高
投 手  矢 野  一 雄 23 国 士 舘 大
〃  佐 藤  公 弘 25 国 士 舘 大
〃  鈴 木  清 吾 22 東  農  大
″  安 藤 奈 賀 男 20 松 本 工 高
〃  柳 沢  敏 幸 27 Jヽ 諸 商 高
″  小 尾  純 敏 22 日  本  大
〃  鈴 木  洋 -23 亜 細 亜 大
〃  武 丼  信 司 20 長 野 商 高

捕 手  山 下  和 男 22 上 武 ― 高
〃  城 迫  ― 美 22 専  修  大
〃  大 石  久 夫 25 専  修  大

内 野  湖 ロ  ー 幸 27 駒  沢  大
″ ○ 佐 藤   治 27 丸 子 実 高
〃  望 月  克 己 23 専  修  大
〃  西 条  明 博 22 専  修  大
〃  柳 瀬  尚 文 25 国 士 舘 大
〃  藤 森  国 彦 21 松 商 学 園 高
〃  大 塚   智 19 丸 子 実 高

外 野  中 牧  盛 登 28 大  町  高
〃  石 賀  敏 夫 24 日  本  人
〃  八 木  勝 己 24 日  本  大
″  田 中  良 幸 23 国 士 舘 大
〃  柴 山  晋 -23 専  修  大
〃  篠 原  芳 和 25 日  本  大

新 日本製鐵室蘭
監 督  島 津  行 高 36 慶  応  大
投 手  財 前  純 二 29 佐  倉  高
〃  土 屋  隆 幸 28 市  川  高
〃  浜 師  勝 彦 24 伊  達  高
〃  竹 本 由 紀 夫 21 修 善 寺 工 高
〃  稲 場   孝 2]芦 号」工 高
〃  水 本   隆 20 室 蘭 大 谷 高
〃  浅 り 輝 彦 20 韮 崎 工 高
捕 手  後 藤  哲 夫 29 興 譲 館 高
″  小 林 八 守 雄 26 Jヒ  海  高
〃  山 中  亨 寿 21 室 蘭 大 谷 高
〃  佐 野  修 二 20 市  川  高
内 野 ○朝 倉  年 明 30 Jヒ  海  高
〃  荒 野   悟 28 登 別 大 谷 高
〃  大 塚  邦 弘 24 Jヒ  海  高
″  古 池  憲 宝 23 Jヒ 見 工 高
″  神 坂   明 22 本L幌 商 高
〃  鹿 田  ~El彦 2]旭 川 竜 谷 高
〃  野 城  利 衛 19 本L 幌  商

外 野  安 西  秀 親 28 道 産 業 短 大
〃  前 原 三 喜 生 27 千 葉 工 高
〃  島 尻   均 23 ヨヒ見 柏 陽 高
〃  岡 田   仁 22 室 蘭 工 高
〃  堀 松  洋 伸 19 東  北  高

新 日本製劉釜石
監 督  藤 原  正 己 34 秋 田 商 高
投 手  高 橋  千 秋 26 秋 田 市 立 高
〃  大 湯  康 司 19 弘 前 工 高
〃  大 野   修 21 矢  島  高
〃  田 中  寿 -25 社    高
〃  黒 沢  義 文 22 大  槌  高
〃  斉 藤  範 彰 24 亘  理  高

捕 手  佐 藤  和 良 22 釜 石 工 高
〃  木 川  健 -22 宮 古 水 産 高
〃  長 田  裕 幸 22 明  星  高

内 野  佐 々 木 幸 雄 23 花 巻 商 高
″  佐 藤  幸 雄 31 花 巻 商 高
″  渋 谷  修 二 27 帝  京  高
〃  早 瀬   修 22 仙 台 育 英 高
〃  平 F8B  徹 19 気 仙 沼 高
〃  田 沢  一 仁 19 弘 前 工 高
〃  藤 原   興 23 花 巻 商 高
〃  松 田  裕 光 21 気 仙 沼 高
〃  日 高  明 彦 26 名 電 工 高

外 野  伊 東  B召夫 26 0も 子 市 立 高
〃  平 り  澄 19弘 前 工 高
〃 O三 上  広 見 28 黒 沢 尻 工 高
〃  小 林 正 ,台 28成 東 高
″  菊 池  弘 之 22 花 巻 商 高
〃  藤 原   満 23 釜 石 北 高
″  藤 原  正 己 34 秋 田 商 高

富 士 重工 業
監 督  木 村  ― 夫 46 日  本  大
投 手  谷   良 治 19 関 東 学 園 高
〃  木 村  宏 23中 央 大
〃  橋 本  敬 司 19 熊 谷 晨 高
〃  丸 本  隆 行 22 桐 生 工 高
″  三 浦   誠 28 東  洋  大
〃  大 阿 久 文 雄 20 栃 木 工 高

捕 手  小 島  正 人 20 松 商 学 園 高
〃  鏑 木  陽 -20 樹  徳  高
〃  船 岡  久 之 21 高 崎 商 高
〃  村 上  修 29日 大 ― 高

内 野  富 田  広 己 25 高 崎 商 高
〃  小 間  哲 雄 24 駒  沢  大
″  石 原  清 忠 19 松 商 学 園 高
″  柳 沢  ― 美 19 前 橋 育 英 高
〃  長 壁 亥 佐 雄 25 高 崎 商 高
″  茂 木  啓 司 29 松 商 学 園 高
〃  斉 藤  文 彦 2]東 農 大 三 高
″  関 崎  明 彦 20 高 崎 商 高
〃  山 本  雄 嗣 29 駒  沢  大

外 野 O内 藤  光 夫 28 関 東 学 園 高
″  蝦 沢  道 明 26 桐 生 工 高
〃  東 野  幸 雄 25 鎌 倉 学 園 高
〃  高 橋  利 幸 20 関 東 学 園 高
〃  岸   久 男 19 東 農 大 三 高
〃  吉 沢  康 広 19 熊 谷 商 高

本 田技研 鈴 鹿
監 督  藤 村  哲 也 30 法  政  大
投 手  名 和  克 己 29 木更津中央高
〃  中 野  恒 雄 28 大 阪 学 院 大
〃  前 村  泰 正 26 法  政  大
〃  中 田   健 23 三 重 海 星 高
″  大 西  芳 弘 23 法  政  大
〃  萩    洋 23 同 志 社 大
〃  金 本  誠 吉 21 中  京  高

捕 手  藤 田   進 2フ  大 東 文 化 大
〃  松 田  達 男 23 東  海  大
〃  臼 井  光 広 21 県 岐 阜 商 高
〃  西   茂 彦 2]育  英  高
″  山 上  恭 浩 19 名 商 大 付 高

内 野  松 尾   薫 27 4ヽ 倉 工 高
〃  田 中  猛 夫 26 愛 知 学 院 大
〃  有 働  幸 男 26 愛 知 学 院 大
〃  太 田  彬 晶 25 中  京  大
″  羅 本  新 二 23 中 京 商 高
〃  内 川  義 久 23 法  政  大

外 野 O高 橋   隆 27 法  政  大
〃  古 田  典 博 27 愛 知 学 院 大
〃  窪 田  健 志 25 鹿 児 島 商 高
″  全 並  和 彦 23 愛 知 学 院 大
″  新 谷   守 23 同 志 社 大
″  古 市  高 己 19 明  野  高
″  山 口 貴 代 隆 19 中  京  高

岩 手 銀 行
監 督  村 田   豊 33 日 本  大
投 手  浅 野  公 男 33 東 北 学 院 大
〃  小 笠 原 敬 二 27 慶  応  大
″  滝 村  正 彦 20 盛 岡 商 高
〃  三 河  勝 彦 25 千  廟  高
″  坂 本   修 23 明  治  大
〃  及 り ,青± 25岩 谷 堂 高
〃  升 屋  正 行 28 宮 古 商 高

捕 手  伊 東   孝 24 日 本  大
″  高 橋   誠 24 東 北 学 院 大
〃  向 丼   -19 福  岡  高

内 野  村 田   豊 33 日 本  大
〃 O安 保  博 夫 28 日 本  大
〃  水 留  政 志 23 釜 石 北 高
″  小 笠 原 竹 美 29 法  政  大
〃  佐 々 木 直 行 20 高  田  高
〃  大 久 保 芳 幸 23 宮 古 商 高
〃  干 田  光 春 19 水 沢 商 高
″  和 田  政 喜 20 -関 ― 高
″  高 橋  勝 義 24 東 北 学 院 大

外 野  佐 々 木 俊 則 25 東 北 学 院 大
〃  福 島  佳 明 21 盛 岡 商 高
″  千 田  伸 生 28 早 稲 田 大
″  高 橋 昭 -27花 巷 北 高
〃  阿 部  真 -22 宮 古 商 高

三 協 精 機
監 督  光 沢   毅 40 明  治  大
投 手  自 川 不 三 夫 26 東  洋  大
″  鈴 木   誠 19 有旨 代  高
〃  小 嶋  正 宣 22 東  洋  大
″  大 塚 喜 代 美 23 桐 蔭 学 園 高
〃  伊 藤  弘 利 22 大 同 工 高
〃  平 田  恒 夫 21 中 京 商 高
〃  榎 本  悦 生 18 彬,ケ 浦 高

捕 手  鈴 木  勇 夫 22 中  京  大
〃  中 村   昭 19 上  尾  高
〃  古 川  義 弘 29 明  治  大
〃  小 林  文 康 22 中 京 商 高

内 野 青 柳  暁 22法 政 大
〃  佐 藤  広 美 25 明  治  大
〃  丸 茂  恒 幸 22 明  治  大
〃  幡 野  正 秋 31 神 奈 川 大
〃  坂 田 松 -22亜 細 亜 大
〃  樋 江 丼 忠 臣 24 中  京  高
″  田 中  昌 宏 22 大  商  大
〃  西 岡   茂 18 西  条  高

外 野  横 井   勲 22 明  治  大
〃 ○ 佐 々  弘 雄 29 中  京  大
〃  鈴 木   実 24 豊  南  高
〃  小 根 森 末 男 26 亜 7El亜 大
〃  豊 国  利 -26 日本 体 育 大
″  佐 々 木 正 行 22 法  政  大

住 友 金 属
監 督  松 永  怜 -46 法  政  大
投 手  木 村   仁 19 伊  都  高
″  川 端  理 史 28 東  海  大
〃  高 橋  修 二 21 高  知  高
〃  森 繁 矛日 23駒 沢 大
〃  古 賀  達 也 19 佐 賀 竜 谷 高

捕 手 の 中 村  裕 二 28 法  政  大
″  小 川  良 -24 駒  沢  大
″   山 口   .lt 22 鹿児島電子工高
〃  中 川  豊 明 20 江 の 川 高

内 野  古 吟   稔 25 亜 細 亜 大
″  谷 □   剛 29 東  海  大
″  浜 田  知 治 22 」ヽ倉 商 高
〃  清 水  長 寿 26 早 稲 田 大
〃  飯 島   淳 20 堀  越  高
″  四 田  勝 康 21 浪  商  高
〃  田 中  祐 司 20 鳴  門  高
〃  松 隈  憲 治 23 柳 り‖ 商 高
〃  中 原  正 明 24 東  海  大

外 野  宇 山  秀 明 28 慶  応  大
〃  西 村  博 巳 19 伊  都  高
〃  高 多  倫 正 24 慶  応  大
″  浜 崎  拓 司 19 相 歌 山 工 高
〃  り‖上  謙 治 24 市和歌山商高
〃  三 好  ― 幸 25 東海大相模高
〃  中林  秀 延 28 慶  応  大

鷺 宮製作 所
監 督  有 本   勲 32 静  岡  高
投 手  山 田   剛 18 山 口 鴻 城 高
″  河 原  文 男 20 広 田 水 産 高
〃  広 田  明 朗 20 三 条 商 高
〃  米 沢  晴 己 22 関 東 学 院 大
〃  三 谷  又 衛 23 関 東 学 院 大

捕 手  有 本   勲 32 静  岡  高
〃  谷 口 顕 太 郎 23 亜 71B亜 大
〃  吉 田   勉 26 帝  京  大
内 野  弓 木 田  徹 22 法  政  大
〃  古 葉   淳 22 月長本 工 高
〃  手 塚  佳 見 26 駒  沢  大
″  米 村  正 幸 23 東  海  大
〃  高 橋  英 -26 大 東 文 化 大
″  市 川  博 之 22 帝  京  大
″  山 本  一 人 20 福 岡 第 一 高
〃  中 本   尚 25 早 稲 田 大
〃  松 下  新 -22 法  政  大

外 野  川 島  満 ± 22 愛 知 学 院 大
〃  渡 辺  淳 =25 早 稲 田 大
″  梅 原   昌 29 駒  沢  大
〃 O新 美   進 27 神 奈 川 大
〃  川 原  正 也 21 佐 世 保 工 高

電 電 東 海
監 督  西 松  征 雄 33 明  治  大
投 手  杉 山  和 由 20 中 遠 工 高
″  大 場  昭 男 18 静 岡 学 園 高
〃  中 村  修 史 18 県 岐 阜 商 高
″  山 口  敏 樹 25 福  岡  大
〃  袴 田  晃 弘 25 専  修  大
〃  小 森  三 由 21 愛 知 商 高
〃  伊 藤  隆 司 25 中  京  大

捕 手  薮 内  光 成 26 ジ オリオン高
〃  古 瀬   悟 18 県 岐 阜 商 高
″  伊 藤   隆 22 明  治  大
内 野  後 藤  敏 夫 26 中  京  大
〃  湯 之 戸 孝 修 23 近  畿  大
″  林   重 樹 21 愛  知  高
〃  安 藤  公 -20 享  栄  高
″  藤 村  宏 志 24 駒  沢  大
〃  高 田  浩 二 24 近  畿  大
〃  羽 山  晴 英 18 静 岡 学 園 高
〃  日 高  弘 志 23 名  電  高
″  稲 山  正 則 23 中  央  大

外 野  伏 見  昇 三 27 関 東 学 院 大
〃  上 村  和 弘 24 駒  沢  大
〃 ○杉 本  健 -27 愛 知 工 大
″  林   義 博 22 愛 知 学 院 大
″  山 口  敏 彦 20 享  栄  高
″  林   博 幸 18 福  丼  高
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鐘 淵 化 学
大 河 賢 二 郎 32 大 阪 商 大
渡 辺   博 27 岐 早 南 高
藤 本 富 美 夫 23 中 津 商 高
辻 本  昌 広 ]9 箕  島  高
桝 田   拓 22 高 知 工 高
田 中  善 幸 21 比 叡 山 高
田 村  光 浩 21 高 矢0工 高
北 原  光 広 24 法  政  大
米 田   司 22 奈 良 商 高
村 上  省 吾 21 益 田 正 高
O三 瀬  和 義 26 津 久 見 高
増 本  欣 市 23 大 阪 商 大
北 森  哲 治 23 慶  応  大
大 須 賀 康 浩 24 法  政  大
佐 藤  治 夫 30 法  政  大
山 内  治 樹 21 」ヽ倉 工 高
園   博 27刀 ヽ倉 商 高
長 嶋  顕 彦 25 比 叡 山 高
中 村  好 治 24 専  修  大
土 井  政 之 21 市和歌山商高
藤 村  雅 美 28 法  政  大
滝 本  康 彦 25 早 稲 田 大
大 河 賢 二 郎 32 大 阪 商 大

神 戸 製 鋼
清 水  ― 夫 47 中  央  大
越 前  行 男 27 専  修  大
登 記  欣 也 26 帝 京 第 五 高
山 本  泰 之 24 駒  沢  大
青 木  弘 之 22 佐 賀 学 園 高
三 善  民 康 24 関  西  大
野 間  武 久 20 村 野 工 高
佐 野  靖 文 26 帝 京 第 五 高
原 田  貞 夫 25 香  住  高
荒 丼  信 久 24 明  治  大
若 林   浩 19 都 島 工 高
吉 田  和 幸 28 駒  沢  大
古 賀  博 樹 23 多 久 工 高
平   俊 彦 26 早 稲 田 大
三 木  行 治 23 大 阪 商 大
岡 田  義 明 22 山  崎  高
O大 村  雅 文 26 専  修  大
葉 坂  良 -22 育  英  高
柏 原  伸 晃 21 」ヽ豆 島 高
宮 本   要 19 洲 本 実 高
小 林  貢 25姫 路 商 高
小 林  晋 哉 25 京 都 産 業 大
中 村  正 人 24 塩 田 工 高
山 崎  博 行 22 村 野 工 高
日 野  高 22都 島 工 高
土 師 利 博 25明 治 大

明  ,台  大
柳 ケ 浦 高
九 州 学 院 高
久 留 米 大
浮  22 高
門 司 工 高
ノヽ   中摺昏  ラ人(
門 司 工 高
飯 塚 商 高
小 倉 工 高
八 女 工 高
田 川 工 高
門 司 工 高
柳 川 商 高
京 都 高
柳 川 商 高
撫 養 高
専  修  大
小 倉 工 高
佐 賀 工 高
大  濠  高
柳 川 商 高
九 州 工 高

三 菱 自動 車京都 松 下 電 器
監 督  高 木 太 三 郎 45 関  西  大
投 手  福 間   納 26 大  田  高
〃  久 保  邦 夫 24 水 島 工 高
〃  長 谷 部  優 27 慶  応  大
〃  藤 丼  俊 宏 20 福 山 商 高
〃  吉 田  恭 之 23 東  海  大
″  原   邦 彦 19 岡 山 東 商 高
〃  塚 岡  広 仁 19 倉 敷 工 高

捕 手  木 原  弘 人 26 慶  応  大
″  野 並  厚 夫 23 大 方 商 高
〃  大 本  二 郎 20 倉 敷 工 高
〃  後 藤 田  務 23 鴨 島 商 高
内 野 ○山 口   円 27 関  西  大
〃  亀 沢   猛 21 大  田  高
〃  山 田   勉 19 大  鉄  高
″  坂 口  雅 久 26 立  教  大
〃  石 井  賢 吾 27 立  教  大
〃  平 谷   拓 21 田 辺 商 高
〃  宮 脇  俊 也 19 岡 山 東 商 高
″  鍛 治 舎  巧 26 早 稲 田 大

外 野  浜 田  雄 次 23 徳 島 商 高
〃  高 鍋   均 20 布 施 工 高
″  西 越  高 章 25 大  田  高
″  堀 江  隆 樹 26 立  教  大
″  対 中  修 平 23 東  海  大
〃  磯 本  邦 彦 20 佐 世 保 工 高

丸 善 石 油
監 督  平 川 患 ― 郎 38 11■ 屋 川 高
投 手  鈴 木   理 27 成  田  高
〃  野 口  憲 次 25 明 治 学 院 大
″  深 田  俊 次 24 法  政  大
〃  丼 上  晋 作 22 名  張  高
″  藤 丼 栄 ― 郎 26 明 治 学 院 大
〃  松 元  芳 -24 都 城 泉 丘 高
″  新   孝 博 24 初  芝  高

捕 手  永 田  博 造 30 龍  谷  大
″  大 西   勝 27 関  学  大
″  秋 栗  秀 雄 22 勝  浦  高
内 野 ○山 下  隆 ± 29 慶  応  大
〃  徳 藤  幸 三 27 宮 崎 商 高
〃  神 崎   直 26 津 久 見 高
〃  浦  勝 敏 22 PL学 園 高
″  福 永  純 -26亜 細 亜 大
″  水 中  良 博 29 駒  沢  大
〃  古 井  浩 二 22 海  南  高

外 野  益 田  佳 明 26 立  正  大
〃  新 崎   貢 27 柳 学 園 高
〃  寺 岡  正 彦 26 聖  橋  高
〃  末 崎  友 巳 23 生 野 工 高
〃  角 田   栄 22 木更津中央高

監 督  谷 尾
投 手  浜 田
〃  苗 代
〃  枝
″  上 坂

捕 手 ○奥 村
′/    費晨十t
〃  森 丼
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〃  竹 内
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外 野  千 葉
〃  高 木
〃  郡
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〃  長 沢
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慶  応  大
鳥 取 城 北 高
金 沢 市 工 高
福 知 山 商 高
尼 崎 工 高
東  ,羊  大
御 坊 商 工 高
徳 島 商 高
高 松 商 高
比 叡 山 高
広 島 商 高
高 松 商 高
報 徳 学 園 高
宮  津  高
藤 井 寺 工 高
明  治  大
帝  京  大
智 弁 学 園 高
同 志 社 大
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富  津  高
御 坊 商 工 高
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古 海  正 敏 39
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松 村  篤 明 31
高 橋  義 郎 29
0橋 本   博 26
今 井  秀 昌 26
三 好  雅 文 24
横 田  栄 治 22
井 上  祐 二 21
竹 下  武 男 21
果果      涎彗 29
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21年ぶ り晴れ舞台
―低迷続いた三井造船玉野―

〇…中国代表決定戦で、三菱
重Ji広島を仕Hめて初出場を決
めた一瞬、1井造船 K野の選手
たちは躍 りあがって喜んだ。そ
れ もそのはず、21年ぶ りの全国
大会出場だった。
一昨年、10年 間の監督生活か

ら身を引いた藤原総監督からバ
トン タッチ された松村監督は
「勝てる相手ではなかった。主
戦高橋 を中心にチームが結 末、
無欲、無心の勝利だった。こん
なに早く全国大会への壁が破れ
るとは思わなかったJと しみ じ
み。

初戦の対拓銀 胸を借りる気で
三井造船玉野の低迷は長かっ

た。1956年 の都‖f対抗出場を最

後に戦 ノJ llt下 していったのは、
補強の不備.補強するにしても
ただ漫然とした…部員増"で しか
なかったこと。66111こ は…選手
不足Ⅲから141間の体部に追い込
まれ、67`Fラ イノウレの常勝、クラ
レltl山 の解散で一気に曜 り出た
いところだったが相変わらずの
無差別補強で浮上できなかった。
「これまでは補強が思 うにま
かせず苦労 した。投打に,ド を
欠いているがエース 高橋 と心
中するつもりで臨む。 しかも初
戦の相手は北海道拓殖銀行。胸
を借 りるつ もりで無欲で当た
るJと 松村監督。会社 ぐるみの
応援態勢 も着々整っており、初
出場Ⅲ三井九"の門出はファンの
注日を集めている。
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1978年 (昭和53年)10月 29日 >11月 5日 阪神甲子園球場

優勝=北海道拓殖銀行 (初優勝)

北海道拓殖銀行
大 倉 工 業 (四 国)

竃
海
竃
拓
T銀昌 踏

海
予 :∃ 北海道拓殖銀行 3 三二]北

海道拓殖銀行 6

奎量 [1:1勇 J諧
1∃ 日産自動車

:ョ
日産自動車 5

貧 戸l「 道 蘇 蹟 荒|:      1松 下 電 器 2

:魃

=場

言 造 曇
:∃ 三 協 蹴

:ョ 壺 重工神戸 1

::]Jヒ

海道拓殖銀行 4

松 下 電 器 1

実力伯仲の“戦国大会"で北海道拓殖銀行が初制覇を飾り“ダイヤ
モンド旗"は初めて津軽海峡を渡った。
拓銀の優勝への足どりは決して平たんではなかった。「耐える野球」

に徹していた。優勝戦までの 4試合はまさに苦難の連続。いずれも相
手に先手を許したが、じっくり勝機を待ち、相手のスキをついて鮮やかな
逆転劇に結びつけていった。特に2回戦、大倉工業 (四 国)との延長
十四回、準々決勝の日産自動車 (関東)戦が示すように、粘り強いした
たかな打線は見あげたものだった。
投手陣の不調が、苦戦のすべてだったが、選手が一体となって優勝を
目指して選手権に臨んだことが見事に結実したといえる。
優勝こそ逸したが、東京ガスの守りの野球は素晴らしかった。 1同戦

の三菱重工広島 (中 国)戦の大会 3度 日の七同コールド勝ちは別にし
て、2回戦からは 1点差の獅寸えてしのくヾ'戦いに終始した。準優勝の
原動力は松沼投手の右腕。全試合 (5試合)に登板、45イ ニングを一
人で投げ抜いた気力は称賛される。174与 ン、68キロの今大会ナンバー ワ
ン投手は ド手からの、伸びのある速球とJウみな変化球で何度となく訪れ
たピンチを冷静に断ち切ったが、優勝戦では土壇場で惜しくも粘りの拓
銀につかまった。
混戦を乗り切ってベスト4に進出した大昭和製紙北海道 (北海道)、

松 下電器 (近畿)は予想通りの好チームだった。大昭和はベテラン 高
梨がチームをがっちり掌握していた。持ち前の強力打線は不発に終わっ
たものの、トーナメント戦を勝ち抜く、試合根性はさすがだった。
左腕 福間投手に代表される松下は、5代表を送り込んだ近畿勢の

中にあって、よく健闘した。粘りの拓銀に惜しくも足元をすくわれはしたが、
よく大会を盛り上げた。

ベスト8に松下のほか、神戸製鋼、三菱重工神戸、川崎製鉄神戸の
近畿勢が駒を進め、一時は“近畿決勝"の夢も膨らんだ。しかし、松下を
除く3チームが意外にあっさりと脱落したのはどうしたことか。好投手 真
鍋を擁した川崎製鉄神戸、投手力がいささか不十分だが、日産自動車
(関東)、 新人 尾藤投手の頑張った大倉工業 (四国)の試合ぶりが印象
に残る。
大会は予想以上に「投手力上位」の大会だった。 5試合完投の松

沼のビッチングを筆頭に、本格派 山本泰、登記(神戸製all)香 川 (三菱
重工神戸),‖ 瀬 (大昭和製紙北海道)、 そして福間(松下電器)らが持ち
味を出し切って力投した。
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>委員長=山本英一郎>副委員長=小西正一、郷司裕>委員=高橋良夫、三輪武、中西明、山川脩司、三宅享次、小林加寿男、元橋
一登、達摩省一、戸田直佑、中村孝太郎、相沢孝行、清沢忠彦、原田謹爾、片岡成夫、日野賢導、上杉正、武村政雄、津田進、枢秀夫、岸
野金治、吉田龍男、清水忠雄、広沢渉、本嶋一晃、松尾進、森武雄、樫根清一、松山守、池田貴義、鶴田泰夫



第5回大会 大会言己録 社鉄 孵 F相 手緻 会 2θ倒 ヘ

▽10月 29日
第 1試含=1回戦(午前 0時11

川崎製鉄神戸 001 010 000
日 本 楽 器 000000000
>審 判 (球審 )中 西 (塁 審 )高橋 、 津 田 、 森

犠 併 残
5  0  7 276 2 6 4

回 安 振球 責
真  鍋  9 3220

>二塁 打 =山 中 正 >犠打 =川 5(五島 、上 村 、前 川 、
61/川 、真 鍋 )>試 合 時 間 =2時 間 11分

川 鉄 神 戸 ・ 真 鍋 が 完 封
○…倉1部 2611「 1の 今年、都市対抗、日本選手権と、
たて続けにビッグ イベントに初出場を宋たした川崎製
鉄神戸.強 力11線の日本楽器を相手に、散発3安Jl、

二塁すら踏ませない真鍋の鮮やかなビッチングで、念
願の初勝利を挙げた.
入社 6イFll.今 11の都|lf対 抗に111場 したのがきっ

かけで、8月 の1世 界アマチュア野球選手権大会(イ タリ
ア)出場の全日本メンバーに選ばれ、 躍脚光を浴び
た。

>審判 (球審)山 川 (塁審)溝 沢 広沢、松山 (外審)森 津田

>本塁 打 =川 越 ]号 (高橋 正 )小 林 ]号 (高 橋 正 )>二
塁 打 =及 り >犠 打 =仙 ](今野 )電 1(松 村 )>盗 塁 =
電 3(河野 、今 丼 、平 山 )>失 策 =仙 3(カロ藤 、及 川 2)>
試 合 時 間 =2時 F8816分

第 3試含=1回戦(午後 5時20分開始)

三菱重工広島 000 000 0  10
東 京 ガ ス 051301X 10
)審判 (球審)上 杉 (塁審)武村 中村、池田 (外審)樫 根 松山

回 安振 球 貢
松  沼  7 2900

>本塁 打 =渡 辺 1号 (村 田 )>三 塁 打 =佐 野 、田 中 >
二 塁 打 =佐 々 木 、安 岡 、佐 野 、渡 辺 >犠 打 =東 ](山
本 )>盗 塁 =東 1(山 本 )>試 合 時 間 =]B寺 間 42分
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第 2試合=1回戦(午後 2時41
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▽10月 30日
第 1試含=1回戦(午前 9時31分開始)

電 電 中 国 3000000003
北海道拓殖銀行 000 110 23X 7
卜審 判 (球審 )木嶋 (塁審 )原 田 、 鶴 田 、 吉 田

残
７

併
１

犠
３

回 安振 球責4%5322
3136225

>本 塁 打 =城 戸 ]号③ (原 田 )>二 塁 打 =角 屋 、大
滝 、山 根 、高 岡 >犠打 =電 3(呉原 、角 屋 、築 地 )拓 4
(小 島 、竹 内 、大 滝 、柴 田 )>盗 塁 =拓 2(高岡 2)>
失 策 =電 ](角 屋 )拓 2(金谷 、柴 田 )>試 合 時 間 =
3時 間 2分

2試合=1回戦(午後 0時59分開始)

>審 判 (球審 )三宅 (塁審 )戸田 、 日 野 、 岸 野

>本塁 打 =岩 沢 ]号 (辻 内 )>二 塁 打 =小 林 、長 沢 、
福 岡 、佐 下 谷 >犠打 =大 1(長 沢 )>盗 塁 =日 2(町
田 、福 岡 )>試 合 B寺 間 =2時 Fo3 23分

第 3試含=1回戦(午後 3時46分開始)

言∬喜菖♀::::::::|:
レ審 判 (球審 )山川 (塁審 )森 、樫 野 、 清 水

>本 塁 打 =樋 江 丼 1号③ (藤沢 )>犠 打 =三 4(上
川 2、 佐 々 木 、京 極 )日 ](古 田 )>盗 塁 =三 2(幡野
2)日 2(村田 、木 村 )>失 策 =日 1(藤 沢 )>試 合 時
間 =2時 間 49分

▽10月 31日
1試含=2

国 鉄 四 国 000000010
大昭和製紙北海道 200 000 00X
>審 判 (球審 )上杉 (塁 審 )原 田 、 片 岡 、松 尾

回 安振 球責
瀬  9 5]130

>本塁 打 =高 梨 1号② (落合 )>二 塁 打 =中 石 >犠
打 =大 1(新木 )>盗 塁 =大 ](浜丼 )>失 策 =大 1

(佐藤 )>試 合 時 間 =1時 間 59分
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北海道拓殖銀行=優勝
(現たくぎん)

高岡 茂夫内野手
(現[多ヮ生装置〒爾歳)

(窪撃里召祭ら毎日新聞)

当時の日本選手権の舞台は甲子園。66年夏、大阪」ヒ
陽高が甲子園初出場 した時のメンバーだった私には、
思い出深い球場である。
LJ本 選手権は、この時 4年連続出場で 3年ぶりに優

勝戦進出を果たした。のちにプロで活躍した松沼博久
(元 西武)を擁する東京ガスと対戦ぅうちの山口も好投
じ0-0の まま九回を迎えた。
先頭の私は四球っバントと内野安オ1で 一死一二塁と

なって四番の丸山を打席に迎え、スクイズのサインが
出た。ところが練習不足でスクイズに失敗。カウント
2-1か らの 4球 目を強打 したが、浅い右翼ファウル
フライ.通常なら突っ込む当たりではなかった。だが
1点 がほしい。三塁コーチャーボックスにいた西村監
督が日で「行け」と指示.死にものぐるいで滑り込んだ
私の右足がベースにタッチ、足の遅い私には感激の初
優勝決勝点となった。
82年に現役を退き、85年から4年間監督も務めた。今、
日本野球連盟の競技力向上地域部会委員。私を育てて
くれた野球への恩返しの気持ちでいっぱいだ。
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○…1934年 青森林友が都市対抗野球に出て以来
の青森県からの“全国大会…出場チームとなった人戸
市水道部。 一回一死から平沢が左前安打、■回は四
球とバント野選で ―死 :、 三塁.さらに三回は無死で
佐々木勝が中前安llを放った。この大会に5年連続
出場、都市対抗にも20回 出場している松 下電器を相
手に、果敢に攻めた。得点こそ出来なかったが、「選手
はやれば出来る、と感じ取ってくれたと思います。ええ、
ハダに伝わって来ますよ」と村本監督
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第 3試含 =2回 戦 (午後 2時29分開始 )
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犠 打 =電 2(河 野 、 川 越 )神 1(山 崎 )>盗 塁 =神 l

(三木 )>試 合 時 間 =1時 間 40分

レ審判 (球審)中西 (塁審)戸田、武村、池田

>二塁 打 =加 野 >犠 打 =東 4(池田 、佐 野 、松 沼 2)
西 3(山極 、岩 附 、片 江 )>盗 塁 =西 2(細川 、水 江 )

>捕逸 =佐 野 >試合 時 間 =2時 間 50分

第 3試合=2回戦(午後 2時57分開始)

大 倉 工 業 002000000000002
北海道拓殖銀行 000 000 110 00001 3
)審 判 (球審)達摩 (塁審)高橋 岸野 枢 (外審 )武村 池EB
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盗 塁 =拓 2(竹内 2)>失 策 =拓 1(大 滝 )>試 合 時
間 =3B寺 間 43分

力 投 もむ な しく
○¨大倉工業期待の新人、尾藤投手が延長十四回

の力投もむなしく、甲子園の初戦を飾れなかった,「負け
たのは僕のせいです。簡単に四球を出したりして …….

駒大時代の同期生、山本に対して意識過剰になりすぎま
したコと八回二死から||!本に与えた四球が同点の原因に
なったのを悔やんだ。「まだまだ未熟者ですJと帽子のヒサ
シで日もとを隠したが、立派な投球内容だった。
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第3試合=準々決勝(午後 3時 6分開始)
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>二塁打 =浜丼 山中正 >犠打 =川 2(松り、砂川)大 2(新 木 高
梨)>盗塁 =川 1(松川 )大 2(山 本 新木)レ 失策 =川 3(米田 竹
下 砂|)大 1(高梨)>試合8寺 間二33寺 間25分

ラ ンナ ー に や られ た 真 鍋「 残 念 ′」
○ 無念の209球 ‐川崎製鉄神,'の ,'こ 鍋投 ■は

「 四回 死 、1塁になったとき「(高 梨を)歩 かせて
満塁策をとるかりと生「Π監督に聞かれて「いえ、勝負し
ますJと 言い切った.「高梨さんはホームランパソターで、
外角でも引っ張ると聞いていたので、外角で勝負した,

うちとる自信はあったし、オlった瞬間Ⅲうちとった。と思っ
た.それが、バットの先っぼの変な当たりなのに、あそこ
まで力で持っていかれた_「それにしても、あの浅いVlた
りでホームを突くとは  . スライディングがうまかった
ですね.ランナーにやられました。きょうは■回ごろから
球が走り出し、変化球もよく切れていたので負ける気は
しなかったんですが … 。本当に残念ですJと話す表
′睛はIFう 然としてtヽたて,

▽11月 3日

>審判(球審)上杉 (塁審)達摩、相沢、池田

>二 塁 才I=中 村 好 、山 崎 >犠 打 =神 2(三木 、登 記 )

東 1(田 中 )>盗 塁 =神 1(山 崎 )東 2(山本 、五 月 女 )>
失 策 =神 ](荒丼 )東1(佐野 )>試 合 時 間 =2時 間 3分

北海道拓殖銀行 001 000 210 000
日産 自動 車 002200000000
>審判 (球審)中西(塁審)武村、片同、樫根

>本塁打 =山中1号 (松 田)>三塁打 =竹内 >二塁打 =山 本、大
野 中根、竹内 >犠オT=拓 2(小 島 梅田)日 1(村田)>盗塁 =拓 1

(高 岡)日 2(福岡 鈴木)>試合B寺 間 =48寺間
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第 1試合〓準々決勝(午前 9

第 2試含= 11時58分開始)
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第3試含=準々決勝(午後 4時23分開始)

三菱重工神戸 000 010 000 011
松 下 電 器 00010000012
)審判(球審)山 川 (塁 審 )戸 田、松山、鶴田 (外審)樫根 池田

>三 塁 打 =丼 上 >二 塁 打 =磯 本 2>犠 打 =三 1

(友 藤 )松 2(森本 、福 間 )>盗 塁 =松 3(磯本 森 本 、
山 口 )>失 策 =三 3(時本 2、 川 辺 )>試 合 時 間 =
2時 間 20分

▽ 11月 4日
第 1試合=準決勝(午前 9時58分開始)

東 京 ガ ス 0000000101
大昭和製紙北海道 000000000 0
D・ 審判

309 1
回 安振 球責

松  沼  9 6550

渡辺犠飛、貴重な 1点
4連投の東京ガス松沼と3連投の大昭和製

紙北海道 り|1瀬が、ともに持ち味を十分に生かし
て力投、準決勝にふさわしtヽ投手戦を展開した。
松沼はド手投げから1申 びのある速球に緩球を混
じえて投球に変化をもたせ、カーブ、シュートの切れ
も:||し 分がなかっ́た,一方、川瀬も重い速球に切れ
味鋭いシュートを効果的に配球して譲らなかった。
しかし、展開は東京ガスが押し気味。その東京
ガスは人回、突破口を切り開いて、貴重な先取点
を挙げた.‐

この回、先頭の山本は左翼線を破る 1塁打。
用中が手堅く二果に送ったあと、二月女の代打
二宅は四球.続く渡辺は川瀬の初球を狙い打っ
て高 と々右飛を打ち上げ、山本を迎え入れた.

先手争いの激しかった中盤までは、東京ガスが
優勢に攻めた。四回は先頭 田中が安打で出な
がら併殺のあと、渡辺が二墨打、そして五Flは名i
野の安打とバント野選で一死二、i塁とするなど
得点にこそならなかったが、勢いに乗っていた。
これに対し大昭和がつかんだチャンスは71、 六、
し回の一死一、二塁と人回の二死満塁.しかし、
いずれも松沼の絶妙のビッチングに抑え込まれて
完敗した。
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東京ガス、燃える男
①…東京ガス躍進の原動力となった松沼投手
は、この日、球を散らしながら要所をピシャリと抑え
る文句のないピンチング.これで4試合完投、3
完封。36イ ニングで失点は対西濃運輸戦の2点
だけ。防御率05という抜群の成績をあげている。
今夏の都市対抗、丸善石油戦で17奪三振の新
記録をたて、8月 には全東京の li戦投手として
訪韓。今度は日本選手権で優勝戦進出という
活躍ぶりで、この 1年の間に社会人球界を代表
する好投手に浮かび上がった。弟の雅之投手は
東洋大の11戦として神宮球場での明治神宮大
会に出場しており、この秋は兄弟そろってアマ球界
の話題をにぎわしている。「新聞が楽しみです」と
兄の博久.弟の雅之投手も東京ガスに人ネLの予
定で、来年は兄弟リレーも見られそう。

第 2試合=準決勝(午後 0時50分開始)

松 下 電 器 010000000
北海道拓殖銀行 000 001 03X
卜審 判 (球審 )三 宅 (塁 審 )元橋 、 清 沢 、松 山

3  0  9 30
回 安振 球貢6%533]2%]]10

>二塁 IT=木 原 >犠打 =松 3(坂口 、山 田 、長 谷 部 )

>盗 塁 =拓 3(小島 、梅 田 2)>失 策 =松 ](坂 回 )

拓 1(小島 )>試 合 時 間 =2時 間 30分

連投 0福間を攻略
北海道打i殖銀行は好投手 松下電器の福間
を足で揺さぶったあと、連打を浴びせ、4試合連
続逆転勝ちする粘り強さを見せた。
六回から代わったばかりの左腕 福間を攻めて
同点に追いついた夕i銀は人回、重盗、失策をはさ
んで4安オJを集中し、 ‐気に3点をたたき出した。
このい|一死から小島が右前安打、梅田もニゴロ
失で一、二畢としたあと、代打 金谷の1-3後
に重盗を決めてチャンスを広げ、金谷が中前へ、
山本、坂田が右前に快打を連ねた。拓銀は投手
陣の調子がもう一つだが、トップ高岡以 ドの ll位

打線の奮起で、強豪の松 ドを降した:

拓銀は六回、高岡が右前安打、遊ゴロで l進
後、梅田が一、二塁間をゴロで抜く渋いヒントを放
って同点に持ち込んだ。これで勢いづいた招i銀は
七回一死一、二塁のビンチに柴円を救援にたて
て追加点を阻み、逆転に結びつける拓銀ペースに
持ち込んだ。
一方、松 ドは一回の好機は逃したが、二回、手

堅い攻めで先手を取った。無死で左中間二塁
打の木原を||1田がバントで送り、長谷部が投手左
へうまいスクイズ バントを決めて木原を迎え入れ
た。このあとも四、五同とチャンスが続き、押し気味
に試合を進めた松 ドは、六回からエースの福間を
つぎ込んだ。しかし、福間は速球に伸びがないう
え、制球も甘く、招i銀打線を押え切れなかった。
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第5回大会 大会言己録
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▽11月 5日
優勝戦(午後2時 6開始)

北海道拓殖銀行 000 000 001  1
東 京 ガ ス 0000000000
>審半」

>三塁打 =岡村 >犠打 =拓 2(小島 、丸 山 )東 1(田  右 翼 手はファウル かと迷 っ
中 )>盗塁 =拓 1(竹 内 )試合 時間 =1時 Fo556分   たぁと、捕 球 して本 畢 に返

9回、 決勝の犠飛   球.やや二塁寄りにそれ、山口が東京ガスを完封  響諭辞甥侯驚雅先
チして決月券点とした,

それにしても、山「J、 松,召両投手の投球は素晴らしかった,東京ガスは二回
先頭の岡村が山口のカーブを右翼に二塁打しチャンスを作ったが、続く安岡は山
IJの 重い速球を強lJして遊ゴロ。さればと松沼に1-2からスクイズを仕掛け
たが、打i銀バソテリーに見破られ岡村が二本間

`こ

挟殺された,東京ガスはじ巨|

にも中前打の山本をバントで二塁へ送ったが、渡辺の深い中飛が中堅手の好守
に阻まれた。山口は堅い味方の守備に守られ、力強い投球で東京ガスを2安
打完封した。松沼も本来の力強い投球で材i銀打線を抑え、六国1う 内がイ「前|「
したのが初安打.七回丸山の遊撃手後方へ落ちるポテン安打と||1本のヒット
エンドランで二死一、二塁としたが、松沼の力投に後続が三振した.I

両投手が持ち味を出した力投と、両軍の堅い守りで緊迫した接戦だった:

監 督 談 話
北海道拓殖銀行・西村博司監督 松沼投手のシューロま簡単には打てな
いのでカープを狙わせた̀ 高岡は浅tヽフライだったがよく走ってくれた。山口
投手が最後に本来のいいピンチングをしてくれた。
東京ガス・江口昇監督 松沼に中し訳ない.松 ,召は本当によく投げてくれ
たのに、打撃が振るわず見殺しにしてしまった, 1点さえ取れていれば……3

優勝戦を盛りliげた見
事な投手戦だった.北海
道拓殖銀行は九回、東京
ガス松沼の一瞬のリキ教
を突き、こf犠飛で決勝点
を奪った.

速球が走り、カーブも切
れて絶好調の松沼は、こ
の回先頭の高岡にリキみ
すぎから四球。招i銀は、
バントで送り、梅田が一畢
強襲ゴロの安打で一、二
果.続く丸山は内角への
シュートを有翼線ギリギリに
打ちあげるとガスの渡辺

責
―

球
２

振
３

安
４

回
９召松

責
０

球
０

振
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安
２

回
９回山

〔優勝戦〕北海道拓殖銀行―東京ガス 優勝の瞬間、竹内捕手と
抱き合う拓銀・山口投手。

銀を相手に、松沼はチームを背負って、ただ一人で立ち向かっている
思いがした.

松,Fイ はカーブを狙われているとみるや、速球とシュートを li体の投
球に切り替える. し回 l死から初めて連打を浴びて一、二早と迫られ
ても、内角を攻め抜いたあと、外角へ浮き11が る速球を決めて坂IHを
i振に抑え込んでいる。全く揺らぐことを知らない投球だった.

ところで拓銀は、松沼をどうやって攻め落とそうとしていたのか――
lll村監督に聞くとこうだ。
「連投の松沼君はきっと変化球を多くほうって来る.特にカウントを
取りに来るカーブを

`Hえ
J.だが、この狙いはちゃんと松沼に読み取ら

れてしまった。
それでも拓銀は ―向に焦らず夏以降、鍛え込んだ…走力

Ⅲをつかって
松沼の投球にスキをつくろうと励んだ1・ 優勝戦に進むまでの4試合をす
べて逆転勝ちしてきた自信がマイベースで松沼攻略に突き進ませた,

松沼の制球がわずかだが舌Lれ出したのが九rllだ った。樹i銀の先頭打
者・高岡への投球がほんのちょっとストライク ゾーンから外れて四球.

「う一ん、あれが悪かった,いいコースをついたと思った力泊.試合後、
悪びれず松沼はこういったが、‖i銀は送リバントのあと、高岡の足と
梅Flの右翼打ちで、決勝点への舞台をつくった。
「高岡が三果に走ったのは結果的にエンドランになったが、とにかく
走れ、とサインを‖1し ていた.Ⅲ走れ",これは夏から選手に教え込ん
できたことの つです,そ れがこの大会で実った」と西村監督て,
″i銀のいすばしこtヽ野球…が、松沼から決勝の 1点 をもぎ取った。

(笹尾 勝彦)

北海道柘殖銀行 西村 博司監督
「都市対抗に出られなかったので優勝できてう
れしさもひとしおです」と、引き締まった表情できっ
ぱり,「スマートで根性がないといわれ、万年 2位
にLIん じていたが、やっと胸が張れます」.1965年
に監督になって70年から勤務の関係で6年間チー
ムを離れたが、76年に復帰、その年、都市対抗準優

勝。それから3年、念願の優勝を果たした。
「イタリアでの世界選手権大会に全日本監督で行きましたが、全く何の
実績もなかったので選手たちが肩身の狭い思いをさせたくないと、今大会
は張り切ってくれましたJ
いま素晴らしい“勲章"を贈られて「本当によくやってくれました」と声を

詰まらせた。再度の胴上げに1761ク 、68キロの体は躍り、優勝の実感を味
わっていた。
まじめな性格で、作戦も理にかなっている。「松沼君はちょっとやそっと
で打ち崩せる投手ではありません。素晴らしtヽ投「 です」と相手を褒めて
から「だが3日 間連投なので変化球が多いと思い、カープを狙わせました,

うちの打者では、まだ松沼君のシュートを1・ Iて ませんからね」.敵を知り己
を知るⅢ西村野球Ⅲは堅実である.

逆転につぐ逆転でここまで勝ち進んできたが「最後にな́
野球が出来ました.それにしても選手の精神力には頭が
がりますJとナインをねぎらうまなざしは感涙に潤んでいた。
「42歳のやく年でしたが……Jといいながら「さあ足をそ
ろえて行こう」と表彰式へ,拓銀社内でラッキーボーイと
いわれているのは、復帰以来の好成績から,そ してダイ
ヤモンド旗を握ってやく年を強運でふっ飛ばした。

(田海 金―)

ってうち本来の
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社会ス野球日本選手権大会 2θ年夏ヘ

ダイヤモンド腹“北の旅"
東京ガス最後の打者の飛球が北海道拓殖銀行、小島中堅手のグラブに

おさまった瞬間、二早側拓銀の応援席は約1,000人の喜びがはじけた。
黄色い トンガリ帽子を放り投げて跳びはねる行員、抱き合う女子リーダ
ーたち…Ⅲ
「よくやってくれた。選手みんなにご苫労さんといってやりたい」.
札幌で居ても立ってもいられないと、この日朝、/11行機で51Kけ つけた同
銀行相談役、中原哲男さん(72)の 日はうるみがち。「北海道の景気もや
っとドン底をはい出したが、それでも明るい話題は少ない。札幌だけじ
ゃなく、道全体がダイヤモンド旗を待ちわびていたんです。道民の気持
ちを明るくしてくれましたJと 周囲の人たちに握手を求めて回った。
準決勝まで200～ 300人 程度だった応援席も、この日は札幌、名古屋、京

阪神から同社の行員と取引関係者が大挙押しかけ、内野スタンドはいっ
ぱいにふくれあがった。新幹線で来た名古屋支店の柴田紀美子さん(23)
は「甲 F園 は初めて。本 1`に来てよかった。感激です」と同僚たちと肩
をたたきあった。
10,128日 に来阪して9日 間、声を限りの応援を繰り広げた12人の女子
リーダーの日には涙が光った。「ナイターの延長戦などでカゼ気味の子
もいて、全員バテてます。でも応援のかいがあった。これで疲れなんて
吹っ飛びましたJと 荒り|1年子さん(21)は顔も声もくしゃくしゃ。
興奮した応援席では「もう北海道は野球のへき地じゃあないぞ」「高校

野球でもやれるんじゃあないか」とオクターブがあがった。

正念場でユニス
ー
の本領発揮
山口1敏 男1投手
北海道拓殖銀行

準決勝まで、投手のやりくりで本H手の攻撃をかわしてきた投手陣の中
から最後に完投投手が生まれた.2安打の完封は、まさにエースの意地
をみせたものだ。第 2回大会も優勝戦まで進みながら鐘化に敗れてお
り「きょうはなんとしても勝って優勝したかった。野球生活で初めての
優勝です。胴上げをされてもまだピンときません。これからゆっくり
と味わいますJ
「味方が先に点をとるまでは、とがんばった。カーブ、フォークボール
でタイミングを外すのが効いた。打たれたのは2本 ともカープでしたが
あとは見逃 してくれた。ポンポンと打者を追い込んでいったのがよか
ったのでしょうJ
そんな山口を、西村監督は「山口は気の弱い子で、これまで自分で崩れ

ることがあったが、やっとLLII]ら しいビッチングをしてくれたJと 、打の
高岡選手とともにその健闘をたたえた。
当時札幌駅前丈店第]1係動務。181D‡

ン、85キロc池田高出身、29歳 。

第 3■画 1大‐金1識 1彰|‐‐毒‐手
>最高殊勲選手賞 高岡茂夫二塁手 (北海道拓殖銀行)ま さか僕が

こんな大きい賞をもらえるとは思えなかった。優勝は全員の力の結集、
私は全員を代表して受賞したのだと考えています。
>敢闘賞 松沼博久投手 (東京ガス)

>首位打者賞 小林達也外野手 (日 産自動車)=13打数 6安打、4割 6
分 2厘

>大会優秀選手
【投手】松沼博久(東京ガス)福間納 (松下電器)真鍋義之 (り ‖崎製鉄神

戸)'‖瀬隆俊(大昭和北海道)山口敏男(lL海道拓殖銀行)【捕手】佐野登
(東京ガス)村上忠則(大昭和北海道)木原弘人(松下電器)竹内昭文(北海
道拓殖銀行)【一塁手】岩沢建一(日 産自動車)【二塁手】高岡茂夫(北
海道拓殖銀行)【三塁手】坂田竹治(北海道拓殖銀行)福岡清介(日 産自
動車)平谷拓(松下電器)【遊撃手】田中伸樹(東京ガス)山本文博(北海
道拓殖銀行)【外野手】小林達也(日 産自動車)渡辺茂(東京ガス)高鍋均
(松下電器)小島和彦(北海道拓殖銀行)

OOOOOOOOOOOOOOOO 鷲喜夕13nilこ “ョ 爆 肇 b■ 記 粛ヒ  OO― OOOOOOOOOO

昭和55年に、世界アマチュア野球選手権大会が日本で開かれる。アジア
地区での開催は初めてのこと。“55年"に向かって29日 から始まる“秋の甲子
園"は、その第 ‐歩になる。対戦相手も既に決まり、代表22チームは最後の仕
上げに気合をこめているが、今夏イタリアで行われた世界選手権に、日本社会
人野球協会から技術強化委員として派遣された大丸・清水監督は、イタリア
で得たものを、甲子園で生かそうとしている。どういう成果が現れるか楽しみだ
が、世界選手権で得た印象、これからのチームづくりへの教訓などを清水監督
に聞いた。

一 タリアの野球事情から。
清水 施設面は思ったより良かった。グラウンドはボロニニアでは両翼100

メートルで、人工芝になる前の後楽園のように内、外野が芝生。外野の芝がち
ょっと深かったが、状態は良かった。スタンドは内野だけで七、八千人を収容す
るのでは。女性ファンが多く、海水着姿で観戦している人もいた。ハッスル・
プレーや好プレーには拍手や口笛で応え、無用のけん制球など試合を遅らせる
ようなプレーにはブーブーいっておこる。ダブルプレーや外野からのノーバウンド
返球には(ワンバウンドではダメ)すごく喜んでいた。みんな楽しんで見ていて、
試合途中で席を立つ人がいなかった。
一一日本はキューバ、米国、韓国についで4位に終わったが。
清水 再来年の世界選手権でもtヽまの3チームが強敵になるだろうが、技術
的には負けていない。パンチカ、スピードの差など多少目についたが、日本の
敗因をみるとつまらないプレー(エラー、四球、ボーンヘッド)によるところが多かっ
た。 日本は守りからチームづくりをしているが、さらに強回な守りをつくらねばと痛
感した。

-3強 の印象は。
清水 キューバは、日本に輪を力ヽすた守りのチームだった。二遊間は鉄壁で、

バ ソヽクハンドトスを見せるなど基本が出来ている。強肩で、足の速い選手をそろ

― 一 大 丸 ・ 清 水 監 督 に 聞 く― ―
えていた。米国は打撃のチーム。試合運びは大味なところがあるが、パワーに
はびっくりさせられた。韓国は長い冬の間にウエート・トレーニングをみっちりや
るそうだ。その面が出てか打球など速かった。守備がもう一つだが、投手力、
打力には力強いものがあった。この3チームの“対日本"意識はなかなか強いも
のがあった。
一一世界選手権の前、オランダのハーレムで招待野球があって、日本は“強
い"の印象を与えながら本番では4位。強行日程など選手に疲れが出たのも
響いたようだが。
清水 全日本に選ばれただけで満足してしまうという精神的な甘さが根本

にあったように思う。ガムをかみながらプレーしたり、試合直前、金網越しにサイ
ンに応じたり、日本にいたら決してやらないような行動が見られた。そうしたことが、
打つに必 投げるιこしろ“―球"への集中力を失わせたようだ。キューバや米国
の選手を見ていると、たとえキャッチボールでも、日本ではちょっと肩ならし、とい
った感じが強いのに、彼らは基本に添い、一球々々を大事にしながら投げ、捕っ
ていた。野球への執着心の差を感じた。

一 ガムのことなど、プレー以前のしつけから、というのはさびしいことですが、
世界選手権でハダに感じたものを、この甲子園で出したいと・…・・。
清水 これまで自分のチームのことだけでカーンとしてたが、こんどの見間で、

他のチーム、さらには高校や大学の野球など見ることの重要さを感じた。大会
へ出て来るチームの顔ぶれを見ると、どの地区も戦力が均衡していて“戦国時
代"の印象が強い。大会ではどこが優勝したっておかしくない状態にあると思う。
どのチームも都市対抗での反省を生かそうとするだろうし、選手にとっても一度
はやりたかった舞台でのプレーだから力がはいると思う。私にしても自分のチー
ムを“しつけ"、 全日本に一人でも多く送り出そうと考えているので、外国選手の
ボールに飛び込んでいく姿勢、投手が精魂こめて投げていたことなど世界選手
権で吸収してきたことをこの秋の大会で表現してみたい。

(1975年 10月 25日付 毎日新聞朝刊)
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第5回地区大会成績
(太宇チーム本大会出場チーム)

9月21日 から 4日間 札幌市営円山球場

新 日鉄 室 蘭

北海道拓殖銀行

航空自衛隊稚内

函 館 太 洋

日産サニー札幌

本し幌フライヤーズ

札幌トヨペット

大昭和製紙北海道

電 電北 海 道

旭川管理鉄道局

札幌管理鉄道局
昭和製紙
海 道

小樽野球協

王子製紙苫小

◇青森▽一回戦 三菱製紙八戸 5-4全弘
前倶、八戸市水道部11-0自衛隊青森(勝者
は第二次予選へ)▽決勝 八戸市水道部4-
2三菱製紙八戸
◇岩手▽一回戦 県経済連7-0福高ク▽
二回戦 岩手銀行7-0水沢駒形ク、盛岡鉄
道管理局6-0オール宮古、オール不来方 2
-1アイワ、小野田セメント4-2-関三星
ク、宋示製綱7-2オール江刺、釜石野球団
6-2県経済連、一関ユニオンク(不戦勝)全
久慈、新日鉄釜石10-0盛友ク▽準々決勝
岩手銀行3-0小野田セメント、釜石野球団
4-1オール不来方、盛岡鉄道管理局2-1
東京製綱、新日鉄釜石16-0-関ユニオンク
▽準決勝 岩手銀行 8-1釜石野球団、新日
鉄釜石2-1盛岡鉄道管理局▽決勝 新日鉄
釜石6-3岩手銀行(勝者は第二次予選へ)

◇秋田▽一回戦 秋田銀行9-5秋田鉄道
管理局、東北肥料6-5秋田経大校友ク▽準
決勝 丁D K10-0秋田銀行、秋田相互銀行
14-11東北肥料▽決勝 丁DK9-4秋 田相
互銀行(勝者は第二次予選へ)

◇宮城▽一回戦 東北ク9-0仙商ク、、
仙台鉄道管理局10-0亘理ク▽準決勝 電電
東北7-0東北ク、仙台鉄道管理局6-1石
巻八リケーンク▽決勝 仙台鉄道管理局3-
2電電東北(勝者は第二次予選へ)

◇山形▽一回戦 山形相互銀行4-0日大
山形OB▽決勝 鶴岡ク4-2山形相互銀行
(勝者は第二次予選へ)

◇福島▽一回戦 自衛隊福島5-4飯塚病
院ク、∃―クベニマル10-0小名浜ク、ミド
リ十字ク4-1塙ク、双高OBク 12-6小峰
ク、オール常交4-2原田ク、二本松ク(不
戦勝)ニ ュー相馬、福島硬友ク(不戦勝)学石

OBク▽準々決勝 ∃―クベニマル2-0自
衛隊福島、ミドリ十字ク5-2双高OBク、
オール常交11-2二本松ク、福島硬友ク4-
0保原ク▽準決勝 ∃―クベニマル3-1ミ
ドリ十字ク、福島硬友ク2-1オール常交▽
決勝 ∃―クベニマル10-0福島硬友ク(勝
者は第二次予選へ)

鶴  岡
新 日鉄 釜

八戸市水道

◇茨城▽一回戦 日立製作所16-0東日本
薬品▽二回戦 日立製作所11-0鹿島石油、
住友金属鹿島13-0水戸鉄道管理局▽決勝
日立製作所3-2住友金属鹿島(勝者は第二
次予選へ)

◇群馬▽一回戦 伊勢崎レッドソックス10
-1硬友ク、全前橋野球倶3-2オール太田
ク▽準決勝 富士重工業10-0伊勢崎レッド
ソックス、高崎鉄道管理局10-3全前橋野球
倶▽決勝 富士重工業7-3高崎鉄道管理局
(勝者は第二次予選へ)

◇埼玉▽一回戦 エーザイ14-12戸田中央
総合病院、飯能高OBク 3-2全浦和野球団、
本田技研8-0日産ディーゼル▽準決勝 日
本通運6-1エーザイ、本田技研5-0飯能
高OB▽決勝 日本通運 1-0本田技研(勝
者は第二次予選へ)

◇千葉▽一回戦 三井造船千葉7-1千葉
鉄道管理局▽準決勝 川鉄千葉5-3三井造
船千葉、電電関東 4-0新日鉄君津▽決勝
川鉄千葉2-0電電関東(勝者は第二次予選
へ)

◇東京▽一回戦 リッカー10-0三井銀
行、明治生命11-8日 本 IBM▽準々決勝
熊谷組2-0朝日生命、電電東京5-3リ ッ
カー、鷺宮製作所6-5東京鉄道管理局、東
京ガス8-0明治生命▽準決勝 電電宋示3
-2熊谷組、東京ガス4-1電電東京(勝者
は第二次予選へ)▽決勝 東京ガス4-0電
電東京
◇東京多摩▽一回戦 全調布ク2-1全府
中ク、東芝府中8-2オールスリーボンド▽
決勝 東芝府中6-0全調布ク(勝者は第二
次予選へ)

◇神奈川▽一回戦 いす 自ゞ動車12-1横
浜ク、三菱重工横浜11-1横浜高島屋、清工
建設8-4相模原市役所▽準々決勝 日産自
動車 1-0日本鋼管、いす 自ゞ動車 2-1日
本石油、三菱自動車川崎3-1三菱重工横浜、
東芝5-4清工建設▽準決勝 日産自動車 1

-0日本石油、東芝7-5三菱自動車川崎(勝
者は第二次予選へ)▽三位決定戦 いす 自ゞ
動車4-0三菱自動車川崎▽決勝 日産自動
車7-2東芝

市
部

一Ｐ
道

>二次予選
10月 7日から 4日間     群馬県営球場
日産 自動 車

東 芝 府 中

日 本 通 運

日立 製 作 所

電 電 東 京

日産自動車¬8

全 足 利 ク

川崎製鉄千葉

富 士重 工業

(第二代表決定戦)

ス
　
芝

ガ一示東

東

詈]堡 〔    |ネ京ガス

◇山梨▽一回戦 峡北ク11-9山梨球友
ク、山梨ク11-2オール櫛形▽決勝 山梨ク
11-10峡北ク(勝者は第二次予選へ)

◇新潟▽予選リーグAプロック ニチエー
8-1新潟ク、全飯豊13-3オール東、ニチ
エー4-3全飯豊▽同Bプロック 長商ク
(不戦勝)明石ク、平和ク18-3吉田ク、平和
ク12-4長商ク▽同Cブロック 三条バンデ
ッド(不戦勝)長岡ク、新潟コンマーシャル12
-7オール北越、新潟コンマーシャル12-2
三条バンデッド▽同Dプロック 新津ク3-
0小千谷ク、国鉄新潟9-0自根野球団、国
鉄新潟10-0新津ク▽準決勝 ニチエー13-
3平和ク、国鉄新潟 5-4新潟コンマーシャ
ル▽決勝 国鉄新潟5-2ニチエー(勝者は
第二次予選へ)

◇静岡▽一回戦 清水ク12-1オール沼
津、富士ク5-4協和醸酵ク、河合楽器12-
0東芝富士ク、吉原商エク12-3岳南ク、清
豊ク 1-0静岡物産ク▽準々決勝 清水ク4
-2関東自動車工業、日本楽器7-0富士ク、
河合楽器9-0吉原商エク、大昭和製紙4-
2清豊ク▽準決勝 日本楽器12-1清水ク、
大昭和製紙7-0河合楽器(勝者は第二次予
選へ)▽第二代表決定戦 河合楽器 8-0

三菱製紙八戸一¬ 4

0

0

6
ク

部

>一次予選
>一次予選

>一次予選
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清水ク(勝者は第二次予選へ)▽決勝 大昭和
製紙3-1日本楽器
◇富山▽三回戦制 北陸銀行12-2電電富
山、電電富山2-1北陸銀行、電電富山2-
0北陸銀行(電電富山は第二次予選へ)

三協精機

三 菱 名 古 屋

行、大和銀行11-1大阪ペーシェンス、住友
銀行 2-0大阪高島屋▽準々決勝 松下電器
3-0大阪ガス、電電近畿 5-2デュプロ、
新日鉄堺9-0大和銀行、日本生命 1-0住
友銀行(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 松下
電器 5-1電電近畿、新日鉄堺2-1日本生
命▽決勝 松下電器 3-2新日鉄堺▽敗者復
活一回戦 大阪ガス4-1大和銀行、住友銀
行3-2デュプロ▽第五代表決定戦 大阪ガ
ス3-0住友銀行(勝者は第二次予選へ)

◇兵庫▽一回戦 川鉄神戸3-2新日鉄広
畑、神戸製鋼2-0小西酒造▽準決勝 神戸
製鋼 1-0川鉄神戸、三菱重工神戸2-1川
崎重工▽第四代表決定戦 新日鉄広畑3-1
小西酒造▽第五代表決定戦 川崎重工5-4
小西酒造▽決勝 三菱重工神戸4-3神戸製
鋼(三菱重工神戸、神戸製鋼、川鉄神戸、新
日鉄広畑、川崎重工は第二次予選へ)

住 友 金 属

三菱自動車京
1崎製鉄神戸

川崎製鉄神戸

5-3三菱重工三原、三菱重工広島7-0東
洋工業(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 常石
鉄工5-4電電中国、日本鋼管福山10-1三
菱重工広島▽決勝 日本鋼管福山6-0常石
鉄工
◇山口▽一回戦 協和醸酵2-1航空自衛
隊防府▽準決勝 田辺製薬5-0協和酪酵、
新日鉄光 2-1オール防府ク▽決勝 田辺製
薬 1-0新日鉄光(勝者は第二次予選へ)▽敗
者復活一回戦 オール防府ク8-5航空自衛
隊防府▽同二回戦 協和醸酵2-1オール防
府ク▽第二代表決定戦 新日鉄光 1-0協和
醸酵(勝者は第二次予選へ)

>二次予選
9月22日 から 3日間     徳山市営球場

1

三恙重T
広  島

7
東 海 理 化

王子製紙春日井

愛 知 トヨタ

サンジルシ醸造

日通 名 古 屋

トヨタ自動車

新日鉄名古屋

名 古 屋 日産

東 邦 ガ ス

電 電 北 陸

5

王子製紙春日丼

2

電 電 東 海

西 濃 運

名古屋鉄道管理

3

西 濃 運 輸

2

本田技研鈴鹿

◇京滋▽一回戦 京都市役所 2-1丸勝、
全大津9-4高島屋京都、京都信用金庫4-
0西京ク、第一紙行9-1キ ∃―トビルク▽
準々決勝 辻和9-1京都市役所、日本新薬
13-1全大津、大丸2-1京都信用金庫、三
菱自動車京都 4-2第一紙行(勝者は第二次
予選へ)▽準決勝 日本新薬6-5辻和、大
丸4-2三菱自動車京都▽決勝 大丸 6-3
日本新薬▽敗者復活一回戦 京都市役所4-
3全大津、第一紙行3-1京都信用金庫▽第
五代表決定戦 第一紙行6-5京都市役所
(勝者は第二次予選へ)

◇大阪▽一回戦 大阪ガス6-3全三和銀

日 本 生 命

三菱重工神戸

第 一 紙 行

電 電 近 畿

日 本 新 薬

松 下 電 器

2

三菱重工神戸

0

辻

神 戸 製

大 阪 ガ

下 電 器

◇岡山 ▽リーグ戦 川鉄水島 1-0三菱
自動車水島、川鉄水島5-1三井造船玉蜀、
三井造船玉野7-3三菱自動車水島011鉄水
島、三井造船玉野は第二次予選へ)

◇広島▽一回戦 三菱重工三原2-1広島
マツダ▽準々決勝 電電中国5-0国鉄広
島、日本鋼管福山7-0山本鋼材、常石鉄工

大    丸――――

新 日鉄 広 畑
一

新 日 鉄 堺一 一
川 崎 重 エーーーー
(第五代表決定戦)

住 友 金 属一―――
電 電 近 畿――――
神 戸 製 鋼―一――
新 日 鉄 堺一―一―

新 日鉄 八 幡

日鉱 佐 賀 関

あけぼの通商

新 日鉄 大 分

電九州¬4

9月26日から 6日間    愛知県営熱田球場

9月23日から 4日間       松山球帰

門

四 国 銀 行~7

9月21日から 4日間        長崎球場

>一次予選
日立造船有

電 電 九
九 州 産 交

トー次予選

門司鉄

日鉱佐賀関」2
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第5回大会出場選手葬 ЮはJ動

北海 道拓殖 銀行
監 督  西 村  博 司 4]明  治  大
投 手  千 藤  和 久 30 中 京 商 高
″  山 口  敏 男 27 池  田  高
〃  柴 田  正 明 27 中  京  大
〃  松 田  雅 晴 27 駒  沢  大
″  福 島  義 隆 22 法  政  大
〃  原 田 未 記 21 中 京 商 高
〃  中 村  明 志 20 本し幌 商 高
″  賀 集   -18 旭 川 竜 谷 高

捕 手  竹 内  昭 文 28 法  政  大
″  後 藤  政 広 19 Jヒ海 道 工 高
内 野  高 岡  茂 夫 29 法  政  大
〃  金 谷  清 治 28 江  差  高
″  船 木  敏 夫 24 函 館 有 斗 高
〃  田 伏  清 美 23 近  畿  大
″  大 滝  敏 之 23 駒  沢  大
″  海 老 名 敏 彦 23 中  京  高
″  山 本  文 博 22 駒  沢  大
″  高 橋  尚 登 22 中  京  大
″  坂 田  竹 治 23 亜 7BI亜 大

外 野 ○梅 田 隆 比 克 30 日  本  大
″  丸 山  幸 雄 27 中  央  大
″  奥 田  剛 史 26 明  治  大
″  小 島  和 彦 24 慶  応  大
″  中 根  史 郎 23 愛 知 工 大
〃  渡 辺  正 彦 19 旭 川 竜 谷 高

日産 自動車
監 督  倍 賞   明 34 日 本  大
投 手  谷 丼  潤 -25 早 稲 田 大
″  高 木  敬 25芝 浦 工 大
″  伊 藤  正 之 23 神 奈 川 工 高
″  藤 田  康 夫 28 中  央  大

捕 手  町 田  宇 公 20 横 芝 敬 愛 高
″  山 本  一 利 25 弘  前  高
〃  伊 東   勝 19 東海大相模高
内 野  川 口  和 夫 25 早 稲 田 大
″  渡 辺   良 24 東  海  大
〃  山 中  秀 明 25 亜 組 亜 大
〃  長 田  克 史 21 市  川  高
″  岩 沢  建 -25 日  本  大
〃  名 取  和 彦 25 明  治  大
〃  福 岡  清 介 25 亜 組 亜 大
〃  東   良 -23 東  海  大
〃  村 田  隆 雄 28 横  浜  高
〃  永 嶋  滋 之 23 慶  応  大
″  服 部  ― 男 19 堀  越  高

外 野  大 野  照 男 23 日 大 三 高
〃  篠 宮   章 27 中  央  大
″ ○鈴 木  雅 通 27 明  治  大
″  羽 田  国 雄 24 明  治  大
〃  萩 原  英 -23 亜 細 亜 大
″  小 林  達 也 25 亜 細 亜 大
″  自 鳥  重 治 23 早 稲 田 大

日 本 楽 器
監 督  川 島  勝 司 35 中  央  大
投 手  久 保 真 一 郎 23 青 山 学 院 大
″  山 本   操 19 ]ヽ 笠 農 高
″  野 林  春 美 23 利 根 商 高
″  立 野 政 治 23 PL学 園 高
〃  藤 原   仁 23 崇  徳  高
″  富 永  邦 博 22 熊  本  工
″  戸 田  秀 明 20 鉾 田 ― 高

捕 手  高 柳  信 英 26 国 士 舘 大
″  木 島  信 秋 26 駒  沢  大
〃  土 屋  正 方 24 静 清 工 高
内 野 ○津 布 久 欣 司 27 駒  沢  大
〃  森   慎 司 23 立 命 館 大
〃  谷 田 部 高 充 24 神 奈 り1大
〃  石 丼  淳 -22 浪  商  高
〃  加 藤 富 士 男 22 自 動 車 工 高
〃  金 子  憲 治 27 日  本  大
〃  鈴 木  清 之 23 青 山 学 院 大
〃  竹 崎 恭 =26ノ ヽ代 工 高

外 野  佐 藤  滋 孝 23 0Cわ ク ソス高
〃  内 海  昌 之 23 亜 組 亜 大
〃  安 芸 土 佐 男 25 国 士 舘 大
〃  l■l藤   功 22 」ヽ笠 農 高
〃  山田  和 典 21 東海大 ― 高
〃  畑   和夫 27 関東 学院 大
〃  内山  仁志 25 中  央  大

大 昭和 製紙 北海 道
監 督  高 梨  英 夫 36 大 多 喜 高
投 手  松 崎   隆 28 -宮 商 高
〃  川 瀬 隆 イ変 27木 古 内 高
〃  望 月  保 雄 26 富 士 宮 北 高
〃  小 磯  健 次 24 安 積 商 高
〃  道 貝   透 19 不J 尻  高
〃  小 野  等 19保 原 高

捕 手  村 上  忠 則 29 '業  名  高
″  山 口   互 20 -宮 商 高
″  今 泉   進 20 Jヒ 見 工 高
内 野  高 梨  英 夫 36 大 多 喜 高
″  仲 本  広 明 28 沖 縄 興 南 高
″  佐 藤  義 夫 27 神 奈 川 大
〃  大 野  敏 彦 26 鴻  城  高
〃  丼 上  孝 -24 日  本  人
″  新 木  忠 力 24 東  農  大
〃  折 霜  忠 紀 21 北海道 日大高
〃  横 り1 衛 2]北 見 工 高

外 野 O浜 丼  頑 丈 31 芝 浦 工 業 大
〃  山 本  和 則 29 Jヒ  海  高
〃  渡 辺  幸 三 29 法  政  大
〃  我 喜 屋  優 28 沖 縄 興 南 蔵
〃  樋 口  忠 雄 22 名  寄  高
″  り京   利 イI121 北海道日大高
〃  戸 間  孝 史 20 北海道 日大高
〃  梁 原  修 志 19 苫 小 牧 工 高

富士 重 工業
監 督  木 村  ― 夫 47 日  本  大
投 手  谷   良 治 20 関 東 学 園 高
〃  橋 本  敬 司 20 熊 谷 震 高
″  丸 本  隆 行 23 桐 生 工 高
〃  三 浦   誠 29 東  洋  大
〃  大 阿 久 文 雄 21 栃 木 工 高
〃  木 村   宏 24 中  央  大

捕 手  小 島  正 人 21 松 商 学 園 高
″  鏑 木  陽 -21 樹  徳  高
〃  千 本 木 順 -19 前 橋 工 高
〃  村 上  修 30日 大 ― 高
内 野  小 間  哲 雄 24 駒  沢  大
〃  石 原  渭 思 20 松 商 学 園 高
〃  柳 沢  ― 美 20 前 橋 育 英 高
〃  長 壁 亥 佐 雄 26 高 崎 商 高
〃  茂 木  啓 司 31 松 商 学 園 高
″  栗 田   優 19 高 崎 商 高
〃  鈴 木  秀 男 23 日  本  大

外 野 O内 藤  光 夫 29 関 東 学 園 高
〃  斎 藤  文 彦 22 東 農 大 三 高
〃  蝦 沢  道 明 27 桐 生 工 高
〃  松 本   修 25 日  本  大
〃  関 崎  明 彦 21 高 崎 商 高
〃  東 野  幸 雄 26 鎌 倉 学 園 高
〃  岸   久 男 20 東 震 大 三 高
″  吉 沢  康 広 20 熊 谷 商 高

王 子製紙 春 日丼
監 督  小 島  幸 和 32 埴  生  高
投 手  小 林  隆 洋 23 鳥  羽  高
〃  初 鹿  秀 敏 18 」ヽ牧 工 高
″  小 谷  秀 夫 19 田 辺 工 高
〃  新 美  寿 通 21 半 田 工 高
〃  龍 神  光 美 25 御 坊 商 工 高
″  倉 石  ― 男 22 りヽ牧 工 高
″  平 田  広 明 18 半 田 工 高
″  柴 田  利 男 21 起  工  高

捕 手  渡 辺  利 通 22 春 日 丼 商 高
″  佐 藤  敏 夫 2]半 田 工 高
″  平 下   稔 19 岐 阜 工 高
″  柴 山  敏 夫 22 名古屋市工高
内 野 ○溝 口  裕 生 26 津 島 商 工 高
″  大 橋  正 芳 19 田  辺  高
″  浦 島  俊 孝 22 名古屋市工高
〃  江 村  武 司 22 大 同 工 高
〃  森 本   茂 19 海  星  高
〃  竹 内  勝 24函 館 工 高
″  近 藤  岩 男 20 吉 原 工 高
〃  土 井  茂 己 26 半 田 工 高

外 野  山 際  牧 人 22 鳥  羽  高
″  山 内   悟 25 岐 阜 工 高
〃  小 林  幸 -24 士  別  高
〃  浜 口  善 弘 23 御 坊 商 工 高
〃  坂 中  佳 介 19 大  同  高

八 戸 市水 道部
監 督  村 本  修 史 34 ノヽ 戸 商 高
投 手  晴 山   豊 26 光 星 学 院 高
″  山 本  弘 己 24 光 星 学 院 高
″  久 慈 伊 佐 男 25 南  部  高
〃  佐 々 木 郁 夫 23 ノヽ 戸 水 産 高
〃  鶴 飼  忠 晴 19 光 星 学 院 高

捕 手  階 上 金 三 郎 27 大 東 文 化 大
″  金 沢 美 津 也 20 七  戸  高
″  大 沢  里 志 24 ノヽ 戸 商 高

内 野  吉 田  光 敏 24 光 星 学 院 高
″  高 橋   登 23 ノヽ 戸 水 産 高
〃  ,夕 谷   忠 22 ノヽ 戸 水 産 高
″  小 ケ ロ 典 秀 20 光 星 学 院 高
〃  佐 々 木  勝 24 ノヽ 戸 水 産 高
″  岡 本   昇 24 大 東 文 化 大
〃  高 西  正 志 24 七  戸  高
″   古 り‖  勲 23 日  本  大

外 野  小 倉 三 喜 雄 22 三 本 木 震 高
〃 O亀 丼  博 次 25 ノヽ 戸 電 波 高
″  角 金  静 夫 29 駒  沢  大
〃  金 見  幸 男 25 七  戸  高
〃  平 沢  利 弘 22 ノk戸 工 高
〃  久 保  皓 正 38 ノヽ  戸  高

東 京 ガ ス
監 督  江 口   昇 40 早 稲 田 実 高
投 手  野 中  雅 彦 20 ,H口 工 高
〃  大 塚  文 義 26 大  正  大
″  松 沼  博 久 25 東  洋  大
〃  亀 谷  真 -18 取 手 三 高
″  西 村   晋 24 修  徳  高
〃  工 藤   真 28 慶  応  大
〃  薗 田  信 雄 25 帝  京  高

捕 手  亀 和 田 公 之 18 宇 都 宮 商 高
〃  佐 野   登 27 早 稲 田 大
〃  湯 沢  輝 雄 21 鹿 沼 商 工 高
″  成 島  達 也 ]8 り‖ 口 工 高
〃  玉 山  恒 夫 26 り 口 工 高

内 野  田 中  伸 樹 28 早 稲 田 大
〃  松 田  慶 紀 24 立  教  大
〃  岡 村   猛 22 早 稲 田 大
〃  安 岡  直 記 23 明  治  大
〃  池 田  勝 之 23 PL学 園 高
〃  小 山  敏 幸 20 城  西  高
〃  吉 田  博 -18 り‖ 口 工 高
〃  高 谷  員 B召 18 取 手 三 高

外 野  渡 辺   茂 28 上  尾  高
〃  三 宅  康 博 22 明  治  大
〃  五 月 女  章 24 鹿 沼 農 商 高
〃  ′J● 1 克 也 18 神 奈 川 工 高
〃 〇 山 本  重 行 26 早 稲 田 大

西 濃 運 輸
監 督  江 藤   栄 35 専  修  大
投 手  松 田  修 =27 岐 阜 南 高
″  片 江   剛 24 神  崎  高
〃  武 者   朗 23 中 条 工 高
〃  清 原  健 -23 愛 知 学 院 大
″  木 戸  孝 明 22 享  栄  高
〃  白 石  義 弘 20 Jヒ  陽  高
〃  上 原  勝 男 20 沖 縄 興 南 高

捕 手  中 島   務 29 東  洋  大
″  林   教 雄 29 佐  野  高
〃  成 田  福 男 25 立  正  大
〃  沢 田   守 24 大 東 文 化 大

内 野  林   伸 男 32 中  京  大
″  山 極  憲 三 30 東  海  大
〃  中 島  隆 利 28 神 奈 川 大
〃  木 村  敬 三 27 名古屋商科大
〃  岩 附  勝 馬 24 名  城  大
″  西 村  雅 文 23 佐 賀 竜 谷 高
″  高 田  淳 二 23 駒  沢  大
〃   中 沢  不日孝 22 二松学舎大付高
″  吉 田  卿J昭 19 岐 阜 西 工 高

外 野 071B川  昌 俊 31 東  洋  大
〃  力口野  悦 男 28 中  京  大
″  兼 近  孝 雪 28 荏  原  高
〃  小 椋  清 俊 26 岐 阜 第 一 高
〃  水 江  正 孝 24 福 岡 工 大

仙 台鉄 道 管理局
監 督  内 海  利 彦 27 石 巷 商 高
投 手  添 田  利 幸 19 会 津 工 高
〃  佐 藤   潔 22 刀  ヽ 野  高
〃  志 賀 野  整 24 黒  川  高
〃  高 橋  正 己 24 仙 台 育 英 高
〃  木 須  憲 -20 東  北  高

捕 手  阿 部  圭 二 23 宮 城 水 産 高
〃  高 本  勝 興 19 船  引  高
〃  木 内  正 彦 21 柴 田 震 高

内 野 O及 川  正 次 24 仙 台 育 英 高
〃  佐 藤  順 -23 東  北  高
″  高 野  直 人 24 亘  理  高
〃   高 橋    良  21  東  Jヒ  高
〃  遠 藤   豊 19 名  取  高
〃   大 技  ― 雄 22 福島聖光学院高
〃  加 藤  正 博 21 福  島  商

外 野  今 野   司 28 若  柳  高
″  堀 切  憲 -23 亘  理  高
〃  郡 山  公 男 22 名  取  高
〃  千 葉  幸 治 22 宮 城 水 産 高
″  内 海  利 彦 27 石 巻 商 高
〃  勝 叉  忠 則 21 東  北  高

三 協 精 機
監 督  村 上 唯 三 郎 37 早 稲 田 大
投 手  白 川 不 三 夫 27 東  洋  大
″  小 嶋  正 宣 23 東  洋  大
〃  大 塚 喜 代 美 24 桐 蔭 学 園 高
″  平 田  恒 夫 22 中 京 商 高
〃  鈴 木   誠 20 能  代  高
″  榎 本  悦 生 19 柳 ケ 浦 高

捕 手  鈴 木  勇 夫 23 中  京  大
〃  伊 藤  元 彦 18 三  重  高
〃  京 極 昌 信 25亜 細 亜 大
〃  小 林  文 康 23 中 京 商 高

内 野  青 柳   暁 23 法  政  大
″ ○ 佐 藤  広 美 26 明  治  大
″  丸 茂  恒 幸 23 明  治  大
〃  坂 田  松 -23 亜 細 亜 大
″  幡 野  正 秋 32 神 奈 川 大
〃  道 吉  哲 夫 25 法  政  大
″  上 川  誠 二 18 箕  島  高
〃  樋 江 丼 忠 臣 25 中 京 商 高

外 野  横 丼   勲 23 明  治  大
″  佐 々  弘 雄 30 中  京  大
〃  鈴 木   実 25 豊  南  高
〃  小 根 森 末 男 27 亜 細 亜 大
〃  豊 国  利 -27 日本 体 育 大
〃  佐 々 木 正 行 23 法  政  大

川 崎製鉄 神戸
監 督  生 田 日出 男 29 明 石 南 高
投 手  大 同  克 美 27 山 口 水 産 高
〃  辻 本  昌 広 20 箕  島  高
〃  坂 本  達 哉 19 淀  商  高
〃  森 藤  隆 生 19 天  理  高
〃  真 鍋  義 之 23 私 神 港 高
″  元 丼  均 保 19 県 豊 岡 高
〃  山 中  誠 司 19 県 伊 丹 高

捕 手  砂 川  患 勝 26 浪  商  高
〃  木 村  敏 之 21 洲 本 実 高
″  吉 り  博 29育 英 高

内 野  松 川  明 弘 24 御 影 工 高
″  西 尾  隆 広 23 興  国  高
″  来 田  拓 馬 24 洲 本 実 高
〃  福 本 正 行 21 村 野 工 高
〃  竹 下  龍 夫 26 興  国  高
〃  五 島  卓 道 24 早 稲 田 大
″  土 丼   誠 2]佐 賀 工 高
″  米 田  司 23 奈 艮 商 高

外 野 〇菊 池   淳 26 帝 京 第 五 高
〃  前 川  典 生 24 早 稲 田 大
″  上 村  直 好 27 鎮  西  高
″  山 中  正 則 21 和 歌 山 工 高
〃  関 丼  義 亘 19 天  理  高
〃  生 田 日出 男 29 明 石 南 高
〃  浅 田  史 男 20 南 宇 和 高
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三菱重 工神戸
監 督  一 岡  四 郎 32 同 志 社 大
投 手  杉 野  時 三 26 鴨 島 商 高
″  一 色  克 義 22 京 都 水 産 高
″  庄 司  冨 夫 23 安  来  高
〃  香 川  正 人 25 早 稲 田 大
〃  藤 崎   穣 20 中 京 商 高

捕 手  竹 中   円 27 萩    高
〃  藤 丼   大 26 村 野 工 高
″  仲   隆 司 26 報 徳 学 園 高
〃  福 島  康 徳 23 神 戸 学 院 大
内 野  深 田  修 平 29 法  政  大
″  伊 藤  博 文 23 関 西 学 院 大
〃  森   昌 三 23 坂 出 商 高
″  渡 辺  秀 -26 法  政  大
″  山 谷  健 二 24 岡 山 東 商
〃  古 田  久 人 19 PL学 園 高
″  川 辺 邦 好 25育 英 高
″ ○ 時 本  勝 己 27 三 田 学 園 高

外 野  友 藤  芳 巳 26 村 野 工 高
″  金 蔵  博 久 25 九 州 工 高
〃  丼 上  美 春 27 市和歌山商高
″  東   茂 28同 志 社 大
″  中 沢  文 哉 23 東  京  大
″  吉 田  隆 行 24 岡 山 東 商 高
″  勝   順 -30 関 西 学 院 大

三 菱重 工 広 島
監 督  迫 田  守 B召 33 慶  応  大
投 手  村 田  利 明 25 立  教  大
″  佃   正 樹 23 法  政  大
″  近 藤   実 29 福 岡 工 大
〃  若 松   実 29 芝 浦 工 大
〃  池 本  正 樹 21 大  田  高
″  松 岡  信 吾 19 ノヽ 代 学 院 高

捕 手  大 森  光 生 27 明  治  大
〃  山 村  幸 紀 26 広 島 商 高
内 野 〇酒 丼  信 芳 28 東  洋  大
″  米 谷   豊 22 宮崎電子工高
″  金 光  興 二 23 '去  政  大
〃  富 士 野 誠 示 25 西 脇 工 高
〃  若 松  茂 樹 25 東  洋  大
〃  佐 々 木 幸 治 27 法  政  大

外 野  古 川  達 雄 27 米 子 商 高
″  荒 谷   稔 25 広 島 商 高
〃  丼 上  敏 之 25 山  陽  高
〃  伊 藤  順 三 29 ノヽ  幡  大
〃  岡 崎  照 光 23 熊本第一工高
〃  丼 上  伸 三 26 東  洋  大
〃  吉 川  丈 -25 都  城  農

電 電 九 州
監 督  広 門  正 暢 34 九 りヽNI高
投 手  小 島   正 28 亜 細 亜 大
〃  山 内  孝 徳 21 鎮  西  高
〃  長 嶺  俊 -28 宮 崎 本 庄 高
〃    密弓里予  不日剛電 28  月E  2ヽ  フk
〃  菊 川  良 正 27 東 海 大 三 高

捕 手 ○川 越  雄 -28 国 士 舘 大
″  柴 田  克 己 24 福  岡  大
″  永 薗  敏 博 28 り‖ 内  高
内 野  福 島  和 博 25 愛 知 工 大
〃  柳 川  正 義 ]9 日 田 林 工 高
〃  勝 山  晋 -22 東 海 大 三 高
〃  今 丼  敬 =28 P]司 工 高
〃  岩 本  正 秋 23 福  岡  大
〃  平 山  敏 数 22 九 州 共 立 大
〃  橋 本  栄 二 23 東  海  大
″  小 林  裕 -18 熊 本 工 高

外 野  松 村  和 生 24 福  岡  大
〃  河 野  統 治 20 九 州 学 院 高
〃  人 重 石 勝 幸 22 京 都 産 業 大
〃  鈴 木  泰 司 23 仏  教  大
″  黒 木   哲 25 延 岡 商 高
〃  金 水  乗 政 20 出 水 学 園 高
〃  藤 原  広 喜 22 唐 津 商 高

松 下 電
監 督  下 田  鎮 男 36
投 手  福 間   納 27
″  久 保  邦 夫 25
〃  長 谷 部  優 28
〃  藤 井  俊 宏 21
〃  吉 田  恭 之 24
″  山 本   芳 23
〃    F員     チБ層彦 20
〃  塚 岡  広 仁 20

捕 手  木 原  弘 人 27
″  大 本  二 郎 21
″  松 川  正 樹 23
内 野  山 口   円 28
〃  亀 沢   猛 22
〃  坂 □  雅 久 27
″  森 本  光 -23
〃  平 谷   拓 22
〃  宮 脇  俊 也 20
〃 O鍛 冶 舎  巧 27
″  対 中  修 平 24
″  島 田  行 雄 23

外 野  浜 田  雄 次 24
〃  山 田   勉 20
″  高 鍋   均 21
〃  堀 /1 隆 樹 27
〃  磯 本  邦 彦 21

電 電 中
監 督  竹 丼  和 彦 33
投 手  新 田  祐 生 19
〃  宇 根  洋 介 28
″  植 木  猛 司 20
〃  田 中   茂 24
′ノ    言〒本寸  暑ξ

'台
 22

″ ○ 中 原   実 29
捕 手  土 取  政 治 27
〃  伊 藤  憲 文 19
〃  福 田  正 博 3]
〃  城 戸   勉 26
内 野  角 屋  孝 男 28
″  武 田   浩 24
〃  奥 谷  徳 行 29
〃  築 地   強 24
〃  呉 原  耕 三 26
〃  大 谷  明 憲 26
〃  ― ノ谷 輝 広 22
″  竹 井  和 彦 33

夕ヽ 里テ   足ヨF]  宇毎貝J 24
〃  山 根  良 弘 3]
〃  勝 部  成 幸 22
〃  中 田  英 二 21
〃  中 村   武 23
〃  川 崎  勝 之 20
″  `増 永  芳 紀 25

器
柳 川 商 高
大 田 高
水 島 工 高
慶  応  大
福 山 商 高
東  海  大
創  イ面 大
岡 山 東 商 高
倉 敷 工 高
慶  応  大
倉 敷 工 高
愛 知 工 大
関  西  大
大  田  高
立  教  大
立 命 館 大
田 辺 商 高
岡 山 東 商 高
早 稲 田 大
東  海  大
近  畿  大
徳 島 商 高
大  鉄  高
布 施 工 高
立  教  大
佐 世 保 工 高

日鉱 佐 賀 関
監 督  吉 武   勝 38 四 日 市 農 高
投 手  藤 沢  公 也 26 ノヽ 幡 浜 高
〃  松 永  隆 =19 Jヒ 松 南 高
〃  落 合  保 雄 19 厳  木  高
〃  藤 本 富 美 夫 24 中 津 商 高
″  永 江  健 -31 鹿 児 島 実 高

捕 手  斉 藤  邦 男 26 早 稲 田 大
〃  川 野  勉 21日 杵 商 高
内 野  古 田   徹 18 津 久 見 高
″  清 原  真 二 19 将,ケ 浦 高
″ ○ 村 田  啓 -27 津 久 見 高
〃  伏 原   直 25 広  陵  高
〃  松 瀬  芳 樹 27 佐 世 保 工 高
″  井 尾  寿 彦 25 明  治  大
〃  湯 野

'青

二 35ノ ヽ代 東 高
外 野  野 上  勝 也 19 津 久 見 高
〃  岩 尾  正 義 24 中 津 工 高
″  吉 近  寿 -24 専  修  大
〃  児 玉  秀 文 23 佐 伯 鶴 城 高
〃  木 村  司 27ノ ヽ幡 浜 高
″  青 木  正 秀 25 佐 伯 鶴 城 高
″  鳥 丸  政 文 26 指 宿 商 高

大
監 督  清 水  正 輝 33
投 手  疋 田   豊 18
〃  IT富  宏 之 21
〃  鹿 倉   仁 20
〃  辻 内   イレ 23
″  岡 崎 満 起 男 27
″  矢 野   実 18
〃  松 原  良 治 19
〃  山 元   博 21
捕 手  田 中  昭 雄 26
〃  吉 川  年 弘 18
〃  中 西   努 26
内 野  柏 原   豊 25
〃  富 永  直 利 20
″  九 十 九 千 秋 25
〃  江 口  忠 浪 19
〃    そキ里予  日召尼ン 25
〃  土 丼 池 憲 治 31
〃  蒲 谷  良 充 25
〃  71B丼  ― 義 18
外 野  佐 下 谷 武 司 26
〃 〇 長 沢  和 雄 27
〃  津 田  晃 男 19
″  南   俊 行 19
〃  木 下   尚 25

神 戸 製 鋼
監 督  清 水  ― 夫 49 中  央  大
投 手  三 善  民 康 25 関  西  大
〃  野 間  武 久 2]村 野 工 高
″  青 木  弘 之 23 佐 賀 学 園 高
〃  山 本  泰 之 25 駒  沢  大
〃  登 記  欣 也 27 帝 京 第 五 高

捕 手  原 田  貞 夫 26 香  住  高
″  佐 野  靖 文 27 帝 京 第 五 高
〃  荒 井  信 久 25 明  治  大
〃  若 林   浩 20 都 島 工 高
内 野  村 上  宣 英 30 都 島 工 高
〃  吉 田  和 幸 29 駒  沢  大
〃  古 賀  博 樹 24 多 久 工 高
〃  宮 本   要 20 洲 本 実 高
〃  山 本  公 裕 20 高 松 商 高
〃  三 木  行 治 24 大 阪 商 大
〃  岡 田  義 明 23 山  崎  高
″ ○ 大 村  雅 文 27 専  修  大
″  柏 原  伸 晃 22 」ヽ豆 島 高

外 野  小 林  貢 26姫 路 南 高
〃  中 村  好 治 25 専  修  大
〃  中 村  正 人 25 塩 田 工 高
〃  山 崎  博 行 23 村 野 工 高
〃  日 野  高 23都 島 工 高
″   二土師  利 博 26 剛∃ ,台  大
〃  河野  正 司 28 県 兵 庫 高

国 鉄 四
監 督  組 川  員 男 37
投 手  佐 野   晃 27
〃 ○ 落 合   登 25
〃  森 田  明 裕 19
″  松 浦  建 -18
″  川 城  敏 英 18

捕 手  大 西  勝 之 22
〃  竹 内  健 二 23
″  橋 本  太 郎 28
内 野  藤 丼  嘉 彦 26
″  藤 丼  博 之 26
″  津 村  浩 二 22
〃  山 本   淳 20
〃  湊 谷  和 広 23
″  上 原  良 友 21

外 野  中 石  喜 清 26
〃  石 川  哲 男 19
〃    谷     幹 則  20
〃  渋 谷  郁 -2]
″  高 崎  英 典 20
〃  増 井 五 十 三 23
〃  岡 田  政 彦 26
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高
高
高
高
高
高
高
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大 倉 工 業
監 督  鎌 田  康 彦 30
投 手  武 田  克 也 19
″  星 加  和 夫 22
〃  藤 岡  貞 明 22
〃  小 松  徹 三 19
〃  尾 藤  福 繁 22
″    本 多  言羊,台 26

捕 手  天 野  恭 弘 23
″  中 原  正 敏 26
内 野  中 井  照 也 26
〃  堀 家  正 教 22
″  三 好  ― 正 23
〃  佐 治  克 郎 22
″  和 田  恵 充 24
″  広 沢  和 男 21
〃  二 神  嘉 彦 26

外 野  江 口  忠 孝 22
〃 ○豊 富   孝 24
〃  阿 部   イじ 22
〃  奥 野  善 英 23
〃  笠 丼  裕 志 20
″  竹 □ 栄 二 郎 25
〃  鎌 田  康 彦 30

丸
関 西 学 院 大
八 代 学 園 高
鳴 門 工 高
堀 越 学 院 高
同 志 社 大
関  西  大
声  屋  高
西 舞 鶴 高
比 叡 山 高
関  西  大
伊  香  高
同 志 社 大
関 西 学 院 大
鳴 門 工 高
大  谷  高
高 松 商 高
同 志 社 大
立  教  大
立  教  大
カロ 悦 谷 高
同 志 社 大
関  西  大
新  宮  高
郡  山  高
大  商  大

,去  政  大
多 度 津 工 高
聖 陵 学 園 高
福 岡 第 一 高
安  芸  高
駒  沢  大
南 宇 和 高
大 阪 学 院 大
東  洋  大
里予  本寸  F∃
多 度 津 工 高
神 戸 学 院 大
観 音 寺 商 高
松 山 商 科 大
作 新 学 院 高
日 本  大
高 松 商 高
大 阪 学 院 大
愛 知 学 院 大
神 戸 学 院 大
徳 島 商 高
坂 出 商 高
,去  政  大

八 戸 市 水 道 部

〇…「野球やってて良かったな」八  出場した。
戸市水道部の選手たちはいま、心底   チームづくりの原点は守りを固めるこ
そう思っている。1971年 、硬式野球部  とから始まるが軟球から硬球に変わっ
に切り替わって8年 目。初めて全国大  たばかりのチームにはより切実な問題
会という晴れ舞台に臨めるのだ。    だった。守り中心のチームづくりは以
それまで軟式野球をやっていた。  来、このチームの出発点になり、いまも

L■l体の代表決定戦にまで進んだことも 続いている。選手も時を追って高校
あった。71年 、八戸市に工場誘致し 時代の経験者にスインチされ、試合に
た三菱製紙がチームをつくるという。  出るだけ、負けても仕方がないというふ
相 手がほしいので「硬式」をやってくれ  ん囲気のチームが、年ごとに「勝たなけ
ないか、と。「軟式Jの ままでいたかっ れば」の意識を持つチームになって
たが、市としては 三菱を誘致した手前  いった。
もあって「硬式を… J         今年の選手権予選の代表決定戦
そして全日本軟式野球の予選を終  では強敵 新 日鉄釜石を相手にスク

えたばかりのチームが、硬球に持ち替  イズを見破り、あるいは内野ゴロで本
えて都市対抗の予選に出た。相手は  塁をつく走者を刺し… 堅い守りでピ
もちろん、三菱製紙八戸だけで、H-7 ンチを切り抜け、初の全国大会出場を
で勝って第二次予選の東北大会に  手にした。

57
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優勝=住友金属 (2年ぶり2回目)

大昭和製紙北海道 (北海道)

三 菱 重 工 神 戸 (近 畿)9
本 田 技 研 (関 東)4
電 電 九 り11(九 州)3
西 濃 運 輸 (東海 1ヒ陸)2
松 下 電 器 (近 畿)

富 士 重 工 業 (関 東)

三 菱 重 工 広 島 (中 国)

日 本 楽 器 (中 部)

協 和 醸 酵 (中 国)

三菱 自動車川崎 (関 東)

新 日 鉄 八 幡 (九 り11)

三二]三菱重工神戸

讐台警道鼻理層1吾 占|:∃四国銀行
l三二]三菱重工広島

;コ新日鉄八幡:三コ
協 和 醸 酵 3

協 和 醸 酵 2

住 友 金 属 2-

住 友 金 属

住友金属

黒 ∫ i歩 [嘗

海

曇
:三三∃北海道拓殖銀行

I三二]北
海道柘殖銀行 2

竃竃霙曇胤J識 :     1住 友金属H
草 言  E II[ ]|:∃

電 電 信 越

:∃ 神 戸 製 鋼 0

北海道拓殖銀行の連覇が成るか、三菱重工広島が都市対抗に続
く「二冠」達成をなし遂げるかどうか、が大会の焦点だった。だが

両者はもろくも敗れ、史上初の近畿同十の優勝戦となり、住友金属
に栄冠が輝いた。
2年ぶりに優勝 した住友金属は、準決勝まで 3試合で40安打と

打ちまくり最後まで勢いを失わなかった。中村コーチの急死がチ
ームの勢いを引き出したとはいえ、「松永野球」が粘りを貫き通 し
た。最高殊勲選手に輝いた 4連投のエース・清水長、ベテラン宇
山と若い西村ら投打の歯車がかみ合っての会心の勝利だった。
創部27年 目、宿願の初タイ トルに燃えた松下電器は敗れたとは
いえ健闘した。投の原、打の高鍋、磯本、山田が順調に伸び、はつら
つプレーで大会を盛り上げた。もちろんチームを引っ張った鍛治
舎の存在は忘れられない。

混戦のなかからベス ト4に進出した協和醗酵、電電九州の健闘
が賛えられる。協和の新人・津田の力投は見事だった。
金属バ ットの登場で第 2回大会の15本 を大きく上回る26本塁打

が乱れ飛んだ。 1試合 5盗塁の三菱重工神戸・川辺の俊足ぶりも
光った。

〔優勝戦〕松下電器―住友金属 八回裏住友金属二死二塁、西村の右中間
三塁打で二塁から田中生還、2点目c

>委員長 =山本英一郎 >目u委員長 =小 西正一、郷 司裕 >委員 =高橋良大、三輪武 、中西明、山川脩百J、 三宅 享次、小林加寿男、元橋
一登、達摩省一、戸田直佑 、中村孝太郎 、相沢孝行、清沢忠彦、原田謹爾 、片岡成 大、日野賢導 、[1杉 1二 、武村政雄 、津田進 、概 秀 夫、岸
野金治、吉田龍男、清水忠雄、広沢渉 、木嶋 一晃、松尾進、森武雄 、樫根清一、松 山守 、池田貴義 、鶴 田泰大、谷川俊彦 、田中良、坂崎克
実、田中美一
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>審半J(球審 )中 西 (塁 審 )武村 、木 嶋 、坂 崎
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>本塁 打 =竹 中 1号 (中後 )上久 保 1号 (―色 )>二 塁
打 =岸 、中 大 谷 、友 藤 、上 久 保 、山 谷 >犠打 =三 2(時
本 、一 色 )>盗 塁 =三 6(川 辺 5、 日寺本 )>失 策 =本 2
(中後 2)>試 合 時 間 =2時 間 37分
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>審 判 (球審 )三 宅 (塁 審 )津田 、広 沢 、田 中 良

山  本  R TttT〒   高 橋 正

>二塁 打 =沖 田 、千 葉 、西 村 >犠 打 =四 1(楠 瀬 )仙 2

(霞需:雇震楯ふし褒1■瑞″濯慕轟雲粟ξ言:1醤
時 間 =28寺 P0334分

あの“イレブン"力投
○  四国銀 行の 山本 投 手は、197411の センパ ツで部 員

11人の “イレブン池 IIIⅢ が準 優 勝を飾 った
'キ
の立 役 者だった、

社 会 人のユニホームで 5年ぶりに踏 む甲 r園。 一 |,1は「緊
張 しす ぎてJ連続 四球 を与 え、いきなり無 死一 、 1早の ビン
チ. しかし、併殺で切り抜けてから立ち直った。
「山本の調 ′はもうひとつだったが、悪ければ悪いなりのI々

球 ができるようになったところに成 長の跡 がある」と麻 岡監督も
評価するように、山本が 人́ 立ちした今年1、「Ч国 銀 行は2711
ぶ りに都市対抗 へ 出場 したばかりか [1本選 手権へ初 出場
してぐ―んと上 昇.「 ひとつ勝てて最 高 です やっばり甲 r
園 はいいもんだJ.

富 士重工業 000000000 0
三菱重工広島 000 001 03X14
)審半り(球審)高橋(塁審)三輪、樫根、戸田(外審)池 田、松山

回 安 振 球 責
本寸  E日    9  3 3 0 0

>二 塁 打 =佐 々 木 、丼 上 敏 >犠 打 =富 1(増 岡 )三
4(富 士 野 2、 佐 々 木 、若 松 茂 )>盗 塁 =三 2(金光
2)>矢 策 =富 1(増 岡 )>試 合 時 間 =2時 間 12分
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2試含=1回戦(午後 1時 5

3試含=1回戦(午後 4時 1分開始)

レ審 判 (球審 )達摩 (塁審 )日 野 、松 山 、清 水

回 安 振 球 貢
本寸  ■  7夕

` 9 5 4 1大  段 り
`2101

>本塁 打 =加 藤 1号 (三 宮 )下 村 ]号② (三宮 )>二
塁 打 =潮 田 、大 須 賀 、丸 目 >犠打 =新 3(本村 2、 奥
村 )>盗 塁 =新 2(沢熊 、奥 村 )三 1(大 須 賀 )>暴 投
=福 家 >試合 8寺間 =2時 間 50分

2試含=1 )

北海道拓殖銀行 001 010000000003 5
日 本 生 命 0000020000000024
)審半J(球審 )中西 (塁審 )上杉、中村、吉田 (外審 )木嶋、清水

>本塁 打 =堀 田 1号 (岡 田 )田伏 ]号 (岡田 )山本 1

号 ③ (林 )>二 塁 打 =高 岡 >犠 打 =拓 4(4ヽ 島 、安
丼 、海 老 名 、堀 田 )日 4(赤丼 、西 村 、花 野 、三 枝 )>盗
塁 =拓 ](渡辺 )>失 策 =拓 1(柴 田 )日 1(佐竹 )>
試 合 時 間 =4日寺間 7分

▽11月 5日
第 1試合=1回戦(午前 9時28分開始)

電 電 信 越 00000000000022
丸 善 石 油 00000000000000
>審 判 (球審 )上杉 (塁 審 )枢 、池 田 、鶴 田

【電電 信越 】打安 点振 球  【丸善 石油 】打安点 振球
⑨  田  中 50010 ④  福  永 62030
⑦  柴  山 53000 ⑤  ネ申 峙 60020
()  喧雪  里予 4 2 0 0 0  ()  本公  ラ1 5 1 0 1 0
⑤ 西  条 51000 R8末  崎 00001
③  石  賀 40010 ⑦  佐  藤 62010
④ 藤 森 41001③ 寺 岡 51010
_21  り

`  
ナ1 5 2 1 0 0  ()  里予  口  3 1 0 2 0

⑥  大  塚 40010 H3角  田 10001
H6望 月 00100⑥ 浜 口明 41001
①  鈴  木 50030 ②  金  田 40001

①   新  500401 藤  丼 00000
犠 併 残      犠 併 残
3  1  4 419 2 6 1     0  4 10 458 0144

回 安 振 球 責
菊マ  12%8512

藤  丼  %1100
>二塁 打 =福 永 、菅 野 >犠 打 =l_3(菅 野 、石 賀 、望
月 )>盗 塁 =信 1(柴 山 )丸 2(佐 藤 、寺 岡 )>試 合 時
間 =2時 間 49分

2試含=2回戦(午後 0

>審半J(球審 )武村 (塁審 )日 野 、片 岡 、岸 野

回 安 振球 責       回 安振 球貢8 4411  武  者  5 22303 1100  松  田  34102
白  えi 3 210]

>本塁 打 =山極 1号② (長嶺 )柴 田 1号 (白石 )>三塁
打 =加野 >二塁打 =小林、柴 田 >犠打 =電3(今丼 、
人 重 石 、勝 山 )西 ](沢 田 )>盗 塁 =電 2(小 林 、人 重
石 )西 1(細川 )>失策 =電 ](柴田 )西 1(岩附 )>試合
時 間 =2時 間36分

▽11月 4日
第 1試含〓1回戦(午前9時26分開始)
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今 、語 そ 》思 い 出

響 ず響 拳榊 |
新日鉄八幡=2回戦敗退
村上 茂徳投手

(現同野球部助監督38歳 )

(窪餞塁吾争毎日新聞)

津田の剛球にぼう然
2回戦で故・津田恒美投手 (広島東洋カープ)を 擁す

る協和醸酵と対戦。とにかくめっぽう速かった。
1回戦の三菱自動車川崎戦では七回途中まで投げ、

打たれながらも 1点 に抑え勝ち投手に。翌日の新聞に
「サンドバッグのように打たれながらも粘り強い投球」
と活字が躍った。
そして 2回戦。先発で津田と投げ合う。が、その速

球を目の当たりにして完全に自分を見失った。当時は
DH制がなく、自らも打席に。が、インコース高めが
フッと消えるような速さだった。
「カッと熱くなったんでしょうね」。津田にペースを
合わせるように力んだ球は次々にはじき返された。気
がついたらベンチに座っていた。四回途中でKO。 3

対11の大敗だった。
「冷静に熱くなれ」。津FRか ら学んだ教訓は忘れられ
ない。



第6回大会 大会言己録

第 3試含=2回戦(午後 3時40分開始)

電 電 東 海 000001001 2
住 友 金 属 00022022X8
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)審判 (球審 )元橋 (塁審 )達摩、相沢、原田 (外 審 )吉田 谷川

回 安 振球 責
高  橋  9 7812

>本 塁 打 =湯 之 戸 1号 (高 橋 )>二 塁 打 =西 村 、横
丼 、宇 山 、中 原 、田 中 、林 博 >犠打 =電 2(横丼 、湯 之
戸 )住 5(田 中 、宇 山 2、 松 隈 、高 橋 )>盗 塁 =住 ]

(松隈 )>捕 逸 =大 石 >試 合 時 間 =2時 間 34分 (中
断 1時間 25分 )

▽11月 6日
第 1試合=2 9
三菱重工神戸 000 000 001
大昭躙製紙北海道 ¬00 102 01X
>審 判 (球審 )三宅 ∈ 審 )森 、松 山 、相 沢

回 安 振球 責
,‖  瀬  9 561]

>本 塁 打 =高 梨 1号 (―色 )村 上 1号、2号 (― 色 )

岡 田 1号 (サ ‖瀬 )>二 塁 打 =山 本 >犠 打 =三 1(イヂ
藤 )大 3(仲本 、大 野 、我 喜 屋 )>失 策 =三 1(り H辺 )

>試合 時 間 =2日寺間 9分

第 2試合=2回戦(午後 0時 2分開始)

四 国 銀 行 0000000000
松 下 電 器 10000004X5
>審 判 (球審 )小林 (塁審 )三輪 、清 沢 、戸 田

回 安振 球 責       回 安振球 貢
山  本  8 6125   原   9 4600
>本塁打 =山田 1号③ (山本)>二塁打 =高鍋、磯本 >
4義打 =松 1(坂 □)>盗塁 =松 4(磯本 2、 山口、大本)>
失策 =四 1(岸野)>試合 B寺間 =1時 間50分

松 下快調 、四銀二塁踏 めず
①…松下電器は一回、先頭の磯本が四球で歩い
て二盗、坂口がバントで送った一死二塁に、高鍋が
中堅越えに二塁打して先制。原は内外角のきわど
いところへ速球を決め、ときにカーブを投げて投
球の幅を広くした。松下は八回にも磯本の 1塁 ll

を生かし、高鍋の安桐で加点、鍛治舎の安打が続い
た二死一、二塁に山田が左翼へ 3点本塁オJし てダ
メを押した。
四国銀行は山本が原に見劣りしない投球をみせ
四つに組んだが、あまりにも原を打てなかった。
安打は4本。結局、二塁を踏めなかった。
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第3試含=2回戦(午後 2時23分開始)

日 本 楽 器 100004001 6
三菱重工広島 101 100 000 3
卜審 判 (球審 )中 西 (塁審 )樫 根 、広 沢 、田 中

第 2試含=2回戦(午後 0
新 日鉄釜石 0101001
北海道拓殖銀行 001 001 1
レ審半J(球審)田中 (塁審)上杉、木」tS、 枢

犠 併 残
2  0  5 33104 4

>本塁 打 =三 上 1号 (山口 )高 岡 1号 (大湯 )日 高 1

号 (中村 )>二 塁 打 =三 上 、梅 田 、海 老 名 、田 伏 >犠
打 =釜 2(渋谷 2)>盗 塁 =拓 2(小島 、山 本 )>失
策 =釜 1(渋 谷 )拓 2(山本 、海 老 名 )>試 合 時 間 =
2時間 28分

>審判 (球審 )高 橋 (塁審 )森 鶴田、日野 (外審 )池田、吉田

４

６

ｌ
Ｘ

【日本 楽 器 】
⑦  竹  崎
④  津 布久
③  内 山
③  武  居
⑨  佐  藤
2  匡日  本寸
②  高  柳
H9 畑
⑥  石  丼
⑤  カロ 藤
H 安  芸
5 伊 藤常
①  久  保]藤  原
犠 併 残
0  1  7
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>本 塁 打 =竹 崎 ]号 (徳勢 )>二 塁 打 =佐 々 木 、丼
上 敏 、安 芸 、武 居 >犠打 =広 ](佐 々 木 )>盗 塁 =日
2(石井 2)広 1(丼 上 伸 )>失 策 =日 ](佐 藤 )広 2
(若松 茂 2)>試 合 時 間 =2時 間 30分

▽11月 7日
1試合=2回戦(午前 9時28分開始)

>審判 (球審)三宅 (塁審)木嶋、原田、松尾

>本塁打 =沢熊 ]号② (津 田 )古嶋 1号③ (米 満 )>
二 塁打 =徳永 、津 田、嘉村 、本 村 2、 稲 田 >犠打 =協
4(安 永 、吉 用 、浅 田 、津 田 )>盗 塁 =協 1(安 永 )>
試 合 時 FB5=2時 F8645分

>二 塁 打 =石 賀 、中 川 >犠 打 =信 1(菅 野 )>盗 塁
=信 1(管 野 )神 4(小林 2、 中 川 2)>失 策 =信 1

(大塚 )神 1(中川 )>試 合 B寺間 =2時 間 20分
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▽11月 8日

第 1試含=準々決勝(午前8 )

電 電 九 州 00100000023
大昭和製紙北海道 000 100 000 1  2
)審半J(球審)田中(塁審)木嶋、鶴田、池田

協和が逆転金星
「拓銀連覇の夢」アウトノ

〇 前‖、1('長短オ1で新H鉄八幡に大勝した協和
離酵が、今度は小技を駆使して前年優勝の北海道拓
殖銀行を降した。その技のなかで重要な役割を演じ
たのが嘉村の足とバントである。
l点差にしたメヾ口1 1夕ι。 1与嶋が 二塁に走り、拓銀の

捕 手が 1撃 に送球すると同時に嘉村は本塁にまっしぐ
ら。重盗は協和がよくやる手なのだ。前日も二i塁 安
永、一塁・嘉村の場面で成功させて協ホロのベースに
持ち込んでいる。「重盗、あるなと思って監督のサイン
を見たら …。僕が塁にいた時に多いんです」。まん
まと同点の本塁を陥れた。
「やって来るな、とわかっていた。送球を投手がカント
するように、といったのにJと拓銀の西村監督を嘆かせ
た嘉村は、七回の一死満塁で投手の左に決勝のスクイ
ズを決めた。「外角の直球。やりやすい球だったのに、
正面すぎて“しまった"と思った。そしたら投手の足もと
を抜けていった。うれしかったですよ」
3年前に初出場して右翼を守った時は「無我夢中で
プレーした」そうだ。ところが6年 目の今年は余裕もたっ
ぷりで、相手バ ンテリーのわずかなスキをついて得意の
オ支を発揮して見せた。「チームもいいムードだし僕も。
思いきりやって一番上まで行きたいですね」と着手のリ
ーダー格らしい威勢のよさだった。

第4試含=準々決勝(午後4時31分開始)

>審判 (球審)」 林ヽ (塁審)上杉、森、岸野 (外審 )吉田 池田

【住 友金 属 】打 安点 振球  【神 戸製 鋼 】打安 点振 球

5 岡  田 00000
① 三  善 210001 山本泰 000001 西  山 00000
H 若  林 10000

犠 併 残      犠 併 残
1  0  5 3816115 4     0  1  2 293 0 7 0

高  橋

≧尋予朝ξ寧温ゞ選挿 1旱案
'ゝ

曇聖兆、
(三好 )>暴 投 =三 善 >試合 時 間 =2時 間 25分

▽11月 9日
第 1試含=準決勝(午前 9時57分開始)

>審半J(球審)田中美(塁審)木嶋、樫根、松山
【松下電器】打安点振球 【電電九州】打安点振球
⑦  磯  本 41000 ② り‖ 越 41010
8醤 晶138♀ 88示 宗

`:3♀
8

8 譴治富:::88 8 興牟苫:1888
8業 層:18888蒋 喬::8♀ :

s 曇谷馨88888 6 2 己:888♀
冒翻需88888
8[島関:88♀ 8

甲 奎重裏8888:
暑孝菅306110 雪↑菅295042
長 谷 部

松下、鍛治舎の1発で決める
電電九州・山内は伸びのある速球を内・外
角低めに集め、カーブの切れもよく、松下電
器打線は六同まで散発3安打。しかし好投し
ていた山内も七日には制球が甘くなり、この
回、先頭の高鍋はやや高めの好球をたたいて
右中間へいい当たりのライナー。電電中堅手
の好守に阻まれた。続く鍛治舎は「打てる」と
いう感じを持ったのだろう。初球から積極的
に打って出た。初球カーブはタイミングが合
わずファウルになったが、2球目、真ん中高
めの直球を逃さず強振、打球は右翼ラッキー
ゾーンに飛び込んだ。
電電は四回二死から柴田、鈴木が右翼へ連
打、六回は無死から川越が左前打と左腕・長
谷部を攻めたが、決定打を欠いた。人回、2
四球にバントをはさんで二死一、三塁と長谷
部を揺さぶったが、平山は三ゴロ。九回の二
死二塁も長谷部のベテランらしい落ち着いた
投球にかわされた。

第 2試合=準決勝(午後 0時47分開始)

)審 判 (球審 )上杉 (塁審 )森 、池 田 、鶴 田

>本塁打 =田中 1号② (津田 )>三塁打 =三好 >二
塁 打 =高橋 、浅 田 、嘉 村 、小 川 >犠打 =住 1(松隈 )

協 3(安永 、嘉 村 、藤 本 )>盗 塁 =住 2(宇山 、西 村 )

>失策 =協 1(安永 )>試合 時間 =2時 間26分

田中が先制 2ラ ン
先手は住友金属。三回一死、右中間二塁打

の高橋を置いて田中がフルカウントから内角
低め球を左翼へ先制2ラ ン。しかし協和醸酵
もその裏、浅田の左翼線二塁打、稲田の中前
打で無死一、二塁。一死後、安永の犠飛でま
ず 1点。嘉村の右中間二塁打で追いついた。
住金は四回二死後、二好が右翼線二塁打。
この好機に当たっている清水長が右前適時打
して再びリードした。その裏、協和は四球と
浅田の安打で二死一、三塁。協和ベンチはこ
こで過去 2試合で2度成功させている得意の
重盗を試みたが、失敗に終わった。
住金 。高橋、協和・津田両投手とも連投の
疲れは隠せない。津田は七回、4ヽ ||、 田中の
長短打でダメ押しの1点 を許し、人回で降板。
一方、高橋も八回、一死一、二塁のピンチを
迎えて交代。協和は願ってもない反撃機だっ
たが、救援 。川端のカーブに山田、吉用の主
軸がともに見送り三振に切って取られた。

>三 塁 打 =村 上 >二 塁 打 =山 本 、長 嶺 >犠 打 =電
占
`増

冒浦癸子昴蔦;殺纂各島侶に電聾藁/お柴
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忌雫竃薫i♀ ::::::ll:
第 2試合=準々決勝(午前11

♂奔喬鵡17∫[怒 静〒覗;言ff怒
8 濡布盃:18♀ 8 8 農 目:き :8♀
③ 武 居 401200高 鍋 41010
8誓 聯1旱 古888穆事台高866::
⑥  石  丼 30000 7 松  り 20000
H 畑  00001 H7磯 本 10000
⑤  加  目泰 30000 ⑥  山  口 30001
H 中 村 10010 ② 木 原 31000
①  藤  原  10000 ①   原  00000
H 内 海 11100 H 森 本 10000
1 久  保 ]0000 1 Jヒ  ロ 00000

H 前  嶋 10000
1 長谷 部 00000
⑤  平  谷 20100
犠 併 残
3  1  5 277 4 2 3

縁 奮居凛ξ 留名&易 誓議 菫 冒ふ
={条

喬 らも構 奨桑
=松 2(山口 2)>捕 逸 =木原 >試合 時間 =2時 間
]4う)

3試含=準々決勝(午後1

炉穏雅::::::♀ :臭 :
>審判 (球審)達摩 (塁審)松山、清沢、谷川
【拓殖銀行】打安点振球 【協和醸酵】打安点振球
④  高  岡 40000 0 安  永 31001
8出 曇:188:8喬 笛:品 81
⑨ 7梅  田 32101 ③  吉  用 41000
8覆 膝8:::89嘉 糧1:8♀ 8
7   り受  E日  2 0 0 0 0   0  犀票  Иヽ  4 1 0 0 0
H 船 木 10010 ② 稲 田 10001
9 大  滝 00000 ①  津  田 3100C9 大  滝 00000 1000
② 安 丼 21001
R 渡  辺 00000
2 竹  内 10000
⑤  海 老名 20000
H 中  根 10010
①  堀  田 20010
1 柴  田 00000
1 山  口 00000
H 水  野 10010
犠 併 残
5  1  7 286 2 5 3

>本塁 打 =梅 田 ]号 (津 田 )>犠 打 =拓 5(山本 、田
伏 、坂 田 、海 老 名 、柴 田 )協 2(山田 、稲 田 )>盗 塁 =
協 2(嘉村 、古 嶋 )>失 策 =拓 ](山 本 )協 2(安永 、
浅 田 )>試 合 時 間 =2時 間 20分

僧奮霜q綿 飛田 菖雫湯「澪β笏暫誕 |FB5=1時 間 49分                 |
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第6回大会 大会言己録

松 下 電 器 0000000000
住 友 金 属 000 000 1lX 2

▽11月 11日
午後 1時30分開始)

>三 塁 打 =三 好 、西 村 >二 塁 打 =原 >犠 打 =松 2
(坂 回 、山 田 )住 3(宇 山 2、 中 原 )>失 策 =松 1(山
口 )>試 合 時 間 =2時 間 18分

住金・三好、七回に殊勲の三塁打

松下電器 原は要所
で速球 を使い、住友金
属打線を六回まで 3安
lJ、 住金の高橋に投げ
月券つかに見えた。ところ
が 七日、住金は先頭の
西村が遊ゴロー塁悪送
球で生きると、中原が堅
実に送って一死 i塁。
続く三好はファウルで粘
った 7球 日、高めのストレ
ートをllDえ て右中間を破
る殊勲の 三塁打を放ち、
待望の 1点 をもぎ取っ
た。勢いづいた住金は
人回にも先頭の田中が
二塁内野安打で生き、
好投の原を退けた。
イ主金 はここで救援・

長谷部に宇山がスリーバ
ントを成功させて田中を
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レ審判(球審)三宅 (塁審)中西、田中美、上杉

二塁に進め、1死後、西村が右中間に三塁オIを放ち、2点 日。松下初優勝の
夢を|]ち看4いた。
松下は七回、原の左中間 ■塁打と平谷の 三遊間安打で一死一、三塁の好

機をつかんだが、救援の川端が大きく曲がるカーブや、意表をつく速球など技巧
を駆使、このビンチを切り抜けて、その後の松下の食い下がりも振り切った。
投手力、守備力、気力とも互角の両者だが、住金の基本に忠実な堅い守りと

粘り強い攻撃力が、わず力ヾ こ松 卜を 11回った。

(優勝戦〕松下電器―住友金属
ナイン。

監 督 談 話
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原
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住友金属・松永怜―監督  ユウジ(10り 120日 に亡くなった中村裕 l選
手)や ったぞ、の気持ちだ。選手たちは墓前に優勝旗を持って来ると誓
っていたそうだが、そういう気持ちが「いかんなJと 思 う私を何度 も引っ
張ってくれた。猛練習に選手たちはよく耐え、基本の大切さを知って,げ (

張ってくれたのが実った。

松下電器・下田鎮男監督 押 していながらどうしても点が取れなか
った,四回の 1夕ゆ両塁、し回の一死 、1塁 とチャンスがありながら、こ
こ一番に打てなかった.ヒL]は磯本の時、スクイズも考えたのだが … .

原投手の調子は決 して悪 くなかった。

のピンチで高橋を救援 した川端が、30歳のを練な味を出 し切って、松 下
電器の若い磯本を 1ゴ ロに抑え、得点を許 さなかったその直後のことで
。ある。
敵失で111た 西村をバン トで堅 く l塁に進めた後、i女子が右中間に i塁

IJを放った。「中村 さんのために何とか.た だそれだけで した。ボール
がよく見えましたJ‐ 外角よりの球に ■好のバ ットはオ|`念 なく振 り切れ、
均衡を破って優勝に弾みをつける 1点 となった。
この大会で住友金属は LI司 に必ず得点 している.,ラ ッキー セブン

は住友金属のためにあるようだった 優勝 までの 4試合に25得点を挙
げたが、LL」 には 3分の 1に 及ぶ 7点 を取っている。そのどれもが勝利
を決定づける貴重な得点だった.こ の試合も原の力投にチャンスをつ
かめなかったが「 L国 には絶対、点が取れるという気持ちだったコと清水
長主将.実際、その通 りになった,

住友金属がなぜこれまでに し回を41か しきれたのか。10月 20日 、コー
チを兼任 してチームを引っ張 ってきた中村裕 1捕手が病死 した。以来、
選手たちは「中村 さんのためにJと いう気持ちを強 く胸に抱いた。 ヒ回
一死一、三塁の危機 をかわ した川端投手 も「ユウジの墓に優勝旗を持 っ
て行ってや りたい一念で した。彼 とは同期で したからねJと 言 ったが、
この「中村のために」というみんなの思いが、七回に一つになって燃え L
がったに違いない。中村選手の背番号はⅢ7"だ った。
都市対抗予選に敗れてから右狙いに徹 したバ ッテ ィングを重点に、炎

天下で厳 しい練習をしてきた。選手一人々々の成果が中村選手の死に

松下電器を降し、抱き合って喜ぶ住友金属

住友金属 松永 怜―監督

「試合を見てほしい。わたしのやる野球はわたし
の精神の表現ですJ
「わたしは野球を通じて、いい社員を作り上げて
なテく型

優勝戦前夜の宿舎で、この人はポツリと言った。
翌11日 の甲子園。この人が率いる住友金属野球団は、再三のピンチを

実に辛抱強く耐え抜いて松下電器を破って優勝した。
1955年、法政大を卒業と同時に法政一高野球部監督 (同校体育教

官)に就任。堀越学園高監督 (64年)を経て、65年から6年間、母校法大
の監督として、田淵 (西武)山 本浩 (広島)富田 (日 本ハム)らを鍛え Lげ
て、6度リーグ優勝させたあと、71年、住金野球団監督に迎えられてことしで
9年 目。アマ監督歴25年のこの人の「オニ監督」ぶりは、球界ではとっくに
有名だ。
法政一高時代、髪をのばし力ヽ すた高校生円淵に「お前はきょう限り野球

をやめろ」と怒町鳥り上げた。
堀越時代は、バ ントでひつばたくスパルタ方式にたまりかねた選手たち

が、合宿所から集団脱走、大騒ぎになった。
「わたしは、あのときも断じて妥協しなかった。1年生だけ//Aして、あとはみ
んな退部させました」
「わたしιま、わたしの心をハダで感じてくれる選手だけを自分の手で鍛え
Lげてきました。野球は月券たないかんJ
[|えを許さぬ厳しさは、社会人野球になっても全く変わらない。「お前た

ちの技術は高校生以下だJ高校、大学時代にそれぞれ実績もあり、誇り高
い選手たちにそんな憎まれ口をたたき、徹底的に基本オ支を反復練習して、
大会にのぞんだ結果のこんどの制覇だった。
1931年、福岡県八幡市 (現・北ノL州市)生まれ。「鉄は国家なりJの言

葉があり、怜―少年は官営八幡製鉄所から噴き上げる
猛煙に「なぜか、無性にあこがれたJと いう。 そして、い
ま「鉄の野球Jで製鉄所野球団を鍛えて日本一に。
人間にとって少年期の風土の影響がいカイこ大きいか、
この人の「野球Jはついでにそんなことも教えてくれた。
住金和歌山製鉄所労務部冨1参 与。48歳。野球

のほかに趣明ヽ 1まゐ「tヽとtヽう。 (津田 康)
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社会ス孵 日本選手権大会 ″穀 入

第 6回 大 会 ‐ⅢII穫1議|1手|||
◇最高殊勲選手賞 高橋修二投手(住友金属)「最高の気分。

野球をやっていてよかった」。最高殊勲選手に選ばれた高橋は同
僚の祝福を受けながら照れっばなしだった。本人は受賞を「考え
てもみなかった」と言ったが、今大会のピッチングは成長著しく
“V2"の 大きな原動力になった。
初戦の電電東海戦は完投、続く神戸製鋼戦は3安打の完封勝ち。

準決勝、優勝戦はベテラン川端の助けを借りたものの、4試合連投。
「雨で 1日休んだので疲れはなかった。きょうは飛ばせるだけ飛
ばし、あとは川端さんに任せるつもりだった」と言う。四回、連
打とバントで一死二、二塁のビンチに立った時は「ここで点をや
ると試合の流れがかわる」と得意の内角攻めで踏ん張り、切り抜
けた。「コーナーのコントロールはよかったけど、全体に球が高
かった。ベンチも一発にびくびくしていたようですよ」と笑った。
高知高時代、1973年の春、夏甲子園へ。センバツはベスト8に

残ったが、夏の選手権は1回戦敗退。社会人になっての都市対抗
でも森投手(現西武)の陰に隠れ、これといった実績は残せなかっ
た。大舞台での初の“晴れ姿"である。「自信もちょっぴり。課題

は低めのコントロール」とか。和歌山製鉄所庶務課勤務。174与 ン、
68キロ、右投げ右打ち。

◇敢闘選手賞 鍛治舎巧一塁手 (松下電器)

◇首位打者賞 清水長寿二塁手(住友金属)15打数 7安打、4割
6分 7厘

◇大会優秀選手
【投手】長嶺俊一(電電九州)原邦彦(松 卜電器)長谷部優(同 )津

田恒美(協和醗酵)高橋修二(住友金属)'‖瀬隆俊(大昭和製紙北海
道),‖端理史(住友金属)【捕手】村上忠則(大昭和製紙北海道)木
原弘人(松下電器)小川良一(住友金属)【一塁手】鍛治舎巧(松下
電器)田伏清美(北海道拓殖銀行)【二塁手】坂口雅久(松下電器)

安永知紀(協和醸酵)清水長寿(住友金属)【三塁手】柴田克己(電
電九州)松隈憲治(住友金属)嘉村学(協和醸酵)【遊撃手】田中祐
司(住友金属)【外野手】三好一幸(住友金属)山本和則(大昭和製
紙北海道)内山仁志(日 本楽器)古鳩正人(協和醸酵)宇山秀明(住友
金属)磯本邦彦(松下電器)

優勝モデルのマニュアルづくりと基本の徹底
単独チーム実力日本一を決める日本選手権

大会は、監督にとって、実にやり甲斐のある大会
である。コーチ、選手育成の努力が、1年の総
決算として顕著に現れるからである。
監督の勝利への基本姿勢を明確にし、選手の
力を5、 監督の力を3、 残りの 2は勝負につきも
のの運、と考える勝利の定義を崩してはならない。
優秀なコーチに恵まれた第 4回大会初優勝と、
病魔におかされ30歳の若さでこの世を去った中村
裕二捕手のため、「ダイヤモンド旗を墓前に」と、選
手が団結し、その総力を基本の徹底に傾注しても
ぎ取った第 6国大会の 2度 目の優勝は特に印
象に残る。
第 4回大会の時だった。新人投手森 (西武

ライオンズコーチ)の 4連投は監督として避けた
い。しかし、優勝の機会は滅多にこない。法大
監督時代、東京 6大学記録の48勝をあげた山
中投手が、肩の痛みをひた隠しにして投げ抜い
たあの悲壮な姿を思い出したからだ。チームと森
の将来を考える時、監督として決断が鈍った。
数時間後に迫った優勝戦を前に、小野原コーチ
を呼び、スタメンを準備させながら先発投手高橋
を告げた。その時小野原君は「監督、ここまでき
たら森で行きましょう。本人も投げると言っていま
す」。いち早く森の気丈な性格を引き出すことに
成功した彼は、私の本心を見透かしたかの如く、
自信を持って進言した。このコーチの一言が、
初優勝の最大要因となったのである。
コーチの役割とは、監督の補佐役であり、監督

の意図を把握し、その狙いと特徴を熟知し、監督
の目指す野球を実行し、選手に浸透させることに
ある。コーチは単なるノッカーではないのだ。
私は常々、後進のために実力日本一を決める
日本選手権の優勝パターンのマニュアルをつくり
たいと思っていた。20周年の記念大会で、早く
も6回の優勝を飾ることができたのも、優秀な
コーチに恵まれたことと、日本野球のセオリーを忠
実に守ったお陰だと思っている。1979年 は、金
属バットの採用を決定し、社会人野球が国際化
に向けて本格的にスタートした年であった。その
年の監督研修会の話題は、金属バットの威力と
その対策に集中した。基本無視は目に見えてい
た。今こそ「原点に帰ろう」と、夏以来、来る日も
来る日もセンター返しの地味な練習がくり返され
た。中村君の悲報に接した10月 21日 、選手全
員「基本の徹底と優勝」を霊前に誓い、オープン
戦なしで本番に突入した。終わってみれば 4
試合で47本の安打が面白いようにチャンスに集
中し、センターから右方向の打球が35本、本塁打
1本の住友らしい優勝であった。
これ程、監督の基本姿勢を明確に打ち出し、

個性あふれるチームで臨める大会は他にない。
都市対抗で息切れし、日本選手権の価値観

を模索しているチームの指導者に、反省を促すと
ともに、20周年を契機に、時代の流れにそった優
勝モデルのマニュアルづくりに真剣に取り組んで
ほしい。そのことが日本選手権大会の更なる発
展につながると確信してやまない。

元住友金属監督

松 永 怜 ―
(日本野球連盟常任理事)



第6回大会 地区大会成績
(太宇チーム本大会出場チーム)

9月21日 から 4日間 札幌市営円山球場

新 日鉄 室蘭
小樽野球協会
札幌鉄道管理局
旭川鉄道管理局
函 館 太 洋
大昭和製紙北海道
山陽国策パルプ
北海道拓殖銀行
電 電 北 海 道
札幌フライヤーズ

日産 サ ニ ー

札幌トヨペット
王子製紙苫小牧

◇青森▽一回戦 全弘前 3-0自衛隊青
森、八甲ク9-8三菱製紙八戸▽準決勝 八
甲ク14-13全弘前、八戸市水道部13-3全青
森▽決勝 八戸市水道部7-1八甲ク(勝者
は第二次予選へ)

◇岩手▽一回戦 雫石ク3-1オール釜
石、県経済連7-1オール江刺、一関三星 4
-2オール不来方、釜石野球団9-2アイワ、
盛岡鉄道管理局6-3福高ク、岩手銀行7-
1小野田セメント、新日鉄釜石7-0全久慈、
東京製綱(不戦勝)一関ユニオン▽準々決勝
県経済連12-0雫石ク、新日鉄釜石4-1-
関三星、盛岡鉄道管理局3-0釜石野球団、
岩手銀行11-2宋思製綱▽準決勝 新日鉄釜
石3-1県経済連、盛岡鉄道管理局7-5岩
手銀行▽決勝 新日鉄釜石7-0盛岡鉄道管
理局(勝者は第二次予選へ)

◇秋田▽一回戦 秋田鉄道管理局10-8東
北肥料、秋田銀行4-3秋田経大校友ク▽準
決勝 秋田相互銀行9-2秋田鉄道管理局、
丁DK3-2秋 田銀行▽決勝 秋田相互銀行
1-0丁 DK(勝者は第二次予選へ)

◇宮城▽一回戦 オノヤク(不戦勝)東北
ク、仙商ク8-1青葉ク、自山ク9-5石巻
八リケーン▽二回戦 オノヤク5-4村田
ク、仙商ク4-3自山ク▽準決勝 仙台鉄道
管理局6-0オノヤク、電電東北9-0仙商
ク▽決勝 電電東北12-1仙台鉄道管理局
(勝者は第二次予選へ)▽敗者復活一回戦 仙
商ク8-1オノヤク▽第二代表決定戦 仙台
鉄道管理局3-2仙商ク(勝者は第二次予選
へ)

◇山形▽代表決定戦 鶴岡ク12-0山形相

互銀行(勝者は第二次予選へ)

◇福島▽一回戦 保原ク6-2塙ク、矢吹
ク10-2二本松ク、∃―クベニマル4-0須
賀川ク、ミドリ十字病院ク5-2小名浜ク、
小峰ク3-2学石OBク、郡山水産ク(不戦
勝)飯塚病院ク、原田ク3-2福島硬友ク▽
準々決勝 矢吹ク3-2保原ク、郡山水産ク
15-1小峰ク、自衛隊福島6-4原田ク、∃
―クベニマル12-0ミ ドリ十字病院ク▽準決
勝 ∃―クベニマル10-2矢吹ク、郡山水産
ク8-3自衛隊福島▽決勝 ∃―クベニマル
3-2郡山水産ク(勝者は第二次予選へ)

新 日鉄 釜 石
電 電 東 北
鶴  岡  ク
八戸市水道部
ヨークベニマル
秋田相互銀行
仙台鉄道管理局

◇茨城▽一回戦 鹿島石
'由

10-5東日本薬
品▽準決勝 日立製作所20-4水戸鉄道管理
局、住友金属鹿島7-4鹿島石油▽決勝 住金
鹿島7-6日立製作所(勝者は第二次予選へ)

◇群馬▽一回戦 全前橋13-8全太田、伊
勢崎レッドソックス3-2硬友ク▽準決勝
富士重工業6-5全前橋、高崎鉄道管理局10
-0伊勢崎レッドソックス▽決勝 富士重工
業 3-1高崎鉄道管理局(勝者は第二次予選
へ)

◇埼玉▽一回戦 日産ディーゼル8-1飯
能高OBク、全浦和 6-3エーザイ、本田技研
10-2全三郷▽準決勝 日本通運6-5日産
ディーゼル、本田技研11-7全 浦和▽決勝
本田技研7-3日本通運(勝者は第二次予選
へ)

◇千葉▽一回戦 川崎製鉄千葉 1-0新日
鉄君津▽準決勝 電電関東8-1千葉鉄道管
理局、川鉄千葉8-2三井造船千葉▽決勝 電
電関東3-2川鉄千葉(勝者は第二次予選へ)

◇東京▽一回戦 朝日生命14-5日 本 IB
M、 リッカー5-0鷺宮製作所、三井銀行4
-4明治生命=引き分け再試合、明治生命10
-2三井生命▽準々決勝 プリンスホテル6
-4東京鉄道管理局、朝日生命10-10熊谷組
=日没引き分け再試合、熊谷組8-l朝日生
命、リッカー5-4電電束示、果示ガス3-
1明治生命▽準決勝 プリンスホテル12-4

熊谷組、リッカー5-3東京ガス(勝者は第
二次予選へ)▽決勝 プリンスホテル11-3
リッカー
◇東京多摩▽一回戦 東芝府中22-0全調
布、スリーボンド13-2全府中▽決勝 東芝府
中3-1ス リーボンド(勝者は第二次予選へ)

◇神奈川▽一回戦 清工建設16-1横浜
ク、三菱自動車川崎14-1横浜高島屋▽準々
決勝 東芝10-0三茅重工横浜、日産自動車
7-1清工建設、三菱自動車川崎3-0日本
石
'由

、日本鋼管2-0いす 自ゞ動車▽準決勝
日産自動車5-4東芝、三菱自動車川崎3-
2日本鋼管(勝者は第二次予選へ)▽決勝 日
産自動車 1-0三菱自動車川崎▽三位決定戦
日本鋼管6-3東芝
>二次予選
10月 4日から 4日間     群馬県営球場

行海闘

６
　
北
拓

道
局鏃理 4

プリンスホテルーーー¬3
電 電 関 東~5
全 足 利 クー¬2

2
日産 自動 車~7
本 田 技 研
(第二代表決定戦)

][L重』
[詈
三三三三三]章士重工業

◇山梨▽一回戦 オール櫛形7-5山梨
ク、峡北ク10-9山梨球友ク▽決勝 峡北ク
10-0オール櫛形(勝者は第二次予選へ)

◇新潟▽一回戦 新津ク(不戦勝)三条バン
デット、小千谷ク11-9オール東、全新発田
9-0長商ク、国鉄新潟 1-0ニチエー、長
岡ク10-6全飯豊、自根野球団3-2吉田ク、
オール北越14-3ヤ ングセブン、新潟ク(不
戦勝)オール十日町▽準々決勝 小千谷ク6
-2新津ク、国鉄新潟12-2全新発田、長岡
ク12-11白根野球団、新潟ク8-6オール北
越▽準決勝 国鉄新潟7-0小千谷ク、長岡
ク13-1新潟ク▽決勝 国鉄新潟7-0長岡
ク(勝者は第二次予選へ)

◇静岡▽一回戦 岳南ク8-1清水タイガ
ース▽準々決勝 日本楽器12-0富士エンゼ
ルス、河合楽器15-0岳南ク、大昭和製紙16
-1協和醸酵ク、関東自動車工業3-0駿河

1

2

8

2

10

>一次予選

>一次予選

)一次予選
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ク(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 日本楽器
5-4河合楽器、大昭和製紙8-1関東自動
車工業▽決勝 大昭和製紙5-3日本楽器
◇富山▽三回戦制 北陸銀行6-4電電富
山、電電富山6-0北陸銀行、北陸銀行11-
4電電富山(北陸銀行は第二次予選へ)

2

日本楽器

3

三 菱 名 古 屋
王子製紙春日井
東 海 理 化
西 濃 運 輸
新日鉄名古屋
本田技研鈴鹿
サンジルシ醸造
愛 知 卜∃タ

東 邦 ガ ス
電 電 東 海
名古屋鉄道管理局
トヨタ自動車
電 電 北 陸
日通 名 古屋

電 東 海

◇京滋▽一回戦 西京ク3-0キ∃―トビ
ルク、三菱自動車京都 3-1京都市役所、京
都信用金庫 5-4第一紙行▽準々決勝 高島
屋京都7-4洛友ク、日本新薬8-0西京ク、
大丸7-0京都信用金庫、三菱自動車京都5
-0丸勝(勝者と推薦の丸勝は第二次予選へ)

▽準決勝 日本新薬3-2三菱自動車京都、
大丸6-0高島屋京都▽決勝 大丸3-1日
本新薬
◇大阪▽一回戦 大阪ガス6-3デュプ
□、全三和銀行4-1住友銀行、大和銀行 8
-2大阪ペーシエンス▽準々決勝 松下電器
13-0大阪高島屋、大阪ガス11-2電電近畿、
新日鉄堺8-2全三和銀行、日本生命10-

2大和銀行(勝者は第二次予選へ)▽準決勝
松下電器3-0大阪ガス、日本生命6-2新
日鉄堺▽決勝 日本生命2-0松下電器▽敗
者復活一回戦 電電近畿10-3全三和銀行、
大和銀行11-4大阪高島屋▽第五代表決定戦
電電近畿 5-0大和銀行(勝者は第二次予選
へ)

◇兵庫▽一回戦 」ヽ西酒造 6-1神戸製
鋼、川崎重工 2-1川崎製鉄神戸(勝者は第
二次予選へ)▽準決勝 三菱重工神戸5-2
新日鉄広畑(勝者は第二次予選へ)、 小西酒造
3-1川崎重工▽決勝 三菱重工神戸3-0
小西酒造▽第四代表決定戦 川鉄神戸2-0
神戸製鋼(勝者は第二次予選へ)▽第五代表決
定戦 神戸製鋼 8-7新日鉄広畑(勝者は第
二次予選へ)

>二次予選
9月28日から 4日間和歌山住金、紀三井寺球場

高 島屋 京
住 友 金
川 崎 重
大 阪 ガ

友 金 属

業(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 三菱重工
広島6-1日本鋼管福山、三菱重工三原4-
0山本鋼材▽決勝 三菱重工三原4-1三菱
重工広島
◇山口▽リーグ戦 新日鉄光 2-1協和醸
酵、田辺製薬7-2航空自衛隊防府、協和醸
酵5-0航空自衛隊防府、田辺製薬3-0新
日鉄光、新日鉄光8-1航空自衛隊防府、協
和醸酵6-1田辺製薬(新日鉄光、田辺製薬、
協和醸酵が2勝 1敗で並び代表決定リーグを
行う)▽代表決定リーグ 新日鉄光 3-2田
辺製薬、協和醸酵8-5田辺製薬、新日鉄光
12-2協和醸酵(新日鉄光と協和醸酵は第二
次予選へ)

電 電 四 国
国 鉄 四 国
四 国 銀 行
徳  島  ク
鳴  門  ク

10

四 国銀行
0

>二次予選
9月25日 から 3日間     広島市民球場

9月22日から 4日間 高松中央球場日 本 生 命
三菱自動車京都
小 西 酒 造
電 電 近 畿
大    丸
神 戸 製 鋼
松 下 電 器
川崎製鉄神戸
(第五代表決定戦)
川 崎 重 工
新 日 鉄 堺

◇岡山▽リーグ戦 川崎製鉄水島2-0
三菱自動車水島、川鉄水島2-1三井造船玉
野、三井造船玉野 6-1三菱自動車水島(三
井造船玉野と川鉄水島は第二次予選へ)

◇広島▽一回戦 電電中国8-0広島マツ
ダ▽準々決勝 日本鋼管福山4-0国鉄広
島、三菱重工三原12-1常石鉄工、三菱重工
広島3-1電電中国、山本鋼材2-1東洋工

7

日 本 生 命
1

造

鋼

酒

製

西

一Ｆ

小

神

9月21日から 4日間 大分県営球場

大分鉄道管理局
新 日鉄 大 分
九 州 産 交
鹿児島鉄道管理局
日立造船有明
電 電 九 州

新 日鉄 八 幡
三菱重工長崎
日鉱 佐 賀

電電九州¬0

新日鉄
八 幡

9月26日から 6日間    愛知県営熱田球場

レー次予選

>一次予選

門司

日鉄八幡」2
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第6回大会出場選手等一覧 Юは劃D

北海 道拓殖 銀行
監 督  西 村  博 司 42 明  治  大
投 手  山 口  敏 男 28 池  田  高
〃  柴 田  正 明 28 中  京  大
″  福 島  義 隆 24 法  政  大
〃  堀 田  晴 -23 明  治  大
″  中 村  明 志 22 本し幌 商 高
″  賀 集   -20 旭 川 竜 谷 高
〃  千 藤  和 久 31 中 京 商 高

捕 手  竹 内  昭 文 29 法  政  大
〃  船 木  敏 夫 26 函 館 有 斗 高
〃  安 丼   治 22 東  海  大
〃  後 藤  政 広 21 Jヒ 海 道 工 高
内 野 ○梅 田 隆 比 克 31 日  本  大
〃  局 岡  茂 夫 29 法  政  大
〃  海 老 名 敏 彦 25 中  京  高
″  田 伏  清 美 25 近  畿  大
″  山 本  文 博 24 駒  沢  大
〃  水 野  雄 三 22 明  治  大
″  尾 崎  公 俊 19 本し 幌  商

外 野  小 島  和 彦 26 慶  応  大
〃  坂 田  竹 二 25 亜 細 亜 大
〃  大 滝  敏 之 25 駒  沢  大
〃  中 根  史 郎 25 愛  工  大
〃  佐 々 木 弘 -22 本L 幌  大
〃  渡 辺  正 彦 21 旭 川 竜 谷 高
〃  山 田  雅 仁 19 東  邦  高

本 田 技 研
監 督  篠 原  ― 豊 48 立  教  大
投 手  小 林  艮 則 26 東  洋  大
″  後 藤  祝 秀 20丸 亀 商 高
″  玉 丼  雅 幸 26 青 山 学 院 大
″  丼 上   健 20 峡  南  高
〃  南 都   要 23 倉J イ面 大
″  高 田   光 24 東  洋  大
″  本 杉  秀 光 23 都 立 四 商 高
〃  中 後  広 行 23 天  羽  高

捕 手  中 大 谷 博 志 28 智 弁 学 園 高
〃  南 出  佳 史 24 中  央  大
〃  中 山  利 行 23 都 立 四 商 高
内 野 ○成 田  武 男 28 PL学 園 高
″  丼 上  光 -24 東  洋  大
″  岸   雅 司 24 久  賀  高
″  青 野   務 19 浜 松 商 高
″  田 代  克 業 26 中  央  大
″  小 屋 イ変=27大 宮 工 高
〃  内 川  ― 寛 23 法  政  大
〃  平 野  ― 利 19 り‖ 越 商 高

外 野  佐 藤  正 之 21 拓 大 ― 高
″  雨 堤  浩 久 25 中  央  大
″  上 久 保 ― 平 20 波  崎  高
〃  若 尾  佳 生 23 立  教  大
〃  鈴 木  保 彦 19 浜 松 商 高
〃  河 原 井 正 雄 25 青 山 学 院 大

電 電 信 越
監 督  関 根  武 雄 33 日  本  大
投 手  矢 野  ― 雄 25 国 士 舘 大
″  大 崎  辰 也 22 東 京 経 大
″  鈴 木 ,青吾 24東 京 農 大
″  安 藤 奈 賀 男 22 松 本 工 高
〃  柳 沢 敏 幸 29」 ヽ諸 商 高
〃    男匡音Б  和 弓ム 18  「 ヨ 田 I 高
〃     Jヒ リ‖    たヽ  22  4富  里予  [写

捕 手  山 下  和 男 24 上 武 ― 高
〃  城 迫  ― 美 24 専  修  大
〃  桃 井  進 19丸 子 実 高
内 野  召 田  三 博 22 専  修  大
″  湯 沢  秀 人 22 中  央  大
〃  望 月  克 己 25 専  修  大
〃 ○ 石 賀  敏 夫 26 日  本  大
〃  西 条  明 博 24 専  修  大
″  柳 瀬  尚 文 27 国 士 舘 大
〃  藤 森  国 彦 23 松 商 学 園
〃  大 塚   智 21 丸 子 実 高
〃  小 尾  純 敏 24 日  本  大

外 野  菅 野  俊 之 23 東 京 最 大
″  竹 沢  唯 行 22 中  央  大
〃  田 中  良 幸 25 国 士 舘 大
″  柴 山  晋 -25 専  修  大
″  石 田 三 知 夫 18 長 野 商 高

大 昭和 製紙 北海 道
監 督  高 梨  英 夫 36 大 多 喜 高
投 手  川 瀬  隆 俊 27 木 古 内 高
〃  望 月  保 雄 26 富 士 宮 北 高
″  小 磯  健 次 24 安 積 商 高
″  池 永  裕 臣 19 瀬 戸 内 高
〃  小 野   等 19 福 島 保 原 高

捕 手  村 上  忠 則 29 津  名  高
″  今 泉   進 20 Jヒ 見 工 高
〃  平  紀 陽 典 19 日 大 東 北 高
″  樋 口  忠 雄 22 名  寄  高
内 野  高 梨  英 夫 36 大 多 喜 高
″  仲 本  広 明 28 沖 縄 興 南 高
〃  佐 藤  義 夫 27 神 奈 り|1大
〃  大 野  敏 彦 26 山 口 鴻 城 高
〃  井 上  孝 -24 日  本  大
〃  新 木  忠 力 24 東  晨  大
〃  折 霜  忠 紀 21 北海道 日大高
〃  宝 橋  宏 之 18 広 島 竹 原 高
″  社   新 吾 18 瀬 戸 内 高

外 野 ○浜 丼  頑 丈 31 芝 浦 工 業 大
〃  山 本  和 則 29 Jヒ  海  高
〃  我 喜 屋  優 28 沖 縄 興 南 高
″  石 川  孝 -22 立  正  大
〃  原   利 イラ 21 北海道日大高
″  横り  衛 21北 見 工 高
〃  梁 原  修 志 19 苫 小牧 工高

三 菱 自動車川 崎
監 督  池 田  善 吾 33 芝 浦 工 大
投 手  三 宮  建 男 23 安  芸  高
〃  星 野  恵 司 21 赤 羽 商 高
″  小 野 田 正 -19 銚 子 商 高
″  丹 部  俊 文 23 博 多 工 高
〃  福 家  雅 明 19 天  理  高
〃  金 沢  次 男 20 佐  竹  高
〃  小 笠 原 敏 雄 22 太 田 工 高

捕 手 0高 浦 美 佐 緒 26 法  政  大
〃  米 田  敏 之 19 修  徳  高
〃  平 野  逸 男 18 佐 世 保 工 高
内 野  松 野  章 男 21 帝  京  高
″  tB野  多 鶴 27 東  海  大
〃  大 須 賀 康 浩 25 法  政  大
″  田 所  正 行 19 日 大 ― 高
″  土 屋 恵 三 郎 25 法  政  大
〃  藤 崎   孝 18 吉 原 工 高
″  豊 田  叔 秀 25 城  西  高

外 野  佐 藤  浩 光 18 上  尾  高
〃  潮 田  智 信 25 法 政 三 高
″  小 林  美 幸 2]修  徳  高
〃  早 川  幸 市 18 桐 蔭 学 園 高
〃  」り|1欣 也 20吉 原 工 高
〃  今 野   孝 18 横 浜 商 大 高
″  和 田  敏 雄 18 日 大 三 高

電 電 東 海
監 督  杉 本  健 -29 愛 知 工 大
投 手  杉 山  和 由 22 中 遠 工 高
〃  大 場  B召男 20 静 岡 学 園 高
〃  中 村  修 史 20 県 岐 阜 商 高
〃  西   宗 紀 23 近  畿  大
〃  袴 田  晃 弘 27 専  修  大
〃  鈴 木   亨 18 静 岡 商 高
″  浜 田  知 明 18 長  島  高
″  山 口  敏 樹 27 福  岡  大

捕 手  大 石  久 夫 27 専  修  大
〃  古 瀬   悟 20 県 岐 阜 商 高
〃  中 西  親 志 18 本目 可  高
〃  伊 藤   隆 24 明  治  大
内 野  後 藤  敏 夫 28 中  京  大
〃  湯 之 戸 孝 修 25 近  畿  大
〃  原   茂 晃 22 福 丼 工 大
〃  末 武  重 樹 23 愛  知  高
〃  藤 村  宏 志 26 駒  沢  大
〃 O高 田  浩 二 26 近  畿  大
″  小 森  三 由 23 愛 知 商 高
外 野  横 丼   勲 24 明  治  大
〃  林   博 幸 20 福  丼  高
〃  三 井  茂 樹 23 明  治  大
″  林   義 博 24 愛 知 学 院 大
〃  稲 山  正 則 25 中  央  大

仙 台鉄 道管理 局
監 督  内 海  利 彦 27 石 巻 商 高
投 手  添 田  利 幸 19 会 津 工 高
〃    ク

=屋
屡    "翼  22  /」  ヽ 里予  Fヨ

〃  志 賀 野  整 24 黒  川  高
〃  高 橋  正 己 24 仙 台 育 英 高
〃  木 須  憲 -20 東  北  高
″  太 田  敏 之 18 塩  釜  高
〃  稲 妻  博 司 18 仙 台 育 英 高

捕 手  阿 部  圭 二 23 宮 城 水 産 高
″  佐 藤  浩 昭 ]8 石 巻 工 高
″  星   善 宏 18 勿 来 工 高

内 野  及 川  正 次 24 仙 台 育 英 高
〃 〇 佐 藤  順 -23 東  北  高
″  鈴 木   B召 18 東  北  高
〃  高 橋   良 21 東  北  高
″  遠 藤   豊 19 名  取  高
″   大 枝  ― 雄 22 福島聖光学院高
″  加 藤  正 博 21 福 島 商 高

外 野   吾 妻  夢5,台 18 福島聖光学院高
″  遠 藤   弘 18 君Б山 Jヒ 高
〃  堀 切  憲 -23 亘  理  高
〃  郡 山  公 男 22 名  取  高
″  千 葉  幸 治 22 宮 城 水 産 高
〃  内 海  利 彦 27 石 巷 商 高
〃  永 沼 三 千 男 18 東  北  高

富 士 重工 業
監 督  野 中  宏 -34 桐 生 工 高
投 手  谷   艮 治 21 関 東 学 園 高
〃  平 野  雅 芳 22 追  浜  高
〃  橋 本  敬 司 2]熊 谷 農 高
″  丸 本  隆 行 24 桐 生 工 高
″  三 浦  誠 30東 洋 大
〃  大 阿 久 文 雄 22 栃 木 工 高
〃  島 田   隆 23 中  央  大

捕 手  小 島  正 人 22 松 商 学 園 高
″  鏑 木  陽 -22 樹  徳  高
″  増 岡  伸 幸 23 東  洋  大

内 野  富 田  広 己 27 高 崎 商 高
〃  小 間  哲 雄 25 駒  沢  大
″  石 原  清 志 21 松 商 学 園 高
″  長 壁 亥 佐 雄 27 高 崎 商 高
〃  鈴 木  秀 男 24 日  本  大
〃  村 田  博 幸 23 日  本  大
″  栗 田   優 20 高 崎 商 高

外 野  高 橋  恒 夫 33 桐  生  高
〃 ○ 内 藤  光 夫 30 関 東 学 園 高
″  蝦 沢  道 明 28 桐 生 工 高
″  桧 野  武 -23 早 稲 田 大
〃  湯 浅  和 彦 23 東  洋  大
″  松 本   修 26 日  本  大
〃  岸   久 男 21 東 農 大 三 高

西 濃 運 輸
監 督  林   伸 男 33 中  京  大
投 手  松 田  修 =28 岐 早 南 高
〃  片 江   剛 25 神  崎  高
〃  清 原  健 -24 愛 知 学 院 大
〃  武 者   朗 24 中 条 工 高
〃  白 石  義 弘 21 Jヒ  陽  高
〃  上 原  勝 男 21 沖 縄 興 南 高
〃  河 地  良 -19 高 松 商 高

捕 手  中 島   務 30 東  洋  大
″  成 田  福 男 26 立  正  大
″  沢 田   守 25 大 東 文 化 大

内 野 O山 極  憲 三 31 東  海  大
〃  中 島  隆 利 29 神 奈 川 大
〃  木 村  敬 三 28 名古屋商科大
〃  岩 附  勝 馬 25 名  城  大
〃  水 江  正 孝 25 福 岡 工 大
″  西 村  雅 文 24 佐 賀 竜 谷 高
〃  高 田  淳 二 24 駒  沢  大
〃  吉 丼   猛 23 専  修  大
〃  渡 辺  泰 邦 23 福 岡 工 大

外 野  組 り1 昌 俊 32 東  洋  大
〃  加 野  悦 男 29 中  京  大
〃  小 椋  清 俊 27 岐 阜 第 一 高
〃  紀   充 則 23 東  洋  大
〃  嶋 崎  兼 之 23 名  城  大
〃  吉 田  貝り昭 20 岐 阜 西 工 高

新 日本製 置 釜石
監 督  佐 藤  幸 雄 33 花 巷 商 高
投 手  高 橋  千 秋 28 秋 田 市 立 高
〃  菊 池   渡 20 -関 修 紅 高
〃  斉 藤  範 彰 26 亘  理  高
〃  黒 沢  義 文 24 大  槌  高
〃  大 湯  康 司 21 弘 前 工 高

捕 手  佐 藤  和 良 24 釜 石 工 高
〃  長 田  裕 幸 24 明  星  高
〃  橘   秀 俊 20 弘 前 工 高

内 野  永 野  幸 雄 25 花 巻 商 高
〃  佐 藤  幸 雄 33 花 巷 商 高
〃  渋 谷  修 二 29 帝  京  高
″  田 沢 ― 仁 21 弘 前 工 高
〃  田 中  寿 -27 社    高
〃  松 田  裕 光 23 気 仙 沼 高
〃  伊 藤  仁 24東 京 大
″  富 樫 英 則 20大 館 商 高
〃 ○ 日 高  明 彦 28 名 電 工 高

外 野  早 瀬   修 24 仙 台 育 英 高
″  平 間   徹 21 気 仙 沼 高
〃  伊 東  昭 夫 28 銚 子 市 立 高
〃  佐 々 木 英 広 20 広 田 水 産 高
〃  平 り  澄 21弘 前 工 高
〃  三 上  広 見 30 黒 沢 尻 工 高
〃  若 槻  弘 之 24 花 巻 商 高

日 本 楽 器
監 督  川 島  勝 司 36 中  央  大
投 手  久 保 真 ― 郎 24 青 山 学 院 大
″  山 本   操 20 」ヽ笠 農 高
″  戸 田  秀 明 21 鉾 田 ― 高
〃  立 野 政 治 24 PL学 園 高
″  藤 原   仁 24 崇  徳  高
〃  富 永  邦 博 23 熊 本 工 高

捕 手  中 村  行 利 27 中  央  大
〃  松 永  安 弘 20 自 動 車 工 高
〃  高 柳 イ言英 21 国 士 舘 大

内 野 O津 布 久 欣 司 28 駒  沢  大
〃  森  慎 司 24立 命 館 大
〃  伊 藤  常 美 23 中  京  大
〃  石 丼  淳 -23 浪  商  高
〃  加 藤 富 士 男 23 自 動 車 工 高
″  武 居  邦 生 23 国 士 舘 大
〃  鈴 木  清 之 24 青 山 学 院 大
〃   田  康 二 20 ソヽ 代 工 高
〃  内 海  昌 之 24 亜 細 亜 大

外 野   佐 藤   滋 孝  24  0C利 ターソス高
″  安 芸 土 佐 男 26 国 士 舘 大
″  伊 藤   功 23 」ヽ笠 農 高
″  井 上  ― 之 23 中  央  大
″  XIB  和 夫 28 関 東 学 院 大
〃  内 山  仁 志 26 中  央  大
〃  竹 崎  恭 二 27 ノヽ 代 工 高

住 友 金 属
監 督  松 永  怜 -48 法  政  大
投 手  小 杉  大 三 19 不0歌山 工 高
〃   木 本寸   仁 21 伊  都  高
〃  川 端  理 史 30 東  海  大
″  高 橋  修 =23 高  知  高
〃  古 賀  達 也 21 佐 賀 電 谷 高

捕 手  小 川  良 -25 駒  沢  大
〃   山 口   誠 24 鹿児島電子工高
〃  中 川  豊 明 22 江 の り|1高

内 野  清 水  健 五 23 慶  応  大
〃  浜 田  知 治 24 」ヽ倉 商 高
″ ○ 清 水  長 寿 28 早 稲 田 大
〃  飯 島   淳 22 堀  越  高
″  四 田  勝 康 23 浪  商  高
″  田 中  祐 司 22 鳴  門  高
〃  松 隈  憲 治 25 柳 り‖ 商 高
〃  中 原  正 明 26 東  海  大

外 野  宇 山  秀 明 30 慶  応  大
〃  西 村  博 己 21 伊  都  高
″  高 多  倫 正 25 慶  応  大
″  浜 崎  拓 司 21 和 歌 山 工 高
″  り‖上  謙 治 26 市和歌山商高
〃  三 好  ― 幸 27 東海大相模高
″  中 林  秀 延 30 慶  応  大
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〃  桧 垣   明 22 関  西  大
内 野 ○赤 丼  淳 二 27 近  畿  大
〃  河 野  敏 章 28 東  京  大
〃  丼 尻  陽 久 26 東  海  大
〃  西 村  一 員 26 早 稲 田 大
″  花 野 巧 25同 志 社 大
″  宇 地 原 佳 則 24 立  教  大
〃  三 枝  淳 介 23 早 稲 田 大
″  佐 藤   清 23 早 稲 田 大
″  渋 谷   渉 22 明  治  大
外 野  梅 田   薫 25 明  治  大
〃  安 西  敏 雄 25 中  央  大
″  小 松  博 23慶 応 大
〃  楠 原   基 23 法  政  大
〃  西 本  靖 彦 22 早 稲 田 大
″  新 名   隆 27 明  治  大

三菱 重 工 広 島

米 谷   豊 23 宮崎電子工高
金 光  興 二 24 法  政  大
若 松  茂 樹 26 東  洋  大
佐 々 木 幸 治 28 法  政  大
吉 川  丈 -26 都 城 震 高
富 士 野 誠 示 26 西 脇 工 高
井 上  敏 之 26 山  陽  高
古 川  達 雄 28 米 子 商 高
伊 藤  順 三 30 フヽ  幡  大
岡 崎  月晏光 24 熊本第一工高
丼 上  伸 三 27 東  洋  大
荒 谷   稔 26 広 島 商 高
中 村  文 人 29 国 士 舘 大

松 下 電 器
下 田  鎮 男 36 柳 り‖ 商 高
北 口  勝 久 23 早 稲 田 大
久 保  邦 夫 26 水 島 工 高
長 谷 部  優 29 慶  応  大
藤 丼  俊 宏 22 福 山 商 高
吉 田  恭 之 25 東  海  大
山 本   芳 24 創  価  大
原   邦 彦 21 岡 山 東 商 高
塚 岡  広 仁 21 倉 敷 工 高
大 本  二 郎 22 倉 敷 工 高
木 原  弘 人 28 慶  応  大
荒 木  靖 信 20 PL学 園 高
山 口   円 29 関  西  大
前 嶋  純 二 23 法  政  大
島 田  行 雄 24 近  畿  大
坂 口  雅 久 28 立  教  大
森 本  光 -24 立 命 館 大
平 谷   拓 23 田 辺 商 高
宮 脇  俊 也 21 岡 山 東 商 高

○鍛 治 舎  巧 28 早 稲 田 大
対 中  修 平 25 東  海  大
高 鍋   均 22 布 施 工 高
松 川  正 樹 24 愛 知 工 大
堀 江  隆 樹 28 立  教  大
磯 本  邦 彦 22 佐 世 保 工 高
山 田   勉 21 大  鉄  高

協 和 醸 酵

電 電 九 州
監 督  廣 門  正 暢 36 九 州 工 高
投 手  藤 田  裕 二 19 日 杵 商 高
〃  右 田  ― 彦 19 九 州 学 院 高
〃  松 尾  勝 則 23 専  修  大
″  山 内  孝 徳 23 鎮  西  高
〃  長 嶺  俊 -30 宮 崎 本 庄 高
〃    金需里予  不日剛電 30  1目  2ヽ   フk
″  菊 川  良 正 29 東 海 大 三 高

捕 手 〇川 越  雄 -30 国 士 舘 大
〃  仲 村  正 利 19 Jヒ 部 工 高
″  永 薗  敏 博 30 ,‖  内  高
内 野  村 岡  耕 -19 日 田 林 工 高
″  福 島  和 博 27 愛 知 工 大
″  柳 川  正 義 21 日 田 林 工 高
〃  勝 山  晋 -24 東 海 大 三 高
〃  今 井  敬 二 30 F]司 工 高
〃  南 牟 礼 豊 蔵 19 都 城 工 高
〃  平 山  敏 数 24 九 州 共 立 大
″  福 島   優 19 熊本第一工高
″  橋 本  栄 二 25 東  海  大
″  柴 田  克 己 26 福  岡  大

外 野  河 野  統 治 22 九 州 学 院 高
″  八 重 石 勝 幸 24 京 都 産 業 大
〃  鈴 木  泰 司 25 仏  教  大
〃  小 林  裕 -20 熊 本 工 高

三 菱 重 工神戸
監督  ― 岡  四 郎 33 同 志 社 大
投 手  杉 野  時 三 27 鴨 島 商 高
〃  ― 色  克 義 23 京 都 水 産 高
〃  庄 司  富 夫 24 安  来  高
〃  藤 崎   穣 21 中  京  高
捕 手  竹 中   円 28 萩    高
″  藤 丼   大 27 村 野 工 高
〃  仲   隆 司 27 報 徳 学 園 高
〃  福 島  康 徳 24 神 戸 学 院 大
内 野  岡 田  敏 裕 23 同 志 社 大
″  伊 藤  博 文 24 関 西 学 院 大
″  森   昌 三 24 坂 出 商 高
〃  山 谷  健 二 25 岡 山 東 商 高
〃  古 田  久 人 20 PL学 園 高
〃  川 辺 邦 好 26育 英 高
″ OB寺 本  勝 己 28 三 田 学 園 高
外 野  友 藤  芳 己 27 村 野 工 高
〃  金 蔵  博 久 26 九 州 工 高
〃  丼 上  美 春 28 市和歌山商高
〃  中 沢  文 哉 24 東  京  大
″  吉 田  隆 行 25 岡 山 東 商 高
〃  勝   順 -31 関 西 学 院 大

丸 善 石 油
監 督  平 川 恵 ― 郎 40 寝 屋 り|1高
投 手  鈴 木   理 29 成  田  高
〃  板 倉  利」弘 19福 丼 商 高
〃  浜 口   守 19 弓削商船高専
″  藤 井 栄 ― 郎 27 明 治 学 院 大
〃  新   孝 博 26 初  芝  高

捕 手  金 田   進 19 近 大 付 高
〃  秋 葉  秀 雄 24 勝  浦  高
〃  益 田  佳 明 27 立  正  大
内 野  浜 口   明 19 大  鉄  高
〃  徳 藤  幸 三 29 宮 崎 商 高
〃 ○ 神 山寄  直 27津 久 見 高
″  角 田   栄 24 木更津中央高
〃  福 永  純 -28 亜 細 亜 大
″  高 石  貢 治 20 新 居 浜 商 高
″  深 谷  勇 人 19 近 大 付 高
″  野 口  憲 次 27 明 治 学 院 大

外 野  窪 田  欣 也 32 亜 細 亜 大
″   佐 藤  洋 -20 二松学舎大付局
″  松 元  芳 ―-26 都城泉ケ丘高
″  古 丼  浩 =24 海  南  高
″  寺 岡  正 彦 28 聖  橋  高
〃  山 本 潤 ― 郎 20 津 久 見 高
〃  末 崎  友 己 25 生 野 工 高

神 戸 製 鋼

四 国 銀 行
麻 岡  正 男 30 大  商  大
田 辺  英 朗 29 専  修  大
片 岡  寿 彦 24 高 知 商 高
山 本  智 久 22 池  田  高
高 尾   等 22 愛 知 字 院 大
城 下  照 男 26 専  修  大
沖 田  雅 夫 24 高 知 商 高
古 谷  英 央 22 高 知 商 高
麻 岡  正 男 30 大  商  大
森 沢  康 夫 30 高  知  高
楠 瀬  隆 章 28 法  政  大
石 見  圭 -27 専  修  大
安 光   昇 24 大 方 商 高
森 本   誠 24 高 知 商 高
乃 ―   官 24 関  西  大
浦 林   堅 23 愛 知 学 院 大
岸 野  正 彦 22 高 知 商 高
刈 谷  精 -30 高 知 商 高

○西 村   章 28 法  政  大
日 浦  武 28亜 細 亜 大
森 下  雅 彦 25 法  政  大
溝 淵  貞 雄 22 大  商  大
戸 田   宏 22 高 知 工 高
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金属 バ ット初登場 、注 目の打 者 は新 日本製 鐵八 幡
玉 丼  義 明 32 専  修  大
村 上  茂 徳 25 京  都  高
丸 谷 富 美 幸 21 日南 振 徳 商
高 野  義 文 22 都 城 商 高
米 満  正 広 26 F]司 工 高
大 段   明 30 明  治  大
池 田  宣 人 21 長 崎 北 高
水 摩 紳 二 郎 23 筑 豊 工 高
福 本  高 典 20 宇 部 鴻 城 高
沢 熊  辰 己 26 下 関 商 高
徳 永  利 美 24 法  政  大
平  満 男 23長 崎 商 高
本 村  正 -23 南  筑  高
山 前  伸 二 20 直 方 学 園 高
丸 目  修 =22 宮崎電子工高
浜 田 幸 之 助 25 」ヽ倉 南 高
奥 田  康 雄 27 専  修  大
奥 村  純 -26 F]司 工 高
加 藤  雄 -23 鎌 倉 学 園 高
下 村   肇 27 大  濠  高
山 崎  典 政 22 都 城 農 高
0榎 園  ― 己 28 照  国  高
沼 田  清 和 21 東 海 大 三 高

一 豪 打 誇 る “至 宝 "高梨 ―

今大会から金属バ ットが登場する。
本塁打も格段に増えると見られるが、
注日のスラッガーをあげてみよう。
まず16年間、不動の四番として豪打

をほしいままにしている大昭和製紙北
海道の高梨プレーイングマネジャー。
今夏の都市対抗記念大会での日

本生命戦で後楽園通算 7本塁打の
最多記録をものにするなど、とても36歳
とは思えないノ`ワーを秘めている。千
葉県の無名の大多喜高から北海道に
わたって19年 間、自球を追い続けてざ
っと100本のホームランを量産している。
二十代も後半にさしかかるとベテラン扱
tヽされるが、そのなかでチームの先頭に
立って打ち、走る超ベテランの真剣な
プレーは社会人球界の至宝といっても
tヽ tヽ。
どんな世界でも一歩先んじるために

はそれなりの創意工夫が必要である。
昨年ルーキーでいきなり四番にすわっ
て話題をまいた日本生命の佐藤内野

手は金属バ ントが導入されると、早速、
米国から別注の日本製より長いⅢもの
干しぎお"をとり寄せた。これで社会
人のホームラン王を狙っている。
佐藤に劣らぬルーキーが、日本楽器

の四番 武属内野手.全 日本の 一
員としてキューバで働いてきたが、その
鋭い振り、パワー、素質とも申し分なし
で、プラジル育ちのチームメート、佐藤と
ともに豪打の競演を繰り広げる。
さらに、全日本捕手の村 L(大昭和

製紙北海道)をはじめ細川外野手 (西
濃運輸)、 鍛治舎内野手 (松下電器)、

佐 々木内野 手(三 菱電■:広 島)らの
パワーあふれる豪快なバ ンテイングも見
逃せない。
過去、5回の大会で、最優秀選手

賞は4回まで投手で占めているが、昨
年、初めて北海道拓殖銀行の高岡内
野 手に輝いた。俊足好桐の持ち主で、
山本内野手とともに打線の核として、
再び甲子園で暴れまくる。
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1980年 (昭和55年)5月 24日 >6月 4日 大阪球場

優勝〓日本鋼管福山 (初優勝)
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日本鋼管福山

初めて中国路にダイヤモンド旗がひるがえった。日本鋼管福山はパ
ワーに頼ることなく、32歳のベテラン・田村投手を中心に固く結束、初の
日本一の座をつかんだ。
日本鋼管福山は田村がチームリーダー。兼任コーチを務めると同時

にエースナンバーの「18」は内山田に譲り、年齢よリーつ少ない「31」 をつ
けた。減量に努め、ベスト体重の78キロを維持した。田村は優勝戦は 1

三振しか奪わなかったが、準決勝までの 3試合で20奪三振。打線も
準決勝の富士重工業戦で延長十二回に佐名木が勝ち越し2ラン、優
勝戦の三回に関が追加点となる2ランを放つなど各打者がよく打った。
日本楽器は優勝戦の九回、安打を集めて 2点を返したように、粘り

強かった。二番・熊野が4割 6分 7厘をマークするなど打線が奮起、
エース久保も準決勝の松下電器戦で投打に活躍したが、日本鋼管福
山の先制攻撃に屈した。

開催球場が甲子園から大阪に
これまでは秋に、阪神甲子園球場で行われていたが、今年はアマチ

ュア野球世界選手権大会が8月 22日 から15日 間、東京を中心に開か

（優
勝
戦
〕
日
本
鋼
管
福
山
―
日
本
楽
器
　
一二回
表
、日
本
鋼
管
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、
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２
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。（捕
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村
）

れるため、世界選手権に出場する日本代表チーム編成のうち社会人選
手の最終選考を兼ねる大会として、5月 開催に繰り上げられた。また
経費軽減を図るため会場が大阪球場に変更された。

>委員長 =山本英一郎 >副委員長 =小西正一、郷 司裕 >委員 =高橋良大、三輪武 、中西明、三宅享次、小林加寿男、元橋一登、山川
脩司、達摩省一 、戸田直佑 、中村孝太郎 、相沢孝行、清沢忠彦 、原田謹爾 、片岡成大、日野賢導 、上杉正、武村政雄 、津田進 、経秀夫、岸
野金治、吉田鼈男 、清水忠雄 、広沢渉 、木嶋―晃、松尾進 、森武雄 、樫根清一 、松 山守 、池田貴義 、鶴 田泰夫、谷川俊彦 、清水 正輝 、坂崎
克美、大橋慶三、小林勉 、春名正己

68



社会ス野球日本選手権大会 ″年史

責
―

球
３

振
７

安
５

回
９谷西

責
０
３
０

球
５
４
１

振
０
１
０

安
０
４
１

回
％
５
２

須
田
野賀

木
太
志

球
０
０
１
１
１
１
０
１
０
１
０
１
０
０
１
２
　
‐０

振
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
　
１

点
２
０
０
０
０
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０
０
　
４

安
２
０
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
１
０
　
５

打
５
２
０
１
３
３
０
１
２
２
０
２
１
０
３
２
　
２７

同
』
東
蜘
時
い
「
『
¨
﹇
』
れ
（
嚇
秘
権
』
は

０ ‐０

”
⑨
⑥
Ｈ
６
④
⑤
③
３
Ｈ ３
③
⑦
７
日
７
②
①
犠
‐

球
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
１
０
１
０
０
　
　
３

振
０
０
０
０
２
２
１
０
０
１
０
０
０
０
１
　
　
７

点
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
　
１

安
０
１
０
１
０
０
０
０
２
１
０
０
０
０
０
　
　
５

打
４
３
１
４
３
３
３
１
４
４
０
１
０
０
１
　
　
３２

銅幸｛剌悧疇赫嘲幸】「一卸̈榊﹇　は﹈

ｍ
②
⑤
Ｈ
ｏ
ｏ
④
②
Ｈ
③
⑥
①
ｌ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
　
　
‐

球
２
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
　
３

振
０
１
１
０
１
１
２
１
０
０
０
０
０
０
　
７

点
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
２
　
４

安
３
１
０
０
１
１
０
０
０
０
０
１
１
２
　
‐０

打
３
５
４
１
５
５
５
３
０
１
１
１
２
２
　
３８

一̈一一一一特『一一̈一̈特̈中‐‐８

球
０
１
１
１
０
０
１
０
０
０
　
　
　
　
　
４

振
０
０
１
１
１
１
２
１
１
０
　
　
　
　
　
８

点
０
０
０
１
０
３
１
０
０
０
　
　
　
　
　
５

安
０
３
０
１
０
３
０
１
１
０
　
　
　
　
　
９

打
５
４
３
３
４
５
３
３
２
１
　
　
　
　
　
３３

¨̈﹈中̈̈﹈中̈一̈　　　　中６。７

球
０
０
０
０
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
　
　
　
　
　
２

振
０
０
１
１
０
１
０
２
３
１
０
１
１
０
　
　
　
　
　
「

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
１
　
　
　
　
　
２

安
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
２
２
０
１
　
　
　
　
　
６

打
３
１
３
１
０
３
４
３
４
１
２
３
１
２
　
　
　
　
　
３‐

刻﹇一̈』﹇一中̈﹇『呻赫﹇﹇　　　　は‐４

贈
③
Ｈ８
④
日
４③
⑫
⑤
⑤
⑨
Ｈ９①
②
２　
　
　
　
犠
。

球
０
０
２
０
０
０
２
２
１
０
０
０
１
１
０
１
０
０
　
‐０

振
２
２
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
０
０
１
　
８

点
２
０
０
０
０
３
３
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
‐０

安
３
０
０
０
０
３
２
２
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
　
「

打
６
５
１
１
１
５
２
３
３
０
１
０
２
１
２
０
０
１
　
３４

回﹈｛一̈一一い一̈̈̈̈
¨̈一̈̈時中２‐９

▽5月25日
第 1試合=1回戦(午前 9時57分開始)

北海道拓殖銀行 031 000 000 2 6
田 辺 製 薬 00000030104
>審 判 (球審 )元橋 (塁審 )樫根 、春 名 、戸 田

>三塁打 =福丼 >二塁 打 =小島 、田村 、安 田歳 、大 滝 >
犠 打 =拓6(山本 、梅 田、坂 田、田鎖 、海 老 名、福 島 )田 1(安
田 歳 )>盗 塁 =田 2(田 村 、飯 島 )>失 策 =田 2(飯 島 、三
輪 )>捕逸 =田鎖 >試合 時間 =28寺 間 57分

▽ 5月27日
第 1試含=1回戦(午前 8時59分開始)

リ ッ カ ー 010000011 3
新 日 鉄 堺 0000000000
>審 判 (球審 )木嶋 (塁審 )鶴 田 、森 、原 田

36103 8 2

>二 塁 打 =黒 田 、浦 、大 浪 、川 本 >犠 打 =り ](渡
辺 )新 2(南日 、中 川 )>失 策 =新 1(西 日 )>試 合 時
間 =2時 間 26分

第 2試含=1回戦(午前11時57分開始)

野熱電観|:::♀ :::臭 l
>審判 (球審 )高橋 (塁 審 )日 野 、大 橘 、谷 川

>二 塁 打 =田 代 2、 永 沼 >犠 打 =仙 1(力日藤 )九 1

(来海 )>盗 塁 =仙 ](鈴 木 )九 2(二村 、赤 星 )>失
策 =仙 1(力日藤 )九 1(東 )>ボ ー ク =木 須 >試合 時
間 =2時 間 9分

>審判(球審)上杉 (塁審)枢 、吉田、岸野

回 安振 球責
9 ]18109

>本塁 打 =関 1号 (鈴木 秀 )山 内 1号② 、2号 (鈴木
秀 )>三 塁 打 =山 内 >二塁 打 =渡 部 、松 浦 、小 磯 、関
>犠 打 =鋼 2(松浦 、田 村 )>盗 塁 =鋼 6(関、六 条
2、 松 浦 3)>失 策 =常 2(園部 、松 井 )>試 合 時 間
=2時 Fo327分
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第 3試合=2回戦(午後 2時41分開始)
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日本鋼管福山=優勝
(現NKK)

田村 忠義投手
(懇暴鮪曇豊ヂ糖要)

(窪盤里吾雰ら毎日新聞)

“最後の一花"の意気で
ある意味で野球人生をかけた年だった。当時は32歳 。
もうそろそろ引退かなと思う一方、もう一度限界に挑
戦した。
優勝戦で対戦した日本楽器は強打者ぞろい。試合前

のフリー打撃でも大きな当たりを連発していた。でも
逆に「じめた、大振りしているな」と思った。その試合
では準決勝まで四番の山内がけがで欠場 していたこと
もあって自分がやらねば、と燃えていた。第一回大会
(1974年 )で準優勝 した時と比べて球威は衰えていた
が、若手の見本になるような投球を、とシンカー、ス
ライダーを低めに集め、打たせて取った。この優勝で
節制すれば、まだまだやれることを実感でき、選手寿
命が延びた。 2年後に都市対抗で準優勝を経験できた
のも、この優勝があればこそだった。

▽5月24日
1試含=1回戦(午前10時 3分開始)

三菱重工神戸 001 000 300
三菱名古屋 002000100
レ審 判 (球 審 )達 摩 (塁 審 )武村 、木 嶋 、谷 川
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>二 塁 打 =岡 田 、山 谷 >犠 打 =神 2(時 本 、吉 田 )>
盗 塁 =神 2(松本 2)名 1(伊 藤 )>失 策 =神 1(竹中 )>
試 合 0寺 間 =2時 間 30分

大昭和製紙北海道 000 004 001
熊本鉄道管理局 000 010 001
)審 判 (球審 )上杉 (塁 審 )日 野 、池 田 、片 岡

306 2 4 ]
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>二 塁 打 =堀 口 2、 高 梨 、大 野 、朝 田 >犠 打 =熊 ]

(朝田 )>盗 塁 =大 1(高梨 )>失 策 =大 1(大 野 )>
ボ ー ク =川 瀬 >試合 時 間 =2時 間 7分

>審半J(球 審)中 西(塁審)三輪、松尾、坂崎

祠顆
合時間=2時 Fo042分

逆 転 サ ヨナ ラ本 塁打
〇 …とてつもなくで っかいサヨナラホームランだった。
1点 を追 う河 合の攻 撃 は 九同無 死 i塁.大 倉 尾 藤
の 0-1後 の球 は「 真ん 中高めのカーブJ.白 球はあ
っという間 に左 翼 中段 へ _史 L初の劇 的な逆 転 サヨ
ナラホームランは、今 春 、中 大を卒業 して社 会 人になっ
たばかりの 185セ ンチ 、85キ ロの 大型 ルーキー小 りll力 ヽヽ
とも簡単にものにした。打 たれた大 倉の鎌田 監督 が「あ
んなのをオ丁たれりゃあ、かえってすっきりしますよJ
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2試含=1回戦(午後 1時 4分開始)

3試含=1回戦(午後 3時41分開始)



大会 大会言己録
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↑ 悸愁 ∂
鉄
僧
古
引 1755怒

⑨  梅  田 31000 ⑤  久  田 30000
③  赤  井 30012 日  間  瀬  10000
8籍 雪 :8:338馬 鯉 288♀ 8
④   Z日   本寸 4 1 0 0 0   ③   桶申  ,員  4 0 0 0 0R 檜  垣 00000 ⑦  高  橋 421004 三三 枝 00000 ③  増  田 41000
3算 農 183888套 雲 :3838
①  中  本 30030 ①  田  中 30010H 西  本 10000 1 加 藤次 000001 岡  田 10000
犠 併 残      犠 併 残
5  1  10 37105 5 3     0  0  2 333 1 4 0

>本 塁 打 =高 橋 1号 (中 本 )>二 塁 打 =増 田 、花 野
>犠 打 =日 5(梅 田 2、 三 枝 、佐 竹 、井 尻 )>盗 塁 =
日 3(安 西 、佐 竹 2)>失 策 =日 1(西村 )国 2(植
田 、本 田 )>試 合 時 間 =2時 間 17分

▽ 5月 28日
第 1試含=2回戦(午前8時58分開始)

神 戸 製 鋼 5100102009
大昭和製紙北海道 000 001 010  2
>審 判 (球審 )小林 加 (塁 審 )津 田 、清 水 忠 、原 田

犠 併 残
0  2  2 348 9 4 4

第 2試合=2回戦(午前11

卜審 判 (球審 )鶴田 (塁審 )三輪 、樫 根 、春 名

蓬 米 、3震 思 塩諄 孟
『

は 兵 i/首 昇 】 k漫
藤 、湯 浅 )>失 策 =東 3(深 沢 、吉 田 2)河 4(伊 藤
2、 湯 浅 、崎 尾 )>試 合 時 間 =2時 間 31分

口 を へ の 字 に
○…五回から小嶋をリリーフして要所を締めていた
東芝のエース・黒紙は、東田に打たれた瞬間、マウンド
でがっくりひざを落とししばらくは放心状態。初戦の大
倉工業戦でサヨナラ2ランを放っている小川をカープで
三振に打ちとった後だけに、悔やんでも悔やみきれない
1球だった。「真っすぐですJ。 打たれた本塁打の球
種をいうのが精いっぱいで、あとは何を聞かれてもくち
びるをへの字に結んだまま。
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第 3試含〓2回戦(午後 2時59分開始)

北海道拓殖銀行 000 010 001 3 5
丸 善 石 油 00100010002

▽ 5月29日
第 1試含=2回戦(午前10時開始)
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レ審半J(球 審)三宅(塁審)ノJ琳勉、相沢、清フk正

犠 併 残
2  1  12 4011 1 4 2

回 安振 球責109244

>二塁 打 =大 滝 2、 金 田 >犠打 =拓 5(小島 、山 本 、
竹 内 、海 老 名 、田 伏 )丸 2(浜 口 明 、野 口 )>盗 塁 =丸
3(寺岡 、金 田 、佐 藤 )>失 策 =拓 2(山本 、海 老 名 )
丸 3(浜口 明 、神 崎 、新 )>試 合 時 間 =2時 間 37分

第 4試合=2回戦(午後 6時 17分開始)

富士重工業 100200002 5
三菱重工神戸 000 020 020 4
)審半」(球審)山川(塁審)池田、森、大橋(外審)相沢、小林勉

>三塁 打 =三 浦 >二塁 打 =長 壁 、山 谷 、竹 中 、川 辺 、
井 上 、野 口 >犠打 =富 3(村 田 、三 浦 、増 岡 )三 2(時
本 、― 色 )>盗 塁 =富 3(村 田 、鈴 木 、蝦 沢 )三 20
辺 、丼 上 )>失 策 =富 2(村 田 、鈴 木 )三 1(伊 藤 )>
試 合 時 間 =2時 FB559分

そ っ くりの 逆 転 劇
○…関東予選の全試合を逆転勝ちで本大会へ出場した
富士重工業がまたも逆転勝ち。しかも関東予選決勝で東芝
に九回表、二塁子のエラーから一気に3点を奪って32と した
ケースと酷似する九回表 l死後の :ゴロエラーからの逆転
劇。因縁めいた試合展開で選手権4回 出場で念願の初勝
利を呆たした。
九回決勝二塁打の野口は興奮がさめず、「ずっと逆転でき

たので、九回でもまだ負ける気がしなかった。一色は内角シ
ュート攻めできていたので、それにヤマを力ヽす、足をひいて内
角を狙い打った。予選で打てなかったので本大会ではと狙
っていたが、よかった」と一気にまくしたてた。
投、攻、守に踏んばりをみせたエースの三浦は「三菱重工
神戸はしつこい相手とわかっていたが、フルカウントに追い込
まれて苦しtヽ ピッチングの連続だったJ

>審判 (球審)山川 C審 )津田、吉田、広沢

犠 併 残1  0  8 307 3 1 5

>本塁 打 =白水 ]号 (久保 )>三塁 打 =石丼 >二塁 打 =
武 居 、国山、内 山 、中村 >犠打 =り 2(大 野 、自水 )日 ](竹
崎 )>盗塁 =り ](国山 )日 2(熊野 、石井 )>失策 =り 3(平
野 、和久田2)>試合 時間 =28寺 間44分

外 国 人 投 手 が 初 登 場
○…都市対抗、日本選手権大会を通じて社会人球界で初
めての青い目の外国人選手が登場した。ハワイ大出身で、全
米学生選抜チームのメンバーだったスミス投手←リソカー)で、八
回、救援でマウンドこあがった。日本楽器の下位打線にわずか
14球の軽t,,球 で、1イニングを無失点に切り抜けた。

第 2試合=2回戦(午後 1時19分開始)

松 下 電 器 0000110035
九 州 産 交 0000000000
レ審 判 (球 審 )小林 加 (塁審 )鶴 田 、森 、清 水 忠
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社鉄 孵 F継 手緻 会 2θ彼 入

)審半J(球 審 )達摩 (塁審 )木嶋 池田 大橋 (外審 )清 水忠、森 )審判 (球審)高橋 (塁審)松 山 吉田 池田 (外審)樫 根 小林勉

犠 併 残3 2 63184103
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第3試含=準々決勝(午後4時 2分開始)

日本鋼管福山 000002000002 4
富土重工業 0000020000002

回 安振球 責       回 安振 球 責
田  村  ]26922  向  Ett P 107 1 4

〉本塁打=山内 3号 C)(向 田)佐 名木 l号0(向 田)>二塁打=
渡部 湯浅 鈴木 >犠打=鋼 1(関 )>盗塁=鋼 1(岩 崎)〉 失策
=富 3(村田、鈴木、長壁)>試合BttF60=3時間

▽ 5月 30日
第 1試合=準々決勝(午前9時58分開始)

鶏冒繁翼♀::::♀ :::|:
>審判 (球 審 )上杉 (塁 審 )鶴田 、大 橋 、春 名

犠 併 残2 0 8 37134 2 0

>二塁打 =山崎 古賀 >犠 打 =神 1(小 林)河 2(伊藤、湯浅)>
盗塁 =神 6(4ヽ 林 2古 賀 2浦 本 中川)'13(岡 村、伊藤、J劇 )

>失策 =河 1(岡 村))試合時間=2時 間39分

第 2試含=準々決勝(午後1時13分開始)

北海道拓殖銀行 000 002 200
日 本 楽 器 00000512X
>審半J(球 審)山川 (塁審)樫根、小林勉、原田

>本塁打 =武居 ]号 (中村弘)レ 三塁打 =熊野 >二 塁打 =津布
久 2熊 野、海老名、石丼、竹崎 >犠打 =拓 2(海老名 福ヽ島 )日 2
(立 野 久保)>失策 =日 1(石丼)● 暴投 =中村弘 >捕逸 =中村
>試 合時間=2時 間44分

ダ メ押 し満 点
〇 日本楽器 武居が し回に放った本31打はベスト
4をつかむ効果的な 発だった 一クピ無走者、カウン
ト2-2の 5球 日、内角ストレートをミートよくつかまえる
と、オ〕球は放物線を描いてスタンド中段に,Jく 、大会通
算100号ホーマーとなった。
昨春、国十大出の大型新人がH楽の 4番に座った

ときは、強打 日楽も新人に頼るようになったか、という
声さえあった。
ところが、その春の静岡支部大会で打ちよくって最高

殊勲選 F。 夏の都 17対抗の活躍ぶりで 躍「これは
本物Jと社会人球界で脚光を浴びた。
都市対抗での 2ホーマーは、武居を全日本チームに

加える決め手となって、昨秋の第 4回 インターコンチネン
タル大会では全日本の li砲。大学、社会人、全日本
と四番判者の■段″ヒびである.

第 3試合=準々決勝(午後4時34分開始)

日 本 生 命 1000030004
松 下 電 器 0000101035

>本塁打=松川1号 (中本)木原2号 0(中 本)>三塁打=安西>
二塁打=佐藤 鍛治舎 安西 野尻 >4義 打 =日 3(赤 丼 花野、中
本)松 ](木原)>盗塁=日 2(安 西、梅田)松 1(高鍋)>暴投=北口
>試合時間=2B寺間10分

▽ 6月 3日
第 1試合=準決勝(午後0時30分開始)

菖温魏調::|♀ :|:♀ li

回 安振球 貢
中  本 8%]]305

レ審判(球審)小林加 (塁審)山川、上杉、池田

〉本塁打 =今岡]号 (山本泰)>三塁打 =浦本 >二塁打 =今岡 >
犠打 =神 2(若 林 中川)鋼 3(松 浦2今岡)>盗塁 =神 ](小林)>
失策 =神 ](古賀)>試合時間=2時 間39分

絶妙・田村、神鋼の反撃断つ
1点 を争う好ゲームだったが、好機を確実に生

かした日本鋼管福山が競り勝った。
1点 を先行された鋼管はJi回二死後、今岡が 0
-1後の内角高め直球を右越えに同点本塁打。四
回は山内が安打とバントで二進し、渡部の安打、敵
失で′[還 し、勝ち越し,同点で迎えた六回無死一、
二塁の好機。松浦の投前バントは失敗したが、再
び渡部が外角直球を左il l適 時打した。渡部の巧打
は光った.鋼管は八回にも白石淳の安打で加点、
4-2と 引き離した。
神戸製鋼は一回 タピi塁、浦本が右中間二塁打
して追いついたものの、その直後、浦本が鋼管 田
村の絶妙なけん制に刺され逸機。八回一死二塁も
山崎に強攻させたうえ、山崎の一ゴロで小林が本
塁を狙って束|さ れるなど、冷静な攻めができてい
たらと惜しまれた。

勝 て る チ ー ム ロ 指 す

① 「左の高橋が先発だったでしょう。田村さ
んだとばかり思っていたから面くらいましたJ左
打線の トンプを打つ神戸製鋼の小林主将は、鋼管
福山の…左封じ に̈やられて悔しそう。それでも足
に自信の小林らしく五回、四球で出るとしきりに
高橋をけん制、人口、意表をつくバント安打から二
盗するなどマウンドの田村を脅やかした。「うち
は予選でも今大会の河合楽器戦でも“死んで"tヽ ま
したから、ここまでようこれました。今度は善戦
だけでなく勝てるチームを目指しますJと 歴戦の
士らしい言葉で締めくくった.

〔準決勝〕日本楽器―松下電器 五回裏、日本
楽器―死―、三塁、山本一のスクイズ成功。
三塁から津布久が還り、同点。

第 2試合=準決勝(午後 3時39分開始)

瞥栗翼薫:::::::♀ 11:
>審判 (球審)中西(塁審)武村、大橋、鶴田

>本塁 打 =松 川 2号 (久 保)>犠 打 =松 ](森 本 )日 2
(山 本一 、久保 )>捕逸 =木原 >試合時間 =2時 FB5]1分

日 楽 ・ 久 保 、投 打 に 活 躍

日本楽器は松下電器の左腕・長谷部の伸びのあ
る速球、切れのいい変化球に手が出なかったが、
五回、一気に逆転した。2-1と 追い込まれた津
布久がまず外角球を右前に落とし、中村が中前に
ヒント エンド ランを決め、無死一、三塁。石
井三振の後、山本一が投前に同点スクイズを成功
させた。なお二死 l塁で久保が初球を右翼へ巧打
して勝ち越し。人回は二番手の原から追加点を挙
げた。投打にわたる久保の頑張りが最大の勝因だ
った。
松下は 1回 、松川が今大会 2本 目の本塁打で先

取点を挙げたが、三国以降、自らの勝ち越し打で
気をよくして投げる日本楽器のエース・久保の低
めを1寧につく速球、カーブにほんろうされ、六
回、高鍋が右前安打しただけ。長谷部の力投に応
えられなかった。

あ した か ら練 習 で す

○…優勝候補の筆頭にあげられながら伏兵の日
本楽器に敗れた松下電器の鍛治舎巧主将は「とに
かく11て ませんでした。それに尽きます」とくち
びるをかんだ。看板の強力打線は日本楽器 久保
投手の速球とカーブに抑えられ、松川の本塁打を
合めわずか3安打。鍛治舎自身、一回一死一、 1
塁のチャンスに内野ゴロに倒れており⊆3点は投
手の責任ではない。|]ち 勝たなければダメですよ。
あしたからまた練習を始めます」
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第ア回大会 大会言己録

球

０

０

０

１

０
０

０

０

０
０
０

０

０
０

　

１

振

０

０

０

０

０
０

０

１

０
０

０

０

０
０

　

１

点

０

１

０
０

０
０

０

０

０
０

０

０

０
０

　

１

安

１

２

１

１

０
０

０

０

０

１
０

０

０
１

　

７

打

４

４

４
３

２
１

２

１

３
３

１
１

０
１

　

３。

¨̈一̈一一̈一『一⑨４山本一一時中̈中̈

球
１
１
０
１
０
０
０
１
１
０
　
　
　
　
　
５

振
１
０
０
０
２
０
１
０
０
２
　
　
　
　
　
６

点
０
０
０
０
２
０
１
０
０
０
　
　
　
　
　
３

安
０
０
２
１
２
１
１
１
０
０
　
　
　
　
　
８

打
４
３
２
１
５
４
４
３
２
４
　
　
　
　
　
３２

回̈一一一」一一̈中一　　　中一

▽6月 4日

日本鋼管福山 012 000 01014
日 本 楽 器 0000000022
レ審 判 (球審 )山川 (塁審 )高橋 、三 宅 、上 杉

なかった。カーブ主体の投球で甘い速球を鋼管打線に狙い打ちされた。
日本楽器は一回一死、熊野が右前打して田村攻略の足がかりをつかん

だが、ベテランらしい田村のけん制に引っ掛かった。二回無死一塁も送
リバント失敗、併殺などで逸機。人回を終わって散発4安打、二塁を踏
めなかった。ようやく九回、代打・内海、竹崎、熊野の安打で 1点を返し、
なお無死一、二塁としたが、期待の内山が遊ゴロ併殺に倒れ、後続も凡退。
日本楽器の反撃が遅かったというより、99球でまとめた田村の頭脳的な
投球が一枚も二枚も上だった。

日本鋼管福山・深草真敏監督 苦 しい練習によく耐えてくれた。監督
1年 目で優勝できるなんて。チームワークのおかげ。選手に感謝 したい。
日本楽器・川島勝司監督  田村君が実にうまく投げ、こちらが打たさ

れた感 じだ。九回に 2点入ったので、粘 りだけは見せ られたし、選手は
よくやったと思 う。

日本鋼管福山が下手
投げのベテラン 田村
の好投と打線の爆発で
日本楽器を圧倒した。
鋼管は二回、中前打
の岩崎が、今久留主の
バントと捕手の一塁悪
送球で二進。併殺の間
に先制の本塁を踏んだ。
三回は先頭の佐名木が
死球。バントで二進後、
主砲・山内の負傷欠場
で四番に座った関が、
2-1か らの内角高め
直球を左翼へ本塁打し
て、四番の重責を果た
した。人回には日本楽
器の二番手 立野から
渡部が真ん中の直球を
左翼席に運んでダメを
押した。連投の久保は
やはり球威不足を隠せ

（優
勝
戦
〕
日
本
鋼
管
福
山
―
日
本
楽
器
　
優
勝
の
瞬
間
、
マ
ウ
ン
ド
で
喜
ぶ
田
村
投
手

に
駆
け
寄
る
日
本
鋼
管
福
山
ナ
イ
ン
。

回 安振 球 責
田  村  9 7112
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立  野

>本塁打 =関2号② (久保)渡部 ]号 (立野)>二塁打 =岡
本 >犠打 =鋼3(今 久留主、六条、佐名木)>盗塁 =鋼4
(岩崎)>矢策 =日 5(中村)>捕逸 =中村 >試合時FB5=3
時間3]分

鋼管打線、甘い速球を見逃さず

先頭に立ってきた。減量に努め、78キロのベスト体重を守ってきたのも、チームの
リーダーとしての自覚からだった。
日本楽器との優勝争いで、田村はそれまでの精進を見せつけるような、同時

に若い投手の手本となるような投球をして見せた。シンカー、スライダーを多投
して、決して高めに投げることはなかった。「日楽はね、バソトを振り回してきた。
それならと… J。 過去3試合に登板した田村は、20奪二振を記録していたが、
この日奪った三振はたった一つ。九回に2点を失ったものの、落ちる球を有効
に使って、集中攻撃が自慢の日楽打線をうまく料理したことを物語る。
一球々々、丹精をこめて投げた99球 。日本楽器は自分の得意を九回にちょ
っぴりのぞかせただけで退かねばならなかった。日楽はそれでも何とか田村を
心理的に追い詰めようと、川島監督がベンチから2度“けん制球"を投げている。
四回二死から内山が、田村の足元をつき破る安打を放った直後のことだ。田
村が一畢にけん制球を投げた途端、川島監督は球審に日もくれず、田村の前
を勢いよく走って、一塁塁審のところへ「ボークではないか」とアピール。これが
2度あった。
実は立ち上がりに日本‖ま日楽の熊野に安打を許したが、すぐ絶妙のけん制球
で刺し切っていた。前日、神戸製鋼戦で救援に出た代わりばなに同点の二塁打
を打たれたが、直後の好けん制球を投げ、神鋼の追撃の芽を断っていた。深草
監儡「さすカムテラン」と感心する鮮やかなけん制球がこの日も出た。一塁への
一投力ヽ 日楽の先制攻撃を封じ、あとは|ルク5うする1動つの投球だった。
円村は第 1回大会の決勝で、三協精機の21歳の大塚投手に投げ負けた。
5歳上の田村はそれからというもの“来年こそいと言い続けて鋼管福山のマウン
ドを守ってきた。6年後、田村は円熟味十分な投球で選手権を制した。

(笹尾勝彦)

ヤマ張って本塁打
日本鋼 管 福 山・ 関

①…二回、日本楽器を突き放す左越え本塁打を放った日本鋼管福山・関
弘己外野手は、ナインの祝福攻めにあいながら「打ったのはインコースの高め。
ヤマを張っていた所にきたのでうまく打てた」とニコニコ。雨で調子を崩し3日
の神戸製鋼戦には出ずじまい。それだけに晴れの舞台での一発がうれしい様
子で「きょう、一発が出てよかったですJ

話

日本鋼管福山 深草 真敏監督

冷静、沈着な人である。が、ダイヤモンド旗を
先頭にグラウンドを踏みしめる、その一歩々々の
つま先にまで感動力ヽこじみでているように歩いた。

その顔は選手のだれよりも上気していた。「優勝を狙います」。その夢が
現実のものになったのだから。
報徳学園高(兵庫)から日大に進み、1970年、日本鋼管京浜に入社。
高校時代は春、夏とも甲子園に出場。大学は全日本で、京浜時代は都
市対抗で優勝と華やかな経歴を持つ。74年、倉J部 5年目の福山に移り、
二塁手として日本選手権の第 1回大会に出場、準優勝を果たした。決
勝のマウンドを守った田村投手をはじめ捕手の今久留主、一塁手の山内
はその当時、苦楽を分かち合った仲間でもある。76年夏、現役引退と同
時にチームから離れたが、79年秋、請われて三代目の監督に就任した。
年齢が若いせいもあって、兄貴のような気分で選手に接した。優勝戦

の試合前の練習でもアンダーシャツー枚になってバッティング投手を務め
た。飾りはない。自分では「気は短tヽまうなんですよ」とも。監督になっ
た時、周囲から「あわてずじっくりと3年ぐらいでチーム
づくりを」とアドバイスを受けたが、「1年でやってみせ
ます」と反発した根性の持ち主だ。
(野球を離れるとゴルフやマージャンで気分転換を

はかる。今大会期間中の5月 26日 、二男一滉(か
ずあき)ちゃんが誕生。33歳。工程部鋼材工程に席
を置く。)

鱚麒



社会ス孵 F郷 手緻 会 ″薇

第■7菫1恭1繊1機1攀1議1手
◇最高殊勲選手賞 田村忠義投手(日本鋼管福山)4試 合30回 3分
の 2、 自責点 5、 防御率145で第一回大会の敢闘賞投手は、Vlの立
役者。下手から伸びのあるストレート、変化球を微妙なコースに投げ
込んで打たせて取る。広陵高から社会人球界に飛び込んで14年 目、32
歳の老練なピッチングに味わいがある。178;ン、78キロ右投げ右打ち。「み
んながよく打ってくれたことに尽きる。ヒーローが多い中で選ばれて
うれしい。勝ちたいと思ってきただけに、喜びもひとしおです」

◇敢闘賞 久保真一郎投手(日 本楽器)4試 合、26回 3分の 1、 自
責点 4、 防御率1,お。決勝進出の原動力、右腕からの速球、カープが
武器。高松商高―青学大、入社 3年目、25歳、181,ン、73キロ、右投げ右
打ち、昨年の都市対抗ベスト4進出に貢献。「真っすぐがもう二つだっ
た。三回、関さんに打たれた本塁打は低めに投げるつもりのシュート
が高めに入った。最後まで投げたかったが、自分でまいたタネだから
仕方がない。一から出直し、都市対抗では何とか雪辱したい」

◇打撃賞 山崎博行外野手(神戸製鋼)3試合、13打数7安打、5
割3分 8厘、一昨年の九州大会、昨年の大阪大会に続いて、ひのき舞

台初の打撃賞。シャープな振りで右に左に巧打してチームのベスト4
進出に貢献した。兵庫・村野工高から神鋼入りして7年目。都市対抗
には3年連続出場。前年からレギュラー入りの“新婚さん"。「今大会も
含めて3度の打撃賞はいずれも5月 、強運の月です。体が小さいので
打ち返すバッティングを心がけているのがいい結果を生んでいるよう
です。今は信じられない気持ちです」

◇大会優秀選手
【投手】田村忠義(日本鋼管福山)長谷部優(松下電器)久保真一郎(日本
楽器)中本茂樹(日本生命)西山秀喜(神戸製鋼)根本俊郎(河合楽器)向田
佳元(富士重工業)【捕手】佐竹政和(日本生命)中村行利(日本楽器)木原
弘人(松下電器)荒井信久(神戸製鋼)【―塁手】山内明(日 本鋼管福山)武
居邦生(日 本楽器)【二塁手】佐名木睦夫(日 本鋼管福山)中川哲(神戸製
鋼)【三塁手】渡部一治(日 本鋼管福山)熊野輝光(日 本楽器)伊藤升久(河
合楽器)【遊撃手】石井淳―(日 本楽器)阪本徹(河合楽器)り‖辺邦好(三菱
神戸)【外野手】関弘己、松浦伸生(日本鋼管福山)内山仁志(日 本楽器)松
川正樹(松下電器)山崎博行、小林貢(神戸製鋼)安西敏雄(日 本生命)

この大会は、第 1試合から優勝戦まで 4日 連
続の試合となる組み合わせでしたので、1人
エースの久保投手をい力ヽ こして回転させるか、大

変悩みました。まして順調に2、 3回 戦を勝ち上
がれたとしても、準決勝では全日本投手の長谷

部君を軸とした強力投手陣を持つ優勝候補筆

頭の松下電器と対戦することが予想されていま

した。恐らく久保は3日 連投とならぎるを得ず、正

直言って優勝戦まではとても無理だなと内心、組
み合わせ上の「不運」を嘆いていました。

それでも何とか目標達成の願いを持って新幹

線に乗り込み、宿舎に着いてからいろいろ作戦を

練りました。しかし妙案もなく、結局出てきたことは

せめて準決勝当日に雨が降ってくれたらな、という

誠に惜けない神頼みでした。
ところが正しく当日、雨が降ってくれたのです。

そしてこの雨は3日 間降り続き、3日 連投となるとこ

ろだった久保の疲労も消え万全の状態で、予想
通り勝ち上がってきた松下電器との試合に登板

することができたのです。結果は思惑通り、久保
の好投で 3-1と勝利をつかみ、優勝戦進出を

果たすことができました。
私もこれまでの野球人生の中で幾度となく

「運・不運」というものを大なり小なり感じたこと

がありました。しかし、この降雨以上に「幸運」に

恵まれたと実感したことはありません。

元日本楽器
(現ヤマハ)監督
川 島 勝 司
(日本野球連盟理事)

幸運に恵まれての優勝戦進出
私にとって日本選手権大会は、監督としての

思い出が大きい。中でも優勝戦まで進んだ第
7回大会 (1980年 )のことが、良き思い出として
鮮や力ヽ こ残っている。
この年の 8月 、アマチュア野球世界選手権大

会が日本で初めて後楽園球場で開催された。
このため都市対抗を秋に、日本選手権を5月 末
から6月 にかけて行うという変則的なスケジュー
ルの年でした。
私たちにとってこの時期の日本選手権は初の

経験であり、新鮮でウエートも重く感じられました。

わがチームの目標もこの日本選手権優勝を第一

日標に設定したことを覚えています。

優勝戦でサブマリン田村投手を擁する日本鋼

管福山に2-4と敗れ、惜しくも優勝を逃しまし
た。だが、この大会では「幸運」に恵まれたことが

あったので、特に強い思い出として残っているの

かも知れません。
その「幸運」というのは、私たちが願っていたと

いうより、祈っていたという方が適切だったでしょ

う。実にタイミングよく雨が降ってくれたのです。

私自身、勝負事やスポーツの世界での「運・

不運」についてあまり考えたり思ったりはしません。
でも、この時の雨だけはまさに「運に恵まれた」と
いう以外、言いようがありませんでした。朝起き

た時、コーチと2人して思わず天に向かって手を
合わせた姿が今でもはっきりと浮かんできます´
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第ア回大会 地区大会成績
(太宇チ…ム本大会出場チーム)

5月 9日から 5日間 新日鉄室蘭球場

大昭和製紙北海道
山陽国策パルプ旭川
小樽野球協会
札幌鉄道管理局
札幌トヨペット
王子製紙苫小牧
旭川鉄道管理局
日産サニー札幌
札幌フライヤーズ

新 日鉄 室蘭
森 倶 楽 部
函 館 太 洋
電 電 北 海 道
北海道拓殖銀行

◇青森▽一回戦 ノヽ甲ク6-5自衛隊青
森、三菱製紙八戸 5-1オール青森▽準決勝
全弘前倶6-1八甲ク、八戸市水道部2-1
三菱製紙八戸▽決勝 八戸市水道部6-3全
弘前倶(勝者は第二次予選へ)

◇岩手▽一回戦 ―関三星5-0北上球友
▽二回戦 盛友ク5-4釜石野球団、新日鉄
釜石14-1雫石ク、オール釜石8-4宮城建
設久慈ク、盛岡鉄道管理局14-7水沢駒形、
県経済連12-2オール江刺、オール不来方11
-10小野田セメント、東京製綱6-5アイワ、
岩手銀行5-4-関三星▽準々決勝 新日鉄
釜石12-0オ ール不来方、盛岡鉄道管理局10
-0オール釜石、県経済連3-2東京製綱、
岩手銀行7-2盛友ク▽準決勝 岩手銀行 3
-2新日鉄釜石、県経済連10-5盛岡鉄道管
理局▽決勝 岩手銀行11-9県経済連(勝者
は第二次予選へ)

◇秋田▽一回戦 秋田鉄道管理局10-0東
北肥料、秋田銀行4-1秋田経大校友ク▽準
決勝 秋田鉄道管理局3-2秋田相百銀行、
丁DK6-2秋 田銀行▽決勝 TDK7-3
秋田鉄道管理局(勝者は第二次予選へ)

◇宮城▽一回戦 電電東北 7-0専売東
北、仙台鉄道管理管理局 9-1村田ク、日和
ク19-1六軒丁ク、泉ク3-1白石ク▽準々
決勝 電電東北14-0仙台Rク、日和ク14-
4オノヤク、泉ク10-3白 山ク、仙台鉄道管
理管理局9-7仙商ク▽準決勝 電電東北 3
-0日和ク、仙台鉄道管理管理局 7-0泉 ク
(勝者は第二次予選へ)▽決勝 電電東北 1-
0仙台鉄道管理管理局
◇山形▽一回戦 山形相互銀行9-2鶴岡

ク▽決勝 山形相互銀行22-3日大山形OB
ク(勝者は第二次予選へ)

◇福島▽一回戦 川俣ク3-2∃―クベニ
マル、自衛隊福島4-3好間ク、全自河ク6
-5小名浜ク、小峰ク9-5原田ク▽二回戦
郡山水産ク4-3全自河ク、オール常交3-
1川俣ク、二本松ク3-2SGク 、長沼ク6
-2保原ク、ミドリ十字病院ク8-5小峰ク、
自衛隊福島 1-0学石OBク、福島硬友ク13
-5矢吹ク、須賀川ク12-0ニ ュー相馬ク▽

準々決勝 郡山水産ク6-1二本松ク、福島
硬友ク18-4自 衛隊福島、オール常交18-2
長沼ク、須賀川ク18-7ミ ドリ十字病院ク▽
準決勝 郡山水産ク9-6福島硬友ク、オー
ル常交9-2須賀川ク▽決勝 オール常交2
-1郡山水産ク(勝者は第二次予選へ)

局13-6鷺宮製作所、朝日生命9-4明球ク
▽準々決勝 プリンスホテル 5-3明治生
命、リッカー6-4電電東京、東京ガス5-
4東京鉄道管理局、熊谷組 2-0朝 日生命▽
準決勝 リッカー3-2プリンスホテル、東
京ガス3-0熊谷組(勝者は第二次予選へ)▽
決勝 果示ガス11-2リ ッカー
◇東京多摩▽一回戦 東芝府中4-2全府
中、スリーボンド11-1全調布▽決勝 東芝
府中7-0ス リーボンド(勝者は第二次予選
へ)

◇神奈川▽一回戦 三菱重工横浜14-3横
浜高島屋、清工建設15-14横浜ク▽準々決勝
三菱自動車川崎2-1日本石油、日本鋼管10
-0いす 自ゞ動車、東芝8-3三菱重工横浜、
日産自動車5-0清工建設▽準決勝 東芝 3
-0三菱自動車川崎、日産自動車12-2日本
鋼管(勝者は第二次予選へ)▽決勝 日産自動
車 1-0東芝
>二次予選
5月 9日から 4日間   群馬県営敷島球場
東 京 ガ ス

電 電 関 東
東    芝

リ ッ カ ー
日立 製 作 所
富 士重 工 業
本 田 技 研
全 足 利 ク
東 芝 府
日産 自動

昭和製紙
海 道

２
　
大
北

道
行海闘

岩 手 銀 行¬ 2

山形相互銀行~1
仙台鉄道管理管理局

◇茨城▽一回戦 水戸鉄道管理局10-7全
水戸、鹿島石油7-3全北茨城▽準決勝 日
立製作所13-2水戸鉄道管理局、住友金属鹿
島8-3鹿島石油▽決勝 日立製作所7-2
住友金属鹿島(勝者は第二次予選へ)

◇群馬▽一回戦 全前橋7-2硬友ク、伊
勢崎レッドソックス22-0全太田▽準決勝
高崎鉄道管理局2-1全前橋、富士重工業9
-0伊勢崎レッドソックス▽決勝 富士重工
業4-3高崎鉄道管理局(勝者は第二次予選
べ)

◇埼玉▽一回戦 全浦和野球団4-3エー
ザイ、全三郷ク12-8飯能高OB、 日本通運
9-0日産ディーゼル▽準決勝 本田技研18
-2全浦和野球団、日本通運10-3全三郷ク
▽決勝 本田技研 5-4日本通運(勝者は第
二次予選へ)

◇千葉▽一回戦 千葉鉄道管理局5-4三
井造船千葉▽準決勝 電電関東 5-0千葉鉄
道管理局、新日鉄君津6-1川鉄千葉▽決勝
電電関東 1-0新日鉄君津(勝者は第二次予
選へ)

◇東京▽一回戦 明治生命10-7日 本 IB
M、 リッカー10-0三井銀行、宋示鉄道管理

(第二代表決定戦)

:ご 自ζ 車    |!ツ カ~

◇山梨▽一回戦 山梨ク8-7山梨球友
ク、オール櫛形4-1峡北ク▽決勝 山梨ク
9-6オール櫛形(勝者は第二次予選へ)

◇新潟▽一回戦 新津ク16-4三条バンデ
ッド、ニチエー4-3ヤングセブン、新潟コ
ンマーシャル12-0全北越、長商ク16-5吉
田ク、全飯豊 8-2オール東、小千谷ク12-
2新潟ク、自根野球団11-6長岡ク▽準々決
勝 ニチエー11-1新津ク、小千谷ク8-4
新潟コンマーシャル、長商ク10-6全飯豊、
国鉄新潟15-1自根野球団▽準決勝 ニチエ
ー10-0小千谷ク、国鉄新潟11-1長商ク▽
決勝 国鉄新潟 5-3ニチエー(勝者は第二
次予選へ)

>一次予選

トー次予選

>一次予選
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◇富山▽三回戦制 北陸銀行 6-5電電富
山、電電富山4-3北陸銀行、電電富山9-
2北陸銀行(電電富山は第二次予選へ)

◇静岡▽一回戦 清豊ク5-4富士エンゼ
ルス、関東自動車工業10-3清水ク、協和醸
酵ク10-2吉原商エク、大昭和製紙5-0駿
河ク、全三島ク5-4静岡物産ク、河合楽器
5-0全沼津ク、岳南ク6-0富士ク、日本楽
器 5-0清水ク▽準々決勝 関東自動車工業
17-5清豊ク、大昭和製紙10-0協和醸酵ク、
河合楽器7-0全三島ク、日本楽器11-0岳
南ク(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 大昭和
製紙10-0関東自動車工業、河合楽器2-1
日本楽器▽決勝 大昭和製紙7-0河合楽器

3

河合楽器

0

4月 10日 から 7日間 愛知県営熱田球場

新日鉄名古屋
電 電 北 陸
日通 名 古 屋
サンジルシ醸造
卜∃夕自動車
国 鉄 名 古 屋
西 濃 運
本田技研鈴
東 海 理 化
王子製紙春日井
電 電 東
東 邦 ガ ス
三 菱 名 古 屋

◇京都▽一回戦 大丸 9-4京都信用金
庫、京洛日産11-0東山ク、丸勝6-5第一紙
行、三菱自動車京都 5-1西京ク▽二回戦
大丸6-1京都高島屋、京洛日産2-1京都
市役所、丸勝11-2京都ビルク、日本新薬9
-2三菱自動車京都▽三回戦 京洛日産2-
0大丸、日本新薬10-5丸勝▽四回戦 京洛
日産2-1日本新薬▽敗者復活一回戦 第一
紙行6-5京都信用金庫、西京ク7-0東山

ク、高島屋京都11-3京都ビルク、三菱自動
車京都3-0京都市役所▽敗者復活二回戦
第一紙行12-1西京ク、三菱自動車京都11-
1高島屋京都▽敗者復活三回戦 丸勝6-0
第一紙行、大丸7-3三菱自動車京都▽敗者
復活四回戦 大丸 7-0丸勝▽敗者復活五回
戦 大丸5-3日本新薬▽五回戦 大丸 1-
0京洛日産▽優勝決定戦 大丸2-0京洛日
産(二回戦勝者の4チームと推薦の三菱自動
車京者附ま第二次予選へ)

◇大阪▽一回戦 大和銀行8-7高島屋、
住友銀行5-4全三和銀行、デュプロ15-l
大阪ペーシエンス▽準々決勝 松下電器13-
1大和銀行、大阪ガス5-2電電近畿、新日
鉄堺10-1住友銀行、日本生命10-3デュプ
□(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 松下電器
6-5大阪ガス、日本生命4-0新日鉄堺▽
決勝 松下電器5-3日本生命▽敗者復活一
回戦 住友銀行5-4大和銀行、デュプロ4
-2電電近畿▽第五代表決定戦 デュプロ2
-1住友銀行(勝者は第二次予選へ)

◇兵庫▽一回戦 三菱重工神戸 6-0川崎
重工、新日鉄広畑7-6小西酒造▽準決勝
川鉄神戸7-2神戸製鋼、三菱重工神戸2-
1新日鉄広畑▽決勝 三菱重丁神戸2-1川
鉄神戸▽第四代表決定戦 川崎重工5-0小
西酒造▽第五代表決定戦 神戸製鋼5-4小
西酒造(三菱重工神戸、新日鉄広畑、川鉄神戸、
川崎重丁、神戸製鋼は第二次予選へ)

三菱重工神戸
三菱自動車京都
大 阪 ガ ス
京 洛 日 産

住 友 金 属
大 阪 ガ ス
デ ュ プ ロ

3

松 下 電 器
1

2

日 本 生 命
12

神 戸 製 鋼

東 洋 工 業― ¬ 7

山 本 鋼 材
三井造船玉野
新 日 鉄 光
常 石 鉄 工
田 辺 製 薬
電 電 中 国
国 鉄 広 島
川崎製鉄水島
航空自衛隊防府
協 和 酪 酵
三菱重工三原
三菱重工広島
三菱自動車水島
広 島 マ ツ ダ
オール防府ク
日本鋼管福山

丸 善 石 油
国 鉄 四 国
徳  島  ク
四 国 銀 行
阿 波 銀 行

電 電 四 国

電 電 九

大

日立造船有明
新 日鉄 大 分
九 州 産 交
三菱重工長

熊本鉄道管

あけぼの通商ク
新 日 鉄 八

日鉱 佐賀 関
鹿児島鉄道管理局

州産交¬5

2

丸善石油

1

9

丸善石油

8

菱
古屋

日 本 新 薬― 一
住 友 金 属一 ―
新 日鉄 広 畑

―新 日 鉄 堺一 ―

(第五代表決定戦)

4月26日から 5日間      岡山県営球場

4

0

3

1

19

9

5

123

0

1

4

8

0

0

(勇標引腱覆
15

4月26日から 4日間      高松中央球場

4月26日から 4日間    熊本藤崎台球場

>一次予選

神 戸 製 鋼
6



第ア回大会出場選手等Ttt Юは劃D

大 昭和製 紙 北海道
監 督  高 梨  英 夫 37 大 多 喜 高
投 手  川 瀬  隆 俊 28 木 古 内 高
〃  小 磯  健 次 25 安 積 商 高
〃  今 丼   均 24 湧  谷  高
″  三 上  義 明 22 日  本  大
″  加 藤  久 夫 ]9 東 海 大 ― 高
〃  三 浦  幸 雄 18 旭 川 実 業 高

捕 手  村 上  忠 則 30 津  名  高
〃  今 泉   進 21 Jヒ 見 工 高
〃  平  紀 陽 興 20 日大東北工高
内 野  高 梨  英 夫 37 大 多 喜 高
″  仲 本  広 明 29 沖 縄 興 南 高
″ ○ 大 野  敏 彦 27 山 口 鴻 城 高
〃  新 木  忠 力 25 東  農  大
〃  福 地 日 出 雄 22 東  農  大
〃  原   利 イI122 北海道 日大高
〃  宝 橋  宏 之 19 広 島 竹 原 高
〃  社   新 吾 19 瀬 戸 内 高

外 野  浜 井  順 丈 32 芝 浦 工 業 大
〃  我 喜 屋  優 29 沖 縄 興 南 高
″  石 川  孝 -23 立  正  大
〃  丼 上  孝 -25 日  本  大
〃  横 り  衛 22北 見 工 高
〃  梁 原  修 志 20 苫 小 牧 工 高
〃  若 林  伸 -18 山 梨 峡 南 高
″  近 藤  浩 二 18 Jヒ見 北 斗 高

富 士 重 工業
監 督  野 中  宏 -34 桐 生 工 高
投 手  谷   良 治 21 関 東 学 園 高
〃  平 野  雅 芳 22 追  浜  高
〃  橋 本  敬 司 21 熊 谷 農 高
″  向 田  佳 元 23 早 稲 田 大
″  三 浦  誠 30東 洋 大
〃  古 尾 谷 雅 典 18 向 の 同 工 高
〃  島 田   隆 23 中  央  大

捕 手  小 島  正 人 22 松 商 学 園 高
〃  丼 上   明 22 国 士 舘 大
〃  長 島  勝 利 18 上  尾  高
″  増 岡  伸 幸 23 東  洋  大
内 野  野 口  広 己 28 高 崎 商 高
〃  小 間  哲 雄 27 駒  沢  大
〃  石 原  清 忠 21 松 商 学 園 高
″  細 渕   祐 18 上  尾  高
″  長 壁 亥 佐 雄 28 高 崎 商 高
″  鈴 木  秀 男 24 日  本  大
″  村 田  博 行 23 日  本  大
〃  太 田  幸 雄 18 上  尾  高

外 野  内 藤  光 夫 30 関 東 学 園 高
〃 ○蝦 沢  道 明 29 桐 生 工 高
〃  笠 原   亘 18 松 商 学 園 高
〃  湯 浅  和 彦 23 東  洋  大
〃  松 本   修 27 日  本  大
″  岸   久 男 21 東 晨 大 三 高

日 本 楽
監 督  川 島  勝 司 37
投 手  鍋 屋  道 夫 19
〃  久 保 真 ― 郎 25
〃  山 本   操 21
〃  戸 田  秀 明 22
〃  立 野  政 治 25
〃  富 永  邦 博 24

捕 手  中 村  行 利 28
″  松 永  安 弘 2]
″  高 柳  信 英 28

内 野 ○ 津 布 久 欣 司 29
″  森   慎 司 25
〃  伊 藤  常 美 24
〃  熊 野  輝 光 23
〃  石 丼  淳 -24
〃  加 藤 富 士 男 24
〃    it月]  チБttL 24
〃  鈴 木  清 之 25
〃  内 海  昌 之 25

外 野  籠 谷  啓 史 23
〃  安 芸 土 佐 男 27
〃  山 本  一 之 23
〃    (ヂ 犀[    工ち 24
〃    畑     和 夫  29
〃  内 山  仁 志 27
″  竹 崎  恭 二 28

器
中  央  大
福 島 商 高
青 山 学 院 大
小 笠 農 高
鉾 田 ― 高
PL学 園 高
熊 本 工 高
中  央  大
自 動 車 工 高
国 士 舘 大
駒  沢  大
立 命 館 大
中  京  大
中  央  大
浪  商  高
自 動 車 工 高
国 士 舘 大
青 山 学 院 大
亜 細 亜 大
立 命 館 大
国 士 舘 大
青 山 学 院 大
小 笠 農 高
関 東 学 院 大
中  央  大
ノヽ 代 三 高

北 海 道拓殖 銀行
監 督  千 藤  和 久 32 中 京 商 高
投 手  福 島  義 隆 24 法  政  大
〃  堀 田  晴 -23 明  治  大
〃  中 村  明 志 22 札 幌 商 高
〃  福 田  浩 =22 近  畿  大
〃  中 村  弘 道 18 宇治山田商高

捕 手  竹 内  昭 文 29 法  政  大
〃  船 木  敏 夫 26 函 館 有 斗 高
〃  安 丼   治 23 東  海  大
〃  三 浦  克 典 22 札  幌  大
〃  田 鎖  勝 紀 22 東  洋  大
内 野  梅 田 隆 比 克 32 日  本  大
〃 0高 岡  茂 夫 30 法  政  大
〃  海 老 名 敏 彦 25 中  京  高
〃  田 伏  清 美 25 近  畿  大
〃  坂 田  竹 二 25 亜 細 亜 大
〃  山 本  文 博 24 駒  沢  大
〃  水 野  雄 三 24 明  治  大
〃  尾 崎  公 俊 19 札 幌 商 高

外 野  小 島  和 彦 26 慶  応  大
″  大 滝  敏 之 25 駒  沢  大
〃  中 根  史 郎 25 愛 知 工 大
〃  佐 々 木 弘 -23 本L 幌  大
〃  渡 辺  正 彦 21 旭 川 竜 谷 高
″  山 田  雅 仁 19 東  邦  高
〃  横 山  蔵 人 19 旭 川 竜 谷 高

オ ー ル常交
監 督  武 藤   孝 37 国 学 院 大
投 手  鈴 木  秀 幸 26 平  商  高
″  横 田  政 美 2]磐 城 三 高
″  小 磯  克 美 22 青 山 学 院 大
〃  室 谷   厚 19 平  商  高

捕 手  園 部  研 -23 東 北 学 院 大
″  JO丼  保 22四 倉 高
〃  松 井  陽 次 19 勿 来 工 高

内 野  村 田  哲 次 33 内  郷  高
〃 O鈴 木  義 男 3]磐  城  高
〃  白 岩  孝 治 30 平  商  高
〃  小 田  敏 夫 29 磐  城  高
〃  佐 藤  隆 紀 28 湯  本  高
〃  高 萩  和 男 20 四  倉  高
〃  羽 下  光 裕 19 安 積 商 高

外 野  根 本  政 志 33 双  葉  高
〃  佐 藤   徹 31 内  郷  高
〃  東 条  良 雄 30 四  倉  高
〃  酒 丼  孝 26平 商 高
″  早 り1 栄 25専 修 大
″  鈴 木  正 光 36 四  倉  高
″  佐 藤  邦 弘 36 学 習 院 大
〃  佐 藤   弘 36 )去  政  大

リ ッ カ
監 督  伊勢本金四郎 35
投 手  高 橋   章 26
″  山 内  和 宏 22
″   ジーン Wスミス 23
″  黒 田  真 二 21
〃  小 林  敦 美 18

捕 手  岩 間  保 憲 25
〃  大 野  宣 雄 24
〃  安 芸  健 司 24
〃  高 根  正 志 18

内 野  自 水 登 樹 二 23
〃  森   正 敏 22
″  川 上   功 26
″  道 原  孝 規 18
〃  和 久 田  隆 23
〃  佐 々 木 康 平 23
〃  平 野  友 吉 23
〃  川 本  幸 生 22
〃  佐 藤  幸 男 25

外 野 0大 浪  康 司 24
″  国 山  尊 典 24
〃  内 田  繁 樹 23
″  山 田  清 -20
〃  渡 辺  和 生 24
〃  四 十 八 願 隆 24
〃  若 月   昇 23

神 奈 川 大
拓  殖  大
浜  名  高
八 ワ イ 大
崇  徳  高
宇 部 鴻 城 高
名  商  大
青 山 学 院 大
中  央  大
舅ミ  Jヒ   雇ヨ
亜 細 亜 大
東  海  大
関 東 学 院 大
大  鉄  高
近  畿  大
専  修  大
駒  沢  大
広 島 修 道 大
関 東 学 院 大
日 本 体 育 大

'去
 政  大

駒  沢  大
日 田 林 工 高
青 山 学 院 大
亜 71B亜 大
神 奈 川 大

仙 台 鉄 道管理局
監 督  内 海  利 彦 28 石 巻 商 高
投 手  稲 妻  博 司 19 仙 台 育 英 高
″  太 田  敏 之 19 塩  釜  高
〃  志 賀 野  整 25 黒  川  高
″  木 須  憲 -21 東  北  高

捕 手  阿 部  圭 二 24 宮 城 水 産 高
〃  佐 藤  浩 昭 19 石 巻 工 高
〃  星   善 宏 19 勿 来 工 高

内 野  及 川  正 次 25 仙 台 育 英 高
〃 O佐 藤  順 -24 東  北  高
〃  遠 藤   弘 19 郡 山 北 工 高
〃  佐 々 木 明 広 18 佐  沼  高
〃  鈴 木   B召 19 東  北  高
″  高 橋   良 22 東  北  高
〃  遠 藤   豊 20 名  取  高
〃  大 枝  ― 雄 23 福島聖光学院
〃  長 久 保 成 徳 18 勿 来 工 高

外 野  堀 切  憲 -24 亘  理  高
″  郡 山  公 男 23 名  取  高
″  カロ藤  正 博 22 福 島 商 高
〃  千 葉  幸 治 23 宮 城 水 産 高
″  吾 妻  勇

'台

19 福島聖光学院
〃  内 海  利 彦 28 石 巷 商 高
〃  永 沼 三 千 男 19 東  北  高

東
監 督  鈴 木  義 信 36
投 手  黒 紙  義 弘 25
〃  小 嶋  正 宜 25
〃  大 輝   人 25
〃  主 浜  正 法 24
〃    ECttБ E日]券貝J 22
″  真 喜 志 康 永 19
捕 手  京 極  昌 信 27
〃  安 斉  定 男 23
〃  金 沢  哲 男 22
内 野   宮 山奇   剛  26
″ O武 智  勇 治 25
〃  広 橋  公 寿 23
〃  上 野  貴 ± 23
〃  福 本  勝 幸 22
〃  藤 森  冨 泰 22
″  吉 田  幸 彦 22
″  倉 橋  秀 典 22

外 野  深 沢   進 28
〃  祖 父 元 正 人 27
〃  斉 藤  晴 男 25
〃  菊 地  恭 -25
″  小 員  匡 輔 24
″  鈴 木  栄 -21
〃  及 り1美喜 男 20
〃  田 中  成 和 22

芝
慶  応  大
亜 71B亜 大
東  洋  大
神 奈 川 大
亜 7El亜 大
富  士  大
,中  縄  高
亜 IIB亜 大
横 浜 商 大 高
早 稲 田 大
専  修  大
駒  沢  大
ノヽ  幡  大
横  浜  高
早 稲 田 大
青 山 学 院 大
ノヽ   中番  ラk
中  央  大
青 山 学 院 大
市  り‖  高
千 葉 商 高
東洋大牛矢高
法  政  大
田 大 三 高
ヨミ  Jヒ   雇ヨ
駒  沢  大

国鉄 名古屋
監 督  大 脇  照 夫 50 滝    高
投 手  加 藤  幸 男 26 愛 知 学 院 大
〃  田 中  晃 稔 24 名古屋学院大
″  加 藤  幸 次 19 猿 投 農 林 高
〃  浜 口  住 生 19 尾 鷲 工 高
〃  土 川  浩 二 18 名  電  高
″  下 田  孝 生 20 籾0ケ 浦 高
″  森 下 慶 ― 郎 20 中 津 商 高

捕 手   坂 野  彰 宏 23 名古屋学院大
〃  森   勝 彦 22 名 城 大 付 高
〃  山 本  忠 明 38 赤  穂  高
″  沢 谷  英 毅 20 美  方  高
内 野 O植 田  利 幸 26 愛 知 学 院 大
〃  山 田   章 25 関 商 工 高
〃  久 田  正 己 22 蒲  郡  高
〃  本 田  祐 二 22 豊 橋 商 高
〃  榊 原  憲 文 21 岡 崎 工 高
″  大 石   猛 21 名 商 大 付 高
〃  湧 り  勉 20中 京 高
〃  」● 1 新 二 ]8 中  京  高
外 野  石 田  義 -25 名  城  大
〃  増 田  正 美 22 東 海大 工 高
〃  高橋  哲 夫 21 岡 崎 I高
″  内藤  真 和 20 名  電  高
〃  間瀬  文雄 20 名  電  高
〃   林     ,羊  19 東  邦  高

河 含 楽 器
監 督  高 林 哲 夫 50 浜 松 工 高
投 手  崎 尾 敬 三 24 愛 知 工 大
″  橋 本  清 嗣 25 大  商  大
〃  広 瀬  明 彦 20 新 潟 東 工 高
″  松 田   昇 22 中  央  大
″  山 村  陽 -21 稲  築  高
〃  根 本  俊 郎 25 宮 城 水 産 高
″  海 野  隆 志 22 専  修  大

捕 手  福 田  英 児 18 名 商 大 付 高
″  中 田  浩 史 18 泉  州  高
″  星 丼  広 幸 23 専  修  大
″  平 生  ― 喜 23 東 海 大 工 高

内 野  増 本  欽 市 25 大  商  大
〃  山 本 宗 三 郎 27 国 士 舘 大
〃  阪 本   徹 24 大  商  大
〃 O伊 藤  升 久 27 中  央  大
″  ]Ч 淳 司 22中 央 大
″  坂 口  哲 也 22 青 山 学 院 大
〃  湯 浅   均 22 青 山 学 院 大
″  東 田 部 志 男 28 小 野 田 正 高
〃  長 谷 川 富 ± 22 中  央  大

外 野  丼 本   敦 23 中  央  大
〃  野 口  和 生 24 大  商  大
″  岡 村 隆 貝J25中 央 大
″  大 谷  勝 善 ]8 関 大 ― 高
〃  飯 田   聡 24 駒  沢  大

新 日本製 鐵 堺
監 督  浜 崎 満 重 31 ノヽ 幡 工 高
投 手  中 川  善 弘 28 和 歌 山 工 高
〃  佐 野  茂 樹 27 PL学 園 高
〃  横 浜 政 徳 25 米 子 商 高
〃  清 水  l_英 22 興  国  高
〃  萩 原 孝 治 20都 島 工 高
〃  南 出  裕 司 18 粉  河  高

捕 手  丼 口  成 年 23 PL学 園 高
〃  樽 口  正 生 22 藤 丼 寺 工 高
〃  浦   誠 哉 22 PL学 園 高
〃  中 野  敏 行 20 」ヽ倉 商 高

内 野  藤 本  政 男 24 PL学 園 高
″  西 口 信 明 22 大  鉄  高
〃  花 り‖ 達 也 21 東洋大姫路高
〃  浦 東   靖 20 新 宮 商 高
〃  南 口  正 人 20 大  鉄  高
〃  天 羽  英 司 20 大  鉄  高
″  浦 東  徳 明 19 新 宮 商 高

外 野  中 西  孝 吉 31 都  晨  高
〃  田 中  和 男 26 興  国  高
〃 O藤 本  公 二 26 興  国  高
〃  山 尾   博 24 生 野 工 高
〃  西 垣  公 策 19 県和歌山商高

三 菱 名古 屋
監 督  山 本
投 手  東
″  松 本
′′           安り | |
〃   桃 田
″  野 村
〃  鎌 田

捕 手  力日藤
〃  森 園
〃  佐 藤
″  林
〃  広 見

内 野  石 垣
〃  宮 地
〃  織 田
〃  田 口
〃  山 田
〃 0島 田
〃  田 □
″  中 村

外 野  煤 本
〃  織 田
″   杉 江
′′    」」Jと
〃   伊 藤
〃  二 宮

勇 37 県 岐 阜 商 高
貞 美 29 三  国  高
安 司 20 岐 阜 第 一 高
和 彦 21福 丼 商 高
賢 ,台 2] 高  田  高
隆 司 20 県 岐 阜 商 高
重 雄 26 中  央  大
洋 成 19中 京 高
睦 男 19 中 種 子 高
豊 -24 三  重  高
唯 27中 京 商 高

志 郎 23 帝 京 第 五 高
騨券 29  フk  鷲導  フそ

公 史 25 名  商  大
佳 美 30 岡 崎 工 高
清 泉 27 東  邦  高
真 =23 長  浜  高
守 夫 29 大  商  大

'こ

言己 24  舅ミ  ,Б  「 ヨ
勝 則 24 海  星  高
勝 治 20 名 商 大 付 高
啓 之 28 名  城  大
周 イ乍 29享 栄 高
芳 敬 24 中  京  大
秀 次 27 中  京  高
憲 ,台 2]プ ヽ幡 浜 高
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三菱重工神戸
監 督  ― 岡  四 郎 34 同 志 社 大
投 手  杉 野  時 三 28 鴨 島 商 高
〃  ― 色  克 義 24 京 都 水 産 高
〃  綱 岡   正 19 滝  川  高
″  庄 司  富 夫 25 安  来  高
捕 手  竹 中   円 29 萩    高
″  藤 井   大 28 村 野 工 高
″  仲   隆 司 28 報 徳 学 園 高
〃  福 島  康 徳 25 神 戸 学 院 大
内 野  岡 田  敏 裕 24 同 志 社 大
〃  伊 藤  博 文 25 関 西 学 院 大
〃  石 岡  浩 己 19 岡 山 東 商 高
〃  山 谷  健 -26 岡 山 東 商 高
〃  古 田  久 人 2]PL学 園 高
〃 Oチ 辺 邦 好 2フ 育 英 高
〃  時 本  勝 己 29 三 田 学 園 高
〃  網 田   岡」 19 大  鉄  高
″  松 本  芳 -23 東  洋  大

外 野  友 藤  芳 己 27 村 野 工 高
〃  丼 上  美 春 29 市和歌山商高
″  植 村   忠 23 同 志 社 大
〃  中 沢  文 哉 25 東  京  大
〃  藤 崎   穣 22 中 京 商 高
〃  吉 田  隆 行 26 岡 山 東 商 高
〃  勝   順 -32 関 西 学 院 大

日本 鋼 管福 山
監 督  深 草  真 敏 33
投 手  田 村  忠 義 32
〃  内 山 田 慶 弘 28
〃  高 橋  周 司 25
〃  佐 古 丼 雄 二 25
〃  岸 部  祐 司 24
〃  渡 辺  BIl男 23
〃  清 水  克 敏 19

捕 手  今久留主邦明 29
〃  藤 山  澄 夫 25
〃   古 り‖ 英 行 20
内 野 0山 内   明 32
〃  白 石  淳 久 28
〃  岩 崎   毅 26
〃   渡 部  一

'台

25
〃  佐 名 木 睦 夫 25
〃    自 石   員」幸  24
″  渡 辺  敏 彦 23
〃  山 田  勝 己 19
〃  深 車  真 敏 33

外 野  六 条  誠 -30
〃  岡 本  道 夫 29
〃  佐 々 木  茂 28
〃  関   弘 己 27
″  今 岡  逸 朗 24
〃  松 浦  伸 生 24

九 州 産 交
九州 学 院 高
中  央  大
出 水 学 園 高
,去  政  大
鹿  屋  高
日本 体 育 大
国 士 舘 大
九 州 学 院 高
熊 工 大 付 高
鎮 西 学 園 高
明  治  大
日 本  大
九 州 東 海 大
柳  川  高
九 州 学 院 高
伝 習 館 高
東  '毎  大
中  央  大
ノヽ   中僣昏  ラ人て
八 代 第 一 高
専  修  大
球 暦 工 高
九 州 学 院 高
日  本  大
九 州 共 立 大

松 下 電
監 督  下 田  鎮 男 37
投 手  北 口  勝 久 25
〃  堅 田 外 司 昭 19
″  長 谷 部  優 30
〃  藤 丼  俊 宏 23
〃  安 蒜  ― 則 23
〃   原   チБ彦 22
〃  14~岡 広 仁 22
″  岡 本   光 20
捕 手  大 本  二 郎 23
〃  木 原  弘 人 29
″  野 村  尚 生 23
内 野  野 尻  正 博 23
〃  前 嶋  純 二 24
〃  島 田  行 雄 25
〃  坂 口  雅 久 29
〃  森 本  光 -25
〃  平 谷   拓 24
〃  荒 木  靖 信 20
〃 O鍛 治 舎  巧 29
″  倉 八  正 典 23
夕十里予   F訂 35    ■つ 23
〃  松 川  正 樹 25
″    Jヒ 里予 敏 ,こ 19
〃  磯 本  邦 彦 23
″  山 田   勉 22

田 辺 製
監 督  田 村   悟 25
投 手  中 本  昇 司 26
〃  島 下   孝 24
〃  丸 尾  克 臣 23
〃  松 本  好 行 20

捕 手  江 本  浩 郁 24
″  福 丼  英 司 24
〃  田 中  勝 人 35
内 野  田 村   悟 25
″  弘 中  敏 夫 25
〃  倉 田  達 夫 25
〃  安 田  孝 幸 24
〃  大 場  ― 喜 24
″  太 田  和 也 23
〃  吉 野  道 治 20

外 野  関 谷   馨 26
〃  安 田  歳 幸 25
〃 O飯 島   孝 25
〃  内 田  茂 実 24
〃  三 輪   智 23

日 本 生 命
監 督  佐 竹  政 和 32 関  西  大
投 手  岡 田  利 久 29 近  畿  大
″  林   亮 -25 慶  応  大
″  加 藤  重 雄 23 法  政  大
〃  森   明 彦 22 河  南  高
〃  中 本  茂 ll1 22 同 志 社 大
〃  村 上  明 20新 湊 高

捕 手  佐 竹  政 和 32 関  西  大
〃   野 本寸   茂 27 PL主 搾園 高
〃  桧 垣   明 23 関  西  大
〃  内 田  敏 弘 22 法  政  大
内 野 〇赤 井  淳 二 28 近  畿  大
〃  丼 尻  陽 久 27 東  海  大
″  花 野  r526同 志 社 大
〃  宇 地 原 住 則 25 立  教  大
″  三 枝  淳 介 24 早 稲 田 大
〃  佐 藤   清 24 早 稲 田 大
〃  渋 谷   渉 23 明  治  大

外 野  西 村  ― 貴 27 早 稲 田 大
〃  梅 田   薫 26 明  治  大
〃  安 西  敏 雄 26 中  央  大
〃  小 松  博 24慶 応 大
〃  楠 原   基 24 法  政  大
〃  西 本  靖 彦 23 早 稲 田 大
″  百 村  茂 樹 22 明  治  大
〃  森 田   昇 22 近  畿  大

丸 善 石 油
監 督  平 川 恵 ― 郎 40 寝 屋 川 高
投 手  成 田  幸 洋 18 ノヽ 幡 浜 高
″  板 倉  利 弘 20 福 丼 商 高
〃  浜 □   守 20 弓削商船高専
〃  藤 丼 栄 ― 郎 28 明 治 学 院 大
〃  新   孝 博 26 初  芝  高

捕 手  金 田   進 19 近 大 付 高
″  秋 葉  秀 雄 24 勝  浦  高
〃  益 田  佳 明 28 立  正  大
〃  黒 木  隆 春 18 延 岡 学 園 高
内 野

'兵
口  明 20大 鉄 高

〃  徳 藤  幸 三 29 宮 崎 商 高
〃  神 崎  直 28津 久 見 高
〃  角 田   栄 24 木更津中央高
〃 ○ 福 永  純 -28 亜 組 亜 大
〃  高 石  貢 治 20 新 居 浜 商 高
〃  坂 口  利 邦 ]9 鹿 屋 工 高
〃  深 谷  勇 人 19 近 大 付 高
〃  野 口  憲 次 27 明 治 学 院 大

外 野  窪 田  欣 也 33 亜 細 亜 大
〃   佐 藤  ,羊―-20 =松 学舎大付高
″  松 元  芳 ―-26 都城泉ケ丘高
〃  古 丼  浩 二 25 海  南  高
″  寺 岡  正 彦 28 聖  橋  高
″  山 本 潤 ― 郎 20 津 久 見 高
〃  末 崎  友 己 25 生 野 工 高

神 戸 製 鋼
監 督  松 浦  昭 彦 36 関 西 学 院 大
投 手  山 本  泰 之 26 駒  沢  大
″  三 善  民 康 26 関  西  大
″  野 間  武 久 22 村 野 工 高
〃  青 山   健 18 東 播 磨 高
〃  西 山  秀 喜 19 帝 京 第 五 高
″  土 師  利 博 27 明  治  大

捕 手  原 田  貞 夫 27 香  住  高
″  岡 本  哲 司 19 吉  備  高
〃  荒 丼  信 久 26 明  治  大
内 野  中  川  哲 23 駒  沢  大
〃  古 賀  博 樹 25 多 久 工 高
″  宮 本   要 21 洲 本 実 高
〃  三 木  行 治 25 大 阪 商 大
″  岡 田  義 明 24 山  崎  高
〃  大 村  雅 文 28 専  修  大
″  浦 本  慶 啓 23 亜 網 亜 大
″  柏 原  伸 晃 23 4ヽ 豆 島 高
〃  上 野  徳 和 18 市 神 港 高
″  古 屋  聖 -23 ノk 幡  大

外 野 ○小 林   貢 27 姫 路 商 高
″  山 本  公 裕 21 高 松 商 高
″    中 村  好

'台
 26 専  修  大

″  若 林   浩 21 都 島 工 高
〃  山 崎  博 行 24 村 野 工 高

大 倉 工 業
監 督  鎌 田  康 彦 32 法  政  大
投 手  武 田  克 也 21 多 度 津 工 高
″  田 村  幸 喜 18 明  徳  高
″  中 平  克 弘 18 高  知  高
″  植 松   勉 18 高 松 南 高
″  星 加  和 夫 24 聖 陵 学 園 高
″  小 松  徹 三 21 安  芸  高
″  尾 藤  福 繁 24 駒  沢  大

捕 手  天 野  恭 弘 25 大 阪 学 院 大
〃  東   善 成 24 大 阪 学 院 大
〃  中 原  正 敏 28 東  洋  大
内 野 O中 丼  照 也 28 野  村  高
〃  堀 家  正 教 24 多 度 津 工 高
〃  本 宮  栄 次 23 駒  沢  大
″  江 原  祐 次 22 駒  沢  大
″  白 石  淳 18高 知 高
〃  村 瀬  正 樹 18 今 治 工 高
″  和 田  恵 充 26 松 山 商 科 大
〃  木 口  芳 孝 18 ノヽ 幡 浜 高

外 野  阿 部   修 24 愛 知 学 院 大
〃  山 本   誠 18 ノヽ 幡 浜 高
〃  奥 野  善 英 25 神 戸 学 院 大
〃  笠 井  裕 志 22 徳 島 商 高
″  竹 口 栄 二 郎 27 坂 出 商 高
″  鎌 田  康 彦 32 法  政  大
〃  佐 治  克 郎 24 観 音 寺 商 高

大
高
大
大
高
高
大
高
大
高
高
高
大
大
大
高
高
一局
高
大
一高
大
大
大
大
一局

本
陵
岡
罐
宮
」
静
廂
治
鋳
進
進
治
治
沢
進
条
燕
紳
本

松．
洋
噸
治
噸
師

日
広
福
亜
桜
津
国
松
明
八
盈
盈
明
明
駒
盈
西
門
新
日
高
東
亜
明
亜
下

器
柳 川 商 高
早 稲 田 大
星  稜  高
慶  応  大
福 山 商 高
立  教  大
岡 山 東 商 高
倉 敷 工 高
串  本  高
倉 敷 工 高
慶  応  大
愛 知 学 院 大
近  畿  大
,去  政  大
近  畿  大
立  教  大
立 命 館 大
田 辺 商 高
PL学 園 高
早 稲 田 大
東  海  大
布 施 工 高
愛 知 学 工 大
箕  島  高
佐 世 保 工 高
大  鉄  高

薬
徳 山 工 高
小 野 田 工 高
宇 部 商 高
天 草 工 高
倉 吉 北 高
桜 ケ 丘 高
倉 吉 北 高
小 里予 田 雇ヨ
徳 山 工 高
萩    高
宇 部 工 高
宇 部 工 高
柳 丼 商 高
天 車 工 高
山  口  高
徳 山 工 高
桜 ケ 丘 高
萩    高
柳 井 商 高
宇 部 商 高

監 督  西 田
投 手  日 高
〃  磯 本
〃  二 保
′′     F]援 彗
〃  西 谷

捕 手  松 村
〃    渕 上
〃  赤 星
内 野  伊 藤
〃  柿 木
″  田 代
″  東
″   本多里予
〃    月R望予
〃  ~村
′′     孝子本寸
〃  江 口
″  井 上

外 野  丼 上
〃  松 藤
″  久 本
″ 0上 田
〃  来 海
″  井 上

宏 城 41
正 文 24
哲 也 22
たえ貝J 22
不日1専  29
美次 26
敏 明 25
ネし層支 18
2じ台 20
-生 21
孝哉 22
文博 26
チБメ、 22
滝男 20
真寿 18
忠美 20
謙-26
明信 32
広成 27
新 -23
,羊 24

正貝J 劉
イ言広 31
貝」雄 31
勝 巳 23

熊 本鉄 道管理 局
監 督  津 田  昌 夫 43 鳥 栖 工 高
投 手 O前 田  敏 彦 26 伊 万 里 商 高
〃  河 野  祥 孝 18 ノヽ 代 工 高
〃  杉 尾  忠 久 25 宮 崎 中 央 高
〃  岩 山  敏 行 21 熊 工 大 付 高
〃  平 山  泰 夫 21 南  筑  高
〃  杉 尾  孝 -22 都  城  高
〃  西 山   隆 19 東 海 大 三 高

捕 手  岩 永  哲 也 20 久 留 米 商 高
〃  松 原  征 男 2]日 田 林 工 高
〃  堤   幸 人 18 ノヽ 代 工 高
〃  坂 本  洋 和 28 熊 本 工 高
内 野  権    正 21 東 海 大 三 高
〃  宇 都 宮 誠 生 27 九 州 学 院 高
〃  中 川  義 FSi 22 九 州 学 院 高
〃  瀬 高  啓 介 21 熊 本 工 高
,〃   津 留  英 二 25 ノヽ 女 工 高
〃  岩 田  範 明 21 鎮  西  高
〃  畑 中  岡J19大 牟 田 高
外 野  朝 田  広 之 23 鎮  西  高
〃  斉 木  伸 二 18 熊 工 大 付 高
″  今 川  秀 孝 24 ノヽ 代 東 高
〃  堀 口  雄 二 20 ノヽ 代 第 一 高
〃  山 下   誠 20 熊 本 工 高

クラブチーム初の快挙
オール常交

○…オール常交は、福島県いわ みはバ ソティングだろう。全員、
き市に本社を置く常磐交通に動  思い切ってバ ットを振ってい
める人たちが中心となったクラ る。
ブチーム。選手権にクラブチー  実戦で心配されるのは練習不
ムの出場は初めての快挙だ。  足の守備力。東北大会3試合で
チーム結成は1973年 。これまで  も毎試合の8失策を記録した。
の最高成績は、77年の都市対抗  バント守備でも、野手がバラバ
県大会準優勝。実績からも劣勢  ラに動いてしまうなど不安が多
を予想されたが、打線が爆発し い。打線が頼りのチームとは
て代表の座をつかんだ。     いっても、投手を中心にしっか
練習不足のクラブチームの楽し り守らなければ苦しい。



1981年 (昭和56年)10月 26日 >11月 5日 大阪球場
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富士重工業

ダイヤモンド旗が初めて関東に渡った。下手投げの向田・左
腕・橋本の両投手と4人の左打者を並べた安定味あふれる富士重
工業が延長十回、大昭和製紙北海道を振り切り、初優勝を飾った。
富士重工業は前回ベス ト8。 準々決勝で、優勝した日本鋼管福

山に延長+1回 、惜敗 した。その試合で完投 した向田は「今度こ
そ」と気合が入り、また「日本一になるためには守りを固めるしか

ない」とよく鍛え上げられていた。 1回戦は松下電器に 7-1と
大1券 したものの、2回戦は秋田相互銀行に人回まで0-2と リー
ドされる苦戦。九回二死から逆転勝ちしたが、この執念の勝利が
チームの結束を高めた。準々決勝も好投手・津田を擁する協和醸
酵に2-0で競り勝ち、準決勝は河合楽器に快勝。この試合で向
田を温存、向田は優勝戦で 5安打完封を果たした。
大昭和製紙北海道は準々決勝で都市対抗準優勝の東芝を延長で

降して波に乗った。監督の高梨、村上のスラッガーが打線を引っ
張った。川瀬、小磯両投手もよく踏ん張 り、北の雄をアピールした。
一回戦の電電九州―新日鉄名古屋戦は延長二十回、 4時間57分

の死闘を繰り広げた。また、東芝は四国銀行戦で大会史上初の毎
回安打を記録した。
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>委員長 =山本英一郎 >副委員長 =小西正一 >委員 =山川脩 rll、 高橋 良 人、 1輪武 、中西明、 三宅享次、小林加寿 男、元橋
一登、達摩 省一、戸田直佑 、相沢孝行、清 沢忠彦 、原田謹爾、片岡成 大、 日野賢導 、 上杉正、津田浩嗣 、枢秀夫、岸野金治、
吉田龍 男、清水忠雄 、広沢渉 、本Jle一 晃、松尾進、森武雄 、樫根清 、́松山守 、池□貴義、鶴田泰夫、谷川俊彦 、清水 正輝 、
坂崎克美、大橋慶三 、小林勉 、春名正己、山口円、石渡義 、桃田晴彦 、中西則 大、河島 秀喜、桂等、浜崎健一 、前田利 昌



第8回大会 を数 孵 F相 手緻 会 ″薇
▽10月 26日
第 1 =1回戦(午前10時 6分開始)

レ審判 (球審)上杉 (塁審)松山、坂崎、戸田

▽10月 27日
第1試合=1回戦(午前 8時58分開始)

忌寺尋盆薫::::::::|1子
>審 半J(球 審 )鶴 田 (塁審 )日 野 、清 沢 、岸 野

犠 併 残
2  1  7 36]27 3 3

>本 塁打 =鈴木 1号③ (原 )>二塁 打 =蝦沢 、富永 、
増 岡 >犠打 =富 2(蝦沢 、長 壁 )松 1(島 田 )>盗 塁
=冨 2(富永 、長壁 )>試合時 間 =2時 間 17分

第 2試含=1回戦(午前11時47分開始)

実国銀⊆♀:::::::♀ |:
レ審判は 審)樫根、(塁審)森 、山口、原田

第 3試含=1回戦(午後 2時33分開始)
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)審判(球審)中西明 (塁審)小林勉、浜崎 中西則 (外審)松尾、池田

>本塁打 =村 上 1号③ (長田 )>二 塁打 =丸 谷 、永
江 >犠打 =川 ](丸 谷 )>盗 塁 =大 2(平、新 木 )り ‖
2(生 田、岡本 )>失 策 =大 1(高梨 )り ‖5(田 中 伸
2、 西 森 、武 市 、長 田 )>試合 時間 =2時 間 34分

第 4試含=1回戦(午後 5時41分開始)

電 電 九 州 000010000000000000012
新日鉄名古屋 100000000000000000001
)審判 (球審)小 林カロ(塁審)池田、広沢、松尾 (外審)浜 崎、中西則
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>三 塁 打 =原 野 >二塁 打 =伊 藤 、田 代 、小 椋 、小 川 、
赤 星 、江 口 >犠打 =九 2(江回 、上 田 )>盗 塁 =九 3
(東、原 野 、松 村 )>失 策 =九 1(柿 木 )>捕 逸 =平
生 >言式合 日寺間 =2日寺Fo036分

第 2試含〓1回戦(午後 1時16分開始)

日 本 石 油 00000000000
新 日 鉄 堺 00000000011
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>審判 (球審)木嶋 (塁審)枢、石渡、谷川
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>二 塁 打 =玉 川 、西 口 >犠 打 =新 3(花 川 、清 水 、
浦 )>捕 逸 =浦 >言式合 時 間 =2時 間 14分

第 3試合=1回戦(午後 4時 1分開始)

醤謂二Ъ筐:♀ ::l::::|:
)審判 (球審)三 宅 (塁審)吉 田、清水正、前田 (外審)桃 田、大橋

>二塁 打 =岡 本 レ犠 打 =協 4(吉武 、岡 本 、津 田 2)
国 5(本 田 、高 橋 、坂 野 2、 田 中 )>盗 ―‐ =協 ](西
本 )国 ](本田 )>失 策 =協 ](岡 本 )国 3(湧川 、石
田 、坂 野 )>暴 投 =津 田 >試合 時 間 =2時 間 8分

ス ピ ー ド欠 き苦 しむ
〇 …協 和発 酵 津 円投 手の速 球 は、社会 人 野球 トッ

プクラスのスピードがある.ネ撃l■ lの 立ち 11が りは球 にイ中
びがなく、外 角を使 った投 球 をしてI工1鉄 7.古屋 のケ]線
にイlitヽ 1'「 たオ■、リードを言午しもした.

それ が六回のマウンドに立 ってからは見違 えるような
投 球 をはじめた。 午 後 5時 7分 、ちょうどナイターに入
ってからだった。 自慢 の連 球 が伸 び 、時 に使 うフォーク
がよく決 まった .「うちの練 習 はいつもナイターでやって
るから調 rが 卜がったのかも知 れないJと 津 田は苦 笑
いしたが、力みが取 れ 、本領 発揮になったのだ。
九lrllの マウンドで、また国 鉄 名 古屋 の反 撃 を受 けて

危 なか ったが、好 打 の新 人 森 本 (LJ/・ l大 )を ■塁 ゴロに
仕留めて「ヤレヤレJ。

>本塁 打 =乃 -1号 (黒 紙 )>二 塁 打 =菊 地 、青 島 、
宮 崎 レ犠 打 =四 2(森本 、沖 田 )東 2(宮 崎 2)>失
策 =四 1(山本 )東 ](吉 田 )>試 合 時 間 =2B寺 間 11
分
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>二塁 打 =山 本 、手 嶋 >犠打 =電 1(勝山 )新 2(古
川 、吉 田 秀 )>盗 塁 =電 3(南牟 礼 、川 越 、小 林 )新 2
(服部 2)>捕 逸 =川 越 >矢 策 =新 3(服部 、水 谷 、
鈴 木 )>試 合 時 間 =4時 間 57分

残
６

併
―

犠
４

責
２
０
０

球
２
０
０

振
３
０
１

安
５
１
０

回
銭
％
％

中
本
下

田
松
森

〓貝
２

球
２

振
９

安
７

回
９田津

痛恨の決勝エラー
1回 戦の電電九州 (現 NTT九 州)戦は忘れられな

い。九州の右田とうちの渡辺が投げ合って、 1対 1で
延長戦に。十一回から救援 したが、ゼロ行進が続いた。
問題の二十回は午後10時 ごろだったかな。二死二塁

から勝山に内野フライを打ち上げさせた。自分で補球
しようとしたが、だれかの声が聞こえた。振り返った
らだれもいない。あわてて打球を捕ろうとしたが、体
勢が崩れた。しりもちをつき落球。あっけない決勝点
だった。
悔やまれるのはグラブの手人れ。真ん中に大きなし
わがあり、あの時、打球を補った後、しわで球がはず
んでしまった。87年から2年間、監督を務めた後、仕
事に専念しているが、今でもいい教副1に なっている。罐鰻麗彙ち毎Hり
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大昭和製紙 000000000 0
住 友 金 属 01000100X2
>審 判 (球審 )上杉 (塁審 )本目沢 、桂 、石 渡

犠 併 残
4  0  10 309 2 3 2

>犠 打 =住 4(松 隈 、四 田 2、 嶋 田 )>盗 塁 =住 2
(嶋 田 、田 中 )>失 策 =大 ](遠 藤 )>試 合 時 FBO=2
B寺尾326う)

住 金 支 え る 19歳コ ン ビ
○…顔にあどけなさを宿す石井―嶋円の19歳 のバソ

テリーが 4安打完封した。大会最年少のパ ソテリーと
はいっても箕島高が1979年甲子園で春、夏を連覇した
時のコンビだけに非凡な技は一級品だ。
今シーズン始めから、ノーワインドアップに変えた石井

は、四回、四死球の 2走者を許しただけで、六回までノ
~ヒ ントノーラン。終盤、上位打線に4安打を喫したが
「今大会までの 2試合、きょうのようなペースの試合でし
たから、打たれても別ιこションクはなかった。スピード、制
球ともよかったから、最初は真っすぐで・ 1振をとった」と
冷静にピンチングを振り返った。

レ審 判 (球審 )三 宅 (塁審 )枢 、清 水 正 、桃 田

>本塁 打 =岡 本 1号 (根 本 )阪 本 1号 (山 本 正 )>三
塁 打 =小 林 >二塁 打 =東 田 2、 小 川 、平 生 >犠 打 =
神 2(浦 本 、中 村 )河 2(伊藤 、東 田 )>盗 塁 =神 4
(小林 、浦 本 、古 賀 2),可 4(伊藤 2、 Jり |、 阪 本 )>捕
逸 =星 丼 >試合 時 間 =2時 間

“
分

第 3試合=2回戦(午後 3時17分開始)

新 日鉄 室蘭 00000000010
新 日 鉄 堺 10000010X2
>審 判(球審)山川 (塁審)津 田、吉田、春名 (外審)河 島、清水正

▽10月 30日
第 1試合=2回戦(午前 9時 13分開始)

協 和 発 酵 0000000022
丸 善 石 油 0000000000

第 3試合=2回戦(午後 2時21分開始)

東     芝 000 120 000 3
三菱重工広島 100 000 00011
)審判(球審)大橋(塁審)吉田、清水忠岸野(外審)石渡小林

>本塁 打 =菊 地 1弓 (―元 )宮 崎 ]号 (―元 )>二 塁
打 =ltt智 、田 中 レ犠 打 =三 1(多 田 )>盗 塁 =東 ]

(菊 地 )>矢 策 =三 ](多 田 )>暴 投 =黒 紙 >試合 時
間 =2時 間 29分

鉄 の ギ プ ス つ け 快 音
○ 「ガンツですよJ.勝ち越し本塁オ]を放った束
芝 宮崎はきЫよりと,ヽ ,́た。誇らしてヽ気でさえあったが
それも当然のことだ。 9月 初めの練習試合で左腕に
死球を受けて十折。その後の神奈川県 ′選、続く関
東地lX予 選も欠場した。いまも完全に治りきっていな
いが、鉄板のギブスをつけて試合に臨んでいる.

▽10月 31日

大昭和製紙北海道 000 014 1 1 1
ヨークベニマル 000 000 000
>審判 (球審)三宅 (塁審)オ匪、鶴田、木嶋

39138 3 2

>本塁 打 =村 上 2号 (速石 )梁原 ]号 0(速 石 )高梨
]号 (速 石 )>三 塁 打 =福 地 >二塁 打 =大 野 >犠 打
=大 2(小 磯 2)べ 1(速石 )>盗 塁 =大 2(社 、大
野 )>失 策 =べ 1(曲 山 )>試 合 時 間 =2B寺 間 ]分
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>審判 (球審 )松 山 (塁 審 )上杉 、池 田 、戸 田

安振 球 資61152
>二塁 打 =福 永 >犠打 =協 ](吉 用 )丸 ](金 田 )>
失 策 =協 1(岡 本 )>試 合 時 間 =1日寺間 57分

第 2試含=2回戦(午前11時45分開始)

晨橘 薄|:♀ ::::::|:
>審判 (球審 )山川 (塁 審 )片 岡 、小 林 勉 、河 島

犠 併 残
336 3 2 0     2  0  6 284 2 4 5

回 安振球 貢9 6203

>二塁 打 =増 岡 、富 永 、野 口 、笠 原 >犠打 =富 1(橋
本 )秋 2(畠 山 和 、高 橋 )>失 策 =富 ](村 田 )>暴 投
=橋 本 >試合 B寺間 =2時 間 2分

い さぎ よ くす ま ん
○ 九回に逆転負けのきっかけになる痛恨の落球

(記録は二塁打)を した秋Hl相 互銀行の主将、畠山和
l塁 ■は「飛球は声を掛け合って捕球することを確認
することにしていたのですが、僕の深追いです と́主将
らしい潔さでミスを反省。「前評判はf■倒的に相 Fが
Lでしたが、自分達の野球をやれば勝てる自信があっ
たし、こわいチームではなかった」とチームの意気込みも
披露、九回一死まではその言葉通りに試合が進んでい
た,「落球が響いたけど、相手の流れを寸断せんとい
けませんでした.ミ スで浮き足立つチームとミスにつけこ
んでカサにかかってくるチームとの差が出ましたJとあと
歩の力のなさを悔やむ畠山和主将だった:
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▽10月 28日
1試合〓1回戦(午前 8時59分開始)

第 2試合=2回戦(午前11時58分開始)

塁 打 =花 川 、浦 、浦 東 靖 >盗塁 =室 ](鹿 田 )>
=浅 川 >試合 時 間 =2時 Faa 1 3分
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▽11月 4日
1 1 )

河 含 楽 器 0100000001
富士重工業 10400101X17
卜審 判 (球審 )上杉 (塁審 )木嶋 、大 橋 、吉 田

>本塁打 =阪本2号 (橋本)>二 塁打 =冨永、野口 >犠 打 =河 1

(伊藤)富2(野 口、橋本)>盗塁=河 1(山 本)富 1(富永)〉 失策 =
河1(1,藤 )〉 試合時間 =2時間フ分

富 士 重 工 業 、前 半 で 勝 負 決 め る
富十重工業が前半で勝負を決めた。一回一死から富永
が中堅左へ二塁打してすかさず三盗を決め、鈴木が四球を
選んだ後の―、1塁に野口が投前スクイズを決めて、先手を
取った。二回、河合楽器に追いつかれたが、三回、河合
根本を一挙に攻略した。一死後、村田、富永の連打で一、
二塁。鈴木四球で満塁となり、今大会打撃不振の四番
野I]がこの絶好機に、カウントを取りにきた初球のカープをとら
え、走者一掃の左中間 :塁打。蝦沢の左飛で三進すると、
笠原も遊撃内野安打を放って4点を奪った。
さらに六回|コま長壁、増岡が連打した無死一、三塁、橋本の
スクイズで加点、人回にも敵失で1点を拾い、点差を広げた。
河合楽器は■回、先頭の阪本が左翼中段へ豪快なアー

チをカヨナて同点。この ‐発で投球のリズムを舌Lした橋本から
一死後、下位打線が 3連続四球を選んで満塁としたが、小
椋力ヽ 丼殺オl。 この逸機が橋本を立ち直らせてしまった。

第 2試含=準決勝(午後 1時37分開始)
日 本 生 命 0000001102
大昭和製紙Jヒ海道 000 120 00X‐  3
卜審 判 (球審 )中西 明 (塁審 )森 、樫 根 、

>三塁打 =川 瀬 >二塁打 =我喜屋、大野、佐藤、内田 >犠打 =大
3(福 地 仲本 新木)>盗塁 =大 1(大野)>試合時間=2時 Fo322分

大 昭 和 に 効 果 的 長 打
大昭和製紙北海道が1点差で逃げきった。四回、先頭

の我喜屋が左翼線二塁オ]、 バントで三進し、新本の犠飛で
先制.五101は先頭の村上が四球、大野が左中間二塁オJし 、
村 Lが好スタートを切って生還。さらに二死後、川瀬の右中
間を深々と破るi塁打で大野も生還、貴重な1点を加えた。
日本生命は大昭和のエース 川瀬のスライダー、直球を打

ちあぐみ、六同まで散発2安オlだったが、七回に反撃。 1死
二塁、佐藤の右翼線二塁オlで 2点差とした。八回にも代打
内田が右越え二塁打、佐竹の右前打で無死一、三墨とした
が、併殺打の間に1点返しただけ。九回にも二死から安打
が出たが、川瀬の落ち着いた投球にかわされた。
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第 2試含=準々決勝(午前11時56分開始)

協 和 発 酵 0000000000
富士重工業 01000010X12
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>審判(球審)三宅 (塁審)津田、吉田、河島

回 安振 球 責
津  田  8 5402

回 安 振球 資
向  田  9 7910

>本 塁 打 =蝦 沢 1号 (津田 )>三 塁 打 =笠 原 >二塁
打 =鈴 木 、浅 田 >失 策 =協 ](浅田 )>捕 逸 =吉 武
>言式合 日寺間 =l Btt Fo353分

)審判 (球審 )中西明 (塁審 )枢、松山、大橋 (外審 )鶴田、前田
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>本塁 打 =高 梨 2号 (黒 紙 )>三 塁 打 =梁 原 >二塁
打 =武 智 、黒 紙 、我 喜 屋 、梁 原 、平 2>犠 打 =大 1

(我喜 屋 )東 5(田 中 3、 武 智 、青 島 )>盗 塁 =大 2
(村 上 、平 )>失 策 =大 1(り ‖瀬 )東 1(青 島 )>試 合
時 間 =3時 間 16分

>審判(球審)達摩(‐
‐●審)鶴田 樫根、前田(外審)桃田、河島
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>三 塁 打 =百 村 >二 塁 打 =坂 本 、百 村 >犠 打 =日
2(花野 、百 村 )>盗 塁 =日 1(赤井 )>試 合 時 PB5=
1時 間 56分

3
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4試含=準々決勝綺黎鋼

社会人野球の名門チームである松山市の丸善
石油 (本社 東京、嶋正彦社長)硬式野球部はH
月 4日 、公式試合などの部活動を中止し、休部
することを決めた.理由は企業母体である丸善石
油の経営が非常に厳しい状況にあり、再建へのエ
ネルギーの 助に体部せぎるを得なくなったため。
1950年 に創部、57年 に都市対抗野球大会に

初出場してベスト8進出、以後 4年連続出場し、
59年には初優勝、l]国 に初めて黒獅子旗をもたら
すなど、都市対抗出場12回 、日本選手権出場 5
回のlHIIか しtヽ球史を亥1んできた。
この間、63年 から6年間、会社の経営不安で

休部したが、復活後も71年に都市対抗で準優勝
し、四国の社会人野球界のリーダーシンプをとり続
けた。

第 2試合=2回戦(午前11時35分開始)
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レ審判 (球審 )山川 (塁審 )津田 、樫 根 、片 岡

>本塁 打 =川 越 1号 (中本 )佐藤 1号② (右田 )>二
塁 打 =丼 尻 、百 村 、楠 原 、佐 竹 、花 野 、勝 山 >犠 打 =
日 3(花野 、佐 竹 、中 本 )>盗 塁 =日 5(赤丼 2、 百 村
丼 尻 、佐 竹 )>矢 策 =電 2(村岡 、大 橋 )>試 合 時 FB5
=2時 間 5分

ま だ 若 い モ ン 0こ |ま …・
〇…日本生命の佐竹政和監督が八番 捕■として
先発出場。近畿予選前に桧垣捕手が指を負傷、急き
ょ予選からミットをはめている。現役引退後、半年ぶりの
全国大会出場だが「まだ若いモンにはまかせられんJと
ばかりの張り切りようで、大会前には体重を3キ ロ減ら
し万全の調整.

>審判 (球審)中西明 (塁審)日 野、松山、吉田

>審半」(球審)高橋 (塁審)森、山口、岸野

>本塁 打 =清 水 ]号 (根本 )>二 塁 打 =大 須 賀 、浦 、
阪 本 >犠 打 =河 2(阪本 、根 本 )新 4(浦 東 靖 3、 田
中 )>盗 塁 =新 2(西垣 、藤 本 公 )>矢 策 =河 2(阪
本 、松 田 )新 ](浦 東 徳 )>試 合 B寺 間 =2時 間 27分
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第 3試含=2回戦(午後 2時1

▽1]月 1日
1試含=準々 9
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第8回大会 大会言己録

▽11月 5日
1時29分開始)

富士重工業 000000000
大昭和製紙北海道 000000000
)審半」(球審)三宅 (塁審)上杉、松山、鶴田

>本塁 打 =村 田 1号 0‖ 瀬 )>二 塁 打 =村 上 >犠打
=大 2(新木 2)>失 策 =富 1(村 田 )大 1(福 地 )>
試 合 時 間 =2時 間 17分

富士重工業、劇的なサヨナラ勝ち

富士重工業が劇的な
延長十日の決勝本塁打
で初栄冠を飾った。両チ
ーム無得点のまま今大会
4度 日の延長戦にもつれ
こんだ十日、富士重工業
は二死後、村Rlが左翼席
へ大会17本日のアーチを
かけた。大昭和製紙北
海道の川瀬カラー2から投
じた139球日、内角高めか
ら真ん中に入った変化
球。川瀬にとってただ1

球の失投だった。
内容は大昭和北海道
が押し気味。富士重工
業が得点圏に走者を進
めたのが3度、大昭和Jヒ
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海道は5度。惜しまれるのは四回二死後に村 Lが左越え二畢打、大野も右高綱こ
運んだが、右翼からの好返球で村上は本畢前でタソチアウト|=九回は敵失、四球
で一死一、二撃としたが、村 Lの左への痛打1理予手の正面をついた。
富士重工業の勝ltlは向円の好投と村田の一発だが、バソヽクがよく守ったの
も大きかった。四回の右翼・野口の好返球、人回、梁原の左翼線の当たりを
7-6-4の 好中継で二塁に刺したプレーは、よリー層内容ある投手戦へと
盛り上げた。

監 督 饉 ‐語
富士重T業・野中宏―監督 お互tヽこ投手力がいいので、1点を争う勝負
になると思っていた。決勝ホーマーの村田には腰が砕けるほど思い切リバットを振
ってこい、と本塁llを Fllわせたが、よく打ってくれた。きょうのような張り詰めた試合
をしたかったか引券てて最高。優勝の原動力は4勝を挙げてくれた向円だ。
大昭和製紙北海道 。高梨英夫監督 エラーの後に奮起の一発(富士重工
業・村田の失策と本塁打)が出るなんて、野球は怖いですね。優勝戦というこ
とでお互tヽこ硬くなり、バンヽトが十分に振れていなかったが、川瀬は連投によく耐
え、投げ抜いてくれた。ここまでこれたこと自体、私自身不思議なぐらいで、残念
な場面1訪ったが、選手たちに何も言うことはない。健闘をたたえたい。 大昭和・川瀬が優勝戦にふさわしい投げ合いを続

ける中で、試合は淡々と進んだ。
両監督の胸のうちは当たっていた。まず九回、守備についてい

た大昭和にエラーが出た。二塁手がジャッグルして一死一、二塁c

だが得点には結びつかなかったっその裏の富士の守り。先頭打者
の遊ゴロを村田がお手玉.バ ントと敬遠四球でサヨナラ機が来た。
これも得点にならずじまい。そしてもう一つの方の“一発"が十回
に飛びだした。それも九回の守りで ミスをしてピンチを招く“張本
人"に なった村田にだ。 2-2か らの 5球 日。川瀬が投じた139球
日だった。「インコースのスライダー。手応えはあったが、切れる
のではと思った。一塁を回る時に入ったのが分かった」と村田。土

浦日大高時代、工藤 (阪神)ら と一緒に春夏の甲子園で活躍した選
手だ。「エラーを帳消 しにするために狙っていた」とも言った。

打たれた川瀬は「スライダーだけど、曲がりきらずに真ん中寄り
にいってしまった。最初から一発だけは警戒していたのに」と痛恨
の一球を悔やんだ。高梨監督も「エラーが奮起の一発を呼ぶのだか

らね。野球はこわい」と体をすくめた。
辛抱強く投げ続け、打線の援護を待った向田は「制球には自信が

あったが、肩をこわしてベストの状態ではなかった。でも一発を

警戒し、緊張感を維持して投げた」と年間17勝 日(2敗)を振り返っ
た。「最高の試合だった。一つ転んでいたら完全に大昭和さんの優
勝ですものね」一一。富士重工業・野中監督の話が優勝戦のすべて

富士重工業の投の柱として活躍した向田投手。(準々決勝の協和発酵戦で)

富士重工業 野中 宏―監督
変わりやすい秋の空に、日程がずれこんだ第
8同社会人野球日本選手権大会。運営面で
悩みの雨だったが、おあげでチームがよみがえり、
初のダイヤモンド旗に恵まれた、と笑みもさわやか
に振り返った。

「二つ勝てば、と思っていたのが、水入りで休養でき、再上昇の気流に乗
れた。優勝戦も『つき』があったが、思い通りの試合ができて最高です」
群馬の桐生工高から1964年、太田市の富士重工業へ。13年間で内野
の全ポジションをこなした。都市対抗では69年の40回大会で優勝した,,

陣頭に立っての秋の工座に「天の助けで…」と控えめだが、裏の猛練習
の自負がある。電子球選手は体のキレが第一。スピードあふれる練習を目
指す。年に一度は一週間ぶっつづ団こ鍛えるんです」
社会人野球のベテランとして後輩に求めるのは、頑張りと節度。「遠征や
合宿でそうした指導を心力ヽすている。旅館の門限に遅れた選手を深夜ま
でしぼったこともありますJ
中島飛行機時代からの流れを引く野球部は、高卒の選手が多い。育て

る楽しみに支えられているが、32歳から18歳までという構成だけに、対話が難
しい。「年歯佃こ応じて話を変えないと・・。プロを志す
選手もいるが、本人の意思とチームワークの兼ね合いを
考えて相談に乗りたい」。小学生野球に至るまでこま
めに試合を見る。「思わぬ作戦の勉強になるんですよ」
釣り好きで、大会前にも 日́ひとりで糸を垂れる。

「集中力が養えて野球にもどこか通じます」。そのホー
ムグラウンHま自宅近くの利根川という。(丸山 雅勇)

82
だったような気がする。 (相馬 卓司)



社鉄 野球日本選手緻 会 ″微

1繁|・3‐ 回■大1織 豪 影 選 手
◇最高殊勲選手賞 向田佳元投手 (富士重工業)4試 合、30回 、
自責点 1、 防御率030。 3試合に完投し、うち2試合が完封。右
下手からのシュー トが武器。前橋工高―早大、人社 2年 日。高校
時代、甲子園出場経験 2回 、早大ではエースとして活曜、通算14勝。
社会人になって苦手な左打者を克服。スローカーブを交えて投球
の幅を広げるなど力をつけたc177与ン、68キロ、右投げ左打ち。
◇敢闘賞 川瀬隆俊投手 (大昭和製紙北海道)4試 合に登板、

33回 を投げて自責点 6、 防御率163。 北海道・木古内高から1970
年に入社。チームが都市対抗で準優勝した75年からエースになり、
チームのマウンドを支えた。制球力を生かし、丁寧でうまみあふ
れた投球が持ち味。社会人12年 目。175'シ 、72ち。右投げ右打ち。
◇首位打者賞 菊地恭一外野手 (東芝)3試 合11打数 7安打、
6割 3分 6厘。 1本塁打を含む4打点でチームの得点源として活
躍したc東洋大牛久高から社会人になって 9年 目ゃ 4、 5年前か

OO― OOOOOЭЭttЭOЭOOOOOO000Э ЭЭЭЭOOOOO

本田会長、逝去
一―社会人野球の発展に尽くす

温厚な人柄で永年、日本社会人野球協会と
日本バ ドミントン協会の会長をつとめていた

本田弘敏氏 (83)が 10月 18日 夜、肝不全のため死去した。昨年、日
本で行われたユーバー杯 (女子バ ドミントン世界選手権)と世界ア
マ野球大会を成功させ、アマ野球界の組織統一や日本体協加盟、
オリンピックでの野球とバ ドミントン正式種目化へ情熱を傾けて
いた矢先だっただけに、突然の死を惜しむ声が多い。
熊本県出身の本田氏は、無類のスポーツ愛好家。学生時代から

会1道に親しみ、東京ガスの社長や会長をつとめたほか経団連や日
経連の常任理事として財界で活躍する一方、1956年から日本バ ド
ミントン協会長、67年から日本社会人野球協会長に就任。日本実
業団野球連盟 (軟式)や国立競技場の会長として広くスポーツの発
展や国際交流に尽くした。相手の意見をよく聞き機が熟すのを待
って決断するタイプだが、下で働く人たちの能力を十分発揮させ
る指導力は高く評価され、スポーツ界に敵のない人だった。
武田猛 。日本学生野球協会会長の話 昨年、日本で初めて世界
アマ野球大会を開くなど、日本のアマ野球は本田さんの力で随分
向上しました。見識が高 く、国際的視野に立った方で、教えられ
ることが多かった。社会人、学生と立場の違いはあるが、もっと
長くアマ野球のお世話をしていただきたかった。
牧野直隆 。日本高校野球連盟会長の話 本田さんとは東西財界
人野球を通して十数年来お付き合いさせていただいた。私は西軍
の監督兼三塁手で本田さんが東軍の監督だったはず。11月 14日 に
後楽園で今年の対戦があるのでお会い出来るのを楽しみにしてい
たのだが・…・・。昨年のアマチュア野球世界選手権開催に尽力され
るなど野球を通じての国際交流に熱心な方だった。
山本英一郎 。日本社会人野球協会常務理事の話 財界の トップ
に立った方なのに、野球界ではよく人の話を聞き、自分の意見を
押 し通すこともなく、大切な場面で思い切った決断をして、私た
ちを指導してくださった。社会人球界にとって大黒柱を失った感
じで、残念でならない。古くからの念願だった野球のオリンピッ
ク参加とアマ野球組織の統一を実現するまで活躍していただきた

らめっきり力をつけ、社会人ベストナインにも選ばれた。以来、
持ち前のパワーあふれる打撃で全日本の主軸。179隼ン、78キロ、右投
げ右打ち。
◇大会優秀選手
【投手】

'‖

瀬隆俊(大昭和製紙北海道)向田佳元(富士重工業)黒紙
義弘(東芝)中川善弘(新 日鉄堺)石井毅(住友金属)津田恒美(協和発
酵)【捕手l村上忠則(大昭和製紙北海道)佐竹政和(日 本生命)

【内野手】高梨英夫(大昭和製紙北海道)武智勇治(東芝)富永武雄(富
士重工業)宮崎岡J(東芝)伊藤升久(河合楽器)大野敏彦(大昭和製紙
北海道)花野巧(日 本生命)新木忠力(大昭和製紙北海道)村田博幸
(富士重工業)阪本徹(河合楽器)井尻陽久(日 本生命)【外野手l我
喜屋優(大昭和製紙北海道)梁原修志(大昭和製紙北海道)蝦沢道明
(富士重工業)菊地恭一(東芝)小川淳司(河合楽器)百村茂樹(日 本生
命)

名Fり′腫
“逆境"に耐え抜き―

戦前から都市対抗で活躍してきた川崎重工が日本選手権に

初出場を果たした。
「兵庫県の予選から苦しい試合の連続だったが、みんなよく

頑張ってくれた。せっかくチャンスをもらったのだから本番
でも頑張ろう」。小西酒造を2-1の小差で破り、初の代表権
を手中に収めた川崎重工の福本監督は試合後、ロッカールー

ムに全ナインを集めて労をねぎらったが、その顔はうれしさ
に満ちあふれていた。
昨年の都市対抗では西日本勢でただひとつベス ト8に勝ち

残った川崎重工だったが、その後、主力の甲斐、宮嶋らが抜け、

戦力が大きくダウンした。おまけに神戸市内にあった野球部

専用グランドが会社の都合などで 8月 末限りで使えなくなり、
新グラウンド(加古川市)が完成する来春まではグラウンドを

求めてジプシー練習に追いやられた。近畿予選が始まる前は

「今年も無理だろう」の声が強かったが、それまでの試合と練

習で培った粘りを発揮。県、近畿の予選をすべて 1点差で勝
ち抜いた。
原動力になったのはエース・長田とベテランの岡本。中で

も岡本の活躍は光った。今夏の都市対抗予選を最後に助監督
に専念することになり、選手としての練習はしていなかったが、

県予選の三菱重工神戸戦では代打本塁打、近畿予選の小西酒
造戦ではフル出場。持ち前のファイトでチームを引っ張り、
ベテランの良さを改めて認識させた。
第 1戦の相手は大昭和製紙北海道。福本監督は「ベテランか
ら若手への過渡期。でもその苦しさの中から野手を育てなけ

ればならない。本大会ではこれからのチームづくりに役立つ

ようないい試合をしたい」と真っ黒に日焼けした顔をほころば
せた。

かった。 (肩書は当時)
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第8回大会 地区大会成績
(太字チーム本大会出場チーム)

9月 8日から 5日間    札幌市営円山球場
王子製紙苫小牧
新 日鉄 室蘭
旭川鉄道管理局
札幌フライヤーズ
航空自衛隊千歳
小樽野球協会
北海道拓殖銀行
電 電北 海 道
札幌卜∃ペット

函 館 太 洋
森    ク
山陽国策パルプ

日産サニー札幌
大昭和製紙北海

◇青森▽一回戦 オール青森4-3三菱製
紙八戸、自衛隊青森6-3全弘前倶▽準決勝
オール青森7-3八甲ク、自衛隊青森3-0
八戸市水道部▽決勝 自衛隊青森10-2オー
ル青森(勝者は第二次予選へ)

◇岩手▽一回戦 北上球友3-1盛友ク、
宮城建設久慈ク8-1オール江刺▽二回戦
岩手銀行10-1オール釜石、県経済連11-1
雫石ク、小野田セメント3-1オール不来方、
水沢駒形ク7-4アイワ、北上球友ク5-4
釜石野球団、新日鉄釜石10-0花北ク、盛岡
鉄道局10-0-関三星ク、宮城建設久慈ク12
-2東示製綱▽準々決勝 岩手銀行5-4小
野田セメント、県経済連7-0北上球友ク、
新日鉄釜石8-0水沢駒形ク、盛岡鉄道管理
局11-1宮城建設久慈ク▽準決勝 新日鉄釜
石 1-0県経済連、盛岡鉄道管理局5-2岩
手銀行▽決勝 新日鉄釜石 1-0盛岡鉄道管
理局(勝者は第二次予選へ)

◇秋田▽一回戦 秋田経大校友ク5-2秋
田商ク▽準決勝 丁DK7-5秋 田経大校友
ク、秋田相互銀行5-1秋田鉄道管理局▽決
勝 秋田相互銀行 1-0丁 DK(勝者は第二
次予選へ)

◇宮城▽企業チームトーナメントー回戦
仙台鉄道管理局3-2電電東北、専売東北 3
-2七十七銀行▽同第一代表決定戦 専売東
北7-4仙台鉄道管理局▽同敗者復活一回戦
電電東北8-0七十七銀行▽同第二代表決定

戦 電電東北3-1仙台鉄道管理局▽決勝ト
ーナメントー回戦 電電東北10-0泉ク、専
売東北14-0村田ク▽同決勝 専売東北2-
1電電東北(勝者は第二次予選へ)▽同敗者復
活戦 泉ク11-1村田ク▽同第二代表決定戦
電電東北13-0泉ク(勝者は第二次予選へ)

◇山形▽代表決定戦 鶴岡ク2-0山形相
互銀行(勝者は第二次予選へ)

◇福島▽一回戦 小名浜ク6-2好間ク、
福島硬友ク10-3学石OBク、塙ク2-1二
本松ク▽二回戦 ミドリ十字病院ク8-1矢
吹ク、須賀川ク2-1原田ク、∃―クベニマ
ル10-0全白河ク、オール常交(不朝勝)長沼
ク、小名浜ク3-2飯塚病院ク、保原ク4-
1塙ク、郡山水産ク7-1福島硬友ク、小峰
ク12-10ニュー相馬▽準々決勝 郡山水産ク
4-0ミ ドリ十字病院ク、∃―クベニマル2
-1オール常交、須賀リク5-4保原ク、小
名浜ク8-6小峰ク▽準決勝 ∃―クベニマ
ル4-1郡山水産ク、須賀川ク12-2小名浜
ク▽決勝 ∃―クベニマル12-1須賀川ク
(勝者は第二次予選へ)

>二次予選
9月22日 から 2日間       宮城球場

電 電 東 北
自衛 隊 青
秋田相互銀

◇茨城▽代表決定戦 日立製作所4-1鹿
島石油、住友金属鹿島9-1水戸鉄道管理局
(勝者は第二次予選へ)

◇群馬▽一回戦 全前橋6-3全太田、伊
勢崎レッドソックス17-0硬友ク▽準決勝
富士重工業3-2全前橋、高崎鉄道管理局3
-1伊勢崎レッドソックス(勝者は第二次予
選へ)▽決勝 富士重工業4-0高崎鉄道管
理局
◇埼玉▽一回戦 日産ディーゼル7-0全
大宮、都幾サ||ク 8-6飯能高OBク▽二回戦
全浦和13-0全三郷、本田技研4-3日産デ
ィーゼル、日本通運11-1都幾川ク、エーザ
イ4-3大和ク▽準決勝 本田技研6-4全
浦和、日本通運10-0エーザイ(勝者は第二
次予選へ)▽決勝 日本通運4-3本田技研

◇千葉▽一回戦 千葉鉄道管理局 1-0三
井造船千葉▽準決勝 電電関東7-1千葉鉄
道管理局、川崎製鉄千葉18-2新日鉄君津(勝
者は第二次予選へ)▽決勝 電電関東5-4
川鉄千葉
◇東京▽一回戦 熊谷組11-5三井銀行、
朝日生命6-4明治生命、東京鉄道管理局 8
-3日本 lBM▽準々決勝 鷺宮製作所7-
0東京ガス、リッカー7-6熊谷組、プリン
スホテル10-5朝日生命、電電果示4-0東
京鉄道管理局▽準決勝 リッカー2-1鷺宮
製作所、電電東京11-4プ リンスホテル(勝
者は第二次予選へ)▽決勝 リッカー7-0
電電宋思▽第二代表決定戦 プリンスホテル
10-3鷺宮製作所(勝者は第二次予選へ)

◇神奈川▽一回戦 清工建設8-5横浜高
島屋▽準々決勝 東芝4-0三菱重工横浜、
日本鋼管5-4日産自動車、日本石油7-1
清工建設、三菱自動車川崎6-2いす 自ゞ動
車▽準決勝 東芝13-3日 本鋼管、日本石油
3-0三菱自動刺 ‖崎(勝者は第二次予選へ)

▽決勝 日本石油 1-0東芝▽第二代表決定
戦 三菱自動車川崎5-2日本鋼管(勝者は
第二次予選へ)

>二次予選
9月 19日 から 5日間   群馬県営敷島球場
富 士重 工 業
川崎製鉄千
本 田 技 研
東 芝 府 中

◇新潟▽一回戦 新潟コンマーシャル10-
0吉田ク、長商ク17-13新津ク、新潟ク14-
6+日町ク、国鉄新潟6-5ヤングセブン、
ニチエー7-4長岡ク、小千谷ク3-2全飯
豊、新潟青雲ク8-5オール東▽準々決勝

4

新 日鉄室蘭

3

昭和製紙
海 道

9

2

)一次予選

>一次予選

>一次予選
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新潟コンマーシャル14-6長商ク、国鉄新潟
6-2新潟ク、小千谷ク11-4自根野球団、
ニチエー22-0新潟青雲ク▽準決勝 国鉄新
潟13-1新潟コンマーシヤル、ニチエー9-
2小千谷ク▽決勝 国鉄新潟4-3ニチエー
(勝者は第二次予選へ)

◇静岡▽ ―回戦 浜商闘魂会8-3全三島
ク、大昭和製紙4-0協和発酵ク、ヤマ八発
動機10-0吉原商エク、全沼津ク11-7静岡
物産ク、岳南ク7-0駿河タイガース▽準々
決勝 大昭和製紙9-1浜商闘魂会、日本楽
器4-1ヤマ八発動機、河合楽器8-0全沼
津ク、関東自動車工業4-1岳南ク(勝者は

第二次予選へ)▽準決勝 大昭和製紙 3-2
日本楽器、河合楽器6-5関東自動車工業▽
決勝 大昭和製紙6-4河合楽器
◇富山▽三回戦制 電電富山5-2北陸銀
行、北陸銀行3-1電電富山、北陸銀行5-
1電電富山(北陸銀行は第二次予選へ)

>二次予選
10月 2日から 3日間     浜松市営球場

関東自動車工業
国 鉄 新 潟
大 昭 和 製 紙

日通 名 古 屋
王子製紙春日丼
国 鉄 名 古 屋
電 電 北 陸
電 電 東 海
トヨタ自動車
新日鉄名古屋
三 菱 名 古 屋
サンジルシ醸造
東 邦 ガ ス
本田技研鈴鹿
東 海 理 化

◇京都▽一回戦 京都信用金庫15-0洛友
ク、丸勝17-3西京ク、日本新薬5-0キョ

―トビルク、京洛日産9-2京都市役所▽準
々決勝 三菱自動車京都3-1丸勝、日本新
薬12-4第一紙行、京洛日産8-2東山ク、
日本 IBM野洲2-1京都信用金庫(勝者は
第二次予選へ)▽準決勝 三菱自動車京都 8
-0日本 IBM野洲、日本新薬4-0京洛日
産▽決勝 三菱自動車京都 4-3日 本新薬

(京都市役所は推薦で第二次予選へ)

◇大阪▽一回戦 電電近畿 4-0大和銀

行、住友銀行4-2全三和銀行、デュプロ6
-5大阪ガス、中山製鋼10-2大阪ペーシエ
ンス▽準々決勝 松下電器11-4電電近畿、
日本生命7-0住友銀行、デュプロ9-0大
阪高島屋、新日鉄堺5-2中山製鋼(勝者は

第二次予選へ)▽準決勝 日本生命 5-0松
下電器、新日鉄堺12-0デュプロ▽決勝 日
本生命4-3新日鉄堺▽敗者復活戦 電電近
畿8-0大阪高島屋、中山製鋼13-6住友銀
行▽第五代表決定戦 電電近畿4-0中山製
鋼(勝者は第二次予選へ)

◇兵庫▽一回戦 新日鉄広畑4-3川崎重
工、神戸製鋼 5-0三菱重工神戸▽二回戦
小西酒造3-2川崎製鉄神戸、新日鉄広畑 9
-4神戸製鋼(勝者は第二次予選へ)▽敗者復
活戦 三菱重工神戸 6-5川崎重工、川崎重

工 2-1川鉄神戸(勝者と神戸製鋼は第二次

予選へ)

日本IBM野洲
住 友 金 属
神 戸 製 鋼
デ ュ プ ロ

9月23日から 5日間 徳山市営球場

山 本 鋼 材
川崎製鉄水島
三菱重工三原
電 電 中 国
航空自衛隊防府
協 和 発 酵
常 石 鉄 工
日本鋼管福山
三菱自動車水島
新 日 鉄 光
田 辺 製 薬
三井造船玉野
国 鉄 広 島
三菱重工広島
東 洋 工 業
広 島 マ ツ ダ

9月20日から 4日間

協和発酵¬3

=麺
広 島

三菱重工広島」5

松山市営球場

新 日鉄 広 畑
京 都市 役 所
松 下 電
日 本 新
日 本 生 命
京 洛 国 産
小 西 酒 造
電 電 近 畿
三菱自動車京
川 崎 重 工
新 日 鉄 堺
三菱重工神
(敗者復活戦)

下 電 器
6

8

日 本 生 命
0

2

日 鉄 堺

9月20日から 4日間

7

大分鉄道管理局
新 日鉄 八 幡
九 州 産 交
日鉱 佐 賀 関
鹿児島鉄
三菱重工長

電 電 九 州
門司鉄道管理局
新 日鉄 大 分
熊本鉄道管理局
あけぼの通商ク
日立造船有明

4

九州産交

3

7

電 電九州

1

５
　
　
　
　
九

　
　
　
　
１

「
―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｊ

州産交

IЪ
ttξ 響     |;友金属

0

9

1

3

0

6

1

8

1

2

3

4

1

3

12

9月 1日から 6日間    愛知県営熱田球場

>一次予選

‖層Oi  l崎重エ
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新 日本製 鐵室 蘭
監 督   高屋敷日出夫 39 Jヒ  海  高
投 手  水 本   隆 24 室 蘭 大 谷 高
″  石 川  広 幸 22 室 蘭 大 谷 高
″  浅 川  輝 彦 24 韮 崎 工 高
″  薩 田  裕 秀 22 帯 広 農 高
〃  浜 師  勝 彦 28 伊  達  高
″  佐 々 間  隆 22 , 越 工 高
〃  池 田  裕 行 19 松  戸  高
″  真 下  敏 宏 19 Jヒ  海  高

捕 手  三 上  誠 -27 室 蘭 大 谷 高
〃  足 立   豊 19 函 館 有 斗 高
〃  佐 野  修 二 24 市  川  高
″  後 藤  哲 夫 32 興 譲 館 高
内 野  鹿 田  和 彦 25 旭 川 竜 谷 高
″  桜 丼  清 -20 倶 IEl安 高
″   大 塚  邦 弓ム 28 Jし  ,毎  高
〃  馬 場  巧 司 19 室 蘭 大 谷 高
″  吉 丼  郁 雄 24 立  教  大
〃  鈴 木  忠 仁 20 本し幌 商 高
〃  荒  野  悟 31 登 別 大 谷 高

外 野  島 尻   均 27 Jヒ 見 柏 陽 高
〃  阿 部 晋 ― 郎 24 中  央  大
〃  岡 田   仁 26 室 蘭 工 高
〃  堀 松  洋 伸 23 東  北  高
〃 0安 西  秀 親 31 道 産 業 短 大

電 電 関 東
監 督  神 田  利 克 32 駒  沢  大
投 手  中 後  政 行 27 安 房 水 産 高
〃  平 野  弘 行 19 君 津 商 高
〃  藤 丼  祥 利 23 専  修  大
″  市 村  則 紀 29 東  洋  大
〃  田 中  幸 雄 23 流  山  高

捕 手  宮 崎  宣 男 24 亜 組 亜 大
″  安 部  正 人 25 日  川  高
″  佐 藤  誠 -21 秩 父 農 工 高
内 野  慶 野 茂 28甲 府 工 高
″  藤 平  俊 -23 帝  京  大
〃 0浅 田  ― 吉 27 駒  沢  大
〃  渡 辺   久 25 東  洋  大
″  原 嶋   敬 20 秩 父 農 工 高
〃  坂 本  照 彦 23 駒  沢  大
″  長 井  秀 夫 23 国 士 舘 大
〃  上 原  信 義 21 東 震 大 三 高

外 野  加 藤  健 治 23 専  修  大
〃  佐 々 木 敬 芳 25 立  正  大
〃  伊 東  健 -23 専  修  大
〃  松 崎  秀 彦 24 駒  沢  大
〃  千 葉  保 之 20 足 利 工 高
〃  大 沢   浩 22 専 大 松 戸 高
″  片 山  雅 彦 23 東  洋  大
〃  中 野  雅 隆 23 亜 細 亜 大

大 昭和 製紙
監 督  安 藤  喜 春 41 沼 津 東 高
投 手  鈴 木  政 明 32 勝  山  高
〃  阿 部  政 文 28 早 稲 田 大
″  藤 原   博 25 吉 原 商 高
″  榎 本  悦 生 23 柳 ケ 浦 高
〃  庄 子  嘉 ll1 22 仙 台 商 高
〃  倉 田  邦 房 2]岡 崎 工 高
〃  荒 木  光 -21 中  越  高

捕 手  木原 ウィリー 26 法  政  大
〃  秋 山  美 憲 24 自 動 車 工 高
〃  勝 又  靖 之 21 静 岡 商 高
〃  金 田   正 19 松 商 学 園 高

内 野  丼 出   実 30 法  政  大
〃  山 本  秀 樹 27 名  城  大
″  高 林   勝 27 東  震  大
″  馬 場  俊 治 26 大 宮 商 高
〃  遠 藤  盛 正 24 東  農  大
〃  上 川  誠 二 22 箕  島  高
〃  西 野  滋 明 2]中 京 商 高
〃  海 老 原 光 男 21 足  立  高

外 野 〇 中 本  龍 児 30 近  畿  大
〃  長 嶋  顕 彦 29 比 叡 山 高
〃  平 井  ― 男 27 近  畿  大
〃  相 磯  美 弘 25 愛 知 工 大
〃  中 林  和 仁 21 LL叡 山 高
″  黒 川  秀 機 21 り 口  高

大 昭和製 紙 北海 道
監 督  高 梨  英 夫 38 大 多 喜 高
投 手  川 瀬  隆 俊 29 木 古 内 高
〃  小 磯  f12次 26 安 積 商 高
〃  和 田  敏 明 22 近  畿  大
〃  小 野   等 2]福 島 保 原 高
″  三 浦  幸 雄 19 旭 川 実 高
〃  渡 部  勝 美 18 砂 川 南 高

捕 手  村 上  忠 則 31 津  名  高
″  今 泉   進 22 Jヒ 見 I高
″  新 明 克 比 古 18 室 蘭 大 谷 高
内 野  高 梨  英 夫 38 大 多 喜 高
〃  仲 本  広 明 30 沖 縄 興 南 高
〃 ●大 野  敏 彦 28 山 口 鴻 城 高
″  新 木  忠 力 26 東  農  大
〃  福 地 日出 雄 23 東  震  大
〃  社   新 吾 20 瀬 戸 内 高
″  黒 田  和 彦 19 函 館 有 斗 高
〃  近 藤  浩 二 19 Jヒ見 北 斗 高

外 野   我喜屋  優 30 '中 縄 興 南 高
″  丼 上  孝 -26 日  本  大
″  石 川  孝 -24 立  正  大
″  横 り1 衛 23北 見 工 高
〃  梁 原  修 志 2]苫 小 牧 工 高
″  平  紀 陽 典 2]日 大東北工高
〃  池 田  和 彦 20 山 口 鴻 城 高
″  若 林  伸 -19 山 梨 峡 南 高

日 本 石 油
監 督  今 西  良 雄 43 立  教  大
投 手  篠 原   譲 22 関  西  高
″  田 村  光 広 23 宿  毛  高
〃  山 岡  政 志 23 秋 田 商 高
″  鎗 田  英 男 26 法  政  大
〃  高 橋  ― 彦 20 前 橋 工 高

捕 手  西 部  淳 -25 明  治  大
〃  犬 飼  徹 也 26 中  京  大
〃  対 馬  B召男 23 帝  京  大
〃  加 藤  敦 彦 22 長 崎 海 星 高
〃  三 好  克 拡 23 高 松 商 高
内 野  西 り 弘 司 24 専  修  大
〃  林   裕 幸 26 東  海  大
〃 ● 八 角  寛 二 27 専  修  大
〃  木 村  恭 弘 22 日 大 三 高
〃  吉 田  敏 道 25 明  治  大
〃  玉 り  寿 23慶 応 大
〃  十 河 徳 行 22高 松 商 高

外 野  関 口  浩 司 21 横 浜 商 高
〃  小 山  広 美 25 専  修  大
″  庄 子   茂 27 法  政  大
″  曽 根 原 博 志 23 亜 細 亜 大
〃  佐 藤   功 24 早 稲 田 大
〃  平 沢  光 男 26 東  海  大
〃  川 丼  孝 幸 23 早 稲 田 大
〃  蓮 見  昭 仁 19 日 大 三 高
″  阿 久 根 昭 -20 武  相  高

河 含 楽 器
助監督  岡 田  紀 明 39 早 稲 田 大
投 手  増 丼  孝 次 2]御 坊 商 工 高
〃  松 田   昇 24 中  央  大
〃  山 村  陽 -23 稲  築  高
″  根 本  俊 郎 27 宮 城 水 産 高
″  海 野  隆 志 24 専  修  大

捕 手  中 田  浩 史 20 泉  州  高
″  星 井  広 幸 25 専  修  大
〃  平 生  ― 喜 25 東 海 大 工 高
内 野  増 本  欽 市 27 大  商  大
″  山 本 宗 三 郎 29 国 士 舘 大
〃  阪 本   徹 26 大  商  大
〃 0伊 藤  升 久 29 中  央  大
〃  坂 口  哲 也 24 青 山 学 院 大
″  湯 浅   均 24 青 山 学 院 大
〃  東 田 部 志 男 30 小 野 田 正 高
〃  黒 田   豊 23 立 命 館 大
〃  大 石  正 勝 19 浜 松 商 高

外 野  引 1 淳 司 24 中  央  大
″  大 須 賀  健 23 中  央  大
〃  村 瀬  耕 次 23 中  京  大
″  野 口  和 生 26 大  商  大
〃  金 村  広 雄 20 報 徳 学 園 高
〃  小 椋  清 俊 29 岐 阜 第 一 高
〃  末 次  秀 行 23 青 山 学 院 大
〃  大 谷  勝 善 20 関 大 ― 高

ヨークベニマル 秋 田相 互銀行
監 督  佐 藤  伸 -44 秋 田 商 高
投 手  神 成  春 己 26 大 館 商 高
〃  石 崎   透 25 東  洋  大
〃  畠 山  祐 策 24 +和 田 高
″  山 岡  博 也 23 東 北 学 院 大
″  千 葉  正 則 22 大 館 商 高
〃  三 浦  靖 博 19 秋 田 市 立 高

捕 手  高 田  義 彦 26 +和 田 高
〃  渡 辺 博 之 22 大 館 商 高
〃  菅 原  敏 19+和 田 高

内 野 C畠 山  和 彦 27 東  洋  大
〃  斎 藤  忠 彦 24 大 曲 震 高
〃  堀 丼  政 志 22 秋 田 商 高
〃  桜 庭   仁 2]秋 田 商 高
″  本寸岡  由 之 20 秋田経大付高
″  畠 山  親 浩 20 能  代  高
〃  斎 藤   哲 20 本 荘  高
〃  熊 谷  和 秋 19 秋 田 商 高

外 野  斎 藤  長 衛 26 東  洋  大
″  高 橋  広 美 24 大 曲 農 高
〃  石 丼   靖 23 秋 田 商 高
〃  佐 藤  純 -21 大  曲  高

東   芝
鈴 木  義 信 37 慶  応  大
黒 紙  義 弘 26 亜 細 亜 大
大 輝   久 26 神 奈 川 大
民 部 田 勝 則 23 富  士  大
真 喜 志 康 永 20 沖  縄  高
田  義 政 22 中  央  大

岩 原  孝 司 22 愛 知 学 院 大
青 木  秀 夫 18 鶴 見 工 高
京 極  昌 信 28 亜 細 亜 大
安 斉  定 男 24 横 浜 商 大 高
金 沢  哲 男 23 早 稲 田 大
泉 水   稔 20 興  南  高
宮 崎   剛 27 専  修  大
0武 智  勇 治 26 駒  沢  大
福 本  勝 幸 23 早 稲 田 大
藤 森  冨 泰 23 青 山 学 院 大
吉 田  幸 彦 23 ノヽ  幡  大
片 岡  定 治 22 法  政  大
青 島  健 太 22 慶  応  大
深 沢   進 29 青 山 学 院 大
斉 藤  晴 男 26 千 葉 商 高
菊 地  恭 -26 東洋大牛久高
小 貝 匡 車甫 25法 政 大
田 中  成 和 23 駒  沢  大
鈴 木  栄 -22 日 大 三 高
及 川 美 喜 男 21 東  北  高
倉 橋  秀 典 23 中  央  大

監 督  大 平
投 手  速 石
〃  奥 山
″    7Jヽ里予
″  鈴 木
〃  斉

捕 手  原 田
″  松 下
″  本 多

内 野  曲 山
〃  豊 岡
″  舟 山
〃  佐 藤
〃  寺 西
″  塚 本
〃  鈴 木
〃  先 崎

外 野 0増 子
〃  宮 内
〃   浅 岡
″  鹿 島
〃  近 内

久 夫 30 青 山 学 院 大
恵 介 27 青 山 学 院 大
昌 昭 25 明  '台  大
正 信 24 東 北 学 院 大
美 -23 日 大 東 北 高
智 幸 19 平  工  高
公 輔 25 青 山 学 院 大
尊 大 25 早 稲 田 大
博 文 20 福 島 晨 蚕 高
義 和 21勿 来 I高
俊 哉 21 日 体 荏 原 高
重 輝 26 国 士 舘 大
俊 重 27 東 北 学 院 大
良 友 24 青 山 学 院 大
紀 之 23東 震 大
正 美 21 平  工  高
史 雄 28 立  教  大
忠 雄 27 駒  沢  大
清 明 23磯 原 高
昌 敬 23 神 奈 川 大
在 勇 23 青 山 学 院 大
一 雅 19 勿 来 工 高

富 士 重工 業
監 督  野 中  宏 -36 桐 生 工 高
投 手  谷   良 治 23 関 東 学 園 高
〃  島 田   隆 25 中  央  大
〃  橋 本  敬 司 23 熊 谷 震 高
〃  向 田  佳 元 25 早 稲 田 大
〃  三 浦   誠 32 東  洋  大
″  古 尾 谷 雅 典 20 向 の 岡 工 高
〃  斉 藤  正 勝 19 桐 生 工 高

捕 手  長 島  勝 利 20 上  尾  高
〃  増 岡  伸 幸 25 東  洋  大
″  長 崎  徳 好 19 信 州 工 高

内 野  野 口  広 己 30 高 崎 商 高
〃  小 間  哲 雄 29 駒  沢  大
〃  長 壁 亥 佐 雄 30 高 崎 商 高
〃  細 渕  祐 20上 尾 高
〃  富 永  武 雄 24 早 稲 田 大
〃  鈴 木  秀 男 26 日  体  大
〃  村 田  博 幸 25 日  体  大
″  青 木  直 治 19 武  相  高
〃  坂 本  秀 雄 19 呉  工  高

外 野   内 藤  光 夫 32 関東学園大付高
″ 0蝦 沢  道 明 31 桐 生 工 高
″  笠 原   亘 20 松 商 学 園 高
〃  太 田  幸 雄 20 上  尾  高
〃  松 本   修 29 日  本  大
〃  岸   久 男 23 東 農 大 三 高

国鉄 名古 屋
監 督  大 脇  照 夫 5]滝    高
投 手  田 中  晃 稔 25 名古屋学院大
〃  森 下 慶 ― 郎 21 中 津 商 高
〃  加 藤  幸 次 20 猿 投 震 林 高
〃  新 谷  和 明 19 鯖  江  高
″  土 川  浩 二 ]9 名  電  高
″  松 本  イ圭久 22 名古屋学院大
″  高 島   徹 22 愛 知 I大

捕 手  山 田   章 26 関 商 I高
〃  坂 里予 彰 宏 25 名古屋学院大
〃  森   勝 彦 23 名 城 大 付 高

内 野  植 田  利 幸 27 愛 知 学 院 大
〃 ● 石 田  義 -26 名  城  大
″  本 田  祐 二 23 豊 橋 商 高
″  大 石   猛 22 名 商 大 付 高
〃   湧 り‖   勉 21 中  京  高
〃   林     ,羊 20 東  邦  高
〃  Jり 1 新 二 19 中  京  高
″  吉 田  則 昭 21 岐 阜 西 工 高

外 野  増 田  正 美 23 東 海 大 工 高
〃  高 橋  哲 夫 22 岡 崎 工 高
″  榊 原  憲 文 22 岡 崎 工 高
〃  内 藤  真 如 2]名  電  高
〃  森 本   進 22 駒  沢  大
〃  倉 田  敦 敏 18 高  田  高

新 日本製 鐵名古 屋
監 督  柘 植  康 之 43 東  邦  高
投 手  吉 田  智 人 24 東  邦  高
″  佐 分  貞 夫 18 東 海 工 高
〃  鈴 木  徳 義 27 木更津中央高
〃  藤 丼  祐 -19 名 商 大 付 高
″  渡 辺   岡」24 新 居 浜 商 高
〃  米 田  冨 夫 24 高 岡 商 高

捕 手  吉 田  秀 雄 29 駒  沢  大
″  小 俣  哲 雄 22 専  修  大
〃  松 岡  敏 郎 19 明  徳  高
″  江 崎  弘 治 24 常  滑  高

内 野 ○杉 本  秀 生 27 東  邦  高
〃  新 美  克 直 2]大  府  高
″  小 坂   登 28 木更津中央高
〃  水 谷 洋 次 郎 23 二  重  高
〃  岡 田   寛 22 中  京  高
〃  服 部  俊 樹 26 海  星  高
″  中 村   淳 ]8 海  星  高
〃  星 野  泰 久 25 日 大 ― 高
〃  古 り1 貢 24三 重 高

外 野  金 森  道 正 25 天  理  高
″  加 藤 雄 ,台 25岡 崎 工 高
″  渡 辺  政 義 ]8 享  栄  高
″  大 野   勲 19 柏  原  高
〃  手 嶋   明 21 名  電  高
〃  山 本  啓 二 19 池  田  高
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神 戸 製 鋼
監 督  松 浦  昭 彦 37 関 西 学 院 大
投 手  山 本  正 信 23 駒  沢  大
〃  山 本  泰 之 28 駒  沢  大
〃  三 善  民 康 28 関  西  大
〃  野 間  武 久 24 村 野 工 高
″  青 山   健 20 東 播 磨 高
〃  西 山  秀 喜 21 帝 京 第 五 高
″  矢 野  和 哉 ]9 報 徳 学 園 高
〃  若 生  幸 三 23 立 命 館 大

捕 手  川 丼  直 之 ]9 金 沢 星 稜 高
〃  荒 丼  信 久 28 明  治  大
内 野 中 り  哲 25駒 沢 大
″  浦 本  慶 啓 25亜 細 亜 大
〃  古 賀  博 樹 27 多 久 工 高
″  宮 本   要 23 洲1本 実 高
〃  上 野 徳 IE1 20市 神 港 高
〃  三 木  行 治 27 大 阪 商 大
〃  大 村  雅 文 30 専  修  大
〃  岡 本  哲 司 21 吉  備  高
〃  古 屋  聖 -25 ノヽ  幡  大

外 野  日 川  雅 夫 23 明  治  大
″ 〇小 林  貢 29姫 路 商 高
〃  若 林   浩 23 都 島 工 高
〃  中 村  好 治 28 専  修  大
″  山 崎  博 行 26 村 野 工 高
″  山 本  公 裕 23 高 松 商 高

住 友 金 属
監 督  山 中  正 竹 33 法  政  大
投 手  石 丼   毅 19 箕  島  高
〃  小 杉  大 三 20 和 歌 山 工 高
〃  川 端  理 史 31 東  海  大
〃  高 橋  修 二 24 高  知  高
〃  沼 田   聡 19 県和歌山商高
〃  武 田  重 美 23 西 南 学 院 大
〃  古 賀  達 也 22 竜  谷  高

捕 手  嶋 田  宗 彦 19 箕  島  高
〃  」01 良 -27 駒  沢  大
〃  中 川  豊 明 23 江 の 川 高
内 野  清 水  健 五 24 慶  応  大
〃  筒 丼  大 助 23 関 西 学 院 大
″  丸 山  耕 司 18 智 弁 学 園 高
〃  前 田  寿 啓 18 東 海 大 工 高
″  飯 島   淳 23 堀 越 学 園 高
″  四 田  勝 康 24 浪  商  高
〃  田 中  祐 司 23 鳴  門  高
″  松 隈  憲 治 26 柳  り‖ 高

外 野  西 村  博 巳 22 伊  都  高
″  高 多  倫 正 27 慶  応  大
〃  黒 石   厚 22 法  政  大
〃  中 原  正 明 27 東  海  大
〃  松 原  俊 郎 23 同 志 社 大
″ ○三 好  ― 幸 28 東海大相模高

四 国 銀 行
監 督  麻 岡  正 男 32 大  商  大
投 手  片 岡  寿 彦 26 高 知 商 高
″  山 本  智 久 24 池  田  高
″  高 尾   等 24 愛 知 学 院 大
″  宮 本  典 幸 23 帝  京  大

捕 手  城 下  照 男 27 専  修  大
〃  沖 田  雅 夫 26 高 知 商 高
〃  古 谷  英 史 24 高 知 商 高
〃  渡 辺   毅 22 専  修  大
内 野  麻 岡  正 男 32 大  商  大
〃  楠 瀬  隆 章 30 法  政  大
〃 0森 本   誠 26 高 知 商 高
″  乃 ―   官 26 関  西  大
〃  薬 師 神 一 成 23 京  産  大
″  森   正 隆 22 明  治  大
″  武 内  則 尚 22 東  経  大

外 野  刈 谷  精 -32 高 知 商 高
〃  西 村  章 30法 政 大
〃  日 浦  武 30亜 細 亜 大
″  溝 渕  貞 雄 25 大  商  大
″  浦 林   堅 25 愛 知 学 院 大
″  阿 部  稔 23大 商 大

松 下 電 器
監 督  下 田  鎮 男 39 ,0 り‖ 高
投 手  北 口  勝 久 25 早 稲 田 大
〃  堅 田 外 司 昭 20 星  稜  高
〃  長 谷 部  優 31 慶  応  大
〃  森 定  正 雄 23 立  教  大
″  安 蒜  ― 則 24 立  教  大
″  原   邦 彦 23 岡 山 東 商 高
″  塚 岡  広 仁 23 倉 敷 工 高
〃  岡 本   光 21 串  本  高

捕 手  大 本  二 郎 24 倉 敷 工 高
″  野 村  尚 生 24 愛 知 学 院 大
〃  渋 谷  卓 也 23 同 志 社 大
″  丼 口  義 則 20 吉  備  高
内 野  野 尻  正 博 24 近  畿  大
〃  前 嶋  純 二 25 法  政  大
〃 林 寿 良Б 23立 教 大
〃  森 本  光 -26 立 命 館 大
〃  平 谷   拓 25 田 辺 商 高
〃  倉 八  正 典 24 東  海  大
″  松 川  正 樹 26 愛 知 工 大
〃  坂 口  雅 久 30 立  教  大
外 野 〇島 田  行 雄 26 近  畿  大
〃  磯 本  邦 彦 24 佐 世 保 工 高
〃  荒 木  靖 信 21 PL学 園 高
〃  高 鍋   均 24 布 施 工 高
″  北 野  敏 史 20 箕  島  高

川 崎 重 工

日 本 生 命
監督  佐 竹  政 和 33 関  西  大
投 手  岡 田  和 久 30 近  畿  大
〃  加 藤  重 雄 24 法  政  大
〃  森   明 彦 23 河  南  高
〃  中 本  茂 樹 23 同 志 社 大
〃  村 上   明 2]新  湊  高
〃  伊 藤  伸 幸 22 東  経  大
捕 手  佐 竹  政 和 33 関  西  大
″  野 村   茂 28 PL学 園 高
〃  桧 垣   明 24 関  西  大
″  内 田  敏 弘 23 法  政  大
内 野  赤 丼  淳 二 29 近  畿  大
〃 0井 尻  陽 久 28 東  海  大
″  西 村  一 員 28 早 稲 田 大
″  花 野   巧 27 同 志 社 大
″  宇 地 原 佳 則 26 立  教  大
〃  三 枝  淳 介 25 早 稲 田 大
〃  佐 藤   清 25 早 稲 田 大
〃  渋 谷   渉 24 明  治  大
外 野  梅 田   薫 27 明  治  大
〃  楠 原   基 25 法  政  大
″  安 西  敏 雄 27 中  央  大
〃  西 本  靖 彦 24 早 稲 田 大
″  百 村  茂 樹 23 明  治  大
〃  森 田   昇 23 近  畿  大
〃  中 橋  伸 幸 22 愛 知 学 院 大

三 菱 重工 広島
監 督  若 松  実 32 芝 浦 工 大
投 手  村 田  利 明 28 立  教  大
〃  佃   正 樹 26 法  政  大
〃  山 村  力 人 23 東  洋  大
″  一 元  裕 治 23 ノヽ  幡  大
″  池 本  正 樹 23 大  田  高
〃  松 岡  信 吾 22 ノヽ 代 学 院 高
〃  若 松  実 32芝 浦 工 大
〃  疋 田   豊 22 ノヽ 代 学 院 高

捕 手  大 森  光 生 30 明  治  大
〃  浜 田   靖 23 東  洋  大
〃  内 田   博 23 ノヽ  幡  大
〃  長 谷 川 雅 喜 21 育  英  高
内 野 ○酒 丼  信 芳 31 東  洋  大
″  金 光  興 二 26 法  政  大
″  正 伝  芳 則 20 広 島 商 高
″  若 松  茂 樹 27 東  洋  大
″  多 田  清 和 23 国 士 舘 大
〃  佐 々 木 幸 治 30 法  政  大

外 野  植 田   巧 20 松 山 商 高
″  丼 上  敏 之 28 山  陽  高
″  窪 田  泰 文 19 松 山 商 高
″  丼 上  伸 =29 東  洋  大
〃  荒 谷   稔 28 広 島 商 高
〃  富 士 野 誠 示 28 西 脇 工 高
〃  伊 藤  順 三 32 ノヽ  幡  大

九 州 産 交
監 督  丼 上  信 明 35 立 命 館 大
投 手  日 高  正 文 25 中  央  大
〃  磯 本  哲 也 23 出 水 学 園 高
〃  深 見  ― 浩 18 種 子 島 実 高
〃  二 保  茂 則 23 法  政  大
″  西 谷  美 次 27 日 本 体 育 大
〃  門 倉  和 博 30 鹿  屋  高

捕 手  渕 上  礼 蔵 19 九 外1学院 高
〃  松 村  敏 明 26 国 士 舘 大
〃  赤 星  鉄 治 21 月晨本 工 大 高
内 野  柿 木  孝 哉 23 明  治  大
〃  東   邦 人 23 九 州 東 海 大
″  杉 野  滝 男 21 期ロ リ‖ 高
〃  二 村  忠 美 21 伝 習 館 高
〃  有 村  謙 -27 東  海  大
〃  江 口  明 信 33 中  央  大

外 野  藤 村  寿 成 18 九 州 学 院 高
〃  田 代  文 博 27 日  本  大
〃  原 野  真 寿 19 九 州 学 院 高
″  西 田   洋 25 専  修  大
〃  久 本  正 則 22 球 磨 工 高
〃 〇上 田  信 広 32 九 州 学 院 高
〃  丼 上  勝 己 24 九 州 共 立 大

新 日本製 鐵堺
監 督  浜 崎  満 重 33 ノt幡 工 高
投 手  中 川  善 弘 29 和 歌 山 工 高
〃  横 浜  政 徳 26 米 子 商 高
″  清 水  信 英 24 興  国  高
″  下 村  恭 二 22 新  宮  高
″  萩 原  孝 治 22 都 島 工 高
″  南 出  裕 司 20 粉  河  高

捕 手  浦   誠 哉 24 PL学 園 高
〃  樽 田  正 生 24 藤 丼 寺 工 高
″  中 野  敏 行 22 」ヽ倉 商 高
〃  米 倉  格 二 19 成 城 工 高
内 野  花 り‖ 達 也 23 東洋大姫路高
″  西 口  信 明 23 大  鉄  高
〃  浦 東   靖 22 新 宮 商 高
″  南 口  正 人 22 大  鉄  高
″  浦 東  徳 明 20 新 宮 商 高
″  山 下  裕 司 18 西 野 田 工 高
″  石 原   貢 19 柳  り‖ 高
〃  藤 本  政 男 25 PL学 園 高

外 野  中 西  孝 吉 32 都  農  高
〃  田 中  和 男 23 興  国  高
″  山 尾   博 25 生 野 工 高
″  井 口  成 年 25 PL学 園 高
″  西 垣  /AN策 20 県和歌山商高
″ ○藤 本  公 二 27 興  国  高

協 和 発 酵
監 督  加 来  佐 吉 35 中 津 工 高
投 手  藤 田  敏 彦 21 岡 山 日 大 高
〃  渡 辺  説 男 25 佐  伯  高
〃  星 野  正 -21 津 久 見 高
〃  津 田  恒 美 21 南 陽 工 高

捕 手  吉 武  豊 海 24 三 池 工 高
″  藤   兼 善 21 唐 津 商 高
〃  国 本  正 弘 20 南 陽 工 高
内 野  浅 田   勉 3]岩 国 商 高
〃  嘉 村   学 26 早  輌  高
〃  岡 本  達 朗 19 宇 部 工 高
〃  山 口  光 夫 21 岩 国 商 高
″ O吉 用  哲 也 29 中 津 工 高
″  古 賀  康 則 21 柳  り‖ 高
〃  立 花   昇 20 術ロ リ‖ 高
″  立 場  忠 男 20 南 陽 工 高
″  水 本  智 彦 22 中 津 工 高
〃  西 本   豊 23 東  海  大
外 野  馬 場  尭 裕 25 唐 津 商 高
″  藤 本  保 之 21 南 陽 工 高
〃  山 根 純 之 助 19 倉 吉 北 高
〃  山 田  孝 道 31 防 府 商 高
〃  古 嶋  正 人 26 下 関 商 高
〃  村 澤  政 夫 20 南 陽 工 高

電 電 九 州
監 督  永 薗  敏 博 32 り‖ 内  高
投 手  右 田  ― 彦 2]九 州 学 院 高
″  奥 Fo3 朝 二 19 コ  ザ  高
″  長 嶺  俊 -32 宮 崎 本 庄 高
″  藤 田  裕 二 21 日 杵 商 高
〃  松 本  泰 彰 20 苅 田 正 高
″  林 田  孝 史 22 熊 本 工 高
〃    金需里予  不口lln 32  貫〔  2ヽ   フヽ

捕 手  仲 村  正 利 21 Jじ 部 工 高
″  川 越  雄 -32 国 士 舘 大
″  永 薗  敏 博 32 り1 内  高
内 野  村 岡  耕 -21 日 田 林 工 高
〃  大 橋  宗 純 24 専  修  大
〃  ,WI 正 義 23 日 田 林 工 高
〃  勝 山  晋 -26 東 海 大 三 高
〃  今 井  敬 二 32 Pヨ 司 工 高
〃  福 島   優 21 熊本第一工高
〃  岩 田  由 彦 20 福  島  高
〃  橋 本  栄 二 27 東  海  大
〃 ○柴 田  克 己 28 福  岡  大

外 野  南 牟 礼 豊 蔵 21 都 城 工 高
〃  平 山  敏 数 26 九 外:共立 大
″  榊 原   寛 20 熊 本 工 大 高
″  鈴 木  泰 司 27 仏  教  大
〃  小 林  裕 -22 熊 本 工 高

監 督  福 本  敏 -32
投 手  前 田  正 美 26
″  長 田  正 弘 26
〃  物 袋  義 広 20
″  畠 山 多 美 夫 22
捕 手  浜 田  正 三 27
″  片 岡  直 次 24
〃  望 月  俊 哉 20
内 野  西 森  伸 二 20
″  植 田   実 19
″ ○ 田 中  伸 祐 27
〃  岡 本  良 -30
〃  藤 田  和 浩 19
〃  武 市  雅 則 22
〃  木 村 富 士 夫 27
外 野  田 中  順 二 29
″    オくえ[    青目 27
〃  生 田  道 伸 23
〃  泉   里 史 31
〃  川 元  勲 19
″  丸 谷  清 二 24

飾 磨 工 高
早 稲 田 大
八 代 学 院 高
大  阪  高
高 知 工 高
明  治  大
大 阪 市 大
倉 敷 工 高
高 知 工 高
尼 崎 工 高
育  英  高
明  '台  大
市 神 港 高
徳 島 商 高
法  政  大
市和歌山商高
立 命 館 大
駒  沢  大
関  西  大
市 尼 崎 高
大 阪 学 院 大

丸 善 石 油
監 督  窪 田  欣 也 34 亜 細 亜 大
投 手   浜 口   守 2]弓 削商船高専
〃  成 田  幸 洋 20 ノヽ 幡 浜 高
〃  板 倉  利 弘 21 福 丼 商 高
″  新   孝 博 28 初  芝  高
〃  藤 井 栄 ― 郎 29 明 治 学 院 大

捕 手  秋 葉  秀 雄 26 勝  浦  高
″  金 田   進 2]近 大 付 高
〃  黒 木  隆 春 20 延 岡 学 園 高
″  益 田  佳 明 29 立  正  大
内 野  浜 口   明 21 大  鉄  高
″  神 崎   直 29 津 久 見 高
″  角 田   栄 26 木更津中央高
〃 ○福 永  純 -30 亜 細 亜 大
〃  深 谷  勇 人 21 近 大 付 高
〃  野 口  憲 次 29 明 治 学 院 大
〃  伊 藤   司 ]8 尼 崎 工 高
〃  坂 口  利 邦 20 鹿 屋 工 高
″  徳 藤  幸 三 3]宮 崎 商 高
外 野  高 石  貢 治 22 新 居 浜 商 高
〃  古 丼  浩 二 26 海  南  高
″   佐 藤  '羊―-22 二松学舎大付高
″  安 村   覚 22 明 治 学 院 大
″  山 本 潤 ― 郎 22 津 久 見 高
〃  末 崎  友 己 27 生 野 工 高
〃  窪 田  欣 也 34 亜 細 亜 大
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優勝〓ヤマハ発動機 (初優勝)

初陣・ヤマハ発動機が創部 2年 目にして日本一の座につ
いた。1982年 の世界選手権にも出場 した32歳のベテラン・

鈴木が快進撃の原動力となった。低めへの制球力、多彩な
変化球は頂点を極めるに十分だった。打線も本塁打こそな
かったが、好機を逃さず、しぶとかった。
ヤマハ発動機には休部 した大昭和製紙北海道から鈴木ら

が移籍。夏の都市対抗初出場でいきなりベス ト8。 望月監
督は日本選手権で優勝を狙っていたが、日産自動車、日本
生命、住友金属など強豪ひ じめく中にあっては伏兵の一角
にすぎなかった。初戦の 2回戦で優勝候補筆頭の日産自動
車と対戦。九回に追いつかれたが、その裏、エース鈴木に
代打山本和を送って、サヨナラ勝ちした。全員で戦う姿勢
がこの試合でチームに浸透 し、日本生命、電電関東には 1

点差勝ち。優勝戦は鈴木―山本賀の継投で日本通運を抑え
た。日本通運は看板の強打線が初戦から爆発 したが、優勝
戦は不発。しかしそのパワー野球は真価を十分に発揮した。
ベス ト4の新日鉄堺は若手起用が裏目に出た。

ヤマハ発動機

〔優勝戦〕日本通運―ヤマ八発動機 二回表、ヤマハ発動機無死―塁、野口
の左越え二塁打で一塁から馬場ホームヘ、捕手。光野が落球してセーフ。

>委員長=小西正一 >副委員長=三輪武 >委員=中 西明、三宅享次、小林加寿男、戸田直佑、本郷良直、広沢渉、片岡成大、
木嶋一晃、森武雄、清水正輝、箕浦勝春、山川lll司 、加瀬弘、原田謹爾、上杉正、津田浩嗣、枢秀雄、岸野金治、樫根清一、
松山守、池田貴義、鶴田泰夫、大橋慶三、小林勉、石渡義、桃田晴彦、中西則夫、河島秀喜、桂等、清水忠雄、吉田龍男、
浜崎健一、前田利昌、鹿多証道、生越芳明、東優孝
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第 3試含=1回戦(午後 2時32分開始)

i「混壇聖::::::::::||
▽10月 24日
第 1試含=1回戦(午前 9
大 倉 工 業 100002300
王子製紙苫小牧 050 001 30X
>審 判 (球審 )中 西 明 (塁審 )片岡 、石 渡 、岸 野

3]口 955

>本塁打=阿部―l号 ③(舘林)>二塁打=千葉 林 中西 lla□
〉犠打=大 1(本田)苫3(田 中茂 石丼、菅野)>盗塁=大5(江 原
2和田 中西、高畑)>失策=大 1(堀家)苫 3(長 沢、佐々木稔 佐
々木―)>試合時間=2時 間33分

2 =1回戦 (午後 0 )

>審判 (球審)木嶋(塁審)広沢、鹿多、小林勉

38126 6 3
犠
２

▽ 10月 25日
第 1試含=1回戦(午前 9時 1分開始)

大分鉄道管理局 000 000 00010
日 本 通 運 01000101X3
>審判(球審)松山 (塁審)樫根、中西則、戸田

336030 278 2 3 1

>審判(球審)力日瀬(塁審)浜崎、本郷、小林加(外審)桂、桃田
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回 安 振球 貢
加  藤  9 6300

>三 塁 打 =金 丸 >二 塁 打 =東 、金 丸 >犠 打 =大 ]

(甲 斐 )日 2(金 丸 、辻 )>失 策 =大 ](東)日 2(望
月 、金 丸 )>試 合 時 間 =1時 間 55分

こ れ で 晴 れ て 結 婚 式
○ 人分鉄道管理局の二番千ビソチャ に登場した藤本
弘之投手は31日 が結婚式。勝ち進んで決勝までいけば挙
式に間に合わないし、勝たねばならぬし、と複雑な心境t「相
手の両親も“試合の方に力を入れてくれ と`言っていますの
で」と試合に全力投球したが、幸か不幸か、敗退。「新郎の
いない結婚式」という“最悪"事態は避けられた。

第 2試合=1回戦(午前11時30分開始)

王子製紙春日井 102 000
三菱重工広島 000 110
>審半J(球審)森 (塁審)吉田、前田、櫃

>本塁 打 =若 松 1号 (新美 )>二 塁 打 =佐 藤 、山 際 、
疋 田 、富 士 野 >犠 打 =王 1(山 際 )三 ](富 士 野 )>
盗 塁 =三 ](富 士 野 )>失 策 =三 1(荒 谷 )>試 合 時
間 =2時 間 28分

中 村 明
中 村 弘

>三塁 打 =武 市 >二 塁 打 =高 岡 、 4/」 内 >犠打 =拓
1(高 岡 )り ‖2(武市 、 田 中 )>盗 塁 =拓 1(中 尾 )>
失 策 =拓 ](山本 )>試 合 時 Fo5=2時 間 38分

第 4試合=1回戦(午後 5時41分開始)

>審判 (球審 )小林勉 (塁審 )桂、箕浦、桃田 (外審)本 郷、浜崎

回 安 振球 責
西  谷 4 3321
二  保 3%4201
門  倉 1%2231
>本塁 打 =田 代 ]号 (富樫 )山本 1号 (富樫 )>二 塁
打 =東 、山 本 2、 斉 藤 >犠 打 =九 ](江口 )釜 5(永
野 、菊 池 、若 槻 、吉 田 、平 川 )>失 策 =九 2(柿木 、原
野 )>試 合 時 間 =2時 間 55分
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>三塁打 =内藤 >二塁打 =北 口2〉 犠打 =松2(磯本、林)国 2
(林 、本田)>盗塁 =松2(前嶋 平谷)>失策 =松2(北 回、平谷)国
3(林 、坂野、高橋)>ボーク=力日藤 >試合e寺 間 =2時 間19分

第 3試含=1回戦(午後 3時50分開始)

川崎製鉄神戸 000 000 001¬
日 本 楽 器 00200100X13
〉審判 (球審)力日瀬 (塁審)大 橋、清水正、河島 (外審)長谷 鹿多

残
6 286 2 2 4

>二塁 打 =熊野、筑 瀬 >犠打 =川 1(筑 瀬 )日 1(小磯 )

>盗塁 =日 1(大野 )>失策 =川 2(松 川 、中村 )>暴投
=石井 >捕逸 =船越 >試合 時間 =2時 間 3分

心 は 古 巣 に 飛 ん で
○ 昨年末、休部になった人昭和製紙北海道のナインが
新しいチームに移って大活躍している。川崎製鉄神戸戦で
完投した日本楽器の小磯投手や四国銀行戦で逆転 l塁打
を放った日産rl動車の村 11捕 手らで「さすが、昨年準優勝
チームの選手や」の声がネット裏から飛んだ
方、小磯、村 L両選手、それに日楽のIL番打者で、かつ

て大昭和北海道の主将だった大野選「 らの気になっている
のが、大昭和北海道野球部を復活させようという署名運動.

地元 白老田「青年会議所などが「大略II野球部は田■こと
って精神的なよりどころ」と、今119月 に害名運動を始め、町
民の r`分以_Lの 1万401Xl人 の署名を集め、10月 29「」にも大
昭和製紙の幹部に野球部復活を陳情する
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Ｉ 新日鉄堺=ベスト4

浜崎 満重監督
(福胃書菫暑↑裾奮)

罐蟹里話彙ち毎日新聞)

「三流の結束に自信」
30歳で監督を引き受けて 4年目のチームでした。平

均年齢は21歳未満。連日、ハードな練習で鍛え上げた。
その年に都市対抗に出場 し、その勢いで日本選手権も
3年連続出場。ベス ト4入 りしたが、新日鉄堺の実績
を刻む上で貴重な経験になった大会でした。
準決勝の日本通運戦は、思い出深い一戦です。九回、
3点差を追いかけて、代打攻勢をかけた。控えだが、
努力してきた樽回、山尾という選手が土壇場でチャン
スをつくった。 1点差に詰め寄り二死二、三塁まで食
い下がった。敗れたものの選手にとって「三流のオレ
たちだって結束すれば一流チームとも互角に戦える」
と自信をつかめました。
以後、都市対抗は4年連続、日本選手権は 5年連続

出場と、全盛時代を築いた。あのころの若手と切磋琢
磨した情熱が今も高校生を育てるうえでの基礎になっ
ています。
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第 3試合=2回戦(午後 2時43分開始)
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>審判 (球審)木嶋(塁審)鶴田、桃田、上杉 >審 判 (球審 )津 田 (塁 審 )山川 、石 渡 、鹿 多

35127 3 2
回 安 振球 責

石  井  9 5631

卜審 判 (球審 )′ 卜林 勉 (塁審 )中西 則1、 生 越 、桓

回 安振球 貫9 7901

>本塁 打 =片 山 1号 (長田 )>犠 打 =川 2(武市 、田
中 )電 1(市村 )>失 策 =川 1(布川 )>試 合 時 間 =1時間 47分
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)審判 (球 審 )大橋 (塁 審 )桂 、箕 浦 、小 林 加
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▽10月27日
第 1試合=2回戦(午前 8

>本 塁 打 =田 中 1号② (新美 )>二 塁 打 =西 村 2、
栗 山 、山 内 、三 好 >犠打 =住 3(清水 、嶋 田 、三 好 )王2(佐藤 、新 美 )>盗 塁 =住 2(西村 、松 限 )>矢 策 =
王 ](小林 )>試 合 時 間 =2時 間 14分

▽10月 28日
1試含=2 )

2試含=2回戦(午後 0時 3分開始)

▽10月26日
第 1試合〓1回戦(午前8時58分開始)
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>審判 (球審)木嶋 (塁審)中西則、清水忠、原田
【四 国銀 行 】打 安点 振球  【日産自動車】打安 点振 球
⑥  薬師 神 41010 ⑦  堀  添 40010
⑤  森  本 41010 ⑥  鈴  木 40000
③  刈  そぎ 30021 ④  杉  山 30011
③  阿  部 31001 ③  鶴  岡 43200
⑨   西  20002 ②  村  上 42210

H 浦  林 10000
犠 併 残      犠 併 残
2  0  6 306 3 5 4     1  1  4 307 4 8 1

>本 塁 打 =鶴 岡 1号② (山本 )>二 塁 打 =沖 田 、村
上 、米 田 >犠 打 =四 2(4ヽ 橋 2)日 1(若山 )>盗 塁
=四 3(刈谷 、阿 部 、沖 田 )日 3(杉山 、鶴 岡 、村 上 )>
失 策 =四 1(森本 )日 1(萩 原 )>試 合 時 間 =2時 間
26分

新 日 鉄 堺 010201012
王子製紙苫小牧 100 000 010
>審半」(球審)鶴田(塁審)中西則、長谷、森

犠 併 残
2  0  4 35117 6 1

>本 塁 打 =中 西 1号 (樋 口 )浦 ]号② (樋口 )浦東 靖 1

号 (高橋 )>二 塁 打 =浜 口 2、 清 水 、長 沢 、浦 東 靖 >犠
打 =堺 2(花 川 、浦 東 徳 )王 1(田 中 茂 )>盗 塁 =堺 2
(清水 、西 垣 )王 1(菅野 )>失 策 =王 1(田 中 茂 )>試
合 時 間 =2時 間 31分

回 安振 球貢
Jヒ   Eコ   9  3 9 2 0

>二 塁 打 =倉 八 >犠 打 =松 4(磯本 3、 奥 代 )明 2
(成島 、松 本 )>盗 塁 =明 1(成島 )>暴 投 =松 本 >
試 合 時 間 =2時 間 28分
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3試含=2
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第 2試合=2回戦(午前11時17分開始)

日 本 生 命 0020000204
新 日鉄 釜石 000000000‐ 0
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>審判 (球審)山川 (塁審)広沢、森、戸田

犠 併 残
0  0  7 35104 2 3

>三 塁 打 =富 樫 >二 塁 打 =花 野 、佐 藤 >犠 打 =新
1(平 川 )>盗 塁 二 日 3(安西 、楠 原 、赤 丼 )>失 策 =
新 ](長 田 )>試 合 時 間 =2時 間 24分

日産 自動車 000
ヤマ八発動機 300
>審判 (球審)松山(塁審)吉田、大橋、津田

>本 塁 打 =若 山 ]号 (鈴木 )>二 塁 打 =山 本 秀 、鶴
岡 、村 上 >犠打 =日 2(鈴木 、米 田 )ヤ ](野口 )>盗
塁 =ヤ 1(山 本 秀 )>矢 策 =日 ](荻 野 )ヤ ](中本 )

>試合 日寺間 =2日寺間 28分

▽ 10月 29日
第 1試合=準々決勝(午前8時56分開始)

新 日 鉄 堺 2033001009
松 下 電 器 0002000002
>審半J(球 審)木嶋 (塁審)桂、長谷、東

犠 併 残
3  0 10 40149 6 3

>二 塁 打 =西 垣 、浦 東 徳 、前 嶋 >犠 打 =堺 3(藤本
公 、清 水 、中 西 )>盗 塁 =堺 ](花 川 )>失 策 =松 2
(野尻 、平 谷 )>暴 投 =長 谷 部 >捕 逸 =大 本 >試 合
時 間 =2時 間 26分
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第 3試含=2回戦(午後 2時14分開始)

>審 判 (球審 )山川 (塁審 )浜崎 、河 島 、岸 野

第 2試合=準々決勝(午前11時52分開始)

日 本 楽 器 0001001002
日 本 通 運 00040100X5

▽10月 30日
1 (

新 日 鉄 堺 000011
日 本 通 運 030010
レ審半Jは審)山川 (塁審)鶴田、樫根、森

力日  肇曖

>三 塁打 =久我 >二塁打 =加藤、牛島、米倉 〉犠打 =堺3(浦東
靖、清水 浦東徳)日 2(牛島 八木)>盗塁 =日 1(辻 )>矢策 =堺 1

(米倉)日 1(望月)>試合時間 =2時 間25分

日通 速 攻 、加 藤 が死 守
日本通運・加藤が打線の援護を受け、3連続完投

勝利を飾った。日本通運は二回、岡田が左前打、一
死後、町田が右前打し右翼手が後逸する間にまず 1

点。久我の右中間三塁打と八本のスクイズで計 3点
を先取した。町円の安打はヒット・エンド ランがかか
っており、積極的な走塁が右翼手のミスを誘った。
五回にも辻、牛島の長短打で加点して新日鉄堺の

反撃の勢いを削ぎ、八回一死二、三塁から代打・辻
山の遊ゴロで貴重な追加点を挙げた。
新日鉄堺も激しく追い上げた。五、六回にそれぞれ

連打で無死一、三塁とし五回は犠飛、六回はスクイズ
で 1点 ずつ返した。九回は一死後、代打・樽国の左
前打、代打 山尾の中前打で一、二塁。二死後、花
川の中前適時打で 1点を返し、米倉の左翼線二塁打
で 1点差とした。しかしなお二、三塁の逆転機は加藤
に抑えられ、惜敗した。

第 2試合=準決勝(午後 1時54分開始)
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>本 塁 打 =岡 田 3号 ④ (小磯 )>二 塁 打 =武 居 、辻
山 、加 藤 、辻 、鈴 木 >犠 打 =楽 1(小 磯 )通 1(望 月 )

>盗塁 =楽 1(小 林 )>試 合 時 間 =2時 F839分

第 3試含=準々決勝(午後2時32分開始)
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>審判 (球審 )鶴田 (塁審 )森 、鹿 多 、生 越

回 安 振球 責
中  後  9 513]

>本塁 打 =坂 本 照 ]号 (小杉 )三好 ]号 (中後 )>犠
打 =住 2(西村 、嶋 田 )電 2(中野 、浅 田 )>盗 塁 =住
](児 嶋 )>暴 投 =小 杉 >試合 時 間 =2時 Fo0

思 わ ぬ 立 ち上 が り
○…住友金属は、このところ力をつけ、調子を上げて
いる左腕の小杉が先発した。しかし、小杉は思いもし
ない制球難。高橋をはさんで今夏の都市対抗野球で
橋戸賞 (最 高殊勲選手賞)を獲得した石井投手を三
Lnlから繰り出したが、立ち上がりの失点が響いて都市
対抗に続く選手権優勝は“夢"で終わった。「都市対
抗の優勝戦のときと同じくらtヽ気合がはいったJと石井。
そのことば通り・ i回以後、2安打、21■l球だけで電電
関東に追加点を許さなかったが、負けては言葉も弾ま
なかった。

第4試合=準々決勝(午後5時 5分開始)

早どλ為霞::: ::: ::臭 |:
)審判 (球審)中西明 (塁審)樫 根、吉田、小林勉(外審)桃田 生越

犠 併 残
2  0  4 275 2 7 1

>二塁 打 =中 本 、上 野 2、 佐 竹 >犠打 =日 1(丼 尻 )

ヤ 2(野 口 、山 本 常 )>盗 塁 =日 1(赤 丼 )ヤ 1(山 本
秀 )>失 策 =ヤ 2(山本 秀 、矢 田 )>試 合 時 間 =2時
間 20分
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>二塁 打 =山 本 常 、渡 辺 >犠 打 =ヤ 1(馬 場 )電 1

(浅田 )>盗 塁 =ヤ 1(中本 )電 ](力日藤 )>試 合 時 間
=2時 間 7分
ベテラン同士の投手戦、鈴木に軍配
32歳の鈴木と31歳の市村。ベテラン投手の投げ合

せヽとなった。ヤマハ発動機は三回無死で山本常が左
中間 1塁打、四回には先頭の中本が三塁強襲安打。
電電関東も 回無死、中野が中前

=J、
五回は加藤、渡

辺の短長打で一死二、三塁と再■、好機をつくったが、
両投手のベテランらしい落ち着いた投球に後続を断た
れた。
鈴木は落ちる球を武器に打者の打ち気を読んで巧

みな配球。市村は右打者の内角を速球、シュートで思
い切りよくついてから外角を生かす。 1人とも制球がよ
く、甘い球がなかった。
均衡を破ったのはヤマハの鈴木。七回二死後、上

野、山本常の連打後、左前適時打を放って先制点を
挙げた。さらに山本秀の三遊間安打で加点。その裏、
電電関東は二死から加藤が遊撃内野安打して三盗。
渡辺の二塁手右を襲う安打の間に加藤が好走して生
還。 1点差に詰め寄ったが、後続が鈴木の落ちる球に
かわされた。
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第9回大会 大会言己録

▽10月 31日
0時57分開始)

ヤマハ発動機 030 000 000
日 本 通 運 000100000
>審判(球審)山川 (塁審)中西明、木嶋、津田

犠 併 残
1  0  3 305 3 5 2

ヤマハ発動機は連投
のベテラン・鈴木を押し
たて、日本通運 はエー
ス・加藤を温存し、20歳
の玉田が先発。ヤマ発
が先手を取って好継投
で逃げきった。
ヤマ発は二回、先頭

の馬場が一、二塁間安
打。野口が左越え 二塁
打を放ち、先制した。さ
らに上野が送り、山本常
死球で一、三塁。鈴木
三振後、山本秀が左越
えに二塁打 して 2走者
を迎え入れた。
3点のリードで鈴木の

投球が生きた。四回ま
で 6安打を許 しながら
も、カーブ、速球を低めに
投 げ分け、四回の 1点
だけで山本賀につない
だ。山本賀は鋭く変化
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>二 塁 打 =野 口 、山 本 秀 >犠 打 =ヤ 1(上野 )>盗
塁 =日 2(辻 2)>試 合 時 間 =2時 間 40分

ヤマ発、好継投で逃げ切る
するカーブを有効に使って、ロングリリーフに成功した。
日本通運は四回、大田垣、光野、安楽が 3連オJして 1点を返しただけ。満

塁を含む 3本塁オ丁を放っている主砲 岡田が抑えられたのが響いた。l■」田に
はチャンスが 3回あったが、中でも惜しまれるのは人回。一死後、辻が左翼フェ
ンス直撃の安打で出塁したが、フルカウントから内角低めに決まったスライダーを
見送って三振に倒れた。

監 督 談 話
ヤマ八発動機・望月教治監督 鈴木の好投に尽きる。それに山本賀も

予想どおり投げてくれた。優勝戦に関して言えば、3、 4点勝負と踏んでいた
が、■回にいきなり3点を先制できて、いい試合運びをすることができた。
日本通運・中村国勝監督  9安打が出たのだから、打てなかったわけで

はない。しかし五回から代わったヤマハの山本賀投手は徹底して低めにボー
ルを集め、決定打が出なかった。ヤマハには初陣の勢いがあった。私にも選
手たちにもいい勉強になった優勝戦だった。 ヤマ発の望月監督は前日、「優勝戦で鈴木を投げさせるのは気の毒

だ。もう限界を超えているから」と鈴木登板に気遣いを見せていた。だ
が大一番に先発を任せられるのは、やはり32歳のベテラン・鈴木でしか
なかった。これで 3試合目の鈴木はだれの目から見ても、疲れがありあ
りと見え、気力だけで持っていた。
四回、1点を失って鈴木の緊張の糸が切れたのを見てとった望月監

督は「ご苦労さん」の一声をかけ、五回から対日本生命戦で好救援を演
じた山本賀をマウンドに送った。
鈴木をたてて必勝を期したヤマ発に対して当然、エース加藤と思われ

た日本通運は、控えの玉円を先発させた。玉円は対岩手銀行戦で好
投しており、次のエースなのだから、日通の投手起用に誤りがあったとは
言えない。日通の中村監督は「加藤は体がバラバラだったので、玉田を
先発させた」とヤマ発を甘く見たのではないことを強調した。
しかし、投手起用がl・LJチームのナインの士気に微妙な影響を与えたこと

はまぎれもないことだろう。望月監督は「加藤君が先発してこなかったと
きに、優勝できると確信した」という.
どうひいき目に見ても日通が六分四分、あるいはヒ分 i分で有利だっ

た。現に両チームがオープングームをしたときは、日通が完膚なきまでに
ヤマ発を打ちのめしている。だがデータはあくまでデータでしかなかった。
こんな大試合ではデータ以外のプラス アルファが働く。山本賀の好救
援がその一つだった。力では上の、しかも、当たっている岡田を2打席
連続三振に仕留めた。「鈴木さんが頑張っているのだから、僕らも、の気
持ちで投げた」と山本賀は言う。
移籍した選手たちの 1年 目の活躍は期待して間違いないとよく言わ

れる。今夏の都市対抗でいきなりベスト8になった時から、望月監督は
ひそかに「ダイヤモンド旗Jを狙い、その野心を見事に成就させた。鈴木
をはじめ大昭和製紙から移籍の選手が中軸を成して初優勝を飾ったヤ
マ発の新しい歴史はいま、始まった。中軸の選手たちが、ヤマ発生え抜
きのこれからの歴史を刻む、若手選手に得がたい教訓を残したのである。

(相馬 卓司)

―ヤマ発ナイン奮起

ヤマハ発動機 望月 教治監督
倉J部 2年余で「社会人野球 日本一J―強運

とtヽうべきだろう。「混成のチームだけに 1年 目
が勝負。その狙いどおりιこ選手がよくやってくれ
ました」
休部した大昭和製紙からの移籍組を中心に

据えての快進撃。「彼らベテランとJiえ抜きの選手とは、うまい具合に力も
年齢も開いていて…」。さりげなく言うが、両者の融和や選手集めにみせ
た手腕は年齢の深みを感じさせる。
きらびやかな球歴である。静岡商高―専修大一熊谷組の現役を通じ

て主に遊撃手。1952年センバツ優勝、大学では4回優勝、都市対抗に
は補強も合めて 6年連続出場、60年には「黒獅子旗」に輝く。監督経験
も豊かだ。専修大を3年率いてリーグ制覇 2回と大学選手権 1回、社
会人チームを経て静岡商高を8年間指導、春夏 3回甲子園へ。80年ヤ
マハ発動機初代監督に就任した。
「長い野球生活だが『悔やまず、憂えず、惑わずJで、気持ちの切り替え
は早いほうです。ほとんどのプレーは忘れ去った中で『野球はこわい』と
思ったシーンがただ一つ」。熊谷組で優勝した年の準決勝。 1点リード
で迎えた最終回に無死満塁のピンチ。三塁を守っていたが、ひざが動か
ず、打球が来ないことを祈るのみ。結局、三者三振だったが 。
「社会人野球は選手にやる気を起こさせることが主眼。高校生には監
督の力がそのまま反映するので、一番面白いJ。 大石
(近鉄)、 久保寺 (南海)らを育ててきた。
いまも高校野球をよく見る。「ひたむきなところがいい

んですJ。 その一途さを共有するため静岡商高監督の
ときに禁煙した。望月監督は守り中心、高校を原点に
するが、日標は一段と高くなった。「次は都市対抗で
優勝したいですねJ (丸山 雅勇)
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第 ‐ 1回1大 会 表 彰 選 手
◇最高殊勲選手賞 鈴木政明投手 (ヤマハ発動機)3試 合、22

回投げて自責点 5、 うち 2試合完投。右上手投げからコーナーい
っぱいに投げ、変化球を巧みに操る。勝山高(岡山)か ら社会人野
球の名門、大昭和製紙に入社、都市対抗のほか全日本チームの大
黒柱として活躍り大昭和製紙野球部が休部となったため、1982年
2月 ヤマハ発動機入社。32歳、183'ン 、82キ ロ、右投げ右打ち。
◇敢闘賞 カロ藤正次投手 (日 本通運)4試 合、29回 を投げて自

責点 6、 防御率186。 日本通運のマウンドを支えた。千葉・勝浦
高から専大に進み、東都大学リーグでは 2勝 しただけ。社会人に
なって力をつけたが、2年 目の1981年春、全国東京大会の 1回戦
で神戸製鋼を2安打完封して自信をつけた。左腕からカーブ、シ
ュー ト、シンカーを駆使、打者の打ち気をそらしてうまい投球を
する。25歳。176与 ン、65キロ。左投げ左打ち。
◇打撃賞 辻発彦三塁手 (日 本通運)5試 合、20打数10安打 6

打点、 5割。初戦の対大分鉄道局戦は無安打だったが、 2回戦の
対岩手銀行戦の第 1打席に本塁打を打ってから調子に乗り、以後、

九州産交
江 口 明 信 選手

「ただひたすら野球が好きな
んですわ。それだけかも知れん
ですタイ」
田舎の農夫を思わせるヌーボ

ーとした面立ち。西日本の社会
人野球界の最年長現役選手、九
州産交 (熊本)の江口明信選手
(35)で ある。強打線をもって鳴
る九州産交で一昨年まで主砲
(四番)の座に君臨、その後も助
監督のかたわら代打の切り札と

してますます活躍する大ベテランだ。
熊本県立済済費高から中央大へ。卒業後郷里の九州産交に人社
して13年 目。
長持ちの秘けつは ?「秘けつなんてないですよ。大きな病気や

ケガがなかっただけ。それにウチの場合、伸びかかってきた若手
の退部やプロ人りで、結局腰を据えぎるをえない感じもあって」。
長寿選手ではあるが、練習は100%燃焼の金力投球。バ ッティ
ング投手を買って出たりして「力を落とさないために、力を出し
きる」ことを心411け ている。
13年間の通算平均打率、 2割 8分。ホームラン約40本。代打中

心の現役選手生活ながら、 9月 の日本選手権九州予選では5打数
3打点の大活躍だった。
「音の仲間や友達がよく言うとですよ。まだやっとんか、お前、
とね。そんな激励を受けてもいるんですから、こうなりゃとこと
んがんばりたいですね。」。チームと同じく、 3年連続 6回 目の日
本選手権。年には全くこだわらず、最年長選手は若獅子さながら
のファイトで直前の練習に力こぶ、である。

毎試合、チャンスメーカーになり、あるいは得点源になる活躍だ
った。佐賀東高から日本通運に入社 して6年 目。高校時代から三
塁手で、年ごとに実力を伸ばし社会人 3年 日でレギュラーポジシ
ョンを確保。シュアな打撃の持ち主で、早いカウントからでも甘
い球を逃さず積極的に打っていく。ベースー周14秒 そこそこの俊
足で、守備範囲も広い。24歳。181与 ン、74ち。右投げ右打ち。
◇大会優秀選手
【投手】鈴木政明(ヤ マハ発動機)加藤正次(日 本通運)市村則紀

(電電関東)石井毅(住友金属)萩原孝治(新 日鉄堺)小磯健次(日 本
楽器)北口勝久(松下電器)【捕手】山本常義(ヤマハ発動機)八木
孝治(日 本通運)本f上忠則(目 産自動車)【内野手l牛島浩彰(日 本
通運)長井秀夫 (電電関東)山本秀樹 (ヤ マハ発動機)金丸昭彦 (日 本
通運)野尻正博 (松下電器)辻発彦 (日 本通運)大野敏彦 (日 本楽器)

上野貴士 (ヤ マハ発動機)浦東靖 (新 日鉄堺)田 申祐司 (住友金属)

【外野手l岡田吉富(日 本通運)熊野輝光(日 本楽器)鶴岡昌宏(日 産
自動車)三好一幸 (住友金属)野口恭弘 (ヤマハ発動機)

OOOOOO― OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO― OOOOOOOO― OOOOOOOOOO― ○OOOO

rまだまだ現役です」と張り切る
江口選手

都市対抗、日本選手権に初出
場。創部 2年 目にして日本楽器、
河合楽器と強豪のそろう中部地

ヤマ八発動機へ移籍、投の大黒柱
として活躍した鈴木投手

心 は“若獅子 "ベテラン 2人
35歳、代打の切り札 32歳、移籍で花開く

ヤマ八発動機
鈴 木 政 明 投手

区で、早くも社会人野球の二つのメーン大会出場を獲得したヤマ
ハ発動機にとって、今年は「全国に飛躍した」記念すべき年である。
そのヤマハ発の大黒柱が、エースの鈴木政明投手 (32)だ。昨年

末、休部した大昭和製紙からの移籍組の 1人だが、都市対抗の予
選に続いて、日本選手権の予選も、社会人野球界では高齢の部類
に入る32歳 とは思えぬ獅子奮迅のピッチングを見せた。 1回戦の
北陸銀行を2安打の完封に退け、翌日の代表を決める準決勝・関
東自動車戦も先発。大量 8点のリードで勝利を見届けてから、 8
回、若手にマウンドを譲った。ヤマハ発動機には、若い投手はた
くさんいるが「なんといっても大事な時には鈴木 しかいません」
(望月監督)と いう。
国内大会ばかりではない。今年は初めて全日本代表に選ばれ、
ソウルで開かれた世界選手権に出場。社会人を代表する並み居る
投手たちをしり日に、全日本の
エースとして大活躍した。
「いったいどうなっているん
でしょうね。自分でも分かりま
せんよ」と32歳 にしてつかんだ
“いいことず くめ"に 首 をひね
る。もともと素質は十分にあっ
た。その素質と努力とがかみ合
い、新生ヤマハ発動機に出合っ
て、ようやく花開いた。
「今年最後の大会。都市対抗
では 1勝することが目標だった
が、日本選手権はできれば優勝
したいですね。」
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第9回大会 地区大会成績
(太宇チーム本大会出場チーム)

9月 11日 から 5日間 札幌市営円山球場

電 電北 海道
東 部札 幌 ク
札 幌村 上 ク
日産サニー札幌
札幌卜∃ペット
王子製紙苫小牧
函 館 太 洋
札幌鉄道管理局
山陽国策パルプ
航空自衛隊千歳
新 日鉄 室 蘭
北海道拓殖銀行
森 倶 楽 部
旭川鉄道管理局
小樽野球協会

子製紙苫小牧

2

北海道拓殖銀行

3

◇青森▽一回戦 全弘前倶9-3三菱製紙
八戸、八戸市水道部14-0オール青森▽準決
勝 八甲ク4-3全弘前倶、八戸市水道部 1

-0自衛隊青森▽決勝 八戸市水道部9-1
八甲ク(勝者は第二次予選へ)

◇岩手▽一回戦 福高ク7-3-関三星、
オール不来方 5-1雫石ク、北上球友14-7
オール軽米、宮城建設久慈ク14-11オール江
刺、オール釜石(不戦勝)花北ク、九戸ク6-
5盛友ク、釜石野球団11-4オール宮古、花
友ク5-3水エク▽二回戦 県経済連4-3
福高ク、水沢駒形ク9-1オール釜石、岩手
銀行11-3北上球友、新日鉄釜石10-0オー
ル不来方、小野田セメント10-1宮城建設久
慈ク、アイワ9-0九戸ク、盛岡鉄道管理局
8-3花友ク、釜石野球団11-9東京製綱▽
準々決勝 県経済連7-1水沢駒形ク、新日
鉄釜石11-0アイワ、岩手銀行8-4小野田
セメント、盛岡鉄道管理局11-1釜石野球団
▽準決勝 新日鉄釜石3-0県経済連、岩手
銀行3-0盛岡鉄道管理局(勝者は第二次予
選へ)▽決勝 新日鉄釜石3-0岩手銀行
◇秋田▽一回戦 秋田鉄道管理局9-2秋
商ク、東北球友会 1-0秋田銀行、TDK8
-1秋田経大校友ク▽準決勝 秋田相互銀行
5-3秋田鉄道管理局、TDK7-6東 北球
友会▽決勝 秋田相互銀行11-2丁 DK(勝
者は第二次予選へ)

◇宮城▽一回戦 仙台鉄道管理局5-1六
軒丁ク、電電東北12-0村田ク、専売東北(不
戦勝)白石ク▽準々決勝 仙台鉄道管理局16
-0白山ク、電電東北8-0三ツ島ク、七十
七銀行12-3サニーク、専売東北(不戦勝)仙
台Rク▽決勝リーグ 仙台鉄道管理局3-1
七十七銀行、電電東北5-3専売東北、電電
東北10-1七十七銀行、専売東北 1-0仙台

鉄道管理局、専売東北9-1七十七銀行(専
売東北、電電東北、仙台鉄道管理局は第二次
予選へ)

◇山形▽一回戦 山形相互銀行3-1日大
山形OBク▽決勝 山形相互銀行3-2鶴岡
野球ク(勝者は第二次予選へ)

◇福島 ▽一回戦 須賀川ク7-6勿来ク
▽二回戦 福島硬友ク7-0ニュー相馬ク、
オール常交7-OSGク 、好間ク10-1原田
ク、ミドリ十字病院ク8-2二本松ク、郡山
水産ク10-1自 衛隊福島、∃―クベニマル9
-1飯塚病院ク、小名浜ク3-1学石OBク、
矢吹ク3-2須賀川ク▽準々決勝 福島硬友
ク7-5好間ク、ヨークベニマル6-0ミ ド
リ十字病院ク、郡山水産ク9-1小名浜ク、
オール常交14-0矢吹ク▽準決勝 ∃―クベ
ニマル4-3オール常交、郡山水産ク7-0
福島硬友ク(勝者は第二次予選へ)▽決勝 ヨ
ークベニマル4-0郡山水産ク

1

岩手銀行

3

◇東京▽ 一回戦 東京ガス8-0三井銀
行、東京鉄道管理局14-7日本 IBM、 朝日
生命9-5鷺宮製作所▽準々決勝 プリンス
ホテル8-4熊谷組、リッカー4-3東京ガ
ス、電電東京 4-0東京鉄道管理局、明治生
命8-2朝日生命▽準決勝 プリンスホテル
3-1リ ッカー、明治生命7-0電電東京▽
三位決定戦 電電東京8-3リ ッカー▽決勝
明治生命 7-0プリンスホテル(3位までが
第二次予選へ)

◇東京多摩▽一回戦 東芝府中13-0全調
布、スリーボンド8-2全府中▽決勝 東芝府
中6-4ス リーボンド(勝者は第二次予選へ)

◇神剰 l:▽一回戦 東芝 4-1いす 自ゞ動
車、日産自動車10-1三菱重工横浜、日本鋼
管4-0三菱自動車川崎、日本石油 5-2清
工建設▽準決勝 日産自動車6-1東芝、日
本石油9-8日本鋼管▽3位決定戦 東芝 9
-1日本鋼管▽決勝 日産自動車10-9日 本
石油(3位までが第二次予選へ)>二次予選

9月24日 から 3日間     県営宮城球場

山形相互銀行
新 日鉄 釜石
仙台鉄道管理局
八戸市水道部
∃―クベニマル
秋田相互銀行
専 売 東 北
岩 手 銀 行
郡 山 水 産 ク
電 電 東 北

◇茨城▽代表決定戦 住友金属鹿島8-3
水戸鉄道管理局、日立製作所10-0鹿島石油
(勝者は第二次予選へ)

◇群馬▽一回戦 伊勢崎レッドソックス12
-0オール太田ク、全前橋ク2-0硬友ク▽
準決勝 高崎鉄道管理局5-4伊勢崎レッド
ソックス、富士重工業16-2全前橋ク(勝者
は第二次予選へ)▽決勝 富士重工業 9-0
高崎鉄道管理局
◇埼玉▽一回戦 全浦和11-1都幾川ク▽
準々決勝 エーザイ7-0全三郷、大和ク7-
0飯能高OB、 日本通運11-3全浦和、本田技
研12-5全大宮▽準決勝 日本通運 8-2
エーザイ、本田技研6-3大和ク(勝者は第二
次予選へ)▽決勝 日本通運 5-2本田技研
◇千葉▽一回戦 新日鉄君津 2-0三井造
船千葉▽準決勝 電電関東 4-3新日鉄君
津、川鉄千葉4-1千葉鉄道管理局(勝者は
第二次予選へ)▽決勝 電電関東 3-3川鉄
千葉=日没引き分け再試合、電電関東 5-1
川鉄千葉

銀手
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仁何

>二次予選
10月 9日から 5日間     群馬県営球場

産
車動

日
自

◇新潟▽一回戦 新潟コンマーシャル14-
1自根野球団、国鉄新潟9-1新津ク、加茂
キグナス5-3オール東、ヤングセブン3-
2小千谷ク、ニチエー11-3長商ク、吉田ク
13-3新潟青雲ク、新潟ク22-13オール十日
町▽準々決勝 国鉄新潟11-1新潟コンマー
シャル、全飯豊9-0加茂キグナス、ニチエ
ー8-3ヤングセブン、吉田ク19-11新潟ク
▽準決勝 ニチエー12-2全飯豊、国鉄新潟
13-2吉田ク▽決勝 国鉄新潟11-3ニチエ
ー(勝者は第二次予選へ)

◇富山▽三回戦制 Jヒ陸銀行4-1電電富
山、北陸銀行 9-6電電富山(北陸銀行は第

>一次予選

1

5

>一次予選

>一次予選
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二次予選へ)

◇静岡▽一回戦 岳南ク9-3浜商闘魂
会、河合楽器10-0富士エンゼルス、静岡ク
10-0全三島ク、ヤマ八発動機6-0吉原商
エク、協和発酵ク10-9清水ク、関東自動車
工業8-0本州ク、富士ク6-2静岡物産ク、
日本楽器10-0駿河タイガース▽準々決勝
河合楽器4-1岳南ク、ヤマ八発動機7-0
静岡ク、関東自動車工業5-2協和発酵ク、
日本楽器10-0富士ク(勝者は第二次予選へ)

▽準決勝 河合楽器6-4ヤマ八発動機、関
東自動車工業5-4日本楽器▽決勝 河合楽
器 2-0関東自動車工業

河 合

▽準決勝 三菱自動車京都10-0高島屋京
都、日本新薬 5-3第一紙行▽決勝 日本新
薬2-0三菱自動車京都
◇大阪▽一回戦 大阪ガス23-0大阪高島
屋、電電近畿12-0大阪ペーシェンス、デュ
プロ12-8全三和銀行、中山製鋼10-0住友
銀行▽準々決勝 松下電器 1-0大阪ガス、
日本生命 1-0電電近畿、新日鉄堺5-4デ
ュプロ、大和銀行 8-7中山製鋼(勝者は第
二次予選へ)▽準決勝 松下電器 2-1日 本
生命、新日鉄堺7-0大和銀行▽決勝 松下
電器 7-0新 日鉄堺▽敗者復活一回戦 大阪
ガス2-0電電近畿、中山製鋼7-2デュプ
□▽第五代表決定戦 中山製鋼6-3大阪ガ
ス(勝者は第二次予選へ)

◇兵庫▽一回戦 三菱重工神戸4-1神戸
製鋼、川鉄神戸4-1小西酒造、新日鉄広畑
6-3阿部企業▽準決勝 川鉄神戸3-2三
菱重工神戸、川崎重工2-0新日鉄広畑▽決
勝 川鉄神戸 1-0川崎重工(三菱重工神戸、
川鉄神戸、新日鉄広畑、川崎重工と推薦の神
戸製鋼は第二次予選へ)

川崎製鉄神戸
中 山 製 鋼
日 本 生 命
三菱自動車京都

4

住 友 金 属
3

1

日 本 生 命
4

01鉄水島、三菱自動車水島は第二次予選へ)

▽決勝 川鉄水島2-1三菱自動車水島
◇広島▽一回戦 広島マツダ2-1東洋工
業▽準々決勝 三菱重正三原12-2国 鉄広
島、三菱重工広島2-1常石鉄工、日本鋼管
福山11-4山本鋼材、電電中国3-0広島マ
ツダ(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 三菱重
工三原4-3電電中国、日本鋼管福山10-1
三菱重工広島▽決勝 日本鋼管福山3-2三
菱重工三原
◇山口▽リーグ戦 田辺製薬 1-0協和発
酵、新日鉄光7-1航空自衛隊防府、田辺製
薬12-1航空自衛隊防府、協和発酵8-1航
空自衛隊防府、新日鉄光 3-1協和発酵、新
日鉄光 2-1田辺製薬(田辺製薬、新日鉄光
は第二次予選へ)

三菱重工広島
新 日 鉄 光
三菱自動車
田 辺 製

9月24日から 4日間 高知市営球場

電 電
日 本

桂

3

ヤ マ 八
発 動 機

7

第 一 紙 行
住 友 金 属
三菱重工神戸

9月 2日から 6日間    愛知県営熱田球場   大 和 銀 行
本田技研鈴鹿
新日鉄名古屋
電 電 東
国 鉄 名古
東 海 理
電 電 北
東 邦 ガ
三 菱 名 古
日通 名 古
トヨタ自動車
王子製紙春日丼
サンジルシ醸造

◇滋賀▽一回戦 全大津9-0近江八幡野
球ク、日本 IBM野洲12-4瀬田工OBク▽
決勝 全大津 8-8日本 IBM野洲(延長10
回引き分け=全大津が再試合への出場を棄権
したため日本 IBM野洲が第二次予選へ)

◇京都▽一回戦 京都市役所 8-1東山
ク、第一紙行4-2日本 IBM野洲(特別参
加)、 西京ク4-1丸勝▽準々決勝 高島屋
京都 1-0京都ビルク、日本新薬2-1京都
市役所、第一紙行5-4京都信用金庫、三菱自
動車京都4-0西京ク(勝者は第二次予選へ)

][ルi]::i「
]1倉エ

[{≧答]::li]1国銀
鉄
古屋

海

屋

化

ス

屋

一屋

「
Ｉ
Ｊ

日 本 新 薬
神 戸 製 鋼
新 日 鉄 堺
新 日鉄 広 畑
(敗者復活戦)

三菱重工神戸
川崎製鉄神戸
松 下 電 器
日 本 新 薬

0

新 日 鉄 堺
6 9月23日から 4日間

8

四国銀行

9

新日鉄大谷球場

一Ｆ
　
　
　
器

帥　　電

躙　　下

２川３
１松０

日立造船有明
熊本鉄道管理局
新 日鉄 大 分
九 州 産 交
日本鉱業佐賀関
門司鉄道管理局
三菱重工長崎
鹿児島鉄道管理局
新 日鉄 八 幡
電 電 九 州
大分鉄道管理局
あけぼの通商ク
ニコニコドー

◇岡山▽リーグ戦 三菱自動車水島9-3
三井造船玉野、川鉄水島9-3三井造船玉野、
三菱自動車水島4-0三井造船玉野、川鉄水
島7-3三菱自動車水島、川鉄水島7-0三
井造船玉野、三菱自動車水島3-2川鉄水島

>一次予選

トー次予選
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第9回大会出場選手等―賃 ЮはJD

王子製紙 苫小 牧
監 督  平 田  衛 -36 本し幌 光 星 高
投 手  宮 越  康 仁 20 苫 小 牧 工 高
″  大 本  健 男 18 堺 市 立 商 高
〃  中 村  重 利 19 苫 小 牧 正 高
〃  高 橋  秀 之 23 3‖ 路 江 南 高
〃  対 馬  正 志 28 様 似 商 高
〃  樋 口  博 美 30 帯 広 三 条 高
〃  大 西  豊 勝 26 苫 小 牧 正 高

捕 手  田 中  茂 樹 27 」ヒ 海  高
″  山 根  博 美 18 米 子 工 高
〃  阿 部  高 明 23 室 蘭 大 谷 高
内 野  佐 々 木 ― 尚 19 苫 小 牧 工 高
″ ○ 浜 口  正 光 28 道 産 業 短 大
〃  山 田  寿 夫 19 室 蘭 大 谷 高
″  佐 々 木  稔 27 駒大苫小牧高
″  仏 川  力 雄 28 室  蘭  工
〃  千 葉   浩 21 Jヒ 見 北 斗 高
″  石 田  ― 途 24 本し幌 光 星 高
〃  近 藤  正 治 26 道 産 業 短 大

外 野  田 中   浩 21 東 海 大 四 高
″  桑 原  雅 秀 26 函 館 有 斗 高
〃  長 沢  則 明 23 東 海 大 四 高
〃  阿 部  ― 行 25 帯 広 工 高
″  菅 野  光 弘 26 函 館 有 斗 高
〃  石 丼   馨 28 苫 小 牧 工 高

国産 自動車

北海道拓殖 銀行
監 督  白髪  良 -42 法  政  大
投 手  中 村  明 志 25 本L幌 商 高
〃   谷田部  和彦 22 早 稲 田 大
″  桧 垣  博 人 20 中 京 商 高
〃  中 本す 弘 道 20 宇治山田商高
〃  石 り1 龍 19富 良 野 高
″  新 丼 田  崇 18 倶 知 安 高
〃  北 村  彰 浩 18 釧 路 江 南 高

捕 手  竹 内  B召 文 31 法  政  大
〃  三 浦  克 典 24 本L 幌  大
〃  寺 田   悟 21 旭 り|1工 高
〃  吉 田   智 18 中  京  高
内 野  高 岡  茂 夫 32 法  政  大
″  海 老 名 敏 彦 27 中  京  高
″ 0大 滝  敏 之 27 駒  沢  大
〃  山 本  文 博 26 駒  沢  大
〃  水 野  雄 三 25 明  治  大
〃  尾 崎  公 俊 2]札 幌 商 高
″  蔵 谷  慎 司 19 本し幌 商 高
″  池 田  和 弘 19 本し幌 東 商 高

外 野  坂 田  竹 二 27 亜 細 亜 大
″  佐 々 木 弘 -25 本し 幌  大
〃  中 尾  正 人 22 東  海  大
〃  渡 辺  和 夫 22 早 稲 田 大
〃  山 田  雅 仁 21 東  邦  高
〃  横 山  蔵 人 21 旭 川 竜 谷 高

日 本 通 運
監 督  中 村  国 勝 37 鎌 倉 学 園 高
投 手  清 水  治 美 21 サ‖ 越 商 高
″  長 友   潔 24 青 山 学 院 大
″  兵 頭  達 史 23 東  洋  大
〃  玉 田   淳 20 宇都宮学園高
″  加 藤  正 次 25 専  修  大

捕 手  八 木  孝 治 26 静 岡 学 園 高
〃  藤 丼  直 史 25 専  修  大
″  竹 野   徹 21 竹  原  高
〃  光 野  茂 樹 30 専  修  大
内 野 ○望 月  伸 -30 専  修  大
〃  金 丸  B召彦 21 日 大 三 高
〃  佐 伯  正 -23 東  洋  大
″  柿 沼  章 文 24 春 田 部 工 高
〃  辻   発 彦 24 佐 賀 東 高
〃  勝 呂  博 憲 19 千 葉 商 高
〃  牛 島  浩 彰 23 東  海  大
″  安 楽   厚 24 中  央  大
外 野  横 北   透 24 駒  沢  大
〃  岡 田  吉 富 25 大  産  大
〃  久 我  正 治 28 国 学 院 大
″  大 野   実 25 中  央  大
〃  辻 山  正 明 22 智 弁 学 園 高
〃  大 田 垣 克 幸 30 青 山 学 院 大
″  野 田  宏 -23 高 崎 商 高
″  国 吉  真 順 23 東  海  大

日 本 楽 器
監 督  津 布 久 欣 司 31 駒  沢  大
投 手  鍋 屋  道 夫 21 大阪福島商高
″  期0原 隆 之 24 亜 網 亜 大
″  高 久   孝 24 駒  沢  大
〃  中 村   誠 24 立 命 館 大
″  劉   秋 震 26 台 湾 輛 仁 大
″  戸 田  秀 明 24 鉾 田 ― 高
〃  小 磯  健 次 28 安 積 商 高

捕 手  砂 田  孝 志 25 国 士 舘 大
〃  秋 山  美 憲 25 自 動 車 工 高
〃  佐 藤  正 則 24 関 東 学 院 大
内 野  金 沢  明 義 23 近  畿  大
〃  西 川  公 紹 24 中  央  大
〃  大 野  敏 彦 30 山 口 鴻 城 高
〃  中 山   淳 24 立 命 館 大
〃  山 本  一 之 25 青 山 学 院 大
″  武 居  邦 生 26 国 士 舘 大
″  鈴 木  清 之 27 青 山 学 院 大
〃  内 海  昌 之 27 亜 細 亜 大

外 野  熊 野  輝 光 25 中  央  大
〃  籠 谷  啓 史 25 立 命 館 大
〃  小 林  直 樹 24 亜 細 亜 大
〃  伊 藤  裕 二 24 中  央  大
〃  伊 藤   功 26 」ヽ笠 展 高
″  丼 上  一 之 26 中  央  大
″ 0内 山 仁志 29 中 央 大

岩 手 銀 行
小 笠 原 敬 二 32 慶  応  大
菅 原  孝 -19 花 巻 北 高
船 越   厚 19 宮 古 商 高
及 り ,青 ± 29岩 谷 堂 高
小 綿  重 雄 25 慶  応  大
木 村  吉 則 25 立  教  大
川 原  孝 裕 18 遠  野  高
小 笠 原 敬 二 32 慶  応  大
藤 原   出 22 花 巻 北 高
佐 々 木 孝 志 18 久  慈  高
向 丼   -23 福  岡  高
和 田  政 喜 24 -関 ― 高
阿 部  啓 二 24 東 北 学 院 大
菊 池   淳 20 岩 谷 堂 高
新 山  久 男 22 久  慈  高
佐 々 木 直 行 24 高  田  高
上 和 野 広 美 21 雫  石  高
伊 東   孝 28 日  本  大
安 藤  孝 義 20 -関 ― 高
福 島  佳 明 25 盛 岡 商 高
坂 本   修 27 明  治  大
佐 々 木 昌 久 2]宮  古  高
阿 部  真 -26 宮 古 商 高

○高 橋   誠 28 東 北 学 院 大
佐 々 木 俊 則 29 東 北 学 院 大

新 日本製 鋤 釜石
監 督  佐 藤  幸 雄 36 花 巻 商 高
投 手  桑 江  朝 則 21 中 部 工 高
〃  森  孝

'台

20青 森 高
〃  斉 藤  範 彰 29 亘  理  高
〃  富 樫  英 則 23 大 舘 商 高
〃  山 内   真 19 青 森 北 高
″  大 湯  康 司 24 弘 前 工 高
〃  高 橋  千 秋 31 秋 田 市 立 高

捕 手  泉 沢  英 治 21 釜 石 工 高
″  大 溝  ― 精 19 ノヽ  戸  高
〃  長 田  裕 幸 27 明  星  高

内 野 ○永 野  幸 雄 28 花  巻  商
〃  山 本  雅 章 20 明  星  高
〃  谷 地  俊 治 20 雫  石  高
〃  菊 池   渡 23 -関 修 紅 高
〃  田 沢  ― 仁 24 弘 前 工 高
〃  木 村 則 B召 19能 代 商 高
〃  平 り  澄 24弘 前 工 高
〃  日 高  明 彦 3]名 電 工 高
〃  田 中  寿 -30 社    高
″  佐 藤  幸 雄 36 花 巻 商 高

外 野  早 瀬   修 27 仙 台 育 英 高
″  佐 々 木 鉄 夫 20 盛 岡 工 高
″  吉 田  幸 也 19 金 足 農 高
″  平 間   徹 24 気 仙 沼 高
〃  若 槻 弘 之 27 花 巻 商 高

電 電 関 東
監 督  神 田  利 克 33 駒  沢  大
投 手  中 後  政 行 29 安 房 水 産 高
〃  坂 本  恭 信 23 駒  沢  大
″  長 谷 川 豊 和 23 明 治 学 院 大
〃  平 野 弘 行 20君 津 商 高
″  藤 丼  祥 利 24 尊  修  大
″    司う本寸  員」紀  30  東   ,羊   大
〃  山 口  清 三 23 帝  京  大

捕 手  宮 崎 宣 男 25亜 細 亜 大
〃  安 部  正 人 26 日 川  高
〃  佐 藤  誠 -22 秩 父 農 工 高
〃  佐 藤  邦 城 23 明 治 学 院 大

内 野  慶 野   茂 29 甲 府 工 高
〃  藤 平  俊 -24 帝  京  大
〃 ○ 浅 田  ― 吉 28 駒  沢  大
〃  渡 辺   久 26 東  洋  大
〃  原 嶋   敬 2]秩 父 農 工 高
〃  坂 本  照 彦 24 駒  沢  大
〃  長 丼  秀 夫 24 国 士 舘 大

外 野  加 藤  健 治 24 専  修  大
〃  佐 々 木 敬 芳 26 立  正  大
〃  伊 東  健 -24 専  修  大
〃  松 崎  秀 彦 25 駒  沢  大
〃  片 山  雅 彦 24 東  洋  大
〃  中 野  雅 隆 24 亜 lBI亜 大

王 子 製紙 春 日丼
監 督  小 島  幸 和 35 埴  生  高
投 手  井 上  真 -20 東 海 大 工 高
″  小 谷  秀 夫 22 田 辺 工 高
″  新 美  寿 通 24 半 田 工 高
〃  龍 神  光 美 28 御 坊 商 工 高
〃  秋 末  誠 司 20 米 子 工 高

捕 手  鈴 木   弘 19 愛 知 工 高
〃  倉 根  隆 幸 ]8 」ヽ諸 商 高
″  柴 山  敏 夫 25 名古屋市I高
〃  水 野  直 行 19 東  邦  高

内 野  佐 藤  敏 夫 24 半 田 工 高
〃  畑 中  安 美 18 新  宮  高
〃  棚 橋  祐 司 18 岐 阜 南 高
″  江 村  武 司 25 大 同 工 高
〃  家 根  孝 二 18 福 丼 商 高
〃  森 本   茂 22 海  星  高
〃  近 藤  岩 男 23 吉 原 工 高
〃  服 部  督 18福 井 高

外 野  金 子  永 治 18 岐 阜 南 高
〃 0山 際  牧 人 25 鳥  羽  高
〃  大 橋  正 芳 22 田  辺  高
″  山 内   悟 28 岐 阜 工 高
〃    7」 林ヽ   幸 ―- 27  士  別  高
〃  山本  和 人 18 中 京 商 高

監 督
投 手

す甫手

内野

夕十里予

監 督  田 中
投 手  森 岡
〃  大 石
′/   藤 川
〃  関 根
〃  池 田

捕 手  村 上
〃  町 田
″  伊 東

内 野  山 本
″  鈴 木
″  若 山
〃  東
″  杉 山
″    」二月巴
″  荻 野
″  金 城
″  米 田
〃   /」 りヽ‖

外 野  堀 添
〃  萩 原
″ O上 原
〃  白 鳥
〃  鶴 岡
〃  大 城
″  大 塚

久 幸 34 芝 浦 工 大
真 -22 明  治  大
大 23 日  本  大

正 博 23 帝  京  大
浩 史 20 千 葉 工 高
親 興 22 法  政  大
忠 貝」 32津 名 高
宇 公 23 横 芝 敬 愛 高
勝 22 東海大相模高
智 22早 稲 田 大

勝 員U23東 海 大
哲 男 23 法  政  大
良 -26 東  海  大
繁 俊 25 東  海  大
誠 22 明  治  大

善 英 24 中  京  大
浩 光 21興 南 高
保 伸 22 法  政  大
孝 之 23 国 士 舘 大
弘 和 23 明  治  大
英 -26 亜 細 亜 大
晴 彦 25 東  海  大
重 治 26早 稲 田 大
昌 宏 24 東  洋  大
,早 19 興  南  高

勝 明 23 帝  京  大

ヤ マハ発 動機
監 督  望 月  教 治 47 専  修  大
投 手  佐 々 木 英 貴 20 能  代  高
〃  志 田  昌 彦 23 専  修  大
〃  山 本  賀 久 24 専  修  大
″  鈴 木  政 明 32 勝  山  高
″  菅 崎  健 重 24 東  洋  大
〃  高 見  昌 和 24 阪  南  大
〃  永 井  保 博 20 磐 田 商 高

捕 手  山 本  常 義 24 青 山 学 院 大
″  寺 林  孝 嗣 24 龍  谷  大
〃  松 島  康 裕 23 神 奈 川 大
内 野  田 中  康 彦 24 阪  南  大
〃  筒 丼  吉 広 19 浜  名  高
〃  山 本  秀 樹 27 名  城  大
″  矢 田  秀 典 27 九 りヽJ工 高
〃  阿 部  慶 二 21 PL学 園 高
〃 ○ 上 野  貴 ± 26 横  浜  高
″  馬 場  俊 治 27 大 宮 商 高
〃  丼 熊  雄 児 24 早 稲 田 大

外 野  野 口  恭 弘 24 神 奈 川 大
″  山 本  和 久 23 亜 細 亜 大
″  相 磯  美 弘 25 愛 知 工 大
″  中 本  龍 児 30 近  畿  大
″  水 江  正 孝 28 福 岡 工 大
″  長 谷 川 忠 治 24 神 奈 川 大
″  伊 久  美 茂 21 静  岡  高

明 治 生 命
監 督  山 本  五 郎 32 取 手 ― 高
投 手  竹 内  秀 夫 28 慶  応  大
〃  大 久 保 嘉 光 23 国 学 院 大
〃   日 野  秀 彦 24 二松学舎大付高
″  松 本  吉 啓 24 明  治  大
〃  吉 り 賢 児 24 中  央  大

捕 手  前 嶋  哲 雄 25 慶  応  大
″  熊 沢   進 23 専  修  大

内 野  中 野  宏 勝 25 立  教  大
〃  五 十 嵐 義 政 25 秋 田 商 高
″  斉 藤  寿 広 27 静 岡 商 高
〃   広 瀬  房 艮 23 二松学舎大付高
″  斧 木  慶 久 24 国 学 院 大
″ O森 泉   弘 27 明  /0・  大
〃  藤 光  尚 史 23 国 学 院 大

外 野  国 岡  久 資 25 慶  応  大
″  成 島  広 男 26 早 稲 田 大
〃  石 岡  信 義 26 弘 前 実 高
″   上 方  良 信 24 二松学舎大付高
〃  佐 久 間 勝 弘 25 慶  応  大
〃  片 山  直 人 27 明  治  大
〃  小 笠 原 義 治 28 明  治  大

国鉄 名古 屋
監 督  安 藤  友 辞 45 多 治 見 高
投 手  森 下 慶 ― 郎 23 中 津 商 高
″  新 谷  和 明 21 鯖  江  高
〃  鈴 木  豊 彦 23 名  商  大
〃  高 島   徹 24 愛 知 工 大
″  田 中  晃 稔 27 名古屋学院大
″  松 本  佳 久 24 名古屋学院大
〃  カロ藤  幸 次 22 猿 投 農 林 高
〃  山 本  員 範 19 岡 崎 工 高

捕 手  大 矢  正 成 23 法  政  大
〃  山 田   章 28 関 商 工 高
〃  坂 野  彰 宏 26 名古屋学院大
″  森   勝 彦 25 名 lta大 付 高

内 野  植 田  利 幸 29 愛 知 学 院 大
〃   林     ,羊 22 東  邦  高
〃  湧 り  勉 23中 京 高
〃  刀Ч I 新 =21 中  京  高
〃  吉 田  則 B召 23 岐 阜 西 工 高
〃  本 田  祐 二 25 豊 橋 商 高
〃 O石 田  義 -28 名  城  大

外 野   内 藤  真 ,日 23 名古屋電気I高
〃  増 田  正 美 25 東 海 大 工 高
〃  榊 原  憲 文 24 岡 崎 工 高
″  森 本   進 24 駒  沢  大
″  高 橋  哲 夫 24 岡 崎 工 高
″  倉 田  敦 敏 20 高  田  高
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住 友 金
監督  山 中  正 竹 35
投 手  石 丼   毅 21
〃  伊 藤  彰 洋 23
〃  小 杉  大 三 22
〃  松 本   豊 19
〃  高 橋  修 =26〃  沼 田  親 紀 21
″  武 田  重 美 25
″  古 賀  達 也 24

捕 手  嶋 田  宗 彦 21
〃    /」 りヽ|I  Eこ―- 29
〃  児 嶋  保 成 19
内 野  清 水  健 五 26
〃  筒 丼  大 助 25
〃  前 田  寿 啓 20
〃  佐 藤  雄 樹 23
〃  四 田  勝 康 26
″  田 中  祐 司 25
″  松 隈  憲 治 28
外 野  西 村  博 巳 24
〃  黒 石   厚 24
〃  中 原  正 明 29
″  栗 山  和 行 23
〃  松 原  俊 郎 25
〃 ○ 三 好  ― 幸 30
〃  高 多 倫 正 29

属
法  政  大
箕  島  高
関 西 学 院 大
和 歌 山 工 高
秋田経大付高
高  知  高
県和歌山商高
西 南 学 院 大
佐 賀 竜 谷 高
箕  島  高
駒  沢  大
箕  島  高
慶  応  大
関 西 学 院 大
東 海 大 工 高
早 稲 田 大
浪  商  高
剛尋  P]  「 ヨ
柳  り1 高
伊  都  高
法  政  大
東  海  大
明  '台  大
同 志 社 大
東海大相模高
慶  応  大

川 崎製鉄 神戸
監 督  生 田 日 出 男 32 明 石 南 高
投 手  西 川   勝 22 近  畿  大
〃  宮 内  義 則 18 鳴 門 工 高
″  石 丼  雅 也 19 東洋大姫路高
〃  山 中  誠 司 22 県 伊 丹 高
〃  浜 名  敬 -20 明 石 南 高
″  宮 本  宗 篤 20 田 辺 商 高
〃  藪   浩 昭 18 御 坊 商 工 高
〃  真 鍋  義 之 27 私 神 港 高

捕 手  細 田  士 郎 19 明 石 南 高
〃  船 越  泰 弘 28 博 多 工 高
〃  菊 地  弘 之 21 南 宇 利 高
〃  与 那  哲 夫 18 朝, り‖ 高
内 野  松 川  明 弘 28 御 影 工 高
〃  中 村  佳 正 25 同 志 社 大
〃  中 谷   亨 23 大  経  大
″  罵   吉 雄 21 比 叡 山 高
〃  川 中  哲 也 18 尽 誠 学 園 高
〃 〇五 島  卓 道 27 早 稲 田 大
〃  上 村  真 弘 20 田 辺 商 高
″  福 本  正 行 25 村 野 工 高

外 野  石 津  明 弘 22 大  経  大
〃  前 川  典 生 27 早 稲 田 大
〃  元 丼  均 保 22 県 豊 岡 高
〃  山 中  正 則 24 和 歌 山 工 高
〃  筑 瀬  隆 生 21 天  理  高

四 国 銀 行
監 督  西 村   章 31 法  政  大
投 手  片 岡  寿 彦 27 高 知 商 高
〃  山 本  智 久 25 池  田  高
〃  高 尾   等 25 愛 知 学 院 大
〃  宮 本  典 幸 24 帝  京  大

捕 手  城 下  照 男 28 専  修  大
〃  沖 田  雅 夫 27 高 知 商 高
〃  古 谷  英 史 25 高 知 商 高
〃  渡 辺   毅 23 専  修  大
内 野  楠 瀬  隆 章 31 法  政  大
″ ○森 本   誠 27 高 知 商 高
〃  乃 ―   官 27 関  西  大
″  薬 師 神 一 成 24 京  産  大
″  森   正 隆 23 明  治  大
〃  武 内  則 尚 23 東  経  大

外 野  刈 谷  精 -33 高 知 商 高
〃  西 村   章 31 法  政  大
″  清 渕  貞 雄 26 大  商  大
〃  浦 林   堅 26 愛 知 学 院 大
〃  阿 部  稔 24大 商 大
″  小 橋  基 喜 23 駒  沢  大
″  西   弘 顕 22 明  治  大

日 本 生
監 督  佐 竹  政 和 34
投 手  岡 田  和 久 31
〃  加 藤  重 雄 25
″  森   明 彦 24
〃  中 本  茂 樹 24
″  伊 藤  伸 幸 23
″  早 瀬  万 豊 23
〃  村 上   明 22

捕 手  佐 竹  政 和 34
〃  桧 垣   明 25
〃  鍛 冶 本 明 典 22
〃  野 村   茂 29
内 野  赤 丼  淳 二 30
〃 O井 尻  陽 久 29
〃  花 野   巧 28
″  佐 藤   清 26
〃  三 枝  淳 介 26
〃   渋 谷    '歩 25
〃  山 内  博 史 22
〃  中 橋  伸 幸 23

外 野  梅 田   薫 28
〃  安 西  敏 雄 28
″  楠 原   基 26
〃  内 田  敏 弘 24
″  森 田   昇 24
〃  新 名   隆 30

ロ̂ロ

関  西  大
近  畿  大
,去  政  大
河  南  高
同 志 社 大
東  経  大
関  西  大
新  湊  高
関  西  大
関  西  大
近  畿  大
PL学 園 高
近  畿  大
東  海  大
同 志 社 大
早 稲 田 大
早 稲 田 大
明  '台  :大
大  商  大
愛 知 学 院 大
明  治  大
中  央  大
,去  政  大
,去  政  大
近  畿  大
明  ,台  大

松 下 電 器
監 督  下 田  鎮 男 40 J]り ‖ 高
投 手  北 口  勝 久 27 早 稲 田 大
″  堅 田 外 司 昭 2]星  稜  高
″  長 谷 部  優 32 慶  応  大
″  石 田 富 士 男 23 日  体  大
〃  安 蒜  ― 則 25 立  教  大
〃  原   邦 彦 24 岡 山 東 商 高
″  岡 本   光 22 串  本  高

捕 手  大 本  二 郎 25 倉 敷 工 高
〃  野 村  尚 生 25 愛 知 学 院 大
〃  渋 谷  卓 也 24 同 志 社 大
〃  塚 岡  広 仁 24 倉 敷 工 高
内 野  野 尻  正 博 25 近  畿  大
〃  林  寿 自Б 25立 教 大
〃  森 本  光 -27 立 命 館 大
〃  平 谷   拓 26 田 辺 商 高
〃  楠   豊 寿 23 愛 知 学 院 大
″  倉 八  正 典 25 東  海  大
〃  奥 代  恭 -23 関  西  大
〃  北 野  敏 史 21 箕  島  高

外 野  前 嶋  純 二 26 法  政  大
〃 〇島 田  行 雄 27 近  畿  大
〃  磯 本  邦 彦 25 佐 世 保 工 高
〃  篠 崎  宏 道 23 近  畿  大
″  平 岡  靖 彦 23 日 体  大
〃  荒 木  靖 信 22 PL学 園 高

大 倉 工
監 督  鎌 田  康 彦 34
投 手  田 村  幸 喜 20
〃  中 平  克 弘 20
〃  植 松   勉 20
″  山 本  和 正 19
〃  舘 林  久 雄 23
〃  竹 口 栄 二 郎 29

捕 手  北 窓  秀 夫 19
〃  土 肥  泰 久 24
〃  林   俊 光 23
内 野  岸 岡   昇 18
″  堀 家  正 教 26
″ 0江 原  祐 次 24
〃  中 西  敏 郎 22
〃  本 田  秀 信 19
″  兵 頭  尉 司 18
〃   β可目3  1多 26
〃  東   善 成 26

外 野  田 中  裕 二 ]9
〃  奥 野  善 英 27
〃  山 本   誠 20
〃  /El田  恵 充 28
″  村 瀬  正 樹 20
〃  木 口  芳 孝 20
〃  高 畑  富 裕 18
〃  鎌 田  康 彦 34

業
)去  政  大
明  徳  高
高  知  高
高 松 南 高
野   本寸  高
大 阪 学 院 大
坂 出 商 高
浪  商  高
中  央  大
駒  沢  大
宍 喰 商 高
多 度 津 工 高
駒  沢  大
近  畿  大
尽 誠 学 園 高
里予  本寸  「 ヨ
愛 知 学 院 大
大 阪 学 院 大
南 宇 和 高
神 戸 学 院 大
八 幡 浜 高
松 山 商 科 大
今 治 I高
八 幡 浜 高
尽 誠 学 園 高
法  政  大

川 崎 重 工
監 督  福 本  敏 -33 飾 磨 工 高
投 手  前 田  正 美 27 早 稲 田 大
〃  伊 藤  ― 秋 19 柏  原  高
〃  長 田  正 弘 27 ノヽ 代 学 院 高
″  物 袋  義 広 21 大  阪  高
〃  畠 山 多 美 夫 24 高 知 工 高
″  奥 地  成 吉 19 木  本  高

捕 手  浜 田  正 三 28 明  治  大
〃  片 岡  直 次 25 大 阪 市 大
〃  望 月  俊 哉 21 倉 敷 工 高
内 野  布 川  浩 章 19 徳 島 商 高
〃  西 森  伸 二 21 高 知 I高
″  植 田  実 20尼 崎 工 高
〃 ○ 田 中  伸 祐 28 育  英  高
〃  岡 本  良 -31 明  治  大
″  藤 田  和 浩 20 市 神 港 高
″  武 市  雅 則 24 徳 島 商 高
″  木 村 富 士 夫 28 法  政  大
〃  中 村   薫 19 市 尼 崎 高

外 野  水 江   龍 28 立 命 館 大
″  生 田  道 伸 24 駒  沢  大
″  泉   里 史 32 関  西  大
″  川 元  勲 20市 尼 崎 高
″  丸 谷  清 二 25 大 阪 学 院 大
″  福 本  敏 -33 飾 磨 工 高

三 菱重 工 三原
監 督  野 端  啓 夫 33 慶  応  大
投 手  奥 村  博 俊 19 延 岡 工 高
〃  安 丼  孝 治 20 崇 徳 高 高
〃  明 賀  元 彦 27 東  洋  大
〃  岩 井  靖 嗣 25 関 西 学 院 大
〃  村 上  禎 量 25 鳥 取 工 高
〃  岡 野  泰 平 26 尾  道  高

捕 手  村 上  達 也 20 広 島 工 高
〃  江 藤   梓 30 日 南 工 高
″  楠   誠 之 25 福 山 商 高
〃  木 内  祥 晴 29 関 西 学 院 大
内 野  小 泉  正 明 23 明 治 学 院 大
″  古 谷  英 夫 26 防 府 商 高
〃 O後 藤  寿 彦 29 慶  応  大
″  本 藤  浩 徳 22 江 津 工 高
″  井 本  裕 之 25 慶  応  大
〃  加 藤  光 俊 26 龍  谷  大
〃  小 前   学 20 倉 吉 北 高
〃  元 川  澄 男 27 近 大 福 山 高
〃  野 端  啓 夫 33 慶  応  大

外 野  亀 田  睦 雄 28 延 岡 商 高
″  池 田  和 彦 22 山 口 鴻 城 高
〃  渡 辺   博 25 多々良学園高
〃  長 岡  敏 彦 28 延 岡 商 高
〃  市 道  正 男 19 竹  原  高
″  久 保   明 21 期

' 
井  高

九 州 産 交
監 督  丼 上  信 明 37 立 命 館 大
投 手  日高  正 文 27 中  央  大
″  高 崎  文 樹 19 熊 本 工 高
″  深 見  ― 浩 20 種 子 島 実 高
〃  二 保  茂 則 25 法  政  大
〃 〇 西 谷  美 次 29 日 体  大
″  下 田  賢 -23 ノヽ  幡  大
″  門 倉  和 博 32 鹿  屋  高

捕 手  山 本  一 孝 23 日  体  大
〃  松 村  敏 明 28 国 士 舘 大
内 野  柿 木  孝 哉 25 明  治  大
〃  東   邦 人 25 九 州 東 海 大
″   杉 野  滝 男 23 柳  川  高
〃  原 野  真 寿 21 九 州 学 院 高
〃  二 村  忠 美 23 伝 習 館 高
〃  有 村  謙 -29 東  海  大
〃  江 口  明 信 35 中  央  大

外 野  藤 村  寿 成 20 九 州 学 院 高
″  渕 上  礼 蔵 21 九 州 学 院 高
″  田 代  文 博 29 日  本  人
″  西 田   洋 27 専  修  大
〃  久 本  正 則 24 球 磨 工 高
〃  上 田  信 広 34 九 州 学 院 高

新 日本製鐵堺
監 督  浜 崎  満 重 34 ノヽ 幡 工 高
投 手  下 村  恭 =23 新  宮  高
″  中 川  善 弘 30 和 歌 山 工 高
〃  萩 原  孝 治 22 都 島 工 高
″  九 鬼  善 信 18 堺  西  高
〃  小 椋  茂 夫 18 通  摩  高
″  南 出  裕 司 21 粉  河  高

捕 手  浦   誠 哉 25 PL学 園 高
〃  中 野  敏 行 23 Jヽ 倉 商 高
″  西 日  信 明 24 大  鉄  高
〃  樽 口  正 生 25 藤 井 寺 工 高
内 野  花 サ‖ 達 也 24 東洋大姫路高
″  山 下  裕 司 19 西 野 田 工 高
〃  浦 東  靖 23新 宮 商 高
〃  浦 東  徳 明 21 新 宮 商 高
〃  清 水  信 英 25 興  国  高
″  南 □  正 人 23 大  鉄  高
〃  石 原   貢 20 相0 り‖ 高
〃  藤 本  政 男 26 PL学 園 高
〃  浜 崎  満 重 34 ノヽ 幡 工 高

外 野  西 垣  公 策 21 県和歌山商高
〃  中 西  孝 吉 33 都  農  高
″  米 倉 格 二 20成 城 工 高
〃  藤 本  公 二 28 興  国  高
〃  井 口  成 年 26 PL学 園 高
″ O山 尾  博 26生 野 工 高

三 菱 重工広 島
監 督  若 松  実 33芝 浦 工 大
投 手  村 田  利 明 29 立  教  大
〃  佃   正 樹 27 法  政  大
〃  疋  田  豊 23 ノヽ 代 学 院 高
″  山 村  力 人 25 東  洋  大
〃  一 元  裕 治 25 ノヽ  幡  大
〃  池 本  正 樹 25 大  田  高

捕 手  大 森  光 生 31 明  治  大
″  浜 田   靖 24 東  洋  大
″  長 谷 川 雅 喜 22 育  英  高
内 野 ○酒 丼  信 芳 32 東  洋  大
〃  浅 岡  伸 男 19 松 山 商 高
〃  金 光  興 二 27 法  政  大
〃  正 伝  芳 則 21 広 島 商 高
″  植 田   巧 21 松 山 商 高
″  若 松  茂 樹 29 東  洋  大
″  多 田  清 和 24 国 士 舘 大
〃  佐 々 木 幸 治 31 法  政  大
外 野  丼 上  敏 之 29 山  陽  高
″  松 岡  信 吾 23 ブヽ 代 学 院 高
〃  内 田   博 24 ノヽ  幡  大
″  窪 田  泰 文 20 松 山 商 高
〃  荒 谷  稔 29広 島 商 高
″  富 士 野 誠 示 29 西 脇 工 高
〃  伊 藤  順 三 33 ノヽ  幡  大

大 分鉄 道管理 局
監 督  金 田
投 手  高 上
〃  栗 田
〃   /」 間ヽ
〃   ,由布
〃  藤本
″  足立
捕 手  高尾
〃  工藤
〃   /」 田ヽ
内野  吉 野
〃  長 野
〃  井上
〃  前 谷
″  福 良
〃  荻
′/   り‖辺
〃  西島
外 野  屋 田
〃 ○東
〃  甲斐
″  吉 野

季 春 45 佐 伯 鶴 城 高
正 宏 27 築 上 中 部 高
実 19別 府 商 高
充 21津 久 見 高
進 19大 分 工 高

弘 之 23 熊本第一工高
義 男 26大 分 商 高
博 文 21 中 津 工 高
俊 二 22 佐 伯 豊 南 高
隆 26 長 崎 海 星 高

正 幸 24 日 田 林 工 高
順 司 19 月」府 商 高
亀 酉 19 大 分 工 高
義 幸 19 柳 ケ 浦 高
澤 -21 延 岡 工 高
浩 文 21 人 分 商 高
正 俊 28 京  都  高
正 夫 29 熊本第一工高
浩 孝 23大 分 商 高
隆 則 28日 杵 商 高
敦 司 25大 分 商 高
高 明 29 大 分 商 高
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1983年 (昭和58年)10月 23日 >10月 31日 大阪球場

優勝=住友金属 (4年ぶり3回目)

量
子
1紙 菖

小
瞥 仄 目 :コ 王子製紙苫小牧 1 ヨ

松 下 電 器 3

] [ [ 意 |] 菫|:ヨ
住 友 金 属

:ョ 住 友 金 属 4

松 下 電 器 (近 畿)

日本鉱業佐賀関 (九 り11)       0

∃

住 友 金 属 6

奪lTFtt TJ判 :∃新日鉄広畑1

1本:||[福 II] [|:∃
日本鋼管福山

 ::三ヨ
住 友 金 属神 戸 製 鋼 (近 畿)

日 本 生 命 (近 畿)

言―条べ黒マ臭|こ 襲|:三コ日本新薬

黒 亀
名
諒 晃
『

11iヨ
国鉄名古屋 7

新 日 鉄 室 蘭 (北海道)2-¬ _´ _… … _

l口

日

然

∫

[簡

“

曇

:∃
新 日 鉄 堺

:ョ

芝 2-―

日本 生 命 1-

芝 0-一東

[i』 ρ ][1:ヨ
ロ産自動車

:コ
日産自動車 1

第10回記念大会には専売東北、東芝府中、日本新薬、新
日鉄広畑、本田技研熊本と 5チ ームが初出場。都市対抗を
制 し、史上初の夏秋連覇を目指す東芝、唯-10年連続出場
を達成 した松下電器、優勝 2回 の住友金属と新鋭、強豪が
そろった。優勝チームには大会の生みの親の一人である故
佐伯達夫氏 (前 日本高校野球連盟会長)の 偉業を讃えてつく
られた佐伯達夫杯が贈られた。
その佐伯杯を獲得 したのは住友金属だった。 4年ぶり3

回日、ダイヤモンド旗に続 き、佐伯杯を受けた住友金属ナ
インは誇りに満ちていた。住友金属は前年の都市対抗で優
勝、堅い守 りにさらに磨きをかけた。高橋がエースとして
育ち、小松捕手も好 リー ドで引き立てた。「松永野球」から「山
中野球Jに 引き継がれたが、投手を中心に守 りきる「住金野
球」はここ一番の勝負強さを発揮 した。
夏秋連覇を狙った東芝はあと一歩のところで住友金属に

夢を断たれた。川端が力強い投球を見せたが、看板の打線
に湿りが最後までつきまとった。
準決勝の新日鉄広畑―住友金属戦で両チーム合わせ 5本

塁打が飛び出し、新記録となった。
〔優勝戦〕住友金属一東芝 七回裏、住友金属―死二塁、高橋の左前打で
二塁から田中生還、2-0とする。

>委員長 =小 西正一 >副委員長 =三輪武 、山川脩 lll>委員 =中 西明、 三宅享次 、小林加寿 男、戸田直佑 、本郷良直 、広沢渉、
片岡成夫、木嶋一晃、森武雄 、清水正輝 、山口円、箕浦勝春、原田謹爾、上杉 lF、 津 田浩嗣 、岸野金治 、松山守 、池田貴義 、
鶴鳳l泰夫、大橋慶三、小林勉 、石渡義 、桃田晴彦 、中西則 夫、河島 秀喜、桂等 、長谷至康 、清 水忠雄 、 制』鼈男 、浜崎健一、
前田利 昌、鹿 多証道、生越芳明、東優孝、加瀬夕、、程塚孝作

:I∃
日 本 生 命 7



第 7D回言己念大会 大会言己録 社叙 孵 F継 手緻 会 ″薇
▽10月 23日

1 午
電 電 四 国 1030000004
王子製紙苫小牧 203 010 00X16
>審半J(球 審)木嶋 (塁審)小林加、中西則、程塚
【電電四国】打安点振球 【王子製紙】打
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>本塁 打 =石井 1号② (森)>二塁打 =板東、長 沢 、
佐 々木 稔 、石 丼 、浜 回、和 田 、石 田 >犠打 =電 5(石
元 、和 日 、池 田 、森 、滝 下 )>捕 逸 =藤本 >試合 時 間
=2日寺FB52]分

11年 目 で 初 ホ ー マ ー
○…先制の大会第 l号 2ランをはじめ、逆転された
あとすかさず追いつく1司 点の 2点二塁打を放つなど4
打点の猛打を見せたのは王子製紙苫小牧の四番・
石片右翼手。「本塁オlは まん中のまっすぐ。一番目
いタマだった。二塁打は外寄りのカーブのすっぽ抜け
じゃあないですか。相手が下手投げなので/1が打た
なければダメですからね。えっへっへ」と、してやったり
の顔つき。今年でH年 目のベテランだが、「都市対抗、
選手権の本大会では、初めてのホームランなんですJと
言い、表情をほころばせた.

第 2試含=1回戦(午後 0時54分開始)

種霧軍菖::::::::臭 |:
>審判 (球審)松山 (塁審)広沢、前田、石渡
【専売東北】打安点振球 【住友金属】打安点振球
③ 佐 藤 3101]⑤ 松 隈 40010
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>三 塁 打 =佐 藤 (専)>犠 打 =専 1(山 下 )住 2(栗
山 、高 橋 )>盗 塁 =住 2(田 中 2)>矢 策 =専 1(原
野 )住 ](田 中 )>捕 逸 =及 川 正 >試合 時 間 =2時
間 10分

第 3試含=1 3
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>審判 (球審 )中西明 (塁審 )上杉、片岡、津田 (外審 )東 、生越
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>二塁 打 =原 田 、全 並 、大 久 保 >犠 打 =新 3(船越 、
土 江 、藤 高 )本 2(原野 、朝 倉 )>盗 塁 =新 2(正 田 、
児 玉 )本 1(山 中 )>矢 策 =本 1(長 田 )>試 合 時 間
=2日寺間 16分

▽10月 24日
1試含=1回戦(午前 8

奮品臭田:::::::ll
>審半」(球冒)小林勉(塁審)桂 、長谷、戸田
【本田技研】打安点振球 【鋼管福山】打安点振球
④ 佐藤資 41001 ⑦ 佐 藤 410100松  田 41110 ④ 佐名木 31000
⑦ 柳  り‖ 41000 ⑤ 渡  部 300]0
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② 長 丼 40000② 白 石 31010
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>本 塁 打 =松 田 ]号 (内 山 田 )>二 塁 打 =六 条 、佐
名 木 >犠打 =日 2(佐名 木 、渡 部 )>盗 塁 =本 1(広
瀬 )>失 策 =本 2(長丼 、山 田 )>ボ ー ク =藤 原 >捕
逸 =自 石 >試合 時 間 =2時 間 8分

第 2試合=1回戦(午前11時41分開始)

国鉄名古屋 00000000212
新 日 鉄 光 0000010001
>審判(球審)程塚 (塁審)吉田、山口、原田

回 安振 球 貢
鈴  木  7 5111
松  本  2 0200
>本塁 打 =植 田 1号 (児玉 )林 1号 (児玉 )>二 塁 打
=鈴 木 、内布 、l10原 >犠打 =国 1(高 橋 )新 l(萱原 )

>盗 塁 =国 3(高橋 2、 吉 田 )新 1(福 本 )>失 策 =
国 1(内 藤 )新 1(内布 )>試 合 時 間 =2時 間 ]]分

第 3試含=1回戦(午後 2時23分開始)
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>審判 (球審 )大橋 (塁審 )松 山 、鹿 多 、岸 野

>本塁 打 =後 藤 1号 (清水 )>二 塁 打 =米 倉 、馬 場 、
浦 、鈴 木 >犠 打 =堺 2(馬 場 、清 水 )室 3(岡 田 、大
塚 、桜 丼 )>盗 塁 =室 ](鹿 田 )>失 策 =室 1(浅川 )

>試合 時 間 =2時 間 51分

第 4試含=1回戦(午後 5
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)審判 は 審 )浜崎 (塁審 )片岡、箕浦、東 (外審 )桃田 、河島
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今 、語 そ》思 し LヽE 「打倒・東芝」で一九
打倒 東芝――。私が監督ιこなったときιこ掲げた FI標 で

した。その実現に向け、春先 に関東遠征 を組んで強豪チー
ムと試合をし、イ士上げに東芝とオープン戦を行うことにした。
こうした成 果もあり、就任 2年 目に都 市対抗 (第 53回大会 )

で初 優勝 でき、私もチームも勝つパ ターンが分かってきた日寺
期でした。
この年も東芝は強く、都 市対抗で 2度 目の黒獅 子旗を握

ったほか、東京、岡山両大会で優勝。ウチも推薦 出場の都
市対抗 こそ初 戦 で敗 れたが、大阪大会で初 優 llbす るなど
戦 ブ」はあった。ところが直前にオ甫手の山鳥田 (阪神 )が足を骨
折 、不安を抱えての大会となった。
苦戦の末の優勝戦進 出.一方からは東芝が 11がってき

た。実力は相 手が断然 Lっ でもウチは東芝を倒すことを目
標にしてきただけに、チームに盛り上がりがあった。そして嶋
田の代役 、ベテランの小川 が高橋 を好リード.打たれて弱
気になりかける高橋に、強気の内角攻めをさせ 、9安打され
ながらタイムリーを許さず完封。こちらは 4安打 しかオlてなか
ったが 2′f、 1を 入れ、2-0で 勝ちました。
翌 年、連 覇 して監督を退任。 2年 後に全 日本コーチを

任 命され、バルセロナ f■ 輪 監督を務めましたが、日標 を定
め、一九となって挑 戦することの大 切さを、この大会で再認
識 しました。

住友金属=優勝
山中 正竹監督

(住
友金属

蓼曇全霜置)



70回記念大会 大会言己録

〔２
回
戦
〕
日
本
生
命
―
日
本
新
薬
　
八
回
裏
、日
本
生
命
一死
一、〓一塁
、

井
尻
⑬
が
ス
ク
イ
ズ
を
外
さ
れ
、
三
塁
走
者
花
野
が
三
本
間
で
挟
殺
さ
れ

る
。（捕
手
後
藤
、
野
手
渡
辺
）

卜審 判 (球審 )吉 田 (塁 審 )程 塚 、清 水 正 、原 田

Z日本寸』き

>二塁 打 =西 川 、野 上 >犠打 =日 1(岩尾 )新 1(原
田 )>盗 塁 =新 2(原田 、西 川 )>矢 策 =日 3(伏原 、
古 田 徹 2)>試 合 時 F88=1時 間 46分

外 角 カ ー ブ を 狙 う
〇…試合を決める新日鉄広畑の貴重な決勝点となっ
たのは三回一死二塁で西川の放った右中間突破のタイ
ムリーニ塁打。「アウトコースのカーブです。最初の打席
で内角を詰まったので、追い込まれるまで外角のカープだ
けを待っていた。もともと下手投げはあまり好きじゃないん
ですよ。まぐれ、まぐれ」といかにもテレくさそう。この日は
チーム4安打のうち一人で2安打を放ち、しかもその一本
が殊勲打となってまずは「よし′」といった感じだった。

日本鋼管福山 000200000
河 合 楽 器 010000100
>審判 (球 審 )広 沢 (塁 審 )上杉 、大 橋 、河 島

第 3試含=2回戦(午後 2時55分開始)

神 戸 製 鋼 0000001001
国鉄名古屋 12103000X,7
〉審判(球審)津田(塁審)本郷、長谷、生越(外審)中西則 三宅

>本塁 打 =森 本 1号 (山本 )林 2号 (青山 )高 橋 1号
② (若生 )>二 塁 打 =高 橋 2、 増 田 2、 鈴 木 、日川 、山
崎 、林 >llE打 =神 2(り ‖原 崎 、山 本 )国 4(森 本 、吉
田 、鈴 木 2)>盗 塁 =神 1(小 林 貢 )>矢 策 =神 ]

(高 野 )>試 合 時 間 =2時 Fo026分

▽10月27日

>審判 (球審)木嶋 (塁審)小林加、桂、戸田

回 安 振球 貢
|‖  端  9 5532

>本 塁 打 =武 智 ]号 (萩原 )>二 塁 打 =武 智 、安 斉
>犠 打 =東 1(新木 )堺 ](花 川 )>盗 塁 =東 4(新
木 、宮 崎 、武 智 、青 島 )>試 合 時 間 =2時 間 23分

▽10月26日
第 1試合=2回戦(午前8時59分開始)

鼎智旗房間::♀ :::::臭 |♀
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>本塁 打 =山 本 1号 (浜 口 )>三 塁 打 =白 石 >二塁 打
=村 瀬 >犠打 =日4(佐名木 、六 条 、渡 部 、松 浦 )河2(村
瀬 、平 生 )>盗 塁 =日 3(岩野 、渡 部 、自石 )河2(柳 本 、山
本 )>失 策 =日3(佐名 だ 、山 田 )>ボ ー ク =高 橋 >試
合 時 間 =3時 間 6分

第 1試合=2回戦(午前 9第 2試合=2回戦(午前11時1

▽10月 25日
第 1試含=1回戦(午前 8時58分開始)
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>審判(球審)木嶋 (塁審)池田、清水忠、鹿多

犠 併 残
3  0 13 34101 9 5

回 安振 球責
/8  日日  8 126 0 4

>二塁打 =石りlp、 村 上 、大 野 >犠打 =本3(吉村 2、 川 端 )

日2(杉山 、藤り|)>盗塁 =本 1(宮本 )日 2(若山 、杉 山 )>
失 策 =本2(内川 、吉村 )日 3(米 田 2、 阿 部 )>打撃 妨 害出
塁者 =川端 (阿部 )>試合 時間 =3時 間 3分
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>審判 (球審)鶴田 (塁審)小林勉、前日、岸野

>三 塁 打 =石 丼 >二 塁 打 =田 中 茂 、大 本 >犠 打 =
松 3(楠、奥 代 、大 本 )>盗 塁 =王 ](菅 野 )松 2(楠、
篠 崎 )>試 合 時 間 =2時 間 31分

レ審判(球審)三宅(塁審)森、東、桃田(外審)河島、長谷
【東 芝府 中 】打 安 点
GD  Fヨ   FB5 3 0 0
7 金  敷 200
④  中  村 520
③  藤  田 310
9 横  堀 100
③   l中   本寸 5 2 1
③  荒  木 400
⑤  7」  ヽ 川 410
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>本 塁 打 =栗 山 1号 (高 橋 )>二 塁 打 =中 村 、仲 村
>犠 打 =東 1(高 橋 )住 2(前田 、松 本 )>盗 塁 =東
](中 村 )住 ](筒 丼 )>暴 投 =武 田 >試合 時 間 =2
時 間 59分
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社会ス野球日本選手権大会 2θ年夏ヘ

第2試含=準々決勝絆後 1

>審半J(球 審)力日瀬(塁審)鶴田、山口、清水思

り‖ 山5
前  田

>二 塁 打 =田 所 、内 田 、小 林 、渡 辺 >犠 打 =新 2(渡
辺 、後 藤 )生3(西本 、佐 藤 、カロ藤 )>盗 塁 =生 2(森 田
2)>失 策 =新 1(中 道 )>試 合 時 間 =2時 間 26分

「 好 機 に 打 つ 」公 約 果 た し た
〇…六回、日本生命 内田は打席に入った時「四番の
佐藤さんがバントしてチャンスを作ってくれたのだから、なん
としても期待に応えなければならないと思いましたJと闘志
,両々だった。実は昨年のこの大会、準々決勝のヤマハ発
動機戦で、同じく1点差を追っていた八回無死一、1墨
に佐藤がバント失敗で i振 、内‖lも 三振して負けてしまっ
た苦い思い出がある.,同じような場I面で今度は佐藤がバ
ント成功、内田が「自分も」と勇みたつのも道理。その気迫
が実って見事な逆転の有越え二塁打を放った.

>審判(球審)三宅(塁審)大橋、浜崎、中西則(外審)鹿 多、前田
【電電信越】打安点振球 【日産自Ell車 】打安点振球

][:iill13言 ]:llll
9笙 馨3888♀ 8条 圏18688
0層 晉旱881:凸 委墓13838
7詈 塁338381池 田10000
凸 奎 奮♀♀888
ぼ常晉368363 言甘菅3212632

>本塁打 =藤嶋 1号 (森岡 )米 田 1号 、2号② (田 口)箱山 1号
(森岡 )>二塁打 =大野、杉山、堀添、村上、石田 >犠打 =日2
(杉 山、村上)>盗塁 =電 1(常盤 )日 3(大 野2杉 山)>失策
=電1(横丼 )日 1(若山)>試合時間 =2時 間35分

▽10月28日

>審判 (球審 )力日瀬 (塁 審 )上杉 、大 橋 、吉 田

塚  岡
原

北   口

>二塁打 =前嶋 2、 三好、島田、渋谷 >犠打 =住2(前田、松隈 )

>盗塁 =住2(佐藤 ]り )松 2師載)>失策 =住1(田 中)松5(野
尻、楠、奥代 篠崎、大本)>試合時FB5=2時間∞分

暫ラ島涎鴇囮:♀ ::::♀ ::|:
| >審 判 (球審 )小林 勉 (塁 審 )本 郷 、箕 浦 、生 越

犠 併 残
2  1  ]0 37134 5 2

1 基吾,i雪丁F;::き,卜f2ξ[営警誹難 こち警「早:当1 石 )>試 合 時 間 =2時 間 53分

>審 判 (球審 )中西 明 (塁審 )広 沢 、松 山 、山 口

回 安振 球 貢
鈴  木 82.8222 黒  紙

>二 塁 打 =田 辺 2>犠 打 =国 1(内藤 )東 2(福本 、
安 斉 )>盗 塁 =東 1(武 智 )>矢 策 =国 1(高 橋 )>
試 合 時 間 =2時 間 15分

レ審 判 (球審 )三宅 (塁審 )鶴 田 、池 田 、浜 崎

犠 併 残
2  1  3 339 7 4 2

早  瀬

>本塁 打 =早 瀬 1号③ (池 田 )花野 1号 (池田 )2号 (大 石 )

>二塁打 =鶴岡、赤井 、丼尻 >犠打 =生2(西本 、花 野 )>
失 策 =生 2(赤丼 、丼尻 )>暴投 =早瀬 >試合 時 間 =2時
F8614分

1第 2試合=2回戦(午後 0時55分開始)|
日 本 新 薬 0000100012
日 本 生 命 00000210X3
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▽10月 29日
第 1試含=準々決勝(午前9

第 3試合=2回戦(午後 3

第 2試合=準々決勝絆後 0

1試含=準々決勝(午前10時 7分開始)

▽10月 30日
第 1試合=準決勝(午前 9時59分開始)

新 日鉄広畑 020010010
住 友 金 属 003 001 1lX
>審 判 は 審 )カロ瀬 (塁 審 )津 田 、鶴 田 、池 田

>本塁 打 =夜久 ]号② (高橋 )筒丼 1号③ (夜久 )佐藤 ]号
(藤高 )尾形 1号 (高 橋 )、 三 好 1号 (藤高 )>三 塁打 =応武
>二塁打 =松隈 2、 筒丼 >犠打 =住1(四田 )>盗塁 =新3
(正田 、児玉 2)>矢策 =住1(松隈)>試合 時 間 =2時FEE12
分 (中 断 ]0分)

5アーチ打撃戦、住金打ち勝つ
住友金属が両軍合わせて5本塁オlが舌Lれ飛んだ打

撃戦を制した。住金は同点で迎えた六い1、 主砲の佐藤
が新H鉄広畑の 1人 目、藤高からた翼席へ豪快なアー
チを力ヽすて勝ち越し。七回{コま松隈、筒井の二塁打で加
点し、八回、・ i好の本塁オ]で突き放した。
先制したのは新日鉄広畑。二回二死から応武が左中

間二塁打し、続く投手の夜久が右越え本塁打を放って2
点を先取した。追うイ主金は■回、先頭の松隈が右翼線
二塁打、四田の送リバントが野選を誘って無死 、二塁の
チャンスをつかみ、筒井が有翼席に運んで逆転した。
広畑は五回二死から11日 が・ iゴロ失で生きて二盗、
原円の中前適時llで追いついた。
失策による失点でイヤな感じの住金だったが、高橋が

粘りのある投球でよく耐えた。人回、尾形の本塁打で 1

点差に迫られると、松本を送って逃げきる今大会の勝利の
パターンで広畑番 した。

第 2試含=準決勝(午後 0

>審判 (球審 )広沢 (塁 審 )中 西 明 、松 山 、小 林 勉

早  瀬
カロ  犀壺
>本 塁 打 =森 田 1号 OH端 )>二 塁 打 =西 本 >犠 打
=東 3(新木 、梁 原 、安 斉 )>盗 塁 =日 1(山 内 )>矢 策
=日 1(丼尻 )東 1(吉田 )>試 合 時 間 =2時 間 20分

東芝、先制されて黒獅子目覚める
湿り気味だった東芝オr線が、準々決勝の国鉄名古屋
戦と同じく、相手の本塁打で目を覚ました。
東芝は 1点を先行された六同、「 ]辺、武智の連打で一
死 ―、二塁。青島のカウント2-3後 、日生・佐竹捕手
がファウルを当てて痛めた足の治療で 4分間の中断、再
開後の 1球は高めに外れ四球。この満塁の好機に福本
が中前打して2者を還し、逆転した。
日生は 回一死、西本が右中間二塁オ〕したが後続が

なく、_1回 l死二塁もストライクゾーンいっぱ|ヽこ球を散らし
て揺さぶる

'1端
の投球に決定打が奪えなかった。

東芝は大会前の下馬評通り、優勝戦に進出したが、日
生の連投の早瀬と加藤から9安打を放ち、四回を除き毎
回走者を出しながら2-1の 1点差だったのは、気になるとこ
ろだ。
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第 70回言己念大会 大会言己録

東     芝 000 000 000 0
住 友 金 属 00010010X2

▽10月 31日
2時 2

>審半」(球審)中西明(塁審)三 宅、木嶋、上杉

>二 塁 打 =栗 山 、安 斉 >犠打 =東 2(新木 、福 本 )住
4(小 川 2、 高 橋 2)>盗 塁 =住 1(松 隈 )>失 策 =
東 ](新 木 )住 1(前 田 )>試 合 時 間 =2時 間 4分

住友金属はエース 高橋が粘りある投球で、“春夏連覇いを目指す東芝を完
封した。予想どおり高橋を先発させた住友金属に対し、東芝は意表を突いて
20歳の青木をマウンドに送った。序盤はともに得点機をつかんだが、点に結び
つかない。
均衡が破れたのは四1可 。住金は先頭の筒井が死球.佐藤のバントで筒井
は■封されたが、二死後、栗山が右翼線に■暴オJして先取点を奪った.青木
の外角球に逆らわず、体を開いて右に運んだ鮮やかな先制J「だった.

住金はヒ1可にも高橋が2人 日の黒紙から左前適時打して 1点を追加、自ら
の投球を楽にした。
主砲の青島をケガで欠く東芝はここ 発が出ない。六回、 死―、1塁は

片岡の中飛で本塁に突入した福本が、住金の8-6-2と 渡る好中継に刺
された。七日も 死二、二塁としたが、高橋の内外角に巧みに投げ分ける速球
と鋭い変化球に適時打を奪えず、完封を許した。
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住 金・高橋 、9安打完封 監 督 談 話
住友金属・山中正竹監督 優勝の原因をあげれば、高橋、松本の粋iり強
い投球=,嶋田のケガ欠場は確かに困ったが、小川が好リードをみせるなどみん
ながよくカバーしてくれた.東芝はうちを [1回 る力を持っていたが、他チームが
おそれるほどのプレッシャーはなかった。投 手を中心に守りきる本来の野球が
できた.

東芝・前野和博監督 投手も打撃もよかった,なのに、もうひと押しがなか
った.今年 年を通じ、もっとも悪い展開になってしまった。高橋投手は低め
を■■|につき、ナイスピンチングだった。月券ちたかったが、イ主金の守りがうちの打
撃を LI:¬ った。春の東京大会、夏の都市対抗をともに制し、秋も準優勝なんだ
から、うちの選手は本当によくやった,今 日は相手が強かった。

しかし、東芝に押されているはずの住友金属は、全くあせりを感じた8、うはな
かった。今年の東芝の戦いぶりを数多く観察し、今大会の3試合すべてを
VTRに収めて、徹底的に“解詢|"したら「東芝は決して怖くないJという結論が
出たからだ。それに山中監督のミーティングのいゲキ"も効いた。「春の東京大会、
都市対抗に次いで日本選手権まで東芝にやられたら、他の社会人チームは何
をやっていたかといわれる 社会人の全チームを代表して、東芝を倒そうJ
「ЧF● |も 、七日も東芝のわずかなほころびを見逃さずに得点したものだった.

そして高橋―′1,|のパソテリーが実に巧みなかけひきでこの2点を守った,,2
人は第6回大会の優勝バンテリーである.30歳のベテラン小川は大会直前に
嶋田の左足首骨折で急きょマスクをかぶった,,「大会前のオープン戦3試合
に出ただけだったから、どうなることかと思っていましたJと小川`前の優月券の時
も主将で4番だった中村裕■選手が大会前に急逝して小川にお鉢が回って
きた,不思議な区1縁でもある.
第 6い1大会で優勝して最高殊勲選手賞をもらせヽながら石井(現西武)の人
団で、エースの座を追われた恰好になった高橋は、クサった時期もあった。が、
走りこみだけは怠らなかったて,それが実ったし「ゆるくて低めに球を集められると、
うちのイI線は弱い.本 当の弱点を突かれた。この練習が出来てなかった」と
東芝の自1野監督を嘆かせた巧投が生まれたのだ。
高橋は「自分がなんで、これだけ投げられたのかわからないJとポカーンとして

いた 「勝因は」としばらく間を置いて山中監督は「やっぱり粘りです」といった。
コツコツ、地道に、ひたむきな姿勢で野球を続ければ、一人々 の々力ではかな
わなくても、必ず勝てることをf主友金属野球団は教えてくれた。 (相馬 卓司)

住友金属 山中 正竹監督
「去年のメンバーから石丼(西武)、 西村 (大 ,羊

=現横浜)がプロに移って戦カダウンと言われま
したが、みんながチャンスを精 杯生かし、意地を
見せましたねJ
lyL役 左腕投手時代にも「マウンドの貴公士」然

とした雰囲気を漂わせていたが、折り日正しさは、陸軍少佐だった父親ゆ
ずりか ピンチに真一文字に結んだ日元が11けん気とストイックな性格を
のぞかせる。
「とにかく負けるのはイヤですね。しかしそれだけでは社会人野球選手
ではありません。品位がなければ….lJうるさい監督と思っているでしょう
が、選手にはいつも野球選手であると同時に常識人であれと言っているん
ですよ。会社全体の盛り上がりなければ、野球はH券てませんJ
現役選手 6年、助監督のあと1977年 から4年間、まったく野球を離れ、
東京本社第一原料部勤務。この間のサラリーマン 筋の■1活のなかで、
人間関係はいかにあるべきか、組織とは何かを学んだことが、監督就任以
降、役立っているという。
法大時代の監督でもある松水怜 一 前監督が、厳しさを徹底的に追求

し“精神野球"といわれたのに対し、“全員野球"との評。とぎコま若手投手
を 本立ちさせるために、試合で続投させすぎ、失敗したことも,優しさであ
ると同時に、 ‐度決めたことは容易に変えない頑回さもある.
優勝戦が近づくιこつれ、睡眠時間が少なくなった,「神経質なんです |

ということだが、明日の試合の作戦を考えるうちに、神経が高ぶ )́て寝られ
なくなったらしい。この真剣さと負けん気ゆえに、1701シに満たぬ身で、あの
江り||さ え及ばぬ東京 6大学最多勝利の48勝ができた,

大分県佐伯市生まれ.70年住金入社、監督 2年目の82年 、都市対抗
優勝。和歌山製鉄所厚生課副長.36歳 . (津田 康)
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社鉄 孵 F燿 手緻 会 2θ年ダヘ

一 住金 の栗 山 、不振 の 中で 2殊勲打 ―
「チームに迷惑ばかりかけていたんです」と住友金属・栗山和行
左翼手は絞り出すような言葉で llrlし た.こ の記念大会、19打 数で

わずか 3安オlt l割 5分 8厘のllt打 率。しかしそのうちの 2本が
試合の行方を決める効果的な ‐11と なった。敗色濃 li・lだ った 2回
戦の東芝府中戦でみせた九[]裏 の同点ホーマーは、死にかけたチ
ームを4iき 返らせる 一撃だった そして優勝戦では lLJ回 二死二塁
の好機に右翼線へ先制の 1果lIを弾き返したし
「外ばかり攻められてなかなか打たせてもらえなかったんですも
だから外を狙っていました,打 ったのは読みどおり外角寄りのス
トレートでした」と声をはずませた。
箕島高時代は1977年のセンバツ優勝に大きな力となり、明大ヘ

進学.打順はいずれも不動の四番。その実績を買われて住友金属
に入社 してからもいきなり四番に抜てきされた.だが「まだまだ
粗さが日立つJと 山中監督は夏の都市対抗が終わってからド位に

下げた。高校、大学、社会人といつも打線のllを 務めてきた栗山が、
六番に下げられたうっぷんを、ひそかにこの大会にぶつけたに違
いない。ヒットの数こそ少なかったが、「ここぞJの場面で放った

貴重な一打が、f主金の1券利を支えた、「それにしてもいいところで

打ててよかつたです」

第110回 記|1念 大 会 表 彰 選 手
◇最高殊勲選手賞 高橋修二投手 (住友金属)優 勝までの 5試

合に全て登板.初戦の専売東北を 1失点に抑えて完投、優勝戦は
強打の東芝を相手に粘り強い投球で完封するなど34回 3分の 2を
投げて白責点 7、 防御率182.,
高知1高 H寺 代の1974年春夏の|ド F園 に出場 して、センバツでベス
ト8に 進出.翌年入社し、森、イi井 (と もに西武)の 1絵 に隠れた時期
もあったが、速球主体の投球に魅力を感じさせる。第6国大会の
優勝戦に先発して 2度 日の優勝に貢献している.今 季は石井の抜
けたあとを武田投手とともに補い、この選手権では ヒ戦格で頑張
った.174}ン 、70ち 、右投げイf打 ちっ和歌山製鉄所庶務課勤務.

◇敢闘選手賞 川端順投手 (東芝)新 H鉄堺、日本生命の 2試
/1Nに完投、決勝進出への原動力となった,威 力ある速球、シュー ト
を武器に18回で自責点 3、 防御率150の成績を残した。今季は春
の東京大会から15勝 して負け知らず.東京大会で最優秀選手に選
ばれ、この大会の予選で優秀投手賞、本大会で敢闘賞を獲得.徳島
鳴門高―法大から東芝に入って 2年 目.185,ン 、78キロ、右投げイf打
ち,本社通信放送システム事業部勤務.

◇打撃賞 田辺浩昭中堅手 (東芝)4試 合、13打数 6安Jl、 4割
6分 2厘 .初戦の新日鉄堺戦の途中から出場、打線のつなぎ役と
して活躍 した.法政三高―法大を経て今春入社し、春の東京大会
からベンチ人り。球をとらえるのがうまく、大試合にも冷静にブ
レーするところが買われている.,1761シ 、70・ 口、左投げ′1■ 1ち こ玉
川工場総務部動労課動務。
◇大会優秀選手
【投手】高橋修 l(住友金属)'‖ 端順 (東芝)藤高f変彦 (新 日鉄広畑)

早瀬万性(日 本生命)鈴木豊彦 (LJ鉄名古屋)内 山1l l慶 ly/1、 (日 本鋼管
福山)【捕手】小川良 ―((1友 金属)村上忠則 (日 1/il′ 1動 車)応武篤
良(新 ‖鉄広畑)【内野手】武智勇治(東芝)佐藤雄樹(住友金属)正
「

l層li(新 国鉄広畑)佐名木眸夫(日 本鋼管福山)ri島 健太(東芝)土
江 lli人 (新 H鉄広畑)田 中ネイj11(住友金属)井尻陽久(日 本生命)児玉
貴′ふ(新 国鉄広畑)【外野手】筒井大助(住友金属)ITl辺浩昭(東芝)

森111昇 (日 本生命)六条誠一(日 本鋼管福山)高橋哲夫(国鉄名古Ll)
大野久(日 産自動車)

◇10年表彰
第10回 記念のため、10年連続出場の松 ド電器(近畿)と 第 1国 人

会から審判を務めている次の各氏に表彰状が増られた。
小西正一、三輪武、中lJ3明 、二宅享次、小林加寿男、戸田直召i、 原「‖

謹爾、片岡成夫、11杉 ]i、 津田浩嗣っ
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一れ蝉騎耐∝饂宅で）めんた佐f白 さ

霊前に「佐伯達夫杯」
社会人野球日本選手権10回記念大会を記念し新設

記念大会を機に新設
された「(ケ 1白達夫杯」が
出来 11が り、10月 19日 、
故
“

if白達夫氏 (前 日本
高野連会長)の 妻 ヨシ
rさ ん(75)=大 阪府羽
曳野市高鷲 6の 3の 19
=と 初めてい対面Ⅲした。同大会開催に力を尽くし
績をたたえ、今大会から優勝チームに贈られる。
同杯は直径50セ ンチ、高さ45セ ンチ、重さ13キ ロという大きなも

の。杯の縁の部分に「(4if白 達夫杯」の文字と大会のシンボルである
ダイヤモンドのマーク入りで、ずっしりとした手応え。同大会の
重厚さとよくマッチしたデザインになっている。
佐伯氏は「関西で社会人野球の全国大会を」というアマチュア野

球界の願いを受けとめ、チームを持つ会社をまわって「都市対抗が
東京なので、選手権大会はぜひ関西でJと 協力を要請。また、「甲子
園でプレーした球児たちの成長した姿も見たいJと も語り、大会実
現に尽力.そ の構成から同大会の“生みの親"と 言われている。
自宅で同杯を初めて見たヨシ子さんは、故人の遺影を手にしな

がら「 li人はアマチュア野球を良くすることしか頭にない人でし
た,,そ の信念を伝え、名前を残すことができるものを作っていた
だいて、本当にうれしい。授与式のある閉会式には大阪球場に駆
けつけます」と話していた。

FJFEF 7年目の初出場
本 田熊 本 、大 塚 監 督 基 本 指 導 実 る

熊本 市のJし 方20キ ロ。人口約 2万2000人の菊地郡大津町 (お
おづ まち)で は本lll技 Fll熊 本製作所野球 部の 日本選 手権 Jll場
が日丁民の間で 大きな話題 となっているし本田オ支研 を誘致 して
操 業 を開始 したのは 1976年 。それか ら 7年 目っ同社の創 業35
周年 を記念 して今年 2月 に野球部が言延′Lし た。刺激の少なか
った田園地帯 だけに西岡勝住町長 をは じめ町民 たちは双 手を
あげて歓迎 `, 

Ⅲわが田Iの代表 "を lblJま そ うと今 夏責姜本 II「0開 か
れ た者

`iif'寸
オ九ノLノ11予 選 には田丁長、

`雄

蓼た虜ミ200 ノヘ、が 1美 しL刀 リバ
ス30台 を連ねて乗 り込む熱狂ぶ りだった。 この 予選では第一
戦で 九り11産 交 と延長 15回 にわ たる熱戦 を演 じ 5-4で 惜敗 し
た ものの 、その戦 いぶ りが

'HIさ
れ た。 あれか ら 3カ 月、見事

な変身ぶ りをみせ 、晴れ舞台 をふむチ ャンスをつかんだ。「来
年か ら本格的に強化す るつ もりでいたので 、ヽ■過 ぎたと思 う。
全lll的 レベルか らみれ ば まだ まだlltい し、ノ` ワー、スピー ドと
もイく足 だ型と大塚勝秋監督 (39)は謙 そんす る.

しか し、内田投手 、西村二塁手、内川 二塁手 、古田外野手 らの
鈴鹿 か らの転勤組 を除 けば今春 事業の高校選手で回めた若い
チームを短期間で変身 させ た同監督の 手腕 は見逃 せない。大
塚監督 は久留 米商か ら法 大へ進み、本 Ll l技

“
り「利 光で は二塁手

と して活曜 、弓1退後の 71年 、金令鹿 チ ームの誕 4tと ともに初代監
督 とな り、211日 で後楽園へ進出 させ た。「基本 を忠実 に守 る
よ う指導 しているだけぅ私の信条 と して技術 よ り人間性 を重
くみてい る.う ちの選 手は ま じめで練 l●ll々t心 、その努力が報
い られ た とい っていいで しようJと 精 神rr球 を強調す る大塚
監督。法大時代 、松 永怜 一監督 (現 日本社会人野球協 会理 事 )

に教 わ った指導法の影響 をうけているよ うだ。代 表決定戦で
敗れ た電電 九州 の /1k園 監督 は「基本通 りのプ レーで堅実な ゲ
ームをや る.こ わ さはないが、軽 視す ると大 ケガを させ られ
るチームだJと 話す .

和光 、鈴鹿 に続 く三男坊 と して、人の国に生 まれ たこのチー
ム.大塚暉i督 がめ ざす 九州人特 有のり子武士的な野球 "を ヒノ
キ舞台で どう披露す るだろ う。
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第70回記念大会 地区大会成績
(太字チーム本大会出場チーム)

9月 11日 から 5日間    札幌市営円山球場

新 日鉄 室蘭
航空自衛隊千歳
森    ク
国産サニー札幌
山陽国策パルプ
小樽野球協会
電 電北 海 道
北海道拓殖銀行
札 幌 村 上 ク
東 部札 幌 ク
函 館 太 洋
旭川鉄道管理局
大昭和製紙北海道
札幌鉄道管理局
王子製紙苫小牧

日鉄室蘭

◇青森▽一回戦 自衛隊青森4-3全弘前
倶、三菱製紙八戸6-5八甲ク▽敗者復活戦
全弘前倶16-3八甲ク▽準決勝 自衛隊青森
9-8三菱製紙八戸、オール青森6-5全弘
前倶▽決勝 自衛隊青森 3-0オール青森
(勝者は第二次予選へ)

◇岩手▽一回戦 ―関三星ク9-8宮城建
設久慈ク、東京製綱2-1九戸ク、オール不
来方10-0小野田セメント、雫石ク12-10福
高ク、北上球友12-5盛友ク▽二回戦 釜石
野球団(不戦勝)オール江刺、県経済連9-2
オール釜石、高田ク8-5アイワ、オール不
来方3-1花友ク、盛岡鉄道管理局7-0-
関三星ク、新日鉄釜石8-1雫石ク、岩手銀
行3-0東京製綱、水沢駒形ク8-1北上球
友▽準々決勝 新日鉄釜石8-1オール不来
方、県経済連 6-5水沢駒形ク、盛岡鉄道管
理局 9-6釜石野球団、岩手銀行 6-0高田
ク▽準決勝 新日鉄釜石4-0県経済連、岩
手銀行 5-1盛岡鉄道管理局(勝者は第二次
予選へ)▽決勝 新日鉄釜石6-0岩手銀行
◇秋田▽一回戦 秋田鉄道管理局9-5秋
田経法大ク、秋田相互銀行20-6秋田商ク、
秋田銀行14-7丁 OHIク▽準決勝 TDK
3-1秋田鉄道管理局、秋田相互銀行7-4
秋田銀行▽決勝 TDK7-6秋 田相互銀行
(勝者は第二次予選へ)

◇宮城▽ ^回戦 電電東北11-1川連ク、
七十七銀行11-1東北ク、専売東北6-1白
山ク、仙台鉄道管理局11-0サニーク▽準決
勝 電電東北5-1七十七銀行、専売東北 3
-0仙台鉄道管理局(勝者は第二次予選へ)▽
決勝 専売東北2-0電電東北▽敗者復活一
回戦 東北ク3-2り |1連ク、サニーク8-5
自山ク▽同二回戦 サニーク9-3東北ク、
仙台鉄道管理局10-2七十七銀行▽第二代表
決定戦 仙台鉄道管理局4-3サニーク(勝
者は第二次予選へ)

◇山形▽ ‐回戦 鶴岡ク15-5日大山形0
Bク▽決勝 山形相互銀行11-3鶴岡ク(勝
者は第二次予選へ)

◇福島▽ ^回戦 郡山水産ク(不戦勝)勿来
ク▽ 1回戦 福島硬友ク9-2塙ク、オール
常交7-0ミ ドリ十字病院、∃―クベニマル
7-0保原ク、ニュー相馬9-6須賀川ク、
学法石り OBク 9-0小峰ク、矢吹ク8-2
二本松ク、小名浜ク9-0好間ク、郡山水産
ク6-2川俣ク▽準々決勝 ∃―クベニマル
10-0ニュー相馬、オール常交10-3学法石
川OBク、小名浜ク13-6矢吹ク、郡山水産
ク10-2福島硬友ク▽準決勝 郡山水産ク3
-1オール常交、∃―クベニマル12-5小名
浜ク(勝者は第二次予選へ)▽決勝 ヨークベ
ニマル17-0郡山水産ク

専 売 東 北

自 衛 隊 青 森

新 日 鉄 釜 石

郡 山 水 産 ク

電 電 東 北
専売東北

岩 手 銀 行
T   D   K
山形相互銀行
仙台鉄道管
ヨークベニマ

◇茨城▽代表決定戦 日立製作所10-3水
戸鉄道管理局、住友金属鹿島2-1鹿島石油
(勝者は第二次予選へ)

◇群馬▽一回戦 全前橋7-3硬友ク、伊
勢崎レッドソックス9-1全太田▽準決勝
高崎鉄道管理局12-2全前橋、富士重工業7
-2伊勢崎レッドソックス▽決勝 富士重丁
業 7-1高崎鉄道管理管理局(勝者は第二次
予選へ)

◇埼玉▽ 回́戦 大和ク5-2全大宮▽準
々決勝 エーザイ12-3全浦和、飯能高OB
ク7-4都幾リク、日本通運10-0大和ク、
本田技研11-0全三郷▽準決勝 日本通運8
-7エーザイ、本田技研12-0飯能高OBク
(勝者は第二次予選へ)▽決勝 日本通運2-
1本田技研
◇千葉▽ ^回戦 新日鉄君津13-3千葉鉄
道管理局▽準決勝 電電関東10-0三井造船
千葉、川鉄千葉 9-1新日鉄君津(勝者は第
二次予選へ)▽決勝 り‖鉄千葉5-3電電関東
◇東京▽一回戦 リッカー9-2日本 IB

M、 東只ガス9-2三井銀行、朝日生命5-
4鷺宮製作所▽準々決勝 電電東京6-5熊
谷組、リッカー4-3明治生命、東京ガス4
-3東京鉄道管理局、プリンスホテル9-2
朝日生命▽代表決定戦 リッカー7-3電電
東京、プリンスホテル9-2東京ガス(勝者
は第二次予選へ)▽第二代表決定戦 電電東
京4-1東京ガス

◇東京多摩▽代表決定戦 スリーボンド10
-0全調布、東芝府中10-0全府中(勝者は
第二次予選へ)

◇神奈川▽ ^回戦  清工建設22-6カナ
ガワク、いす 自ゞ動車4-1横浜高島屋、▽
準々決勝 三菱自動車川崎4-3三菱重工横
浜、日本鋼管 5-1清工建設、日産自動車 6
-5日本石油、東芝13-0いす 自ゞ動車▽半
決勝 日本鋼管 1-0三菱自動車川崎、日産
自動車3-0東芝(勝者は第二次予選へ)▽決
勝 日本鋼管2-1日産自動車▽第二代表決
定戦 東芝10-2三菱自動車川崎(勝者は第
二次予選へ)
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◇山梨▽ ^回戦 オール櫛形4-3峡北
ク、山梨球友ク17-6桂ク▽決勝 オール櫛
形11-4山梨球友ク(勝者は第二次予選へ)

◇新潟▽ ‐回戦 自根野球団11-3新潟青
雲ク、小千谷ク13-6全飯豊、ニチエー4-
0ヤングセブン、オール東(不戦勝)自楊ク、
国鉄新潟13-8長岡ク、新津ク5-4吉田ク、
長商ク5-4オール十日町▽準々決勝 自根
野球団8-5佐渡軍団、ニチエー11-2小千
谷ク、国鉄新潟12-2オール東、長商ク12-
5新津ク▽準決勝 ニチエー5-1白根野球
団、国鉄新潟12-7長商ク▽決勝 国鉄新潟
9-7ニチエー(勝者は第 2次予選へ)

◇長野▽代表決定戦 電電信越12-1丁 D
K千曲川(勝者は第二次予選へ)

◇静岡▽ ^回戦 全三島9-8エースコン
ク、日本楽器11-1浜商闘魂会、本州ク7-
1吉原商エク、河合楽器8-1岳南ク、▽準
々決勝 日本楽器7-0全三島、関東自動車
工業2-1協和発酵ク、ヤマ八発動機13-3
静岡ク、河合楽器14-1本州ク(勝者は第二
次予選へ)▽準決勝 日本楽器7-0関東自
動車工業、河合楽器 5-0ヤマ八発動機▽決
勝 日本楽器4-3河合楽器

>一次予選

>一次予選
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社鉄 孵 F継 手緻 会 ″薇

>二次予選
9月24日 から 2日間     浜松市営球場

10月 1日から 5日間 愛知県営熱田球場

◇富山▽ :回戦制 北陸銀行16-1電電富
山、電電富山5-4北陸銀行、北陸銀行10-
6電電富山(北陸銀行は第二次予選へ)

◇兵庫▽ ^回戦 三菱重工神戸8-6神戸
製鋼、小西酒造5-4阿部企業▽準決勝 川
鉄神戸3-0三菱重工神戸、新日鉄広畑11-
4小西酒造(準決勝出場4チームは第二次予
選へ)▽決勝 川鉄神戸6-1新日鉄広畑▽
第丘代表決定戦 神戸製鋼11-9阿部企業
(勝者は第二次予選へ)

>二次予選
10月 1日から 5日間     高砂市営球場

京都信用金庫
住 友 金 属
三菱重工神戸
全 三和 銀 行
川崎製鉄神戸
松 下 電 器
大 阪 ガ ス

日 本 新 薬
日 本 生 命
京 都 市 役 所
新 日鉄 広 畑
日本 IBM野洲
三菱自動車京
神 戸 製
新 日 鉄

1

日 鉄 堺

小 西 酒 造
(敗者復活戦)

三菱重工神戸
新 日鉄 広 畑
松 下 電 器
神 戸 製 鋼
三菱重工神戸
神 戸 製 鋼

◇岡山▽リーグ戦 川鉄水島16-0三井造
船玉野、三菱自動車水島9-3三井造船玉野、
川鉄水島5-1三菱自動車水島、川鉄水島 8
-1三井造船玉野、三菱自動車水島6-2三
井造船玉野、三菱自動車水島7-1川鉄水島
011鉄水島と三菱自動車水島は第二次予選へ)

▽順位決定戦 川鉄水島6-2三菱自動車水
島
◇広島▽ 一回戦 広島マツダ8-0山本鋼
材▽準々決勝 常石鉄工6-5三菱重工広
島、電電中国6-0東洋工業、三菱重工三原 3
-1国鉄広島、日本鋼管福山8-0広島マツ
ダ(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 日本鋼管
福山8-0常石鉄工、電電中国4-2三菱重
工三原▽決勝 日本鋼管福山5-2電電中国
◇山口▽リーグ戦 新日鉄光7-0航空自
衛隊防府、協和発酵 5-3田辺製薬、新日鉄
光5-2田辺製薬、協和発酵4-3航空自衛
隊防府、田辺製薬8-1航空自衛隊防府、新
日鉄光 7-2協和発酵(新日鉄光、協和発酵
は第二次予選へ)

>二次予選
9月23日 から 3日間     県営岡山球場

2

日本鋼管
福  山

0
1 5
住 友 金 属
1 4

2

日 本 新 薬
3

3

日 本 生 命
2

日鉄広畑

下 電 器

9月24日から 2日間 県営徳島球場

オール松山ク
大林自動車ク
オール徳島ク
電 電 四 国

1

電 電 四 国
9

王子製紙春日丼
電 電 北 陸
トヨタ自動車
新日鉄名古屋
本田技研鈴鹿
日通 名 古 屋
国 鉄 名 古 屋
サンジルシ醸造
東 邦 ガ ス
三 菱 名 古 屋
東 海 理 化
電 電 東 海

本田技研
鈴 鹿

◇滋賀▽一回戦 全大津11-5近江八幡
ク、日本 IBM野洲20-0瀬田工OB▽決勝
日本 lBM野洲18-0全大津(勝者は第二次
予選へ)

◇京都▽ 回́戦 西京ク3-1キ∃―トビ
ルク▽準々決勝 京都信用金庫 9-6第一紙
行、日本新薬4-3日本 IBM野洲(特別参
カロ)、 京都市役所 6-1丸勝、三菱自動車京
都7-0西京ク(勝者は第二次予選へ)▽準決
勝 三菱自動車京都5-3京都信用金庫、日
本新薬7-2京都市役所▽決勝 三菱自動車
京都6-3日本新薬
◇大阪▽一回戦 中山製鋼28-0大阪ペー
シェンス、大阪ガス11-2デュプロ、電電近
畿12-1住友銀行、大和銀行4-3大阪高島
屋▽準々決勝 日本生命5-1中山製鋼、大
阪ガス4-3松下電器、新日鉄堺 1-0電電
近畿、全三和銀行 6-3大和銀行(勝者は第
二次予選へ)▽準決勝 日本生命4-3大阪
ガス、新日鉄堺9-4全三和銀行▽決勝 日
本生命7-0新日鉄堺▽敗者復活一回戦 電
電近畿5-0中山製鋼、松下電器9-5大和
銀行▽第二代表決定戦 松下電器11-1電電
近畿(勝者は第二次予選へ)

鉱
関賀

日
佐

戸 製

２
新
３
６
松
５
１
神
３

9月21日から 5日間 長崎市営大橋球場

門司鉄道管理局
三菱重工長崎
日鉱 佐賀 関
ニコニコドー

日立造船有明
新 日鉄 大 分
大分鉄道管理局
本田技研熊本
あけばの通商ク
新 日鉄 八 幡
鹿児島鉄道管理局
電 電 九 州
熊本鉄道管理局
九 州 産 交

一 ― 松 下 が “皆 勤 賞 "一一
第10回記念大会の顔ぶれ

昨年の覇者 ヤマハ発動機、準優勝の日本通運が
ともに姿を消した。ヤマ発は中部 1次 予選の決勝で
河合楽器に惜敗、その後、経営不振から休部を発表し
ており、日通は関東二次予選の 1回戦で日産自動車
に逆転サヨナラ負けを喫し涙ね んだ。
こうした混戦模様を反映して今大会の連続出場組

は昨年より3チーム減の7チーム。第 1回大会から連
続出場を続ける松下電器は10回の出場を果たし、開
会式で表彰されるが、近畿二次予選では敗者復活に
回り、苦しみながらも出場権を得た。松下に次ぐのは
5年連続の日本生命、4年の国鉄名古屋、新日鉄堺、
3年の住友金属と地元の利で出場チーム数が多い近
畿に集中している。
一方、初出場は昨年と同じ5チーム。九州で今年
2月 に創部したばかりの本田技研熊本がスピード出場
したほか、東北で創部 4年 目の専売東北も名乗りをあ
げ、都市対抗では2度の優勝経験を持つ新日鉄広畑
が初めて日本選手権への出場を勝ちとった。
出場回数では松下の10回 をトップに日本生命、住友

金属、神戸製鋼の 7回、新日鉄室蘭、新日鉄堺の5
回が続き、また、本田技研鈴鹿、新日鉄光、電電四国
の3チームがそろって6年ぶりの復活をとげた。
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第 70回大会出場選手等一覧 0は劃D

王 子 製 紙 苫 小 牧
監 督  平 田  衛 -37 本し幌 光 星 高
投 手  宮 越  康 仁 21 苫 小 牧 工 高
〃  大 本  健 男 19 堺 市 立 商 高
〃  中 村  重 利 20 苫 小 牧 工 高
〃  高 橋  秀 之 24 9‖ 路 江 南 高
〃  対 馬  正 志 29 様 似 商 高
″  滝 川   収 21 穂  別  高
″  樋 口  博 美 3]帯 広 三 条 高
″  大 西  豊 勝 27 苫 小 牧 工 高

捕 手  田 中  茂 樹 28 Jヒ  海  高
″  阿 部  高 明 24 室 蘭 大 谷 高
〃  山 根  博 美 19 米 子 工 高
内 野  佐 々 木 ― 尚 2]苫 小 牧 工 高
″ ● 浜 口  正 光 29 道 産 業 短 大
〃  山 田  寿 夫 21 室 蘭 大 谷 高
〃  羽 田 野 ― 男 18 堺 市 立 商 高
〃  佐 々 木  稔 28 駒大苫小牧高
″  仏 川  力 雄 29 室 蘭 工 高
″  千 葉   浩 22 Jヒ 見 北 斗 高
″  石 田  ― 途 25 本し幌 光 星 高

外 野  沢 田  義 文 26 む つ 工 高
″  長 沢  則 明 24 東 海 大 四 高
″  阿 部 ― 行 26帯 広 工 高
″  菅 野  光 弘 27 函 館 有 斗 高
〃  田 中   浩 22 東 海 大 四 高
″  石 丼   馨 29 苫 小 牧 工 高

本 田 技 研
監 督  河 本  昭 人 41 久  賀  高
投 手  中 屋  桂 介 21 長  門  高
〃  古 谷  正 雄 19 岩  倉  高
〃  原   徳 吉 23 法  政  大
〃  藤 原   博 27 吉 原 商 高
〃  lJl東  昭 光 20 帝  京  高
″  岡 信  泰 教 20 PL学 園 高

捕 手  黒 沢  史 明 22 熊 谷 商 高
〃  金 丼  利 行 19 PL学 園 高
〃  原   英 二 23 法  政  大
″  長 丼  研 介 26 中  央  大
内 野  広 瀬  哲 朗 23 駒  沢  大
″  佐 藤  資 洋 24 東  海  大
〃  山 田  真 二 23 福  岡  大
〃  入 内 島  保 26 青 山 学 院 大

外 野  青 木  ― 芳 21 拓 大 ― 高
〃  佐 藤  正 之 25 拓 大 ― 高
〃 ● 雨 提  浩 久 29 中  央  大
″  柳 川  明 弘 23 近  畿  大
〃  松 田  裕 之 24 東  洋  大

河 含 楽
監 督  田 村  利 宏 42
投 手  松 田   昇 25
〃  白 石  義 弘 24
″  山 村  陽 -24
〃  米 村   明 23
″  桜 庭  広 喜 19
〃  増 丼  孝 次 22

捕 手  平 生  ― 喜 26
″  角 田   諭 23
〃  栗 嶋   務 23
内 野  イヂ藤  升 久 30
〃  山 本 宗 三 郎 30
〃  坂 口  哲 也 25
〃  黒 田   豊 24
〃  村 瀬  耕 次 24
〃  新 庄   誠 18
〃  藤 本 浩 ― 郎 22
〃  柳 本  浩 =22〃  武 内  久 也 22

外 野   /Jヽ椋  '青仏230
〃 0阪 本   徹 27
″  大 須 賀  健 24
〃  末 次  秀 行 24
″  牛 尾   浩 22
〃  中 山  秀 敏 22
〃  鈴 木  徳 久 19

器
中  央  大
中  央  大
Jヒ  風易  Fヨ
稲   築   高
中  央  大
金 足 農 高
御 坊 商 工 高
東 海 大 工 高
城  西  大
早 稲 田 大
中  央  大
国 士 舘 大
青 山 学 院 大
立 命 館 大
中  京  大
静 岡 学 園 高
福  岡  大
大  商  大
中  央  大
岐 阜 第 一 高
大  商  大
中  央  大
青 山 学 院 大
中  央  大
明  '台  大
磯  原  高

新 日本製 鐵室 蘭
監 督  高屋敷日出夫 41 Jヒ  海  高
投 手  水 本   隆 26 室 蘭 大 谷 高
〃  浅 り 輝 彦 26 韮 崎 工 高
〃  米 山  浩 -23 専  修  大
〃  浜 師  勝 彦 30 伊  達  高
〃  池 田  裕 行 21 松  戸  高
〃  真 下  敏 宏 21 Jヒ  海  高
″  財 前  純 二 34 佐  倉  高
捕 手  吉 丼  郁 雄 26 立  教  大
〃  足 立   豊 21 函 館 有 斗 高
″  佐 野  修 二 26 市  川  高
〃  平 間  英 樹 19 白  糠  高
″  後 藤  哲 夫 34 興 譲 館 高
″  稲 場   孝 27 芦 号り工 高
内 野  鹿 田  和 彦 27 旭 川 竜 谷 高
″  桜 丼  清 -22 倶 知 安 高
〃  坂 尾  新 -20 東海大甲府高
″  馬 場  巧 司 2]室 蘭 大 谷 高
〃  鈴 木  忠 仁 22 本し 幌  商
″  Cヽ 大 塚   邦 弓ム 30  Jヒ  海   高
〃  遠 田  誠 治 19 Jヒ  海  高

外 野  島 尻   均 29 Jヒ 見 柏 陽 高
〃  堀 松  洋 伸 25 東  北  高
〃  関   尚 彦 20 函 館 有 斗 高
″  岡 田   仁 28 室  蘭  工
〃  阿 部 晋 ― 郎 26 中  央  大

東 芝 府
監 督  尾 崎  清 ± 36
投 手  伊 藤   優 20
〃  国 原  政 春 24
〃  野 嶋  正 志 31
〃  浅 野  泰 夫 26
〃  高 橋   亨 23
〃  佐 藤  1亘悦 22
〃  福 島  則 男 20
捕 手  田 中   力 24
〃  松 坂  健 二 21
″  久 保  元 司 22
内 野  仲 村  10-23
〃  中 村  博 光 23
〃  渡 辺  雄 三 28
″  由 丼   昇 22
〃  山 崎  一 雄 23
″  原 口   誠 25
″  斉 藤   -26
′/    小 り|1    渡  2
外 里予  Fヨ間  博 満 28
″ O藤 田  明 彦 27
〃  横 堀  順 -21
〃  金 敷  ― 美 22
〃  寺 東  真 克 23
〃  荒 木  雅 己 24
〃  渡 辺  勝 男 22

中
亜 細 亜 大
信 州 工 高
九 州 共 立 大
引  佐  高
神 奈 川 大
中  央  大
仙 台 育 英 高
深 谷 商 高
亜 細 亜 大
藤 沢 商 高
箕  島  高
日 本  人
東  洋  大
亜 細 亜 大
修  徳  高
東  ,羊  大
柳  川  高
駒  沢  大
二松学舎大付高
聖 光 学 院 高
東  ,羊  大
深 谷 商 高
宇 都 宮 商 高
中  央  大
中  央  大
PL学 園 高

電 電 信 越
監 督  柳 沢  敏 幸 33 刀ヽ諸 商 高
投 手  高 野  正 美 18 大  宮  高
〃  松 橋  敏 樹 24 東  農  大
〃  安 藤 奈 賀 男 26 松 本 工 高
〃  木 下  恵 -18 二  俣  高
″  田 口  勝 好 23 名  商  大
″    ゴヒリ‖    た党 26  覇昌  里予  鷹尋

捕 手  菅 家  昭 二 21 松 商 学 園 高
〃  常 盤  圭 介 22 帝  京  大
〃  加 藤  桂 二 24 専  修  大
内 野  松 崎  雅 彦 24 国 士 舘 大
〃  藤 嶋  ― 利 23 中  央  大
〃  土 居  誠 人 19 新  田  高
〃 O西 条  明 博 28 専  修  大
″  藤 森  国 彦 27 松 商 学 園 高
〃  金 子  昌 彦 20 糸魚川商工高

外 野  渡 辺  勇 治 23 立  正  大
″  佐 藤   守 22 東  震  大
″  星 田  幸 夫 19 五  泉  高
″ 森 芳 オ封 23専 修 大
〃  柴 山  晋 -29 専  修  大
〃  箱 山  和 宏 ]9 岩 村 田 高
〃  栗 原   淳 24 日  本  人
〃  石 田 三 知 夫 22 長 野 商 高
″  横 丼  信 -23 法  政  大

専 売 東 北
監 督  佐 藤   昇 35 仙 台 商 高
投 手  小 野   堅 23 宮 城 震 高
〃  鈴 木  義 明 2]仙 台 育 英 高
″  古 溝  克 之 20 福 島 商 高
〃  笹 島   修 20 大 館 商 高
〃  今 野  達 也 20 遊 佐 高 高
〃  加 藤  淳 20仙 台 商 高

捕 手  伊 藤  鉄 義 25 石  巷  高
″  星   伸 -23 仙 台 育 英 高
〃  及 川  正 則 20 広 田 水 産 高
〃  伊 藤  辰 也 ]9 古 川 工 高

内 野  大 内  俊 治 25 仙 台 育 英 高
〃  山 下  静 夫 24 亜 細 亜 大
〃  堀 江  光 徳 23 東  北  高
〃  相 馬  晃 23亜 細 亜 大
〃  高 橋   聡 21 山 形 電 波 高
〃  安 斎  克 則 20 福 島 商 高
〃  藤 原   順 20 秋 田 商 高
″  寺 嶋  哲 也 20 イ山台 育 英 高

外 野 O佐 藤  雅 司 26 仙 台 育 英 高
〃  遠 藤  昌 宏 23 仙 台 商 高
″  三 浦  英 美 2]秋 田 商 高
″  畠 山  哲 人 21 秋 田 商 高
〃  原 野   優 20 仙 台 育 英 高
〃  及 川  義 彦 19 -関 商 工 高
〃  沼 沢  誠 27角 館 高

ヨー クベ ニマル
監 督  小 野 寺 克 男 50 宮 城 農 高
投 手  奥 山  昌 B召 27 明  治  大
″  杉 山  富 大 24 駒  沢  大
〃  同 崎  立 八 19 安 積 商 高
〃  菅 野 重 利 26福 島 高 専
〃 O速 石  恵 介 29 青 山 学 院 大

捕 手  永 野  隆 -20 宮 城 農 高
〃  原 田  公 輔 27 青 山 学 院 大
″  織 田  政 広 19 学 法 石 川 高

内 野  宮 内  清 明 25 磯  原  高
〃  寺 西  良 友 26 青 山 学 院 大
〃  舟 山  重 輝 27 国 士 舘 大
″  塚 本  紀 之 24 東  農  大
〃  木 内  弘 之 24 法  政  大
〃  根 本  正 則 20 安 積 商 高
〃  近 内  一 雅 21 勿 来 工 高
〃  佐 藤  俊 重 28 東 北 学 院 大

外 野  曲 山  義 和 22 勿 来 工 高
〃  菱 沼  吉 人 19 学 法 石 川 高
〃  水 野 不日彦 18勿 来 工 高
″  鹿 島  在 男 25 青 山 学 院 大
〃  増 子  忠 雄 29 駒  沢  大

東
監 督  前 野  和 博 34
投 手  黒 紙  義 弘 28
〃   田  義 政 24
〃    り1端    順  

“〃  菊 池   総 22
〃  青 木  秀 夫 20
″  疋 田  真 二 18

捕 手  安 斉  定 男 26
″  伊 藤  寿 文 23
〃  泉 水   稔 22

内 野   宮 山奇   岡」29
″ 0武 智  勇 治 28
〃  新 木  忠 力 28
〃  吉 田  幸 彦 27
″  藤 森  冨 泰 25
〃  青 島  健 太 24
〃  片 岡  定 治 24
〃  真 喜 志 康 永 22
〃    /」 本ヽ本    薫  22
〃  小 P5 秀 章 ]8

外 野  福 本  勝 幸 25
〃  倉 橋  秀 典 25
〃  鈴 木  栄 -24
〃  梁 原  修 志 23
〃  石 崎   元 22
″  田 辺  浩 昭 22

芝
芝 浦 工 大
亜 7El亜 大
中  央  大
法  政  大
明  )台  大
鶴 見 工 高
小  瀬  高
横 浜 商 大 高
東  海  大
興  南  高
専  修  大
駒  沢  大
東  農  大
ノヽ  ゆ番  ラヽ
青 山 学 院 大
慶  応  大
,去  政  大
,中  縄  高
青 山 学 院 大
松 商 学 園 高
早 稲 田 大
中  央  大
田 大 三 高
苫 小 牧 工 高
中  越  高
法  政  大

国鉄 名古 屋
監 督  安 藤  友 辞 46 多 治 見 高
投 手  森 下 慶 ― 郎 23 中 津 商 高
〃  鈴 木  豊 彦 23 名  商  大
〃  高 島   徹 24 愛 知 工 大
″  山 本  員 範 19 岡 崎 工 高
〃  田 中  晃 稔 27 名 学 院 大
″  松 本  佳 久 24 名 学 院 大
″  加 藤  幸 次 22 猿 投 農 林 高

摘 手  大 矢  正 成 23 法  政  大
〃  山 田   章 28 関 商 工 高
〃  坂 野  彰 宏 26 名古屋学院大
〃  森   勝 彦 25 名 城 大 付 高

内 野  植 田  利 幸 29 愛 知 学 院 大
″   林      ,羊 22 東  邦  高
〃  小 川 新 二 21中 京 高
〃  吉 田  則 B召 23 岐 阜 西 工 高
〃  本 田  祐 二 25 豊 橋 商 高
″  森 本   進 24 駒  沢  大
〃  倉 田  敦 敏 20 高  田  高

外 野  新 谷  和 明 2]鯖  江  高
〃  内 藤  真 ,日 23 名古屋電気高
〃 O石 田  義 -28 名  城  大
〃  増 田  正 美 25 東 海 大 工 高
〃  榊 原  憲 文 24 岡 崎 工 高
〃  高 橋  哲 夫 24 岡 崎 工 高

国産 自動車
監 督  田 中  久 幸 35 芝 浦 工 大
投 手  森 岡  真 -23 明  治  大
〃  大 石   大 24 日 本  大
〃  久 保  恭 久 22 中  京  大
〃  藤 川  正 博 24 帝  京  大
〃  秋 山  源 助 19 熊 本 工 高
″  池 田  親 興 23 法  政  大

捕 手  阿 部  正 弘 22 明  治  大
〃  村 上 忠 貝J33津 名 高
〃  町 田  宇 公 24 横 芝 敬 愛 高
″  伊 東   勝 23 東海大相模高

内 野  鈴 木  勝 則 24 東  海  大
〃  若 山  哲 男 24 法  政  大
〃  杉 山  繁 俊 26 東  海  大
″  荻 野  善 英 25 中  京  大
″  金 城  浩 光 22 興  南  高
〃  米 田  保 伸 23 法  政  大
〃  小 川  孝 之 24 国 士 舘 大
〃  高 橋   誠 ]8 堀  越  高
〃  渡 辺   等 18 今 治 西 高

外 野  堀 添  弘 和 24 明  治  大
〃  大 野   久 22 東  洋  大
″ 0上 原  晴 彦 26 東  海  大
〃  自 鳥 重 治 27早 稲 田 大
〃  鶴 岡  昌 宏 25 東  洋  大
〃  大 塚  勝 明 24 帝  京  大

本 田技研鈴 鹿
監 督  藤 村  哲 也 36 法  政  大
投 手  前 村  泰 正 32 法  政  大
〃  浜 地  ― 典 20 南  島  高
″  松 本  弘 幸 22 熊本第一工高
〃  池 尻  康 晴 22 久 留 米 商 高
〃  塩 崎  章 生 23 新 宮 商 高

捕 手  藤 田   進 33 大 東 文 化 大
〃  松 田  達 男 29 東  海  大
〃  田 中  忠 勝 20 久 留 米 商 高
″  破 崎  英 ′I119 鹿児島商工高

内 野  朝 倉  秀 俊 26 東  海  大
〃  太 田  彬 晶 3]中  京  大
″  藤 田   1吾 25 大 東 文 化 大
〃  岡 崎  純 -23 県 岐 阜 商 高
〃  山 中  茂 直 23 法  政  大
″  森 田  泰 弘 24 駒  沢  大
〃  北 kEl 達 也 25 東  海  大
″  原 野  洋 成 22 久 留 米 商 高
〃  長 田  勝 志 25 九 州 東 海 大

外 野 0全 並  和 彦 29 愛 知 学 院 大
〃  原 田  勝 弘 24 明  治  大
〃  高 橋   隆 33 法  政  大
〃  大 久 保  隆 23 桜 美 林 高
〃  手 嶋   浩 23 法  政  大
〃  黒 田   晃 26 法  政  大
〃  三 浦  康 彦 25 中  央  大
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日 本 新 薬
監督  吉 川  博 敏 29 同 志 社 大
投 手  前 田  正 治 26 関  西  大
〃  大 野 言成二 21出 雲 商 高
″  川 崎  克 弘 25 京  産  大
〃  福 原   晃 23 岩 国 工 高
〃  阪 本  久 志 20 智 弁 学 園 高
〃  浅 香  央 19星 稜 高

捕 手 0山 田  秀 則 28 同 志 社 大
〃  後 藤   昇 23 立 命 館 大
″  渕 脇  章 弘 29 大 阪 学 院 大
″  磯 部  清 治 22 宇  治  高
内 野  中 丼  弘 幸 26 南  部  高
〃  浅 倉  弘 安 27 関  西  大
〃  石 橋  幹 彦 ]9 出 雲 商 高
〃  中 本  導 男 24 近  畿  大
〃  田 所  孝 二 24 関  西  大
〃  中 道  義 美 28 城 東 工 高
〃  渡 辺  雅 仁 22 倉 敷 商 高
〃  吉 川  博 敏 29 同 志 社 大

外 野  岡 田  靖 治 23 日  高  高
〃  小 林   功 25 佛  教  大
〃  中 丼  秀 晃 24 同 志 社 大
″  西 村  武 27東 山 高
″  原 田  英 彦 23 平  安  高
〃  小 竹 重 行 28同 志 社 大

神 戸 製
監 督  吉 田  和 幸 34
投 手  小 林   誠 19
〃  青 山   健 22
〃  神 橋  孝 治 19
″  西 山  秀 喜 23
〃  矢 野  和 哉 21
〃  長 渡  宏 之 19
〃  若 生  幸 三 25
〃  山 本  正 信 25
捕 手  岡 本  哲 司 23
〃  川 丼  直 之 21
〃 ○ 荒 井  信 久 30
″  松 尾  宏 樹 19
内 野  中 川   哲 27
〃  宮 本   要 25
″  上 野  徳 和 22
〃  川 原 崎  実 20
″   高 里予 )青秀 24
〃  辻   隆 之 24

外 野  日 川  雅 夫 25
〃   /」 本ヽ本   貫  31
″  浦 本  慶 啓 27
″    ブヽ 本寸  牙雀5そ 32
″  西 川  幸 宏 20
〃   中 本寸 好

'台

 30
″  山 崎  博 行 28

鋼
駒  沢  大
鳥 取 城 北 高
東 播 磨 高
大 分 商 高
帝 京 第 五 高
報 徳 学 回 高
吉  備  高
立 命 館 大
駒  沢  大
吉  備  高
星  稜  高
明  '台  大
柳  川  高
駒  沢  大
洲 本 実 高
市 神 港 高
村 野 工 高
専  修  大
立 命 館 大
明  ,台  大
姫 路 商 高
亜 細 亜 大
専  修  大
星  稜  高
専  修  大
村 野 工 高

松 下 電 器
監 督  下 田  鎮 男 41 柳  リロ 高
投 手  北 口  勝 久 28 早 稲 田 大
〃  堅 田 外 司 昭 22 星  稜  高
〃  石 田 富 士 男 24 日  体  大
″  安 蒜  ― 則 26 立  教  大
〃  原   邦 彦 25 岡 山 東 商 高
〃  塚 岡  広 仁 25 倉 敷 工 高

捕 手  大 本  二 郎 26 倉 敷 工 高
〃  小 原  尚 生 26 愛 知 学 院 大
″  渋 谷  卓也 25 同 志 社 大
″  井 回  義 則 22 吉  備  高
内 野  野 尻  正 博 26 近  畿  大
″  広 岡  資 生 23 早 稲 田 大
〃  林  寿 自525立 教 大
〃  北 野  敏 史 22 箕  島  高
〃  楠   豊 寿 24 愛 知 学 院 大
″  奥 代  恭 -24 関  西  大
外 野 O島 田  行 雄 28 近  畿  大
〃  磯 本  邦 彦 26 佐 世 保 工 高
〃  篠 崎  宏 道 24 近  畿  大
〃  平 岡  靖 彦 24 日  体  大
″  南 村  典 男 19 箕  島  高
〃  荒 木  靖 信 23 PL学 園 高
″  前 嶋  純 二 27 法  政  大

新 日本製 鐵堺
監 督  浜 崎  満 重 34 ノヽ 幡 工 高
投 手  下 村  恭 =24 新  宮  高
″  萩 原  孝 治 23 都 島 工 高
″  九 兄  善 信 19 堺  西  高
〃  小 椋  茂 夫 19 通  摩  高
〃  清 水  信 英 26 興  国  高
〃  南 出  裕 司 22 粉  河  高

捕 手  浦   誠 哉 26 PL学 園 高
″  中 野  敏 行 24 」ヽ倉 商 高
″  西 口  10明 25 大  鉄  高
″  樽 口  正 生 26 藤 丼 寺 工 高
内 野  花 サ‖ 達 也 25 東洋大姫路高
〃  馬 場  敏 史 18 柳  り‖ 高
〃  江 川  正 起 19 箕  島  高
〃  浦 東  靖 24新 宮 商 高
〃  浦 東  徳 明 22 新 宮 商 高
〃  久 保  恭 教 19 生 野 工 高
〃  南 口  正 人 23 大  鉄  高
〃  石 原   貢 21 '0 '日  高
外 野  西 垣  公 策 22 県和歌山商高
″  山 下  裕 司 20 西 野 田 工 高
〃  中 西  孝 吉 34 部  農  高
〃  米 倉  格 二 21 成 城 工 高
″  藤 本  公 二 29 興  国  高
〃  中 城  昌 徳 19 柳 ケ 浦 高
″ 0山 尾   博 27 生 野 工 高

日本鋼 管福 山
監 督  深 草  真 敏 36 日  本  大
投 手  田 村  忠 義 35 広  陵  高
〃  内 山 田 慶 弘 31 福  岡  大
〃  高 橋  周 司 28 亜 細 亜 大
〃  渡 辺  B召男 26 国 士 舘 大
〃  浜 口   守 23 弓削商船高専
〃  今 野  充 21鳥 取 商 高
〃  平 田  照 実 21 岩 国 商 高

捕 手  白 石  則 幸 27 西  条  高
〃  古 り 英 イ予 23盈 進 高
〃  安 永  利 和 21 尼 崎 北 高
内 野  佐 名 木 睦 夫 28 盈  進  高
〃 O渡 部 一 ,台 27駒 沢 大
〃  深 谷  勇 人 23 近 大 付 高
″  岩 野  好 伸 23 東  洋  大
″  山 田  勝 己 22 新 潟 商 高
〃  戸 田  好 孝 19 広  陵  高
″  岡 田  和 則 20 府 中 東 高
″  山 内   明 34 盈  進  高

外 野  六 条  誠 -33 高 松 ― 高
〃  今 岡  逸 朗 27 亜 細 亜 大
〃  松 浦  伸 生 27 下 関 商 高
〃  木 村   浩 25 大  商  大
〃   佐 藤  ,羊―-24 二松学舎大付高
″  藤 田  賢 二 19 桜  宮  高
″  清 水  克 敏 22 松 江 商 高

本 田技研 熊本
監 督  大 塚  勝 秋 39 法  政  大
投 手  吉 村  誠 -18 ノk代第 一 高
〃  内 田  和 広 23 都 城 商 高
〃  西 村  武 生 25 長  門  高
捕 手  関  慎 ― 郎 19 鎮  西  高
〃  吉 田  靖 雄 29 Jヽ 倉 工 高
″  川 端  康 史 18 ノk幡大 付 高
内 野 0荒 木 昌 ― 郎 20 東 海 大 三 高
″  山 本  公 孝 18 東 海 大 三 高
″  平 山  光 治 18 大 牟 田 高
〃  死 野  克 E召 18 ノヽ 代 工 高
″  宇 野  賢 -18 鎮  西  高
″  内 川  義 久 29 法  政  大
〃  大 塚  勝 秋 39 法  政  大

外 野  宮 本  幸 広 18 ノヽ 代 第 一 高
〃  上 野  須 市 19 東 海 大 三 高
〃  古 田  典 博 32 愛 知 学 院 大
〃  石 川  友 博 18 九 州 学 院 高

新 日本製鋤広 畑
監 督  中 山  拓 郎 3]尾  川  高
投 手  西 村  基 史 21 尼 崎 工 高
〃  林   道 義 19 香  寺  高
″  大 東  ― 仁 20 山  崎  高
″  藤 高  俊 彦 24 伊  香  高
〃  津 田  宗 明 20 福 山 工 高
〃  夜 久  幸 治 23 福 知 山 高

捕 手  黒 田  純 生 26 和 歌 山 工 高
〃  西 村  治 幸 23 江 の 川 高
″  応 武  篤 良 25 早 稲 田 大
″  中 山  拓 郎 31 滝  川  高
内 野 O西 村  雅 文 28 佐 賀 竜 谷 高
″  土 江  正 人 30 報 徳 学 園 高
〃  正 田  来井三 22 市和歌山商高
〃  児 玉  貴 志 20 和 歌 山 工 高
″  砂 田  弘 樹 19 江 津 工 高
〃  西 り  昇 25琴 丘 高
″  浜 野  正 明 27 和 歌 山 工 高

外 野  船 越  敏 彦 23 近  畿  大
″  原 田  三 郎 19 志 度 商 高
″  黒 田   晃 26 神 戸 学 院 大
″  尾 形  正 己 30 山  崎  高
〃  佐 々 木 謙 二 2]明  徳  高
〃  竹 中  和 彦 20 社    高
″  田 中  善 孝 27 比 叡 山 高

住 友 金 属

日 本 生
監 督  佐 竹  政 和 35
投 手  加 藤  重 雄 26
〃  森   明 彦 25
″  村 上   明 23
〃  伊 藤  伸 幸 24
〃  早 瀬  万 豊 24
〃  栗 山  隆 二 23

捕 手  桧 tB  明 26
〃  鍛 治 本 明 典 23
″    クE1/J  正支不日 35
内 野  赤 丼  淳 二 31
″  丼 尻  陽 久 30
〃 0花 野   巧 29
〃  佐 藤   清 27
〃  三 枝  淳 介 27
″  中 橋  伸 幸 24
〃  中 村  昭 徳 22
〃  大 西  慶 興 22

外 野  安 西  敏 雄 29
″  楠 原   基 27
″  西 本  靖 彦 26
〃  内 田  敏 弘 25
〃  森 田   昇 25
〃  山 内  博 史 23
〃  石 丼   清 23
″  児 玉  卓 也 22

ロ̂ロ

関  西  大
,去  政  大
,可  南  高
新  湊  高
東  経  大
関  西  大
学 習 院 大
関  西  大
近  畿  大
関  西  大
近  畿  大
東  海  大
同 志 社 大
早 稲 田 大
早 稲 田 大
愛 lll学 院 大
専  修  大
東  ,羊  大
中  央  大
)去  政  大
早 稲 田 大
法  政  大
近  畿  大
大  商  大
東  京  大
東  海  大

法  政  大
関 西 学 院 大
和 歌 山 工 高
秋田経大付高
高  知  高
西 南 学 院 大
佐 賀 竜 谷 高
箕  島  高
駒  沢  大
御 坊 商 工 高
同 志 社 大
高  all 高
智 弁 学 園 高
東 海 大 工 高
早 稲 田 大
浪  商  高
鳴   P5  高
柳  川  高
関 西 学 院 大
七 尾 工 高
箕  島  高
,去  政  大
東  海  大
明  '台  大
同 志 社 大
東海大相模高

新 日本製 鐵光
監 督  F別 ‖  純 35 立  教  大
投 手  松 下 圭 ― 郎 19 本  庄  高
″  山 本 慎 ― 郎 23 防 府 商 高
″  冨 川  昌 彦 20 鳥 取 城 北 高
″  野 下  博 文 25 鹿 児 島 商 高
″  ― 倉  輝 男 20 宇 部 工 高
〃  児 玉  克 雅 31 浜  田  高

捕 手  平 山  茂 雄 27 南  筑  高
〃  東 方  和 之 20 中 津 工 高
〃  安 達  明 浩 22 境    高
〃  藤 田  博 明 26 三 池 工 高
内 野  高 安  英 義 19 9`子水 産 高
″  川 崎  秀 二 19 宮 崎 日 大 高
〃  内 布  B召博 25 東 海 大 三 高
〃  松 岡  晶 -21 関  西  高
″ 0萱 原  文 男 31 り1越 工 高
〃  滝 口  広 明 ]9 国  東  高
〃  住 吉  ― 夫 24 岡 山 東 商 高
〃  住 吉  則 広 21 金 山 学 園 高
〃  吉 岡  武 雄 34 早  輛  高

外 野  竹 内  武 美 21 鳥 取 城 北 高
″  石 田  卓 己 25 宇 部 I高
〃  村 上  幸 治 19 ノヽ 幡 大 付 高
〃  石 買  伸 二 27 南  筑  高
″  岩 崎  悦 司 28 熊 毛 北 高
〃  福 本  敏 郎 26 佐 世 保 工 高

電 電 四
監 督  福 谷   祥 37
投 手  小 松  義 昌 26
〃  滝 下  茂 信 25
〃  森   圭 介 24
〃  石 丸  裕 志 23
〃  三 好  利 幸 20
捕 手  藤 本  英 夫 27
″  夕 部  孝 豊 21
″  武 田  和 高 19
内 野  鎌 土  隆 志 27
″    桁音晏量  デ己自5 24
〃  三 倉  ― 男 24
〃  土 田  博 健 20
″ 0板 東  照 雄 26

外 野  渡 辺  勇 次 26
″  石 元  浩 三 25
″  河 野  正 人 24
″  中 山  耕 二 23
〃  池 田  保 典 2]
〃  和 田  恵 充 29
〃    幸 田     優  34

国
中  央  大
亜 fIB亜 大
穴  吹  高
東  洋  大
駒  沢  大
Jヒ  ≠【  雇ヨ
大  島  高
大 方 商 高
明  徳  高
高 知 商 高
東  ,羊  大
駒  沢  大
帝 京 第 五 高
立  正  大
中  央  大
新  田  高
愛 知 学 院 大
亜 細 亜 大
宇 和 島 東 高
松 山 商 大
駒  沢  大

監 督  山 中  正 竹 36
投 手  伊 藤  彰 洋 25
〃  小 杉  大 三 23
〃  松 本   豊 20
〃  高 橋  修 =27″  武 田  重 美 26
″  古 賀  達 也 25

捕 手  嶋 田  宗 彦 22
″    小 川   E2-- 30
′/    ]ヨウ生  =旨 SL 20
内 野  中 田   等 23
〃  福 本  保 彦 19
″  丸 山  耕 司 21
〃  前 田  寿 啓 21
〃  佐 藤  雄 樹 24
〃  四 田  勝 康 27
″  田 中  祐 司 26
〃 ○ 松 隈  憲 治 29
外 野  筒 丼  大 助 26
〃  野 見  充 実 19
〃  児 嶋  保 成 20
″  黒 石   厚 25
〃  中 原  正 明 30
″  栗 山  和 行 24
〃  松 原  俊 郎 26
〃  三 好  ― 幸 31

日鉱 佐 賀 関
監 督  五 十 嵐 健 二 34
投 手  清   篤 也 22
″  中 沢  広 幸 18
〃  宮 本  雄 治 24
〃  山 田 桂 二 郎 2]
〃  藤 本 冨 美 夫 28
″  有 馬  浩 幸 23
〃  古 田 穣 二 郎 19

捕 手  羽 田 野 達 彦 24
″  板 丼  伴 博 20
″  伊 藤  浩 久 20
〃  青 丼  輝 幸 18

,コ 里予   里予■   =与 tL 24
〃  清 原  真 =24〃  大 川  裕 司 19
〃  古 田   徹 23
″ ○ 伏 原   直 30
〃  上 野  秀 男 20
″  百 瀬  紫 郎 22
″  村 田  啓 -32

外 野  山 下  敏 道 22
″  平 野  英 雄 24
″  岩 尾  正 義 29
〃  佐 藤  LFr也 19
〃    本寸ラに  1活弓ム 20
″  吉 近  寿 -29

大
高
高
大
高
高
大
高
大
高
高
高
高
一局
高
高
一高
高
高
高
高
大
高
高
高
大

教
南
水
政
田
渤
波
奪
坤
杵
師
」
効
効
陵
類
陵
い
に
類
田
央
諄
奪
陵
修

立
日
清
法
高
中
筑
津
国
自
下
佐
津
柳
広
津
広
下
鶴
津
池
中
中
津
広
専

107



1984年 (昭和59年)10月 21日 >10月 29日 大阪球場

優勝=住友金属 (2年連続4回目)

新  日 鉄 堺 (近 畿)         2

辱予鉄弓ヽ据T考冊:∃電電東海4

=ヨ

電電東海4

重 蒸 糧 曇|II∃ 日本 楽 器

:三ヨ
ロ本 楽 器 0

重 工 業 (関 東) 一一一一
∃

電 電 東 海 3

住 友 金 属 4-

本
本
士
電
売
戸
本
電
電
友

日
日
富
電
専
神
日
電
電
住 住 友 金 属

奔昭T峨驚諾℃:∃新日鉄光:コ 住 友 金 属 4

::[IIMI『 |:醐誓|∵
三∃ 国鉄名古屋

:三コ
ロ立製作所 2

!ラ」[黙fi置 [li 彙|:三二]三菱重工長崎 f二
三]松 下 電 器 7

:][[[ヨ
]日 本 田 技 研

:日 本 田 枝 研 4

金  属 (近 畿)

住 友 金 属 7-

松 下 電 器 3-

23試合の総得点は230点で、132点 だった前回を大幅に上回った。
松下電器が三菱重工長崎戦 (七回コール ド)で記録した 1試合最多
得点18を はじめ、1イ ニングに8点 を挙げたのが3試合あるなど、
すさまじい「打」の大会だった。
個人的にも多くの強打者が目立った。 4試合連続の 6本塁打を

放った伊藤 (日 本通運)を 筆頭に、過去10年間で 2本 しか出なかっ
た満塁本塁打が、この大会だけで伊藤、高橋 (国鉄名古屋)、 中村
(日 本楽器)の 3本が記録され、 1試合 2本塁打も過去最多の 5選
手がマークした。各チームがパヮーアップを図り、金属バットの
威力を引き出したのが本塁打量産につながったようだ。
打力上位に拍車をかけたのは投手力の弱さ。活躍が期待された

広田(電電中国)、 古溝 (専売東北)、 九鬼 (新 日鉄堺)が初戦で姿を
消 したほか、夏のロス五輪優勝の立役者となった伊東 (本田技研)

もスタミナ切れでベスト8に とどまった。
こうした「打高投低」傾向の中で、しっかりしたエースを持って

いたのが 2年連続 4回 目の優勝を飾った住友金属。力で押 して痛
打を浴びる投手が多かったが、27歳で 2年連続最高殊勲選手賞に
輝いた高橋の“枝の投球"は一段と光っていた。

〔優勝戦〕日本通運―住友金属 四回表、住友金属二死二、三塁、松限の中前
タイムリーで三塁の栗山に続き、二塁から田中も生還。

>委員長=小西正一>副委員長=三輪武、山川脩司>委員=中西明、三宅享次、戸田直佑、原田謹爾、上杉正、片岡成夫、岸野金
治、本郷良直、木島一晃、大橋慶三、小林勉、清水正輝、山口円、石渡義、桃田晴彦、吉田竜男、中西則夫、河島秀喜、桂等、長谷至康、
鹿多証道、前田利昌、生越芳明、東優孝、村山貞夫、巽正一、岡本良一、辻喜正、美馬洋、中川雅夫、宮本明
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▽10月 21日
第 1試含=1回戦(午前10時 6分開始)

電 電 東 海 0000000224
新 日鉄 八 幡 20100000013
>審判(球審)小林 (塁審)桂、石渡、原田
【電電東海】打安点振球 【新日鉄八囃 打安点振球

8 宮 本 :38旱 ♀ 8 寒 霜
'386♀

④ 湯之戸 32102 ③ 山 崎 40010

§ 詈 竃 :::|:3編 平  :::|:H7望 月 11000 ③ 丸谷夫 3002]
⑨ り‖ 合 21010 ⑤  石  り‖ 21001H9木 戸 21000 H 沼 田 00001
⑥  丼  上 20000 R 野  田 00000H6内  藤 22000 5 山  前 00000
①  清  水 20020 0 池田宣 30000H 森  田 10010 1 丸谷幸 00000
1 笠  丼 00000 H 吉  岡 10010H 沢  田 000001 長谷川 00000
犠 併 残      犠 併 残
2  0 10 36124 9 3     2  1  9 328 3 8 5

回 安振 球 貢
池 田宣 7438832
丸 谷 華 ]%4102

>本塁 打 =福本 1号② (清水 )>三 塁打 =中西 、山
部 >犠打 =電 2(宮本 、沢 田 )新 2(山崎 、平 )>盗塁
=新 2(本村 2)>失 策 =電 1(湯之戸 )>試合時 間
=2日寺間43分

初 戦 突 破 に ホ ッと
〇 …電 電 東海 が 3度 Hの 出場 で初 戦 突 破 をかな

えた。「やっと月券てました」と湯之 ′:主:将 はホ ソとした表
.睛 ,1点 を追 ったノし回 lクビ 、 1塁で 中南|に 1司 点 ll.
「余 裕はなか ったが 、きた球 ならlJでもllってやろう、と
りHき 直 っていたのがよかった」.31歳のベテランの  オl

lま続 く持 ■ :ll西のりJ券IIを言秀い11した

2試含=1回戦(午後 1時20分開始)

>審判 (球審)中西 (塁審)清水、辻、岸野

>三 塁 打 二 山 本 秀 >二 塁 打 =石 丼 崇 、山 本 秀 >犠
打 =楽 2(中山 、高 田 )生 3(森田 、大 西 、伊 藤 )>暴
投 =早 瀬 >試合 B寺間 =2時 間 34分

第 3試含=1回戦(午後 4時23分開始)

レ審判(球審)三宅 (塁審)巽、東、河島(外審)辻、桃田
【専売東北】打安点振球 【神戸製鋼】打安点振球
⑨  イ左 藤 520 ]0  9 中 本寸 4 ]1 ]]
④ 山 下 31000 _6 り原崎 10113
8書 曇 :18888雪 会 :::3♀
②  及川正 43000 ②  岡  本 30100
③  大  内 32200 2 荒  丼 00000
③  畠  山 2000]③  日  川 10010H  星  10010 H8小 林貢 310008 遠  藤 00000 0 宮  本 3]10]
()  屁泰  FR 4 1 0 1 0  〔)   「   里予 3 ] 1 0 1①  古  溝 30020 0 山  本 00000
]  刀ヽ  里予 ] 1 ]0 0   H  `く tttE日   ] 1 0 0 0R 神 橋 00000

1   夕に  里予 0 0 0 0 0
犠 併 残      犠 併 残
4  1  8 35125 5 1     5  0  9 279 6 4 7

>本塁 打 =原野 1号② (山本 )大内 ]号② (山 本 )浦本
1号 (小野 )>二 塁 打 =及川 正 、大 内 、中 村 >犠打 =
専 4(山 下 2、 寺 島 、大 内 )神5(川 原 崎 、岡本 、山本 、矢
野 2)>盗 塁 =専 ](及川 正 )神1(中村 )>失 策 =専 ]

(寺島 )>捕逸 =及川正 >試合 時 間 =2時 間46分
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社会ス野球日本選手権大会 ″年史

▽10月 22日
第 1試合=1回戦(午前 8時58分開始)

日 本 通 運 1021000004
電 電 四 国 0000000000
>審判 (球審 )上杉 (塁審 )長谷 、生越 、中川

犠 併 残
0  0  8 338 0 6 2
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>本塁打=金丸 1号 (滝下)伊藤 1号② (滝下)>二塁打=牛島、
金丸、望月、河野>犠打=日 1(清水)>盗塁=日 2(牛島、柿沼)

>失策=電 3(和田、小谷、夕部)>試合時間=2時間11分

カ ッ と し な い で ‐…
○…カープをヒ体に安定した投球で、日本通運 ツ青
木が今年3回 ‖の完封勝ち.イ lたれるとカンとなる‖:

格で
“
`市
対抗野球では 1い 1戦、新‖鉄人分に8安

オlされ4回 3分の2で1降板したが、この‖は「がまんじ
て、「 寧に投げたのがよかった.80,itの 出来Jと 白い
凶をのぞかせた
「今 1■まチームがいい成績 をあげていな0ヽ すど、オJ線
とかみあえば 、い 0ヽ′lFま で ,ヽすると思 います」と落ち着 tヽ

たll調 で 、今 季最 後の 大会へ 白liと F応えを話 した .

2試含=1回戦(午前11時41分開始)

大昭和製紙北海道 000 100 000
新 日 鉄 光 000000100
)審判 (球審 )大橋 (塁審 )吉 田 、鹿 多 、岡 本

〉二塁打=福本 >犠打=大2(社 2)新2(萱 原、石買 岩崎)>盗塁
=大 ](高木)〉矢策=新 ](住吉)>試合時間=2時 間38分

>審判(球審)本郷(塁審)桃田、前田、宮木(外審)桂、山口

>本塁 打 =高 橋 1号④ (中西 )坂上 博 1号② (カロ藤 )

岩 田 ]号 (力日藤 )>二 塁 打 =内 藤 、森 本 、飯 田 >犠打
=野 2(坂上 正 、村 上 )>盗 塁 =国 3(森本 、本 田 、高
橋 )>失 策 =野 2(芳村 、飯 田 )>暴 投 =加 藤 、中 西 、
丼 戸 >試合 時 間 =2時 間 36分

第 4試含=1回戦(午後 5時56分開始)

暫:墨夭建高::::::::臭 |:
>審判 (球審 )三宅 (塁審 )山口、河島 、東 (外審 )桂、前 田

犠 併 残
2  3  5 308 6 6 3

>本塁打 =林 ]号② (冨樫 )>三塁 打 =本西 >二塁
打 =長田、丼 上 >犠打 =新 2(平川 2)三 2(鈴木 、
井 上 )>盗 塁 =新 4(早瀬 、永 野 、吉 田幸 、大 溝 )三 1

(本西 )>失策 =三 ](古屋 )>暴投 =宮本 >試合時
間 =2時 間43分
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創部 4年目、近大から入社して 2年 目だった。近畿
予戦で三菱重工神戸、新日鉄堺を破って初出場、「こ

んなに早く」と感激したことを覚えている。
国鉄名古屋 (現 JR名古屋)と 対戦したが、5-5で

迎えた七回に一挙 8点を失って敗れた。しかし、個人
的には人回に大阪球場のバックスクリーンに2ラ ンを
打ち込んだ、いい思い出が残っている。社会人 5年半
の選手生活でホームランは12本 だけ。それだけに忘れ
られない一発になった。
3年間チームを離れた後、91年夏コーチとして復帰。

93年 4月 からは監督代行となり、鴨田監督に代わって
指揮を執っている。高知商高 3年の夏、甲子園で準優
勝した時のチームメー ト、正木陽君が先日、高知商高
監督に就任。僕らもいよいよ指導する立場となり、時
の流れを痛感しています。
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▽10月 23日

四 国 銀 行 3000100004
本 田 技 研 0200001025
)審 半J(球 審 )吉 田 (塁 審 )桂 、巽 、原 田

3411 5 4 3

>本塁 打 =長井 1号② (山 本 )>二 塁 打 =刈 谷、佐
藤 資 >犠打 =本 1(長丼 )>盗塁 =四 1(森本 )本 2
(松田 、広 瀬 )>失 策 =本 ](雨 堤 )>捕 逸 =沖 田 2
>試合 B寺間 =2時 間33分

くや しさあ りあ り
O L回 途 中から|11本 を救 援 していきなり 11ヽ /1

者をけん制 C殺 し、女「 火消 しぶりを ,こ せ た「ЧIJ,((1の
橋 谷だったが、最終 回  転 して奈落の底 へ  「本 IIの
、 1番 は 竹`たって tヽると聞 いてtヽ たσ)で 卜分 Fイ 成 し

たの 0す力■ (逆 転オlは )フ ォークボール  ちょっとリキ
みす ぎました やっばり先頭オl者を出 したのが響 きまし
たJと

Ⅲ
大魚 …を逃 したくや しさがありあ|)

電 ロヨヨミ丼唇100 100002 4
新 日 鉄 堺 000010001 2
>審 判 (球審 )本寸山 (塁審 )中 西 則 、辻 、河 島

犠 併 残
6  0  7 288 4 3 4

回 安 振球 責
清  水  9 6122

>本塁 打 ='甫 1号 ('青 水 )卜 二塁オ]='菱里予レ1義 ]]=
電 6(辻、宮 本 2、 浅 野 、木 戸 2)新 1(藤 本 )卜 盗 塁
=電 1(百瀬 )新 ](花り )>試合 B寺間 =2時 間 ]4分

>審 判 (球 審 )中 西 明 (塁 審 )大橋 、生 越 、戸 田

レ本塁打=武居1号 0(古 尾谷)劉 1号 (古尾谷,中村1号 |■ 1斉藤)

)三塁打=市川 >二塁打=山本秀2熊野 i令木レ犠打=日 3(中
山 熊野 留1)>失策=富 1(野口

'>試
合時間=2時 間23分
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〔1回戦〕電電東海―新日鉄八幡 九回表、電電東海二死一、二塁、中西、右前に決勝タイムリーを放ち、
二塁から辻を迎え入れる。

▽10月 24日
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崎 >二 塁打 =岩山、小林貢 レ犠打 =電2(河 丼 広田)神 11高野

'>盗塁 =電 ](聖川)神5(浦本3小林貢 高野))矢策 =神21川 原
崎2))試合8寺 間 =3時間34分

日 本 通 運 35000030213
電電北海道 000001 100 2
>審 判 (球審 )山 口 (塁 審 )村 山 、中 川 、岸 野
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策=日 l(神長)電 2(日 比野、寺田)卜暴投=瀬戸レ言1含時間=
2時間54分

りの三振にrJれるなど、住友金属 高橋の球成に押さ
オlて 不名誉な3i振 を喫した新日鉄光の萱原は「何
も言うことないですよJと 11を とがらせた.しかし、高橋
の印象について1速 いの 高.慣れていないナイター
でもあったし    でも、やっばりFlこうの/Jが ノ」は 11

なんですよ_と 素直にカブトを脱いだ.

▽10月 25日
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田 内藤1口 ]`国 J」

'レ
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３
１

球
３
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４
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３
３
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木
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鈴
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３
６
１

球
０
２
０

振
０
０
２

安
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５
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回
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第 3試含=2回戦(午後 4時25分開始)

第 3試含=2回戦(午後 2時44分開始)
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社会ス野環日本選手権大会 2θ年ズヘ

第2試含=2回戦(午後 0時 2分開始)
‐８

０
松 下 電 器 2
三菱重工長崎 0
卜審 判 (球審 )木嶋 (塁 審 )美馬 、前 田 、宮 木

犠 併 残
4  0  5 3215181 8

>本塁 打 =島 田 ]号② (肥喜 里 )2号 ③ (古 川 )石田
1号② (肥 喜 里 )2号 O(山 坂 )>二 塁 打 =北 野 、野
尻 >犠 打 =松 4(野尻 、広 岡 、大 本 2)三 ](前 田 )>
盗 塁 =松 2(広岡 、大 本 )>失 策 =三 2(林田 、本 西 )

>言式合 時 F88=2日寺間 17分

越 000 000 000
研 11013000X

>審判 (球審)三宅 (塁審)本郷 河島、吉田

>本 塁 打 =雨 堤 ]号 (高 野 )>二 塁 打 =(ヂ 東 2、 藤
島 、入 内 島 、西 条 >犠打 =電 2(高野 2)本 2(荻原 、
佐 藤 資 )>盗 塁 =電 1(土居 )本 2(雨堤 、朝 山 )>矢
策 =電 ](須 田 )本 2(朝 山 、伊 東 )>試 合 時 間 =2
時 間 8分
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海
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電
日
>審半J(球審 )中 西 明 (塁審 )小林 、鹿 多 、岸 野
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第3試含=2 午後 2時50分開始)

▽10月 26日
第 1試含=準々決勝(午前9時55分開始)
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日

第 2試合=準々決勝(午後0

レ審判 (球審)村山 (塁審)山口、日本、辻

>本塁打 =伊藤 4号0(矢 野 )5号② (矢野 )中村 1

号 (清 水 )2号の (清水 )望月 1号② (矢野 )岡田 2号
(矢野 )岡本 1号 (野尻 )>二 塁打 =清水 、柿 沼 >犠
打 =神 2(岡本 、宮本 )日 ](野尻 )>盗塁 =神 1(小
林 貢 )日 1(望月 )>試合時 間 =2時 間32分
ベ テ ラ ン神 鋼・ 中 村 、2ア ー チ
〇…初戦の対専売東北戦で決勝打を放った30歳
の‖I戸 製鋼 :11小 llま、第 2戦の電電中国戦は浩手に
出番を譲って代JIで出場 ,そ してこの日は劇的なアー
チ 2本と 2 1振。 ■いJ、 日本 通 運 の 先 発 、ノli腕 清
本の″J球 をとらえて左 翼へ運 ぶとこれ が記念 すべ き大
会通 算200'ナ 本塁 |]`.「 まっす ぐ高めの球 、相 手の消
水投 手が悪 かったんじゃないですか 」
i振のあとの 第 3オ l席 は無 死 ,詢i塁で打 席 に 立ち、

2-3後 の 7球 目をノI:中 間へ 同点 満塁 本塁 Jl.「 シ
ュートがスソホ抜 けたよう,あの  オIでムートはもり上 が
ったし、tヽ すると思 ったんですが  J,
▽10月 27日
第 1試含=準々決勝(午前9

>審判 (球審 )木 嶋 (塁審 )片 岡 、桂 、石 渡
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回 安振球 責

局  橋  910412
>本塁 打 =遠藤 ]号 (高 橋 )>二 塁 打 =杉 本 2、 松
隈 、国 山 >犠打 =住 3(筒丼 、田 中 、高 橋 )>盗 塁 =
住 2(三好 、田 中 )日 1(国 山 )>失 策 =日 3(神谷 、
国山 、内 田 )>試合 時 間 =2B寺 間23分

第 2試含=準々決勝(午後0

>審 半J(球 審 )小林 (塁 審 )上杉 、中 西 則 、東
打安点振球 【本田技研】打安点振球00000 0 荻  万ヨ 300001001]H 青 木 1001020001 8 松  田 1000051210 14)ィ 左藤資 5200041101(D広 瀬 5101052310 0 入内島 5400031000 0 雨  堤 5220000000 0 佐藤正 4000110000 ⑤ 朝 山 4110]41000 10 長  丼 4210042000(1)藤  5票 0000020010 H 柳  り‖ 1001011000 1 伊  東 3101031100 ]中  屋 00000

犠 併 残
35107 4 3     0  0  9 41134 4 2

327 4 4 1
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>本塁 打 =北 野 ]号 (藤原 )平岡 1号 (藤原 )島田 3
号 r3(lll東 )>二 塁 打 =朝 山 、長 丼 、原 、野 尻 、入 内
島 、雨 堤 >犠 打 =松 3(林、原 、平 岡 )>盗 塁 =本 ]

(佐藤 正 )>ボ ー ク =藤 原 >試合 時 間 =3時 間 ]分
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▽10月 28日
第 1試含=準決勝(午前10時 1

>審判 (球審 )大橋 (塁審 )桂、東 、桃 田

牛義
'キ

 タ圭
0  1  4 35127130

回 安振 球 責
玉  田  9 942]

>本塁打 =柿沼 1号② (清 水 )湯之戸 ]号 (玉田 )伊
藤 6号 (清水 )>二塁打 =岩井 、望 月 (日 )浅野 、岡田
>盗塁 =電 ](湯 之 戸 )日 2(牛島 、杉 本 )>失 策 =
日 1(望月 )>言式合 時 FB3=2時 間41分

日 通 、長 打 攻 勢 で 圧 倒
i卜 Jまで電電東海 清水のカープにほんろうされ無安打、5

三振と沈黙していた日本通運は、打順が 巡したνЧ回、望
月、金メこの連オlで無死―、1塁の好機を迎え、岩井の中越
え 1旱llで 2点 。さらに クピ後、牛島の右前適時オlで 1点
を力lえ 、二死後に柿沼が右翼席に運んでこの回5点 = 一気
に試合の主導権を握った`六回には伊藤の右越え本塁オT、
人卜」には岡日lの右中間適時二畢打で 1点ずつを加えダメ
を押した。
電電東海は六回に湯之戸の左越え本塁オ1で 1点、八Lnl

には遊ゴロ失と中西の中前|]、 浅野の右中間■塁打で2点
を返して食いドがったが、四101の 大量失点が重くのしかかり、
踏ん張ったliHJに 後続を断たれた

`,

第 2試含=準決勝(午後 1時16分開始)

住 友 金 属 0000002024
松 下 電 器 0021000003
>審半J(球審 )小林 (塁審 )上杉 、石渡 、岸野
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>三塁 打 =松 原 、中 西 >二塁 打 =野 尻 、田 中 >犠打
=住 2(三好 、佐 藤 )松 ](篠崎 )>盗 塁 =松 ](大本 )>
言式合 時 間 =3時 間 6分

住 金 、士 壇 場 で 底 力
1主友金属がピンチを小亥Jみな継投で切りllkけ 、九回底力
を発揮して逆転勝ちした。 1点を追う住金は九回、田中の
左翼線 i旱打と松隈の敬遠で 1死 、■星とし、代打 松
原が右中間二塁llして2者を迎え人れ逆勲tした,

六回まで松下電 器の先発 原を攻めあぐねた住 金は し
回、2 FЧ 球と佐藤の/L前 IJの 1死満塁に松隈が三塁のFlt

上をゴロで破る適時オlで 2点 .逆転への糸口をつかんだ
`

松下・Li器は 3連 lttの住金 高橋を攻め、1回 に島田の中
前適時オ〕と林の中前へのテキサス安打で 2点を先取 .PЧ 回
にも平岡の中前適時打で 1点 を加え、高橋をOK。 しかし、
中盤からf主金の継投に日先をかわされ、九回 1死一、1塁と
詰め寄ったものの、決定打を奪えなかった
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>本塁 打 =柿沼 2号 (高橋 )筒丼 1号 (野尻 )>二塁打 =中
田 、lle田 、岩 井、栗 山 >犠打 =住6(中 田 、嶋 田 2、 佐 藤 、高
橋2)>盗塁 =住2(松隈2)>試合 時間 =2時 間 17分

先手々々、攻めまくる

住友金属が常に先手
を取り、危なげない勝不u
を飾った。
住金は一回、中田の

二塁線突破二塁打と嶋
田の右中間を破る連続
二塁打で 1点。さらに
三好の左前適時打で 2
点を先制。 日本通運の
先発 哺青水はストライクを
集めすぎて狙い打たれ
た。住金は四回にも2
四球とバントで送った二
死二、三塁に松隈が中
前に2点適時打。五回
にも代わった野尻から筒
井が中堅左にアーチを
か(すて 5点 目。人、九
回にもソツなく加点した。
日通は二回、柿ツ召が

左翼席に 2号 ソロ。五
回には柿沼、野尻の連
打と望月の左前打で 1

点を返した。六回にも2
安打して 4連投の住金
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>審判 (球審)三宅 (塁審)木嶋、本郷、原田

高橋から計 9安打を奪ったものの、高橋の的を絞らせない投球術にかわされ
た。
準決勝までの 4試合で 6本塁打をマークしていた主砲の伊藤を2併殺打

と1三振を含む、4打数無安打に抑え込んだ高橋の投球は見事だった。

臨 督 磯 話
住友金属・山中正竹監督 人回、佐藤が中前適時打して 6点 目を挙げた

時、勝利を確信した。優勝の原動力は高橋だが、前日の松原の代打 2点打、
高橋をつないだ 4人の投手らの活躍がこの日の優勝につながったと思う。
日本通運・中村国勝監督  ヒットも同じくらい打ったし負ける気はしなかった

のだが、それ以上に高橋君がよかった。ここまで来るのが大変だったし、うちとし
ては力を出し切ったので悔しヽ まありません。

粗さを見いだした山中監督が「連覇しよう。いや、連覇出来るJとナインに言い
切ったのは当然のことかも知れない。
初戦の新 日鉄光戦を除いたら、結果的には優勝戦がもっとも楽な、いかにも

住金らしtヽ試合展開になった。「投 手は低めを突け、打者はセンター返しを狙えJ
の鉄員J通り選 手は動き、「自分がしなければならないこと」を一人々々が自覚し
ている住金ナインヘの優勝への自信はLn3を追うごとに膨らんでいった。
一回先制したその裏、金丸のセンター返しを、グラブでたたき落として処理し

た高橋、六回二死 、́二塁で三邪飛をブルペンの傾斜の難しい場所で後ろ向
きになりながら捕球した松隈、さらには九Lpl、 町田の一塁線突破性の当たりをう
まく回り込んで高橋にトスして殺した佐藤のプレーなど“鉄の守りⅢは随所に見ら
れた。
そして攻撃は手堅いバント戦法だ.「打の日通」が走者を置いてことごとく強

政策に出たのとは対照的に、ようやく当たりが戻った二番の嶋田にバントを命じる
など、確実にスコアリングポジションヘ走者を送っては、日通に絶えずプレッシャー
をカイナ続けた。
堅い守りは 4試合すべてに先発したベテラン 高橋の“粘投 を̈さらにもり立

てた。史上最多の 3度 目のMVPに 輝いた高橋は「まさか完投出来るとは思
わなかったが、嶋田が何度も励ましてくれたし、ナインの激励が 1球投げるたび
に伝わってくる感じがしたJと 言った。昨年の優勝戦でも前評判が高かった東
芝に9安打を許しながら、2-0の 完ま寸月券ちを演じたが「 1点もやれない昨年
より、7点もらってホームランでもソロならいいやの気持ちで投げられた今年の方
が気分的に楽だった」と振り返った。
住金は大 ‐番で最もいい試合をした。前日の対松 ド電器戦で劇的な逆転

勝ちに涙したlll中 監督は、実にすがすがしtヽ顔で「きょうはほぼ満点に近い内
容だった」と総括した。「成せば成るJことを知らせてくれた住金の連覇の持つ
意義は大きい (相馬 卓司)

敢闘賞にも「恥ずかしい」
〇 …日本通運 伊藤は準決勝まで 6アーチ、15打点と大当たり。しかし

優勝戦は 4打数ノーヒット、1三振と完全に沈黙した。とりわけ四、人回は
無死一塁の反撃機に内野ゴロで 2併殺。「年齢 ?関係ありません。疲れ
もなかった。高橋投手がうまかったということです。

「
寧に攻めてきましたか

らね」。しかも九回の守りから若手に交代してベンチに引っ込んだ。そのた
め、敢闘選手賞受賞にも「恥ずかしいですよJと 笑顔はなかった。
チームでは現役最年長だが、中村監督に言わせると「ベテラン風を吹か

せることのない努ブJ家J。 練習でも手を抜くことなく、若手と同じように汗を流
している。「そうするしか力を維持する方法はありません。きょうの打撃は実
に残念。鍛え直してまた来年やってきますJと力強く言い切ったあと、こうつ
け加えた。「でも私にとって一生の思い出に残る大会になることだけは間違
いありません」
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住友金属 山中 正竹監督
「うちの選手は素晴らしい人間ばかりですよ」。
決戦前夜、大阪 天満橋の宿 合で (lll中 監督
は)すでにすがすがしtヽ笑顔だった。
九回 二死から代打 松原の劇的な二塁打で

勝った、あの準決勝のあと。「要するに(松原は)

下手クソだから使わなかったんだけど、私を恨んでいるかもわからない…。
しかし、くさらずに黙々と打ち込んできた努力が、アイツの嫌いな変化球でな
く、好きな直球を呼び込んだのだと思う。神様も味方したのかも知れないJ
法大投 手時代、48勝 (東 京 6大学新記録)の陰に「言葉では表現でき

ない」わが青春の精神の日々を思い出し、最後の勝利も確信していたよう
だ。法大、住金を通じての師、松永怜 ‐氏 (元住金監督)の薫陶を受け、
徹底的ιこ勝禾Jを追求しながら、やさしさの涙を見せることが多tヽ。 しかし、
前夜は「実力では日通に劣るけど勝負は別だ。お前たちの執念に期待す
る。絶対に勝てJと厳しかった。主戦 高橋の 4連投にも「私の経験から
もエースはこれくらtVま而すえなければ…」と。
一―社会人野球の日的は ?「いtヽネt会 、いい人間を育てることでしょう

ね。私自身、野球から得た経験や人間関係は計り知れないものがありま
れ
――選 手にいつも何を説いているか ?「 全力で走れ、全力投球しろと

tヽうことです。私も仕事と野球の両立はできません。しかし、野球が終わ
ったあと、それが生きると信じています。この 4年間、私は野球に全力投
球してきたし、私の教えるべきことはすべて教えました」
選手としても指導者としても何度も光を浴びた、この

求道的野球人は、これからどんな道を歩むのか。
(大分県佐伯鶴城高一法大。70年 入社。現役投

手 6年、助監督 4年のあと野球から離れていたが、
81年から監督。和歌山製鉄所厚生課参事。37歳 。
一女(小学 4年)の父〉 (津田 康)



を数 孵 F継 手倣 会 2θ例 ヘ

“箕島野球"の勝負
‐強さ

昨年、日本一になった時、松葉づえを
ついてベンチにいた。大会直前、左足
を骨折し、マスクをかぶれなかった。そ
れだけに今大会への思い入れは強かっ
たはずだ。

優勝戦は強打の日本通運相手。なんとしても、汚れたユ
ニホームでダイヤモンド旗をつかみたい。連投の高橋をどうリー
ドするか、悩んだ。「三振の取れる投手ではない。もちろんか
わしていくが、低めにとにかく集めさせようJ。 こんな技術論は
すく1こ頭ιこ浮かんだが、もう一つヒリンと心をしめる一言力ヽ まし
かった。それは、昨夜のミーティングで山中監督が言った「優
勝戦は気力と気力の勝負でしかないJという言葉がこの日の
好リードを生んだという。「気力負けしたくない。それだけを支
えにリードしたんですJ

劇的な球歴を持つ。高校時代は夏の甲子園で延長18回
の死闘を演じた対星稜戦で延長12回 、同点本塁打、一昨年
の都市対抗では対ヤマハ発動機戦で逆転サヨナラの 3ラン。
今大会はII力がやや不振でこの日を迎えたが、一回、二塁打
で先制点を奪い、九回は犠牲フライでダメ押し点をたたき出し
た。意外性を秘める男は、最終戦になってその真価を発揮 し
た。
天性の勝負強さからプロからの誘いが毎年ある。この日も

報道陣の質問を浴びたが「いきませんねJと きっばり。「社会
人はオリンピックにいけるし、それに来春、弟 (章弘君 箕島 3
年)がうちに来る。兄弟バ ソテリーで 3連覇を狙いたい」。社
会人 5年 目。社会人野球の魅力にとりつかれた男が、また一
人生まれた。

宗彦捕手(22)

第|■■1回1大1会‐表 彰 選 手

○○○○○○○○○○○○○OOOOOЭЭЭЭЭ― ○OOOOOOOOOOOOOOO① OOOOOOOOЭ ЭЭЭЭOOCOOOOOOOOOOO① O

◇最高殊勲選手賞 高橋修 l投 千(住友金属)lE・ lll戦 まで 4試合すべ
てに先発、準決lll松 ド電器戦で四い1途中降板した以外は完投した。初戦の
2回戦 新日鉄光戦は完封.コーナーをエリみにつく「 寧なピッチングで30回 %
を投げ自責点 7、 防御率205。
高知高時代の74年 、春夏の甲子園を経験、センバツはベスト8だった.翌年

入社。派手さはないが黙々と投げ続けて住友金属投
「
障の中軸て174:レ 、73キ ロ、

右投げ右打ち。今年12月 で28歳 。和歌山製鉄所庶務課勤務 ,

◇敢闘選手賞 伊藤由紀夫一塁手 (日 本通運)電 電四回、電電 東海戦
各 1本、電電北海道、神戸製鋼戦各 2本と脅威の計 6本塁打. 1大 会として
は過去 3本だった個人通算大会記録を倍増させた。 千葉商高時代の68年 夏
111子 同に出場。 立!ド大を経て12年 目、33歳の大ベテラン,176革 '、 80キ。、イf投
げ右打ち。東京支店会計課勤務。

ロス五輪の公開競技、野球でⅢ金メダル を̈獲得した時の主カメンバー5人
が今度はたもとを分かち、21日 から大阪球場で始まるネL会人野球 日本選手権
大会で「ダイヤモンド旗Jを争う。この“5人 衆"は、期待に応えて“金メダルプレ
ー"を披露してくれそうだ。
5人は伊東昭光投手 (本田技研 帝京高出)嶋 Πl宗彦捕 千(住 友金属

箕島高出)熊 野輝光外野
「

(日 本楽器 ||1大 出)森 田昇外野 手(日 本生
命 近大出)浦 東靖内野手 (新 日鉄堺 新宮商高l11).新 日鉄堺の主将で
もある浦東靖は、今大会選手宣誓の栄誉をιこなうことになっている.

伊束は、高校 2年生だった1980年 の第52回選抜高校野球大会の準優勝投
手で、伸びのある直球、キレの鋭いカープが武器だ。昨年までは中盤から球威
が落ちるケースが多かったが、ランニングで足腰を鍛えてスタミナをつけ、ロスIi
輪の決勝の対米国戦では先発して 6回%を投げⅢ大リーグ ラ備軍‐に被安打
2、 奪三振 6の好投を演じ自責点はわずかに 1,韓国戦、台湾戦の中継ぎか
ら先発に回っての好投にすっかり自信を深めている。
女房役の嶋田捕子は、石井 (現西武)とバ ンテリーを組んで79年 春夏のHI子

lllを 制したほか、82年の都市対抗野球、それに石井が抜けた昨年も日本選 手
権優月券とアマチュア野球のビッグタイトルを総なめにしたうえ、今回のオリンピック
優勝だ。/kr機 に滅法強く、オリンピックの決勝対米国戦の五回、適時 二塁打を
放つなど4試合で17打数 5安打 3打点一打率 2割 9分 4厘を残した。
大当たりだったのが熊野。初戦の韓国戦こそ無安打に終わったものの、ニカ

ラグア戦では二畢llが Iliれ ばサイクル安打の 5打数 4安打 3打点、5試合で
21打 数 9安打 417点打率 4割 2分 9厘は光る。全日本の二番はチームに戻
っても二番に座るが、中部大会の決勝で 3安打の□め打ちと集中力の強さιこは
驚かされる.
大阪勢の浦東靖は 4試合で14打 数 4安打 1打点、打率 2割 8分 6厘、森

田は 5試合で12打数 3安桐 2打点、打率 2割 5分 だったが、ともに守備で再
三ファインプレーを演じ全日本の ‐員として欠かせない存在だった。米大リーグ
のⅢ予備軍"をやっつけた彼らの「ダイヤモンド旗」を目指す戦ヽヽ ま間もなく始まる。

◇打撃賞 平岡靖彦中堅子(松 ド電器)3試 合、10打数 6安打。俊足
巧打の9番打者。金沢桜丘高から‖体大へ進み、大学時代は四番を打ち、首
都リーグのベストナインに選ばれたこともある。今大会では、うまさと同時にパワー
が光った。25歳。179与 ン、72キ ロ。右投げイf打ち.松 ド電子部品勤務。
◇大会優秀選手
【投手】高橋修二(住友金属)石田富士男(松 下電器)清水雅彦 (電電東海)

高田博久(日 本楽器)伊束昭光(本田技研)【捕手】嶋田宗彦 (住 友金属)中 西
親志 (電電東海)内田強 (日 立製作所)【 内野手】伊藤由紀夫(日 本通運)入内
島保 (本 田技研)山本秀樹 (日 本楽器)松隈憲治(住 友金属)柿沼章文、望月
仲一(以上日本通運)朝山憲重(本田技研)国山尊典(日 立製作所)【外野手】
筒井大助 (住友金属)平岡靖彦、島田行雄 (以上松下電器)杉本昌彦 (日 立製
作所)熊り予輝光(日 本楽器)小林貢、中村好治 (以上神戸製鋼)

‐
金」の夕塑匡ダ4ヤモン角 町の代表いま復活

五 輪 五 人 衆 大昭和製紙北海道
大H召 和製紙北海道が復部 2年 日で大阪球場に戻ってくる。現役を

退いて監督専任になったものの、都市対抗野球、日本選手権で通算本
塁打の記録を持つ高梨、沖縄から白老町に渡って社会人野球で名をあ
げた我喜屋、ベテラン投手 り|1瀬ら懐かしい顔ぶれが開幕を心待ちして
いる。
休、廃部は企業スポーツの常とはいえ大昭ホロ北海道の場合はあまりに

もドラマチックだった。第 8同 大会(1981年 )で準優勝したナインを待っ
ていたのは、紙バ不況による「休部宣言J。 休部と同時に半数以上の部
員は退社した。残ったのは高梨監督以 下わずかに14人。この14人は
終業後、練習を続け、ただひたすらf夏 部を待って練習を続けた。
都市対抗野球に出場すること10回 、優勝、準優勝、ベスト4各 1回。
日本選手権には6回 出場して準優勝、ベスト4各 1回、ベスト8進出 2
い1と 目ざましい活躍で白老町の名を全国にとどろかせた。74年の都市
対抗優勝記念に町に5000万円を寄付、白老町はスポーツの町にもなっ
た。「オラが町の大昭和Jを誇りに思っている町民は「大昭和野球部の
灯を消すな」と青年 し団体連合会 (木村直樹前事務局長)が中心にな
って署名運動を展開。わずか 1カ 月の間に町の人日の56%に 当たる
1万 3000余人もの署名を集め、大昭和幹部に復部を決意させ、83年か
ら再スタートした。
町あげての応援にナインが燃えないはずはなく、今夏の都市対抗予選

こそ勝ち抜けなかったが、日本選手権予選はクリアした。とはいえ3回戦
の対拓殖銀行戦は6-6の引き分け再試合になり、翌日12-6で降し
てのキップだった。「秋に強い」大昭和北海道だけに高梨監督も「町の
人の熱意に応えたい」と上位進出を狙っている。
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9月 10日 から 5日間 札幌市営円山球場

電 電 北 海 道
小樽野球協会
札 幌 村 上 ク
山陽国策パルプ旭川
函 甲 太 洋
東部札幌クラブ
王子製紙苫小牧
北海道拓殖銀行
森 倶 楽 部
航空自衛隊千歳

電北海道

札幌鉄道管理
旭川鉄道管理局
新 日鉄 室 蘭
大昭和製紙北海道
日産サニー札幌

6 12

◇青森▽一回戦 三菱製紙八戸15-3オ ー
ル青森、全弘前倶6-3八甲ク▽敗者復活戦
八甲17-10オール青森、▽準決勝 三菱製紙
八戸7-0全弘前倶、自衛隊青森(不戦勝)八
甲ク▽決勝 自衛隊青森6-2三菱製紙八戸
(勝者は第二次予選へ)

◇岩手▽一回戦 盛岡鉄道管理局7-3釜
石野球団、花北ク8-7オール江刺、新日鉄
釜石9-2水沢駒形ク、岩手銀行 5-0東京
製綱、オール釜石2-0雫石ク▽二回戦 盛
岡鉄道管理局10-0宮高ク、岩手銀行12-2
-関三星、オール不来方7-4花北ク、小野
田セメント11-1花友ク、新日鉄釜石7-3
高田ク、宮城建設久慈ク7-6オール釜石、
県経済連11-0九戸ク▽準々決勝 盛岡鉄道
管理局5-0オール不来方、新日鉄釜石16-
2赤崎野球ク、岩手銀行5-1小野田セメン
ト、県経済連7-0宮城建設久慈ク▽準決勝
新日鉄釜石9-1盛岡鉄道管理局、県経済連
5-2岩手銀行(勝者は第二次予選へ)▽決勝
県経済連6-5新日鉄釜石
◇秋田▽一回戦 丁DK10-3秋田商ク、
秋田鉄道管理局7-5丁 OHIク、秋田銀行
6-3秋田経法大ク▽準決勝 秋田相互銀行
17-3丁 DK、 秋田鉄道管理局10-7秋田銀
行▽決勝 秋田相互銀行12-9秋田鉄道管理
局(勝者は第二次予選へ)

◇宮城▽ 回́戦 専売東北5-0自山ク、
サニーク4-3七十七銀行、仙台鉄道管理局
7-0村田ク、電電東北5-3仙商ク▽準決
勝 専売東北10-0仙台鉄道管理局、電電東
北5-1サニーク(勝者は第二次予選へ)▽決

勝 電電東北3-2専売東北▽敗者復活 ・同
戦 自山ク9-1村田ク、七十七銀行8-2
仙商ク▽同■回戦 仙台鉄道管理局14-0サ
ニーク、七十七銀行19-3自 山ク▽第二代表
決定戦 仙台鉄道管理局8-0七十七銀行
(勝者は第二次予選へ)

◇山形▽ ・回戦 山形相互銀行5-4日大
山形OB▽決勝 山形相互銀行7-3鶴岡野
球ク(勝者は第二次予選へ)

◇福島▽ ^回戦 ミドリ十字病院12-4小
名浜ク、∃―クベニマル10-0学法石サ|10B、
原田ク9-8須賀川ク▽準々決勝 ミドリ十
字病院10-2二本松ク、∃―クベニマル10-
0矢吹ク、原田ク2-1勿来ク、ニユー相馬
7-6オール常交▽準決勝 ∃―クベニマル
10-0ミ ドリ十字病院、原田ク9-1ニ ュー
相馬(勝者は第二次予選へ)▽決勝 ∃―クベ
ニマル11-1原田ク

選へ)▽決勝 東京ガス6-1明治生命▽第
二代表決定戦 プリンスホテル3-2熊谷組
(勝者は第二次予選へ)

◇東京多摩▽ ^回戦 東芝府中6-4全府
中、スリーボンド12-0全調布▽決勝 スリー
ボンド4-3東芝府中(勝者は第二次予選へ)

◇神奈
'||▽

・回戦 川崎ク5-4金港ク、
カナガワク5-2横浜高島屋▽準々決勝 東
芝15-0川崎ク、日本石油24-0カナガワク、
いす 自ゞ動車11-7日本鋼管、三菱自動車川
崎7-1三菱重工横浜▽準決勝 東芝7-3
いす 自ゞ動車、三菱自動車川崎9-2日本石
油(勝者は第二次予選へ)▽決勝 東芝4-2
三菱自動車川崎▽第二代表決定戦 日本石油
5-0いす 自ゞ動車(勝者は第二次予選へ)

本田技研

>二次予選
9月22日 から 3日間  仙台市。東北福祉大
新 日鉄 釜 石
仙台鉄道管理局
山形相互銀行
原  田  ク
電 電 東 北

専 売 東 北
自衛 隊 青 森
岩手県経済連

秋田相互銀行
ヨークベニマル

新日鉄釜石

◇茨城▽代表決定戦 日立製作所5-1鹿
島石油、住友金属鹿島5-1水戸鉄道管理局
(勝者は第二次予選へ)

◇群馬▽ ^回戦 高崎鉄道管理局8-1伊
勢崎レッドソックス、富士重工業12-1全前
橋ク(勝者は第二次予選へ)▽決勝 富士重工
業10-3高崎鉄道管理局
◇埼玉▽ ‐回戦 飯能高OBク 13-6全浦
和、都幾川ク12-4全三郷、本田技研12-2
エーザイ▽準決勝 日本通運11-1飯能高O
Bク、本田技研17-0都幾川ク(勝者は第二
次予選へ)▽決勝 本田技研16-3日本通運
◇千葉▽ 一回戦 電電関東10-2千葉鉄道
管理局▽準決勝 川鉄千葉13-2三井造船千
葉、電電関東5-2新日鉄君津(勝者は第二
次予選へ)▽決勝 電電関東5-0川鉄千葉
◇果示▽一回戦 プリンスホテル8-7朝
日生命、東京ガス5-4鷺宮製作所、明治生
命4-2電電東京、熊谷組14-0東京鉄道管
理局▽準決勝 東京ガス10-8プリンスホテ
ル、明治生命 3-2熊谷組(勝者は第二次予

◇新潟▽一回戦 国鉄新潟21-1ヤングセ
ブン、自根野球団12-2オール十日町、ニチエ
ー24-2全飯豊、新潟コンマーシャル3-2
佐渡軍団▽準々決勝 国鉄新潟18-2オール
北越ク、長商ク7-4自根野球団、ニチエー10
-0小千谷ク、新潟コンマーシャル9-0オ
ール東▽準決勝 ニチエー11-1新潟コンマ
ーシャル、国鉄新潟8-5長商ク▽決勝 国
鉄新潟3-0ニチエー(勝者は第二次予選へ)

◇静岡▽ ‐回戦 全三島ク7-1浜商闘魂
会、協和発酵ク6-2本州ク、エースコンク
12-5誠和ク▽準々決勝 関東自動車工業 7
-4全三島ク、岳南ク11-7協和発酵ク、日本
楽器11-1静岡ク、河合楽器7-2エースコ
ンク▽代表決定戦 関東自動車工業4-3岳
南ク、日本楽器7-5河合楽器、河合楽器14

3

>一次予選

>一次予選

>一次予選
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-0岳南ク(勝者は第二次予選へ)

◇山梨▽ 回́戦 桂ク10-6峡北ク▽準決
勝 山梨球友ク7-4オール櫛形、甲斐倶楽
部11-3桂ク▽決勝 山梨球友ク8-1甲斐
倶楽部(勝者は第二次予選へ)

◇長野▽一回戦 電電信越15-1オール松
本ク、丁DK千曲川4-3岡エク、▽決勝
電電信越11-4TDK千曲川
◇富山▽三回戦制 北陸銀行 6-1電電富
山、北陸銀行12-2電電富山(北陸銀行は第
二次予選へ)

>二次予選
9月 22日 から 3日間     浜松市営球場

自動車京都2-1丸勝、日本新薬6-5第一
紙行▽決勝 日本新薬3-1三菱自動車京都
◇大阪▽ 一回戦 電電近畿 7-3デュプ
□、大阪ガス10-7中山製鋼、全三和銀行10
-3住友銀行、大和銀行8-0大阪ペーシi
ンス▽準々決勝 新日鉄堺 2-1電電近畿、
松下電器9-6大阪ガス、日本生命5-1全
三和銀行、大和銀行11-1大阪高島屋(勝者
は第二次予選へ)▽準決勝 新日鉄堺2-1
松下電器、日本生命17-1大和銀行▽決勝
新日鉄堺10-4日 本生命▽敗者復活一回戦
電電近畿7-0全三和銀行、大阪ガス7-0
大阪高島屋▽第五代表決定戦 電電近畿 1-
0大阪ガス(勝者は第二次予選へ)

◇兵庫▽一回戦 川鉄神戸4-3新日鉄広
畑、阿部企業 2-0神戸製鋼▽準決勝 三菱
重工神戸8-4川鉄神戸、阿部企業4-3神
戸製鋼▽三位決定戦 神戸製鋼4-2川鉄神
戸▽五位決定戦 新日鉄広畑10-5小西酒造
▽決勝 阿部企業11-4三菱重工神戸(五位
以上は第二次予選へ)

第 一 紙 行
住 友 金 属
神 戸 製 鋼
大 和 銀 行
阿 部 企 業
電 電 近 畿
松 下 電 器
三菱自動車京都

6

牌 戸 製 鋼
9

1

隆 下 電 器
2

1王子製紙米子、川鉄水島10-1三井造船玉
野(り |1鉄水島と三菱自動車水島が第二次予選
へ)

◇広島▽ ^回戦 マツダ9-7広島マツダ
▽準々決勝 電電中国6-4三菱重工広島、
三菱重工三原6-0常石鉄工、山本鋼材9-
3国鉄広島、日本鋼管福山14-7マ ツダ(勝
者は第二次予選へ)▽準決勝 日本鋼管福山3
-0電電中国、三菱重工三原6-4山本鋼材
▽決勝 日本鋼管福山9-3三菱重工三原
◇山口▽リーグ戦 協和発酵6-3田辺製
薬、新日鉄光8-4航空自衛隊防府、新日鉄
光10-0田辺製薬、協和発酵 1-0航空自衛
隊防府((新日鉄光、協和発酵は第二次予選へ)

>二次予選
9月 22日 から 3日間      徳山市球場

9月 12日 から 5日間 新大分球場

日立造船有

門司鉄道管理局
あけばの通商ク

新 日鉄 八 幡
新 日 鉄 大

日鉱 佐 賀 関
熊本鉄道管理局
鹿児島鉄道管理
本田技研熊|

大分鉄道管理局

電 電 九
九州三菱自動車
ニコニコドー
三菱重工長

「
―
―
剥

7

電電信越

6

9月 17日 から 7日間 愛知県営熱田球場

本田技研鈴鹿
電 電 北 陸
東 邦 ガ ス
西 濃 運 輸
サンジルシ醸造

国 鉄 名 古 屋
新日鉄名古屋
電 電 東 海
王子製紙春日丼
東 海 理 化
三 菱 名 古 屋
トヨタ自動車
日通 名古 屋
大     仙
(三位決定戦)

電 電 北 陸7-一一一-1卜 ∃夕自動車

新 日 鉄 堺一 一
丸    勝一一一―
三菱重工神戸

―日本 IBM野洲――――

鉄
古屋

一丁銀国

５
　
四
　
４

「
‐
国Ｊ

銀
一　
　
　
　
四

国
　
　
　
電

２
四
〇
　
１１
電
―

甲

コ

行

国

ク

国

ク

銀
四
蝉
四
山

国
鉄
相
電
松

四
国
大
電
全

日 本 新 薬
新 日鉄 広 畑
日 本 生 命
川崎製鉄神戸
(敗者復活戦)

1 1
日 本 生 命
1 2

醤詈[曇     |1友 金属ヽ_力 事 選

千が鉄雅信        |1日 鉄堺◇滋賀▽一回戦 全大津19-11瀬田正0
B、 日本 lBM野洲20-0近江八幡ク▽決勝
日本 IBM野洲7-1全大津(勝者は第二次
予選へ)

◇只郡▽ 回́戦 京都市役所9-2高島屋
京都▽代表決定戦 丸勝 2-1京都信用金
庫、日本新薬13-1キ ∃―トビルク、第一紙
行 8-4西京ク、三菱自動車京都12-2京都
市役所(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 三菱

◇岡山▽リーグ戦 王子製紙米子8-6三
井造船玉野、川鉄水島15-13E菱自動車水島、
三菱自動車水島8-6三井造船玉野、川鉄水
島8-3王子製紙米子、三菱自動車水島13-

l

5

5
9月22日から 3日間      香川県営球場

3

6

¬ 5

5
4

>一次予選

九 州 産 交



第77回大会出場選手等一覧 0はJD

電電北海 道
監 督  菊 池  章 吾 37 函 館 東 高
投 手  黒 田   勇 28 専  l_‐  大
″  山 本  克 彦 25 岩  内  高
〃  山 根   勝 25 本し幌 商 高
〃  小 林  伸 博 24 Jヒ 海 道 工 高
〃  小 竹  靖 22東 海 大
〃  久 保 田  司 22 Jヒ 海 学 園 大
〃  木 寺  正 美 20 Jヒ 海 道 工 高
〃  瀬 戸  浩 明 19 Jヒ海 道 工 高
〃  島 谷   磨 19 岩  内  高

捕 手  小 林   満 23 声  別  高
″  池 本  祥 吾 21 3‖ 路 湖 陵 高
″  林  己 喜 男 29 本し 幌  大
内 野  日 比 野  勇 35 Jヒ 海 学 園 大
〃  野 坂  寿 利 28 本L 幌  大
″  寺 田  B召雄 26 国 士 舘 大
″  砂 子  浩 -23 東 海 大 四 高
〃  谷 中 田  優 23 国 士 舘 大
〃  井 城   昇 23 本し 幌  大
〃  川 島  俊 明 2]函 館 有 斗 高
〃  春 木  伸 -18 駒大岩見沢高

外 野 O黒 丼  俊 彦 28 東  海  大
〃  小 林   彰 28 専  修  大
″  吉 岡  直 樹 25 Jヒ 海 学 園 大
″  石 黒  倫 樹 25 Jヒ 海 学 園 大
〃  鈴 木  貴 久 20 旭 川 大 高

日 本 通 運
監 督  中 村  国 勝 39 鎌 倉 学 園 高
投 手  高 柳  出 己 20 春 田 部 工 高
〃  池 田  達 夫 19 尼 崎 工 高
〃  兵 頭  達 史 25 東  洋  大
″  玉 田   淳 22 宇都宮学園高
″  野 尻   浩 23 青 山 学 院 大
〃  古 瀬  和 人 19 E日 膳  高
〃  清 水  治 美 23 川 越 商 高

捕 手  門 間   聖 20 鷺  富  高
〃  人 木  孝 治 28 静 岡 学 園 高
″  杉 本  泰 彦 25 東  洋  大
内 野  望 月  伸 -32 専  修  大
〃  金 丸  昭 彦 23 日 大 三 高
″  神 長  英 -24 法  政  大
″  酒 井  道 広 23 流 通 経 大
″  柿 沼  章 文 26 春 田 部 工 高
〃  勝 呂  博 霞 21 千 葉 商 高
″  鶴   英 二 23 専  修  大
〃  辻 山  正 明 24 智 弁 学 園 高
″  伊 藤 由 紀 夫 34 立  正  大

外 野  岩 丼  敏 幸 24 自  体  大
″ ○ 岡 田  吉 富 27 大  産  大
〃  梅 山  淳 -24 法  政  大
″  田I田  宏 -25 高 崎 商 高
″  牛 島  浩 彰 25 東  海  大
〃  国 吉  真 順 25 東  海  大

日 本 楽 器
監 督  津 布 久 欣 司 33 駒  沢  大
投 手  河 井   誠 22 日  大  高
″  柳 原  隆 之 26 亜 細 亜 大
〃  久 保 真 ― 郎 29 青 山 学 院 大
〃  直 丼  慎 吾 19 名古屋字院大
″  高 田  博 久 23 青 山 学 院 大
〃  劉   秋 震 28 台 湾 輔 仁 大
″  太 田  健 次 30 安 積 商 高

捕 手  佐 藤  正 則 26 関 東 学 院 大
〃  冨 永  哲 司 21 浜  名  高
″  高 柳  信 英 32 国 士 舘 大
内 野  金 沢  明 義 25 近  畿  大
″  大 野  敏 彦 32 山 口 鴻 城 高
〃  中 山   淳 26 立 命 館 大
〃  山 本  一 之 27 青 山 学 院 大
″  山 本  秀 樹 30 名  城  大
″ O武 居  邦 生 28 国 士 舘 大
″  宮 坂  重 雄 20 中 京 商 高
〃  内 海  昌 之 29 亜 IIB亜 大

外 野 中 村 和 彦 24駒 沢 大
″  西 川  公 紹 26 中  央  大
〃  熊 野  輝 光 27 中  央  大
〃  小 林  直 樹 26 亜 組 亜 大
〃  伊 藤  裕 =26 中  央  大
〃  羽 鳥  宏 司 25 法  政  大
〃  内 山  仁 志 3]中  央  大

大 昭和製 紙 北海 道
監 督  高 梨  英 夫 41 大 多 喜 高
投 手  川 瀬  隆 俊 32 木 占 内 高
″  和 田  敏 明 25 近  畿  大
〃  渡 部  勝 美 21 砂 川 南 高
〃  山 本  広 2]静 岡 工 高
〃  大 崎   守 18 室 蘭 大 谷 高
〃  尾 崎  浩 幸 18 広 島 至 誠 高

捕 手  新 明 克 Lヒ古 21 室 蘭 大 谷 高
″  桜 田  達 樹 19 室 蘭 大 谷 高
〃  日 下  幸 弘 18 広 島 至 誠 高
内 野  仲 本  広 明 33 沖 縄 興 南 高
〃  菅 原  武 敏 28 室 蘭 大 谷 高
〃  社   新 吾 23 瀬 戸 内 高
″  高 木  吉 夫 22 中 央 学 院 大
〃  菅 野  建 二 22 旭 川 竜 谷 高
〃  同 本   聡 22 池  田  高
〃  黒 田  和 彦 22 函 館 有 斗 高
〃  原 田  浩 正 20 東 海 大 工 高
〃  五 味 川 勝 茂 18 函 館 有 斗 高
″ ● 横 り  衛 26北 見 工 高

外 野  我 喜 屋  優 33 沖 縄 興 南 高
″  平  紀 陽 興 24 日大東北I高
″  若 林  伸 -22 山 梨 峡 南 高
〃  丼 戸  義 隆 22 大  商  大
〃  佐 藤  耕 治 2]蘭  越  高
〃  小 池  泰 美 18 日 体 荏 原 高

日立 製作 所
監 督  内 田  睦 夫 38 東  海  大
投 手  宮 下  宗 浩 22 専  修  大
〃  玉 造  勝 則 20 宇 都 宮 商 高
〃  太 田  正 克 24 国 士 舘 大
〃  藤 巷  潤 -21 東 海 大 ― 高
〃  秋 山  浩 -23 宇 都 宮 商 高
〃  石 沢  清 孝 20 黒  磯  高
〃  田 村  耕 司 18 ′Jヽ  山  高

捕 手  三 国   満 19 首旨 代  高
〃  谷   匡 宏 23 青 山 学 院 大
〃  神 長  成 美 20 日 立 工 高
″  内 田   強 22 東  海  大
内 野  高 木  利 栄 18 平  工  高
〃  磯 野  稔 20大 宮 高
〃  風 間  利 之 26 東  洋  大
″  丼 上 洋 二 郎 24 亜 細 亜 大
〃  佐 々 木 雅 文 22 立  教  大
〃  森 脇  イ建介 19 東洋大姫路高
〃  国 山  尊 興 28 法  政  大
外 野  神 谷   健 28 東  海  大
〃 J遠 藤  芳 1026 東  海  大
〃  荻 原   淳 23 立  教  大
〃  岡 安  哲 彦 24 駒  沢  大
″   目 時  イ言行 25 早 不層 田 大
〃  杉 本  昌 彦 24 東  洋  大
″  浅 見  英 次 19 静 清 工 高

電 電 信 越
監 督  柳 沢  敏 幸 34 ]ヽ 諸 商 高
投 手  高 野  正 美 19 大  宮  高
〃  鈴 木  孝 浩 22 帝  東  大
〃  松 橋  敏 樹 25 東  農  大
〃  安 藤 奈 賀 男 27 松 本 工 高
〃  木 下  恵 -19 二  俣  高
〃  田 口  勝 好 24 名 古 屋 商 大
〃     Jヒ リ‖    方立 27  囀ヨ  里予  焉ヨ
〃  鈴 木  正 洋 18 三 重 海 星 高

捕 手  菅 家  昭 二 22 松 商 学 園 高
〃  常 盤  圭 介 23 帝  京  大
〃  加 藤  桂 =25 専  修  大
庵 野  松 崎  雅 彦 25 国 士 舘 大
〃  藤 島  一 利 24 中  央  大
〃  須 田   聖 22 帝  京  大
″  土 居  誠 人 20 新  田  高
″ ● 西 条  明 博 29 専  修  大
″  藤 森  国 彦 28 松 商 学 園 高
″  金 子  昌 彦 21 糸魚川商I高

外 野  渡 辺  勇 治 24 立  正  大
〃  森   芳 樹 24 専  修  大
〃  柴 山  晋 -30 専  修  大
〃  箱 山  和 宏 20 岩 村 田 高
〃  石 田 三 知 夫 23 長 野 商 高
″  横 丼  信 -23 法  政  大

新 日本 製鐵 釜石
監 督  日高  明 彦 33 名 電 工 高
投 手  桑 江  朝 則 23 中 部 I高
〃  吉 川  久 寛 20 能 代 商 高
〃  高 島   覚 20 -関 商 工 高
〃  冨 樫  英 則 25 大 館 商 高
〃  吉 田  ― 正 20 大 船 渡 工 高
″  斉 藤  範 彰 31 亘  理  高
〃  山 内   真 2]青 森 北 高

捕 手  泉 沢  英 治 23 釜 石 工 高
″  森  孝 ,台 22青 森 高
〃  大 溝  ― 精 21 ノヽ  戸  高
〃  長 田  裕 幸 29 明  星  高

内 野  永 野  幸 雄 30 花 巷 商 高
〃  山 本  雅 章 22 明  星  高
〃  谷 地  俊 治 22 雫  石  高
〃  菊 池   渡 25 -関 修 紅 高
〃  田 沢  ― 仁 26 弘 前 工 高
〃  木 村 貝」昭 2]能 代 商 高
〃  平 り  澄 26弘 前 工 高

外 野 ● 早 瀬   修 29 仙 台 育 英 高
〃  吉 田  幸 也 21 金 足 農 高
〃  佐 々 木 鉄 夫 22 盛 岡 工 高
〃  平 間   徹 26 気 仙 沼 高
〃  若 槻  弘 之 29 花 巷 商 高
″  カロ藤  哲 也 25 立  教  大
″  高橋   潤 20 -関 商 工高

本 田 技 研
監 督  河 本  昭 人 42 久  賀  高
投 手  岡 本  隆 之 23 青 山 学 院 大
〃  古 谷  正 雄 20 岩  倉  高
〃  中 屋  桂 介 22 長  門  高
〃  原   徳 吉 24 法  政  大
〃  藤 原   博 28 吉 原 商 高
〃  伊 東  昭 光 2]帝  京  高

捕 手  黒 沢  史 明 23 熊 谷 商 高
〃  金 丼  利 行 20 PL‐ ~園 高
〃  原   英 二 24 法  政  大
〃  長 丼  研 介 27 中  央  大
〃  宇 田 川 丈 昌 23 日 本  大

内 野  広 瀬  哲 朗 24 駒  沢  大
〃  朝 山  憲 重 19 PL学 園 高
〃  佐 藤  資 洋 25 東  海  大
〃  中 山  多 聞 23 法  政  大
〃  古 谷   肇 23 青 山 学 院 大
〃  山 田  真 二 24 福  岡  大
〃  鈴 木  和 芳 19 喜 多 方 商 高
″  青 木  ― 芳 22 拓 大 ― 高
〃  入 内 島  保 27 青 山 学 院 大

外 野  荻 原  俊 文 23 亜 細 亜 大
〃  佐 藤  正 之 26 拓 大 ― 高
〃  期WI 明 弘 24 近  畿  大
〃  松 田  裕 之 25 東  洋  大
″ |〕 雨 堤  浩 久 30 中  央  大

電 電 東 海
監 督  杉 本  健 -34 愛 知 工 大
投 手  岩 瀬  明 彦 18 碧 南 工 高
″  清 水  雅 彦 23 智 弁 学 園 高
〃  笠 丼 孝 志 登 20 中 京 商 高
〃  中 森  裕 哉 ]8 本目 可  高
〃  長 谷 川 豊 和 24 明 治 学 院 大
〃  鈴 木   亨 23 静 岡 商 高

捕 手  大 石  久 夫 32 専  修  大
〃  中 西  親 志 23 本目 可  高
〃  大 り 雅 貝J18三 島 高

内 野 0湯 之 戸 孝 修 30 近  畿  大
〃  浅 野  和 弘 22 中  京  高
″  辻   慶 人 23 日  本  大
〃  伊 藤  勝 也 21 市 岐 阜 商 高
″  内 藤  清 貴 25 中  京  大
″  丼 上  雅 晴 20 東  邦  高
″  沢 田  郡 拡 ]8 滝    高
″  森 田  範 三 19 中  京  高

外 野  望 月  広 武 22 専  修  大
〃  川 合  隆 文 22 東  洋  大
〃  宮 本  和 徳 23 近  畿  大
″  古 瀬   悟 25 県 岐 阜 商 高
〃  木 戸   均 23 名  城  大
〃  堀 内  勝 人 20 中  京  高

専 売 東 北
監 督  佐 藤   昇 36 仙 台 商 高
投 手  小 野   堅 24 宮 城 農 高
〃  広 瀬  ― 郎 24 大 阪 学 院 大
〃  古 溝  克 之 21 福 島 商 高
〃  笹 島   修 21 大 館 商 高
″  加 藤  淳 21 仙 台 商 高
〃  及 川  弘 B召 19 -関 商 工 高
″   高 田   実  19 秋田経法大付高

捕 手  及 川  正 則 21 広 田 水 産 高
″  伊 藤 辰 山 20 古 川1工 高

内 野  大 内  俊 治 26 仙 台 育 英 高
〃  山 下  静 夫 25 亜 細 亜 大
〃  相 馬  晃 24亜 7El亜 大
〃  佐 々 木 政 幸 22 石 巷 商 高
〃  安 斎  克 則 21 福 島 商 高
″  藤 原   順 21 秋 田 商 高
″  寺 嶋  哲 也 21 仙 台 育 英 高
〃  後 藤   良 19 福 島 商 高

外 野 0佐 藤  雅 司 27 仙 台 育 英 高
〃  遠 藤  昌 宏 24 仙 台 商 高
〃  沼 澤  誠 28角 館 高
〃  畠 山  哲 人 22 秋 田 商 高
〃  原 野   優 2]仙 台 育 英 高
″  及 川  義 彦 20 -関 商 工 高
″  渡 辺  則 昌 19 福 島 商 高
〃  星   伸 -24 仙 台 育 英 高

富 士 重工 業
監 督  茂 木  啓 司 37 松 商 学 園 高
投 手  蔭 山  達 巳 20 東海大相模高
〃  手 島  和 広 2]佐 野 日 大 高
〃  石 丼   亘 24 国 学 院 大
″  青 木 和 仁 20 栃 木 農 高
〃  向 田  佳 元 28 早 稲 田 大
″  松 村  敦 敏 21 伊 勢 崎 工 高
〃  古 尾 谷 雅 典 23 向 の 岡 工 高
〃  斉 藤  正 勝 22 桐 生 I高

捕 手  長 島  勝 利 23 上  尾  高
″  泉  正 雄 23 早 稲 田 大
″  大 久 イ呆 博 21 東海大浦●~高
″  長 崎  徳 好 22 信 州 工 高

内 野  東 泉  憲 司 20 深 谷 商 高
〃  笠 倉  玄 也 21 下 館 工 高
〃  滝 野  賢 司 22 峰  山  高
〃  富 永  武 雄 27 早 稲 田 大
″ 0鈴 木  秀 男 29 日 本  大
〃  後 藤  清 隆 20 土 浦 田 大 高

外 野  野 口  広 己 30 高 崎 商 高
〃  丼 上  勇 人 25 早 稲 田 大
〃  丼 上   肇 19 茨 城 東 高
〃  丼 上   浩 19 桐 生 工 高
″  笠 原   亘 23 松 商 学 園 高
″  市 川  司 郎 23 東  洋  大
″  岸   久 男 26 東 農 大 三 高

国鉄 名 古 屋
監 督  植 田  利 幸 30 愛 知 学 院 大
投 手  森 下 慶 ― 郎 24 中 津 商 高
〃  鈴 木  豊 彦 24 名 古 屋 商 大
〃  山 本  員 範 20 岡 崎 工 高
〃  田 中  晃 稔 28 名古屋字院大
〃  松 本  佳 久 25 名古屋学院大
〃  カロ藤  幸 次 23 猿 投 農 林 高

捕 手  大 矢  正 成 24 法  政  大
〃  山 田   章 29 関 商 工 高
〃 0坂 野  彰 宏 27 名古屋学院大
″  森   勝 彦 26 名 城 大 付 高

内 野  植 田  利 幸 30 愛 知 学 院 大
〃   林     ,羊 23 東  邦  高
〃  」01 新 二 22 中  京  高
〃  吉 田  則 昭 24 岐 早 西 工 高
〃  本 田  祐 二 26 豊 橋 商 高
〃  森 本   進 25 駒  沢  大
″  倉 田  敦 敏 21 高  田  高

外 野  新 谷  和 明 22 鯖  江  高
″   内 藤  真 タロ 24 名古屋電気I高
″  石 田  義 -29 名  城  大
〃  増 田  正 美 26 東 海 大 工 高
〃  榊 原  憲 文 25 岡 崎 工 高
〃  高 橋  哲 夫 25 岡 崎 工 高
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日本 :BM野洲
監督  後 藤  哲 男 36 江 東 I高
投 手  上 藤  正 之 24 近  畿  大
〃  宮 本  聡 己 23 福 丼 工 大
〃  黒 木   学 2]比 叡 山 高
〃  川 尻  豊 春 21 佐 世 保 工 高
″  中 西  孝 司 24 自  体  大
〃  渡 辺  武 史 20 瀬 田 工 高
〃  丼 戸  英 裕 21 日  野  高
〃  松 岡  裕 介 20 西 京 商 高

捕 手  千 代  義 浩 20 守  山  高
〃  坂 上  博 文 24 近  畿  大
〃  坂 本  暑 詞 23 福  岡  高
内 野  飯 田  孝 雄 23 法  政  大
〃  田 村  元 -22 福 岡 工 高
〃  坂 上  正 樹 23 立 命 館 大
〃  原   英 敏 22 鳴 門 工 高
〃  落 合  範 -23 同 志 社 大
〃  丼 上  宏 樹 23 大 商 大 堺 高
〃  岩 田  忠 典 24 近  畿  大
〃  河 野  良 宏 2]鳴 門 工 高
外 野 0村 上  浩 二 24 不□ 泉 工 高
〃  稲 本  恵 司 21 智 弁 学 園 高
〃  玉 川  実 二 25 立 命 館 大
″  武 乗   隆 24 法  政  大
〃  清 水 邦

'羊

20明 徳 高
〃  芳 村  直 樹 20 智 弁 学 園 高

神 戸 製 鋼
監 督  吉 田  和 幸 34 駒  沢  大
投 手  小 林   誠 19 鳥 取 城 北 高
〃  西 山  秀 喜 23 帝 京 第 五 高
〃  矢 野  和 哉 21 報 徳 学 園 高
〃  長 渡  宏 之 19 吉  備  高
″  赤 堀  俊 文 22 明  治  大
″  若 生  幸 三 25 立 命 館 大
〃  山 本  正 信 25 駒  沢  大
〃  増 水  和 生 22 神 戸 学 院 大
捕 手  岡 本  哲 司 23 吉  備  高
″  川 丼  直 之 2]金 沢 星 稜 高
″  荒 丼  信 久 30 明  治  大
″  松 尾  宏 樹 19 初]り  高
内 野 中 り  哲 27駒 沢 大
〃  神 橋  孝 治 19 人 分 商 高
〃  宮 本   要 25 洲 本 実 高
″  上 野  徳 和 22 市 神 港 高
″  川 原 崎  実 20 村 野 工 高
〃  高 野  清 秀 24 専  修  大
〃  辻   隆 之 24 立 命 館 大

外 野  日 川  雅 夫 25 明  治  大
〃 O小 林  貢 31姫 路 商 高
〃  浦 本  慶 啓 27 亜 細 亜 大
″  西 川  幸 宏 20 金 沢 星 稜 高
〃  中 村  好 治 30 専  修  大
〃  久 保 田 幸 治 19 PL学 園 高

電 電 四
監 督  福 谷   祥 38
投 手  滝 下  茂 信 26
″  森   圭 介 25
″  石 丸  裕 志 24
〃  神 田   敦 23
〃  土 田  博 健 21
″    力日犀妻  '告尾司 19

捕 手  藤 本  英 夫 28
〃  夕 部  孝 豊 22
〃  武 田  和 高 20
内 野  鎌 土  隆 志 28
″ ()板東  照 雄 27
〃  三 倉  ― 男 25
″  緒 賀  克 郎 25
〃  武 田  正 人 23
〃  三 好  利 幸 21
″  小 谷  雄 司 19
〃  西 園 寺 師 仁 19

外 野  和 田  恵 充 30
″  石 元  浩 三 26
〃  河 野  正 人 25
″  池 田  保 興 22
″  吉 田   衡 19

国
中  央  大
穴  吹  高
東  '羊  大
駒  沢  大
日 体  大
帝 京 第 五 高
新 居 浜 工 高
大  島  高
大 方 商 高
明 徳 義 塾 高
高 知 商 高
立  正  大
駒  沢  大
東  り羊 大
駒  沢  大
Jヒ   ヂた  Fヨ
明 徳 義 塾 高
八 幡 浜 高
松 山 商 大
新  田  高
愛 知 学 院 大
宇 和 島 東 高
池  田  高

松 下 電
監 督  下 田  鎮 男 42
投 手  北 口  勝 久 29
〃  堅 田 外 司 昭 23
〃  石 田 富 士 男 25
″    『 員    チБ層蓼 26
〃  塚 岡  広 仁 26
〃  小 原  秀 天 19
捕 手  大 本  二 El1 27
〃  」 原ヽ  尚 生 27
〃  渋 谷  卓 也 26
〃  丼 □  義 則 23
内 野 3野 尻  正 博 27
〃  広 岡  資 生 24
〃    林    寿 郎  27
〃  北 野  敏 史 23
〃  楠   豊 寿 25
′′     毛さす‖  不日

'F 19″  奥 代  恭 -25
外 野  島 田  行 雄 29
〃  磯 本  邦 彦 27
〃    Jヽ 里予  足R5と  23
〃  篠 崎  宏 道 25
〃  平 岡  靖 彦 25
″  南 村  典 男 20
″  中 西  靖 信 24
〃  杉 本  吉 永 23

住 友 金

日 本 生
監 督  佐 竹  政 和 36
投 手  加 藤  重 雄 27
〃  森   明 彦 26
〃  村 上   明 24
〃  伊 藤  伸 幸 25
〃  早 瀬  万 豊 25
〃  田 島  俊 雄 18
″  土 手 本 勝 昭 22

捕 手  桧 垣   明 27
〃  鍛 治 本 明 典 24
〃  佐 竹  政 和 36
内 野  赤 丼  淳 二 32
〃  丼 尻  陽 久 31
〃   (Dイと里予    15 30
〃  佐 藤   清 28
〃  中 橋  伸 幸 25
″  山 内  博 史 24
〃  大 西  慶 興 23
〃  中 村  昭 徳 23

外 野  西 本  靖 彦 27
〃  森 田   昇 26
〃  内 田  敏 弘 26
〃  児 玉  卓 也 23
〃  石 丼   清 24
〃  高 比 羅 規 人 22
″  石 丼  崇 之 22

電 電 中
監 督  福 田  正 博 37
投 手  田 丼  弘 志 27
〃   ,中 里予 不ロテ326
〃     そヨリ‖    5] 22
〃  広 田  浩 章 20
〃  字 根  洋 介 34

捕 手  佐 藤  達 也 23
〃  波 多 野  智 24
″  高 山  雅 彦 27
″  福 田  正 博 37
内 野  下 岡  秀 荘 24
〃  岩 山  節 雄 27
〃  樽 岡   靖 26
〃  大 森  稔 央 24
〃  徳 永  哲 治 23
〃  O登   靖 則 27
〃  岡 田  義 則 26
〃  聖 川  良 司 28
〃  篠 原   勝 23
外 野  中 村   武 29
″  津 江 本  隆 23
″    小 り|1  達 利  20
〃   河 井  イ言護 27
〃  川 崎  勝 之 26
〃  増 永  芳 紀 31

新 日本 製 鐵堺
監 督  浜 崎  満 重 36 ノヽ 幡 工 高
投 手  下 村  恭 二 25 新  宮  高
″  中 川  善 弘 32 和 歌 山 工 高
〃  萩 原  孝 治 24 都 島 工 高
″  九 鬼  善 信 20 堺  西  高
″  小 椋  茂 夫 20 適  摩  高
〃  清 水  信 英 27 興  国  高
〃  南 出  裕 司 23 粉  河  高

捕 手  浦   誠 哉 27 PL学 園 高
〃  中 野 敏 行 25月 ヽ倉 商 高
〃  樽 口  正 生 27 藤 丼 寺 工 高
内 野  花 り1 達 也 26 東洋大姫路高
″  馬 場  敏 史 19 彬, り 高
〃  ,I川  正 起 20 箕  島  高
〃 (D浦東  靖 25新 冨 商 高
〃  浦 東  徳 明 23 新 宮 商 高
〃  久 保  恭 教 20 生 野 工 高
〃  丼 上   忠 24 専  修  大
〃  石 原   貢 22 ", り‖ 高
外 野  西 垣  公 策 23 県和歌山商高
〃  南 口  正 人 24 大  鉄  高
〃  山 下  裕 司 21 西 野 田 工 高
″  米 倉  格 二 22 成 城 工 高
〃  藤 本  公 二 30 興  国  高
″  三 原   薫 23 同 志 社 大

新 日本製鐵光
監 督  木 下  英 己 40 下 関 商 高
投 手  田 中  久 嗣 23 本し 幌  大
〃  山 本 慎 ― 郎 24 防 府 商 高
〃  冨 川  昌 彦 21 鳥 取 城 北 高
〃  野 下  博 文 26 鹿 児 島 商 高
″  一 倉  輝 男 21 宇 部 工 高
〃  児 玉  克 雅 32 浜  田  高

捕 手  東 方  和 之 2]中 津 工 高
〃  安 達  明 浩 23 境    高
〃  梅 原  朝 明 23 専  修  大
内 野  高 安  英 義 20 ,も 子 水 産 高
〃  川 崎  秀 =20 宮 崎 日 大 高
〃  内 布  昭 博 26 東 海 大 三 高
〃  萱 原  文 男 32 り‖ 越 工 高
〃 0平 山  茂 雄 28 南  筑  高
″  住 吉  ― 夫 25 岡 山 東 商 高
″  石 買  伸 二 28 南  筑  高
″  桑 原  俊 貞 33 萩    高

外 野  竹 内  武 美 22 鳥 取 城 北 高
″  石 田  卓 己 26 宇 部 工 高
″  滝 口  広 明 20 国  東  高
″  村 上 幸

'台

20ノ ヽ幡 大 高
〃  岩 崎  悦 司 29 熊 毛 北 高
〃  福 本  敏 郎 27 佐 世 保 工 高

三 菱 重 工長 崎
監 督  宮 脇   茂 35 明  治  大
投 手  古 川  吉 朗 27 長 崎 商 高
〃  川 南  拓 雄 19 中 種 子 高
〃  前 田  弘 美 29 PL学 園 高
″  肥 喜 里 祐 二 21 鹿 町 工 高
″  牧 瀬  寅 男 22 中 種 子 高
〃  山 坂  正 幸 31 三 池 工 高
〃  宮 本  義 徳 19 大 村 工 高

捕 手  都 甲  英 雄 28 久 留 米 大
〃  布 本寸 正 樹 22 久  賀  高
〃   松 本  勝 己 21 九産大付九州局
内 野  本 西  厚 博 22 理  浦  高
〃  林 田   学 23 佐 賀 工 高
〃  鈴 木 慎 ― 郎 26 明  治  大
〃  中 俣  謙 二 21 国  分  高
″  古 屋  隆 文 32 大  商  大
〃  福 島  龍 平 30 関  西  大
″  境   健 男 20 鎮  西  高
〃  渡 辺  竜 二 2]鎮  西  高

外 野  高 村  正 利 21 長 崎 日 大 高
〃  丼 上   浩 22 ノヽ 代 第 一 高
″  山 田  清 -25 日 田 林 工 高
″  北 原  裕 幸 24 」  ヽ 城  高
〃 0林   修 治 28 佐 世 保 工 高
″  伊 藤  昭 彦 22 長 崎 日 大 高

監 督  山 中
投 手  伊 藤
〃  家 永
〃  松 本
〃  高 橋
〃  吉 木
〃  武 田
〃  古 賀
捕 手  嶋 田
′′    ]2,宝
〃  西
内 野  中 田
〃  福 本
〃  丸 山
〃  前 田
〃  佐 藤
〃 O四 田
〃  田 中
〃  松 隈

外 野  筒 丼
〃   」 本ヽ多
〃  児 嶋
〃  黒 石
〃  栗 山
〃  松 原
〃  三 好

正 竹 37
彰 ,羊 26
裕 章 19
豊 21

修 二  28
直 也 23
重 美 27
達 也 26
宗 彦 23
吉 史 21
幸 二 19
等学 24

保 彦 20
耕 司 22
寿 啓 22
雄 樹 25
勝 康 28
ネ右=] 27憲 ,台 30
大助 27
大三 24
保成 21
1享 26

不ロイラ 25
僣逍自5 27
-幸 32

四 国 銀 行
監 督  西 村   章 33 法  政  大
投 手  山 本  智 久 27 池  田  高
″  宮 本  典 幸 26 帝  京  大
″  橋 谷  正 人 23 大  商  大

掃 手 O沖 田  雅 夫 29 高 知 商 高
〃  渡 辺   毅 25 専  修  大
〃  宮 本  章 彦 23 東  経  大
〃  城 下  照 男 30 専  修  大
内 野  森 本   誠 29 高 知 商 高
″  乃 ―   官 29 関  西  大
″  薬 師 神 一 成 26 京  産  大
″  森   正 隆 25 明  治  大
〃  伊 名  正 道 23 東  洋  大
″  森 田  洋 生 22 明  治  大

外 野  刈 谷  精 -35 高 知 商 高
″  浦 林   堅 28 愛 知 学 院 大
″  阿 部  稔 26大 商 大
〃  西   弘 顕 24 明  治  大
〃  小 橋  基 善 25 R●J 沢  大
″  丼 上  幹 也 22 愛 知 学 院 大

器
柳  川  高
早 稲 田 大
星  稜  高
□ 体  大
岡 山 東 商 高
倉 敷 工 高
新  宮  高
倉 敷 工 高
愛 知 学 院 大
同 志 社 大
吉  備  高
近  畿  大
早 稲 田 大
立  教  大
箕  島  高
愛 知 学 院 大
報 徳 学 園 高
関  西  大
近  畿  大
佐 世 保 工 高
東  ,羊  大
近  畿  大
日 体  大
箕  島  高
PL学 園 高
関  西  大

属
)去  政  大
関 西 学 院 大
向  陽  高
秋田経大付高
高  知  高
関 西 学 院 大
西 南 学 院 大
佐 賀 竜 谷 高
箕  島  高
御 坊 商 工 高
新 宮 商 高
同 志 社 大
高  知  高
智 弁 学 園 高
東 海 大 工 高
早 稲 田 大
浪  商  高
剛弓  P句   雇5
柳  川  高
関 西 学 院 大
和 歌 山 工 高
箕  島  高
,去  政  大
明  '台  大
同 志 社 大
東海大相模高

ロ̂ロ
関  西  大
,去  政  大
河  南  高
新  う奏  高
東  経  大
関  西  大
長 ,兵 Jヒ 高
亜 細 亜 大
関  西  大
近  畿  大
関  西  大
近  畿  大
東  海  大
同 志 社 大
早 稲 田 大
愛 知 学 院 大
大  商  大
東  ,羊  大
専  修  大
早 稲 田 大
近  畿  大
法  政  大
東  海  大
東  京  大
近  畿  大
日 体  大

大
大
大
一局
高
大
大
高
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
高
大
高
大
高
大

口
円
　
申
赫
﹈
”
¨
﹈
﹇
¨
中
申
キ
申
一
¨
一
姜
中
一
姜
一
榊
「
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新 日本製鐵 八 幡
監 督  瀬 藤  宣 彦 40 Jヽ  倉  高
投 手  丸 谷 富 美 幸 25 日南振徳商高
〃  武 田  克 也 25 多 度 津 工 高
〃  北 村 慎 ― 郎 21 ノヽ 代 第 一 高
″  瀬 山  和 久 2]種 子 島 実 高
〃  石 田  大 介 23 筑  波  大
〃  田 村  勝 彦 20 ノヽ  頭  高
〃  池 田  宣 人 25 長 崎 北 高

捕 手  前 川  公 克 2]八 重山商工高
〃  福 本  高 典 24 宇 部 鴻 城 高
〃  吉 岡  正 法 22 飯  塚  高
内 野  山 前  伸 二 24 直 方 学 園 高
″  山 崎  典 政 26 都 城 震 高
〃  平  満 男 27長 崎 商 高
〃 0本 村  正 -27 南  筑  高
〃  佐 野  高 明 19 大 牟 田 高
〃  石 川   尚 20 東 海 大 三 高
〃  池 田  幸 治 20 算貝本 工 大 高
〃  中 谷  勝 則 20 宇 部 工 高
外 野   野 田  光 博 22 熊本第一工高
〃  丸 谷 冨 美 夫 19 日  南  高
″  沼 田  清 和 25 東 海 大 三 高
″  加 藤  雄 -27 鎌 倉 学 園 高
″  山 部  克 26久 留 米 大
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大会通算本塁打51本 、安打462本 がいずれも大会新記録になるなど、前国に

続き「打高投低」の傾向が色濃く表れた。全般的に投手が低調の中で、優勝戦に

進んだ本田技研、日本楽器はともに軸になる投手を擁 し、投打にバランスがと

れていた。

本田技研の伊東は、それまでの力に頼る投球から変化球を駆使した‐技の投

球"に変身。課題だったスタミナ不足も解消、4試合を1人 で投げ抜き、防御率

079、 与四死球4と 安定 した制球をみせた。日本楽器の高田は力のあるボール

をコーナーにうまく投げ分け、的を絞らせない投球がさえた。

打者で目立ったのは、本田技研の広瀬、荻原、山越、日本楽器の佐藤ら。中
でも3年 目の広瀬は16打数 7安打4打点、2本塁打を記録。攻守に大活躍し、出
場4回 目で初優勝を飾る原動力となった。

大会を通じて気になったのは攻めのまずさぅ前回を上回る安打数を放ちなが

ら、得点は208で、前回の230点 を大きく下回った。走者を置いての攻めや、走

塁のまずさで得点機を逸するケースが目立ち、攻撃面に課題を残した。 (優勝戦〕日本楽器一本田技研 二回表、本田技研無死
一、三塁、山越が 3ラ ンを放つ。(捕手・佐藤)

>委員長 =小西正一 >副委員長 =米谷道雄、三輪武 、山川 1各 IJ>委員 =中 西明、1宅 亨次 、戸田直佑 、本郷 良直、広沢亘治 、木嶋
一晃、清水 正輝 、原 HJ謹爾、上杉 1■ 、岸野 金治、大橋慶 三、小林勉、石渡義、桃 田晴彦 、中西則 夫、河島 秀喜、桂等、占「fl龍 男、鹿 多証
道、生越芳 明、東優 孝、辻 喜正、巽正一 、岡 本良一、美馬洋 、中川 7fF人 、宮 本明、森武雄 、十月=池憲治 、杉 中豊 、津 III浩 嗣 、松山守 、鶴 田
泰 夫、南垣勇、布施勝 久、三橋隆之
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第 1試含=1回戦(午前10時 7分開始)
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N](内藤 )>盗塁 =神 1(川 原 崎 )Nl(小松 )>矢策 =神 ]

(川 原 崎 )N2(内藤 、中西 )>試合時 FB5=2時間 53分

第 2試合=1回戦(午後 0時40分開始)

第 3試含=1回戦(午後 3時41 )
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33]03 5 ]

>本塁 打 =石元 1号 (岡 田)>三塁 打 =緒賀 >二塁打 =
荒 丼、玉 川 、曽根 原 、吉 田 (日 )武田正、石 元 >犠打 =日 5
(吉 田、田 島 、石川 伊藤 、岡 田 )>盗塁 =日 ](奥原 )>失
策 =Nl(緒賀 )>試合 時間 =2時間38分

第 2試合=1回戦(午後 0時 8分開始)

第 3試含=1回戦(午後 3時11分開始)
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=四 1(橋谷 )本 2(江 原 、岡 崎 )>盗 塁 =本 4(江
原 、全 並 2、 大 久 保 )>失 策 =四 1(谷 岡 )>暴 投 =
浜 田 >言式合 日寺間 =2時 間 33分

>二 塁 打 =丼 尻 、内 田 、原 野 >犠 打 =日 2(森 田 、内
田 )>盗 塁 =日 3(赤井 2、 内 田 )>失 策 =た 2(寺嶋 2)
>試合 時 間 =2時 間 5分

第 4試含=1回戦(午後 5
本田技研熊本
河 合 楽 器
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(黒 田、樽 井 )>盗 塁 =本 ](原 野 )河 1(林 )>失 策
=本 1(坂本 )>試合 時間 =2時 間26分
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本田技研=優勝
伊東 昭光投手
(現ヤクルト、31歳)

ロス五輪 (1984年 )で優勝し、プロ入りするつもりだ
ったので、社会人時代最後の大会でした。チームはダ
ークホース的な存在。内野に広瀬 さん(現 日本ハム)が
いて投打のバランスがとれていました。みんなで優勝
しよう、と言って東京を出発したんです。普段通りの
野球をすれば優勝できるとは思っていましたが、4連
投するとは思ってもみませんでした。
当時はまだ連投も当たり前でしたし、苦にならなか

った。社会人に入って最初はまったく通用しなかった
のですが、3年 目ぐらいから試合に出るのが楽しくな
りました。
準決勝の東芝戦 (2-0)が 一番苦しかった。でもミー
ティングもやったことがないチームでしたが、みんな
の心がひとつになっていた。だからチームのためにも
自分のためにもいいピッチングができてうれ しかっ
た。今思うと社会人のレベルが高かった。プロに入団
した時、金属バットがなくて楽だと思いました。
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▽10月 22日
第 1試合=1回戦(午前 8時57分開始)

3試含=2回戦(午後 2 )
▽10月 23日
1試含=2回戦(午前 8時59分開始)

第 2試合=2回戦(午後 0時23分開始)

第 1試含=2回戦(午前 9時開始)
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第 2試合=2回戦(午前11時45分開始)
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>本塁 打 =松本 ]号 (谷津 田 )村瀬 ]号 (吉川 )鈴木
智 ]号 ② (吉川 )>二 塁 打 =山 口、中 馬 、村 瀬 、林
(河 )並 木 >犠打 =河 4(村瀬 、樽 丼 、安 F86、 松 田 )>
盗 塁 =河 2(林、西 原 )>失 策 =三 1(富 )レ 試合 時
間 =2時 間 42分

)審判 (球審 )大 橋 (塁審)三 宅 東 河島 (外 審 )杉 中、岸野

IIn併 残
0  1  4 34136 2 0

回 安振 球 責
菊  池  9 8733

>本塁 打 =福 本 2号0(浅 川 )岡 田 ]号 (菊 池 )梁原 1

号 (米 山 )>二 塁 打 =安斉 >犠打 =新 1(鹿 田 )>盗
塁 =新 1(遠 田 )東 1(藤 原 )>試合 時間 =2日寺間 15分

▽10月25日

レ審判 (球審)松山(塁審)桂、辻、岸野

回 安振 球 資
田  9 8833

>本塁 打 =篠崎 1号③ (高 田 )武居 ]号② (原)>二塁
打 =武居 >犠打 =松3(太 田 島 田 、広 岡 )日 2(中村 、
高 田 )>盗 塁 =松 1(広 岡 )日 1(山 本秀 )>失策 =松 1

(広岡 )日 ](小阪 田 )>試合 時間 =2時 間50分
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第 3試合=2回戦(午後 2時59分開始)

第 1試含=準々決勝(午前9'寺59分開始)
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日
神

第 2試含=準々決勝(午後1時25分開始)

レ審 判 (球審 )布施 (塁審 )原日 、土 丼 池 、戸 田

犠 併 残1 0 53]844]
回 安振球 貢

岡  田 3%6213
保 戸 田  %0000
局  橋 4 2200
>本 塁 打 =曽 根 原 1号 (矢 野 )>二 塁 打 =玉 川 2、
中 村 、日川 >犠 打 =日 4(石川 2、 対 馬 、伊 藤 )神 1

(中 川 )>盗 塁 =日 1(吉 田 )>失 策 =日 1(高橋 )神
](中村 )>試 合 時 間 =2時 間 32分

▽10月 26日
第 1試合〓準々決勝(午前9
川崎製鉄神戸 000 000 0
本 田 技 研 216001X
卜審 判 (球審 )木嶋 (塁審 )上杉 、桂 、桃 田

【川鉄神戸】打安点振球 【本田技研】打安点振球r97筑 瀬 31000③ 荻 原 4220]6  鳥  30000 ⑤ 佐藤資 200010中  村 30000 H5朝  山 1000]
の 石 津 310100広 瀬 44100
t4) _L  本寸 3 0 0 0 0  (〕   ヌ、内皇諭 4 2 3 0 00浜 名 21000⑦ 雨 堤 32011
H中 谷 110004‐ 山 越 21001
(3山 中 31000 0柳 り‖ 21100
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(21以 倉 310009松 田 ]1000
R 初  田 00000 0 長  井 41200
(1:, 西  川100000 1 伊  東 31000
H 島  本  100001 宮  内 00000
1 石  丼 00000
1 司  本 ]]000
H 宮 本 10000
4F.併 残
0  1  6 2フ 7 0 1 0

回 安振 球 責
西  り1 2 4013  伊  東
宮  内  %2013
石  井  %1002
岡  本  3%813]
>本塁 打 =入 内 島 ]号② (西 川 )荻 原 ]号 (西川 )レ
ニ 塁 打 =筑 瀬 、広 瀬 、入 内 島 、荻 原 、松 田 >犠打 =本
3(山越 、柳 川 、伊 東 )>盗 塁 =本 3(広瀬 雨 堤 、柳
り )>失 策 =川 2(浜名 2)本 1(入 内 島 )>試 合 時
間 =2時 F888分

第 2試合=準々決勝(午後0時38分開始)
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>審 判 は 審 )三宅 (塁審 )本郷 、岡 本 、石 渡

【東   芝 】打 安点 振球  【河 合 楽 器 】打 安 点振 球
0 新  木 50030 0 鈴 木徳 31010
09前  田 54200 8 牛  尾 ]]100
0武 智 520000黒 田 30100
(力 福 本 41010③ 村 瀬 3]111
R7藤  原 00000 ④   林  41010
08梁  原 40000 (3 鈴 木 智  31 0006)真 喜 志 40010 5 山  本 10000
4)宮 崎 420100樽 丼 41000
(a 安  斉 20001 R 栗  林 00000
(1)菊 池 21010r7‐ 西 原 31001
H 鈴 木 11300 0安  間 31000
1 清  野 11000 H 並  木 10000

(D 谷 津 田 210]0
1 松  田 00000
H 大 須賀  1 1 000
R 大  石 00000
]水  沢 00000
H 上 中 10000
犠 併 残
1  1  6 33103 4 2

>本 塁打 =前田 1号 (谷津 田 )村瀬 2号 (菊池 )鈴木
1号 0(松 田)>二 塁打 =菊池 >犠打 =東 l(安斉 )

河 ](黒 田 )>矢策 =東 1(真喜志 )>捕逸 =安斉 >
試合 時間 =2時 間 43分
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▽10月 27日
第 1試含=準決勝(午前 9時58分開始)

神 戸 製 鋼 0100010002
日 本 楽 器 01010100X3
)審判(球審)小林(塁審)津田、宮木、鹿多

>本 塁 打 =中 村 (神 )]号 (劉)>二 塁 打 =丹 波 谷 、
佐 藤 >犠打 =神 1(日 川 )日 ](西川 )>失 策 =神 1

(川 原 崎 )日 1(大 野 )>暴 投 =長 渡 >試合 時 F88=2
時 F8321分

テキサス打で日楽勝ち越し
日本楽器が幸運な勝ち越し点を挙げた。2-2で迎

えた六回、武居、大野が連続PЧ球で無夕E― 、1塁。中
村はリリーフした神戸製鋼の 1番 F 山本に有飛に倒
れ、しかも 塁走者の大野が塁を飛び出して挟殺され
l死 ■墨となった.しかし、続くlll川 は遊撃後方への
飛球、これを遊撃手とノli翼手が譲り合ってテキサス安
オ]に なり、武居が勝ち越しのホームを踏んだ 日楽は
1回 、2四 球と遊ゴロ失の ■死満早に長渡の暴投で1

点を挙げるなど、神鋼の′、,備の舌Lれをうまく得点に結び
つけた。
神鋼は 11nl、 日川、71i本の連il、 六国に中村の左

翼席への同点アーチなどで1点 ずつを挙げて接戦に持
ち込んだが、ミスが響いた 1点 を追うし回は、浦本と
岡本の連すlで 死一、1塁としたが、先発の劉を救援
した右 下手の高Hに代キ]小 林貢と 番の川原崎が
連続遊飛にll lえ られ、追いつけなかった.

第 2試含=準決勝(午後 0時58分開始)

>審半」(球審)木嶋 (塁審)清水、鶴田、中西明

>本塁打 =広 瀬 1号② (近藤 )>二 塁 打 =田 辺、雨
lni>犠 1]=本 1(佐藤 資 )>盗塁 =東 ](真喜志 )本
3(雨堤 2、 山越 )>失 策 =東 1(泉 水 )本 1(広 瀬 )

>試合 日寺PB5=2時 間 33分

伊 東 、技 ありの 連 続 完 封
広瀬の2ラ ンで先制した本田技研が、伊東のll lり強

い投球でリードを守り切った 本田は 回、制球が定
まらない近藤の立ち上がりを攻めた。嘲1前打で出早し
た荻原をバントで送った―タビl塁に広瀬が2-2からの
外角スライダーを右越えに1号 2ランを放って先制した.

3連投の伊束はスタミナが心酉己さオ■たが、漁羊やかな1■
球術を披露.八 IJま で毎いlの9安打を許し百三、得点
圏に走者を背負ったが、シュート、スライダーをコーナーに
散らし、投球のテンポにも変化をつけて決定打を与え
ず、無μЧ球で 1旱を踏ませなかった.

東芝は緩慢なり11塁 で併殺されたり、送リバントの失
敗など拙攻が日

'っ
た。また、 回一死 1塁 、三回と

五回の 1死 、1旱の好機にことごとく凡退したのも響
いた

球
０
０
１
１
２
０
１
０
０
０

振
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０

点
０
０
０
０
０
０
２
０
０
０

安
０
２
０
１
０
１
１
０
０
０

打
４
４
３
３
２
４
２
３
２
１

『
峙
中
﹈
蒔
『
『
﹈
『
劉
﹇

旧
④
②
０
０
０
⑨
②
⑤
●
―

残
７

併
０

犠
―

貢
１
０

球
０
０

振
５
２

安
７
１

回
銭
箔田

留
高

責
２
０
０

球
４
０
１

振
１
０
１

安
３
１
１

回
％
‐
２

渡
本
嶋

長
山
西

東     芝 000 000 00010
本 田 技 研 20000000X 2

球
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
０

振
０
０
０
０
０
０
１
０
１
２
０
１
０
０
０
０
　
５

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
０

安
２
３
０
１
２
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
９

打
４
４
４
４
４
３
１
０
４
２
２
２
１
０
０
１
　
３６

冽
一
﹈
﹈
｛
一
義
一
中
¨
一
一
』
〔
静
『
中
は

‐ ９

陳
⑤ ６
③
③
⑦
⑨
⑥
Ｈ
５
④
②
Ｈ ２
０
Ｈ
‐
‐
Ｈ
犠
。

球
１
０
１
０
０
２
０
１
１
０

振
０
０
１
０
１
１
１
０
１
１

点
０
０
２
０
０
０
０
０
０
０

安
―
１
１
０
２
０
０
０
１
１

打
３
３
３
４
４
２
１
２
３
４

¨
中
罐
﹇
讐
¨
﹈
回
﹇
一
時

体③⑤００⑦④⑨９②０

残
１０

併
―

犠
―

貢
０

球
０

振
５

安
９

回
９東ヂ

責
２
０
０

球
４
１
１

振
５
０
１

安
５
１
１

回
６
％

２

藤
野
池

近
清
菊



研
器

技
楽

田
本

本
日

72回大会 大会言己録

▽10月28日
優勝戦(午後 1時31分開始)

本ll‖支輌汗 f升東、日本
楽 器 高川の投げ合い
で接戦が 予想さオしたが、
本‖l技研がit半 に3本
塁オ1で高[」 を攻略した。
本‖|は 1回 無死 一、
三塁としたあと、lll越 が
左翼席ヘー直線の3,it
本塁オlo iLJに は広瀬
が右中間席に2試 合連
続のアーチ. li国 には
荻原がファウルで9球粘
ったあと、右越えに運ん
ノビ t,

一 方、イル東は制球 が
安定していたうえ、左右、
高 lltを 幅広く使 った投
球で 日楽ll線をし回の
1点に抑えた。3試合連
続完ナ寸はχLし たが、4言式
合すべてを1人 で投 げ
抜き、̈技

Ⅲを駆使した安
定感のある内容で優勝
の原動力になった。
日楽は し回西川の左

死一、二塁に宮坂が中前打
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>本塁打 =山越 1号③ (高 田)広瀬 2号 (高田)荻原2号 (高
田)>犠打 =本3(荻原、長丼、伊藤)>盗塁 =本4(広瀬2、

雨堤2)>矢 策 =日 lC」 )>試合時間 =2B寺 間35分

本田が前半に日楽・高田を攻略
前打と代打 4ヽ阪田の一、l塁間突破安打の 1

して1点を返しただけだった。

監 督 談 諸
本田技研。河本昭人監督  1回の3ランが大きかった。伊東は疲れていた

が、うまくかわす投球をした。今、私自身、ホッとした気持ちです。大きな大会では
初めての優勝ですし、選手たちは野球部の歴史をつくってくれたと思います。

日本楽器・津布久欣司監督  l回のアンラッキーな安打2本のあとの一発
は効きました。あれで頼みの高田がガタンときてしまった。伊東君の攻略は右
狙いだと指示したが、狙い球を最後まで絞り切れなかった。すべて後手に回っ
てしまった。

本田技研 河本 昭人監督
瀬戸内海の段々畑が美したヽ島で球遊びを始

めた。中学時代、国語の時間に「超人」をテーマ
に作文を、といわれて当日寺の西鉄の鉄腕エース、
稲尾投手 (テこロンテ監督)のことを書いた。「稲
尾さん同様、子供のころ、友だちとよく小舟で魚

釣りに海に出た。稲尾さんの備 (ろ)をこぐようなモーションが好きでした」
島の高校は軟式

'予

球部しかなかったが、211′ Lのとき「硬式Jι こなった。
大会になると陸上部あたりから人手をf昔りる弱体で 1回 戦敗退ばかり。
電電中国に4年間在籍後、河合楽器に移ったのは「中央で腕を試したか
った。自分で売り込んだんです」
その河合も2年でやめた。「イ中のよい捕手が退部したとき、なぜ、やめさ

せるんだ、と監督に食ってかかった.その責任 L。 いま考えると、ITかった
ですね」。熱血漢なのだ。河合の投手時代から補強を合め、11年連続
の都市対抗出場。「サンデー毎 日」特集 ;ナ には「切れのいいカープ.す
ばらしい投 手に成長Jとある。
73年から3年間、プレーイングマネジャーをしたあと、5年ほど里予球を1雑れ、

肝臓をこわすほど仕事 (資材課)に専念した。82年秋にlIIび監督就任。
「練習の時から実戦のつもりで一つ一つのプレーを基本に忠実に、ベスト
を、と言っている。試合はその延長。勝つのは結果.いいえ コーチ2人
がよくやってくれるので、私の i■i労はいい素質の選手に入社してもらうくら
いのものですね」
伊東らのプロ入りが言われているが「私も若い IJ、 プ

ロを夢みた。チームの活′性化にいいことですJ。 星霜が、
自分と里予球を外からも見つめられる指揮官にした。
〈山口県大島生まれ。久賀高卒。電電中国―河合

楽器を経て67年本田技研入り。現イE和光工場総務課
主査。栄子夫人と1男 2女。43歳〉  (津 田 康)

からず冷静さを欠き、「何としてもノ」で抑えねば」の気負いがありありだった。一
方、山越は「1球「|から思い切っていこう」と打ち気満々だった。カッカとしながら
高ITlは「1点は仕方ない。シュートで併殺」を狙ったが、2球 Llのシュートは真ん
中高めにっ「高IIIさんは強気に攻めてくると問いていたので、真っ直く1こ的を絞
っていたJというlll越が、この |「 い球を見逃すわけはなく、鋭く振り切った。
山越の先制パンチに奮い立った伊東が見事なピッチングを展開した。試合

前、「変に間があくより、連投の方が緊張感があっていい」と言っていた伊束だ
が、本音は「やはりきつかったJ。 それだけに山越の一撃が何よりのスタミナ源に
なり、得意のスライダーに縦、横2種類のカーブやシュートを交えて、強11の 日本
楽器を1点に抑え、MVP(こ 選ばれた。
「山越さまさまです。競り合いのまま後半にもつれ込んでいたら、どうなってい
たかわかりません。あの一発で楽になりました」とIII越に感謝する伊東。「 5月
の大阪大会でも優勝しているし、大阪では無敗です。それもみんな力M業を助
けてくれたから。この優勝が一番うれしいものになりそうですJ。 ロスfi輪 優月券
に貢献するなど、数々の1可除舞台で活曜し“今日本のエース̈ の名をほしいまま
にしてきたイリ=東だが、85イFの最後を飾るビングタイトル獲得の感激は最高らしく、
祝福を受けながら日がしらを押さえていた。 (原田 益夫)

伊東攻略、徹し切れず
武居邦生内野手(29)=日本楽器

Ⅲ全日本のエースⅢとの対決は、今春のスポニチ大会に次
いで 2度 ||である。その日寺ιま31「 数 1安オl. フォークを左
由1にたたいたが、会心の当たりではなかった。「先行逃げ切

り型」のチームの特徴を生かすには、自らのパ ットでfり '束をたたくことにあった。
全日本の主砲の意地もある,,

「ホームランボールは 2球あった」という。 1球 |lιまチームの初安打になった
2オ「席目の左前111 2-1と追い込まれたが、投球寸肯tの fノ

:束のフォームを
見て、スライダーを予想、思い切り振ったが角度がたりなかった, 2球 lIは 3打
席日の六回。併殺後の初球.ストレートを狙ったが、オlち 11げてしまった。
「(僕は)lltめが好きなのをバ ンテリーが知っているんですよね。球をうまく散
らされた。スポニチ大会の時は、伊束の球を速く感じたんですが、きょうはその
時よりは落ちていたようだけど、投球術は素晴らしかったですねJと 全日本で同
じカマの飯を食った伊束をほめたたえた。
主将として言式合を振り返った。「8安オ「したのに打線のつながりがなかった

のと、高田 (投手)ιま立ち Lがり気負いが日立って、そこをつけ込まれた。それ
でもベンチのムードは悪くなかったんですが ・」.日 楽としては予想外の展開
だったが「fり [束の初球ストライクをセンター返し、の攻略に徹しきれなかったのが
響きました」と、伊東にしてやられたことを繰り返していた.

り  00
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創 諺 6年「 日 本 二 だ 」
「日本 だ一J,日 本楽器の最後の打者、代打 高
重隆治選手を i振にオ]ちとった時間、外野から、ベンチ
から、本llll支 研の企選手が 1人で 4試合すべてを投
げ抜いたマウンドのイリ:東日召光投 手の周りに駆け寄った。
創部26年 同で、初めてつかんだ栄光 :

河本昭人監督の体が宙に2度、3度と舞った.,li
色のテープが汚Lれ飛び、だれかれとなく抱き合う i塁
側スタンドの本田ちい援IJ.秋のクJがいっぱt'こ 差す
大 IJx球場に歓喜力ヽ まじけ、第12国大会は28日 、幕を開
じた,

監督に続き、伊東1々 手のRl・l liげ.全 日本のエース
でもあり、来′120日 のプロ野球ドラフト会議では 11位指
名が確実とも.伊東投手自身も「最後の社会人野球
と思い投げ続けた。これでお世話になった会社に恩

返しができましたJと、ベンチの裏で、しきりにタオフレで Fl

,員をぬぐった。
スタンドも喜びでtヽっばい みんなが肩をたたき、握
Fをし合って何度も「バンザイ型。大メrでルЬ援歌を歌い、
初めての「|1本一 Jι■再れ しヽれるかのよう

方、日本楽器応援団は、1枚 れたとはいえさわやか。
ベンチ裏で見守った国lil佳 資 教育システム事業部長
(51)は「ベスト4ι二人ってくオ■オtば、と思っていたσ)に、
よくやってくれた。心からご昔労さん、といってやりたいJ
と選 手をねぎらう。川島勝 iJ〕予球部長 (42)=資材
部設備購買課長=も「選手は持てるノJを 卜分に発揮
した チームノJをアップさせ、来11こそダイヤモンド旗を
1卜 たヽいJと 、次への意欲をのぞかせた. 社゙会人日本一 どなり河本監督を胴上げする

本田技研ナイン

第 12回1大■会 議 彰1選 手
◇最高殊勲選手賞 伊東昭光投手 (本 |||1支 研)優 勝戦までの4言式合に

すべて先発し、完投。今11は「ノJJに「うまさコが加わり、1「 者の狙いを巧みには
ずした.34回 |せげて白責りit3、 防御率079ど女定したビッチング 高校 (東 京
帝方(高)■年だった198011春のセンバツで、チームを準優勝に導く大きな力と
なった, 84年のL~ス li輪 でも全日本の大黒小Lと して活躍した.1761シ 、75｀ 口、
右投げ右打ち.22歳 。和光工場第一機械課l■llJ務 .

◇敢闘選手賞 高田博久投手 (|1本楽器)右 下「
からの伸びのある込

球が武器。優勝 lllkは じめ4試合に登板、22LJ%投 げて白責点 10、 防御率
397.今春右手甲を骨折、そのケガも完治。小柄ながら負けん気は人 一倍‐
青山学院大出身で社会人2年 目、24歳 .173=シ 、68キけ、右投げ右Jlち .1亨ノli
課勤務.

◇打撃賞 山越吉洋二塁手 (本 lll技 研)41試合、12オ l数5安|!.打率4
割1分6J車 .優勝戦で試合の行方を左右する先制3ラ ンを放った.2打席 日も
安オlして、あと1本で首イ立1丁 者資も手にするところだったが「リキみすぎましたJと
ちょっぴり無念そう.今春のスボニチ大会で新人賞を獲得する好デビュー.

平安高時代の1980年 センバツ出場。法大卒の社会人 1年生.23歳 .181'シ 、

“10回出場選手"第 1号
松下電器の大本主1専に

第 1回大会から唯一、連続出場している松下
電器 その松 下の主将としてチームを引っ張っ
てきた L将の大本 l郎捕 IL(27)が、今大会から
新設された「10回 出場選手」の第 1号として20
日の「1会式で表彰される,,172セ ンチ、70キロ
と野球選手としては小柄な大本,「イ業が表彰の
第 1'り だなんて…,大きなケガをしなかったの
は幸いでした。本当にうれしtヽ型と感激の面持ち,

大本が人社したのは197(,年 春。倉敷 上高時代から勝負強い選 手として定
F平があり、75年春σ)センバツにも出場したが、やはり高校とネ上会人のレベルは違
った。しばらくは下積みが続いた。それでも大本は「自分の1支

“
ヨコまある程度

|′ 1信をもっていたJといい、持ち00の負けずぎらいの性格もあって練習で除々に

'Jを
蓄えていった.そ して8111か ら待望のレギュラーの座についた。攻守に一

段と磨きがかかり、今では佐竹 (11本 生命)と並んで関西社会人球界を代表す
る捕手に。 投手リードσ)うまさ、勝負強いバ ソティングは光る
そんな大本もH年 11の II本選 手権で生涯忘れられないほどのショソクを受け

た.準決勝の住友金属戦。ノしlJ l死まで 1点のリード。決勝進出を日前に
しながら言占めに厳しさを欠き代lI松原に 2-2か ら逆転の i塁打をオIたれ
たて,「僕は者

“

r「対抗でイL友金属に補強さオしたこともあり、松原が変化球にもろさ
があることを知っていた。でも、投手 (石 F]|)の 速球に伸びがあったので、あえて
直球で勝負した。もっと厳しく攻めるべきだったJ.しばらくはⅢあの 1球‐が頭
に焼きついて離れなかった。
あオtから1イト.「今11は昨年σ)失敗をとり返すつもりで頑り1(りますJと lll」 るく

笑う大本。“,11′り"はもう忘れた。

77キロ、右投げ右オ1ち 、精密鍛造課勤務.

◇首位打者賞 雨堤浩久左翼手 (本田技
"F)13オ

l数6安オ1、 4割6分2
1111.「 楽しくイ中びのびブレーするJをモント~に、主将の重責を見事に果たして今
大会から新設のこの賞に輝いた。洲本高 (兵庫)時代は投手。中大 3年の
口|に野手転向し、1977年 入社 ,パワーを備えた巧打と統率力を買われ84年か
ら主将。31歳 .178:シ 、76キロ、左投げ左打ち。設備保全課勤務。
◇大会優秀選手
【投手】(り 1東昭光 (本田技研)菊池総 (東芝)高 lJ博久 (日 本楽器)長渡宏

之 (神戸製鋼)高橋一彦 (日 本石油)山 1ll武 史(本 IJ技研熊本)【捕手】安斉
定り,(東芝)佐藤工則 (日 本楽器)対馬H召 男(日 本石油)大本二郎 (松下電
器)【内野手】人内島保、広瀬哲朗、山越占洋 (以下本田技研)村瀬耕次(河
合楽器)lll本 秀樹 (日 本楽器)宮崎剛 (東芝)中村好治 (神戸製鋼)広岡資生
(松 下電器)11村真弘 (り |1崎製鉄神戸)【外野手】梁原修志 (東芝)中村和彦
(LI本楽器)高野清秀 (神 戸製鋼)荻原俊文(本田技研)荒井幸雄 (日 本石
油)

◇10年出場選手 大本 1郎捕手(松下電器)

眠`れる獅子、だった日石―一一

新 監督 で急上昇
輝かしい歴史を持ちながら、ここ1011近く低迷を続けてきた日本石油。その
名門チームが力強く復活の道を歩み始めた。夏の都市対抗野球で 1回戦敗
退したあと、9月 から磯部史雄新監督体制がスタート.強豪ぞろいの関東予選
で優勝を飾るなど、見違える(まどチームノ」が整ってきた。
関東地区の ン選で代表権を手に入れたあとも、|]石 は気を緩めるどころかさ

らに気を入れて準決月券、決勝に臨んだ。「選手は実力を持ちながらも発揮でき
なかった。勝ちグセをつけることが最も大事だJ。 こう信じる新監督は「絶対に
関東を制覇しようJと ハンパをカメす、準決勝で東芝を、決勝でも三菱自動車川
崎を破り念llllど おり関東 一となった。
今年の都|IF対抗が終わったあと、日本石油名古屋支店の磯部氏のところに

監倍就任のlj診 があった.「大変なことでびっくりしました。ただ野球ろIで一―
度はやってみたいと思っていましたから」と引き受けた。197111、 法大から日石
入りし、外野手として都市対抗に8回出場.また、78年いっぱいで現役引退
後は、スタンドからチームを見てきた.
不振をかこち、低迷する最近のチームを「もともと実ブJはあるが勝ち方を知らな

い。丹券たなければと、1更くなり闘志がカラ回りしている」と映っていた。監督を引
き受けた日寺ιこ真っ先に考えたことは「tヽかにして、試合に力を出せるようにする
か型であった.考えついたことは、ド1分が率先して声を出すことと、野性的な野
球.「′実力f白仲の日寺代。スマートなリロ求では月券てっこない。日同志を表に出した
気合いの野球を11指す。当然、練習もきついぞJと選手に所信を語った。
新監督の意Iス1をくんだ選手もハツラツと動き、公式戦 8勝、オープン戦 3勝、

計H戦全勝と破竹の進撃を続けている。
「眠っていたのが目を覚ました。この勢いを大会にぶつけ、一戦、一戦を大
事に戦う。日標 ?神奈川に初のダイヤモンド旗を持ち帰ることですJと同監督。
都市対抗で最多優勝 (5回 )を誇る伝統チーム。本大会は名門復活の第一
歩となるはずだ.

OЭOOOO― ○○OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO① OOOOOOO① O

はつらつとした動きでチー
ムを引つ張る大本捕手
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第72回大会 地区大会成績
(太字チーム本大会出場チーム)

王子製紙苫小牧
札幌鉄道管理局
小樽野球協会
山陽国策パルプ旭川
札 幌 野 人 ク
旭 川 鉄 道 局
NTT北 海道
新 日鉄 室 蘭
東 部 札 幌 ク
函 館 太 洋
北海道拓殖銀行
日産サニー札幌
大昭和製紙Jヒ海道
森 倶 楽 部

5

NTT北海道

7

9月 12日 から 5日間 札幌市営円山球場

予選へ)

◇山形▽ ‐回戦 日大山形OB6-5三 り|

ク▽準決勝 日大山形O B14-13新庄球友
ク、山形相互銀行 7-0鶴岡野球ク▽決勝
山形相互銀行6-1日大山形OB(勝者は第
二次予選へ)

◇福島▽ ・回戦 オール常交14-0矢吹
ク、須賀川ク5-4小名浜ク、∃―クベニマ
ル10-0原田ク、二本松ク4-3好間ク▽準
々決勝 オール常交13-0ニ ュー相馬、∃―
クベニマル14-1飯野ク、福島硬友ク9-2
須賀川ク、学法石川OBク10-7二本松ク▽
準決勝 ∃―クベニマル18-0学法石川OB
ク、オール常交11-1福島硬友ク(勝者は第
二次予選へ)▽決勝 ∃―クベニマル18-5
オール常交

>二次予選
9月 21日 から 3日間     宮城県営球場
NTT東 北
秋田相互銀行
∃―クベニマル
山形相互銀行
岩 手 銀 行
仙台鉄道管理局
オ ー ル 常 交
日本たばこ東北
新 日鉄 釜 石
三菱製紙八戸

NTT東北¬1 2

◇茨城▽代表決定戦 日立製作所9-2水
戸鉄道管理局、住友金属鹿島5-0鹿島石

'由(勝者は第二次予選へ)

◇群馬▽ ^回戦 伊勢崎レッドソックス9
-2全前橋、硬友ク3-0全太田▽準決勝
高崎鉄道管理局4-2伊勢崎レッドソック
ス、富士重工業24-3硬友ク▽決勝 富士重
工業5-1高崎鉄道管理局(勝者は第二次予
選へ)

◇埼玉▽ ‐回戦 川口球友ク6-3都幾リ
ク、全浦和5-4飯能高OB▽準々決勝 全
三郷6-3全所沢、エーザイ13-0全大宮、
本田技研11-3サ |1口球友ク、日本通運14-8
全浦和▽準決勝 本田技研25-1全三郷、日
本通運11-1エーザイ(勝者は第二次予選へ)

▽決勝 本田技研9-8日本通運
◇千葉▽ 一回戦 三井造船千葉5-4千葉
鉄道管理局▽準決勝 新日鉄君津5-3川崎
製鉄千葉、NT丁 関東16-6三井造船千葉(勝
者は第二次予選へ)▽決勝 NT丁 関東9-
8新日鉄君津
◇宋宗▽一回戦 プリンスホテル7-0東
京ガス、朝日生命6-2明治生命、熊谷組6
-2鷺宮製作所、東京鉄道管理局15-13N丁
T東京▽代表決定戦 プリンスホテル11-8
朝日生命、熊谷組7-4東京鉄道管理局、朝
日生命8-6東京鉄道管理局(勝者は第二次

予選へ)

◇宋示多摩▽ ^回戦 スリーボンド6-1
全府中、東芝府中12-1全調布▽決勝 東芝
府中5-4ス リーボンド(勝者は第二次予選
へ)

◇神奈川▽ 回́戦 横浜球友ク10-4カナ
ガワク、日本石油7-0横浜金港ク、いすゞ
自動車11-1横浜高島屋▽準々決勝 三菱自
動車川崎14-0横浜球友ク、三菱重工横浜12
-7日本鋼管、日本石油5-1日産自動車、
東芝 6-0いす 自ゞ動車▽準決勝 三菱自動
車川崎3-1三菱重工横浜、日本石油10-2
東芝(勝者は第二次予選へ)▽決勝 日本石油
9-7三菱自動車り|1崎▽三位決定戦 東芝12
-2三菱重工横浜(勝者は第二次予選へ)

◇山梨▽ ^回戦 山梨球友ク14-7峡北ク
▽準決勝 オール櫛形8-7甲斐ク、桂ク9
-8山梨球友ク▽決勝 オール櫛形10-3桂
ク(勝者は第二次予選へ)

◇新潟▽ ・回戦 ニチエー12-0新津ク、
オール北越12-4小千谷ク、自根野球団10-
7ヤングセブン▽準々決勝 オール北越14-
4オール東、ニチエー20-1オール十日町、
国鉄新潟10-0長商ク、佐渡軍団11-5自根
野球団▽準決勝 ニチエー14-8オ ール北
越、国鉄新潟7-0佐渡軍団▽決勝 国鉄新
潟10-5ニチエー(勝者は第二次予選へ)

◇長野▽ ^回戦 N丁 丁信越11-0オール
松本ク、丁DK千曲川10-3岡 エク▽決勝
N丁 丁信越5-2TDK千 曲川(勝者は第二
次予選へ)

◇静岡▽ ‐回戦 エースコンク3-2富士
ク、日本楽器 6-1誠和ク、岳南ク9-2全
沼津、河合楽器14-4浜商闘魂会、関東自動
車工業11-1菊笠ク、全三島10-3協和発酵
ク、大昭和製紙17-0富士エンゼルス▽代表

日鉄室蘭

◇青森▽ ‐回戦 三菱製紙八戸7-2全弘
前倶、八甲ク4-1オール青森▽敗者復活戦
全弘前倶11-フ オール青森ク▽準決勝 三菱
製紙八戸17-9八甲ク、全弘前倶 5-0自衛
隊青森▽決勝 三菱製紙八戸5-2全弘前倶
(勝者は第二次予選へ)

◇岩手▽一回戦 東京製綱7-0九戸ク、
アイワ8-0水沢駒形、雫石ク10-4江刺ク、
宮城建設久慈ク11-4オール不来方▽二回戦
釜石野球団10-5宮高ク、北上球友11-0大
槌球友、一関三星11-4花友ク、盛岡鉄道管
理局10-0東京製綱、県経済連8-3オール
釜石、岩手銀行10-0雫石ク、新日鉄釜石12
-0アイワ、小野田セメント9-4宮城建設
久慈ク▽準々決勝 釜石野球団2-1盛岡鉄
道管理局、新日鉄釜石13-2-関三星、岩手
銀行8-2北上球友、小野田セメント5-3
県経済連▽準決勝 新日鉄釜石10-3釜石野
球団、岩手銀行14-2小野田セメント(勝者
は第二次予選へ)▽決勝 新日鉄釜石15-3
岩手銀行
◇秋田▽ ―回戦 秋田鉄道管理局14-7王
冠ク、丁D K14-1秋田商ク、秋田銀行11-0
TOHlク、秋田相互銀行9-2秋田経法大
ク▽準決勝 丁DK3-2秋 田鉄道管理局、
秋田相互銀行 8-1秋田銀行▽決勝 秋田相
互銀行10-6丁 DKG券者は第二次予選へ)

◇宮城▽一回戦 N丁 丁東北9-0サニー
ク、仙台鉄道管理局12-0川連ク、日本たば
こ東北10-1仙商ク、七十七銀行4-2村田
ク▽準決勝 N丁 丁東北6-2仙台鉄道管理
局、日本たばこ東北4-1七十七銀行(勝者
は第二次予選へ)▽決勝 日本たばこ東北 1

-ONTT東 北▽敗者復活一回戦 川連ク7
-1サニーク、仙商ク12-5村田ク▽敗者復
活二回戦 川連ク6-3仙商ク、仙台鉄道管
理局 2-0七十七銀行▽第二代表決定戦 仙
台鉄道管理局(不戦勝)|‖ 連ク(勝者は第二次

6

6

日本たばこ東北

7

日本たばこ
東 北

1 4

10

0

11

0

2

>一次予選
12

4

朝 日 生 命
三菱自動車川崎
東 芝 府 中

>一次予選

>一次予選
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決定戦 日本楽器7-2エースコンク、河合
楽器12-0岳南ク、関東自動車工業15-4本
州ク、大昭和製紙 5-3全三島(勝者は第二
次予選へ)

◇富山▽三回戦制 北陸銀行3-l NttT
富山、北陸銀行12-lN丁 丁富山(北陸銀行
は第二次予選へ)

>二次予選
9月 27日 から 3日間     浜松市営球場

9月 14日 から 3日間 石川県立球場ほか

卜∃夕自動車
東 邦 ガ ス
東 海 理 化
西 濃 運 輸
サンジルシ醸造
三 菱 名 古 屋
NTT東 海
日通 名 古 屋
本田技研鈴鹿
王子製紙春日丼
新日鉄名古屋
国 鉄 名 古 屋
NTT北 陸

◇滋賀▽一回戦 日本 IBM野洲9-0瀬
田工OB、 全大津12-3近江八幡ク▽決勝
日本 IBM野洲8-3全大津(勝者は第二次
予選へ)

◇京都▽一回戦 丸勝8-6高島屋京都▽
準々決勝 日本新薬10-1キ∃―トビルク、
三菱自動車京都4-2第一紙行、京都信用金
庫11-0京都市役所、丸勝12-3西京ク(勝
者は第二次予選へ)▽準決勝 日本新薬8-
0丸勝、京都信用金庫10-5三菱自動車京都
◇大阪▽一回戦 大阪ガス6-3全三和銀
行、住友銀行10-0大阪ペーシエンス、N丁
丁関西8-0大阪高島屋、大和銀行4-3デ
ュプロ▽準々決勝 新日鉄堺7-0大阪ガ
ス、中山製鋼10-0住友銀行、松下電器5-
2N丁 丁関西、日本生命11-3大和銀行(勝
者は第二次予選へ)▽準決勝 新日鉄堺9-

「
―
―
郡

4中山製鋼、松下電器6-5日本生命▽決勝
松下電器3-2新日鉄堺▽敗者復活 回́戦
大阪ガス5-4NT丁 関西、大和銀行6-2
住友銀行▽第■代表決定戦 大阪ガス5-1
大和銀行(勝者は第二次予選へ)

◇兵庫▽ ‐回戦 新日鉄広畑8-4神戸製
鋼、小西酒造 5-3阿部企業▽準決勝 新日
鉄広畑5-1川崎製鉄神戸、三菱重工神戸 6
-0小西酒造(準決勝出場チームは第二次予
選へ)▽決勝 三菱重工神戸6-5新日鉄広
畑▽三位決定戦 川鉄神戸9-3小西酒造▽
第二代表決定戦 神戸製鋼8-1阿部企業
(勝者は第二次予選へ)

4

住 友 金 属
3

◇山口▽リーグ戦 航空自衛隊防府 1-0
田辺製薬、協和発酵11-4新日鉄光、田辺製
薬8-7新日鉄光、協和発酵11-2航空自衛
隊防府、新日鉄光4-2航空自衛隊防府、田
辺製薬17-6協和発酵(協和発酵と田辺製薬
は第二次予選へ)▽第一代表決定戦 協和発
酵9-1田辺製薬

三菱自動
三菱重工三原
川崎製鉄水
田 辺 製 薬
NTT中 国
協 和 発 酵
日本鋼管福山
三菱重工広島
(敗者復活戦)

三菱自動車水島
川崎製鉄水島
NTT中
三菱重工広島
田 辺 製
協 和 発
三菱重正三原

2

日本楽器

4

本鋼管
山

日
福

住 友 金 属
川崎製鉄神戸
中 山 製 鋼
三菱重工神戸
大 阪 ガ ス
日 本 生 命
京都信用金庫
松 下 電 器
三菱自動車京都
新 日鉄 広 畑
日本 IBM野洲
日 本 新 薬
神 戸 製 鋼
新 日 鉄 堺
小 西 酒 造
(敗者復活戦)

川崎製鉄神戸
日本 IBM野洲
日 本 生 命
新 日 鉄 堺

il崎
製鉄神戸

:本 生 命

:li抒 :::i「
]i国銀行

きi覺[:当!TT四
国

6

四国銀行

3

◇岡山 。鳥取▽リーグ戦 三菱自動車水島
8-5川崎製鉄水島、川鉄水島10-3王子製
紙米子、三菱自動車水島11-0王子製紙米子、
川鉄水島3-2王子製紙米子、三菱自動車水
島4-2川鉄水島、三菱自動車水島6-5王
子製紙米子(三菱自動車水島、川鉄水島は第
二次予選へ)

◇広島▽一回戦 広島マツダ8-5マツダ
▽準々決勝 日本鋼管福山7-4国鉄広島、
三菱重工三原15-4山本鋼材、三菱重工広島
11-7常石鉄工、N tt T中 国5-2広島マツ
ダ(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 日本鋼管
福山6-ON丁 丁中国、三菱重工広島11-5
三菱重工三原▽決勝 日本鋼管福山6-4三
菱重工広島

本田技研熊本
九 州 産 交
新 日鉄大 分
日立造船有明
鹿児島鉄道管理局
NTT九 州
新 日鉄 八 幡
大分鉄道管理局
ニコニコドー

三菱重工長崎
日鉱 佐 賀 関
九州三菱自動車
熊本鉄道管理局
門司鉄道管理局

大分鉄道
管理局

道
局餓理

大
管

3

7

3

9

11

15

6

0

1

11

4

4

2

Ч5

3

７
　
　
本7

1

7

9月21日から 3日間      松山市営球場

>一次予選
9月20日から 5日間   熊本県営藤崎台球場

>一次予選
4

1

5

1

2

l

5

3

4

9

2
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第 72回大会出場選手等―賃 0はJ0

N丁丁Jヒ海道
監 督  菊 池  章 吾 38 函 館 東 高
投 手  黒 田   勇 30 専  修  大
〃  山 本  克 彦 27 岩  内  高
〃  山 根   勝 27 本し幌 商 高
″  小 林  伸 博 26 Jヒ 海 道 工 高
″  久 保 田  司 24 Jヒ 海 学 園 大
〃  奥 山   斉 23 Jヒ 海 学 園 大
″  木 寺  正 美 22 Jヒ 海 道 工 局
〃  瀬 戸  浩 明 21 Jヒ 海 道 工 高
〃  島 谷   磨 21 岩  内  高

捕 手  林  己 喜 男 31 本し 幌  大
〃  池 本  祥 吾 23 釧 路 湖 陵 高
″  久 保  明 弘 19 室 蘭 大 谷 高
内 里予  日 上ヒ里予 勇 36 Jじ毎学 園 大
″    野 坂   寿 利  30  本し  鰐晃  大
〃  寺 田  B召雄 28 国 士 舘 大
″  谷 中 田  優 25 国 士 舘 大
″  砂 子  浩 -25 東 海 大 四 高
″  川 島  俊 明 23 函 館 有 斗 高
〃  春木  伸―-20 駒大岩見沢高
夕ヽ 野  〇小ルト    彰 30  専  1多  大
〃  吉 岡 直樹 27 Jヒ 海 学園大
〃  石黒  倫樹 27 Jヒ 海 学園大
〃   /」 林ヽ   満 25 声  別  高
″  丼城   昇 25 本し 幌  大
〃  金子   清 19 松  戸  高

日 本 石 油
監 督  磯 部  史 雄 36 ,去  政  大
投 手  山 岡  政 志 26 秋 田 商 高
〃  岡 田  邦 彦 24 駒  沢  大
′′  増 永  祐 -18 鹿児島商工高
〃  金 沢  健 ― ]8 棚  倉  高
″  保 戸 田 勝 利 20 帝  京  高
〃  大 沼  民 之 26 明  治  大
〃  高 橋  ― 彦 23 前 橋 工 高

捕 手  佐 藤  孝 治 22 早 稲 田 大
″  対 馬  8召男 26 帝  京  大
″  加 藤  敦 彦 25 長 崎 海 星 高
内 野  中 葉 伸 二 郎 25 法  政  大
〃  大 久 保 盛 義 25 明  治  大
〃  石 り 正 之 23 神 奈 川 大
〃  伊 藤  義 樹 21 中  京  高
〃 O吉 田  敏 道 28 明  治  大
〃  田 島  信 昭 25 帝  京  大
〃  十 河 徳 行 25高 松 商 高

外 野  関 □  浩 司 24 横 浜 商 高
〃  佐 藤   功 27 早 稲 田 大
〃  玉 り  寿 26慶 応 大
″  曽 根 原 博 志 26 亜 組 亜 大
〃  奥 原 万 佐 紀 22 専  修  大
〃  田 中   泰 24 東  経  大
″  荒 丼  幸 雄 20 横 浜 商 高
″  山 下  正 浩 19 泉  州  高

日 本 楽 器
監 督  津 布 久 欣 司 34 駒  沢  大
投 手  河 丼   誠 23 日 大  高
″  柳 原  隆 之 27 亜 Fal亜 大
〃  徳 山  英 之 19 富 士 学 苑 高
〃  高 久   孝 27 駒  沢  大
″  直 井  慎 吾 20 名古屋学院高
〃  高 田  博 久 24 青 山 学 院 大
〃  留J  秋 震 29 輔  仁  大
〃  太 田  健 次 31 安 積 商 高

捕 手  宗 雪  明 志 21 新 居 浜 高 専
″  佐 藤  正 則 27 関 東 学 院 大
〃  冨 永  哲 司 22 浜  名  高
内 野  小 阪 田  宏 23 中  央  大
〃  大 野  敏 彦 33 山 口 鴻 城 高
″  山 本  一 之 28 青 山 学 院 大
〃  高 重  隆 治 24 青 山 学 院 大
″  山 本  秀 樹 30 名  城  大
″ O武 居  邦 生 29 国 士 舘 大
〃  宮 坂  重 雄 21 中 京 商 高

外 野 中 村 和 彦 25駒 沢 大
〃  西 川  公 紹 27 中  央  大
〃  小 林  直 樹 27 亜 細 亜 大
〃  伊 藤  裕 =27 中  央  大
〃  内 海  昌 之 30 亜 細 亜 大
″  後 藤  政 広 2]撻 トリ‖ 西 高
〃  内 山  仁 志 32 中  央  大

新 日本製鐵室 蘭
監 督  後 藤  哲 夫 36 岡山興譲館高
投 手  今 野   弘 19 Jヒ  海  高
〃  浅 川  輝 彦 28 韮 崎 工 高
〃  米 山  浩 -25 専  修  大
〃  窪 田  雅 也 23 立  教  大
〃  真 下  敏 宏 23 Jヒ  海  高
〃  池 田 裕 イ予 23松 戸 高
″  浜 師  勝 彦 32 伊  達  高

捕 手  吉 丼  郁 雄 28 立  教  大
″  平 間  英 樹 21 自  糠  高
〃  足 立   豊 23 函 館 有 斗 高
〃  佐 野  修 =28 市  川  高
″  後 藤  哲 夫 36 岡山興譲館高
内 野  遠 田  誠 治 21 Jヒ  海  高
″  鹿 田  和 彦 29 旭 川 竜 谷 高
′/  坂 尾  新 -22 東海大甲府高
″  本 間  義 浩 20 Jヒ  海  高
″  鈴 木  忠 仁 24 本L幌 商 高
〃  大 塚  邦 弘 32 Jヒ  海  高
〃  馬 場  I・l司 23 室 蘭 大 谷 高

外 野  堀 松  洋 伸 27 東  北  高
〃  片 山  昌 昭 19 駒大岩興沢高
〃  桜 丼  清 -24 倶 知 安 高
′′  関   尚 彦 22 函 館 有 斗 高
〃  阿 部 晋 ― 郎 28 中  央  大
〃 0岡 田   仁 30 室 蘭 工 高

三 菱 自動車川 崎
監 督  垣 野  多 鶴 33 東  海  大
投 手  吉 沢  哲 也 20 大  島  高
〃   7j嗜 チ   哲  18 本目 ,羊  高
″  安 保  浩 幸 22 日  体  大
〃  上 野  俊 -21 山 形 商 高
″  武 藤  信 二 24 法  政  大
″  小 笠 原 敏 雄 28 太 田 工 高

捕 手  村 上  寛 之 22 御 殿 場 西 高
〃  吉 田  康 夫 23 日 大 東 北 高
〃  安 斉  卓 己 19 日 体 荏 原 高
〃  平 野  逸 男 24 佐 世 保 工 高
″  斉 藤   徹 18 天 竜 光 洋 高
内 野 清 水 雅 ,台 20浜 田 高
〃 0松 野  章 男 27 帝  京  高
″  鶴 見  信 彦 18 向  上  高
″  佐 藤  信 行 21 修  徳  高
〃  大 須 賀 康 浩 31 法  政  大
〃  四 條   稔 18 東海大甲府高
〃  和 田  敏 雄 24 日 大 三 高
外 野  佐 藤  浩 光 24 上  尾  高
〃  金 子  元 4A120 武  相  高
〃  角   晃 司 25 東  海  大
″  米 田  敏 之 25 修  徳  高
〃  」り 1 欣 也 26 吉 原 工 高
〃  村 田  雅 彦 19 徳 島 商 高
〃  堀丼  哲 也 23 慶  応  大

河 含 楽 器
監 督  田 村  利 宏 44 中  央  大
投 手  松 田   昇 27 中  央  大
〃  太 田  智 之 23 明  治  大
〃  谷 津 田 伸 二 22 中  央  大
〃  徳 岡   潤 22 大  商  大
〃  桜 庭  広 喜 2]金 足 震 高
〃  水 沢   薫 20 秋 田 商 高
〃  桑 原  裕 二 20 PL学 園 高

捕 手  市 川  善 文 24 大  商  大
〃  安 間  大 芳 23 中  央  大
″  外 山  浩 美 23 中  央  大
内 野  山 本 宗 三 郎 32 国 士 舘 大
〃  村 瀬  耕 次 26 中  京  大
〃  黒 田   豊 26 立 命 館 大
〃  林   華 章 26 台 湾 輔 仁 大
〃  武 内  久 也 24 中  央  大
″  大 石  正 勝 22 浜 松 商 高
〃  鈴 木  智 治 22 中  央  大
″  栗 林  友 -22 中  央  大
〃  上 中  勝 矢 19 泉  州  高

外 野 0大 須 賀  健 26 中  央  大
〃  牛 尾   浩 24 中  央  大
〃  並 木  保 彦 23 青 山 学 院 大
〃  樽 井   徹 23 法  政  大
″  西 原  忠 善 22 中  央  大
〃  鈴 木  徳 久 21 磯  原  高

日本 た ばこ東 Jヒ
監 督  横 橋  秀 俊 35 仙 台 商 高
投 手  小 野   堅 25 宮 城 農 高
〃  広 瀬  ― 郎 25 大 阪 学 院 大
〃  力口藤  淳 22仙 台 商 高
〃  及 川  弘 昭 20 -関 商 工 高
″   高 田   実 20 秋田経法大付高
〃  初D畑 雅 人 19福 岡 高
〃  斎 藤  正 訓 19 福 島 商 高

捕 手  及 川  正 則 22 広 田 水 産 高
″  伊 藤  辰 也 21 古 川 工 高

内 野  大 内  俊 治 27 仙 台 育 英 高
〃  山 下  静 夫 26 亜 71B亜 大
〃  相 馬  晃 25亜 細 亜 大
″  菅 原  隆 浩 23 明  治  大
〃  安 斎  克 則 22 福 島 商 高
〃  藤 原   順 22 秋 田 商 高
〃  寺 嶋  哲 也 22 仙 台 育 英 高
〃  及 川  義 彦 21 -関 商 工 高
〃  後 藤   良 20 福 島 商 高

外 野 ●佐 藤  雅 司 28 仙 台 育 英 高
″  沼 澤  誠 29角 館 高
〃  遠 藤  昌 宏 25 仙 台 商 高
〃  星   伸 -25 仙 台 育 英 高
〃  畠 山  哲 人 23 秋 田 商 高
〃  原 野   優 22 仙 台 育 英 高
〃  渡 辺  則 昌 20 福 島 商 高

本 田 技 研
監 督  河 本  昭 人 43 久  賀  高
投 手  岡 本  隆 之 24 青 山 学 院 大
〃  冨 山  和 広 23 中 央 学 院 大
〃  中 屋  桂 介 23 長  門  高
〃  藤 原   博 29 吉 原 商 高
〃  伊 東  昭 光 22 帝  京  高
〃  力□藤  真 =19 米 沢 中 央 高

捕 手  金 井  利 行 2]PL学 園 高
〃  上 田  治 伸 23 駒  沢  大
″  長 井  研 介 28 中  央  大
〃  宇 田 川 丈 昌 24 日  本  大

内 野  広 瀬  哲 朗 25 駒  沢  大
〃  朝 山  憲 重 20 PL学 園 高
″  佐 藤  資 洋 26 東  海  大
〃  中 山  多 間 24 法  政  大
〃  古 谷   肇 24 青 山 学 院 大
″  山 越  吉 洋 23 法  政  大
〃  鈴 木  和 芳 20 喜 多 方 商 高
〃  青 木  ― 芳 23 拓 大 一 高
〃  入 内 島  保 28 青 山 学 院 大

外 野  荻 原  俊 文 24 亜 細 亜 大
〃  佐 藤  正 之 27 拓 大 ― 高
〃  柳 川  明 弘 25 近  畿  大
″  吉 田   均 23 法  政  大
〃  松 田  裕 之 26 東  洋  大
〃 0雨 堤  浩 久 3]中  央  大

本 田技研 鈴 鹿
監 督  藤 村  哲 也 38 法  政  大
投 手  塩 崎  章 生 25 新 宮 商 高
″  上 田   忠 20 兵 庫 育 英 高
″  樋 □  英 樹 24 桜 井 商 高
〃  許   正 宗 25 台 湾 輔 仁 大
〃  坂 口  孝 男 20 不  破  高
〃  近 田  豊 年 20 明 徳 義 塾 高

捕 手  梅 木  淳 次 19 イヂ 野 商 高
〃  松 田  達 男 31 東  海  大
〃  長 崎  芳 秀 19 滝    高
〃  葉 室  太 良619 東洋大姫路高

内 野  江 原  祐 次 28 駒  沢  大
〃  山 中  茂 直 25 ,去  政  大
″  北 畑  達 也 27 東  海  大
〃  手 嶋   浩 25 法  政  大
〃  岡 崎  純 -25 県 岐 阜 商 高
〃  大 西   満 24 立 命 館 大
〃  今 山  和 之 19 智 弁 学 園 高
〃  趙   士 強 25 台 湾 文 化 大

外 野  大 久 保  隆 25 桜 美 林 高
″  木 村  旬 19栗 東 高
〃  佐 々 木 健 二 20 中  京  高
〃  右 京   哲 24 法  政  大
″  岸 岡   昇 22 宍 喰 商 高
′/ ● 黒 田   晃 28 法  政  大
〃  全 並  和 彦 31 愛 知 学 院 大

N丁丁粛劃ヒ
監 督  佐 藤  公 弘 33 国 士 舘 大
投 手  佐 藤  公 弘 33 国 士 舘 大
〃  斉 藤  孝 弘 26 福 島 商 高
〃  君 島  厚 志 23 立  正  大
〃  斉 藤  ― 則 22 1●~ 殖  大
〃  柿 沢  ― 雅 21 盛 岡 市 高
〃  池 田  敏 昭 20 酒 田 正 高
〃  越 田  仁 孝 19 青 森 北 高
〃  添 田  光 夫 19 平  I 高

捕 手  菊 田  善 信 27 駒  沢  大
〃  カロ藤  1真 -2]仙 台 工 高
〃  山 内   聡 20 青 森 北 高

内 野 3福 地 日出 雄 27 東 農 大 高
〃  伊 藤  友 喜 25 関 東 学 院 大
〃  大 竹  松 男 24 東 北 福 祉 大
″  清 家  主 税 24 近  大  呉
″  塩 谷   肇 24 国 士 舘 大
″  板 丼  博 行 23 東  農  大
〃  佐 藤  康 -22 中  央  大
″  戸 羽  英 之 18 -関 商 工 高

外 野  菅 野  俊 之 29 東  農  大
〃  藤 原   修 28 専  1多  大
〃  小 野  亨 27東 農 大
″  高 橋  幸 -27 法  政  大
〃  高 松  直 志 24 能  代  高
〃  多 田   浩 22 帝  京  大

東
監 督  前 野  和 博 36
投 手   田  義 政 26
〃  菊 池   総 24
〃  木 暮   洋 23
〃  清 野  潤 二 ]9
〃  近 藤  芳 久 ]9
〃  蒲 谷  和 茂 18

捕 手  安 斉  定 男 28
〃  泉 水   稔 24
〃  叙 持  益 美 24
″  斉 藤  敏 夫 19

内 野 0宮 崎   剛 31
″  武 智  勇 治 30
〃  新 木  忠 力 30
〃  片 岡  定 治 26
〃    」 おヽネ    郵貢 24
″  真 喜 志 康 永 24
〃  山 内  啓 史 23
″  丹 波  健 二 19

外 野  福 本  勝 幸 27
″  鈴 木  栄 -26
〃  梁 原  修 志 25
〃  田 辺  浩 昭 24
〃  前 田   誠 23
〃  藤 原  興 司 23
〃  金 敷  雅 彦 22

芝
芝 浦 工 大
中  央  大
明  ,台  大
早 稲 田 大
高  鍋  高
能 代 商 高
関東学院六浦高
横 浜 商 大 高
興  南  高
同 志 社 大
鶴 見 工 高
専  修  大
駒  沢  大
東  農  大
,去  政  大
青 山 学 院 大
沖 縄 尚 学 高
亜 細 亜 大
日体 荏 原 高
早 稲 田 大
日 大 三 高
苫 小 4● 工 高
,去  政  大
駒  沢  大
九 州 共 立 大
明  ,台  大

NTT東 海
監 督  杉 本  健 -35 愛 知 工 大
投 手  金 池  雅 彦 22 愛 知 学 院 大
〃  岩 瀬  明 彦 19 碧 南 工 高
″  清 水  雅 彦 24 智 弁 学 園 高
〃  笠 丼 孝 志 登 21 中 京 商 高
〃  所   善 隆 22 駒  沢  大
″  中 森  裕 哉 19 相  可  高
〃  長 谷 川 豊 rf1 25 明 治 学 院 大
〃  鈴 木   亨 24 静  岡  商

捕 手  中 西  規 志 24 相  可  高
″  大 り 雅 貝J19三 島 高

内 野  澤 田  部 拡 19 滝    高
″  湯 之 戸 孝 修 31 近  畿  大
″  ,表 野 和 弓ム 23中 京 高
〃  辻   慶 人 24 日 本  大
″  小 松  直 樹 22 駒  沢  大
〃 C内 藤  清 貴 26 中  京  大
″  丼 上  雅 晴 21 東  邦  高

外 野  望 月  広 武 23 専  修  大
″  川 合  隆 文 23 東  洋  大
〃  宮 本  和 徳 24 近  畿  大
〃  大 林   悟 26 県 岐 阜 商 高
″  森 田  範 三 20 中  京  高
〃  木 戸   均 24 名  城  大
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松 下 電 器
監 督  山 口   円 35 関  西  大
投 手  北 □  勝 久 30 早 稲 田 大
〃  米 澤  秀 典 23 大 阪 学 院 大
〃  石 田 富 士 男 26 日  体  大
〃  原   邦 彦 26 岡 山 東 商 高
〃  塚 岡  広 仁 27 倉 敷 工 高
″  小 原  秀 天 19 新  宮  高
〃  渡 辺  ― 博 23 大  商  大

捕 手 0大 本  二 郎 28 倉 敷 工 高
〃  渋 谷  卓 也 27 同 志 社 大
〃  井 口  義 則 24 吉  備  高
内 野  広 岡  資 生 25 早 稲 田 大
〃  林  寿 自Б 27立 教 大
″  北 野  敏 史 24 箕  島  高
〃  太 田  晃 生 22 大 阪 学 院 大
″  楠   豊 寿 26 愛 知 学 院 大
〃  谷 川  和 宏 20 報 徳 学 園 高
〃  奥 代  恭 -25 関  西  大

外 野  篠 崎  宏 道 26 近  畿  大
″  島 田  行 雄 30 近  畿  大
〃   小 里予 忠 史 24 東  '羊  大
〃  平 岡  靖 彦 26 日  体  大
〃  南 村  興 男 2]箕  島  高
″  中 西  靖 信 25 PL学 園 高
〃  杉 本  吉 永 25 関  西  大
″  澤 田  裕 23大 商 大

三菱 重 工神戸
監 督  竹 中   円 34 萩    高
投 手  吉 川  克 彦 21 舞  子  高
″  植 田   宏 20 県 尼 崎 工 高
″  千 々 松 誠 二 21 村 野 工 高
〃  植 松  勉 24高 松 南 高
″  栗 田   聡 21 明  石  高

捕 手  広 永  買 俊 19 鳴 門 商 高
〃  富   光 男 26 専  修  大
″  大 西  美 昌 22 池  田  高
内 野 O岡 田  敏 裕 29 同 志 社 大
〃  戎 井  昭 彦 24 専  修  大
〃  萩 田  良 治 19 徳 島 商 高
〃  山 口  敏 弘 23 東  洋  大
〃  山 下  圭 三 23 村 野 工 高
″  原 田  正 剛 20 伯  方  高
〃  水 谷  義 孝 22 育  英  高
〃  鈴 木  清 貴 23 尽 誠 学 園 高
〃  青 田  勝 則 2]市  川  高

外 野  松 本  芳 -28 東  洋  大
〃  伊 藤  滋 宏 25 同 志 社 大
〃  杉 山  基 浩 2]箕  島  高
〃  林   昌 希 24 神 戸 学 院 大
〃  綱 岡   正 24 滝  川  高
″  中 馬  秀 雄 27 立 命 館 大

N丁丁四 国
監 督  横 松  英 雄 39 関 東 学 院 大
投 手  滝 下  茂 信 27 穴  吹  高
″  森   圭 介 26 東  洋  大
〃  石 丸  裕 志 25 駒  沢  大
〃  神 田   敦 24 日  体  大
〃  土 田  博 健 22 帝 京 第 五 高
″  篠 宮  勝 敏 19 今 治 北 高
〃  西 り 慎 -19大 洲 震 高

捕 手  夕 部  孝 豊 23 大 方 商 高
〃  武 田  和 高 21 明 徳 義 塾 高
〃  白 石  勇 二 19 松 山 商 高
内 野  鎌 土  隆 志 29 高 all商 高
〃  緒 賀  克 郎 26 東  洋  大
〃  武 田  正 人 24 駒  沢  大
″  三 好  利 幸 22 Jヒ  条  高
〃  竹 島   誠 23 九 州 東 海 大
〃  小 谷  雄 司 20 明 徳 義 塾 高
〃  西 園 寺 師 仁 20 ノヽ 幡 浜 高
〃  加 藤  浩 嗣 20 新 居 浜 工 高

外 野  和 田  恵 充 3]松 山 商 大
〃 O板 東  照 雄 28 立  正  大
〃  石 元  浩 三 27 新  田  高
〃  三 倉  ― 男 26 駒  沢  大
″  吉 田   衡 20 池  田  高

日 本 生
監 督  佐 竹  政 和 38
投 手  加 藤  重 雄 29
〃  森   明 彦 28
〃  伊 藤  伸 幸 26
〃  早 瀬  万 豊 2フ
〃  土 手 本 勝 昭 24
〃  田 嶋  俊 雄 20

捕 手  鍛 治 本 明 典 26
〃  佐 竹  政 和 38
内 野 0赤 井  淳 二 34
〃  丼 尻  陽 久 33
″  花 野   巧 32
〃  佐 藤   清 29
〃  大 西  慶 典 24
〃    疇コ本寸  日召τ叡 24
〃  高 比 羅 規 人 23
〃  辻   政 幸 22
〃  山 中  利 光 19
〃  山 上  和 志 18

外 野  内 田  敏 弘 27
〃  森 田   昇 27
〃  山 内  博 史 25
〃  中 橋  伸 幸 26
〃  石 井   清 25
〃  児 玉  卓 也 24
〃  石 丼  崇 之 23

ロ̂ロ

関  西  大
法  政  大

'可
 南  高

東  経  大
関  西  大
亜 細 亜 大
長 浜 Jヒ 高
近  畿  大
関  西  大
近  畿  大
東  ,毎  大
同 志 社 大
早 稲 田 大
東  ,羊  大
専  修  大
近  畿  大
大  経  大
泉  りヽヽ 1 高
泉  りヽヽ 1 高
法  政  大
近  畿  大
大  商  大
愛 知 学 院 大
東  京  大
東  海  大
日 体  大

住 友 金 属
監 督  清 水  長 寿 33 早 稲 田 大
投 手  家 永  裕 章 19 向  陽  高
〃  小 杉  大 三 24 和 歌 山 工 高
″   松 本   豊 2] 秋田経法大付高
〃  高 橋  修 =28 高  知  高
〃  吉 木  直 也 23 関 西 学 院 大
〃  武 田  重 美 27 西 南 学 院 大
〃  古 賀  達 也 26 佐 賀 竜 谷 高

捕 手  西 岡  良 展 23 早 稲 田 大
〃  羽 佐  吉 史 21 御 坊 商 工 高
″  西   幸 二 19 新 宮 商 高
内 野  中 田   等 24 同 志 社 大
〃  福 本  保 彦 20 高  知  高
〃  前 田  寿 啓 22 東 海 大 工 高
〃  佐 藤  雄 樹 25 早 稲 田 大
〃  勘 佐  寿 人 18 箕  島  高
〃  田 中  祐 司 27 鳴  門  高
〃  松 隈  憲 治 3]柳  り‖ 高

外 野 0筒 丼  大 助 27 関 西 学 院 大
〃  丸 山  耕 司 22 智 弁 学 園 高
″  児 嶋  保 成 2]箕  島  高
′′  黒 石   厚 26 法  政  大
〃  川 畑 伸 ― 郎 ]8 鹿 児 島 商 高
″  栗 山  利 行 25 明  治  大
〃  松 原  俊 郎 27 同 志 社 大
″  三 好  ―一幸 32 東海大相模高

四 国 銀
監 督  城 下  照 男 3]
投 手 0山 本  智 久 28
″  宮 本  典 幸 27
〃  橋 谷  正 人 24
〃  大 沢  ― 弘 22
〃  浜 田  孝 伸 22
捕 手  沖 田  雅 夫 30
″  渡 辺   毅 26
〃  宮 本  章 彦 24
内 野  森 本   誠 30
〃  乃 ―   官 30
″  薬 師 神 一 成 27
〃  森   正 隆 26
″  伊 名  正 道 24
〃  森 田  洋 生 23
〃  谷 岡  秀 -22
外 野  阿 部   稔 27
″  小 橋  基 喜 26
〃  西   弘 顕 25
〃  丼 上  幹 也 23
〃  宮 本  雄 二 22

イ〒
専  修  大
池  田  高
帝  京  大
大  商  大
東  ,羊  大
東   邦   大
高 知 商 高
専  修  大
東  経  大
高 知 商 高
関  西  大
京  産  大
明  '台  大
東  ,羊  大
明  '台  大
亜 細 亜 大
大  商  大
駒  沢  大
明  治  大
愛 知 学 院 大
神 奈 川 大

神 戸 製
監 督  大 村  雅 文 33
投 手  小 林   誠 20
〃  宮 長  貞 行 18
〃  西 llq 和 之 22
′′     ,モ 里予  禾日吉2 22
〃  長 渡  宏 之 20
″  赤 堀  俊 文 23
〃  増 水  和 生 23
〃  山 本  正 信 26

捕 手  岡 本  哲 司 24
〃  川 井  直 之 22
〃  荒 丼  信 久 3]
〃  松 尾  宏 樹 20
内 野  中 川   哲 28
″  神 橋  孝 治 20
〃  西 川  幸 宏 21
〃  上 野  徳 和 23
″  川 原 崎  実 2]
〃  高 野  清 秀 25
〃     育旨多]  解券扁司 23

外 野  日川  雅 夫 26
″  O小 本ヽ   貢 32
″  浦 本  慶 啓 28
″  中 村  好 治 31
〃  丹 波 谷 至 邦 22

川 崎製鉄神戸
監 督  生 田 日 出 男 36 明 石 南 高
投 手  真 鍋  義 之 3]神 港 学 園 高
〃  宮 内  義 則 22 鳴 門 工 高
〃  石 井  雅 也 23 東洋大姫路高
〃  岡 本   透 20 報 徳 学 園 高
″  藪   浩 昭 22 御 坊 商 工 高
″  西 り  勝 26近 畿 大

捕 手  以 倉   章 25 関 西 学 院 大
〃  初 田  幸 広 19 尼 崎 工 高
〃  細 田  士 郎 23 明 石 南 高
〃  船 越  泰 弘 32 博 多 工 高
内 野  中 村  住 正 29 同 志 社 大
〃  中 谷   亨 27 大  経  大
〃  鳥   吉 雄 25 比 叡 山 高
〃  島 本   裕 2]報 徳 学 園 高
〃  上 村 真 弘 24田 辺 商 高
″  浜 名  敬 -24 明 石 南 高
〃 0福 本  正 行 29 村 野 工 高
〃  五 島  卓 道 3]早 稲 田 大

外 野  筑 瀬  隆 生 25 天  理  高
″  川 中  哲 也 22 尽 誠 学 園 高
〃  石 津  明 弘 26 大  経  大
″  宮 本  宗 篤 24 田 辺 商 高
〃  山 中  正 則 28 和 歌 山 工 高
″  菊 地  弘 之 25 南 宇 和 高
〃  浅 田  史 男 27 南 宇 和 高

川 崎製鉄 水島
監 督  蔵 元  修 -30 慶  応  大
投 手  西 村  和 彦 27 宇 部 工 高
〃  北 野  英 俊 23 玉 島 商 高
〃  山 本   勲 24 専  修  大
″  射 手 園 真 -22 住 吉 商 高
〃  大 迫  義 紀 19 カロ治 木 工 高
〃  岸 本  和 彦 23 PL学 園 高
″  村 元  保 彦 22 岩 国 工 高

捕 手  上 田  晴 久 24 城  内  高
〃  木 口  尚 之 28 水 島 工 高
〃  黒 木  隆 春 24 延 岡 学 園 高
内 野  神 土  秀 樹 27 倉 敷 工 高
〃  乍   智 之 23 PL学 国 高
″  本 池  義 人 24 境    高
〃  清 家  和 男 21 PL学 園 高
〃  清 重  ― 正 27 宇 部 工 高
〃 O浦 名 恒 平 28慶 応 大
〃  楢 原  英 俊 30 鳥 取 工 高
〃  河 津  義 広 19 太  成  高
〃  天 早  敏 浩 19 境    高

外 野  川 越  勉 26米 子 工 高
″  森 下  雄 -22 倉 敷 工 高
″  川 村  正 生 26 関  西  大
〃  松 下  和 統 27 中  央  大
″  西 上  健 治 26 岡 山 南 高
〃  松 本  武 彦 28 同 志 社 大

本 田技研 熊本
監 督  大 塚  勝 秋 40 法  政  大
投 手  吉 田  豊 彦 19 国  東  高
〃  尾 崎  定 己 20 球  磨  農
〃  池 尻  康 晴 24 久 留 米 商 高
″  山 田  武 史 20 久 留 米 商 高
″  内 田  和 広 26 都 城 商 高
〃  高 村 ,羊介 20熊 本 工 高
〃  松 本  弘 幸 24 熊本第一工高
〃  田 代  尚 幸 20 佐 世 保 商 高

捕 手  関  慎 ― 郎 22 鎮  西  高
〃  田 中  忠 勝 22 久 留 米 商 高
″  藤 田   進 34 大 東 文 化 大
内 野 O原 野  洋 成 24 久 留 米 商 高
″  徳 留  健 次 20 都  城  高
〃  竹 田  満 宗 19 豊 国 学 園 高
〃  坂 本   正 20 熊 本 第 二 高
″  り 道  二 郎 19 東 海 大 三 高
〃   今 り‖ 英 人 21 国学院久我山高
〃  清 水  耕 作 20 日 田 林 工 高
〃  出 隈  博 之 20 大  津  高

外 野  河 野 幸 四 郎 20 都 城 商 高
〃  安 藤  芳 人 20 日 田 林 工 高
〃  平 畠  光 行 20熊 本 工 高
〃  宮 本  幸 広 21 ノk代第 一 高
〃  内 村   徹 20 熊 本 工 高
〃  本 田  裕 -20 九 州 学 院 高

鋼
専  修  大
鳥 取 城 北 高
市 尼 崎 高
青冒  `ゞ   フで
報 徳 学 園 高
吉  備  高
明  ,台  大
神 戸 学 院 大
駒  沢  大
吉  備  高
金 沢 星 稜 高
明  治  大
柳  川  高
駒  沢  大
大 分 商 高
金 沢 星 稜 高
市 神 港 高
本寸  里予  EE
専  修  大
近  畿  大
明  ,台  大
姫 路 商 高
亜 組 亜 大
専  修  大
立 命 館 大

日本鋼 管福 山
監 督  深 車  真 敏 38 日  本  大
投 手  高 橋  周 司 30 亜 fEl亜 大
〃  内 山 田 慶 弘 33 福  岡  大
″  塩 山  康 浩 20 熊本第一I高
″  田 代  敬 治 22 ノヽ  幡  大
〃  平 田  照 美 23 岩 国 商 高
〃  安 富  洋 二 20 関  西  高
〃  浜 口   守 26 弓削商船高専

捕 手  古 谷  義 浩 19 多々良学園高
〃  古 り 英 イラ 25盈 進 高
〃  白 石  則 幸 29 西  条  高
″  大 倉  孝 -23 駒  沢  大
内 野  4● 1 浩 -20 佐 賀 学 園 高
〃  戸 田  好 孝 21 広  陵  高
〃  西 嶋  哲 久 24 近  畿  大
〃  村 上  文 敏 23 駒  沢  大
〃  岡 田  和 則 22 府 中 東 高
〃 O渡 部 ― ,台 30駒 沢 大
″  佐 名 木 睦 夫 30 盈  進  高
〃  安 永  利 和 23 尼 崎 北 高
〃  小 林  雅 彦 23 近  畿  大

外 野  藤 田  賢 二 21 桜  宮  高
〃  松 浦  伸 生 29 下 関 商 高
〃  岩 野  好 伸 25 東  洋  大
″   佐 藤  ,羊-26 二松学舎大付高
″  木 村  浩 27大 商 大

大 分 鉄 道管理 局
監 督  出 田  祐 -42 ノヽ  女  高
投 手  藤 本  弘 之 26 月長本第一I高
〃  秋 吉  利 彦 24 日 田 林 工 高
〃  小 間  充 24津 久 見 高
〃  足 立  義 男 29 人 分 商 高
″  栗 田   実 22 月J府 商 高
〃  油 布  進 22大 分 工 高

捕 手  松 田  源 治 22 杵  築  高
″  工 藤  俊 二 25 佐 伯 豊 南 高
内 野  吉 野  正 幸 27 日 田 林 工 高
〃  井 上  亀 酉 22 人 分 工 高
〃  前 谷  義 幸 22 Jロ ケ 浦 高
〃  荻  浩 文 24大 分 商 高
″  西 島  正 夫 32 熊本第一工高
〃  田 口   昇 21 津 久 見 高
外 野  長 野  順 司 22 号」府 商 高
″  屋 田  浩 孝 26 大 分 商 高
〃  甲 斐  敦 司 28 大 分 商 高
〃  吉 野  高 明 32 大 分 商 高
〃 0小 田   隆 29 長 崎 海 星 高
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三菱 自動車水島 (中 国)5
大 昭 和 製 紙 (中 部)0
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三菱 自動車川崎 (関 東)1
新 日 鉄 ノヽ 幡 (九  州)2
N T T Jヒ  陸 (東海 Jヒ陸)
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サヨナラ試合が 5、 うちサヨナラ本塁打で決まったのが 3試合
と波乱にとんだ大会を制したのは、 5回 目出場のNTT東 海だっ
た c

NTT東 海は開幕試合の協和発酵戦で、九回に10点 を奪
うなど猛打を振るうと、 2回戦の三菱重工神戸戦では一転
して 1点 を守り切るなど、スキのないチームだった。笠井、
鈴木を軸にした投手陣、中西、木戸を中心にした打線の集
中攻撃は見事で、投打のまとまりで初優勝を射 iLめ た。

初出場で準優勝の阿部企業は、大会屈指の好投手で台湾

出身の陽の力投を支えに、小羽、前田、山本らが勝負強い
バッティングをみせ、持てる力を存分に出し切った。NT
T勢、近畿勢の活躍が日立ったが、4強に残ったNTT東
北はベテラン・斉藤孝の老練な投球がさえ、川崎製鉄神戸
は藪の粘り強い力投が光った。
さらに特筆されるのは初出場のNTT北 陸。新日鉄八幡、

川崎製鉄神戸戦でいずれも九回にそれぞれ 5点差、3点差
をはね返 して延長戦に持ち込んだ粘りは、夏の都市対抗準
優勝の底力を感じさせた。一方、優勝候補の三菱自動車川

崎、プリンスホテル、富士重工業など関東勢がいずれも初戦敗退
したのは、残念だった。
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戦
〕
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の
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>委員長 =小西正一 >副委員長 =米谷道雄、三輪武 、山川脩 司 >幹事 =中 西明、三宅 享次 、岡本好 l、 津 田浩嗣 >委員 =戸田
直佑、本郷 良直 、片岡成 夫、広沢亘治 、本嶋一 黄、清水 IE輝 、原 FE謹爾 、上杉 正、岸野金治、樫根清一 、大橋慶 三、小林勉 、桃田晴彦 、中
西則夫 、河島 秀喜、桂 等、吉田龍男 、鹿 多証道、生越 芳明、東優 孝、辻 喜正、巽 正一、lfl本 良一、美馬洋 、中川雅夫、宮 本明、土井池憲
治 、杉 中豊 、南垣勇 、円中美一、三橋隆之 、長谷至康 、永田兼治 、九屋琢 美、伊東 登、大石泰、梶浦照樹 、宮 奥欣 11
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▽10月 19日
第 1試含=1回戦(午前10時 8分開始)

NTT東 海 000202001014
協 和 発 酵 0000110103
>審判(球審)小林 (塁審)三橋、桂、中西則

37]1144 6 336 2 3 1

>本塁まT=中西 1号② (合原)2号② (佐藤)岡本 1号 (鈴木)辻
1号③ (浜 口)>二 塁打=藤本、沢田、得津 >犠打=N](丼上)

>盗塁=N2(宮本 大川)>矢策=Nl(辻)>試合時間=2時
間36分

○…NTT東 海が九回の集中打で協和発酵をねじ伏せ
た。四回に中西の2ラ ンで先制したNTTは、六回にも中西
が中堅左に2打席連続(大 会タイ)の 2点 本塁打。「[巻は
1点差に追い Lげられた九卜|の攻撃。協和発酵の3投 手
に辻の3ランを合む7安打を浴びせて、打者14人 で大会記
録を塗りかえる1イエング最多の10点 。投げては、笠井―鈴
木の好継投で反撃をかわした.

>審半」(球審 )本郷 (塁審 )片岡 、杉 中 、伊東

306 2 9 0
回 安振球責

水  沢  9 425]

>本塁打 =並木 ]号 (田 嶋 )佐藤 ]号 (水沢 )>三塁
打 =牛尾 >二塁打 =牛尾 >盗塁 =日 1(石丼 )>試
合時 間 =]時 間 55分

第 3試含=1回戦(午後 3時52分開始)

新 日鉄広畑 10100000214
王子製紙苫小牧 000 000 20012

326 2101

中  嶋
滝  り‖

>本塁打=沢田 1号②(足達)>二塁打=児玉 >犠打=新 3(児
玉、応武、藤高)>盗塁=新 2(原田、児玉)王 1(千葉)〉 失策=
王 1(竹林)>試合時間=2時間40分
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第 2試含=1回戦(午後 1時25分開始)

▽10月 20日
1 =1回戦(午前 8

>審 判 (球審 )三竃 (塁審 )津 田 、生 越 、原 田

向  田
古尾谷

有  馬
宮  本
'青古 田 穣

>本塁打 =羽田野 ]号③ (向田 )富永 1号 (宮本 )>
二塁 打 =野口、富永 、平 野 、木 村 、清原 、岩尾 、伏 原 >
犠 打 =冨 4(富永 、野 口 、長 崎 、向 田 )日 2(伏原 、宮
本 )>盗 塁 =富 3(冨永 、鈴 木 、村 田 )>失 策 =日 ]

(清原 )>捕逸 =長崎 >試合時 間 =2時 間42分

2試含=1回戦(午後 0時 7分開始)

新 日鉄室蘭 000
三菱自動車水島 000
レ審半」(球害)木嶋 (塁審)樫根、岡本良、土丼池

第 3試含=1回戦(午後 3時48分開始)

大 昭 和 製 紙 000000000 0
三菱自動車京都 000 010 00X l富士重工業 201000202 7

日鉱佐賀関 100003013 8
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>本塁 打 =八 木 ]号 (浅川 )>二 塁 打 =森 川 、岡 田
健 、東 森 >犠打 =新 ](桜井 )三 5(森 川 2、 山 本 2、 永
峯 )>盗塁 =新5(鹿田 、鈴木 忠 、馬場 、桜 丼 、長 山 )三
](久 保 田 )>失策 =新 ](鹿 田 )三3(松本 3)>試合 時
間 =3時 間 ]分

>審半」(球審)大橋(塁審)lll田 、中川、南tB(外審)河島、長谷

>二塁 打 =原 田望 、高津 >犠打 =三 2(岡田英 2)
>盗塁 =三 ](小林 )>試合時 間 =2時 間

大 昭 和 製 紙 に 三 塁 踏 ませ ず
○…「丁寧に投げることを心掛けた」。三菱自動車京都の
織田は流れる汗をぬぐおうともせず、106球の今大会初の完
封試合を振り返った。予選を通じてすべて救援を頼んだが
「このマウンドは気持ちよく投げられた」と、大昭和製紙打線を
散発4安オ■こ抑え、二塁も踏ませなかった。「 1点差の試合
は慣れている」とtヽ tヽ 、■回にはバント安打を決めて、唯 ‐の
得点に結びつけた。
ピンチといえば二塁に走者を背負った五、七国の一死 1

塁.五回は後続の2人を凡退させ、七回は亀山をシュートで
詰まらせて 1直併殺に仕留めて危なげなかった。

第4試含=1回戦(午後 6時18分開始)

暫早禁茜菖::::::♀ ::|♀
)審判(球審)三橋 (塁審)宮奥、辻、鹿多 (外審)長谷、河島

〉本塁打=若槻1号 (滝下)>二塁打=小谷 >犠打=新2(平間、
平川)Nl(武 田和)>盗塁=新 1(山本)N4(板 東2、 小谷、三倉)〉
失策=新 1(斎藤)N2(竹 島、久利)>試合時間=2時 間31分
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NTT東海=優勝
安江保0均外野手
槻コーチ、NTT鮒労働部,押篤果断勝、麟)

罐餞塁君象じ毎日新聞)

足が震えたヒット。後にも先にもあの時だけです。
阿部企業との優勝戦。三回一死満塁。準決勝での 2本
塁打が自信になり、「おれがこの試合を決める」と、い
い意味で気負いました。陽投手のシンカーを狙って右
前へっヒットだと分かった瞬間に震え出しました。一

塁ベース上で熱いものがこみあげました。
中学時代、左手首を骨折。甲子園常連組の県岐阜商

への進学をあきらめて、硬式野球部のない中津高へ。
軟式で団体優勝を果たしましたが、硬式をやりたくて

名城大で初めて硬球を握りました。念願の硬式だから
野球が楽しくて練習の成果が日本一に結びついたのが
うれしかった。
3年前に引退 し、コーチに就任しましたが、日本選

手権は優勝してから出場なし。来年こそ、選手にはっ
ぱをかけて、ダイヤモンド旗を取り戻したいですね。
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▽ 10月 21日
第 1試合=1回戦(午後 9時開始)

三菱自動車川崎 000 001 000 0 1
新 日鉄八幡 0000001001 2
)審 判 (球審 )上 杉 (塁 審 )三橋 土 り1池 戸 [コ

355164 297 ]5 5

>本 塁 打 =本 村 ]号 (小 笠 原 )レ ニ 塁 打 =本 村 和
田 >犠 打 =新 4(本 村 、平 2、 伊 藤 )レ 失 策 =三 ]

(清 水 )新 1(平 )>試 合 時 間 =2時 間 39分

「 相 性 が 悪 い の か な 」
○ 「いやあ、ちょっと伐(合が人 ,て いない球たった 失11
ですよ」とてれ笑いを,7かべたのは、サヨナラ本撃オ〕を1谷びた
1を「1動 Ⅲll崎の小笠ち: 社会人1211‖ のベテランたが、
今季は腰の故障から出遅れ「この人公が 番調 rょヵった
が 1と悔やんだ 第 (,卜 J大 会の l lll戦 でも同じ新H鉄 人
llにオ〕たれて負けており、「相件か:しいのかなJと 11を かしげ
た それでも「サヨナラ本 トゝオ|なんて言d↑しにない 来1'も う
l年頑り1(っ てゑたてっと決意をilたに

三菱重工神戸 000 000 000
N丁 丁東 海 00000100X
>審半」(球審)広沢 (塁審)小林、中西則 原田

>二 塁 打 =沢 田 >犠 才]=N3(望 月 夕1上 笠 ナ1)●
盗 塁 =三 ](中馬 )N](宮 本 )卜 失 策 =三 2(水谷
中 馬 )レ 試 合 B寺 間 =2時 間 5分

第 3試含=2回戦(午後 2時48分開始)

河 含 楽 器 2000300005
プリンスホテル 002 010 100 4
>審判(球審)清水 (塁審)巽、宮木 樫根

33]]4 3 3

>本塁 打 =並 木 2号0(吉 田 )村瀬 1号2(吉 田 )中
藤 ]号 (松 田 )>二 塁 ll「 =午 尾 レ犠 打 =河 3(盛、松
田 2)プ 2(藤 丼 、加 藤 )レ 盗 塁 =プ 4(中 藤 、′Jヽ 川
2、 宮 里 )レ 失 策 =河 1(If木 )プ 3(中藤 、藤 丼 、原
幸 )>ボ ー ク =舌 田 レ試 合 時 間 =2時 間 18分
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2試合=2回戦(午後 0時13分開始)

〔準
決
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阿
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一二回
表
、
阿
部
企
業
一死
三
塁
、

小
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の
中
飛
で
、一二塁
か
ら
林
が
ホ
ー
ム
を
つ
く
が
、間
一髪
タ
ッ
チ
ア
ウ
ト
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▽10月 22日
第 1試含=2回戦(午前11時 26分開始)

日鉱佐賀関 000002010 3
NTT東 北 30010020X6
卜審 判 (球 審 )吉 田 (宰 審 )三 常 鹿 多 生 越

【日鉱佐賀開 打安点IFFtt INl T東 北lす可

“
,上  野 40020 13‐ ノJヽ  野 4
t51 伏 原 3001 1  14)福  地 20 里チ 上 42000  R 山 |^1 00 羽田野 31310 4 ,冑  家 l
(6, 清  原 4 1 00 0  ,71 三  llE 4
19, 佐 肩泰 42000  7  千島 ネ公 ]0平 野 4]010 12)菊  田 4
● 岩 尾 2000110,多 田 3
H金 田 100009戸 羽
|〕 有 馬 0000013)塩 谷
H  伊  藤  1 0 0 1 0  15, 伊  藤
]宮  本 10000 13)板  り1H 古 田徹 10000 , 斉藤 孝
]古 田穣 00000
H 大  川 10000
1義 併 残      犠 併 残
1  0  6 337 3 6 2     3  0  ]]32]]5 5 6

▽ 10月 23日
第 1試合=2回戦(午前 8時58分開始)

新 日鉄広畑 00000300000 3
四 国 銀 行 100101000014
卜審 判 (球審 )津田 (塁 審 )杉 中 、桂 、戸 田

>本塁打=西 1号
`足
達)2号 (藤高)レニ塁打=原田>犠打=四3

1葉 :両神、宮本章 橋谷)レ 盗塁=四3(谷岡、薬師神2)レ 失策=広
l(応武)四 ](冨本章)>捕 逸=宮本章レ試合時間=2時間46分

不 覚 の 一球 だ っ た
C 「真ん中、やや内角寄りの高めの球.投げた瞬間、“や
られた と思った (試合が)決まるならホームランだと思い,主
なしてたんですが、不党でしたJ.延長 1 回、μЧI可銀行の
西にサヨナラ本11オ lをオlたれた新‖鉄広41のエース藤IIは
llllし そう
大会の2週間前、わき吸の骨にひびが入るアクシデントに

'こ

舞われながら、開幕‖の猫 1戦に続き先発 足達を救援し
て(lllKしたが、やは̀

)本
調 チではなかったようだ

第 2試含=2回戦(午後 0時16分開始)

住友金属鹿島 000 001 000 1
三菱自動車京都 300 200 00X 5
>審 判 (球審 )木嶋 (塁審 )上杉 吉 出 、宮 木

卜二 塁 才J=玉 丼 水 木 2>犠 打 =三 4(枇本 、岡 田
周 、小 林 、織 田 )レ 盗 塁 =三 ](樋口 )レ 失 策 =住 1

(宇 者B宮 )三三 3(社し本 3)レ 言It合時 間 =2時 間 12分
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レ本 塁 打 =多 田 ]号② (有 馬 )羽 田 野 2号,(斉 藤
孝 )菊田 ]号 (古 田穣 )>二塁打 =福地 、伊 藤 (N)塩
谷 望予上 >犠ま]=日 1(]J田 野 )N3(伊 藤 板丼 2)
レ盗 塁 =日 ](岩 尾 )N3(福 地 2、 高松 )レ 失策 =
日 3(羽田 野 宮 本 2)>試 合 B寺 間 =2時 間 29分

第 2試含=2回戦(午後 2時27分開始)

三菱自動車水島 100 010 010 3
阿 部 企 業 00602001X9
>審判 (球審)田中(塁審)中西則、美馬、辻

>本塁 打 =小 羽 1弓 (永菫 )山本 1号 (永 峯 )レ ニ 塁
打 =蔵 l●4陽 、小 林 秀 >犠打 =三 ](永 峯 )レ 盗 塁 =
三 3(山本 3)卜 失 策 =三 2(丼上 2)阿 4(′Jヽ 羽 2
永 岡 、陽 )卜 暴 投 =東 森 レ試 合 日寺間 =2時 間 17分
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を数 野球日本選手権大会 20年史ヽ

▽10月 26日
第 1試含=準決勝(午前 9

第 2試含=準々決勝(午後1時 8分開始)

北
行

東
銀
ＴＴ
国

Ｎ
四 7

1

回 安 振 球 責
斉 藤 孝  9 4710

三菱自動車京都 000 000 100
阿 部 企 業 200 011 1lX
>審 半J(球審 )木嶋 (塁審 )吉 田 、宮 木 、永 田

>本 塁 打 =岡 田 周 1号 (陽 )>二 塁 打 =小 羽 、前 田
>犠 打 =三 ](小 林 )阿 4(小 林 秀 、飯 干 、宮 岡 、陽 )

>盗 塁 =阿 3(小羽 、山 本 、陽 )>失 策 =三 2(枇本
2)阿 ](永 同 )>試 合 時 間 =]時 間 55分

レ審 判 (球審 )上杉 (塁審 )大橋 、桃 田 、伊 東

犠 併 残
3  3  8 3711 6 6 3

品高趾 讐:ll l:: ::: :|:

NTT東 海 011021011
NTT東 北 010000000
>審判 (球審)三宅 (塁審)片岡、清水、岸野

>本 塁 打 =木 戸 1号 (斉藤 孝 )2号 (越田 )>二 塁 打
=福 地 、森 田 >犠 打 =海 3(木戸 、丼 上 、所 )>盗 塁
=海 2(宮本 、森 田 )>失 策 =北 2(多 田 、板 丼 )>試
合 時 間 =2時 F8031分

東海、連打で小刻みに加点
NTT東 海が見事な集中オIと 所、鈴木の好継投で
NTT東 北を圧倒した. 東海は 1い |、 本戸がイf翼 ヘ
先制本塁オl.追いつかれた 1い |には一死後、遊撃内
野安オ1の rf本が 1盗 を決めてバッテリーを揺さぶり、森
|■ の四球、中西の遊ゴロ失で満塁.木戸の右犠飛で
すかさず勝ち越した。 fi回 は一死から宮本、森|11、 中
|●の 3連続長短打で 2点を加えて突き放した。メく回
には沢円の適時打、八伸|に も井上らド位の 3連オlで
小亥1みに得点。九回には木戸が 2本 ‖のアーチを右
翼に力ヽ すた。
東北はニトl― 死後、塩谷の安打と1,藤の四球で
、二塁とし、板井の中前打で同点としたが、反撃もこ

の回だけだった_

阿 部 企 業 021000100
川崎製鉄神戸 000 000 010
>審 半J(球審 )大橋 (塁 審 )巽 、中 西 則 、原 田

>本 塁 打 =前 田 ]号 (岡 本 )山本 2号 (岡 本 )3号
(豊田 )>二 塁 打 =中 谷 、陽 、石 津 >犠打 =阿 3(林、
小 林 秀 、前 田 )>盗 塁 =川 1(山中 )>失 策 =阿 1

(西谷 )、 川 1(岡 本 )>暴 投 =岡 本 >試 合 時 間 =]
B寺 間 50分

アーチ攻勢 で阿部決勝へ
活気のある阿部企業は 「]、 先頭の前田が初球を

左翼に本塁オ「.統くllI本 も初球をメ[:翼 11段にたたき
込んで 2点を先制。 ■い|に は先頭の陽が中堅フェン
スをll撃する l半打、林の投前バントが野選、敵失とな
って加点.さらにし回、2人 ‖の電田から||1本 がこの
試/i2本 目のアーチをかけて川崎製鉄神戸を突き放
した.

川鉄神戸は右 ド手の陽の速球、変化球に手こずり
七日はで散発 4安打。人回、浜名が中自t打、代打
筑瀬の 1ゴロ失で無死一、二早の好機をつかんだ。
しかし、代打 初

「
|の投ゴロで併殺`二死 i塁から111

中が三遊間を破って 1点を返しただけ.りしい1は二死
力う石

'Itが
左翼線 1県打したが、後続を断たれた。
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>本塁打 =石津 1号 (上原 )新座 1号③ (藪)浜名 ]

号② (大 倉 )>二塁 打 =J∪ ‖、石津 、佐 々木 >犠打 =
N](上 原 ), 3(山 中 、蔦 、以 倉 )>盗塁 =川 2(蔦 、
上 村 )>失 策 =Nl(佐 々木 )>試 合 時 間 =2B寺 間
55う)

▽10月 25日
第 1試合=準々決勝(午前9

第 2試合=準決勝(午後 1時 4

2試含=準々決勝(午後0時31分開始)

3試合=2回戦(午後 3時開始)
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NTT北 陸 0000000050027
新 日鉄八幡 1000022000005
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々 木 )新 3(本村 2、 平 )試合 B寺 間 =3時 間 34分

▽10月24日
第 1試含=準々決勝(午前9時58分開始)
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4試合=2回戦(午後 6時 10分開始)



第73回大会 大会言己録

▽10月 27日
優勝戦(午後 1時20分開始)
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>本 塁 打 =小 羽 2号 (笠 井 )中 西 3号 (陽 )>二 塁 打
=沢 田 、丼 上 >犠 打 =N4(宮 本 、大 川 、笠 丼 2)>試
合 時 間 =2日寺PB5 1 5分

木戸タイムリー、笠井力投

NTT東海は笠井の
好投を打線が支え、終
始 li導権を握って快勝
した。NTTは二回、
3連投の陽をとらえ
た。死球の辻をバント
で送り、森円の四球と
中西のニゴロ失で一死
満畢。続く木戸が右前
に 2点適時打 して先
制。なおも一、二撃か
ら大川がスクイズ失敗
のあと右犠飛、中西を
迎え入れた。六回は一
死後、井上、沢円の長
短打で一、二塁.笠井
がスクイズを決めて加
点、九回には二死から

>審判 (球 審 )中西 明 (塁 審 )小 林 、岡 本 良 、桃 田

中西が3号本畢打をバ ッヽクスクリーン左に打ち込んだ。
中2日の笠井は2種類のスライダーを武器に球を低めに集めて阿部

企業を抑え、四同小羽に左中間本畢打を浴びたが、 七日は3連続三振
に仕留めるなど、9三振を奪う好投で追加点を許さなかった。阿部企
業は、立ち上がり制球に苦しんだ笠井を攻略して陽を援護したかった
が、的を絞り切れなかったうえ、頼みの陽に疲れが見え、本来の力を
出し切れなかった。

監 慨 談 話
NTT東海・山口敏樹監督 六回(一死一、三早から)のスクイズが勝

負だった。笠井に打たせて併殺にでもなったら流れが変わってしまう
と思って……。それにしても笠井が最後までよく投げたし、みんなも“勝
つんだ"と いう気持ちで戦った。
阿部企業。中本史郎監督 とにかく打てなかった。陽が3連投なので
先に点を取ってやりたかったが、笠井君のボールになるスライダーに
手を出しすぎた。二回に3点を先行されて各打者に気負いが出た。 2
つの走塁ミスも響いた。

ダ
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る
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海
と
阿
部
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業
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「
東海

験する3日連投の疲れが、やはり陽の右腕を襲い、制球
力に微妙な狂いが生じていた。おまけに中西の平凡なニゴロを焦った野手が
はじき一死満塁。大黒柱の陽が崩れると、連鎖反応を起こすように守備にもほ
ころびを見せた。NTT東海力Ⅵ券負を力ヽすなtVまずがなかった。
打者は前日のNTT東北戦で2本塁打を放つなど集中力に力{ナてはチー
ムーとlll口監督も認める木戸,第 1打席の一回二死一、二塁の好機にシンカ
ーをひっ力ヾすてニゴロに仕留められた木戸は、そのシンカーにlllいを定めてい
た。 1-1からの3球目。木戸がコンパクHこ振り切った陽の勝負球は右翼
線に伸びる2点適時打となった。「気合負けせず、絞ったボールだけを打とう
と思っていた。今大会のすべての打席に同じ気持ちで立った」と、木戸は気迫
十分な打席を振り返った。
続く大川はスクイズ失敗のあと、右犠飛で3点 日をたたき出したが、木戸と同
じように「カーブに絞って右打ちだけを考えていた」と陽の攻め方を自分なりに心
に決めていたという。陽攻略に全神経を集中した好打 2本で、陽は予選から
の試合を通じて1イニングに初めて3点も取られた。
NTT東海は5回 日の日本選手権出場だが、今大会はⅢ新生チームⅢといえ

る思い切った若返り策をとって臨んだ。今夏の都市対抗予選で苦杯を喫し、5
年連続の後楽園出場を断たれたことが、チーム内に変革を起こさせた。今大会
の最優秀選手に選ばれた22歳の笠井と準決勝で好投した23歳の所の若い両
投手を先発に起用するなど、新チームといえるほどに主力の人れ替えを行った。
昨年 4月 、民営化して会社自体が活気をおびはじめた環境の中で、夏の雪辱
を期したい新チーム"は初制覇へ燃えたがっていたのだろう。NTT東海の優勝
は企業の持つ熱気が、そのまま野球部にも表れた戦いぶりだったといえる。
「集中力と闘志でつかんだ優勝です」.就任 1年目で夏のⅢ地獄"と秋の 天̈
国
‐を知った山口監督は、全国的|コま無名の選手たちの大きな成長をたたえた。

(石丼 修)

N丁 丁東海 山口 敏樹監督
「優勝できたのは選手のおかげ。まだプレ
ーできるのに、助監督としてぼくを支えて
くれた湯之戸君に感謝したい」。監督 1年 目
のシーズンの最後に、ビッグタイトルを手
にして目頭を熱くした。NTT東 海にとっ

て初の全国制覇。「民営化2年 目でいさあ、これから̈ という会社に
明るい話題を提供でき、喜んでもらえると思う」_今夏、都市対抗
の予選で敗退、味わった挫折を乗り越えて立ち直った喜びにあふ
れていた。
福岡大で投手.カ ーブを武器に九州 6大学リーグで2度、ノー
ヒット ノーランを記録した。社会人になってからは投手コーチと
して笠井や所らの若手を育て上げた指導力を買われて監督に。「確
実な捕球、送球、当たり前のことをやってくれればいい」.基本を
重視、攻めても1点ずつを確実に取りにいくオーソドックスなさ
い配をするこだが準決勝では、この大会初登板の所を先発させ、
笠井を温存する芸当も。「優勝戦で負けるなら
準決勝で負けても同じ.笠井を休ませて優勝
をFllう 」と公言、実現してみせた
〈福岡県出身。74年に福岡大卒、NTT(1日

電電)東海入社、 5年間現役でブレーし、 7年
間コーチをした後、92年暮れに監督に,東海
総支社労務部、35歳〉 (原田 益夫)
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>ズームアップく
「3点以内に抑えたいと思っていた.その通
りになってよかった」.阿部企業最後の打者、
西谷を 1飛に打ちとって、女房役の中lll捕 手と
抱き合って大喜び.優勝戦まで2日 間体めたと
はいえ、試合ごとに力をつけてきた阿部企業を
5安打、 1失点に抑える好投.今大会は4試合
に登板、3試会を完投してr′通りい大黒柱"と

なった.

「低めに投げていれば何とかなると思った.

でも、ボール球を打ってくれたので助かった」
と試合を振り返ったが、得意のスライダー、カ
ープを駆使して要所をビシャリ。人、九回一死

から安打のた者を許し、そのたびに山口監督が
マウンドにかけ寄ったが「ここでftえ られてた
まるか」とばかり、強気の投球でピンチを切り
抜けた
今年5月 の富 lf大会で 1イ ニングを投げ、二
者凡退に仕留めたあと、腰を痛めて都市対抗予
選は涙をのんだ.し かし、今季を締めくくる選
手権で持ち味を出しきって、チームの優勝に貢
献した.「 これで自信らしいものが出来た。来
年は必ず後楽園で頑張りたい」ときっばり。15
人の野球部員と寮生活c体の大きいililに はおと
なしいが、シンはなかなか強いというのが同僚
の評.183ン 、74キロ、イf投げ右打ち。東海建築
センター総務課、中京商高出身、22歳。

口
曰
塵
ぽ
□

第 13薗 大1金 表 彰 選 手
◇最高殊勲選手賞 笠丼孝志登投手(NTT東海)「 うれしいです」
の一言にすべてがこもっていた.ベテラン 鈴木に代わって今や押しも
押されもしないエース。4試合に登板して33回 投げ、自責点 4、 防御率
109の安定した投球をした。「後に鈴木さんが控えていてくれるから思
い切って投げられますJ。 中京商高3年の1981年春センバツに出場、ビ
ッグタイトルは初めて。
◇敢闘選手賞 陽介仁投手(阿部企業)右下手から繰り出すシンカ
ー、スライダーを武器に4試合を完投。36回 を投げて自責点 8、 防御率
200。 チームの柱として準優勝の原動力となったが、最後は優H券を逃し、
「3日 間違投は初めて。ちょっと疲れた.残念です」と悔しがった。台
湾 台東出身、台湾文化大出、174単 ン、75キ ロ、右投げ右打ち。本社事務室勤
務。27歳 .

◇打撃賞 木戸均外野手(NTT東海)5試 合で20打数8安打。優
勝戦で先制の2点適時打を放ったほか、準決勝では1試合個人最多本暴
打タイの 2本暴打を記録するなど、4割の高打率を残した。「こんな大
きな賞をもらえ、信じられない気分です。相手投手をビデオでしっかり

[司 鉄の分割・民営化移行の中で社会人野球界の一人勢力、F11鉄 チー
ムの行方が、懸念されているが、国鉄本社は「新会社のイメージアップ
と社員の愛ネル心・団結心高揚に必要」と判断、全国で7チ ームを存続さ
せる方針を決定した`.チ ームの本拠地、部員の配置など具体的なツメ
はこれから行うが、縮小ながら基本的に野球部存続が決まり、野球関
係者をホッとさせている。
国鉄の野球は、1927年誕生
した都市対抗野球大会より古
い歴史をもち、全国鉄道大会
を開いていた。第 1回都市対
抗では名古屋、仙台、門司各
鉄道局が出場するなど、都市
対抗草御l期の中心勢力だった.

現在でも北は北海道の旭川鉄
道局から南は鹿児島鉄道局ま
で、全国に17チ ームを持つ勢力として、社会人野球の発展、地域社会
との交流に寄「」している.第10回剖

`市
対抗では門鉄が優勝を飾った。

しかし、国鉄の経営悪化でここ数年は選手の採用も中lL。 分割・民
営化が打ち出されて野球部の存続を危ぶむ声も出されていた。こうし
た中で国鉄本社は部の存廃を検討してきたが

い最後の国鉄チーム"と し

研究し、攻め方を決めていたのが打撃好調の原因だと思う」。名城大出、
176与 ン、72キ ロ、左投げ左打ちら新規事業開発部勤務。26歳。
◇首位打者賞 多田浩外野手(NTT東北)12オI数 7安打、5割 8分
3厘.五番打者としての思い切りのいいシャープな振りが光った。初
戦の日鉱佐賀関戦の一回、2点本塁打を放って弾みをつけ、四国銀行で
は二塁打、二撃打を含み5打数4安打4打点と大活躍. 予選で2打席連
続本塁打を放つなど好調な打撃を今大会まで持続させた。帝京大出、
1771ン 、75キロ、右投げ左打ちっ研修センター総務課勤務し24歳。
◇大会優秀選手
【投手l笠井孝志登(NTT東海)陽介仁(阿部企業)藪浩昭(り |1崎製鉄神

,if)斉 藤孝弘(NTT束 JLl【 捕手】中西親志(NTT東 海)前 田勝司(阿部企
業)【内蜀手】沢田郡拡、辻慶人、井上雅晴(以上NTT東海)小羽保治、小林
秀行(以上阿部企業)中 谷享、浜名敬―(以上川崎製鉄神戸)福地日出雄、
板井博行(以上NTT束 JD玉井伸幸(三菱自動車京畑

`)【
外野手】宮本和

徳、木戸均(以上NTT T東海)|11本清二(阿部企業)多田浩(NTT東 北)石
津明弘、山中lE則 (以上川崎製鉄神戸)並木保彦、牛尾浩(以上河合楽器)

て今夏の剖
`市
対抗代表となった名古屋の活躍もあって「スポーツ、とり

わけ野球は健全で大衆性があり、新会社のイメージアップに役立つ.

また、長い伝統を持つ野球部は職員の一体化、団結心を高めることに
貢献してきた。新会社となっても、こうしたメリットは十分にある」と
の声が多く、存続を決めた=た だ、17チ ームを全部残すことは無理。

原則として各新会社に 1チ ー
ムとすることになった。
今回会に提出された国鉄改
革案では、国鉄を北海道、東
日本、東海、西日本、四国、
九州の 6地区に分割して新会
社を設立する。これに沿って
野球チームは東日本を除く5
地区に各 1チ ーム、東日本は
地域が広いことから東京と東

北地区へ各 1の合計 7チ ームに統廃合する。現在、各地区とも本拠地
の選定、部員の編成の検討に入っている。
いずれにしろ「正式には法案可決後に設立される新会社が決定するJ

(国鉄本ネL)わ けだが、廃部の危機は免れ、国鉄野球部の灯はともされ
続けることになった。
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第73回大会 地区大会成績
(太字チーム本大会出場チーム)

大昭和製紙北海道
札幌鉄道管理局
函 館 太 洋
航空自衛隊千歳
王子製紙苫小牧
本し幌ブルーインズ

旭川鉄道管理局
NTT北 海道
札 幌 野 人 ク

国産サニー札幌
北海道拓殖銀行
山陽国策パルプ
小樽野球協会
森 倶 楽 部
新 日鉄 室 蘭

3

王子製紙苫小牧

4

9月 11日 から 5日間 札幌市営円山球場

敗者復活 ・回戦 白山ク(不戦勝)仙商ク、村
田ク(不戦勝)東北ク▽同二回戦 仙台鉄道管
理局7-0サニーク、自山ク11-5村田ク▽
同■回戦 七十七銀行12-5自 山ク、仙台鉄
道管理局 3-2+条 製紙▽第二代表決定戦
七十七銀行 6-5仙台鉄道管理局(勝者は第
二次予選へ)

◇山形▽ ・回戦 東海大山形OBll-8鶴
岡野球ク、山形相互銀行16-3新庄球友ク▽準
決勝 山形相互銀行 9-5日大山形OBク 、
三川ク11-6東海大山形OBク▽決勝 山形
相互銀行7-1三川ク(勝者は第二次予選へ)

◇福島▽ ^回戦 北斗野球ク4-0二本松
ク、小名浜ク9-6オール常交、∃―クベニ
マル9-0矢吹ク、須賀川ク13-12ニ ュー相
馬、川俣ク13-6福島硬友ク▽準々決勝 小
峰ク10-5北斗野球ク、∃―クベニマル10-
0須賀川ク、飯野ク9-8小名浜ク、飯塚病
院ク5-4川俣ク▽準決勝 飯野ク9-3小
峰ク、∃―クベニマル8-1飯塚病院ク(勝
者は第二次予選へ)▽決勝 ∃―クベニマル
19-1飯野ク

秋田相互銀行
日本たばこ東北
ヨークベニマル
三菱製紙八戸
新 日鉄 釜 石
山形相互銀行
NTT東 北
飯  野  ク
岩 手 銀 行
七 十 七 銀 行

◇東京▽ ^回 戦 朝日生命 4-3三井銀
行、鷺宮製作所8-4球友ク、日本 IBM3
-1東京鉄道管理局▽準々決勝 N丁 丁東京
7-4明治生命、東京ガス4-3朝 日生命、
鷺宮製作所5-4熊谷組、プリンスホテル12
-2日本 IBM▽準決勝 東京ガス11-8N
T丁 東京、鷺宮製作所10-3プリンスホテル
(勝者は第二次予選へ)▽決勝 鷺宮製作所 7
-6東京ガス▽敗者復活 ・回戦 朝日生命 8
-7明治生命、日本 IBM5-4熊 谷組▽し、
八位決定戦 熊谷組13-9明治生命▽fL、 六
位決定戦 朝日生命8-4日本 IBM▽ 三位
決定戦 プリンスホテル6-2NT丁 東京
(勝者は第二次予選へ)

◇東京多摩▽・回戦 スリーボンド16-4
全府中、東芝府中13-0全調布▽代表決定戦
スリーボンド9-6東芝府中(勝者は第二次
予選へ)

◇神奈川▽ ^回戦 三菱重工横浜 6-2横
浜高島屋、東芝15-0横浜金港ク、川崎ク13
-3横浜球友ク、いす 自ゞ動車11-1カナガ
ワク▽準々決勝 三菱重工横浜4-3日本鋼
管、東芝4-1日産自動車、三菱自動車川崎
15-0川崎ク、日本石

'由

4-2いす 自ゞ動車
▽準決勝 東芝4-1三菱重工横浜、日本石
油14-7三菱自動車川崎(勝者は第二次予選
へ)▽決勝 東芝 5-4日 本石油▽三位決定
戦 三菱自動車川崎6-5三菱重工横浜(勝
者は第二次予選へ)

高崎鉄道管理局
プリンスホテル
川崎製鉄千葉
日立 製 作 所
鷺 宮製 作 所
三菱自動車川崎
全 足 利 ク
日 本 通 運
新 日鉄 君 津
富 士重 工 業
東    芝
全浦和野球団
東 京 ガ ス
住友金属鹿島
日 本 石 油
スリーボンド

6

プリンスホテル
1

3

三菱自動車川崎
2

5

富士重工業
1

6

住友金属鹿島
5

◇山梨▽一回戦 桂ク7-6市リク▽準決
勝 オール櫛形16-12球友ク、桂ク9-2峡
北ク▽決勝 オール櫛形9-2桂ク(勝者は
第二次予選へ)

◇新潟▽ ‐回戦 長商ク6-2オール東、

17

日鉄室蘭

◇青森▽ ^回戦 全弘前倶7-2自衛隊青
森、八甲ク14-0オール青森ク▽敗者復活戦
自衛隊青森16-2オール青森ク▽準決勝 三
菱製紙八戸5-4自衛隊青森、全弘前倶8-
1八甲ク▽決勝 三菱製紙八戸7-1全弘前
倶(勝者は第二次予選へ)

◇岩手▽一回戦 水沢駒形7-0宮城建設
久慈ク、小野田セメント10-2オール江刺、
盛岡鉄道管理局8-0九戸ク、釜石野球団(不
戦勝)花友ク▽二回戦 新日鉄釜石8-1東
京製綱、北上球友6-5オール釜石、県経済
連11-0宮高ク、アイワ12-5大槌球友、水
沢駒形4-1オール不来方、岩手銀行3-0
小野田セメント、盛岡鉄道管理局9-1雫石
ク、釜石野球団5-0高田ク▽準々決勝 新
日鉄釜石11-1水沢駒形、盛岡鉄道管理局 8
-1アイワ、県経済連10-0釜石野球団、岩
手銀行11-1北上球友▽準決勝 新日鉄釜石
11-0県経済連、岩手銀行7-0盛岡鉄道管
理局(勝者は第二次予選へ)▽決勝 新日鉄釜
石6-4岩手銀行
◇秋田▽ ^回戦 フエニックスク12-8秋
田鉄道管理局▽準々決勝 秋田銀行8-1東
肥ク、秋田相互銀行13-1秋田商ク、丁DK
10-0秋田経法大ク、王冠ク3-1フ ェニッ
クスク▽準決勝 秋田銀行11-2王冠ク、秋
田相互銀行2-0丁 DK▽決勝 秋田相互銀
行11-4秋田銀行(勝者は第二次予選へ)

◇宮城▽一回戦 N丁 丁東北15-1自 山
ク、日本たばこ東北(不戦勝)東北ク▽準々決
勝 NTT東北11-4仙台鉄道管理局、日本
たばこ東北11-0サニーク、十条製紙(不戦
勝)仙商ク、七十七銀行7-0村田ク▽準決
勝 N丁 丁東北10-1+条製紙、日本たばこ
東北5-4七十七銀行(勝者は第二次予選へ)

▽決勝 N丁 丁東北8-1日本たばこ東北▽

NTT
東 北

9

◇茨城▽代表決定戦 日立製作所6-3鹿
島石油、住友金属鹿島12-2水戸鉄道管理局
(勝者は第二次予選へ)

◇群馬▽ 回́戦 大泉硬友ク6-5全太
田、伊勢崎レッドソックス12-3全前橋▽代
表決定戦 高崎鉄道管理局 9-0大泉硬友
ク、富士重工業12-0伊勢崎レッドソックス
(勝者は第二次予選へ)

◇埼玉▽ ^回戦 エーザイ13-0全所沢、
全三郷11-2飯能高OBク▽準々決勝 全浦
和17-2全大宮、大和ク9-8111口球友ク、
エーザイ5-4本田技研、日本通運9-0全
三郷▽準決勝 全浦和18-6エーザイ、日本
通運15-2大和ク(勝者は第二次予選へ)▽決
勝 日本通運11-1全浦和
◇千葉▽一回戦 川崎製鉄千葉10-2千葉
鉄道管理局▽準決勝 新日鉄君津19-2三井
造船千葉、川鉄千葉4-2NT丁 関東(勝者
は第二次予選へ)▽決勝 川鉄千葉10-4新
日鉄君津

6

0

0

4

2

5

>一次予選

>一次予選

>一次予選
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社叙 孵 F継 手緻 会 ″薇

佐渡軍団4-1オール北越▽準々決勝 ヤン
グセブン10-9全飯豊、国鉄新潟14-1長商
ク、ニチエー10-0佐渡軍団、新津ク6-3
自根野球団▽準決勝 国鉄新潟7-2ヤング
セブン、ニチエー10-0新津ク(勝者は第二
次予選へ)▽決勝 国鉄新潟 2-0ニチエー
◇長野▽ ・回戦 NTT信越11-1全松本
ク、丁DK千曲川5-1岡エク(勝者は第二
次予選へ)▽決勝 N tt T信越 5-4丁 DK
千曲リ
◇静岡▽ ‐回戦 日本楽器 8-1全三島
ク、本州ク7-2浜商闘魂会、菊笠ク6-2協
和発酵ク、大昭和製紙7-0静岡ク、誠和ク11
-0富士エンゼルス、河合楽器7-1富士ク、
関東自動車工業10-0吉原商工、岳南ク4-
3エースコンク▽準々決勝 日本楽器10-0
本州ク、大昭和製紙9-1菊笠ク、関東自動
車工業8-3誠和ク、河合楽器 3-1岳南ク
(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 日本楽器4
-2関東自動車工業、大昭和製紙7-2河合
楽器▽決勝 大昭和製紙5-1日本楽器
◇富山▽三回戦制 北陸銀行7-ONT丁
富山、北陸銀行 5-l N tt T富 山(北陸銀行
は第二次予選へ)

>二次予選
9月26日 から 3日間     浜松市営球場

国 鉄 新 潟¬ 7

TDK千 曲川―」11

大 昭 和 製 紙
オ ー ル 櫛 形
関東自動車工業
北 陸 銀 行

◇滋賀▽ ^回戦 日本 IBM野洲9-3近
江八幡ク、全大津13-10瀬田工高OBク▽決
勝 日本 IBM野洲112-1全大津(勝者は第
二次予選へ)

◇京都▽ ・回戦 西京ク3-2高島屋京都
▽準々決勝 京都市役所12-3丸勝、日本新
薬8-0第一紙行、京都信用金庫11-1鴨派
ク、三菱自動車京都6-1西京ク(勝者は第
二次予選へ)▽準決勝 三菱自動車京都6-
0京都市役所、日本新薬5-1京都信用金庫
▽決勝 日本新薬2-1三菱自動車京都
◇大阪▽ ‐回戦 中山製鋼12-1全三和銀
行、大和銀行13-12デュプロ、N丁 丁関西 6
-2大阪ペーシェンス▽準々決勝 新日鉄堺
16-1大和銀行、大阪ガス8-3中山製鋼、
日本生命9-4N丁 丁関西、松下電器11-2
住友銀行(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 大
阪ガス6-1新日鉄堺、日本生命5-4松下
電器▽決勝 日本生命7-4大阪ガス▽敗者
復活戦 大和銀行8-7中山製鋼、N丁 丁関
西13-0大和銀行▽第五代表決定戦 N丁 丁
関西14-4大和銀行(勝者は第二次予選へ)

◇兵庫▽ ―回戦 三菱重工神戸14-7小西
酒造、神戸製鋼7-6川鉄神戸▽準決勝 新
日鉄広畑4-1神戸製鋼、阿部企業7-6三
菱重工神戸(準決勝出場チームは第二次予選
へ)▽決勝 阿部企業10-2新 日鉄広畑▽三
位決定戦 三菱重工神戸3-2神戸製鋼▽第
二代表決定戦 川鉄神戸8-7小西酒造(勝
者は第二次予選へ)

京都信用金庫
住 友 金 属
三菱重工神戸
新 日 鉄 堺
阿 部 企 業
NTT関 西
松 下 電 器

1

三菱重工神戸
2

1

三菱自動車京都
2

三菱自動車京都
日 本 生 命
京 都市 役 所
新 日鉄 広 畑

日鉄広畑

日本 IBM野
日 本 新 薬
川崎製鉄神戸
大 阪 ガ ス

神 戸 製 鋼
(敗者復活戦)

9月21日から 3日間 岡山県営球場

〈リーグ戦〉
三菱自動車水島 5-――-4 協 和 発 酵
川崎製鉄水島 8-一―-l NTT中 国
三菱自動車水島 9-一一-2 川崎製鉄水島
協 和 発 酵 9--7 NTT中 国
協 和 発 酵 6-一一-5 ,H崎 製鉄水島
三菱自動車水島 9-――-2 NTT中 国
●第1代表 3勝の三菱自動車水島
●第2代表 2勝 1敗の協和発酵

9月20日から 3日間 香川県野球場

異饂木
'I畔

オール徳島ク
ーNTT四 国
―

三菱重工長

九 州 産 交
熊本鉄
大分鉄
鹿児島鉄

新 日鉄 八 幡
新 日鉄大
日立造船有
NTT九
Fヨ

日鉱 佐 賀 関
ニコニコドー

日産自動車九州
九州三菱自動車
本田技研熊本

松下電器、敗退想腎諄
幻アーチでがっくり

○…近畿 ′選の1回戦で13回連続出場を目指す
松下電器が三菱自動車京都に敗れ、全国で唯一第
1回 大会から続けてきた連続出場が途切れてしまっ
た.松下電器は先発 北llの思わぬ不調で2点を先
行され、打線は三菱自動車京都の下手投げ 織りIの
揺さぶりに1[回 までテキサス安オ!1本という苦しい展
開。六回に敵失の走者を一塁に置いて小野が左越え
にホームランして追いつき、L回篠崎の一打が右翼ポ
ールに当たったかと思われたがファウルの判定。10分
近く抗議したが受け入れられず結局試合続行。八、
九回に三菱自動車京都に得点を許し、反撃も三菱の
織田―占岡の継投に封じられてしまった。松下電器
の山口監督は「小野の一発で追いつき“さあ"という時
にアレ(幻のホームラン)で しょう。言いたくないが、あれ
でみんなの緊張感がなくなってしまった。連続出場が
途切れて先輩の方々に申し訳ない。また出直します」
と悔しさを隠せなかった。

9月24日から 7日間 愛知県営熱田球場

王子製紙春日丼
NTT東 海
三 菱 名 古 屋
国 鉄 名 古屋
トヨタ自動車
新日鉄名古屋
日通 名 古屋
サンジルシ醸造
東 邦 ガ ス
西 濃 運 輸
NTT北 陸
本田技研鈴鹿
大    仙
東 海 理 化

NTT東海¬6

Ｔ
海

ＴＮ
東

1

4

川崎製鉄神戸
2

:〔 ]『     1本生命

>一次予選

9月21日から 5日間   新日鉄八幡大谷球場

2

4

2

5

11

8

4

3
0

4

5
6

8

8

5
11

4

2
1

NTT北陸」 1

合『1量      |:部 企業
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第 73回大会出場選手等一覧 0はJ。

王子製紙 苫小 牧
監 督  樋 回  博 美 33 帯 広 三 条 高
投 手  中 嶋  治 彦 20 日南 学 園 高
〃  坂   正 盛 18 北海道日大高
〃  原 田  佳 典 18 滝 川 西 高
〃  太 神  俊 -19 本L幌清 田 高
″    滝 り‖    収  23  穂   別   高
″  樋 口  博 美 33 帯 広 三 条 高
〃  島 山  浩 -18 日南 学 園 高

捕 手  田 中  茂 樹 30 Jヒ  海  高
〃  山 根  博 美 22 米 子 工 高
〃  長 谷 部 克 哉 18 甲 府 商 高
〃  阿 部  高 明 26 室 蘭 大 谷 高
内 野  佐 々 木 ― 尚 23 苫 小 牧 工 高
〃  竹 林  義 孝 22 関  西  大
〃  菊 地  章 生 20 日 南 学 園 高
〃  佐 々 木  稔 30 駒大苫小牧高
″  酒 井  孝 央 20 本し幌 光 星 高
〃  千 葉   浩 25 Jヒ 見 北 斗 高
″ O長 沢  則 明 27 東 海 大 四 高
〃  石 田  ― 途 27 本L幌光 星 高

外 野  沢 田  義 文 29 む つ 工 高
〃  阿 部  ― 仁 20 宮 崎 富 島 高
〃  阿 部  ― 行 28 帯 広 工 高
〃  田 中   浩 25 東 海 大 四 高
″  西 川  和 浩 2]苫 小 牧 工 高
〃  石 井   馨 31 苫 小 牧 工 高

プ リンスホテル

新 日本製鐵室 蘭
監 督  後 藤  哲 夫 37 岡山興譲館高
投 手  今 野   弘 19 Jヒ  海  高
〃  浅 川  輝 彦 28 韮 崎 工 高
〃  米 山  浩 -25 専  修  大
〃  窪 田  雅 也 23 立  教  大
〃  真 下  敏 宏 23 Jヒ  海  高
〃  池 田 裕 イ■ 23松 戸 高
〃  稲 場   孝 29 芦 月J工 高

捕 手  平 間  英 樹 21 自  糠  高
〃  佐 野  修 二 28 市  川  高
〃  長 山  一 英 22 神 奈 川 大
〃  後 藤  哲 夫 37 岡山興譲館高
内 野  遠 田  誠 治 21 Jヒ  海  高
〃  鈴 木  広 之 ]8 水 戸 商 高
〃  鹿 田  和 彦 29 旭 川 竜 谷 高
〃  岡 田  健 -18 旭 川 竜 谷 高
″  坂 尾  新 -22 東海大甲府高
〃  本 Fo3 義 浩 20 Jヒ  海  高
″  桜 丼  清 -24 倶 xll安 高
〃  鈴 木  思 仁 24 本し幌 商 高
〃  大 塚  邦 弘 32 Jヒ  海  高
外 野  片 山  昌 昭 19 駒大岩見沢高
″  関   尚 彦 22 函 館 有 斗 高
〃  堀 松  洋 伸 27 東  北  高
〃 ● 岡 田   仁 30 室 蘭 ■ 高
〃  馬 場  巧 司 23 室 蘭 大 谷 高

三 菱 自動車川 崎
監 督  垣 野  多 鶴 34 東  海  大
投 手  阿 部  政 文 32 早 稲 田 大
〃    小 里予    哲  19  本目  ,羊  高
″  音 沢  哲 也 21 大  島  高
〃  安 保  浩 幸 23 日  体  大
〃  武 藤  信 二 25 ,去  政  大
〃  小 笠 原 敏 雄 29 太 田 正 高

捕 手  斉 藤   徹 19 天 竜 光 洋 高
〃  高 須  和 良 18 霞 ヶ 浦 高
″  安 斉  卓 己 20 日 体 荏 原 高
″  平 野  逸 男 25 佐 世 保 工 高
内 野 清 水 雅

'台

22浜 田 高
″ 0松 野  章 男 28 帝  京  高
″  四 條   稔 19 東海大甲府高
″  鶴 見  信 彦 19 向  上  高
″  佐 藤  信 行 22 修  徳  高
″  大 須 賀 康 浩 32 法  政  大
〃  槍 原  昌 則 22 法  政  大
〃  和 田  敏 雄 25 日 大 三 高

外 野  金 子  元 樹 21 武  相  高
″  角   晃 司 26 東  海  大
″  米 田  敏 之 26 修  徳  高
〃  刀Ч I欣 也 27吉 原 工 高
″  村 田  雅 彦 20 徳 島 商 高
″  堀 丼  哲 也 24 慶  応  大
″  佐 藤  浩 光 25 上  尾  高

大 昭和 製紙
監 督  角 田  憲 二 39 早 稲 田 大
投 手  Fo5柄  直 樹 19 日 大 明 誠 高
〃  三 浦  達 也 19 堀  越  高
″  井 上   茂 18 興  国  高
″  熊 本 泰 ,台 18山 陽 高
″  城 内  良 巳 ]9 星  陵  高
〃  金 沢   健 19 八戸工大―高
〃  秋 山  勇 人 22 中  京  大

捕 手 O勝 又  靖 之 25 静 岡 商 高
″  原 田   望 19 新  宮  高
″  森 田  研 司 19 日 田 林 工 高
内 野  永 島   岡」23 福  岡  大
″  亀 山  時 弘 23 関 東 学 院 大
〃  角 山  雅 典 18 富 士 宮 北 高
″  服 部 和 浩 19興 国 高
″ 森 B召生 19新 宮 高
〃  秋 田   稔 20 四 街 道 高
〃  原 田  浩 正 22 東 海 大 工 高
〃  高 津  保 夫 31 堀  越  高
″  和 気 弘 日召 18山 陽 高

外 野  丼 戸  義 隆 24 大  商  大
〃  小 池  泰 美 20 日 体 荏 原 高
〃  日 隈  隆 治 22 日 田 林 工 高
〃  安 藤 浩 太 郎 19 都  城  高
〃  木 村  泰 雄 24 立  教  大
〃  黒 島  博 文 19 都  城  高

N丁丁味ヨヒ
監 督  佐 藤  公 弘 34 国 士 舘 大
投 手  佐 藤  公 弘 34 国 士 舘 大
〃  斉 藤  孝 弘 27 福 島 商 高
〃  君 島  厚 志 24 立  正  大
〃  斉 藤  ― 則 23 拓  殖  大
″  池 田 敏 昭 21酒 田 工 高
〃  越 田  仁 孝 20 青 森 北 高
〃  添 田  光 夫 20 平  I 高
〃  渡 辺  智 晴 18 勿  来  高

捕 手  菊 田  善 信 28 駒  沢  大
〃  猪 狩  正 弘 22 明  治  大
〃  山 内   聰 2]青 森 北 高

内 野  福 地 日 出 雄 28 東  農  大
〃  伊 藤  友 喜 26 関 東 学 院 大
〃  清 家  主 税 25 1・「大 工 学 部
〃  塩 谷   肇 25 国 士 舘 大
〃  板 丼  博 行 24 東  農  大
〃  大 竹   睦 22 帝  京  大
″  加 藤  秀 典 18 羽 黒 工 高
″  鈴 木  幸 彦 29 国 士 舘 大

外 里予 07jヽ里予  亨 28 東  農  大
〃  高 松  直 志 25 有旨 代  高
〃  多 田   浩 23 帝  京  大
〃  戸 羽  英 之 19 -関 商 工 高
〃  三 瓶   仁 18 学 法 石 川 高
〃  佐 藤  善 克 18 名  取  高

富 士 重工 業
監 督  茂 木  啓 司 39 松 商 学 園 高
投 手  泉    敏 19 青 森 商 高
〃  大 塚  章 二 19 霞 ヶ 浦 高
″  向 田  佳 元 30 早 稲 田 大
〃  磯 野  弘 三 20 日 本 学 園 高
″  古 尾 谷 雅 興 25 向 の 岡 工 高
〃  斉 藤  正 勝 24 桐 生 工 高

捕 手  秋 山  徳 治 19 鴻  巣  高
〃  1山 本  善 員J19 市和歌山商高
〃  大 久 保  博 23 東海大浦安高
′/  長 崎  徳 好 24 信 りヽ1工 高

内 野  鈴 木  秀 男 31 日  本  大
〃  東 泉  憲 司 22 深 谷 商 高
〃  阿 波 連  実 23 東  洋  大
〃  細 内  信 昌 20 水  城  高
″  冨 永  武 雄 29 早 稲 田 大
〃  木 村   恒 24 早 稲 田 大
〃  上 野   満 23 日  本  大
〃 ● 村 田  博 幸 30 日  本  大
″  後 藤  清 隆 22 土 浦 日 大 高

外 野  丼 上  勇 人 27 早 稲 田 大
〃  藤 里予二 三 夫 19 東京震大三高
〃  丼 上   肇 21 茨 城 東 高
〃  市 川  司 郎 25 東  洋  大
〃  斉 藤  英 樹 24 日  本  大
″  野 口  広 巳 33 高 崎 商 高

N丁丁東 海
監 督  山 口  敏 樹 34 福  岡  大
投 手  金 池  雅 彦 23 愛 矢0学院 大
″  岩 瀬  明 彦 20 碧 南 工 高
″  笠 井 孝 志 登 22 中 京 商 高
″  所   善 隆 23 駒  沢  大
″  長 谷 川 豊 和 26 明 治 学 院 大
〃  鈴 木   亨 25 静 岡 商 高

捕 手  山 本  常 義 27 青 山 学 院 大
″  中 西  親 志 25 本目 可  高

内 野  澤 田  郡 拡 20 滝    高
″  湯 之 戸 孝 修 32 近  畿  大
″  浅 野 和 弘 24中 京 高
〃  辻   慶 人 25 日  本  大
〃  小 松  直 樹 23 駒  沢  大
″ ● 内 藤  清 貢 27 中  京  大
〃  井 上  雅 晴 22 東  邦  高
〃  中 森  裕 哉 20 本目 可  高
〃  大 り 雅 員J20三 島 高

外 野  望 月  広 武 24 専  修  大
″  川 合  隆 文 24 東  洋  大
″  日 本  和 徳 25 近  畿  大
〃  森 田  範 三 2]中  京  高
〃  木 戸   均 25 名  城  大
〃  近 藤 芳 太 郎 22 近  畿  大
〃  大 林   悟 27 県 岐 阜 商 高

新 日本製鐵 釜石
監 督  日 高  明 彦 35 名 電 工 高
投 手  高 島   覚 22 -関 商 工 高
″  富 樫  英 則 27 大 館 商 高
〃  山 内   真 23 青 森 北 高
〃  斎 藤  一 広 20 金 足 農 高
〃  工 藤  義 光 19 弓ム 前 工 高

捕 手  泉 沢  英 治 25 釜 石 工 高
〃  森  孝 ,台 24青 森 高
〃  大 溝  ― 精 23 ノヽ  戸  高

内 野  細 野  裕 -19 遠  野  高
〃  山 本  雅 章 24 明  星  高
〃  谷 地  俊 治 24 雫  石  高
〃  平 り  澄 28弘 前 工 高
″  菊 池   渡 27 -関 修 紅 高
〃 ● 田 沢  ― 仁 28 弓1、 前 工 高
〃  木 村 則 8召 23能 代 商 高
〃  菅 原   隆 23 神 奈 川 大
″  日 高  明 彦 35 名 電 工 高
〃  永 野  幸 雄 32 花 巷 商 高

外 野  高 橋   潤 22 -関 商 工 高
〃  吉 田  幸 也 23 金 足 農 高
〃  平 間   徹 28 気 仙 沼 高
〃  若 槻  弘 之 31 花 巷 商 高
〃  加 藤  哲 也 27 立  教  大
″  早 瀬   修 31 仙 台 育 英 高
〃  佐 々 木 鉄 夫 24 盛 岡 工 高

住 友 金属鹿 島
監 督  入 田  耕 三 39 関 西 学 院 大
投 手  長 谷 川 清 之 20 学 法 石 川 高
〃  加 瀬  秀 樹 19 旭  震  高
〃 0関 ロ  ー 行 29 早 稲 田 大
″  牛 尾  守 25 中  央  大
′/  山 下  辰 矢 23 東京震大三高
″  白 鳥  浩 徳 20 東  北  高
″  小 島  秀 夫 20 熊 谷 工 高

捕 手  久 保  公 克 25 弘 前 実 高
〃  杉 山  信 哉 22 秋 田 商 高
〃  大 津 邦 裕 24帝 京 大
〃  鞍 本  一 広 21 堀  越  高

内 野  宇 都 宮 敏 彦 22 県 岐 阜 商 高
″  川 島  浩 25帝 東 大
〃  間 部 英 B召 27筑 波 大
〃  越 野

'事
-19銚 子 西 高

〃  小 林  正 行 21 佐  竹  高
〃  赤 沢  義 明 25 0g子 西 高
″  平 野 和 男 28中 央 大
〃  阪 本  浩 和 22 印  膳  高

外 野  木 本  雅 文 25 不日歌 山 工 高
″  吉 沢  裕 二 25 土 浦 日 大 高
″  雉 子 沼  仁 23 鉾 田 ― 高
″  金 丼  政 利 25 松  代  高
〃  宮 内  淳 -22 立  正  大
〃  水 木   靖 20 弘 前 工 高

N丁丁Jヒ「睦
監 督  益 成  徳 治 39 国 士 舘 大
投 手  山 崎  博 之 22 星  陵  高
〃  松 井   聡 23 富 山 商 高
〃  大 倉  浩 悦 25 東 北 福 祉 大
〃  上 原  勝 男 28 興  南  高
〃  地 丼  _~則 23 立  正  大

捕 手  甲 斐  浩 三 23 国 士 舘 大
″  高 橋  義 晴 25 駒  沢  大
〃  岩 田  光 平 23 立  正  大
″  下 野  博 樹 26 福 井 工 大

内 野  金 津  裕 之 24 大  経  大
〃  寺 本 喜 知 夫 30 関 東 学 院 大
〃  佐 々 木  壮 30 国 士 舘 大
″ ● 北 川   良 29 専  修  大
〃  水 本   太 25 帝  京  大
〃  福 与   優 24 東 海 大 三 高
〃  梶 原   彰 24 関 東 学 院 大
〃  新 座  良 -29 駒  沢  大

外 野  森   隆 浩 23 中  央  大
〃  片 山  雅 彦 28 東  洋  大
〃  紀   充 則 30 東  洋  大
〃  野 村  育 生 30 日  本  大
″  松 本  賢 二 25 近  畿  大
〃  長 谷 川  勉 23 大  商  大

監 督  石 山  建 -43
投 手  水 沢  博 文 19
″  吉 田  幸 夫 27
″  鈴 木  政 明 35
″  守 永  紀 之 24
″  原   幸 仁 22
〃  末 木   久 24

捕 手  杉 本  隆 雄 18
″  原   秀 昭 26
″  瀬 戸 山 満 年 23
″  宮 里 多 美 男 25
〃  住 吉  義 則 21

内 野  加 藤 真 名 不 19
″   /」 りヽ‖ 博 文  19
″  中 藤  義 雄 22
″  山 本  順 -18
〃  藤 丼  康 雄 23
″  清 水  克 海 20

外 野  中 島  輝 ± 23
〃  田 辺   晃 21
〃 0村 中  秀 人 27
〃  鈴 木  康 生 23
″  和 気  忠 夫 25
″    谷 中  雅

'台
 19

″  九 島  伸 嘉 23
〃  上 野  和 也 25

早 稲 田 大
金 足 農 高
青 山 学 院 大
勝  山  高
近  畿  大
諏 訪 清 陵 高
東  海  大
PL学 園 高
九 州 産 大
中  京  高
興  南  高
竹  早  高
宇 都 宮 工 高
拓 大 紅 陵 高
倉 敷 工 高
Jヒ   風易  雇ヨ
泉  りヽヽ 1 高
松 商 学 園 高
柳  川  高
日 大 三 高
東  海  大
早 稲 田 大
桜 美 林 高
国学院栃木高
東  海  大
専  修  大

河 含 楽 器
監 督  田 村  利 宏 45 中  央  大
投 手  松 田   昇 28 中  央  大
″  太 田  智 之 24 明  治  大
″  谷 津 田 伸 二 23 中  央  大
〃  徳 岡   潤 23 大  商  大
″  浜 崎   修 22 専  修  大
″  新 田  紀 之 22 亜 細 亜 大
″  水 沢   薫 2]秋 田 商 高

捕 手  平 生  ― 喜 29 東 海 大 I高
″  市 川  善 文 25 大  商  大
〃  安 間  大 芳 24 中  央  大
内 野  山 本 宗 三 郎 33 国 士 舘 大
〃  村 瀬  耕 次 27 中  京  大
″  黒 田   豊 27 立 命 館 大
〃  大 石  正 勝 23 浜 松 商 高
〃  鈴 木  智 治 23 中  央  大
″  盛   隆 章 22 亜 細 亜 大
″  尾 上  裕 介 22 中  央  大
″  黒 田  信 広 22 中  央  大
〃  上 中  勝 矢 20 泉  州  高

外 野 ○大 須 賀  健 27 中  央  大
″  午 尾   浩 25 中  央  大
″  並 木  保 彦 24 青 山 学 院 大
″  樽 井   徹 24 法  政  大
〃  西 原  忠 善 23 中  央  大
〃  鈴 木  徳 久 22 磯  原  高
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三菱重工神戸
監 督  竹 中   円 35 萩    高
投 手  島 沢   真 23 東  洋  大
″  吉 川  克 彦 22 舞  子  高
″  鳴 鬼  敬 治 19 刀 松ヽ 島 西 高
〃  千 々 松 誠 二 22 村 野 工 高
〃  植 松  勉 25高 松 南 高
″  栗 田   聰 22 明  石  高

捕 手  木 須  貴 久 19 報 徳 学 園 高
″  広 永  貴 俊 20 鳴 門 商 高
″  富   光 男 27 専  修  大
内 野  岡 田  敏 裕 30 同 志 社 大
〃  戒 井  昭 彦 25 専  修  大
″  山 口  敏 弘 24 東  洋  大
″  山 下  圭 三 24 本寸野 工 高
〃  原 田  正 剛 2]伯  方  高
〃  大 西  美 昌 23 池  田  高
″  青 田  勝 則 22 市  川  高
〃  植 田   宏 2]県 尼 崎 工 高

外 野 0松 本  芳 -29 東  洋  大
″  水 谷  義 孝 23 育  英  高
〃  杉 山  基 浩 22 箕  島  高
〃  林   昌 希 25 神 戸 学 院 大
〃  綱 岡   正 25 滝  川  高
〃  中 馬  秀 雄 28 立 命 館 大

日 本 生 命
監 督  小 弓 場  保 43 橋  本  高
投 手  森   明 彦 28 ,可  南  高
〃  伊 藤  伸 幸 27 東  経  大
〃  早 瀬  万 豊 27 関  西  大
〃  土 手 本 勝 昭 24 亜 細 亜 大
〃  田 嶋  俊 雄 20 長 浜 北 高
〃  新 田  雄 司 22 専  修  大

捕 手  内 田  敏 弘 28 法  政  大
〃  鍛 治 本 明 典 26 近  畿  大
〃  浅 倉  伸 吉 22 東  海  大
内 野  花 野  巧 32同 志 社 大
〃 0佐 藤   清 30 早 稲 田 大
〃  中 村  B召徳 25 専  修  大
〃  大 西  慶 典 25 東  洋  大
〃  高 Lヒ羅 規 人 24 近  畿  大
〃  辻   政 幸 23 大  経  大
〃  山 中  利 光 20 泉  州  高
″  米 崎  薫 臣 18 止じ花 学 院 高
〃  川 瀬  世 資 18 桜  宮  高

外 野  森 田   昇 28 近  畿  大
〃  中 橋  伸 幸 27 愛 知 学 院 大
〃  児 玉  卓 也 25 東  海  大
″  石 井  崇 之 24 日  体  大
〃  守 屋  公 雄 23 早 稲 田 大
″  藤 内  一 三 22 青 山 学 院 大
〃  加 古  恵 介 22 立 命 館 大

四 国 銀 行
監督  城 下  照 男 32 専  修  大
投 手  山 本  智 久 29 池  田  高
〃  宮 本  興 幸 28 帝  京  大
〃  橋 谷  正 人 25 大  商  大
〃  浜 田  孝 伸 23 東  邦  大
″  大 沢  ― 弘 23 東  洋  大
〃  池 内   聰 22 専  修  大

捕 手  渡 辺   毅 27 専  修  大
〃  日 本  章 彦 25 東  経  大
内 野  森 本   誠 3]高 知 商 高
″  乃 ―   官 3]関  西  大
〃  薬 師 神 一 成 28 京  産  大
〃  森   正 隆 27 明  治  大
″  西   弘 顕 26 明  治  大
〃  伊 名  正 道 25 東  洋  大
″  森 田  洋 生 24 明  治  大
″  谷 岡  秀 -23 亜 細 亜 大

外 里予 〔)F可 部  稔 28大 商 大
〃  小 橋  基 喜 27 駒  沢  大
″  丼 上  幹 也 24 愛 知 学 院 大
〃  日 本  雄 二 23 神 奈 川 大
〃  田 中  靖 秀 22 近  畿  大

三 菱 自動車 京都
監 督  前 川   博 40 徳 島 商 高
投 手  浜 田  政 美 31 鳥 取 城 北 高
〃  吉 岡  ltP=22 東  北  高
〃  織 El 正 弘 23 志 度 商 高
〃  丼 上   敏 21 大 津 商 高
〃  阪 本  正 行 27 同 志 社 大
″  中 畑  靖 之 19 土  庄  高
〃  田 渕  功 晃 ]8 鳴 門 I高
〃  岡 田  正 裕 ]8 鳥 取 工 高
捕 手  森   利 彦 22 鳴 Pヨ エ 高
〃  森 上  弘 之 20 PL学 園 高
内 野  岩 崎 武 千 法 22 竜  谷  大
〃  枇 本  亘 22徳 島 商 高
″  亀 山  和 明 29 早 稲 田 大
〃 0岡 田  英 也 28 東  洋  大
″  玉 井  伸 幸 24 御 坊 商 工 高
″  塚 田  邦 義 20 山  城  高
〃  藤 村  達 二 19 新  田  高
″  川 原 崎 哲 也 25 関 西 学 院 大
″  小 林 弘 矢日 2フ 慶 応 大

外 野  木 脇   護 28 慶  応  大
〃  岡 田  周 三 23 東洋大姫路高
″  水 野  正 直 19 明  星  高
〃  樋 口  好 二 26 育  英  高
〃  橋 本  良 祐 23 慶  応  大

阿 部 企 業
監 督  中 本  史 郎 31 拓  殖  大
投 手  磯 谷  宏 行 22 上 尾 沼 南 高
″  陽   介 仁 27 台 湾 文 化 大
〃  田 阪  頼 正 23 愛 知 学 院 大
〃  遠 藤   隆 25 拓  殖  大
″  魚 瀬  喜 裕 19 Jヒ 宇 和 高
″  柴 田 佳 主 也 19 明  石  高
″  今 丼   聡 19 明  石  高

捕 手  尾 上  昭 宏 19 高 千 穂 高
〃  前 田  勝 司 22 三  瓶  高
″  岩 佐  文 人 27 佛  教  大
内 野  西 谷  ― 利 23 明  徳  高
″ O小 羽  保 治 23 尼 崎 小 田 高
″  小 林  秀 行 28 日  本  大
〃  細 居   勉 19 育  英  高
〃  上 田  栄 -19 ノヽ 代 学 院 高
〃  原 口 惣 太 郎 19 東 海 大 工 高
〃  永 岡  幸 仁 24 中  央  大
″  宮 岡  清 治 27 青 山 学 院 大

外 野  林   易 増 27 台 湾 文 化 大
〃  飯 干  英 和 2]PL学 園 高
″  蔵 桝  裕 司 2]PL学 園 高
〃  山 本  清 =27 近  畿  大
″  小 林 B召 1専 24久 留 米 大

NT丁四 国
監 督  横 松  英 雄 40 関 東 学 院 大
投 手  滝 下  茂 信 28 穴  吹  高
″  土 田  博 健 23 帝 京 第 五 高
″  白 井  宏 範 23 駒  沢  大
〃  久 利  周 大 23 東  洋  大
〃  篠 宮  勝 敏 20 今 治 北 高
″  西 川  慎 -20 大 洲1農 高
″  渡 辺  智 男 19 伊 野 商 高

捕 手  夕 部  孝 豊 24 大 方 商 高
″  武 田  和 高 22 明 徳 義 塾 高
〃  白 石  勇 二 20 松 山 商 高
内 野 0板 東  照 雄 29 立  正  大
〃  三 倉  一 男 27 駒  沢  大
〃  緒 賀  克 郎 27 東  洋  大
〃  竹 島   誠 24 九 州 東 海 大
″  篠 原  昭 人 23 駒  沢  大
″  小 谷  雄 司 21 明 徳 義 塾 高
″  西 園 寺 師 仁 21 夕ヽ 幡 浜 高
〃  加 藤  浩 嗣 2]新 居 浜 工 高
外 野  石 元  浩 三 28 新  田  高
″  武 田  正 人 25 駒  沢  大
″  神 田   敦 25 日  体  大
〃  三 好  利 幸 23 Jヒ  条  高
″  吉 田   衡 21 池  田  高
〃  松 田  竜 治 19 松 山 商 高

新 日本製 鐵 広畑
監 督  河 内  佳 征 43 盈  進  高
投 手  黒 石  康 晴 20 市  川  高
〃  大 東  一 仁 23 山  崎  高
〃  藤 高  俊 彦 27 伊  香  高
〃  足 達  尚 人 20 東洋大姫路高
〃  津 田  宗 明 23 福 山 工 高
〃  桐 野  太 -19 豊 岡 実 高
〃  夜 久  幸 治 26 福 知 山 高

捕 手  黒 田  純 生 29 和 歌 山 工 高
″  那 部 良 浩 至 21 奈 良 商 高
〃 G応 武  篤 良 28 早 稲 田 大
〃  西 村  治 幸 26 江 の 川 高
〃  阿 山  正 人 19 東洋大姫路高
内 野  大 墨  弘 幸 19 東洋大姫路高
〃  青 木  正 和 20 明 石 商 高
〃  林   道 義 22 香  寺  高
〃  児 玉  貴 志 23 和 歌 山 I高
〃  北 野  悦 司 20 和 歌 山 工 高
〃  砂 田  弘 樹 22 江 津 工 高
〃  浜 野  正 明 30 和 歌 山 工 高

外 野  原 田  三 郎 22 志 度 商 高
〃  福 田  栄 治 23 立 命 館 大
〃  黒 田   晃 29 神 戸 学 院 大
″  尾 形  正 己 33 山  崎  高
〃  船 越  敏 彦 26 近  畿  大
〃  山 脇  建 己 24 同 志 社 大

三 菱 自動車 水 島
監 督  渡 辺  和 生 3]青 山 学 院 大
投 手  小 野 田 弘 幸 20 若 松 商 高
〃  東 森   修 2]PL学 園 高
〃  永 峯  康 政 22 水 島 工 高
″  徳 留  満 弥 25 笠  沙  高
″  田 島  智 弘 21 Jヽ 倉 工 高
〃 峰 1真司 24明 治 大
〃  入 来   智 19 鹿 児 島 実 高
〃  田 上  智 志 20 出 水 I高
内 野  久 保 田 幸 治 22 PL学 園 高
″  岩 田   徹 20 PL学 園 高
〃  小 牧  雄 -19 鹿 児 島 商 高
〃  丼 上  ― 重 20 岡 山 東 商 高
″  藤 猪  裕 史 24 高 松 商 高
〃  有 村  博 幸 20 鹿児島城西高
″  堀 内  ― 弘 27 箕  島  高
″  小 沢  浩 -20 松 江 農 林 高
″  八 木   裕 21 岡 山 東 商 高
〃  松 本   治 23 東  洋  大
〃 ● 勝 部  浩 実 27 明 治 学 院 大

外 野  守 屋  幹 也 29 岡 山 東 商 高
〃  前 田   隆 19 延 岡 西 高
〃  森 川  康 弘 24 箕  島  高
〃  山 本  和 久 27 亜 細 亜 大
〃  高 畑  富 裕 23 尽 誠 学 園 高
〃  渡 辺  和 生 31 青 山 学 院 大

新 日本製鐵八幡
監 督  瀬 藤  宣 彦 42 刀  ヽ 倉  高
投 手  丸 谷 富 美 幸 27 日南振徳商高
〃  武 田  克 也 27 多 度 津 工 高
〃  北 村 慎 ― 郎 23 ノヽ 代 第 一 高
″  瀬 山  和 久 23 種 子 島 実 高
″  石 田  大 介 25 筑  波  大
〃  藤 原  和 久 18 高  田  高
〃  /●L田 宣 人 27 長 崎 北 高

捕 手  前 り‖ 公 克 23 八重山商工高
〃  福 本  高 典 26 宇 部 鴻 城 高
″  伊 藤  雄 二 20 下 F93商 高
内 野  山 前  伸 二 26 直 方 学 園 高
″  鉄 見  浩 次 24 早 稲 田 大
〃  山 崎  興 政 28 都 城 震 高
〃  平  満 男 29長 崎 商 高
″ ● 本 村  正 -29 南  筑  高
〃  佐 野  高 明 21 大 牟 田 高
〃  池 田  幸 治 22 熊 本 工 大 高
″  中 谷  勝 則 22 宇 部 工 高

外 野  葉 山  正 彦 18 」ヽ倉 工 高
〃  田 村  勝 彦 22 ノヽ  頭  高
〃  加 藤  雄 -29 鎌 倉 学 園 高
〃  石 川   尚 22 東 海 大 三 高
″  丸 谷 冨 美 夫 21 日  南  高
″  田 中  丈 春 18 久 留 米 商 高

川 崎製鉄神戸
監 督  五 島  卓 道 32 早 稲 田 大
投 手  真 鍋  義 之 32 神 港 学 園 高
〃  宮 内  義 則 23 鳴 門 工 高
〃  石 丼  雅 也 24 東洋大姫路高
″  岡 本   透 21 報 徳 学 園 高
″  藪   浩 昭 23 御 坊 商 工 高
〃  西 り  勝 27近 畿 大
〃  豊 田  次 息β 19 東洋大姫路高

捕 手  以 倉   章 26 関 西 学 院 大
″  初 田  幸 廣 20 尼 崎 工 高
〃  船 越  泰 弘 33 博 多 工 高
内 野  中 村  佳 正 30 同 志 社 大
″  中 谷   亨 28 大  経  大
〃  薦   吉 雄 26 比 叡 山 高
〃  島 本   裕 22 報 徳 学 園 高
〃  上 村  真 弘 25 田 辺 商 高
〃  浜 名  敬 -25 明 石 南 高
″  中 山  道 夫 19 大  社  高
″ 0福 本  正 行 30 村 野 工 高
外 野  筑 瀬  隆 生 26 天  理  高
″  石 津  明 弘 27 大  経  大
〃  山 中  正 則 29 和 歌 山 工 高
〃  宮 本  宗 篤 25 田 辺 商 高
〃  川 中  哲 也 23 尽 誠 学 園 高
〃  菊 地  弘 之 26 南 宇 和 高
″  藤 原  安 弘 19 東海大山形高

協 和 発 酵
監 督  山 田  孝 道 36 防 府 商 高
投 手  佐 藤  正 和 26 東  海  大
〃  浜 口  宗 寛 20 長 崎 海 星 高
〃  合 原  和 宏 26 ソヽ  幡  大
〃  別 府  克 彦 22 新  田  高
″  古 谷 友 宏 19宇 部 商 高
〃  高 丼  浩 美 22 多々良学園高

捕 手  坂 本  二 朗 26 東  京  大
〃  国 本  正 弘 25 南 陽 工 高
′/  吉 川  啓 -19 鎮  西  高
″  榊 原  寛 =22 下 関 商 高
内 野  立 花   昇 25 朝0 り‖ 高
〃  得 津  佳 男 25 東  海  大
〃  岡 本  達 朗 24 宇 部 工 高
〃 ○ 西 本   豊 27 東  海  大
〃  藤 本  保 之 26 南 陽 工 高
〃  藤 丼  哲 人 19 唐 津 商 高
〃  南 野  安 男 23 関 西 学 院 大

外 野  山 口  光 夫 26 岩 国 商 高
″  広 田  恭 司 20 萩  商  高
〃  河 村  宏 治 19 宇 部 商 高
″  古 賀  康 則 26 彬, サ‖ 高
″  古 嶋  正 人 31 下 関 商 高
″  平 野  秀 夫 22 防 府 商 高

日本鉱業佐賀関
監 督  池 部  鉄 F4t39 安 心 院 高
投 手  中 沢  広 幸 21 土 佐 清 水 高
〃  有 馬  浩 幸 26 筑  波  大
〃  宮 本  雄 治 27 法  政  大
〃  清   篤 也 25 日  南  高
″  和 泉  義 則 2]琴  浦  高
〃  古 田 穣 二 郎 21 津 久 見 高

捕 手  羽 田 野 達 彦 27 国 士 舘 大
″  伊 藤  浩 久 23 下 関 商 高
内 野  野 上  勝 也 27 津 久 見 高
″  百 瀬  紫 郎 25 鶴 崎 工 高
〃  清 原  真 二 27 柳 ケ 浦 高
〃  大 川  裕 司 22 広  陵  高
〃  古 田   徹 26 津 久 見 高
〃  上 野  秀 男 23 下 関 商 高
〃  伏 原   直 33 広  陵  高

外 野 O平 野  英 雄 27 中  京  大
〃  岩 尾  正 義 32 中 津 工 高
″  佐 藤  哲 也 22 津 久 見 高
〃  青 丼  輝 幸 2]佐 世 保 工 高
〃  金 田  修 -19 上 野 ケ 丘 高
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優勝〓中山製鋼 (初優勝)

中 山 製 鋼 (近 畿)
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(東海北陸)

23試合のうち 1点差試合が 7試合と、実力接近を浮き彫りにし
たが、その競り合いと混戦の中を初出場の中山製鋼が、若さと熱
気をフルに発揮 して初の栄冠をつかんだ。
中山製鋼は高校出の無名選手ばかりだが、野性味のあふれる…雑

草集団"の魅力を秘めていたc藤野、I寄の沖縄・興南高出身コ
ンビを投 F陣の軸に、 予想を覆す人活躍を見せた。打率 5御lで 首
位打者となった山本真は七番、オI撃賞の森脇は 1番 と本来

いつな
ぎ役"のオ∫者が快進撃のこ役者となった。
熊谷組は期待のエース伊藤が初戦でツメを御lり 、谷津田が1「球
を胸に受けるなど投手陣がアクシデントに見舞われたが、打線の

集中力で優勝戦へ進んだ。初出場とはいえ、試合運びのうまさは
都市対抗優勝 3,1の 伝統を感じさせた

`

本田技研は準々決勝までの 3試合で雨堤の 3ア ーチを含む9本
塁打を放つなど、打線の破壊力では今大会随 だ́った.,対照的に
プリンスホテルは 1年目の石井丈を軸に、ベテランのilf田 、若手
の橋本、石田ら投手陣の踏ん張りで 4強人りを果たした=4強の
うち3チ ームを関東勢が占めたのは史 11初 めて。このほかベテラ
ンの藤高が好 リリーフをみせた新目鉄広畑などの健間が光った.
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▽10月 26日
1第 1試含=1回戦(午前10時開始)  |
N丁 丁東北 000011201510
日産自動車九州 004 100 000 0 5
レ審判l隊審)中西明 (塁審)大橋、樫根、伊東

犠 イ井 残
0  2  5 389 5 5 2

回 安振 IET責
3° 37405
2 ]]20
5 ]000

>本塁 打 =東 1号② (斉藤 )鈴木 1号② (斉藤 )福地
]号 (藤井 )菊 田 1号 (藤丼 )2号 (大石 )>二 塁 打 =
小 川 正 2、 板 丼 柿 久 保 、小 野 >犠 打 =N4(菊 田 、
佐 藤 、猪 狩 、越 田 )>失 策 =日 2(山本 、鈴 木 )=>試
合 B寺間 =3時 間

三振 後 は 5打 席 連 続 安 芋J^
O NTT東 北の 番福地が6オ l数 5安オIの 大 1`

たり 第 1打席空振り i振のあとの第 2打席からは5
キl Tlll連 続安打=「昨11のベスト4がまぐれと思われた
くなかった」という意 地 と、1982年 まで在 籍 していた 人
昭 利1製 紙北 海 道 口1代の 元同僚 たちが観 戦 していたの
が映IIの原 因と分析 .

▽10月 27日
第 1試含=1回戦(午前9時11分開始)

新 日鉄広畑 020000010 3
大昭和製紙北海道 100 000 100  2
>審半」(球審)木嶋 (塁審)杉本、辻、南垣

>本塁 打 =阿 相 ]号 (足達 )>二 塁 打 =横 沢 、足 達 、
酒 井 >犠 打 =大 2(平、横 川 )>失 策 =大 ](酒 井 )

>試合 時 間 =18寺 間 58分

2試含=1回
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本
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詰
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鉱
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児
応
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原
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大
足
定
藤
併
―

囲
③
⑥
②
③
⑦
③
⑤
④
Ｏ
Ｈ
Ｉ
犠
。

責
２

球
４

振
２

安
５

回
９渡

貢
２
０
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２
０
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３
２
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６
１
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７
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達
高

足
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安
７

回
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犠
３
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③
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④
②
２
０
Ｈ
Ｉ

>二塁打 =葉室 、芳 村 、岡崎 、田嶋 、渕 田 >犠打 =野
3(藤田 、田嶋 、田村 )本 3(大久保 、今 山 、肥 田 )レ 盗
塁 =野 ](小松 崎 )本 ](山 中 )>失 策 =野 1(坂 上
正 )本 ](肥田 )>試 合時 間 =2時 間 31分
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０
０
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０
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０
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¨
中
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﹇
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回
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０６
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1第 3試含=1回戦(午後 2時25分開始)|
本 田 技 研 0101102049
四 国 銀 行 0201000003

▽10月 28日
第 1試含=1回戦(午前 8時57分開始)

王子製紙苫小牧 010 000 010 2
松 下 電 器 000010101 3
)審判(球審)樫根(塁審)桂、片山、赤丼

回 安振球責
2 3101
7 5521

>二 塁 打 =長 沢 、島 田 、篠 崎 >犠 打 =王 2(佐々 木
一 、中 嶋 )松 4(広 岡 、奥 代 、沢 田 、山 尾 )>盗 塁 =松
2(広岡 2)>矢 策 =王 3(佐々 木 一 、山 根 、中 嶋 )>
試 合 時 間 =2日寺F8832分

第 2試含=1回戦(午前11時58分開始)

日本鋼管福山 200 001 101‐ 5
秋田相互銀行 000 110 001 3
レ審半J(球審)清水 (塁審)西尾、梶浦、ノ1ヽ 田

回 安振 球 責       回 安振球 責
浜  [コ  9 101103   千  葉  8%14535

月員  そゞ  ]   1 0 0 0

>審判(球審)三宅(塁審)上杉、梶浦、大石(外審)永田、片山

1義 併 残
2  ] ]1 37139 8 8

>本塁打 =雨堤 1号 (橋谷 )2号② (浜田 )金子 ]号
(橋谷 )西 ]号 (岡 本 )西 1号② (山本 )>二塁打 =金
子 >犠打 =本 2(岡本 、安藤 )四 2(浜田 、宮本 章 )>
盗 塁 =本 2(朝山 、安 藤 )>矢 策 =本 1(朝 山 )四 1

(伊名 )>試合 8寺間 =2B寺 間 59分

第 4試含=1回戦(午後 5時54分開始)

>審判(球審)永野(塁審)巽、山名、宮奥(外審)永田、片山

犠 併 残
2  2 13 4318]15 6

>本塁打 =中村 1号C)(安 武)佐藤 1号② (安 武)>二塁
打 =松本敏、奥村寿、金指、仲村、中村 >犠打 =ヤ 2(山
本、中山)N3(松 本敏 端山、角)>盗塁 =ヤ 3(山 本、中
山、佐藤)Nl(小 林)>矢 策 =N2(松 本敏、奥村寿)>
暴投 =高久 >試合時間 =3時 間]3分

モン、言吾え5月訳い と日

爾1雛1瑚繊
中山製鋼=優勝
山本 真也内野手
(現役、25歳 )
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＜桜 庭
、い
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＞
打
３
〓
時

夏の高知大会ベス ト8の成績 を残 して安芸工高を卒
業、誘いを受けた中山製鋼に入社 した。 スピー ド、パ
ワーとも社会人の レベルは高 く、なかなか試合に出る
チャンスがなかった。先発起用 されたのは、やっと日
本選 手権の二次 予選から。本大会は 七番遊撃て,初戦 (1
回戦)の NTT東 北戦ではノーヒットだったが、次の
準々決勝 。新 日鉄広畑戦が 3打数 3安打。これで波に
乗 り、準決勝の本}11技研戦は 4打数 2安打、優勝戦の
熊谷組 も 4打数 2安ギIで初打点 もマークした.

通算14打数 7安打、打率 5割で思いも寄 らぬ首位打
者賞をいただいた。こんな成績 を残せたのは、名門チ
ームの名前を聞いても恐れなかったからではないか。
1年 目に して大 きな自信がついたのは確かだ。だが、

翌春、打球を右手親指に受けて骨折.腰痛にも見舞わ
れ、その後思 うように活曜する機会がないのは残念っ
まだ若いのだから頑張 らなければ、と自分に言い間か
せている。

(通撃塁啓彙′日新聞)
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74回大会 大会言己録

3試含=1 ( )

組
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熊
Ｎ
)審判(球審)広沢(塁審)土丼池 岡本良、1'東 (外審)中西則、南垣
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回 安振 球 貴
イヂ  麗玉 70310723
谷 津 田 2 2210
>本塁 打 =板 東 1号 (伊 藤 )宮 里 1号 (渡辺 )>二 塁
打 =石 元 >犠打 =熊 ](伊 藤 )四 1(三 好 )>盗 塁 =
熊 1(黒 岩 )>失 策 =熊 1(堀 尾 )四 1(山本 )>試 合
時 間 =2時 間 44分

)審判(球審)大橋(塁審)中 西貝J、 南垣、宮奥(外審)岡本良 {,東

【NTT東 北】打 安点 振 球  【中 山製 鋼 】 打安 点振 球
④ 5福  地 4001l ③  松  井 42100
③ 小 野 53100⑤ 森 脇 31210
⑦ 三 瓶 521200長 井 40020
③ 菊 田 21002③ 辻 岡 3001]
③  多  田 30000 0 山  崎 00000
②   ら者  ら守 2 1 0 1 2   9  豊  長  2 0 0 0 0
⑥   湘反  ナキ 4 1 0 2 0   日  皇旨  E日   1 0 0 1 0
⑤  大  竹 20010 9 谷  本 ]1000
H 戸 羽 10000 ④ 竹 原 20000
5 柿久 保 00000 4 山  田 10000
H 山  内 10010 16 山 本真 3002]
4 矢  萩 00000 ②  尾  野 43100
①  大  倉 20000 ①  藤  野 10000
]斉  藤 10000 ]玉  寄 1000]
H加 藤 10010
犠 併 残
1  0  9 338 2 9 5
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７

併
２

犠
３

回 安振 球 責
4り

`43233%3411
>本塁 打 =小 野 ]号 (藤野 )松 井 1号 (大倉 )>三 塁
打 =小 野 >二塁 打 =森 脇 、尾 野 、谷 本 >犠 打 =Nl
(多 田 )中 3(森脇 、山 田 、玉 寄 )>失 策 =N3(三 瓶 、
猪 狩 、大 竹 )中 1(竹 原 )>暴 投 =藤 野 >試合 時 間 =
2時 FB555分

▽10月29日

>審判(球審)木嶋 (塁審)巽、大石、美馬

>本塁 打 =若 井 ]号② (足達 )杉本 1号 (岡 田 )船越
1号③ (石田 )>二 塁 打 =安 岡 、田 島 2、 原 田 、杉 本 、
岡 田 >犠打 =日 3(玉川 、曽 根 原 、対 馬 )新 2(児玉 、
船 越 )>盗 塁 =日 2(玉川 、若 丼 )>試 合 BttFoO=3B寺
間 6分
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第 4試含=2回戦(午後 6時 4

1試含=2回戦(午前 8時57分開始)

2試合=2回戦(午後 0時34分開始) 1 第 4試含=2回戦(午後 6時50分開始)

日本!BM野洲 000 005 301
三菱重工広島 000 100 300
)審 判 (球 審 )大 橋 (塁 審 )三 橋 、生 越 、原 田 )審判 (球審)吉田 (塁審 )桃田、東、杉中 (外審 )中サ 河島
【 BM野洲 打安点振球 【三菱広島】打安点振球
③ 渕 田 410110植 田 42101
⑥ 藤  田 41000 ')多  田 30100
⑤ 小松崎 53100 ● 横 丼 43200
④  飯  田 54100(5)若  松 400000 藤 原 53300 0 富士野 310]]
0  ラ;  本寸  4 1 2 1 0   (0  6と   ツヒ 4 1 0 1 0
(〔)  E日  側烏  2 0 0 1 0   (9) チI  Jヒ  3 0 0 0 ]Hり 尻 1010012吉 岡 42010
9  L日   2ヽ   1 1 1 0 1   111) L日   本寸 2 1 0 0 0
C)  」反_ヒ悟諄 5 1 0 0 0   1   =子   田 0 0 0 0 0
①  井  戸 20000 ]山  下 00000H 青 山 10000 日 正 イ云 00001
1 中  西 10000 1 疋  田 00000
犠 併 残

H 山  辺 10000
犠 併 残

〔２
回
戦
〕
新
日
鉄
広
畑
―
日
本
石
油
　
十
一回
裏
、新
日
鉄
広
畑
二
死
一、〓一

塁
で
船
越
が
サ
ヨ
ナ
ラ
３
ラ
ン
を
放
つ
。（投
手
・石
田
、
捕
手
・対
馬
）

球
１
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
３

振
１
０
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
　
５

点
０
０
０
１
１
０
１
０
０
０
２
０
０
０
０
０
３
　
８

安
１
０
１
２
３
０
２
１
０
０
１
０
０
０
０
０
２
　
‐３

打
４
４
５
５
４
０
５
２
０
１
１
０
４
０
１
０
３
　
３９

Ч
本
指
村
居
坂
木
山
藤
中
村
田
田
藤
山
重
久
藤
残
７

“
山
金
中
武
宮
鈴
中
内
山
西
獅
太
佐
徳
高
高
後
併
０

貯
④
⑦
⑨
０
０
Ｒ
０
０
‐
Ｉ
Ｈ
ｌ
②
Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｈ ８
犠
０

球
０
０
０
１
１
０
０
２
１
０
０
０
０
０

振
２
０
１
０
０
０
１
１
０
１
１
１
２
０

点
０
０
０
０
０
０
０
１
５
０
１
０
１
０

安
０
０
０
２
１
０
０
２
２
０
２
０
１
０

打
３
１
１
４
３
０
１
３
３
５
４
３
４
０

中
中
「
詢
一
待
』
榊
幸
赫
浦
議
¨
静
』

師③Ｈ３０●Ｒフ０００００●１

堺
ハ

鉄
マ
日新

ヤ

責
５
３
０
１

球
０
１
１
０

振
２
０
０
１

安
９
３
０
３

回
％
‐
％

２

村
田
下
田

山
寺
山
疋

責
１
３

球
１
３

振
２
１

安
６
４

回
５
４

戸
西

井
中

2  4  8 40159 3 2     1  0  6 32104 3 4

>三 塁 打 =芳 村 >二 塁 才T=横 井 2、 飯 田 2>犠 打
=野 2(藤 田 、芳 村 )三 1(多 田 )>盗 塁 =三 ](横
丼 )>失 策 =三 2(多田 、若 松 )レ 暴 投 =中 西 >捕逸
=坂 上 博 >試合 時 FoO=2日寺間 30分

第 3試含=2回戦(午後 3時35分開始)

本 田 技 研 2030100208
N丁 丁信 越 000001000 1
)審 判 (球審)本郷 (塁審)中西則 中川、河島 (外審)杉 中 lll田

>本 塁 打 =荻 原 1号 (田 口 )金子 2号0(北 沢 )>二
塁 打 =高 橋 、青 木 、横 丼 >犠 打 =本 4(荻 原 、長 丼 、
安 藤 、岡 本 )N](藤 嶋 )>盗 塁 =本 5(荻原 、西 2、
雨 堤 、金 子 )>矢 策 =N](横 井 )>暴 投 =田 回 、岡
本 >試合 時 間 =2時 間 45分

犠 併 残
2  2  6 35108105

>本塁 打 =宮 坂 1号 (清 水 )浦東 靖 ]号③ (高 久 )後
藤 ]号 (清 水 )>二 塁 打 =馬 場 、後 藤 、米 倉 武 居 >
犠 打 =新 2(浦東 靖 、西 垣 )>盗 塁 =新 1(米 倉 )ヤ
](山 本 )>失 策 =新 3(丼上 、浦 、馬 場 )ヤ ](山 本 )

>暴投 =清 水 >試合 Btt F85=3時 間 ]5分

▽10月 30日
第 1試合=2回戦(午前 8時56分開始)

プリンスホテル 100 000 020 3
松 下 電 器 0000000000
>審判(球審)三橋 (塁審)永野 長谷、戸田
【プリンス】打安点振球 【松下電器】打安点振球8)田  辺 31000 0広  司 41010C,戸 栗 210010奥 代 30010
(4)]ヽ  川 41110 0 1某  断奇 3001007中 島 211020島 田 300103 石丼浩 40030 09沢  E日  30000
'1,青

水 310000山 尾 30000R9高  木 10000 0木 村 200005 足  立 40030 8 平  岡 100000 瀬戸山 40000 0 大 本 320000 石井丈 41010 0 北 回 20010
1  ,朝  山奇 00 00 0
H  Jヒ  里予 ]0 0 0 0
犠 併 残
]  1  2 283 0 5 0

石 井 丈

>二塁 打 =戸 栗 >犠打 =ブ 2(田 辺 、戸 栗 )松 1(奥
代 )>失 策 =松 2(広岡 、北 □ )>試 合 時 間 =]B寺 間
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第2試合=2回戦(午前11
日本鋼管福山 020 111 100
住 友 金 属 02014010X
>審 判 (球 審 )三写 (塁 審 )樫根 、宮 木 、鹿 多

>本 塁 打 =岡 田 1号 (高橋 )>三 塁 打 =木 村 、村 上
>二 塁 打 =JV I、 中 田 2>犠 打 =鋼 2(木村 、浜 口 )

住 4(火田山 、栗 山 、三 好 、高 橋 )>盗 塁 =住 2(筒丼 、
高 橋 )>失 策 =鋼 ](岩野 )住 1(筒 丼 )>捕 逸 =白
石 >言式合 時 Po5=2時 間 32分

第 3試含=2回戦(午後 2時29分開始)

王子製紙春日丼 002 000 00012
熊  谷  組 02121100X 7
レ審半J(球 審)上杉 (塁審)本郷、辻、土井池
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>本塁 打 =篠 崎 1号 (谷津 田 )近 藤 ]号 (谷津 田 )黒
岩 ]号 (篠 崎 )高 野 ]号② (篠 崎 )佐藤 和 ]号 (篠崎 )

>二 塁 打 =清 水 、向 山 >犠 打 =王 1(東)熊 2(堀
尾 、谷 津 田 )>盗 塁 =熊 3(横谷 2、 堀 尾 )>失 策 =
王 1(近藤 )熊 ](高 野 )>暴 投 =谷 津 田 >試合 時 間
=1時 間 56分

▽11月 1日
第 1試含〓準々決勝(午前8時56分開始)

>審 判 (球 審 )小 林 (塁 審 )桂、伊 東 、原 田
I新 日鉄広側 打安 点 振 球  【中山 製鋼 】打 安点 振球
(3  本多  Zヽ  4 0 0 0 0   0  本公  芽キ 4 1 0 1 0
⑥ 児 玉 410100森 脇 41000
② 応 武 310010長 丼 4]100
③  尾  形 41000 0 辻  岡 30010
⑦  原  田 40010 0 谷  本 30010
0 船  越 31000 ④  山  田 31000
b~l ■1/ 田 31000 ⑥  山本 真 33000
④ 大 墨 3]0100尾 野 31]10
①  足  達 10000 rl)藤  野 30020
H 林  10000
]  バ司  里予 0 0 0 0 0
H 定  詰 10010
1 藤  高 00000
犠 併 残      犠 併 残
0  1  5 316 0 4 1     0  0  4 308 2 6 0
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2試含〓準々決勝(午前11時43分開始)

６

４
本 田 技 研 010003020
日本 IBM野洲 000 013 000
>審半J(球審)木嶋 (塁審)清水、東、美馬

犠 併 残
0  1  4 369 6 6 1

>本 塁打 =長丼 l号③ (井戸 )2号 (中 西 )雨堤 3号
(中 西 )>三 塁 打 =芳村 >二 塁打 =金 子、森 >犠打
=13(田 村 、中西 、藤 田 )>盗塁 =本 1(雨堤 )>試
合 B寺屁5= 2日 寺屁532う)

プリンスホテル 200 000 200 1 5
新 日 鉄 堺 10300000004
)審判 (球 審 )大橋 (塁審 )上杉 宮本、杉中 (外審 )生越 赤丼

犠 併 残
2  2 ]0 40124 7 2

]吉  本 00000
犠 併 残      犠 併 残
1  1  5 39139 8 1      1  0  6 305 1 1 3

)審判(球審)三宅(塁審)中 西則、生越、赤丼(外審)杉中、宮木

【熊 谷 組 】打 安点 振球  【住 友金 属 】打 安 点振 球
③ 宮 里 41010④ 福 本 30000
H 佐藤 敏 11000 ⑤  中  田 41000
7   ブヽ   本寸 0 0 0 0 0   0  火田  L日  4 0 0 0 0
② 黒 岩 511000筒 丼 3210]
■)  ,生 所暴禾日  4 3 0 0 0   ()  ク宝  屁泰 4 0 0 0 0
H8伊 吹 11200 ③ 栗 山 20001
_9横 谷 421]]H三 好 10010
③  大  島 31120 ⑦  川  畑 40000
3向 山 201000田 中 31000
0  ,青  オく 4 2 3 1 0  CD  」 ヽ 本多 0 0 0 0 0
④  高  野 200]0 1 古  賀 00000
H 黒  木 100011 H 岩  田 00001
4 森  山 00000 1 高  橋 ]1000
⑥ 堀 尾 40010H樋 □ 10000
① 伊 藤 410]0 1 寺 坂 00000

球
０
０
２
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
　
４

振
０
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
１
０
　
３

点
０
１
０
０
０
２
１
０
０
０
０
０
０
　
４

安
１
２
０
２
１
２
０
０
０
１
０
０
２
　
‐―

打
５
５
３
４
５
４
２
１
０
２
０
１
２
　
３４

回
﹈
』
¨
﹈
蒔
『
﹇
嘲
﹇
中
¨
詢
﹇
確

０ ‐。

Ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
犠
３

Ｉｌ
③
⑨
⑤
④
③
⑦
②
Ｈ
Ｉ
●
Ｉ
Ｈ
⑥

球
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０

振
０
０
１
０
２
１
１
０
１
０
０

点
０
０
０
１
０
４
１
０
０
０
０

安
０
１
１
１
１
２
１
１
０
０
１

打
５
３
４
４
４
４
４
４
２
０
２

﹈】刹西﹇拳申奉『』嘩森

体００④０
０②③⑤①
ｌｌ

責
４
２
０

球
１
０
０

振
６
０
０

安
６
３
０

回
銭
践
‐

戸
西
尻

丼
中
川

貢
４
０
０

球
２
１
１

振
０
０
３

安
８
０
３

回
％
％
％

本
屋

森

岡
中

球
０
０
０
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０
０
０

振
１
０
０
２
０
０
１
０
１
０
０
０
１
１
０

点
０
０
０
０
０
０
２
０
２
０
０
０
０
０
０

安
１
０
１
１
０
０
３
１
１
２
０
２
０
０
０

打
４
１
４
３
１
１
５
３
５
５
４
２
１
１
０

中
中
一
一
奪
¨
赫
時
赫
浦
議
¨
攀
』
』
静

晰③
３⑥⑦
Ｈ７⑨④②⑤③①
ｌ
Ｈｌ

球
１
０
１
０
０
１
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
　
５

振
０
０
０
０
０
０
２
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
４

点
０
０
２
２
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
５

安
―
１
１
２
２
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
８

打
４
５
４
５
５
４
５
２
１
１
０
０
０
１
０
１
０
　
３８

一̈中﹇一一中一﹇枠̈̈嚇一』一̈̈中００８ 貴
２
０
１

球
３
１
１

振
２
１
１

安
４
３
１

回
５
３
２

鬼
椋
水

九
小
清

貢
４
０
０
０
０

球
１
０
０
１
０

振
―
１
３
０
２

安
６
１
２
１
２

回
３
１
２
１
３

田
沢
木
本
丈丼

吉
水
末
橋
石

ニ
プ
時

＞
〓
３ｍ蒔帷

一
＜丼上、西垣＞一

月
２
甫﹇̈̈卦射和抑時〇粉

レ
塁
―
間

４

０
組
属谷嬌

熊
住

貢
５
０
２
０
２

球
１
０
０
０
０

振
３
１
３
１
０

安
６
０
５
０
２

回
泌
％

４
１
１

杉
賀
橋
坂
木

小
古
高
寺
吉

回 安振 球 責
伊  藤  9 513]

>本塁打 =清水 ]号③ (小杉 )伊吹 1号② (吉 木 )筒
丼 ]号 (伊 藤 )>二 塁 打 =佐藤和 、清 水 、伊藤 、田 中
>犠打 =熊 1(高 野 )住 ](福本 )>盗 塁 =熊 ](横
谷 )>試合時間 =2時 F8025分

第 3試含=準々決勝(午後2

第 4試含=準々決勝(午後6躙

>二塁オ丁=り記里予>試合日寺間=2時間]8分

141

▽11月 3日
1試含=準決勝(午前 9時56分開始)

>審半」(球審)大橋 (塁審)中西則、岡本良、辻
【本田技研】打安点振球 【中山製鋼】打安点
③ 荻 原 41010③ 松 井 410
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犀翼  里予 6,` 6 2 4 0
玉  寄 2%]201

>二 塁 打 =長 井 (中 )2雨 堤 、西 >犠 打 =本 ](金
子 )中 2(山 田 、尾 野 )>盗 塁 =本 1(安藤 )>失 策 =
本 1(森 )中 1(森脇 )>捕 逸 =尾 野 >試合 時 間 =2
時 間 44分

九 回二死から驚異の粘 り
中山製alllが ノt回 二死から鮮やかなサヨナラ勝ち、強

豪 本田技研を倒した 中山製鋼は九回、二死から右
前IIの 松井がけん制悪送球で一挙 1進。森脇は内
角シュートを右打ち、右中間にサヨナラ安打を放った。
中山製鋼はli回 から登板の森に9三振を奪われてい
たが、土壇場で粘りを発揮した。
本日J技研は四回、1死二塁から長井の中前打で 1

点を挙げて追撃。八国には西の右中間二塁打、雨堤
の一邪飛の間にJi進、金子の中犠飛で還り、同点に
追いついた。しかし、3試合で9本塁オIの 重量打線
は、藤野、玉寄の継投に不発に終わった。

第 2試含=準決勝(午後 1

熊  谷 組 00000000100012
プリンスホテル 001 000 000 000 0 1

④ 西 43000⑦ 長 丼 320
⑦ 雨  堤 41000 ③  辻  司 4]0
⑨ 金 子 3]100 ④ 山 田 302
② 長 丼 21]120谷 本 200
③  青  木 40000 H 徳  永 100
⑤  安  藤 30011 9 豊  長 100
① 中 屋 00001 ⑥ 山本真 420
日  3令  フヽ  1 0 0 1 0  ■) 「己  里予 3 1 01     デ呆   2 0 0 0 0  0) 籠薬  里テ 3 1 0]玉  寄 100

>本 塁 打 =小 川 2号 (伊藤 )>二 塁 打 =黒 岩 、横 谷
>犠 打 =熊 1(佐 藤 和 )プ 2(戸栗 、高 木 )>失 策 =
プ 1(山 本 )>試 合 B寺間 =3時 間 3]分

谷津田の好救援で競り勝つ
熊谷●1の軟投派で5年 日の谷津田、プリンスホテル

の剛腕ルーキー 石井丈の投げ合いで延長戦となった
が、熊谷組は十 i回 二死後、佐藤和が左前打、続く横
谷が左中間二塁オlを 放って勝ち越し点を奪った。 1
点を追う熊谷糾1は プリンスの小亥1みな継投策にかわさ
れていたが、九回、四番手の橋本をとらえ、黒岩の右中
間 l塁オ]、 バント、横谷の iゴロ失で ―死一、三塁と
し、代打 宮里の三遊間安llで同点.谷津田の好リリ
ーフを支え、反撃ムードを高めた。
プリンスは■回、二死から小川がバンクスクリーン右

へ 2試合連続の先制アーチ。しかし、その後は伊藤の
伸びのある速球と左右の援さぶり、伊藤を救援した谷
,|[]の緩急をつけた投球に抑え込まれた。

>審判(球審)樫根 (塁審)美馬、生越 桃田 (外審)大橋、津田

【熊 谷 組 】打 安 点振 球  【プ リン ス】打 安点 振球
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一̈̈一̈疇̈̈̈一﹈一̈時　　　中̈
>二塁 打 =黒 岩 、山 田 レ犠 打 =中 3(森脇  11本泰 、
山 田 )熊 1(黒 岩 )>失 策 =中 3(森脇 、山 田 、藤 野 )

>言式合 時 間 =2日寺間 38分

中山製鋼、後半に逆転

2点 を追う li ll製 鋼
|ま PЧ い|、 占HIの クピ朗に、犠
打野選、山本 ,.(の クビ球
で1〔 クピ満早  タビ

`i、fヽ キ1 岡崎がム:南
“
1丁 し

てまず 1点  li l11には
2′女Jlと ケヒJtσ) タビ,lttl
早に山本真がイ「中間に
テキサス安打 し、IJり |、1に

追いついた
iヽ 合の,イこれをつかん

だ中山製鋼は L卜 ,|、 PЧ

球の占lllを 山日Iが ノ|:!11
問 l早 打で還 して勝ち
,ljkし  ノt::|に は  死  、
1単 からi[flI]が  1ム |ミ 後
方にポトリと落ちる十運な
安1丁を放ち、決定的な2
点を加えた

'熊

谷率llは  ■口|に 高り予
σ)|1哺なえき‖島:|「 、 二|口 |に
は i死 _i夕iミ から横谷σ)
中前打で 1点ずつを挙
げ、li導 権をl.|っ た.投

▽11月 4日
優勝戦(午後 1時30分開始)

中 山 製 鋼 0001101205
熊  谷 組 011000000 2
>審判(球審)三宅 (塁審)小林、広沢、大橋

「 陣も準決勝でイf胸にlI球 を受けた二番「 の谷津IIIが 気ノ」で踏ん張ったも
のの、中山製鋼のrlliり にル11した.

llllll製鋼はμЧ lulか ら登板した山本泰が、カーブをlltめ に集めて 1安オ丁ビッ
チング、味 /J ll線 の奮ILLを 促した投球は光った

監 督 談 話
中山製鋼・小坂信夫監督  hl可まで動きがぎこちなく、気が気じゃなかった

が、よく逆転してくれた.りJめての登板ながら期待以 Lの働きをした山本泰の
好投が月券隊|`殊 勲者が次々生まれ、勢いを保ち続けたことが優勝につなが )́

たと思う.

貫員谷組・久保田美郎監督  都市対|んで 1月券もできなかっただけにダイヤ
モンド旗力ヽ ましかった.打線がなぜ打てなかったのかわからない  5,Itは 取れ
るはずだった,情けないぐらtヽの気持ちです.中山製鋼の勢tヽこやられたとし
か言いようがない
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ダイヤモンド旗を高々と差し上げる中山製鋼・谷本主将とスタンドを埋め
た喜びの応援団。

声援に後押しされ、平均年齢21歳の若さを爆発させた会
心の逆転劇だった.

2点 を先行されるやいなや展開の突破口を開いたのは、四回一死満塁
で代打に起用されたマネジャー兼任の岡崎.こ の日まで出番がなく、試
合前に小坂監督に「試合に出して 卜さい:出 してくれないのなら、中に
こもります」とい脅迫…したそうだが、その意気込みをぶつける二遊問安
打で,ズ撃ムードをもり上げたt.さ らに試合の流れを呼び込んだのが、il
位打者賞の山本真 五回 死満塁で外角球に,1く ぎながら‖t念で有中間
に落とす同点適時オ1.「走りながらい落ちろ、落ちろ と̈Flり ました.‐

ラ
ッキーです」というように、この幸運な 打が今大会乗ってきた波にチ
ームを引き込んだ ヒ|●lに は、この試合まで1安オIの 山田が左中間を破
る勝ち越しの二黒打‐「ここで打たないと代えられるJと の思いでたた
いた山「 1に も気迫があった.

勢いをつけた中山製鋼は八日、熊谷組の二番手 松浦からこの試合が
初先発の占1日 までが 1果後方へのテキサス安打し、とどめの2り|、 t=笑顔、
笑顔の選手をみながら小坂監督は「こんなことがあるんですかね.攻、
守どれをとっても相手が上。まだ、勝ったという感じはありませんJ.
日1部長の福島敦彦前監督も「普通、イiは ダイヤモンドにならないものだ
が、みんな本・1に よくやってくれたコと、日をうるませた,チームを育て、
導いた2人にとっても、この頂上征服は“ミラクルVいであった.

(原田 益夫)

機綺

中山製鋼 小坂 信夫監督
「うちの 力は|☆1西のチームの中でも中程度 .C
クラスの 11と いったところ, どうして優勝できたの
か……J「いや、会社あげての応援のおかげです .

あの スタンドの応援がどれだけ選 手を奮い ヽ
'た
せ

てくれたことかコ.監督自身、勝利者としての言葉
を探し出すのに困惑していた。それほど意外性のある優勝だった
初出場でもあり、下馬評ではせいぜい「台風の目Jになり得るか、が精い

引ざい。そォしが、あオtよあれよσ)快進撃= 言式合前、監告が「しょせんは了
供と大人の戦いですよJといっていたのに関東の古豪をねじf大せての頂
点 ,「勢いですね.tヽまの若い選 手はどえらtヽことをやってくれますJと声
を詰まらせてた。
倉敷商高時代は背番

'113を
つけたブルベン捕手だった.しかし、1年

になると里予球 iiF・をやめ、会社に入ってからはイ|:間を集め草野球に興じてい
た. そんな1981年、会ネ上

`こ

里予球吉ド復活の話が持ち L力 ｀́ったが、復活その
ものが37年ぶりのこと.コーチとして招カジ■たもσ)の指導 者としての糸トル炎も
なくキャンチボ~ル 、トスバッティングのやり方すら手さぐり。全員「素人集団J

だった,「最 1/Jはとまどいばかり。コーチとして勉強したの:ま福島敦彦嗜な
監督のもと,基礎からのやり直しでしたJという.高校野球の報徳学関の
監督としてセンバツ優H秀 、その後、慶大の監督も務めた福島さんが81年か
ら8611秋までチームの土台づくりをし、この人に引き継いだ
「野球にかけるひたも`きさ(まノヘ、~イ吉̀ , 

′性格も剛Iる tヽ し、
人の面倒見がいい Jが周l■|の 評.就任わずかでビッグ
タイトルを手中にした監督の手1椀がとわれるのは、むしろ
これからだ.妻清 rさんとの間に 1男 1女 ,

〈l■l山 県生まれ、倉敷商高から6211中 山製鋼人ネ1.
81年野球部復活とllll時 にコーチ:86年 秋、監督に就任.

製品開発事業部、43歳〉 (今堀 二郎)



社会ス野球日本選手権大会 2θ年史

歓 喜 .ダーイーヤ 慣 と舞 う
「やった′コ「名門復活だJ― 中山製鋼が「初 Vコ を決めスタンドの応援1寸1約

5000人は総立ちになり、選「 らはマウンド上で跳び上がって喜び合った。粕可
‖ダ7年 日、大会初出場の快挙は“鉄冷え"の同社だけでなく、同業種の企業
がひしめき、円高不況にあえぐ地元 大阪にも大きない活力Ⅲに.:そのチームを育
てた製品開発事業部室長のり予球部品1部長、福島敦彦さん(47)は選 手らに1日
11げされながらうれし涙を流し続けた:

「まさか、ここまでやってくれるとはJ.ネ ット裏で観戦していた福島さんは優勝
の瞬間、ベンチヘ/Lり込み、選「  人々々の手を取り「ありがとう:よくやってく
れた」と頭をドげた。スタンドから「福島、よかったなあJと声がかかると、それまで
こらえていた涙がどっとあふれた.

中山製鋼yF球部は、1940年 の第14回 都市対|た野球大会に111場 、ベスト4
に進出するなど、大阪の有ノJ選「 が集まる名門チームだった.、 ところが第 2次
大戦の激化とともに、44年廃部になった。
81年 、「社員が結集できるスポーツクラブが欲したヽJと野球部を復活、報徳学園
高をセンバツで優勝させ、慶大野球部を再建させた福島さんを喘i督に迎えた.

しかし全Fl大会||1場 への道のりは平たんではなかった。全く無名の高卒球
児の集団: 技術は素人に近いが、野球が大好きという連中ばかりだったJと
福島さん。そのうえ、Ⅲ鉄冷えいによる会社の業績悪化などで、グラウンド整備も
ままならず、練習場は「内野だけがあるようなものコ(辻 片和正専務)と tヽう状態.

全国大会の予選では負け続け、関西の強豪チームには練習試合もしてもらえな
かったとtヽう.,

福島さんは足を痛め、昨秋、「勝負感が鋭いJ小坂イ;:夫監督にバトンタンチ.

小llk監 督と名コンビで、今大会予選を「ツキとしかいいようのない連続逆転勝
ちJ(礼:島さん)で初出場を決め、本大会もそのツキを生かした。
この日は角谷 l四郎社長(68)らも応援、苦しい試合をものにしたが、角谷社
長は「全社が メLとなり、会社白体が盛り11がった」と手放しの喜びよう。福島
さんは「雑草のたくましさを持った選手たちの努力と、小llx監 督のさい配、全社
上げての声援が

Ⅲツキいを呼び込んだ。とにかくうれしいJと ダイヤモンド旗を先
頭に更新するナインに目を細めた。

第 14回■大 ■会 表 1彰1選 手
◇最高殊勲選手賞 藤野悦勝投手(中山製鋼)大粒の涙をいっぱt,こ

:浮かべて「優勝できただけでも幸せなのに、夢のようJ. 4試 合すべてに先発、
122回 %を投げて白責点 4、 防御率159。 準々決勝では初体験の完封を演じ
るなど、チームの勢t,こ乗って今大会で急成長した。興南高出.178'ン 、70キ 。、
右投げ右打ち。環境エネルギー部勤務。21歳.

◇敢闘選手賞 谷津田順―投手(熊谷組)4試 合で計19イ ニングを投
げた。王子製紙春日井戦では完投し、伊藤とともに投手陣の軸として働いた.

その投球内容も見事だったが、準決勝で1匈部に強烈な打球を受けて任1れなが
ら懸命に ‐塁に送球.入院した翌日の優勝戦にも登板した敢闘精神を大きく
買われた。「受賞は光栄ですが、やはり優勝したかった」:中大出.176ン 、
68キ ロ、右投げ右打ち.本社不動産部勤務。27歳.

◇打撃賞 森脇勝I内野手(中山製鋼)4試 合で16打数 7安打、4割
3分 8厘。準決勝の本田1支研戦ではサヨナラ安打、2回戦のNTT東北戦
でも逆転二墨打を放ち、勝負強さを発揮した。「出来すぎと思う。大振りせず、
センター中心に打ったのがよかった」。今年 1月 H日 に結婚した妻真弓さん
(24)は 来月14日 に出産予定,「 大きなおなかで、明「]は頑張って、と昨夜も素
振りに付き合ってくれた女に感謝しますJ。 大阪 太成高出。172事ン、72キ け、右
投げ右打ち.環境管理室動務_24歳。

◇首位打者賞 山本真也内野手(中山製鋼)14打数7安打、5割。七
番打者だが、八番の尾野と名コンビを見せてい恐怖の下位打線‐の威力をいか
んなく発揮した。「野球をしていてこんな賞をもらうのは初めて。思わず足が震
えました」。初戦のNTT東北戦では、lL回先頭打者として出塁、試合を決め
る3点のきっ力ヽすをつくり、準決勝、優勝戦と大事なところで鋭い当たりを飛ばし
た.、 安芸工高出。174与 シ、70ち 、右投げ右打ち。土木建築室動務。19歳。

◇大会優秀選手
【投手】藤野悦勝、王寄尚(以上中山製鋼)谷津田順一、伊藤敦規(以上熊

谷組)石井丈裕(プリンスホテル)岡本隆之(本田1支研)井戸英裕(日 本 IB
M野洲)藤高俊彦(新 日鉄広畑)【捕手】尾野桂司(中山製鋼)長井研介(本
田技研)【内野手】西俊児(本田技研)森脇勝二(中 山製鋼)清水隆―(熊谷
組)小川博文(プリンスホテル)飯FH孝雄(日 本 IBM野洲)111本 真十L(中 山
製鋼)筒井大助(住友金属)菊田善信(NTT東北)【外野手】佐藤和ヴ、、横
谷彰将(以上熊谷組)雨堤浩久、金子誠―(以上本田技研)米倉格二(新 日
鉄堺)小野亨(NTT東北)

◇10回 出場選手 三好一幸外野手(住友金属)、 太円健次投手(ヤマ
ハ)、原邦彦投手(松 ド電器)

大会を顧みて思いつくまま
社会人野球 日本選手権大会が、記念すべき第  芝強しが深くF口象づけられた大会でした.

20回大会を迎えました事を心からお慶び申し11げま   わが東海勢もこの大会では健闘しており、第 3回
す。この大会の運営に並々ならぬご′゙力をいただい  大会で新日鉄名占屋、第 9 Ll大 会でヤマハ発動機
ております近畿地区連盟、毎日新聞社、またご協力  (IH中部連盟)、 第 13回大会でNTT東海がダイヤモ
を賜ります各種団体関係者の方々に感謝と敬意を  ンド旗を獲得しており、また第 7回と第12回大会でヤ
表する次第です (

マハ (元 日本楽器)が何れも準優勝として活躍して
H召和49イ1110月 、甲 子園球場で産声をあげてより  おりますが、ここ暫く優勝から遠ざかっており何とか覇

20年、この間大阪球場、さらι_lま グリーンスタジアム神  権奪回を願っております。
戸と開催球場を移して参りました.毎回この大会で   F`成 3年度よリアマチュア■r球工座決定戦が行
の各チーム選 手の活躍を楽しみに見て参りましたが、  われるようιこなり、この選 手権大会の覇者が権利を得
fH」 と申しましても、今記念大会にも見事 6度も覇権を  られるだけに、これまでより更に大きい目的を持った大
握り、しかも平りJk 5 11度 のアマチュア野球の王座を  会となり、白熱していた試合が多く、一段と盛り上がっ
獲得されました住友金属チームの、この大会への意  た選手権大会になる事を期待し、また願っております。
気込みは立派で大いに称賛致すべきと存じます。ま   夏の都市対抗野球とその内容を異にする本当の
た幾 多の好ブレー好ゲームを目指した中で、第14Ll  アマチュア野球の王座を獲得するための社会人野

日 本 野 球 連 盟       大会に初出場で見事優勝した中山製鋼チームのFl  球選 手権大会でもあり、また最近、大変な勢いで発
東 海 地 区 連 盟       さ溢れる溌刺とした戦いぶり、又翌和 5回 大会では  展しつつある他競技に対しても野球の活性化を図る
専 務 理 事          社会人野球の大会として初めてDH(指名打 者)制  意味においても、都市対抗野球と共々に日本選手

月晨部  力  慾擢麓二箋易 鍍iT)y‖鼎  [審Fし つ`そう媛脚こ私どもも動力を致さ細ぎ
個本里陽趨車盟理封  肇羅 曇儀駆層覧ζ』∬奄Q譲護 の異』Fttξぶξ覧軍潅準F喜び中吐げ、静調劉呆っ菊 権を触 膵 榎 秋連野 を 減 疎 媛 展を鋼 待
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第 74回大会 地区大会成績
(太宇チーム本大会出場チーム)

9月 9日 から 5日間 札幌市営円山球場

新 日鉄 室蘭
札幌ブルーインズ
日産サニー札幌
札 幌 倶 楽 部
森 倶 楽 部
北海道拓殖銀行
大昭和製紙北海道
王子製紙苫小牧
函 館 太 洋
」 R北 海 道
小樽野球協会
山陽国策ブψレプ旭川
航空自衛隊千歳
NTT北 海道

3

大昭和製紙
北 海 道

4

◇青森▽ ^回戦 八甲ク7-2オール青
森、自衛隊青森10-2全弘前倶▽敗者復活戦
オール青森3-2全弘前倶▽準決勝 自衛隊
青森 5-4八甲ク、三菱製紙八戸10-2オー
ル青森▽決勝 自衛隊青森9-8三菱製紙八
戸(勝者は第二次予選へ)

◇岩手▽一回戦 宮城建設久慈ク11-1大
槌球友、岩手銀行17-2岩手アイワ、オール
江刺14-12オ ール釜石、赤崎野球ク8-7水
エク、宮高ク7-5盛岡ク▽二回戦 小野田
セメント12-0オール不来方、釜石野球団10
-1雫石ク、一関三星ク3-0宮城建設久慈
ク、岩手銀行7-0東京製綱、県経済連6-
1オール江刺、住田ク8-6赤崎ク、高田ク
12-0宮高ク、新日鉄釜石8-1北上球友▽
準々決勝 ―関三星ク2-1小野田セメン
ト、岩手銀行7-0釜石野球団、県経済連12
-0住田ク、新日鉄釜石10-4高田ク▽準決
勝 岩手銀行5-1-関三星ク、県経済連 4
-2新日鉄釜石(勝者は第二次予選へ)▽決勝
岩手銀行6-3県経済連
◇秋田▽ ^回戦 秋田銀行22-5秋商ク▽
準々決勝 丁D Kll-2王冠ク、秋田相互銀
行8-0東肥ク、フェニックス10-3能代松
陵ク、秋田銀行22-1秋田経法大ク▽準決勝
秋田銀行2-0丁 DK、 秋田相互銀行12-0
フェニックスク▽決勝 秋田相互銀行8-2
秋田銀行(勝者は第二次予選へ)

◇宮城▽ ‐回戦 日本たばこ11-0サニー
ク、七十七銀行10-2+条製紙、N tt T東 北
(不戦勝)村田ク、」R東北9-1自山ク▽準
決勝 日本たばこ9-3七十七銀行、N丁 丁
東北 9-6」 R東北(勝者は第二次予選へ)▽
決勝 N tt T東 北5-4日本たばこ▽敗者復

活 ・回戦 サニーク5-1+条製紙▽同二同
戦 」R東北3-2七十七銀行、サニーク8
-2自山ク▽第二代表決定戦 」R東北12-
11サニーク(勝者は第二次予選へ)

◇山形▽ ・回戦 鶴岡野球ク18-1新庄球
友ク▽準決勝 山形相互銀行12-2鶴岡野球
ク、日大山形O B13-10三川ク▽決勝 山形
相互銀行26-8日大山形OB(勝者は第二次
予選へ)

◇福島▽ ‐回戦 ヨークベニマル14-2川
俣ク、北斗野球ク11-9ニ ュー相馬、小峰ク
10-7保原ク、オール常交9-2自衛隊福島、
小名浜ク8-7好間ク、飯野ク10-3二本松
ク▽準々決勝 ∃―クベニマル13-0須賀川
ク、北斗野球ク4-2小峰ク、オール常交10
-3トヤ野球ク、小名浜ク5-4飯野ク▽準
決勝 ヨークベニマル12-0北斗野球ク、オ
ール常交11-8小名浜ク(勝者は第二次予選
へ)▽決勝 ∃―クベニマル11-0オール常
交

>二次予選
9月 18日から 3日間     宮城県営球場
日本 た ば こ
岩 手 銀 行
自衛 隊 青森
オ ー ル 常交
秋田相互銀行
ヨークベニマル
山形相互銀行
」 R東 北
岩手県経済連
NTT東 北

◇茨城▽リーグ戦 日立製作所9-1鹿島
石油、住友金属鹿島10-9鹿島石油(日立製
作所、住友金属鹿島は第二次予選へ)

◇埼玉▽ ^回戦 全所沢9-4全三郷、大
和ク11-6全大宮▽準々決勝 川口球友ク11
-9都幾川ク、本田技研10-0エーザイ、大
和ク8-2全浦和、日本通運11-0全所沢▽
準決勝 日本通運7-1川口球友ク、本田技
研7-0大和ク(勝者は第二次予選へ)▽決勝
日本通運10-6本田技研
◇千葉▽一回戦 N tt T関 東4-0三井造
船千葉、川崎製鉄千葉3-2新日鉄君津(勝
者は第二次予選へ)▽決勝 NT丁 関東8-
4川鉄千葉
◇東京▽ ―回戦 朝日生命8-4日本 IB

M、 」R東日本(不戦勝)東京球友ク、三井銀
行 5-2東京ガス▽準々決勝 熊谷組10-2
朝日生命、明治生命8-7鷺宮製作所、NT丁
東京13-3」 R東日本、プリンスホテル9-

2三井銀行▽準決勝 熊谷組14-0明 治生
命、プリンスホテル9-7NT丁 東京(勝者
は第二次予選へ)▽決勝 プリンスホテル 7
-0熊谷組▽三位決定戦 明治生命9-7N
丁丁東京(勝者は第二次予選へ)

◇東京多摩▽・回戦 東芝府中16-1全府
中、スリーボンド24-0全調布▽決勝 スリー
ボンド5-4東芝府中(勝者は第二次予選へ)

◇神奈りll▽ ^回戦 いす 自ゞ動車 7-1カ
ナガワク、三菱重工横浜11-1川崎ク、日産
自動車15-0横浜金港ク、横浜球友ク6-2
横浜高島屋▽準々決勝 日本石油12-0い
す 自ゞ動車、三菱重工横浜 6-5日本鋼管、
日産自動車3-2三菱自動車川崎、東芝13-
2横浜球友ク▽準決勝 日本石油2-0三菱
重工横浜、東芝 4-3日 産自動車(勝者は第
二次予選へ)▽決勝 日本石油 3-2東芝▽
第二代表決定戦 日産自動車11-2三菱重工
横浜(勝者は第二次予選へ)

◇関東大会出場決定戦 NT丁 東京(東京
4位)4-3三菱重工横浜(神奈川 4位)=勝
者は第二次予選ヘ

>二次予選
9月 26日 から 4日間   群馬県営敷島球場

紙
牧

型夜
ヽ

子
‐

日 本 石 油
住友金属鹿島
日 本 通 運
明 治 生 命
プリンスホテル
全 宇 都 宮 ク
日産 自動 車
日立 製 作 所
NTT東 京
本 田 技 研
富 士重 工 業
川崎製鉄千葉
熊  谷  組
NTT関 東
東    芝
スリーボンド

7

日 本 石 油
6

7

プリンスホテル

3

9

本 田 技 研
7

6

熊 谷 組
1

◇山梨▽ ^回戦 山梨球友ク4-3峡北
ク、オール櫛形13-11甲府ベースク、桂ク6
-2市リク▽準決勝 山梨球友ク7-1東海
甲府ク、オール櫛形7-4桂ク▽決勝 山梨
球友ク14-1オール櫛形(勝者は第二次予選
へ)

◇新潟▽ ^回 戦 全新発田8-7オール
東、自根野球団4-3全飯豊▽準々決勝 長
商ク6-1新津ク、新潟ク(不戦勝)自根野球
団、佐渡軍団3-2新潟コンマーシャル、ニチ

>一次予選
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>一次予選
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>一次予選
エー22-0全新発田▽準決勝 ニチエー7-
2長商ク、新潟ク8-3佐渡軍団(勝者は第
二次予選へ)▽決勝 ニチエー11-1新潟ク
◇長野▽ ・回戦 N丁 丁信越 9-0全松
本、丁DK千曲川7-4岡エク(勝者は第二
次予選へ)▽決勝 N丁 丁信越12-2丁 DK
千曲川
◇静岡▽ ・回戦 菊笠ク8-5浜松医大ウ
ナポンズ、関東自動車工業10-3誠和ク、天
城ベースク7-3本州ク、大昭和製紙11-0
全三島、浜商闘魂会7-0吉原商エク、河合
楽器11-4岳南ク、ヤマ八10-0協和発酵ク、
富士ク14-6エースコンク▽準々決勝 関東
自動車工業11-1菊笠ク、大昭和製紙9-4
天城ベースク、ヤマ八11-1富士ク、河合楽
器7-0浜商闘魂会(勝者は第二次予選へ)▽
準決勝 ヤマ八11-3関東自動車工業、大昭
和製紙5-2河合楽器▽決勝 ヤマ八5-1
大昭和製紙
◇富山▽三回戦制 北陸銀行10-ON丁 丁
富山、北陸銀行 4-l N tt T富 山(両チーム
は第二次予選へ)

ニ チ エ ー

TDK千 曲川
ヤ

Jヒ

'可N

マ 八¬13

ヤマハ

◇滋賀▽ ^回戦 瀬田工OB9-5近 江八
幡ク、日本 IBM野洲 6-4全大津▽決勝
日本 IBM野洲10-0瀬田正OB(勝者は第
二次予選へ)

◇京都▽ ・回戦 日本新薬3-0京都市役
所、第一紙行4-2丸勝、三菱自動車京都 6
-2高島屋京都、京都信用金庫15-1鴨浙ク
(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 日本新薬10
-3第一紙行、三菱自動車京都2-1京都信
用金庫▽決勝 日本新薬11-2三菱自動車京
者Б
◇大阪▽ ‐回戦 大和銀行17-1住友銀
行、中山製鋼12-5全三和銀行、NT丁関西
8-1大阪ペーシェンス▽準々決勝 新日鉄
堺4-2大和銀行、松下電器7-5中山製鋼、
大阪ガス9-2N丁 丁関西、日本生命7-0
デュプロ(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 松
下電器4-2新日鉄堺、日本生命 5-2大阪
ガス▽決勝 松下電器6-5日本生命▽敗者
復活一回戦 中山製鋼7-6大和銀行、N丁
T関西2-1デュプロ▽第五代表決定戦 中
山製鋼 7-5 N tt T関 西(勝者は第二次予選
へ)

◇兵庫▽ 回́戦 阿部企業20-6小西酒
造、川崎製鉄神戸 8-4神戸製鋼▽準決勝
三菱重工神戸9-2阿部企業、川鉄神戸4-
1新日鉄広畑(準決勝出場 4チームは第二次
予選へ)▽決勝 川鉄神戸 7-3三菱重工神
戸▽三位決定戦 阿部企業 3-2新日鉄広畑
▽第五代表決定戦 神戸製鋼7-1小西酒造
(勝者は第二次予選へ)

阿 部 企 業
大 阪 ガ ス
川崎製鉄神戸
中 山 製 鋼
新 日 鉄 堺
三菱自動車京都
松 下 電 器
京都信用金庫
三菱重工神戸
日本 IBM野洲
日 本 新 薬
神 戸 製 鋼
日 本 生 命
新 日鉄 広 畑
(敗者復活戦)

6

住 友 金 属
1

日 鉄 堺

下 電 器

日鉄広畑

10月 1日 から 5日間

〈一 回戦〉

川崎製鉄水島
三菱重工広島
三菱重工三原
協 和 発 酵
新 日 鉄 光
三菱自動車水島
〈代表決定リーグ戦〉
日本鋼管福山
三菱重工広島
三菱重工三原

日本鋼管福山

山 梨 球 友 ク
大 昭 和 製 紙
NTT信 越
関東自動車工業
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9月 16日 から 3日間
9月 21日から 4日間 愛知県営熱田球場

本田技研鈴鹿
三 菱 名 古 屋
西 濃 運 輸
卜∃夕自動車
東 邦 ガ ス
東 海 理 化
王子製紙春日井
サンジルシ醸造
NTT北 陸
」 R東 海
日通 名 古 屋
NTT東 海
新日鉄名古屋

日本TBG野需         嗜
本IBM野洲

:5,曇   |卜本鋼管福山
卜
菱重工広島

8

4三
菱重工三原

5
新 日 鉄 光
4

5-3 新 日 鉄 光
9--8  三菱重工広三原
6-一-2  新 日 鉄 光
15--6 三菱重工広島

三菱重工三原  6-一-5  日本鋼菅福山
三菱重工広島  6-一-3 新 日 鉄 光
※日本鋼管福山、三菱重工広島、三菱重正三原の3
チームが2勝 1敗となつたため、再リーグ戦
く代表決定再リーグ戦〉
日本鋼管福山  2--1  三菱重工三原
三菱重工広島  6-一-2 三菱重工三原
日本鋼管福山  5--1  三菱重工広島
●第1代表 2勝の日本田管福山
●第2代表 1勝 1敗の三菱重工広島

9月 19日 から 3日 間 高知県営球場

新 日鉄 大 分
九 州 産 交
」 R九 州
日鉱 佐 賀 関
NTT九 州
ニコニコドー

本田技研熊本
国産自動車九州
九州三菱自動車
三菱重工長

マ  八
陸 銀 行
合 楽 器
TT富 山

9月20日から 4日間   熊本県営藤崎台球場

薔業繁翼    :山 製鋼 新 日鉄八 幡
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王 子製 紙 苫小牧
樋 口 博 美 34 帯 広 三 条 高
中 嶋  治 彦 21 日 南 学 園 高
坂   正 盛 19 北海道日大高
原 田  佳 典 19 滝 川 西 高
太 神  俊 -20 本し幌 清 田 高
滝 り‖    収  24  穂   別   高
樋 口  博 美 34 帯 広 三 条 高
島 山  浩 -19 日 南 学 園 高
田 中  茂 樹 31 Jヒ  海  高
山 根  博 美 23 米 子 工 高
長 谷 部 克 哉 19 甲 府 商 高
加 藤  省 二 18 駒大岩見沢高
佐 々木 一 尚 24 苫 小 牧 工 高
竹 林  義 孝 23 関  西  大
川 島   太 20 苫 小 牧 工 高
岸 本  洋 二 18 苫 小 牧 工 高
菊 地  章 生 21 日 南 学 園 高
佐 々木  稔 31 駒大苫小牧高
酒 丼  孝 央 21 本L幌光 星 高
千 葉   浩 26 Jヒ 見 北 斗 高
長 沢  則 明 28 東 海 大 四 高
岡 坂  裕 司 18 白 樺 学 園 高

〇沢 田  義 文 30 む つ 工 高
阿 部  ― 仁 21 宮 崎 富 島 高
阿 部 ― 行 29帯 広 工 高
中 島  j●~史 19 苫 小 牧 工 高

大 昭和 製紙 北海 道
監 督  斉 藤   勲 41 期β丼 商 I高
投 手  高 橋  秀 -18 本L幌西 陵 高
〃  鈴 木  賢 二 22 千葉敬愛経大
〃  加 藤  宗 之 19 本L幌稲 西 高
〃  大 崎   守 21 室 蘭 大 谷 高
″  尾 崎  浩 幸 21 広 島 至 誠 高
″  渡 部  勝 美 24 砂 川 南 高
〃  川 瀬 隆 俊 35木 古 内 高

捕 手  山 崎  史 博 24 Jヒ 海 学 園 大
〃  新 明 克 比 古 24 室 蘭 大 谷 高
〃  山 本  隆 成 18 Jヒ 海道日大高
″  横 沢   滋 27 深 川 西 高
内 野  社   新 吾 26 瀬 戸 内 高
〃  酒 丼  司 23留 萌 高
″ 〇 高 木  吉 夫 25 中 央 学 院 大
〃  菅 野  建 二 25 旭 川 竜 谷 高
″  斉 藤   豊 22 東 京 農 大
〃  横 り1 衛 29北 見 工 高
〃  五 味 川 勝 義 19 函 館 有 斗 高
〃  工 藤   仁 20 函 館 有 斗 高

外 野  阿 相  信 義 20 東  北  高
〃  平  紀 陽 典 27 日大東北I高
〃  佐 藤  耕 治 24 蘭  越  高
〃  北   延 尚 20 広 島 盈 進 高
〃  日 下  幸 弘 21 広 島 至 誠 高
〃  五 昧 川 勝 茂 21 函 館 有 斗 高

秋 田相 互銀行
監 督  山 中   寛 36 横  手  高
投 手  熊 谷  信 次 22 秋 田 中 央 高
〃  斎 藤  広 樹 18 金 足 農 高
″  竹 村  篤 幸 22 大  曲  高
″  千 葉  正 則 28 大 館 商 高
〃  石 崎   透 31 東  洋  大

捕 手  渡 辺  博 之 28 大 館 商 高
〃  菅 原   敏 25 +和 田 高
〃  藤 田  昌 嘉 18 大 館 商 高
A野 ()堀丼  政 志 28 秋 田 商 高
″   佐 々 木 直 イ〒 23 秋田経法大付高
〃  桜 庭   仁 27 秋 田 商 高
〃  斎 藤   哲 26 本  荘  高
〃  岡 本  丈 義 19 能 代 商 高
〃  岡 村  利 彦 19 秋 田 商 高
〃  伊 藤 市 之 丞 19 大 曲 農 高

外 野  嵯 峨   修 22 秋 田 中 央 高
〃  斎 藤  忠 彦 30 大 曲 震 高
〃  南 都   洋 23 秋 田 中 央 高
〃  京 屋  建 司 23 肯旨 代  高
〃  高 IIS  明 23 秋 田 商 高
〃  貝 塚   肇 24 金 足 震 高

N丁丁蘇劃ヒ
小 窪  敬 -38 関 東 学 院 大
小 窪  敬 -38 関 東 学 院 大
斉 藤  孝 弘 29 福 島 商 高
君 島  厚 志 26 立  正  大
大 倉  浩 悦 26 東 北 福 祉 大
池 田  敏 昭 23 酒 田 正 高
越 田  仁 孝 22 青 森 北 高
添 田  光 夫 22 平  工  高
渡 辺  智 晴 20 勿  来  高
菊 田  善 信 30 駒  沢  大
多者ら守 正 弓ム 24 明  '台  大
山 内   聡 23 青 森 北 高
福 地 日出 雄 30 東 京 農 大
伊 藤  友 喜 28 関 東 学 院 大
板 丼  博 行 26 東 京 農 大
大 竹   睦 24 帝  京  大
矢 萩  幸 -23 日 本  大
柿 久 保 健 二 23 東  洋  大
力□藤  秀 興 20 羽 黒 工 高
['小野  亨 30東 京 農 大
多 田   浩 25 帝  京  大
佐 々 木 義 明 22 -関 商 工 高
戸 羽  英 之 21 -関 商 工 高
三 瓶   仁 20 学 法 石 川 高
佐 藤  喜 克 20 名  取  高

日 本 石 油本 田 技
田代  克 業 34
岡 本  隆 之 26
日 里予  伸 ―- 23
中 屋  桂 介 25
森   政 明 24
竹 中  勝 男 24
田 口  権 ―- 20
加 藤  真 二 21
田 中  猛 宏 20
上 田  治 伸 25
長 丼  研 介 30
字 田 川 丈 昌 26
安 藤     強  24
朝 山  憲 重 22
西   俊 児 23
鈴 木  和 芳 22
西 山  英 -24
鴇 田  良 -24
山 田  仁 寿 21
青 木  ― 芳 25
荻 原  俊 文 26
金 子  誠 -23
″8り ‖ 剛弓弓ム 27
吉田  均 25
橋本   勉 23
0雨堤  浩久 33

研
中  央  大
青 山 学 院 大
東  洋  大
ftt  Pヨ   「 ヨ
創  イ面 大
駒  沢  大
PL学 園 高
米 沢 中 央 高
中  越  高
駒  沢  大
中  央  大
日 本  大
東  海  大
PL学 園 高
専  修  大
喜 多 方 商 高
法  政  大
国 士 舘 大
修  徳  高
拓 大 ― 高
亜 71B亜 大
,去  政  大
近  畿  大
法  政  大
青 山 学 院 大
中  央  大

N丁丁信 越
JO沢 敏 幸 37 Jヽ 諸 商 高
高 野  正 美 22 大  宮  高
田 島  英 孝 19 岩 国 工 高
村 丼  勝 美 18 岩 国 商 高
市 原  勝 人 22 日  本  大
安 藤 奈 賀 男 30 松 本 工 高
木 下  恵 -22 二  俣  高
田 回  勝 好 27 名古屋商科大
北 沢  昇 22亜 細 亜 大
高 橋  昭 =25 松 商 学 園 高
常 盤  圭 介 26 帝  京  大
末 サ ー B召 22徳 山 大
金 子  昌 彦 24 糸魚川商工高
渡 辺  勇 治 27 立  正  大
藤 嶋  ― 利 27 中  央  大
須 田   聖 25 帝  京  大
土 居  誠 人 23 新  田  高
西 条  明 博 32 専  修  大
鈴 木  正 洋 21 三 重 海 星 高
横 丼  信 -26 法  政  大

○ 加 藤  桂 二 28 専  修  大
松 沢  浩 史 23 愛 知 学 院 大
佐 藤  章 夫 20 市 立 尼 崎 高
岡 部  道 明 23 中  央  大
箱 山  和 宏 23 岩 村 田 高
石 田三 知 夫 26 長 野 商 高

貢員  毛ぎ
監 督  久 保 田 美 郎 39
投 手  伊 藤  敦 規 23
〃  鈴 木  浩 実 23
″  渡 辺  桂 -26
″  苅 田  誠 二 20
″   カロ

'台
   抜く 27

〃  松 浦  義 興 23
〃  谷 津 田 順 -26
捕 手  黒 岩  幸 則 25
〃  佐 竹  茂 ll1 19
〃  高 橋  大 造 21
内 野  森 山   茂 26
″  高 野  詳 宏 27
〃  堀 尾  B召興 22
〃  佐 藤  敏 -22
〃  大 島  照 之 23
〃  荒 木  健 二 26
〃 〔)向山  隆 康 29
″  清 水  隆 -27
〃  富 田   篤 22
外 野  佐 藤  和 弘 22
″  黒 木  義 美 22
〃  横 谷  彰 将 23
〃  伊 吹  淳 -24
〃  宮 里   太 22
″  木 村  重 徳 26

ヤ マ
川 島  勝 司 44
河 丼   誠 25
藤 村  勝 -20
西 村  龍 次 19
山 中  保 彦 24
徳 山  英 之 2]
高 久   孝 29
留」 秋 農 3]
太 田  健 次 33
直 丼  慎 吾 22
吉 田  憲 之 24
佐 藤  正 則 29
冨 永  哲 司 24
浜 名  恭 史 24
中 山   淳 29
山 本  秀 樹 33
武 居  邦 生 31
宮 坂  重 雄 23
鈴 木  康 -20
野 田  昌 睦 23
中 村  和 彦 27
西 川  公 紹 29
金 指  幸 男 24
高 重  隆 治 26
小 林  直 樹 29
後 藤  政 広 23
内 藤  雅 人 23
小 阪 田  宏 25

プ リンスホテル
石 山  建 -44 早 稲 田 大
水 沢  博 文 20 金 足 晨 高
吉 田  幸 夫 28 青 山 学 院 大
橋 本  武 広 22 東 京 農 大
石 丼  文 裕 22 法  政  大
鈴 木  政 明 36 勝  山  高
守 永  紀 之 25 近  畿  大
原   幸 仁 23 諏 訪 清 陵 高
末 木   久 25 東  海  大
杉 本  隆 雄 19 PL学 園 高
宮 里 多 美 男 26 興  南  高
瀬 戸 山 満 年 24 中  京  高
住 吉  義 則 22 竹  早  高
カロ藤 真 名 不 20 宇 都 宮 工 高
」01 博 文 20 拓 大 紅 陵 高
戸 栗  和 秀 22 駒  沢  大
山 本  順 -19 Jヒ  陽  高
石 丼  浩 郎 22 早 稲 田 大
足 立   修 23 早 稲 田 大
清 水  克 海 21 松 商 学 園 高
中 島  輝 ± 24 柳  り‖ 高
田 辺   晃 22 日 大 三 高
0村 中  秀 人 28 東  海  大
鈴 木  康 生 24 早 稲 田 大
高 木  慎 -22 法  政  大
谷 中  雅 治 20 国学院栃木高

監 督  磯 部  史 雄 38
投 手  岡 田  邦 彦 26
〃  藤 富   学 22
″  保 戸 田 勝 利 22
′ノ    日∃Eコ     獅長 24
〃  石 田  文 樹 20
〃  五 十 嵐 章 人 18
″  金 沢  健 -20

捕 手  佐 藤  孝 治 24
〃  対 馬  昭 男 28
〃    徳 永  未井,台 18

内 野  中 葉 伸 二 郎 27
″  大 久 保 盛 義 27
〃  若 井  基 安 23
〃 0石 川  正 之 25
〃  伊 藤  義 樹 23
〃  安 岡  靖 晃 22
〃    デ果      環= 22〃  /1口  和 人 22

外 野  鈴 木  慶 裕 23
〃  田 島  信 昭 27
〃    玉 り‖    寿  28
〃  曽 根 原 博 志 28
〃  奥 原 万 佐 紀 24
〃  田 中   泰 24
〃  山 下  正 浩 21

ハ
中  央  大
日  大  高
静 岡 西 高
寒  り  高
専  修  大
富 士 学 苑 高
駒  沢  大
車甫  (ニ  フて
安 積 商 高
名古屋字院高
亜 細 亜 大
関 東 学 院 大
浜  名  高
駒  沢  大
立 命 館 大
名  IIn 大
国 士 舘 大
中 京 商 高
浜 北 西 高
名  城  大
駒  沢  大
中  央  大
駒  沢  大
青 山 学 院 大
亜 細 亜 大
掛 川 西 高
東  ,羊  大
中  央  大

王 子 製紙春 日丼
監 督  龍 神  光 美 33 御 坊 商 工 高
投 手  橋 本   祥 19 鳥  羽  高
″  古 木  誠 人 21 延 岡 学 園 高
〃  篠 崎  浩 行 20 坂  城  高
″  新 美  寿 通 29 半 田 工 高
″ 0秋 末  誠 司 25 米 子 工 高

捕 手  佐 古 口  憲 22 新  宮  高
〃  岩 本  克 尚 23 日  大  高
〃  鈴 木   弘 24 愛 知 工 高

内 野  佐 藤  敏 夫 29 半 田 正 高
〃 東 1■幸 2]新 宮 高
〃  進 藤  理 正 19 弘 前 工 高
″  近 藤  岩 男 29 吉 原 工 高
〃  仙 波  泰 三 22 兵 庫 商 高
〃  窪   祐 二 18 愛  知  高

外 野  野 垣  和 夫 20 東  邦  高
″  棚 橋  祐 司 23 岐 阜 南 高
″  山 本  和 人 23 中 京 商 高
〃  内 田   力 22 愛  知  高
〃  田 中  和 武 19 清  水  高
〃  山 内   悟 33 岐 阜 工 高

本 田技研 鈴鹿
監 督   名 禾日 克 己 39 木更津中央高
投 手  樋 口  英 樹 26 桜 丼 商 高
〃  鳴 戸  英 治 24 近  畿  大
″  塩 崎  章 生 27 新 宮 商 高
〃  有 田  聖 -23 東  海  大
〃  吉 村  良 彦 19 智 弁 学 園 高
″  近 田  豊 年 22 明 徳 義 塾 高

捕 手   葉 室  太 息Б 21 東洋大姫路高
〃  小 谷  洋 志 19 明 徳 義 塾 高
〃  森 田  昌 章 24 愛 知 学 院 大

内 野 荒 り  透 23駒 沢 大
〃 0山 中  茂 直 27 法  政  大
〃  肥 田  泰 彦 24 東  海  大
〃  西 田   豊 19 明  野  高
″  岡 崎  rtL-27 県 l●阜 商 高
〃  大 西   満 26 立 命 館 大
″  今 山  和 之 2]智 弁 学 園 高
〃  高 塚  昌 久 24 立 命 館 大

外 野  右 京   哲 26 法  政  大
〃  大 久 保  隆 27 桜 美 林 高
〃  佐 々 木 健 二 22 中  京  高
〃  間 宮  健 次 20 浜 松 商 高
〃  全 並  和 彦 33 愛 知 学 院 大
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日本 lBM野洲
監督  鴨 田  勝 雄 47 法  政  大
投 手  西 殿  和 成 22 愛 知 工 大
〃  宮 本  聡 己 25 福 丼 工 大
″  田 中  嘉 尚 24 同 志 社 大
〃  川 尻  豊 春 23 佐 世 保 工 高
″  中 西  孝 司 26 日  体  大

丼 戸  英 裕 23 日  野  高
長 縄   匠 19 東 海 大 I高
田 村  元 -24 福 岡 工 高
坂 上  博 文 26 近  畿  大
青 山  孝 -24 東 北 福 祉 大
0飯 田  孝 雄 25 法  政  大
藤 田  吉 男 24 京  産  大
小 松 崎 雄 志 24 天  理  大
坂 上  正 樹 25 立 命 館 大
落 合  範 -25 同 志 社 大
藤 原  良 -23 同 志 社 大
山 崎  義 博 19 佐 世 保 工 高
渕 田  誠 24近 畿 大
田 嶋  清 隆 19 高 知 商 高
山 本   貴 22 法  政  大
芳 村  直 樹 22 智 弁 学 園 高

松 下 電 器
監 督  鍛 治 舎  巧 36 早 稲 田 大
投 手  山 村  昌 也 23 関  西  大
〃  北 口  勝 久 32 早 稲 田 大
〃  渡 辺  ― 博 25 大  商  大
〃  石 田 富 士 男 28 日 体  大
〃  米 澤  秀 典 25 大 阪 学 院 大
〃  原   邦 彦 28 岡 山 東 商 高
″  大 濱  兄 樹 20 守  口  高
〃  潮 崎  哲 也 19 鳴  門  高
捕 手  大 本  二 郎 30 倉 敷 工 高
〃  丼 口  義 則 26 吉  備  高
〃  善 家   悟 20 Jヒ 宇 和 高
内 野  篠 崎  宏 道 28 近  畿  大
〃  北 野  敏 史 26 箕  島  高
〃  谷 川  和 宏 22 報 徳 学 園 高
〃  山 尾  修 二 24 近  畿  大
″  太 田  晃 生 24 大 阪 学 院 大
〃  広 岡  資 生 27 早 稲 田 大
″  奥 代  恭 -27 関  西  大
〃  原 丼  和 也 19 箕  島  高
外 野  澤 田   裕 25 大  商  大
″  志 場  正 照 24 関  西  大
″  小 野  忠 史 26 東  洋  大
〃  島 田  行 雄 32 近  畿  大
″ ●平 岡  靖 彦 28 日 体  大
″  大 本寸 庄 イ4・ 19 智鼎和歌山高

新 日本製鐵広 畑

中 山 製 鋼
監督  小 坂  信 夫 43 倉 敷 商 高
投 手  藤 野  悦 勝 20 興  南  高
〃  玉 寄   尚 23 興  南  高
〃  篠 原   勲 20 松  原  高
〃  出 原  宏 祥 ]8 新  宮  高
〃  伊 藤  ― 秋 23 柏  原  高
〃  江 り  修 22高 知 東 高
〃  山 崎   剛 19 田 辺 工 高
〃  山 本  泰 徳 23 姫 路 別 所 高

捕 手  中 田  統 章 20 藤 丼 寺 工 高
〃  尾 野  桂 司 19 笠  田  高
〃  岡 崎 慎 太 郎 24 藤 丼 寺 工 高
内 野  森 脇  勝 二 24 太  成  高
″  辻 岡  宏 和 23 箕  島  高
〃  山 本  真 也 18 安 芸 工 高
″  竹 原  秀 樹 23 勝  山  高
″  山 田  利 光 20 Jヒ  陽  高
〃  矢 野  澄 人 21 大  島  高
〃  徳 永  智 ± 18 近 大 付 高
〃  俵 積 田 和 宏 24 大  鉄  高

外 野  豊 長  哲 也 22 報 徳 学 園 高
″  松 井   弥 24 西  成  高
″  長 丼  政 弘 20 大  鉄  高
〃 O谷 本  浩 -24 大  鉄  高
〃  森   徳 克 20 都  城  商
〃  吉 田   勉 19 サ‖ 島  高

日本鋼 管福 山
監 督  山 内   明 39 盈  進  高
投 手  古 賀  雅 裕 20 佐 賀 学 園 高
〃  塩 山  康 浩 22 熊本第一工高
″  小 西  計 三 19 因 島 北 高
〃  田 代  政 治 25 ノヽ  幡  大
〃  安 冨  洋 二 22 関  西  高
〃  ,兵 □   守 28 弓削商船高専
〃  江 原  弘 敏 24 福 岡 工 大
捕 手   古 谷  義 浩 21 多々良学園高
〃  白 石  則 幸 3]西  条  高
″  安 永  利 和 25 尼 崎 北 高
″  大 倉  孝 -25 駒  沢  大
内 野  」Ч I 浩 -22 佐 賀 学 園 高
″  戸 田  好 孝 23 広  陵  高
″  西 嶋  哲 久 26 近  畿  大
〃  村 上  文 敏 25 駒  沢  大
″  岡 田  和 則 24 府 中 東 高
〃  岩 野  好 伸 27 東  洋  大
〃 O渡 部  ― 治 32 駒  沢  大

外 野  松 浦  伸 生 31 下 関 商 高
″  佐 名 木 睦 夫 32 盈  進  高
″   佐 藤  '羊―-28 二松学舎大付高
〃  小 林  雅 彦 25 近  畿  大
〃  木 村  浩 29大 商 大
〃  中 山  英 ± 20 唐 津 商 高
〃  六 条  誠 -37 高 松 ― 高

日産 自動車九州
監 督  三 田  建 -33 日  本  大
投 手  阿 部  克 B召 18 号J府 商 高
〃  藤 丼  政 夫 18 唐 津 商 高
″  山 田   章 19 佐 世 保 実 高
〃  横 山  正 幸 19 鹿 屋 工 高
〃  大 石   大 29 日  本  大

捕 手  水 谷  邦 男 35 帝  京  大
〃  鬼 木   修 24 苅 田 工 高
〃  町 田  宇 公 29 横 芝 敬 愛 高
〃  江 副 光 則 18佐 賀 工 高
内 野  鈴 木  勝 則 28 東  海  大
〃  植 山  文 彦 18 中 津 工 高
″  山 本   智 28 早 稲 田 大
″  大 塚  英 司 19 号J府 商 高
〃  野 村  浩 樹 25 苅 田 工 高
〃 OJり 1 孝 之 29 国 士 舘 大
〃  東   艮 -32 東  海  大
〃  三 田  建 -33 日  本  大

外 野  藤 原  正 巳 18 東 海 大 五 高
〃  大 塚  勝 明 28 帝  京  大
〃  松 井  真 二 18 九 州ヽ 産 高
〃  鳥 越   巧 19 鹿児島商工高
〃  Jヽ り‖ IE洋 20 科学技術学園

新 日本製鐵堺
監 督  中 川  善 弘 35 和 歌 山 工 高
投 手  野 茂  英 雄 19 成 城 工 高
〃  亀 田  憲 次 20 大  成  高
〃  Jヒ 浦 伸 ,台 19渋 谷 高
〃  九 鬼  善 信 23 堺  西  高
〃  小 椋  茂 夫 23 適  摩  高
〃  清 水  信 英 30 興  国  高

捕 手  浦   誠 哉 30 PL学 園 高
″  中 野  敏 行 28 4ヽ 倉 商 高
〃  浜 田  秀 史 21 明 徳 義 塾 高
〃  l10野  浩 -19 伊 野 商 高
内 野  杉 本  不0也 20 渋  谷  高
〃  馬 場  敏 史 23 柳  リロ 高
″  江 川  正 起 23 箕  島  高
〃 O浦 東  靖 28新 宮 商 高
〃  山 下  裕 司 25 西 野 田 工 高
″  丼 上   忠 27 専  修  大
〃  石 原   貢 25 柳  り‖ 高
〃  木 村  義 ± 20 柳 ケ 浦 高
″  三 原   薫 26 同 意 社 大

外 野  西 垣  公 策 26 県和歌山商高
〃  久 保  恭 教 23 生 野 工 高
″  浦 東  徳 明 26 新 宮 商 高
〃  米 倉  格 二 25 成 城 工 高
〃  近 沢  B召 二 20 明 徳 義 塾 高

三 菱 重 工広 島
監 督  佐 々 木 幸 治 36
投 手  寺 田  文 俊 24
〃  辻 井  義 隆 19
〃    桐 野  政 イ■ 24
〃  疋 田   豊 28
〃  山 村  力 人 29
〃  神 谷  幸 秀 26
〃  山 下  llt二 2]

捕 手  吉 岡  秀 =22″  佐 々 木 圭 司 23
″  大 森  光 生 36
内 野  横 丼  辰 文 24
〃 o金 光  興 二 32
〃  正 伝  芳 則 26
〃  小 松  章 広 20
″  若 松  茂 樹 33
″  佐 々 木 幸 治 36
〃  山 辺  邦 彦 19

外 野  多 田  清 和 29
〃  植 田   巧 26
〃  松 岡  信 吾 28
″  浅 岡  伸 男 24
〃  富 士 野 誠 示 34
〃  井 上  敏 之 34

住 友 金
清 水  長 寿 35
寺 坂  友 秀 ]9
小 本多  大 三  26
高 橋  修 二 30
吉 木  直 也 25
森 沢  洋 水 ]8
古 賀  達 也 28
西 岡  良 展 25
樋 里予   徹  22
羽 佐  吉 史 23
佐 藤  雄 樹 27
中 田   等 26
福 本  保 彦 22
0筒 丼  大 助 29
襴こEコ   ーー糸己 19
岩 田  充 裕 22
田 中  祐 司 29
西   幸 二 21
四 田  勝 康 30
畑 山  俊 =22
勘 佐  寿 人 20
家 永  裕 章 21
高 津   淳 19
,‖ 火田争申――自Б 20
栗 山  和イlr 27
三 好  ―幸 34

属
早 稲 田 大
笠  田  高
和 歌 山 工 高
高  知  高
関 西 学 院 大
安 芸 工 高
佐 賀 竜 谷 高
早 稲 田 大
平  田  高
御 坊 商 工 高
早 稲 田 大
同 志 社 大
高  知  高
関 西 学 院 大
柳  川  高
近  畿  大
剛弓  P5  Fヨ
新 宮 商 高
浪  商  高
近  畿  大
箕  島  高
向  陽  高
報 徳 学 園 高
鹿 児 島 商 高
明  治  大
東海大相模高

駒  沢  大
東  ,羊  大
大 洲 震 高
今 ,台 北 高
伊 野 商 高
513沢 大
帝 京 第 五 高
穴  吹  高
松 山 商 高
明 徳 義 塾 高
大 方 商 高
近  畿  大
東  '羊  大
明 徳 義 塾 高
同 志 社 大
立  正  大
九 州 東 海 大
駒  沢  大
新 居 浜 工 高
専   修  大
駒  沢  大
松 山 商 高
新  田  高
Jヒ  ≠【  Fヨ
日  体  大
駒  沢  大

監 督
投 手

捕 手

内 野

外 野

河 内  佳 征 45 盈  進  高
桐 野  太 -20 豊 岡 実 高
大 東  一 仁 24 山  崎  高
藤 高  俊 彦 28 イヂ 香  高
足 達  尚 人 21 東洋大姫路高
津 田  宗 明 24 福 山 工 高
黒 石  康 晴 2]市  川  高
夜 久  幸 治 27 福 知 山 高
阿 山  正 人 20 東洋大姫路高
定 詰  雅 彦 2]広  陵  高
那 部 長 浩 至 22 奈 良 商 高
O応 武  篤 良 29 早 稲 田 大
黒 田  純 生 30 和 歌 山 工 高
大 墨  弘 幸 20 東洋大姫路高
青 木  正 和 21 明 石 商 高
林   道 義 23 香  寺  高
児 玉  貴 志 24 和 歌 山 工 高
福 田  栄 治 24 立 命 館 大
北 野  悦 司 21 和 歌 山 工 高
砂 田  弘 樹 23 江 津 工 高
原 田  三 郎 23 志 度 商 高
山 前   徹 19 江 津 工 高
尾 形  正 己 34 山  崎  高
船 越  敏 彦 27 近  畿  大
杉 本  拓 也 19 熊 本 工 高
山 脇  建 己 25 同 志 社 大

'去
 政  大

徳  山  大
香  住  高
東洋大姫路高
八 代 学 院 高
東  ,羊  大
広  島  大
大  田  高
月員  里予  雇ヨ
,去  政  大
明  治  大
近 大 工 学 部
,去  政  大
広 島 商 高
高 知 東 高
東  ,羊  大
法  政  大
山  陽  高
国 士 舘 大
松 山 商 高
八 代 学 院 高
松 山 商 高
西 脇 工 高
山  陽  高

N丁丁九 州
柴 田  克 己 34 福  岡  大
城 間  盛 智 21 沖 縄 水 産 高
奥 村  高 次 23 ノヽ  幡  大
平 丼  英 臣 24 九 州 東 海 大
小 島  善 博 19 対  馬  高
野 村  祐 -20 津 久 見 高
安 武  政 治 26 熊 本 工 大 高
竹 内  康 之 23 九 州 東 海 大
松 本  泰 彰 26 苅 田 正 高
仲 村  正 利 27 沖縄北部工高
藤 本  智 久 19 九 州 学 院 高
嶋 谷  守 保 23 九 州 東 海 大
嶋 り 栄 ,台 21阿 蘇 農 高
鎌 田  慎 -26亜 細 亜 大
丼 手  千 秋 24 立  正  大
奥 村  寿 文 24 鎮  西  高
諸 喜 田  靖 21 沖 縄 水 産 高

○松 本  敏 郎 27 亜 網 亜 大
山 口  天 亀 23 ノヽ 女 工 高
伊 東  修 27駒 沢 大
大 橋  宗 純 30 専  修  大
角   禾り信 24 鹿児島商工高
端 山   浩 28 九 州 東 海 大
榊 原   寛 26 熊 本 工 大 高
石 田  順 也 24 熊 本 工 高
小 林  裕 -28 熊 本 工 高

監 督  幸 田
投 手  久 利
′′   西 川|

″  篠 宮
〃  渡 辺
〃  自 丼
〃  土 田
〃  滝 下

捕 手  自 石
〃  武 田
〃  夕 部
″  芝
内 野  緒 賀
〃   」 そヽ岱
″  山 本
〃  板 東
〃  竹 島
〃  篠 原
′/     1J日 産泰
〃  金 森
外 野  武 田
〃  松 田
″ 0石 元
〃  三 好
″  神 田
″  三 倉

NT丁四 国 四 国 銀 行
監督  城 下  照 男 33 専  修  大
投 手  宮 本  典 幸 29 帝  京  大
″  橘 谷  正 人 26 大  商  大
〃  浜 田  孝 伸 24 東  邦  大
″  池 内   聡 23 専  修  大
〃  山 本  智 久 30 池  田  高

捕 手  渡 辺   毅 28 専  修  大
〃  宮 本  章 彦 26 東 京 経 大
″  末 光  賢 二 22 松 山 商 科 大
内 野 O薬 師 神 一 成 29 京  産  大
″  西   弘 顕 27 明  治  大
〃  伊 名  正 道 26 東  洋  大
″  森 田  洋 生 25 明  治  大
〃  谷 岡  秀 -24 亜 細 亜 大
″  森   正 隆 28 明  治  大
外 野  井 上  幹 也 25 愛 知 学 院 大
〃  宮 本  雄 二 24 神 奈 川 大
〃  田 中  靖 秀 23 近  畿  大
″  森 田  建 司 22 明  治  大
″  阿 部  稔 29大 商 大
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1988年 (昭和63年)10月 24日 >10月 31日 大阪球場

(初優勝)

松  ド 電  器 (近 畿)
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本田1支研熊本 1-

芝東

4-一

′212-

東   芝 6-一

芝

社会人野球で初めてDH(指 名打者)制 が採用され、「打」の新記
録ラッシュの大会となり、投・攻・守に充実 した東芝が史上初の

都市対抗に続く“夏秋連覇
¨
を達成した.

本塁打が75本の新記録t安打数も492本 と大幅に増え、中でも一
回戦のNTT中 国―東海理化戦は両チーム合わせて35安打の舌L打
戦。投手受難を象徴するような試合となった。
優勝の東芝はソウル五輪帰りの菊池と、若い三原の両投手が安

定、打線は福本、梁原の両ベテランを軸に前日、丹波、南測、田辺ら
強打者ぞろいで、他のチームをFI倒 した。 5試合の総得点は新記
録となる51点 で「10点打線Jに加|え、守りの良さが日についた。都市対
抗優勝に気を緩めず、全員が常勝を目指した集中力は特筆できる。
準優勝の本田技研熊本は初戦で松下電器、準々決勝で新目鉄堺
と西のV候補を撃破 して波に乗った。内山、尾崎の両投手が力投、
久保、竹田、内村の打撃陣も好機を逃さなかった。ベス ト4の 四国
銀行は 1試合 5本塁打を2回記録するなど、大会新の16本塁打の
パワーで旋風を巻き起こした。創業100周 年の日本石油は若手中
心ながら、力強い投打で 4強にガッチリ食い込んだ。また、初出場
でベス ト8の 大阪ガスの健闘も光ったて逆に松下電器、新日鉄

堺はそれぞれ潮崎、野茂という全日本のエースがいながら、投手起
用を誤まり、力を出し切れず敗れたのは残念だった。
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>委員長 =米谷道雄 >副委員長=三輪武、山川11司 >幹事 =三宅享次、岡本好 二、津田浩嗣、永野元玄 >委員 =原田謹爾、戸田直佑、清沢忠
彦、本郷良直、片岡成夫、広沢渉、本嶋一黄、11杉 TF、 岸野金治、樫根清 、大橋慶 三、小林勉、桃田晴彦、中西則夫、河島秀喜、桂等、古田龍男、鹿
日]証道、生越芳明、東優孝、辻喜正、巽正一、岡本良 、美馬洋、中川雅夫、宮木明、小田昇、土井池憲治、杉中豊、llllH勇 、長谷至康、永IH謙治、メι
屋琢美、伊東登、大石泰、梶浦照樹、宮奥欣声l、 赤メ1淳二、山名俊雄、杉原徹一、中村正治、浜田ll l、 布施勝久、西尾由紀治



75回言己念大会 大会言己録 社会ス野球日本選手権大会 2鉾被

▽10月24日
第 1試合=1回戦(午前10時 5分開始)

本田技研熊本 000 100301 002
N tt T東 北 100003001000
卜審 判 (球審 )大橋 (塁 審 )西 尾 、生 越 、桃 田

>本塁 打 =多 田 ]号 (尾崎 )猪狩 ]号② (尾崎 )坂本
]号 (越田 )>二 塁 打 =戸 羽 、藤 木 、山 本 、三 瓶 >犠
打 =本 2(清原 2)N3(戸 羽 、板 井 、柿 久 保 )>盗 塁
=本 3(坂本 、安 藤 、河 野 )>失 策 =Nl(藤 木 )>試
合 時 P88=3時 間 15分

初 勝 利 ｀足 、で も ぎ と る
○…延長十 い|の  死満年の好機を最悪の併殺で逃し
た本||1技研熊本,「 ニト|、 IIび クピニ、1準の好機をつか
んだが、得津が2-1後の4球目にスクイズを失敗した だ
が、ここで百flll秒5のイダ天、九番の内村が外角のシュート
を、パットの先に引っ掛けると'1たりそこねの打球は遊撃真il
面iに 転がる平ノヽLなゴロ̀,こ れが遊撃の前でピューンと跳ねた.

柿久保の捕球タイミングがずれ、 瞬、ポールを握り直してか
ら 塁́へ投げたが、内村は間 一髪 早を走り抜けていた。
内村の俊足でもぎとった決1券点だった 「3■振をしていた
からミートだけを心掛けました。足だけが取りえですから、バット
に当たれば、力いっぱい走ること力ヽ業にできることでした」と内
オす。

第 2試含=1回戦(午後 1時51分開始)

>審判 (球審 )小林 (塁審 )岡本 艮 、中 川 、原 田

回 安 振球 責
平  田  8 7133

>本 塁 打 =村 瀬 1号 (清水 )>二 塁 打 =並 木 >犠打
=河 4(牛尾 、盛 、清 水 、安 間 )新 3(石原 、浦 東 靖 、西
垣 )>盗 塁 =新 1(馬 場 )>試 合 時 間 =2時 間 8分

第 3試含=1回戦(午後 4
日本IBM野洲 200 002 010 5
王子製紙春日丼 100 100 000 2
>審判(球審)永野(塁審)宮木 大石、浜田(外審)岡本良 中川

【 BM野 洲】打安 点 振球  I王子春日丼】打 安 点振球

犠 併 残      犠 併 残
2  1  8 36125 3 2     1  1  5 336 2 1 0

回 安 振 球 貢
丼  戸  9 6102  篠

秋
新

>本塁 打 =太田代 ]号② (篠 崎 )仙波 ]号 (丼戸 )棚
橋 1号 (丼戸 )飯 田 ]号② (篠 崎 )2号 (篠崎 )>二塁
打 =藤原 >犠打 =12(藤 田 2)王 ](岩井 )>盗塁
=王 ](山 本 )>失 策 =12(太 田代 、飯 田 )>試 合
日寺間 =2時 間 20分

▽10月 25日
第 1試合=1回戦(午前 9時10分開始)

四 国 銀 行 104111011
三菱自動車川崎 110 011 030
>審判 (球審 )木嶋 (塁 審 )中西 、イヌ東 、原 田

犠 併 残
2  1  1 36129 1 0

>本塁 打 =薬 師 神 1号 (J埋予孝 )西 ]号0(小 野 孝 )

宮 本 章 1号 (吉 沢 )谷 岡 ]号 (吉沢 )斉藤 1号 (橋 谷 )

平 野 1号③ (山本 )田中 ]号 (小笠 原 )>二塁打 =斉
藤 、宮 本 雄 、薬 師 神 、檜 原 >犠打 =四 2(伊名 、森 田
洋 )三 1(鶴 見 )>盗 塁 =三 3(清水 、柿 田 、村 田 )>
失 策 =四 ](谷岡 )三 2(」 埋予孝 、和 田 )>捕 逸 =宮
本章 >試合 時 間 =2時 間32分

第 2試含=1回戦(午後 0
新 日鉄八幡 002210100
大昭和製紙北海道 001 010 201
>審判(球審)上杉 (塁審)長谷、梶浦、杉原

>本塁打 =丸谷夫 1号② (渡 部)高木 ]号 (池 田宣 )イヌ藤
1号● (渡部 )藤崎 1号 (渡部)>三塁打 =丸谷夫 )二塁
打 =松田、高木、山中 >犠打 =新 2(鉄見、田村)>盗 塁
=大 6(高 木、平 3、 酒井、阿相)>失策 =大 2(横川、渡
部)>暴投 =池田宣 2>試合時間 =2時 間47分

第 3試含=1回戦(午後 3時30分開始)
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>審判(球審)西尾(塁審)吉 田鹿多、土丼池(外審)山名 丸屋
【神戸製鋼】打安点振球 【ヤ マ 八】打安点振球0,甫 本 41001 ④ 山  本 400000能  勢 10102 0金  指 40020
2  1コ本寸言兼 5 0 0 0 0  ()  E日   本寸 3 0 0 0 1D 高 野 42210 ⑤  武 居 410009 日 川 32010 31 /」 阪ヽ田 431003 嵯 峨 31 01 0 0 内 藤 420000 丹波谷 30010 D 宮 坂 3101]
8 若  狭 10000 0 佐  藤 40000
⑤  戸  塚 42210 0 浜  名 100100川 原崎 3101]H 吉  田 10000

6 鈴  木 00000
犠 併 残      犠 併 残
4  0  7 31 9 5 6 4     1  2  7 327 1 4 2
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>本塁 打 =高野 ]号② (西村 )小阪 田 1号 (江坂 )>
犠 打 =神 4(能勢 2、 日川 、嵯 峨 )ヤ 1(浜名 )>盗塁
=神 3(浦本 、川 原 崎 2)ヤ ](宮 坂 )>失 策 =神 1

(中 村 謙 )ヤ 2(武居 、佐 藤 )>試 合 時 間 =2時 間 30
分

第 4試含=1回戦(午後 6時32分開始)

>審半J(球審)三宅(塁審)美馬、辻、杉中(外審)山名、丸屋

>本塁打 =北□ 1号② (渡辺 )宇佐 美 ]号② (渡辺 )

下岡 1号 (渡辺 )大谷 ]号0(青 野 )>三 塁打 =北 口
>二塁打 =原 2、 河 丼 、宇 佐 美 >犠打 =N2(宇 佐
美、津 江 本 )>盗 塁 =N2(千 川 、原 )>矢 策 =N]
(千川 )東 2(蛭川 、辻本 )>試合時 間 =2時 間49分

鼎言曇露::::♀ :::臭 |:

球
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
　
２

振
０
２
１
０
０
１
２
０
１
０
０
０
０
１
０
１
　
９

点
１
０
０
１
０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
４

安
４
０
０
１
１
２
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
　
‐０

打
５
３
１
１
４
５
４
４
２
１
０
１
０
３
２
２
　
３８

剛
｛
社
申
﹈
平
﹈
』
﹈
嘲
』
¨
一
粋
北
脚
﹇
は

０ ８

剛
④
⑤
Ｈ
６
③
⑤
⑨
③
⑦
Ｈ
７
Ｈ
７
Ｄ
②
２
犠
。

球
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
　
　
　
　
　
　
０

振
０
０
１
１
３
１
０
０
１
０
　
　
　
　
　
　
　
７

点
０
０
０
２
２
０
０
０
０
２
　
　
　
　
　
　
　
６

安
３
０
１
２
２
２
０
３
０
２
　
　
　
　
　
　
　
‐５

打
５
４
５
５
５
５
０
５
４
４
　
　
　
　
　
　
　
４２

鋼
中
巾
﹇
癬
¨
時
『
﹇
﹇
い
　
　
　
　
　
　
は

０ ‐‐

肺
Ｏ
◎
◎
Ｑ
⑨
Ｄ
Ｒ Ｄ
Ｏ
⑦
②
　
　
　
　
　
　
犠
２

球
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
　
１

振
２
０
０
０
０
０
２
１
１
２
０
１
　
９

点
０
１
０
０
０
１
３
０
１
２
２
０
　
‐０

安
０
１
１
０
０
４
１
２
２
１
２
１
　
‐５

打
３
１
１
４
１
５
５
４
５
５
５
４
　
４３

日
川
田
　
野
破
本
谷
山
　
瀬
馬
藤
残
７

中
¨
嘩
中
』
】
け
』
﹈
¨
¨
嗜
¨
剛

０ ‐

球
０
０
０
０
０
２
０
０
０
１
０
０
　
３

振
１
０
１
１
０
０
０
１
０
０
０
０
　
４

点
２
０
０
１
１
１
２
４
０
４
０
０
　
‐５

安
２
０
０
１
３
３
２
３
０
２
２
２
　
∞

打
６
０
３
３
６
３
５
５
０
３
５
４
　
４３

如
﹇
¨
「
『
中
原
¨
俸
』
警
﹇
碁
は

０ ６

Ｎ
⑥
④
Ｈ
Ｈ
③
⑤
⑦
Ｄ
⑨
Ｈ
②
③
　
２

球
０
０
０
１
１
１
０
０
０
０
　
　
３

振
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
　
　
１

点
０
０
１
０
０
０
２
０
０
０
　
　
３

安
０
１
１
０
０
０
１
１
２
１
　
　
７

打
０
３
３
３
３
２
３
３
３
２
　
　
鋤

一̈中中一い時一一一中　中３。４

球
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
　
１

振
０
２
０
１
０
０
１
０
０
１
０
　
５

点
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
　
１

安
２
０
１
１
０
２
０
１
０
０
１
　
８

打
３
３
４
４
０
４
２
４
２
１
３
　
３。

中̈』いい時一一̈い̈一中４３７

貢
５
１

球
０
０

振
４
３

安
９
６

回
６
３

部
藤

渡
加

貢
４
１

球
２
０

振
８
１

安
８
２

回
協
％

宣
華

田
谷

池
丸

責
５
７
０

球
２
０
１

振
―
１
２

安
９
７
４

回
践
浅
化

中
辺
橋

浜
渡
高

貢
５
３

球
１
０

振
８
１

安
９
６

回
践
筋

石
青

貢
１
０

球
１
０

振
０
５

安
６
２

回
幾
５

水
茂

渭
野

貢
５
０
０

球
２
０
０

振
２
１
０

安
９
３
０

回
残
眺
％

崎
末
美

本田技研熊本=準優勝
尾崎 定己投手

(同社車体製造一課、28歳 )

(置撃呆曽象ξ日新聞)

悲しくもないのにしきりと涙が出た。四国銀行との準決勝.

3-3の まま延長十二回に突人。疲れはピークに達してい
た。■タビを取ってから監督がマウンドに.「これ以上投げた
ら危ないJ.ベンチに戻って突女口全身が激しいけいれんに
襲われた。極度の脱水症状だった.ベンチでマッサージを
受けていた時、同期入社の安藤に勝ち越し本塁打が飛び
出した。うれし涙のあとは記憶がない 気が付いたら病院
だった。
都市対抗の 予選でじん帯を損傷`満足に練習できない

まま臨んだ本大会。右足にテーピングをしたまま、準決勝ま
でほぼ 人́で38回余を投げた。松 ド電器の潮崎 (西武)、

新 日鉄堺の野茂 (近鉄)らに投げ勝っての準決勝進出。ま
さに精も根も尽き果てての降板だった。
翌 日.絶対安静の病院を抜け出した.投手としてなか

なか日の日を見なかっただけに「あの時は投げれる喜びしか
なかった」。リリーフで優勝戦のマウンドにも立った。投げる
方も投げる方。使う方も使う方。「選手の酷使」と監督非難
の声もあった。が「ピッチャーとしてあんな充実感はなかった。
監督には今でも感謝しているんですよJ.
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▽10月 26日
第 1試含=1回戦(午前 8時55分開始)

2
12

レ審 判 (球審 )清沢 (塁審 )小林 、岡 本 良 、小 田

犠 併 残
0  0  5 276 2 4 1

>本塁打 =松本 ]号 (菊 池 )梁原 1号 (土田 )小林 ]

号② (土 田 )畠山 ]号 (土 田 )>二 塁打 =福本 、葛城 、
畠 山 、田 辺 、丹 波 >犠打 =東 3(南渕 、梁 原 2)>失
策 =N2(山 本 、竹島 )>試合 時 間 =1時 間44分

2試含=2回戦(午前11時18分開始)

本田技研熊本 201 010 001
松 下 電 器 002002000
>審判(球審)片岡 (塁審)大橋、伊東、宮奥

>本塁 打 =河 野 ]号 (米沢 )>二 塁 打 =坂 本 、清 原 、
篠 崎 レ犠 打 =本 4(坂本 、川 道 、得 津 、内 村 )松 2(大
本 、原 井 )>盗 塁 =松 4(広岡 、桑 本 2、 原 丼 )>失 策
=本 3(河野 、清 原 、尾 崎 )松 ](山 尾 )>試 合 時 間 二
2時間 ]7分

い ま 一 つ 波 に 乗 れ ず
○ 「ソウル五輪の疲れは残っていなかったが、いま
つ́波に乗り切れなかったJと敗戦投手となった松下

電器の潮崎は肩を落とした。 J■ 輪には19歳 のチーム
最年少選手として出場、4試合に登板し、切れのいい
スライダー、シンカーを武器に8回 %を投げて白黄点 1

の好投を演じた。しかし、帰国後にオープン戦 l試合
に登板 (3イ ニング)しただけ。九回にオjたれた月券ち越
しオlが、得意のシンカーだっただけに「競り合って踏ん
ばり切れないのはまだまだ力がないからJ

第 3試含=2回戦(午後 2時 4分開始)

>審判(球審)木嶋 (塁審)吉田、丸屋、南垣

▽10月 27日
第 1試合=2回戦(午前 8時59分開始)

日本IBM野洲 300 001 000
N K K 201 100 001

4
5

>審判 (球審)上杉 (畢審)生越、桃田、宮木

中
林

丼

>本塁 打 =飯田 3号0(浜 □ )岩野 ]号② (中 西 )苅
部 1号 (中 西 )藤原 1号 (浜 口 )>二塁 打 =飯田 >犠
打 =14(渕 田、小松 崎 、藤 田 2)N2(松 井 2)>矢
策 =13(飯 田 2、 林 )>試合 B寺間 =2時 間 43分
NKK、 幸 運 な サ ヨ ナ ラ 勝 ち
〇… 国に奪われた3点をすく|こ はね返したNKK

が粘る日本H3M野 洲を振りUJってノしいJ、 サヨナラ月秀ちし
た
NKKは ノし回、先ブ兵のxi部が投前ノ`ンド安オlと 投 F

の 塁悪送球で 1進 、小lL敬遠の「Ч球で無死 、 1

半とし、岩野 i振の 死後、林に代った片戸から金久
1呆 クピ球で満11と攻め、島野の当たり11ね の 1ゴロを飯
|‖ がはじき、苅部がサヨナラのホームを踏んだ

`、

IBMは ―卜J、 飯 lllの 3号 3ランで先fiしたが、先発
の中西がすく■こつかまった 六回、藤ル∫〔のノI:越ぇ本‖t
オ|で追いついたものの、すりのミスが出てしまった.,

第 2試合=2回戦(午後 0時12分開始)

>審 判 (球 審 )布 施 C審 )中西 、美 馬 、梶 浦

キ義 イ丼 夕曳
1 2 53]]0946

>本塁 打 =森田健 ]号の (今野 )鈴木 忠 ]号 (橋 谷 )

宮 本章 2号 (今野 )田中 1号 (米山 )谷岡 2号 (米 山 )

>二塁 J]=坂尾 、森 、西 >犠打 =四 ](薬師 神 )>失
策 =四 ](森田健 )>試合時 間 =2時 間 5分

第 3試合=2回戦(午後 2時49分開始)

)審 判 (球審 )三 宅 C審 )巽 、鹿 多 、大 石

>本 塁 打 =西 岡 ]号 (池 田 宣 )>二 塁 打 =藤 崎 2、
松 田 >犠打 =新 1(佐 野 )>盗 塁 =住 3(樋□ 2、 西
岡 )>失 策 =住 1(家 永 )>試 合 時 間 =2時 間 13分

小柄な体、パワーの塊
日石・徳永 江坂から2アーチ
「l試合で 2本なんて、高校時代にもなかった.も
ちろん初めてですよJ.大会史上19人 日の 1試合 2

本塁オIを放った日本石油 徳永は、まじめそうな丸顔の
メLい Hを一層スしくしての…初仕事いの感想だ.

9月 3日 に20歳になったばかり。 人社 2年 日のヤ
ングDH(指 名打者).都市対抗終了後、8月 のオー
プン戦から四番、DHに抜てきされた。
2本のうち、1-1の 同点アーチとなったμЧ回のは、

内角のカープを引っ張り、ポールぎりぎり:本 人も「ファ
ウルかと思ったJほどきわどい当たり。神戸製鋼から異
議も出たが、晴れの公式戦DHでの 1号 .八回、先頭
打者での一振りは、左翼中段へ今度は文句なしの一
打,これで6-5と勝ち越し、まさに価値あるアーチだ
った,

打った投手が、大会屈指の左腕 ,[坂ということも価
値がある.決め球だけ絞って、初球から打っていくつも
りで入ったオi ln‐ で、1本 日は「内角カーブJ、 2本 日は
「内角直球」がいずれも中寄りに入ってきた。「内角直
球狙いJだったから、願ってもないボールだったこともあ
る:

だが、そのlllい 通りの球をスタンドまで持っていく長オl
力に若手中′しヽの新生クリーンアソプの中心に据えただ
けのわけがある どう見ても公称175セ ンチには見えな
い小柄な体はハワーの塊だ
今11は会社和1立 100周 11の記念の年、春のスホニ

チ大会で優勝を飾りながら、晴れ舞台の都市対抗に
は、激戦の神奈川予選を勝ち抜けず、「 1辱の不出場 ,

この片痛を経ての思い切った若返りの“|l li‐ の一つ
が、徳水のDH指 名. 日石の捕手のポジション争いは
激しく、DH制がなければ、実現しなかったラインアップ
だ,それが、見事に当たっての初戦突破は、磯部監督
の名11り復活へのスローガン「月券つ野球型の一111塚 の意
味がある
「高校時代には、頭の千葉県大会で 3回戦まで行
ったのが最高コの若武者が、H石の新L紀を切り開く
旗手となりうるか―.「とにかく一生懸命やるだけですJ

と、ひたむきな‐新t砲Ⅲだ

▽10月 28日
第 1試合=2回戦(午前 8時57分開始)
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>審判(球審)木嶋 (塁審)樫根、中川、河島
【神戸 製鋼 】打安点 振 球/ 浦 本 4]100
7 若  狭 00000
1´け  膏旨  多] 4 1 0 0 ]
12) 中村 謙  4 0 0 0 0
H 中村 好 1]100
2 宅  間 00000
D 雇5 野 41001
19' 日 川 43101(3)嵯 峨 41001
0 丹 波 谷 54200
(5, 戸  塚 41010
0 川 原崎 31010
4義 併 残
3  0 11 37145 2 4

回 安 振球 責
金  沢 4%6232
保 戸 田  %300]
田  □  4 5012
>本塁 打 =徳 永 1号 ('I坂 )2号 (江坂 )丹波 谷 1号
(保 戸 田 )鈴木 1号③ ('I坂 )レ ニ 塁 打 =日 川 、戸 塚 、
丹 波 谷 2、 安 岡 >犠 打 =日 2(平 田 、佐 藤 )神 3(若
狭 、戸 塚 、川 原 崎 )>盗 塁 =神 3(能 勢 、日 川 、丹 波
谷 )>失 策 =日 1(金 沢 )神 ](リ ロ原 崎 )>捕 逸 =宅
間 >言式合 時 間 =3時 間 ]6分
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2試含=2回戦(午後 0 第2試合=準々決勝(午前11時41分開始) | ▽10月 30日
ス
国

ガ
中

阪
Ｔ Ｔ

大
Ｎ
)審 判 (球審 )大橋 (塁審 )桂 、長 谷 、杉 原

>本塁 打 =折 原 ]号 (青 野 )2号 12)(矢 野 )宇佐 美 2
号 (萩原 )武 田 ]号 ζ,(長野 )北 口 2号 (佐 藤 )>三 塁
打 =北 口 >二 塁 打 =篠 原 、竹 村 、河 丼 、杉 山 >犠 打
=大 3(竹村 、鍋 島 上 )N](津

'I本
)レ 盗 塁 =大 2

(竹村 、湯 川 )>試 合 時 間 =2B寺 間 55分

第 3試含=2回戦(午後 4時13分開始)

日本 たばこ 600200000 8
東   芝 01812002X14
)審半J(球審 )小林 (塁審 )生越、浜田、丸屋 (外 審 )布施、三宅

>本塁 打 =原 野 1号,3(木 村 )及川 正 ]号(2(山 崎 )

梁 原 2号 (柳畑 )福本 ]号(3,(柳 XEl)>三 塁 打 =田 辺
2>二 塁 打 =寺 嶋 、丹 波 、昌 山 (東 )前田 、山 下 、渡 k7D

(東 )>犠 打 =日 1(及川 正 )D盗 塁 =東 4(葛 城 、渡
辺 、吉 沢 、田 辺 )>失 策 =日 1(菅 原 )東 4(南渕 葛
城 、畠 山 2)>捕 逸 =高 見 レ試 合 B寺 間 =3時 間 22分

喚 績 あ ります か ら」
0 6点 差は、引っくり返した実績がありますから― 東
芝の福本 1将 (早 大)はたんたんとしたもの` i卜 1の「1点 3
ランは、無死二、1塁の場面で「外野フライで 1点1供 れれば
Jと 外角高めのカーブをオlち [げた.これがグーンと加1速
してバノクスクリーン有‖中こ̀
…実績 というのは、今年9年 ‖の福本が「1業 が211‖ の

n41市 対抗で日本楽器(現 ヤマハ)に 6点リードされ、延長戦
に持ち込んで引っくり返した試合」と鮮明に覚えていた.

▽10月 29日
第 1試含=準々決勝(午前8時57分開始)

本田技研熊本 310 000 100
新 日 鉄 堺 001000000

5
1

)審 判 (球審 )上杉 (塁審 )辻 、桃 田 、宮 奥

>本塁打=西 2号④(浜 口)田 中 3号 (浜□)4号 0(塩 山)宮 本
雄 1号 (塩山)薬師神 2号 (鎌田)>二塁IT=島野>犠打=四 1

(谷岡)>盗塁=N2(金久保 松井)>失策=四 ](薬師神)レ 捕
逸=松丼>試合時間=2時間31分

白 う)に あ き れ る 3試 合 連 発
0 3試合連続のアーチをliったのが四L■l銀 行の卜‖111・

「1:じられないです 大学時代(近 大)、 1年間で合言17本
しかオ|てなかったのが、この5日 間で4本なんですからJ‐
178セ ンチ 70キ ロの小柄なトップ打者は半ばあきれ顔,

アーチ≒t産のスターHま、競り勝った 1菱 自動中川崎戦の
りL卜 1に放ったとどめの本早打.続く新H鉄室蘭戦では六lpl

に 1番 谷Ylとの2オ l者連続本塁打の先陣を切った,そし
て、この日は 1卜 1先制攻撃に追いオIちを力」するソロ、六回に
は中lllしの 2ラン そのすべてが 1タビから左翼へ舞いあがる
文句なしの 発̀
「各ll席とも11い球を決めているんですが、その通りに投千
がたまたま投げてくれるんです` .1分に力があるのかないの
か、分からないぐらいです」

第 3試合=準々決勝(午後2時49分開始)

>審判 (球審)布施 (塁審)樫根、梶浦、中村

回 安 振 球 責
池 田 宣 7%7124
丸 谷 幸 ]%]001

>本塁 打 =鈴 木 慶 2号 (池 田 宣 )丸谷 夫 2号 (岡 田 )

坂 口 〕号 (池田 宣 )安 岡 1号 (丸谷 幸 )鉄見 ]号 (岡
田 )>犠 打 =日 2(佐藤 、安 岡 )新 ](鉄見 )>矢 策 =
日 1(安 岡 )新 ](松 田 )>試 合 時 間 =2時 間 ]分

第 4試合=準々決勝(午後5時23分開始)

奎阪ガ塁♀:::|♀ ::臭 |;
)審判 (球 審)三 宅 (塁 審 )鹿多、巽、丸屋 (外審 )杉中 、土井池

>本 塁lll=南渕]号 (松谷)>三塁打 =南渕 >二塁打 =前田 丹
波 鍋島、梁原 斉藤 >犠打 =大 ](鍋 島)東 1(葛城)>盗塁 =大 1

(折 原)東 2(福 本、田辺)>失 策 =大 2(西、曽我部)東 2(南渕 丹
波)● 暴投 =松谷 >試含時間=2時間47分

第 1試含=準決勝(午前10時開始
本田技研熊本 20010000000001
四 国 銀 行 00010100100000
>審 判 (球審 )大橋 (塁 審 )吉 田 、宮 木 、中 西
【本 田熊 本 】打安 点振 球  【四国 銀 行 】打安 点振 球
④ 坂 本 5001081田 中 51011
0川 道 6]0100谷 岡 3]102
0 園  田 00000 0 薬 師神 62100
H7久 保 63130 0 西  60030
0 竹  田 62000 0 日 本雄 62110
0 清  原 42100 0 森 田建 62010
0安 藤 5]]10D伊 名 51010
D 山  本 40000 0 宮 本 章 50000
HD吉  田  10001 ④  森 ED羊  30010
0得 津 6]120 H4 森  20020
`9  71  本寸  5 ] 0 1 ]   H  田丁  E日  1 0 0 0 0犠 併 残      犠 併 残
4  0  8 48]]4 9 2     3  1  9 489 3103

>本塁 打 =谷 岡 3号 (尾崎 )宮本 雄 2号 (尾崎 )安 藤
1号 (山 本 )レ ニ 塁 打 =久 保 、清 原 、得 津 、薬 師 神 >
犠 打 =本 4(坂本 、清 原 2、 安 藤 )四 3(谷岡 、伊 名 、
日 本 章 )>盗 塁 =四 ](薬 師 神 )>失 策 =本 20日 道
2)>暴 投 =尾 崎 >試合 時 間 =3時 間 ]6分

延 長 14回 、アーチ で決 着
本111技 研熊本が771長 |_四 卜1、 安藤の左中間本塁

打で勝ち越し、μЧIJ銀行の反撃を尾崎―内山のリレー
でかわした.本田技研は 回、中01lIの 川道を代打
久保がノI:翼フェンス直撃の i黒オlで還し1点 `,さ らに
清原の左越え l早 キIで 2点 H PЧ 卜1に は得津の左
中間逃卵寺 tiオ「でlJll点 し、L導権を握った
3試 合で14本撃オIの ソЧ国銀fiは νЧ卜J、 谷岡の/1

越え本塁打、六Lnlに 業師神の適
'キ

1■,打で 1点ずつ
を挙げた。九回には宮本雄の左翼本早打で同点に
追いついた。しかし、その後は I寧にコーナーを突く尾
崎と、十二|口 |から救援したルーキー 内山に抑えられ
た。

第 2試含=準決勝(午後 1時50分開始)

異本石理::::::::臭 孔
>審半J(球審)永野 (塁審)東 、土丼池、山名
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>本塁 打 =徳 永 3号② (菊池 )南 渕 2号 (金 沢 )丹 波
]号 (金 沢 )>三 塁 打 =平 田 、五 十 嵐 >二 塁 打 =梁
原 2、 五 十 嵐 、前 田 、金 敷 、畠 山 、福 本 >犠 打 =日 2
(安 岡 、伊 藤 )東 ](南 渕 )>盗 塁 =日 1(鈴 木 慶 )東
1(梁 原 )>失 策 =日 2(五十 嵐 、伊 藤 )>試 合 時 間
=2時 間 51分

長 打 攻勢 で東芝逆転
4点を追う東芝は■回二死後、南渕、丹波が左翼

席に連続本塁打して 2点。 し回には高兄、n‐l田の短
長打で 死二、三塁とし、救援の田口から南渕が 1遊
間を破って 1点 ,さらに丹波の三ゴロで前田が生還し
て同点に追いつき、福本の左前打で逆転。この打球
を左翼手が後逸する間に福本が長駆ホームをついてこ
の回 4点.八日には6長短打を集中して6点を奪い、
菊池、近藤、1原とつないで日本イi油の反撃を断っ
た.

日本イi油は lrlIに徳永の左前適時打で先制。 ■
国にも F`‖ ]、 hi嵐の連続 三塁打と徳永の左越え2
ランなどで 3点を挙げて優位に立ったが、金沢をリリー
フした 1番 手以後の投手陣がとごとく痛打を浴びた。
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>本塁打 =川道 ]号0(清 水 )久保 1号 (,青 水 )>二
塁 打 =浦 東徳 、安 藤 、坂 本 レ犠 打 =本 2(坂 本 、竹
田 )>盗 塁 =本 ](内 村 )レ失 策 =本 ](尾崎 )新 ]

(浜田 )>試合 8寺間 =2時 間 13分

責
２
０

球
―
―

振
３
１

安
６
３

回
残
銭

池
原

菊
三

貢
５
０

球
６
０

振
８
０

安
９
０

回
残
％

谷
藤

松
佐

貢
３
１

球
０
１

振
３
８

安
５
６

回
２
７

水
茂

清
野

〓貝
―

球
―

振
４

安
６

回
９崎尾



75回言己念大会 大会言己録

球
０
０
０
２
１
０
２
０
０
０
０
０
　
５

振
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
１

点
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
４
　
５

安
１
３
１
０
２
２
０
０
３
１
０
１
　
‐４

打
５
５
４
２
３
４
２
０
３
１
０
３
　
”

冽
田
渕
波
本
原
城
敷
村
山
辺
藤
見
残
８

前
南
丹
福
梁
葛
金
西
畠
田
後
高
併
―

陳
③
⑥
③
⑦
⑨
⑤
Ｄ
Ｒ Ｄ
④
Ｈ
４
②
犠
‐

球
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
　
　
２

振
―
１
０
０
１
０
０
０
０
０
　
　
　
３

点
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
　
　
　
１

安
―
１
２
１
０
１
１
０
１
２
　
　
　
‐。

打
３
４
４
４
４
４
３
１
４
４
　
　
　
３５

村
本
道
保
田
原
藤
本
野
津
村
　
　
残
９

中̈̈̈
蒔̈̈﹈̈中̈　　印０‐

▽10月31日
優勝戦(午後 1時開始)

本田技研熊本 100 000 000 1
東   芝 00040200X6
>審 判 (球 審 )三宅 (塁審 )小林 、同 本 良 、大 橋

池を立ち直らせてしまった。しかし、満畢アーチを浴びたものの、最後で頑張
った二番手の尾崎はじめ、全員がみせた気力は東芝と77角 だった。

監 督 談 話
東芝 。大田垣耕造監督 一回、いきなり3連続長短打されながら1

点に抑えなのが大きかった。菊池が本来の粘り強い投球をしてくれ、オI
線は大会を通じて最高の出来だった。守りのミスが出たが、打でカバー
することができた。
本田技研熊本・手島晴幸監督 悔いがあるとすれば初回の攻撃で

あと2、 3点欲しかった。二回のチャンスにバントしなかったのは、強気で
攻めることに決めていたから。尾崎の四回途中からの登板は予定通り。
彼はうちのエースですから。

晴 れ や か 満 点 の V
O・・・「夏秋連覇を狙うなんて考えていなかった。今年最後の大会だ
し、一つでも試合を多くやろうと全員の気持ちが盛り上がった結果です」。
184'ン の長身の東芝・福本勝幸 〕i将は誇らしそうに応援スタンドを見上
げた。都市対抗野球では不振に泣いたが、今大会は日本たばこ戦の
同点 3ランなどヒ砲の貫録を示した。「都市対抗は優勝できたが、イ業
自身は反省ばかり。この大会は、みんなそろってゲームができ、優勝戦
は投手が抑え、言うことなし、満点の優勝です」と晴れやかだった。

一 ―

一 相 手
が

一 枚 上 だ っ た 一

一 一

〇…・「調子は悪くなかったけどコントロールがちょっと甘かった」とやヽうの
は四回途中で尾崎にマウンドを譲った本田枝研熊本の先発・内山投
手。強打者ぞろいの東芝が相手とあって「打たれてもともと、逃げずに
全部ストライクを投げるつもりだった」と強気。交代するまでに7安打を浴
びたが「相手が一枚上。初め(NTT東北戦)と締めくくりに先発出来た
のだから満足です」とさばさばしていた。

〔優勝戦〕本田技研熊本一東芝 四回裏、
から右越えに逆転満塁ホーマーを放つ。

ウイエングボールを振 り返った。今夏のソウル
五輪代表で、都市対抗では優秀投手に贈られる「久慈賞Jを 2度 目
の受賞。ところが、今大会では七回コール ド勝ちのNTT四 回戦
こそ完投 したものの、大阪ガス戦では 4回%で降板。日本石油戦
でも二回に 4連打のメッタ11´ ちにあってKO。 この日こそ「監督
としての意地で投げさせた」という大田垣監督と「意地でも投げ
抜きたかった」という菊池の「魂と魂」がぶつかりあっての投球だ
った。
もう一人、最高の打撃をみせたのは九番の高見捕手。都市対抗

では16打数 9安打で最高殊勲選手賞の「橋戸賞」を受賞。しかし、
今大会では優1券 戦までただ一人長打を 1本 も打てず、打点もゼ
ロ。 人́取 り残されたような高見が、四回、勝負を決める満塁本
塁打を放った。この時、5試合で51点 を奪った強打線にⅢレギュ
ラー全員長打"の快記録が成った。
5年前のこの日と同じ31日 、第10回 大会優勝戦で東芝は、住友

金属に0-2で敗れ、夏秋連覇を逃した。その時の投手コーチが
現大田垣監督であり、失策絡みで手痛い失点に泣いたリリーフエ
ースの黒紙が現投手コーチ。そして i番が武智現打撃コーチで
あり、四番が現福本主将である.

ここぞのチャンスに満塁弾が飛び出し、無失策の守 りに支えら
れ菊池が最高の晴れ舞台で完投。「 5年前にできなかったことを、
きっちりお返ししてくれたJと 現役最年長31歳の福本はうれしさ
をかみ殺すように唇をかんだっ閉会式での場内一周。 トップを
歩く大田垣監督のすぐ後に福本主将。最後に黒紙、武智両コーチ
が並んで通り過 ぎた。 5年前の同じ大阪球場での悔 しさを知る
男たちに前後を扶まれるように、若い選手たちが誇らしげに行進

回 安 振 球 責

'也
 9 1032]

1点 を追う東芝は口Ч
回、梁原、持城と高山の
安打で 一死満緊、高
見は1-1からの落ちる
球を有翼席へ満Sl本果
打して ‐挙に逆転.六
回―死 ■、二果には、暴
投と南渕の中前打で貴
重な2点を加えた。菊
池は一同 1点を先行さ
れたが、10安打を許しな
がら要Ph‐ はスライダー、カ
ーブを低めに集めてかわ
し切った。
本田1支研熊本は一回

に久保の一、二塁間突
破安打でリードしたが、二
回の追加点機を併殺打
で逸し、東芝のエース菊
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東芝―死満塁、高見が尾崎投手

を続けた。 (石丼 修)



社会ス孵 F郷 手緻 会 ″年署夕｀

今年入社したばかりのルーキーにと
っては大感激の受賞だ。東大阪市の
縄手北中、天理高から青学大に進み、
大学までずっと四番・遊撃手。「大
学時代にもらったベストナインが、
今までの野球人生で最高の賞」とい
い、母校の青学大も東都大学の秋季

リーグで初優勝してうれしさも倍増。今大会では通算打率 5割 5

分をマーク、脅威の二番打者だ。夏の都市対抗でゼロだった本塁

打も2本を放ち、打点 8と 立派にチームを引っ張った。171,ン 、69
キロ。右投げ右打ち。管工需システム事業部勤務。23歳。

◇敢闘選手賞 尾崎定己投手 (本田枝研熊本)「今大会の自分
のピッチングは100点 満点です。出来すぎです」と敗れてもさわや
かだった。 2回戦では松下電器の潮崎、準々決勝では新日鉄堺の
野茂と、大会屈指の 2人の好投手と投げ合ったのも思い出だ。「新
日鉄戦がベス トの出来。思い通りに投げられた」という。敢闘賞
の トロフィーを手に「全国のレベルは、やはり高い。打者はすごい

し、自分の甘さを痛感した」。球磨農高出。180,ン 、70ち 、右投げ右

打ち。熊本製作所化成課勤務。23歳。
◇打撃賞 高見泰範捕手 (東芝)5試 合で18打 数 8安打、4割
4分 4厘。準決勝まで打点ゼロだったが、優勝戦は勝負を決める
逆転満塁本塁打。今夏の都市対抗野球では打と守りが買われ、橋
戸賞 (最高殊勲選手)男 になっており、大一番に強いところを発揮
した。「運だけです。僕は打で目立つより、うまく投手をリードし

てひそかにニッコリする方が性に合っています」。愛知工大出。
174:ン 、71キ ロ、右投げ右打ち。本社産業機器事業部動務、25歳。

◇首位打者賞 田辺浩昭外野手 (東芝)11打数 7安打、6割 3

分 6厘。八回、代打で左前にしぶとくヒット、南渕を逆転して首位
打者を獲得 した。「優勝戦はスタメンではなく、打席数が足らない

と思って、代打のときも、首位打者なんて思ってもみなかった」。

若手の成長で、出番が少なくなっていたが、限られた出場でベテラ

ン健在をアピール。第10回大会でも打撃賞を獲得 している。法大

出。175与 ン、70キ ロ、左投げ左打ち。多摩川工場総務部勤務、28歳。

○OOOOOOOO― OOЭЭOЭOOOOOCOOOO

縮■1● 回 大 1畿|1泰 彰 選 手
◇最高殊勲選手賞 南渕時高内野手 (東芝)「こういう大きい ◇大会優秀選手

【投手】尾崎定己(本田技研熊本)菊池総(東芝)小椋茂夫(新 日鉄
堺)三原昇(東芝)橋谷正人(四国銀行)池田宣人(新 日鉄八幡)【捕
手】高見泰範(東芝)上和秀(大阪ガス)【一塁手】竹田満宗(本田技研
熊本)丹波健二(東芝)【二塁手】坂本正(本田技研熊本)畠山弘彰(東
芝)【三塁手l谷岡秀一(四国銀行)葛城弘樹(東芝)【遊撃手l薬師神
一成(四国銀行)南渕時高(東芝)【外野手】梁原修志(東芝)田中靖秀
(四国銀行)丸谷富美夫(新 日鉄八幡)鈴木慶裕(日 本石油)折原康伸
(大阪ガス)田辺浩昭 (東芝)内村徹 (本田技研熊本)森田建司 (四国

銀行)【 DHl徳永耕治(日 本石油)福本勝幸(東芝)

◇10回出場選手
荒井信久補手 (神戸製鋼)高橋修二投手 (住友金属)

優 勝 の 味 これ か ら も
○…開会式で神戸製鋼の荒井信久監督兼捕手(34)と 住友金属の
高橋修二投手(31)が 10回出場の表彰を受けた。荒井監督は第 3回
大会(1976年 )が初出場。当時は阪神甲子園球場が会場で「高校時
代には踏めなかった甲子園でプレーができて最高にうれしかっ
た」となつかしそう。高橋投手は第 2回大会(75年)が最初でこの
間、実に4回優勝、最高殊勲選手に3回輝いているが、「優勝の
喜びをこれからも味わいたい」とまだまだ意欲たっぷりだった。

41了 賞は初めてだから、うれしいです」。

本田技研熊本をアルゼンチンに派遣
アマ野球連盟会長杯

毎日新聞社と日本野球連盟は準優勝の本田技研熊本を12月 10日

からアルゼンチン・ブエノスアイレス市で開かれる第 1回世界ア
マチュア野球連盟 (IBA)会長杯争奪アルゼンチン大会に派遣する
ことを決めた。アルゼンチン大会には第15回社会人野球日本選手

権記念大会の優勝チームが派遣されることになっていたが、都市
対抗優勝の東芝がアルゼンチン大会と日程の重なる12月 7日 から

23日 まで豪州に遠征することを既に決めており、本田技研熊本が

出場することになった。本田技研熊本は12月 8日 に出発、10日 か

ら米国、韓国、中国台北など7カ 国・地域総当たりのリーグ戦に

出場、23日 、帰国の予定。

◇大会通算本塁打記録◇
□ は今大会通算
■■は各日本塁打
折れ線は8年間の

指名打者制を初めて採用した今大会は本塁打
が驚異的なペースで飛び出した。大会第 2日 に
17本塁打が出たほか、第 5日 と第 6日 にそれぞ
れ13本塁打。大会第 5日 で55本 塁打となり、
1985年の第12回大会の 1大会通算最多本塁打記
録 (51本)を早々と塗り替えて最終的には昨年の

42本の18倍、75本塁打 (一試合平均33本)に達
した。
今大会に出場した投手が全体的に力不足だっ

たこと、今年はオリンピックイヤーでもあり、
各チームが五輪 日本代表投手の「打倒」を目標
に、打撃練習に力を入れたこと、などが量産の

要因としてあげられそうだ。
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第 75回言己念大会
(太字チーム本大会出場チーム)

地区大会成績

9月 11日 から 5日間    札幌市営円山球場

大昭和製紙北海道
NTT北 海
小樽野球協会
札幌ブルーインズ
山陽国策パルプ旭川

昭和製紙
海 道

」 R北 海

北海道拓殖銀行
王子製紙苫小牧
森 倶 楽
函 館 太 洋
日産サニー札幌

日鉄室蘭

札 幌 倶 楽
新 日鉄 室

◇青森▽ ^回戦 三菱製紙八戸4-3八甲
ク、自衛隊青森9-3全弘前倶▽決勝 三菱
製紙八戸 8-4自 衛隊青森(勝者は第二次予
選へ)

◇岩手▽一回戦 水エク7-3大槌球友、
宮城建設久慈ク7-0釜石野球団、岩手アイ
ワ10-0オール釜石、オール不来方6-4遠
野ク▽二回戦 岩手銀行6-1住田ク、東京
製綱13-9-関三星ク、新日鉄釜石12-2宮
高ク、赤崎野球ク4-3盛岡ク、オール江刺
(不戦勝)水エク、県経済連7-0宮城建設久
慈ク、岩手アイワ12-4雫石ク、小野田セメ
ント4-1オール不来方▽準々決勝 岩手銀
行8-2オール江束」、県経済連9-2東京製
綱、小野田セメント6-2岩手アイワ、新日
鉄釜石11-1赤崎野球ク▽代表決定戦 県経
済連6-3岩手銀行、新日鉄釜石 9-2小野
田セメント(勝者は第二次予選へ)

◇秋田▽ ‐回戦 能代松陵ク9-8秋田経
法大ク、秋田銀行12-2フェニックス、丁D
K14-2王冠ク▽準決勝 秋田相互銀行15-
0能代松陵ク、T D K13-4秋田銀行▽決勝
秋田相互銀行20-3丁 DK(勝者は第二次予
選へ)

◇宮城▽一回戦 N tt T東 北13-6」 R東
日本東北、日本たばこ4-0七十七銀行▽準
決勝 N丁 丁東北10-0日 産サニー宮城、日
本たばこ5-1+条製紙▽決勝 N丁 丁東北
6-5日本たばこ(勝者は第二次予選へ)▽敗
者復活一回戦 」R東日本東北5-2七十七
銀行、日産サニー宮城12-3+条製紙▽同二
回戦 」R東日本東北19-2日産サニー宮城

▽第二代表決定戦 日本たばこ8-4」 R東
日本東北(勝者は第二次予選へ)

◇山形▽ ・回戦 山形相互銀行14-1新庄
球友ク▽準決勝 山形相互銀行7-5鶴岡断
球ク、三り|ク 10-7日大山形OB▽決勝 山形
相互銀行10-4三川ク(勝者は第二次予選へ)

◇福島▽ ・回戦 ∃―クベニマル10-3小
名浜ク▽準々決勝 小峰ク5-3保原ク、∃
―クベニマル22-1好間ク、川俣ク8-5須
賀川ク、 トヤ野球ク9-0棚倉都々古ク▽準
決勝 ∃―クベニマル19-0小峰ク、 トヤ野
球 9-0川俣ク(勝者は第二次予選へ)▽決勝
∃―クベニマル16-1ト ヤ野球ク

NTT東 北
トヤ 野 球 ク
岩 手 銀 行
三菱製紙八戸
秋田相互銀行
新 日鉄 釜石
山形相互銀行
∃―クベニマル
日本 た ば こ
岩手県経済連

◇茨城▽リーグ戦 日立製作所11-1鹿島
石油、住友金属鹿島18-3鹿島石油(日立製
作所、住友金属鹿島は第二次予選へ)

◇埼玉▽一回戦 日本通運10-2全三郷、
大和ク9-6全浦和、エーザイ12-8川 口球
友ク、本田技研19-0都幾川ク▽準決勝 日
本通運20-1大和ク、本田技研25-3エーザ
イ(勝者は第二次予選へ)▽決勝 本田技研11
-9日本通運
◇千葉▽リーグ戦 N丁 丁関東5-3新日
鉄君津、N丁 丁関東6-1川崎製鉄千葉、川
鉄千葉6-4新日鉄君津(N丁 丁関東、川鉄
千葉は第二次予選へ)

◇東京▽一回戦 東京ガス5-2三井銀
行、日本 IBM7-2明 治生命▽準々決勝
朝日生命11-1熊谷組、N tt T東 京4-2東
京ガス、鷺宮製作所9-2」 R東日本、プリ
ンスホテル8-2日本 IBM▽準決勝 朝日
生命10-6NTT東京、プリンスホテル11-
4鷺宮製作所(勝者は第二次予選へ)▽第二代
表決定戦 N tt T東京14-4鷺宮製作所(勝
者は第二次予選へ)

◇東京多摩▽ ‐回戦 東芝府中7-0全府
中、スリーボンド8-0全調布▽決勝 リーボ
ンド4-1東芝府中(勝者は第二次予選へ)

◇神奈川▽ ^回戦 川崎ク12-6横浜金港
ク、横浜高島屋7-5横浜球友ク▽準々決勝
いす 自ゞ動車3-2日産自動車、日本石油
14-2川崎ク、三菱自動車川崎9-2ウ ィー
ンベースボールク、三菱重工横浜6-1横浜
高島屋▽準決勝 日本石油 5-2いす 自ゞ動
車、三菱自動車川崎2-1三菱重工横浜(勝
者は第二次予選へ)▽決勝 日本石油7-3
三菱自動車川崎▽三位決定戦 三菱重工横浜
11-6いす 自ゞ動車(勝者と推薦の東芝は第
二次予選へ)

日 立 製 作 所
日 本 通 運
全 足 利 ク
日 本 石 油十今

こボ
日
た

0

日 本 石 油
6

3

スリーボンド
4

9

三菱自動車川崎
6

5

東
9

◇山梨▽ ^回戦 山梨球友ク10-0東海甲
府ク、大月ク10-4桂ク、甲府ベースボールク
15-6峡北ク、オール櫛形7-2市川ク▽準
決勝 山梨球友ク9-6大月ク、オール櫛形 8
-4甲府ベースボールク▽決勝 山梨球友ク
6-2オール櫛形(勝者は第二次予選へ)

◇新潟▽ ・回戦 全飯豊 8-3新潟ク、K
Dク 11-5自根野球団、ニチエー12-2オ ー
ル東、新発田中央ク8-7新津ク▽準決勝
全飯豊9-6KDク 、ニチエー19-1新発田
中央ク▽決勝 ニチエー13-1全飯豊(勝者
は第二次予選へ)

◇長野▽ ^回戦 NT丁信越12-0全松
本、丁DK千曲川10-5岡エク(勝者は第二
次予選へ)▽決勝 N丁 丁信越4-2丁 DK
千曲川

0

2

2

5

2

>一次予選

>一次予選

>一次予選



社鉄 野球日本選手権大会 20年史ヽ
◇静岡▽ ^回戦 協和発酵ク6-3浜松ウ
ナポンズ、大昭和製紙10-0菊笠ク、ヤマ八
11-0エースコンク、関東自動車工業11-2
富士ク、誠和ク6-5浜商闘魂会、河合楽器
10-0岳南ク▽準々決勝 ヤマ八15-0全三
島、河合楽器10-0天城ベースボールク、関東
自動車工業11-1誠和ク、大昭和製紙6-0
協和発酵ク(勝者は第二次予選へ)▽準決勝
ヤマ八9-1関東自動車工業、河合楽器11-
3大昭和製紙▽決勝 ヤマ八5-4河合楽器
◇富山▽リーグ戦 N丁 丁富山12-1伏木
海陸運送、北陸銀行12-5N丁 丁富山、北陸
銀行17-0伏木海陸運送(北陸銀行、N丁 丁
富山は第二次予選へ)

12

河 含楽器

2

15

ヤマハ

1

>二次予選
9月23日 から 3日間     浜松市営球場
ニ チ エ ー
TDK千 曲川
ヤ  マ  八
北 陸 銀 行
大 昭 和 製 紙
NTT富 山
山 梨 球 友 ク
河 合 楽 器
NTT信 越
関東自動車工業

9月25日から 7日間 愛知県営熱田球場

新日鉄名古屋
NTT北 陸
サンジルシ醸造
東 邦 ガ ス
」 R東 海
東 海 理 化
日通 名 古屋

NTT東 海
王子製紙春日丼
西 濃 運 輸
三 菱 名 古 屋
卜∃夕自動車
本田技研鈴鹿

◇滋賀▽一回戦 日本 IBM野洲9-1近
江八幡ク、全大津11-0瀬田工OB▽決勝
日本 IBM野洲17-5全大津(勝者は第二次
予選へ)

◇京都▽ ^回戦 京都市役所5-3丸勝▽
準々決勝 三菱自動車京都 7-0西京ク、第
一紙行5-3京都信用金庫、京都市役所12-
9高島屋京都、日本新薬 8-1鴨折ク(勝者
は第二次予選へ)▽準決勝 第―紙行6-5
日本新薬、三菱自動車京都 8-0京都市役所
▽決勝 三菱自動車京都6-2第一紙行
◇大阪▽ ‐回戦 日本生命 9-2デュプ
□、N丁 丁関西5-0全三和▽準々決勝 大
阪ガス19-0大阪ペーシェンス、新日鉄堺 4
-2日本生命、松下電器10-6大和銀行、N
丁丁関西 9-2中山製鋼(勝者は第二次予選
へ)▽準決勝 新日鉄堺 9-2大阪ガス、松
下電器4-3NT丁 関西▽決勝 新日鉄堺 5
-1松下電器▽敗者復活 ^回戦 大和銀行 5
-1大阪ペーシェンス、日本生命10-3中山
製鋼▽第五代表決定戦 日本生命17-0大和
銀行(勝者は第二次予選へ)

◇兵庫▽ ^回戦 小西酒造6-4田村コピ
ー、川崎製鉄神戸10-3阿部企業、三著重ェ
神戸 6-2神戸製鋼▽準決勝 小西酒造13-
11川鉄神戸、新日鉄広畑8-7三菱重工神戸
(準決勝出場4チームは第二次予選へ)▽決勝
新日鉄広畑11-4小西酒造▽三位決定戦 川
鉄神戸4-2三菱重工神戸▽敗者復活 ^回戦
神戸製鋼10-0田辺コピー▽第五代表決定戦
神戸製鋼 5-2阿部企業(勝者は第二次予選
へ)

>二次予選
9月 19日から 7日間      西京極球場

京 都市 役 所
住 友 金 属
川崎製鉄神戸
NTT関 西
新 日鉄 広 畑
日 本 生 命
大 阪 ガ ス
第 一 紙 行

に友金属

新 日 鉄
1

日 本 新 薬
本IBM野洲

小 西 酒 造

日本 IBM野
三菱自動車
神 戸 製

下 電 器
松 下 電 器
三菱重工神戸
(敗者復活戦)

9月23日から 3日間 長崎市営大橋球場

」 R九 州
日産自動車九州
九州三菱自動車
新 日鉄 大 分
新 日鉄 八 幡
三菱重工長崎
本田技研熊本
ニコニコドー
NTT九 州

Ｎ
中
T T
国

赳馴

9

6

2

大 阪 ガ ス
3

獣場]Ъ∬『   時日鉄堺

9月23日から 3日間      岡山県営球場

9月23日から 3日間      徳島県営球場

プロか ら転 じ実 りの秋
スリーボンド・ 岡嶋監督

この初出場で一人前のチームになった気がしま
す」。最激戦区 関東の代表の座を初めて獲得し
て臨んだ組み合わせ抽選会でも、スリーボンド、岡
嶋博治監督(53)の顔に喜びが絶えなかった。元
中日の遊撃手。スリーボンドを率いて6年 目に実り
多い秋をつt,こ迎えた。
京都 イ犬見高(現 伏見工)から立命館大に進

み、1年生の1954年 夏、中日に入団。「大学の
2年先輩に吉田さん(義 男 前阪神監督)がい
た。体が小さくても、すくに活躍されたので、同じ
遊撃手で体の小さい私(168与

ン
)も 目をつけられ、

スカウトされました」。入団3年目でレギュラーとな
り、58年 、59年 には連続盗塁王に輝くなど俊足巧
打の選手として活躍。その後、阪急、ヤクルHこ移
籍、東映(日 本ハム)、 ヤクルトでコーチも務めた。
74年からサラリーマンになっていたが、83年 、スリー
ボンドの監督に迎えられた。
監督になって3年 目の85年 は第56回 都市対

抗野球に初出場。しかもベスト8に進出、旋風を
巻き起こした。しかし、日本選手権は予選で東芝、
日本石油など神奈川の強豪に頭を抑えられてば
かり。今年の予選は都市対抗出場の三菱重工
横浜を倒し、公式戦で一度も勝てなかった本田技
研に競り勝って念願の初出場を果たした。
伏見高時代の53年 、第25回 センバツに出場、
主将として開会式で選手宣誓をした。「今は、あ
のときのような緊張した気持ち。初戦では絶対に
負けたくないし、負けない全員野球をします」。初
舞台で闘将に徹するつもりだ。

５

　

一
　

２

>一次予選

暑含雪]    |1戸 製鋼



第75回大会出場選手等―賃 0はJD

大 昭和製 紙 北海 道
監 督  斉 藤   勲 42 初0井商 工 高
投 手  高 橋  秀 -19 本し幌 西 陵 高
〃  木 本   謙 18 旭 川 大 高
〃  鈴 木  賢 二123 千葉敬愛経大
〃  加 藤  宗 之 20 本L幌稲 西 高
〃  大 崎   守 22 室 蘭 大 谷 高
〃  尾 崎  浩 幸 22 広 島 至 誠 高
〃  渡 部  勝 美 25 砂 川 南 高
〃  富 田  健 二 ]8 旭 川 竜 谷 高

捕 手  山 崎  史 博 25 Jヒ 海 学 園 大
〃  新 明 克 比 古 25 室 蘭 大 谷 高
″  山 本  隆 成 19 Jヒ 海道日大高
〃  横 沢   滋 28 深 川 西 高
内 野  社   新 吾 27 瀬 戸 内 高
〃  酒 丼  司 24留 萌 高
〃 ● 高 木  吉 夫 26 中 央 学 院 大
″  菅 野  建 二 26 旭 川 竜 谷 高
〃  斉 藤   豊 23 東 京 農 大
″  横 ′  衛 30北 見 工 高
″  山 中  智 彰 22 Jヒ 海 道 工 大

外 野  阿 相  10義 2]東  北  高
″  平  紀 陽 典 28 日大東北工高
〃  佐 藤  耕 治 25 蘭  越  高
″  北   延 尚 21 広 島 盈 進 高
〃  日 下  幸 弘 22 広 島 至 誠 高
″  新 里   真 22 日  本  大

ス リーボン ド

新 日本製 鐵 室蘭
後藤  哲 夫 39 岡山興譲館高
別 府  信 介 18 明 徳 義 塾 高
伊 藤  茂 樹 19 旭 川 竜 谷 高
今 野   弘 21 Jヒ  海  高
浅 り 輝 彦 30 韮 崎 工 高
米 山  浩 -27 専  修  大
窪 田  雅 也 25 立  教  大
真 下  敏 宏 25 Jヒ  海  高
稲 場   孝 32 芦 号」工 高
平 F86 英 樹 23 白  糠  高
久 村     孝  19  砂 り|1 北 高
長 山  一 英 24 神 奈 川 大
佐 野  修 二 30 市  川  高
後 藤  哲 夫 39 岡山興譲館高
岡 田  健 -20 旭 川 竜 谷 高
坂 尾  新 -24 東海大甲府高
O鹿 田  和 彦 3]旭 川 竜 谷 高
鈴 木  広 之 20 水 戸 商 高
鈴 木  忠 仁 26 本L幌 商 高
本 間  義 浩 22 Jヒ  海  高
片 山  昌 B召 2]駒 大岩見沢高
桜 丼  清 -26 倶 知 安 高
堀 松  洋 伸 29 東  北  高
岡 田   仁 32 室 蘭 工 高
馬 場  15司 25 室 蘭 大 谷 高
関   尚 彦 24 函 館 有 斗 高

東
大 田 垣 耕 造 39
三 原   昇 25
近 藤  芳 久 23
山 崎  雄 己 21
日 崎  佳 典 19
菊 池   総 28
木 村 重 太 郎 20
斉 藤  敏 夫 23
村 上  泰 造 25
高 見  泰 範 25
泉 水   稔 28
葛 城  弘 樹 25
肩可洪J  8寺 戸三 23
西 村  隆 史 23
/」 林ヽ     薫  田
丹 波  健 二 23
吉 沢   明 22
後 藤 英 一 郎 25
渡 辺   博 21
畠 山  弘 彰 23
藤 原  興 司 27
田 辺  浩 B召 28

●福 本  勝 幸 31
前 田   誠 27
金 敷  雅 彦 26
梁 原  修 志 29

芝
青 山 学 院 大
亜 細 亜 大
能 代 商 高
盈  進  高
徳 島 商 高
明  '台  大
熊 本 工 高
鶴 見 上 高
九 州 産 大
愛 知 工 大
興  南  高
国 士 舘 大
青 山 学 院 大
横 浜 商 高
青 山 学 院 大
日 体 荏 原 高
土 浦 日大 高
亜 細 亜 大
鶴 見 工 高
法  政  大
九 州 共 立 大
法  政  大
早 稲 田 大
駒  沢  大
明  '台  大
苫 小 牧 工 高

河 含 楽 器
監 督  伊 藤  升 久 35 中  央  大
投 手  野 末  仰 -20 御 殿 場 西 高
〃  平 田  幸 夫 22 中  央  大
〃  竹 之 内 和 志 22 専  修  大
″  東 山  浩 二 22 亜 細 亜 大
〃  山 田  義 幸 18 清 水 商 高
″  徳 永   宏 19 鹿 児 島 商 高
″  浜 崎   修 24 専  修  大
〃  谷 津 田 伸 二 25 中  央  大

捕 手  安 間  大 芳 26 中  央  大
〃  加 藤  幹 夫 20 浜 松 商 高
〃  岡 本  雄 -18 静 岡 市 立 高
内 野 O黒 田   豊 29 立 命 館 大
″  中 達  清 匡 22 拓  殖  大
〃  鈴 木  智 治 25 中  央  大
″  尾 上  裕 介 24 中  央  大
〃  村 瀬  耕 次 29 中  京  大
〃  盛   隆 章 24 亜 WEl亜 大
〃  清 水  達 也 23 中  央  大
〃  上 中  勝 矢 22 泉  州  高
外 野  樽 井   徹 26 法  政  大
″  西 原  忠 善 25 中  央  大
〃  松 本  政 輝 23 同 志 社 大
″  並 木  保 彦 26 青 山 学 院 大
〃  牛 尾   浩 27 中  央  大
〃  鈴 木  徳 久 24 磯  原  高

日本たばこ
横橋  秀 俊 38 仙 台 商 高
相 沢  弘 明 19 石 巻 工 高
石 り 朋 彦 20名 取 高
及 川  弘 昭 23 -関 商 I高
カロ藤  淳 25仙 台 商 高
小 野  堅 28宮 城 農 高
柳 火田 牙雀メ、 22 ネ冨 岡  高
佐 藤  正 樹 24 5b」 沢  大
倉 田 紀 久 夫 25 亜 細 亜 大
星   伸 -28 仙 台 育 英 高
及 川  正 則 25 広 田 水 産 高
安 斎  克 則 25 福 島 商 高
藤 原   順 25 秋 田 商 高
佐 々 木 幸 樹 ]9 大 船 渡 高
寺 嶋  哲 也 25 仙 台 育 英 高
1菅原  隆 浩 26 明  治  大
佐 藤  雅 司 31 仙 台 育 英 高
山 下  静 夫 29 亜 組 亜 大
藤 沢  法 行 21 花 巷 」ヒ高
及 川  義 彦 24 -関 商 工 高
遠 藤  昌 宏 28 仙 台 商 高
原 野   優 25 イ山台 育 英 高
畠 山  哲 人 26 秋 田 商 高
高 橋  良 誠 21 黒 沢 尻 工 高
渡 辺  則 昌 23 福 島 商 高

N丁丁芽劃ヒ
小 窪  敬 -38 関 東 学 院 大
日 本   武 22 東 京 農 大
池 田 敏 B召 23酒 田 正 高
大 倉  浩 悦 26 東 北 福 祉 大
越 田  仁 孝 22 青 森 北 高
渡 辺  智 B青 20 勿  来  高
斉 藤  孝 弘 29 福 島 商 高
添 田  光 夫 22 平  工  高
小 窪  敬 -38 関 東 学 院 大
猪 ら守 ■ 弘  24 明  '台  大
山 内   聡 23 青 森 北 高
板 丼  博 行 26 東 京 震 大
福 地 日出 雄 30 東 京 農 大
藤 木   豊 22 東 北 福 祉 大
矢 萩  幸 -23 日  本  大
柿 久 保 健 二 23 東  洋  大
大 竹   睦 24 帝  京  大
菊 田  善 信 30 駒  沢  大
伊 藤  友 喜 28 関 東 学 院 大
戸 羽  英 之 21 -関 商 工 高
加 藤  秀 典 20 羽 黒 I高
小 野  亨 30東 京 農 大
佐 藤  喜 克 20 名  取  高
三 瓶   仁 20 学 法 石 川 高
多 田   浩 25 帝  京  大
唐 沢   敬 22 東 京 農 大
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三 菱 自動車 川 崎 日 本 石
磯 部  史 雄 39
鈴 木   健 18
岡 田  邦 彦 27
保 戸 田 勝 利 23
田 □   操 25
石 田  文 樹 21
秋 村  謙 宏 22
金 沢  健 -2]
佐 藤  孝 治 25
対 馬  昭 男 29
徳 永  未井,台 19
中 葉 伸 二 郎 28
大 久 保 盛 義 28
平 田   望 22
0石 川  正 之 26
伊 藤  義 樹 24
安 岡  靖 晃 23
東果      ξ量 23
久 慈  照 嘉 18
田 島  信 昭 28
,I□  禾国人 23
鈴 木  慶 裕 24
坂 □  裕 之 22
曽 根 原 博 志 29
五 十 嵐 章 人 ]9
田 中   泰 25

監 督  岡 嶋  博 治 53
投 手  亀 岡  裕 幸 24
〃  安 田  武 -19
″  清 水  直 樹 28
〃  渡 辺  英 樹 22
〃  矢 崎  徳 之 22
〃  高 橋  泰 彦 26
〃  中 塚  幹 男 26

捕 手  越 智  文 雄 25
〃  石 黒  丈 ± 24
″  中 山  恵 -23
内 野 O四 ケ所 重 喜 28
〃  石 田   健 25
〃  戸 崎  秀 伸 2]
″  呉   復 連 26
″  草 田  義 之 26
〃  穂 満   隆 24
〃  丼 岡  寿 円 23
″  川 本  伸 司 24

外 野  和 嶋  賢 -28
〃  有 国  雅 己 29
〃  山 口  繁 男 27
″  多 田  真 也 24
″   半波 和イ=20

ヤ
監 督  川 島
投 手  西 村
〃  古 賀
″  山 中
〃  高 久
〃  直 井
″  藤 村
〃    霊」

捕 手  冨 永
″  吉 田
〃  佐 藤
内 野  浜 名
〃  寺 田
″ O中 山
″  山 本
〃  武 居
〃  宮 坂
〃  鈴 木
〃  小 阪 田
〃  野 田

外 野  中 村
〃  内 藤
″  金 指
〃  高 重
〃  後 藤
〃  野 沢
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ノヽ
中  央  大
寒  り‖  高
中  央  大
専  修  大
駒  沢  大
名古屋学院高
静 岡 西 高
台 湾 輔 仁 大
浜  名  高
亜 細 亜 大
関 東 学 院 大
駒  沢  大
浜 松 商 高
立 命 館 大
名  城  大
国 士 舘 大
中 京 商 高
浜 北 西 高
中  央  大
名  城  大
駒  沢  大
東  '羊  大
駒  沢  大
青 山 学 院 大
掛 川 西 高
中 央 大

監 督  垣 野  多 鶴 36
投 手   /J鰹 予   孝  20
〃  三 又  宇 宙 19
〃   」 里ヽ予  菫雪 21
″  津 嶋  重 美 18
″  吉 沢  哲 也 23
〃  小 笠 原 敏 雄 3]

捕 手  高 須  和 良 20
〃  斉 藤   徹 21
〃  安 斉  卓 巳 22
〃  平 野  逸 男 27

内 里予  ,青水  雅
'台
 23

〃   四 條    稔 21
〃  鶴 見  信 彦 21
〃    EB本 寸  陛菫―- 22
〃  和 田  敏 雄 27
〃  中 尾  雅 行 18
〃    型雪Ftt  E昌 貝J 24
〃  桑 元  孝 雄 18
″  沢 崎  藤 幸 19

外 野  0角     晃 司  28
″  金 子  元 樹 23
〃    小 り|1  欣 也  29
″  村 田  雅 彦 22
〃  柿 田  lll児 18
〃  森   伸 次 19

東 海 理 化
監 督  彦 坂
投 手  中 村
〃  高 橋
″  渡 透
″   濱 中
′/     目日本寸

捕 手  林
〃  11浅 田

内 野  近 藤
″    剣 山
′′        蛭 り | |
〃  不 破
〃  大 谷
〃   )睾

外 野  成 瀬
″  有 馬
〃  辻 本
〃  石 野
〃  中 根

昇 30 名 古 屋 商 大
伸 也 ]9 明  野  高
信 行 20成 章 高
博 立 18 三 ケ 日 高
英 次 21 紀  南  高
隆 嗣 20 鹿 児 島 実 高
雅 仁 19 三 重 海 星 高
功 26 名  城  大

善 博 25 駒  沢  大
岡J樹 21  剛弓  里デ  高
-24桑 名 西 高

弘 雅 19 東 海 工 高
薫 22同 志 社 大

昌 幸 18 二 重 海 星 高
弘 27 名 古 屋 商 大

寿 男 21 鹿児島実業高
浩 幸 24 立 命 館 大
勝 明 18 享  栄  高
和 隆 29 岡 崎 工 高

王 子 製紙 春 日丼
監 督  龍 神  光 美 34 御 坊 商 工 高
投 手  橋 本   祥 20 鳥  羽  高
〃  古 木  誠 人 22 延 岡 学 園 高
〃  篠 崎  浩 行 21 坂  城  高
〃  新 美  寿 通 30 半 田 正 高
〃  力開泰 英 樹 18 名古屋字院高
〃 O秋 末  誠 司 26 米 子 工 高

捕 手  佐 古 口  憲 23 新  宮  高
〃  岩 本  克 尚 24 日 大  高
〃  吉 本   亮 18 御 坊 商 工 高
〃  鈴 木   弘 25 愛 知 工 高

内 野  佐 藤  敏 夫 30 半 田 正 高
〃  東  将 幸 22新 宮 高
〃  進 藤  理 正 20 弘 前 工 高
〃  近 藤  岩 男 30 吉 原 工 高
〃  仙 波  泰 三 23 兵 庫 商 高
〃  菊 地  天 志 18 日 南 学 園 高
〃  窪   祐 二 19 愛  知  高
″  内 田   力 23 愛  知  高

外 野  岩 井  忠 彦 23 同 志 社 大
″  棚 橋  祐 司 24 岐 阜 南 高
〃  山 本  和 人 24 中 京 商 高
〃  田 中  和 武 20 清  水  高
〃  山 内   悟 34 岐 阜 工 高
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日本 :BM野洲
監督  鴨 田  勝 雄 49 法  政  大
投 手  中 西  孝 司 27 日  体  大
〃  西 殿  和 成 24 愛 矢□工 大
〃  吉 村  勝 己 19 ■ヒ花 学 院 高
〃  林   賢 志 23 明  治  大
〃  田 中  嘉 尚 26 同 志 社 大
〃  井 戸  英 裕 25 日  野  高

捕 手  田 村  元 -26 福 岡 工 高
″  石 田  浩 之 23 愛 知 工 大
″  青 山  孝 -25 東 北 福 祉 大
内 野 ()飯 田  孝 雄 27 法  政  大
〃  藤 田  吉 男 25 京 都 産 大
″   田 中  公 之 22 九卜1共立八幡哺
〃  小 松 崎 雄 志 26 天  理  大
〃  藤 原  良 -25 同 志 社 大
″  太 田 代 慎 也 23 駒  沢  大

外 野  山 下  新 二 22 上 五 島 高
″  渕 田  誠 26近 畿 大
〃  田 嶋  清 隆 21 高 矢□商 高
″  山 本   貴 24 法  IE●  大
〃  中 山  泰 允 23 近  畿  大
〃  芳 村  直 樹 24 智 弁 学 園 高

住 友 金 属
監 督  清 水  長 寿 36 早 稲 田 大
投 手  寺 坂  友 秀 20 笠  田  高
〃  横 丼  秀 実 ]8 高  島  高
〃  小 杉  大 三 27 和 歌 山 工 高
″  小 島  弘 務 20 平  安  高
〃  森 田  幸 -22 近  畿  大
″  高 橋  修 二 31 高  知  高
″  森 沢  洋 水 19 安 芸 工 高
″  古 賀  達 也 29 佐 賀 竜 谷 高

捕 手  西 岡  良 展 26 早 稲 田 大
〃  樋 野  徹 19平 日 高
〃  羽 佐  吉 史 24 御 坊 商 工 高
〃  佐 藤  雄 樹 28 早 稲 田 大
内 野  中 田   等 27 同 志 社 大
〃  福 本  保 彦 23 高  知  高
″  筒 丼  大 助 30 関 西 学 院 大
〃  三 宅  秀 二 22 東  海  大
″  樋 ロ  ー 紀 20 ガ, り 高
〃  岩 田  充 裕 23 近  畿  大
〃  勘 佐  寿 人 2]箕  島  高
〃 O田 中  祐 司 30 鳴  門  高

外 野  畑 山  俊 二 23 近  畿  大
〃  川 畑 伸 ― 郎 21 鹿 児 島 商 高
〃  栗 山  和 行 28 明  治  大
〃  家 永  裕 章 22 向  陽  高
〃  高 津   淳 20 報 徳 学 園 高

N丁丁四 国
監 督  幸 田   優 38 駒  沢  大
投 手  久 利  周 大 24 東  洋  大
″  西 川  慎 -2]大 洲1農 高
〃  渡 辺  智 男 20 伊 野 商 高
″  自 丼  宏 範 24 駒  沢  大
″  神 田   敦 26 日  体  大
″  土 田  博 健 24 帝 京 第 五 高
〃  滝 下  茂 信 29 穴  吹  高

捕 手  白 石  勇 二 2]松 山 商 高
〃  武 田  和 高 23 明 徳 義 塾 高
〃  夕 部  子 豊 25 大 方 商 高
〃  芝  和 彦 23近 畿 大
内 野  緒 賀  克 郎 28 東  洋  大
〃  小 谷  雄 司 22 明 徳 義 塾 高
〃  武 田  正 人 26 駒  沢  大
〃  山 本  佳 孝 23 同 志 社 大
〃  河 野  浩 三 22 駒  沢  大
〃  竹 島   誠 25 九 州 東 海 大
〃  松 本  秀 敏 22 亜 組 亜 大
〃  篠 原  昭 人 24 駒  沢  大
″  加 藤  浩 嗣 22 新 居 浜 工 高
外 野  松 田  竜 治 20 松 山 商 高
〃 0石 元  浩 三 29 新  田  高
〃  三 好  利 幸 24 Jヒ  条  高
″  能 田  悦 夫 22 亜 細 亜 大
〃  三 倉  ― 男 28 駒  沢  大

松 下 電 器
監 督  鍛 治 舎  巧 37 早 稲 田 大
投 手  山 村  昌 也 24 関  西  大
〃  多 田   淳 23 大  商  大
〃  渡 辺  ― 博 26 大  商  大
〃  石 田 富 士 男 29 日  体  大
″  米 澤  秀 典 26 大 阪 学 院 大
〃  潮 崎  哲 也 20 鳴  門  高
〃  松 島  雅 也 23 日  体  大
〃  小 間   進 22 神 港 学 園 高
捕 手  大 本  二 郎 31 倉 敷 I高
〃  水 本  勝 巳 20 倉 敷 工 高
〃  佐 藤  元 信 23 明  治  大
〃  上 原   仁 23 日  本  大
内 野  山 尾  修 二 25 近  畿  大
〃  太 田  晃 生 26 大 阪 学 院 大
〃  原 丼  和 也 20 箕  島  高
〃 ●広 岡  資 生 28 早 稲 田 大
〃  宇 田  英 樹 23 龍  谷  大
〃  奥 代  恭 -29 関  西  大
〃  小 坂  義 典 19 滝 川 第 二 高
外 野  篠 崎  宏 道 29 近  畿  大
″  桑 本  善 和 23 日  本  大
〃  大 演  兄 樹 21 守  □  高
〃  木 本寸 庄 作 20 智弁和歌山高
″  彙 原  高 志 19 池  田  高
〃  澤 田  裕 26大 商 大

神 戸 製
監 督  荒 丼  信 久 35
投 手  山 崎  吉 博 21
″  大 寺  史 人 23
〃  西 嶋  和 之 26
〃  江 坂  政 明 21
″  長 渡  宏 之 24

捕 手  川 井  直 之 26
〃  中 村  謙 吾 21
〃  宅 間   寛 25
〃  荒 丼  信 久 35
内 野  川 原 崎  実 25
〃    1コ リ‖    菫雪 32
〃  嵯 峨  和 也 23
〃  西 川  幸 宏 25
〃  戸 塚  俊 美 24
〃  「葛里予 '青ヲ529
〃   能 勢  月券尾司 27
〃  宮 長  貞 行 22
〃  武 次  大 志 20

外 野    日 川   雅 夫  30
″ 0浦 本  慶 啓 32
″  若 狭  健 司 24
〃   中 村  好 治 35
〃  丹 波 谷 至 邦 26
〃  綾 木  進 -19
〃  山 崎  博 行 33

鋼
明  '台  大
福岡大大濠高
立 命 館 大
骨言  毛ゞ   フて
平  安  高
吉  備  高
金 沢 星 稜 高
太  成  高
立 命 館 大
明  '台  大
村 野 工 高
駒  沢  大
大  商  大
金 沢 星 稜 高
明  '台  大
専  修  大
近  畿  大
市 立 尼 崎 高
下 関 商 高
明  '台  大
亜 細 亜 大
京 都 産 大
専  修  大
立 命 館 大
ノヽ  豆員  「ヨ
村 野 コE 高

四 国 銀 行
監 督  城 下  照 男 35 専  修  大
投 手  山 本  智 久 31 池  田  高
〃  橋 谷  正 人 27 大  商  大
〃  浜 田  孝 伸 25 東  邦  大
″  池 内  聡 24専 修 大
″  仙 石  雅 人 22 帝  京  大

捕 手  宮 本  章 彦 27 東 京 経 大
〃  末 光  賢 二 23 松 山 商 大
内 野  薬 師 神 一 成 30 京 都 産 大
″  森   正 隆 29 明  治  大
〃  西   弘 顕 28 明  治  大
〃  森 田  洋 生 26 明  治  大
〃  谷 岡  秀 -25 亜 細 亜 大
″  町 田  明 謙 22 東  海  大
〃 0イヂ名  正 道 27 東  洋  大
外 野 阿 部  稔 30大 商 大
〃  井 上  幹 也 26 愛 知 学 院 大
〃  宮 本  雄 二 25 神 奈 川 大
〃  田 中  靖 秀 24 近  畿  大
〃  森 田  建 司 23 明  治  大

大 阪 ガ
監 督  更 紗  忠 海 32
投 手  島 田   -24
″  田 中  豊 記 23
″  西 岡   洋 19
″  松 谷 竜 二 郎 24
〃  佐 藤  尚 巧 24
〃  萩 原  健 吾 27
″  長 野  哲 也 26

捕 手  中 西  亮 介 20
〃  新 谷  ― 仁 21
′′    Jこ     不日,5 27
内 野  松 田  竜 二 24
〃    ヤケ本寸    ヨ成 27
″  西   正 文 28
″  曽 我 部 和 男 21
〃  杉 山  栄 司 24
〃    35涯 島  女子B召 29
″  佐 々 木 孝 -23
〃  久 保  茂 章 23
〃  片 1上  哲 郎 20

外 野  折 原  康 伸 28
〃  湯 川  素 哉 25
〃  時 信  正 登 22
〃 ○川 端  秀 宣 28
〃  中 内  章 利 21
〃  植 村  寛 之 22

N K
監 督  上 岡  誠 二 40
投 手  浜 口  守 29
〃  田 代  敬 治 26
〃  塩 山  康 浩 23
〃  安 富  洋 二 23
〃    /」 りヽ|1  拡 保  22
〃  鎌 田  一 人 22
〃  古 賀  雅 裕 21

捕 手  白 石  則 幸 32
〃  松 井  智 幸 29
″  大 倉  孝 -26
′′     `ぞ刀K  不J不日 26
内 野  羽 二 生 俊 之 30
″  中 田  光 -29
″  岩 野  好 伸 28
″  西 嶋  哲 久 27
″  村 上  文 敏 26
〃  丼 口  竜 也 24
〃  定 岡  康 彦 24

外 野 0金 久 保 孝 治 33
〃  島 野  弘 幸 32
〃  佐 藤  洋 -29
″  永 尾  秀 司 27
〃  小 林  雅 彦 26
〃    ヌ]音6    府念 26
″  中 山  英 ± 21

新 日本 製鐵堺
監 督  中 川  善 弘 36 和 歌 山 工 高
投 手  野 茂  英 雄 20 成 城 工 高
〃  Jヒ 浦 伸 ,台 20渋 谷 高
〃  九 鬼  善 信 25 堺  西  高
〃  小 椋  茂 夫 25 週  摩  高
″  亀 田  憲 次 21 太  成  高
〃  清 水  信 英 31 興  国  高

l甫手  浦   誠 哉 3]PL学 園 高
〃  中 野  敏 行 29 ]ヽ 倉 商 高
″  浜 田  秀 史 22 明 徳 義 塾 高
′′  柳 野  浩 -20 伊 野 商 高
内 野  杉 本  和 也 21 渋  谷  高
″  馬 場  敏 史 23 期, り‖ 高
″  江 川  正 起 24 箕  島  高
〃  浦 東  靖 29新 宮 商 高
〃  石 原   貢 26 初D り1 高
″ 0丼 上   忠 28 専  修  大
″  木 村  義 ± 21 柳 ケ 浦 高
外 里予 西 垣  公 策 27 県和歌山商高
〃  浦 東  徳 明 27 新 宮 商 高
〃  田 中  匡 則 19 和 歌 山 工 高
〃  米 倉  格 二 26 成 城 工 高
〃  近 沢  昭 二 21 明 徳 義 塾 高
″  三 原   薫 27 同 志 社 大
″  久 保  恭 教 24 生 野 工 高

N丁丁中 国
監 督  増 永  芳 紀 35 東  洋  大
投 手  青 野   望 24 福  岡  大
〃  佐 藤   明 19 大  門  高
〃  矢 野  哲 嗣 20 近 大 福 山 高
〃  石 り  晃 26下 松 I高
〃  佐 々 岡 真 司 21 浜 田 商 高
〃  実 藤   誠 25 近  畿  大

捕 手  佐 藤  達 也 27 福  岡  大
〃  木 原 英 太 郎 24 駒  沢  大
〃  高 山  雅 彦 31 亜 細 亜 大
内 野  下 岡  秀 荘 28 東  洋  大
″  竹 中   学 20 岡 山 南 高
〃  Jヒ ロ  和 正 24 名古屋学院大
〃  千 川  健 二 23 近  畿  大
〃  原  則 明 24近 畿 大
″  小 原  祥 司 21 広  陵  高
〃  樽 岡   靖 30 専  修  大
〃  篠 原   勝 27 東  洋  大
〃  登   靖 則 31 東  洋  大

外 野  宇 佐 美 忠 志 26 亜 細 亜 大
〃 O津 江 本  隆 27 法  政  大
″  河 井  l_護 31 国 士 舘 大
″  辻 岡  一 成 25 福  岡  大
″  武 田  茂 人 25 東  洋  大
″  増 永  芳 紀 35 東  洋  大
″  岩 山  節 雄 31 駒  沢  大

本 田技研 熊本
監 督  手 島  晴 幸 38 立  教  大
投 手  山 隈  博 之 23 大  津  高
〃  田 代  尚 幸 23 佐 世 保 商 高
″  尾 崎  定 己 23 球 磨 農 高
〃  池 尻  康 晴 27 久 留 米 商 高
〃  内 山  正 博 23 青 山 学 院 大
〃  内 田  和 広 29 都 城 商 高
〃  高 村 ,羊介 23熊 本 工 高
〃  松 本  弘 幸 27 熊本第一I高

捕 手  吉 田  浩 幸 21 津 久 見 高
〃 0得 津  浩 芳 24 九 州 東 海 大
〃  田 中  忠 勝 25 久 留 米 商 高
内 野  清 原  真 二 29 祗0ケ 浦 高
〃  竹 田  満 宗 22 豊 国 学 園 高
〃  坂 本   正 23 熊 本 第 二 高
〃  川 道  二 郎 22 東 海 大 三 高
〃  手 島  晴 幸 38 立  教  大
″  深 町  浩 二 36 ,去  政  大

外 野  平 畠  光 行 23 熊 本 工 高
〃  小 本  修 =24 九 州 東 海 大
〃  久 保  憲 司 2]鳥  栖  高
〃  河 野 幸 四 郎 23 都 城 商 高
〃  内 村   徹 23 月晏本 工 高
〃  安 藤  芳 人 23 日 田 林 工 高
〃  園 田  末 男 24 PL学 園 高

ス
志 度 商 高
慶  応  大
羽 曳 野 高
興  南  高
大 阪 市 立 高
関  西  大
関  西  大
大 阪 教 育 大
興  国  高
京 都 商 高
市和歌山商高
近  畿  大
同 志 社 大
尼 崎 小 田 高
東洋大姫路高
浪  商  高
近 大 付 高
早 稲 田 大
智 弁 学 園 高
西  条  高
,州  本  高
早 稲 田 大
岡 山 南 高
飾 磨 工 高
伊 野 商 高
智 弁 学 園 高

K
慶  応  大
弓肖J商 船高専
ノヽ   幡   大
熊本第一工高
関  西  高
向  上  高
秋田経法大付高
佐 賀 学 園 高
西  条  高
明  治  大
駒  沢  大
尼 崎 北 高
横 浜 商 高
,去  政  大
東  ,羊  大
近  畿  大
駒  沢  大
it  本目  高
日  本  大
,去  政  大
武   相   高
二松学舎大付高
早 稲 田 大
近  畿  大
古 河 ― 高
唐 津 商 高

新 日本製鐵 八 幡
監 督  瀬 藤  宣 彦 44 Jヽ  倉  高
投 手  丸 谷 冨 美 幸 29 日南振徳商高
〃  吉 田  孝 -23 ノヽ  幡  大
〃  武 田  克 也 29 多 度 津 工 高
〃  本 山  和 久 25 直  方  高
〃  石 田  大 介 27 筑  波  大
〃  藤 原  和 久 20 高  田  高
〃  池 田  宣 人 29 長 崎 北 高

捕 手  前 り‖ 公 克 25 八重山商工高
〃  福 本  高 典 28 宇 部 鴻 城 高
″  伊 藤  雄 二 22 下 関 商 高
内 野  山 前  伸 二 28 直 方 学 園 高
〃 0鉄 見  浩 次 26 早 稲 田 大
〃  山 崎  典 政 30 都 城 農 高
″  平  満 男 31長 崎 商 高
〃  後 藤   忠 19 西日本短大高
〃  佐 野  高 明 23 大 牟 田 高
〃  松 田  孝 徳 21 豊 国 学 園 高
〃  池 田  幸 治 24 熊 本 工 大 高

外 野  葉 山  正 彦 20 Jヽ 倉 工 高
〃  田 村  勝 彦 24 ノヽ  頭  高
〃  加 藤  雄 -31 鎌 倉 学 園 高
〃  丸 谷 富 美 夫 23 日  南  高
〃  藤 崎  靖 彦 19 豊 国 学 園 高
″  田 中  丈 春 20 久 留 米 商 高



1989年 (平成元年)10月 19日 >10月 26日 大阪球場

優勝=住友金属 (5年ぶり5回目)

含FT亀 菖濡目1ヨ NTT中国
鼻 日本製 鉄 大 11冤  ;||:三 ∃ J   T

曹濃K運 智wT
黒奮製鰤躍翼∵∃日本石油
以LT2繁 躍翻:∃松下瑞新日本製鉄室蘭(北海道)

]本田技研熊T:∃
NTT中 国 5

(中  |」) 一N T T llll■l
(:ll部)2-北  陸  銀  行
(九  り11)4-本 田 1支 研 貪宮本
u麟』 1三

ヨ住 友 金 属 7:ョ
住 友 金 属 7

大昭和1製紙北海道
(近 畿)6-住  友 金 属

6-東      芝 (関 東)一 一

]四 M「 :∃鋤ガス4
(近 畿)― ―大 阪 ガ ス

N T T 東 Jヒ (東  北)6-―
四 国 銀  行 (四 国)10-一

熊 谷 組 2-

住 友 金 属 3-

日本 イi'‖14-

住 友 金 属 5-一

住 友 金 属

富
ξ
季

塾
浙 警

〕ヨ
日 狛 蝉

i酢
谷 組 H

日本生命、日本石油、住友金属、熊谷組といずれも都市対抗で優
勝経験のある古豪が復活し、4強 を独占した。都市対抗では日石
が 2回戦で、熊谷組は準々決勝で敗退、住金と日生は予選で敗れた
が、成長する若い力を存分に生かして強豪らしい地力を発揮した.

優勝 した住金はこの 2年、都市対抗に不出場と不振だったが、
鮮やかに復活を成し遂げた。ルーキー尾山は優勝までの 5試合に
先発、 2回戦からは 4目 連投という苛酷なマウンドだったが、べ
ンチも 体となって戦い、守りの固さも日本一の原動力になった.

これで住金は日本選手権優勝戦 5戦全勝t

準優勝の日石は、都市対抗では軸になる投手が不有1だ ったが、

今大会では 5年 日の本格派右腕、金沢が期待通りの好投`,打撃も
準決勝の逆転、優勝戦の粘りなど、試合への全員の集中力には素
晴らしtヽ ものがあった。
準決勝で敗れた熊谷組は都市対抗の準々決勝でコール ド負けし
たことをバネに、チームがリフレッシュした。日生も2年 日の木
村が投手陣の中心となり、若手が活躍、名門復活を印象づけた。
NTT中 FIは 佐々岡が速球を武器に真っ向から投げ込み、打線
も勝負強かった。四国銀行は昨年の大会で 1試合 5本塁打を2回
も記録したが、今年はさらに 1試合 6本塁llと いう新たな記録を

作った。
大会本畢打が前年より2()本 以上も減って計54本 と、金属バット

にプラスする指名打者制による打者上位の流れに、歯lLめ をかけ
た.3年後のバルセロナ fi輪 に向けて素質のある若手が台頭した
のも特徴だっ

〔優勝戦〕日本石油―住友金属 九回裏、住友金属二死―、二塁、松本が
右前にサ∃ナラ安打を放つ。

>委員長 =米 谷道雄 >副委員長 =二輪武、山川 1背 ■1、 二宅 亨次 >幹事 =岡 本女ri、 ,IIIl浩 ml、 岸野金治、大村 ‐彦 、竹 中清 1ド委
員 =本郷良直 、小林勉 、大橋慶二 、本嶋 ―黄、桃田晴彦 、中西 II可 大 、辻 喜 lli、 長 谷至康 、永|¬ 兼治 、メι屋琢 美、伊 束登、大石泰、梶浦 :照

樹 、宮 奥欣 ■j、 樫根清  、赤井淳 二、上井池憲治 、片岡成大、広沢渉、巽 1li 、岡本良 、llL多 証道 、浜田 正三、生越 方明、L喝洋、中川
雅夫、片山寄 世史、宮 本明、吉田龍男、東優 孝、南1亘勇、新中定 、中本尚、梅 I口 泰洋



第76回大会 大会言己録 社会ス孵 F相 手緻 会 2θ年史夕ヽ
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▽10月 19日
第 1試含=1回戦(午前10時 3 )

レ審 判 (球審 )小林 (塁 審 )中本 、赤 丼 、鹿 多

回 安 振球 貢
丼  911324

第 2試含=1回戦(午後 0

>審判 (球審)三宅 (塁審)東、中川、浜田

回 安振 球貢
及 り 弘 95610

>本 塁 打 =渡 辺 1号 (岩崎 )>二 塁 打 =山 下 >犠 打
飛 =」 1(寺嶋 )>盗 塁 =J2(原 野 、菅 原 )レ 失 策 =
新 4(前谷 、金 山 、永 元 、本 田 )>試 合 時 間 =2時 F853分

ドームの借 り返 せ た
○  史 li3人 日の先頭打 者本撃 Jlを 放ち、J‐「 を初勝利に

導いた渡辺 は [真ん 中高めのスライターで手応 えは 1分 で
したJとうれ しそう 都 市対抗 では初戦のプリンスホテル戦で
番に起 用されたが 21T数 無 安オ| 六 lHl途 中で 交 fヽ させ

られ ただけに この 大会で雪 辱 を1■ っていた,「 大 laf台 での
発ですからドームの借りを 1分返せたような気|キ ちですJ.

完封 した及川夕、とは人社が同じで親友 .「 5人の同りlが 今
は2人 だけ 及川のためにも|〕 ちたかったし、チー′、も勢いづ
いてくオ、ましたJと胸を弓長った

第 3試含=1回戦(午後 3
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>審判(球審)大橋(塁審)巽 宮木、南垣(外審)鹿多、辻

:「:[i::「 ][] 
「判:3][]

:1牛義「i員孟 :illl [i義
詈 昴 :||:|
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回 安 振球 貢
金  沢  8 8223

>本 塁 打 =鈴 木 ]号 (金沢 )徳永 1号④ 、(大 寺 )2
号 (橋本 )日 川 ]号② (金沢 )>三 塁 打 =若 林 、田 島
>二 塁 打 =五 十 嵐 、久 慈 、相 田 、平 田 >犠 打 =日 ]

(高柳 )>盗 塁 =日 ](君林 )>失 策 =神 1(能 勢 )>
暴 投 =江 坂 >試合 時 間 =2時 間 24分

ひ と息 入 れ た が・…

o 「調rはょかったのに  J 期待されていた神′Ji製
鋼の江坂投「 は三回、投球がIt調になって長魚

“

′女オlを浴
びてKO. 1卜 J、 2点 を奪われ、なお 1クピ満塁で11者、久慈
を迎えたとき、左スバイクのヒモがUlれ 、あわててタイム.ヒモ
を換えてひとを入れたつもりが、初球の直球を狙lいオlたれて
走 者 hiの左中間二塁11を浴びた。

▽10月 20日
第 1試合=1回戦(午前 8時57分開始)

>審 判 (球審 )木嶋 (塁 審 )大石 、吉 田 、生 越

石  田
'朝
 崎

2試合=1回戦(午前11時46分開始)

本田技研熊本 010001 000
北 陸 銀 行 200000000
>審判(球審)中本 (塁審)伊東、IP浦、南垣

回 安振 球 貢      回 安振球 責
内  山  ]1 7222  高  枝  1]12834
>本塁打=安田 1号② (内 山)竹田 ]号 (高枝)>三
尋1扁毒彗菖層,I戻繁1≦寒Tk選渠)蜃辱k嘉界
試合時間=2時間35分

ミス に 主 将 ガ ックリ
○ 「 L将の僕がミスばっかりでは1赤 てませんよねJ

と北陸銀行の小泉は4tし そう,守 りで 1回 に中飛を‖
測を誤って三畢Jlに してしまtヽ 、 1、 lilllに は安ケ]の走
考として出睾したがオl球の判断ミスでともに塁 Lでア
ウト「自分を含めほとんどの選手が都市対抗や日本
選「 権は初めて―あがってはいないつもりだったけど、
攻守ともちぐはぐなプレーが多かった,大試合ではミ
スをしたら勝てませんねJと H線 を落とした,

第 3 =1回戦(午後 2時51
住 友 金 属 1010040001
大昭和製紙北海道 000 100 000 1
>審判(球審)辻 (塁審)丸屋、長谷、宮奥(外審)新阜、片山

犠 併 残
1  0 ]1 36]46 4 7

>二塁 打 =山崎 、阿 相 、佐 藤 (大)>犠 打 =住 ](佐
藤 )大 1(日下 )>盗 塁 =住 2(樋□ 、畑 山 )>試合時
間 =2時 間39分

第 4試含=1 6時 2

)審判 (球審 )片岡 (塁審 )美馬 、中西、本郷 (外審 )新早 、片山

>本塁打=森田建 1号3(大 倉)2号② (添田)宮本車 1号 (大
倉)町田 1号 (越田)谷岡 ]号 (越田)戸羽 1号②(橋谷)薬師神 1

号(渡辺)夷塚 1号②(橋谷)>三塁打=戸羽 )二塁打=田中、宮
本草、福地、戸羽 大塚 阿ヽ部 >矢策=四 1(田丁田)〉 暴投=橋谷
>試合時間=2時間54分
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(現広島カープ、26歳)

(通載呆語λ毎日新聞)

プロ入りを意識していたから「ネL会人として最後の大
会.lfllい を残 さないように」との決意で臨んだが、優
勝した住友金属に準々決勝で再逆転負け。忘れられな
い試合となった。
1-4と リードされた七日裏から登板。球が走って

いたのでほとんどストレー トで押 した。うちは人回表
に一挙 4点 を奪い逆転.「 ヨシッ」と気持ちが高ぶった。
ところが、人Fnl裏 に自信を持って投げ込んだス トレー
トを2本 も本累打されひっくり返されてしまい、がっ
くり。
でも、いくらストレー トを打たれても「プロでも速

球派の投手でいくぞJと いう気持ちは揺らがなかった。
今でも、そう。最も変化球をうまく使ったり、ストレ
ー トにしても 両サイドを突くコントロールが必要な
ことは分かっている。
社会人を経験 したことは自分にとってすごくプラス。

厳しく鍛えられたうえに、会社の仕事を通じて人間関
係など野球以外のことを学べたと思うからっ
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第 3試含=2回戦(午後 3時56分開始)
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▽ 10月 21日
第 1試合=1回戦(午前 8時57分開始)
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卜審 判 (II審 )中本 C審 )桃田 、美 馬 、永 田

●本 塁 打 =古 田 ]号 (足 達 )間 瀬 ]号 (足 達 )砂 田 1号
(陳 )>二塁打 =定詰 レ犠打 飛 =新 4(杉本 、原 田 児 玉
林 )>捕 逸 =的山 ♭試合 B寺間 =3日寺間 38分
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O 延長 卜「Чい|に 1死  、■,と 1呼 び オl同点のビン
チを切り抜けたトヨタ「l llJ中の高橋投「 は「オlたれたらどうし
ようなどと余言|なことはなえていなかった 気持ちだけ負けな
いように、ど真ん中を11った.本H手のオl者の方が力んでいた
のではないですか」と、最後まで冷静さを失わないマウントさ
ばき, 先発の陳投■をし「 1からリリーフし、′[″を背にしなが
ら粘り強い投球をして、うれしい初勝利に結びつけた
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レ審 判 (」・R審 )小林 (塁 審 )鹿 多 、巽 南 垣

>審 判 (球 審 )中西 (塁 審 )木嶋 、梅 田 、宮 奥

レ本 塞 打 =篠 崎 ]号 (米 山 )レ ニ 塁 キ」=岡 田 仁 、山
尾 卜犠 打 =松 1(西 島 )室 2(鈴木 広 、長 山 )レ 盗 塁=松 2(中本 、原 11)レ 失 策 =松 2(桑 本 木 村 )>試
合 時 間 =2時 間 47分

全 日 本 エ ー ス どこへ

○ 「情けないです」.28球 でKOされた松下電器
潮崎は試今後も目は真っ赤.全 日本エースの金看板
はどこかに置き忘れたような投球. 力めばナ」むほど球
はうわずり、新日鉄室蘭打線に打ち込まれた。「調 r
は普通 .}令 静に抑えようとしたんですが、ν合んばりがき
かなかったJとうつむき加減に話し、「精神的に強くなら
ないとJと 、自分自身に:キい間かせるようにつぶやいた.
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第 2試合=2回戦(午後 0時35分開始)
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▽10月 23日
第 1試合=2回戦(午前8時56分開始)
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>審 判 (球審 )大橋 (塁 審 )長 谷 、伊 東 、中 川
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>本塁 |」 =丹波 ]号で,(尾山 )小林 1号`"(尾 山 )>二 塁 打 =家 永 、樋 野 レli打 =東 ](前 田 )住 1(中
田 )レ 盗 塁 =イ主 1(家永 )● 言it合時 間 =2時 間26分

「 か́ ら出 illし で す 」
0 東芝は,1波の2点 本早11で先「 を取ったが、いまひと
つ波に乗れないまま逆韓 オl、 初戦1枚退した 先制アーチのサ|
波は「ちょっと1古まったが、ホイントがよが,たので入ると思った
あれで 1,する

Ⅲ
と思ったが  今年はすっとこんな感じです

者「(if対抗でつまずいて、チームの/、 ―卜が悪くなってしま ,た Jと

4海 しそう ~日 本選「 権連覇の夢む肖えてしまったし、来11ま た力ら出直してうJと ヵ「を落として球場を後にした.

297 3103

卜本 塁 打 =伊 東 ]号 (柳 畑 )鈴 木 ]号0(柳 畑 )寺 嶋
1号 (松 田 )>二 塁 打 =原 野 、及 川 義 >犠 打 =J]
(及 川 義 )西 1(小森 )>暴 投 =松 田 、加 藤 >試 合 時
間 =]日寺間 56分

▽10月 22日
第 1試含=2回戦(午前 8時58分開始)

第 2試含=2回戦(午後 1時15分開始)

第 3試含=2回戦(午後 4時14分開始)
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第 2試合=2回戦(午後 0時 5分開始)

>審 半J(球 審 )辻 (塁審 )梅 田 、宮 本 、生 越

キ匁已昂暉馴抒鏡裔弔瞑興
=大 ](折 原 )>試 合 時 間 =2時 間 53分

集 中 打 呼 ん だ好 投
〇  八l口  気の集 中11で 勝 負を決めた大阪 ガスだ

が、そσ)猛攻 をり|き 出 したυメまPЧ fFr■ 1/i藤の りJ投  3
-3に追 tヽつ tヽ た′ヽ |口 |からでた板 、直 llkと 変 化 球 をうまく
故 らして41Jを3人 ずつでJ"えてIIttσ)奮 ltをうながした
佐 藤 は関 大から入社 して31'日 だが、口lillま ではll lや ひ
しを痛めてほとんど登板 のチャンスがなかった。それ だ
けにこの 日の好 投 がうれ しいらしく、「社 会 人になって最
高の ビソチングです Jと 3年 目の開 化をドイんでいた

第 3試合=2回戦(午後 3時50分開始)

晶ヨ智動霜::♀ :::l:1乳
)審判(球審)三宅 (塁審)赤丼、片山、樫根 (外審)桃 田 中西

〔トヨタ自動車】打安 点振 球  【熊 谷 組 】打 安 点振 球
⑨ 間 瀬 31002④ 菅 沢 42121
⑤ 鶴 田 2002]③ 前 川 4202]
H5杉  山 1001l ②  佐藤 和 52100
④ 呉 41001③ 向 山 52100
⑦ 横 丼 50020D森 山 422204_3  関  30010 HD西 田 11000
H 石 野 1]100 0黒 木 52500
3 飯  田 00000(3 波  留 44100
D宮 市 11003② 黒 岩 2110]
② 古 田 322010堀 尾 2110]
③  岡  本 31020
8 寺  山 10000
0 蛭  田 40000
犠 併 残      犠 併 残
0  2 13 317 3 8 9     2  1  8 3619136 4

▽10月 24日
1試含=準々決勝(午前9時開始)

レ審 判 (球 審 )木 嶋 (塁 審 )吉田 、桃 田 、大 石

回 安 振球 貢
田 1%3125
井 5238514
中  234102

第 2試含=準々決勝(午前11時55分開始)

)審 判 (球審 )広沢 (塁審 )鹿多 、赤 丼 、梶 浦      |

回 安振 球 責
金  沢  9 61120

▽10月 25日
第 1試含=準決勝(午前 9

>審 判 (球審 )大橋 (塁 審 )吉 田 、鹿 多 、桃 田

犠 併 残
5  0  7 33]15 6 1

レニ 塁 打 =久 慈 、川 村 、平 田 、高 比 羅 、坂 口 >犠打 =
石 5(坂 回 、平 田 、五 十 嵐 、久 慈 、相 田 )生 2(児 玉 、
岡 )>失 策 =石 ](久 慈 )生 ](高 比 羅 )>試 合 時 間
=3時 間

逆転逆転で日石、初の決勝進出
日本石油が L壇場で底力を見せた。 1点を追う日

石は九回一死から田島の中前打と高柳の遊撃内野安
打で一、二塁。坂国の ―塁線突破 二塁打で同点。
なお二、三塁から平田が投前スクイズバントを決め、高
柳が決勝のホームを踏み、1番手秋村が九回裏の反
撃をかわした。
日本生命は3点を先行されたが四回に反撃。二死

から高比羅の三塁線突破二塁打と守屋の遊ゴロ失で
一、三塁とし、一番高橋以下の 4連打で一挙に4-
3と逆転。しかし五回以降は秋村を打てず、九回二
死後、川村、川瀬の連オ「で同点機を作ったものの中橋
が右直に倒れた。‖生の三番手、木村は四回途中か
らマウンドに上がり、走者を出しながらも直球とカープをう
まく投げ分け、要所を抑えていたが、九回疲れの見える
ところをLJ石の打線に捕まった。

2試合=準決勝(午後 1

)審半」(球審 )小 林 (塁審 )中 西 、赤 井 、美 馬

犠 併 残
1 07318352

>本 塁 打 =森 山 2号 (尾山 )>二 塁 打 =黒 岩 、黒 木
>犠打 =熊 1(前川 )住 1(中 田 )>試 合 時 間 =2時
間 15う)

住金サヨナラ3連打
1点を追う熊谷組は九回、森山の本塁ll lで 追いつ

いたが、住友金属がその裏、佐藤、田中、家永の 3連
打でサヨナラ勝ち.

先行したのも住金. 三回二死後、中田、畑山の連打
と川畑の四球で満塁とし、佐藤が左前に2点適時打
した。熊谷組は iJ、 住金 尾山の立ち 11がりを攻め、
二死一、二塁としたが後続がなく、その後は立ち直った
尾山の「 寧な投球に六回まで 2安打。ようやく七回
二死 、三塁に黒岩が三塁線突破の二塁打を放って
1点 、九回には 死から森山が左中間に同点本塁打
した。
熊谷組の先発 松浦は三回に2点を失ったあとは、IL
回に死球を1個 与えただけと尾山と互角の投手戦。
九回裏は制球が甘くなり、連打で無死 、二塁のピン
チを招き、f/X援 の谷津田が初球を中堅に痛打され、カ
尽きた。
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第 3試含=準々決勝(午後2時59分開始)
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)審判(球審)梅田(塁審)美馬 岡本良 土丼池(外審)南垣 伊東

IN TT中 国1打安点 振球  【住 友 金 属 】 打安 点 振 球

8水 層:::!13層 目:::||
:][言 :|:|| :嘗 ::::||③押下奮il:I: 甲↑7329643

鱚膨鱚ポ絣
魅せた主将 の 意地 と読 み

○  「佐 々岡は真っすぐしかない .ベルト辺の直球 だけを
待つ J ノヽ I可 裏  タピ イi友金属の佐 藤は心 中燃え上がるの
を感 じながら打 席に 立った。マウンドにいるのは全 日本の女f
投「  f●々岡  "t llの攻 撃で 気に逆 転 したNTTttF■・|が
逃 げuJりそうなムードが高まっていた。 しか し ここでf生藤の ,lL

クヒト1′卜の同 点 アーチがノlittlll中 段 へ 飛 び込 んだのた 0
-l1/xの 2球 目 佐 藤 の .―itみ 通 り 魅 人られたように内 夕lへ
人 ってきたベルト辺の速 tlKだ った.

1きあ、いくそ ′直球 だけ引l,て tヨ サJ ベ ンチヘ戻ると、
今度は後統 1丁 者に佐 々岡攻略の 号令を力|すた.

第 4試合= 6時 9分開始)

>審判 (球審 )小林 (塁審 )生越、辻、東 (外審 )南垣、伊東
【熊 谷 組 】打安点 振 球  【大 阪 ガ ス】打安 点振 球
t4 菅  沢 52010 ④  西  31002
4 高  野 ]1300 0松  田 31001
0前 川 41021⑤ 中 西 52410
■)  ,仁序姜不□  5 4 6 0 0   ()  J斤   り京 4 0 0 1 0
7   フヽ   本寸 0 0 0 0 0   ()  ヤT  本寸  3 0 0 0 ]
0向 山 5]1100島 田 00000
D 森  山 10003 フ 中  内 3000]
H El西  田 10000 0 湯  り‖ 30010
0 黒  木 43400 H9川  端 10000
H 佐藤 敏 10000 0  上  32011
9 伊  吹 00000 0 新  谷 20010
0波  留 41000 HD杉 山 20000
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76回大会 大会言己録

▽10月 26日
優勝戦(午後 1時開始)

日 本 石 油 1000000124
住 友 金 属 0000002035
>富十J(球審)三宅 (塁審 )′Jヽ林、同本良 辻

319544

i転、
~Ⅲ
性tの 白熱 し

た熱 `llkを住 友金lfiが サ
ヨナラで制した.,イ主金は
八|111、 先発

'ビ
山が 日本

石油に追いつかれ、プL
I口 1表 には 2点σ)リ ードを
許 したが、その 裏、11線
が底 ノJを 見せつけた
先11の 畑山が口Ч球.

ここで ‖イiは
~番
「 の

秋村の救援にШHを 送
ったが、川畑も四球で無
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翼フェンス直撃の 1早 lI
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【日本石油】打安点振球 【イi友金属】:]安

>二塁打 =松本 畑 山 、佐藤 2レ
'義
打飛 =日 4(坂 □、 の 敬 遠 |¬ 球 で 満 畢 .

田 島 2、 高柳 )住 1(田 中 )レ 失 策 =目 ](徳永 )レ 捕 逸  死 後 、樋 野 の 1遊 間 突=オ通野 卜言It含 日寺間 =20寺 間42ク)

住 金 、日
謬 写 考 機 ζ I魔 肝 聾 ま 話 :

タンチアウト.,二死 、二塁となったが、松本が決勝の右前打を放った。守備
でも再■の好プレーを見せ、尾山の力投に報いた。
‖イiは |:J′ itの ノLIl ll クピニ、 i夕 :ヽ から坂||の ノ|■義刀ヽ、`FI」 のイく規則安ll tl二

捕逸も絡んで2点 .tヽったんは優月券を日前にしたが、金沢を救援した秋村、IIl
日が崩れた  1、 三、六国と無死のた者を111し ながら後続がなく、し|口 1途中ま
で女r投した金沢を援護できなかったのも響tヽた

監 督 談 話
住友金属・高多倫正監督 尾山が最後までよく投げてくれた。終11は疲
オ■から球成が落ちた力`、イヽえる気はありませんでした. 打線も若tヽ尾|11をもり立
てようと必,自こ11ってくれた.頂点にサiてるとはクのよう.日 本石油の方に勢
tヽまあったが、最後まであきらめず食い ドがって得た勝利です.

日本石,由・林裕幸監督 選手は最後までよくや )́た.尾山君はいい1,F
だが、15安打で 4点 しか1反れなかったのは私のさt ttdミ スです.金沢は1真張
って投げてくれたが、し回途||:で イヽえたのは「艮界と半lLtFしたから.攻撃σ)ミ ス
もあったし、サヨナラ負けの悔しさを忘れず、今度こそダイヤモンドルitを取ります
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家永の歓喜のホームヘのスライディングだ, li色のテープ
が 1果ベンチを飛び出したV戦士たちに絡まる.逆転、サヨ
ナラ 「ミラクル住金Jの実力日本―のフィナーレとなった,

ミラクルの予感はあった L回二死 塁で日本石油の高
柳が

'遊
陪l安イl 中田メIi翼 手が本ヽヽへ好返球 ,■果走

者の相円が樋野捕手に強烈な体 1`たり.1/1iり 予は転倒しながらもボールを離さ
ずタッチアウト ロ石はどうしても追加点の欲しtヽ場面.逆に住金は与えたくな
い,この激突が静かな投 ■戦を 変させた 名門同十の意地と意J也、聞志と
F罰′とがグラウンドに

'責
|11し た.

その裏、住友金属は不振をかこっていた畑山の二塁オ」をきっ力ヾすに逆転。
日石は八日、4安打を集めて追いつく,九回

`~lま
連投の尾山に下位打線から

の攻撃で 2点を挙げ、こぶしを突き11げる日石ベンチ。心は初の秋の 11者と
なる月同_L(ず準備に不多っていた.

住金が九|口 |の守りを終えた ロイ″D2点 目につながる捕逸をした樋野がべ
ンチに戻ると、だれ 人、171iり Fを 責めるようなそぶりはなく、攻めに集中していた,

「中し,沢 ないと思っていたのに、ベンチの負ける気はしないという芥囲気に,|■ 1

されましたJ,14111F`訂 (島根)から入社して2年 日、まだ20歳の樋野は目を見張
った  1ゝ:キ手の松本もlnlじ 思tヽだった. 卜軸の元全日本 卜将の筒井が大会
直前の練iマ試合でイfわき腹1肉離れでリタイア:二半の中国が外り自こまわった
ため、今大会で初めて公式戦出場のチヘ・ンスを与えられたのだ,「高校時代、
こんな盛りLがるベンチに座ったことはありません倒
住金ベンチの気迫に日石の投「 が畑山、川畑に連続四球,「 バントなんて
考えない、ヒットをオIつと確信していた」と高多監督が最も頼りにするL将の佐
藤が左越え l塁打で 1点差しこのあと一死満果に樋野が初球を i遊問安JI
サヨナラを|1指 した 11からのた者は本畢返球にタノチアウトとなったが、なお
1死一、111で松本がまたもや初球を右前へ弾き返し、1畢走者の家永を迎
え入れて熱開にピリオドを1]っ た
ltli野 も松本も初球を,[い打った まさにベンチの勝負への執念が汁い「1人

のパットを振らせたとしかいいようがない.,「僕らもそうでした.19821■こ剤
`市
対

ltで優勝、83、 84年に日本選手権で連続優1券したときは、年 11の 人達が僕ら
の活躍の場を作ってくれた ベテランも片手も 11懸命に練習し、試合で強く
なっていく,これが住金野球です」‐17藤 卜将の誇らしげなl「葉が伝統の底

住友金属

チームのダイヤモンド旗獲得は最多の 511111
選手、マネジャー、監督としてその全割にかかわっ
てきた′「f業はついているんです.ビ ッグタイトル
だから11っ てはいたが、言式合前に月労てると思った
ことは 度もなかった 日肖

“

σ)試合だけに照準を
定め、攻撃的に戦‐)て きた結果です」と柔和な顔をほころばせた.

準決勝の対熊谷組戦、リードされた しll l、 同点で迎えた九回と 度の
無死 、 ふ:ミ .送リバントも考えられるケースだが、いずれも強気に

'女
めて

勝ちに結びつけた。1相 ■の|せ 千ブJ、 見方の11者の情報、戦力なとを瞬
時に分析、作戦を立てるオメすですが、それがT_7、のセオリーです」
ソフトな語りII、 優しい容ぼうに似合わず、 度決めたことはてこでも山

げぬ′頑F■l 徹、土f在のいごっそう、そのものである.

Lll高時代、当時の籠尾良雄監督に、グラウンド内外で厳しく鍛えられ
た.,野球も勉強も人以上に出来てやっと 人前、文武両道の伝統のなか
ではぐくまれ「あのころ野球の、人間としての基礎を学んだと思う.以来、ど
の|lt界 でも強くアliきていける自信が持てるようになったJという.
高校、慶大では外野手で 卜将を務めた:会社に入り8年間、選手、マネジ

ャー11活のあとllと場を離オ■、しばらくは東京6大学の審半」も経験してtヽる.
常ひごろ、選 手にはり予球も、仕事も|1標 を設定し、

それにF」けてfllJを すべきかを決めカウントダウンしてtヽ

け」と説く. FI tt Hの 家族だんらんと晩西勺が′害、抜き.
夫人と女りと3人  36歳 .

徳島県生まれ`慶大から1977年 住友金属入社
今年 1月 1日 監督就任,労務部動労室参事補

(今堀 二郎)

督監ロ
熟正“倫た多い吉同

二成

162
力のすべてだった。 (村上 清司)



御 孵 F相 手緻 会 ″響 入

|>悔やむ好機に几退く
・ ■ |‐   自石 1革十 嵐
○。・・「いいところでヒットが打てなかった
のが悔しい」と、負け責任を一人で背負った
のは日本石油の「1番 五十嵐。六1司 の先頭で
右前打したものの、他の4打席はいずれも畢
Lに走者を置いていながらりヽL退を繰り返した。
尾山投手の速球とカープにタイミングが合わ
ず、力負けしたもので「来季はどんな投手で
も打ち込むようにしたい」と飛躍を誓った。

>最後率で|ッィていょく
〇・・・「決勝のホームに滑り込んだ時は必死
で、頭の中が空っぽだった。審判がセーフと
言ってくれた瞬間“終わった"と 力が抜けまし
た」と住友金属の家永中堅手は笑顔いっぱい。
前日はサヨナラ打を打っているが、この日は
無安打。しかし、九回の満累で内野ゴロを打
って ―畢に残り、サヨナラ勝ちの走者になり
「最後までツイていた大会でした」。

>アウm‐、たが機,
①…住友金属は松本の右前適時打で決勝点
を挙げたが、日石の五十嵐右翼手が好返球、二
畢走者 家永の生還は本畢上でクロスプレー
となった。ルーキーながら攻守に活躍した日
石の高柳捕手(駒大)は「自分ではアウトと思
ったが、半1定はセーフ、僕のタッチより走者の
方が早くホームベースについたのでしょう。
円口さん(投手)の調子は普通、相手の打者に
打たれました」。

第 1● 1饉1大 会 豪 彰 選 手
◇最高殊勲選手賞 尾山敦投手(住友金属)高岡商高(富山)か ら入
って 1年目の新鋭。 5試合すべてに先発、2回戦から優勝戦までは4
連投という離れ業で最高の栄誉に輝いたが、「自分の力で取ったもので
はありません。みんなのお陰でもらった賞」と謙虚だ。
4連投のこの日はさすがに疲れがあり、 立ち_11が りから押さえが効

かず、苦しい投球。人、九回は球も走らず、「代えてくれないかな」と
弱気になったが、「お前に任せた」と一歩もベンチを出ない高多監督の
全面的な信頼に奮起して、15安打を浴びながら、バ ソクの好守にも支
えられて4点に抑えた。「大会前から全試合先発でいくと言われていま
したし、ここまで任せてもらったら、投げるしかありません。ホーム
で2本 も刺してくれたし、ヒット性の当たりを止めてもらったし、本当

にバックのおかげです」と喜びをか
みしめた。
期待されて入社したが、すぐに

肩を壊して夏までは鳴かず飛ばず。
それでもくさらず、暑い夏場を黙
々と走り込んだ努力がやっと実っ
た。「都市対抗の予選ではほとんど
投げられず迷惑をかけたが、これ
で何とかお返しできたと思います。
1年 目でこんな賞をもらえるなん
てまぐれですが、これを励みに頑
張って、もっと信頼されるように
なりたい」と、さわやかな笑顔。
180夕 、75キロ。右投げ右打ち。労務
部勤労室勤務。19歳。

◇敢闘賞 金沢健一投手(日 本石油)チームーの長身が肩をすばめ
て小さくなり、日から涙をあふれさせた。準々決勝で新日鉄室蘭を完
封するなど3試合に先発して2完投。初の優勝戦進出への頼りになる
右腕になったが、サヨナラで敗れて「(敢闘賞を)も らってもあんまりう
れしくない」とニコリともしなかった。

「やった―」「日本一の復活だ」――。住友金属が「5年ぶりの頂点」を極め
た時、大阪球場の二塁側スタンドに陣取った応援団2.000人は総立ちとなった。
「おめでとう/V5達成」の横断幕と紙吹雪、五色のテープが西日に映える。グ
ラウンドでは選手たちが跳びはねて喜びを爆発させた。高多倫正監督(36)か
ら、コーチ、主将と次々に胴上げが続く。そして尾山敦投手(19)も 。今春、高
岡商を卒業したばかりの若きエース。宙に舞うその姿は“ニュー住金"の誕生を
うたうようでもあった。
苦しいゲームを一つ一つものにしてきた今大会の住友金属の試合ぶりを凝

縮したような劇的な幕切れだった。日本石油(関東 横浜市)に 2点差をつけ
られた土壇場の九回裏、同点に追いつき二死一、二塁。今春、市立和歌山商
を卒業した松本尚樹選手(19)の バ ソヽトが快音を発し、二塁走者が本畢に突人

住金との優勝戦は気迫が伝わってくるような力の投球だった。自慢
の力のある速球で押しまくり、六回まで 4安打無失点、二塁も踏ませ
なかった。しかし、ヒ回、二塁打 2本と四球などで同点に追いつかれ、
無念の降板。「疲れはなかったが、球が高めにいってしまった」と口ご
もるような言葉で話したが、「でも、大会を通じて、きょうの優勝戦の
出来が今年一番よかった」と振り返った。棚倉高(福島)出の 5年 目。
185;シ、85キロ。右投げ右打ち。東京支店総務課勤務。23歳。
◇打撃賞、首位打者賞 佐藤雄樹内野手(住友金属)5試 合で19打
数10安打、5割 2分 6厘。準々決勝のNTT中国戦で先制の2点本塁打、
九回には同点ソロ本塁打。この日も2点 を追う九回無死一、二塁から
1点差に追い上げ、サヨナラ勝ちへ結びつける左越え二塁打を放ち、
好機に勝負強さを発揮したことが評価された。
「ひっかけて併殺にならないよう、球を引きつけ、打ち上げることだ
けを考えた」。入社した1982年 に都市対抗野球で優勝し、83、 84年と日
本選手権を連覇。それ以降、チームが低迷しただけに、主将としてチ
ームを引っ張る活躍ができたことを喜んだ。「うちのチームはリードさ
れていても、みんなが最後まで勝つつもりで、ベンチのムードも暗くな
らない。主将の仕事は何もしてないですよ。僕自身はやっとある程度、
打撃がわかってきたような気がする」。打撃賞、首位打者賞とも初の受
賞。早大出。178=ン 、80キロ。右投げ右打ち 本社業務部材料室勤務。29歳。
◇大会優秀選手
【投手】金沢健一(日 本石油)尾山敦(住友金属)木村恵二(日 本生命)

【捕手】高柳靖法(日 本石油)樋野徹(住友金属)【一塁手】 徳永耕治(日

本石油)佐藤雄樹(住友金属)【二塁手】平田望(日 本石油)十河章治(日

本生命)菅沢剛鮨員谷組)【三塁手】若林重喜(日 本石油)中西売介(大阪
ガス)【遊撃手】久慈照喜(日本石油)北口和正(NTT中 国)【外野手】
佐藤和弘、黒木義美頓囀谷組)坂口裕之(日 本石油)家永裕章(住友金属)

岡田仁(新日鉄室蘭)【指名打者】相田武徳(日本石油),|1畑伸一郎(住友
金属)森山茂(熊谷組)

◇10回出場選手 中村好治(神戸製鋼)、 田中祐司(住友金属)

◇審判委員功労 中西則夫、桃田晴彦

した。際どいクロスプレー。球審の両手がサッと横に広がった。
先発メンバーのうち、新入社員は高校球児だった2人。 1人がマウンドを守
り抜き、1人が決勝打を放ったのだ。
「今夏の都市対抗野球の予選(敗退)で地獄を見、秋に全国の頂点に立て
るとは」。高多監督はチームの変容が信じられないというような表情。
スタンドでは、かつて同社の副社長だった住友特殊金属社友の板垣安夫さ
ん(79)=兵庫県伊丹市=が「会社の景気がようなると野球も強うなるんやな」
と、うれしそう。住友金属は既に“鉄冷え"を脱し、バイオ、エレクトロニクス部門
にも進出している。今年、タレントの山瀬まみさんを起用した「やわらか頭してま
―す」のCF登場とともに、高多監督も野球部に復帰した。

OOOOOOOOOOOOOOOOO― OOOOOOOOOO― OOOOOOOOOO① OOOOOOOOOO― OOOOO

ニュー住金にルーキーバワー
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第76回大会 地区大会成績
(太字チーム本大会出場チーム)

9月23日 から 5日間 札幌市営円山球場

大昭和製紙北海道

函 館 太 洋
森 倶 楽 部

山陽国策ノψレプ旭川
札幌ブルーインズ

」 R北 海 道
NTT北 海道

新 日 鉄 室 蘭

―札 幌 倶 楽 部
航空自衛隊千歳
王子製紙苫小牧
小樽野球協会
北海道拓殖銀行
日産サニー札幌

4

新日鉄室蘭

3

◇青森▽ ‐回戦 八甲ク(不戦勝)オール青
森、自衛隊青森17-7全弘前▽敗者復活戦
全弘前(不戦勝)オール青森▽準決勝 自衛隊
青森(不戦勝)八甲ク、三菱製紙八戸(不戦勝)

全弘前▽決勝 三菱製紙八戸8-7自衛隊青
森(勝者は第二次予選へ)

◇岩手▽ ^回戦 東京製綱9-3宮城建設
久慈ク、釜石野球団7-4住田ク▽二回戦
小野田セメント8-1オール釜石、オール不
来方8-7オール江刺、岩手銀行7-0宮高
ク、赤崎野球ク6-4高田ク、東京製綱11-
5遠野ク、県経済連13-0岩手アイワ、釜石
野球団13-3大槌球友、水エク4-3雫石ク
▽準々決勝 小野田セメント10-0オール不
来方、岩手銀行7-2赤崎野球ク、県経済連
4-0東京製綱、釜石野球団11-1水エク▽
準決勝 県経済連2-1小野田セメント、岩
手銀行 9-0釜石野球団(勝者は第二次予選
へ)▽決勝 県経済連7-1岩手銀行
◇秋田▽・回戦 秋田王冠ク11-4能代松
陵ク、TDK19-0秋田経法大ク、秋田あけ
ぼの銀行(不戦勝)フ ェニックスク▽準決勝
秋田銀行11-0秋田王冠ク、秋田あけぼの銀
行4-lTDK▽ 決勝 秋田あけぼの銀行7
-0秋田銀行(勝者は第二次予選へ)

◇宮城▽一回戦 オールカメイ4-2」 R
東日本東北、七十七銀行10-0+条製紙▽準
決勝 」T18-5オールカメイ、N tt T東 北
8-1七十七銀行(勝者は第二次予選へ)▽決
勝 NTT東北6-4」 T▽敗者復活一回戦
七十七銀行5-1」 R東日本東北、オールカ
メイ8-1+条製紙▽第二代表決定戦 七十

七銀行12-9オールカメイ(勝者は第二次予
選へ)

◇山形▽ ・回戦 日大山形OB6-4新 庄
球友ク、三川ク15-0米沢中央ク▽決勝 鶴
岡野球ク4-3山形しあわせ銀行(勝者は第
二次予選へ)

◇福島▽ ・回戦 学石OB6-2小 名浜
ク、矢吹ク5-4ニ ュー相馬、∃―クベニマ
ル13-1飯野ク、オールいわきク2-1同仁
社、福島硬友ク6-5二本松ク、塙ク5-1
トヤ野球ク、川俣ク5-3郡山ベースボール
ク、小峰ク12-4須賀川ク▽準々決勝 小峰
ク9-6川俣ク、∃―クベニマル8-0オー
ルいわきク、福島硬友ク10-0塙ク、学石0
B4-3矢 吹ク▽準決勝 ∃―クベニマル
(不戦勝)学石OB、 小峰ク6-3福島硬友ク
(勝者は第二次予選へ)▽決勝 ヨークベニマ
ル12-1小峰ク
>二次予選
9月21日 から 3日間     岩手県営球場

生命4-3プリンスホテル▽準決勝 熊谷組
9-2 N tt T東京、朝日生命7-4東京ガス
(勝者は第二次予選へ)▽決勝 熊谷組10-3
朝日生命▽三位決定戦 N丁 丁東京 7-5東
京ガス(勝者は第二次予選へ)▽ ′1、 六位決定
戦 鷺宮製作所8-5プリンスホテル▽し、
八位決定戦 明治生命10-2日本 lBM
◇東京多摩▽・回戦 全調布14-1武蔵野
ク▽準決勝 スリーボンド9-2全府中、東
芝府中19-4全調布(勝者は第二次予選へ)▽
決勝 スリーボンド6-3東芝府中
◇神奈l!|▽ ・回戦 ウィーンク11-6横浜
高島屋、三菱重工横浜15-3横浜球友ク、川
崎ク15-И横浜金港ク▽準々決勝 日本石油
12-0ウ ィーンク、三菱重工横浜13-3い
す 自ゞ動車、三菱自動車り1崎11-1日産自動
車、東芝12-1川崎ク▽準決勝 日本石油 9
-2三菱重工横浜、東芝14-4三菱自動車川
崎(勝者は第二次予選へ)▽決勝 日本石油 6
-3東芝▽三位決定戦 三菱自動車川崎2-
1三菱重工横浜(勝者は第二次予選へ)

>二次予選
9月28日から 4日間  群馬・太田運動公園
熊  谷  組
全 足 利 ク
日 本 通 運
東 芝 府 中
川崎製鉄千葉
スリーボンド
朝 日 生 命

NTT関 東
三菱自動車川崎
日立製 作 所
本 田 技 研
NTT東 京
富 士重 工 業
日 本 石 油
住友金属鹿島

3

本 田 技 研
8

4

日 本 石 油
5

◇山梨▽ ・回戦 甲府ベースボールク12-
1峡北ク、オール櫛形9-7桂ク、山梨球友
ク14-0大月ク▽準決勝 甲府ベースボール
ク2-1市川ク、山梨球友ク4-2オール櫛
形▽決勝 山梨球友ク15-12甲府ベースボー
ルク(勝者は第二次予選へ)

◇新潟▽一回戦 ニチエー 6-0佐渡軍
団、全新発田4-2白根野球団、KDク10-
3新津ク▽準決勝 ニチエー11-8全飯豊、

昭和製紙
海 道大

NTT
11

熊 谷 組
3

２
　
東
　
１０

◇茨城▽リーグ戦 日立製作所17-3鹿島
石油、住友金属鹿島 9-2鹿島石油(日立製
作所、住友金属鹿島は第二次予選へ)

◇埼玉▽ ‐同戦 全大宮6-3全三郷、か
みかわク7-6全浦和▽準々決勝 大和ク19
-0都幾川ク、本田技研19-1全大宮、エー
ザイ10-8川 口球友ク、日本通運22-0かみ
かわク▽準決勝 本田技研14-3大和ク、日
本通運12-0エ ーザイ(勝者は第二次予選へ)

▽決勝 日本通運15-4本田技研
◇千葉▽リーグ戦 NT丁関東6-5川崎
製鉄千葉、川鉄千葉14-5新日鉄君津、NT
丁関東23-4新 日鉄君津(勝者は第二次予選
へ)

◇東京▽一回戦 鷺宮製作所12-11三井銀
行、日本 IBM8-7」 R東日本▽準々決勝
熊谷組4-2明治生命、NT丁東京9-2鷺
宮製作所、東京ガス4-1日本 IBM、 朝日

12

2

5

3

4(棄権)

8
2

1

3
0

>一次予選

>一次予選

>一次予選
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KDク12-8全新発田▽決勝 ニチエー16-
2KDク (勝者は第二次予選へ)

◇長野▽リーグ戦 N丁 丁信越12-2全松
本、TDK千曲川17-7全松本(N tt T信 越、
丁DK千曲川は第二次予選へ)▽第 ^代表決

定戦 N丁 丁信越7-2丁 DK千曲川
◇静岡▽ 回́戦 天城ベースボールク10-
5菊笠ク▽二回戦 中遠ク5-1協和発酵ク、

河合楽器25-0浜松ウナポンズ、岳南ク14-
8富士ク、ヤマ八2-1フジウンノ野球ク、本

州ク9-3全三島、大昭和製紙10-0エース
コンク、誠和ク4-3天城ベースボールク、関
東自動車工業14-0浜商闘魂会▽準々決勝
河合楽器11-0中遠ク、ヤマ八7-0岳南ク、
大昭和製紙11-0本州ク、関東自動車工業 4
-0誠和ク(勝者は第二次予選へ)▽準決勝
河合楽器2-0関東自動車工業、ヤマ八3-
0大昭和製紙▽決勝 ヤマ八4-1河合楽器
◇富山▽リーグ戦 N tt T富 山15-0伏木
海陸運送、北陸銀行14-lNTT富 山、北陸

銀行 8-0伏木海陸運送(北陸銀行、N丁 丁
富山は第二次予選へ)

ニ チ エ ー

TDK千 曲川
ヤ  マ  八
北 陸 銀 行

関東自動車工業
NTT富 山
山 梨 球 友 ク

河 合 楽 器
NTT信 越
大 昭 和 製 紙

2

北陸銀行

9

2

NTT信越
7

次予選へ)▽準決勝 日本生命10-2NT丁
関西、松下電器 1-0新日鉄堺▽決勝 日本
生命 3-0松下電器▽敗者復活 ^回戦 大阪
ガス3-2大和銀行、デュプロ7-0中山製

鋼▽第二代表決定戦 大阪ガス10-0デュプ
□(勝者は第二次予選へ)

気 合 入 った 30歳
―松下・石田が完全試合一

〇…大阪予選準決勝で松 ド電器 石田富士
男投手が、新日鉄堺相手に完全試合を達成し
た。「打順が3巡 日の七lnlから完全試合を意識
した。野手がよく守ってくれたからできた記録で
す」。チーム最年長、8年目の30歳。二重 相可
高から日体大、1982年に松 ド電器に入社。全日
本メンバーの潮崎の活躍で、やや影が薄くなりか
けていたが、今季は東京ドームで2回先発するな
ど好調を維持。「新日鉄堺には都市対抗予選で
負けたし、僕も押し出し四球を出すなどしたので、
今日は気合が入っていた」

◇兵庫▽ 一回戦 三菱重工神戸7-6小西

酒造、川崎製鉄神戸10-1田村コピー、阿部
企業3-2新 日鉄広畑▽準決勝 阿部企業 2
-1三菱重工神戸、神戸製鋼5-2川鉄神戸

(準決勝出場4チームは第二次予選へ)▽決勝
阿部企業7-4神戸製鋼▽三位決定戦 三菱
重工神戸 5-4川鉄神戸▽敗者復活・回戦

小西酒造7-4田村コピー▽第五代表決定戦
新日鉄広畑13-1小西酒造(勝者は第二次予
選へ)

>二次予選
9月 13日 から 5日間

9月 13日 から 5日間 石川県立球場

NTT東 海
東 邦 ガ ス
本田技研鈴鹿
日通 名古 屋
西 濃 運 輸
新日鉄名古屋
大    仙
」 R東 海
東 海 理 化
NTT北 陸
三 菱 名古 屋
王子製紙春日井
トヨタ自動車
サンジルシ醸造

9月 15日 から 3日 間 岡山県営球場

夕
車

ヨ
動

卜
自

Ｎ
中
TT
国

第 一 紙
住 友 金
三菱重工神
新 日 鉄

阿 部 企
大 阪 ガ
NTT関

友 金 属   9月 22日から 3日間 徳島県営球場

日 本 新 薬

日 本 生 命
高  島  屋
神 戸 製 鋼
日本 IBM野洲
三菱自動車京都
新 日鉄 広 畑
松 下 電 器
川崎製鉄神戸

(敗者復活戦)

三菱重工神戸
日 本 生 命
日 本 新 薬
新 日鉄 広 畑

7

大 阪 ガ ス
10

3

神 戸 製 鋼
4

4

松 下 電 器

5

新 日鉄 八 幡
」 R九 州
NTT九 州

新 日鉄 大 分
九州三菱自動車
三菱重工長崎
本田技研熊本
ニコニコドー

日産自動車九州

業
一
ス
　
西

TT
国

◇滋賀▽ `回戦 日本 IBM野洲23-1近
江八幡ク、全大津4-3瀬田工OBク▽決勝
日本 lBM野洲114-4全大津(勝者は第二次
予選へ)

◇京都▽ 一回戦 高島屋京都7-5京都市
役所、第一紙行 9-3京都信用金庫、三菱自
動車京都7-3丸勝▽準決勝 日本新薬7-
0高島屋京都、三菱自動車京都4-3第一紙
行(準決勝出場4チームは第二次予選へ)▽決
勝 三菱自動車京都4-3日本新薬

◇大阪▽ ‐回戦 デユプロ11-4三和銀行
▽準々決勝 日本生命5-3大阪ガス、松下

電器7-4大和銀行、新日鉄堺9-1中山製
鋼、NT丁 関西10-7デ ュプロ(勝者は第二

雄　　蜘

１
日
３

４
新
９

7

2
2

3

1

3
4

4
6

3

6_」
7

>一次予選

9月22日から 3日間    長崎市営大橋球場
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第76回大会出場選手等=覧 0はJD

大 昭和 製紙 北海 道
監 督  斉 藤   勲 43 朝0丼 商 工 高
投 手  木 本   謙 ]9 旭 川 大 高
〃  野 瀬  征 宏 18 Jヒ見 緑 陵 高
″  加 藤  宗 之 21 本し幌 稲 西 高
〃  大 崎   守 23 室 蘭 大 谷 高
〃  尾 崎  浩 幸 23 広 島 至 誠 高
″  渡 部  勝 美 26 ●‐1/川 南 高
〃  佐 々 木 智 則 19 函  館  工

捕 手  山 崎  史 博 26 Jヒ 海 学 園 大
〃  新 明 克 比 古 26 室 蘭 大 谷 高
″  山 本  隆 成 20 北海道 日大高
〃  横 沢   滋 29 深 り1西 高
内 野  社   新 吾 28 瀬 戸 内 高
″  阿 相  信 義 22 東  北  高
〃  酒 丼  司 25留 萌 高
〃 O高 木  吉 夫 27 中 央 学 院 大
〃  太 田  英 次 22 Jヒ 海 学 園 大
〃  斉 藤   豊 24 東 京 震 大
″  山 中  智 彰 23 Jヒ 海 道 工 大

外 野  平  紀 陽 典 29 日大 東 北 高
″  佐 藤  耕 治 26 蘭  越  高
〃  北   延 尚 22 広 島 盈 進 高
″  日下  幸 弘 23 広 島 至 誠 高
〃  木 内 九 二 生 22 拓  殖  大
″  新 里   真 23 日 本  大
〃  大 宮  善 輝 ]8 本し幌 第 一 高

本 田 技 研
監 督  田代  克 業 36 中  央  大
投 手  千 々 岩 勝 史 24 東  洋  大
〃  田 村  勤 24駒 沢 大
〃  中 屋  桂 介 27 長  門  高
″  森   政 明 26 創  価  大
″  加 藤  真 =23 米 沢 中 央 高
〃  田 口  権 -22 PL学 園 高
〃  栗 原  克 典 2]樹  徳  高
〃  安 藤  伸 之 19 常 総 学 院 高

捕 手  上 田  治 伸 27 駒  沢  大
〃  長 谷 川  寿 23 青 山 学 院 大
〃  宇 田 川 丈 昌 28 日  本  大
〃  長 丼  研 介 32 中  央  大
内 野  安 藤   強 26 東  海  大
〃  朝 山  憲 重 24 PL学 園 高
″  山 田  仁 寿 23 修  徳  高
″  新 丼   潔 20 東 晨 大 三 高
〃  西   俊 児 25 専  修  大
〃  蔵 品  慎 -19 春 田 部 工 高
〃  日 野  伸 -25 東  洋  大

外 野  荻 原  俊 文 28 亜 細 亜 大
″  鈴 木  和 芳 24 喜 多 方 商 高
〃 O"WI 明 弘 29 近  畿  大
″  岩丼  重樹 19 中  京  高
″  橋本   勉 25 青山 学院 大
″  村上  利明 22 春 田部工 高

NT丁信 越
監 督  柳 沢  敏 幸 39 ]ヽ 諸 商 高
投 手  高 野  正 美 24 大  宮  高
〃  村 井  勝 美 20 岩 国 商 高
″  神 田  達 也 22 東 京 震 大
〃  市 原  勝 人 24 日  本  大
〃  安 藤 奈 賀 男 32 松 本 工 高
〃  田 口  勝 好 29 名古屋商科大
″  北 沢  昇 24亜 細 亜 大
″  西 島  雅 人 23 /1_ 政  大

捕 手  高 橋  昭 二 27 松 商 学 園 高
〃  常 盤  圭 介 28 帝  京  大
〃  末 リ ー 日召 24徳 山 大
″  関   克 彦 23 中  央  大
内 野  樽 田  政 信 22 関 東 学 院 大
〃 0藤 嶋  ― 利 29 中  央  大
〃  土 居  誠 人 25 新  田  高
〃  田 島  英 孝 21 岩 国 商 高
〃  福 沢   剛 19 大 宮 東 高
″  三 井  興 司 19 丸 子 実 高
〃  横 丼  信 -28 法  政  大

外 野  渡 辺  勇 治 29 立  正  大
〃  青 山   准 22 日  本  大
〃  4/4沢  浩 史 25 愛 知 学 院 大
〃  田 中  秀 樹 22 亜 細 亜 大
″  佐 藤  章 夫 22 市 尼 崎 高
〃  石 田 三 IEl夫 28 長 野 商 高

新 日本製鐵 室 蘭
監 督  浜 師  勝 彦 37 伊  達  高
投 手  別 府  信 介 20 明 徳 義 塾 高
〃  高 橋   毅 19 美  幌  高
〃  伊 藤  茂 樹 21 旭 り 竜 谷 高
″   今 野    弓ム 23 Jと  ,毎  高
〃  米 山  浩 -29 専  修  大
〃  窪 田  雅 也 27 立  教  大
″  真 下  敏 宏 27 Jヒ  海  高

捕 手  平 間  英 樹 25 自  ・IP 高
〃    久 村     孝  21  砂 り|1 北 高
〃  田 中   仁 19 北海道桜丘高
″  長 山  和 栗 26 神 奈 川 大
″  佐 野  修 二 32 市  川  高
内 野  岡 田  健 -22 旭 川 竜 谷 高
″  坂 尾  新 ―-26 東海大甲府高
〃  鹿 田  和 彦 33 旭 川 竜 谷 高
″  鈴 木  広 之 22 水 戸 商 高
〃 ● 鈴 木  思 仁 28 本L幌 商 高

外 野  片 山  昌 昭 23 駒大岩見沢高
″  沢 田  良 二 19 函 大 有 斗 高
〃  堀 松  洋 伸 31 東  北  高
〃  本 間  義 浩 24 Jヒ  海  高
〃  岡 田   仁 34 室 蘭 工 高
″  馬 場  巧 司 27 室 蘭 大 谷 高
〃  桜 井  清 -28 倶 知 安 高

」
監 督  横 橋  秀 俊 38
投 手  相 沢  弘 明 20
〃  石 り 朋 彦 21
〃    及 り‖  弘 昭  24
′′    力口厚票    ,享  26
〃  日 笠  弘 明 23
″    Jヽ 野     堅  "
〃    柳 火田  雅 メ、 23
〃  佐 藤  正 樹 25

捕 手  倉 田 紀 久 夫 26
″   星    伸 ―-29
〃    秀2り ‖  ]三 貝J 26

内 野  安 斎  克 貝J26
〃  藤 原   順 26
〃  佐 々 木 幸 樹 20
〃  寺 嶋  哲 也 26
〃 ● 菅 原  隆 浩 27
″  山 下  静 夫 30
〃    百泰力尺 '去イi 22
〃  及 川  義 彦 25

外 野  鎌 田  倫 昌 19
〃  遠 藤  昌 宏 29
′/    月ミ里チ    {塁  26
〃  畠 山  哲 人 27
〃  高 橋  良 誠 22
〃  渡 辺  則 昌 24

東
監 督  大 田 垣 耕 造 40
投 手  三 原   昇 26
〃  山 崎  雄 己 22
〃  菊 池   総 29
〃    ′ヽ 本寸

=巨
フヽ 息6 21

″  北 島  広 行 26
捕 手  斉 藤  敏 夫 24
″  村 上  泰 造 26
〃  高 見  泰 範 26

内 野  葛 城  弘 樹 26
〃  南 渕  時 高 24
″  西 村  隆 史 24
〃  丹 波  健 二 24
〃  吉 沢   明 23
″  後 藤 英 一 郎 26
〃  渡 辺   博 22
〃  畠 山  弘 彰 24

外 野  小 林   薫 29
〃  田 辺  浩 昭 29
″ 0福 本  勝 幸 32
〃  多 田  勇 =23〃  前 田   誠 28
〃  金 敷  雅 彦 27
″  梁 原  修 志 30
〃  木 村  哲 久 2]
″  檀 山  和 夫 2]

丁
仙 台 商 高
石 巻 工 高
名  取  高
― 関 商 工 高
仙 台 商 高
亜 細 亜 大
宮 城 農 高
福  岡  高
駒  沢  大
亜 細 亜 大
仙 台 育 英 高
広 田 水 産 高
福 島 商 高
秋 田 商 高
大 船 渡 高
仙 台 育 英 高
明  ,台  大
亜 細 亜 大
花 巻 北 高
― 関 商 工 高
弘 前 実 高
仙 台 商 高
仙 台 育 英 高
秋 田 商 高
黒 沢 尻 工 高
福 島 商 高

芝
青 山 学 院 大
亜 細 亜 大
盈  進  高
明  ,台  大
熊 本 I高
東  ,羊  大
鶴 見 工 高
九 州 産 大
愛 知 工 大
国 士 舘 大
青 山 学 院 大
横 浜 商 高
日 体 荏 原 高
土 浦 日 大 高
亜 細 亜 大
鶴 見 工 高
,去  政  大
青 山 学 院 大
,去  政  大
早 稲 田 大
青 山 学 院 大
駒  沢  大
明  治  大
苫 小 牧 正 高
尾 道 商 高
倉 敷 工 高

勉 35立 命 館 大
伸 行 26立 命 館 大
博 史 19 江 の 川 高
寛 人 26 愛 知 学 院 大
和 人 26同 志 社 大
修 24 東  邦  高

明 徳 26 明 徳 商 職 高
慎 -21 美 濃 加 茂 高
繁 26同 志 社 大

敦 也 24 立 命 館 大
義 人 23 東 海 大 工 高
博 之 21 学 法 石 川 高
正 司 27 駒  沢  大
勝 不J23享 栄 高
復 連 28 台 湾 文 化 大
恒 俊 26東 海 大
広 則 25 東  洋  大
淳 史 20浜 松 商 高
運 也 25 立 命 館 大
弓ム 2 ,去   政  大

史 B召 21 静 岡 学 園 高
啓 介 27 東  海  大
隆 華 23 法  政  大
幸 夫 25 中 京 商 高
正 博 22 鹿児島商工高
正 人 24 九 州 東 海 大

N丁丁味劃ヒ
監 督  小 窪  敬 -40 関 東 学 院 大
投 手  宮 本   武 24 東 京 震 大
″  大 倉  浩 悦 28 東 北 福 祉 大
〃  越 田  仁 孝 24 青 森 北 高
″  渡 辺  智 晴 22 勿  来  高
″  山 田   勉 23 東 北 学 院 大
〃  添 田  光 夫 24 平  工  高

捕 手  猪 狩  正 弘 26 明  治  大
〃  山 内   聡 25 青 森 北 高

内 野 0板 丼  博 行 28 東 京 農 大
〃  福 地 日出 雄 32 東 京 農 大
″  藤 木   豊 24 東 北 福 祉 大
″   阿 音Б 川員悦 23 ,去  政  大
〃  柿 久 保 健 二 25 東  洋  大
〃  加 藤  秀 興 22 羽 黒 工 高
〃  大 竹   睦 26 帝  京  大
〃  菊 田  善 信 32 駒  沢  大
〃  唐 沢   敬 24 東 京 農 大
〃  伊 藤  友 喜 30 関 東 学 院 大

外 野  戸 羽  英 之 23 -関 商 工 高
″  大 塚  広 己 19 能 代 商 高
″  夷 塚   博 19 -関 商 工 高
″  佐 藤  喜 克 22 名  取  高
〃  三 瓶   仁 22 学 法 石 川 高
〃  多 田   治 27 帝  京  大

日 本 石 油
監 督  林   裕 幸 34 東  海  大
投 手   増 永  祐 -23 鹿児島商I高
〃  木 村  真 樹 19 宇 部 商 高
〃  高 橋  憲 幸 19 拓 大 紅 陵 高
〃  鈴 木   健 20 羽 黒 工 高
″  保 戸 田 勝 利 25 帝  京  高
〃  田 口   操 27 立  正  大
″  秋 村  謙 宏 24 法  政  大
〃  金 沢  健 -23 棚  倉  高

捕 手  佐 藤  健 司 19 武  相  高
〃  佐 藤  孝 治 27 早 稲 田 大
〃  高 柳 靖 ,去 23駒 沢 大
〃  相 田  武 徳 23 早 稲 田 大

内 野  徳 永  耕 治 2]千 葉 工 高
〃  平 田   望 24 法  政  大
〃  森   真 25神 奈 川 大
〃  久 慈  月員嘉 20 東海大甲府高
〃  伊 藤  義 樹 26 中  京  高
〃  安 岡  靖 晃 25 明  治  大
〃  若 林  重 喜 23 立  正  大
外 野  鈴 木  俊 行 20 桐 蔭 学 園 高
″ ● 田 島  信 昭 30 帝  京  大
〃  坂 □  裕 之 24 明  治  大
〃  石 川  正 之 28 神 奈 川 大
〃  五 十 嵐 章 人 2]前 橋 商 高
〃  江 回 和 人 25 東  海  大

西 濃 運 輸

月員  毛卦
監 督  久 保 田 美 郎 41
投 手  仙 田   聡 19
〃  苅 田  誠 =22″  鈴 木   哲 25
″  松 浦  美 興 25
″  谷 津 田 順 -28

捕 手  黒 岩  幸 則 27
〃  乗 金   篤 18
〃  高 橋  大 造 23
〃  土 屋  浩 二 18
内 野  森 山   茂 28
〃  高 野  詳 宏 29
〃  堀 尾  昭 典 24
〃  大 島  照 之 25
〃  西 田   満 23
〃  向 山  隆 康 31
〃  菅 沢   冊J22
〃  波 留  敏 夫 18
〃  富 田   篤 24

外 野  佐 藤  敏 -24
〃  佐 藤  和 弘 24
″ 0清 水  隆 -29
〃  黒 木  義 美 24
″  伊 吹  淳 -26
〃  前 川  忠 由 22
〃  木 村  重 徳 28

組
関  西  大
横 浜 商 高
越 谷 西 高
慶  応  大
国 士 舘 大
中  央  大
東  海  大
岡山玉野光南高
日 大 ― 高
福 岡 第 一 高
専  修  大
日 本  人
駒  沢  大
国 士 舘 大
青言  ぞ   プて
日 本  大
青 山 学 院 大
京 都 大 谷 高
中  央  大
福 丼 工 大
亜 細 亜 大
早 稲 田 大
九 州 産 大
,去  政  大
専  修  大
)去  政  大

北 陸 銀 行
監 督  矢 方   川員 39 名古屋商科大
投 手  田 畑  一 也 21 高 岡 第 一 高
〃  樋 間  憲 -20 輪 島 実 高
″  坂 丼  隆 広 19 富  山  商
〃  高 野  尚 27金 沢 高
〃  村 丼  洋 介 25 明 治 学 院 大
〃  放 生   勝 20 高 岡 向 陵 高
″  高 枝  岳 人 22 金  沢  高

捕 手  吉 村  康 成 28 駒  沢  大
〃  安 田   篤 24 名古屋学院大
〃  見 上  吉 昭 30 専  修  大
内 野  木 村 弘 イ言 21高 岡 商 高
″  川 江  義 雄 26 京 都 産 大
〃  荒 山  善 宣 24 金 沢 星 稜 高
″  王 生  幸 夫 25 法  政  大
〃  高 橋   玄 27 東  洋  大
〃  加 藤  康 昭 27 日  体  大
〃  堀   圭 三 26 名古屋商科大
〃  坂 部  範 雄 28 同 志 社 大
外 野  高 本  正 成 30 東  洋  大
〃  竹 内  正 弘 27 冨 山 商 高
〃 0小 泉  淳 29京 都 産 大
〃  田 中  久 幸 27 立  教  大
″  後 藤  真 -25 愛 知 学 院 大
″  平 丼  義 人 23 愛 知 学 院 大

トヨタ 自動車
監 督  丼 上
投 手  高 橋
〃  安 東
″  鈴 木
〃  井 口
〃  吉 田
〃  陳

捕 手  安 田
″  山 中
〃  古 田
″  戸 崎

内 野  瀬 谷
〃  杉 山
〃  鶴 田
〃  呉
〃  関
〃  蛭 田
〃  飯 田
〃  宮 市
〃   池 渕
外 野  石 野
″ O F86瀬
〃  横 丼
″  岡 本
〃  寺 山
〃    夕〕里予

監 督  林
投 手  松 本
〃  松 田
〃  吉 井
′ノ    聯発本寸
″  下 里
〃  田中
〃  171丹
捕 手  山 上
〃   ]ヽ森
′′    Z日 本寸

内 野  比 嘉
′′  吉 竹
′′    り|1里テ
〃  鈴 木
〃    オく里予
〃  山 本
〃  阪 本
〃 0伊 東
′′     フヽ 不日
外 野  高橋
″  硯
〃  豆 塚
″  駒 井

教 雄 39 佐  野  高
淳 24 八  幡  大

慎 司 22 報 徳 学 園 高
憲 ,台 24三 本 松 高
嘉 宏 ]9 メ」谷 工 高
隆 博 25 静 清 工 高
直 喜 22 伊  香  高
浩 之 25神 奈 川 大
純 -28 ノヽ  幡  大
茂 24大 t8商 高

正 徳 20 杵 島 商 高
康 哲 29 九 州 共 立 大
■E 24  肯冒  そゞ   プに

浩 幸 24 神 奈 川 大
康 之 25 神 奈 川 大
英 樹 27 名  城  大
政 彦 23 箕  島  高
乍被 33  ラヽ   に萄  フk
剛  25  鳥妻 1多  大

良 寿 23 法  政  大
徹 23福 井 商 高

昌 己 24 箕  島  高
秀 言己 23箕 島 高
弘 史 23龍 谷 大
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松 下 電
監 督  鍛 治 舎  巧 38
投 手  多 田   淳 24
″  渡 273 -博 27
″  石 田 富 士 男 30
″  米 沢  秀 典 27
〃    小 間    進  23
″  潮 崎  哲 也 21
″  二 沢  孝 誠 22

捕 手  大 本  二 郎 32
〃  佐 藤  元 信 24
〃  水 本  勝 巳 2]
″  滝 口  英 治 23
〃  上 原   仁 24
内 野  伊 達  1■雄 23
〃  西 島  信 也 23
〃  北 田  正 光 23
〃  原 丼  和 也 2]
〃 0広 岡  資 生 29
〃  宇 田  英 樹 24
″  山 尾  修 二 26
外 野  篠 崎  宏 道 30
〃  桑 本  善 和 24
″  大 浜  兄 樹 22
〃  木 村  庄 作 21
″  桑 原  高 志 20
″  中 本   浩 23

器
早 稲 田 大
大  商  大
大  商  大
日 体  大
大 阪 学 院 大
神 港 学 園 高
町言  P]  雇ヨ
吉  備  高
倉 敷 工 高
明  '台  大
倉 敷 工 高
明  ,台  大
日 本  大
青 山 学 院 大
大 阪 学 院 大
亜 細 亜 大
箕  島  高
早 稲 田 大
青冒  そざ  ブて
近  畿  大
近  畿  大
日 本  大
守  口  高
智弁和歌山高
池  田  高
亜 細 亜 大

神 戸 製 鋼
監 督  荒 丼  信 久 36 明  治  大
投 手   山 崎  吉 博 22 福岡大大濠高
〃  橋 本  貴 仙 19 育  英  高
〃  大 寺  史 人 24 立 命 館 大
〃  西 嶋  和 之 27 龍  谷  大
〃  /1坂  政 明 22 平  安  高
〃  長 渡  宏 之 25 吉  備  高
捕 手  川 丼  直 之 27 金 沢 星 稜 高
〃  中 村  謙 吾 22 太  成  高
〃  秦   英 之 19 神 港 学 園 高
″  宅 間   寛 26 立 命 館 大
内 野  川 原 崎  実 26 村 野 工 高
〃  渡 部  英 樹 23 関 西 学 院 大
〃 0浦 本  慶 啓 33 亜 細 亜 大
〃  嵯 峨  和 也 24 大  商  大
″  武 次  大 志 21 下 関 商 高
〃  戸 塚  俊 美 25 明  治  大
″  能 勢 勝 扁司 28近 畿 大
″  木 田  憲 治 21 関  西  高
〃  中 村  好 治 36 専  修  大

外 野  日 川  雅 夫 31 明  治  大
〃  富 長  貞 行 23 市 尼 崎 高
〃  若 狭  健 司 25 京 都 産 大
″  鈴 木  英 之 23 駒  沢  大
″  丹 波 谷 至 邦 27 立 命 館 大
″  綾 木  進 -20 ノヽ  頭  高

NT丁四 国
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亜
駒
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北
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日 本 生
監 督  丼 尻  陽 久 36
投 手  新 谷   博 24
〃  木 村  恵 二 23
″  新 田  雄 司 25
〃  岩 本  利 仁 24
〃  伊 藤  伸 幸 30
〃  安 達  博 史 18

捕 手  浅 倉  伸 吉 25
〃  岡   隆 博 22
〃  山 上 禾日志 22

[手実辱  内 田  敏 弘 31
内 野  高 比 羅 規 人 27
〃    呵コ本寸  B召

`●

 28
〃  十 河  章 浩 22
〃  川 瀬  世 資 2]
〃  山 中  利 光 23
″  中 井  良 治 24
〃  佐 藤  公 宏 24
″  江 上  光 )台 23
〃  川 村  祥 -23
■ 評   佐 藤    清  33
外 野  高 橋  智 尚 24
″  加 古  恵 介 25
″  児 玉  卓 也 28
〃  守 屋  公 雄 26
″ O中 橋  伸 幸 30

ロ̂ロ

東  海  大
駒  沢  大
近  畿  大
専  修   大
立 命 館 大
東 京 経 大
生 野 工 高
東  海  大
立 命 館 大
泉  りヽヽ 1 高
,去  政  大
近  畿  大
専  修  大
近  畿  大
桜  宮  高
易晨  が  ヽ 「 与
明  '台  大
早 稲 田 大
早 稲 田 大
福  岡  大
早 稲 田 大
明  ,台  大
立 命 館 大
東  海  大
早 稲 田 大
愛 知 学 院 大

尾 形  正 己 35 山  崎  高
桐 野  太 -21 豊 岡 実 高
大 東  ― 仁 26 山  崎  高
黒 石  康 晴 23 市  川  高
足 達  尚 人 23 東洋大姫路高
山 本  貢 司 19 箕 面 東 高
森 川  正 俊 ]9 吉  野  高
藤 高  俊 彦 30 伊  香  高
那 部 良 浩 至 24 奈 良 商 高
的 山  哲 也 19 福  崎  高
定 詰  雅 彦 23 広  陵  高
応 武  篤 良 31 早 稲 田 大
大 墨  弘 幸 22 東洋大姫路高
阿 山  正 人 22 東洋大姫路高
林   道 義 25 香  寺  高
O児 玉  貴 志 26 和 歌 山 工 高
北 野  悦 司 23 和 歌 山 工 高
砂 田  弘 樹 25 江 津 工 高
西 村  雅 文 33 竜  谷  高
原 田  三 郎 25 志 度 商 高
青 木  正 和 23 明 石 商 高
福 田  栄 治 26 立 命 館 大
山 前   徹 21 江 津 工 高
杉 本  拓 也 2]熊 本 工 高
山 脇  建 己 27 同 志 社 大
尾 形  正 己 35 山  崎  高

四 国 銀 行
城 下  照 男 36 専  修  大
山 本  智 久 33 池  田  高
橋 谷  正 人 29 大  商  大
浜 田  孝 伸 26 東  邦  大
仙 石  雅 人 24 帝  京  大
板 垣  政 史 24 中  央  大
宮 本  章 彦 29 東 京 経 大
末 光  賢 二 25 松 山 商 科 大
薬 師 神 一 成 32 京 都 産 大
森   正 隆 31 明  治  大
西   弘 顕 30 明  治  大
O伊 名  正 道 29 東  洋  大
森 田  洋 生 28 明  治  大
谷 岡  秀 -26 亜 fIB亜 大
田J田 明 謙 24 東  海  大
丼 上  幹 也 28 愛 知 学 院 大
宮 本  雄 二 26 神 奈 川 大
池 内   聡 26 専  修  大
田 中  靖 秀 26 近  畿  大
森 田  建 司 25 明  治  大

大 阪 ガ 住 友 金 属
高 多  倫 正 35 慶  応  大
尾 山   敦 18 高 岡 商 高
横 丼  秀 実 19 高  島  高
小 島  弘 務 21 平  安  高
森 田  幸 -23 近  畿  大
高 橋  修 二 32 高  知  高
森 澤  友 博 19 土  佐  高
森 沢  洋 水 20 安 芸 工 高
寺 坂  友 秀 21 笠  田  高
小 林  考 史 18 東 海 大 三 高
西 岡  良 展 27 早 稲 田 大
川 渕  雄 二 18 高  知  高
樋 野  徹 20平 田 高
樋 ロ  ー 紀 21 彬1 リロ 高
福 本  保 彦 24 高  知  高
松 本  尚 樹 18 市和歌山商高
三 宅  秀 二 23 東  海  大
中 田   等 28 同 志 社 大
田 中  祐 司 3]鳴  門  高
川 畑 伸 一 郎 22 鹿 児 島 商 高
O佐 藤  雄 樹 29 早 稲 田 大
筒 丼  大 助 31 関 西 学 院 大
中 西  保 友 ]8 箕  島  高
畑 山  俊 二 24 近  畿  大
家 永  裕 章 23 向  陽  高
高 津   淳 21 報 徳 学 園 高

NTT中 国
巽彗力k  テ夢糸己 36
青 野     望  25
佐 藤   明 20
矢 野  哲 嗣 21
石 り‖   晃  27
佐 々 岡 真 司 22
稲 IB    寛  23
佐 藤  達 也 28
木 原 英 太 郎 25
高 山  雅 彦 32
下 岡  秀 荘 29
竹 中   学 21
北 口  和 正 25
千 り 健 二 24
∫京    員」剛弓 25
り|[コ  夢ミ言己 23
樽 岡   靖 31
篠 原   勝 28
【当    妄彗貝」 32
宇 佐 美 忠 志 27
0津 江 本  隆 28
小 原  祥 司 22
河 丼  信 護 32
武 田  茂 人 26
増 永  芳 紀 36
岩 山  節 雄 32

手 島  晴 幸 38 立  教  大
山 隈  博 之 23 大  津  高
久 米  孝 昇 18 鎮  西  高
田 代  尚 幸 23 佐 世 保 商 高
尾 崎  定 己 23 球 磨 農 高
山 本  正 幸 22 法  政  大
内 山  正 博 23 青 山 学 院 大
中 武  靖 郎 22 九 州 東 海 大
内 田  和 広 29都 城 商 高
吉 田  浩 幸 21 津 久 見 高

○得 津  浩 芳 24 九 州 東 海 大
田 中  思 勝 25 久 留 米 商 高
清 原  真 =29 柳 ケ 浦 高
浦 野  智 18鎮 西 高
竹 田  満 宗 22 豊 国 学 園 高
松 本  康 宏 22 東  洋  大
坂 本   正 23 月員本 第 二 高
浅 川  秀 明 22 九 州 東 海 大
川 道  二 郎 22 東 海 大 三 高
福 田  雄 -18 鎮  西  高
山 本  修 二 24 九 州 東 海 大
久 保  憲 司 21 鳥  栖  高
河 野 幸 四 郎 23 都 城 商 高
内 村  徹 23熊 本 工 高
安 藤  芳 人 23 日 田 林 工 高
園 田  末 男 34 PL学 園 高

ス
志 度 商 高
慶  応  大
Σ]ヨ宅里予雇ヨ
興  南  高
関  西  大
関  西  大
大 阪 教 育 大
福 岡 工 大
興  国  高
京 都 商 高
市和歌山商高
PL学 園 高
近  畿  大
同 志 社 大
尼 崎 小 田 高
浪  商  高
近 大 付 高
早 稲 田 大
西  条  高
刃11  2ヽ  雇彗
早 稲 田 大
示   都   大
岡 山 南 高
飾 磨 工 高
伊 野 商 高
智 弁 学 園 高

K
盈  進  高
弓削商船高専
ノヽ   巾番  ラに
熊本第一工高
向  上  高
秋田経法大付高
佐 賀 学 園 高
西  条  高
明  治  大
駒  沢  大
池  田  高
横 浜 商 高
法  政  大
東  ,羊  大
近  畿  大
駒  沢  大
尼 崎 北 高
it  本目  「 可
日 本  大
,去  政  大
it  本目  局
二松学舎大付高
近  畿  大
古 河 ― 高
駒  沢  大
唐  津  商

新 日本製鐵広畑 N K
山 内   明 40
浜 口   守 30
田 代  敬 治 27
塩 山  康 浩 24
刀01 拡 保 23
鎌 田  一 人 23
古 賀  雅 裕 22
自 石   貝J幸 33
0松 井  智 幸 30
大 倉  孝 -27
長 江  敏 男 23
羽 二 生 俊 之 31
中 田  光 -30
岩 野  好 伸 29
西 嶋  哲 久 28
本寸ニヒ  5そ 角皮 27
gをヵk  禾」不日 27
丼 口  竜 也 25
定 岡  康 彦 25
金 久 保 孝 治 34
傷弓里予  弓ム=F 33
佐 藤  洋 -30
小 林  雅 彦 27
苅 部   稔 27
横 山  智 生 23
中 山  英 ± 22

― 円  敏 彦 42 春 日 出 中
安 田   勝 20 延 岡 工 高
渡 辺  聖 二 22 延 岡 工 高
浅 野  英 樹 ]8 高  知  高
歳 納   修 22 佐 伯 豊 南 高
丼 手 上  弘 21 豊 国 学 園 高
岩 切  利 浩 24 宮 崎 工 高
本 田  明 浩 21 社    高
O平 り  隆 27日 杵 商 高
大 橋  正 幸 21 中 津 工 高
牧 野  浩 =21 延 岡 工 高
加 藤  英 樹 21 豊 国 学 園 高
神 橋  孝 治 24 大 分 商 高
永 元  克 明 26 籾1ケ 浦 高
末 延   洋 24 中 津 工 高
梶 原 主 基 男 24 ノヽ  幡  大
岩 崎  久 則 20 大  分  高
前 谷  義 幸 26 初,ケ 浦 高
魚 返   晃 31 人 分 商 高
水 田  哲 朗 27 柳  り‖ 高
都  B召 也 18喜 界 高
損   利 -22 ノヽ 幡 大 付 高
金 山  幸 喜 22 三 本 松 高
仮 屋  孝 仁 19 都  城  高
矢 野  準 -18 月J府 商 高
神 田  親 幸 31 鹿 児 島 商 高

一一一̈一一一一一一一瘍一一一一一一一一一特一一一一
新日本製鐵大分 本 田技研 熊本

監 督  幸 田   優 40
投 手  久 利  周 大 26
″  西 川  慎 -23
〃  白 井  宏 範 26
〃  橋 本  正 英 19
〃  西 山  一 宇 19
〃  神 田   敦 28
″  山 部   太 19

:チ姜肝  滝 下  茂 信 31
捕 手  白 石  勇 二 23
″  武 田  和 高 25
〃  芝   和 彦 25
″    うフ音Б  ヨ旨豊豊 27
,9里予   刀 そヽ

=  
宏笙責可 24

〃  山 本  佳 孝 25
〃  /0」 野  浩 三 24
〃  竹 島   誠 27
〃  松 本  秀 敏 24
″  篠 原  昭 人 26

● 響   緒 賀  克 郎  30
外 野  松 田  竜 治 22
″  武 田  正 人 28
〃 0三 好  利 幸 26
′′    育旨E日   1党ヲに 24
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1990年 (平成2年)10月 10日 >10月 18日 グリーンスタジアム神戸

優勝〓日本生命 (初優勝)
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(東 海)
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(近 畿)
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11ヨ東

∴∃褒可肝
∴コ西脚輸
;コ NT TJヒ「を

lコ 国産自動車

15三∃NTT東北

2-
l;q A "* *+ rlr

N TTJし陸 1

河 合 楽 器 2-

|]本 41命 9-

日 本 41命 11-

日 本 生 命

東     芝
新 日本製鉄広畑
N T T関 東
本 FE技 石り「 鈴 鹿
富  士  重 工
三 菱 重 Jl二 原
NTT北 海 道
f主  友  金 属
大昭和製紙北海道
N T T 関 西
日  本  石  ツ由

:コ東  芝
:三コ NTT関 東

芝 11

∃東芝 1

∃利脚鋤0

:コ三菱軌萌
4三コ NTT北海道

lコ脚 鰊 道

グリーンスタジアム神戸に移って初めての大会は、バランスの取れたH
本生命が危なげなく勝ち進んで出場12回 日で悲願のダイヤモンド旗を
つかんだ。日生を支えたのは、新谷、木村を軸にした強力投手陣.金
属バ ッヽトで「投手受難」といわれるなかで、2人とも力のある直球と鋭い変
化球を低めに決めて、自責点 0の快投を演じた。 1、 21呵 戦は低調だ
った打線も調子を上げ、終盤は投・IBのバランスのかみ合った理想的な状
態となった。新谷はNTT東 北戦で14奪 三振の大会記録を作るなど、
スピード、コントロールともに群を抜いていた。
日本石油は2年連続で優勝戦で涙を飲んだが、打線の破壊力は今

大会ナンバーワン.若林やli十 嵐らパワーヒソターがそろい、7本塁打と
猛威をふるった。エースの鈴木も準決勝では3試合連続 2・ ケタ安打の
東芝を、速球とスライダーで抑え込み、全日本投手の貫録を見せた。優
勝戦は連投の疲れから鈴木が先発できず、もう一人投手がいれば、と惜
しまオtる .

東芝は打線に切れ日がなく、2回戦、準々決勝と2試合連続のコー
ルド勝ちした集中打はすごかったが、若手投手の育成が課題t河合楽
器も打線はよかったが、投手力の弱さからベスト4に 甘んじた.

ベスト8に残ったNTT北 海道は、本格派右腕の島崎が140台 の速
球を武器に力投、NTT北 陸は寺西が横手から速いテンポで直球と変
化球を投げ込んで揺さぶる、うまい投球をした。本日]技研鈴鹿は今大

会屈指の左腕、湯メlが速球の威力を見せ、[1産 自動車は打線が光っ
た.このほかではNTT東 北、唯 一の初出場NTT関 西が目をひいた。
広いグリーンスタジアム神戸に移って、本塁打数は昨年の54本から38本

に大幅に減少。その代わり三塁llが 5本から13本、l塁打が66本から76
本と増え、走塁面でスリリングなシーンが再三見られた,攻撃面では積極
的な走塁が、守備では広い範l■lを カバーする脚力と強肩、正確な中継プ
レーやカバーリングが要求され、 段́のレベルアップが必要となった。

神戸に会場を移して初めての大会。出場26チームの選手たちが入場の後、一斉に行進。

>委員長 =米谷道雄 >副委員長 =山川脩「」、 i輪武 、三′t享 次 >幹事 =大村 ‐彦 、14中 清「1、 岡 本女Fl、 津日1浩嗣 >委員 =小 林
勉、大橋慶 三、本嶋 ‐黄、桃 F11晴 彦 、中西則夫 、辻 喜 111、 長 谷至康、水田 兼治 、まし屋琢 姜、イリI束 登、大石泰 、梶浦 ,照 樹 、宮 奥欣 !1、 樫根清一、赤井浮 ■、上井池憲治 、L杉 Iに 、片岡成夫 、広沢渉 、巽 II: 、岡本良 、鹿 多市「道 、浜 IIldi l、 生越 クア明、榎日1健  、美馬洋 、中川 41
夫 、片山寄 1仕 史、宮 本町1、 占IΠ 龍 男、東優 子、南lH勇 、新阜定 、北 l17雅 行、中嶋 健 1、 橘 公政 、中本Nl、 梅 田泰洋



社会ス野球F 手権大会 2θ年史

▽10月 10日
第 1試合=1回戦(午前10時 20分開始)
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新 日鉄八幡 020001000
三菱重工神戸 300 104 04X
>審半J(球 審 )小林 (塁審 )中西 、鹿 多 、宮 木
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レ本塁打=秋山 ]号 (愛 甲)>二畢打 =藤崎 浜本 山口 青田 >
犠打飛 =新 ](加藤)三3(福 田、清水 堀□)>盗塁=新 1(佐 野)三
2(福 田、山口)>失策 =新2(松田、佐野)三 ](原田)レ 与死球 =森
(肯田)〉 暴投 =干々松 >捕逸 =山下 )試合時間=2時 間39分

広 い 球 場 も な ん の
O i菱重li神 戸、311日 の秋山が,Ч い|に 大会第1'ナ

の本 1ヽオ「を広いクリーンスタジアムのフだ翼
'llに
ほうり込んだ

「11っ た瞬間、イl球を
'こ

失い 塁まで全力で,tりました.まさ
か人るとは」と驚きながらも、新日鉄人幡を突き放す IIに会
心の笑み. 回のチームメイト浜本の中越え大飛球がフェン
ス直撃の 1塁オ1になったように、グリーンスタジアムは広い.

秋山の 打は左翼ポール際に飛び込み 飛んだコースも良
かった 「走者もいないし、中途半端なパソティングだけはや
めようJと いう思いL」りの良さが飛Fll離を仲ばした.

第 2試含=1回戦(午後 1時31分開始)

西 濃 運 輸 53002001213
本田技研熊本 002 100 102 6
>審半J(球審 )片 岡 C審 )桃田 、梶 浦 、浜 田

>本 塁 打 =硯 ]号 ③ (尾崎 )小森 1号 (尾崎 )2号 (中
武 )伊東 ]号 (中 武 )>三 塁 打 =安 藤 >二 塁 打 =豆
塚 、硯 2、 松 本 、山 本 修 、伊 藤 、安 藤 、吉 田 、吉 竹 >犠打
飛 =西 ](比嘉 )本 ](江 上 )>盗 塁 =西 ](硯 )>失 策
=西 2(吉 竹 、川 野 )本 ](松 本 )>暴 投 =松 田 >試 合
日寺躍]=2日寺間 4]`δ

NTT北 陸 112111000
川崎製鉄神戸 001 000 001
)審判 (球審 )中本 (塁審 )美馬、東、永田 (外審 )北野、南垣

>本塁打 =下野 1号 (豊田 )尾前 ]号 (宮 内 )>三塁打
=村丼 、大川 >犠事T飛 =N3(尾 前 、梅 沢 2)>盗塁 =
N5(堺4、 祖 泉 )>失 策 =N2(祖 泉 、梅 沢 )り 12(上村 、
田中 )>捕逸 =大城 >試合時 間 =2時間2]分
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第 3試合=1回戦(午後 4
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▽10月 11日
1第 1試合=1回戦(午前 8時59分開始)|

39147 5 5 316382
回 安 振 球 貢

禾日  EE   9  6 8 2 2

>本畢才T=猪狩1号 0(橋 谷)菊田1号0(板垣)丼 上1号 (越田)>
三塁打 =夷塚 >二塁打=三瓶2戸羽 >盗塁=N2(福 地、柿ク
保)レ 失策=四 1(森田洋)Nl(福 地)>暴投=板垣 >試合時間=
2時間14分

第 3試合=1回戦(午後 3時 1分開始)

東   芝 101011100 5
NTT四 国 000000012 3
)審判(球審)岡本良(塁審)伊東、片山、宮奥(外審)中嶋、橘

回 安振 球 責
三  原  9 7420

>二 塁 打 =小 林 、渡 辺 >犠 打 飛 =東 3(前 田 、松 原
2)N](松 田 )>盗 塁 =東 1(吉 沢 )N](能田 )>矢 策
=東 2(丹波 、渡 辺 )>捕 逸 =武 田 和 >試合 時 間 =2
欧i間 37う)

さ す が |ま「 全 日 本 J
O…北京のアジア大会に出場したヽ 1・T四 国のエース西
山がL回から i番 子として登板, 3回投げて4奪 i振、り
νЧ球4と成績はもうひとつだったが、チームに合流したのが10
Hと tヽうことを考えれば・さすが全日本。といってもよい
lll山も「アジア大会がいい経験になった まだピッチングが11
いので、この冬じっくりと体を鍛えて悪い状態の時でもいいビ
ッチングができるようにしたいJ.

>本塁 打 =川 村 ]号 (藤高 )>三 塁 打 =安 斉 >二塁
打 =杉 本 、小 笠 原 、池 元 、定 誌 、空 木 >犠 打 飛 =N]
(中 野 )>失 策 =新 1(藤高 )>暴 投 =柳 沢 >試 合 時
間 =2時 間 25分
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>=墨lT=篠原、原、上島 レ犠打飛 =日 ](安本)N2(篠原、川n)
>盗望 =曰 2(下田、鶴岡)N2(千 川、津江本)>失策 =日 ](阿 35)
Nl(篠原,レ 試合時間 =2B寺間52分

バ ッ ク信 じて 耐 え た
〇 |'1催 、ストレートがたりL々 の滑り出したった‖産自動
中の利l llは

'Ч

口|に NTT中 IJの篠原に逆わの 2点 1塁 打を
浴び、li卜 1にも 1点を許したが、以後 立ち直って、6安打に
抑えまずまずの投球ぶり。それでも、「 時は流れが相手に
傾いて ま`ずいな

Ⅲ
ど考えました. でも、うちの選 Fは ,1と かし

てくれるとりよい、信じて投げましたJと逆転1券利にホソと胸をな
でおろし、「||1足 はストレートが伸びていたんですが、ツЧ回の逆
転された球は外角の力のない直球 ああいう球を投げては
やはリダメですね Jと気持ちを引き締めていた.

第 2試含=1回戦(午後 0時21 第 4試含=1回戦(午後 6時 8分開始)

>審半J(球審)巽 (塁審)樫根、新早、丸屋 )審半J(球審 )三宅 (塁審 )大石 、中本、榎田 (夕1詈 )中 嶋 橘

33]4154 5 安振 球 貢
123251300

越  田

東
畑

関
広

Ｔ
鉄

Ｔ
日

Ｎ
新

‐

‐５
０
Ｘ

行
北

銀
東Ｔ

国
丁

四
Ｎ

球
０
０
１
１
２
１
０
１
０
０
０
　
６

振
―
１
０
１
０
０
１
０
０
１
０
　
５

点
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
　
１

安
１
０
２
０
０
１
０
１
０
１
１
　
フ

打
５
４
３
３
２
３
４
３
０
３
１
　
３‐

剛
一
拳
〔
﹈
﹇
一
『
林
中
【
¨
は

‐ ８

師
⑨
④
③
◎
⑦
②
Ｄ
③
Ｒ
⑥
Ｈ
犠
０

球
０
０
１
０
０
０
０
１
０
０
　
　
２

振
０
０
０
２
２
０
０
１
０
１
　
　
６

点
０
１
１
０
１
０
１
０
０
２
　
　
６

安
３
２
２
０
２
０
２
０
１
１
　
　
‐３

打
５
５
４
５
５
３
４
２
１
４
　
　
３８

鞠
呻
』
〔
悧
﹇
中
一
中
﹇
』
　
は

２ ８

ＩＮ
③
⑥
④
⑦
Ｄ
⑨
③
⑤
６
②
　
　
‐

球
１
２
０
１
１
０
０
０
０
０

振
０
０
０
０
１
１
０
１
０
１

点
０
２
２
４
１
５
０
１
０
０

安
―
１
２
２
１
２
２
１
０
２

打
４
３
４
３
３
４
４
３
１
４

回
５
４

高
石

藤
黒

貢
―
１
０

球
４
２
０

振
２
０
３

安
２
１
４

回
３
銭
宮

沢
林
藤

柳
小
遠

貢
―

球
０

振
２

安
８

回
７

責
８
６

球
３
２

振
１
３

安
７
７

回
院
化

谷
煽

橋
板

日本生命=優勝
午鶏撃廷内野手

(現役、26歳)

健鰹蔀ち毎日新聞)

近大から入社 して 2年 目。調子が悪く準々決勝まで
2試合ノーヒットだった。初ヒットは準決勝の河合楽
器戦の第二打席に放った遊撃内野安打。初戦から数え
て11打席日、重苦しかった気分がやっと楽になり、最
終打席で三遊間安打も出た。日本石油との優勝戦では
「ここまで来たのだから、打てなくても気にするな」と
開き直ることができ、試合前から浮き浮きしていた。
最初の打席で先制左前打、第二打席で左越え2ラ ン、
最後も走者一掃の左中間 3点二暴打と固め打ちがで
き、打撃賞が転がりこんだ。優勝した昨年の都市対抗
でも準々決勝までノーヒットだったのが、準決勝で 3
打数 3安打゛仲間に「 |^河 はおいしいところだけ食べ
る」といわれるようになった。
社会人 211日 に両足肉離れ。いまもだましだまし、

野球を続けている。でもまだ老け込む年齢でもないの
で、とにかく頑張ります。
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▽10月 12日
1試含=1回戦(午前 8 )

富士重工業 100200110
三菱重工三原 005 000 004
>審判 (球審)中本 (塁審)大橋、鹿多、大石

37]1 5 7 3 319965

>本塁打 =市川 ]号 (古田 )南谷 ]号② 、2号● (飯野 )

>三塁打 =川村 、長崎 >二塁打 =林、丼 上 >4義打飛
=三2(早野 、林 )>失策 =冨 1(水 久保 )三 10村 )>
試合 B寺間 =2B寺 間36分

絶 好 球 を 思 い 切 り
○ …史 1lυりのサヨナラ満■1本塁打を放ったのが i
菱重 111原の 1番 南谷 .5-5で 迎えたた回 l死
満塁の好機に打席に。豪快にな中間のスタンH二運ん
だ、,打った瞬間に「行ったJと 思わせる一撃だった。「九
回、いい場面でまた|]席がFlっ てくるのではないか、と
思っていた。直球を非1っ ていたら絶好球が来たので
思いきリバットを振りました もちろん,両■1サ ヨナラ本

=ヽ打なんて初めてですJとしばらく興奮が収まらなかった.

第 2試合=1回戦(午後 0時 1分開始)

住 友 金 属 1030000004
NTT北 海道 031 110 10X 7

35147 1 3
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>本塁打 =佐藤 ]号② (島 崎 )>二塁 打 =中田、大 村
2、 遠 藤 、橋 本 2、 松 本 、井 城 、飯 沼 >犠打飛 =fT2(筒
丼 、佐 藤 )N](橋 本 )>盗 塁 =住 2(佐 藤 、中 西 )>試
合 時 間 =2時間29分

第 3試合=1回戦(午後 2時59分開始)

大昭和製紙北海道 400 201 100  8NTT関 西 000300031‐ 7
)審判 (球 審 )中西 (塁審 )長谷、生越、丸屋 (外審 )南垣、北野

側『泉一﹇痺『̈̈
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>本塁 打 =西 田 ]号 (渡部 )>三 塁 打 =山 本 、羽 生 >
二 塁 打 =社 >犠 打 飛 =大 5(高木 、社 2、 日 下 、冨 永 )

N](山 崎 )>盗 塁 =大 2(阿 相 、富 永 )>失 策 =大 2
(社 、渡 部 )N](戊 丸 )>暴 投 =田 洪」>ボ ー ク =渡
部 、田 洪J>言式合 B寺 間 =2日寺間 39分

球
０
０
１
１
０
０
１
０
０
０
０
０
　
３

振
０
１
０
２
０
０
０
０
０
０
２
０
　
５

点
０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
２

安
―
１
０
０
０
１
１
０
０
０
０
０
　
４

打
４
４
３
２
３
３
２
３
０
０
２
１
　
２

¨̈̈一麟鐵　｛いい時中ｏｏ４

球
０
１
０
０
０
１
０
０
１

振
―
１
０
１
０
０
１
１
０

点
０
０
０
０
０
０
１
０
０

安
１
０
２
０
２
２
１
０
３

打
４
３
５
５
４
３
４
４
３

可
谷
田
□
田
水
本
山
口
田

和
水
福
山
青
清
浜
秋
堀
原

に
０
０
Ｄ
Ｏ
②
⑤
⑦
⑥
④

▽10月 14日
第 1試含=2回戦(午前 9時49分開始)

三菱重工神戸 000 001 000 1
河 含 楽 器 00000002X2
>審 判 (球審 )木嶋 (塁審 )植 田 南 垣 、北 野

犠 イ井 夕曳2 1 1235]1153
回 安 振球 貢

平  田  9 1]531
>二塁 打 =尾上 >犠打飛 =三2(水谷 、福 田 )>盗塁
=三 1(水 谷 )>与 死 球 =干々松 (鈴 木 )平田 (浜本 、
原 田 )>試合 時 間 =2時間 26分

夏 の う っ ぷ ん 晴 れ た
0 11安オ「されながらもコーナーをサ`1念につく粘りの
投球で 1点に抑えた河合楽F7の F`III投 千.「 都市対
抗に出られなかったうっぷんをこの試/iに ぶつけた
2ケ タ安llさ れましたが、長オ「をi詢

:さ なかったのがよか
ったJと、大舞台の…1勝…に感慨深げ:入 事L311‖
右スリークオーターからのスライダーを武器にオlた せて
取る
"i脳

的投球に安定感が出てきた,「次はもっと冷
青争によ■げられると思tヽますJと 木真もし,ヽセリフ.

第 2試含=2回戦(午後 0時26分開始)

NTT北 陸 000102000 3
西 濃 運 輸 0001100002
>審判 (球審 )樫根 (塁審 )浜田 、梶 浦 、三 宅

>本 塁 打 =鈴 木 1号 (寺 西 )>二 塁 打 =川 崎 、梅 沢
>犠 打 飛 =N2(梅 沢 、大 川 )>矢 策 =西 ](水野 )>
与 死 球 =吉 井 (り 崎 )>試 合 時 間 =1時 間 58分

第 3試含=2回戦(午後 2時39分開始)

日産 自動 車 23300013 12
北 陸 銀 行 01010000 ‐2
)審判 (球 審 )辻 (塁審 )生越、片山 大石 (外審 )新軍、榎田

回 安振球 責
2 50456 10827

>本 塁 打 =渡 辺 ]号 運)(放生 )鶴岡 ]号 0(放 生 )2号
(高枝 )>三 塁 打 =阿 部 >二 畢 打 =坂 部 、吉 村 、八
木 、安 本 2、 日 置 、王 生 >犠打 飛 =日 2(竹 内 、阿 部 )>
盗 塁 =日 4(鶴 岡 、田 中 、安 本 、阿 部 )>失 策 =日 2(石
川 、安 本 )北 ](荒山 )>暴 投 =高 枝 2>試 合 時 間 =3
時 間 ]]分
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第 4試含=2回戦(午後 6時 3分開始)

N ‐「 T,員 Jヒ  0 0 0  0 0 0  0 0 0   0
日 本 生 命 11000000X2
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>審 ll(球 審)中西(塁審)東、橘、丸屋(外審)新早、榎田

>二 塁 打 =三 瓶 2、 戸 羽 、内 匠 、熊 添 >犠 打 飛 =日 2
(大島 、中 村 )>暴 投 =大 倉 2>捕 逸 =猪 狩 >与死 球
=大 倉 (大島 )>試 合 時 間 =2時 F8820分

▽10月 15日
第 1試含=2回戦(午前8時55分開始)

」    丁 0000100
東     芝 505 000 1
卜審 判 (球審 )梅田 (塁 審 )小 林 、上 杉 、中 嶋

三  原
オヽ本寸詈巨

>本塁打 =松原1号0(佐藤)2号 (及川弘)高 見 1号② (佐
藤 )菅原 1号 (三 原)>二塁打 =渡辺 (東 )寺嶋 >4義 打飛 =
東 4(前田 葛城、丹波、高見)>盗 塁 =東 1(西村)>失 策
=J2(及 川正、池谷)>打撃妨害出塁者 =梁原 >与死球
=及川弘 (葛城)力日藤 (吉沢)>試合時間 =2時間15分

広 角 打 法 で 猛 打 賞
○ 東芝 ノL番の左オl者 、遊撃子の渡辺が311数 3安
打と大・1たり 1回に左前へ流す好打でリスムに乗り、1回
は右中‖‖フェンス直撃の 111オ l、 FЧ 国にはプ〔ittllと

'こ

■な
広角イ]法を披露した.剌1奈川県の鶴見 I:高 から入社して
3年 十1` 券先から調子がよく、ロッテに入った11渕の後のレ
ギュラー人りを狙っていたが、練習中に自打球を4iひ きに当
てて1.I折 し、都市対抗JI場もフイにした.それだけにこの大
会に力|する気迫はすさまじく、1年間の総決算の執念で 猛`
オl貰
‐

第 2試含=2回戦(午前11時42分開始)

本田技研鈴鹿 110 001 200 5
NTT関 東 001020010 4
卜審 判 (球審 )岡 本 良 (塁審 )吉 田 、大 石 、宮 奥

>本塁打 =久芳 ]号 (小林 )大 久 保 1号② (遠 藤 )長 丼 1号
(湯 舟 )>二 塁 打 =右 京 、川 村 、黒 川 >犠打 飛 =本 3(間
宮 森 田、荒 川 )Nl(野寺 )>盗塁 =本 ](間宮 )Nl(野 寺 )

>失策 =本2(荒川 2)Nl(吉 田)>暴投 =柳沢 、湯舟 >与
死球 =湯舟 (り |1村 )>試合時間 =2B寺 間43分
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第3試含=2回戦(午後 2時54分開始)
言〒雫王署層|:::♀ :::♀ |:
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)審半」(球審)赤丼(塁審)鹿多、宮木、中川(外審)橘、北野

犠 併 残
3010318377

>本 塁 打 =早 野 ]号 (斉藤 )>二 塁 打 =国 只 >犠 打
飛 =N3(寺 田 、春 木 、大 村 )>失 策 =三 3(南谷 、川
村 、野 村 )Nl(寺田 )>暴 投 =島 崎 >与 死 球 =野 村
(池本 )>試 合 時 PB5=2時 間 47分

新 人 島 崎 、完 べ き 救 援
○…底力を見せたNTT北海道の見事なサヨナラ勝ち。そ
れをもたらしたのは、斉藤を救援した島崎(■ 11大 )の新人と
は思えない落ちついた快投だった。島崎が登板したのは、3
点リードされた 1回の :死 二、三塁。「これ以 L点はやれな
い。何が何でも抑えてみせる」。島崎は四番の小前を空振
り三振に仕留めた。これが島崎に自信をもたらせた。
島崎が許した安打は、わずか3本だけだった。テキサス安
打と暴投で迎えたし回の無死二塁が唯一の危機だったが、
早野以下のL位打線を3連続三振に切って取った。うなり
をあげるといった形容がピッタリの快速球で、これでチームの
ムードは 気́に盛り上がり、サヨナラ劇に結びつけた。

第 4試含=2回戦(午後6時11分開始)

大剛製紙lg檀 ::::::♀ ::|
)審判 (球審 )伊東 (塁審 )生越、片山、三宅 (外審 )北野、橘

>本 塁 打 =佐 藤 孝 1号 (桐木 )>二 塁 打 =徳 永 >犠
打 飛 =日 ](田 島 )大 1(日 下 )>盗 塁 =大 2(社 、平 )>
失 策 =日 1(若 林 )>与 死 球 =大 崎 3(平田 2、 坂 口 )>
試 合 時 間 =2日寺間 50分

▽10月 16日

>審判 (球審 )中西 (塁審 )赤丼 、南 垣 、片 岡

回 安振球 質
平  田  9 552]

>二塁 打 =尾 上 、大 川 >犠打 飛 =Nl(下 野 )河 2(吉
村 、安 間 )>盗 塁 =河 2(村 瀬 2)>与 死 球 =奥 村 (西
原 )平田 (梅沢 )>試 合 時 間 =2時 間 12分
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2試含=準々決勝(午前11時439開始)

)審 判 (球審 )小 林 (塁詈 )長谷 、桃 田 、吉 田

>犠打飛 =産 ](闇 )本 ](中 村 )>失 策 =本 1(川瀬 )

>与死 球 =和田 (大島 )>試合 時 間 =2時 間48分

悔 や ま れ る 第 1球
○ 「第 1球を大島選■に当ててしまってリズムを

`「

わせ
た」と、‖産自動車の和田は悔やんでも悔やみきれない様
r i評 判が高い日本生命、本村投「 との投げ合いとあって
「絶対先に点はやれない」という意識がF元をllわせたよう
で「iが縮んでいた感じ。佐藤(清 )さ んには直球をタイムリ
ーされたが、り|き金は第1球の火投でした」と何度も首をかし
げた, 111こ も3安打で 1点を許したが、四い1以降はスライ
ダーを多投して抑えただけに悔やまれる立ちLが

“
哭スだった.

第 3試含=準々決勝(午後2

棗田技研鈴雇:::::::  IU
)審判(球審)大橋(塁審)岡本良、鹿多、美馬(外審)榎田、橘
【東  芝】打安点振球 【本田鈴鹿】打安点振球
③ 前 田 51110④ 旗 手 31010
④ 葛 ltW 4 2 1 1 l ③ 間 宮 30010
⑦  7」  ヽ 林 10003 D 大久保 30000R7多  田 00001 ⑤  岡  崎 30010
()  ′]  シ支 5 3 1 0 0  ()  22  日日 3 2 0 0 0
③ 松 原 32110⑦ 久 芳 30010
日  本寸  _ヒ   1 0 0 1 0   ()  そョ  男ヽ  2 0 0 0 09 田  辺 00000 ②  森  田 10010D 梁  原 31101 H2福  原 10010HD松  村 00101 ⑥  荒  川 10000
3曇 暴16旱 ♀3冒 轟器38888
⑥  渡  辺 21210H 木村哲 00001
R 6Z日   本寸 0 0 0 0 0
犠 併 残      犠 併 残
3  0 11 3214]]6 8     0  0  3 243 0 6 0

>二 塁 打 =渡 辺 、梁 原 >犠 打 飛 =東 3(松 原 、高 見 、
渡 辺 )>盗 塁 =東 5(葛城 、松 原 2、 高 見 、吉 沢 )>失 策
=本 1(福 原 )>与 死 球 =樋 口 (多 田 )>捕 逸 =森 田
>試合 時 間 =2時 間 7分

第 4試含=準々決勝(午後5時34分開始)

日 本 石 油 0103003108
NTT北海道 400 000 000.4
レ審判(球審)辻 (塁審)伊東、生越、宮奥(外審)榎田、橘

>本 塁 打 =橋 本 1号 (増 永 )五 十 嵐 1号② (斉藤 )2号
② (島崎 )若 林 ]号 (斉藤 )>二 塁 打 =大 村 、石 黒 >犠
打 飛 =日 6(平 田 、五 十 嵐 、田 島 2、 佐 藤 孝 、伊 藤 )Nl
(丼 城 )>盗 塁 =Nl(井 城 )>失 策 =日 2(平 田 、坂
口 )Nl(池 本 )>与 死 球 =木 村 2(大 村 、内 山 )斉藤
(徳永 )>試 合 時 間 =2時 間 55分

▽10月 17日
第 1試合=準決勝(午前 9

)審 判 (球審 )中西 (塁審 )生越 、浜 田 、中 川

>本塁打 =熊添1号 (竹之内)>三 塁打 =児玉 佐藤清 >二塁打
=樽丼 >犠打飛 =日 3(守 屋、中村、岡)>盗 塁=日 4(大島 2、 内
匠、十河)〉 暴投 =竹之内 >与死球 =竹 之内 (岡 )〉 試合時間=2
時間53分

日生本領 、`足技、急加速
日本/1命が集中打に機動力を絡めて大量点を挙げ、新

谷の好投でl■勝した。
‖′|は 五いl無死から児ドがノ::,卜 間 i塁打、中村四球の

あと、岡の遊ゴロで中村が 1ま|されるド1に 児工が還って先
制1.ノIi前打の大島が、左翼手の返球のそれる間に好走して
1、 l11. lタビ後、十河の遊撃内野安オJで 2者が生還、佐
藤清も右中間へ i塁打し、計4点を入れ、野木をKOした。
H生は′'く回にも 1番 手徳永を攻め、守屋の安打と児玉の

四球、送リバントで二、三塁.岡の右犠飛と、大島の一塁線
へのバント安打で2点を加えた。 し回には熊添が竹之内か
らムi翼ポール際にソロアーチして勝負を決めたて,
河合は新谷の速球にカーブ、スライダーを織り交ぜた投球

に、交代するしいはで無得点。 2度の走者も併殺に取られ、
_番 子の伊藤から八、九回に1点ずつ返したが■遅れ。連
投を避けてエース`F田 を温存したのが裏日に出た。

11

11
レ審判 (球審)大橋 (塁審)辻 、赤丼、上杉

305 1 6 7

>本塁打=坂口1号②(三原)若林2号 (三原)3号②(菊池)〉三塁打=
五十嵐 >二塁打=佐藤孝、吉沢、五十嵐>犠打飛=日2(若林、佐藤
孝)>盗塁=日 1(平田)東 1(植山)>失策=日 1(佐藤孝鴻酸(松原、高
見)>与死球=菊池(佐藤孝)>試合時間=20寺間58分

鈴木力投、荒れ球で 曲`者、退治
日本石油が3本塁打を合む17長短オ]を 東芝5投 手に浴び

せ、エース鈴木が東芝打線を抑えて、一方的な勝利を収めたて
日本石油は 卜1、 久慈、平田、坂回の3連オ!でつかんだ

無死満塁は、徳永の遊ゴロ併殺の間の 1点に終わったが、
■「nJ二死二塁に坂日が右越えに2点本塁打。四回は 死
から若林が左越え本塁オ「して、東芝の先発 1原をKO。
さらに攻撃の手を緩めず、六回は田島、佐藤孝の短長打の
1死二、三塁に、久慈の遊撃不規則安打で2点。 し回に
は五十嵐の三塁打で1点を取ったあと若林が左越え2ラン
を放つなど、着実に加点した。
2試合連続コール団券ちしていた東芝は、鈴木の荒れ気

味の投球に的が絞れなかった。 ■回一死一、二塁で高見
が遊ゴロ併殺に倒れ、六「plの 1死満塁には梁原が遊直.

LLnJ 死二、三塁から植山の遊ゴロで1点を返すのがやっ
と̀ 鈴木―高橋の継投に5安オ]と沈黙した。
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77回大会 大会言己録

４

１１

０

Ｘ

４

４
油
命

石
生

本
本

日
日

▽10月 18日
優勝戦(午後 1時開始

>本塁|]二 十河1号②(高橋)>二塁打=熊添、岡、1,藤 、若林 ■
;可 >与死球=木村2(中 橋、中村)新谷(平田)>犠打=生2(内 匠
岡)卜 盗塁=石 ](坂 □)生4(大島2+河 中橋)>矢策=石 ](高
橋)生 2(新 谷 岡)レ 試合時間=2時間30分

新谷 一木村 、必勝 リレーで
日石 かわす

女J:機に適口|llが lli c~、

Fl々 と加点した日本′L命
が新谷一本村の必勝リレ
ーで強打の 日本石力|IJl
線をカジ)し 、||:‖

`,し

た
日生は  い|、 無 クピ 、
i早から、 1 カ可がノ[illヘ
先制J] f4,藤 ム守のイi飛
で  、 iゝ11と し、熊添が左
翼線へ 2点 ムトJ「 した
)1導権を夕■った日生は

1‖ 回、岡がノ::越ぇ ltt ll

して 2者を選した.
続くli lJ(■ は 1河がノ1:

翼に 2ラ ン 3点 差に品
め′うちれた六回 クロ両

=ヽに、1河が左中間に走 者
lilσ )祟 |「 するなど4

点を挙げ、大勢を決定づ
けた
H石は新谷のlltめ を突

くショートに「
こずり、li卜 J

までわずか 2′女11に I‖え
らオしてtヽたが、六卜J  クピ
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>審判 (球審 )三 宅 (畢 審 )小林 、大 橋 、東

満半に、坂||の投ゴロを新谷が本早へ悪送球し、2者が還った なおも 、1

果で、llx目 が 盗、lll「 の 1祟悪送球の「1に i進 、li「 嵐のイf前 オ1でこの
|口 14点 を返したが、救援した本村の緩急をつけたIサふな投球に反撃の糸日を
つかめなかった

監 督 談 話
日本生命・井尻陽久監督 六国にすぐ突き放したのがよかった 1河の
2本の長Jlが効きました,日 石の11「 は疲れていたんでしょう 点差ほどに
力の差はない_大会を通じて′、11り と足を生かしたうちの野球ができた .

日本石,由・林裕幸監督 うちの1,「 事情から木本|を 先発させるしかなかっ
た 昨イ11に 続き準優H秀ですが、選「 はよく戦ってくれたと思う 人′′(東海大)

の先輩の
'ト

ルiさんのように、私も
':派
なチームを作って日本 を目指したい

〔優勝戦〕日本生命一日本石油 一回裏、日本生命二死二塁、中橋の左前打
で熊添がホームを突いたが、好返球にタッチアウト。(捕手・佐藤)

ここぞの時に果敢な 足゙技゛

む選手たち.昨年のllE決勝で九国に逆転され、初の優
勝戦進出を‖lま れたH本石油を破っての優勝に、喜び

はまた格別だった,

ともに大会を通じて自貢点ゼロの快挙を成し遂げた新谷、木村の両
有腕の好投とともに初Vへの大きな推進力となったのがルーキーたち
のはつらつとしたブレーだった,先頭に立ったのが16■ '、 65ちの小柄
な 番11者、大島(法 人), 回、 2-3か らPЧ球で歩いた,定石なら
続く内匠がバントで送る場面だ。しかしロイiの 先発、本村の警戒が11
いと見た大島は内|「への2球 目に■塁を陥れた..さ らに内匠のバント
の時には好スタートでバッテリーを揺さぶり、捕手の野選を誘った「相
手のスキを突いてひとつでも前に進むのが1業の役日」。大島のか1人 はH↑
11ま での日生の「おとなしいチームカラー」を 変させた.機flJ力 を使
った攻めで日石の先発、本村の気持ちをぐらつかせ十河の適時ll、 性
藤清の進塁打、夏以降めきめきと頭角を現してきた新人、熊添(東海太)

の左翼線二畢11を 引き出した。
六回、日生は4点を失い、言式合の流れはやや日石に傾きかけたが、そ

の裏にも大島の足が生きた。一死 lltに 1遊間突破安打、 死 、́二
塁と好機を広げたあと、すぐに 1盗、続く内匠の四球、「 河の走者一
掃の左中‖ll累打に結びつけた
3年 目の本村と4年 目の右腕、新谷の 2人の投手を中心とした堅い

ディフェンスに加え、機動力で相手の攻守のリズムをかく舌Lで きるよ
うになったことが今年の日41の強さを物語る。今夏の都市対抗一回戦
で逆転負けを喫したNTT東北にもこの大会で雪辱,す っかり借りを
返してつかんだ初Vに 、グラウンドを一周するナインの胸中は、この
日の抜けるような青空のように,登みきっていた (江尻 進一)

ま さ に「 4憂勝 男:」
日生 。内匠

○ 「̈人社1年目で“金メグル‐.高校、大学、社会人で日本一ですか
ら強運としか言いようがありませんね」と、日本41命のルーキー内,1は
自信にあふれた笑顔 PL学園高時代は3年の夏の甲子回、近大時代は
3年、4年と連続で大学選手権を制し、社会人でも優勝.「優勝戦はこ
れで4戦 4勝 と負け匁|ら ずなんです.今 大会は 1番の責任も果たせた
と思うし、高校、大学とは違った満足感いっばいの日本一。残るは都
市対抗だけですJと 、成勢のいい言葉がボンボン飛び出した
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日本生命 丼尻
走者はどん欲に次の塁を11う .投手はカウント
2-0からIJち取りに行く ‖標とする「攻撃的
なり予球型そのまま、すべてに積極的なさい配を振
るって、グリーンスタジアム|「戸に移ったネ刀の大会
を1り した。

「西の横綱Jといわれ、常に社会人野球の強豪としての存在を誇示しな
ければならない日本′li命 .だが、1985年 の部 |lf対 |たに優月秀した直後から
都市対抗、日本選「 権の 予選で敗退し続けるllt迷 期に落ち込んだ.名
r]復活を託されて監臀に就いたのが、89年の秋 ,「まず守りを回めて と
チーム作りをスタートさせたが、なによりも選「

たちが闘志をむき|||しにうる
プレーを求めた̀
「選手たちはいいものを持っているが、おとなしすぎる.だから、i振 して
バ ントをたたきつけるくらいの激しさを見せろJと`,チ ームの体制も、1り 1のコ
ーチのほ力

'こ
llll l‖ Iの トレーナーを置き、体調から食事の管理もし、相「 の戦

いぶりをイ貞察したり、高校、大学の試合を見てLJるマネジャーを増員した,

「強いチームにする|コよ、教育 (練 iマ)と (選 手の)補強が必要 ヒ 強Llなス
タソフの Lに 立って、選手を果敢に1動かした,

東海大相模高で夏の甲 J蒙|に優勝 、同高に進んだのは「 1`時、監督
だった原 Jtさんの誘tヽに、rり ごヽころにも、野球に対する′ド子熱を知|らされた
からJ‐ すぐレギュラーになり、遊撃 ■で主軸をオ!った これは東海大でも、
日本/1i命 でも変わらなかった`,どこでもチームのけん引 111だった.

「tヽ tヽ選手、コーチ、そしてネL内の大きなバ ノクアン
プに支えられました,本 当に運がいい、と思うJ.選「
口|イ かヽらブレッシャーに強かった,監督になっても最
後まで冷静だった

`

和歌山県出身.7011夏の甲 子園で優勝した東海
大相模高の主J子  東海大を経て日本

`li命
に 8911

から監督。 38歳 .            (笹尾  勝彦 )

叔目監ロ
“久』陽



社鉄 野球日本選手権大会 20年史ヽ

緊張して制球乱れる
だれもが驚いた先発起用だった.全 日本メ

ンバーでもあるエース鈴木が、最後のマウンドに
登ると思われたて,しかし、準優勝に泣いた昨
年の雪辱をかけた林監督が必勝を期して送っ
たのは鈴木の 1年後輩、本村だった。
先発を言い渡されたのは、前日の準決勝終

J´ 直後のベンチ。「いえ、別に驚きませんでし
た。鈴木さんが準決勝で投げていたし、僕が
先発だろうと予想していたJと落ち着きツ、って答
えた。たしかに準々決勝のNTT北海道戦では
‐卜l!途 中からのロングリリーフを4安打無失点
にll lえ チームの逆転劇を引き出すという好投は
あった、しかし、林監督の思い切った起用は、
肩の故障で今年 3月 からまる6カ 月間、戦列
から離れていたものの、昨秋、秋村 (広島)、

金沢 (ダイエー)がプロ入りしたチームを支える新
エースとして期待されていたのはむしろ木村だ
ったからだ。NTT北海道戦で実質的な社会
人デビューを飾り、この日で完全復調を示して
もらいたいという願いもあった。

ところが、いきなりつまずいた。 一|口 |、 先頭
の大島に四球を与え、二盗を許すと、内匠の
送リバントが捕 手の野選を誘って無タビ 、二
撃。守りのミスでつくったピンチに適時オI、 二
塁打を浴びせられ 3点を失った。 1回からは
「開き直って肩の力を抜きJ(木村)8人連続で
三振や凡打に仕留めて 一人の走者も|+1さなか
ったが、四回 1死からコースを」llいすぎて2連
続死球を与え、 1撃打で2点を失い、降板し
た。打たれた球はすべて甘いストレート。「みん
な甘いコースに人った。コントロールがまったくだ
めで、力の半分も出せなかったJとチームメート
に中し訳なさそうに、ため迎、をついた。
社会人 2年目。宇部商高時代は3年の春

と夏に甲子園を経験し、いずれもベスト8進出.

全国大会での優勝戦のマウンドは、この日が
初めて。「やはり緊張してボールが上ずってし
まった。僕にはまだ甘いところがある」.来季ヘ
の課題をしっかりと胸にしまい込んだ顔だった。

-3本 轟簿が自信に
■||||■    日石 。若林

○…六回、それまで好投していた日本
生命、新谷を降板させる 1塁打を放った
日本石油の若林は「 (二塁から見ていて)

救援の本村さんは球が走っていなかった。
‐気に逆転できる、と思ったが 一 。あ
と1本がJ11なかった」と唇をかんだ。…完
封ペース‐で投げていた新谷がこの回自ら
の失策で動揺したのにつけ込み、 4点を
挙げて 3点 差に迫る押せ押せのムードで
の打席。思い切ってバットを振ったので新
谷さんの内角直球に力負けしなかった.

攻撃前の円陣で監督に『お前ら暗いぞ』と
言われ、ベンチに気迫が戻った」という。
後続が倭」れ、優勝は逃したとはいえ、今
大会最 多の 3本塁打を放ち、チーム準
優勝の原動力になった。「都市対抗は 4
打数 1安打 2三振と不振だっただけに大
舞台で活曜でき自信がついた。実り多い
大会でしたJと 開会式では晴れやかな表
情に戻っていた。

①

一ズームアップ
Eξ霜詈鸞壌瀞

第 17回 大 1会1蒙 1影 選 ‐1響
◇最高殊勲選手賞 新谷博投手(日 本生命)初戦(二巨1戦)の NTT
東北戦で6者連続 1振 (タイ記録)を含む、毎回の14三振をとり、最多奪二
振の新記録を作って完封勝利。「高校(佐賀llt)時代のように二振をJllってと
れる・攻めの投球Ⅲができるようになった。あの完封ですっかり自信がついた」
打者の手元でホップする速球、低めに制球されたスライダー、シュートを小
気味良く投げ続け、準決勝の河脊楽器戦ではし回まで被安打 1、 二畢を踏
ませない好球。連投の優勝戦でも五回まで2安打に抑えた。六回に自らの
悪送球をきっ力ヽ力こ4点を許したのが、この大会初めての失点で、21イ ニング
無失点と実に安定していた。「素晴らしい球威と切れを持っているのに“心"が

弱くてJと 、井尻監督に実力は高く評価されながらも、精神面の弱さを指摘さ
れてきた。しかし、都市対抗以降「フラフラになるまで練習した。木村に負ける
ものか、とライバル心を燃やしたJというように高校時代の「闘争心Jをよみがえ
らせた̀

,

「これまで賞には縁がなかったが、社会人野球の二大大会の ‐つでMVP。
うれしtヽのひと言です」と、肩やひじの張りも忘れてさわやかな笑顔を見せた。
佐賀商高から駒人を経て入社 4年目.1831ン 、77キロ、右投げ、右打ち。団
体保険第一課勤務.26歳。
◇打撃賞 十

'可

章浩遊撃手 (日 本生命)「昨年、準決勝で敗れた日本
石油を降して優勝でき、もう最高です。そのうえ賞をもらえるなんて… Jと二
重の喜びを手にした。とにかくけがの多い選手.両足に肉離れを起こしたのが
2月 中旬。かばいながらのシーズンインだった.

さらに、 8川に全日本メンバーとしてカナダ遠征した際、キューバ戦で右足
首をねん挫。予選やこの大会は、奥河清トレーナーい7)に患部を固定してもら
って臨んでいた。初戦のNTT東北戦に無安打に終わったことから「けがを気
にしてしまう。自分の力を思い切り出そう」と、前日の河合楽器戦からテービン
グをやめた。
「(河合楽器戦で)二、五打席に安打出来て勘が戻ってきたJと、優勝戦の
金カプレーに結びつけた.セールスポイントは打撃ではなく「守備と足」。優勝
戦の六国に走者一掃の 1塁11を放ったあと、二盗を決めて佐藤清のニゴロ
で生還。その真価を見せつけた。近大出の2年 日.175:ウ 、65キ ロ。右投げ、
右|]ち .|』体保険第一課勤務..23歳 .

◇首位打者賞 松原和也外野手(東芝)4試 合でH打数6安打、 5

打点。打率 5割 4分 5厘をマークした̀ ,大分・国東(くにさき)高から九州国
際大を経て今春入社。新人離れしたシャープな打撃を披露したのが 1回戦の
」T戦。第一打席でカーブを引っ張って右翼席へ。第二打席では速球をバ
ックスクリーン右ヘライナーで運び、史上8回 目の2打席連続本撃打を記録し
た。172革 ン、75キロと体は大きくないが、安定したド半身とリスM)利tヽた打撃は、
早くも東芝打線の 1:軸を担う強打者に成長している。右投げ、左打ち。昇降
機事業部動務。23歳 .

◇敢闘賞 五十嵐章人右翼手(日 本石油)準決勝までの3試合で13打
数6安打と打ちまくり、準々決勝のNTT北海道戦では2本塁打(タイ記録)

を放つなど、強打とIサ打を発揮。この日も2安打 1打点を記録するなど五番
打者としての力を披露した。
「いくら打っても、試合で負けてしまっては…….昨年も準優勝だったから、
余計に悔しい」と出てくる言葉は重く、表情も険しかった。試合後に敢闘賞だ
と問いても「賞をもらうのはうれしいには違いありませんが、でも,…・・」と真の喜
びはなかなか伝わって来なかった。
今季は6月 末の都市対抗神奈川予選まで不調に陥っていたが、スタンスを

やや狭くするなど工夫して本来の打撃が出来るようになった.

この日の二回の一、二塁間安オ1と 1オ 1点を挙げた六回の右前打は「両方
ともストレートでしたJと振り返った。
群馬県の前橋商高時代は投手で3年生の夏、甲子園に出場。1987年春

に日石に入社し、1年半は投手だったが、公式戦の勝利ゼロ̀,その後、外
野手へ転向、投手出身らしく強肩。180:ン、72キロ、右投げ左打ち.横浜製
油所動労課勤務.22歳。
◇大会優秀選手
【投手】木村恵 1(日 本生命)新谷博(日 本生網 鈴木健(日 本石油)【捕

手l高見泰範(東芝)岡隆博(日 本生命)【一塁手l佐藤清(日 本生命)丹波
健■(東芝)【二塁手l大島公一(日 本生命)尾上裕介(河合楽器)【三塁
手l若林重喜(日 本石油)【遊撃手】1-,可章浩(日 本生命)伊藤義樹(日 本
石油)【外野手】五十嵐章人(日本石油)鶴岡昌宏(日 産自動車)松原和也
(東芝)【DH】熊添英樹(日 本生命)久慈照嘉(日 本石油)

◇10回出場選手 山本智久(四国銀行)、 1/1藤清(日 本生命)

◇10年連続審判 小林勉、大橋慶三、吉円龍男



第 77回大会 地区大会成績
(太字チーム本大会出場チーム)

9月 11日 から 5日間 札幌市営円山球場

大昭和製紙北海道
札 幌倶 楽
北海道拓殖銀行

小 樽 協 会
札幌ブルーインズ
森 倶 楽 部
王子製紙苫小牧
新 日 鉄 室

日産サニー札幌
航空自衛隊千歳
」 R北 海道
函 館 太 洋
山陽国策ノUレプ旭川
NTT北 海道

◇青森▽ 一回戦 自衛隊青森14-0全弘
前、八甲ク10-4南郷村硬球会▽準決勝 自
衛隊青森13-0オール青森、三菱製紙八戸 7
-3八甲ク▽決勝 三菱製紙八戸4-1自衛
隊青森(勝者は第 2次予選へ)

◇岩手▽一回戦 赤崎野球ク3-2オール
釜石、一関三星ク9-1岩手アイワ、雫石ク
11-1東北八―ネス▽二回戦 東京製綱7-
3遠野ク、宮城建設 5-3オール不来方、水
エク14-1住田ク、釜石野球団4-3小野田
セメント、赤崎野球ク4-3水沢駒形ク、県
経済連10-0-関三星ク、岩手銀行7-3雫
石ク、オール江束」4-3大槌球友▽準々決勝
東京製綱9-7宮城建設、県経済連9-0赤
崎野球ク、釜石野球団12-5水エク、岩手銀
行11-1オール江刺▽準決勝 岩手銀行6-
0釜石野球団、県経済連 3-0東京製綱(勝
者は第二次予選へ)▽決勝 県経済連4-3
岩手銀行
◇秋田▽一回戦 フェニックスク6-5能
代松陵ク、TDKll-0秋田経法大ク、秋田
あけぼの銀行 4-2王冠ク▽準決勝 秋田銀
行5-2フ ェニックスク、秋田あけぼの銀行
8-7丁 DK▽決勝 秋田あけぼの銀行17-
2秋田銀行(勝者は第二次予選へ)

◇宮城▽一回戦 N丁 丁東北15-2オール
カメイ、七十七銀行10-3+条製紙、」R東
日本東北12-2日産サニー宮城、 」丁23-0
白山ク▽準決勝 七十七銀行8-7N丁 丁東
北、 」丁4-3JR東 日本東北(勝者は第二
次予選へ)▽決勝 」丁6-1七十七銀行▽
敗者復活一回戦 オールカメイ21-7+条製
紙、日産サニー宮城12-5自 山ク▽敗者復活
二回戦 」R東日本東北7-0オールカメ
イ、N丁 丁東北20-1日産サニー宮城▽第二
代表決定戦 N丁 丁東北7-2」 R東日本東
北(勝者は第二次予選へ)

◇山形▽一回戦 鶴岡野球ク12-1三川ク
▽準決勝 山形しあわせ銀行3-1鶴岡野球
ク、米沢中央ク7-3新庄球友ク▽決勝 山
形しあわせ銀行23-3米 沢中央ク(勝者は第
二次予選へ)

◇福島▽・回戦 ∃―クベニマル(不戦勝)

トヤ野球ク▽■回戦 小峰ク9-2矢吹ク、
同仁社11-8学石OBク 、北斗野球ク15-11
飯野ク、郡山ベースボールク10-1須賀川ク、
会津若松ク14-6川俣ク、全白河野球ク8-
1ニュー相馬、小名浜ク17-10福島硬友ク、
∃―クベニマル22-0塙ク▽準々決勝 ∃―
クベニマル10-0会津若松ク、小峰ク13-7
小名浜ク、同仁社4-3北斗野球ク、全自河
野球ク8-5郡山ベースボールク▽準決勝
∃一クベニマル11-1小峰ク、同仁社9-0
全自河野球ク(勝者は第二次予選へ)▽決勝
∃―クベニマル15-1同仁社

◇神奈l!|▽ ^回戦 川崎ク17-5横浜高島
屋、三菱自動車サ|1崎22-0神奈川ク、横浜金
港ク18-0横浜球友ク▽準々決勝 日産自動
車14-2川 崎ク、三菱自動車り崎11-5三菱
重工横浜、日本石油 7-3いす 自ゞ動車、東
芝16-1横浜金港ク▽準決勝 日産自動車10
-5三菱自動車川崎、東芝7-5日本石油(勝
者は第二次予選へ)▽決勝 日産自動車12-
7東芝▽三位決定戦 日本石油10-9三菱自
動車川崎(勝者は第二次予選へ)

◇東京・神奈り||▽敗者復活戦 三菱自動車
川崎(神奈川 4位)3-1プ リンスホテル(東
京4位 )

◇山梨▽ ^回戦 山梨球友ク9-5東海甲
府ク、オール櫛形12-3峡北ク、大月ク13-
5市川ク、甲府ベースボールク15-9桂ク▽
準決勝 オール櫛形6-3山梨球友ク、大月
ク17-14甲府ベースボールク▽決勝 オール
櫛形10-0大月ク(勝者は第二次予選へ)

>二次予選
8月21日から 2日間
9月 17日 から 4日間 千葉マリンスタジアム
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昭和製紙
海 道

秋田あけぼの銀行
NTT東 北
岩 手 銀 行
七 十 七 銀 行
ヨークベニマル
岩手県経済連
三菱製紙八戸
」       T
同  仁  社
山形しあわせ銀行
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NTT東 京
オ ール 櫛 形
日産 自動 車
本 田 技 研
東    芝
全 足 利 ク
東 京 ガ ス

住友金属鹿島
鷺 宮製 作 所
川崎製鉄千葉
日 本 石 油
日 本 通 運
日立 製 作 所
三菱自動車川崎
NTT関 東
東 芝 府 中

」  T

芝

◇茨城▽リーグ戦 日立製作所10-0鹿島
石油、住友金属鹿島16-0鹿島石油(日立製
作所、住友金属鹿島は第二次予選へ)

◇埼玉▽一回戦 全浦和5-1大和ク、工
―ザイ8-2かみかわク▽準々決勝 川口球
友ク13-11全三郷、日本通運11-2全浦和、
全大宮15-9都幾川ク、本田技研11-0エー
ザイ▽準決勝 本田技研12-0全大宮、日本
通運14-4川 口球友ク(勝者は第二次予選へ)

▽決勝 日本通運10-5本田技研
◇千葉▽リーグ戦 N丁 丁関東4-3川鉄
千葉、N丁 丁関東4-3川鉄千葉、川鉄千葉
5-4新日鉄君津(NTT関東、川鉄千葉は
第二次予選へ)

◇東京▽ ‐回戦 鷺宮製作所14-3太陽神
戸三井銀行、朝日生命14-3日 本 IBM、 東
京ガス19-0リ クルート▽準々決勝 プリン
スホテル22-5明治生命、鷺宮製作所4-2
」R東日本、N丁 丁東京11-9朝日生命、東
京ガス8-6熊谷組▽準決勝 鷺宮製作所14
-7プリンスホテル、N丁 丁東京6-3宋示
ガス(勝者は第二次予選へ)▽第二代表決定戦
東京ガス19-11プ リンスホテル(勝者は第二
次予選へ)

◇東京多摩▽一回戦 全調布16-9武蔵野
ク▽準決勝 スリーボンド9-0(※ 没収試
合)全調布、東芝府中9-2全府中(勝者は第
二次予選へ)▽決勝 東芝府中3-1ス リー
ボンド
※全調布は八番打者にDHを起用していた

が、1度も打撃を完了せず、代打を使つたが、
この行為は日本野球連盟内規の指名打者(D
H)規則に反すると、没収試合となつた。

関東選抜リーグ決勝トーナメント

〈決  勝〉 (8月 22日 、千葉マリンスタジアム)

暑喜唇』詈       :士重工業

◇新潟▽一回戦 長商ク6-3白根野球
団、佐渡軍団12-3長岡ク、ニチエー14-0
KDク、新潟コンマーシャル3-2オール新
発田▽準々決勝 全飯豊11-8長商ク、佐渡
軍団15-7オール東、ニチエー12-2MGク 、
新潟コンマーシャル14-13新 津ク▽準決勝
ニチエー10-0新潟コンマーシャル、全飯豊
9-4佐渡軍団▽決勝 ニチエー15-6全飯
豊(勝者は第二次予選へ)

◇長野▽リーグ戦 NT丁信越15-0全松
本、丁DK千曲り110-0全松本、N丁 丁信越
12-1丁 DK千曲川(N丁 丁信越、TDK千
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>一次予選

>一次予選

>一次予選



曲川は第二次予選へ)

◇富山▽リーグ戦 北陸銀行11-1伏木海
陸運送、NT丁 富山12-2伏木海陸運送、北
陸銀行10-ON丁 丁富山(3チームとも第二
次予選へ)

>二次予選
9月 1日 から 2日間     県営富山球場

「
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>一次予選 トー次予選

>一次予選
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◇滋賀▽ ・回戦 全大津22-0近江八幡野
球ク、日本 IBM野洲110-2瀬 田工OBク▽
決勝 日本 IBM野洲10-0全大津(勝者は
第二次予選へ)

◇京都▽一回戦 三菱自動車京都12-0京
都市役所、高島屋京都8-2日産車体京都、
第一紙行7-4丸勝▽準決勝 日本新薬8-
6三菱自動車京都、第一紙行5-4高島屋京
都(勝者は第二次予選へ)▽決勝 日本新薬11
-0第一紙行
◇大阪▽ ^回戦 NT丁関西8-1三和銀
行、新日鉄堺9-0大阪ペーシェンス▽準々
決勝 日本生命7-1大和銀行、デュプロ7
-6中山製鋼、N丁 丁関西7-3大阪ガス、
松下電器12-0新日鉄堺(勝者は第二次予選
へ)▽準決勝 日本生命 7-O N tt T関 西、
松下電器6-2デュプロ▽決勝 日本生命 4
-2松下電器▽敗者復活 ‐回戦 大阪ガス10
-3大和銀行、新日鉄堺4-3中山製鋼▽第
二代表決定戦 大阪ガス4-3新日鉄堺(勝
者は第二次予選へ)

◇兵庫▽ ^回戦 阿部企業9-1田村コピ
ー、神戸製鋼10-4三菱重工神戸、川鉄神戸
8-0小西酒造▽準決勝 川鉄神戸5-4阿
部企業、神戸製鋼 5-4新日鉄広畑(準決勝
出場 4チームは第二次予選へ)▽決勝 り‖鉄
神戸11-7神戸製鋼▽三位決定戦 新日鉄広
畑12-2阿部企業▽敗者復活一回戦 三菱重
工神戸4-2田村コピー▽第五代表決定戦
三菱重工神戸 9-0小西酒造(勝者は第二次
予選へ)

>二次予選
9月 17日から 4日間    西京極球場ほか
阿 部 企 業
日本 IBM野 TT関 西
日 本 新 薬
NTT関
高  島  屋
日 本 生
神 戸 製 本 生 命

大 阪 ガ ス

住 友 金 属
松 下 電 器

友 金 属
新 日鉄 広

3
デ ュ プ ロ
川崎製鉄神戸
第 一 紙 行
三菱重工神戸
三菱自動車京都
(敗者復活戦)

日本 IBM野洲
新 日鉄 広 畑
神 戸 製 鋼
三菱重工神戸

◇岡山 。鳥取▽リーグ戦 三菱自動車水島
13-4王子製紙米子、川鉄水島9-8三菱自
動車水島、三菱自動車水島9-6王子製紙米
子、川鉄水島6-2王子製紙米子、川鉄水島
17-7三菱自動車水島、川鉄水島8-5王子
製紙米子(三菱製紙水島、川鉄水島は第二次
予選へ)

◇広島▽・回戦 」R西日本 6-3NK
K、 三菱重工広島5-4N丁 丁中国、山本鋼
材8-5マツダ、三菱重工三原6-3常石鉄
工▽準決勝 」R西日本4-1三菱重工広
島、三菱重工三原9-0山本鋼材▽決勝 三
菱重正三原10-3」 R西日本▽敗者復活一回
戦 N丁 丁中国3-ONKK、 マツダ10-3
常石鉄工▽同■回戦 NT丁中国8-3山本
鋼材、三菱重工広島 9-0マツダ(勝者は第
二次予選へ)

◇山口▽リーグ戦 五大化学6-1協和発
酵、新日鉄光7-2田辺製薬、協和発酵8-
7田辺製薬、新日鉄光6-1五大化学、協和
発酵8-7五大化学、協和発酵8-4田辺製
薬、田辺製薬10-6五大化学、新日鉄光9-
2協和発酵(協和発酵、新日鉄光は第二次予
選へ)

9月 15日 から 3日 間 松山市営球場

◇静岡▽ ^回戦 本州ク6-4岳南ク、関
東自動車工業9-2エースコンク、誠和ク11
-6菊笠ク、大昭和製紙7-0全二島ク、天
城ベースボールク2-1中遠ク、河合楽器12
-1浜商闘魂会、富士ク5-4協和発酵ク、
ヤマ八(不戦勝)フジウンノ野球ク▽準々決勝
関東自動車工業 8-0本州ク、大昭和製紙4
-0誠和ク、河合楽器 7-1天城ベースボー
ルク、ヤマ八11-0富士ク(勝者は第二次予
選へ)▽準決勝 関東自動車工業7-1大昭
和製紙、ヤマ八12-0河合楽器▽決勝 ヤマ
八9-0関東自動車工業
◇東海▽ 回́戦 」R東海7-6日通名古
屋、三菱名古屋6-5サンジルシ醸造、王子
製紙春日丼6-5大仙、N丁 丁東海7-0新
日鉄名古屋、 卜∃夕自動車5-3東海理化▽
準々決勝 」R東海13-4王子製紙春日丼、
本田技研鈴鹿6-5三菱名古屋、西濃運輸4
-ON丁 丁東海、東邦ガス7-6卜 ∃夕自動
車(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 本田技研
鈴鹿9-7」 R東海、西濃運輸3-0東邦ガ
ス▽決勝 本田技研鈴鹿6-4西濃運輸▽敗
者復活戦 王子製紙春日丼 5-3三菱名古
屋、NT丁東海12-フ ト∃夕自動車(勝者は
第二次予選へ)

>二次予選
9月 17日 から 5日間     小牧市民球場
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川崎製鉄神戸
7

1日 鉄広畑

:菱
重工神戸

新 日鉄 八 幡
日産自動車九州
」 R九 州
ニコニコドー

新 日鉄 大 分
NTT九
本田技研熊本
九州三菱自動車
三菱重工長崎

9月22日から 3日間   熊本県営藤崎台球場

3田彙∬
鈴
長     |1田技研鈴鹿



第 77回大会出場選手等《 0はJ0

NT丁北 海 道
監 督  日 Lヒ野  勇 42 Jし 海 学 園 大
投 手  寺 lte ― 洋 20 本し幌 第 一 高
〃  西 田  博 之 22 占 小 牧 工 高
〃  永 丼   雅 22 本L 幌  大
″  高 橋  直 樹 24 国 士 舘 大
″  島 崎   毅 23 国 士 舘 大
〃   佐 轟  早期 芳 20 北海 道桜 丘 高
〃  斉 n~F 英 -23 青 森 商 高
〃  小 林  伸 博 31 」し海 道 工 高

捕 手  遠 藤  友 彦 22 本し幌 清 田 高
〃   木 本寸 秀 樹 22 駒 大 岩見 沢 高
〃  池 本  祥 吾 27 剣‖路 湖 陵 高

内 野  飯 沼   毅 25 国 士 舘 大
〃  寺 田  Bal雄 33 国 士 舘 大
〃  仙 内  雅 茂 19 砂 , Jヒ 高
〃   書 木  仲 ―-25 駒 大岩 見 沢 高
〃  内 山  茂 仁 22 Jし  海  高
〃   高 田  英 季 20 函館 大 有 斗 高
〃  竹 澤   聡 21 姫 路 工 高

外 野    大 不寸  不口彦  2  本L  I晃  大
′′   〕丼 つ曖    昇  29  不L  幌   大
″  石 黒  倫 樹 31 Jじ 毎学 国 大
″  鵜 鳥  美 貴 23 ネL 幌  大
〃  柏 崎  健 -20 本し幌 手 稲 高
〃    ・13フ  ヽ 不ロメ■ 26  Jヒ 海 道 東海 大

富 士 重 工 業
監 督  茂 木  瞥 司 43 松 商 学 園 高
投 手  明 戸  裕 章 22 関 東 学 院 大
″  八 野 田 充 彦 22 流 通 経 済 大
〃  飯 野 勝 利 25国 学 院 大
〃  向 EB 佳 元 34 早 稲 田 大
″   毛 東  幸 121 国 学 院栃 木 高

捕 手  秋 山  徳 治 23 鴻  巣  高
〃  新 田 山 欣 之 19 足 利 学 国 高
′′  岩 井  靖 仁 20 浦 和 学 院 高
〃  長 崎  徳 好 29 信 州 工 高

内 野  細 内  信 昌 24 水  城  高
〃     日 里予  景寄遍5 25  Eヨ   フト  フヽ
〃    盾ЦИヽ   デS僣芝 25  日   フヽ   ラヽ
〃  矢 沢  征 -23 関 東 学 院 大
″  富 永  武 雄 32 早 稲 田 大
〃  水 久 保 国 -22 日  本  大
〃  尾 島  健 -23 帝  京  大
〃  上 野   満 27 日  本  人
〃  加 藤  研 二 18 関 東 学 園 高
″  田 村  光 生 26 立  正  大

外 野   藤 野 二 三 夫 23 東京 震 大 三 高
〃  丼 上   肇 25 茨 城 東 高
〃  〔 市 り|I  Eヨ 自8 29  東   ,羊   フヽ
〃  川 上 和 久 22再 生 高
〃  野 口  広 己 37 高 崎 商 高
〃     ホ多L口  答雪雇書 24  ■コ  男晨  ヲく

日 本 石 油
監 督  林   裕 幸 35 東  海  大
投 手   増 永  祐 ―-24 鹿 児 5商 工 高
″    鈴 木     健  劉   ,ヨ 県員 ‐  高
〃  木 村  真 樹 20 宇 部 商 高
〃  広 本 恵 ― 郎 19 岩 国 商 高
〃  高 橋  憲 幸 19 拓 大 紅 陵 高
′′  保 戸 田 勝 利 26 帝  京  高
〃  田 EE  操 28 立  正  大

捕 手  佐 藤  孝 治 28 早 稲 田 大
″   高 柳  '青 ,去 24 籐コ "R 大
〃  佐 藤  健 司 19 武  相  高
〃  lla市  幸 弘 19 宇 部 商 高

内 野  高 林  孝 行 23 立  教  大
〃  徳 永  耕 治 22 千 葉 工 高
〃  平 田   望 25 法  政  大
〃    森      真  る  ●1奈 り

'|ラ
ヽ

〃   久 慈  照 嘉 21 東 海 大 甲府 高
″  イヂ藤  義 樹 27 中  京  高
″  若 林  重 喜 23 立  正  大
〃  相 田  武 徳 23 早 稲 田 大

夕燿 予  副 緯署 事モ隆  23 東  ,毎  大
〃  ● 田 島  信 昭 31 帝  京  大
〃  坂 口  裕 之 25 明  治  大
〃    カロ蔵泰    警彗 23  ■美

"ミ
豪与不斗ラに

〃  五 十 嵐 章 人 22 前 橋 商 高
〃    ,工口  和 人  26 東  海  大

大 昭和製 紙 北海 道
監 督  我 書 屋  優 40 興  南  高
投 手  野 瀬  征 宏 20 Jヒ 見 緑 陵 高
〃  カロ轟  宗 之 23 不し幌 稲 西 高
〃  大 崎   守 25 室 蘭 大 谷 高
〃  尾 崎  浩 幸 25 広 島 至 誠 高
〃  渡 部  llt美 28 砂 川 南 高
″  桐 本  孝 司 19 Jヒ 海 道桜 丘高
〃  香 田  亮 二 19 室 闘 大 谷 高

捕 手  山 崎  史 博 28 Jじ 毎学 園 大
〃  新 明 克 比 占 27 室 蘭 大 谷 高
〃  藤 山   誠 18 瀬 戸 内 高
〃  横 沢   滋 31 深 ,1西 高

内 野  社   新 吾 30 瀬 戸 内 高
″    阿 な目  信 義  2  東   コヒ  高
〃  酒 井  司 27留 萌 高
′′ 1高 木  苦 夫 29 中 央 学 院 大
〃  太 田  東 次 23 Jヒ 海 学 国 大
〃  斉 藤   聾 26 東 京 農 大
〃  富 永  茂 オ壺122 拓  殖  大
〃  山 中  智 彰 24 コじ匈道 工 大
〃  山 本  隆 成 22 北 海 道 日大 高

外 野    平   紀『 易りヽ  31  日 大 東 Jし澤ら
″  新 里   真 25 日  本  大
″  日 下  幸 弓ム 25 広 島 至 誠 高
″  木 内 九 二 生 23 拓  殖  大
″  大 宮  善 輝 20 本し幌 第 一 高

NT丁関 東
監 督  千 葉   清 39 日  本  大
投 手   キーナン ティミィ 18 成 田 Jヒ 高
〃   鵜 沢  ― 男 20 東 海 大 浦 安 高
″  立 石  尚 行 20 市 立 船 橋 高
″  秋 沢  光 久 25 鹿 沼 商 工 高
〃  小 林  宏 明 25 足 利 工 高
〃  柳 沢  信 之 19 東  岡  高
″    遠 虜姜  ]三

'■
 2フ   ロ   2ト  ラヽ

捕 手  川 村  健 司 21 秋  田  正
〃  池 元  明 文 26 神 奈 り1大
″  荘 司  伸 雄 23 大  洗  高
″  富 原 1真― 郎 19 君 津 商 高

内 野  吉 田  栄 治 23 日  体  大
″  関 口  勝 己 25 明  治  大
′ノ    gぞ デキ  這E息F 26  日   2ド  フヽ
〃  野 寺  光 秀 22 作 新 学 院 高
″  岩 尾  栄 二 23 拓  殖  大
″  杉 不寸  司 25 東 海 大 甲府 高
〃  長 井  秀 夫 31 国 士 舘 大
〃  横 山   聖 23 東 北 学 院 大
〃    渡 週     久  34 東   ,羊   大

夕1里予   景員り   牙雀5● 27  ,に  ,羊   ラに
〃  中 野  雅 隆 32 亜 細 憂 大
″   4ヽ 笠 原 俊 樹 26 日  本  大
〃  宍 念  靖 英 21 千 葉 敬 愛 高
″  =市 川  不口男 29 国 士 舘 大

陸 銀 行
ly1 39 名 古 屋 商 大

憲 -21 輪 島 実 高
隆 広 20 富 山 商 高
尚 28 金  沢  高

,羊介  26 明
'台
学 院 大

勝 21 高 岡 向 陵 高
章多作1 23  日   ,本  ンヽ
岳 人  23 重を 力R  高
康 成  29  駒   沢   大
篤 25 名 古屋 字 院 大

吉 B召 31  専   修   大
弘 信 22 高 岡 商 高
――男  23 福 丼 コニ大
善 宣 24 金 沢 皇 稜 高
幸 夫 26 法  政  大
茎々  27  ,員  ,羊   ラく

康 日召 ″   日  体   大
圭 三三 27  名 古 屋 商 大
範 雄 29 同 志 社 大
]三だ唸 30 Fに   ,羊   ラヽ
正 弘 28 富  山  商
淳 29京 都 産 大

0召二 23 愛 知 学 院 大
真 -25 愛 知 学 院 大
義 人 23 愛 IEl学 院 大
久 幸 28 立  教  大

」
監 督  山 下  静 夫 31
投 手  相 沢  弘 明 22
〃  石 川  朋 彦 22
〃    日 笠   弓ム明  郷
〃    及 り   弓ム0召 25
〃    力口戸泰   ,字 27
〃   石 村  浩 司 23
〃    /」 野ヽ     堅  30
″   り,火田 牙筐メ、 24
″  佐 藤  正 樹 25

捕 手  倉 田 紀 久 夫 26
〃  星   伸 -29
〃    ハ2'   I貝 1 27

内 里テ 池 谷  昌 彦 23
″    康

“

′京     川費 27
〃  佐 々 木 幸 樹 20
〃  寺 嶋  哲 也 27
〃  菅 原  隆 浩 28
〃     口日¬【  青争ヲに 31
〃   藤 沢  法 行 22
〃  及 川  義 彦 25

外 野  鎌 田  倫 昌 20
〃    潟巨里子    個目 27
〃  畠 山  哲 人 28
〃  高 橋  良 誠 23
〃  渡 辺  貝J昌 24

丁
亜 7EI亜 大
石 巻 工 高
名  取  高
亜 細 亜 大
― 関 商 工 高
仙 台 商 高
東 北 福 祉 大
宮 城 農 高
福  岡  高
駒  沢  大
亜 細 亜 大
仙 台 育 英 高
広 田 水 産 高
東 北 福 祉 大
秋 田 商 高
大 船 渡 高
仙 台 育 英 高
明  治  大
亜 組 亜 大
花 巻 北 高
― 関 商 工 高
弘 前 実 高
仙 台 育 英 高
秋 田 商 高
黒 沢 尻 工 高
福 島 商 高

日産 自動 車
監 督  杓 上  忠 貝J41 津  名  高
投 手  秋 吉  章 史 23 久 留 米 商 高
″  山 田  ― 宏 25 日  本  大
〃  和 田   護 29 法  政  大
〃  久 保  恭 久 29 中  京  大
〃  ― 条  健 介 21 藤 額 藤 沢 高
〃  石 原  ― 智 25 早 稲 田 大
〃  高 橋  健 司 26 浦 和 実 高

捕 手  ● 阿 部  上 弘 30 0弓  ,台  大
〃    松 尾   和 作嗅 24  リヨ  ,台   大
〃  雲 宝  正 善 19 愛 工 大 名 電 高

内 野  安 本  政 弓ム 22 同 志 社 大
″  渡 辺   等 26 今 治 西 高
〃    上 島     格  a  駒   "R  大
〃  松 本 秀 ― 郎 26 日  体  大
〃  関   隆 二 25 東  洋  大
〃  石 ′1治 糸己 23帝 京 大
′′  天 瀬  和 男 23 亜 細 亜 大
″  岩 崎   仁 23 "員 本 工 高

夕愕 予  ノヽ 本  ,台自625 駒  沢  大
″  田 中  武 宏 29 明  治  大
〃  日 置  秀 人 24 東  海  大
〃   下 田  和 彦 23 取 手 三 高
″  鶴 岡  昌 宏 33 東  洋  大
″  竹 内  久 生 23 法  政  大
〃  小 原  崇 23熊 本 工 高

NT丁Jヒ I睦
監 督  水 野  三 夫 43 高 岡 商 高
投 手  上 原  勝 男 32 興  南  高
〃  佐 藤   渉 19 弓ム 前 工 高
〃  赤 羽 根 俊 幸 23 明  治  大
〃  奥 村 久 貝り 26立 正 大
〃  寺 西  秀 人 25 京 都 産 大
〃  中 西  雅 彦 22 帝  京  大
〃  比 嘉  雄 大 22 興  南  高

捕 手  高 橋  義 晴 28 駒  沢  大
〃  甲 斐  浩 三 23 国 士 舘 大
″ ● 下 野  博 樹 29 福 丼 工 大
〃  坂 田  大 造 23 日  体  大

内 野  梅 沢  宏 之 25 立  正  大
〃  祖 泉  秀 樹 25 高 岡 商 高
″  尾 前  拓 己 24 東  海  大
′′  薮 内  啓 志 25 亜 細 亜 大
″   大 ,    清 24 日  体  大
〃    井 本寸  え泉二L 24  日   ,本  フヽ
〃  平 尾  健 二 23 大  商  大

外 野  長 谷 川  勉 26 大  商  大
〃  前 原   尚 25 東  洋  大
〃  広 瀬  健 -25 東  海  大
〃  堺   ― 正 23 日  体  大
〃   ' 崎  博 ギ 19 多々 良 学 園 高
〃  水 本   太 28 帝  京  大

NT丁関 西
監 督  岡 沢  和 弘 33 近  畿  大
投 手  田 中  久 裕 22 添  上  高
〃  飯 原  宏 伸 22 大  商  大
〃  岡 本  泰 光 19 武 庫 荘 高
〃  清 水  圭 男 24 愛 知 ェ 大
〃  白 丼  泰 之 25 日  体  大
〃    田 メJ  建 日召 23  近   畿   大

捕 手  東 尾  栄 -20 滝 川 第 二 高
〃  高 木  建 -24 東 北 福 祉 大
〃  不J本 忠 秀 26 駒  沢  大

内 野  吉 村   淳 28 近  畿  大
″  戌 丸  洋 海 2]広 島 工 高
′′  佐 藤  広 己 27 駒  沢  大
〃  山 市  芳 弘 25 近  畿  大
″  笹 岡  伸 好 23 同 志 社 大
″  泉  秀 不口 26近 畿 大
〃  西 田  英 資 24 長  浜  高
〃  石 丼   優 28 関  西  大

夕ヽ 皇予  DHコ 本す  燿曖r  27  ラミ  理里  F可
〃  山 崎  繁 芋 23 近  畿  大
〃  新 宅  則 和 24 近  畿  大
〃  井 上  浩 二 23 Jヒ  条  高
″  羽 生  ― 範 25 高 松 工 芸 高

N丁丁芽劃ヒ
監 督  小 窪  敬 -40 関 東 学 院 大
投 手  宮 本   武 25 東 京 農 大
″  竹 内  昌 也 19 本  荘  高
〃    大 倉   浩 悦  29  東 北 福 ネ止大
〃  越 田  仁 孝 25 青 森 Jじ 高
〃  渡 辺  智 晴 22 勿  来  高
〃  山 田   勉 23 東 Jヒ学 院 大
〃  添 田  光 夫 24 平  工  高

捕 手 |1猪狩  正 弘 2フ  明  治  大
〃  山 内   聡 25 青 森 北 高
″     不0日日    ケ孟 22  動弓  ,台   フヽ

内 野  高 橋  大 典 23 東  海  大
″  福 地 日 出 雄 32 東 京 震 大
〃   F可 部  川頁1免 24 ,去  政  大
〃  柿 久 保 健 二 26 東  洋  大
〃  加 藤  秀 典 22 羽 黒 工 高
″  大 竹   睦 27 帝  京  大
″  菊 田  善 信 32 駒  沢  大
″  唐 沢   敬 25 東 京 農 大
〃  イヂ藤  友 喜 3]関 東 学 院 大

夕ヽ 塁予   康藝フト    塁婁 25  ,員 Jヒ湘ヨネ止フヽ
〃  戸 羽  英 之 23 -関 商 工 高
〃  大 塚  広 己 20 能 代 商 高
〃  夷 塚   博 20 -関 商 工 高
〃  三 瓶   仁 23 学 法 石 川 高
〃  多 田   浩 28 帝  京  大

東
監 督  大 田 IB耕造 40
投 手  三 原   昇 26
〃    石 り,  不ll久  19
″  山 崎  雄 己 23
″  菊 池   総 30
〃    Иヽ 不寸言巨フヽ 自S 22
″  福 谷  欣 哉 18

捕 手  村 上  泰 造 26
″  高 見  泰 範 26
〃   松 本寸 ,台男  25

内 野  西 村  隆 史 25
″  葛 城  弘 樹 2フ
〃  渡 辺   博 22
′′    砲陰層終,更――自Б 26
〃  畠 山  弘 彰 25
〃  丹 波  健 二 25
〃  占 沢   明 24
〃  田 宮   実 26

外 野  小 林   薫 29
〃    日ヨ 2ヽ  丼彗B召 29
〃  多 田  勇 二 24
〃  松 原  和 也 23
〃    育]曰ヨ    滸糞 29
〃   植 山  和 ブ(22
〃  `● 梁

"ヨ
  ,多 天夕 30

′′    Иヽ 本寸  =ξ 多く 21

河 含 楽
監 督  伊 藤  升 久 38
投 手   野 末  rLロ ー  23
〃  平 田  幸 夫 25
′′  竹 之 内 和 志 25
′′     金]J星  窪芳月ヽ  19
〃  宮 下  衛 治 23
〃    彿家,く    ,ミ  22
〃    り者殷  禾り成  20

捕 手  安 間  大 芳 29
″  福 山  貴 之 19
〃    力口房泰  車♀ラそ 23

内 野  佐 藤   正 19
〃   ヨ冷ラヽ  智 ,台 27
〃    り||オお  おも週し 23
〃  尾 上  裕 介 27
〃    7ヨ リ   ロ召―- 19
〃  盛   隆 章 2フ
〃    '青 オく  モ彗tL 26
〃    ,等 雇姜  用

"不
」 20

コーチ災   不寸瀬   オ丼Z々 32
外 野  中 達  清 匡 25
〃  樽 丼   徹 29
″  西 原  忠 善 28
″  「 )●=月己    ,告  29
″   イ田     訪支 18
〃  音 村  正 之 22

芝
青 山 学 院 大
亜 糸田 亜  大
国 大 三 高
盈  進  高
明  ,台  大
熊 本 工 高
川 之 江 高
九 州 産 大
,電 矢口 ‐  ンヽ
帝  京  大
横 浜 商 高
国 士 舘 大
鶴 見 工 高
亜 細 亜 大
法      政      大
田 体 荏 原 高
土 浦 日 大 高
早 稲 田  大
青 山 学 院 大
,去     政      大
青 山 学 院 大
方し,ヽ 国ヽ 際 大
駒  沢  大
倉 敷 工 高
占 小 牧 工 高
尾 道 商 高

器
中  央  大
御 殿 場 西 高
中  央  大
専   修   大
松 山 商 高
中  京  大
鹿 児 島 商 高
東京学館新潟高
中  央  大
南 陽 工 高
浜 松 商 高
聖 隷 学 園 高
中  央  大
創  イ面  大
中  央  大
鹿 児 島 実 高
亜 細 亜 大

糸 魚 川 高
中  京  大
拓   殖   大
,去     政      大
中  央  大
中  央  大
宇 部 商 高
中  央  大

日
監 督  丼 尻
投 手  新 谷
′/        赤 澤
′/         Иヽ 本寸
〃   新 田
〃   岩 本
〃   伊 藤
〃   平 田

捕 手   浅 倉
〃   岡
〃   山 上
〃   内 田

内 野  大 島
〃  0「 ■ネ寸
′/       -1-,て 1
′/         ツ | 1濶 頂
″   中 丼
〃  佐 藤

″    算機ガ泰
″  佐 藤

夕1里予   F可 布喬
〃  内 匠
〃   児 玉
″  守 屋
〃  中 橋

本 生 命
陽 久 38 東  海  大
博 26 駒  沢  大

秀 樹 24 神 戸 学 院 大
恵 二 25 近  畿  大
雄 司 27 専  修  大
利 仁 26立 命 館 大
伸 幸 32 東 京 経 大
国 久 23 立  教  大
仲 吉 27 東  海  大
隆 博 24 立 命 館 大
和 志 24 泉  州  高
敏 弘 33 法  政  大
公 -23 法  政  大
昭 徳  "  専   

“
多  大

章 浩 23 近  畿  大
世 資 23 桜  富  高
良 ,台 26 明  ,台  大
公 宏 26 早 稲 田 大
光 ,台 25早 稲 田 大
英 樹 23 東  海  大
清 34早 稲 田 大

智 尚 26 明  治  大
政 1専 22近 畿 大
■ヨ週し 29  ,に  ,毎   ラに
公 雄  27  早 稲  田 大
rlヨ詈 32  重電矢口≒■円完ラヽ

監 督
投 手

捕 手

′,里テ

外 野

←ル紡節婢請碑峰鶴龍調知射林噸瓢塾硫鰤堀瑯誅ｍ疇相鶴警呻
監 督
投 手

捕 手

「内 里予

夕1里子

高
大
大
高
高
一局高
大
高
一局大
大
大
大
大
高
大
大
大
高
高
高
高
大
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本 田技研 鈴 鹿
監 督  高・16  隆 39 法  政  大
投 手    野 崎     売  24 宇 ,台 山 田 商 高
〃  松 本  賢 治 20 三 本 松 高
〃  石 丸 大 三 郎 24 東  海  大
〃  場 舟  敏 郎 24 奈 良 産 大
〃  樋 口  英 ll1 29 桜 丼 商 高
″  吉 村  良 彦 22 智 弁 学 園 高
″  杉 本  尚 彦 24 東  海  大

捕 手  福 原  健 司 23 駒  沢  大
〃  嘉 生   剣 20 藤 嶺 藤 沢 高
〃  森 田  昌 章 27 愛 知 学 院 大

内 野 荒 り1 轟 26駒 沢 大
〃  山 中  茂 直 30 法  政  大
″    練 領    昇  26  九 州 東 ,毎 ラヽ
〃    肥 田   泰 彦  27 東   海   大
〃  旗 手  浩 二 23 法  政  大
″  =岡 崎  純 -29 県 岐 阜 商 高
″  羽 山  忠 宏 25 東  海  大
〃    り|1口   弓ム行  お   奈 良 産 大

外 野  右 京   哲 28 法  政  大
〃  大 久 保  隆 30 桜 美 林 高
〃  今 山  和 之 23 智 鼎 学 園 高
〃  高 木  伸 人 2]岐 阜 三 日 高
〃  間 宮  健 次 23 浜  松  商
〃  久 芳  修 平 25 日  体  大
〃  鏡 原  圭 治 19 三 本 松 高
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属
慶  応  大
ノ■州 |ヽ■ Fえ 藤5
高  島  高
東 海 大 三 高
藤 井 寺 工 高
近  畿  大
高 岡 商 高
土  佐  高
安 芸 工 高
笠  田  高
■ヨ  矢口  "ら
高   矢日  高
平  田  高
報 徳 学 国 高
柳  川  高
市和歌 山 商 高
東  洵  大
浪  商  高
早 稲 田 大
早 稲 田 大
同 志 社 大
鹿 児 島 商 高
箕  島  高
向  陽  高
報 徳 学 園 高
関 西 学 院 大

三 菱 重工 三原
監 督  後 藤  寿 彦 37 慶  応  大
投 手  横 山  直 人 20 高 岡 宇 佐 高
″  金 広  勝 巳 25 竹  原  高
″    竹 /́内 源 司  25  愛 知 エ フく
〃  山 本   純 27 同 志 社 大
〃  古 田  和 徳 23 岡 山 商 大
″  野 村  貴 仁 21 高 岡 宇 佐 高
〃    呵日本寸  膚寃糸己 20  姜晨  務ヨ  Fら

捕 手  坊 西  浩 嗣 21 岡 山 南 高
〃  村 上  達 也 27 広 島 工 高
〃  浜 田  光 明 18 岩 国 工 高
″  園 田  正 -22 九 りヽЧ産 大

内 野  川 村  建 志 22 高 知 商 高
″  笹 田  書 和 22 ノヽ幡 浜 高
〃  栗 木   寛 24 近  畿  大
〃  本 藤  浩 徳 29 江 津 工 高
″  国 只  輝 夫 20 岡 山 南 高
″  小 野 田 勝 弘 22 東  洋  大
〃  児 馬  敏 和 19 岡 山 山 陽 高
〃    /」 前ヽ     学  2フ  倉 吉 北 高

外 野 0久 保   明 28 柳  井  高
″  山 下  真 二 24 高 知 商 高
〃  南 谷  光 清 27 駒  沢  大
〃    早 野   公 俊  19  熊 本 ‐  高
〃  林   泰 浩 21 崇  徳  高
″  市 道  正 男 27 竹  原  高

新 日本製鐵八幡
監 督  瀬 藤  宣 彦 46 Jヽ  倉  高
投 手  丸 谷 富 美 幸 31 日南振 徳 商 高
″  愛 甲  博 之 23 九 州 工 大
〃   り|1ロ  カ 孝 20 西日本短大付高
〃  本 山  和 久 28 直  方  高
〃  森   幸 喜 24 久 留 米 大
〃  藤 原  和 久 23 高  田  高
″    西 和 次ヽ 郎  19  筑 紫 工 高
〃  池 田  宣 人 31 長 崎 北 高

捕 手  前 り|1 公 克 27 八 重山 商工 高
″  黒 田  淳 二 19 筑 紫 工 高
″  山 下  浩 正 23 九 州 国 際 大
′′    村 チ■  "晨撻ヨ 20  ‐ ●る コE高

内 野  蛇 嶋  修 二 24 東  洋  大
〃 0鉄 見  浩 次 28 早 稲 田 大
〃  佐 野  高 明 25 大 牟 田 高
〃  松 田  孝 徳 23 豊 国 学 園 高
〃   後 藤    学 19 西日本短大付高
″  田 中  丈 春 23 久 留 米 商 高
″  伊 藤  雄 二 24 下 関 商 高

夕1野 境  将 伸 23福 岡 大
〃  薬 山  正 彦 23 」ヽ倉 工 高
〃  田 村  勝 彦 27 ノ  ヽ 頭  高
〃  加 藤  雄 -34 鎌 倉 学 園 高
〃  丸 谷 富 美 夫 26 日  南  高
〃  藤 崎  靖 彦 22 豊 国 学 園 高

川 崎製鉄神 戸
監 督  真 鍋  義 之 35 神 港 学 園 高
投 手  宮 内  義 則 26 鴫 門 工 高
〃  増 田   治 20 南 宇 和 高
〃  立 花  慎 -22 御 坊 商 工 高
〃  藪   浩 昭 27 御 坊 商 工 高
〃  竹 森  正 展 23 大 阪 学 院 大
〃  藤 原   忠 20 大 阪 桐 蔭 高
″  豊 田  ″む 623 東 洋大 姫路 高
〃  石 丼  雅 也 28 東 洋大 姫路 高

捕 手  初 田  幸 廣 24 尼 崎 工 高
″  大 城   健 21 神 港 学 園 高
〃    門 野   光 輝  18 菊 単大 ,臣足各高

内 野  藤 原  安 弘 23 東 海大 山形 高
″  上 村  真 弘 29 田 辺 商 高
〃  中 山   薫 19 村 野 工 高
〃  日 本   裕 26 報 徳 学 園 高
〃  堀 田  幸 造 26 大  経  大
〃  金  潤 F員 19松 山 商 高
″  田 中  優 嗣 24 大  経  大
″  福 本  正 行 33 村 野 工 高

外 野  坂 本   徹 19 松 山 商 高
〃  ●川 中  哲 也 27 尽 誠 学 園 高
〃  米 田  幸 司 20 御 影 工 高
〃  三 谷  1真-19 尼 崎 北 高
〃  村 井  勝 21御 影 工 高
〃  久 原  博 喜 19 智 編や 日 高

三 菱 重工神戸
監 督  竹 内   保 44 市 立 神 着 高
投 手  後 藤  利 幸 19 鳥  羽  高
″  島 沢   真 26 東  洋  大
″  吉 川  克 彦 26 舞  子  高
〃  小 野  書 之 24 関 西 学 院 大
″  丼 上  高 行 21 明  石  高
″  千 々 松 誠 二 25 不寸 野 工 高
〃  佐 藤  直 樹 20 松 山 商 高
〃  二 十 嵐 東 ||121 東 海 大 工 高

捕 手  穴 沢  浩 -19 滝 川 第 二 高
〃  病 水  稔 25近 畿 大
〃  山 崎  守 雄 18 生 野 工 高
〃  木 須  貴 久 23 報 徳 学 園 高

内 野  堀 口  雅 司 24 東  洋  大
〃  ● 山 口  敏 弘 28 東  洋  大
〃  山 下  圭 二 27 本寸 野 工 高
〃  原 田  正 岡り 24 伯  方  高
〃  浜 本  和 重 22 太  成  高
〃  青 田  勝 則 26 市  川  高
〃  戎 丼  昭 彦 29 専  修  大

外 野  秋 山  洋 満 20 松 山 商 高
〃  松 井  将 之 20 仁 川 学 院 高
〃  水 谷  義 孝 27 育  英  高
〃  久 保 り11義彦 21 高 知 商 高
〃  福 田  英 彦 23 東 北 福 祉 大
〃  演 田  賢 仁 19 村 野 工 高

NTT四 国
監 督  幸 田

"2ヨ「
   多く不lJ

〃   白 井
〃  橋 本
〃  西 山
〃  神 田
〃    山 部
〃  滝 下

捕 手   白 石
〃  武 田

内 野  橋 本
〃   7」 そヽミ
〃    山 本
〃   河 野
〃    竹 島
〃   武 田
〃  ″公本
″  花築原
〃  柴 田

夕ヽ 里予   25, I
〃 0三 好
″   芝
′′     肖ヒE日
〃  松 田

新 日本製鐵 広畑
監 督  尾 形  正 己 37 山  崎  高
投 手  長 谷 野 ‐ 徳 19 専 4多 大 玉名 高
〃  桐 野  太 -23 豊 岡 実 高
〃  黒 石  康 |● 24 市  川  高
〃  足 達  尚 人 23 東 洋大 姫路 高
〃  森 川  正 俊 19 吉  野  高
″  藤 高  俊 彦 31 イヂ 香  高

捕 手  那 部 長 浩 至 24 奈 良 商 高
〃  牧 野  昭 宏 19 大 阪 工 大 高
″  的 山  哲 也 20 福  崎  高
〃  定 詰  雅 彦 24 広  陵  高

内 野  間 島  伸 -19 高 松 東 高
〃  大 墨  弘 幸 23 東 洋大 姫 路 高
〃   阿 山  ■二人 23 東 洋 大 姫路 高
〃  林   道 義 25 香  寺  高
〃  0児 玉  寅 志 26 和 歌 山 工 高
〃  北 野  悦 司 24 和 歌 山 工 高
〃  砂 田  弘 樹 25 江 津 工 高
〃  今 村  寿 宏 18 熊 本 工 高
″  西 村  雅 文 34 竜  谷  高

外 野  原 田  二 郎 25 志 度 商 高
″  福 田  栄 治 26 立 命 館 大
〃  空 木  秀 之 23 佛  教  大
〃  山 前   徹 21 江 津 工 高
″    杉 本   拓 也  22  熊 本 工 高
〃  山 脇  建 己 27 同 志 社 大

四 国 銀 行
監 督  山 本  智 久 34 池  田  高
投 手  山 本  智 久 34 池  田  高
〃  橋 谷  正 人 29 大  商  大
〃  浜 田  孝 伸 27 東  邦  大
〃  仙 石  雅 人 25 帯  京  大
〃  板 垣  政 史 25 中  央  大

捕 手  宮 本  章 彦 30 東 京 経 大
〃  末 光 贅 二 26松 山 商 大
〃    南 音5 '羊伸  23 豪F I多  大

内 野  菜 師 神 ―一成 33 京 都 産 大
″  森   正 隆 32 明  治  大
″  西   弘 顕 31 明  治  大
〃  伊 名  正 道 30 東  洋  大
″ 0森 田  洋 生 29 明  治  大
″  谷 岡  秀 -27 亜 細 亜 大
″  町 田  明 謙 25 東  海  大

外 野  丼 上  幹 也 29 愛 知 学 院 大
〃  宮 本  雄 二 28 神 奈 川 大
〃  田 中  靖 秀 2フ 近  畿  大
〃  池 内   聡 27 専  修  大
〃  森 田  建 司 26 明  治  大
″  森   善 康 23 大  経  大

N丁丁中 国
監 督  増 永  芳 紀 37 東  洋  大
投 手  青 野   望 26 福  岡  大
″  佐 藤   明 21 大  F日 高
″  矢 里予 哲 嗣 21 近 大 付 福山 高
〃  石 り1 晃 28下 松 工 高
〃  大 谷  孝 司 23 近 畿 大 呉
″  稲 IB  寛 24 日  体  大

捕 手  佐 藤  達 也 28 福  岡  大
〃  木 原 英 太 郎 26 駒  沢  大
〃  高 山  雅 彦 33 亜 細 亜 大

内 野  下 岡  秀 荘 29 東  洋  大
〃  竹 中   学 22 岡 山 南 高
〃  Jじ 口  和 正 25 名 古屋 学院 大
〃   千 リ  イ建二 25 近  畿  大
″ 0原  則 明 26近 畿 大
′′    りI 口   美 記  24  52  ‐   フヽ
〃  樽 岡   靖 32 専  修  大
〃  篠 原   勝 29 東  洋  大
〃   登    '■ 貝J 33 東  '羊  大

外 野  本 間  俊 匠 23 東  洋  大
〃  津 /1本 隆 29 法  政  大
″  小 原  祥 司 23 広  陵  高
〃  河 丼  信 護 32 国 士 舘 大
〃  武 田  茂 人 27 東  洋  大
〃  増 永  芳 紀 37 東  洋  大
〃  岩 山  節 雄 33 駒  沢  大

本 田技研 熊本
監 督  手 島  晴 幸 39 立  教  大
投 手  松 山  晃 -19 宮 崎 商 高
〃  久 米  孝 昇 20 鎮  西  高
〃  尾 崎  定 己 24 球 磨 展 高
〃  山 本  正 幸 23 法  政  大
〃  中 武  靖 郎 24 九 州 東 海 大
〃  福 田  雄 -20 鎮  西  高
″  内 田  和 広 31 都 城 商 高

捕 手  吉 田  浩 幸 22 津 久 見 高
〃  得 津  浩 芳 25 九 州 東 海 大

′ヨ里子   えE_ヒ   3言 オヽ  23  ブ■ナト虐彗書首フヽ
〃  浦 野   智 20 鎮  西  高
〃  松 本  康 宏 23 東  洋  大
〃  坂 本   正 25 賞く本 第 二 高
〃  浅 川  秀 明 25 九 州 東 海 大
″  山 本  修 二 26 九 州 東 海 大
〃  川 道  二 aБ 23 東 海 大 三 高
〃  中 川  義 彦 19 鳥  栖  高

外 野  竹 田  満 宗 24 塞 国 学 国 高
〃  久 保  憲 司 23 鳥  栖  高
〃  河 野 幸 四 郎 24 都 城 商 高
〃  0内 村  徹 25熊 本 工 高
″  安 藤  芳 人 25 日 田 林 工 高

優  41  駒  沢  大
周 大 27 東  ,羊  大
,=●0 27  馬句  "R  ヲて
正 英 20 大 方 商 高
― 宇 20 高  知  高
享文 29  日   クヽ   フヽ
太 19 ノ 4ヽ1E浜 工 高

茂 信 32穴 吹 高
勇 二 24 松 山 商 高
和 高 26 明 徳 義 塾 高
久 19 宇 和 島 東 高

雄 司 25 明 徳 義 塾 高
佳 孝 26 同 志 社 大
,告三  24  駒   沢   大
誠 2フ  九 州 東 海 大

正 人 29 駒  沢  大
秀 敏 25 亜 細 亜 大
昭 人 26駒 沢 大
要 亮 18 宇 和 島 東 高
慎 -23大 洲 農 高
利 幸 27 Jヒ  条  高
和 彦 26近 畿 大
悦 夫 25 亜 細 亜 大
竜
'台
22松 山 商 高

富士重工業が初V
― 関東選抜 リー グ 日本選手権 出場権 一

社会人野球関東選抜リーグ決 工業は26代表の トップを切って
勝 トーナメント最終日は8月 22 4年ぶり8回 目の同大会出場権
日、千葉マリンスタジアムで富  を獲得した。
士重工業一日産自動車の決勝が  >決勝
行われ、富士重工業が2ケ タ安  (Aブロックー位)

打で日産自動車に競り勝ち初優 富士重工業
勝した。         010301001 6
今年から優勝チームに、社会   020 003 00015
人野球日本選手権大会に関東地  日産自動車
区代表としての出場権が与えら (Bブロックー位)

れることになっており、富士重

唯一の初陣
― 丸 刈 りで 背 水 の 陣 、

第 2次予選、近畿大会で初出
場 のキップを手 にいれ た時、
NTT関 西の喜びようはす さま
じかった。今大会出場26チ ーム
中唯一の初陣。
前身の「電電近畿」時代の1965年
の第36回 都市対抗野球で全国制
覇するなど社会人野球界の強豪
と して君臨 したNTT関 西 も最
近10年間は低迷。今夏の都市対
抗予選で敗れると思い切って若
手主体に部の方針を切 り替え、
期待に応 えて投では 2年 目の右
下手投げ、田渕、打ではルーキー
笹岡 (同大)ら が今大会の予選に
向けてメキメキと頭角を現 し、
ヤングNTTの旗頭になった。
低迷 を続 けてい る間、他の
NTT勢が活曜 しているの力れヽ
やで も耳に入った。「全員、丸
刈 り」。吉村マネジャーが堀井
野球部長の命令を伝えたのは、
今年の都市対抗予選で敗れた翌
日の 6月 20日 。部長以下29人全
員が青光 りす る頭で出社す る
と、社内で大きな話題になった。
「そこまで しなくて も」「いや当
然だ」
髪 を切ったのιこιま理由があ
る。電電公社時代から全国に11
ある野球部の統廃合が持ち上が

NTT関西
若 手 切 り替 え が 奏 功 ―
り、 この と ころ低 迷 気味 の
NTT関 西は今年、活動縮小の
うわ さすら流れた。実績を残 さ
なければ、うわさは現実になる。
九刈 りはそれを知っての悲壮な
までの決意だった。
そ して 7月 初め、原田前監督

から岡沢監督にバ トンタッチ。
この交代を機に若手の育成に積
極的に乗 り出 し、投の柱だった
10年 目の田崎 と5年 目の山木、
内野のかなめとして活曜 してき
た 8年 目の南谷は退部。若手に
レギュ ラーポ ジションを譲っ
た。若手の競争心をあおると同
時に岡沢監督は「失敗 を恐れず
に思い きったプレーを」と練習
で繰 り返 し選手に言って聞かせ
た。若 さを前面に出 した積極野
球は徐々にチーム内に浸透、日
本選手権第一次の大阪予選で都
市対抗ベス ト4の大阪ガスに快
勝、二次の近畿予選では日本新
薬、日本IBM野州を連破 した。
岡沢新監督は「野球はつ くづ く
デ リケー トなスポーツ。ちょっ
と したきっかけでチームが変
わって しまう。初出場をステッ
プに早 く強 さを本物に したい」
と初舞台のグリーン神戸を見す
える。
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1991年 (平成3年)10月 10日 〉10月 19日 グリーンスタジアム神戸

優勝〓日本石油 (初優勝)

:∃ 西 爬 輸 2

:[]大 阪 ガ ス 4

輸
芝
命
東
行
島
ス
国
蘭
崎
陸
研
薬
越
車
器

雌　欅『『̈﹇̈囀一﹈﹈﹇嗜薇審

西
東
日
Ｎ
岩
川
大
Ｎ
新
三
Ｎ
本
日
Ｎ
日
河

(東 海)

(関 東)

(近 畿)

(関 東)

(東 北)

(中 国)

(近 畿)

(四  国)

(北海道)0
(九 州)10
(北信越)0
(関 東)7
(近 畿)

(北信越)

(関 東)

(東 海)

:コ 東   芝

:=コ NTT関 東

:三∃ 大 阪 ガ ス
∃

大 阪 ガ ス 5
2

11

2

コ 三菱電工長崎

三日本田技研

:三]河 合 楽 器 :三コ
NTT信 越 3

T 5

日 本 石 油

T l―一

日本 石 油 4-

|三二]三
菱自動車京都 8

三]日 本 石 油 9

∃

日 本 石 油 10-

N T T中 国 (I卜 国)

日本石油が看板の猛打を爆発させて念願の初優勝を達成した。坂
口、徳永、若林を軸とする打線は切れ目がなく、5試合すべて 2ケタ安
打を記録。主軸の長打力に久慈、高林の足を絡ませ好機にたたみかけ
る集中力は群を抜き、不安を抱えた投手陣をカバーした。 5試合で失
策 1の堅守も光った。
準優勝の大阪ガスもよく鍛えられていた。打線は西、竹村、湯川らの

好打者がそろい、粘りがあった。投手陣は左腕の西岡が、コーナー低め
を突く制球に成長のあとを見せた。初めて臨んだ優勝戦で、緊張感が
生んだ攻守のミスが命取りになった。特に立ち上がりの失策が大きく、守
りの差で日石に敗れた。
三菱重工長崎とJTは準決勝で力尽きたが、きびきびした攻守で大会

を盛り上げた。三菱長崎は先発の上園が五回まで踏ん張っている間に
先行し、六回以降中川、本東の継投で逃げ切る型を持っていた。JTは
好機に原野、鎌田らが長打で得点する効率のいい攻めが印象に残った。
プロでもなかなか本塁打の出ない広い球場だが、今大会は昨年より
2本多い40本が記録され、さらにパワーアップした。半面、抜いた変化
球に泳ぐ打者も日立った。筋力強化で得た力に任せ、上体で打つので
緩い球に対応できない。ボールを引きつけ、腰の回転で打つ基本に戻
ってもらいたい、 個々の選手では西、坂回、若林ら全日本メンバーと上
園 (鹿児島実高)を筆頭とするルーキーや若手の活躍が光った。上園は
球威不足をコーナーワークで補い、新人とは思えぬ落ち着いたマウンドさ

ばきだった。東芝の左腕、杉山(専大)は140キロを超す速球とカーブに威
力があり、前回優勝の日本生命を完封した。社会人3年目、三菱自動
車京都の伊藤智(花園高)も、140キロ台の直球とスライダーが良かった。
1年後に迫ったバルセロナ五輪を考えるとき、力のある投手の台頭は心
強い。初戦で敗れた日本生命の杉浦(同大)、 NTT四国の西山(高
知高)らとともに、大きく伸びることを期待したい。

〔優
勝
戦
〕
日
本
石
油
―
大
阪
ガ
ス
　
八
回
表
、日
本
石
油
無
死
一、

三
塁
、相
田
の
左
前
打
で
三
塁
か
ら
、徳
永
が
同
点
の
ホ
ー
ム
イ
ン
。

>委員長 =米谷道雄 >副委員長 =山川脩司、三宅享次 >幹事 =竹中清二、岡本好 二、津田浩嗣 、片岡成夫 >委員 =小林勉、大橋慶
二、本嶋一黄、桃田晴彦 、中西則夫、辻喜正、長谷至康 、永田兼治、丸屋琢 美、伊東登 、大石泰、梶浦照樹 、宮 奥欣 司、樫根清一、赤片淳
二、土升池憲 治、上杉正 、広沢渉、岡本良一、鹿 多証道 、浜田正 三、生越芳 明、榎田健 一、吉田龍男 、東優孝、南垣勇、新阜定 、北野雅
行、岸 井健 、橘公政 、巽正一、美馬洋 、中川雅夫、片山寄世史、宮木明、松村洋 、井田保則 、西尾由起治、夏 円幸生
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ト ヨ タ 自 動 車 (東 海)6
神 戸 製 鋼 (近 畿)11

コ ロ本 石 油

コ 神 戸 製 鋼

里菱冒動撃京襲 1里 異|ム Iコ三菱自動車京都



78回大会 大会言己録 社会ス野球日本選手権大会 2θ年ダヘ

▽10月 10日
第 1試含=1回戦(午前10時21分開始)

東 芝 1010001003
日 本 生 命 0000000000
>審判(球審)小林 (塁審)桃田、榎田、大石

>本塁打 =西村 ]号 (杉浦)>二塁打 =丹波、葛城、高見 >犠打=
日3(岡 2内匠)>盗塁=日 1(内匠)>試合時間 =28寺間25分

「 こ れ が 実 力 で す 」
○ 「大会前から調子は今ひとつで、それがそのまま出て
しまった 高めばかりでコントロールが悪かったJ 都市対才充
一回戦敗送の巻き返しをと、日本生命は杉浦がエース新谷
を差し置いて先発したが、その役割を宋たせなかった
一回 タビ 、1堪で四番丹波を打ち1取りながら、松原にカ

ーブを11いオlたれた「今日は最初からオタオタしてしまった
初回を抑えていたらうちのオl者も勢いに乗れたのに」と責任を
感じている様 r.
9月のアジア選「 権で韓国戦に好投し、全日本がバルセ

ロナ五輸出場を果たす立役者となった。「あの時はltす ぎた
んです.これが実力です」 悔しさが募るのか、「|ちょう気味
の言葉も.

第 2試含=1回戦(午後 1時15分開始)

冨
・

「

Th冥 :::l::::臭
|;

>審判 (球審)中西 (塁審)夏 目、片山、中川

鈴木 治
高  橋

回 安振球 責
佐  藤  4 4532
宮  本  5 1210

>本塁打 =長丼 1号 0(鈴 木治)宍倉1号0(高 橋)>三塁打 =杉
村 〉二塁打 =吉 田 小笠原 >犠打 =岩2(気仙、小田島)N2(関
回、小笠原)>盗 塁 =Nl(関 □)>暴 投 =佐藤 〉与死球 =宮本
(日 山)>試合時間 =20寺 間22分

第 3試含=1回戦(午後 4時 7分開始)

川崎製鉄水島 100 003 010 5
大 阪 ガ ス 43001000X8
)審半J(球審)本 llR(塁 審)岡本、IF_浦、宮奥 (外審)J艘予生越

回 安 振球 貢
9 91032

>本塁打=湯川 1号②(山原)>三塁打=小松 >二塁打=吉岡、
小松、加百〉犠打=大 2(西、橋口)〉盗塁=大 4(竹村 3、 松田)

〉失策=大 2(竹村、湯川)>試合時間=2時間4]分

▽10月 11日
第 1試含=1回戦(午前 8時51分開始)

三菱重工長崎 300 300 013 10
新 日鉄室蘭 000000000.0
>審判(球審)広沢(塁審)長谷、岸井、浜田

>本塁打=洲加本 1号0(別 府)>三塁打 =小島 >二 塁打 =宮
本、近藤 >犠打 =三 4(原田 林 大久保 村上竜)新 1(政 田)レ
盗塁 =三 4(小島、村上和 満画 2)>矢策 =三 1(小島)新 1(橋
本)>与死球 =別府 2(村上竜 村 [和)武田 (本寸上和))試合時
間=2時間40分

新 人 離 れ の 落 ち 着 き
O i菱董11長崎の期待の新人投 F、 L園 (鹿児島実
高)が女r投 した.H乍夏の甲r園、今夏の都市対抗と大舞台
をr14Nん でいるだけに、新人離れした落ち着きで 縦のカープと
スライダーを散らして 5回 を散発の 3安11に抑える見事な投
球.「 Jl線が好調なので、少 々点を取らオ1て も取り返 してく
れると思って、気楽に投げました.真っすぐかもうひとつだっ
たので 変化llt L体 に低めをついたのがよかった。自信なん
てまだまだですが、自分なりのビッチングが出来たと思うJ。

第 2試含=1回戦(午前11時51分開始)

NTT北 陸 000000000 0
本 田 技 研 10311010X7
>審判 (球審)夏 目幌 審)吉田、丼田、土井池

>本塁打=山口 1号 (奥村)>二塁打 =朝山、熊倉 >犠打飛=N
l(堺 )本 4(山口、東宮、長谷川 朝山)>盗雲=本 5(朝山、鈴木2岩 丼、山田)〉 失策 =本 ](東 宮)>暴投 =興村 レ試合時間=
2時間22分

第 3試含=1回戦(午後 2

>審ll(球審)東 (塁審)鹿多、赤丼、南1日 (外審)橘、生越
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〉本塁打=鈴木 1号 (久 保)>二塁打 =上島、青朝1、 渡辺、天瀬
中達、盛、吉村 八木 〉犠打飛 =河 5(中達、村瀬、尾上、長谷部、
安間)日 2(閏、黒須 )>盗 塁 =河 2(盛 2)>失 策 =日 2(和田
2青柳)>与死球 =和田 2(盛 田原)>試合時間=38寺 間19分

抑 え 失 敗 に 涙 の 沈 黙
○…「勘弁してくださtヽ J‐ H PFrl動 ltlの ベテラン左腕 久
保は敗戦の責任を1人で背負い込ふ、日をうるませて沈黙し
た̀着1終回の反撃にカイす、九卜11番 Fと して登場=ところが
制球を汚Lし 、持ち味の変化球でかわす投球ができない. 3
長llを 浴びて降 llk、 チームに量くのしかかる得点を許し、最後
の反撃もあと 歩及ばなかった.

▽ 10月 13日
第 1試含=1回戦(午前 8時55分開始)
日 本 石 油 0040013008
大昭和製紙北海道 004 000 000  4
>審判 (球審 )桃田 (塁審 )西尾 、新 阜 、吉 田

>本塁打=相田 1号 (渡部)徳永 1号0(渡 部)>二塁打=相田
>犠打飛=日 2(久慈 2)大 2(社、佐藤)>盗塁=日 2(高林、高

",)大
1(平)>矢策=大 1(富永)>与死球=渡部(平田)>試合

時間=2時間53分
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今 、言吾 る 思 い 出

日本石油=優勝
徳永 耕治内野手
(現役、25歳 )

(置撃思吾彙ξ日新聞)

大阪ガスとの優勝戦.八回、先頭打者として打席に
立ったとき、絶対に塁に出るんだと自分に言い聞かせ
ました。 2-3で負けていましたが、そのまま敗れれ
ば 3年連続準優勝。だから何とかしなければ、という
思いでいっぱいだったんです.

2球 Hで した。内角の球を引っ張ると、二塁手の頭
上を抜けて左翼線への二塁II。 それがきっかけで、若
林さんと相田さんの連打で同点のホームイン。そのあ
とも攻撃が続いて逆転につながりました。 4回 目の出
場で初の優勝に貢献でき、うれ しかったのを覚えてい
ますが、もうひとつ自分にとっての喜びがありました。
山中・全日本監督 (当 時)が 見に来られていたのです
が、全日本の選手になるのが夢だっただけにアピール
しようと懸命でした。それが通じて全日本の選手に。
自分の野球人生を変える大会だったと思ってます3
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)審判(球審 )赤丼 (塁審 )鹿多 、生越 新早 (外審 )岸丼 、橘

回 安振球 責
佐  藤  9 6511

>二 塁打 =川口 朝山 >犠打飛 =日 101口 )本 2(東 宮、高倉)>
盗塁 =本2(山 口、高倉)>失策 =日 3(田中、石橋2)>暴 投 =渡部
>捕逸 =長谷川 >試合 8寺 FB5=2日寺F6530分

チ ー ム を 救 っ た 1本
○¨五同一死まで本|;1技 研の右腕、佐藤にバーフェク●こ
抑えられていた日本新薬 チーム初の走者となったのは指
名打者の岩橋.佐藤の54球 日、直球を鮮や力望ニイm"_lま じ
き返した。「昨11、 今11と 不振でみんなに迷惑をカメすてばか
り。なんとかして出畢したかった。直球を

`[1っ

てました」.
中京大から人社して3年 日、一昨年の右子のケガが

'こ
を

引き、入社したばかりのころの好調な打撃はまだ取り戻してい
ないが、「完全ベースJで進んだ展開からチームを救ったこの
1本の安打をきっカイすに来季、猛打復活を目指す.

▽10月 15日

)審 判 (球審 )広沢 (塁 審 )西尾 、南 垣 、北 野

回 安 振球 責
ヤケだZレ勺  8  8 3 1 3
>本 塁打 =高橋1号② (竹 之内)>二塁打 =青山、横丼 佃、安 FB5

>犠打飛 =河 2(田 原、安間)N3(土居 田中、藤嶋)>盗塁 =河 ]

(尾上)>失策 =河1(盛 )>暴 投 =村丼 >試合時間 =23寺 間]4分

何 と か 切 り抜 け た
○ 辛̈うじて河合楽器の反撃をかわしたNTT信越 ホす片
は「何とか、明り抜けられました」とホッとひと害、.′kい 1を除いて
毎回走者、四球も51司と内容的|コまいまひとつのビッチング。
しかし、L俵際で踏みとどまれたのは「カープのキレが良かった
から」.緩急をつけ、スライダーを巧みに交ぜ、1のぎ切った。

第 2試合=2回戦(午前11時36分開始)

」    T001 120000 4
川崎製鉄神戸 100 100 01013
>審 判 (球審 )岡本 好 (塁審 )東 、伊 東 、松 村

回 安振球 貢
豊  E日  9 12904

>本 塁 打 =上 村 1号 (石 村 )菅原 1号 (豊田 )り ‖中 ]号
(石村 )原野 ]号 ② (豊 田 )>三 塁 打 =渡 辺 >二 塁 打
=久 原 、上 村 >犠 打 =川 1(米 田 )>盗 塁 =川 ](島
本 )>暴 投 =石 村 >試合 時 間 =2時 間 29分
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第 1試合=2回戦(午前 8

▽10月 14日
1試含=2 )
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球
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
　
　
　
　
１

振
０
１
０
１
０
２
１
１
０
０
　
　
　
　
６

点
１
０
１
０
２
０
０
０
０
０
　
　
　
　
４

安
１
０
２
１
２
１
０
０
１
０
　
　
　
　
８

打
３
４
４
４
３
４
４
１
２
２
　
　
　
　
３‐

一̈﹈̈̈̈一い̈̈一　　　中２。６

球
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
　
３

振
１
０
０
２
１
１
１
０
１
０
０
０
０
　
７

点
０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
２

安
２
１
０
０
０
１
１
１
１
０
１
０
０
　
８

打
４
５
４
３
４
４
３
１
３
１
２
０
０
　
３４

コ
山
城
田
波
原
原
田
沢
見
村
村
林
辺
残
９

畠
葛
前
丹
松
梁
多
吉
高
松
西
小
渡
併
０

陳
⑤
④
０
０
⑨
Ｄ
⑦
Ｈ
②
Ｈ
⑥
Ｈ
Ｒ
犠
‐

>審半J(球 審 )長 谷 (塁 審 )上杉 、南 IB、 北 野

>本 塁 打 =持 田 ]号 (三 原 )>三 塁 打 =葛 城 >二 塁
打 =持 田 、畠 山 、野 田 、吉 竹 >犠 打 =東 1(西村 )西2
(鈴木 、持 田 )>盗 塁 =西 1(吉 竹 )>失 策 =東 2(丹
波 、杉 山 )>試 合 時 間 =2時 間 19分

ル ー キ ー 初 本 塁 キ丁
○ 「公式戦では初本早オI、 まぐれです」と同点アーチを
力平すた西濃運輸の持|‖は照れた.六回二死無走者で、 発
を狙ってもいい場由i。 高めの直球を思い切りたたくと、打球は
右翼スタンドこ 直線,“横綱"東芝を寄り戻す貴重な 発に
「当てにいかず、強く振ったのが良かった」とニキビ顔をほころ
ばせた。千葉 習′よ野高出身のルーキー。今大会i選から
レギュラー起用されたて,「いつもチームの足を引っ張ってばかり。
今日はいい仕事ができた」と喜色満面.

第 2試含=2回戦(午前11時40分開始)

大 阪 ガ ス 11200001611
NTT関 東 000200000 2
)審 判 (球 審 )西 尾 (塁審 )中西 、浜 田 、伊 東

>本塁打=松田1号 (秋 沢)橋口1号 (秋沢)野寺]号 (西 岡)上 1号
(遠藤)折原1号③ (柳沢)〉 三塁打=折原>二塁打=宍倉、湯川、
橋口、杉村、上〉犠打飛=大 1(折原)Nl(関口)>盗 塁=大 2(中
内 佐藤)〉 試合時間=2B寺間30分

三菱重工長崎 000 400 100
NTT四 国 000000101
>審判 (球審 )巽 (塁審 )大橋 、榎田、宮奥 (外審 )橋、岸丼

>本塁打 =満 薗 1号③ (西 山 )原田 1号 (西山 )三 好 1

号 (本東 )>二 塁 打 =洲 加本 、竹 島 >犠打 =三 2(村
上 竜 、村上 和 )Nl(小松 )>盗 塁 =Nl(小 松 )>失 策
=三 ](宮 本 )Nl(松本 )>試合時 間 =2時間 29分
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=1回戦(午後 0時 5
６
＝

トヨタ自動車 103 001 001
神 戸 製 鋼 13042100X
>審 半J(球 審 )木嶋 (塁審 )赤丼 、丼 田 、橋
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>本塁 打 =石 野 ]号 (江 坂 )>三 塁 打 =藤 原 >二塁
打 =戸 塚 2、 田 中 、間 瀬 2、 横 丼 、杉 山 、中 村 >犠 打
飛 =神 2(河野 秦 )卜 2(田中 、横 井 )>盗 塁 =神 3
(鈴木 、秦 、藤 原 )>失 策 =卜 1(横 丼 )神 1(戸塚 )>
暴 投 =米 >試合 時 間 =2時 間 46分
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三菱自動車京都 310 501 1
四 国 銀 行 0000100
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>審判(球審)鹿多(塁審)巽、土丼池、丸屋(外審)辻、岸丼

>本塁 打 =上野 山 1号③ (浜 田 )、 2号 (板垣 )森上
1号 (浜田 )宮 本 雄 1号 (伊 藤 智 )>三 塁 打 =損津 、
塚 田 >二塁打 =岩 崎、森 田 建 、田 中 >盗塁 =三 2
(岡 田 周 、塚 田 )>矢 策 =四 1(南 部 )>与 死球 =板
垣 (西本 )>試合時 間 =1時 間 54分

第 4試合=1回戦(午後 5時23分開始)

鼎蜆 雇:l:::::♀ :|:
)審判 (球審)中西 (塁審 )宮木、樫根、松村 (外審 )辻、岸丼

>二塁 打 =佐 野 、上 村 、三 谷 、川 中 、蛇 嶋 >犠打 飛 =
川 3(中山 、米 田 、大 城 )新 3(葉山 、丸 谷 夫 、佐 野 )>
盗 塁 =川 2(山本 、大 城 )新 ](丸谷 夫 )>与 死 球 =
豊 田 (伊藤 )>試 合 時 間 =2時 間 31分

エ ースの気 概 忘 れ ず
○…「大城のリーlNlこ 助けられました」、川崎製鉄神戸 豊
田は6年目にして日本選手権、都市対抗を通じて初の完投
勝利を飾りながらも控えめだった。
東洋大姫路高3年の夏、甲r園で活躍した本格派。そ

の後伸び悩んでいたが、「自分がエースだという気概は忘れ
ないようにしていた」.
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3試合=1回戦(午後 3時10分開始)

180



社鉄 孵 F継 手緻 会 2θ彼 入

▽10月 18日
第 1試含=準決勝(午前 9時53分開始)

第 3試含=2回戦(午後 2時43分開始)

日 本 石 油 0430000209
神 戸 製 鋼 0100200306

三菱重工長崎 300 000 100
本 田 技 研 010000000
>審半J(球審)鹿多 (塁審)岡本、宮木、浜田

>本塁打 =小島 1号② (栗原 )>二 塁 打 =原 田 >犠
打 =三3(村上竜 、村 上 和 2)>盗塁 =三 1(村上 竜 )>
矢策 =三 1(林 )>試合 時 間 =2時F8828分

自 信 を取 り戻 す ― 発́
○  国に、KOパンチとなる2ランを放った 1菱 重 11長

崎の小島は「あそこに飛ぶようになれば、調 rも L向 きですJ
と声を弾ませた。アウトコースにl・ tむシンカーを卜分引きつけ
て流しイilll問 lrfへ 。今夏の都市対抗では3本旱オIの活躍
で久慈賞を獲得、全‖本メンバーにも選ばれた
しかし、今大会はこれまで31振を喫するなど、満足いくオ|

撃が出来ないまま。 Lttf夏活を印象づける 発に「白イ|:が
,ズ ‐,た Jと意気中|lrl‐

卜審Ⅵ (球審 )樫根 (塁審 )丸屋 、東、美馬 (外審 )橘 岸丼

>本塁打 =鎌田 ]号② (佃 )高橋 ]号 ② (江 尻)青 山 1号②
(及り弘)>二 塁打 =土居 原野 >犠打 =」3(及川正3)Nl
(土居 )>盗塁 =N](横丼)>失策 =」 1(長浜屋)>暴 投 =
及|=ム、江尻 >試合時間 =2時間25分

第 4試合=準々決勝(午後5時45分開始)

日 本 石 油 0022101129
三菱自動車京都 010 110 023 8
>審判 (球 審 )大橋 (塁審 )生越 榎田、宮奥 (外審 )岸丼 橘

犠 併 残
3  1  8 38148 7 3

三菱重工長崎 000 000 000
大 阪 ガ ス 003 000 1lX
レ審半J(球審)鹿多(塁審)吉田、桃田、丸屋

>二 塁 打 =宮 本 、西 >犠 打 飛 =三 2(原 田 、大 久 保 )

大 2(湯 川 、中 西 )>盗 塁 =大 2(杉山 、竹 村 )>失 策 =
大 1(杉 山 )>試 合 時 PB5=2時 間 30分

西 岡 、3連続 の完投
大阪ガスは三11、 杉山の四球を足場にした 一

タビ l塁 に竹本すが中111「 して先帝り̀, 松‖Jの四球
のあと、西の右翼線 1塁打で加点、i菱重工長
崎の先発 L園 をKOした。なお l、 二塁で代わ
った中り||から湯川が中犠飛して,'卜 3,1(を 挙

`ず
●

導権を握った。 し国には西の右前打で、人回は
中西の右犠飛で効率良く加点した。
i菱 重工長崎打線は、両サイドを制球良く突く

西岡の投球に決定打を奪えず、散発 4安打にll
じられて完敗した。西lllは 3試合連続完投で、
初の完封勝ちっ

>審判 鯨 審 )大橋 (塁審 )lJl東 、生 越 、美 馬

>本塁打 =徳永 3号② (石村 )原野2号 (増永 )>二塁
打 =坂 □ 久 慈 >犠打 =日 3(坂 口 、高 柳 、高 林 )」 ]

(菅 原 )レ 矢 策 =」 1(佐 藤 正 )レ 試合 時 間 =2日寺間 42
分

日石 、猛 打 とどまらず
日本石油は三回、相田の三塁強襲安打で先制

し、中盤には長打攻勢。四回 ■死から平田の右
適時打で加点したあと、坂日が右中間二塁打、徳
永が 3号 2ランを放って計 4点。上回にも久慈の
2点二塁打などで 3点を加えて試合を決めた。
JTは■回、日石 高橋の制球の乱れから3

四球を得た二死満塁を生かせず、中盤のヤマ場
で反撃機を逸した。六回から代わった増永も打
ちあぐみ、人回までわずか 1安 |「。九恒I、 原野が
左中間に本塁オ「して完封を免れるのがやっと。
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>審 判 (球審 )上杉 (塁審 ) 赤丼 片山 橘 (夕 審ヽ )榎 田 鹿多

>本塁 打 =戸 崎 ]号0(高 橋 )>三 塁 打 =久 慈 、坂 口
>二 塁 打 =村 上 、川 原 崎 、藤 原 、河 内 山 >犠 打 飛 =
日 2(平 田 、高 林 )神2(河 内 山 2)>盗 塁 =日 1(坂 □ )

>失策 =神 2(戸塚 、川 原 崎 )>捕 逸 =高 柳 >試合 時
間 =2時 間 58分

三菱自動車京都 000 110 200
NTT中 国 000010000
>審判(球審)大橋鰹審)吉田、辻、llt田 (外審)鹿多 榎田

田  渕
橋  本
lll藤 智

尋1存 聰 菫 唇些 授 援 昌記 ざ 駅 萬 落と
口 )>失 策 =N2(串 畑 2)>捕 逸 =串 畑 >試合 時 F80

=2時間23分

喜 び 弾 け る 8年 目
O NTTttL■」を突き放すだめ押しアーチをし回に放った
のが三菱自動車京都の九番、森上i ttuH打 者として打席に
入り、初球を左中間のスタンドこ運び、3点 Hをたたき出した.

これでシーズンの本塁オIはオープン戦を合めて9本 日とな
り、自己のシーズン最多本旱ll記録を塗り替えた 「投 F陣
の調 rがいいので、打撃に神経を集中できるのがいい結果
を11ん でいる原因ではないでしょうか キl率もこれまででil
高σ】まず」とfiう 森 liにとって、社会人8年 ‖は思い出に残
る1年になりそうだ

▽10月 16日

>審半」(球審)木嶋 (塁審)辻 中川 南10
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>二 塁 打 =湯 川 2、 佐 藤 、持 田 >犠 打 =西 2(小 森 、
野 田 )大 3(松 田 、折 原 、上 )>盗 塁 =西 1(吉竹 )大 2
(竹村 、西 )>失 策 =西 1(持 田 )>暴 投 =松 田 レポ ー
ク =松 田 >試合 時 Fo3=2時 間 26分

2 =準々決勝(午前1

第 4試合=2回戦(午後 6時 11

第 3試合=準々決勝(午後2時48分開始)

第 2試合=準決勝(午後 0時55分開始)

第 1試合=準々決勝(午前8時51分開始)

〔〕1



78回大会 大会言己録
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▽10月 19日
優勝戦(午後 1時 1分開始)

日 本 石 油 2000000204
大 阪 ガ ス 2000010003
レ審 判 (球審 )木嶋 (塁審 )大橋 、鹿 多 、美 馬

回 安 振 球 貢
鈴  オく 9 9323

>二 塁 打 =村 上 、徳 永 、若 林 >犠 打 飛 =日 1(平 田 )

大 4(沢 多 2、 折 原 、上 )>盗 塁 =日 ](久 慈 )大 2(竹村 、
湯 川 )>失 策 =大 2(湯 川 、橋 □ )>ボ ー ク =鈴 木 レ
試 合 日寺間 =2時 間 57分

日石、8回に西岡攻略
‐回表、日本石力1の先頭 久慈を ホ ■の

悪送球で生かした大阪 ガスに、動揺が見え、平
‖lのイf自1打を処理 したイf翼

「
も、返刷えをミスして

先制メギtイLI術犬上 ‐ f)F禾そのF:1に F`I日も′■運きした
地 (こ 足がつかなかったσ)は Hイ1も |,1じ  そ

σ)裏夕令木が1■ 小|、 松 I‖ (二連オ丁さオし、湯り|lσ):|:
niォ l、 ,,く 多σ)イ f犠 升ヽであっとtヽうrlの 卜Jり |、 1

」lllか らは  転、り|きお市まった1■「 戦となった 西 IYllがキレの tヽ tヽ カ
ープをIウみに使い、緩 急 |′ |イ [σ)投珂えを見せ才■ば、夕令本は1キち白[σ )140｀ ),

台のえ基ルR■●うバイグイオ‖|し た
緊迫戦ιこ突破 ||を ,Htヽたのは大阪 ガス. メくllll、 イf嗜『 ITの先り:湯り||

が 二盗. ツく多σ)送リバントが、口予選を誘った 、 i旱から折原力:ノ[:前に
勝ち越 し打 .しかし、日石は人|口 |、 球 成の落ちた西岡を見逃さなかった.

徳 永の左翼線 三早打に、若林、相日1が左前打 で続き再び同点とし西 liGl

をKO.な おも満畢から高林の内野 ゴロで決勝点を奪った.

大阪 ガスは九回、LЦ I求の先頭 本多山がボークとノ`ンド● ■進 .絶好機
をつかんだが、鈴木の踏ん張りの前に後続が凡退 、涙を飲んだ。
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西
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監 督 談 話
日本石

'由

・林裕幸監督  これほど率占リカ:かったとは…Ⅲ C令本も本・ 1

にいいhliι〕、意気込ふ、間志を見せてくオした
大阪ガス・更紗忠海監督  西岡はよく投げてくオしたが、イ「|!者 σ),立
ド́八|口 |(まイヽえ日↓だったかもしオしなtヽ

きていたはず   |口|の 2失策 も痛か ったが、バ ン トの失敗が響 い
たJと 大阪 ガスの 更紗監督は試 合後、情敗の悔 しさをかみ じめた。
本「l手の スキを突 いて得点 した 日石 と、重l liの かか る大試合で糸束習
の成 果 を発揮 で きなか った大阪 ガスっ都市対抗 で 61口Iの 最 多優勝
記録 をオ寺ちなが ら 2年連続準優勝 に とどまり、 その無念 さをバ ネ
に厳 しい練‐3Jを 繰 り返 し大会に臨んだ 日石ナ インの意地 が、都市
対抗 、 日本選 F権 を通 じて初めて優勝戦 に コマ を進 め た「若い 大

畑
″振訥蜘
た‘，麻ｍ
力‐‐‐‐ヵ、収
股側剛
」　な

(優勝戦〕大阪ガスー日本石油 初優勝が決定、抱き合つて快挙を喜ぶ日本石油ナイン。

日本石油 林 裕幸監督
監督に就任 した11)8〔)年のシーズンから31■
連続の優 H秀 戦進 出で、やっと念願 をかなえ
た。「こんな:己 録 、Iク しヽヽと思う. しかし選 手
たちは本当に頑引コ〕続けた 敬服するJ`,選

■をたたえながら「もっと笑えJとみんなからいオ)れるほどの1｀市い
'iに涙が浮かんだ  3年 をかけたI′ 1身 の 喜びをll lえ きれなかった.

日本選
「
権ではあと 歩の I頁 11がきわめられず、夏の都 Ilj対 |プ[

では  |口 1戦 敗退が続 いた「なぜ月券てないかJ‐ 悩み「気の
“
り千修会J

にも通ってコーチ陣 、選 手との対言:1に 活路を求めた ,

高校 、大学 、社会人を通 じて 11月 子を務め、4年間のコーチ時代ιこ
は都 i市 対抗σ)優勝

`二
も貞1侑た 「オレの 11う通りこやオし、とイlド しつ (ナ

て満足していた 優 lll経験 はますます天狗にさせたJ 常にチーム
をり|っ 張 っている、とtヽう白負がそうさせ た. が「振り返ると、だオしも
つtヽてきてtヽなかった」
暇を見つけてはコーチ陣と話 し合い疎 習をまかせきるようになった.

「風が強い日、飛球の練習を、と思ってグラウンドに111るとコーチがやっ
てくれている。選手の ―球 々々、真剣に取り組ん
でいた」.対言舌の成果に「こんどは月秀てる」と臨んだ
選 手権だったそうだ。「結局は人間関係。でも、ま
だまだ人を動かす難しさを痛感するJといいながら、
ポケソHこしのばせた妻貴美江さんと二児の家族写
真に、そっと手をやった. (笹尾 勝彦 )

182
阪 ガスJの 勢 いを押 しつぶ した (江尻 進― )
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>最終回でも146キロく日石・鈴木 >ミス帳消しの一打く大ガス・湯り||
○ …胴 11げ投 ■となった日本石油の鈴木は「 ‐死二塁になった   ○…「当事者だから何としても打ちたかった」と大阪ガス反撃の

時は同点を覚悟 したJと 、最終回の ビンチをしのいでホッとした表   1り |、(Hを たたきJllし た湯川。というのは ―回無死 ‐塁の守 りで有

情.最後の打 者への速球で146キ ロを出すなど、136球 投げても威  前打 を i旱へ悪送球 し、や らなくていい点を与えて しまったか ら

力は表えず、伸びのある速球 とUJれ のいいスライダーで徹llit的 に  だ、,し か し、その裏 ‐死 l、 二塁で中前適時打 を放ち、ミスを帳消

lltめ をついたのが奏効 したっ五輪 予選前まで今日本メンバーだっ  しに。これで勢いづ くと、この日3安打 と活躍。 しか し、27歳 のべ
た貫録を示 したが「球種 も少ない し、制球力もない.球威が無けれ  テランで四番打者らしく「自分の ヒット数が少なくても、チームに
ば ち、i流の投 千Jと 照れた。                  優勝の■文字が欲 しかったJ.

第 18回 大 会 表 1彰1難1響

八日の 3連打は、まるで悪夢でも見ている感 じだ
ったろう。この大会、自信を持って有打者の懐 をえ
ぐって きたスライダーがことごとく11く 人って、あ
っという間の降板.「 1点 リー ドしても意識 しない
ように したのに…Ⅲ気持 ちは先走っていたんで し
ょうね。甘 くはないですね.Jあ きらめと米練がい
つまでも同居 している遮、うだった

`

‐回にいきな リエラーも絡み 2安 4!で 2失点.

「あの時、野 手の人たちに、もう点 をや りませんか

◇最高殊勲選手賞 鈴木健投手 (日 本石油)「優H券投 手は初め
て,そ れだけで 十分なのにJと 、各種大会でもとったことがない初
のMVPに 歓喜 した。過去 2度の先発 (大 H召 利l製紙北海道、三菱白
動 車京都)は序盤で大量援護 を受けなが ら、制球を乱 して途中降
板.名誉ばん回の登板で、本領を発揮 したて,1811シ 、82キ ロ。111形 羽
黒工高から入社 4年 目、22歳.中 央技術研究所に勤務.

◇打撃賞 徳永耕治一塁手 (El本 石油)千 葉工高から人社 5年
目。 2年 目か ら四番打 者に定着、今大会では24打数12安打 10打点
と自慢のパワーを発揮、投 手陣を強力に援護 した。「優勝戦までの
5試合は上出来て体 (175革 ン、75キ ロ)の割1に は打球がよく飛ぶが自分
でもなぜかよく分かりません.も っと平均 して打てるようになる
のがこれからの日標」.II:央1支術研究所勤務.23歳。
◇敢闘賞 西岡洋投手 (大阪ガス)優 勝戦まで 5試合のうち 4

試合に先発、完投勝ち 2回 、完封勝ち 1回 と準優IIIの 原動力となっ
た。
◇首位打者賞 湯川素哉外野手 (大阪ガス)5試 合で21打数13

安打 8打点.打率 6割 1分 9厘.京都 宇治高から早大を経て、人
社 6年 目. 1回 戦の川崎製鉄水島戦で本塁打 を含む 3安打 と好

調なスター トを切り、毎試合安打を放ち、初めてまかされた四番の
重責を果たした。「平常心を保てたのが好結果を生んでくれた」.
179,シ 、79キ ロ。右投げ、右打ちし北部支社勤務.27歳。

◇大会優秀選手
【投手】鈴木健(日 本石油)、 高橋憲幸(日 本石油)、 上園達二(三菱

重工長崎)、 佐藤岡1(本「n技研)、 西岡洋 (大阪ガス)【捕手】森上弘
之(三菱自動車京●yf・ )、 上和秀(大阪ガス)【―塁手】徳永耕治(日 本
石油)、 岩崎武千法 (三 菱自動車京都)【二塁手】西正文 (大 阪ガ
ス)、 平円望(日 本石油)【三塁手】若林重喜(日 本石油)【遊撃手】
竹村誠 (大 阪ガス)、 菅原隆浩(JT)【外野手】高林孝行 (日 本石
油)、 11野 山達夫(三菱自動車京都)、 湯川素哉(大阪ガス)、 村上竜太
郎(三菱重ll:長崎)【 DH】 山11高誉(本田技研)

◇10回出場選手
F`紀陽典(大昭和製紙北海道)、 梁原修志 (東芝)、 森正隆(四国銀

イi)
◇¬0年連続出場審判
長谷至康、鹿多証道、生越芳明、東優孝

ニューを組み、選手たちを指導 してきた。11初は、監督やコーチと
トレーニング方法をめぐって衝突することも。 しか し、けが人が
ほとんどILな くなり、選手の筋力は大幅にアップした。
‐方、過去 2回の出場はいずれ もベス ト8止 まりだった大阪ガ

ス.ビ ッグゲームでは初の優jll戦 進出に、ナインもスタンドも一
体になった。
この日は会社の創業86周 年で、スタンドには西山磐相談役 ら約

5000人の応援団が詰めかけた.バ ックネット裏で声援 を送った前
監督の藤田正樹 さん (34)は「今のチームはベテランが若手を引っ
張 って最高の状態.更紗忠海監督の指導のたまもの」と後輩監督
をたたえた。
快進撃の立役 者の 人、西正文二塁手 (30)の妻記美代 さん (29)
は「アジア選 手権 予選で活躍 したり、今大会 も優勝戦までこれて、
幸せな 1年 で したJと 人の活躍に満足そう。予選で調子の‖1な か
ったエースの西岡洋投手 (22)を好 リー ドで支えた上和秀捕手 (30)
の妻克美 さん (26)も「月要の調子が悪 く病院に通いながらの出場 だ
ったのでよく頑張 ったね、と言ってあげたい」と労をねぎらった。

○○○O①OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO― OOOO

VI議陰にトレーナー
悲願の初優勝 ―. ‐昨年、昨年と優勝戦に進

みながらどうしてもダイヤモンド旗に手が届か
なかった日本71ツFHが つい日本 に。 ^時は リー
ドしながら1青 しくも準優勝に終わった大阪 ガス
のナインにも、スタン ドから温かい拍 手が送 ら
れた.

日石優勝の原動力は毎試合 2け た安打を放っ
た打線.そ れを陰で支えてきたのがアスレチ ッ

ク トレーナーの谷川1'F也 さん (30).倉 吉北高時代に主将 として
甲 r園に111場 、ベス ト8人 りし、社会人野球の川崎製鉄水島に進み
ながら、ヒザの故障で選手生活をLlr念 した経験の持ち主。 5年前
に就任 して以来、「けがを防 ぎ、強 くなる秘けつは体作 りJと 基礎体
力作 りの重要性を強調。年間計画をたてウエー トトレーニングメ

「気持ち先走うた」
ら、点を取 って ドさい、とお願い したんですJも ■回
以降は 立ち直ったが、終盤「 寧 さと集中力を欠いた
ようだ.

社会人 4年 目.今春今日本人 りし、「日の丸をつ
けたんだか らJと 自信がつ き、今大会ナンバーワン
左腕 として花開いた。だが、満足感に浸るわけには
いかないのだろう。「皆でいい酒を飲みたかった」.
MVPを逃 したり:の 、心からのつぶやきだった.

轟
Ｌ
壌

力投した大阪ガスの西岡投手

谷川哲也さん
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第 78回大会 地区大会成績
(太字チーム本大会出場チーム)

8月 21日 から 5日間 札幌市営円山球場

大0召和製紙北海道
た く ぎ ん
山陽国策パルプ旭川
航空自衛隊千歳
森 倶 楽 部
小樽野球協会
王子製紙苫小牧
NTT北 海道
函館太洋倶楽部
」 R北 海 道
札幌ブルーインズ
国産サニー札幌
札 幌 倶 楽 部
新 日鉄 室 蘭

4

新日鉄室蘭

6

◇青森▽ ^回戦 全弘前18-5オール青
森、南郷村硬球会15-5八甲ク▽準決勝 自
衛隊青森12-3全弘前、三菱製紙八戸19-0
南郷村硬球会▽決勝 自衛隊青森10-0三菱
製紙八戸(勝者は第二次予選へ)

◇岩手▽・Fnl戦  住田ク7-3水エク、小
野田セメント10-1オール江刺、盛岡市立ク
7-6岩手東芝、水沢駒形9-3雫石ク、岩
手アイワ8-5東北八―ネス、東京製綱7-
6釜石野球団、宮城建設11-6遠野ク▽■回
戦 県経済連10-0住田ク、岩手銀行7-0
盛岡市立ク、小岬田セメント9-1オール釜
石、水沢駒形6-3赤崎野球ク、岩手アイワ
11-4盛岡ク、オール不来方12-5東京製綱、
一関三星ク12-0久慈ク、宮城建設3-2北
上球友▽準々決勝 県経済連4-0小野田セ
メント、宮城建設9-4岩手アイワ、岩手銀
行14-1水沢駒形、オール不来方14-9-関
三星ク▽準決勝 県経済連7-0宮城建設、
岩手銀行 8-0オール不来方(勝者は第二次
予選へ)▽決勝 県経済連4-3岩手銀行
◇秋田▽ ^回戦 秋田あけぼの銀行22-1
王冠ク、八橋ユーランドク7-4秋田ベース
ボールク、秋田銀行20-6能代松陵ク、TD
K22-0秋田経法大校友ク▽準決勝 丁DK
4-2秋田銀行、秋田あけぼの銀行11-3八
橋ユーランドク▽決勝 秋田あけぼの銀行 5
-4丁 DK(勝者は第二次予選へ)

◇宮城▽・同戦 日産サニー宮城11-4東
北福祉大ク▽準々決勝 七十七銀行6-1カ
メイ、 」丁11-2日 産サニー宮城、 JR東 日
本東北16-6自山ク、N丁 丁東北9-1+条
製紙▽準決勝 」R東日本東北5-3JT、
N丁 丁東北4-3七十七銀行(勝者は第二次
予選へ)▽決勝 NT丁東北11-2」 R東日
本東北▽敗者復活 ‐回戦 東北福祉大ク7-
4カ メイ▽同二回戦 東北福祉大ク7-5日
産サニー宮城、十条製紙10-0自 山ク▽同:i

回戦 」丁15-1+条製紙、七十七銀行13-
0東北福祉大ク▽第二代表決定戦 」丁10-
9七十七銀行(勝者は第二次予選へ)

◇山形▽ 。回戦 鶴岡野球ク14-4新庄球
友ク、山形しあわせ銀行9-0三り||ク▽決勝
山形しあわせ銀行5-1鶴岡野球ク
◇福島▽ ・回戦 学石OB3-2二 本松
ク、トヤ野球ク6-3川俣ク、矢吹ク17-3
好間ク、小峰ク10-0飯野ク、保原ク6-5
ニュー相馬▽■回戦 矢吹ク(不戦勝)北斗野
球ク、ヨークベニマル(不戦勝)福島ク、小峰
ク6-3同仁社、オールいわき18-8塙ク、
小名浜ク9-8保原ク、学石OB3-2平 工
OB、 郡山ベースボールク5-2トヤ野球ク、
福島硬友ク7-3須賀川ク▽準々決勝 ∃―
クベニマル12-1矢吹ク、郡山ベースボール
ク5-1学石OB、 小峰ク16-8オールいわ
き、小名浜ク4-2福島硬友ク▽準決勝 ∃
―クベニマル12-2郡山ベースボールク、小
峰ク5-0小名浜ク(勝者は第二次予選へ)▽
決勝 ∃―クベニマル19-0小峰ク

ヨークベニマル

NTT東 北

秋田あけぼの銀行

岩 手 銀 行

自 衛 隊 青 森

山形しあわせ銀行
」R東日本東北
岩手県経済連
/1ヽ

」

ク

T

◇茨城▽リーグ戦 日立製作所12-2鹿島
石油、住友金属鹿島13-2鹿島石油(日立製
作所、住友金属鹿島は第二次予選へ)

◇埼玉▽ ‐回戦 川口球友ク8-2大和
ク、全浦和14-7かみかわク▽準々決勝 工
―ザイ7-1都幾川ク、日本通運9-4川口
球友ク、全大宮10-6全三郷、本田技研7-3
全浦和▽準決勝 日本通運16-2エーザイ、
本田技研20-2全大宮(勝者は第二次予選へ)

▽決勝 日本通運10-3本田技研
◇千葉▽リーグ戦 NTT関東11-6新日
鉄君津、N tt T関 東11-6川崎製鉄千葉、川
鉄千葉6-2新日鉄君津(り ‖鉄千葉とN丁 丁
関東は第二次予選へ)

◇東京▽ ・回戦 東京ガス10-5太陽神戸
三井銀行、リクルート9-8朝 日生命、日本
IBM6-6」 R東日本=引き分け再試合
日本 IBM6-5」 R東日本▽代表決定戦
NT丁東京9-8明治生命、東京ガス4-3
プリンスホテル、リクルート12-11鷺宮製作
所、熊谷組 9-1日 本 IBM(勝者は第二次
予選へ)▽敗者復活 ・回戦 プリンスホテル
6-3明治生命、鷺宮製作所10-2日 本 lB
M▽第丘代表決定戦 プリンスホテル11-4
鷺宮製作所(勝者は第二次予選へ)

◇東京多摩▽ ‐回戦 全府中9-0武蔵野
ク▽準決勝 スリーボンド16-0全調布、東
芝府中11-4全府中▽決勝 東芝府中6-5

スリーボンド(勝者は第二次予選へ)

◇神奈l!|▽ ・回戦 いす 自ゞ動車12-2川
崎ク、横浜金港ク10-4横浜高島屋、三菱自
動車川崎15-0横浜球友ク、ウィーンク16-
1神奈川ク▽準々決勝 東芝14-4横浜金港
ク、いす 自ゞ動車6-5三菱重工横浜、日産
自動車5-4三菱自動車川崎、日本石油16-
1ウ ィーンク(勝者は第二次予選へ)▽準決勝
東芝5-1いす 自ゞ動車、日本石油9-6日
産自動車▽決勝 日本石

'由

6-1東芝▽二位
決定戦 いす 自ゞ動車5-3日産自動車▽敗
者復活 ^回戦 三菱重工横浜11-1横浜金港
ク、三菱自動車り崎18-3ウ ィーンク▽第ri

代表決定戦 三菱自動車川崎5-4三菱重工
横浜(勝者は第二次予選へ)

◇山梨▽ ^回戦 甲府ベースボールク9-
2市川ク、大月ク7-4山梨球友ク、東海甲
府ク16-10桂ク▽準決勝 大月ク7-4甲府
ベースボールク、オール櫛形8-1東海甲府
ク▽決勝 オール櫛形 8-1大月ク(勝者は
第二次予選へ)

レニ次予選
8月22日から 5日間 群馬・太田運動公園野球場

昭和製紙
海 道

Ｔ

４
　
　
　
　
Ｊ
　
　
　
　
‐５

「
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｊ

行

　
　
　
　
　
　
　
Ｔ

銀手

４
　
﹈石
　
５
　
　
　
　
４
　
Ｊ
　
９

東    芝
住友金属鹿島
日 本 通 運
リクル ー ト
いすゞ自動車
東 芝 府 中
東 京 ガ ス
本 田 技 研
NTT東 京
川崎製鉄千葉
日立製 作 所
日産 自動 車
日 本 石 油
オ ール 櫛 形
富 士重 工 業
プリンスホテル
熊  谷  組
全足利クラブ
NTT関 東
三菱自動車川崎

5

本 田 技 研
9

5

日産自動車
10

3

日 本 石 油
2

1

NTT関 東
5

◇新潟▽ 回́戦 ニチエー6-2全新発田
▽準決勝 自根野球団11-8オール東、ニチ
エー13-3佐渡軍団▽決勝 ニチエー12-0
自根野球団(勝者は第二次予選へ)

◇長野▽リーグ戦 N tt T信 越18-1全松
本、TDK千曲川12-2全松本、NTT信越
12-4丁 DK千曲川(NT丁信越、丁DK千
曲川は第二次予選へ)

◇富山▽リーグ戦 北陸銀行11-1伏木海
陸運送、N tt T富 山4-3伏木海陸運送、北
陸銀行18-ON丁 丁富山(3チームとも第二
次予選へ)

>一次予選

>一次予選

>一次予選
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◇静岡▽一回戦 岳南ク4-3中遠ク、天
城ベースボールク11-0浜松ウナポンズ、静
岡硬式野球ク7-6富士ク▽二回戦 ヤマ八
9-0岳南ク、協和発酵ク13-12本州ク、大
昭和製紙11-1天城ベースボールク、ヤマ八
発動機誠和ク11-1エースコンク、フジウン
ノ野球ク6-5中電硬式野球ク、関東自動車
工業10-0菊笠ク、三島ク10-0浜商闘魂会、
河合楽器10-3静岡硬式野球ク▽準々決勝
ヤマ八10-0協和発酵ク、大昭和製紙11-4
八マ八発動機誠和ク、河合楽器11-4三島ク、
関東自動車工業8-1フジウンノ野球ク(勝
者は第二次予選へ)▽準決勝 ヤマ八14-5
河合楽器、大昭和製紙15-7関東自動車工業
▽決勝 大昭和製紙6-4ヤマ八
◇東海▽一回戦 東邦ガス4-3本田技研
鈴鹿、 トヨタ自動車12-0大仙、三菱名古屋
11-4サンジルシ醸造、王子製紙春日丼6-
0新日鉄名古屋、日通名古屋8-4」 R東海
▽準々決勝 卜∃夕自動車8-7東邦ガス、
三菱名古屋4-3西濃運輸、王子製紙春日丼
12-2東海理化、N丁 丁東海11-3日 通名古
屋(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 三菱名古
屋4-3卜 ∃夕自動車、NTT東海7-6王
子製紙春日丼▽決勝 N丁 丁東海8-3三菱
名古屋▽敗者復活戦 西濃運輸7-0東邦ガ
ス、東海理化 5-3日通名古屋(勝者は第二
次予選へ)

王子製紙春日井
西 濃 運 輸
NTT東 海
トヨタ自動車
ヤ  マ  八
三 菱 名 古屋

河 合 楽 器
大 昭和 製 紙
東 海 理 化
関東自動車工業
(三位決定戦)

◇滋賀▽ ―回戦 全大津6-4瀬田正OB
▽決勝 日本 IBM野洲7-0全大津(勝者
は第二次予選へ)

◇京都▽一回戦 日産車体京都9-1島津
製作所▽準々決勝 日本新薬24-3高島屋京
都、三菱自動車京都3-2第―紙行、丸勝11
-0京都市役所、日産車体京都8-5協和北
ク(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 丸勝6-
5三菱自動車京都、日本新薬14-0日産車体
京都▽決勝 日本新薬8-7丸勝
◇大阪▽一回戦 大和銀行12-1三和銀
行、新日鉄堺5-2大阪ペーシエンス▽準々
決勝 中山製鋼6-3松下電器、大阪ガス7
-0デュプロ、N tt T関 西10-1大和銀行、
日本生命17-5新日鉄堺(勝者は第二次予選
へ)▽準決勝 中山製鋼3-lNTT関 西、
日本生命11-4大阪ガス▽決勝 中山製鋼 9
-7日本生命▽敗者復活一回戦 大和銀行 7
-4松下電器、新日鉄堺8-4デュプロ▽第
五代表決定戦 大和銀行8-3新日鉄堺(勝
者は第二次予選へ)

◇兵庫▽一回戦 神戸製鋼9-2田村コピ
ー、川崎製鉄神戸6-4阿部企業、三茅重ェ
神戸 5-3小西酒造▽準決勝 神戸製鋼5-
4三茅重ェ神戸、川鉄神戸8-7新日鉄広畑
(準決勝出場4チームは第二次予選へ)▽決勝
川鉄神戸5-4神戸製鋼▽三位決定戦 三菱
重工神戸8-7新日鉄広畑▽敗者復活一回戦
阿部企業12-10田村コピー▽第五代表決定戦
小西酒造10-9阿部企業(勝者は第二次予選
へ)

日本 IB
丸
小 西
日 本

本 生 命

川崎製鉄神戸
日産車体京都
三菱重工神戸
大 阪 ガ ス
三菱自動車京都
住 友 金 属
神 戸 製 鋼
大 和 銀 行
新 日鉄 広 畑
中 山 製 鋼
日 本 新 薬
NTT関 西
(敗者復活戦)

日本 IBM野洲
三菱自動車京都
川崎製鉄神戸
中 山 製 鋼

阪 ガ

◇岡山 。鳥取▽リーグ戦 川崎製鉄水島5
-2三菱自動車水島、川鉄水島10-9王子製
紙米子、三菱自動車水島8-6王子製紙米子、
川鉄水島 9-2王子製紙米子、三菱自動車水
島2Cl-9王子製紙米子、川鉄水島6-1三菱
自動車水島(三菱自動車水島、川鉄水島は第
二次予選へ)

◇広島▽一回戦 NKK5-2山 本鋼材、
」R西日本7-6マツダ、三菱重工広島6-
2常石鉄工、N丁 丁中国4-2三菱重工三原
▽準決勝 NKK6-1」 R西日本、NT丁
中国10-1三菱重工広島(勝者は第二次予選
へ)▽決勝 NKK6-5NT丁 中国▽敗者
復活一回戦 山本鋼材7-5マツダ、三菱重
工三原8-4常石鉄工▽同二回戦 三菱重工
広島9-3山本鋼材、」R西日本9-6三菱
重工三原(勝者は第二次予選へ)

◇山口▽一次リーグ 田辺製薬7-6航空
自衛隊防府、ジリオン14-2航空自衛隊防府
(田辺製薬、ジリオンは二次リーグヘ)▽二次
リーグ 田辺製薬12-4協和発酵、ジリオン
6-4新日鉄光、新日鉄光6-4協和発酵、
ジリオン10-6田辺製薬、新日鉄光11-4田
辺製薬、ジリオン6-3協和発酵(ジリオン、
新日鉄光は第二次予選へ)

>二次予選
8月27日 から 3日間       下関球場

新 日 鉄 光
川崎製鉄水島
三菱重工広島

8月24日から 2日間 高知県営書野球場

8月30日から 3日間    新日鉄大谷璃場

新 日鉄大 分
NTT九 州
」 R九 州
新 日鉄 八 幡
九外|三菱自動車
本田技研熊本
三菱重工長
ニコニコド
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:菱
自動車京都

>一次予選
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第7B回大会出場選手等一覧 0は却)

大 昭和製紙 北海 道
監 督  我 喜 屋  優 41 興  南  高
投 手  岩 舘  新 -18 稚 内 大 谷 高
〃  加 藤  宗 之 23 不し幌 稲 西 高
〃  大 崎   守 25 室 蘭 大 谷 高
〃  小 畑  拓 也 22 拓  殖  大
〃  渡 部  勝 美 28 砂 川 南 高
″  桐 木  孝 司 19 1ヒ 海道桜 丘高
〃  福 田  ― 億 22 広 島 盈 進 高
〃  野 瀬  征 宏 20 Jヒ 見 緑 陵 高

捕 手  望 月  秀 久 24 九 州 東 海 大
″  山 崎  史 博 28 Jヒ 海 学 国 大
″  藤 山   誠 19 瀬 戸 内 高
″  横 沢   滋 31 深 ,1西 高

内 野  社   新 吾 30 瀬 戸 内 高
〃 r'酉丼  司 27留 萌 高
〃  高 木  吉 夫 29 中 央 学 院 大
″  大 田  英 次 24 コヒ海 学 国 大
〃  斉 藤   畳 26 東 京 農 大
″  富 永  茂 植,23 拓  殖  大
〃  若 松  英 樹 22 拓  殖  大
〃  山 本  隆 成 22 北海 道 日大 高

外 野  平  紀 陽 興 31 日 大 東 北 高
″  佐 藤  耕 治 28 蘭  越  高
〃  日 下  幸 弘 25 広 島 至 誠 高
〃  木 内 九 二 年 24 拓  殖  大
″  大 宮  善 輝 20 本し幌 第 一 高

新 日本製置 室 蘭
監 督  田 中  君 男 49 船  橋  高
投 手  別 府  信 介 22 明 徳 義 塾 高
〃  嘉 手 苅 ― 弓ム 20 日 体 荏 原 高
〃  武 田   勉 19 中 標 津 高
〃  渡 辺  公 幸 20 佐 渡 農 高
〃    高 橋    毅  21  美   幌  高
〃  米 山  浩 -31 専  修  大

捕 手  鈴 木  誠 治 23 コじ毎学 園 大
〃  野 田  健 司 19 東 海 大 四 高
〃  平 間  英 樹 27 白  糠  高
′′    fミ ロu  不口,C 28  ■申 芳ヽ  り|| ノて
〃   太 田    毅 18 久留米工大付高

内 野  カロ藤  茂 樹 23 国 際 武 道 大
″  橋 本  秀 樹 20 大 宮 東 高
〃  梅 田  貢 市 23 中 央 学 院 大
〃    政 田   幸 雄  23  道   都   大
〃  鈴 木  広 之 24 水 戸 商 高
〃  盛 田  欣 也 20 函 大 有 斗 高

外 野  船 尾  隆 広 20 函 大 有 斗 高
〃  近 藤   巌 23 中  央  大
〃  岡 田  健 -24 旭 川 竜 谷 高
″   田 中   仁 21 北海 道 桜 丘高
〃    月晨冽ヽ   不ロセL 19  "弓

"R雇
導コEF崎

〃  馬` 場  巧 司 29 室 蘭 大 谷 高
〃  桜 井  清 -30 倶 矢口 安 高

NttT関東
監 督  千 葉   溝 41 日  本  大
投 手   キーナン テイミィ 20 成 田 北 高
″  宮 本   武 26 東 京 農 大
〃  立 石  尚 行 21 市 立 船 橋 高
〃  秋 沢  光 久 26 鹿 沼 商 工 高
〃  中 込  智 久 19 古 河 ― 高
″  柳 沢  信 之 20 真  岡  高
〃  佐 藤  直 也 23 拓  殖  大
″  遠 藤  正 史 28 日  本  大

捕 手  川 村  健 司 22 秋 田 工 高
″  池 元  明 文 27 神 奈 ′|1大
″  宮 原 慎 ― 郎 20 君 津 商 高

内 野  吉 田  栄 治 24 日  体  大
〃  関 口  勝 巳 26 明  治  大
〃    吉 松   令 桐  23  日   本   大
〃  野 寺  光 秀 23 作 新 学 院 高
″  岩 尾  栄 =24 拓  殖  大
〃  杉 村   司 26 東 海大 甲府 高
〃  長 丼  秀 夫 32 国 士 舘 大

外 野  小 野  裕 之 19 関  東  高
〃   笠 原  督 行 23 日  本  大
″  い小 笠 原 俊 樹 27 日  本  大
〃  田 中  克 範 23 日  体  大
〃  宍 倉  靖 英 22 千 葉 敬 愛 高
〃  市 , オロ男 31国 士 舘 大

N丁丁信 越
監 督  西 條  明 博 36 専  修  大
投 手  個    守 22 亜 細 亜 大
〃  神 田  達 也 24 東 京 農 大
〃  関   勝 宏 24 国 士 舘 大
〃  村 井  勝 美 23 岩 国 商 高
〃    えE'記  鵬摯,( 23  日   2ヽ   ラヽ
〃  北 沢  昇 27亜 細 東 大
″  西 嶋  雅 人 26 法  政  大

捕 手  高 橋  昭 二 29 松 商 学 国 高
〃  古 木  利 弘 22 神 奈 り|1大

内 野  樽 田  政 信 24 関 東 学 院 大
〃  藤 lte ― 利 32 中  央  大
〃  土 居  誠 人 28 新  田  高
〃  荒 巻  浩 平 20 柳  , 高
〃  福 澤   岡J22 大 宮 東 高
〃  谷 口  光 治 23 日  体  大
〃  丸 山  督 弓ム 24 亜 細 亜 大
〃  三 井  興 司 21 丸 子 実 高
″  0横 井  信 -31 法  政  大

外 野  茂 木  靖 弓ム 20 日 大 明 誠 高
〃  青 山   准 24 日  本  大
〃  松 沢  浩 史 27 愛 知 学 院 大
〃  田 中  秀 樹 24 車 細 亜 大
〃  田 島  英 美 20 初, ,1 高
〃  佐 藤  章 夫 25 市 立 尼 崎 高
〃  石 田 三 知 夫 30 長 野 商 高

西 濃 運 輸
監 督  阪 本   徹 35 大  商  大
投 手  武 藤  幸 司 18 島 原 中 央 高
〃  藤 田  宗 -23 島 原 中 央 高
〃  松 田  慎 冶 25 報 徳 学 園 高
〃  吉 丼  憲 治 26 三 本 松 高
〃  田 中  直 喜 24 伊  香  高
″  福 田  尚 男 23 大  商  大
″  中 ノ 瀬 幸 泰 19 高 山 工 高

捕 手  伊 東   岡J26 専  修  大
〃  、J小 森  茂 25大 垣 商 高
″  西 村  正 徳 22 杵 島 商 高

内 野   比 嘉  康 哲  30 九 州 共 立 ,ヽ
〃    吉 竹    正  26 龍  谷   大
″  川 野  浩 幸 26 神 奈 ツ|1大
″  鈴 木  康 之 27 神 奈 り|1大
〃  三 好   悟 23 九 州 国 際 大
〃    野 田   興 弘  22 九 州 酒こ大

外 野  持 田  満 男 19 習 志 野 高
″  大 西  敏 美 20 市 岐 阜 商 高
〃  高 橋   徴 25 福 丼 商 高
〃  硯   昌 己 26 箕  島  高
〃  奥 田  健 -18 日 体 荏 原 高

岩 手 銀 行
監 督  佐 々 木 直 行 34 高  田  高
投 手  浅 利   票 18 -関 三 高
″  菊 池  ― 民 19 連  野  高
″  岡 田  星 司 20 盛 同 工 高
〃  鈴 木   治 25 高  田  高
″  岩 間  栞 次 18 花 北 商 高
″  高 橋  英 貴 19 黒 沢 尻 Jじ高
〃  菅 原  子 -26 花 巻 北 高

補 手  1気 仙  享 昇 27 国 士 舘 大
′′  熊 谷  清 書 24 -関 商 工 高
″  向 丼   -33 福  岡  高

内 野  日 山   満 20 軽  米  高
′′  志 和  誠 20盛 岡 商 高
〃  菊

'也
 淳 30岩 谷 堂 高

″  大 友   優 23 水  沢  高
″  安 田  充 伸 22 流 通 経 済 大
″  鈴 木  嘉 正 25 法  政  大
〃  菅 原   浩 24 秋 田 経 法 大
〃  小 松  久 男 32 久  慈  高

外 野  山 蔭   修 26 東 北 学 院 大
〃  斉 藤  幸 二 24 福  岡  高
〃  細 川  真 -19 盛 岡 商 高
〃  荒 川  俊 哉 24 盛 岡 市 立 高
〃  小 田 島 敦 史 22 盛 岡 商 高
〃  佐 々 木 直 行 34 高  田  高

日産 自動 車
監 督  村 上  忠 則 42 津  名  高
投 手  川 尻  哲 郎 22 亜 細 亜 大
〃   和 田    護 30 '去  政  大
〃  久 保  恭 久 30 中  京  大
〃  ― 条  健 介 22 藤 嶺 藤 沢 高
〃  秋 吉  章 史 24 久 留 米 商 高

捕 手  高 橋  健 司 27 浦 和 実 高
″  黒 須   隆 23 東  洋  大
〃  松 尾  和 徳 25 明  治  大
〃  石 田  則 夫 21 前 橋 育 英 高
″ い阿 部  正 弘 31 明  治  大

内 野  安 本  政 弘 23 同 志 社 大
〃  渡 辺   等 27 今 治 西 高
〃  上 島   格 24 駒  沢  大
″  松 本 秀 ― 郎 27 日  体  大
〃  闊   隆 二 26 東  洋  大
〃  天 瀬  和 男 24 亜 細 亜 大
〃  市 原  靖 志 25 中  央  大

外 里テ  ノ 木ヽ  ,台 息B26 駒  沢  大
〃  田 中  武 宏 30 明  治  大
〃  石 原  一 智 26 早 稲 田 大
〃  曰 暉  秀 人 25 東  海  大
〃   青 柳    信 23 明  治  大
〃  鶴 岡  昌 宏 34 東  洋  大
〃  竹 内  久 生 24 法  政  大
″  小 原  崇 24熊 本 工 高

N丁丁Jヒ I睦
監 督  水 野  三 夫 44 高 岡 商 高
投 手  上 原  勝 男 33 興  南  高
〃  佐 藤   渉 20 弘 前 工 高
〃  赤 羽 根 俊 幸 24 明  治  大
〃    9Q本 寸  `ヽ 貝J 27  5,  ‐   フヽ
〃  桜 井  久 之 18 静 岡 学 園 高
〃    中 西   雅 雇ン 23  帝   京   大
″  比 嘉  雄 大 23 興  南  高

捕 手  高 橋  義 晴 29 駒  沢  大
″  下 野  博 IIlj 30 福 井 工 大
〃    坂 田   大 造  24  日   体   大

内 野  川 田  純 康 23 奈 良 産 大
〃  梅 沢  宏 之 26 立  正  大
〃  祖 泉  秀 樹 26 高 同 商 高
〃  尾 前  拓 己 25 東  海  大
〃  ●薮 内  啓 志 26 亜 細 亜 大
〃   大 り    清 25 日  体  大
′ノ    ,キ不寸  果R司  る   日   'ト  ラヽ
〃    ヨ2′ヨ己  薇雪三二 24  フヽ   豪蜀  ラヽ

外 野  上 杉  直 哉 19 寺  丼  高
〃  広 瀬  健 -26 東  海  大
〃  堺   ― 正 24 日  体  大
〃   野 上  工Eメ、 19 /」 松ヽ 印ヨ山挙高
″  り 1崎  博 芋 20 多々 良 学 園高
〃  東   哲 也 19 高 同 商 高

三 菱 自動車 京都
監 督  郡   文 章 36 同 志 社 大
投 手  橋 本  智 裕 22 高  砂  高
〃    大 里   真 生  23  相   洋   高
″  永 田  晋 -23 同 志 社 大
〃  中 畑  靖 之 25 土  庄  高
〃  書 藤  勇 二 18 神 港 学 園 高
〃  岡 田  正 裕 23 鳥 取 工 高
〃  田 メリ 功 晃 24 鳴 門 工 高
〃  伊 藤  智 仁 20 花  国  高

捕 手  永 丼  敦 治 23 宇  治  高
〃  森 上  弘 之 26 PL学 国 高
〃  宮 本  純 也 19 4ヽ松 島 西 高
〃  内 海  貴 文 19 比 叡 山 高

内 野  損 津  孝 平 23 ノヽ幡 浜 高
〃  辰 己  正 芳 19 Jし  陽  高
〃   前 り1 宏 文 21 北 嵯 山陀 高
〃  藤 村  達 =25 新  田  高
″  西 本  憲 仁 24 東  洋  大
″  塚 田  邦 義 26 山  城  高
〃    岩 山奇武 千 法  28 青冒 谷  大
〃  後 藤  正 和 21 徳 島 商 高

外 野  伊 藤  岡J吏 26 近  畿  大
〃    曽 我   ,告 三二 23  龍   谷   大
〃  上 野 山 達 夫 22 御 坊 商 工 高
〃  山 本  朗 雄 21 市 和 歌 山 商
〃  つヽ岡 田  周 三二 29 東 洋 大 姫 路 高

」
監 督  山 下  静 夫 32
投 手  相 沢  弘 明 22
〃    石 ,   朋 彦  23
〃  日 笠  弘 明 25
〃    ハ2,1   ,ム 日召 26
′/    力口籠姜    '字 28
〃    そヨ本寸  %当

=司
 24

″   初p火田 牙筐メ、 25
〃  佐 藤  正 樹 27

捕 手  倉 田 紀 久 夫 28
〃  菊 池  拓 徳 19
〃  佐 藤  奉 幸 19
′′    ハ2,I   I貝 J 28

Pゝ 里テ   ,也 そ,  E昌 層多 24
″    所浜F景    "1頁  28
〃  佐 々 木 幸 樹 22
〃  )寺 嶋  哲 也 28
〃  菅 原  隆 浩 29
′′    fミ

"罠
層邑  ,E 23

〃    層「 "R  ,去
イラ 24

″  中 田  英 次 23
夕1野   錬 田  倫 昌  21
″    ,弓 R里子    `ヨ屋 28
′′     ,令 冽ヽ   本国層ン 19
″  高 橘  良 誠 24
″  渡 辺  則 昌 26

監 督
投 手

捕 手

●9里予

外 野

丁
亜 細 亜 大
石 巷 工 高
名  取  高
亜 細 亜 大
― 関 商 工 高
仙 台 商 高
東 北 福 祉 大
福  岡  高
駒  沢  大
亜 細 亜 大
能 代 商 高
秋 田 商 高
広 田 水 産 高
東 北 福 祉 大
秋 田 商 高
大 船 渡 高
仙 台 育 英 高
明  ,台  大
東 北 福 祉 大
花 巻 北 高
東 北 福 祉 大
弘 前 実 高
仙 台 育 英 高
東  陵  高
黒 沢 尻 工 高
福 島 商 高

芝
青 山 学 院 大
亜 綱 亜 大
盈  進  高
明  治  大
田 大 三 高
熊 本 工 高
専  修  大
川 之 江 高
鶴 見 工 高
愛 知 工 大
帝  京  大
横 浜 商 高
国 士 舘 大
鶴 見 工 高
亜 細 亜 大
法  政  大
自 体 荏 原 高
上 浦 日 大 高
青 山 学 院 大
法  政  大
九 州 国 際 大
青 山 学 院 大
駒  沢  大
倉 敷 工 高
苫 小 牧 工 高
横 浜 商 大 高

造
昇
巳
総
久
郎
人
哉
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史
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監 督
投 手

捕 手

内 野

外 野

本 田 技 研
中 里  保 人 43 亜 細 壺 大
岡 不寸 高 之 20 東 海 大菅 生 高
安 藤  伸 行 21 常 総 学 院 高
田 口  権 -24 PL学 園 高
佐 藤   岡」 20 りl越 工 高
栗 原  克 典 23 樹  徳  高
難 波  俊 明 19 日大鶴 ケ 丘 高
上 田  治 仲 29 駒  沢  大
長 谷 川  寿 25 青 山 学 院 大
小 池   亮 20 印  膳  高
長 井  研 介 34 中  央  大

、つ朝 山  憲 重 26 PL学 園 高
山 田  イ=寿 25 修  徳  高
高 倉  忠 幸 23 流 通 経 済 大
岩 山奇  憲 - 2  `山   台   大
蔵 品  慎 -21 春 田 部 工 高
長 野  義 治 23 亜 細 亜 大
日 野  伸 -27 東  洋  大
東 富  立 家 23 東 北 福 祉 大
山 口  高 替 23 立  教  大
荻 原  俊 文 30 亜 細 亜 大
鈴 木  和 芳 26 喜 多 方 商 高
内 田  正 行 24 法  政  大
"員
倉     登  2  駒   "R  大

岩 井  重 樹 21 中  央  高
橋 本   勉 27 青 山 学 院 大

,由
東  海  大
鹿 児 島商 工 高
羽 黒 工 高
九 州 国 際 大
拓 大 紅 陵 高
九 州 国 際 大
駒  沢  大
男 鹿 工 高
早 稲 田 大
駒  沢  大
武   ホロ  高
横 浜 商 科 大
千 葉 工 高
法  政  大
九 州 国 際 大
東 海 大 甲府 高
中  京  高
関 東 第 一 高
立  正  大
早 稲 田 大
立  教  大
青 山 学 院 大
明   ,台  大
横 浜 商 科 大
宇 部 商 高
法      政      大

河 含 楽 器
監 督  伊 藤  升 久 39 中  央  大
投 手  野 末  仰 -24 御 殿 場 西 高
〃   阿 部 層槃太 息623 名  "戌  大
〃  竹 之 内 一 志 26 専  修  大
〃  金 子  台 19倉 敷 工 高
″  松 村  光 庸 22 立 命 館 大
〃  出 羽  正 三 23 亜 細 亜 大
〃   ぢ者月0 禾り

"吃
21 東京学館新潟高

捕 手  ●安 間  大 芳  30 中  央  大
′′    うは日日  本国,ミ  19  」ヒ  Eヨ   戸可
〃  カロ藤  幹 夫 24 浜  松  商

内 野  佐 藤   正 20 聖 隷 学 園 高
〃  鈴 木  智 治 28 中  央  大
″    り1端  純 也  24  創  イ面  大
〃  尾 上  裕 介 28 中  央  大
〃    石フ 1  昭 - 20 鹿 児 島 実 高
〃  盛   隆 章 28 亜 細 亜 大
〃  清 水  達 也 27 中  央  大
〃   イ田    誠 20 宇 部 商 高
〃  村 瀬  耕 次 33 中  京  大

外 野  中 連  清 匡 26 拓  殖  大
′′    泰撃4    篠紋 30  ,去  工支  フヽ
〃  西 原  忠 善 29 中  央  大
〃  長 谷 部 ― 彦 22 中  央  大
〃  田 原  知 輿 23 亜 細 亜 大
′′     官5本寸  Iだ ヒ 23  Eロ  リ0  フヽ

薬
立 命 館 大
立 命 館 大
同 志 社 大
同 志 社 大
関  西  大
亜 細 亜 大
出 雲 商 高
智 弁 学 国 高
盾  津  高
亜 細 亜 大
立 命 館 大
立 命 館 大
出 雲 商 高
亜 細 亜 大
京 都 西 高
同 志 社 大
中  京  大
御 所 工 高
国 士 舘 大
亜 細 亜 大
月ら  ,ヨ   澤可
星  稜  高
平  安  高

一一一一̈い一̈̈中轟一̈̈一藝申中中﹇̈̈一静̈〕﹇̈

□口林嗽鉢調酪誡動榔麟剛癖呻篠抑朴懇師調称棚訃杜̈
姉泉誡
トヨタ 自動車

監 督  井 上   勉 37 立 命 館 大
l●手  高 橋  伸 行 28 立 命 館 大
〃  鈴 木  寛 人 28 愛 知 学 院 大
〃  石 黒  行 兼 21 西 京 商 高
〃  近 藤   守 23 駒  沢  大
〃  永 丼  邦 俊 20 吉  良  高
〃  丼 口  和 人 27 同 志 社 大

捕 手  吉 鶴  憲 ,台 20 鹿 児 島商 工 高
〃  鈴 置  真 澄 24 東  海  大

内 野  瀬 谷  博 之 23 学 法 石 川 高
″  湯 崎  武 志 20 鹿 児 島商 工 高
〃  杉 山  正 司 28 駒  沢  大
″  鶴 田  勝 利 24 享  栄  高
″  田 中 大 次 郎 23 東  海  大
〃  安 部  隆 信 23 愛 知 学 院 大
″  3関   恒 俊 2フ  東  海  大
〃    蛭 田   広 則  27  フに  ,羊   大
′′  宮 市  達 也 27 立 命 館 大
〃  川 島  力 20高 岡 商 高

外 野  石 野  史 昭 23 静 岡 学 国 高
〃  吉 田   修 25 東  邦  高
〃  間 瀬  啓 介 29 東  海  大
〃  横 井  隆 幸 24 法  政  大
〃  岡 本  幸 夫 27 中 京 商 高
〃   寺 山  ‐ 博 23 鹿 児 島 商 工 高
〃  狩 野  正 人 26 九 州 東 海 大

監 督
投 手

捕 手

内 野

夕ヽ 里デ
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ロ̂ロ
F冨      't百       ラヽ
駒   沢   大

“
中戸 字 院 大

「
ぅ  矢日  高
専   修   大
立 命 館 大
同 志 ネi人
東   海   大
立 命 館 大
芽ミ  リ` 1`  1島
法      政      大
寺  `多  メt
近  畿  大
桜  宮  高
亜 縦〕 0大
早 稲 田 大
東        海       大
福   F司  ラヽ
早 I tl田 大
早 稲 田 大
筑  波  大
近  畿  大
明  治  大
早 稲 田 大
関  西  大
容き矢口弓́ 彫tフく

大 阪 ガ
監 督  受 紗  忠 海 35
投 手  中 島  博 幸 19
〃   西 岡   洋 22

′′  曲 代  圭 二 2]
′′  秋 原  健 吾 30
〃  成 本  年 秀 22

1南ヨ匡  オ嵩 〔¬  1専 - 24
〃   新 谷  一 イ=24〃   黒 木  隆 司 21
′′      E     不ロヲ

' 30内 雪チ  松 田  竜 二 2フ
〃   西   正 文 30
〃  杉 山  栄 詞 2フ
〃  宮 元  正 DyJ 20
〃  中 西  売 介 23
′′  佑 々 木 孝 -26
〃     |● 本寸    計疵 30

外 野  折 原  康 伸 30
′′   潟 ,I 素 哉 2フ

〃   中 内  章 利 24
〃  植 村  寛 之 24
〃   沢 田   誠 27
″  佐 藤  健 -18

ス
志 度 商 高
西「日本短大 付高
興  南  高
大 阪 教 育 大
,,大 付 高
伊 ′`lJヒ 高
関  西  大
京  産  大
理[ ルし、 ラヽ
京 都 商 高
PL学 園 高
市和 歌 山商 高
近  畿  大
尼 崎 小 田 高
浪  商  高
近 大 付 高
興  国  高
早 稲 田 大
同 志 社 大
,11  ●   海島
早 稲 田 大
初  ′  高
イヂ 野 商 高
智 弁 字 園 高
京   者B  大
池  田  高

NT丁中 国
監 督  増 永  芳 紀 38 東  洋  大
投 手  青 野   望 2フ  福  岡  大
〃  東   秀 敬 22 徳  山  大
″  佐 藤   明 22 大  門  高
′′  矢 里予 哲 嗣 22 近 大 付 福山 高
〃  石 ,  晃 29下 松 工 高
〃  大 谷  孝 治 24 近 畿 大 高
〃  稲 10  寛 25 □  体  大

捕 手  佐 藤  達 也 29 福  岡  大
〃  木 原 栗 太 郎 27 駒  沢  大
″    串 畑   幸 言成 23  流 通 経

'斉
大

〃  高 山  雅 彦 34 亜 細 亜 大
内 里チ  松 永   崇 19 広 島 電大付 高
〃  竹 中   学 23 岡 山 南 高
〃  」ヒロ  不口正 26 名 古屋 学院大
″  千 川  健 二 26 近  畿  大
″   ■F員    貝Jワヨ 27  ■・l  台受  フく
〃  川 口 美 言己 24立 正 大
〃  篠 原   勝 30 東  洋  大
〃   登    0青 貝J 34 栄  ,羊  大

外 野  本 間  俊 匠 24 東  洋  大
″  津 /1本  隆 30 法  政  大
″  小 原  祥 司 24 広  陵  高
″  遠 藤   聡 18 西 条 農 高
″  武 田  茂 人 28 東  洋  大
″   増 永  芳 紀  38 東  ,羊  大

川 崎製鉄神戸
真 鍋  義 之 36 神 溝 学 園 高
増 田   治 21 南 宇 和 高
薮   浩 昭 28 御 坊 商 工 高
竹 森  上 展 24 大 阪 学 院 大
藤 原   忠 21 大 阪 桐 蔭 高
豊 Eヨ  ″く自624 東 ,■ 大 ,臣 路 高
7ヨ丼+  牙任tL・ 29  東

'■

大 姫 路 高
宮 内  養 貝J27 鳴 門 工 高
初 田  幸 廣 25 尼 崎 工 高
大 城   健 22 神 着 学 園 高
P旬野  光 ,暉 19 蒻 単大姫 路 高
奥 野  政 廣 22 東  洋  大
藤 原  安 弘 24 東 海 大山 形 高
L村 真 弘 30田 辺 商 高
中 山   薫 20 不J里子工 高
堀 EEl 幸 造 27 大  経  大
金   潤 熙 20 杉ヽ山 商 高
島 本   裕 27 ●肢徳 学 園 高
福 本  正 行 34 不寸 野 工 高
坂 本   徹 20 松 山 商 高
`川 中  哲 也 28 尽 誠 学 園 高
山 本   聡 23 東  洋  大
米 田  幸 司 21 御 影 工 高
三 谷  慎 -20 尼 崎 北 高
村 井  勝 22往 ,影 工 高
久 原  博 喜 20 智 弁 学 園 高

NttT四 国
幸 田   優 42 駒  沢  大
多く不J 「 司ラヽ  28  舅員  '羊   フヽ
西 川  1真 -24 大 洲 農 高
白 井  宏 ●o28 駒  沢  大
橋 本  正 英 2]大 方 商 高
西 山  一 宇 21 高  知  高
山 部   太 20 ノ 幡ヽ 浜 工 高
白 石  勇 二 25 松 山 商 高
武 田  和 高 27 明 徳 装 塾 高
近 藤  尚 政 18 三  島  高
売三    不口肩ン 27  剣圧  綸陸  フヽ
I13本   久 20 宇 和 島 東 高
小 谷  雄 司 26 明 徳 義 塾 高
山 本  イ=孝 27 同 志 社 大
丹 下  真 -19 松 山 商 高
河 野 浩 三 25駒 沢 大

つヤ
=凛
弓    言成 28  九 りヽ卜舅に,毎 フヽ

た公Иド  デ,匈咬 26  二重 名田 EEフく
篠 原  昭 人 ν  割リ ソく 大
柴 田  要 克 19 宇 和 島 東 高
大 員  恭 史 19 鳴  門  高
三 好  利 幸 28 Jじ  条  高
/」 松ヽ  永 和  23 専  修  大
能 田  悦 夫 26 亜 細 亜 大
松 田  竜 治 23 松 山 商 高

神 戸 製 鋼
監 督  荒 丼  信 ス 37 明  治  大
投 手  山 崎  吉 博 24 福 岡 大 大 濠 高
′′  吉 日  清 着 19 長 崎 海 星 高
〃  米   正 秀 19 西  京  高
〃   里

"R 
イ申212] 神奈川大短期学部

〃  大 寺  史 人 26 立 命 館 大
〃  坂 本  博 文 24 九 州 共 立 大
〃  江 坂  政 明 24 平  安  高

捕 手  秦   英 之 21 神 港 学 園 高
〃  水 野  武 24国 ■ 舘 大
″  宅 問   寛 27 立 命 館 大

内 野  川 原 崎  実 28 村 野 工 高
″  渡 部  英 樹 24 関 西 学 院 大
〃  戸 崎  勝 樹 20 東 海 大 工 高
″  河 内 山  大 23 神 奈

'1大〃  ● 戸 12~ 俊 美 27 明  治  大
″  藤 井   徹 19 高 砂 南 高
〃  木 田  燎 治 23 関  西  高
〃  中 小J 謙 百 24 太  成  高

外 野  藤 原  裕 章 24 名古 屋 商 科 大
〃  宮 長  貞 行 25 市 尼 崎 高
〃   遠 藤  克 也 21  神奈川大短期割
〃  鈴 木  英 之 24 56J 沢  大
〃  河 野  稔 24亜 細 亜 大
〃  コ | 

“
己文 19柳 ケ 浦 高

〃  綾 木  進 -21 ノヽ  頭  高

四 国 銀 行
監 督  山 本  智 久 35 池  田  高
投 手  仙 石  雅 人 26 帯  京  大
〃  浜 田  孝 伸 28 東  邦  大
″  板 tB 政 史 26 中  央  大
〃  尾 崎  文 男 22 帝  京  大
″  山 本  智 久 35 池  田  高
″  橋 谷  正 人 30 大  商  大

捕 手  末 光  賢 二 27 松 山 商 科 大
〃  南 部  洋 伸 24 専  修  大

内 野  森 田  洋 生 30 明  治  大
〃  ■ 谷 岡  秀 -28 亜 細 亜 大
〃  田]田  明 謙 26 東  海  大
〃  池 内   聡 28 専  修  大
〃  西   弓ム顕 32 明  治  大
〃  二 宮  康 高 23 大 阪 経 大
″  森   正 隆 33 明  治  大
″  伊 名  正 道 31 東  洋  大

夕1野   田 中   靖 秀  " 近   畿   大
″  井 上  幹 也 30 愛 知 学 院 大
〃  宮 本  雄 二 29 神 奈 ,1大
″  森   善 康 24 大 阪 経 大
〃  森 田  建 司 2フ  明  治  大

川 崎製鉄 水 島
監 督  浦 名  恒 平 34 慶  応  大
投 手  大 森  勝 博 22 守 口 東 高
″  六 田  貴 行 19 育  菓  高
〃  中 丼  拓 己 24 奈 良 産 大
〃  朝 間   信 24 高 野 山 高
″ ()山本   勲 29 専  修  大
″  山 原  和 敏 20 下 野 光 南 高
〃  岩 尾  弓ム道 19 津 山 工 高
〃  小 谷  茂 実 21 糸己 北 工 高

捕 手  中 田  忠 尚 27 東  洋  大
″  岡 田  智 明 18 育  英  高
〃  小 松  敬 志 24 大  経  大

内 野  神 土  秀 Il1 33 倉 敷 工 高
〃  `ヂ 藤  秀 樹 24 福 井 工 大
〃  竹 下  和 敏 23 専  修  大
〃  吉 川   斉 20 岡 山 理 大 高
〃  加 百  勝 書 23 岡 山 南 高
〃  荒 巻  英 隆 19 柳  り 高
〃  福 島  紀 明 24 学 部 商 高
〃  金 城  正 人 18 読  谷  高
″    伊 藤  幸 ,台 27 東  洋   大
〃   後 藤    剛  19 石  '1 高

外 野  田 井  博 之 23 岡 山 商 科 大
〃  天 早  敏 浩 25 境    高
′′  吉 岡   悟 20 境    高
″  岩 切  浩 志 23 奈 良 産 大

新 日本製鐵八幡
監 督  瀬 藤  宣 彦 47 」  ヽ 倉  高
投 手  橋 本  仲 也 ]8 水  俣  高
″  丸 谷 富 美 幸 32 日南振 徳 商 高
〃   愛 甲  博 之 24 九 りヽЧ工 大
〃  坂 田  英 雄 20 玉 名 工 高
′′  笠 原  俊 彦 22 明 治 学 院 大
〃  森   幸 喜 25 久 留 米 大
〃  藤 原  和 久 24 高  田  高
〃  西 村 小 次 郎 20筑 紫 工 高

捕 手   8~」
'1 

公 克 28 八 重山 商 工 高
〃  黒 田  淳 二 20 筑 紫 工 高
〃  山 下  浩 正 24 九 りヽ 国ヽ 際 大
〃  村 丼  宏 通 21「 ヽ 名 工 高

内 野    翁失見   浩 次  29  早  稲  田  大
″  1佐 野  高 明 26 大 牟 田 高
〃  松 田  孝 徳 24 豊 国 学 園 高
〃    蛇 嶋   修 三二 

“
  舅ヨ  '単  大

〃   後 藤    学 20 西 El本 短大付高
〃  深 谷  嘉 晴 19 」ヽ倉 工 高
〃  田 中  丈 春 24 久 留 米 商 高
″  イヂ藤  雄 二 25 下 関 商 高

外 野  丸 谷 富 美 夫 27 日  南  高
〃  葉 山  正 彦 24 Jヽ 倉 工 高
〃  田 村  勝 彦 28 ノ  ヽ 頭  高
〃  加 藤  雄 -35 鎌 倉 学 園 高
″ 境 斗寺伸 24福 岡 大

三 菱重 工 長 崎
監 督  岩 崎  勝 則 43 長 崎 商 高
投 手  上 園  達 二 19 鹿 児 島 実 高
″  中 島   岡り 22 長 崎 商 高
″  本 東   洋 24 鹿 児 島 高
〃  中 川 芋 太 郎 24 九 州 東 海 大
〃  牧 瀬  寅 男 28 中 種 子 高
〃  伊 藤  慎 -19 長 崎 商 高
〃  田 ute 裕 之 23 九 州 東 海 大

捕 手  大 久 保 哲 也 29 九 り1ヽ 産 大
〃  布 村 止 1酎 28久 賀 高
〃  百 武  掲 郎 20 有 田 工 高
〃  薗 田 雄 ― 郎 19 鹿 児 島 実 高

内 野  満 画   浩 25 鹿 児 島 実 高
′′  村 上  和 幸 23 熊 本 工 高
〃  森   達 也 24 九 州 東 海 大
〃  山 崎  伸 幸 18 飯  塚  高
〃    関       太  劉   Jヽ   浜   高
′′  洲 力日本 弘 樹 22 海  星  高
〃  原 田  能 英 19 東 海 第 五 高

外 野  竹 崎  清 児 19 長 崎 海 星 高
′′  (D/」 こヽ考  EttEC 27  ⊆己 為者 E日 フく
″  宮 本  義 徳 26 大 村 工 高
〃  永 川  員 之 19 島 原 南 高
〃  林   修 治 35 佐 世 保 工 高
〃  田 崎  和 彦 25 第 一 経 済 大
〃    村 _ヒ 者置ブヽ 息5 22  "豪● ‐ ンヽ 雇葛

投 手

捕 手

「′ョ里予

夕ヽ 里テ

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO

バルセロナ五輪を前に、注目の選手たち
― 豪打の丹波(東芝)、 大物ルーキー杉浦 (日生)ら ―

ロ ヨ ゥユ |(」21%電 機讐テ1黒 βil‖1解

`:
ワーのかたまり.4r・ 市対抗では個人最多の9本塁打を放ち、こ
れまでの 4本を大きく塗り替えるとともに、個人大会通算本塁オ]
も12の 新記録をマーク、23打 数16安 打、6割9分 9厘、22打 点の
猛打で橋戸賞 (MVP)に 輝いた,活躍を評価されて全日本に
選ばれ、アジア選手権でも韓「J戦で先制桐を放つなど四番の
重責を果たした。若林重喜、坂日裕之(日 本石油)、 小島啓民
(三菱重工長崎)も全日本屈指の強打者。酒井「 1(大昭和製
紙北海道)、 占竹正 (西濃運輸)、 中西亮介(大阪ガス)も パワー
ヒンタ~.酒井は予選で4本塁打、吉竹は5本塁打を放って更
秋出場の原動力となり、中西は代表決定戦で3ランを合む4安
打、511り |、tと 活躍した。好オ1で光るのが、高見泰範(東芝)、 西
正文(大 阪ガス)、 十河章浩、大島公一 (日 本生命)の 今日本
組,高 /Huは球筋に逆らわずにオ「ち返し、勝負強さは抜群.西は
小柄だが振りが鋭く、バント安打など小技も得意.アジア選手権
の台湾戦では、五輸出場を決めるサヨナラ安打を放ってヒーロー
になった。「 河、大島は全日本の一、1番を打ち好打、好走塁
でバルセロナヘの突破日を開いた。

E(1当 :米 鸞 署、繁 1憲 赫ぴ ∬
杉浦正則 (同 大一日本生命)が光る。肩を痛めて出遅れてい
たが、その間の徹底した走り込みが奏功し、一回り大きくなって夏
場に復調。アジア予選では、負ければ五輸出場が絶望となる韓
IJ戦に先発し、切れのいい直球とカーブ、スライダーでH三振を
奪い、4安打の 1点に抑えて救世主となった。新谷博(日 本生
命)、 西山一宇(NTT四 国)も全日本を支えた本格右腕。新谷
は昨年の日本選手権のMVPで、直球とスライダーのコンビネー

ションが絶妙。西山は150キ 。を超す速球と鋭いフォークを持ち、
勝負どころで三振を取れる強みを持つ。「ビング3Jに続くのが
鈴木健 (日 本石油)、 秋沢光久 (NTT関 東)、 イ‖守 (NTT信
越)、 L園達 1(三 菱重工長崎)ら 。鈴木は速球とフォークがよく、
全日本メンパーに選ばれたこともある逸材.秋沢と佃も速球が
持ち味で、11回は新人ながら鹿児島実時代の甲子園出場経験
を生かし、度胸十分。左腕では全日本メンバーのベテラン、渡
部勝美(大 H召 和製紙北海道)が好調。100キ ロ前後のスローカー
ブを散らして打者の打ち気を外す投球術は心にくい。杉山賢人
(東芝)、 松LI慎治 (西濃運輸)、 西岡洋 (大阪ガス)、 江坂政明
(神 戸製鋼)は伸び盛りの片手。杉山は新人ながら、緩急をつ
けた投球で都市対抗の優勝に貢献し、若獅子賞を獲得した。

日 杉調 1響方浣 甜 「 麻朧 脚
右の本格派で、すでにチームの大黒柱になっている佐藤(NTT
関東)、 重い速球を武器に成長が著しtヽ 米(よね=神戸製鋼)、

昨年の春夏、鹿児島実高のエースとしてlf4子 園に出場、マウンド
度胸のよさが光るL園 (三 菱重工長崎)らの投球にもスポットが
当たりそう。打では近藤(新 日鉄室蘭)、 中国(JT)、 東宮 (本田
オ鰤1)、 河内山(神戸製鋼)、 山本(り |1崎製鉄神戸)、 岩切('‖ 崎
製鉄水島)、 遠藤(NTT中国)らが中心打者として早くもチーム
に欠かせない存在になっている。東官は東北福祉大から日
立った存在、今年の都市対抗でも1恒 1戦の協和発酵戦で3安
打 2打点。一回の第 1打席でいきなり本塁打をたたき込んで
いる。加藤 (新 日鉄室蘭)、 青柳 (日 産自動車)、 田中(ト ヨタ自
動車)、 梶田 (日 本生命)、 大貝(NTT四国)らのIし llや俊足も
見ものだ。
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都市対抗の覇者、日本生命が 1回戦で負ける波乱のスタートを切った
大会は、関東同士の優勝戦で幕を開じた。コールドゲームが5年ぶりに
1試合もなく、1点差試合が昨年より1試合多い6試合と、実力措抗の
中で、投打のバランスの良さが際立った東芝に、2度 目のダイヤモンド旗
がひるがえった。
東芝は持ち前の打力に小技が加わった。 一番の小林、六

番の多田がそれぞれ首位打者賞に輝いたのも、ニュー東芝打
線を象徴した。投手も、全日本の杉山、ベテラン三原の左右
の両エースで回転.常に二人でまかなうことができたのは投球
術、スタミナなど投手の質の高さに対する自信の現れだった。
準優勝のプリンスホテルは佐藤友、山下本口と左右の強打者

を軸に打線がパワーアップした半面、投手陣の軸を作れず東
芝との差が出た。
連覇を逃した日本石油は出場チーム最多の 9本畢打。坂
日、若林、徳永をバルセロナ五輪に送り込んだ打力は「さす力ヽ
とうならせた。新人エースの小桧山に負担がかかりすぎたのが
4強止まりの原因6新風を吹き込んだのは新日鉄室蘭。 4
試合すべてに先発の 2年 目、武田が躍進の立役者.制1球力
にあふれた投球内容に豊かな将来性を感じる。
バルセロナ五輪組が話題を集める一方で、若手の活躍も目

立った。投手は武田、小桧山のほか、防御率069の左腕 |11

音6(NTT四 国)、 完封 一番乗りの江尻 (N T T fttlLA)、 救援で日本生
命を抑え込んだ山原 (り |1崎 製鉄水島)、 150キロ台の豪速球を連発した前
FE(プ 1タ ンスホテル)らだ。打者は2年 目の佐藤友や小林のほか、1試
合 2本累打の大久保 (日 本石油)、  回戦でサヨナラオ「の俣瀬 (大阪ガ
ス)がルーキーらしからぬ勝負強さを見せた,
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第79回大会 大会言己録 社鉄 野球日本選手権大会 20年史ヽ
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▽10月 10日
第 1試合=1回戦(午前10時 15分開始)

関東自動車工業 001 000 000
住 友 金 属 20000001X
>審判 (球審)木島 (塁審)樫根 生越 榎田

>本塁打=宮 内1号 0(牧 田)>二塁打=宮内 >犠打=関 3(矢
田 高木2)住 2(戸 田、川畑)● 盗塁‐住1(後山

'>試
含時間=23寺

間26分

もうけ もの の  ^発
○  国に今大会第 l'チ となる/tttlア ーチをイ「中間席
中段に放った住友金属のFi内は「 1クピなので楽な気持ちで
オl llrlに 人ったらオ|ち ごろのカープが真ん中に もうけもので
したJ‐‐′i[部商高を出て211日  高校時代は1イ11と 3年の
それぞれ夏にlll r睦1に 出場して本旱打を放っている強ll
者, ド砲σ】14‖が今

`卜
、全日本人りしていたため、「Ч番にlJK

てきされた.

第 2試合=1回戦(午後 1時16分開始)

山陽国策バルプ旭川 001 01 1 200
NTT四 国 211000011
卜審 判 (球 審 )中 西 (塁 審 )大石 、宮 木 、梶 浦
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レ本塁打 =芝 1号 0(牛丸)丹下 1号 (牛 丸)曽 川 l号 (山部)>
二塁打 =田中、月下 >犠打飛 =山 1(坂 □)N2(大貝 中村)>盗
塁 =山3(二 敷 富田 2)N2(大 貝 芝)レ 失策 =山 1(冨 田)N3(山
部 2、 竹島)>試合時Fo3=2時 間48分

第 3試合=1回戦(午後 4
日 本 生 命 0002100003
川崎製鉄水島 000 140 12X 8
)審判(球審)小林(塁審)吉田南垣北村(外審)北野岸丼

>本塁打=小松]号 12(池 添)岩 切1号 0(杉 浦)>三塁打=川村
>二塁打=岡 伊藤、古岡、中村昭、加百 >犠打=日 ](伊藤)>盗
塁二日3(大島 金谷 中村8召 )レ 失策=川 1(吉岡)>試合時間=2
時間49分

○…||1崎製鉄水島が見事な集中力で、都市対抗の覇者
日本生命に ―気の逆転1券ち.νЧ回に3安打を集めて 1

点を返したあとの五回 :死 一、二塁から伊藤の左中間二塁
オ]で同点にして岩本に代わった池添に小松が有中間本旱
打を浴びせた, し、八回にも長打を絡めて追加点, 日生は
,Ч 回に4長短打で先詢lしたが、さらに続いた得点機と五国に
1点を取ったあとのチャンスを併殺でつぶし|1鉄を突き放せ
なかったのが響いた.
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▽10月 11日
瞬 i諏否=i画 覇(午前 5蒔55分開始)|
NTT北 陸 000110000 2
日 本 石 油 30000010X4
>審判(球審)赤丼 (塞審)小林、桃田、橘

小 桧 山

>本塁 打 =徳 永 ]号 2D(伊藤 )梅沢 ]号 (小桧 山 )>二
塁 打 =堺 、若 林 、高 柳 >犠打 =N2(梅 沢 、尾 前 )>盗
塁 =N](祖 泉 )日 ](吉武 和 )>失 策 =Nl(梅 沢 )>
暴 投 =小 桧 山 >ボ ーーク =伊 藤 >言式合 時 間 =2時 間
22う)

第 2試含=1回戦(午前11時49分開始)

」    T000000001 1
日 本 通 運 01220202X9

球 審 )大石 (塁
T】 打安点振球 【日本通運】打安点振球

佐藤茂 41000 D 難  波 43001
渡  辺 30010 0  藪  41201
佐藤泰 ]1000 0 丼  出 43301
鈴  木 00000 ③  田中泰 522]0
ぞテ  lle 4 1 0 1 0   3  [日   本寸 4 2 1 1 0

第 3試合=1回戦(午後 3時13分開始)

四 国 銀 行 0000002002
新 日鉄室蘭 000000003 3
>審判(球審)岡本良(塁審)樫根、吉田、宮木(外審)新早、鹿多
【四国銀行】打安点振球 I新 日鉄室酎 打安点振球

3冒 森
璽 :::|:3層 轟 ::::iHD宮 本 22000D鈴 木広 41000

:言

田

[:lli: § 髯 言 :l:li
犠 併 残      犠 併 残
2  2  3 284 1 5 2     1  3  7 319 3 7 4
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藤
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伊
赤

中  田 300]l H3松  尾 10010
藤  沢 00000 ⑦  中  田 520]0
F員  里予 4 3 0 0 0  15  φ生  扉署 4 1 0 1 0
池  谷 20001 ②  川  崎 43100
菊  ,也  1 1 000  ④  宮  下  30000
長浜 屋 400]0
及り‖正 41100
佐々木 2001]
倉  田 10000

犠 併 残      犠 併 残
0  1  8 338 1 5 3     1  2  9 38179 5 3

>二塁打=橋本 >犠打=四2(池 内、谷岡)新 1(梅田)〉盗塁=新
](黒木)>矢策=四 ](町 田)新2(梅田、橋本)〉 暴投=武田 >試
合時間=2時間16分

中 国 視 察 団 が 見 学
C… 2000イ トに輪の誘致活動を展開する中国北京市の
尚ネL同 市豊台IX長代行を団長とする野球場建設準備の
視察団4人がH日 、社会人野球日本選手権をFra催 中のグ
リーンスタジアム神戸を訪れ、球場施設を見学した.北京市
のF輪開催が決まれば、同市内の豊台球場に1隣接して1球
場を新設する言1 lЦ があり、 4チはその準備のために日本を訪
Fl、 今後、西官スタジアム、西京極 、東,1ドームなどを,こ守:する
予定. 団長らは「素晴らしい球場で学ぶことばかりJと感
激していた:

第 4試合=1回戦(午後 6時 1

)審判(球審)木嶋 (塁審)辻 、南垣、丸屋 (外審)鹿多 新阜

>三塁打=川端 >二塁打 =青木、中西、俣瀬 >犠打=日2(中 山
川端)大3(竹村 2、 折原)>盗塁二日1(河 野)大 1(俣瀬)>暴投 =
藤沢、坂本 >試合時間 =2B寺間29分
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結>三 塁 打 =佐 藤 (日 )>二 塁 打 =藪 、難 波 、丼 出 、田

中 泰 >犠打 =日 ](宮 下 )>盗 塁 =日 4(丼 出 2、 田 中
泰 、中 田 )>失 策 =」 ](佐々 木 )日 ](佐 藤 )>暴 投 =
石 村 、黒 川 >試合 時 間 =2時 間 44分

東 芝=優勝
三原 昇投手
(現役、29歳)

健餞呆吾算し毎日新聞)

「夏の借りを返す」。これが、あの年の合言葉。夏の都市
対抗で 回́戦負けし、その屈辱を日本選手権で晴らすつも
りでした。
当時は僕と杉山(現 西武)が投の 2本柱り初戦は杉山

と僕のリレー、準々決勝は僕、準決勝は杉山が完投。そして

優勝戦は僕が先発でした。 5回 目の出場で優勝戦の先
発は初めて。うれしくて、疲れも吹っ飛びましたよ。
三国に味方が 2点を先制。四回に一死二、三塁のピン

チがありましたが、後続をシュートで内野ゴロに討ち取り無得
点。あれで波に乗れた。シュートは大会期間中、ずっと切
れていた。結局は七回途中で 1点を失いマウンドを杉山に
譲りましたが、彼があとをピシャリと抑えて優勝。東芝がまだ
強いことを証明でき、ホッとしました。また望外のMVPもい
ただき、自分の名前が歴史に残ると思い、うれしかった。
今年は都市対抗も選手権も予選敗退と最悪。けど、これ

をバネに来年は春のスポニチ大会、都市対抗、日本選手権
と史上初の春夏秋完全制覇を狙います。
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第4試合=2回戦(午後 5時53分開始)

日 本 通 運 0101100003
三菱重工神戸 000 360 00X 9

▽10月 12日
第 1試含=1回戦(午前8時58分開始)

新日鉄名古屋 000 000 010 1
プリンスホテリレ120 002 00X 5
>審判 (球審 )大橋 (塁審 )赤丼 、浜 田 中川

359 1 5 1
回 安振球 貢

内 5136045
田 2%1310

>本塁打=足立 1号 (陣内)瀬戸山 1号 (陣内)斎藤慎 ]号②(陣
内)>二塁打=宮里、山下和、林 >犠打=日 1(西島)>盗塁=プ2
(足立、奥村剛)>試合時間=2時間36分

第 2試含=]回戦(午後 0時 7分開始)

N K K 200 050 011 9
日本IBM野洲 200 000 002 4
レ審判(球審)東 (塁審)伊東、鹿多、辻

36103 6 2

〉本塁打 =鈴木 1号 (古賀)>三塞打 =敷島、苅部 >二塁打 =苅
部 重東、飯田 >犠打 =N3(苅 部、菊谷、横山)日 ](敷 島)>盗塁
=N2(横 山、苅部)>矢 策 =Nl(宮 下)日 3(中西 丼上、深水)>
試合時間=2時間37分

本田技研熊本 000 010 000 1
川崎製鉄神戸 000 010 01X 2
>審判(球審)生越(塁審)上杉、岸丼 梅本(外審)南垣、浜田

住 友 金 属 0001001103
東   芝 41100000X6
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>本塁打 =畠山 ]号③ (寺坂 )>二 塁打 =西村、小 林
宮 内 >盗塁 =住 ](川 畑 )東 ](小 林 )>失策 =住 ](三
宅 )>試合 時 間 =2時間43分

>審判 (球審 濯 根 (塁 審 )桃田 、中川 、岸 丼

>審判 (球審 )上杉 (塁審 )浜田 、丸屋 、今 丼

犠 併 残
2  0  2 232 1 3 2

>二塁 打 =柴 田、力日百 >犠打 =川 ](天早 )N2(小松
芝 )>言式合 時 間 =2日寺間

わ き 役 燃 え て 2安 打 投 球
○ 八Ll中 指のマメがつぶれて出血.マウンドに未練を
残して降板したが、NTT四 国を15午ぶりの8強に押し上げ
たのは、まぎれもなく山部の左腕だった。
有の西山、左の山部.常に比較される4年日の「 l期 :だ

が、主役はいつも五輪代表の西山だった,「 自分の力をこの
大会で絶対に見せたかった」.燃えLがる対抗意識が人回
までの2安オl投球をJiんだ

=

山部には球速より課題は制球力にあった,このH急きょ、
走者がいなくてもセットボジションからの投球に変えた. 4四
球をI」 えたが、これまでのように高めにはっきリボールとわかる
球はなかった,「 1点リードとtヽう緊張の連続の中で,ボール
の/Lりが悪くても抑えられたのが、最大の収穫です」

第 3試含=2回戦(午後 2時48分開始)

日 本 石 油 2040020008
新 日鉄大分 010001200 4
)審判 (球 審 )伊東 (塁審 )大橋、松村 梶浦 (外審 )南垣 橘

)審判 (球審 )鹿多 (塁審 )大石 榎田、新阜 (外審 )橘、南垣

五 十嵐

>本塁打=丼出 ]号 (五十嵐)>三塁打 =中田 >二塁打 =浜本、
中田 〉犠打 =日 101崎)三 3(山 口、堀□ 山野)〉 盗塁 =日 2(難
波、中田)三2(堀 □ 青田)>矢策 =三1(山野)>暴投=松下 >試
合時間=3時間 2分

▽10月 14日
第 1試合=2回戦(午前8時55分開始)

新 日鉄室蘭 00410010016NTT東 京 200110000‐ 4
>審判 (球審)辻 ∈ 審)赤井、中川、南垣
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第 2試含=2回戦(午後 0時13分開始)
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>本塁才T=岡田 ]号0(今 関)鈴木広 ]号② (今関)〉 二塁打=
塩沼、横川 黒木 >犠打=新3(橋本 2、 梅田)>盗塁=新2(船尾、
加藤)N2(長堀 中村)>暴投=武田 今関 >試合時F85=2時 間
33分

第・2試含=2回戦(午前11時51分開始)

大 阪 ガ ス 1000011003
NTT東 北 10010210X5
レ冒 判 (球審 )小林 (塁審 )生越 、北 野 、丼 田

>本塁打 =竹村1号 (TJ内 )三llE]号 (坂本)植村 1号 (竹内)>三塁
打 =夷塚 >二 塁打 =夷塚、竹村 >犠打 =大 1(中 内)N5(福地2、

三瓶、大塚、猪狩)>盗 塁 =大 1(竹 村)>矢策 =N2(福 地、柿久
保)>試合時FoO=2時 間 7分

NTT東 北  竹 内 完 投
O 自信なのか、照れなのか。NTT東北、竹内は昨年準
優勝の大阪ガスに完投勝ちしたというのに、「調子はふつうで
したJと淡々,勝った瞬間も右手のコプシを軽く握り締めただ
けだった。140キ 。台の速球とカーブ、スライダーをうまく織り交
ぜての111球`奪 三振は1でも、内野ゴロカ稔1..低めに集
めて17たせてとった:

秋H]本荘高時代の 1年の夏、甲子同に出場したが Lnl
戦で敗退.入 社して今年で3年 H。 「 1年 日は社会人に
慣れ、2年 ‖は場数を踏んで、3年 [1に ノJを 出すJのマイプ
ランが着実に進イテした
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>二塁打 =安藤 、吉 田 >犠打 =本2(安藤 、若 林 )り 12
(奥野 、中 山 )>盗 塁 =川 ](金)>試 合 時 間 =2時 間
]2夕)

ビ デ オ 研 究 が 的 中
○ 川崎製鉄神戸の豊田がベテランらしい投球を見せた
スライダー、シンカーを低めに集め、本田技研熊本から10奪 三
振、4安打、1失点に抑える好投,「きのう、ビデオで相手打
線を研究したら、真っすく,こ強そうなので変化球主体に投げ
た。うまくいきました」としてやったりの表情.高校3年の夏
に東洋大姫路高のエースとして甲子園で/111躍.その後伸び
悩んだが、昨年の大会で都lj対抗、日本選手権を通じて初
の完投勝利を挙げた。

▽10月 13日
第 1試合=2回戦(午前 8

第 3試含=1回戦(午後 3時15分開始)

190



社会ス野球″本選手権大会 2鉾彼

第3試含=2回戦(午後 2時29分開始)

N K K 100 004 000 5
プリンスホテル 001 100 13X16

>本塁打 =山下和 ]号 (古賀 )佐藤 友 ]号0(田 中 )>
二 塁 打 =古 毛 堂 、足 立 、重 東 、宮 里 >犠打 =N2(菊
谷 、村 上 )プ](相 原 )>試合 時 間 =2時間 36分

佐 藤 友 ft打3ラ ン
○ プリンスホテルは2点差を追う人回、四球と投手強襲
の内野安オIで無死 、:塁の好機。NKKは 1番手の田中
に交代したが、プリンスは代打

“

i藤友が直球を右翼席にオ|

ち込む逆転3ラ ン.斎藤貢が最後を締めて 接戦にケリをつ
けた.

NKKは 六LI二 死711畢から重束が走者一hν)二塁オIを放
ってl●・位に立ったが、プリンスの月券負強さにlJした。

第 1 =準々決勝(午前8時54分開始)

>審ll(球審)木嶋 (塁審)辻 、浜田、松村
【NTT四 副 打 安 点振 球  【東   芝 】打 安 点振球
③ 大 貝 41010 D小 林 32012
⑤ 松  本 42010 RD鈴 木 IE● 00000

第 2試含=準々決勝(午前1

日 本 石 油 010000201
三菱重工神戸 000 000 100

NTT信 越 1000000001
プリンスホテリレ001 040 05X
)審半」(球審)鹿多(塁審)大橋、桃田、生越(外審)岸丼、橘

回 安振 球責
佐 藤 康 6 6501
武  藤 2%2200
前  田  130000

>二 塁 打 =瀬 戸 山 、宮 間 、戸 栗 >犠 打 =ブ ](相 原 )

>盗 塁 =N](横 井 )プ4(高 木 、田 辺 、瀬 戸 山 、小 柳 )

>失策 =N](横 丼 )>捕 逸 =高 橋 >言式合 時 間 =2日寺
足∃58う)

▽10月 16日
第 1試含=準決勝(午前 9時56分開始)

レ審 球 審 )小林 (塁審 )東 、伊 東 、鹿 多

犠 併 残
3  0  8 33105 6 4

杉  山 鈴  木
春  田
小 桧 山

>本塁 打 =若林 2号② (杉 山 )高柳 1号 (杉 山 )>三
塁 打 =村上 >二塁打 =小林、畠山 、高林 >犠打 =東
3(小 林 、谷 回 、西 村 )日 ](木下 )>失 策 =東 ](畠山 )

>試合 B寺間 =2時 間45分

杉山の力投で東芝競り勝つ
追いつ追われつの展開となったが、後半に粘り強
い投球をみせた杉山の力投で東芝が競り勝った。
東芝は同点で迎えた六回、松原が右前打と犠

オlで二進したあと、高城が左前へはじき返して勝
ち越し。七回は二塁打の畠山を谷日が右前打で
迎え入れた。二番手の右横手投げの春田に中
盤苦しめられていたが、左打者が突破Llを 切り開
く理想的な追加点だった。
日本石油は若林、高柳の本塁打で 2度同点と

したものの、毎回走者を出しながらあとひと押しが
できず、九回一死 i塁も坂II、 若林の中軸が杉
山に抑えられた,

第 2試含=準決勝(午後 1時14分開始)

新 日鉄室蘭 000000000
プリンスホテル 202 011 00X
>審判(球審)中西 (塁審)上杉、橘、浜田

>二塁 打 =山 下 利 >犠打 =新 1(黒木 )プ](奥 村 伸 )

>盗 塁 =プ 3(足 立 2、 山 下 和 )>矢 策 =新 2(梅 田
2)プ 1(山 下 和 )>試 合 時 間 =2時 間 27分

プリンス白井が室蘭完封
プリンスホテルが3連投の武田の立ち上がりを

とらえた。 ‐回 死後、足立、宮里の連続四球か
ら佐藤友が中前、山下和が右前に連続適時打.

疲れから高めに入るカーブを狙い打った。三回は
足立の四球、宮[■の安打などで 死 、二塁とし、
2つの 三塁手の悪送球で 2点を加え武田をK
O.五回は二番手の嘉手苅から戸栗が適時打、
六回は男」府から山 F和が適時打し大差をつけた。
新H鉄室蘭は下位オl者が好機を作ったが、上

位が白井の外角へのシュートをオJちあぐみ、1回
一死 、二塁の逸機が響き、零敗した。
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)審判 (球審 )大橋 (塁審 )丸屋、橘、梅本 (外 審 )鹿多 榎 田 レ審半」(球審)lll東 (塁審)岡本 中川、南10

>本塁 打 =大 久保 1号 、2号② (後藤 )>二 塁 打 =高
柳 、本寸J二 >牛義手]=日 3(伊 藤 、蛎烹日 本寸上 )三 ]()青 オく)
>失策 =日 ](小 桧 山 )>試合時 間 =2時間 32分

不 安 的 中 で も充 実
〇 …三菱薫 !:神 戸の3年 11、 後藤は‖石打線をよくII「 え
たが、ll線の援護がなく、大久保の 2発"に沈んだ 「クリー
ンアップに気をつかいすぎて、その後のオl者に打たれるんじゃ
ないかと思っていたら、不安が的中してしまったJと 後藤。し
かし、6月 の都[に 対抗 予選以来、ずっと安定感を保っている
だけに「今年は自分なりに満足のいくシーズン」と、表情は充
実感でいっぱtヽ

`

第 3試含=準々決勝(午後2時50分開始)

N T 丁東 Jヒ 0 0 0 0 0 0  0 0 0  0
新 日鉄室蘭 000 003 00Xi3

第 4試含=2回戦(午後 5時25分開始) )審判 (球審 )樫根 (塁審 )赤井 、梶浦、梅本 (外 審 )橘、岸丼

川崎製鉄神戸 000 000 000 0
NTT信 越 00100100X 2
)審判(球審)岡本良(塁審)吉田、新阜 片山(外審)榎田、鹿多

【川鉄 神 戸 】打 安 点振球  IN T T信 越】打 安 点振球
③  山  本 40010 ③  青  山 40010
④ 島 本 41000 ④ 土 居 41010
⑦  米  田 3001l ⑦  田  中 42000
⑨  久  原 20010 0 横  井 42000
R 坂  本 00000 ⑤  丸  山 20001
9 三  谷 20000 0 松  沢 42000
D 金  40020 ② 高 橋 32100
② 大 城 31010D福 沢 10010
③ 川 中 10002 HD古 木 20010
⑤  奥  里予 2 1 0 1 l  ⑥  本尊  日ヨ 3 ]0 0 0
(Э  中  山 20020
犠 併 残      犠 併 残
] 0  5 273 0 9 4     2  0  8 31101 4 ]

>犠打 飛 =川 ](中山 )N2(高橋 、丸 山 )>盗 塁 =N3
(土居 、田中 、松 沢 )>試合 時 間 =2時 間 ]6分

▽10月 15日

レニ塁打 =鈴木広 >犠打 =新 ](加藤)>盗 塁 =N](阿
音5)新 2(岡 田、橋本)>失策 =N](柿 久保)新2(橋本、武
田)>暴投 =武田 >試合時間 =2時 間23分

第 4試合=準々決勝(午後5
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79回大会 大会言己録
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▽10月 17日
優勝戦(午後 1時29分開始)

プリンスホテリレ000 000 100 1
東   芝 00220210X7
>詈判 (球審)大橋 (塁審)上杉、岡本、東

その後も_J京のりJれ味鋭 tヽ シュートに
「
を焼 tヽ た。 Lil,|、 ようやく二原を

捕らえて 1りit、 なおも二死満祟と攻めたが、代わった杉 111に抑えらオ■た。

監 督 談 話
東芝 。大田垣耕造監督 最初のチャンスιこ汁 Fの小林が打ち、ベテ

ランが続くtヽ い形になった。 5,it差 で 二原から杉 |[Jに 子にえたのは、長打
で 雰囲気が変わるのを恐れてのことぃ 4年蔵|は打 力だけで月券ったような
ものだが、今|:Jは投 千も頑張ったてベンチ ー体の勝利です .1

プリンスホテル・石山建―監督  先発の武藤にもう少し期待 してい
たが 。投 ■陣が,Ч 球からメイよをやったのは良くなかった 打線も i原
君のシュートが分かっていながら■を出 した。村l IIの 方が役者がそろっ
ていたということだ。杉 lllイ :という本主があるのは強 tヽ

併
―

犠
２

夕曳9 33107 5 5

効率 1せ く得点を重ね
た東芝 が i tiて 、杉 lllσ )

ク絲沐投 で ブリンスホテ
ルの反撃を許さず快月秀
した、
東,と は 611′ f、 1をたた

き出 した 、 番の活
躍 が ||、アった   i liコ |

夕ι~1_titに ′Jヽ 本本がノF
翼フェンス「'「 撃の i旱
打 で 先 制  葛 城 も左
1[間 へ σ)連続  lゝ:ミ II
で加′itした..レЧI口 lに も
1クビ  、 lS:ヽ から/Jヽ 1本 、
綺城の適 口|オ丁、メヾ卜!|は
え城の 二丼ヽ 打 で 2点
を加え、試 合を決めた
ブリンスホテルの武藤 、
斎り藤貞の イf投 千ιまクリ
ーンアンフのプ:lT者4111え
な力ち、イ■こ~人に基:した
ブ |リ ンスホテル は |'Ч

同の 死 ~、 i果の追
撃機を逃 したのが痛く、

（優
勝
戦
〕
東
芝
―
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
　
ニハ回
裏
東
芝
一死
二
、
三
塁
、
葛
城
右
中
間
三
塁
打
を

放
ち
、
三
塁
か
ら
松
原
、
二
塁
か
ら
西
村
を
本
塁
へ
迎
え
入
れ
る
。（捕
手
・瀬
戸
山
）

>本塁打=多田1号 (刀 J)>三塁打=蕩城 >二塁打=小lrl島 城
小林、高見〉犠打飛=プ 1(足立)東2(小林、西村)♭盗塁=東2(前
田2)>失 策=プ1(奥村伸)>試合時間=2時間4」分

小林、葛城で6打点

に 3人で攻撃を終わるのをF7■Lて、東芝 大田ナ「1監督は少し気になった。し
かし、打順が一―巡する¬J(■′Jヽ さな突″支日から41線がネI気づいた、.
発端は松原のレЧ球 。武藤はその前に左が並ぶ東芝のクリーンアンプ

に対 し、丹念す ぎるほどにコースを突 tヽて■jち取っていた。 ノヽ番ながら左
の松原に対 してもコースを突き過 ぎた結果のレЧ刷ただった。西村はきっちり
バントで走 者を進め、小林は 1-2か ら内角lltめ のカーブを狙いオIった。
続く葛城は 2球 Ilの直球を打って /1中 間を破った。「Ч回も同様だ。

4ヽ 林は初JJく を、高城は 2球 ||を そえぞオ■適日寺J」 ぃ 早いカウントで女子球を
見逃 さなかった一、 1番の速攻の勝利だった。結局 、東芝のクリーンアッ
プは無安オJ.「 クリーンアンプを意識 しす ぎて一、 1番に集中力を欠いた」。
都 市対抗 1011連 続出場の瀬 戸山捕手 (プリンスホテル)は 言った。
裏を返せば、L申由がll口 えられても周 囲にカバーできるソリカ`あることのDI
明. 三原 、杉山のエース格 2人をつなぐ投手力でも、芯になる投手 不在
のプリンスを 11回 っていた´
4年前の大会、昨 11の 都市対抗 .東芝は打線の爆発 力だけで頂点

に立った,しかし、今回は投打のバランスのよさで月券ち取ったダイヤモンド
旗だ。前年優勝で臨んだ都市対抗で東芝は、優勝 した日本生命に完敗 .

その悔 しさを大田lH監督以下全員が保ち続けて神戸人りした.「スタート
は都市対抗の l lnJ戦 負けJと葛城、 今 [J、 優勝候 補で一回戦負けの
日41がバネを与えた栄 光でもあった。 (堂馬 隆之 )

12球団 どこで もOK
東芝・杉山

〇… LI口l二 死満 卜ゝで l Li(を救援、以降 1人の走者も許さなかった束
芝杉山は「いい思い出がたくさんできましたJと 感′既深げ. 1イ F日 のHl:

イ11は都|lf対十九で優勝して′T`1“ 了r責を獲得 今年はパルセロナri輪 で
銅メダルを取り、そして今|「

JIの 優勝  l lll大 時代は岡林 (ヤクルト)の陰に
隠れた存在だったが、社会人 2シーズンでドラフトL位候補に成長した.

に11:紙 さん(コ ーチ)に 9 1nlを 1サげlyJる コツを教えてもらいましたJとチーム
に感謝.1評価してもらえれば12球卜Jと こでもOKですJと、話していた.

東芝 大田垣 耕造監督

「最高です」.推薦 J11場 の今 夏の都市 対
オ九野珂えこそプ(阪 |ド ロ本 41命ιこ1卜 11戦 で ,次

れたが、春の東京スポニチ 大会はじめJll場 し
た全国、地 /」 の 4大 会全 部に決 H秀 進 出、う

ち 2大会に優勝 し、締めくくりの 日本選 手権で頂点を極めた
,議 しい相 手のマークをはねのけ、常に決月秀まで進むσ)はどんなに

難 しtヽことか.「練習力■ナベて」とtヽ tきる. 練習が選 手を育て、た
くましくすると。
中羊′快で、流れるようなブレーを見せても、いくつかミスする選 Fより、

格好悪くても一生懸 命、平ブヽLな ゴロを確実に処理する選 手を登用 .

「目指すのは守りσ)'予球 .糸束習 ~0中、を1友 く選 手は見方女―ケし、′、1:り が
悪い者は言式合に111ら れないチームです」
投 手I11身 だけに「ワンマンです.妥協せず、やりたいようにやって

いるJというが、女子きな|に理 /Jヽ「党から人の心理をつかむ術を学 び 、米
国のI予球技 争Fテ書 を読んで(よ 、選 手に中命読させる., F!身 も矢II言哉吸‖又
に努め、選 手の技争「i向上の糧にさせる.シーズンオフには数力liか
けて選 手とイl‖ 人面談 、こいの 考えを■1解 しあう機 会を持ち、チーム
作りσ)土台にする.
「ボーっとしてtヽるσ)が ‐番Jぃ つかの rHl、 】予球から離オじるが、′家
族と過 ごすことはめったになく、1男 1女の父は
「やめるまで駄 目でしょうJとクールな笑みを見せた
〈広島県尾道市出身.尾道商高で 1967年 選

抜 111場 。 青山学院 大、東芝 を通 じ投 ■.87年
秋から監督 、翌年に剖S市対抗 、日本選

「
権を連

覇.本社動労部長付 .42歳 .〉 (笹尾 勝彦 )
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ズームアップ
[嚇駐」鴨巽ヨ来年ぺ 貴`重な敗戦、
183タン、75キロ。理想的な体格、下半身のバネ、

球威、変化球の多彩さ。優勝戦の先発に起用
するエースにかける期待は計り知れないものが
あったはず。
東芝の主軸は左トリオ。一、二回。スライダ

ーを低めに集めて、申し分のない立ち上がり。ト
リオに対しても大胆に内をついて2奪三振。と
ころがだ。三回、突然ボールが先行する。ひと
山越した安心感がのぞいて八番打者に四球。
バントを決められた後、一、二番に連続二塁打
を浴びて2点を失った。四回も同じパターン。
下位を出し一、二番にたたかれて、計 4点を奪

われて降板した。「何を言っても言い訳になる。
辛抱しきれない自分が情けない」。信頼失墜
のショックで視点が定まらなかった。
エースというのは、チームが苦しい時にこそ真

価が問われる。技量以上に「精神面のタフさが
ほしい。武藤なら経験を積めば身につけられる」
と、石山監督の期待は薄れていない。
「連投に耐えられるだけの体力と心をつけた
い。最後の最後の悔しさは忘れません」。まだ
2年 目。敗戦は真の大黒柱への起点になる
はずだ。
高輪プリンスホテル宴会サービス動務。

一 東芝、優勝慣れしてる一
〇…初のダイヤモンド旗を逃したプリン
スホテルの瀬戸山主将は「チームは勢いに
乗っていた。大旗が手の届くところまで来
ていたのに」と意気消沈。投手陣が打ち込
まれたのが敗因だけに、女房役としての後
悔の言葉が続いた。「準決勝の自井のように、
うまく投手を操れなかった。ボール球で打
ち取るべきなのに、ス トライクで勝負して
しまった」。ただプリンスホテルは 3度 目
の出場で、初の優勝戦進出と選手権では過
去の実績がない。「これで優勝ではずうず
うしいかも。東芝はさすが優勝慣れした戦
いぶりだった」と“伝統"の差を痛感した様
子だった。

繁|■ 01爾 汰 ‐食 |1豪 影 選 手
◇最高殊勲選手賞 三原昇投手 (東芝)「都市対抗も含め、優勝

戦の先発が初めてなら、MVPも 初めて」と声を弾ませた。
2回戦で好救援。準々決勝は 1失点完投。優勝戦も七回途中で

降板したとはいえ1失点。球速は130キ ロ台前半だが、横手から大
胆に内角をシュー トで突いた。亜大卒 7年 目、投手陣最年長の28歳。
「まだまだベテランじゃない」と話す通り、若々しく攻めの投球を
貫いた。本社営業推進部業務担当。
◇打撃賞・首位打者賞 小林直人選手 (東芝)「思い切りのよさ
が好結果につながったJ。 日大三高卒 2年目の20歳。初々しく喜
びを語った。
昨年は高校野球と段違いのスピード、パワーに圧倒されたが、今

年は先頭打者。三回に先制の適時二塁打、四回も中前適時打を放ち、
重責を果たした。DH出場だったが、本職は二塁手。「次の課題は
守り」。一層の飛躍を誓った。本社エアコン営業部勤務。
◇敢闘賞・首位打者賞 佐藤友昭外野手 (プ リンスホテル)2

回戦のNKK戦 で、代打逆転 3ラ ン。本来四番打者だが、春にケガ
して以来、左投手が出ると代打を送られた。この日は四番で 3打
数 2安打。「勝って賞をもらえば最高だったのに。首位打者には
なったけど、他の試合で四番としてもっと大きいのを打ってチー
ムを盛り上げなければいけなかったJ。 今後は全試合に出場でき
るよう、左腕を苦にしないようにしたい、と課題を日にした。23歳、

中大卒2年 目、新宿プリンスホテル人事課動務。
◇首位打者賞 多田勇二外野手 (東芝)優勝戦は3打数3安打。

「準決勝までたった3安打。首位打者なんてとても、と思っていた
が」と受賞に驚いた。
■回の内野安打で波に乗り、四回は左前打、七回は前の打者への

カーブ攻めを見て取り、カーブを狙い打ちし本塁打。「甘い球が来
ただけ」と謙そんしたが、読みの鋭さが初体験の首位打者につなが
った。青山学院大卒4年日、26歳。川崎市 4ヽ向工場総務部動務。
◇大会優秀選手
【投手】二原昇、杉山賢人(以上東芝)武田勉(新 日鉄室蘭)小桧山

雅仁(日 本石油)山部太(NTT四国)【捕手】高見泰範(東芝)高柳
靖法 (日 本石油)【一塁手】L口 下和輝 (プ リンスホテル)横井信一
(NTT信越)徳永耕治(日 本石油)【二塁手】葛城弘樹(東芝)戸栗
和秀(プ リンスホテル)【三塁手】畠山弘彰(東芝)若林重喜(日 本
石油)【遊撃手】西村隆史(東芝)橋本秀樹 (新 日鉄室蘭)【外野
手】多田勇二(東芝)佐藤友昭(プ リンスホテル)船尾隆広(新 日鉄室
蘭)芝和彦(NTT四国)【指名打者】小林直人(東芝)大久保秀昭
(日 本石油)

◇10回出場選手 中橋伸幸 (日 本生命)、 武田和高(NTT四国)、

二好利幸(NTT四 国)

◇10年連続審判 樫根清 ‐

日本野球連盟
中国地区連盟専務理事

池 田 立 人
(日本野球連盟理事)

20年を振り返って
早いもので日本選手権大会も20回の記念

大会を迎えた。
大会は、様々な経過を経て昭和49年 10月

「阪神甲子園球場」で産声をあげた。その後
「大阪球場」から「グリーンスタジアム神戸」
へと舞台を移 しつつも、日本選手権の名に
ふさわしい大会として発展。「ダイヤモンド
旗」を目指して社会人野球の素晴らしい熱戦
ドラマを、今後ともますます展開するもの
と期待している。
振り返ってみれば中国地区代表チームも、
ある程度の成績を残している。特筆すべき
は第 7回大会 (昭和55年 )の 日本鋼管福山。
名投手・田村を中心 とした見事なチーム
ワークで初めて、中国路にダイヤモンド旗
を翻してくれた。この他、第 1回大会では
日本鋼管福山が準優勝、三菱重工広島が準

決勝に進出、第 6回大会には協和発酵がべ
スト4入 り。
ただ残念なことに最近の中国地区代表が

あまりいい成績を残 していないのは、悔 し
い思いがする。今後、中国地区の代表チー
ムの活曜を期待したい。
最後に当たってこの日本選手権について
お願いがある。都市対抗野球大会が終わっ
て 1か 月ばかりの期間を置いて、直ちに各
地区の予選が始まる。難しい時期だとは思
うが、 1次の都道府県予選並びに 2次の地
区予選、いわゆる底辺から盛大に開催され
るよう細かく考慮してもらいたいものだ。
われわれ関係者はこの大会を大事にして、

今後ますます発展させるよう努力したいも
のである。
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第79回大会 地区大会成績
(太字チーム本大会出場チーム)

9月 11日 から 5日間 札幌市営円山球場

大昭和製紙北海道
山陽国策ブUレプ旭川
森 倶 楽 部
た く ぎ ん
」 R北 海 道
函館太洋倶楽部
王子製紙苫小牧
新 日鉄 室 蘭
小樽野球協会
国産サニー札幌
航空自衛隊千

日鉄室蘭
和 弘 食 品
札 幌 倶 楽 部

札幌ブルーインズ
NTT北 海

◇青森▽ ‐回戦 八甲ク7-2オール青森
▽準決勝 三菱製紙八戸8-3八甲ク、自衛
隊青森11-1全弘前▽決勝 自衛隊青森2-
0三菱製紙八戸(勝者は第二次予選へ)

◇岩手▽ ‐回戦 」A県経済連11-0平泉
ク、遠野ク8-5オール不来方、岩手銀行10
-0高清物産花友ク、水沢駒形4-3オール
釜石▽二回戦 アイワ岩手 6-4宮城建設、
雫石ク(不戦勝)住田ク、岩手銀行15-0大槌
球友、久慈ク(不戦勝)東京製綱、水沢駒形10
-3東北八―ネス、 」A県経済連17-0九戸
ク、小野田セメント8-2釜石野球団、岩手
東芝 9-0遠野ク▽準々決勝 」A県経済連
7-0小野田セメント、アイワ岩手12-0岩
手東芝、岩手銀行9-2久慈ク、水沢駒形12
-5雫石ク▽準決勝 」A県経済連9-1ア
イワ岩手、岩手銀行10-4水沢駒形(勝者は
第二次予選へ)▽決勝 」A県経済連7-6
岩手銀行
◇秋田▽ 一回戦 秋田ベースボールク11-
7八橋ユーランドク、秋田経法大校友ク15-
12」 R秋田、秋田銀行8-0大曲ベースボー
ルク▽準決勝 丁DK18-2秋田ベースボー
ルク、秋田銀行 7-0秋田経法大校友ク(勝
者は第二次予選へ)▽決勝 TDK9-0秋
田銀行
◇宮城▽ ^回戦 七十七銀行7-2+条製
紙、」T8-5オールカメイ、N丁 丁東北16
-0自山ク、 」R東日本東北4-2日産サニ
ー宮城▽準決勝 N丁 丁東北12-3」 R東日
本東北、」丁16-5七十七銀行(勝者は第二
次予選へ)▽決勝 NT丁 東北4-3」 丁▽
敗者復活 回́戦 十条製紙 1-0オールカメ
イ、日産サニー宮城 6-3自山ク▽同二回戦
」R東日本東北14-7+条製紙、七十七銀行
10-0日産サニー宮城▽第二代表決定戦 七
十七銀行 3-1」 R東日本東北(勝者は第二
次予選へ)▽敗者復活三回戦 十条製紙5-

2日産サニー宮城▽第四代表決定戦 」R東
日本東北6-2+条製紙(勝者は第二次予選
へ)

◇山形▽ ・lnl戦  山形しあわせ銀行18-3
三川ク、米沢中央ク15-12東海大山形OB▽
準決勝 山形しあわせ銀行11-8新庄球友
ク、鶴岡野球ク9-4米沢中央ク▽決勝 山
形しあわせ銀行 8-2鶴岡野球ク(勝者は第
二次予選へ)

◇福島▽・回戦 福島硬友ク8_5トヤ野
球ク、全自河野球ク21-20飯野ク、学石OB
19-16オールいわきク、北斗野球ク10-7矢
吹ク、小峰ク12-8郡山フレンズ▽二回戦
∃―クベニマル 9-2福島硬友ク、全白河野
球ク6-3好間ク、1料野球ク(不戦勝)郡山
ベースボールク、小峰ク17-6ニュー相馬、
保原ク9-6平工OB、 学石O B10-6自 衛
隊福島、須賀川ク13-4川俣ク、同仁社6-
3二本松ク▽準々決勝 北斗野球ク11-8須
賀川ク、同仁社12-5小峰ク、∃―クベニマ
ル10-0全白河野球ク、保原ク9-8学石0
B▽準決勝 ∃―クベニマル9-2保原ク、
同仁社14-1北斗野球ク(勝者は第二次予選
へ)▽決勝 ∃―クベニマル 3-2同仁社

秋 田 銀 行
」       T
」A岩手県経済連
ヨークベニマル

自 衛 隊 青 森
七 十 七 銀 行
同  仁  社
山形しあわせ銀行
NTT東 北
T   D   K
岩 手 銀 行
」R東日本東北

◇茨城、栃木、群馬 都市対抗予選と兼ね日
立製作所、住友金属鹿島(以上茨城)、 全足利ク
(栃木)、 富士重工業(群馬)が第二次予選へ。
◇埼玉▽ ‐回戦 かみかわク7-6都幾リ
ク、全大宮6-3全三郷▽準々決勝 鷺宮製作
所狭山12-9川 口球友ク、日本通運10-0か
みかわク、大和ク5-4全浦和、本田技研23-
0全大宮▽準決勝 日本通運11-0鷺宮製作
所狭山、本田技研17-4大和ク(勝者は第二次
予選へ)▽決勝 日本通運10-9本田技研
◇千葉▽リーグ戦 N丁 丁関東11-6新日
鉄君津、川崎製鉄千葉6-5NTT関 東、川
鉄千葉6-4新日鉄君津OH鉄千葉とN tt T
関東は第二次予選へ)

◇東京▽代表決定戦 鷺宮製作所10-9東
京ガス、プリンスホテル13-7明治生命、N
丁丁東京9-4」 R東日本、熊谷組8-4朝
日生命(勝者は第二次予選へ)▽敗者復活一回

戦 東京ガス3-2明治生命、朝日生命7-
3」 R東日本▽第ri代表決定戦 東京ガス6
-4朝日生命(勝者は第二次予選へ)

◇東京多摩▽代表決定戦 スリーボンド4
-2東芝府中(勝者は第二次予選へ)

◇神奈りll▽ ・回戦 横浜そこう19-0神奈
川ク、三菱重工横浜10-6ウ ィーンク、いすゞ
自動車18-0横浜高島屋、三菱自動車川崎 5
-1横浜球友ク、全川崎ク8-7横浜金港ク
▽準々決勝 日本石油9-8横浜そこう、日
産自動車18-13三菱重工横浜、三菱自動車川
崎16-13いす 自ゞ動車、東芝18-2全り1崎ク
(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 日産自動車
7-6日本石油、東芝6-3三菱自動車川崎
▽決勝 東芝 9-4日産自動車▽三位決定戦
三菱自動車川崎4-3日本石油▽敗者復活・
回戦 三菱重工横浜 5-4横浜そこう、い
す 自ゞ動車11-0全川崎ク▽第二代表決定戦
いす 自ゞ動車 9-5三菱重工横浜(勝者は第
二次予選へ)

◇山梨▽ ^回戦 大月ク5-4オール櫛形
▽準決勝 甲府ベースボールク25-3市川
ク、山梨球友ク13-2大月ク▽決勝 山梨球
友ク13-7甲府ベースボールク(勝者は第二
次予選へ)

いすゞ自動車
日 本 通 運
熊  谷  組
山 梨球 友 ク
プリンスホテル
NTT関 東
三菱自動車川崎
日立製 作 所
NTT東 京
住友金属鹿島
日産 自動 車

10

日 本 通 運

4

7

プリンスホテル

4

4

NTT東 京
2

スリーボンド
鷺 宮製 作 所
本 田 技 研
東    芝
富 士重 工 業
日 本 石 油
全 足 利 ク
川崎製鉄千葉
東 京 ガ ス

5

日 本 石 油
3

◇長野▽リーグ戦 丁DK干曲川 7-1全
松本ク、N丁 丁信越13-0全松本ク、NT丁
信越11-lTDK千曲川(NTT信越、下D
K千曲川は第二次予選へ)

◇富山▽リーグ戦 北陸銀行8-2N丁 丁
富山、NT丁 富山7-4伏木海陸運送、北陸
銀行8-0伏木海陸運送(3チームとも第二

3

山 陽 国 策
パルプ旭川

1

TT
Jヒ

Ｎ
東

０

東

―

>一次予選

2

1

0

10

３

一一

４

>一次予選

>一次予選
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次予選へ)

◇鵬  予選を実施せずニチエーが推薦出場
>二次予選
9月 19日 から 2日間

◇静岡▽ ‐回戦 ヤオ八ンジャバン10-0
中電硬式野球ク、河合楽器18-0エースコン
ク、ヤマ八発動機誠和ク14-4菊笠ク、関東
自動車工業10-0浜商闘魂会、三島ク12-3
協和発酵ク、ヤマ八11-0本州ク、フジウン
ノ野球ク11-1岳南ク、大昭和製紙14-2中
遠ク▽準々決勝 河合楽器6-5ヤオ八ンジ
ャバン、関東自動車工業11-1ヤマ八発動機
誠和ク、ヤマ八10-0三島ク、大昭和製紙10
-2フジウンノ弩球ク(勝者は第二次予選へ)

▽準決勝 ヤマ八13-6大昭和製紙、河合楽
器4-3関東自動車工業▽決勝 河合楽器8
-1ヤマ八
◇東海▽一回戦 N丁 下東海10-1西濃運
輸、新日鉄名古屋12-5サンジルシ醸造、本
田技研16-9東海理化、三菱重工自工名古屋
12-3大仙、王子製紙春日丼10-3」 R東海、
日通名古屋8-2昭和コンクリート▽準々決
勝 N丁 丁東海12-9新日鉄名古屋、東邦ガ
ス5-3本田技研鈴鹿、 卜∃夕自動車5-4
三菱重工自工名古屋、王子製紙春日丼9-5
日通名古屋(勝者は第二次予選へ)▽準決勝
東邦ガス13-6 NttT東海、王子製紙春日丼
6-4卜 ∃夕自動車▽決勝 東邦ガス11-6
王子製紙春日丼▽敗者復活戦 新日鉄名古屋
7-6本田技研鈴鹿、日通名古屋4-3三菱
重工自工名古屋(勝者は第二次予選へ)

関東自動車工業
トヨタ自動車
東 邦 ガ ス
大 昭 和 製 紙
ヤ  マ  ハ
王子製紙春日丼
新日鉄名古屋
河 合 楽 器
日通 名 古屋
NTT東 海

◇滋賀▽ 回́戦 近江八幡ク12-4瀬田工
OB、 日本 IBM野洲17-0全大津▽決勝
日本 IBM野洲27-1近江八幡ク(勝者は第
二次予選へ)

◇京都▽一回戦 三菱自動車京都12-1高
島屋京都、日産車体京都3-1島津製作所、
丸勝4-2第―紙行(勝者は第二次予選へ)▽
準決勝 三菱自動車京都10-4日 本新薬、日
産車体京都7-4丸勝▽決勝 三菱自動車京
都8-1日産車体京都▽三位決定戦 日本新
薬14-12丸勝(勝者は第二次予選へ)

◇大阪▽ ‐回戦 松下電器 5-3三和銀
行、新日鉄堺16-0大阪ベーシエンス▽準々
決勝 N丁 丁関西7-2新日鉄堺、大阪ガス
9-2松下電器、日本生命16-0デュプロ、
大和銀行 4-2中山製鋼(勝者は第二次予選
へ)▽準決勝 N tt T関西7-6大和銀行、
日本生命9-4大阪ガス▽決勝 日本生命15
-5N丁丁関西▽敗者復活一回戦 中山製鋼
2-0新日鉄堺、松下電器10-1デュプロ▽
第二代表決定戦 松下電器 8-6中山製鋼
(勝者は第二次予選へ)

◇兵庫▽ 回́戦 小西酒造4-3川崎製鉄
神戸、三菱重工神戸10-2阿部企業、新日鉄
広畑15-6田村コピー▽準決勝 新日鉄広畑
8-2小西酒造、三菱重工神戸12-10神戸製
鋼(準決勝出場 4チームは第二次予選へ)▽決
勝 三菱重工神戸7-1新日鉄広畑▽敗者復
活 一回戦 川鉄神戸10-9阿部企業▽三位決
定戦 神戸製鋼9-1小西酒造▽第二代表決
定戦 川鉄神戸10-1田村コピー(勝者は第
二次予選へ)

小 西 酒 造
松 下 電 器
丸    勝
日本 IBM野洲

7

日本lBM野洲
11

住 友 金
国産車体京
川崎製鉄神
NTT関
三菱重工神
日 本 新
神 戸 製
大 和 銀
(敗者復活戦)

松 下 電
川崎製鉄神
大 阪 ガ
大 和 銀

友 金 属

布

F
ス
イ予

◇岡山・鳥取▽リーグ戦 三菱自動車水島
7-4王子製紙米子、三菱自動車水島9-7
川崎製鉄水島、川鉄水島10-0王子製紙米子、
三菱自動車水島14-3王子製紙米子、川鉄水
島7-5三菱自動車水島、川鉄水島9-6王
子製紙米子0‖鉄水島、三菱自動車水島は第
二次予選へ)▽第 ‐代表決定戦 川鉄水島 5
-3三菱自動車水島
◇広島▽ ‐回戦 NKK9-6常 石鉄工、
三菱重工三原10-9」 R西日本、三菱重工広
島15-0マツダ、N丁 丁中国7-3ヤマコー
▽準決勝 三菱重工三原9-3NKK、 NT
丁中国8-6三菱重工広島(勝者は第二次予
選へ)▽決勝 三菱重工三原16-6N丁 丁中
国▽敗者復活 ^回戦 」R西日本20-3常石
鉄工、ヤマコー13-3マ ツダ▽同二回戦 三
菱重工広島7-3」 R西日本、NKK9-3
ヤマコー(勝者は第二次予選へ)

◇山口▽リーグ戦 協和発酵10-0航空自
衛隊防府、新日鉄光23-0防府ク、新日鉄光
24-5航空自衛隊防府、協和発酵11-1防府
ク、協和発酵13-7新日鉄光、航空自衛隊防
府 8-6防府ク(新日鉄光、協和発酵は第二
次予選へ)

Ｔ
越

lj負  [::li]1崎
製

三菱自動車水島~3

鉄
島

三菱自動車京都一―――

大 阪 ガ スーーーー
新 日鉄 広 畑

―日 本 生 命一 一

一Ｆ
　
　
　
　
　
　
　
一戸
　
　
　
ス

坤　　　　　帥　　ガ

鍾　　　　　曜　　阪

１１
　
一二　
８
　
　
　
　
２
川
６
　
４
大
―

戸

薬

鋼

行

沖 縄 電 力
新 日鉄 八 幡
ニコニコドー

NTT九 州
本田技研熊本
」 R九 州
三菱重工長崎
日産自動車九州
九州三菱自動車
新 日鉄 大 分

5

本田技研熊本

7

(三位決定戦)

者 通 名 古 省     |百通名古屋

>一次予選

>一次予選

‖崎製鉄
κ  島

9月 16日 から 2日間     香川県営野球場

9月 18日 から 3日間    長崎市営大橋球場

10
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日 本 通 運

新 日本製 鐵室 蘭
Hf,督  田 中  君 男 50 県 船 オち 高
10:卜  別 府  信 介 23 明 徳 義 塾 高
″   'I瀬  修を宏 19 千 葉 商大 付 高
′′  吉 田  幸 三 19 PL学 園 高
″  渡 遡  敏 彦 19 室 蘭 大 谷 高
″  三 井  浩 二 19 足  寄  高
″  嘉 手 苅 ― 弓ム 21 日 体 荏 原 高
″  武 田   勉 20 中 標 津 高
″  渡 辺  公 幸 21 佐 渡 農 高
″  高 橘   毅 22 美  幌  高
″  米 山  浩 -32 専  修  大

捕 手  金 子  弓ム和 23 神 奈 り1大
″   田 中   イ=22 北 海 道桜 丘 高
″  長 山  和 英 29 神 奈 ,|1大
″  橋 場   博 19 埼 玉 栄 高

内 野  加 藤  茂 樹 24 国 際 武 道 大
″  橋 本 秀 樹 21大 宮 東 高
″  梅 田  貢 市 24 中 央 学 院 大
″  鈴 木  広 之 25 水 戸 商 高
″   盛 田  欣 也 21 函 館 大 有 斗 高
″   大 田    毅 20 久留米I大付高

夕■野  船 尾  隆 広 21 函 大 有 斗 高
′′  近 藤   巌 24 中  央  大
″  鈴 木  誠 治 24 Jヒ 海 学 園 大
″ .｀ 岡 田  健 -25 旭 川 竜 谷 高
″  吾 田  幹 人 23 神 奈 川 大
′′  黒 木  和 也 20 湯 沢 商 工 高

プ リンスホテル NTT東 京

NT丁蘇劃ヒ
小 窪  敬 -42 関 東 学 院 大
谷 口  直 純 23 仙  台  大
竹 内  昌 也 20 本  荘  高
加 藤  高 康 22 東  海  大
大 唐  浩 悦 30 東 北 福 祉 大
越 EB 仁 孝 26 青 森 北 高

'可
本寸  そヽ,, 22  □   2ヽ  フに

山 田   勉 25 東 北 学 院 大
添 田  光 大 26 平  工  高
猪 狩  正 弓ム 28 明  治  大
不口田    猛  24 明  治  大
安 孫 子 謹 也 18 日 大 山 形 高
高 橋  大 典 24 東  海  大
福 地 日 出 雄 34 東 京 農 大
小 山  国 博 22 東 Jじ学 院 大
阿 部  順 悦 26 ,去  政  大
柿 久 保 健 二 27 東  洋  大
佐 藤   天 23 明  治  大
鈴 木   強 23 東 京 最 大
三 瓶   イ=24 学 法 石 川 高
唐 沢   敬 26 東 京 農 大
藤 木   豊 26 東 北 福 祉 大
戸 羽  英 之 25 -関 商 工 高
模 山   聖 25 東 北 学 院 大
大 塚  広 己 21 能 代 商 高
夷 塚   1専 2]一 関 商 工 高

日 本 生 命
井 尻  陽 久 39 東  海  大
池 添 修 世 22関 西 大
赤 沢  秀 樹 26 神 戸 学 院 大
徳 久  崇 浩 20 高  知  高
新 田  雄 司 28 専  修  大
岩 本  利 仁 27 立 命 館 大
杉 浦  正 貝」 23 同 志 ネ土 大
上 井   宅EttE1 22  ヨに  ,毎   ノヽ
安 達  博 史 21 生 野 工 高
松 江  ― 浩 23 東  海  大.浅 倉  伸 吉 28 東  海  大
岡  隆 博 25立 命 館 大
山 上  和 志 25 泉  州  高
,工 ±  光 ,台 26 早 オロ 田 大
大 島  公 -24 法  政  大
中 村  B召 徳 31 専  修  大
十 河  章 浩 25 近  畿  大
川 瀬  世 資 24 桜  宮  高
野 辺  義 輝 22 日  体  大
高 橋  智 尚 27 明  治  大
中 丼  良 治 27 明  治  大
吉 田    勉  ″  創  イ面  大
川 村 祥 -26福 岡 大
佐 藤   ,青 36 早 稲 田 大
梶 田  茂 生 23 筑  波  大
中 村  孝 志 23 亜 細 亜 大
内 匠  政 博 24 近  畿  大
守 屋  公 雄 29 早 稲 田 大
金 谷  康 成 23 関  西  大
熊 添  英 樹 24 東  海  大
中 橋  伸 幸 33 愛 知 学 院 大
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芝東

NTT信 越
監 督  西 條  明 博 37 専  修  大
投 手  佃    守 23 亜 細 亜 大
″  4ヽ 初p信 章 22東 京 農 大
″  神 田  達 也 25 東 京 慶 大
″  関   ll■ 宏 24 国 士 舘 大
″  村 井  勝 美 23 岩 国 商 高″  木 村  安 孝 22 筑  波  大
″   江 尻  勝 栄 23 日  本  大

輛 手  高 橋  昭 二 30 松 商 学 園 高
″   辻    利 イi 18 松 商 学 園 高
″  小 林 じ 台 22日 本 大
″  占 木  利 弘 23 神 奈 り1大

内 野  樽 田  政 信 25 関 東 学 院 大
′′  半 田   敦 ]8 新 潟 明 訓 高
″  =土 居  誠 人 28 新  田  高
″   荒 巻  浩 平 a "p り1 高
″  福 沢   岡」 22 大 宮 東 高
′′  谷 口  光 治 23 日  体  大
″  丸 山  督 弘 24 亜 細 亜 大
′′  横 丼  信 -31 ,去  政  大

外 野  茂 木  靖 弘 20 日 大 明 誠 高
″  青 山   准 25 日  本  大
″  松 沢  浩 史 28 愛 知 学 院 大
′′  田 中  秀 植,25 亜 細 亜 大
′′  田 島  東 美 20 柳  り 高
″  三 井  興 司 22 丸 子 実 高

NT丁Jヒ I睦
水 野  三 夫 44 高 岡 商 高
イヂ藤  雄 二 22 名 古屋 学 院 大
桜 井  久 之 19 静 岡 学 国 高
赤 羽 根 俊 幸 24 明  治  大
川 越  光 司 22 徳  山  大
佐 藤   渉 20 弓ム 前 工 高
中 西  雅 彦 24 帝  京  大
作 田  真 人 18 金  沢  高
比 嘉  雄 大 24 興  南  高
高 橋  義 晴 30 駒  沢  大
9Q里テロεンヽ 自5 22  ノく同反ち
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下 野  1専相日 31 福 井 工 大
坂 田  大 造 25 日  体  大
りI Eヨ  純 康  23  奈 良 産 大
梅 沢   宏 之  26 立   正   大
祖 泉  秀 樹 27 高 岡 商 高
尾 前  拓 己 25 東  海  大
不 破  ― 紀 22 中  京  大
薮 内   啓 志  27 亜 FBl亜 大
大 ,    清 25 日  イ本  大
丼 村  忠 司 25 日  体  大
平 尾  健 二 25 大  商  大
広 瀬  健 -26 東  海  大
"界
    一―‐  24  日   作本  ラヽ

野 上  正 人 ]9 Jヽ松 明 峰 高
り 崎  博 孝 21 多々良 学 園高
東   哲 也 19 高 同 商 高
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監 督  鴨 EB 勝 雄 53 法  政  大
投 手  稲 田  雅 之 26 自  体  大
′′  林   賢 志 27 明  治  大
″  佐 藤  忠 ± 21 大 分 工 高
″    芝    光 大  26  ,去  政   大
′′  藤 原  義 紀 23 龍  谷  大
′′    片 桐   浩 ォ11 23  自   体   大
′′  竹 中  伸 和 22 岡 山 東 商 高
″  八 木  泰 史 24 法  I● 大
′′  丼 戸  英 裕 29 日  野  高

桶 手  野 中  藤 吉 2]佐 賀 商 高
″  鈴 木   -26 駒  沢  大
″  中 西  美 之 25 近  畿  大

内 野 本寸J[ 努 2556」 沢 大
′′  深 水  康 博 25 近  畿  大
″  敷 島  太 -26 明  治  大
′′  飯 田  孝 雄 31 法  政  大
″    木 戸   正 イ圭 23  同 志 ネ土 大
″  高 田  裕 之 24 口  体  大
″  梅 田  武 志 19 天  理  高
″  三 松  英 明 22 明 徳 義 塾 高
′′   '大 日ヨ代 慎 也  ″  駒   "R  大
″  小 松 崎 雄 志 30 天  理  大

外 野  西 田  篤 司 21 ンヽ幡 商 高
″  徳 嶺   -25 九 州 共 立 大
″  丼 上  博 志 24 九 州 国 際 大
″  田 嶋  清 隆 25 高 知 商 高
″  渕 田  誠 30近 畿 大
″  藤 原  良 -29 同 志 社 大
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大 阪 ガ ス

川崎製鉄 水 島

住 友 金 川崎製鉄神戸
真 鍋  義 之 38 神 港 学 園 高
1曽EEl  治 22 南 宇 本1高
安 原  由 就 23 月豪 本 工 大
安 藤   隆 20 亜 細 亜 大
上 EE イザ秀 19 智 弁 学 国 高
寺 本 rし呂 文 19 甲  佐  高
藤 原   忠 22 大 阪 桐 蔭 高
豊 田  次 郎 25 中 洋 大

'臣
路 高

宮 内  義 則 29 鳴 P5工 高
初 田  幸 広 26 尼 崎 工 高
大 ll■   健 24 神 港 学 園 高
楽 EE ttH召 19 けl Fi 高
奥 野  政 広 24 東  'ギ  大
藤 原  安 弓ム 25 東 海大 山 形 高
中 山   桑 20 本寸 野 工 高
堀 田  +329 大  経  大
金  潤 熙 20松 山 商 高
島 本   裕 28 報 徳 学 園 高
上 不可 真 弓ム 3]□ 辺 商 高
坂 本   徹 2]松 山 商 高
川 中  7● 也 29 尽 誠 学 園 高
山 本   聡 24 東  洋  大
米 □  幸 司 22 御 影 工 高
三 谷  1真 -2]尼 崎 Jし 高
本」丼  勝 23御 影 工 高
久 原  博 喜 21 智 弁 学 園 高

三 菱 重 工神戸属
慶   ルト  大
ノし州 学 院 高
東 海 大 三 高
薇1歌 山 工 高
資  鳥  高
高 岡 商 高
′ヽ 千代 1公 蔭 高
安 去 工 高
笠  □  高
高  鳥  高
だヨ  矢口  高
高 岡 商 高
ド与  矢日  繹う
平  田  高
市和 歌 山商 高
東      ,毎      ヲく
奈 良 産 大
市利1歌 山 商高
伊   都   高
高 岡 商 高
宇 部 商 高
報 徳 学 園 高

早 稲 田 大
報 徳 学 園 高
鹿 児 島 商 高
箕  島  高
高   矢tJ  高
向  陽  高
人 分 鶴 崎 高
早 稲 田 大
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新 日本製鐵大分
飯 塚 商 高
筑 陽 学 園 高
東 海 大 五 高
高  知  高
大 分 東 高
千 葉 商 大 付 高
佐 伯 豊 南 高
佐 伯 鶴 城 高
豊 国 学 園 高
Eヨ オ1 に与 譴■
佐 賀 商 高
延 同 工 高
国 学 院 大
別 ″● 商 高
月芳  口」 r罰
佐 伯 豊 南 高
柳 ケ 浦 笥
小 倉 商 高
九 州 国 際 大
柳 ケ 浦 高
喜  界  高
福 岡 第 一 高
天  理  高
佐 世 保 実 高
九州国際大 イ寸高

本 田技研 熊本

“旋風"に期待― 初出場 2チーム
初出場は山陽IJ策パルプ旭川 (北海

道)と 関東自動斗1工業 (東海)の 2チ ー
ム.日 本選手権や都市

対抗の常連チームを
破って晴れ舞台への出

場権を得た。

山陽国策パルプ旭川
は来春に十条製紙と合
併、「日本製紙Jに なる
ため、今のチーム名で

戦 うの も今大会が最

後て,向峯監督は「15年
間のすべてを出し尽く

す。新会ネLの 出発に弾
みをつけるためにもぜ

ひ 1勝をJと いう。
会社の再出発に花を添える今回の出

場に全社一
'Lと

なって燃えている。大

会には卜条製紙からも駆けつけ、一足
先に応援団が“合併"する。

関東 自動車工業は

1975年に創部したが、
翌年には部員が 7人に
なるなど存続の危機を

迎えたことも。昨年か

ら自主練習に比重を置
く方針に変えたことが

奏功 し、今回の初出場
に。 ―回戦の相手は今
大会最多出場で、 5回
の優勝 を誇 る住友金

属。「ふだん練習でやっ
ていることを思いっき

りできれば、勝敗は関

係ありません」(森監督)。 この無欲 さ

が、古豪には一番怖いはずだ。
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1993年 (平成5年)10月 10日 〉10月 17日 グリーンスタジアム神戸

優勝〓住友金属 (4年ぶり6回目)

川
日
新
三
Ｎ
た
住
Ｎ
新
日
日
Ｊ
Ｎ
新
Ｎ
三
ロ
ニ
河
Ｎ
ロ
ヤ
川
四
大
日

:ヨ NTT東Jヒ 7

/_- li,l++** z10'
∃

NTT東 Jヒ 6

金属バットが登場して15年 目の大会。採用以来「打高投低」傾向が
強まり、大味な試合展開が目立っていた。しかし、今大会はコールドゲー
ムが 1試合だけ、本塁打数も前回より5本少ない27本。上位進出チー
ムの特徴は安定した投手力を持ち、安打を連ねて試合の流れを引き込
む「守り重視」の野球だった。
大会最多優勝記録を6回と更新した住友金属は右腕 尾山の力投が

光った。 5試合すべてに登板、優勝戦の完封を含め、4完投。フォーク、
スライダーを軸に揺さぶる投球で防御率142。「技」で金属バ ソヽトの威力を
封じ込めた。打線も3割 5分 5厘のチーム打率で援護した。松本、川
畑の全日本経験者がけん引車となり、バントや右狙いの進塁打を正確に
決めて、得点力を高めた。投打のバランスの良さを基礎に、1年間を通じ
てチームカを維持する努力が「秋に強い住金」の伝統を築いた。
日産自動車は北川、木寺の先発、川尻、一条の救援と投手のローテ

ーションを確立し、初の優勝戦進出を果たした。北川が準々決勝で右
腕に打球を受けて、優勝戦に登板できなかったのは誤算だが、5試合無
失策の守備に支えられ、見事に守りの野球を展開した。NTT東 北も
左腕、加藤の急成長が4強入の原動力になった。
今夏の都市対抗の優勝戦を争った日本石油、日本通運は明暗を分

けた。ベスト4進出で面目を保った日本通運は難波、薮、井出、田中泰
と続く上位打線の破壊力がすさまじかった。長打力だけでなく、準々決
勝のNTT関 西戦で 1イ ニング8安打の大会タイ記録をマークするなど、
振り切る打法は下位まで徹底されていた。一方、日本石油は投手陣の

>委員長=米谷道雄 >副委員長=山川脩pl、 大村 ‐彦、二宅享次 >幹事=竹中清二、岡本好■、津田浩嗣、片岡成夫、吉田龍男 >委員=小林
勉、大橋慶二、木嶋一黄、桃田晴彦、辻喜正、永田兼治、伊東登、大石泰、梶浦照樹、官奥欣司、樫根清 、赤井淳二、上杉 正、相沢孝行、野尻 1二博、
山崎浩、南11正人、広沢渉、岡本良 一、鹿多証道、浜田正三、生越芳明、榎田健 一、東優孝、南垣勇、新阜定、北野雅行、岸井健、橘公政、長谷川文
彦、美馬洋、中川雅夫、片山寄世史、宮木明、松村洋、井田保則、梅本吉徳、伏見文隆、北村泉、今井豊、梅田泰洋

島 (中 国)

所 (関  東)

畑 (近 畿)

崎 (九 州)

国 (四  国)

ん (北海道)

属 (近 畿)

陸 (北信越)

屋 (東 海)

運 (関 東)

油 (関 東)

連 (東 北)

西 (近 畿)

光 (中  国)

北 (東 北)

浜 (関 東)

命 (近 畿)

― (北信越)

器 (東 海)

ノ11(九 州)

車 (関 東)

ハ (東 海)

戸 (近 畿)

行 (四  国)

道 (北海道)

薬 (近 畿)

:コ ロ立製作所

:三二∃三菱重工長崎

:三]イ主友 金 属

古三コロ本通運
lコ ロ本 石 油

:コ NTT東Jヒ

〔コ日本生命

)三コ 日産自動車

:コヤマハ
:コ畑和螂海道

住 友 金 属

未整備が打線の大振りを招く悪循環で、2回戦で早々と姿を消した。
西の雄として期待された日本生命も投打の歯車がかみ合わないまま敗
退した。
初陣 3チームは初戦敗退したが、内容は来季につながるものだった。
」A岩手県経済連は日石相手に序盤をリード、ニチエーは日生を1安
打に抑えてあわてさせ、三菱電工横浜もNTT東 北に1点差まで詰め
寄る健闘、熱戦譜に彩りを添えた。

〔優勝戦〕住友金属一日産自動車 六回裏住友金属二死二塁、中西の三遊
間突破安打で、二塁から山田が還り6点目。(捕手・黒須)



第20回言己念大会 大会言己録 社会ス野球日本選手躍大会 2鉾雙

▽10月 10日
1第 1試含=1回戦(午後 0時 8分開始)|
日立 製 作 所 000103011 6
新 日鉄 広 畑 000001 100 2
>審判 (球審 )大橋 (塁審 )赤丼 、宮 本 、浜 田

回 安振 球 貢
斎  藤  7 6722
俵   2 0100

>本塁 打 =恒 吉 ]号 (足達 )砂 田 1号 (斎藤 )レ ニ 塁
打 =恒 吉 、和 久 丼 、大 墨 、大 久 保 、久 保 >犠打 =日 1

(徳原 )新 ](的 山)>盗 界 =日 1(諸積 )>暴 投 =数
田 卜言式合 時 間 =2時 間 47分

第 2試含=1回戦(午後 3時31
三菱重工長崎 200 032 101 9
NTT四 国 001000030 4
)審判 (Il審 )東 (塁審 )榎田 南□、桃田 (外審 )長谷川 、北野

犠 併 残
3  0  6 329 3 5 2

>本塁 打 =村 上 竜 ]号 (石崎 )レ 三 塁 打 =大 貝 >二
塁 打 =大 員 、松 本 >犠打 飛 =三 5(森 3、 村 上 和 、小
島 )N3(大 貝 、松 本 丹 下 )レ 盗 畢 =三 2(村 上 竜 、
村 [和 )N4(大 貝 、芝 、三 好 、能 田 )レ 失 策 =三 ]

(吉 村 )N2(芝 、山 部 )>暴 投 =西 川 >言式合 時 間 =
38寺 間 3分

痛 打 され 言葉 少 な
○ 今大会11指の左腕と注‖を集めたN「́T四 I可

山部は
~番 手としてli口1途中から登板、3卜 11/3を 投

げたが 5安オ〕、3失点とさんざんの出来. 課題の制
球を気にするあまり、フォームが小さくなり、速球投 1の
面影はなかった:今秋のドラフト[位指名候補だけに、
試今後のインタビューも進路にτi間 が集中 「今イFは
春から4iく 気でいましたJと プロ人りに意欲をみせたが、
「でもこんな投球では大きなことは言えませんJとテi槃少
な

第 3試含=1回戦(午後 7時 8分開始)

>審半」(球審)木嶋(塁審)梅田 橘、辻(外審)北野 長谷川

>二 塁 打 =松 本 、知 念 川 畑 、後 山 、狐 塚 、中 西 卜犠
打 飛 =住 3(青木 、松 本 、川 畑 )レ 盗 塁 =住 1(戸 田 )

レ失 策 =た 2(岩田 、田 中 )住 ](三 電 )>試 合 時 PBM

=2時 間 49分

▽10月 11日
第 1試含=1回戦(午前 8時52分開始) 3試合=1回戦(午後 2時50分開始)

三菱重工横浜 000 001 0201
NT丁 東 北 10000210X
>審判は 審)小林 (塁審)伊東、山崎、丼田

>本 塁 打 =戸 羽 ]号 (石 丼 )>三 畢 打 =菅 沼 、藤 木
>犠 打 飛 =三 1(斉 藤 )N3(福 地 2、 阿 部 )>失 策
=三 ](松下 )>暴 投 =力日藤 、越 田 >試 合 B寺間 =2
B寺間 ]4分

第 4試合=1回戦(午後 5時40分開始)

)審半 (球審 )吉田 (塁審 )東 、松村、片山 (外審 )南垣、岸丼

新日鉄名古屋 1 00 000 0
日 本 通 運 1400222
>審 判 (球審 )赤丼 (塁審 )樫根 、野 尻 、桃 田

回 安振 球 責
橋  本  7 8821

レ本 畢 ま]=丼 出 ]号0(原 田 )田 中 泰 1号 (保坂 )>
二 塁 打 =難 波 、薮 レニ 塁 打 =難 波 >犠 打 飛 =新 1

(田 中 思 )日 5(薮 2、 田 中 敏 、中 村 、宮 下 )>盗 塁 =
日 ](田 中 泰 )>矢 策 =新 1(田 中 忠 )日 2(島田 、宮
下 )>暴 投 =岩 崎 ▽ ボ ー ク =保 坂 >試 合 時 間 =2
日寺辰54]う)

第 2試含=1回戦(午後 0時 4分開始)

」A着手県経済運 100 000 120
日 本 石 油 00005030X
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1

可1

球
―
１
２
１
２
０
０
０
０
０
０
０
　
７

振
１
０
１
０
２
２
０
０
０
１
０
１
　
８

点
１
２
３
１
０
０
０
０
１
１
０
０
　
９

安
３
１
１
２
０
１
０
０
１
１
０
０
　
‐‐

打
４
２
２
３
２
３
０
１
２
４
１
２
　
２６

中̈『壽̈̈一讐̈̈̈̈
中一

球
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
　
　
２

振
０
１
１
１
０
０
２
０
０
０
３
　
　
８

点
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
　
　
１

安
２
１
０
２
１
１
０
１
０
０
０
　
　
８

打
３
２
３
３
３
３
２
１
２
０
３
　
　
Ｍ

¨
』
嗽
林
﹇
議
華
刹
『
暉
¨
中
　
中

‐ ０ ６

晰
Ｄ
④
０
０
０
Ｄ
●
Ｈ
Ｏ
Ｈ
②

球
１
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
　
２

振
０
０
１
１
２
０
２
１
１
０
０
　
８

点
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
０
　
２

安
０
２
０
２
０
０
０
１
０
１
０
　
６

打
３
４
４
４
３
４
３
４
２
１
１
　
３３

剛
一
幸
〔
¨
『
﹇
﹈
寺
』
螂
¨
は

‐ フ

師
０
“
Ｏ
Ｄ
・
７
②
‐６‐‐‐
昴
Ｈ
５
犠
‐

球
０
０
１
０
０
０
１
０
０
　
　
　
２

振
０
０
２
４
０
０
１
１
０
　
　
　
８

点
２
１
０
０
１
１
１
０
０
　
　
　
６

安
３
２
１
１
３
３
２
１
１
　
　
　
‐フ

打
４
５
４
５
５
５
４
４
４
　
　
　
４０

帥
﹇
¨
静
コ
』
¨
砕
剌
い
　
　
は

０ ‐。

匝
，

０
０
０
０
Ｄ
ｏ
④
②
　
　
犠
‐

球
０
０
０
１
０
０
０
０
０
　
　
１

振
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
　
０

点
０
０
０
２
１
０
１
０
０
　
　
４

安
２
０
０
２
１
０
１
０
０
　
　
６

打
４
２
４
３
２
３
３
３
３
　
　
２７

刺
幸
﹇
『
』
呻
幸
﹇
﹇
囃
　
昨

‐ ３

Ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犠
３

Ｎ
Ｏ
の
０
０
０
Ｄ
③
０
０

球
０
０
０
１
１
０
０
０
０
０
　
２

振
―
１
２
１
０
２
０
０
０
１
　
８

点
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
　
１

安
１
２
１
０
１
０
０
１
０
１
　
７

打
４
４
３
３
３
４
４
４
０
３
　
２

測
原
崎
藤
谷
下
沢
藤
崎
丼
沼
残
５

一
嚇
﹈
中
蜘
﹈
¨
¨
中
¨
権
嘲

‐ ‐

黄
１
５

球
０
２

振
４
４

安
７
‐０

回
４
５

田
達

薮
足

貢
４
４
２

球
３
２
２

振
１
５
２

安
５
３
３

回
戊
４
Ｌ

田
坂
崎

原
保
岩

責
３
０

球
―
―

振
７
１

安
７
０

回
残
残

藤
田

加
越

貢
２

球
―

振
０

安
６

回
８丼石

Ｏ
Ｘ

一
〈叩

工
生

チ
本

二
日

貢
―

球
―

振
６

安
７

回
９井土

球
０
１
０
０
０
０
０
０
１
０

振
０
０
１
１
２
１
０
０
０
０

点
―
１
０
０
０
１
０
０
０
０

安
３
１
１
０
１
０
０
３
０
０

打
４
２
４
４
４
４
４
４
１
１

呵
貝
本

芝
　
田
核
島
田
下
田

Ｔ
大
松
　
一二
柴
橋
竹
能
丹
武

い
０
０
Ｃ
Ｏ
Ｄ
●
０
０

，
Ｈ

球

１

０

３

３

０

０

０

０

０

０

０

０

　

７

振

０

１

０

２

１

０

０

２

２

０

１

１

　

‐０

点

２

０

０

１

４

０

０

０

０

１

０

０

　

８

安
５
１
０
０
３
０
０
２
０
１
１
１
　
‐４

打

５

３

２

２

５

０

０

５

２

３

５

５

　

３７

中̈一̈一い時珈一̈̈一一中５２‐３

球
１
１
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
４

振
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
１
０
０
０
０
　
２

点
０
０
０
０
０
３
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
３

安
０
０
０
０
０
３
０
０
０
１
０
１
０
０
０
　
５

打
２
０
０
１
１
３
４
４
０
４
４
３
０
１
３
　
３。

『
呻
星
一
﹈
¨
一
¨
磁
に
奪
﹇
中
剌
轟
時
中

‐ ０ ４

賭
Ｄ
Ｈ
Ｒ
Ｏ
Ｈ
●
Ｃ
０
９
０
０
０
２
Ｈ
Ｏ

球
―
１
０
２
０
０
０
０
０
１

振
１
０
０
０
１
０
０
１
０
１

点
１
２
０
１
０
０
３
０
０
０

安
０
１
０
０
２
１
１
２
１
０

打
４
３
０
１
４
４
４
４
３
３

『謳『〔﹈一螂中﹇時中

旧
０
０
４
０
〇
一〇
Ｏ
Ｄ
Ｏ
●

【ニ チエ ー 】打安 点振 球  【日本 生 命 】打安点 振 球
③  冨  樫 42000 0 金  谷 30100
(0鈴 木 31020 C)梶 田 40000
D重 山 3011l ⑤ 十 河章 30001
⑨   )豊   貶] 4 0 0 1 0   (Э   り|1  本寸 4 0 0 0 0
0 橋  田 41000 0 高  橋 30010
⑦ 望 月 40010 H吉 田 10010
②  近  藤 41000 R7守  屋 00000
0 木  内 3 1 000  D 中本寸孝  2 1 002
④ 飯 泉 310100岡 30001

4D  呵コ本寸日召 0 0 0 0 1
R4野  A7D10002
5D71ヽ 林 10102

犠 併 残      犠 併 残
0  0  6 327 ] 6 1     1  1  9 251 2 2 9

貢
５
１
１

球
３
３
１

振
７
２
１

安
７
５
２

回
義
Ｌ
‐

川
部
崎

西
山
石

貢
―
―

球
２
０

振
４
１

安
５
４

回
７
２

川
藤

中
後

残
５

併
―

犠
２

田春
責
６
０

球
５
０

振
４
０

安
８
０

回
醜
Ｌ

竹
越

佐
細

308 7 4 5 貢
２
０

球
９
０

振
―
―

安
１
０

回
７
１

山
富

一﹇向
一二

回 安振球 責
9 5243

>本 塁 打 =徳 剥 号③ (佐 竹 )熊谷 1号② (春 田 )>
二 塁 打 =熊 谷 、平 田 若 林 >犠 打 =」 1(奥 堂 )日 2
(坂 回 、伊 藤 )レ 盗 塁 =日 2(平田 、坂 口 )>矢 策 =」
1(上平 )日 1(春 田 )>試 合 時 間 =2時 間 9分

日石 5回 に一 挙 逆 転
O l点を追う日本イ「油は1[回 、無死満祟からνЧ
球と平|]]の イi翼線 l星打、犠飛などで5点を挙げて
逆転. し[lには徳永がプ[:翼 lf上段に3ラン,JA岩
F県経済連は ‐[1、 熊谷の二祟llで 先制、八「1には
熊谷の有越え2ランで追い上げたが、春円をとらえきれ
なかった.

>犠 打 飛 =日 1(金 谷 )>盗 塁 =二 1(冨 樫 )日 4
(十河 章 、中 村 孝 2、 小 林 )>失 策 =二 ](望 月 )日 1

(岡 )>暴 投 =高 山 ▽ ボ ー ク =高 山 、三 冨 >捕 逸 =
近 藤 2>打 撃 妨 害 出 塁 者 =鈴 木 >試合 時 F80=2時
間 43分

負 けて も“勝 者 の 弁 "
○… 9四死球を与えながら日本生命打線を七回ま
で 1安打、2失点に抑えたニチエー 高山は「四クビ球
が多いのはコースを粘り強くついた結果。満足のいく
投球ですJと惜敗にも晴れやかな表情。「チームにとっ
ても、ぼく自身にとっても来季につながるゲームができた
負けてもうれしいJと笑みがこぼれっ放しだった。
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応援団コンテストも住友金属が最優秀賞
第20回大会を記念して今年から

応援団コンテス トが始まり、五回
終了後のグラウンドの整備時間を
利月1し てチアリーダーたちがバッ
クネット前で演技。審査員の投票
の結果、住友金属=写真=が最優
秀賞を獲得 したほか、次の応援団
が「三賞」に入った。
〉チームワーク賞 日本生命 >
―ク賞 ヤマハ >はつらつ賞

球
０
０
０
０
１
０
０
０
１
０
　
　
２

振
０
１
１
１
０
１
０
２
１
１
　
　
８

点
１
１
２
１
１
０
０
０
１
０
　
　
７

安
３
２
２
１
２
１
０
２
１
０
　
　
‐４

打
５
４
４
４
４
２
２
４
３
４
　
　
３６

厠
山
木
本
畑
宅
内
渕
西
田
野
　
残
９

』
¨
咋
﹈
悧
」
】
動
中
¨
¨
　
帥

３ 。

球
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
　
１

振
―
１
０
２
１
０
１
０
１
０
０
　
７

点
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
２
　
３

安
１
２
２
０
１
１
０
０
０
０
１
　
８

打
５
４
４
４
３
４
３
１
３
１
４
　
３６

川
泉
田
塚
中
山
間
上
橋
川
田
念
残
７

峠
﹈
嗜
蜘
『
申
』
﹈
帖
¨
﹇
﹈
申

０ ０

量員
―

球
―

振
７

安
８

回
９山尾

貢
３
３
０

球
０
２
０

振
０
３
５

安
４
６
４

回
％

４
銑

原
原
田

藤
萩
本

見事な演技を披露する住友金属のチアリーダー。 日本通運

199



第20回言己念大会 大会言己録

第4試合=2回戦(午後 5時33分開始)
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前  田  9 3721

>本 塁打 =高林]号 (前 田))二塁|]=新宅 >鶴 打 =N2(安 西
林)卜 盗塁 =Nl(林 )日 l(若 林)● 失策 =□ 3(イ,藤 松嶋 大久
保))試合時間 =2:寺間11分

会 心 、攻 め の 投 球
○  都 |li対 抗 優勝 チームを‖|「 に党投 ‖券利を貪

“

った
NTT関 西σ)前 IⅡに「ナイスピッチングJとすインから次 々′=か
かかった.「14い ですよ.並の振りじゃあないですから, 何
度も‖イiil線 に対する怖さを||に した i式 合前は「 L卜 1で
終わってしまうのでは (コールド負け)Jと 思ったそうだが、内角
を速球でつき、追い込んだらフォークで1卜留める攻めのビッチ
ング` 卜1は li番 大久保以 下を3者連続 奪 1振 にと ,た .

六回、先頭のル:藤 にアI:前 llを許すまで、作した走 者はPЧ 球
σ)1人だけ
社会人 2年 同 今11の都市対抗で大阪 市 |111製 鋼に

訥強され、東京ドームで先発したのが自信に,「思いUlり 1,
げようとした。 真っすぐを信してよかった」と、会心の投球を振
り返った

▽10月 14日
第 1試含=2回戦(午前 8
NTT東 北 103021010
新日本製鉄光 103 011 000
卜審 判 (球審 )赤 丼 (塁審 )広沢 、野 尻 、鹿 多

>本畢打 =藤木 ]号 (土丼)>二塁打 =藤木 佐藤 >4義 打飛 =N3
(夷 塚、佐藤、大塚)新 3(高村、右本、最上)>盗 塁 =N3(夷 塚、三
瓶、高村)新 2(岩 本、大塚)>失 策 =N](河 村 )新4(浜□、鳥羽2
東方)>試合時間 =3時 間23分

第 2試含=2回戦(午後 0時55分開始)

河 含 楽 器 00200008010
日 本 生 命 1000000102
>審 半Jは 審 )大橋 ∈ 審 )浜 田 、伏 見 、岸 丼

回 安 振 球 責
里予  ラk  9  6 4 6 2

〉本塁打 =梶田1号 (野 末)長谷部1月 2(土丼)>二塁打 =田 原、
尾上 長谷部、森田 〉犠打飛 =河2(中透 盛)日 1(中村孝)>盗塁
=日 2(中村8召 小林)>矢策 =日 20村 、杉浦)>試合時間 =3時
間
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置 )>失策 =Nl(嶋 谷 )>試合 時間 =2時間38分
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川崎製鉄神戸 000 000 000
ヤ  マ ハ 00010001X
>審半J(球審 )上杉 (塁審 )美馬 、北村 、梅 本

豊  田
>二 塁 打 =島 本 、金 、野 沢 、久 原 >犠 打 =ヤ ](寺
田 )>盗 塁 =川 1(山本 )ヤ 2(寺田 、山 路 )>失 策 =
川 ](島本 )>試 合 時 間 =2時 間 26分

第 3試含=1回戦(午後 3時12分開始)

大昭和製紙北海道 020 000 031 101 8
四 国 銀 行 0103010011007
>審半J(球審)伊東 (塁審)南 □、南IB今丼 (外審)長谷川 橘
I大 昭和製紙】打安 点振 球  【四 国銀 行 】打 安 点振 球
⑥ 富 永 410100亀 丼 51101H8道  原 33200 ④  谷  岡 61000
⑦  渡  40001 ②  南  部 5]0007 日  下 2]100 2 吉 田 1000014 高 木 40122 19 森 田建 5112]
⑤  酒  丼 6102]③  田  中 43000

回 安振球 責
桐  木 4%7234
渡 部 8 8412

>本塁打 =森 ]号③ (桐木 )>二塁 打 =亀井 、小林 、
道 原 >犠打 =大 2(高木 、望月 )>盗塁 =大 4(冨永
渡 、高木 、渡 辺 )>失策 =大 2(道原 、桐木 )>暴 投 =
大西 3>試 合時 間 =3時 間47分

乱 戦 、大 昭 和 北 海 道 が 制 す
○…今大会初の延長は,i「 29安オI、 25残塁の占L戦 .同点

で迎えた十 二回、大‖′和製紙北海道は タビ後、道原が右翼
線 二塁打.‖ 下の中前打で  i墨 とし高本の投 前スクイ
ズで決勝点を挙げた.再 1の好機を粗い攻めと走早 ミスを
重ねて決定的なリードを奪えず、もつれた
「Ч国銀行はPЧ 回、森のパ ックスクリーンヘの 3点本畢JIな
どで一時は逆転、終盤も驚 異的な粘りをみせたが最後に力
尽きた,

341]4 2 2     4  2 11 3415104 8
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回 安振 球 責
上  園 2 2042
中 島剛 2%4022
関   )`1201

後  藤 2%5024
牧  瀬  233102
中  り1 1 01oo
>三 塁 lT=貝 塚 、小 島 レニ 塁 打 =村 上 竜 、川 畑 青
木 2、 三 写 、山 田 2>犠 打 飛 =住 4(青木 川 畑 、樋
野 2)レ 盗 塁 =住 1(戸 田 )>暴 投 =尾 山 、関 >試合
B寺間 =2時 間 35分

大 舞 台 で 素 質 開 花
○ 六lnlに 代打で(チ場したf主友金属の山Hlが 2 1111]
3打点の大,:1躍 .「無我夢:||でオ|ったのがよかった 公式
戦で 1試 合長オ「 2本は初めてt ht高の気分ですJ、 人社
2`F日 の20歳 ` f,4`高 (利 1歌 山)時 代から注 目されていた
素質が大舞台で開花した. llFR監 督も「スイングの力強さは
だれもが1認める将 来の に軸Jと 満足顔だった

)審判 (球 審)辻 (塁審)梅本、今丼、松村 (外審)榎 田、北野

>本塁 打 =川 崎 (日 )]、 2号 (伊藤 )井 出 2号(2)(伊
藤 )>二 塁 打 =堺 、中 田 2、 祖 泉 >犠 打 =日 ](薮 )N](大 川 )>盗 塁 =日 ](丼 出 )>失 策 =日 3(田
中 敏 2、 中 村 )>暴 投 =黒 川 >捕逸 =川 崎 (日 )>試
合 時 間 =20寺 間 21分
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▽10月 12日
第 1試含=1回戦(午前 8時57分開始)

第 2試含=2回戦(午前11時30分開始)

第 2試含=1回戦(午後 0時11分開始)

第 3試含=2回戦(午後2時35分開始)
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第3試含=2回戦(午後 4時33分開始)

日産 自動車 010000010 2
ヤ  ミ7 ハ 000 000 000 0
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)審判 (球審)樫根 (塁審)岡 本 美馬 長ヽ谷川 (外審 )新 早、生越

【ヤ マ フヽ】打安点振球(9松 田 310]1
(a 佐戸泰ヵ〕ooo008 右  島 31000H 中 村 00001R8寺  田 00000D 桑  原 30000HD後  藤 10000(D 刀ヽ  り 400000 渋 谷 4]00071 野 沢 3002]4)佐 藤修 32000H 山  路 11000R 藤  本 000003吉  田 410100 飛弾野 30000
犠 併 残
0  0  8 327 0 4 3

回 安振 球 責
寺 6%4210
尻 2233220

>二塁 打 =黒 須 、松 田 、天 瀬 、青 柳 >盗塁 =日 3(青
柳 、上 島 、渡 辺 等 )>失 策 =ヤ 1(右 島 )>試 合 時 間
=3日寺間

ラ イ バ フレ好 投 に 発 奮
○ 「同期の北川には負けたくなかったJと 日産自動車の
先発 木寺は七回一死まで二塁を踏ませない投球に満足そ
う ライバルJUI力■刀戦のNTT九州戦で1失点の完投.

何かと比較されるだけに剛|1尻 さんの救援をllllが ず、完封した
かった」.投手経験は中京大に進学してからでまだ6年.ス
ローカープを多投し、緩急をつけた投球に自信を持ち始めて
いた

,

第 4試含=2回戦(午後 8時 4分開始)

大昭相製紙北海道 100
日 本 新 薬 000

3
1

>審判(球審)木嶋(塁審)上杉 南垣、松村(外審)生越、新軍
1大昭和製紙】打安 点 振球  【日本新 薬 】打 安 点振球71    叛蔓    4 2 1 1 0   16   上  本寸 3 1 0 1 ]
8~  iヨ   F員  4 1 0 1 0   D  E口   里予 4 1 0 0 0
の 高  木 42000 0石  橋 3100]④ 高  木 42000 0石  橋 3100]
⑤  ,酉  丼 43 ]1 0  0 河  原 3 1 02 ]D佐 藤 40020 0岩 橋 30120
③ 山 本 310]]② 岩 本 3102]
⑨  」ヽ  本木 3 1 1 1 0   6  Ett  E口   4 0 0 1 0
②  望  月 40020 0  E■  20000
⑥  富  永 40010 H7山  本 20010
犠 併 残

⑦ 9川  口 10002
1這信号 イ井 夕曳

1  ] 6 34103101     ]  1  7 285 1 9 6

>本塁 打 =渡 1号 (渡部 )小林 1号 (渡 部 )>二 塁 打
=岩 本 、山 本 (太 )>犠 打 飛 =大 1(小 林 )日 ](岩
橋 )>暴 投 =桐 木 2>言式合 B寺間 =2時 間 24分

▽10月 15日
第 1試含=準々決勝(午前8時53分開始)

000 000
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>審判 (球審 )鹿多 (塁 審 )大橋 、中 川 、片 山

残
６

併
―

犠
０

貢
１
０
０

球
２
０
０

振
３
２
１

安
４
１
０

回
％
ル
‐

本
部
徳

宮
安
常

木
川

貢
３
０

球
０
１

振
７
３

安
８
２

回
７
２

渡
遠

三貝
―

球
６

振
９

安
５

回
９木

１

１０
所
属鐵嬌

日
住

100
000

球
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
　
１

振
０
１
１
２
０
１
０
０
０
０
０
０
　
５

点
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
０

安
１
０
０
２
２
２
１
０
０
１
０
０
　
９

打
４
３
１
４
４
４
３
３
３
２
１
０
　
３２

鋼螂̈原幸鉤』』砕『』静『は‐５

匝⑦⑥Ｈ２０００Ｄ⑨④②Ｈ６犠。
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>本塁 打 =山 田 ]号 (俵)>二 塁 打 =恒 吉 、樋 野 、諸
積 >犠打 飛 =住 1(松本 )>試 合 時 間 =2時 間 1フ分

第 2試含=準々決勝(午前11時45分開始)

NTT関 西 000040002 6
日 本 通 運 000 400 07X ll
)審判(球審)小林(塁審)樫根、大石、宮奥

▽10月 16日
第 1試含=
皆渠竃屋:::::♀ ♀::|:
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第 3試含= 決勝(午後3時12分開始)

レ審判 (球審)木嶋 (塁審)樫根、赤井、新早

回 安振 球 貢
7 3752
2 0000

>本塁 打 =中西 1号 (黒川 )>二塁打 =中西 、三 宅 、
森山 >犠打 =日 1(中田 )>盗塁 =住 10畑 )日 1

(難波 )>試合 時間 =2B寺 間23分

継 投 の妙 、日通振 り切 る
2-2の同点で迎えた九回、住友金属は二死から

三宅の遊撃強襲二塁打と
'‖

淵の内野安打、四球で満
塁。代打森山の左翼線二塁打で 2点を勝ち越し。
八回から石井を救援した二番手、尾山が一人の走者も
許さず、リードを守り切った。
日本通運は黒川がコーナーを突き好投。 し回に松

尾の中前打でいったんは追いついたが、主軸打者が
無安打に終わったのが痛かった。

第 2試含=準決勝(午後 1時 5分開始)

レ審判 (球審 )大橋 (塁審 )吉田 、辻 、浜 田

犠 併 残
2  0  6 34106]]3

回 安振 球 貢
寺 2%4425
条 3 52]]
塚 3%1500

>本塁 打 =三 瓶 ]号② (木寺 )早川 ]号② (越田 )>
三 塁 打 =黒 須 >二塁 打 =日 置 、渡 辺 等 、三 瓶 、阿 部 、
唐 沢 、戸 Σ2>犠 打 飛 =N2(福 地 、猪 狩 )日 2(早川 、
日 置 )>盗 塁 =日 3(青柳 、渡 辺 等 2)>失 策 =Nl
(柿久 保 )>試 合 時 間 =3日寺間 5分

日産 3回まで 大 量 10点
い|に 2点 を先取された日産自動車はその裏、日

置、青柳の長短掏と、犠飛をはさむ4連続レЧ死球で3
点を挙げ逆転、1国には黒須の 2点二塁打、ヽ1川 の
左越え本塁打で4点を追加.2点差に迫られた二回
には青柳の適時打、敵失などで 3点、NTT束 北を
突き放した.,

NTTは ―lHnに 1瓶の右越え2ランで先制.二回
には二瓶のイf越え二塁打などで3点を返したが、守り
の乱れが大きく響いた。

狙 い 球 を 間 違 え た
○…一回に先制 2ラン、三回は2点 二塁打と気を
はいたNTT東北 三瓶は、四回二死満塁での凡退を
悔やんだ。「狙い球を間違え、中途半端な打撃をして
しまった。あそこでもう1本オIたないと、2大大会では
勝ち残れない」と声を落とした。 3年前はドラフト候補。
今年の1実補はエース加藤。「ベスト4止まりだったけれ
ど、彼にはいい大会だった。プロで活躍してほしいJと、
後輩に夢を託した。

回 安振 球貢
自  丼 3%3124
岡  本 1 ]000
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>本 塁 打 =山 田 1号② (新 丼 )>三 塁 打 =中 田 、田
中 敏 >二 塁 打 =丼 出 、田 中 敏 、羽 生 2、 大 丼 、薮 、日
中 泰 >犠 打 飛 =N3(羽 生 、新 宅 2)日 2(松尾 、島
田 )>盗 塁 =N](林 )>暴 投 =橋 本 、松 下 >試合 時
間 =28寺 間 50分
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>審判 (球審)岡本 (塁審)吉 田、生越、浜田 (外審)山崎 橘

回 安 振 球 責
力日  靡姜  9  4 5 2 1

>三 塁 打 =三 瓶 >犠 打 飛 =河 2(清水 、吉 村 )N4
(阿部 、福 地 2、 佐 藤 )>矢 策 =河 ](清 水 )N](福
地)>暴投 =カロ藤 >捕逸=森田 >試合時間=2時
F8840う )

第 4試含=準々決勝(午後6
大昭和製紙北海道 210
日産 自動車 000
>審半J(球審 )赤丼 (塁審 )美馬 榎田、新早 (外審 )橘、山崎

回 安 振球 責
力蔓音5月券 8 6304

>本塁 打 =望 月 ]号 (Jり )青柳 ]号② (渡部 勝 )>
二 塁 打 =早 川 >犠 打 =大 2(道 原 、高 木 )日 ](大
平 )>盗 塁 =大 ](酒 井 )>試 合 時 間 =2時 間 13分

3打 点 に 会 心 の 笑 み
○…四回に2ラン、八回に決勝点をたたき出した日産自
動車の青柳は「八回は、前の打席で落ちる球にやられたの
で、lllっていた。体勢が崩れたけどうまく打てた」と会心の笑
み。「渡部勝投手からは、そう点は取れないので食らいつい
ていくことだけを考えたJ。 2回戦のヤマハ戦で9打席ぶり
に安打。次第に調子を上げてきた。「打ち方は悪くないと思
っていた。結果が出せてよかったJ
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第20回言己念大会 大会言己録
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▽10月 17日
優勝戦(午後 1時31分開始)

>審判(球審)小林 (塁審)木嶋、榎田、美馬

尾  山
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>二 塁 打 =三宅、樋 野 竹 内 山 田 >犠打 飛 =住 ](戸
田 )>盗塁 =住 1(後 山)>暴 投 =久保 >捕逸 =黒須 >
.・f合時間 =2時 間 13分

住金、着実に加点して快勝
住友金属が

'ゼ
山の低めを丹念に突く投球と l:軸の勝負強いll撃

で快月券した ,

住金は 1回 、川畑が中前打.続 く二宅のフェンスを直撃する中
越え二果打、暴投などで 2点を先取.1回 は左前打の後山が li往 し、
二死から松本の右前打で4i選 . 〕i軸が序盤に日産 l′ 1動 llの 久保、
川尻を攻略して着々と得点を重ね、五111は樋野の ■暴打で 1点、六
回も二死からの 3連続長短打で 2点 を加えた。尾山は序盤、速球
)i体の投球、中盤以降は 転́、スライダーを低めに集め、ゴロをJ!た
せた。5試合連続登板の疲れを感じさせないみごとな制球力が光り、
5安打、無四球で完ま、「.二畢を踏ませなかった.

日産は九回二死後、青柳、渡辺等が連打する粘りを見せたが、尾
山の変化球を打ちあぐみ、本摯を踏めなかった。変化球を左翼方
向に流して 2安打を放った竹内以外は大振りが日立ち、淡泊な攻
めに終わった。

住友金属

かつて主将 として返還 し、受け取 った
社会人野球 日本一の象徴「ダイヤモン ド
旗Jが 、日の前で家永主将に渡 されるのを
見て、万感胸に迫 った。チームは第 4回
大会 (1977年 )で 初優勝、以後優勝戦に駒

を進めること4回、一度も負けていない。「自分が監督のとき
に負けたら、というプレッシャーはあったが、選手の戦いぶり
を見て絶対負けないという自信の方が強かったて,総和で負け
ても総積なら負けないJ
占武 ir然 としている.11調 はソフトだが、負けず嫌いの1■

格と頑□ ‐徹さが苦労した顔ににじみ出ている.入社して 6
年間、レギュラーの座はほど遠く、マネージャー、スコアラー
として裏から野球を勉強 した.

レギュラーの夢がない控え選手ほどつらいものはない.「 3
年でいやになってしまうJと いわれる中を「必ず出番が来るJ
と黙々と練習を続けて切り抜け、第 8国大会では二番、二摯手
の座を獲得 した。 3年前、60歳で病没 した父、政一さんの「あ
と 1年、あと 1年。それで駄目ならやめればいい」の言葉と、
人社した時の松阪広一野球団団長の「順境においておごらず、
逆境において腐らず」の戒めが,いの支えだった。
ド積み選手の活躍を真っ先にたたえる。苦

労を知っているからだ。敗れた日産自動車の
村上忠則監督が「初対面でしたが、実に誠実な
感じです」と評した。的を射ている。
大阪市出身、浪商高 (現大体大浪商高)か ら75

年入社。今年 1月 監督就任.労務部動労室動務。
妻と 3女。36歳ら (相馬 卓司)

叔目監ロ
“康れ勝だ田じ四

監 督 談 話
住友金属 。四田勝康監督 剤

`|lf対
抗野球 予選敗退のlfllし さをバネ

に練習してきたかいがあった.他の23チー′、より、ほんの少しだけ優勝ヘ
σ)意谷人が強かったθ)が勝1人|になったと

'ご

う.  番うオししtヽ優月券です.

日産自動車・村上忠則監督 完1枚‐ld山投 ルを打てず、試合のヤ
マをlllることσ)な tヽ まま糸冬オ)ってしまった. しかし、若い投 'Fがよく投げた
し、大平、lll川 ら新人が活躍、大きな収穫があった.胸を張って帰れます

尾山2度目MVP

自ら「状況変化に応じた社会人の投球Jと 評 した顔
は、自信にあバ、れていた.

落差は小さいが速球と変わらないスピードを持つフォーク。こ
の日はそのウイニングショントをボール球にして日産自動車の強
力打線を封じた.「 フォーク,Hい がパ ットの先にまで出ていた。
前半はストレートを、後半はスライダーを増やして揺さぶった。
今季最高の‖1来でしたJ
得点固に走者を背負ったのは六|IJと 九回の 2度 だけ。長打も 1

撃打 1本 .無四球、 5安 1・I、 128球 の完11際1は冷や汗をかく場面
さえないほど完壁に近い投球だった=「自分に有利なカウントに
常に追い込めた やっとチームに貢献できたJ
今年 4′ lに 左足こ関節をねんざ. 卜半身の崩れは肩、ひじの痛

みにつながり、フォームまでばらばらになった.都市対llL予選、
大llkガ スに補強された東京 ドームでの都市対抗本番と、登板すれ
ば連打を浴びる絶不調だった. しかし、夏以降、足の状態が回復
するとともに、 ド半身を鍛えたルーキー時代を思い出し、懸命に
走り込んだ。その結果が 5試合すべてに登板 して 4完投。「連投
は慣れている」とはいえ、精神面のたくましさは 4年前にはなか
った「大人の味」とtヽ える。
優勝戦の完封は第10回大会で住金の現コーチ、高橋修二投手が

達成 して以来.日 本選手権に強い住金の伝統は「夏以降もペース
を崩さず、 1年を通じて自分にあったメニューを維持する点にあ
るJ。 この大会で 3度最高殊勲選手賞日本選手権に輝いた高橋コ
ーチの言葉が、尾山復活の基礎になっていたのだ。(藤同 行弘)
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社鉄 野球日本選議 会 ″彼

ズームアップ
El鱈辟雲警薦∃ 「完全燃嬢総議が難念」
ゲームの流れを引 き戻すのも、試合を壊すのも自分次第。「救援

は大 事な役害JJと 言い聞かせて、二回から先発の久保を継いでマウ
ンドヘ登った。
横 手からの緩急をつける投球が身上だが、この 日は制球、球の走
りとも今 歩。投球モーションを速 くしたり、遅 くしたりと工夫
は したが、六回途中で降板するまで 4失点。「緩い球を交え、タイ
ミングを合わ されないよう気をつけたのですが、コースが甘 くな
った」と無念の表情。悔いの残る優勝戦となって しまった。
しか し、日産の優勝戦進出は、川尻の リリーフエースとしての活

躍があったからこそ。大昭和製紙北海道 との準々決勝では、五回

から最後まで投げ切り、許した走者は内野安打の1人だけ。直曲
球がコーナーに集まる完べきな内容だった。
いす ゞ自動車に補強された今夏の都市対抗で、4試合中 3試合

に救援で登板し、4強入りに貢献。「あのときは自分でも完全燃焼
できたと思った。今大会もと、部屋に完全燃焼と書いて張ってい
たんですが」
亜大時代は東都リーグで 4勝。投手力が課題と言われる日産で、

20歳の北川、左腕の木、ヤとともにチームを支える。「自分が頑張ら
ないと」という3年 目。敢闘賞に選ばれ村上監督から祝福の握手
を求められると、ようやく笑顔が戻った。

華■苺 1繭1書|1議1木1会 嚢 影 選 手
◇最高殊勲選手賞 尾山敦投手 (住友金属)5試 合すべてに登

板して 5勝、1完封、4完投。38イ ニングを投げて防御率142。 抜
群の制球力で通算 4四球を与えただけ。富山 高岡商高から入社
4年 目の23歳。労務部動労室。「いつでもス トライクが取れると
いう自信が、自分の投球リズムを支えてくれた」
◇敢闘賞 川尻哲郎投手 (日 産自動車)5試 合中3試合に登板。
■回戦、準々決勝で好投し、準優勝に貢献。亜大卒、24歳。追浜工
場健康管理課動務。「今日は調子が悪く打たれてしまったので、ま
さか賞をもらえるとは思わなかった。試合の流れを住金にやって
しまった。でも準優勝には満足しています」
◇打撃賞 川畑伸一郎一塁手 (住友金属)打 率 4割 5分。四番

打者として優勝戦でも二回に中前打で出て、先制のホームを踏む。
鹿児島商工高卒 9年目の26歳。鋼片工場動務。「今日は最初から
気合が入ったし、どうしても打ちたかった。今年は挑戦する年と
決め、自分にどれだけの力があるかを試した」
◇首位打者賞 恒吉成樹三塁手 (日 立製作所)3試 合で13打数
7安打、5割 3分 8厘。うち本塁打 1、 二塁打 3。 シャープな振り

が目を引いた。国学院大卒 2年 目の24歳。原子力製造部勤務。「 ド
ームの時期に調子が悪くて迷惑をかけたので、最後でいいところ
を見せたかった。今後もけがをせずに確実な打撃を心掛けたい」
◇大会優秀選手
【投手】 尾山敦 (住友金属)、 黒川紀章(日 本通運)【捕手】′川崎

義文(日 本通運)、 黒須隆(国 産自動車)【一塁手】メ‖畑伸一郎(住友
金属)、 三瓶仁(NTT東北)【二塁手】松本尚樹 (住友金属)【三
塁手】′lH吉成樹(日 立製作所)、 渡辺等(日 産自動車)【遊撃手】天瀬
和男(日 産自動車)、 三宅秀二(住友金属)【外野手】徳原康晴(日 立
製作所)、 中西保友(住友金属)、 井出竜也(日 本通運)、 夷塚博(NT
T東北)、 道原孝博 (大昭和製紙北海道)【指名打者】難波貴司(日
本通運)

◇10回出場選手
福地日出雄(NTT東北)、 森田洋生 (四国銀行)、 井上幹也 (四国

銀行)

◇審判委員功労賞
辻喜正、岡本良 ‐、美馬洋、中川雅夫、宮木明

NTT東 Jヒ が、 第 18回大 会 (1991年 )で はJT
が準決勝進出 を果 た してお ります。
東北地 区 と して は、かつ ての強豪 、盛岡

鉄道、新 日鉄釜石 が会社の合理化の ため 早
くιこ姿 をシ肖し、 さら|こ 第20回大会の代表 、
」A岩手県経済連 が冷害 と日本の米政策の あ
お りを受 け、休部のやむな きに至 りました。
1993年 9月 13日 、 東 Jヒ 各県代 表チームを

迎 え第 20回大会東北 予選 が、宮城 県営野球
場 で開幕 され ま したが、 当 日は偶然 に も/Jヽ

生 81歳 の誕生 日で した。開会式の 冒頭 に花
束の贈呈 を受 け、翌 日の毎 日新聞宮城版 に
記事 が掲載 され ま した。私 は1947年 か ら岩
手県野球連盟の事務局や審判の仕事 を続 け
てい ますが、その記事に「東北野球界の戦後
の復興 発展 に尽 力 して きた苦労 を知 ってい
る関係者 に とって、区切 りの第20回大会 に
行われ た花東贈呈 は単 な るセ レモニ ーに終
わ らせ ない思 いが込 め られていたJと 書いて
いただ きま した。
東北 はチーム登録数が全国 1の 102。 さら

に21世紀 に向 け各チームの強化 を願 い、 もヽ
つ かは東北 の地 に ダイヤモ ン ド旗の翻 るこ
とを夢 見てお ります。

| .鯨.略  象[]會][:r"喜躍響
|1                 瞥凛陽環話庭事を[蓄慧詈彗写冤理浩窪柔
1        秀][[「ξl[又髄デ[[」「

ぽつ りの観客 しか な く、本 当に続 けてやっ
てい け るのか と危惧 した もので したが、大
阪球場 に移 ってか らはある程度の観客動 員
もで き、 日本選手 権大 会 と しての実感 が沸
いて まい りま した。 そ して グ リー ンス タジ
アム神戸 に移 ってか らは、社会人野球 日本一日本野球連盟     夕し≠L手鼻募主とをL｀著」だ英基「 音の

東 北 地 区 連 盟 会 長    都市 対抗野球 ιこ続 く秋の社 会人野球の祭典

長 '尺 I 夫    墓男源顧鰤鼻tl電舞輩魯鷹翠:書
(日本野球連盟理事)    のであります。

東北地区連盟 としては、毎年、必ずやダ
イヤモン ド旗を東北の地に、と念 じて代表
を送っていますが、いまだに実現 をみてお
りません。で もチャンスがないわけではあ
りませんで した。第13回 大会 (1986年 )では
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第20回言己念大会
(太字チーム本大会出場チーム)

地区大会齢

9月 8日から 5日間    札幌市営円山球場

日本製紙旭川

森 倶 楽 部
」 R北 海 道
た く ぎ ん
札幌ブルーインズ
王子製紙苫小牧
札 幌倶 楽
小樽野球協会
新 日鉄 室
札幌広島ウインブレザーズ

大昭和製紙
航空自衛隊千歳
函館太洋倶楽部
NTT北 海

旭 川 自衛 隊

◇青森▽一回戦 オール青森ク5-4南郷
村硬球会、全弘前8-4八甲ク▽準決勝 三
菱製紙八戸12-2オール青森ク、自衛隊青森
10-3全弘前▽決勝 自衛隊青森6-1三菱
製紙八戸(勝者は第二次予選へ)

◇岩手▽一回戦 オール不来方10-3赤崎
野球ク、岩手銀行12-4小野田セメント、ア
イワ岩手 7-6遠野ク、 」A県経済連(不戦
勝)住田ク▽二回戦 水沢駒形11-2東北八
一ネス、岩手東芝18-6高清物産花友ク、久
慈ク10-9-関三星ク、雫石ク10-8水エク、
アイワ岩手13-0オール釜石、」A県経済連
3-0オール江刺、岩手銀行10-1平泉ク、
宮城建設9-0オール不来方▽準々決勝 」
A県経済連9=0雫石ク、岩手銀行9-7水
沢駒形、宮城建設14-5岩手東芝、アイワ岩
手7-2久慈ク▽準決勝 岩手銀行7-1宮
城建設、」A県経済連10-0アイワ岩手(勝
者は第二次予選へ)▽決勝 」A県経済連 4
-1岩手銀行
◇秋田▽ ‐回戦 王冠ク12-4大曲ベース
ク、丁D K16-3秋田ベースク、秋田銀行18
-2八橋ユーランドク、」R秋田4-3能代
松陵ク▽準決勝 T DK12-3王冠ク、秋田
銀行8-1」 R秋田(勝者は第二次予選へ)▽
決勝 丁DK6-2秋 田銀行
◇宮城▽ 一回戦 日産サニー宮城16-15東
北福祉大ク、七十七銀行13-3SAク ▽準々
決勝 」R東日本東北10-0オールカメイ、
N丁 丁東北10-0日 産サニー宮城、七十七銀
行13-0自山ク、」丁6-3日本製紙石巻▽
代表決定戦 七十七銀行11-8」 丁、NT丁
東北3-2」 R東日本東北(勝者は第二次予
選へ)▽第一代表決定戦 N丁 丁東北4-0
七十七銀行▽敗者復活 回́戦 SAク 11-1
東北福祉大ク、オールカメイ5-0日本製紙
石巻▽同二回戦 自山ク10-7SAク 、オー
ルカメイ7-0日産サニー宮城▽同三回戦
」R東日本東北11-1自 山ク、J丁 5-1オ
ールカメイ(勝者は第二次予選へ)▽第二代表
決定戦 」T7-3JR東 日本東北

◇山形▽ ^回戦 三川ク7-3鶴岡野球
ク、米沢中央ク8-2東海大山形OBク▽準
決勝 山形しあわせ銀行10-0三川ク、米沢
中央ク3-2新庄球友ク▽決勝 しあわせ銀
行7-1米沢中央ク(勝者は第二次予選へ)

◇福島▽ ‐回戦 会津若松野球ク16-2矢
吹ク、保原ク10-0須賀川ク、オールいわき
ク4-0川俣ク、福島硬友ク1-0小名浜ク、
自衛隊福島(不戦勝)トヤ野球ク▽二回戦 学
石OBク 10-3飯野ク、郡山ベースク16-1
棚倉都々古ク、小峰ク8-4自衛隊福島、同
仁社9-2オールいわきク、福島硬友ク7-
4二本松ク、保原ク9-2北斗野球ク、∃―
クベニマル15-2会津若松野球ク、ニュー相
馬10-0好間ク▽準々決勝 同仁社16-8福
島硬友ク、∃―クベニマル10-0学石OB、
ニュー相馬7-5保原ク、郡山ベースク13-
3小峰ク▽準決勝 ∃―クベニマル9-0二
ュー相馬、郡山ベースク12-3同仁社(勝者
は第二次予選ヘタ▽決勝 ∃―クベニマル5
-4郡山ベースク

山形しあわせ銀行
郡山ベースポールクラブ
NTT東 北
T   D   K
岩 手 銀 行
」R東日本東北
秋 田 銀 行
七 十 七 銀 行
」A岩手県経済連
ヨークベニマル
」       T
自衛 隊青 森

5
5

◇埼玉▽ ‐回戦 全大宮 3-2川口球友
ク、かみかわク20-3大和ク▽準々決勝 新
神戸電機埼玉5-4全浦和、日本通運14-0
全大宮、鷺宮製作所狭山23-1全三郷、本田
技研19-5かみかわク▽準決勝 日本通運11
-1新神戸電機埼玉、本田技研16-2鷺宮製
作所狭山(勝者は第二次予選へ)▽決勝 日本
通運8-6本田技研
◇千葉▽リーグ戦 新日鉄君津4-0川崎
製鉄千葉、川鉄千葉 3-2 N tt T関東、N丁
丁関東10-7新 日鉄君津(3チーム同率で再
リーグ戦)▽再リーグ戦 新日鉄君津16-3
川鉄千葉、N丁 丁関東6-5川鉄千葉、N丁
丁関東18-10新 日鉄君津(N丁 丁関東、新日
鉄君津は第二次予選へ)

◇東京▽一回戦 N丁 丁東京 2-0さ くら
銀行、明治生命 4-3リ クルート、朝日生命
13-0日 本 lBM▽代表決定戦 朝日生命4
-3東京ガス、プリンスホテル 8-7N丁 丁
東京、熊谷組7-6」 R東日本、鷺宮製作所
10-4明治生命(勝者は第二次予選へ)▽敗者
復活戦 明治生命3-lN丁 丁東京、 」R東
日本9-4東京ガス▽代表決定戦 」R東日
本9-4明治生命(勝者は第二次予選へ)

◇多摩▽一回戦 全府中2-1全調布、シ

ダコーポレーシ∃ン12-3武蔵野ク▽準決勝
東芝府中17-2全府中、スリーボンド8-4
シダコーポレーシ∃ン▽決勝 東芝府中8-
1ス リーボンド(勝者は第二次予選へ)

◇神奈lll▽ ^回戦 ウイーンク8-1神奈
川ク、横浜そこう10-0横浜高島屋、日産自
動車11-1横浜金港ク、全川崎5-4横浜球
友ク▽準々決勝 三菱自動車川崎18-2ウ ィ
ーンク、三菱重工横浜13-9横浜そこう、日
産自動車14-6東芝、いす 自ゞ動車25-1全
川崎ク(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 日産
自動車14-1いす 自ゞ動車、三菱重工神戸12
-5三菱自動車川崎▽決勝 三菱重工横浜 8
-4日産自動車▽三位決定戦 三菱自動車川
崎3-2いす 自ゞ動車
◇山梨▽ ^回戦 甲府ベースク15-14市川
ク、桂ク14-10東海甲府ク、大月ク5-3オ
ール櫛形▽準決勝 桂ク(不戦勝)甲府ベース
ク、山梨球友ク10-3大月ク▽決勝 山梨球
友ク19-1桂ク(勝者は第二次予選へ)

>二次予選
9月 18日 から 5日間群馬・太田運動公園野球場

2

た く ぎ ん
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昭和製紙
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日 本 石 油
全 足 利 ク
NTT関 東
」 R東 日本
三菱重工横浜
本 田 技 研
熊  谷  組
住友金属鹿島
富 士重 工 業
国産 自動 車
プリンスホテル
山 梨球 友 ク
鷺 宮製 作 所
日立 製 作 所
三菱自動車川崎
新 日鉄 君 津
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日 本 石 油
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東

県
連

手山石
済

Ａ

３

Ｊ
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◇新潟▽ ^回戦 柏崎マリン8-3新発田
中央、ニチエー20-2自根野球団、佐渡軍団
12-9オール長岡、新津ク7-3オール新発
田▽準々決勝 オール東13-10柏崎マリン、
ニチエー16-6全飯豊、にいがたKD8-6
佐渡軍団、新津ク11-3MGク ▽準決勝 二
チエー11-1オール東、にいがたKD9-4
新津ク(勝者は第二次予選へ)▽決勝 ニチエ
ー19-3に いがたKD
◇長野▽リーグ戦 NT丁信越26-1全松
本、TDK千曲川7-6全松本、N tt T信 越
12-5丁 DK千曲川(NT丁信越、丁DK千
曲川は第二次予選へ)

◇富山▽三回戦制 北陸銀行5-1伏木海

2
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η0
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10
2

6

>一次予選
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トー次予選

>一次予選
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陸運送、北陸銀行3-0伏木海陸運送(両チ
ームとも第二次予選へ)

>二次予選
9月 18日 から 2日間  新潟市営鳥屋野球場

◇静岡▽一回戦 ヤオ八ンジャバン12-1
岳南ク、大昭和製紙7-0中遠ク、三島ク6
-5誠和ク、関東自動車工業10-0静岡硬式
野球ク、富士ク18-6菊笠ク、河合楽器11-
0浜松ウナポンズ、エースコンク9-6中電
硬式野球ク、ヤマ八7-0協和発酵ク▽準々
決勝 ヤオ八ンジヤバン6-2大昭和製紙、
関東自動車工業10-0三島ク、河合楽器5-
0富士ク、ヤマ八13-2エースコンク(勝者
は第二次予選へ)▽準決勝 関東自動車工業
6-1ヤオハンジャバン、ヤマ八10-0河合
楽器▽決勝 ヤマ八16-5関東自動車工業
◇東海▽ ^回戦 卜∃夕自動車4-0東海
理化、本田技研鈴鹿10-9日通名古屋、西濃
運輸9-2サンジルシ醸造、新日鉄名古屋5
-1」 R東海、N丁 丁東海5-1大仙、昭和
コンクリート19-7三菱重工名古屋▽準々決
勝 本田技研鈴鹿9-6ト ヨタ自動車、西濃
運輸12-6王子製紙春日丼、新日鉄名古屋 5
-2東邦ガス、昭和コンクリート7-ONT
丁東海(勝者は第二次予選へ)▽準決勝 本田
技研鈴鹿6-5西濃運輸、新日鉄名古屋6-
1昭和コンクリート▽敗者復活一回戦 東海
理化2-1日通名古屋、大仙7-5三菱重工
名古屋▽同二回戦 卜∃夕自動車19-1王子
製紙春日丼、NT丁東海6-1東邦ガス、東
海理化10-1サンジルシ醸造、 」R東海7-
4大仙(勝者は第二次予選へ)

トヨタ自動車
」 R東 海
ヤ  マ  八
本田技研鈴鹿
NTT東 海
西 濃 運 輸
昭和コンクリート

河 合 楽 器

関東自動車工業
新日鉄名古屋
東 海 理 化
ヤオ八ンジャバン

(敗者復活戦)

◇滋賀▽ ^回戦 日本 IBM野洲13-0瀬
田工OBク、SSSベースク11-4近江八幡
野球ク▽決勝 日本 IBM野洲17-OSSS
ベースク(勝者は第二次予選へ)

◇京都▽ ‐回戦 日産車体京都10-0高島
屋、日本新薬14-3島津製作所、三菱自動車
京都13-5第一紙行▽準決勝 日産車体京都
3-1丸勝、三菱自動車京都6-5日本新薬
(4チームは第二次予選へ)▽決勝 三菱自動
車京都8-5日産車体京都▽三位決定戦 日
本新薬7-4丸勝
◇大阪▽一回戦 三和銀行 6-1新日鉄
堺、松下電器13-0大阪ペーシエンス▽準々
決勝 N丁 丁関西5-2デュプロ、中山製鋼
8-5日本生命、大和銀行22-0三和銀行、
大阪ガス7-3松下電器(勝者は第二次予選
へ)▽準決勝 大和銀行8-3N丁 丁関西、
中山製鋼7-5大阪ガス▽決勝 大和銀行 4
-3中山製鋼▽敗者復活一回戦 デュプロ14-0三和銀行、日本生命8-6松下電器▽第
五代表決定戦 日本生命14-2デ ュプロ(勝
者は第二次予選へ)

◇兵庫▽一回戦 三菱重工神戸5-4小西
酒造、田村コピー3-2阿部企業、新日鉄広
畑5-0川崎製鉄神戸▽準決勝 新日鉄広畑
9-7三菱重工神戸、神戸製鋼7-0田村コ
ピー(準決勝出場チームは第二次予選へ)▽決
勝 神戸製鋼3-2新日鉄広畑▽敗者復活 ‐
回戦 小西酒造2-1阿部企業▽順位決定戦
川鉄神戸 7-0小西酒造(勝者は第二次予選
へ)、 三菱重工神戸6-2田村コピー

三菱自動車京都
日 本 生 命
新 日鉄 広 畑
大 和 銀 行
田 村 コ ピー
NTT関 西
丸    勝
住 友 金 属
日本 IBM野洲
大 阪 ガ ス
三菱重工神戸
日 本 新 薬

5

断 日鉄広畑

川崎製鉄神戸
日産車体京都
(敗者復活戦)

8

5

NTT関 西
2

0

日 本 新 薬
3

5

川崎製鉄神戸
6

◇岡山 。鳥取▽一回戦 王子製紙米子7-
4三菱自動車水島▽第一代表決定戦 川鉄水

島13-2王子製紙米子(勝者は第二次予選へ)

▽第二代表決定戦 三菱自動車水島7-2王
子製紙米子(勝者は第二次予選へ)

◇広島▽ 回́戦 NKK4-3三 菱重工広
島、NTT中国10-1ヤマコー、三菱重工三
原13-1マツダ、」R西日本8-1常石鉄工
▽準決勝 NKK10-4N丁 丁中国、三菱重
工三原4-1」 R西日本(勝者は第二次予選
へ)▽第一代表決定戦 NKK7-6三 菱重
工三原▽敗者復活・回戦 三菱重工広島7-
3ヤマ∃一、常石鉄工13-3マツダ▽第二代
表決定戦 」R西 日本 9-4三菱重工広島
(勝者は第二次予選へ)▽第四代表決定戦 N
TT中国9-3常石鉄工(勝者は第二次予選
へ)

◇山口▽リーグ戦 協和発酵19-8航空自
衛隊防府、新日鉄光23-3航空自衛隊防府、
協和発酵 9-8新日鉄光(協和発酵、新日鉄
光は第二次予選へ)

>二次予選
9月 15日 から 6日間     岡山県営球場

0

川崎製鉄水島

4

(敗者復活戦)

NTT中 国
三菱重工三原
」 R西 日本

脇 和 発
N   K
新 日 鉄

9月 11日 から 2日間 県営徳島球場

異侶10    :本生命
[[菫 ё    ll友 金属

４
　
Ｎ
北

Ｔ
陸

鋼

鋼

製

製

一戸
　
山

神

中

新 日鉄 八 幡
」 R九 州
NTT九 州
新 日鉄 大 分
ニコニコドー

沖 縄 電 力
三菱重工長崎
本田技研熊本
九州三菱自動車
日産自動車九州

>一次予選

川崎製鉄水島

9

8

9月 17日 から 3日間       新大分球場

7 6

2
>一次予選

鮮』I亀
『
i曾      |;日鉄名古屋

05



第″回大会出場選手等=覧ЮはJ0

たくぎん
監 督  大 漁  敏 之 39 駒  沢  大
投 手  萩 原   康 24 ,ム  政  大
〃  藤 原  恵 大 20 ノヽ幡 商 高
〃  藤 田  健 司 19 鷹 栄 農 林 高
〃  小 島  英 司 23 法  政  大
″  本 田  博 紀 23 拓  殖  大
〃  樋 渡  真 -26 秋 田 商 品
〃  戸 村  票 19'gリ エ 高
〃  荻 原  充 史 22 0路 北 高

捕 手  河 田  孝 明 24 徳  山  大
〃  前 川  静 嗣 25 二  重  高
〃    小

"彗
  '商

“
己 23  中   京   大

内 野  狐 塚  賢 浩 27 駒  沢  大
″  岩 田  哲 明 28 滝    高
〃  田 中  善 貝」 26 ,去  政  大
〃  土 井  公 之 24 亜 細 亜 大
′′    ブヽ 晶罰    層各 28  "ヽ  シ支  フヽ
〃  高 橋  仲 二 23 東 海 大 四 高
″  山 上  吉 樹 21 東 海 大 四 高
〃  山 下  晃 永 23 駒  沢  大

外 野  小 沢  永 俊 25 岐 阜 第 一 高
〃  本 オ寸 尚 大 20 ノヽ幡 商 高
′′   ご横 山   靖 史  a  ,去   政   大
〃  斎 野  修 二 19 東  北  高
″  小 泉  正 詢 23 東 北 福 祉 大
〃   知 念   岡J25 日  本  大

日立 製作 所
監 督  山 田  智 千 47 御 所 工 高
投 手  俵   貝J朗 23 東  海  大
〃    生 駒   雅 紀  18  吉   備   高
′′     房旨康終  プ03ム 24  日   '本  フヽ
〃  福 田  和 幸 25 東  海  大
〃  大 久 保 博 喜 23 国 士 舘 大
〃  大 塚  康 -25 国 学 院 大

捕 手  原   利 安 22 国 際 武 道 大
〃   清 水    拓  24 東  海  大
〃  松 本  住 久 24 明 治 学 院 大
〃  武 田  安 員り 18 鳴  P3 高

内 野  森 田   準 28 東  海  大
〃  中 村   仁 28 法  政  大
〃    秋 元   邦 ラに 26  日  体   大
〃  加 藤  亮 22国 学 院 大
〃   天 ′    務 23 東  海  大
〃  恒 吉  成 樹 23 国 学 院 大
〃  金 城  博 明 25 法  政  大
〃  小 宮  康 上 23 法  政  大

外 野  諸 積  兼 司 23 法  政  大
〃  、い徳 原  康 晴 26 国 学 院 大
〃  飯 塚  賢 -24 日  体  大
〃    _L本寸  イ正

'台
 21  筑   紫   工

〃  和 久 丼 勇 人 30 東  海  大
″  若 原  浩 二 22 日  体  大
″  増 沢  直 樹 22 東  海  大

日産 自動 車
皇憲[ξ   本寸_L  えR貝 り 44  芳=  {ら   肩尋投 手  丼 上   薫 21 相 武 台 高
〃  篠 塚  真 -22 千 葉 大 宮 高
〃  久 保  恭 久 33 中  京  大
〃  ― 条  健 介 24 藤 嶺 藤 沢 高
〃  川 尻 哲 郎 25亜 細 亜 大
〃  木 寺   徹 24 中  京  大
〃   北 り  哲 也 20 暁星国際鶉 高

捕 手  黒 須   隆 23 東  洋  大
″  阿 部  正 弘 34 明  治  大

内 野  安 本  政 弘 26 同 志 社 大
〃  ●渡 辺   等 29 今 治 西 高
〃  上 島   格 26 駒  沢  大
″    大 平   幸 治  24  明   '台   大
〃    司,FR  蒟昔完ヌ 27  亡■  多ヽ   ラヽ
〃  関   隆 二 28 東  洋  大
〃  石 田  則 夫 23 前 橋 育 英 高
″  天 瀬  和 男 26 亜 細 亜 大
〃     5己 り |イ建 ――自F. 20  東

'匈

大 相 模 高
″  阿 部  哲 也 20 土 浦 三 高

外 野  竹 内  久 生 26 '去  政  大
″  青 柳   信 25 明  治  大
″   雲 宝  正 善 23 愛 工大 名 電 高
〃  日 置  秀 人 27 東  海  大
〃  渡 辺   敦 23 亜 綱 亜 大
″  堺   克 俊 24 駒  沢  大

河 含 楽
監 督  村 瀬  耕 次 35
投 手  野 末  仰 -26
〃  阿 部 憲 太 郎 25
〃  石 丼  隆 之 20
〃  竹 之 内 和 志 28
〃  松 村  光 店 25
〃  出 羽  正 三 25

捕 手  1,本  龍 =24″  安 間  大 芳 32
〃  森 由  ― 弘 24
〃  演 口  俊 明 23

内 野  佐 藤   正 23
″  鈴 木  智 治 31
〃  尾 上  裕 介 30
〃  中 矢   充 19
〃  盛   隆 章 30
〃  ●清 水  達 也

"〃  弘 田  和 典 2]
〃  真 方  秀 -19

外 野  志 村  幸 広 23
〃  中 進  清 匡 28
〃  青 木 真 ― 郎 24
〃  高 鍬  克 巳 19
〃  長 谷 部 ― 彦 25
′′     日ヨF員  矢日

'ヽ
 25

〃  吉 村  正 之 26

器
中  京  大
御 殿 場 西 高
名  城  大
大 丼 川 高
専  修  大
立 命 館 大
亜 細 亜 大

中  央  大
亜 細 亜 大
近  畿  大
聖 隷 学 園 高
中  央  大
中  央  大
近 大 付 高
亜 細 亜 大
中  央  大
上  宮  高
日 南 学 園 高
京 都 産 大
拓  殖  大
関 東 学 院 大
寺  丼  高
中  央  大
亜 細 亜 大
中  央  大

大 昭和 製紙 北海 道
監 督  我 壽 屋  優 42 興  南  高
投 手  岩 舘  新 -20 稚 内 人 谷 高
″  香 □  亮 二 21 室 関 大 谷 高
〃  三 根   岡J20 横 浜 商 大 高
″  加 藤  宗 之 25 不L幌 稲 西 高
′′  小 畑  拓 也 24 拓  殖  大
〃    渭護

“

B  月労 美  30  1少
'|l i菊

 rtj
′′  桐 木  子 司 21 Jヒ 海 道 桜 丘 高

捕 手  望 月  秀 久 26 ナl,ソ Nヽ東 海 大
〃  加 川  賢 冶 22 拓  " 大

内 野  小 林   司 26 明  治  大
〃  渡 辺   輝 19 室 蘭 大 谷 高
〃  ,`酉 井  司 29留 萌 高
″  ハ 野  正 ,¥20 占 小 牧 工 高
″  高 木  占 夫 31 中 央 学 院 大
″   荒 木  慶 大 19 西 日本短大付 高
〃  野 吊  君 郎 18 Jヒ  海  高
〃    富 永   茂 樹  25  1喬  ,直   大
〃   山 本  隆 成 24 北 海 道 日 大 高

外 野  斉 藤   豊 28 東 京 震 大
″  若 松  秀 樹 24 拓  殖  大
〃  佐 藤  耕 治 30 蘭  越  高
″  北 須 賀 俊 彰 23 大 阪 体 大
〃  日 下  幸 弘 27 広 島 至 誠 高
″     滉隻      ずヨ 19  Jヒ  Я晨  

「 尋
〃   道 原  孝 博 22 オロ Nヽ共立 大

日
監 督   杉 本
投 手   松 下
′′   新 井
′′          月員,宰
′′        23幡
″  橋 本
′′          月R, | |

捕 手  安
〃   丸 山
″    り1 崎

内 野  宮 下

″     Чコ本寸
〃  島 田
〃   田 中
〃   佐 藤
〃    不公,記
′′   赤 川
〃   平 田
〃    中 野

外 望デ  田 中

〃  l難 波
〃  前 島

ニ チ エ
監 督  斉 藤 与 志 朗 37
投 手  三 富  ― 彦 31
〃   局 山 口 出 雄 27
〃    」 わヽ本  ,青不口 25
〃    リコ     1吾  23
〃   松 り咋  口各|● 19

捕 手  川 合  正 行 23
〃  番 場  省 二 29
〃    内 庫浜  氣ヨメモ 3]
〃    近 藤   貴 志  劉

内 野  飯 泉  伸 -24
〃  橋 田  敏 行 23
〃  木 内  隆 行 2]
〃   鈴 木  惣 -25
′′   富 岡    悟 28
′′  染 井  典 明 20
〃  長 田  仁 史 25

外 野    富 樫     実  23
〃  大 l18 和 義 20
〃  ■ 渡 辺   真 29
″  八 幡  憲 之 19
〃    オ日本国    浩  20
〃  望 月   隆 32
〃  重 山   覚 25

」A岩手県経 済 運
監 督  Iヽ 田 美 千 男 36 Ⅲ 細 中 大
lQ tt  I、 山  暢 悦 24 中 1に学 院 大
″  北   智 之 18 宮 ご,工 亀
′′  佐 41雅 之 26右 手 大
′′  細 越  賢 t● 27 黒 〃く尻 ■ 高
″  111舘 記 虔135-P高
″   1市  隆 之 35 東  海  大

捕 手  宮 川  憲 キ 19 大 l■l農 高
〃   卜平    勉 34 富 ■短大花E高
〃  米 倉  勇 二 21 二  沢  高

内 野  藤 倉   隆 29 盛 岡 市 立 高
〃  熊 谷   宇 33 盛 岡 市 立 高
〃  藤 原  秀 橙120 花 北 商 高
〃  久 保  止 和 23 盛 岡 市 立 高
″  新 田  勝 彦 21 イに 巻 東 高
〃  菅 田  公 平 20 イ∴ 巻 中 高
〃  奥 堂  輝 彦 25 福  岡  高
〃  小 山 田 和 也 ]9 -関 商 工 高

外 野  佐 藤   匡 20 -関 商 工 高
〃  小 守  勝 26-戸 高
″  星   敬 25黒 沢 尻 工
〃  佐 藤  広 之 26 弘 前 実 高
″  千 葉   進 33 立  教  大
〃    鈴 フト    淳  2  東 京 震 大

日 本 石 油
監 督  林   裕 幸 38 東  海  大
投 手  増 永  祐 -27 鹿 児 島 商 工 高
″  野 村 8召 彦 25駒 沢 大
〃  高 橋  憲 幸 23 拓 大 紅 陵 高
′′  春 田  政 勝 25 九 州 国 際 大
〃  川 本  一 洋 20 ヨヨ 黒  高
〃  松 ltS 隆 進 23 男 鹿 工 高

補 手  大 久 保 秀 昭 24 慶  ル● 大
″  田 中  健 二 25 横 浜 商 科 大
″   1葛 初p 立青,去 27 駒  "R ]大
〃  佐 藤  孝 治 31 早 稲 田 大

内 野  本 下  俊 生 25 カ ,州国 際 大
〃  徳 永  耕 治 25 千 葉 工 局
〃  平 田   望 28 ,去  政  大
〃   オロ嶋  利 1専 24 ,ム  政  大
〃  イア藤 義 オ壺J30中 京 高
″  右 林  苺 薦 27 立  正  大
″  前 田  健 吾 2]関 東 第 一 高
〃  相 EEl 武 徳 27 早 稲 田 大

外 野  高 林  孝 行 26 立  教  大
〃   遊 佐  ンК止 19 東 わ 大 相 模 高
″  村 上   濤 25 請 山 学 院 大
″  ‐坂 口  裕 之 28 明  治  大
″  藤 沢  章 雄 26 東  京  大
″  佐 野  由 幸 24 東  海  大
″  吉 武  和 彦 25 法  政  大
〃  山 本  信 也 20 鹿 児 鳥 商

N丁丁Jヒ I睦
監 督  Jり 1  良 35 専  修  大
投 手  伊 藤  雄 二 23 名 古 屋 学 院 大
〃  桜 井  久 之 20 静 岡 学 園 高
〃  赤 羽 根 俊 幸 25 明  治  大
〃  川 越  光 司 23 徳  山  大
〃    佐 藤     渉  劉   弓ム 百,ユ三 高
〃  中 西  雅 彦 25 帝  京  大
〃    ・|● 匡コ  皇呈

'青
 22  フヽ 円反■́ 院 ラに

捕 手  奥 野 聖 太 郎 23 大 阪 学 院 大
〃  坂 田  大 造 26 日  体  大
′′  高 橋  義 晴 3]駒  沢  大

内 野  ,田 純 康 24奈 良 産 大
〃  祖 泉  秀 Ia1 28 高 岡 商 高
〃  尾 前  拓 己 26 東  海  大
〃  不 破  ― 紀 23 中  京  大
〃  長 谷 川 大 介 24 新  湊  高
〃  大 ′  清 26日 体 大
′′  丼 村  忠 司 26 日  体  大
′′  梅` 沢  宏 之 27 立  正  大
〃  平 尾  健 二 26 大  商  大

外 野  堺   ― 正 25 日  体  大
〃  広 瀬  健 -27 東  海  大
〃  野 上  止 人 20 月 松ヽ 明 峰 高
″   ' 山奇  1等ギ 22 多 々 良 学 園 高
″  栄   哲 也 20 高 岡 商 高

NTT味尋Jヒ
rh‐ 督  小 容  敬  43 関 東 学 院 大
投 手   ti口   白 糸1 24  イ山  rヽ  人
″  加 藤  高 康 23 束  ″コ 大
″  大 A 浩

",3]中
Jに補 ●1大

〃  越 田  仁 亨 27 茜 森 Jヒ 高
″    河 不,  文 ″  "  

「
1  本   人

″   山 田   勉 26 t・ Jに学 院 大
〃  添 □  光 大 27 平  工  高

捕 手    猪 ぢ守  1■ 弓ム ∞   け1  ,台  大
″    不1]田   猛  る   町1  ,台  大
〃  安 孫 子 謹 也 19 1¬ 大 山 形 高

内 野  高 精  大 興 25 東  海  大
″  福 地 日 出 雄 35 東 京 農 大
″  小 山  国 博 23 申 北 学 院 人
″   阿 音Б 順 悦 26 法  政  人
″  柿 久 保 健 二 28 東  洋  大
″  佐 藤   天 24 明  治  大
″  鈴 木   強 24 東 京 農 大
″  三 瓶   仁 25 学 法 石 川 高
″  唐 沢   敬 27 東 京 農 大
〃  板 橋  友 喜 33 関 東 学 院 大

夕1里F   圧泰りへ    豊讐 27  束 Jヒ布ロネ止ラヽ
〃  戸 羽  英 之 26 -関 商 工 高
〃  横 山   聖 26 東 北 学 院 大
〃  大 塚  広 己 22 能 代 商 高
〃  夷 塚   博 22 -開 商 工 高

三 菱 重 工横 浜
監 督  肇 木  雅 彦 32 国 士 舘 大
投 手  占 川  英 二 21 東 海 大 工 高
″    本公,甫  哲 自Б 19 ,召 ,事力或Jヒ高
″   古 澤    正  28 東  海  大
〃  佐 々 木 敏 麿 26 青 山 学 院 大
〃  石 丼   寅 22 藤 調 藤 沢 高

捕 手  斉 藤 裕 次 郎 22 青争岡 学 園 高
〃    橘 原    剛  24  ガ記足自多工 大
〃   清 水    剛 21 葛  生  高
″  沢 EE 良 -20 初,ケ 浦 高

内 望チ 加 藤  哲 也 2フ  青 山 学 院 大
〃  .松 F 安 男 26 鹿児島 商 工 高
〃  望 山  一 生 2フ  富 士 宮 西 rFj
〃  連 藤  早 人 21 東 海 大 工 高
〃  野 崎  俊 之 27 国 士 舘 大
〃  炒 丼  正 徳 21 ttl武 台千 葉 高
〃  塩 澤  仲 之 22 作 新 学 院 高
〃  石 附  篤 彦 19 浦 和 学 院 高
〃  連 藤  英 植J19 富 士 宮 農 高

夕1野  菅 沼  正 幸 25 成  E13 高
〃  71n谷  字 市 29 東  海  大
′′  山 崎  寿 茂 26 九 州 産 大
′′  青 木  和 宏 30 東  洋  大
″  阪 本  雅 孝 24 九 州 産 大
〃  儀 田  浩 三 23 大 東 文 化 大
〃  府 川  康 二 20 神  田  高

すフ  要7  ノヽ

大
大
大
大
大
大
高
高
高
高
大
大
高
高
大
大
大
大
大
大
大
高
大
大
大
大
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¨̈一一一﹈一中

日  本  大
日  本  大
酒 田 南 高
吉 田 商 高
順 天 堂 大
日 本 文 理 高
高  田  エ
中  越  高
吉 田 商 高
中  越  高
中 央 学 院 大
新 潟 工 高
西 武 台 千 葉 高
羽 黒 工 高
城  西  大
岩 丼 西 高
富  士  大
中 条 工 高
東 京学館 新潟 高
城  商  大
新 発 田 農 高
新 発 田 艘 高
城  西  大
順 入 堂 大

監 督  山 本  秀 樹 38
峯芝与F   `ぞ 音

“
  言成二■ 23

″     ‐
`み
  不口言コ 19

″    こヨ月R  ,さ 者ヽ  26
′′    =ヨ ●   ヨ詈″ヽ  26
〃   藤 村  勝 - 26
〃  田 中  央 欄 21
′′    言書初蜃    イ建 23

捕 手  冨 永  哲 司 30
〃  桑 原  正 之 25
〃    テヽ 3単里予

'青
治  23

〃  佐 藤  允 紀 35
,9里テ   序

=2ヽ
  豊彗オ壺J 24

〃  佐 藤  修 司 24
′′    山 F各  哲 生  27
〃    'ゞ t`i  ヌデ0ヽ 27
″    7Jヽ , I  `に生= 27〃  吉 田  憲 ■ 30
′′    t不 寸  芳

'台
 20

外 野  中 村  和 彦 33
〃  松 EL 浩 司 23
〃  寺 田  健 記 25
〃  金 指  幸 男 30
〃  石 島   学 25
〃  後 藤  政 広 29
〃  里予沢  洋 久 28

名  城  大
立 命 館 大
Jヒ  照   高
近  畿  大
帝  京  大
静 岡 西 高
美 濃 加 茂 高
明 徳 義 塾 高
浜  名  高
近  畿  大
国 士 舘 大
関 東 学 院 大
関 東 学 院 大
中  央  大
東 Jヒ福 祉 大
富  上  大
亜 細 亜 大
久 留 米 商 高
5句  シ  ヾ ンに
近  畿  人
,兵 松 商 高
駒  沢  大
専  修  大
掛 ,両 高
中 央 大

新 日本 製鐵 名古 屋
監 督  小 俣  哲 雄 34 専  r_2 大
投 手  岩 崎  充 宏 23 青 山 学 院 大
″  大 城  勝 好 18 沖 縄 尚 学 高
″  保 坂  彰 茂 26 東  洋  大
″  陣 内   学 23 尼 崎 小 田 高
〃  森   健 郎 20 二 重 海 星 高
″  大 石  栄 喜 20 金 足 農 高
′′    古 り 1  勝 巳  23  千 葉 経 大
〃  原 田  芳 記 28 名 古 屋 商 大

捕 手   日 比 野 公 彦 20 愛 工 大 名 電 高
″   頓 京  範 親 18 広島電機大付高
〃  岩 坪  善 政 20 大 分 藤 蔭 高

内 野  梅 屋   仁 22 東  邦  高
〃  真 崎  秀 相J25 東  洋  大
〃  梅 岡  理 治 21 豊 橋 商 高
〃  三 宅  雅 規 22 福 井 工 大
〃  田 中  忠 男 23 東  洋  大
〃  金 谷  取 均 19 明  野  高
〃  喜 多   崇 24 中  央  大
〃  杉 山  孝 -29 岐 阜 南 高
〃   木 本寸 貝り昭 29 能 代 市立 商 高

外 野  岡 村  連 19高 知 商 高
〃  ●竹 内  茂 雄 26 国 士 舘 大
〃  竹 脇  賢 二 19 鹿 児 島 実 高
〃  西 島  義 之 25 明  治  大
〃  林   尚 克 19 東  邦  高

日
監 督  後 藤
投 手  遠 野
〃     9烏 4
″   "豊 音

“
〃  F立
′′    ロコ不J
′′     島 本

捕 手  谷 口

″  後 藤
|'9警予   匡い里テ
′′      RE5オ 膚卦

′′     J日本J
′′    奥
″    岩 1喬
″  福 田

夕ヽ 留チ   リ||「コ
′′    寺 坂
′′    中 坪
〃   ,可 原
〃  山 本

日
監 督  丼 Fa~

投 手   '也 添
〃  新 田
″   ホ多,甫
″  高 木
″  土 丼
〃  安 達

捕 手  岡
″   山 に
″   十

'可〃   '表 倉
●ョ里予   」 ルヽヽ
′′        十 河
′′         り | 1瀬
〃    里デ道彗
′′  中 井
″  吉 田
〃  ,' 不寸
〃    呵コ不寸

外 野  梶 田
〃  金 谷
′′     に日本寸
′′    天 野
〃   高 橋
′′     戸豪,添
〃  守 屋

大
大
大
大
大
大
高
大
高
大
大
大
大
高
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
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一一̈̈
﹇̈】裁一中̈̈﹇一一一一一̈一̈一一一一一一̈
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大
大

高
大
大
大

高
大
大
高

大
高
大
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N丁丁関 西
奮有摯イ   l l″  ヾ パI,ソ、 3フ  ン,  0́  メ(
Iv‐手  岡 本  泰 光 22 Πt"ユ ■+も
〃    [J■   隆

「
i 24  1,i  畿   大

″  飯 原  宏 仲 26 人  商  大
″   丹  全 之 28「 1 体  大
〃    i1 4  [式 ヌt 24  ,i  tt  「〃  前 田 党 1● 24大 商 人
″   rTl,1 1● Hィ

`27 
ヤ, 畿  ^

′′  EE中  久 裕 25 添  1 高
1雨 手  高 木  "-27 ・I・ 1に 福 れ1大
″  tr中  陽 24福 丼 二 人
′′  大 原  F_Jtt PO PL学 園 高
″  不J tt λ■秀 29 駒  沢  大

|′J里テ  安 西  成 人 25 法  政  大
〃  山 田  正 浩 24 関  ″ち 大
〃    大 丼   憲 治  P4  明   ,台  人
〃  戌 メし ,=角 25″ 、島 工 高
〃  堀 内  勝 也 2]新  田  高
〃  笹 同  仲 好 26 同 志 ネ十 大
〃  西 田  爽 資 27 長  浜  高

外 野  林   定 雄 23 明  治  大
〃  山 崎  繁 孝 26 近  畿  大
″  ll l生  ― 範 28 高 松 工 芸 高
〃    |● F    聡  ン   タ臣 8各 工 高
〃 .新 宅  興1和 27 近  畿  大
〃    し■■J  イ憂イニ 30 ラミ I里  高

川 崎製鉄 水 島
監 督  松 下  和 統 35 中  央  大
投 手  大 森  勝 博 24 守 EI東 高
〃  岡 田  卓 三 23 近  畿  大
〃  共 EE 貴 行 21 育  英  高
〃  木 村 月労久 19丸 亀 商 高
〃  朝 間   信 26 高 野 山 高
′′  中 山  博 識 24 慶  応  大
〃  小 谷  茂 実 24 紀 Jに 工 高

鶴 手  中 田  忠 尚 30 東  '羊  大
″  岡 田  智 明 2]育  彙  高
〃  小 松  敬 志 26 大  経  大

内 野  藤 原  崇 順 24 筑  波  大
〃  尾 崎  晃 久 24 近  畿  大
″  竹 下  凩 敏 25 専  修  大
〃   吉 り   斉 23 岡 山 理 大付 高
〃  カロ由  勝 吾 25 岡 山 南 高
〃  方t巷  英 隆 21 1D l ' 高
″  高 松  ギ 司 24 法  政  大
″  後 藤   同J2]沖 縄 石 川 高
〃    伊 藤   ■ 治  29 東   '‐・   大
〃  神 上  秀 樹 35 倉 敷 工 高

外 里デ 福 島  紀 明 26 宇 部 商 高
〃  天 早  敏 浩 2フ  境    高
〃  金 城  止 人 21 読  0 高
〃  占 岡   悟 22 境    高
〃  岩 切  浩 志 25 奈 良 産 人

三 菱 重 工 長 崎
監 督  山 口  圭 -4]福  岡  大
投 手  上 園  達 二 20 鹿 児 島 実 高
〃   関     太 2 小  '兵  高
〃  中 島   岡J23 長 崎 商 高
′′    呵コリ||ヨ吾ノヽ 自5 25  '■

'ヽ

19に
'毎
ラく

〃  後 藤  隆 之 22 ブL′ Nヽ東 海 大
〃  牧 瀬  寅 男 30 中 種 子 高

捕 手   大 久 保 哲 也  30 九 りヽ国 産 大
〃  貝 塚  政 秀 ]8 長 崎 国 大 高
〃  百 武  拓 郎 2]有 田 工 高
〃  薗 田 雄 一 郎 20 鹿 児 島 実 高

内 里デ  米 倉  速 斗 18 唐 津 商 高
′ノ    本寸 卜  和 == 25  ■長 ●  二[ 高〃    森     達 也  25  九 りヽ 東ヽ 海 大
〃  下 薗  朋 裕 19 鹿 児 島 実 高
″  吉 村  忠 治 23 九 州 東 海 大
〃  山 崎  伸 幸 20 飯  塚  高
〃  洲 力日本 弓ムオ壺J23 長 崎 海 星 高
〃  原 田  能 爽 20 東 海 大 五 高
〃  稲 森   正 23 鹿 児 島 商 高

夕響 子   小 1≒  啓 民  29  Fユ 千層 田  大
″   柴 田  哲 也 19 福 岡大 大濠 高
″  71・ 志 木 浩 之 18 大 牟 田 高
″  不J上竜 太 郎 23 熊 本 工 大 高
〃  工 藤  智 博 26 熊 本 鎮 西 高
〃  占 元  仲 二 22 東 海 第 五 高

NttT九州
監 督  松 本  敏 郎 30 亜 細 II・ 大
投 手  海 老 名 修 L「 26 ′Lり 日`東 海 大
〃   奥 村  高 次 29 ノ  ヽ 幡  大
〃   山 本J康 二 郎 20 熊 本 工 高
〃  桑 原  誠 樹 21 ■  龍  高
〃   野 村  祐 -26 津 久 見 高
〃  山 下  淳 司 21 大 矢 野 高
〃  山 本  義 博 23 ノし州 東 海 大
〃  今1内  康 之 29 九 州 東 海 大
〃  徳 留   慶 24 専  修  大

捕 手  久 藤  栄 彦 25 九 州 共 立 大
″  荒 武  龍 治 32 明  治  大

内 野 ● 井 手  千 秋 30 立  正  大
〃  三 浦  正 久 24 国 土 舘 大
〃  足 ユ  博 之 23 滓 久 見 高
〃    セ

=序
姜    訂或 26  ,■ りヽ¬,に ,毎 ラく

〃  嶋 り 栄 ,台 27阿 蘇 晨 高
〃  奥 村  寿 文 30 鎮  西  高

外 里予  角   利 イ言 30 鹿 児島 商 工 高
〃  本 下   誠 25 亜 細 亜 大
〃   橘 木  和 クく 28 亜 細 亜 大
〃  嶋 谷  守 保 29 九 州 東 海 大
〃    力口庁泰  DttZな  26  ブ■りヽ プヽ巨≠ラフく
〃  中 原   渉 24 福  岡  大
″  北 郷  敬 -24 カ 州 国 際 大
〃  宅 問  月勢彦 23 鹿 児島 商工 高

川 崎製鉄神 戸
監情  生 Lj J「 ¬出男 44 動〕石 南 高
投 手  根 本  一ワ」 Ю  腱 止 ネ1 高
′′  山 内  rl～124 人阪 教 r‐ 人ヽ
′′   11■ 1 イi秀 20 ●り′1学 陣 高
″  ●本 111日 文 20 1「  佑  高
′′  ガキ

"「
  'L(20 人 阪 桐 崚 高

〃   申 田  次 郎 26 中 ガ 大 ,臣 略 畠
〃  ■1勺 れ 卿130J「 ]PЧ 工 高

1輌 手   Jl[コ   '色 r 19  ノLり Чヽl・ IJに 高
″   初 111 ■ l■・ 27 ′己 崎 上 「ら
″  大 城   償 25 神 ラ■学 国 高
′′     束 □   李 |イ 7 20  EIJ  イ¬  高
′′  奥 営1 咬廣 25 中  ガ  大

内 野  藤 原  安 ;ム 26 東 ,"人 1形 高
″   |四 万  健 23 東  ,■  大
〃  中 Lコ  彙 22村 野 工 高
″    安躊    隆  ´   中

“
田 中 ´ヽ

〃  堀 EIl ■ 630 大 阪 経 大
′′  島 本   裕 29 報 徳 学 園 高
夕1野  川 中  哲 Ⅲ 30 尽 誠 学 園 高
″    金     ,P‐B熙 2  松  山  商 高
〃  山 本   聡 25 東  洋  大
〃  米 国  幸 司 23 従n影 工 高
〃  中 野 言成志 19尼 崎 産 高
〃  三 谷  慎 -22 尼 崎 北 高
″  久 原  博 喜 22 智 弁 学 園 高

新 日本製鐵 光
諭 督  萱 原  文 男 41 , 越 工 高
投 手  中 川  浩 二 20 初,井 商 高
″  土 井  雅 弘 21 ド 松 工 高
〃   崎 野  義 ホ122 ", 川  高
″    ′)序姜  寅 弓ム 24  カ リヽ  ヽ灌三 フヽ
′′  木 村 真 オG123宇 HB商 高
′′    ――房彗  た革5弓 30  ■戸 音B‐  高
′′  森  慎 二 19岩 国 工 高

捕 手  岩 崎  浩 ‐ 21 南 陽 工 高
〃  東 方  和 之 30 中 津 工 高
′′  松 本   洋 24 久 留 米 大
〃  山 本  秀 文 24 下 関 商 高

内 野  高 村  良 幾 23 下 松 工 高
〃  釜 賀  明 志 20 東 海 大 三 高
″    鳥 羽     イニ 24  ブLり ヽヽ 産 大
〃  大 梗 EE 誠 27 ノ  ヽ 幡  大
″  浜 日  大 作 27 宇 畜B商 高
′′  岩 本  修 治 25 福  岡  大
〃  宮 本  Ffl l/J23 福  岡  大
〃  大 久 イ呆 岡J20 光    高
″  内 布  昭 専 35 東 海 大 三 高

夕+野  .竹 内  武 美 3]鳥 取 城 北 高
″  貞 元  哲 也 21 熊 本 工 高
′′  最 上  貴 美 28 徳  山  大
′′  三 浦  省 吾 22 響    高
〃   鳥 崎  陽 -25 ノロ Чヽ産 大

新 日本製 鐵 広畑
監 ■ヽ に ,F lL己 40山 崎 →
10す   1キ キ甲テ止 徳 22 ■ 4多 人 1名 高
′′  桐 野 大 -26黎 岡 実 高
〃  `0田  安 彦 PO l ●  高
′′  EE中  裕 -23 大 阪 教 合 大
〃   女11達  |`り 、 27 れ =大 ,い 路 高
〃   高 オ高 一 人 劇

'25 
立  教  大

″   新 ri 克 之 23 佛  教  大
捕 手  的 山  治 也 23 福  m.j 高
〃   富 EE 腋 徹 20 '竜

'第
二 高

″   「 EE 不□it 19 神 ″う弓ム陵 高
内 野  問 島  仲 -22 高 杉ヽ中 高
″  浜 崎  洋 志 21 台  美  高
〃   大 審  弓ム幸 26 兼 ,■ 人 姫 略 高
″   阿 l LJ 正 人  26 申

'単

人 ,臣 P名 高
〃   イ:占  盛 ワ弓 20 東 ラエ大 ,臣 路 高
〃  大 久 保  通 25 奈 良 産 大
″  砂 田  弓Z、 樹 29 '工 津 工 高
″  今 村  寿 宏 22 ■晨 本 工 高

夕1里テ   杉 フト  レ百t● 25  ■員 ‐  工  高
〃  原 田  三 郎 28 志 度 商 高
′′  空 木  秀 之 26 佛  教  大
″  森 下  勝 也 23 熊 本 工 高
′′   上 同  秀 彰 24 彿  教  大
〃    ′」燿 予   譲  a  ″0ケ  ,甫 高
〃  久 保  良 成 23 大  商  大

NttT四国
監 督  景 浦  隆 男 44 中  央  大
投 手  久 利  周 大 30 東  洋  大
〃   西 川  慎 -27 大 洲 農 高
〃  石 崎  宇 人 20 宇 和 島 東 高
〃  稿 本  正 英 23 大 方 商 高
〃   占 t■  東 上 20 高 松 南 高
〃  山 部   大 23 八 中爵浜 工 高

捕 手  武 田  利 高 29 明 徳 義 塾 高
″  2 fr藤  尚 政 21 三  島  高
″  芝  利」彦 29近 畿 大

内 野   消 岡  知 己 20 城  山  F_|
〃  中 村  包 24 tFT畿 大
′′  ,可 野 浩 三 28駒 沢 人
〃    竹 哺    言成 31  九 ワヽ1東 海 大
′′  松 本  秀 敏 28 帝 Yl1l Ⅲ 大
″  橋 本   久 22 宇 和 島 東 高
′′  三 好  利 ■ 30 北  条  高
〃  篠 原  昭 人 30 駒  沢  大
〃  柴 EE 曽 亮 22 宇 和 島 東 高

外 野  大 員  恭 史 2]嶋  門  高
〃   丹 下  真 -2]松 山 商 高
〃  小 松  永 I「124 専  修  大
〃   能 田  1't夫 28 亜 細 亜 大

住 友 金
監 督  四 田  勝 康 86
投 手  馬 山  浩 止 22
〃   石 井  大 t19
〃   Ll」 T各  国り弓ム 19
″     ル己LLl    ,咬  22
〃  EO中  義 宣 23
′′   =里 予 オ

=′
、 22

″  寺坂  友 秀 25
″  横 井  秀 I123

綺 千    岩
'頼
  ll■ 昭  20

″   , メJ な筐=22〃   オ通里テ   イ散 24
内 野  田 中  厳 徳 22
″  二 宅  秀 二 27
〃   青 木  ― ●り ]8
″  渡 辺  右 至 23
″   森 山  自 樹  

“〃  松 本  尚 樹 22
″   富 内   '半 20
〃    ′ 火出

`■
――息Б 26

外 野  山 田  晃 之 19
〃  中 西  rf‐ 友 22
〃    毯全J」     辟ド 20
″  1家 永  裕 章 27
〃   戸 田  佳 克 26

菫|■
']摯

投 手

捕 手

F勾 営予

夕1里 予

属
浪  商  高
「司 山 商 大
和 歌 山 工 高
資  嗚  高
高 岡 商 品
′ヽ 千 代 松 陰 高
東  海  大
笠  Ell 高
高  島  高
高 岡 商

`謁

^弓
  矢日  高

平  田  高
大 阪 経 法 大
ラ●      ,角       ラヽ
市 和 歌 山 商 高
奈 良 産 大
関 西 学 院 大
市 和 歌 山 商 高
宇 部 商 高
鹿 児 島 商 高
伊  都  高
報 徳 学 園 高
箕  島  高
高   矢日  高
向  陽  高
早 稲 田 大

国 銀 行
洋 生  31  明   '台  大
敏 文 22 立 命 館 大
政 史  27 中   メミ  大
文 男 24 帝  京  大
敬 郎 23 専  修  大
責 二 28 松  山  大
,羊仲 ¨  専  1多  大
住 史 23 F・H西学 院 大
岡122 東 北 福 祉 大

康 高 24 大  経  大
秀 -30 rll細 ・IE大
明 謙  27 東   海   大
聡  " 専  

“
多  大

勝 司 23 大 東 文 化 大
学 司 23 流 通 経 大
,ギ 生  卸   り] ,台  大
'湾
秀 29 1 rT畿 大

幹 也 3]愛 知 学 院 大
善 康 25 大  経  大
建 司 28 明  治  大
養 明 23 高  矢口 大

ｍＨ細麺樺所葬祥郁調耕車鋼噸加輸郵細̈＝森細ぃ
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ないないづくし情熱が力
一一―初 出場

ニチエー(北信越・新潟)は都市対抗の出場もな
く、ネt会人野球のビッグ大会には初出場。硬式転向
18年 目で悲願を成し遂げ、「この大会から野球部の
新しい歴史が始まる。新たな出発を飾るにふさわし
い試合をJと ナインは燃えている。
地元新潟・鳥屋野球場での二次予選.TDK千曲
川を降した就任6年目の斉藤与志朗監督(37)の 日か
らは熱い涙がこばれ落ちた。「これまでの苦労やお
世話になった人たちの顔が次々に思い浮かんでき
て、知らず知らず泣けてしまった」.逆境を乗り越
えてつかんだ代表の,主だった。
他の社会人チームのように練習時間と場所が確保
されているわけではない。医薬品卸販売会社の同社
は野球部員も他の社員同様、午前9時半から午後5
時半までは勤務が原則っ医療機器部課長の斉藤監督
以 ド26人の部員は営業に、配送に目まぐるしく仕事
を片づけてからやっと練習に。
同社にはグラウンドはなく、会社の駐車場が練習

場代わり。ブルペンは部員自らトタン張りの屋根を
作り、土を運び込んで作った“自家製"だ。投手はこ
こで投げ込み、打者はネットに向かってティーバ ソヽ
ティングをするのがやっと。土、日曜日に他の会社

ニ チ エ ー ーー ー
や高校のグラウンドなどを借り、フリー打撃や守備
練習を行っているが、練習量の不足は埋めようもな
い,有力新人の補強も思うようには進まない。まさ
にないないづくしだが、渡辺真卜将(29)は「他のチー
ムに絶対負けないのは野球への1青熱Jと 言い切る。
選手の意欲に応え“環境改善

いの動きも出始めてい
る. 1次予選後、 2日 間だけだが、勤務中に練習時
間lが認められた。室内練習場の新設計画の話も持ち
liが っている。「′芙はもう設計図もナ+l意 してあるん
ですよ.今回の出場が計画実現の後押しになってく
れるかもJっ 斉藤監督の夢は大きく膨らんでいる。

北信越二次予戦で初代表の座を手にし喜ぶニチエーナイン
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虐めくダイヤ

引
退
後
、審
判
に
転
身

社会人野球の選
「
生命

は長 くはない.30歳 を
超 えると「引退Jの 1文
字が頭 にちらつ く。会
社の社員と して再 スタ
ー トす るか、会社 を去

るか。そのなかでグラブとバ ッ トを置い
て もなお、野球に情熱を傾 け続 ける男た
ちもいる.

日本生命社員、赤井淳 1(42). 8年前、
チーム最年長の34歳 で引退.以来、審判
のマ スクをかぶ る=担 当は社会人野球、
関西大学連盟 リーグ、そ して春・夏の |||

r園 と幅広 い  |1本 選 手権 が始 まった
1974年 に入社 :そ の 11か ら内野 ■で出場
した´翌 11の 第 2 Fll大 会では、対メι諄ィi

油 (当 時)戦 で逆転の スリーラン` プロリ予球からの
った。 しか し、社会人野球を続けることを選んだ
12年 .

現役最後の85年 、都市対抗で初の優勝.「 一緒に
れる人たちがこんなにいる.自 分たちだけでプレ
るん じゃないと実感 したJ.審 判の話があったとき

束の都|lf対 |九 とともに社会人野球の 1大 イベン トとして
走才iし た社会人野球 日本選 手権大会は

ⅢはたちⅢの記念大会
を迎えた,さ まざまな人′li模 様を亥1ん できた歳月のこれま
でと、これから一―
(19931110ナ 112日 ～15日 、毎日新聞夕刊掲載.敬称略.)

なり受け入れることができた。「人格的
な面も要求 され る.けれ ど、これ まで
の野球人生が生か されていると思うと、
うれ しくなる」
今年 も、赤井はグ リーンスタジアム

神′rに 来た.Fl本選手権の審半1と して
の“出場"は 来年、現役時代の 9回 に並
′Sヾ

=

方、会社の中に審判部を持つ 三菱
重 E長崎の ようなチームもある.野球
部 O B10数 人で結成.元監督の宮脇茂
(43)も その 1人 .総務部に勤めるかた
わ ら、チームの練習試合 をは じめ、高
校野球の審判などもこなす。マ ネジャ
ーの i浦敏朗 (31)は「体源をつぶ して来
てくれて、頭が 卜がる」と感謝するが、

宮脇 らは特別に感 じない様 子で球場に駆けつける.

卜1本 選 手権を■1当 す るのは、日本野球連盟近畿地区連盟
に登録 している41人の審判委員. 7年前、赤井 1人 だった
加盟チームからの審判は、現在約 10人 に増 え、次第に定着
しつつある.

プ ロス リと並 ぶ夢

った日本生命の杉浦を思って言う。「彼にはプロの世界で活躍し
て欲しい.僕は、野球人生をかけるに値する最高の場が、アマ
チュアの世界にもあることを若い選手に伝えたいJ
96年のアトランタ五輪を日指す全日本チーム監督、川島勝百1
(50)は「同じスポーツをしながら、学生、社会人、プロと、組織
が分かれていた日本の野球が、五輪をきっかけに、 一つの旗の
下に団結するチャンスが来た」と言う。
91年には学生、社会人が一つになった全 日本アマチュア野球

連盟が結成された=これまでほとんどが社会人選手で占められて
いた全 日本レベルの海外遠征チームにも、学生が加わるようにな
ってきた .

第
二
の
野
球
人
生
と
し
て
審
判
を
選
ん
だ
赤
丼
淳
二
さ
ん
（左
端
）

＝
９３
年
１０
月
１０
日
第
１
試
合
の
日
立
製
作
所
―
新
日
鉄
広
畑
戦
で

誘い もあ
。そ して

喜んでく
― してい
も、すん

○○○○○○00000000000000000000000000000000000000C000000000000000000000000000

ロサ ンゼル ス、ソウル、バルセロナ五
輪の野球で、 Fl本 は金、銀、鋼 3つのメ
ダルを獲得 した,こ れ まで地味な印象だ
ったアマチュア野球は、 ‐躍注 目を浴び
るようにな り、社会人、学生の選 手にと
って、オ リンビックの野球はプロ野球 と

並ぶ大きな日標になりつつある.

ソウル (1988イF)、 バルセロナ fi lllilと 連続出場 した大阪 ガ
スの西 Ili文 (32)は 、「オ リンビックはこれまで経験 したどの
大会にも増 して最高の舞台だった」と振 り返る
197911、 大阪 ガスに人ネt,fを 足好llの 名選 手として高い

評価 を受けた.幼 tヽ ころか ら「プロ野球へのあこがれJは あ
った。 しか し自分がどこまでやれるのか。
自分を育てて くれた社会人野球界のために生 きることを選
んだ西は、プロヘ進む夢 を捨て、代わ りに 2つ の メダルを
手に入れた。 ソウル五輪の決勝で、アメリカの ジム・アボ
ッ ト投手 と対決、打ち取 られ最後の打者 となったこと。そ
して 4年後、チーム最年長の31歳でバルセロナに出場 し、
苦 しい予選を勝ち抜 き、銅 メグルを獲得 したことc「′心の底
から素直に野球 を楽 しめた」という。
五輸出場選手 らで作る親ぼ く会「五輸の会Jの 59人の うち、

すでに 7割 以上がプロ入りした.西 はバルセロナの同僚だ

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
で
米
国
を
破
っ
て
銅
メ
ダ

ル
が
決
定
。
抱
き
合
っ
て
喜
ぶ
全
日
本
チ
ー

ム
の
ナ
イ
ン
＝
９２
年
８
月
５
日

，澤

208



御 孵 F継 手緻 会 2θ響 入

９３
年
の
都
市
対
抗
で
ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た

し
た
熊
谷
組
。
休
部
後
の
選
手
た
ち
の
選
択

は
―
＝
東
京
ド
ー
ム
で
９３
年
７
月

試 練 の
再スター ト

9月 下旬に流れた社会人野球の名門、熊谷組の野球部休
部のニュースは、余 りにも突然だった。それだけに各企業
チームに与えた衝撃 も大きかった。明 日は我が身….

今月初め、神港学園 (神 戸市)監督、北原光広 (40)に 電話
がかかった。熊谷組の野球部にいる元教 え子からの、身の
振 りかたを相談する電話だった。懐か しい声を聞きながら、
北原は若いころの自分を思い出 した。身につまされもした。
1976年 に鐘淵化学に人社.将来を期待 された本格派の投

ドラフ トが変わる。今年か ら社会人、
大学野球選手の逆指名が球団側の 1、 2
位指名に限 って可能になる。 ドラフ ト会
議 (11月 20日 )直 前の 日本選手権は、選手
の力を見極める最後の大舞台。プロのス
カウ トたちの

熱いまなぎしが光る。
日本選手権が始まった1974年 、

長嶋茂雄が現役 を引退 した。そ
の年、無名の投 手が社会人野球
か ら巨人 に入 った。電 電 四国
(現・ NTT四 国)の 大 本 則 夫
(42).速 球 が武器の本格派。73
年に電電四国に人社。その直後
に肩やひ じを壊 し、大舞台での
登板 は、 2年 目の 日本選手権の
1イ エ ングだけ。被安打 1、 四
死球 2、 自責点ゼロの記録が残
る。
それで も大会後、プロの 2チ

ームか ら打診があった。幸い、
好 きな球団の巨人が 5位で指名.

「年齢的に最後のチャンス.飛びこんでみようと思ったJ。

しか し、不運にも故障が続 き、一軍のマウン ドに立つ こと
なく、ロッテヘ トレー ド、そ して退団。 3年間のプロ生活
だった。

りιとん″ざまで

手として日夜練習に励んでいた。ところが、翌77年 に経営
不振などから休部が決定。「その 日は悔 しさと将来の不安で
頭がいっぱいだった」と振 り返 る.

有カメンバーは野球 を選び、他の /1N業 に次 々と移籍ぅ他
の 4、 5人は会社 を辞めた。そのなかで、北原は 社́員 と
してlrlJく ことを決め、会社に残った。東京のチームからの
話 もあったが、家庭の 事情で関西を離れ られなかったか ら
だぃ
それで も、野球の虫がうずいた。仕事のかたわ らボーイ

ズリーグの監督を始め、 4年後、現在の神港学園の監督に
就任.以来、春 2回 、夏 1回の甲子園に導いた。
今では、「鐘化の 6年間はいい経験だったJと 思 う。熊谷

組の元教え Fに は、「周 りの人とよく相談 しろ。けれど、一
日でも長 く野球 を続けてくれ」とア ドバイスした。
鐘化は第 2回 日本選手権の出場チーム.第 1回優勝の三

協精機野球部 も今はない。今回出場 しているチームでは大
昭和製紙北海道が81-82年 に休部経験 を持つ。当時部員だ
った監督の我喜屋優 (43)は「日本選 手権準優勝を果たし、そ
こへ休部宣告.レ ギュラーが10人ほ どごっそり抜けた。復
部 しても、以前の力に戻るのに 4、 5年 かかった」と言 う。
企業 と共にあるチームの“宿命"と もいえるが、回復の き
ざしが見えない不況の今、名門チームで も部費の削減が続
く。その 一方で、毎年約15チ ームが日本野球連盟に新加盟
する。

今は、千葉や神奈川です し、和菓子の製 造販売業「富士見
屋Jの経営に′l亡 しい。「プロヘの道 を選んだことに悔いはな
い。チャンスにはどんどん トライすればいい。社会人のチ
ームにも新陳代謝は必要Jと 話す。
昨年夏、18年 ぶ りにNTT四国のグラウン ドを訪れた。監

督は、当時一緒 にブレー した
景浦隆男 (44).懐 か しさとと
もに、わずか 2年 間の思い出
がよみがえった。
同 じ年に松 ド電器か ら阪急

(現・オ リックス)に 入った現
コーチ、山口高志 (43)。 直 前
の 日本選手権では、60人 の ス
カウ トの注 日を集めた。その
2年前はヤクル ト入りを拒否、
しか し「 2年たってプロに行 く
腹は決めていた。 日本選手権
が最後、とい う気持 ちで臨ん
だ」と言 う。
ドラフ ト制が導入 されて28

年cプ ロとアマ、お互いが意
識 しあうなかで、 これ まで も

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOЭ OO
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日
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９２
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「
月
の
会
議

さまざまな試行錯誤が繰 り返 された。「別々の組織 として考
えず、 Jリ ーグのような組織の一本化で、野球界を発展 さ
せ るべ きだ」(日 本生命)と い う声が高 まっているの も事実
だ。
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葱外 還 征

第 |■‐回優勝 の三協精機 の訪豪‐か らスタート
優勝チームの海外遠征

単独チームロ本一に輝いた優勝チームは、第 l Llの i協精機を
始め、過去 9回に渡り海外遠征を行い、各国との親善や野球の普
及に努めてきた。■協精機の訪豪は、ネL会人チームとしては前年
の日産自動車に続いて 4回 目.豪州で膵んなスポーツと言えば、
ラグビー、テニス、クリケットなどで、野球はまだ発展途上と見
られていた。しかし第 1戦でパースに 3-7と 思わぬ敗戦を喫し、
そのパワーに驚かされた. 下手投げの投手が初戦に4本塁打を浴
び「豪州には下手投げがいないはずなのにJと 不思議に思ったとい
う話も。こどものころから親しんでいるクリケットでは、いつも
ワンバウンドのボールをオfっ ているので、下からのボールには強
かったのだ。各地で対戦チームから戦術や技術の熱心な質問を受
け、またこどもたちを対象に野球教室を開くなど、交流の実を挙
げて 3週間の日程を終え帰国した。第 2回の鐘淵化学は、 2連勝
のあと合作金庫に敗れたが、このとき2番手で登板したのが、後
に中日に人った郭源治だった。
親善試合ではなく、大会に参加して公式戦を戦ったのは、第15

回の本田技研熊本と第20回 の住友金属。都市対抗優勝に続いてい夏
秋連覇"を 達成 した東芝に代わって海外遠征の栄誉を11っ た本田
技研熊本は、野球の普及を目的に創設された第 1回 IBA(国際
野球連盟)会長杯に参加。ブエノスアイレスのナショナルスタジ
アムで韓国、ブラジル、アルゼンチン、台湾と戦い、韓日、台湾

◇優勝チームの遠征◇ (※ よ準優勝チーム)

第 1回 (1974年)三 協 精 機 豪 9勝 1敗
第 2回 (1975年 )鐘 淵 化 学 台 ,弯 2勝 1敗
第7回 (1980年 )日本鋼管福山 豪 6勝 3敗
第13回 (1986年 )NT丁 東海 中 国

第15回 (1988年 )※本田技研熊本 乙金堪墨昇κ 3位
第16回 (1989年 )住 友 金 属 豪 4勝 4敗
第17回 (1990年)日 本 生 命 豪
第18回 (1991年)日 本 石 油 豪 3勝 3敗
第20回 (1993年)住 友 金 属 ■3A会長√ 優勝

に敗れ i位 .し かし南アのケープタウンで行われた第 5 Fnl大 会に
出場の住友金属は、予選 リーグを全勝で突破.決勝では南アを34
-6と 大差で破って優勝した。大会は地元の新間にも大きく取り
liげ られ、野球を通しての国際交流に大きく寄与した=

一

この 9回の遠征の中から、1993年 12月 L旬 、住友金属とともに
南アフリカを訪れた毎日新聞大阪本社運動部、落合博記者の同行
レポー トを掲載する。

5勝

9月券

巫鶉
ア
野
球
事
辟

日本チームに惨敗ねた紗):γll

鑽圧
倒
的
な
強
さ
で
優
勝
を
飾
っ

た
住
金
ナ
イ
ン

南アフリカで野球 ?何の知識も持たないまま、第 5回IBA(国際野球連盟)会長杯国際野球大会が開かれた南アフリカのケー
プタウンを訪れた。アパル トヘイト(人種隔離政策)の廃止に伴って、政治、経済、スポーツなどの分野で国際舞台への復帰を
進めている南アフリカ.初めて接近遭遇した南アでの野球取材は、見るもの間くものが驚きと発見の連続だった。(落含 博)

会場のグッドウッド球場はダイヤモンドまですべて芝生。初日  本はスピー ドと軍隊のような正確さで南アを封じ込めた」と書い
は地元の南アがアフリカカップ優勝の栄誉をひっさげて、優勝候  た。最初のうちは住金の選手が見せるファインプレーに拍手を送
補の住友金属と対戦するとあって、スタンドは約1000人の観客で  っていた観客も最後のほうは、あまりのレベルの違いに黙り込ん
いっぱいだった。                      でしまったt

試合は0-10で 南アの大敗。隣で観戦していた地元紙「ザ アー   それでも、「しっかりした、洗練された野球をやっている」とい
ガス」のレニー クラインチェス記者は「これが世界の野球だ。日  うのが住金 νJ田監督の感想だった。役員として同行した原田冨
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社会ス野球J本選手権大会 2鉾被

米仕込みの洗練‐き―れた.技
大リーグ自指す選準|も

球と守備を磨けば、侮れないチームになる」と話していた。
アメリカからコーチを招いたこともあり、南アの選手は大 リー

グヘの夢を持っている。この試合にも出場 したピーター ニーマ

してもらうとかして、一般の人に野球を知ってもらいたい
野球をやる人が増えれば、レベルも上がるだろう。

若いころは遊撃手。会長に就任する4年前まではナショ
ナルチームのコーチを務めた。現在はケープタゥン大学の
卒業生らで作るVOBク ラブに所属し、35歳以上のチーム
で投手をやっている。公認会計士。53歳。

士雄・近畿野球連盟理事も「打撃
は踏み込んで打つアメリカンスタ
イル。セーフティーバントを試み
るなど勉強はしている。投手の制

ン補手は大 リーグのア トランタ
ブレーブスと契約 し、来季から
2Aで プレーすることになってい
るという。南アからは2人 目と間

いて、言葉や文化の壁があるにしても、日本から大リーグに挑戦
する選手がもっと出て来ていい。

大
会
を
支
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

女
性
ス
コ
ア
ラ
‥

◆女 性 ス コ ア ラ =大 活 躍 250人中、難 は2人だけ∞⑩ OO∞∞∞∞
住金とフランスとの

試合が始まる前、バッ
クネット裏のスタンド
上段で、紺色のジャン
パーを着た2人の女性
を見かけた。聞けば、
スコアラーだという。
数少ない女性スコアラ
一とばかり思ったら、南アには250人のスコアラーがいるが、男
性は 2人 しかいないそうだ。
無報酬のボランティア。試合が始まると、 1人が日本、 1人が
フランスに分かれてスコアを記入していた。国際試合を担当でき

るのはナショナルスコアラーの資格を持つ人で、厳 しい試験があ
るという。 2人 ともその資格を持ち、12年 と9年のキャリアがあ
ると誇らしげに答えた。
翌日、男性スコアラーの1人、レックス・マックニーさんに会
った。キャリア12年。年齢は60歳前後。「数字を扱う仕事だから
年を取って固くなりかけた頭にいいんだよ。私は野球をしたこと
がないけど、息、子はやってる。スコアラーが女性ばかりの理由 ?

そんなこと分からない」
同じ質問をロンバー ド会長にしてみたが、「男性はネット裏で
スコアをつけるより、グラウンドでプレーしている方が好きだか
らさ」とはぐらかされた。 (平成 5年12月 日付け毎日新聞夕刊)

覇孫墨 B・ロンバード会長に聞く PRと1麟轟拡大が第一
南アフリカ野球連盟のブライアン・ロンバード会長に南
アの野球事情などについて聞いた。
一一南ア野球の現状は。
競技人口は約 1万人。その 8割は子供だ。ケープタウン
には60チ ームあり、南ア全体では150ぐ らいある。大会は
年齢別に7つに分かれ、クラブの全国大会もある。最も大
きいのはインタープロビンシャル大会で、 6チ ームが参加
する。ケープタウンがある西地区が最も強く、ナショナル
チーム22人中、10人が西地区
出身者だ。
一―いつから野球を。
1910年 ごろから始まったが、
レベルはとても低かった。50
年代からポピュラーになり、
この 2、 3年で人気が出て来
た。強化策としてアメリカか
らコーチを招いたこともある。
一一黒人の選手は。
ナショナルチームには3人

いる。全員ケープタウンの選
手だ。将来、黒人選手はもっ
と増えるだろう。以前は自人と黒人の 2つ に分かれていた
連盟も2年前に一緒になった。特に西地区の黒人チームは
強く、ケープタウンのチームにはいい選手がたくさんいる。
一一将来の課題は。
夏はクリケット、冬はラグビーとサッカーが人気を集め

ている中で野球を普及させるのは難しい。グラウンドがな
く、スポンサーもつかない状況だが、第一に底辺の拡大に
努めたい。第二にナショナルチームの試合をテレビで放送

I

アフリカ大陸の南端に位置
する共和国。17世紀から移住
して来たオランダ人の植民地
となったが、ボーア戦争を経
て、英国の支配下に入った。
金やダイヤモンド採掘のため
に多くの黒人が労働者として
連れてこられ、その際、人種隔離政策が取られた。
日本の面積の約 3倍に当たる112万平方キロに約3379万人 (黒人

2490万 人、自人491万人、カラー ド307万人、インド系91万人)

が住む多民族国家。首都はプレトリア。通貨はランド(1ラ ンド
は33円 )。 オランダ語から派生したアフリカーンス語と英語が
公用語として使われている。
1995年 にはラグビーのワール ドカップ開催が予定されており
さらに2004年の夏季五輪誘致に向け、ケープタウンが運動を進
めている。

ナ
ミ
ビ
ア

モ
ザ
ン
ピ
‥
ク

南アフリカ共和国

211



大会全出場チームー覧および戦績 。睡勝、●は報勝、④はベスト4、 ③はベスト8)

出場チーム
出
場
回
数

第

一一
回

第
一一
回

第

回

第
四
回

第
五
回

第
六
回

第
七
回

第
八
回

第
九
回

第
十
回

第
十
一回

第
十
二
回

第
十
三
回

第
十
四
回

第
十
五
回

第
十
六
回

第
十
七
回

第
十
八
回

第
十
九
回

第
二
十
回

新 日 鉄 室 蘭 ○ Э ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ④
大昭和製紙北海道 ③ ○ ④ ③ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ③
た  く ぎ  ん ● ④ ○ ◎ ③ ③ ○ ○
新王子製紙苫小牧 4 ○ ○ ○ ○
NT丁 北 海 道 ○ ○ ③
日 本 製 紙 旭 り| 1 ○
八 戸 市 水 道 部 1 ○
盛 岡 鉄 道 局 1 ○
岩 手 銀 行 ○ ○ ○
新 日 鉄 釜 石 ○ ○ ○ ○ ○
T D K ○ ○ ○
秋 田 相 互 銀 行 ○ ○ ○
」 R東 日 本 東 北 4 ○ ○ ○ ○
オールいわきクラブ 1 ○
ヨー クベ ニ マ ル ○ ○
」 丁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ④ ○
N T T東 北 ○ ④ ○ ○ ○ ○ ③ ④
」A岩手県経済連 1 ○
日 立 製 作 所 ③ ③ ③
住 友 金 属 鹿 島 ○ ○
富 士 重 工 業 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
日 本 通 運 ○ ● ● ○ ④
本 田 技 研 ○ ○ ③ ◎ ④ ○ ③
N T T 関 東 ○ ③ ④ ○ ○
N T T東 京 ○ ○ ○

鷺 富 製 作 所 ○ ○
東 京 ガ ス ③ ●
リ  ッ カ  … 1 ○
日 本 鋼 管 ○ ○
日 産 自 動 車 ③ ○ ③ ③ ○ ●
三 菱 自動 車 川 崎 ○ ○ ○ ○
東 芝 ○ ③ ● ④ ◎ ○ ④ ○ ◎
日 本 石 油 ○ ③ ○ ④ ● ● ◎ ○
明 治 生 命
東 芝 府 中 1 ○
プ リン ス ホ テ ル ○ ●

谷 組 ● ④
ス リ ー ボ ン ド 1 ○
三 菱 重 工 横 浜 1 ○
三 協 精 機 ◎ ③ ○ ③ ○
N tt T信 越 ③ ③ ○ ○ ○ ○ ○ ③ ③
北 陸 銀 行 ○ ○
N T T北 陸 ③ ○ ○ ○
ニ チ エ ー 1 ○
河 含 楽 器 ○ ○ ③ ③ ④ Э ③
ヤ マ ○ ○ ● ● ○ ○ ○
大 昭 和 製 紙 ○ ○
ヤ マ 八 発 動 機 1 ◎
日 通 名 古 屋 ○ ○
新 日 鉄 名 古 屋 4 ◎ ○ ○ ○
N T T東 海 ○ ○ ④ ○ ◎
新王子製紙春日丼 ○ ○ ○ ○
」 R 東  海 ○ ○ ○ ③ C
三 菱 重 工 名 古 屋 1 ○
西 濃 運 輸 ○ ○ ○ ○ ○ ③ ○ ③
本 田 技 研 鈴 鹿 ○ ○ ○ ○ ○ ③
東 海 理 化 1 ○
ト ヨ タ 自 動 車 2 ○ ○
関 東 自 動 車 工 業 1 つ
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出場チーム
出
場
回
数

第
一
回

第
二
回

第

回

第
四
回

第
五
回

第
六
回

第
七
回

第
八
回

第
九
回

第
十
回

第
十
一回

第
十
二
回

第
十
三
回

第
十
四
回

第
十
五
回

第
十
六
回

第
十
七
回

第
十
八
回

第
十
九
回

第
二
十
回

三 菱 目 動 車 京 都 4 ③ ○ ③ ③
大 丸 ③ ○
日 本 新 薬 ○ ○ ○
日本 !BM野 洲 4 ○ ③ ○ ○
松 下 電 器 ○ ③ ○ ④ ④ ● ○ ③ ③ ④ ③ ○ ○ ○
日 本 生 命 ④ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
新  日 鉄  堺 ○ ○ ③ ④ ○ ○ ③ ③
鐘  淵  化  学 ○ ◎
川  崎  重  工 ○ ○

神 戸 製 鋼 ○ ④ ③ ③ ④ ○ ○ ③ ④ ○ ○
川 崎 製 鉄 神 戸 ③ ○ ③ ④ ○ ○ ○ ○
三 菱 重 工 神 戸 ③ ○ ③ ○ ○ ○ ○ ○ ③
新 日 鉄 広 畑 ④ ○ ③ ○ ○ ○
住 友 金 属 ○ ④ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ③ ○ ◎ ○ ○ ◎
,阿 部 企 業 1 ●
中 山 製 鋼 1 ◎
大 阪 ガ ス ③ ③ ● ○
N T T 関 西 ○ ③
三 井 遣 船 玉 野 1 Э
N K K ● ◎ ③ ○ ○ ③ ○ ○
三 菱 重 工 広 島 7 ④ ③ ○ ○ ○ ○
N T T 中 国 ○ ○ ○ ○ ○
協 和 発 酵 4 ○ ④ ③ ○
田 辺 製 薬 1 ○
新  日  鉄  光 ○ ○ ○ ○ ○
三 菱 重 正 三 原 ○ ○
川 崎 製 鉄 水 島 4 ○ ○ ○ ○
三 菱 自動 車 水 島 1 ○
」  R 四  国 ④ ○
大 倉 工 業 4 ○ ○ ○ ○
N T T 四 国 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ③ ○
丸 善 石 油 ○ ○ ○ ○ ○
伊 豫 銀 行 1

愛 媛 相 互 銀 行 1 ○
四 国 銀 行 ○ ○ ○ ○ ○ ③ ○ ④ ○ ○ ○ ○ ○

新 日 鉄 ノヽ 幡 ○ ○ ○ ○ ③ ○
」 R 九  州 ○ ○
日 鉱 佐 賀 関 4 ● ○ ○ ○
N丁 丁 九 州 ○ ○ ○ ○ ○
九 州 産 交 ○ ④ ③ ○ ○ ○
熊 本 鉄 道 局 1 ○
大 分 鉄 道 局 ○ ○
本 田 技 研 熊 本 ○ ○ ● ○ ○ ○
三 菱 重 工 長 崎 ○ ④ ○
日産 自動 車 九 州 1 ○
新 日 鉄 大 分 0

北 海道拓殖 銀 行→た  く ぎ  ん
山陽国策パルプ旭川→日 本 製 紙 旭 ,‖

王 子 製 紙苫 小 牧→新王子製紙苫小牧
専売東北、日本たばこ→」        T
仙 台 鉄 道 局→」R東 日 本 東 北

オ ー ル 常 交→オールいわきクラブ
日 本  楽  器→ヤ   マ   八
国 鉄 名 古 屋→」 R 東  海
三 菱 名 古 屋→三菱 重 工 名古 屋
王子製 紙 春 日丼→新王子製紙春日丼

日 本 鋼 管 福 山→N
国  鉄  四  国→」 R
門 司 鉄 道 局→」 R

Ｋ
国
州

四
九

Ｋ

(廃部したチームは出場時の名前で掲載)



大会言己録 佐端咄敵 知抑

>最短時間
5(1978)1時鵬140分  神戸製鋼―電電九州
>最長時間
8(1981)4時間57分 電電九州―新日鉄名古曝

(延長20回 )

>最長延長戦
8(1981)20回  電電九州―新日鉄名lif屋

>満塁
7(1980)(D荒 井(神戸製鋼)対人8召和製紙1ヒ海道
9(1982)②岡Πl(日 本通運)対日本楽器
11(1984)● 高橋(国鉄名古屋)対日本IBM野洲

″ O中 村(日 本楽器)対富 L重工業
″ ⑤伊藤(日 本通運)対電電北海道
″ 0中 小寸(神戸製鋼)対日本通運

15(1988)0森田建(四国銀行)対新日鉄室蘭
″ 8武 Fl(NTT中 国)対大阪ガス

=代打
″ 0西 (四国銀行)対NKK
″ ⑩高見(東  芝)対本}HI螂汗熊本

16(1989)0徳永(日 本石油)対神戸製鋼
″ ⑫中西(大阪ガス)対熊谷組

17(1990)⑬ 南谷(「 i菱重工三原)対富士重工業
=サ ヨナラ

19(1992)0徳永(日 本イi油)対新目鉄大分

>サヨナラ
4(1977)① 直村『 1司鉄道管理局)対新目鉄釜石

=延長14回
7(1980)0′lヽ ‖(河合楽器)対大倉]1業
″ ③束田(河合楽器)対東芝
″ ①木原(松 下電器)対 日本生命

9(1982)0岡田(日 本通運)対岩手銀行
=8回コールド

12(1985)0大須賀(河合楽器)対本田技研熊本
=代 ll

13(1986)0本 村(新 日鉄八幡)対三菱自動車|1山奇
=延長10回

″ ③ 西 (四国銀行)対新H鉄広畑
=延長H回

″ ⑨浜名(り |1崎製鉄神戸)対 TヽT北陸
=延長10回

14(1987)⑩ 船越 (新 目鉄広畑)対 日本石油
=延長11回

16(1989)① 徳永(日 本石油)対神戸製鋼
=8回コールド

″ 0黒木(熊 谷 組)対 トヨタ自動車
=8回コールド

17(1990)① 南谷(三菱重工二原)対富士重工業
=満塁

>先頭打者
14(1987)① 荻原(本田技研)対NTT信越
15(1988)② 鈴木(日 本石油)対新日鉄八幡
16(1989)0渡辺(J  T)対新日鉄人分

″ 0古竹(西濃運輸)対 日本生命
17(1990)0市川(富士重工業)対三菱重工]i原

″  ⑥早り予(三菱重工二用 支寸NTTJヒ,毎道
″ 0橋 本(NTT北海道)対日本石油

18(1991)(3.11本寸(り ‖,失 1掏 ′f)
19(1992)0竹村(大阪ガス)

>大会通算最多
15(1988)75

>大会通算チーム最多
15(1988)16 νЧ国銀行

>大会通算個人最多

対J  T
対NTT束Jヒ

11(1984)61リト藤(日 本通運)対電電四回 1、

電電北海道 2、 神戸製鋼 2、 電電
東海 1

>1試合最多
16(1989)8 νЧ国銀行(6)一 NTT東北(2)

>1試含チーム最多
16(1989)6四 国銀行 対NTT東北

>1イニングチーム最多
15(1988)3東   芝 対NTT四 lJl

>1試合個人最多
6(1979)2村 上(大H召 和製紙北海道)

対三菱重工神戸
7(1980)″ 山内(日 本鋼管福山)

対オール常交
9(1982)″ 岡田(日 本通運)対岩手銀行
10(1983)″  米円(日 産自動車)対電電信越

″ ″花野(日 本生命)対日産自動車
11(1984)″ 伊藤(日 本通運)対電電北海道

″  ″ イi円 (松下電器)対三菱重工長崎
″  ″島Fl(松 ド電器)対   ″
ル  ル伊藤(日 本通運)対神戸製鋼
ル  ″ Hl村 (神戸製鋼)対 日本通運

12(1985)″ 岡崎(本田技研鈴鹿)

13(1986)″ 中西(NTT東海)

″  ″ 西 (四国銀行)

″  ″ 木戸(NTT東海)

″  ″ 山本(阿部企業)

14(1987)″ 菊田(NTT東北)

対川崎製鉄神チi

対協和発酵
対新日鉄広畑
対NTT東Jヒ

対川崎製鉄神戸

対日産自動車九州
″  ″雨堤(本田技lll)対四国銀行
″  ″長井(本Πl技研)対 日本IBM野洲

15(1988)″ 飯田(日 本IBM野ツ
"対王子製紙春日井

″  ″徳永(日 本石油)対神戸製鋼
″  ″折原(大阪ガス)対NTT中国
″  ″田中(四国銀rf)対NKK

16(1989)″ 徳永(日 本石油)対神戸製鋼
″  ″森円建(四国銀行)対NTT東北
″  ″ (4i藤 (住友金属)対NTT中 国

17(1990)″ 小森(西濃運輸)

対本田技研熊本
″  ″南谷に菱重工二原)オf富士重工業
″  ″鶴岡(日 産自動車)対北陸銀行
″  ″松原(東  芝)対 J  T
″  ″ 五十嵐(日 本石油)対NTT北海道
″  ″若林(日 本石油)対東  芝

18(1991)″ 上野山(三菱自動車京剖;)
対PЧ国銀行

19(1992)″ 大久保(日 本石油)対三菱重工神戸

20(1993)″ 川崎 (日 本通運)対NTT北陸
>個人連続試合
11(1984)4伊藤(日 本通運)対電電四国、電

電北海道、神戸製鋼、電電東海

>個人2打席連続
6(1979)村 11(大 H召和製紙北海道)

対三菱重11神戸
10(1983)イ饗予(日 本生命)対 日産自動車
11(198‐1)伊藤(日 本通運)対電電北海道
13(1986)中 西(NTT東海)対協和発酵
14(1987)長 井(本田技研)対 日本IBM野洲
15(1988)飯 用(日 本IBM野ツ愉

対王子製紙春日井
″ 梁原(東  芝)

対NTT四国、日本たばこ
16(1989)徳 永(日 本石油)対神戸製鋼
17(1990)松 原(東  芝)対 J  T
20(1993)り |1崎 (日 本通運)文寸NTTJし陸

>チーム2連続本塁打
6(1979)大H召 和製紙Jヒ海道(高梨、村上)

対三菱重工神りf

ll(1984)日 立製作所(国山、内円)対国鉄名古屋
13(1986)阿 部企業(前田、山本)

対川崎製鉄神ァi
14(1987)王 子製紙春日井(篠崎、近藤)

対貫旨谷組
15(1988)東 芝(4ヽ林、畠山)対NTTPЦ 国

″  四国銀行(卜Π中、谷岡)対新日鉄室蘭
″  本田オ支研熊本(り ‖道、久保)

対新日鉄堺
″  東  芝(南渕、丹波)対日本石油

16(1989)本 田オ支研(朝山、西)対NTT四国
″ νЧ国銀行(森田建、宮本章)

対NTT東北
17(1990)日 本石油(五 |^嵐、若林)対NTT北海道
19(1992)日 本石油(坂口、若林)対新日鉄大分

>大会通算最多
15(1988)492

>1試合最多
15(1988)35 NTT中 国(20)― 東海理化(15)

>1試合最少
3(1976)4 日鉱イな賀関(2)一 日本楽器(2)

>1試含チーム最多
15(1988)20 NTTlill」 対東海理化

″  ″東  芝 対日本たばこ

>1イニングチーム最多
2(1975)8鐘 淵化学 対住友金属
7(1980)″ 日本楽器 対北海道lri殖銀行
11(1984)″ 国鉄名古屋 対日本IBM野洲

″  ″電電中国 対神戸製鋼
12(1985)″  東  芝 対日本鋼管福山
16(1989)″ 新日鉄室蘭 対松 ド電器
20(1993)″ 日本通運 対NTT関西
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>1イニング連続安打
2(1975)7鐘 淵化学 対住友金属の 7回
6(1979)″ 住友金属 対神戸製鋼の 8 1nl

17(1990)″ NTT東北 対四国銀tiの 211

>毎回
8(1981)東   芝 対νЧ国銀行

″  日本生命 対電電九州
=7回コールド

11(1984)

12(1985)

16(1989
19(19②

20(1993)

日本楽器 対富士重11業
神戸製鋼 対電電中国
松 ド電器 対三菱自動車III崎
本田枝研 対川崎製鉄神戸

=6回コールド
松 下電器 対NTT信越
川崎製鉄水島 対日本生命
日本通運 対」T
住友金属 対東芝
日立製作所 対新日鉄広畑

>大会通算最多
17(1990) 76

>1計騨箸濁譲多
12(1985)9神 戸製鋼(7)一 NTT東海(2)
17(1990)″ 西濃運輸(5)一本田技研熊本(4)

″  ″ NTT北海道(7)一住友金属(2)

>1試含チーム最多
12(1985)7神 戸製鋼 対NTT東海
17(19∞)″ NTT北海道 対住友金属

>1イニングチーム最多
10(1983)4王 子製紙苫小牧 対電電四国の3回

>大会通算最多
17(1990) 13

)1言粛含影
4(1977)3電電東海(2)一神戸製鋼(1)

>1試含チーム最多
2延べ18チームが記録

>1イエングチーム最多
2(1975)2鐘淵化学 対九州産交
5(1978)″ 東京ガス 対三菱重工広島
6(1979)″ 住友金属 対神戸製鋼
15(1988)″ 日本石油 対東芝
17(1990)″ 日本生命 対河合楽器
18(1991)″ 三菱自動車京都 対四国銀行
20(1993)″ 三菱重工長崎 対住友金属

″  ″ 日本通運 対NTT関西

>大会通算
15(19881257

>チーム大会通算
15(1988)51 東  芝

>1試合最多得点
15(1988)25 NTT中 国(15)一 東海理化(10)

>1試含チーム最多
11(1984)18松 ド電器 対三菱重工長崎

=7回コールド

レ1イエングチーム最多
13(1986)10 NTT東 海 対協和発酵の9同

>全員安打
16(1989)日 本石油 対神戸製鋼

″ 熊 谷 組 対トヨタ自動車
20(1993)日 立製作所 対新日鉄広畑

>先発全員安打全員得点
12(1985)日 本楽器 対大分鉄道管理局
15(1988)東   芝 対日本たばこ

>1試含チーム最多塁打
15(1988)35 NTT中 国 対東海理化

>1試含個人最多塁打
7(1980)11山 内(日 本鋼管福山)

対オール常交

>1試含チーム最多犠打
7(1980)6北海道拓殖銀行 対田辺製薬

=延長10回
11(1984)″ 電電東海 対新日鉄堺

″  ″住友金属 対日本通運
16(1989)″ 日本石油 対新日鉄室蘭
17(1990)″ 日本石油 対NTT北海道

>1イニングチーム最多犠打
4(1977)3住 友金属 対九州産交
7(1980)″ 北海道拓殖銀行 対田辺製薬
8(1981)″ 国鉄名古屋 対協和発酵
10(1983)″ 国鉄名古屋 対神戸製鋼
14(1987)″ NTT東北 対日産自動車九州
17(1990)″ 大昭和製紙北海道 対NTT関西
18(1991)″ 河合楽器 対日産自動車
※第4回、第8回、第17回 、第18回は連続記録

>1試含チーム最多盗塁
3(1976)6三 菱自動車京都

6(197の
7(1980

15(1988)

対仙台鉄道管理局
″三菱重工神戸 対本田技研
″ 日本鋼管福山 対オール常交
″神戸製鋼 対河合楽器
″大昭和製紙北海道 対新日鉄八幡

>1試含個人最多盗塁
6(1979)5川 辺(三菱重工神戸)対本田技研

>最多奪三振
17(1990)14新 谷(日 本生命)対NTT東ヨヒ

※参考記録=3(1976)14児玉(新 日鉄光)

対大倉工業=延長11回 >6(1979)14
鈴木(電電信越)対丸善石油=延長13回

>連続奪三振
4(1977)6斉 藤(新日鉄釜石)

対門司鉄道管理局
16(1989)″ 木村(日 本生命)対西濃運輸
17(1990)″ 新谷(日 本生命)対N[町東北
19(1992)″ 小桧山(日 本石油)対 Nη

『
北陸

>毎回奪三振
17(1990)新 谷(日 本生命)対NTT東北

=計14個

>塗聾議三振誕ヨ収
16(1989)金 沢健一(日 本石油)対新日鉄室蘭

=計10人 (11奪三振)

>連続試含完封
1(1974)2大塚(三協精機)

対松下電器、大昭和製紙北海道
3(1976)″ 門倉(九州産交)

4(1977)

5(1978)

12(1985)

対TDK、 三協精機
福間(松 下電器)

対本田技研鈴鹿、鐘淵化学
松沼(東京ガス)対神戸製鋼、大
昭和製紙北海道
伊東(本田技研)

対川崎製鉄神戸、東芝

>最多与四死球
7(1980)10鈴木秀(オ ール常交)

対日本鋼管福山

>無四球試含
4(1977)三 協精機 (伊藤)一神戸製鋼(登記)

※3投手以上=1(1974)鐘 淵化学(宮田)

一西濃運輸(早川、柴田、宮本)>4(1977)
松下電器(福間)一本田技研鈴鹿(前村、金
本、名和)>20(1993)日立製作所(大塚、
伊藤)一川崎製鉄水島(朝間)、 日産自動車
(久保、川尻、一条、篠塚)一住友金属(尾山)

レ最多投球数
17(1990)163鈴 木(日 本石油)

対大昭和北海道
※参考記録=4(1977)248門 倉(九州産
交)対鷺宮製作所=延長19回

>卿
3(1976)69浅井(TDK)対九州産交

>1試含チーム躍多失策
8(1981)5川 崎重工 対大昭和製紙北海道
10(1983)″ 松下電器 対住友金属
13(1986)″ 四国銀行 対NTT東北

>1試含チーム最多併殺
13(1986)5川 崎製鉄神戸 対新日鉄釜石
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月ヽ雪冨ノ7言ヨ肇景 (左端の数字は通算本塁打)

1

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41

>第 1回大会
1岡本 道夫
2金原 晴夫
3我喜屋 優
4塚本  巧
5山本 功児
6星山 和久
7岡本 道夫
8 中丼  ‖1貢三二
9吉川 丈―
10外圃 郁夫
11 /Jヽ里子ミ宇言巨戻と
12末永 成典
13 E日本寸  鬼R享烏
14古り 達雄
>第 2回大会
]中出 謙二
2福永 純一
3若松  実
4前橋多美雄
5持主 雅仁
6菅    豊
7峯本 達雄
8山下 隆士
9赤丼 淳二
10伊藤  俊明
11豊国 利―
12佐々木幸治
13 里子本寸    方寃
14佐伯 国司
15佐藤 治夫
>第 3回大会
1中丼 照也
2都築 義晴
3山口  円
4湯野  '青二
5柳原 信彦
6檜原  明
7梅原 良樹
8 フヽ本寸    []
9吉田 秀雄
10 長沢  和な佳
11村上  学
12湯野  '冑二
>第 4回大会
1古賀 博樹
2 ,に里予  ==宏佳
3丼上 新―
4坂東 ―彦
5直本寸 盛,台

6田中 昌宏
7 ノヽ本寸  牙饉,そ
8川上 謙治
>第 5回大会
1川越 雄―
2小林 裕―
3渡辺  茂
4城戸  勉
5岩沢 建―
6樋江丼忠臣
7高梨 英夫
8大村 雅文
9山中 秀明
卜第 6回大会
]竹中  円
2上久保―平
3加藤 雄―
4 ¬て本寸    昌置
5堀田 晴一
6田伏 清美
7山本 文晴

日本鋼管福山
丁DK
大1召和製紙北海道
国鉄四国
本田技研鈴鹿
三協精機
日本鋼管福山 2試合連続
日本生命
三菱重工広島
鐘淵化J■    ランニング
日立製作所
鐘淵化学   代打
日本鋼管福山 投手
三菱重工広島

新日鉄堺
丸善石油
三菱重工広島 投手
日通名古屋
イうチ〕奮篭艮イlr
拓殖銀行
新日鉄堺   代打
丸善石油
日本生命
秋田相互銀行 代打
三協精機
三菱重工広島
日本生命
九州産交
鐘淵化学

大倉工業
住友金属鹿島
松下電器
日鉱佐賀関
協和発酵
大丸

66 8山極 憲三
67 9柴田 克己
6810湯之戸孝修
6911高梨 英夫
70 12 本寸 L  月虫貝」
71 13 本寸」L  ttR貝 リ
7214岡田 敏裕
73 15 LuE日     12
7416竹崎 恭二
75 17 沢熊  辰己
7618古嶋 正人
7719三上 広見
78 20 F笥「]  だ支ラに
7921日高 明彦
8022内海 昌之
81 23 L口 Ett    Я西
82 24 "コ E日 陛曇上ヒフ官
83 25 翁段治舎  巧
84 26 田中  祐司
>第 7回大会

85  ] 里予E]  矛□」E
86 2/」 りヽ  ,享司
87  3 日尋    ]ムこ]
88 4山内  明
89 5山内  明
90 6高橋  哲夫
91 7荒井 信久
92 8山崎  博イ〒
93 9高梨 英夫
94 10 え吉本本    χ告
95 11 東日ヨ都志男
9612白水登樹二
9713木原 弘人
9814山内  明9915佐名木睦夫
100 16 it「 ]  芽F/1
10117松川 正樹
102 18 木原  弘ノ人、
10319今岡 逸朗
104 20 ＼ヾ川  正本封
105 21 関    弓ム己
10622渡音6 -,台
>第 8回大会

107 1鈴木 秀男
108  2 7ろ ――    [ヨ
109  3 本寸」ヒ  月虫貝り
110 4岡本 哲司
111 5阪本  徹
112 6菊地 恭―
113 7Eヨ山奇   岡」
114  8 本寸Jヒ  兵R貝」
115 9梁原 修志
11610高梨 英夫
117]]川越 雄―
11812佐藤   清
119 13清水  イ言英
120 14 虫段)R  譴彗剛]
12115高梨 英夫
122 16 剛反フト    作教
123 17本寸田 博幸
>第 9回大会

]24 1 β可ヨ3 -イ子
]25 2若松 茂樹
126 3田代  文博
127 4山本 一孝
128  5 鶴岡  昌宏
129  6 「12コ   ヨFE5130 7浦   誠哉
131 8浦東   靖
132 9泌議⊇   1専
133 10 i±     ;モ尼ラ

西濃運輸
電電九州
電電東海
大昭不口

ηP帥
道
l連続

三菱重工神戸
松下電器
日本楽器
新日鉄八幡
協和発酵
新日鉄釜石
拓殖銀行
新日鉄釜石
日本楽器   代打
松下電器   通算2本目
拓殖銀行
松下電器
住友金属

河合楽器
″      逆転サヨナラ

日本£
号戸
福山
|』  巣』

国鉄名古屋
神戸製鋼   満塁

′/

大昭和製紙Jヒ海道 通算3本目
神戸製鋼   代打
河合楽器   サ∃ナラ
リッカー
松下電器
日本鋼管福山 通算3本目

日本楽器
松下電器
〃    琴彗ヂ5

日本鋼管福山
松下電器   通算2本目
日本鋼管福山 通算2本目

富士重工
四国銀行
大昭和製紙J開道 通算3本目
神戸製鋼
河合楽器
東芝

大昭和製網ヒ海道 通算4本目

″   通算4本目
電電九りヽЧ  通算2本目
日本生命
新日鉄堺
富士重工
大昭和製紙北海道 通算5本目
河合楽器   通算2本目
富士重工

王子製紙苫小牧
三菱重工広島 通算2本目
九州産交

国産自動車
新日鉄堺

/′

三 菱 重 工 三 原
日本 通 運

152 10 「ヨ布喬  菫雪ラに
]5311武智 勇治
154 12 蔵泰山鳥  ――不リ
15513米田 保伸
156 14 末首L口   不□7=
157 15米田 イ呆伸
158 16 り支里予  阜′テ晨
15917早瀬 万豊
160 18 7と 里予    Iち
161 19 イと里予    15
162 20 奪

“
ス  壽→台

16321筒井 大助
16422 ,生雇要 な佳ポ討
165 23 「己月ラ  lEE]
16624三好 ―幸
167 25 果果E日     「早

>第11回大会
168 1福本 高典
169 2原野  優
170 3大内 俊,台

171 4浦本 慶啓
172 5 金丸  昭彦
173  6 tF序 萎E日 糸己ラに
174 7 F彗布喬  嗜雪ラそ
175 8坂上 博文
176 9岩田 忠典
17710本木  1多,台

178 11 長丼  研介
179 12 ,甫    ヨ成哉
180 13 武居  邦生
181 14黎 J  λk』妻
182 15 「卜本寸  不口層ラ18316日り|1 雅夫
184 17 7」 本ヽ本    貢
18518伊藤由紀夫
18619伊藤由糸己夫
]87 20 日比野  勇
188 21 え雪すキ  亀改EF
18922岡田 吉富
190 23 ク生麗憂  を佳なコ
19124松隈 憲治
192 25 [団 Lu  驚事

't193 26 FttEB   3釜
19427島 Eヨ  イ予雄
195 28 Zヨ EttE言 =L5弓196 29 そ5EttEtt L95
197 30 EttE日   イラな佳
198 31 雨堤  浩久
199 32 イヂ離泰E日 糸己ラく
200 33 中村  好

'台20134望 月 伸―
202 35 「可Ett  E5E言

東芝
電電信越
日産自動車
電電信越
日産自動車
国鉄名古屋
日本生命

新日鉄広畑
住友金属

新日鉄広畑
住友金属
日本生命

新日鉄八幡
専売東北

′/

神戸製鋼
日本通運

国鉄名古屋
日本 IBM野洲

〃

三菱重工長崎
本田技研
新日鉄堺
日本楽器

13411岡田 吉富 日本通運
13512牛島  '告彰   ″
13613岡田 吉富   ″    通算2本目
13714田中 祐司 住友金属   通算2本目
13815片山 雅彦 電電関東
13916若山 哲男 日産自動車
14017岡田 吉冨 日本通運   R4戦 瞥14118坂本 照彦 電電関東
]4219三好 ―幸 住友金属

>第10回言己念大会
143 1石丼   馨 王子製紙苫小牧
144 2松田 裕之 本田技研
145 3植田 利幸 国鉄名古屋
146 4本本    ,羊    〃
147 5後藤 哲夫 新日鉄室蘭
148 6栗山 禾ロイテ イ主友金属
149 7山本宗三郎 河合楽器
150 8森本  進 国鉄名古屋
151 9林    洋    ″

42
43
44
45
46
47
48
49

50
51
52
53
54
55
56
57
58

59
60
61
62
63
64
65

三菱重工神戸
本田技研
新日鉄八幡

′ノ

拓,直銀イ〒

イt才丁
通算2本目

]イニング

14回 サ∃ナラ

通算2本目
代打

1イニング

投手

神戸製鋼

日本通運

電電北海道
日本通運

住友金属

日立製作所

松下電器

本田技研
日本通運
神戸製鋼
日本通運

lイ ニング

先 頭 打 者
通算2本目
]イ ニング
通算2本国

通算2本目

投手
連続打席
通算2本目
投手

通算2本目

]イニング

満 塁
通 算 3本目

通算2本目
通算2本目
投手
満塁

}ξfit,fl

通算4本目

12者連続

投手
投手]試合2本
通 算 2本 国1試合 2本
通 算 2本 自

通算4本目

通算5本目

日鉱佐賀関
新日鉄名古屋
大丸
新日鉄光
日鉱佐賀関

神戸製鋼
富士重工
九州産交

門司鉄道管理局
三協精機
神戸製鋼
住友金属

電電九州

東京ガス
電電中国
国産自動車
三協精機
大昭和製紙北海道
神戸製鋼
日産自動車

216



社鉄 孵 F継 手緻 会 ″薇

203 36 匡日本寸  夕子シ台
204 37 tF肇泰E日糸己ラヽ
205 38 F]フト  嗜雪i可
20639遠藤  芳イ言
207 40 Jヒ里予  竜改5ヒ
208 41 平岡  靖彦
209 42 EttE日  イ予な佳
21043柿

'召

 章文
21]44湯之戸孝修
21245伊藤由糸己夫
21346柿沼  章文
214 47 筒ナキ  リヽ月カ

レ第12回大会
215 1荻  浩文
216 2内 山 仁志
217 3 佐藤  正貝」
218 4 中西  親志
219 5 丹波谷至邦
220  6 7栄E日   軍厄三三
221 7石元 浩三
222 8 β可音B   稔
223 91逍    tI弓会
224 10 ノヽ力頁獲写  `菫
225 11 宮崎   剛
22612福本  勝幸
227 13 Zそ,等  天Ё5弓
228 14 本寸_L  5て有攻
22915片岡 定,台

230 16佐藤  雄樹
23117三好 ―幸
232 18 ,生 犀票  IE貝」
233 19 内山 イニ志
234 20 EttE日  イ予宏佳
235 21 本木    デ手息B
236 22 つ民F司   デ弩」ヒ
237 23 フヽ/1k [二自Б
23824高里予 ,青秀
23925日り|1 雅夫
24026函コL 催じ台
241 27 丹波谷至邦
242 28 文寸景5  日召5弓
243 29 岡山奇  純――
244 30 月日そゞ    弓言
245 3] Zヨ カ言  剛目〕ム
246 32 岡山奇  純――
247 33 ＼ヾフト  ラ事――
248 34 本寸,頂  未丼χマ
249 35 命令フト  樫蒻台
250 36 ネヨフト  屋券EF
251 37岡 Eヨ    イ三
25238梁原  修志
253 39 篠崎  宏道
254 40 武居  邦生
255 41 曽根原博志
25642入 内島  イ呆
257 43 蓼天|テ買  セ隻5そ
258 44 育tE日    ヨ或
259 45 本寸,項  来丼イマ
260 46 金令/1k  ウく――
261 47 中本寸  好,台

26248広瀬 哲朗
26349山越  吉洋
26450広瀬 哲朗
265 51 ぷ天1京  セ受5そ

>第 13回大会
266  1 匡HZ互   未見えま
267  2 中Zコ  親志
268 3 岡本  達朗
269 4辻    慶人
270 5並本  保彦
271 6僣」泰   '青

神戸製鋼  Li漂言:彗
日本通運  遁豪 奮
神戸製鋼   通算2本目
日立製作所
松下電器

″    通算3本目
日本通運
電電東海   通算2本目
日本通運   通算6本目
″    通算2本目

住友金属   通算2本目

大分鉄道局
日本楽器

′′

NTT東 海
神戸製鋼
N tt T東 海
NTT四 国
四国銀行
本田技研鈴鹿
河合楽器   サ∃ナラ
東芝     通算2本目

# |に ング

日本鋼管福山
東芝
住友金属

日本楽器

松下電器

通算3本目
通算3本目
通算2本目
通算2本目
通瓢 本目

神弓テ鋼  1菖X』
川崎製鉄水島
神戸製鋼   通算2本目
日本石油
本田技研鈴鹿
川崎製鉄神戸 代打

本田技研鈴鹿 1試合2本
三菱重工神戸
河合楽器
〃    通算2本目

東芝
新日鉄室蘭
東芝     通算2本目
松下電器
日本楽器   通算3本目
日本石

'由本田技研

東芝
河合楽器   通算2本目
東芝    代打
神戸製鋼   通算3本目
本田技研

″    通算2本目
〃    通算2本目

N丁
り
東海

l蜀 套昌
協和発酉孝
NTT東 海
河合楽器
日本生命   通算2本目

272 7沢 田 義文
273  8 2'日日里予撻菫層多
274 9富永 武雄
2万 10ノ 木ヽ  裕
27611若槻 弘之
277 12 2ヽ 本寸  IE――
27813並木 保彦
279 14 本寸

'項

  末丼ンマ
280 15 暉目序栗  享完広雀
281 16 `OEtt    χ告
282 17 ,2E日里予漣重層多
28318菊 田 善信
284 19 /Jヽ コ] 保治
28520山本  清二
286 21 西   弓ム顕
287 22 西    ]ム顕
28823中谷  亨
28924田沢 ―仁
29025吉 田 幸也
29126森 田 範三
292 2 "R田  部オ広
29328菊 田 善イ言
294 29 F]E日  「ヨ三三
295 30 石津  明弘
29631新座 良―
297 32 )兵名  敬――
298 33 /1k「 ヨ    立つ
2993本 戸  均
3CIC1 35前 田  勝司
301 36山本  清二
3C1237山本  清二
3113 38 /Jヽ コ, 保治
3M39中 西 親志

>第14回大会
3C15 1東  良―
3∞ 2鈴 木 勝則
307 3福地日出雄
308 4菊田 善信
309 5菊田 善信
310 6β可本目 信講誨
311 7雨堤 浩久
312 8金子 誠一
313 9 西   弘顕
31410雨堤 浩久
315]]西   俊児
316 12 「1本寸  不]尼ラ
317 13 ψ生屈票 I貝 J

318 14 月RE屋  更菫
=司

319 15 えゴ里予  女子4申
32C116板東 照雄
321 17 Eヨ ]巳     フk
322 18 /Jヽ 里予    弓言
323 19杉リキ   3示
32420若丼 基安
325 21 本多フト  J5tL
326 22 舟台走盛  角改眉ラ
327 23 蓼火F買  セ隻5`
328 24 6と

=F  
計戎――

329 25 Eヨ リ支  目巨宏佳
33C126 浦東   靖
331 27 を隻序泰  IEI[蛍
332 28 「司EB  禾日貝り
33329 篠山奇 ,告イ予
33430近藤 岩男
335 31 月員を言  ヨ

=貝
」

336 32 雇ヨ里予  言羊ラ晨
337 33 '生 靡襄  禾日]ム
338 34 長丼  研介
33935雨堤 浩久
340 36 長井  研介
341 37 /Jヽ り||  十享5て

王子製紙苫小牧
日鉱佐賀関
富士重工業
三菱自動車水島
新日鉄釜石
新日鉄八幡
河合楽器

プリンスホテル
N tt T東 Jヒ

日鉱佐賀関
N丁 丁東Jヒ

阿部企業

四国銀行

川崎製鉄神戸
新日鉄釜石

NTT東 海

NTT東 Jヒ

三菱自動車京都
川崎製鉄神戸
NT丁 Jヒ陸
川崎製鉄神戸
NT丁 東り毎

阿部企業

サヨナラ
通算2本目
通算3本目

通算2本目

N tt T東 海

日産自動車九州
|″   リ

N丁 丁東Jヒ

大昭和製紙北海道
本田技研

四国銀行
本田技研

ヤマ八

]イ エ ン グ

1試合2本,ヨ ナラ
通 算 2本 国

通算2本目

通算2本目

通算2本目

通算2本目

サ∃ナラ

1言式合 2本
通 算 2本 目

2者連続
通算2本目
1言式(ヽ22ド
通 算 3本 国

通算2本目
通筆 本目

1イニング

通算3本目
13に

`ヽ
22ド

通 算 4本 目

通算2本目

通算3本目
]言式

`■
2フト

通 算 3本 目

通算2本目
通算3本目

秋田相互銀行
日本鋼管福山
NTT四 国
月員そゞた目
NTT東 Jヒ

中山製鋼
日本石油
新日鉄広畑

〃   サ∃ナラ
本田技研   奮聾呆言
〃     通算2本目

ヤマ八
新日鉄堺   通算2本目
ヤマ八
日本鋼管福山 代打
王子製紙春日丼 投手

″   2者 連続
真簑そゞ畜目

本田技研   通算2本目

# }膠凩
プリンスホテル

348 2 猪狩  正弘
349  3 り反フト    IE
350  4 本寸蕩項  え丼%k
351 5太 田代慎也
352 6イ山波  泰三
353 7 棚橋  ネ右司
354  8 食反E日   ヨ旨な佳
355 9飯 田 孝雄
356 10 葛言自雨榊申―一月兌
357 1l Zコ     ]ム昆頁
358 12 Eヨ フト  E貢尼ラ
359 13 谷岡  秀――
360 14 デ等康泰    作孜
361 15 工「 里予  モLS弓
362 16 田中  靖秀
36317丸谷富美夫
364 18 Fヨ /1k  =5ラ そ
36519伊藤  雄二
366 20 藤崎  靖彦
36721 高野  清秀
368 22 /」 6ヽFxE日   ,晨
369 23 Jヒ []  禾□I
370 24 月戸¢生3(月R元檬
371 25 ] 「`司  ラ511
372 26 ノヽそさ    套貞
373 27 本公Иド  75ち改
37428梁原  修志
375 29 /」 本ヽ本   薫
376 30 EttL日  〕ム章杉
37731 ,可里予幸四郎
378 32 7ヨ F員    晏ミ
379 33 食反E日   ヨ孝宏饉
380 34 孝ゴ里予  支子イ申
381 35 ヌ可音Б   稔
38236藤原 良―
383 37 果果E日   英菫

=可38438鈴木  忠イニ
385 39 [ヨ フト  Ё芦尼ラ
386 40 E日「1  立青ラ538741谷 岡 秀―
388 42 2コ「]  E2月曼
38943 徳永  耕治
390 44 F]"支そゞEEヂ6
391 45 金令フヽ  層露布谷
392 46 4ま えk  未丼え台
393 47 J斤 ,テ買  歴長作中
394 48 [F¢生うに月R元景
395 49 武田  茂人
396 50 り〒Ftt  E長 1中

397 51 Jヒ Eコ  禾日IE
398 52 F買 里予    僣憂
399 53 秀刀‖  IE貝」
40054梁原 修志
401 55 4ヨ /1k  層券EF
402 56 り|li彗  [二息Б
40357′そ

`呆

 見員司
404 58 25    ]ム 最頁
405 59 E日「い  島青ヲ5
406 60 宮フト  雄 [二

407 61 E日「口  島青ヲ5
408 62 薬自紳申―一成
409 63 全令/1k  濠壼布谷
410 64 メ■そぶE言う烏ラに
411 65 坂口  裕之

本田技研熊本
河合楽器   通勲 本目
日本 IBM野洲
王子製紙春日丼 先頭lT者

日本 IBM野洲
″    鰤 蒙曾

四国銀行
〃    通勲 本目

三菱自動車川崎

四国銀行
新日鉄八幡
大昭和製紙北海道
新日鉄八幡

′/

神戸製鋼   通算2本目
ヤマ八
N丁 丁中国

″   代打
東海理化
N tt T四 国
東芝    1運 郭 本目
″    1代 打
〃   サ=執本田技石丹賞〔本
新日鉄堺
日本 I B Mtt lll 通算3本目
NKK    通算2本目

日本 IBM野洲1

四国銀行
新日鉄室蘭
四国銀行

住友金属
日本石油
神戸製鋼
日本石油

大阪ガス
N丁 丁中国

大阪ガス
N tt T中 国
日本たばこ

′′

東 芝

34238中島  輝士  プリンスホテル
343 39 ,竜 ガく  秘呈―一  月員そゞた目
344 40 伊吹  淳――    ″         代打
34541筒丼 大助 住友金属   通鄭 本目
34642」 |1 博文 プリンスホテル 通算2本目
>第15回言己念大会

347 1多 田   浩  N tt T東Jヒ 1735

満塁

通算2本目

1躁
代打

通算3本目

1言式てヽ 2Иド
通 算 2本目

通禦 本目
代打満塁
]請厳箸 2Иド
通 算 2本国
通算2本目

1滉 35
通算4本目
通算3本目

本田
等
研月員

旬
2者連続

四国銀行   懇ヽ本国
″    通鄭 本目

〃    週鞣 奮
″    通勲 本目

日本石油  蟄 言
新日鉄八幡  通勲 本目
日本石油



ノフ言ヨ雙景 (左端の数字は通算本塁打)

412 66 =ぞ「可  蒟彗5己41367鉄見  '告次
414 68 南渕  日寺高
415 69 ` 「ゞ司  75-―
416 70 宮2ヽ  雄 [二

41771安藤 芳人
41872徳永 耕

'台41973南渕  時高
42074丹波 健二
421 75 Fヨ 」l  署驀奪厄

>第16回大会
422 1山 田 仁寿
423 2竹島  誠
424 3,可野  浩三
425 4 朝山  憲重
426 5 西   俊児
427 6 渡辺  則昌
428  7 全令/1k  ,(1と
429 8徳永 耕治
4∞ 9日川 雅夫
431 10得影k 未丼

'台432 11 中/1k    浩
433 12福沢   岡」
43413安 田  篤
43514竹田 満宗
436 15 え果E日   英彗モ]
43716宮本 章彦
43817町 田 明謙
439 18 そゞ F司   ヲ5-―
44019森 田 建司
441 20 「 ヨフコ  うに長と44221薬師神一成
44322夷塚  博
4“ 23古田 敦也
44524間 瀬 啓介
44625砂田 弘樹
447 26 り||〕項  t壁デ弩
44827河 野 浩三
449 28 伊東    剛
45C129鈴木 康之
451 30 ミ手山烏  菫雪tL
45231金 久保孝治
453 32 篠崎  宏道
454 33 Jヒ []  禾日lE
45534丹波 健二
456 35 /」 本ヽ本    薫
45736中 西 売介
45837松田 竜二
459 38 ス栞Lu    l支
46C139古田 敦也
46140黒木 義美
46241吉 竹  正
463 42 中村  昭徳
46443水野 英樹
46544児玉 卓也
466 45 宅吉本本  国巨暑旨
46746佐藤 雄樹
468 47 

“
集「買    =券

46948佐藤 雄樹
47049樋里予   徹
471 50 佐藤  和弓ム
47251中西 亮介
47352黒木 義美
474 53 F尋里予  言羊ラ

=475 54 茉果LЦ     方々
レ第17回大会

476 1秋 山 洋満
477 2硯   昌己
478  3 /」 スヽ宋    庁貶
479 4 伊東   剛
480  5 /」 森ヽ    茂

日本石油
新日鉄八幡
東芝
四国銀行   通算3本目
″    通算2本目

本田技研熊本
日本石油   通算3本目

〒  1弥
″       '両塁

本田技研
NTT四 国

本
胃芦

研
1財

」T    先頭打者
神戸製鋼
日本石油   鵬燃日、選
神戸製鋼   通算3本目
日本石油  響醍粟己F
松下電器
N tt Tイ言越  代ま丁
北陸銀行
本田技石丹月疇本

TP予 1琲
# |[公

N丁丁東北  豪奮
四国銀行   通算3本目
NTT東 Jヒト∃7自動詞1ィニング
新日鉄広畑
日本生命
NTT四 国
西濃運輸

」T
NKK
松下電器
NTT中 国
東芝

大阪ガス

月晨そゞ組
トヨタ自動車
熊谷組
西濃運輸
日本生命
西濃運輸
日本生命
日本石油
住友金属
NTT中 国
住友金属

熊谷組
大阪ガス
熊谷組

通勲 本目

通算2本目
通算3本目
通算2本目
通算2本目

通算2本目
サ∃ナラ
先頭打者

三菱重工神戸

通算4本目

礁式 _~22ヽ
通 算 5本 ll
lイニング
通算2本目
'両
塁通算2ラ 日ヽ

通費 本目
通勲 本目
通算2本目

1イニング西濃運輸

通 算 2本 目
1言式合 2本
通 第 2,ヽ 自

481  6 T野  博樹
482  7 層己南1  亨百こ]
483 8う者ら守 正弓ム
484 9蘇Iヨ  妻姜イ言
485 10 ,キ Jヒ  草↑tL
486 11 り|1本寸  `菫 [司

487 12 1に り|1  言]息6
48813南 谷  光清
48914南 谷 光清
490 15 ¢生,素  な佳オ豆」
491 ]6 西田  英資
492 17 金令/1k  涯長ズと
493 18 カ蔓えコ    ミ宇
494 19 奮鳥Ftt  E昌テ晨
495 20 雀鳥「司  E昌,晨
496 21 本公「員  禾□tL
497 22 雇島」l  号驀争C
498 23 ヽヽり京  禾日tL
499 24 嗜喜,テ冥  陛モデ吉
500 25 久芳  修平
501 26大久保  隆
502 27 fミ ナキ  ラSラに
503 28 EF里予  ク会セ隻
50429佐藤  孝,台

505 30 有5/1k  不ロメ■
50631五十嵐章人
507 32 1吉 本本  Ё巨唇雪
50833五十,式章人
50934月員

'不

 蘇ミオ封
510 35 瑚反口  裕之
51136若林 重喜
512 37 若林  重喜
5]338寸 河  章浩

>第 18回大会
514  1 Z日 本寸  秘曇Jヒ
515 2長丼 秀夫
516 3宍倉 靖英
517 4湯川  素哉
518 5'州力日本弘樹
519 6山 口 高誉
520 7錆レベ 智,台

521  8 本目Ett  it4恵
522 9 徳永  耕治
523 10 石野  史昭
524 1l  L里予L日撻菫ラに
525 12 果栞_ヒ  弓ムスと
526 13 [ヨ /1k  な佳三二
527 14 」二里予L日だ三ヲに
528151寺田  満男
529 16 本公E日  竜二
53017橋 口 博一
531 18 里予ギ宇  )じ75
532 19 _ヒ     禾ロラ5
533 20 J斤 り京  優良

“
中

53421 満薗   浩
535 22 ,京 E日   育旨夢(
536 23 三好  利[言

537 24 高橋  昭[二

538 25 」ヒ本寸  ξミ]ム
539 26 層喜Fヨ  陶里χ当
540 27 , |ロ ロ  itttL
54128月員里予  僣量
542 29 戸崎  勝樹
543 30 果栞_ヒ   ]ム長ヒ
54431」 島ヽ 啓民
545 32 金兼E日   作命E昌
546 33 1与 看喬  [a言或
547 34 肩雪LI    ア圭
54835岩言山奇ヨぎ千,去
549 36 本寸Jヒ     ,胃
550 37 _L里予Lu走菫ラく

NTTJヒ陸

N tt T東 北  通算2本目
″    通算5本目

四国銀行
NTT関 東
富士重工業  先頭打者
三菱重工三原

″    餞 .]干●
住友金属   通算5本目
NTT関 西
西濃運輸   通算2本目
日産自動車

東芝

」丁
本田技研鈴鹿

NTT関 東
三菱重正三原 先頭打者
日本石油
N tt TJし,毎道 先頭lT者鉢石油

1詈蟄訳亀
″    纏費課奮

日本生命
日本石油

日本生命

通算2本目
通算3本目
]言式合2本

東芝
N丁 丁関東  通算2本目

〃   代打
大阪ガス
三菱重工長崎
本田技研

'可

合楽器   通算2本目
日本石油
〃    通算6本目

卜∃夕自動車
三菱自動車京都

四国銀行   通算3本目
三菱自lll車京都 低鞣 奮
西濃運輸
大阪ガス   通算2本目

N tt T関 東
大
喝ダ

ス
  1菖 X晉

三菱重工長崎

NTT四 国
NT丁イ言越
川崎製鉄神戸 先頭打者
」T     通算2本目
川崎製鉄神戸
」T     通算3本目
神戸製鋼
三菱自動車京都 通算2本目
三菱重工長崎
JT 代 打

NTTイ言越
三菱自動車京都
日本石油
三菱自動車京都 通算3本目

55138徳永 耕,台  日本石,由   通釘 本目
55239徳永 耕治   ″    通算8本目
55340原里予  優  」T     通算4本目

>第19回大会
554 1宮内  洋 住友金属
555 2芝   和彦  N丁 丁四国
556  3 ′]¬F  景ミーー      //
557 4 曽り|1  功―  山陽国策パルプ旭川
558 5小松 敬志 川崎製鉄水島
559  6 え言ttt  χ告戸5      ′/
560 7徳永 耕,台  日本石,由   通算9本目
561 8梅沢 宏之 NTT北 陸

:::]:「:醤山
'商

蜂  
プリ
ィテ
ホテル

11ィ
ニング

564 11 斎藤11真太郎     ″
56512鈴木   一  日本 IBM野洲 代打
56613畠 山 弘彰 東芝     通算2本目

:::|:曇暴 菫: 日弯「ジ由  |:羹黙蓼暑
56916槙   利― 新日鉄大分
57017徳永 耕治 日本石油   凛y。本田
571 18 高林  孝イ予    〃
57219丼出 竜也 日本通運

:;::♀ 霙粟 優三 
新日

苓
室蘭
 }1ィ

ニング

575 22 竹本寸    誠  大阪ガス     先頭lT者
57623三瓶   仁  NTT東 Jヒ

577 24 本直村  寛之  大阪ガス
57825日 J下  不ロカ軍 プリンスホテル
579 26 佐藤  友B召      〃       代lT
58027西村 隆史 東芝     通算2本目
58128大久保秀昭 日本石油
582四 大久保秀昭   〃    1試 合2本
583∞ 若林 重喜   ″    通算6本目
58431 高柳  靖法    ″
585 32 ,多 EB  5弓 [二  ;に吏菫

>第20回言己念大会
586 1恒吉 成樹 日立製作所
587 2砂田 弘樹 新日鉄広畑  通算2本目
588 3村上竜太郎 三菱重工長崎 ランニング
589 4井 出 竜也 日本通運   通算2本目
590  5 E日「1    量驀     ノ′
591 6徳永 耕治 日本石油
592 7月員谷   亨  JA岩手県蹄 連
593 8戸 22 英之  NTT東 Jヒ

594 9上島   格  日産自動車
595 10 呆栄    書宝E烹   2コ E国会艮イ子
59611天川  務 日立製作所
59712川崎 義文 日本通運
598 13 り1山奇  義文     〃
599 14 チキとL  眉首tL     ノ′
60015高林 孝行 日本石油
60116藤木   豊  N丁 丁東Jヒ

60217梶 田 茂生 日本生命
60318長谷部―彦 河合楽器
60419カ隻    寛  大昭和製紙北海道
605 L00 /」 林ヽ    司      〃
60621山 田 晃之 住友金属
60722山 田  正浩  NTT関 西
60823望 月 秀久 大昭和製紙北海道
60924青柳   イ言 日ZE自舅b車
61025中西 保友 住友金属
61126三瓶   仁  NTT東 Jヒ

61227早り健―郎 日産自動車

通算2本目
1言式合 2本
通 算 3本 国

1菖 X』
2打席 連 続
通 算 2本 国

代 打

通算11本目

通算2本目

aT席連 I‐

通算3本目
通算2本目
ランニンク

218

通算2本目



社会ス野球日本選手権大会 ″年史

第 1回
第 2回
第 3回
第 4回
第 5回
第 6回
第 7回
第 8回
第 9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回

第 1回 田 村
第 2回 山  口
第 3回 藤  沢
第 4回 刀ヽ  原
第 5回 松  沼
第 6回 鍛治舎
第 7回 久 保
第 8回 り‖ 瀬
第 9回 加 藤
第10回 川  端
第11回 伊 藤
第12回 高  田
第13回 陽
第14回 谷津田
第15回 尾  崎
第16回 金  沢
第17回 五十嵐
第18回 西  岡
第19回 佐  藤
第20回 川  尻

‖贋 ・ 投 手 (東
由紀夫 ・ 内野手 (日

博 久 ・ 投 手 (日
介 仁 ・ 投 手 (阿

日
北
日
電
東
松
日
大
日
東
日
日
阿
熊
本
日
日
大
プ
日

機
学
屋
属
行
属
山
業
機
属
属
研
海
鋼
芝
属
命
油
芝
属

三
鐘
新
住
北
住
日
富
ヤ
住
住
本
Ｎ
中
東
住
日
日
東
住

山
イ〒
関
国
ス
器
器
道
運
芝
運
器
業
組
本
,由

)由

ス
ル
車

第 1回 大 塚
第 2回 宮 田
第 3回 水  谷
第 4回 森
第 5回 高 岡
第 6回 高 橋
第 7回 田 村
第 8回 向  田
第 9回 鈴  木
第10回 高 橋
第11回 高 橋
第12回 伊 東
第13回 笠  丼
第14回 藤  野
第15回 南  渕
第16回 尾  山
第17回 新  谷
第18回 鈴 木
第19回 三 原
第20回 尾  山

第 1回 酒 丼
第 2回 撃  圏
第 3回 福  島
第 4回 吉  田
第 5回 」ヽ  林
第 6回 三 好
第 7回 山 崎
第 8回 菊  地
第 9回 辻
第10回 田 辺
第11回 平  岡
第12回 山 越
第13回 木  戸
第14回 森  脇
第15回 高 見
第16回 佐  藤
第17回 十  河
第18回 徳  永
第19回 小  林
第20[] 川  火田

喜代美  投 手 (三  協 精 機)

典 計 ・ 投 手 (鐘 淵 化 学)

啓 昭 ・ 投 手 (新 日 鉄 名 古 屋)

繁 和 ・ 投 手 (住 友 金 属)

茂 夫  内野手 (北 海道拓殖銀行)

修 二 投 手 (住 友 金 属)

忠 義 ・ 投 手 (日 本 鋼 管 福 山)

佳 元 ・ 投 手 (富 士 重 工 業)

政 明 ・ 投 手 (ヤ マ ノヽ 発 動 機)

修 二 ・ 投 手 (住 友 金 属)

修 二 ・ 投 手 (住 友 金 属)

昭 光 ・ 投 手 (本 田 技 研)

孝志登 ・ 投 手 (NTT東 海)

悦 勝 投 手 (中 山 製 鋼)

時 高 ・ 内野手 (東
敦 ・ 投 手 (住
博 ・ 投 手 (日
健 ・ 投 手 (日
昇 ・ 投 手 (東

芝)

属)

命)

油)

芝)

属)敦 ・ 投 手 (住 友 金

金
生
石

友
本
本

忠 義 ・ 投 手 (日 本 鋼 管 福 山)

敏 男 ・ 投 手 (北 海道拓殖銀行)

/AN也  投 手 (日 鉱 佐 賀 関)

慶 司 投 手 (電 電 四 国)

博 久 投 手 (東 京 ガ ス)

巧  内野手 (松  下  電 器)

真一郎  投 手 (日  本  楽 器)

隆 俊 ・ 投 手 (大昭和製紙北海道)

正 次 投 手 (日 本 通 運)

信  芳 ・ 内 野 手 (三 菱 重 工 広 島 )
幸  男   外 野 手  (鐘  淵  化  学 )
秀  明  ‐ 外 野 手  (住  友  金  属 )

寿  利 ・ 外野手 (新 日 鉄 名 古 屋)

和 幸 ・ 内野手 (神  戸 製 鋼)

達  也 ・ 外野手 (日 産 自 動 車)

―  幸 ・ 外野手 (住  友 金  属)

博  行 ・ 外野手 (神  戸  製 鋼)

恭  ― ・ 外野手 (東      芝)

発  彦 ・ 内野手 (日  本 通  運)

浩  昭 ・ 外野手 (東      芝)

靖  彦 ・ 外野手 (松  下  電 器)

吉  洋 ・ 内野手 (本  田 技 研)

均 ・ 外野手 (N 丁 丁 東 海)

勝  二 ・ 内野手 (中  山 製  鋼)

通
楽
企

本
本
部

芝)

運)

器)

業)

順 ― ・ 投 手 (月姜  谷  組)

定 己 ・ 投 手 (本 田 技 研 熊 本)

健 一 ・ 投 手 (日 本 石 油)

章 人 ・ 外野手 (日  本 石  油)

洋 ・ 投 手 (大 阪 ガ ス)

友 昭  外野手 (プ リンスホテル)

哲 郎 ・ 投 手 (日 産 自 動 車)

泰 範 ・ 捕 手 (東
雄  樹 ・ 内野手 (住
章 浩 ・ 内野手 (日
耕  治 ・ 内野手 (日
直  人 ・ 内野手 (東
伸―郎 ・ 内野手 (住  友  金

金
生
石

友
本
本

芝)

属)

命)

油)

芝)

属)

第12回 雨

第13回 多

第14回 山

第15回 田

第16回 佐

第17回 松

堤 浩

田

本 真

久 ・ 外野手 (本  田 技 研)

13打数 6安打・462
浩 ・ 外野手 (N T T 東 北)

12打数 7安打 583
也  内野手 (中  山 製 鋼)

14打数 7安打 500
辺 浩  昭 ・ 外野手 (東 芝)

11打数 7安打 636
藤  雄 樹  内野手 (住  友 金 属)

19打数10安打 526
原 和 也 ・ 外野手 (東 芝 )

第18回  湯

第19回 小
〃  多
〃  佐

第20回 恒

川 素 哉 ・ 外野手 (大  阪 ガ ス)

21打数13安打・619
林  直 人 ・ 内野手 (東      芝)

13打数 6安打 462
田 勇 二  外野手 (東 芝 )

13打数 6安打 462
藤  友  昭 ・ 外野手 (プ リンスホテル)

13打数 6安打 462
吉 成  樹  内野手 (日 立 製 作 所)

13打数 7安打・539

11打数6安打・545

9



チーム編成6年4月易在,

名社 一Ｔ 所住 TEL
日本野球連盟北海道地区運盟

北海道野球連盟札幌支部

た  く  ぎ  ん
N TT北 海 道

航 空 自 衛 隊 千 歳
J  R Jヒ  ,毎  道
和 弘 食 品 (休部)

札 幌 倶 楽 部

札幌 広島ウインブレーザーズ

札 幌 ブ ル ー イ ン ズ

北海道野球連盟室蘭支部

新 日 本 製 鐵 室 蘭

新 王 子 製 紙 苫 小 牧
ヴ ィ ガ し ら お い

北海道野球連盟旭川支部
旭  川  自 衛  隊
日 本 製 紙 旭 川

函 館 太 洋 倶 楽 部

/」 ヽ

060
060
060
060
066
060
047-01
047-01

047
047

062
06]-11
061-11

003
063

053
050
053
059-09
070
070
070
041
040
040

049-23

札幌市中央区北4条西6丁 目 毎日新聞社 Jヒ海道支社 事業課内

札幌市中央区北1条西6丁目 日本電信電話欄 Jヒ海道総支社 労働部内

札幌市中央区大通西3丁目7い北海道拓殖銀行人事部内
札幌市中央区北1条西6丁目 日本電信電話lal北海道支社労働部
千歳市平和無番地 航空自衛隊
札幌市中央区北5条西4丁目 Jヒ海道旅客鉄道的
/」 樽ヽ市新光4-12-1
(書類送付先)小樽市新光19]5 NT丁 ラインマンセンター内

小樽市色内1625Jヒ海道紙商事lal

(書類送付先)小樽市花園2121」 樽ヽ市役所商工課 迫 俊哉
本し幌市豊平区平岸4条11丁目916喫茶「サンキュー」内

札幌郡広島町北進町1ウ ェデイングプラザ入舟4F
(是詈美頁だ羞小」夕t)本 L劇晃君6,蜃 E誌田丁孝雪夢蔵田丁2-2-10-102 E日 本寸涸薫フj

札幌市自石区平和通 ]丁目北151520]森 堅一方
(書類送付先)札幌市西区西野8条4丁目1817伊藤晋方

苫小牧市王子町211王 子製紙い 苫小牧工場

室蘭市仲町12新日本製鐵い 室蘭製鐵所

苫小牧市王子町211新 王子製紙lal

白老郡白老町本町111自 老町総合体育館 スポーツ課内
旭川市パルプ町505日 本製紙い 旭川工場内
旭川市春光町 陸上自衛隊

旭川市パルプ町505日 本製紙い 旭川工場
画]自白司了日Jσ)ヨ■3-43-17 相口有喬フラ
函館市千歳町20]6田村匡税理士事務所内
(書類送付先)函館市海岸町1919函館いす モゞータ引い内 国分二三夫

茅部郡森町字御幸町144-1森町役場建設課内

0]12214141008868
011-212-4190
0]1-271-21]1《 う
011-212-4190
0123-23-310]《 う
011-222-6194
0134-54-873]
0134-52-0505

0134-32-1011
0]3432411101A1261
011-821-]566
011-372-4]65
011-372-0823
011-861-9524
011-661-6948
0144-32-0111《 う

0143472111002313
0]44-32-0111《う
0144-82-32001
0166-25-9730
0]66-51-6111《 う

01662597300ω 2412
0138-52-6370
0138-26-3733
0138 22 621llA119

0137422]8101A1224
日本野球連盟東北地区連盟

青 森 県 野 球 連 盟

自 衛 隊 青 森
三 菱 製 紙 八 戸
オ ー ル 青 森

全 弘 前 倶 楽 部
南 郷 村 硬 球 会

青森ベースボールクラブ

岩 手 県 野 球 連 盟
ア イ ワ 岩 手

岩 手 銀 行
」 A岩 手 県 経 済 連

岩  手  東  芝
北上ベースボール倶楽部

小 野 田 セ メ ン ト

東 北 ノヽ 一 ネ ス

宮  城  建  設
赤 崎 野 球 ク ラ ブ

ー 戸 桜 陵 ク ラ ブ

020
031

038
031

030
036
031-01
030
020
028-36
020
020
024
024
022
028-43
032
022
028-53
028-53

盛岡市新庄町2]中 村啓治方
八戸市大字田向檀ノ平1224
青森市大字浪館字近野45陸上自衛隊青森駐屯地
八戸市大字河原木字青森谷地 三菱製紙い八戸工場
青森市松森362工 藤隆夫方

弘前市金属町73照 丼雄一方
三戸郡南郷村大字市野沢字黒坂]110南郷村役場内

青森市橋本3728三 浦―郎方

盛岡市新庄町2]中 村啓治方
紫波郡矢巾町又兵衛新田51528ア イワ岩手い
盛岡市中央通123い 岩手銀行
盛岡市大通 1-2]」 A岩手県経済連
北上市北工業団地66岩 手東芝エレク トロニクス帥
北上市相去町字笹長根4025佐藤司方
大船渡市赤崎町跡浜216小野田セメン ト機大船渡工場

岩手郡岩手町大字久保8233東 北八一ネスlal岩手工場
久慈市新中の橋4353宮 城建設l■l

大船渡市赤崎町山口322
二戸郡―戸町西法寺字諏訪野673
(書類送付先)二戸郡―戸町高善寺字野田52田畑文弥方

0196-22-4935
0]78-44-3747

017781016101b1432
0178-29-2111
0177-43-3267
0172-88-3211
01788221]101A163
0177-23-8485
0196-22-4935
0196-97-2151《 う
0196-23-111]

019652211100328
01977130]1005101
0197-67-3953

019226211101p1331
0195-62-3611《 う
0194-52-1111
0192-27-7638
0195-33-3535
0195-32-2705
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社会ス孵 日本選手権大会 2θ颯 ヘ
①

名社 一Ｔ 所住 TEL
一 関 三 星 倶 楽 部

前 沢 野 球 倶 楽 部

大槌球友硬式野球クラブ

オ ー ル 江 刺
オール釜石野球倶楽部

オ ー ル 軽 米 野 球 部

オ ー ル 不 来 方

釜 石 野 球 団

北 上 球 友

久 慈 ク ラ ブ

九 戸 ク ラ ブ

雫 石 ク ラ ブ

水 エ ク ラ ブ

住田硬式野球 クラブ

高清物産花友 クラブ

高  田 ク ラ ブ
遠 野 ク ラ ブ

平 泉 ク ラ ブ

福 高 ク ラ ブ

水沢駒形野球倶楽部

宮 高 倶  楽 部
盛 岡 倶 楽 部

盛 岡 市 立 ク ラ ブ

盛 友 ク ラ ブ

宮 城 県 野 球 協 会

N T丁 東 北

」 R東 日 本 東 北

日 本 製 紙 石 巻

七 十 七 銀 行

日 産 サ ニ ー 宮 城

阿 部 接 骨 院 ク ラ ブ

石 巻 太 平 洋 ク ラ ブ

石 巻 日 和 倶 楽 部

S Aク ラ ブ

オ ノ ヤ ク ラ ブ

オ ー ル カ メ イ

熱 海 自動 車 ク ラ ブ

気 仙 沼 ク ラ ブ

仙 商 ク ラ ブ

仙 台 青 葉 倶 楽 部

東北福祉大学クラブ

自 山  ク ラ ブ

029-01
029-42
029-42
028-11
023-11
026
028-63
020
026
024
032
028-65
020-05
023
029-23
025-01
028-31

029-22
028-05
029-41
028-61
023
027
020-01
028-33
020
981-12
980
980
980
986
980
983
980
986
986
985
980
980
980
988
980
983
981

987-11
987-]1

一関市滝沢字鶴ヶ沢7 8 1al三星内

胆沢郡前沢町字自鳥館31
(書類送付先)胆沢郡前沢町字山下]756菅原紀津男方

上閉伊郡大槌町大町1320大槌商工会内

江刺市大通 り]8江 刺市役所 (宍戸智宛 )

釜石市野田町24222]6菊 池拓也方

九戸郡軽米町大字軽米2701
EE臣]1了 F]呵コ里予差さツて良662-12-2
蓋主雁ヨli/」 りヽ|1田丁4-2-2

Jヒ_L「lD Iエイヒ5-98
久慈市寺里33843ヤ マザキ八イツ2号 生平学方

九戸郡九戸村大字伊保内16112県 立伊保内高校内 中野剛

岩手郡雫石町長山4180晴山方

水沢市神明町1717宮 田博己方

気仙郡住田町世田米字日向63-2菊 田忠一方

花巻市南笹間1385
(書類送付先)稗員郡石鳥谷町新堀49521●l高健商店内
陸前高田市高田町字館の沖]]0陸前高田市役所内 (山本郁夫 )

遠野市中央通り111は やちねスポーツ内 遠野クラブ 平野利幸

西磐丼郡平泉町字志羅山8]-6
二戸市福岡字川又47二戸市役所内 (松田光則 )

水沢市中町1192及川スポーツ駅前店内

宮古市崎鍬ケ崎921¬ 8中崎則男方

盛岡市厨川4118-302泉 澤雄志方

紫波郡紫波町中島下長根79長谷川清教方
盛岡市本宮字隠居128姉帯輝雄方

名取市植松入生107N丁 丁仙台総合運動場内

仙台市若林区五橋321日 本電信電話い東北支社

仙台市青葉区五橋111東 日本旅客鉄道徽東北地域本社内

仙台市若林区五橋31]日 本たばこ産業榊仙台支店

石巻市南光町2-2-1日本製紙船石巷工場
仙台市青葉区中央3 3 20 1al七 十七銀行

仙台市宮城野区扇町5106日 産サニー宮城販売い

仙台市青葉区木町通2431阿 部接骨院内

石巻市魚町21]21 1alヒ ラツカ内

石巻市中里41128毛 利光雄方

宮城郡七 ヶ浜町湊浜升形381エ ス エースポーツ内
仙台市青葉区中央2329オ ノヤスポーツ内

仙台市青葉区国分町3]18カ メイい内

仙台市宮城野区溜岡428勧 電気通信共済会内 (相澤明)

気仙沼市魚市場前39昆 東電機内

仙台市青葉区中央4-61 SS30ビル]OFヒロセい東北支店

仙台市若林区鶴代町64861●l新陽ラン ドリー

仙台市青葉区国見]81東 北福祉大学内

桃生郡河南町前谷地字山崎山914早川純一方
(書類送付先)桃生郡河南町前谷地字横須賀1043早川運動具店

0191-23-3570《 う
0]97-56-3797
0197-56-3797
0193-42-2536
0]97-35-2¬ 11《増

0193-23-7581
0195-46-2356
0]96-35-7311
0193-23-5233
0197-65-3557
0194-53-6073
0195-42-3121
0196-92-4]21
0197-24-9834
0192-46-2376
0198-29-2233
0198-45-2907

019254211100121
0198-62-9080
0191-46-2530

01952331110の 611

0197-25-8823
0193-63-6393
0196-41-9442
0196-76-2547
0196-35-]520
022-382-1771
022-269-2050
022-266-9619
022-267-1731

0225-95-0112《 →092234
022-2671¬ 1101p14165
022235111101n1207
022-233-2222
0225-96-1887
0225-95-8266
022-357-2292
022-227-3490
022-264-6]15
022-297-5774
0226-22-5634
022-265-6201
022-236-4647

022233311100239
0225-72-2388
0225-72-3778
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チーム編成6年4月易在,

名社 一Ｔ 所住 丁EL
秋 田 県 野 球 連 盟

秋 田 銀 行

」

T

秋 田 王 冠 ク ラ ブ

秋田経法大校友クラブ

秋田ベースボールクラブ
ユーランドホテル八橋クラブ

大曲ベースボールクラブ

能 代 松 陵 ク ラ ブ

山 形 県 野 球 連 盟

山 形 しあ わ せ 銀 行

新 庄 球 友 ク ラ ブ

鶴 岡 野 球 ク ラ ブ

東 海 大 山 形 OB
日 大 山 形 OB
― サ|| ク ラ ブ
米 沢 中 央 ク ラ ブ

福 島 県 野 球 協 会
自 衛 隊 福 島

同仁社硬式野球部(休部)

∃ ― ク ベ ニ マ ル

会津若松野球 クラブ

飯 塚 病 院 ク ラ ブ

飯 野 ク ラ ブ

岩 瀬 書 店 ク ラ ブ

小 名 浜 ク ラ ブ

学 石 O Bク ラ ブ
い わ き菊 田 ク ラ ブ

オールいわきクラブ

川 俣  ク ラ ブ

郡 山 フ レ ン ズ

郡山ベースボールクラブ

小  峰
須 賀 り‖

全 自 河 野 球 ク ラ ブ

平工 OB野 球 クラブ

田
　
Ｋ

ブ

ブ
ラ
　
ラク

018-0]
010
010

010
018-04
018-01

010-16
010
011

010
010
014
0]6
016-01

990
990
996
997
990-23
990
998
992
960-02
960-21
960-05
960

963
965
966
960-13
960
97]

978
974
979-01

970
960-14
960-14
963-11
963-07
964

96]

962
969-04
961

972

由利郡象潟町字沖の田1l TDKttFA事 業部内
秋田市山王321秋 田銀行
(書類送付先)秋田市牛島東1111
秋田市中通711東 日本旅客鉄道い秋田支社
由利郡仁賀保町平沢字画書面15丁 DKい
(書類送付先)由利郡象潟町字沖の田1l TDK鯛 FA事業部

秋田市新屋割山町472
秋田市下北手桜字守沢46
(書類送付先)秋田市飯島字西袋19627
秋田市茨島316い トーケムプロダクツ内
秋田市八橋イサノ21629
大曲市浜町739
育旨代市磐若田]1-16
(書類送付先)能代市浅内字浅内801浅 内診療所内

山形 rlD緑田丁3-17-17阿音6方
山形市旅篭町323帥 山形 しあわせ銀行
新庄市十日町699
鶴岡市山王町115渋谷益生方
山形市蔵王成沢2003東 海大学附属山形高等学校
山形市鳥居ケ丘455
酒田市浜田21123青 塚司方

米沢市成島町]240
福島県笹谷字桜水221石川方
福島市荒丼字原宿1陸上自衛隊福島駐屯地 業務隊総務科
伊達郡伊達町伏黒南屋敷41
(書類送付先)福島市松浪町423冊 同仁社

郡山市朝日2182い ヨークベニマル

会津若松市山鹿町3270竹 田綜合病院内
喜多方市松山町村松字北原36341昨雲会飯塚病院内
伊達郡飯野町大字大久保字南町543大 内政二方
福島市御山字中川原801岩瀬書店内
いわき市小名浜岡小名字小舘192田中房次郎方
石川郡石川町字下泉1532石川町役場内 (小平昭信 )

いわき市植田町堂ノ作 10
(書類送付先)いわき市勿来町窪田伊賀屋敷78島弘昭方
いわき市平字菱川町31常 磐交通自動車徽  (鈴木義男)

伊達郡川俣町字宮ノ脇101
(書類送付先)伊達郡川俣字五百田414望 月高方

郡山市田村町御代田字宿後1101
君БJJ「l」 日]本寸田]お妥ィアf12-332
(書類送付先)二本松市平石3153穂積方
白河市菅生館482石名国光方
須賀川市横山町63東北興業lal内
(書類送付先)岩瀬郡鏡石町大字鏡田字大池326佐藤忠弘方
白河市字北登町232穂積方
いわき市常磐湯本町天王崎42機湯本タクシー内

0184-43-7945
0188-63-1212
0188-34-4531《 うや0375
0]88-32-4005
0184-35-6515
0]84-43-7945
0188-63-4706
0188-36-1334
0188-57-2110

018864601]00224
0188-63-7811
0187-62-0354
0185-52-2591
0185-52-5022
0236-41-7770
0236-23-3132
0233-23-4319
0235-22-1905
0236-88-3022
0236-41-6631
0234-26-3867
0238-22-8925
0245-58-8277

0245-93-1212《 00324

0245-35-1001

0249-24-3221
02422755]101A12710
0241-24-3421《 う
0245-62-4013
0245-33-1122
0246-54-3634

024726211100233
0246-63-5135
0246-65-3836

024623115100412
0245-65-3084
0245-65-2830
0249-44-7101
0249-55-3149
0243-22-1004
0248-22-4067
0248-76-3232
0248-62-5363
0248-24-0486
0246-43-2602
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社会ス孵 日本選手権大会 ″薇
〇

名社 一Ｔ 所住 TEL
棚 倉 都 々 古 ク ラ ブ

ト ヤ 野 球 ク ラ ブ

福 島 ク ラ ブ

福 島 硬 友 ク ラ ブ

北 斗 野 球 ク ラ ブ

保 原 ク ラ ブ
ニ 本 松 ク ラ ブ
ニ ュ ー 相 馬 ク ラ ブ

矢 吹  ク ラ ブ
好 間 ク ラ ブ

979-61
979-34
979-33
960
960
960
960-06
964
976
969-02
970-11

東白川郡棚倉町大字関口字一本松 ]50

田村郡小野町大字小野新町字中通
(書類送付先)田村郡小野町大字夏丼字太子堂36阿部京一方
福島市岩谷6渡辺哲夫方
福島市南沢又字熊ノ辻415
福島市東中央 1 59 1al八 代建設工業内 (八代勉 )

伊達郡保原町字宮下100保 原町役場 (東城一弘 )

二本松市若宮1190
相馬市大曲字大毛内52
西白河郡矢吹町曙町3621
いわき市好間町北好間字堂田41

0247-33-3478
0247-72-40]7
0247-72-2843
0245-31-3133
0245-57-2171
0245-33-5155

0245-75-2]1101A1155
0243-22-0578
0244-35-2324
0248-42-2722
0246-36-2631

日本野球運盟北信越地区連盟

長 野 県 野 球 連 盟

N T丁 信 越

丁 DK千 曲 川

全 松 本 ク ラ ブ

新 潟 県 野 球 連 盟
ニ チ エ ー
M Gク ラ ブ

オール新発田クラブ

オール長岡野球倶楽部

オ  ー  ル  東
柏崎マリンジエッターズ

五  泉  ク ラ ブ

新 発 田 中 央 ク ラ ブ

長 岡 球 友 ク ラ ブ

新 潟 ク ラ ブ 野 球 団

に い が た K D
新潟コンマーシャル倶楽部

新  津  ク ラ ブ
新 潟 工 業 ク ラ ブ

富 山 県 野 球 連 盟

NTT富 山 (休部 )

伏 木 海 陸 運 送

北 陸 銀 行

団軍渡佐

団
由三

球野

飯
根自

全

380
380
380
385
390
951

951

959-]6
951

957
940
940

950-21
945
959-16
959-16
952-16
952

957
957

950-12
959-26
959-31

940
950
950
95]

956
956
950

930
980
933-01
930

長野市新田町1137-5日 本電信電話い信越支社 労働部内

長野市新田町11375日本電信電話lal信越支社 労働課内

長野市新田町11375日本電信電話閉信越支社

佐久市大字根々丼113丁 D Klal千 曲川工場
松本市筑摩東2522喫茶山道
新潟市東大畑通1毎日新聞社新潟支局内

新潟市川岸町2 8 2 1alニ チェー

五泉市本町4-4-20椿製作所内
(書類送付先)新潟市緑町343714間公緑町マンシヨン702号 古田道雄方

新発田市城北町2-922い北越建設内
長岡市東坂之上町2-]-7米八寿司内
(書類送付先)長岡市本町1-2-16三上賢作方
剰〒活尋r13/」 茉ヽ斤3595-30 層薔尾宏佳三ニフゴ
柏崎市半田2234行 田清作方

五泉市本町242オ グロスポーツ内
(書類送付先)五泉市丸田甲128渡辺健司
佐渡郡佐和田町窪田933至誠堂内
(書類送付先)両津市梅津2252鈴 木潔方
新発田市山崎¬8414渡辺仁方
(書類送付先)新発田市大字浦132五十嵐伸一方
自根市本町通 り3大塚―夫方
Jヒ弄彗J員君膠「ロジ晨田丁ラ曼田丁4-27 /」 自ヽ雨栞斤ブk良5フゴ
(書類送付先)岩船郡荒川町大津2862渡辺正和宛
長岡市末広1-3-9遠藤与司俊方
新潟市竹尾]39苅 部清栄方

新潟市東明2210松 田建築設計事務所

新潟市関屋田町2294中村修治方
新津市山谷町3920土 橋彰方

新津市新町1229
(書類送付先)新潟市日の出町2514山 田俊雄方

Eョ ロJ rlDヨ三禍ヨ9[玉 4011-4 4文里予フゴ

富山市桜橋通 り432日本電信電話い NTT富 山支店内

高岡市伏木湊町51伏 木海陸運送い

富山市堤町通 り1226Jヒ 陸銀行い本店

0262-25-2126
0262-25-2]26
0262-25-2126

0267-66¬ 11101n15107
0263-26-3471
025-222-0700
025-230-1111《 →
0250-42-2042
025-223-4889
0254-24-4731
0258-33-0440
0258-32-3907
025-231-0819
0257-22-6854
0250-43-0223
0250-42-5961

0259-57-2063
0259-23-2332
0254-22-1083
0254-24-3587
025-372-1]18
0254-43-5111
0254-62-3637

0258-35-1030
025-272-0869
025-286-4735
025-265-]806
0250-22-1505

0250-22-0300
0764-31-5678
0764-45-9571
0766-45-]]]1《 う

076423711]003353
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チーム仔成6年4月現ω

名社 一Ｔ 所住 TEL
石 川 県 野 球 連 盟
N tt T北 陸

920-03
920

金沢市下安原町東]127 N T T金 沢運動場内
金沢市出羽町41日 本電信電話い北陸支社

0762-49-4055
0762-20-9371

日本野球連盟関東地区連盟

茨 城 県 野 球 連 盟

鹿 島 石 油
住 友 金 属 鹿 島

日 立 製 作 所
大 宮 ク ラ ブ

全 鹿 島 野 球 ク ラ ブ

全神栖硬式野球クラブ

全 東 海 野 球 団

全日立商高エイ トカイ

全 水 戸 野 球 ク ラ ブ

鉾田硬式野球クラブ

栃 木 県 野 球 連 盟

宇 都 宮 ク ラ ブ

宇都宮大学OBクラブ
作 新  ク ラ ブ
全 足 利 ク ラ ブ
全宇都宮野球クラブ

全  大  田  原
全 鹿 沼 野 球 部

栃 木 野 球 倶 楽 部
栃 木 ク ラ ブ

防長ベースボールクラブ

群 馬 県 野 球 連 盟
富 士 重 工 業
全伊勢崎硬建クラブ

伊勢崎レッドソックス

大泉硬友野球 クラブ
太田球友野球クラブ
全 太 田 野 球 倶 楽 部
オール高崎野球倶楽部

桐 生 硬 友 ク ラ ブ

全 前 橋 野 球 倶 楽 部

埼 玉 県 野 球 連 盟

鷺 宮 製 作 所 狭 山
日 本 通 運

本 田 技 研
かみかわ野球 クラブ

川 口 球 友 ク ラ ブ

団球里予浦全

100

316
3]4-02
314

3]7
319-22
314
314-02
319-11
319-11

312
311-41
310

311-15
320
321

320
320
326
320
324
322
328
328
321-02
371
373
372
372
370-05
373
373
870
376
371

336
350-13
336
101

351-01
367-02
332
103

336

千代田区丸の内165東日本旅客鉄週粉東京地域本社 総務部勤労課内
日立市中成町1]71小 り|1清方
鹿島郡神栖町東和田4鹿島石油lal鹿島製油所
鹿島郡鹿島町大字光3住友金属工業い鹿島製鉄所
日立市幸町31ll■l日立製作所 日立工場
那珂郡大宮町南町278飯田屋商店内
鹿島郡鹿島町平丼]1871鹿 島町役場内
鹿島郡神栖町溝回49915神栖町役場内 (安藤憲治 )

那珂郡東海村村松862黒羽根弘一方
(書類送付先)那珂郡東海村舟石川821東海村役場内 高橋正道宛

勝田市西大島121520]り ‖上成利方
水戸市河和田町39140ロ ビンス熱工業内
(書類送付先)水戸市元吉田町70711●lア クツエ業内
鹿島郡鉾田町大字鉾田14441鉾 田町役場内
宇都宮市陽南4]414栃 木県野球会館内
宇都宮市下平出町423
宇都宮市宝木本町11962野村昭二方
宇都宮市一の沢町503作新学院内
足利市本城32145足利市役所内
宇都宮市陽南4]4-14栃木県野球会館内
ブて日ヨ潟R司ラ鱗寒壕R2-2598-27 工「 里予1申――フゴ
鹿沼市今宮町16881鹿沼市教育委員会 体育課内
栃木市平柳町31221高 梨守方
栃木市片柳町5425大 塚茂方
下都賀郡壬生町11340
日」需雪rlDヨ「 禾日田丁1-4-7
太田市東本町101富士重工業い群馬製作所
伊勢崎市曲輪町516清水潔方
伊勢崎市東本町98]0境野清税理士事務所
邑楽郡大泉町坂田693モ リ運動具店内
太田市高林1795大橋信雄方
太田市飯田町]114マエ八ラスポーツ内
高崎市中居町2623不 二窯業内
琳司自ヒrlJ本目」巨田丁1-625-1
前橋市元総社町117
浦和市仲町21619奥 平保方
狭山市笹丼5351■l鷺宮製作所狭山第一工場
)甫禾日rlD馬旬場調-28-9
(書類送付先)千代田区外神田3129日 本通運Q総 務部

和光市本町8]本 田技研工業lal埼玉製作所和光工場
児玉郡神川町大字植竹370 1alか みかわスポーツ
川国市幸町21024矢 口方
(書類送付先)中央区日本橋3111ニチメン欄衣料特需部 室崎秀実

浦和市高砂314]4ラ イオンズマンション第2201

03-3213-4003
0294-35-3355
0299-96-1231《 う
0299-84-2111《 う

0294-21-1111《 う
02955-2-0206

0299-82-29]1《 →lA1209
029990111101A1521
0292-82-3374
029282171]OIA1142
0292-72-6216
0292-52-7618
0292-47-8299
02913211100351
0286-45-5589
0286-6]-2896《 う
0286-65-5468
0286-48-1811
0284-21-]141《 う
0286-45-5589
0287-23-1843
0289-63-2245
0282-27-8989
0282-22-6678
0282-82-7777
0272-31-3362

0276-26-2010《増や02054
0270-25-1829
0270-25-3856
0276-62-3955
0276-38-0264
0276-45-4303
0273-53-0588
0277-53-4159
0272-51-1551
048-822-8131

0429533]8201A1103
048-886-3]25
033253111101A12053
048-461112]ω 02]10
0495-77-3448
0482-53-2572
03-3277-5176
048-825-3696
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を数 野球日本選手権大会 20年史ヽ
①

名社 一Ｔ 所住 TEL
団球野宮大全

全 三 郷 硬 式 野 球 部

都幾川倶楽部野球団

新 神 戸 電 機 埼 玉

大 和 ク ラ ブ

千 葉 県 野 球 連 盟

N T丁 関 東

サ||

新 日 本 製 鐵 君 津

東京都野球連盟東京都支部

朝  日  生  命
東 京
ラ ブ
作 所

R
く

佐 藤 工 務 店

東 京 ガ ス

日本アイ・ビー・エム

プ リ ン ス ホ テ ル

明  治  生  命
リ ク ル ー ト

東京 自彊術 CL∪ B
W I 圧 N '94

東京都野球連盟多摩支部

シダックス硬式野球部

ス リーボン ド(休部 )

東  芝  府  中
全調布硬式野球倶楽部

全 府 中 野 球 倶 楽 部

航 空 自 衛 隊 府 中

武 蔵 野 ク ラ ブ

神奈 川 県 野 球 協 会

い す ゞ 自 動 車

葉千鉄製崎

Ｔ
ク
製

丁
乖球
宮

Ｎ
熊̈
鷺

本

行

日

銀

東

ら

Ｊ
　
さ

芝

車動自産

東

330
330

341

355-03
369-02
351-01
260
260
100

260
260

299-11
]00

163-91

108

162

]65
350-13
100

100-91
176

34
105

106

150

100

104

]45

153
211

183

182

193

183

182

183

183

180
179

140

252
140

211
]05-01

237
104-23

大宮市大門町31
(書類送付先)大宮市寿能町2519大和田公園事務所 新井義―

三郷市谷中343
比企郡者B幾り|1本寸ラヽ電

=翔`/1x32 
都幾り|1村役場内

埼玉県大里郡岡部町大字岡2200

和光市本町81本 田技研工業い 和光エンジンエ場内 氏丸気付

千葉市中央区川崎町1り |1崎製鉄い千葉製鉄所総務部内

千葉市中央区千葉港8 3 NttT千葉ビル内 日本電信電話機千葉支社

(書類送付先)千代田区大手町231 日本電信電話機関東支社労働部厚生課
千葉市中央区川崎町 1

(書類送付先)千葉市中央区川崎町1サ |1崎 システム開発帥

君津市君津1新日本製鐵lal君津製鐵所

千代田区丸の内165東 日本旅客鉄道い 東京地域本社 勤労課内

新宿区西新宿173朝 日生命保険相互会社

港区港南卜91 NTT品川TWINS日本電信電話機東京支社 (労働部厚生担当)

新宿区津久戸町21い 熊谷組内

中野区若宮2555い 鷺宮製作所
(書類送付先)狭山市笹井535い鷺宮製作所狭山事業所
千代田区丸の内16-5東日本旅客鉄道lal

千代田区九段南卜3-1さくら銀行 (人事企画部厚生第一グループ)

(書類送付先)練馬区豊玉北5-1714練馬支店

江戸川区北葛西4134第 2サ トービル

港区海岸15-20東京ガスい

港区六本木3212日 本アイ・ビー・エム∽

渋谷区神宮前635]い プリンスホテル

千代田区丸の内211明治生命保険相互会社 (法人職域部 カロ藤康宏)

中央区銀座84-17佛 リクルー ト

大田区田園調布南12-12セン トヒルズ506
目昇晨D【右苗ヲこ寺2-17-3-504
(書類送付先)り ‖崎市中原区木月1620岩見谷洋志方
府中市緑町113]向 山建設lal内

調布市調布ケ丘3-63冊シダックス

八王子市狭間町1456いスリーボン ド
府中市東芝町1い東芝 府中工場

調布市多摩川79-7相沢方

府中市緑町1131向 山建設い内

府中「lD浅 間田丁]-5-5
武蔵野市吉祥寺東町1715
(書類送付先)練馬区春日町1-1833荒木方
品川区南大井6-261大森ベルポートA館 しヽす 自ゞ動車い人事部ライフサービスグループ内

藤沢市土棚8し すヽ ゞ自動車い
(書詈突貢遣菫小l夕己)品川区南大丼卜261 大森ベルボートA館 いすゞ自動車lll 人事部ライフリービスグループ

川崎市幸区堀川町72
(書類送付先)港区芝浦111い 東芝勤労部本社厚生担当

横須賀市夏島町1

(書類送付先)中央区銀座6-171日 産自動車い

048-642-0478
0489-53-5573

0493-65-1535《 うlu149
0485-46-1100
048-461-1121《 り
043-262-2026
043-224-9273
03-3244-8177
043-262-2987
043-262-4020

043952411101A12377
03-3213-4003

03-334231]1002143
03-3740-823]
03-3260-2]11《 う

03-3330-]111
0429-53-3181《 りlu1302

03-3240-5605
03-3230-3111
03-3992-1¬ 31-5
03-877-9655

0334332111002495
03-5563-4024
03-3498-1111《 う
03-3283-8111《 →
03-3575-111]《 う

03-3758-9439
03-3791-4416

0423-63-141]《 う
0424-89-8911《 う
0426-61-]333
0423-33-2080
0424-84-1159
0423-63-1411
0423-62-2971
0422-22-9]24
03-3998-3914
03-5471-1111

0466-45-2502
03547]11110の 2393

03-3457-2198
0468-67-5003
03-3543-5523《 →や02779
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チーム仔成6年4月易在
'

名社 一Ｔ 所住 TEL

三 菱 自 動 車 川 崎
三 菱 重 工 横 浜

横 浜 そ こ う
横 浜 高 島 屋 (休部)

住 友 電 気 工 業 横 浜
WIEN BASEBALL CLUB

全 川 崎 ク ラ ブ

横 浜 球 友 ク ラ ブ

横 浜 金 港 ク ラ ブ

山 梨 県 野 球 連 盟
市  川  ク ラ ブ
大  月 ク ラ ブ
オ ー ル 櫛 形
桂 ク ラ ブ

甲府ベースボールクラブ

東 海 甲 府 ク ラ ブ
山 梨 球 友 ク ラ ブ

'由

日

ブク

221
105

211

231

220
220
244
248
164

230
211

2]0
233
231

400
400

401

400-03
402
400-01
400-02
400

横浜市神奈川区子安通3390
(書類送付先)港区西新橋1312日 本石油鶴

川崎市中原区大倉町10三菱自動車工業い東京自動車製作所
横浜市中区錦町12三菱重工業帥横浜製作所
横浜市西区高島218]い 横浜そこう 外商統轄部
横浜市西区南幸1 6 31 1al横 浜高島屋
横浜市栄区田谷町1住友電気工業い横浜製作所内
鎌倉市稲村ヶ崎256軍 司貞則方
(書類送付先)中野区中央5211202中 原孝子方

横浜市鶴見区上末吉11729
(書類送付先)'|1崎市幸区北カロ瀬2119103山 崎孝方

川崎市川崎区中瀬2712
横浜市港南区芹ヶ谷3221清 建開発∽内

横浜市中区常盤町455共栄社商事内
甲府市山宮町858A403飯塚方
(書類送付先)甲府市大里町15783塩 沢圭二

大月市大月1155」 林ヽ昭義方
中巨摩郡桃園13582相 原幸三方
都留市つる4610酒 丼重昌方
中巨摩郡竜王町名取339望月映樹方
中巨摩郡自根町在家塚108名取和光方
甲府市中央4 4 9 1al三 森商店 三森功次

045-461-7111
0335021111002687
044-587-2005
045-629-1242

0454652]110n3806
0453115111003253
045-851-1281
0467-22-9360
03-5200-3225
045-572-2144
044-599-]732
044-233-9022
045-821-7187
045-662-8821
0552-51-1418
0552-41-0108
0554-22-006]
0552-82-4673
0554-43-2741
0552-76-8889
0552-82-2469
0552-35-3584

日本野球連盟東海地区連盟

静 岡 県 野 球 協 会
河 合 楽 器
関 東 自 動 車 工 業
大 昭 和 製 紙 (休音5)
ヤ オ 八 ン ジ ャパ ン

古フ      7ヽ      ノヽ
エ ー ス コ ン ク ラ ブ

協 和 発 酵 ク ラ ブ

静岡硬式野球倶楽部
中 遠  ク ラ ブ
中電硬式野球 クラブ

浜 商 闘 魂  会
浜 松 ウ ナ ポ ン ズ

フジウンノ野球クラブ
富 士  ク ラ ブ

三 島 ク ラ ブ
ヤマ八発動機 誠和クラブ

ブ
ブ

ラ
　
ラ

ク

ク

南

笠

岳

菊

450
430
430
410-11
417
410
410-32
430
420
422

417
439
437-16
411

420
437
420-91
434
43]-31
416
416
416

411

438

名古屋市中村区名駅4735毎 日新聞社 中部本社 事業部内
浜松市中沢町101ヤマノヽい内
浜松市寺島町200い河合楽器製作所
裾野市御宿1200関東自動車工業い東富士工場
富士市今丼411大 昭和製紙榊
沼津市岡の宮字寺林12561い ヤオ八ンジャバン
(書類送付先)田方郡天城湯ヶ島町上船原11211帥ヤオハンジャパン
浜松市中沢町101ヤマノヽlal

静岡市田町2-762望月方
(書類送付先)静岡市大坪町24出 光工業lal内

富 L「lD本白1京 ]-171-8
小笠郡菊川町西横地
(書類送付先)小笠郡浜岡町池新田3129い松下工務店
駿東郡長泉町下土狩]188協和発酵工業い富士工場
静岡市幸町594桜丼化成品い内
袋丼市水楽町325
静岡市本通241中 部電力l■l静岡支店
浜北市西美薗6浜北市役所 税務課
浜松市半田町3600浜松医科大学解割J学第2内 宮本 愛
富士市五貫島919 1alフ ジゥンノ
富士市柏木44岩山石油い内
(書類送付先)富士市松岡1745富士川紙業帥
三島市文教町21057三 島市役所 三島市民体育館内
磐田市新貝2500ヤ マ八発動機い

052-561-4189
053-460-2914

053457121]ω0336
0559-97-1111《 →
0545-30-3000《 う
0559-22-2806
0558-87-0202《 →

0534601111002]05
054-255-5490
054-287-8711

0545-33-1512

0537-86-2088
0559-86-7600《 →
054-254-5358
0538-42-2288

054255111101A1247
053587311101u1239
053-435-2292
0545-64-2111
0545-61-0495
0545-61-0346
0559-87-7570
0538-37-4050
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社会ス孵 日本選手権大会 ″薇
①

名社 一Ｔ 所住 TEL

大

吉 原 ク ラ ブ

愛 知 県 野 球 運 盟

N T T東 海

新 王 子 製 紙 春 日丼

」  R 東  海
新 日本 製 鐵 名 古 屋

東 海 理 化

東  邦  ガ  ス
ト ∃ 夕 自 動 車

日 通 名 古 屋

三 菱 自 動 車 岡 崎

三 菱 重 工 名 古 屋

一       光

岐 阜 県 野 球 連 盟

昭 和 コ ン ク リー ト

西  濃  運  輸
三 重 県 野 球 連 盟

サ ン ジ ル シ 醸 造

本 田 技 研 鈴 鹿

オ ー ル 三 重 ク ラ ブ

奥 伊 勢 ク ラ ブ

417
455
460
486
450
476
441-13
441-02
456
471

450
450

444
455
461

503
500
503
513
511

5]3
516
519-24

富士市比奈2300吉原工業高校内
名古屋市港区南十番町1 2 NttT名古屋球場内

名古屋市中区大須4960日 本電信電話lal東海支社

春日丼市王子町1新王子製紙い春日井工場
名古屋市中村区名駅南21419住友生命名古屋ビル 東海旅客鉄道い
東海市東海町53新 日本製鐵l■l名古屋製鐵所
新城市有海字高田]lm大 仙 新城工場

宝飯郡音羽町赤坂平山1い東海理化電機製作所
名古屋市熱田区桜田町1918東邦ガス機
豊田市 卜∃夕町1 卜∃夕自動車い
名古屋市中村区名駅南41139日本通運輸 名古屋航空支店
(書類送付先)名古屋市天白区植田山1501 日本通運輸 名古屋業務研究所

岡崎市橋目町字中新切1三菱自動車工業い名古屋製作所内
名古屋市港区大江町10三菱重工業鞠名古屋航空宇宙システム製作所
名古屋市東区東桜1-926-光パーク栄ビル い一光

大垣市田口町1西濃運輸い内
岐阜市明徳町10昭和コンクリー トエ業い
大垣市田口町1西濃運輸い
鈴鹿市平田町1907本田技研工業い鈴鹿製作所内
桑名市明正通1-5721サンジルシ醸造い
鈴鹿市平田町1907本田技研工業①鈴鹿製作所
伊勢市神田久志本町赤井 ヒロスポーツ内

多気郡大治町下三瀬476仲森規雄方

0545-34-1045
052-654-2616
052-291-2226

0568-811111002202
052-564-2338
052-603-7055

05362-5-0936《 うlA132
05338-8-4111《 →

052871-35]1003059
0565-28-2]21《う
052-55]-8161
052-781-6361

0564-31-3100
052-61]-2111《 う
052-962-3071
0584-81-11]1

058265515]Qの 213
058481111100437
0593-70-1104
0594-22-3333《 う

0593-78-1212《 う

0596-23-2048
05688-2-3017

日本野球連盟近鶴地区連盟

滋 賀 県 野 球 連 盟

日本アイ ビー エム野洲
甲賀総合科学専門学校

近江八幡野球クラブ

瀬 田 工 OBク ラ ブ

京 都 府 野 球 連 盟

島 津 製 作 所

第 一 紙 行

高 島 屋 京 都

日 産 車 体  京 都

日 本 新 薬

三 菱 自 動 車 京 都

京都信用金庫 (休部)

大     丸 (休部)

鴨 清 ク ラ ブ

団球野津大全

勝丸

530-5]

524
520-23
520-34
523
523

520-21
524

520
524

610-11
604
600
600
610-]1

611

601

600
616
600
600
606

大阪市北区梅田345毎 日新聞大阪本社 クリエイテイブ本部内

てデJJ「lDヽデL日田]]084 肩旨プゴ
野洲郡野洲1町市三宅800日 本アイ ビー エムい野洲

甲賀郡甲賀町鳥居野1085甲賀総合科学専門学校内
近江八幡市鷹飼町21村田酒店内
(書類送付先)近江八幡市南津田町70万野藤治方
大津市神領318-1県立瀬田工業高等学校内
(書類送付先)守山市守山町]421サムス守山601谷薫方
大津市浜大津31-23木村機械建設工業①
(書類送付先)守山市古高町字松卯08-6木村機械建設工業帥滋賀工場(佐 木々二三男)

京都市西京区大枝西長町918冨 田方

京都市中京区西ノ京桑原町1帥島津製作所 試験計測事業部 衡器工場技術課 矢木宛

京都市下京区西七条比輪田町6い第一紙行
京都市下京区四条通河原町西入真町52い高島屋京都店
(是詈力頁通菫小l夕し)京都市西京区大原野東境谷町25巧 側高島屋洛西店 食料品セルフコーナー 藤田宛

宇治市大久保町西ノ端]1日 産車体∽京都工場 総務部

京都市南区西大路通八条下ル 日本新薬∽

京都市下京区室町通松原上ル 丸勝∽

京都市右京区太秦巽町1三菱自動車工業い京都製作所
京都市下京区四条通柳馬場西入 京都信用金庫 人事部付

京都市下京区四条通高倉 欄大丸京都店 家具寝具売場気付 岡崎満起男

京都市左京区北自川仕伏町50若林晃方

06-345-r 55r(t)
(^)3832, 3838

o775-82-2033
0775-87-4696
0748-88-6177
0748-37-7301
0748-33-6295

0775-45-25 r 0

0775-83-9558

0775-22-6695
0775-83-768.1

075-331 -4554
075-823-r r r r(s(d466r

075-32 I -2345
075-22.l -88.l I
075-333-80r0
0774-46-1051

075-32r -r r r r ({u(d8489

075-36.l -41 8l
075-864-800.l
075-2I -2l l l

075-2r r -8r r r(t(6)2323
075-79 I -6602
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地     チーム編成6年4月月在,

名社 一Ｔ 所住 TEL
東 山 ク ラ ブ

洛 友 ク ラ ブ (休音6)
大 阪 府 野 球 連 盟
N tt T関 西
大 阪 ガ ス
三  和  銀  行
新 日 本 製 鐵 堺
大   和   銀   イ〒

日 本 生 命
大阪ペーシェンスクラブ

兵 庫 県 野 球 連 盟

阿 部 企 業
川 崎 製 鉄 神 戸
神  戸  製  鋼
小  西  酒  造

新 日 本 製 鐵 広 畑
田 村 コ ピ ー
三 菱 重 工 神 戸
り|1 崎 重 工 (休部)

和 歌 山 県 野 球 連 盟
住  友  金  属

□
鋼
器

プ
製
電

山
　
下

606
606
530-51
540
541

541

590
541
665

530
551

57]
573

541-01
556
556

650
655
651

675-0]
664
663

671-]1
660
652
650-91
640
640

京都市左京区永観堂町51東山学園内
京都市左京区田中西浦町44清水敏夫方
大阪市北区梅田34-5毎日新聞大阪本社クリエイティブ本部内
大阪市中央区馬場町3]5日本電信電話lal関西支社
大阪市中央区平野町4卜2大阪ガスlai人事部福利 安全衛生室福利チーム
大阪市中央区伏見町356三 和銀行lal

堺市築港八幡町1新日本製鐵帥 堺製鐵所
大阪市中央区備後町221大 和銀行い
(書類送付先)宝塚市小林3714大 和銀行 宝塚寮

大阪市北区東天満11119デ ュプロlal
大阪市大正区船町11661■l中山製鋼所
門真市大字門真1006松下電器産業lal

(書類送付先)枚方市菊丘南町2]0松下電器体育館

大阪市中央区今橋3512日 本生命保険相互会社
大阪市浪速区桜川163
(書類送付先)大阪市浪速区塩草339ビ ジタル塩草 lF
神戸市中央区栄町通435毎 日新聞神戸ビル4階
神戸市垂水区青山台318腕 阿部企業
神戸市中央区脇浜海岸通288月 1崎製鉄lal

カロ古川市金沢町1神戸製鋼い
伊丹市中央358」 西ヽ酒造い
(書類送付先)西宮市今津港町1-18」 西ヽ酒造lal西宮工場
姫路市広畑区富士町1新日本製鐵い
尼崎市金楽寺町16-48総田村コピー
神戸市兵庫区和田崎町111三 菱重工業舗 神戸造船所
神戸市中央区中町通2118日 生川崎ビル リ‖崎重工業い神戸本社
和歌山市湊1850住友金属工業ω和歌山製鉄所内
和歌山市湊1850住友金属工業帥和歌山製鉄所 勤労室

07577191210]8
075-721-3010
06 -346-8371
06 -948-3227
06 -205-4531

062068111003253
0722-33-1]74
06 -271-1221《 う
0797-7]-9162
06 -352-0551《 う

06555311101p12147
06 -908-1121
0720-44-7286
06 -209-4856
06 -561-4969《 う
06 -561-8811

078-361-6767
078-751-6022
078-232-151]《 →
0794-36-1400
0727-75-0524
0798-34-0001

0792-36-1001
06 -482-002]
078-672-31]1《 う
078-371-9530
0734-5]-1]58
0734-51-1158

日本野球連盟中国地区連盟

岡 山 県 野 球 連 盟
川 崎 製 鉄 水 島
三 菱 自 動 車 水 島

広 島 県 野 球 連 盟

N丁 丁 中 国
」 R 西  日 本
常 石 鉄 工
マ   ツ   ダ
三 菱 重 工 広 島
三 菱 重 正 三 原
ヤ マ コ ー
リ ー ス キ ン 広 島
スポーツ医学専門学校
大竹総合科学専門学校

700
700
712
712

733
721

730
732
720-03
730-91
733
729-03
736
730
731-21
739-06

臣]日Jli嗜コロJlて 2-8-4-601
臣]JJ15叫コJJT2-8-4-60]
倉敷市水島川崎通 1り |1崎製鉄い水島製鉄所
倉敷市水島海岸通り11三菱自動車鶴乗用車生産本部 水島自動車製作所

広島市西区観音新町4622三 菱重工業lal広島製作所 総務部内
福山市鋼管町l NKK福 山製鉄所人事部人事第一室
広島市中区基町677日本電信電話l■l中国支社
広島市東区二葉の里3-821西日本旅客鉄道lal広島支社
沼隈郡沼隈町大字常石2128常石鉄工lal

安芸郡府中町新地31マ ツダ帥
広島市西区観音新町4622三 菱重工業∽広島製作所
三原市糸崎町5007三菱重工業い三原製作所
安芸郡海田町曽田374ヤマコーい
広島市中区舟入中町426西 日本 リネンサプライい
″ェ崖言「lDク

=イ
白貶【労(く7唇]4-13-11-203

大竹市小方町小方苦ノ坂東山171

086-23]-8444
086-231-8444
086-447-2364
086-444-4117《 う
0216],2162

082-291-2114
0849-45-3144
082-226-2318
082-261-2254
0849-87-1321

08228211110022951
082-291-2114
0848-67-2065

082823211]002130
082-233-1141
082-682-3333
08275-3-1103
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社叙 野球日本選手緻 会 2鉾魂

名社 一Ｔ 所住 TEL

鳥 取 県 野 球 連 盟

新 王 子 製 紙 米 子

山 口 県 野 球 連 盟

協  和  発  酵
航 空 自 衛 隊 防 府

新 日 本 製 鐵 光

防 府 ク ラ ブ

683
683
755
747
747
743
747

米子市吉岡373新王子製紙lal米子工場内
米子市吉岡373新王子製紙lal米子工場
宇部市常盤町13191●lスタジオはざま内
防府市協和町1-1協和発酵工業い防府工場
防府市中関 航空自衛隊

光市大字島田3434新 日本製鐵い光製鐵所

防府市天神1112靴 のニシヤマ内

0859-27-3114
0859-27-3114
0836-31-3465
0835-22-2511
0835-23-1950
0833-71-5030
0835-22-1269

日本野球連盟四国地区連盟

香 川 県 野 球 連 盟

」  R 四  国
愛 媛 県 野 球 連 盟

N T T四 国

徳 島 県 野 球 運 盟

徳 島 野 球 倶 楽 部

高 知 県 野 球 連 盟

四 国 銀 行

770
762
760
790
790
770
779-31
780
780

徳島市南内町123もず内

坂出市本町21121尾 崎方

高松市浜ノ町110四国旅客鉄道い高松駅

松山市松前町2-410ア ベスポーツ内

松山市一番町43日 本電信電話機四国支社 (労働部厚生課 )

徳島市南内町123もず内

徳島市国府町西黒田字西傍示111岡本方
高知市南はりまや町1-]1い四国銀行内

高知市南はりまや町1]1い 四国銀行

0886-23-3541
0877-46-4667
0878-51-0707
0899-41-4052
0899-36-2081
0886-23-3541
0886-42-1256
0888-23-2111
0888-23-2111《 う

日本野球連盟九州地区連盟

福 岡 県 野 球 運 盟

九 州 三 菱 自 動 車

」  R  力し  り11
新 日 本 製 鐵 八 幡

日 産 自 動 車 九 州

大 分 県 野 球 連 盟

新 日 鐵 大 分

日 鉱 佐 賀 関 (休音6)

1長 本 県 野 球 連 盟

N T 丁 九 州
ニ コ ニ コ ド ー

本 田 技 研 熊 本

長 崎 県 野 球 連 盟

三 菱 重 工 長 崎

沖 縄 県 野 球 連 盟

沖 縄 電 力

琉 球 銀 行 ク ラ ブ

802

80]

810
801

804
800-03
870
870
879-12
862
860
862
869-12
850
850-91
900
901-21
900

北九州市小倉北区紺屋町131毎日新聞西部本社 事業部内

北九州市門司区西海岸]6-2九州旅客鉄道∽ 総務部厚生課内

福岡市中央区薬院3223九 州三菱自動車

北九州市門司区西海岸162九 州旅客鉄道い

北九外1市戸畑区飛幡町卜1新日本製鐵帥八幡製鐵所 (労働部労政室厚生掛)

京都郡苅田町新浜町13日 産自動車帥 九州工場

大分市大字西ノ洲1新日本製鐵lal大分製鐵所 労働人事室内

大分市大字西ノ洲1新日本製鐵い大分製鐵所

北海部郡佐賀関町関3-3382日 鉱金属い

熊本市上南部町1595いニコニコ堂内
熊本市桜町3]日 本電信電話lal九州支社 (労働部厚生課 )

熊本市上南部町1595いニコニコ堂
菊池郡大津町大字平川1500本田技研工業冊熊本製作所
長崎市渕町218三菱重工総合体育館内

長崎市飽ノ浦町11三 菱重工業い長崎造船所

那覇市奥武山町52奥武山球場内
浦添市牧港52-1沖縄電力lal

那覇市久茂地 111-l lal琉 球銀行本店

093-541-3¬ 31《う
lA13810～3812

093-332-6606
092521-141100222]
093-332-6606
093-872-6111《 →

0934351¬ 24003126
0975-53-2028
0975-53-2027
0975-75-3310
096-380-0]25
096-321-2178
096-380-0125《 →

096-29311110い ]025
0958-62-8810
0958-28-4454
098-857-5678

098-877-2341《 019617
098-866-1212《 う
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あとがき
社会人野球日本選手権大会は、1974年に始
まった比較的新しいスポーツイベントです。
とはいえ昨年11月 、第20回の大きな節目の大
会を迎えるまでに歴史を積み重ねて参りまし
た。この間、日本のアマチュア野球は国際舞
台に確固たる地位を築き、世界の トップクラ
スの実績を残しています。その戦力的中核を
担ったのが、社会人野球。日本選手権ははる
かに長い伝統を誇る都市対抗野球大会ととも
に、日本野球界のレベル向上に大きな役割を
果たしてきた、と言えましょう。
日本選手権の年史としては、第10回大会開

催後に編さん発行した「10年史」があります。
しかし20年の節目としては追加版の形を取ら
ず、10年史にはなかった出場選手一覧、一次
予選記録などを掲載して資料面の充実を図る
とともに、読みやすさも考慮して編集しまし
た。
製作に当たり、正確な記述、記録記載に努

めましたが、誤りがありましたら、毎日新聞
大阪本社クリエイティブ本部 (〒 53051大阪
市北区梅 田3の 4の 5、 806-346 8371 Fax
06-346-8372)へ ご一報下されば幸いです。
この年史の編さんに際して、ご協力をいた

だいた日本野球連盟をはじめ連盟加盟チー
ム、選手、大会関係者の皆様に厚くお礼を申
し上げます。

《20年史編さん担当者》
〔毎日新聞大阪本社運動部〕鳥居宏司、相馬卓
司、江尻進一、藤岡行弘、落合博、斉藤雅春、
大坪康巳、内藤和彦、村上桂子
〔毎日新聞大阪本社クリエイティブ本部〕町田
雅保、須賀潔、藤田孝二、南洋

社会人野球日本選手権大会20年史
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